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1996 年 2 月 2 日から同月 4 日にかけて、パリで「音楽院教育の 200 年（200 ans de pédagogie 
au Conservatoire）」と題する学会が開催された。1795 年に設置されたパリ音楽院の創立 200
年を記念するイベントの一環として行われたこの学会は、二世紀に亘る教育史に対する多岐
に亘る関心を促し、1999 年に刊行された論集『パリ音楽院、1795~1995――音楽院教育の





























ば、1794 年にパリで創設された国立工芸院（Conservatoire des arts et métiers）もコンセルヴ
ァトワールである。この意味では、コンセルヴァトワールは教育機関としての「院」に相当
                                                        
1
 Laetitia CHASSAIN, « Le Conservatoire et la notion d’ « école française », Le Conservatoire de Paris : deux cents 
ans de pédagogie, 1795-1995, Paris, Buchet-Chastel, 1999, p. 23.  
2 Anne-Marie BONGRAIN et Alain POIRIER (dir.), ibid., 444 p. 
3 Laetitia CHASSAIN, op. cit., p. 15-27.  
4 « […] comme le soulignait Georges Toudouze en 1938, « une telle école  […] se voit obligée d’être quelque chose 
d’infiniement vivant » et doit « se modifier au jour le jour ». Il est vrai qu’en dépit d’un nom souvent associé au 
« conservatisme », nulle école n’aura, en fait, connu plus de réformes durant son histoire et soulevé plus de 
polémiques… Il s’agit d’un jeu complexe d’allers et retours entre le modèle original et ses effets sur le monde 
extérieur, l’école incarnant ainsi un modèle soumis, souvent malgré lui d’ailleus, à une permanente évolution. » 
 » Ibid., p. 23. ドゥトゥーズの発言は、次の史料にある（シャサン論文の脚注による）：Georges Toudouze, « Le 
Conservatoire national de musique et de déclamation, hier, Aujourd’hui et demain », Mercure de France, 1er nov., 




« conserver » から派生している。この動詞は、イタリア語の « conservare » と同様、ラテン
語 « conservare » 5に由来する。このラテン語の語彙には、「（果物を砂糖漬けにして）保存す
る、保つ（to conserve, preserve (fruit in sugar [...])）」6という実用レベルの意味の他に、「ある
物をそのままの状態に保つ、保持、維持、保存する、無傷のまま安全に保つ（to retain, keep 
something in existence, hold up, maintain, preserve, leave unhurt or safe）」7あるいは「（良い状態
で）保存する、保護する（conserve, guard, keep (in good condition)）」8、更には「平和を保持
























                                                        
5 « Conserver »は « con »（一緒に）と« servare »「取っておく」という 2 つの語素からなる。 
6 Anonyme, « conservare », Ronald Edward LATHAM, Dictionary of medieval Latin from British Sources, t. 2, 
Oxford, Oxford university press, 1981, p. 449. 
7 Anonyme, « conservo », A Latin Dictionary, founded on Andrew's Edition of Freund's Latin Dictionary, Charlton 
Thomas LEWIS (éd.), rev. par Charlton T. LEWIS et Charles SHORT, Oxford, the Clarendon press, 1880, p. 430. 
8 Ronald Edward LATHAM, op. cit., p. 449. 
9 Ibid. 
10 Anonyme, « Conservatorio », Dizionario della lingua italiana : nuovamente compilato, Niccolò TOMMASEO et 
Giuseppe MEINI (éd.), t. 1, Torino, Unione tipografico-editrice, 1861, p. 599. 
11 以下、イタリアにおけるコンセルヴァトーリオの解説は次の事典項目を参照。Janet RITTERMAN, 
« Conservatories », GMO（2015 年 9 月 1 日アクセス）。 
12 Cf. CP, p. 5. 
13 興遊費（Menus plaisirs）とは、王室の支出のうち、通常支出に含まれない特別支出で、演劇やバレエな
どに係る費用が興遊費に計上された。この点でも、ここに王立歌唱学校を置くことは現実的な利便性があ





唱学校だったとすれば、1793 年に創設された国民音楽学校（Institut national de musique）は
その精神的母体である。フランス革命後、軍楽隊養成学校として設置されたこの機関は、共
和国の祭典等における奏楽等の公務にあたる音楽家の教育を目的としていた。これら 2 つの






























ラックマン Carl Lachmund （1853-1928）は、1882 年になっても、リストは生徒がレッスン
で上手く弾けないと「私は『教授（pro-fes-sor）』ではないのですよ、と、おどけたように口
                                                                                                                                                                  
1762, p. 123. 
14 当時の音楽院の外観は附録 I-29～I-32 を参照。 
15  パリ音楽院は共和制下においてはパリ国立音楽・朗唱院（Conservatoire national de musique et de 
déclamation）、帝政下においては帝国音楽・朗唱院（Conservatoire impérial de musique et de déclamation）と名
称を変化させた。本論文ではこれらの名称の変化に拘らず、1795 年の創設以降存続したこの機関をパリ音
楽院と呼ぶ。 






典の補遺においてであり（Maximilien-Paul-Émile, LITTRÉ, « ACADÉMISME », Dictionnaire de la langue 
française, supplément, Paris, L. Hachette, 1886, p. 3. ここでは「アカデミズム」が「アカデミックの形式に対し
て厳格に固執すること（Attachement étroit aux formes académiques）」と定義されている）、『アカデミー・フ
ランセーズ辞典』がこの語を受け入れたのは第 8 版においてである。 
18 LA GRANDVILLE, Frédéric De, Une histoire du piano au Conservatoire de musique de Paris, 1795-1850, Paris, 
L’Harmattan, 2014, p. 127. « Il gardera tout sa vie une certaine aversion pour cette école et pour les Conservatoires en 
général, celui de Leipzig en particulier, traitant leurs administrateurs de « vieilles perruques », considérant leur 































                                                        
19 « “I am no Pro-fes-sor”. This with a droll puckering of the lips and prolongation on the last syllable of the word, 
Then, with scorn: “Yous must fo elsewhere; go to a Kibservatorium for such things »LACHMUND, Carl, Living with 
Liszt : from the diary of Carl Lachmund, an American pupil of Liszt : 1882-1884, Alan WALKER (éd.), Stuyvesant, 
Pendragon press, 1994, p. 48. 
20 « Il est indispensable d’être abonné au Conservatoire. » Gustave FLAUBERT, Le dictionnaire des idées reçues, 
Paris, L. Conard, 1913, p. 422. 「加入」と訳した « abonner »という動詞は定期刊行物やガス、電気など日常
的なサービスに加入するという意味で、本来、機関への登録には« inscrire »を用いる。 
21 Gustave FLAUBERT, op. cit., p. 87. 
22
 但し、ホルンとして「狩のホルン（cor de chasse）」は立項されている。 
23 « By 1849, not even spontaneity could be "merely" spontaneous. Pianists trained in conservatories spent all their 
time (like Liszt in 1832) on "trills, sixths, octaves, tremolos, double notes and cadenzas" - but not on their own 
cadenzas. Improvisation was no longer part of the curriculum, and by the end of the century, for artists in the 
European literate tradition, it had become a lost art – which is to say, the literate tradition had become more truly and 
literally and exclusively literate. There are now probably hundreds if not thousands of conservatory-trained pianists in 
the world whose techniques at trills, octaves, and double notes are the equal of Liszt's, but hardly a one who can end a 
concert with an extempore fantasia. Should we call this progress?  » Richard TARUSKIN, Music in the 
































院の副書記官ピエール Constant PIERRE（1855~1918）は同様の観点から 1031 頁に及ぶ史料
集成『国立音楽・朗唱院――歴史・運営関連資料集』（1900）26を刊行した。この著作は王










東京：三元社、2005 年。原書の書誌情報を右に示す。Albert, BOIME, The Academy and French painting in the 
nineteenth century, 2e éd., New Haven, Yale university press, 1986, (1re éd., Londres, 1971), XIII-330 p. 
25 Théodore LASSABATHIE, Histoire du Conservatoire impérial de musique et de déclamation, suivie de documents 
recueillis et mis en ordre, Paris, Michel-Lévy frères, 1860. 
26  Constant PIERRE, Le Conservatoire national de musique et de déclamation : documents historiques et 













教員、教授、伴奏者などの教育的役割を一次資料から詳細に明らかにした モレ Alain 
MOLLET の博士論文『パリ音楽・朗唱院――その起源から 1830 年まで』（1997）28がある。
ピアノ科に特化した研究としては、1979 年にパリ＝ソルボンヌ大学で提出されたラ・グラ




















原則前期と後期の 2 度に亘って行われた定期試験の演奏記録は、1841 年 6 月の後期試験か
ら 1860 年代末まで、教授による生徒の学習状況報告書や試験官の評価メモに断続的に現れ
る。さらに 1870 年代から 1880 年代にかけては、これらの史料に加え、試験委員会の議事録
にも演奏された作品が記録されるようになる。これらの記録は、データの量と多様性、規模
                                                        
27 Anne BONGRAIN, Le Conservatoire national de musique et de déclamation, 1900-1930 : documents historiques 
et administratifs, Paris, Vrin, 2012. 
28 Alain MOLLET, Le Conservatoire de musique et de déclamation de Paris, depuis ses origines jusqu’à 1830, thèse 
de doctorat, École pratique des hautes études, section historique, 1997. 
29 LA GRANDVILLE, Frédéric, Le Conservatoire de musique de Paris et le piano depuis la création de cet 
établissement jusqu’au milieu de XIXe siècle, Thèse de doctorat, Université de Paris IV, 1979. 
















 上に示した 3 観点は、本論文を構成する次の 3 部に対応している。第 1 部「パリ音楽院
の教育制度とピアノ科（1848~1889）」、第 2 部「定期試験のレパートリー（1841~1889）」、
第 3 部「フランスの『音楽美学』とピアノ教育――V. クーザンとマルモンテルを中心に―
―」。 
 
 a. 第 1 部「パリ音楽院の教育制度とピアノ科（1848~1889）」 
 第 1 部は 10 章から成り、1848 年から普仏戦争の勃発する 1870 年までを扱う第 1~5 章を
前半とし、普仏戦争とパリ・コミューンの収束する 1871 年からピアノ教授たちの世代交代




第 1 部の始点を 1848 年とするのには明快な理由がある。この年に起きた 2 月革命を契機と
して、パリ音楽院では 1850 年発布の総則（以下 50 年総則と略記する）の基礎となる草案（以
下 48 年草案と略記する）が作成されたからである。草案は音楽院の教授たちによって起草
され、1850 年の総則（以下 50 年総則と略記する）にその大部分が反映された。50 年総則は
1878 年まで維持されたので、第二共和政から第三共和政初期に至る音楽院の教育体制の基
本は、この総則の成立から理解しておく必要がある。一方、終点を 1889 年に定めたのは、
第 1 に、世紀後半、最も長くピアノ科に在職し影響力を行使した教授 A.-F. マルモンテル
Antoine-François Marmontel（1816~1898, 在職：1848～1887）の在任期間を含むからである。
第 2 に、この 1880 年代はマルモンテルの他にもマチアス Georges MATHIAS（1826~1910, 在
職：1862～1887）、ル・クーペ（1811~1887, 在職：1854～1886）、マサール夫人 Louise-Aglaé 
MASSART（née MASSON, 1827~1884, 在職：1874～1887）らが次々に退職しており、教授
陣の世代交代が進んだため、1880 年代を一つの区切りと見做すことができるからである。 
 第 1 章「総則改定と新しい管理体制（1848）」では、48 年草案作成のために召集された委




20 世紀初頭までのパリ音楽院アーカイヴの史料を多く参照している。創設から 1925 年までのパリ音楽院ア
ーカイヴは資料系列 AJ 37/1~375 に分類されている。目録の書誌情報を右に示す。Élisabeth DUNAN, 






 第 2 章「教授雇用体制の見直し」では、48 年草案で定められ、50 年総則で認可された教
授の新しい任命・選出システムの特徴、教授の合理的な給与体系の確立、定年と退職金に関
する新たな規定について、それ以前の雇用体制と比較しながら考察する。 
 第 3 章「クラスの再編成とピアノ科」では、1848 年に教育がどのように再編されたのか
を 1841 年の総則と比較しながら提示する。ここでは、ピアノ科のクラス数の変遷、専攻外
ピアノ・クラスとしての鍵盤楽器学習クラスとピアノ専科の関係について論じる。次いで、

















末期の 1870 年に作成された総則改訂草案（以下 70 年草案と略記する）の詳細を検討する。
この草案は 50 年総則に代わるものとして編まれたが、普仏戦争とコミューンによって大臣
の認可を受けることなく破棄された。しかし、この草案条文の検討は、その後に定められる




 第 1部の後半ではコミューンが鎮圧され音楽院が再開される 1871年から 1889年までを扱













 1871 年を特徴づけるもう一つの新しい出来事は、音楽史クラスの設置である。1848 年以
来温存されてきた音楽史クラスの開設計画は、この年、初めて大臣の承認を得るに至って実
現された。第 8 章「音楽史クラスの創設（1871）」では、相次いで交代した 3 名の教授バル




 第 9 章「1878 年の再編成」では、1878 年に発布された新総則（以下 78 年総則と略記する）
の特徴を、50 年総則、70 年草案と比較し、それぞれの条文から継承された部分、変更が加
えられた部分を明らかにする。 
 第 2 部を締めくくる第 10 章「外国人生徒受け入れ規定の変更（1886~1887）」は 1870 年




 b. 第 2 部「定期試験のレパートリー（1841~1889）」 




1840 年代から 1880 年代までの演奏曲目の変化の全体を見ることによって、全体的傾向がい
っそう克明に理解されると考えたからである。 











 第 2 章「1840 年代：演奏技法の刷新――定期試験曲目の変遷 1」：この年代では、18 世










 第 3 章「1850 年代：新たな規範の創出――定期試験曲目の変遷 2」：1840 年代に引き続
き協奏曲ではフンメル、モシェレス Ignaz MOSCHELES（1794~1870）、エルツ Henri HERZ















ァランク夫妻  Aristide et Louise FARRENC や彼らの友人メロー  Amédée MÉREAUX
（1802~1874）による歴史的レパートリー編纂および出版の動きと関連づけながら分析する。 










c. 第 3 部「フランスの『音楽美学』とピアノ教育――V. クーザンとマルモンテルを 
中心に」 
 第 3 部では、第 2 部で検討したレパートリーの変遷の背後にある思想的背景として、フラ













 第 2 章「世紀中葉のフランスにおける美学の位置」では、マルモンテルの美学的言説を
19 世紀の思想的コンテクストに位置づけるべく、フランスで美学という領域がいかなる議
論を経て制度的に容認されたのかを検討する。ここでは学士院の精神科学・政治科学アカデ





































                                                        
33 Eduard HANSLICK, Vom Musikalisch-Schönen : ein Beitrag zur Revision der Aesthetik der Tonkunst, Leipzig, 


































第 1 章 総則改定と新しい管理体制（1848） 
 









しかしその一方で、王政の終焉を告げる 1848 年の 2 月革命は、同時にパリ音楽院の安定
と繁栄を約束する新時代の夜明けでもあった。実際、この事件はパリ音楽院の教授たちの目
に音楽院の制度刷新を敢行するまたとない機会と映った。そもそもパリ音楽院創立は共和暦
3 年テルミドール月 16 日（1795 年 8 月 3 日）に遡る。音楽院が誕生したのは第一共和制下







穏やかに行われた。1848 年に起草され 1850 年に発布された音楽院の総則（règlement général）
は、この理念を反映するものだった。 




ば比較的緩やかに進んだといえる。実際、50 年総則は 1878 年まで 28 年間も維持されたし、









ラン Alexandre LEDRU-ROLLIN（1807~1874）はオベール Daniel-François-Esprit AUBER
                                                        
34 « L’œuvre […] que nous avons entreprise, n’était pas de détruire pour réédifier, mais de réparer, d’agrandir 
l’édifice. » CP, p. 366. 
35 François AUBER et al., « Rapport au ministre de l’Intérieur, par la Commission du Conservatoire national de 
musique et de déclamation, sur les modifications à introduire dans le régime de cet établissement », daté du 18 juill. 











および管理部（administration）の 3 名で構成された。構成員の詳細を次に示す。 
 
表 I-1-1. 音楽院総則草案委員会のメンバー（1848） 

















会計監査官 F.-H. レティ 
 
 選出結果の報告を受けた大臣は、3月 14日の決定でこの委員会を認可し発足を許可した。 










                                                        
36 報告書の原文は右のような表現になっている。« L’appel spontané par lequel ce Ministre a provoqué 
l’expression de leurs vœux pour les améliorations que comporte le régime de cet établissement les a vivement 
sollicités »「音楽院の体制を改善したいという音楽院職員の願望表明を喚起した大臣の自発的な訴えは、彼
らの心を動かした。」Ibid.  








「革命暦 2 年ブリュメール月 18 日の政令」とは、王立歌唱学校とともにパリ音楽院の母体
の一つであった国民音楽学校の創設を承認した 1793 年 11 月 8 日発布の政令である39。次いで















                                                                                                                                                                  
公会で布告された法令の原文は次の文献を参照。CP, p. 124-125. 
38 « Le décret organique de la Convention du 16 thermidor an III, qui, développant le germe contenu dans un décret 
du 18 brumaire an II, instituait le Conservatoire national de musique, est un titre auquel il se rattache avec orgueil. Il 
n’avait pas attendu les travaux de cette commission pour réclamer, par l’organe de son directeur, un droit qui, dans le 
principe, fut un des objets de sa fondation, celui de concourir à l’éclat et à la magnificence des fêtes nationales. » CP, 
p. 354. 
39 政令原文は下記を参照。CP, p. 91. 
40 Cf. CP, p. 125-126. 
41 CP, p. 126. 第 6 項の原文は次の通り。« En considération des services rendus par la musique de la garde 
nationale dans l’exécution des fêtes publiques et dans la formation des élèves, ses membres recevront, par forme 
d’indemnité, une somme égale aux appontements qu’ils ont reçus depuis le 18 brumaire an II de la République, 
époque de décret qui établit l’Institut national de musique. » 「公的祭典の挙行および生徒の教育において国民衛
兵の成す音楽的奉仕を考慮して、音楽院の成員は、共和国 2 年ブリュメール月 18 日、つまり国民音楽学校
創立の政令が発布された時代以来彼らが受けてきた年俸と同じ金額を手当てとして受けることとする。」 
42「共和派詩人 poète républicain」とは劇作家でセーヌ=エ=オワーズ県の代議士を務めたシェニエ 
Marie-Joseph CHÉNIER（1764~1811）のことである。シェニエは、パリ音楽院創設を目前にした 1795 年 7




和の悦楽を成すだろう芸術を、諸君は尚も奨励しうるということを。」 « Il sera glorieux pour vous de prouver 
à l’Europe étonnée qu’au milieu d’une guerre immense, qui n’a été pour la République qu’une suite non interrompue 
de triomphes, contenant à la fois, dans l’intérieur, le terrorisme anarchique et le terrorisme royal, décrétant pour les 
siècles une constitution sage et républicaine, vous savez encore donner quelques instants à l’encouragement d’un art 
qui a gagné des victoires et qui fera les délices de la paix. » Cf. Albert LAVIGNAC, Encyclopédie de la musique et 
dictionnaire du Conservatoire, deuxième partie, technique, esthétique, pédagogie, vol. 6, Paris, Delagrave, 1925, 



























                                                                                                                                                                  
る。 
43 « Aujourd’hui que le mot de privilège est banni du langage, c’est du moins un devoir et un honneur qu’il est jaloux 
de conserver et qu’il revendique, comme l’aîné de tous les établissements du même genre. Il sera fier de montrer, aux 
grands jours des cérémonies populaires, cette jeunesse intelligente et enthousiaste, sortie des rangs du peuple, initiée à 
la connaissance d’un art qui, suivant l’expression du poète républicain devant la Convention nationale, gagne les 
batailles et fait les délices de la paix. En effet, quels accents pourraient, mieux que ces jeunes voix, convenir au 
concert des joies ou des douleurs nationales, et s’unir dans ces chants patriotiques que la France évoque à toutes ses 
manifestations solennelles ! » CP, p. 354. 
44 « Il [le décret] n’avait pas attendu les travaux de cette commission pour réclamer, par l’organe de son directeur, un 
droit qui, dans le principe, fut un des objets de sa fondation, celui de concourir à l’éclat et à la magnificence des fêtes 
nationales. » 「この政令は、院長の声を借りて一つの権利――それは国家の祭典を輝かせ壮麗なものとする
という創立目的の一つだった――を要請するために、本委員会の稼働を必要としなかった。」CP, p. 354. 
45 CP, p. 353. 
46 この組織図作成には、次の二種類の史料を用いた。表中に註釈のない限り、音楽院より上位の機関につ
いては 1) An, 1848-1852, 音楽院内部については 2) CP, p. 399-459 (委員会構成), p. 873（生徒数）。表中の管
理部、委員会構成、生徒数等は、任意の年度（ここでは 1850 年）を代表させている。 
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表 I-1-2. 第二共和制下の音楽院管理体制（1848~1852 年） 
内務省 (Département de l’Intérieur) 










































管理部 音楽学習教育委員会 劇学習教育委員会 寄宿学校 











会計監査官 レティ (1819-67) 外部委員 L. ペロー 劇場課課長 バザヌリー 










バトン 学士院、外部委員 スクリーブ 
ベルリオーズ (1839-69) 作曲家教授 アレヴィ 外部委員 ド・プラナール 
図書館員 ルロワ (1830-71) 視学官 ヅィメルマン 外部委員 ドラヴィーニュ 
 
声楽科教授 ポンシャール 外部委員 L. ペロー 









学士院、外部委員 マイヤベーア 補助委員 
ジョルジュ=ヴェ
イメール嬢 
事務官 ド・ボシェーヌ 事務官 ド・ボシェーヌ 
 
教員 生徒 


















 1842 年にケルビーニ Luigi CHERUBINI（1760~1842）の後を継いだ院長オベール 
Daniel-François-Esprit AUBER（1782~1871）以下は、1842 年以来の体制を継承している。音
楽院の内部運営は次の 3 部門で構成された。 
①管理官（Personnels administratifs）で構成される管理部、②教育に関する諸々の決定や審
査を行う教育委員会（Comités d’enseignement, 音楽学習委員会 Études musicales と劇学習委





surveillant des classes）、図書館司書（bibliothécaire）と図書館員（cimmis à la bibliothéque）で
構成され、彼らの任命は内務大臣により行われた。管理職員はすべて 1848 年以前の成員を
継承している。院長職は創設期の功労者サレット Bernard SARETTE（1765~1858, 在任期
間：1795~1815）が 1815 年の王政復古時に職を追われてからは、王国の総視学官ペルヌ 
François-Louis PERNE（1772~1832, 在任期間：1816~1822）がその座を占め、次いで 1822 年





 教育委員会は 1832 年に設置され、1842 年、オベールが院長となった際に音楽学習教育委
員会と劇学習教育委員会に分けられた。これらの委員会は院長を長とし、音楽院内外の人員
で構成された。 
 48 年草案に基づいて大臣の認可を受けた 50 年総則では、音楽教育委員会は内務大臣によ
って任命される 12 名で構成され、うち委員長と音楽院付政府役員を含む 9 名は音楽院固有
の人員、3 名は音楽院外部の人員によって占められるものと定められている49。表 I-1-2 が示
すように、委員はオベール、アダン Adolphe ADAM（1803~1856）、アレヴィ、ヅィメルマ
ン  Pierre-Joseph-Guillaume ZIMMERMAN （ 1785~1853 ）、 マ イ ヤ ベ ー ア  Giacomo 
MEYERBEER（1791~1864）、トマ Ambroise THOMAS（1811~1896）ら作曲家を中心に構成
され50、そこに声楽、器楽クラスの教授が偏りなく配置された。この音楽教育委員会は、声
                                                        
47 J.-M. FAUQUET, « MONNAIS, Guillaume-Édouard-Désiré », DMF, p. 812.  
48 50 年則第 5 項。Cf. CP, p. 255. 










ず、外部委員が 4 名委員会の席を占め、1849 年に引退した著名な悲劇女優ジョルジュ嬢 






























                                                                                                                                                                  
との兼任ができなかったために教授のポストをフェティスに譲った）。ピアノ曲の他、オペラ、ミサ曲を 2
曲ずつ書いている。 
51 CP, p. 257. Règlement généraux, 1850, Titre V, article 48. 
52 « Tous les examens sont faits par les Comités, qui jugeai les progrès des Élèves, proposent la radiation de ceux qui 
ne donnent aucune espérance, décident quels sont ceux qui ont terminé leurs éludes, et prononcent sur les demandes 
d’admission. » CP, p. 253. 
53 « Une instruction ultérieure, dressée par le Comité général d’enseignement, déterminera quels sont les auteurs dont 
les ouvrages devront être particulièrement livrés aux études des élèves, sans toutefois exclure les ouvrages d’un style 
différent. » CP, p. 354. 
54 教材採用に関する個々の事例は本論文 III-6-3-5 を参照。 









み（1826 年からは 12 名前後の男子生徒にのみ）その門戸が開かれており、演劇の道を志す
朗唱科の生徒は寄宿生ではなく、年金受給生にしか応募することができなかった。48 年草
案の注解によると、この当時、10 名の声楽科の男子寄宿生と男女合わせて 8 名の朗唱科の
年金受給生が在籍していた58。音楽院は寄宿学校が声楽の生徒にのみ開かれているという学
科間の不均衡、女子生徒向けの年金受給制度の欠如を問題視したが、50 年総則では結局 10






                                                                                                                                                                  
les progrès, toutes les formes de l’art, mais il doit conserver, avant tout, le culte et la tradition des auteurs classiques, 
dont l’étude sera toujours la base de toute éducation solide. Le Comité général d’enseignement, composé […] des 
sommités de l’art musical prises à l’élection dans le sein de l’établissement et au dehors, devra offrir toutes les 
garanties de lumière et d’impartialité désirables pour que le choix de ces ouvrages soit fait d’une manière éclairée et 
compréhensive. Toutefois cet esprit d’éclectisme doit subir une exception en ce qui concerne l’enseignement 
élémentaire. Si la diversité des styles et des genres est un élément nécessaire d’une éducation complète, les premiers 
pas doivent être guidés par l’unité de méthode. » CP, p. 354-355. 
56 音楽院の教育と折衷主義（エクレクティスム）の関係については、本論文 III-6 以降で検討する。 
57 政令の全文は CP, p. 163 を参照。 
58 CP, p. 60. 
59 50 年総則第 61~71 項。Cf. CP, p. 258. 
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第 2 章 教授雇用体制の見直し 
 






 1841 年のパリ音楽院総則では、教授は有給の正教授（professeur titulaire）と無給の助教授
（professeur adjoint）60で構成されていた。これらの役職は、いずれも王立劇場特別委員会
（commission spéciale des Théâtres royaux）の助言に基づき大臣が院長の作成した候補者リス
トに基づいて任命することと定められていた61。ところが、1843 年 2 月 14 日の省令は、王
立劇場特別委員会が院長のリストに 2 名の名前を加える権限を認めた。48 年草案は、音楽
院における教育の責任者である院長オベールが指名しなかった人物が候補者一覧に加えら
れることを「既存の総則によって確立された保証システムの改悪（d’altérer le système de 
garanties établies par le règlement）」62と見做し、反発した。その結果、50 年総則では新しい
任命方式が採用されることとなった。採用方式の概要は次の通りである。 
 
 -正教授：音楽教育に関するクラスについては、それぞれ 3 名ずつ候補者の名前を記載し
た 2 つのリストに基づいて、大臣が任命する。2 つのリストのうち、一方は音楽教育委員会
によって作成され、他方は院長によって作成される。劇朗唱クラスに関しては、劇学習委員
会と院長によって同様に 2 つのリストが作成される。音楽、劇朗唱の 2 部門のために作成さ












                                                        
60 1841 年パリ音楽院総則第 13 項。Cf. CP, p. 251. 
61 同総則第 14 項。Cf. Ibid. 
62 CP, p. 365. 
63 50 年総則第 34 項。Cf. CP, p. 257. 
64 同前、第 36 項。 
65 « …[L]a Commission, pénétrée de ce sentiment que le Conservatoire est une école populaire, a pensé qu’il 
convenait que le professoral fût institué sur les bases les plus libérales et, en même temps, entouré de réelles garanties. 

































                                                        
66 Cf. 48 年草案。CP, p. 364. 
67 « Le concours adopté dans certaines facultés universitaires a des inconvénients graves lorsqu’il s’agit d’un 
enseignement individuel comme celui d’un art pratique : tel artiste peut réunir au plus haut point les connaissances les 
plus profondes, la théorie la plus parfaite, la plus brillante exécution, et être dé- pourvu, dans ses rapports immédiats 
avec l’élève, de ce don de communication qui est le génie du maître. Le concours, propre à révéler certaines qualités, 
est impuissant à signaler ce défaut capital. De plus, il ne faut pas oublier qu’il s’agit d’une école de l’adolescence, et 
que le caractère, la moralité, la bonne renommée sont des conditions rigoureusement indispensables, qui ne peuvent 
pas être la matière d’un concours. Par ces motifs, la Commission s’est prononcée pour l’élection; elle a voulu que le 
recrutement des professeurs se fit par les professeurs eux-mêmes; que le Conservatoire fût investi du droit d’appeler 
dans son sein ceux qu’il juge capables de lui rendre des services, et dignes de partager ses travaux. » Ibid. 
68 例えばピアノ科教授アンリ・エルツは 31 年半、フェリックス・ル・クーペは 34 年間の長きにわたり女
子クラスを担当した。 
69 « Ce mode de recrutement avait des inconvénients qu’il importait de prévenir. Il fallait que l’élection fût large, 
universelle, que tous les professeurs du Conservatoire fussent appelés à l’exercer, et cependant il était nécessaire de 
régler l’exercice de ce droit, de faire qu’il ne se disséminât point sur des candidats trop nombreux, d’empêcher la 
brigue, les sollicitations, les influences, d’assiéger les juges électeurs, comme il n’arrive que trop souvent dans des 
corps illustres qui se recrutent eux-mêmes. Il convenait surtout que le Conservatoire ne fût pas suspect d’esprit de 
coterie et d’intérêt personnel. Les places vacantes étant ambitionnées par les artistes du dedans et du dehors, on devait 
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2-2. 給与体系の見直しと昇給体系の確立 









働者階級の年俸をコシュは男性で 909 フラン、女性で 391 フランと見積もっている73。この
うち生活費に 1 日最大で 2 フランをかける男性は 10 万人以上、1 フランをかける女性は
75 000 人以上とされる74。同報告の中で、1 日 2 フランを費やす男性の消費内訳は次のよう
に想定されている。 
 
表 I-2-1. 1 日 2 フランを費やす男性の出費内訳 




小さなアパートの家賃 100  
パン （1 キロ 30 サンチームのパンを 1 日 750g 消
費と仮定） 
82  
低品質ワイン（1ℓ50 サンチームのワインを 1 日 3
㎗消費と仮定） 
55  
その他の食品 292  
衣類 100  
照明、暖房、洗濯、家具新調、急の出費 101  
 
 この仮定に基づいて計算すると、365 日間、この水準の生活を続けるには少なくとも 730
                                                                                                                                                                  
éviter qu’un système de promotions faites en famille pour faciliter l’avancement successif du plus grand nombre pût 
porter préjudice, aux talents qui gagnent leurs grades dans des travaux publics, comme font les autres dans l’enceinte 








被るという事態は避けなければならなかった」CP, p. 364. 
70 « Mais le simple exposé de cette hiérarchie d’appointements prouve à quelle modicité se sont réduites les légitimes 
ambitions d’artistes voués à un travail difficile » CP, p. 365. 
71 Louis GIRARD, Nouvelle histoire de Paris, La deuxième République et le Second Empire 1848-1870, Paris, 
Hachette, 1981, p. 135.  
72 André COCHUT, « Paris industriel. Statistique de l’industrie à Paris, résultant de l’enquête faite par la Chambre de 
commerce pour les années 1847 et 1848 », Revue des Deux Mondes, nouvelle période t. 16, oct.-déc. 1852, p. 643.  
73 Ibid., p. 655. 
74 Ibid., n. 2. 
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フラン以上の年収が必須となる。 
 また、歴史家のジラール Louis GIRARD（1811~2003）によると、4 人家族の世帯が過度








表 I-2-2. ピアノ科クラス教授の年俸（1848 年） 
N.B. 本表は次の史料に基づき作成： « Budget de l’année 1848 », AN, F 21/1 31176. 
教授名 役職 年俸（単位：フラン） 
ヅィメルマン 男子クラス正教授 2 000 
ローラン 男子クラス正教授 800 
エルツ 女子クラス正教授 1 200 
ファランク夫人 女子クラス正教授 1 000 
コーシュ夫人 女子クラス助教授 0 
 
 1816 年以来有給の教員としてピアノ科で教えてきたヅィメルマンの報酬は 2 000 フラン
ともっとも高い。彼には個人的な弟子も多く、七月王政期に典型的ブルジョアとしてショセ
=ダンタン界隈の新興住宅スカール・ドルレアンの自宅で妻と 1 男 4 女を育てた。附録 I-1
に示す絵画はヅィメルマンの自宅の一室を描いたもので、ピアノの他、肖像画やガラス細工
などの装飾品がそのゆとりある暮らし向きを示している。 
 1842 年にピアノ科教授に就任したエルツ Henri HERZ（1803~1888）は、教授職以外にピ
アニスト兼作曲家、楽器製作者、音楽ホール経営者を兼ねていた。彼の給料がヅィメルマン
に次ぐ 1 200 フラン、同年に就任したファランク夫人  Mme Jeanne-Louise FARRENC 





進したローラン Adolphe-François LAURENT（1796~1867）は、1 日 2 フランを費やす労働者
とそれほど変わりのない 800 フランしか年俸を得ていなかった。助教授のコーシュ夫人は、
1829 年に 18 歳でピアノ科の教員になって以来、無給で任に当たってきた。彼女の夫はフル
ート科助教授であったため、夫婦ともに音楽院での稼ぎは当てにできなかった。但し、音楽
院教授は毎日学校で教えていたわけではない。ピアノ科教授は週に 3 日、2 時間のレッスン
をするほか78、教育委員等の役職を兼ねる場合にはそれらに出席するだけであった。したが
って、彼らの給与水準を毎日のように働く労働者と単純に比較することはできないが、いず
                                                        
75 Louis GIRARD, op. cit., p. 153. 
76 この予算表には、音楽院人員の年俸と 1848 年の再編成委員会の決定がもたらす新しい年俸額の双方が併
記されている。 
77 Ludwig van BEETHOVEN, Fidélio. Drame lyrique en trois actes, Paris, chez A. Farrenc, 1826. 







1841 年の総則第 14 項は、助教授クラスの教員が無報酬であることを定めている79。更に、
同総則第 17 項では、生徒の中から助手の役目を担う無給の復習教員（répétiteur）が院長に
より任命され、教員が病欠や不在の際に代講することとされていた。 
 48 年草案によると、音楽院には当時 22 名の無給教授が存在し、その多くが重要なクラス
を担っており、その上、無給のまま奉職期間を最大で 10 年を数える教員もいるという状況
だった80。一方、有給の教授も低い年俸に甘んじている教授は多く、48 年草案中に記された
統計によれば、年俸が低い順に、18 名の教授が 300~1 000 フラン、19 名が 1 200~1 500 フラ
ン、14 名が 1 500~2 000 フラン、2 名が 2 500 フラン81の年俸を受けていた。ここから、音楽
院の教育活動を支える大多数が低い給与に甘んじ、少数の教授だけに高給が認められていた
こと分かる。再編成委員会は、その原因を生徒数の増加にあるとみている。生徒の増加に伴








                                                        
79 Cf. CP, p. 251. 
80 « On y trouve 22 professeurs non appointés, et dont plusieurs tiennent des classes importantes et comptent jusqu’à 
dix années de service. » CP, p. 363. 例えば、ピアノ科のコーシュ夫人は 1829 年 2 月に助教授の職に就いたの
で、20 年も無給で教えていたことになる。 
81 もっとも高い給与を得ていたのは作曲家の 2 教授でカラファ Michele Enrico CARAFA（1787~1872）とア
レヴィ Jacques-Fromental HALÉVY（1799~1862）である。Cf. AN, Conservatoire royal de musique et de 
déclamation, Projet de budget pour l’exercice 1848, F 21/1 311. 
82 « Aussi l’importance des services, la renommée des professeurs sont rarement en proportion avec le traitement qui 
leur est attribué. » CP, p. 363. 
83 コンスタン・ピエールがまとめた予算配分表を参照。Cf. CP, p. 991-996. 
84 コンスタン・ピエールのデータは伴奏者と教員の人数・給与をまとめて記しているので、ここでも伴奏
者を数え入れた。この期間、伴奏者は年俸 300~400 フランの 2 名が雇われている。 
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グラフ I-2-1. 音楽院の有給教員・伴奏者数と教員に割り当てられた 
年俸予算の推移（1842~1849） 
N.B. 本グラフはコンスタン・ピエールによる予算配分表に基づき作成。Cf. CP, p. 991-996. 
 
 1842 年から毎年教員数が増加しているにも拘らず、教員に割り当てられる予算総額は



















                                                        
85 « Le corps enseignant se compose de professeurs titulaires, professeurs agrégés, répétiteurs. » Cf. 48 年草案, CP, 










































次に示す 4 つの等級に分けられた。 
 




年俸 昇給額 年俸 昇給額 
1 等 2 000 200 1 000 100 
2 等 1 800 300 900 300 
3 等 1 500 300 600 300 
4 等 1 200 - 300 - 
 
 上の表が示すように、教授資格者には正教授の半額以下の給与しか認められなかったが、
4 等から 3 等、3 等から 2 等の昇給額については正教授・教授資格者の昇給額が揃えられ、
300 フランとされた。 
 しかし、この原則には 2 つの例外が認められていた。一つは作曲科教授に認められた優位
である。この例外は初め、48 年草案で提示された「作曲教授は、彼らのレッスンが含む高
度な学習ゆえに、一つの固有のクラスをなし、2 500 フランの給料を享受する」89という条
文に定められ、次いで 50 年総則第 38 項に盛り込まれた。ローマ賞候補者を送り出す作曲関
                                                        
86 « Nous n’avons pas admis le principe d’une égalité absolue entre les maîtres. Chaque professeur rend, dans sa 
spécialité, de bons et loyaux services. Mais le talent, l’ancienneté, le caractère de renseignement ont leurs degrés, et il 
importait de les reproduire dans la hiérarchie enseignante. Toutefois le titre d’adjoint a été changé comme exprimant 
une idée contraire au fait existant. La Commission, en admettant l’inégalité n’a pas voulu consacrer la dépendance. 
Chaque professeur, dans sa classe, ne relève d’aucun autre de ses collègues. Il a l’honneur et la responsabilité de son 
enseignement; les élèves qu’il produit au concours ne peuvent être revendiqués par d’autres; et cette espèce de lien 
d’inféodation, qui subordonnait les professeurs adjoints aux titulaires, est complètement rompu par le système projeté. 
Il fallait donc un mot nouveau pour exprimer une situation nouvelle : ce mot, nous l’avons emprunté au vocabulaire 
universitaire, qui se sert du titre d’agrégé pour désigner un grade de l’enseignement correspondant à peu près à celui 
qui existe dans notre école. » CP, p. 364. 
87 « Tous les Professeurs titulaires ou agrégés sont rétribués. » 50 年総則第 37 項, CP, p. 257. 
88 « [T]enant le milieu entre l’élève et le professeur, ils reçoivent encore de l’école le prix de ce qu’ils lui donnent. » 
48 年草案, CP, p. 365. 
89 « Les Professeurs de Composition jouissant d’un traitement égal et fixe de 2,500 francs. » CP, p. 365, 257. 48 年










表 I-2-4. 基礎クラスにおける正教授と教授資格者の等級別年俸（50 年総則） 




1 等 1 600 1 000 
2 等 1 400 900 
3 等 1 200 600 
4 等 1 000 300 
 
 教授たちは就任後、これらの等級を勤続年数に従って上がっていくことができた。48 年







 給与体系に加えて 1848 年の再編委員会で是正が求められたのは、定年と退職年金の受給
額であった。退職年金の基準は初め、パリ音楽院の設置を定めた共和歴 III 年テルミドール
16 日の法令第 14 項に定められた94。それによると、音楽院の職員は勤続年数が 20 年に達し
た時点で、年俸の半額の退職年金を受ける権利が与えられ、更に 20 年を過ぎて勤務を続け
る場合は、毎年年俸の 20 分の 1 の退職年金が加算されるものとされた。ところが 1832 年、
パリ音楽院の年金に関する特別国庫設置を定める行政命令の第 7 項によって、20 年間の奉
職後に認められる退職年金は過去 4 年間に亘る年俸の平均の 3 分の 1 へと緊縮され、それ以
後は毎年年俸の 60 分の 1 ずつ増加するものの、年俸の半額は越えないものとされた95。1848
                                                        
90 Ibid. 
91 « Tout Professeur titulaire ou agrégé, à son entrée en fonctions, prend rang dans la quatrième classe et en a le 
traitement. » 50 総則第 40 項。CP, p. 257, 365.  
92 « Toutefois un Professeur déjà titulaire dans une classe élémentaire, s’il est appelé à une autre branche de service, 
prend rang dans la classe dont le traitement est immédiatement supérieur à celui dont il jouissait comme Professeur 
élémentaire. » Ibid.. 
93 但し、2 人の教授が同時に昇進するときは予算に負担が掛からないように勤続年数の高いもののほうに
より高い給与が認められることとされた（50 年総則第 40 項）。Cf. CP, p. 366. また、第 41 項では 3 年間勤
続したにも拘らず予算に余裕がない場合は、最初の給与額が割り当てられることと定められている。 
94 « Loi portant établissement d’un Conservatoire de musique à Paris pour l’enseignement de cet art. » Cf. CP, 
p. 125. 
95 Jean Baptiste DUVERGIER, Collection complète des lois, décrets, ordonnances, règlements et avis du conseil 
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年の再編成委員会が問題視したのは、次の 2 点であった。ただでさえ低い年俸にも拘らず、






























                                                                                                                                                                  
d’État, (de 1788 à 1830 inclusivement, par ordre chronologique), publiée sur les éditions officielles, t. 32, Paris, ［出
版社不詳］1842, p. 345. 
96 « On n’a pas réfléchi que le professorat du Conservatoire n’est en général confié qu’à des artistes renommés qu’à 
des maîtres éprouvés. Que si, pour quelques-uns d’entre eux, la célébrité a commencé à leur entrée dans le monde des 
arts, le talent du professeur ne se développe en général que plus lentement; et ordinairement un artiste est arrivé à la 
moitié de la vie lorsqu’il est appelé au Conservatoire. On ne peut donc assimiler ces maîtres aux employés 
d’administration qui commencent leur carrière, à peine majeurs, dans les plus modestes emplois, et que trente ans de 
service ne conduisent pas toujours à un âge assez avancé pour qu’ils puissent être admis au repos. On semble avoir 
oublié que, dans la plupart des spécialités, l’enseignement musical nécessite, outre les connaissances théoriques et 
l’aptitude intellectuelle, des moyens physiques d’exécution et de démonstration que l’homme ne conserve pas avec la 
même énergie dans l’arrière-saison de la vie. Le système actuel place l’administration entre doux écueils : l’un de 
renvoyer, après vingt ans de service, des artistes auxquels leur retraite ne suffira pas pour vivre ; l’autre, de conserver 















教授または［教授］資格者の音楽院教授の退職年金は革命暦 3 年テルミドール 16
日の法律の措置に基づいて調整されることとなる［…］98。 
 
 だが、この条文は 50 年総則には組み込まれなかった。大臣は何らかの理由で音楽院の提
案を受け付けなかったのである99。 








 これらの定年の定めには次の理由から例外が設けられ、定年は最大で 6 年延長しうるもの
とされた。 
                                                        
97 « Ajoutez à ces considérations que si la musique est, dans son essence, un art éternel, ses formes se modifient et 
varient rapidement. Des talents nouveaux se produisent, qu’il est utile d’introduire dans le Conservatoire, sous peine 
d’encourir le reproche de stagnation, d’immobilité. Il ne faut pas, il est vrai, qu’une école instituée pour conserver les 
bonnes et correctes traditions de l’art, l’enseignement des méthodes pures et dos chefs-d’œuvre classiques, se lance 
dans la voie de l’essai et de la fantaisie ; mais il ne faut pas non plus qu’elle écarte les éléments nouveaux que peut 
produire un art multiple dans ses formes, infini dans ses développements. Le renouvellement du personnel enseignant 
est un des moyens, une des conditions de prospérité et d’éclat pour le Conservatoire. L’ordonnance de 1832 impose 
aux professeurs dix années de vieillesse de plus ; et ces rigueurs économiques ont eu pour effet d’occasionner des 
fatigues stériles aux anciens, et de multiplier des barrières devant les nouveaux. » CP, p. 364. 
98 « Les pensions de retraite des professeurs du Conservatoire, titulaires ou agrégés, seront réglées d’après les 
dispositions de la loi du 16 thermidor an III : des mesures législatives seront proposées à cet effet[…]. » CP, p. 366.  
99 後述するように、1853 年に市民年金（pensions civiles）に関する法律が発布され、公務員の年金が統一
されることになる。音楽院に固有の年金システムを認めなかった背景には、1850 年の時点で 3 年後に発布
されるこの法案に関する話題が既に大臣の念頭にあったのかも知れない。 
100 « Les professeurs titulaires ou agrégés doivent prendre leur retraite à 6o ans d’âge, quelle que soit la durée de 
leurs services. Cet âge est fixé à 65 ans pour les professeurs de composition, d’harmonie, d’orgue et d’harmonie 
orale. » CP, p. 366. 
101 « Cette exception est motivée par le caractère de l’enseignement, qui ne nécessite pas au même degré que les 
autres, tels que le chant, les instruments à vent, la déclamation, l’emploi actif de moyens physiques. » Ibid. 













のも、1853 年 6 月 9 日に成立した市民年金（pensions civiles）に関する法律により、それま
で機関の会計によって異なっていた国家公務員の年金が、1854 年から統一されることとな
るからである105。この法律は、30 年間勤続し 60 歳を迎えた者に年金受給を認めている。年
金の算出方法は、退職年から数えて過去 6 ヵ年の給与の平均をとるものとされた。この法律
は、ある程度年を重ねてから教授になる者の多い音楽院においては、教授たちの高齢化を招








表 I-2-5. 48 年草案の定める役職の移行基準 
N.B. 本表は次の史料に基づく。CP, p. 366. 





正教授または教授資格者の第 4 等 
有給で 10 年勤続した教授 第 3 等の教授 
有給で 15 年勤続した教授 第 2 等の教授 
有給で 20 年勤続した教授 第 1 等の教授 
 
                                                        
103 « En effet, le terme de la retraite ne peut être égal pour tous; la force morale et physique des hommes n’a pas la 
même mesure. Il est des organisations d’élite qui triomphent des années, et qui prolongent la jeunesse et l’activité de 
l’intelligence et du corps au delà du terme où d’autres sont mûrs pour le repos. Il fallait donner à la règle une certaine 
élasticité. » CP, p. 366. 
104 « Toutefois, ce double terme peut être prorogé de six ans. Cette prorogation est prononcée en deux termes égaux 
de trois ans, par le vote de l’assemblée générale des professeurs, dans laquelle sont compris les membres du comité 
d’enseignement. » Ibid. 
105 Rodolphe DARESTE DE LA CHAVANNE (éd.), Code des pensions civiles, contenant la loi du 9 juin 1853, 7e 
édition, Paris, Paul Dupont, 1876, p. 34. 
106 「現職の教授は即座に上で示された規則を適用される権利を有する。」 « Les professeurs actuellement en 





 1. 教授たちが生徒として獲得した賞の数 
 2. 教授たちが教え始めて以来、その生徒が獲得した賞の数 







表 I-2-6. 48 年草案前後のピアノ科教授の年俸 
N.B. 単位：フラン。本表は内務省で作成された 1849 年の音楽院予算案に基づく（Cf. AN, F 21/1 311） 








ヅィメルマン 正教授 2 000 1 200 0 
マルモンテル 正教授 [800] - 1 000 
ローラン 正教授 800 800 1 000 
女子クラス 
エルツ 正教授 1 200 1 200 1 200 
ファランク夫人 正教授 1 000 1 200 1 000 
コーシュ夫人 助教授 0 900 0 
 
 a) ヅィメルマン 
 まず、ヅィメルマンについて、彼はちょうど 1848 年に退職する決心をしていた。1849 年
の年俸額がゼロとなっているのはそのためである。当時 63 歳を迎えていた彼は、48 年草案














                                                        
107 この欄の数値は次の資料に含まれる 1848 年時点の年俸額、草案に基づいて算出された新年俸額の対照
表に基づく。Conservatoire royal de musique et de déclamation. Budget de l’année 1848, AN, F 21/1 311. 
108 Ministère de l’Intérieur, Conservatoire national de musique et de déclamation. Projet de Budget pour l’exercice 






適用されず、1832 年の行政命令に従う形で年俸の半額、即ち 1 000 フラン111のみが認められ
た112。 
 こうして 8 月 10 日、彼は院長に辞表を提出し113、1 000 フランの退職年金を受けながら
1849 年以降は無給で視学官および音楽学習委員会委員の職務にあたることとなった。 
 
 b) マルモンテル 
 ヅィメルマンの後任として教授に任命されたマルモンテルは、1837 年以来、ソルフェー
ジュ科の助教授を務め、1843 年からは無給の教授、1845 年にようやく有給の教授となって
いた。1848 年時点での彼の年俸は 800 フランだったが、これは基礎クラス教授第 4 等の給
与 1 000 フランよりも低い額だった。そのため、彼がピアノ教授に任命された折、無給の教
員ないし第 4 等よりも低い給与の教員は正教授または教授資格者の第 4 等の給与を受ける、
という基準が適用され、基礎クラス教授第 4 等の給与である 1 000 フランへの昇給が認めら
れた。しかし、彼の新しいポストはピアノ科の正教授であるにも拘らず、彼は専科の正教授








                                                        
109 « Je me trouve placé dans la catégorie des professeurs du Conservatoire qui ayant atteint leur 60ème année peuvent 
être mis à la retraite. 
 Les membres de la commission chargés de vous proposer un projet de règlement nouveau, auront l’honneur 
de vous présenter ce travail ; s’il est approuvé par vous, Monsieur le ministre, je puis espérer qu’il me sera permis de 
professer encore quelques années dans une école, où j’ai été assez heureux pour rendre quelques services. 
 Cependant, dès ce moment, j’abandonnerais cette espérance, Monsieur le ministre, si vous vouliez bien 
m’accorder la position honorifique de Louis Adam, que l’art musical vient de perdre. M. Louis Adam était inspecteur 
des classes de piano et membre du comité des études. Ses honoraires étaient : 2 000 f, auxquels je renoncerais en me 
bornant à réclamer ma pension de retraite acquise par 32 années de service. […] » Lettre de ZIMMERMAN au 
ministre de l’Intérieur, datée du 27 juill. 1848, AN, F 21/1 303. 
110 マルモンテルは次の著書において、ヅィメルマンの辞任が音楽院内部の同僚から放たれた敵意が一つの
原因であったことを示唆している。Cf. PC, p. 199-200. 
111 1832 年の行政命令（オルドナンス）に基づくヅィメルマンの年金の計算は次の通りである。過去 4 年の
年俸平均額=2 000 フラン。2 000 フラン×1/3+2 000 フラン×1/60×12 年=1066.666… 年金は年俸の半額を越え
ないので 1 000 フランがヅィメルマンの年俸である。 
112 Extrait du registre des délibérations du Comité de l’Intérieur et de l’Instruction publique, séance du 16 janvier 
1849, AN, F 21/1 303.  
113 Lettre autographe de ZIMMERMAN à AUBER, datée du 10 août 1848, AN, AJ 37/72-4. 
114 « Vient d’obtenir la place de professeur de piano en remplacement de M. Zimmerman qui jouissait d’un 
traitement de 2 000 francs. Il est juste de lui accorder la légère augmentation de 200 francs demandée. » Ministère de 







 c) ローラン 
 ピアノ予科の担任として 1828 年から音楽院で教えていたローランは、1835 年までピアノ
予科の無給名誉教授、1835~1843 年にかけて助教授、1844 年からは正教授として任にあた
っていた。1846 年から初めて有給の正教授となり、その年俸は 1848 年の時点で 800 フラン
に達していた。表 I-2-7 が示すように、彼は 1848 年時点でピアノ科教授の中では勤続年数が
20 年で、もっとも長く音楽院で教えていた。1844 年までは予科を受けもっていたので、門
下から受賞者を輩出する機会はなかったが、1844 年から 1848 年までは 1 等賞を 1 名、2 等








クラスの第 4 等に相当する給与に甘んじることとなった。 
 
 d) エルツとファランク夫人 
 女子クラスの教授に関して、勤続年数が 10 年に満たないエルツは、それまでの年俸 1 200
フランを維持し、草案と矛盾なく専科の正教授第 4 等の給与を認められた。一方、ファラン
ク夫人に関しては、1 200 フランという 48 年草案に基づく見積もりにも拘らず、内務省は彼




受賞者を比較すると、エルツのクラスからは 1 等賞、2 等賞がそれぞれ 7 名ずつ、次席が 8
名で、延べ 22 名の受賞者が出ている。一方で、ファランク夫人のクラスからは 1 等賞が 3






                                                        
115 « Augmentation de 200 f. Il est le moins rétribué des professeurs de piano ; depuis longtems une augmentation lui 
en promise et il mérite de l’obtenir. » Ibid. 
116 Bea FRIEDLAND, Louise Farrenc, 1804-1875 : Composer, Performer, Scholor, Michigan, UMI Research Press, 
1980, p. 30. 
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表 I-2-7. 1848 年時点におけるピアノ科教授の在職期間、勤続年数、 
門下の受賞者数および生徒時代の受賞歴 
N.B. 本表はパリ音楽院管理官・教官及び受賞者名簿に基づく。（Cf. CP, p. 436-459 ; 684-872） 
クラス 教授 在任期間 
1848 年 10 月
時点での勤
続年数 










1 等賞：1 名 


















1 等賞：0 名 











1 等賞：7 名 








1 等賞：3 名 





わざるを得ない。例えば著名なヴァイオリニスト、アラール  Jean-Delphin ALARD
（1815~1888）はファランクよりも遅く 1843 年 3 月に新任の教授として音楽院に就職した
にも拘らず、1849 年には 1 000 フランから 1 200 フランに増給していた117。また 1847 年に
ヴァイオリン科教授に就任したジラール Narcisse GIRARD（1797~1860）は、800 フランの
初任給が翌年には 1000 フランに、1849 年には「優れた教授」で「その前任者が 2 000 フラ
ンを得ていた」という理由から、更に 200 フランの増給を認められ年俸は 1 200 フランに達
していた118。 
 こうした状況に対して、ファランク夫人は 1850 年 11 月 11 日に院長オベールに宛てて次
のような請願を出している。 
 




                                                        
117 Ministère de l’Intérieur, Conservatoire national de musique et de déclamation. Projet de Budget pour l’exercice 















女も同僚のエルツと同じ 1 200 フランの年俸を得ることとなった。 
 
 e) コーシュ夫人 
 女子クラスの助教授だったコーシュ夫人は、草案が大臣に提出された後、1849-1850 年度
は無給の助教授の地位にとどまったが、1849 年から 1850 年にかけて 2 名の 1 等賞、1 名の
2 等賞、2 名の次席を出すという業績が認められ、1851 年 7 月に教授資格者への昇進が決定、














                                                        
119 « J’ai l’honneur de vous demander, il y a environ quinze mois, de vouloir bien m’accorder, comme à plusieurs de 
mes confrères, une augmentation dans mon traitement, et vous me fêtes [sic] espérer que vous saisiriez la première 
occasion où l’on pourrait disposer de quelques fonds, pour satisfaire à ma demande. 
 Voilà à peu-près deux ans que MMrs Alard et Franchomme, nommés professeur après moi, ont obtenu une 
augmentation, ainsi que Girard entré au Conservatoire beaucoup plus tard ; quelques autres encore ont joui de la 
même faveur.  
 J’ose donc espérer, Monsieur le Directeur, que vous voudrez bien fixer mes honoraires au même taux que ces 
Messieurs, car, mettant à part tous motif d’intérêts, si je ne recevais pas comme eux cet encouragement, on pourrait 
croire que je n’ai pas mis tout le zèle et l’assiduité nécessaire pour bien remplir la tache qui m’était imposée. » Lettre 
de Louise FARRENC à AUBER, datée du 11 nov. 1850, AN, AJ 37/69-2. 
120 Ministère de l’Intérieur, Conservatoire national de musique et de déclamation. Projet de Budget pour l’exercice 




次のグラフは、1850 年から 1890 年までの有給教員・伴奏者の総計（棒、右軸、単位：人）
と教員・伴奏者の年俸予算総額の推移（折れ線、左軸、単位：フラン）を示しいている122。 
 
グラフ I-2-2. 有給教員・伴奏者の総計と 
教員・伴奏者の年俸予算総額の推移（1850~1890） 
N.B. 左軸の単位：フラン、右軸の単位：人、1858~1876, 1878~1879, 1885~1889 年は伴奏者の役職なし 
 
 
 1850 年から 1890 年までの 40 年間、教員・伴奏者の数は 57 から 75 名に増加し、それに






                                                        





































 このグラフが示すように、一人の教員が得る平均年俸は、1 287 フランだった 1854 年以降、




















                                                        
124 このグラフは、コンスタン・ピエールがまとめた音楽院人員一覧に基づき作成した。Cf. CP, p. 424-433. 
125 本論文 III-5-3 に引用するル・クーペの著作からの引用及びル・クーペのピアノ教材に関する III-9-2-2-2
におけるアカデミーの報告を参照。 
126 « L’œuvre […] que nous avons entreprise, n’était pas de détruire pour réédifier, mais de réparer, d’agrandir 

















図 I-2-1. ルイーズ・ファランクの肖像127 
 
 
図 I-2-2. アントワーヌ＝フランソワ・マルモンテルの肖像128 
 
                                                        
127 Luigi RUBIO, Louise Farrenc, peinture à l’huile, 1835, coll. particulière. Image tiré de : Rebecca GROTJAHN 
und Christin HEITMANN (éd.), Louise Farrenc und die Klassik-Rezeption, Frankreich Sophie Drinker Instituts, vol. 
2, BIS-Verlag, Oldenburg, 2006. 
128 Alfred LEMOINE, Antoine-François Marmontel, lithographe, ca 1880, 24 x 18 cm, Paris, BnF, Cote: Est. 








まず音楽院教育を構成する諸科の新編成を、48 年草案と 50 年総則に基づいて提示する。続
いて、ピアノ科およびピアノ科に関連する諸クラスの位置づけ、クラス相互の関係を検討す
る。 
 次頁から 2 頁に亘って掲載した表 I-3-1 と表 I-3-2 は、それぞれ 1841 年の総則に定められ
た旧クラス編成と、50 年総則で規定された新クラス編成を示している。1842 年と 1850 年の













行われる合同ソルフェージュ（2 クラス）と、個別ソルフェージュ（声楽生徒向け 6 クラス、











                                                        
129 « Il est des notions générales, comme celles des principes rudimentaires, des valeurs et des temps, qui n’ont pas 
besoin d’une démonstration directe du maître à l’élève, qui se perçoivent d’autant mieux qu’elles s’adressent à un 
plus grand nombre d’auditeurs. A un degré un peu plus avancé, la réunion des voix a pour effet de rectifier 
l’intonation et le sentiment de la mesure; l’intelligence instinctive d’une masse entraîne et fait progresser les 
individualités rebelles ou paresseuses. » CP, p. 355. 
130 1840 年の教員一覧の中にはこのクラス名が記載されている。CP, p. 422. 
131 Cf. CP, p. 355. « Cette classe, qui initie les élèves par le travail de l’oreille et l’exercice oral à la décomposition 
des accords et aux notions préliminaires de l’harmonie, forme une sorte de lien entre l’enseignement élémentaire et 
l’enseignement supérieur. » 
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表 I-3-1. パリ音楽院クラス一覧（1841 年総則） 
N.B. 本表は次の史料に基づき作成：Anr, 1842, p. 780-783. 
 
  クラス種別 
1842 年時点での教員数 
（復習教員を含む） 
1 発声 1 
2 フランス語とその書法 - 
3 舞台作法 1 
4 役学習 1 
5 オペラ朗唱 3 
6 ソルフフェージュ（含合唱） 17 
7 鍵盤楽器学習（声楽生徒向け） 3 
8 声楽 6 
9 声楽アンサンブル 1 
10 和声・実践伴奏 5 
11 和声 2 
12 対位法・フーガ・オペラ作曲 4 
13 ピアノ 4 
14 オルガン* 1 
15 ハープ 2 
16 ヴァイオリン 4 
17 チェロ 2 
18 コントラバス 1 
19 フルート 2 
20 オーボエ 2 
21 クラリネット 1 
22 ファゴット 1 
23 ナチュラル・ホルン 1 





26 トロンボーン 1 
27 劇学習 4 
その他 フェンシング 1 
                         *4 分の 1 は女子生徒を受け入れた 
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表 I-3-2. パリ音楽院クラス一覧（1850 年総則） 
N.B. 本表は次の史料に基づき作成：An, 1852, p. 830-833. グレーの欄は新設のクラスまたは特別な変更が行
われたクラス。 
 












































                                                        
132 オルガンが和声、作曲とともに理論系学科に分類されたのは、48 年草案によれば、次のような理由から
であった。「この楽器の学習が主に即興を目的としており、オルガニストには欠かせない和声および作曲の
























の転向は、志望者の多かった女子クラスに特有の現象で、1852-1853 年度から 1854-1855 年
度にかけて 13 名の生徒が鍵盤楽器学習科からピアノ科に転向している。次頁の表は、これ
らの年度のうちにピアノ科へ転向した生徒の一覧138である。
                                                        
133 Cf. CP, p. 356. « Elle a pour objet de préparer les élèves, par des répétitions purement musicales, aux travaux des 
classes de déclamation lyrique, auxquelles sont réservées la mise en scène des morceaux appris, l’indication du 
sentiment et de l’action dramatique que comporte leur exécution au théâtre. » 
134 50 年総則第 15 項。Cf. CP, p. 256. 作曲と和声は男子にしか開かれていなかったので、女子でこのクラ
スを履修できたのは和声・実践伴奏科および声楽科の女子生徒である。 
135 50 年総則第 16 項。Ibid. 48 年総則における該当箇所は Ibid., p. 356. 
136 « […C] et enseignement doit rester dans les limites que comportent les besoins de ces divers ordres d’élèves, leur 
être exclusivement affecté, et il ne peut être converti en un enseignement préparatoire aux classes de piano […] » CP, 
p. 356. 
137 Cf. FG, p. 85. 
138 この表は、フランス国立古文書館に所蔵されている次のパリ音楽院生徒名簿に基づく。Tableaux annuels 
des classes, première série, AN, AJ 37 154/5 ; AJ 37 155/1-2. 
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表 I-3-3. 鍵盤楽器学習科からピアノ科へ転向した生徒 
1852-1853 
鍵盤楽器学習科クラス担任 生徒名 転科先（ピアノ科）のクラス担任 転科日 転科先での最終成績 他の学科における最終成績 
ボフール夫人 
ルユエデ Lehuédé コーシュ夫人 1853/1/20 第 3 次席 (1855) 
ソルフェージュ：1 等賞（1850）；声・
実践伴奏：1 等賞（1855）；オルガン：
第 2 次席（1866） 
フリド Fridot コーシュ夫人 1853/1/20 - - 
      
1853-1854 
鍵盤楽器学習科クラス担任 生徒名 転科先（ピアノ科）のクラス担任 転科日 転科先での最終成績 他の学科における最終成績 
ボフール夫人 
シャンポン Champon ル・クーペ 1854/5/9 第 3 次席 (1856) ソルフェージュ：1 等賞（1857） 
シュヴァーブ Schwaab ファランク夫人 1853/12/26 第 3 次席 (1856) 鍵盤楽器学習：選外優良（1853）；
和声・実践伴奏：第 1 次席（1860） 
ルクレルク Leclerq エルツ 1853/12/26 1 等賞（1858） 
ソルフェージュ：1 等賞（1855）；和
声・実践伴奏：第 2 次席（1860） 
ルマルシャン夫人 
ヴィレール Vilers エルツ 1853/12/26 - 
ソルフェージュ：第 2 次席（1853）；
鍵盤楽器学習：第 2 選外優良（1853） 
ド・ロード de Roode ル・クーペ 1854/3/9 - - 
ジュースラン夫人 








ル・クーペ 1854/3/9 第 1 次席（1858） - 
      
1854-1855 
鍵盤楽器学習科クラス担任 生徒名 転科先（ピアノ科）のクラス担任 転科日 転科先での最終成績 他の学科における最終成績 
ルマルシャン夫人 
ブリュネ Brunet エルツ 1854/12/21 - - 
ステインヴェンデール 
Steinwender 
ファランク夫人 1854/12/18 - - 
ジュースラン夫人 ブーキエ Bousquier コーシュ夫人 1854/12/19 - 盤楽器学習：主席選外優良（1854） 
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 ピアノ科に転科した生徒の例として、表の冒頭に名前が挙がっているルユエデ嬢 
Adèle-Aurélie-Marie LEHUÉDÉ（1835~?）の事例をみてみよう。彼女は 1847 年 1 月にパリ音
楽院に入学、1850 年にソルフェージュ科で 1 等賞を得てから同年 11 月に和声・伴奏科に登
録、そして翌月にはボフール夫人 Madame Eaulalie BEAUFOUR（1813~1872, 旧姓 ヴィエル
ラング VIERLING）の鍵盤楽器学習クラスに登録した。和声・実践伴奏科での学習と並行
して、約 2 年間鍵盤楽器クラスで学んだ後、1853 年 1 月 20 日に鍵盤楽器学習科を離れ、ピ
アノ科のコーシュ夫人のクラスに移った。ピアノ科での最終成績は 1855 年に獲得した第 3
次席であったが、同年の修了選抜試験（コンクール）では和声・伴奏科で 1 等賞を得、翌
年にはオルガン科でも第 2 次席を得ている。彼女はその後、パリのサン=ルイ=ダンタン教
会 （ Église Saint-Louis-d’Antan ）、 サ ン = フ ィ リ ッ プ = デ ュ = ル ー ル 教 会 （ Église 
Saint-Philippe-du-Roule）のオルガン伴奏者を歴任することとなる。 
 他の転科生には、転科後 1 等賞を獲得したルクレルク嬢  Aimée-Félicie LECLERCQ
（1839~ ?）、2 等賞を獲得したトゥーヴネル嬢 Marie-Marguerite TOUVENEL（1838~1856）
のように、独奏者としても優秀な成績を収めた生徒も存在する。ルクレルク嬢は、後にタ
ルペ夫人 Madame TARPET として鍵盤楽器学習科の教授となった。 
 1853-1854 年度、彼女たちを含め鍵盤楽器学習科に在籍した多くの女子生徒がピアノ科に
転科している。その一つの理由は、1854 年 3 月 1 日に、それまで和声・伴奏科の教授を務
めていたル・クーペ Félix LE COUPPEY（1811~1887）がピアノ科教授に任命されることで
女子クラスが 1 クラス増加し、受け入れ可能な女子生徒の人数が増えたためである。次の
グラフ I-3-1 は、1842 年から 1860 年までのピアノ科における在籍者数139とクラス数の推移
を示している。 
  
                                                        
139 この在籍者数は、フランス国立古文書館に所蔵されている次のパリ音楽院生徒名簿に記載された生徒の




グラフ I-3-1. ピアノ科の在籍者数の推移（1842~1860） 
 
 







学習科は、男子 2 クラス、女子 3 クラスで構成され、教授はピアノ科の卒業生が担ってい
た。次頁の表 I-3-4 は、クラスの担当教官と任期の一覧である。これらの教官のほとんどは、
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表 I-3-4. 鍵盤楽器学習科の担任 






    
ヴィエルラング嬢 
Mlle VIERLING 












































































































































ポルトゥオー 21 1 等賞（1848） 
ソルフェージュ：1 等賞（1842） 
和声・実践伴奏：1 等賞（1848） 
アンチオーム 27 - 
和声・実践伴奏：第 2 次席（1856） 
ローマ賞次席グランプリ（1861） 
II 
ヴォルフ 21 1 等賞（1839） - 
パドルー 27/28 1 等賞（1834） ソルフェージュ：1 等賞（1832） 
ジレット - - - 
クロアレ 30 1 等賞（1822） 
ソルフェージュ：1 等賞（1834） 
和声・実践伴奏：2 等賞（1837） 
ドゥコンブ  45 1 等賞（1846） - 
III フォルグ 18 1 等賞（1840） ソルフェージュ：次席（1836） 














ヴィエルラング嬢 38 1 等賞（1834） 
ソルフェージュ：1 等賞（1829） 
和声・実践伴奏：1 等賞（1835） 




ベルクトルド嬢 18 1 等賞（1836） 
ソルフェージュ：1 等賞（1831） 
和声・実践伴奏：次席（1837） 
ルージェ・ド・リル 22 1 等賞（1858） 
ソルフェージュ：1 等賞（1857） 
和声・実践伴奏：第 2 次席（1860） 




ジュースラン嬢 20 1 等賞（1839） 
ソルフェージュ：1 等賞（1835） 
和声・実践伴奏：1 等賞（1841） 
シェネ夫人 23 1 等賞（1867） ソルフェージュ：1 等メダル（1866） 






















番地（M. Érard, fournisseur des pianos, 13 rue de Mail）」と記されている144。同様に、ハープの
提供者もまたエラールであった。 
 ピアノ科のクラス数は、正教授が担当する男子 2 クラス、2 名の正教授が担当する女子 2
クラス、教授資格者が受け持つ女子 1 クラスの計 5 クラスが引き続き保たれることになっ
た。だが、1853 年 3 月にル・クーペが和声教授からピアノ教授に転任して以後、ピアノ科
は男子 2 クラス、女子 4 クラス、計 6 クラスの体制で 77~80 名の生徒を擁する大規模な学
科となった（グラフ I-3-1 参照）。この編成は 1866 年まで存続した。 
 次頁の表 I-3-6 は、1840 年から 1890 年までの期間にピアノ科教授を務めた教授の一覧で
ある。表の第 2 列に記されたローマ数字は、同一系列のクラスであることを示している。
例えば専科男子クラス（I）は、ヅィメルマン、マルモンテル、ディエメールが順に担任を
務めた 1 つの系列に属するクラスである。これに続く表 I-3-7 は、1840 年から 1889 年まで
のピアノ科のクラスと教授を時系列に沿って表示した年表である。 
 ここに示したピアノ科の歴代教授のうち、12 名はピアノ科出身で、コーシュ夫人以外は







                                                        
140 Cf. FG, p. 84.  
141 鍵盤楽器学習科の課題曲一覧は CP, p. 595-598 を参照。 
142 Frédéric DE LA GRANDVILLE, Une histoire du piano au Conservatoire de musique de Paris, 1795-1850, Paris, 
L’Harmattan, 2014, p. 193.  
143 Ibid. 
144 Almanach national. Annuaire de la République française pour 1848-1849-1850, 3 vol., Paris, A. Guyot et Scribe, 
1850, p. 786. 
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表 I-3-6. ピアノ科担当教官とその受賞歴 
N.B. 短剣符（†）は死亡による退職を示す 
 







（15 年 11 ヶ月） 
1 等賞(1822) - 
予科女子
クラス II コーシュ夫人 
1829/2/12-1866† 







（32 年 6 ヶ月） 
1 等賞(1800) 和声：1 等賞(1801) 
作曲科教授資格試験合格(1821) 
マルモンテル 1848/9/13-1887/10/1 















（18 年 9 ヶ月） 
1 等賞(1822) - 
マチアス 
 1862/10/1-1887/3/15 
（24 年 6 ヶ月） 
- 
















L. アダン 1797/5/20-1842/11/15 




（31 年 6 ヶ月） 1 等賞(1818) - 
マサール夫人 1873/5/1-1887/4/1† 
（14 年 11 ヶ月） 
1 等賞(1840) - 
フィッソ 1887/10/1-1896† 











（31 年 11 ヶ月） - - 
II 
ル・クーペ 1853/3/1-1886† 
（33 年 4 ヶ月） 
1 等賞(1825) 和声・実践伴奏：1 等賞(1828) 
A. デュヴェルノワ 1886/10/1-1907† 
（20 年 5 ヶ月） 
1 等賞(1855) 和声・実践伴奏：第 2 次席(1859) 
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表 I-3-7. ピアノ科の担任（1840~1889） 
 
年度 
専科  予科 


















































































1886-87 フィッソ (フィッソによる代講) 
1887-88 




 音楽教育に関して、2 つの重要な新設クラスが 48 年草案で提案され、実際に設置された。








スを担任することとなったのは、ピアニスト兼作曲家ルネ・バイヨ  René BAILLOT






生が室内楽のレパートリーに親しむ機会が提供された。バイヨは 1849 年、1850 年は無給で




迎えていた。音楽理論家、教育者ウィレム  Guillaume-Louis BOCQUILLON-WILHEM 
（1781~1842）が 1833 年にパリで初めた合唱運動に端を発する152。月に 1 度、彼の下で学
んだ生徒たちが集まって形成される合唱団に、ウィレムがオルフェオンの名を与えたのが
この運動の始まりである。1835 年、彼は労働者階級の男性向けに無料の夜間講座を開いて
大きな人気を博し、翌年にはパリ市の公認を受けてパリ市オルフェオン（Orphéon de la Ville 
de Paris）が発足した。ウィレムの没後、弟子のユベール Joseph HUBERT が 1852 年まで、
次いでグノー Charles GOUNOD が 1859 年までパリ市オルフェオンの陣頭に立ってフラン
                                                        
145 これらのクラスは以後、1887 年まで存続した。Cf. Brigitte FRANÇOIS-SAPPEY, « Le salon des refusés », 
Le Conservatoire de Paris : deux cents ans de pédagogie, 1795-1995, Paris, Buchet-Chastel, p. 32. 
146 « Une classe d’ensemble instrumental est faite une lins par semaine, à tour de rôle, par les professeurs 
d’instruments à archet. Les programmée de ces séances seront composés de manière que les élèves de piano, 
d’instruments à archet et à vent y participent également. » Cf. CP, p. 357. 
147 彼は著名なヴァイオリニストのバイヨ Pierre BAILLOT（1771~1842）の息子である。 
148 « [L]’un des seuls endroits de la capitale où l’on pourra entendre les concertos de Mozart[…] » J.-M. FAUQUET, 
« BAILLIOT, René-Paul », DMF, p. 84. 
149 オーギュスティーヌ・バイヨは著名なヴァイオリン、ヴィオラ奏者のソゼ Charles Eugène SAUZEY
（1809~1901）と結婚し、ソゼ夫人となった。この夫ソゼはバイヨの父とともにパリにおける室内楽普及運
動の旗手であり、1837 年から 1840 年にバイヨ弦楽四重奏団のヴィオラを担った。1849 年、ソゼは音楽院
チェロ教授フランコームの助言を受けて自宅や公共ホールで演奏会を催し、蒐集した古い時代の楽器を用
いてオーギュスティーヌやフランコーム、ルネ・バイヨと演奏し注目を集めた。 
150 J.-M. FAUQUET, « BAILLIOT, René-Paul », DMF, p. 84. 
151 1860 年代には、吹奏楽による器楽オルフェオンも盛んになった。 







を重視していたことが窺われる。    




























                                                        
153 « Il est ouvert au Conservatoire, le soir, une ou plusieurs classes, destinées aux enfants et adultes des deux sexes, 
pour l’enseignement simultané et populaire du chant. 
Tout élève, de ces classes qui aura été signalé par son professeur comme présentant une aptitude particulière, 
pourra être admis dans les classes spéciales du Conservatoire. » CP, p. 354. 
154
 このクラスは 19 時に開始された。Cf. CP, p. 683. 
155 « Les résultats remarquables de l’orphéon, le goût croissant de la population ouvrière pour l’art musical, 
signalaient cette création comme un besoin public. Le Conservatoire est heureux d’ouvrir de nouvelles sources 
d’enseignement où chacun viendra puiser selon sa convenance et son aptitude. Pour l’un, ce sera un délassement de 
ses travaux, pour l’autre, la révélation de facultés heureuses et d’une vocation peut-être brillante.  
 Ce sera en même temps le moyen de faire l’essai des méthodes diverses mises en usage pour réaliser cet 
enseignement dans les meilleures conditions. Ces méthodes, éprouvées par une expérience habilement dirigée, 









年に和声で 1 等賞、1839 年にオルガンと対位法で 1 等賞、1840 年にはローマ賞コンクール





















                                                                                                                                                                  
bonnes masses chorales en même temps que des chanteurs individuellement mieux initiés aux principes de l’art 
musical. Après avoir payé ce juste tribut aux vœux de cette partie de la population qui ne peut faire de la musique 
qu’une étude sommaire, la Commission s’est occupée de ceux pour qui cet art est l’objet d’une éducation complète. 
Elle a constitué un système d’enseignement général commençant aux premiers éléments pour finir aux plus hautes 
connaissances. » Ibid. 
156 50 年総則第 3 項。Cf. CP, p. 255. 
157 世紀中葉における音楽の大衆化と国家公認の美学の関係については第 3 部第 2 章で論じる。 
158 « De nos jours, l’influence moralisatrice des orphéons, des sociétés chorales, fanfares et harmonies, dont le 
nombre s’accroît chaque année avec une louable émulation, popularise le goût de la musique en enseignant peu à peu 
les éléments de lecture de la langue des sons. Dans quelques centres et milieux importants, l’éducation est plus 
avancée, et permet aux sociétés musicales l’étude d’œuvres de haute valeur qui initient les musiciens dilettantes au 
sentiment du beau. Mais ces réunions nombreuses, ces festivals, où chaque société, sous la direction de maîtres 
dévoués, rivalise d’ardeur et souvent d’habileté pour l’exécution de morceaux étudiés, ou de pièces de lecture à vue, 
ne font pas progresser l’art, mais le vulgarisent. Il ne faut pas l’oublier, l’art pur, par ses tendances idéales et son 
essence éthérée, est essentiellement aristocratique ; il est le partage des âmes d’élite, délicates, sensibles, et nullement 
à la portée des masses, dont l’éducation incomplète, à peine ébauchée, ne peut apprécier la belle facture, l’harmonie, 







































外とされた「芸術の形而上学」とは、本論文第 3 部で扱うクーザン Victor COUSIN（1792~1867）
                                                        
159 創設時の教授はバルブロー François-Auguste-Camille BARBEREAU（1799~1879）で、1871 年の 10 月か
ら翌年 10 月まで講義を担当した。 
160 « La musique a son histoire, dont la connaissance est un élément essentiel d’une bonne éducation musicale. Les 
écoles, les styles ont leurs monuments, que l’on ne peut comprendre parfaitement si on les isole des époques qui les 
ont enfantés. Indépendamment de la partie biographique, qu’un véritable musicien doit connaître, car on aime à 
remonter de l’œuvre à l’auteur, l’histoire de la musique, c’est la musique elle-même dans sa génération, dans ses 
développements, dans ses formes, dans ses procédés, dans ses manifestations. Ce cours, qui devra éviter les vagues 
théories de la métaphysique de l’art, est destiné particulièrement aux élèves les plus avancés de toutes les branches de 




議論が進んでいたのだろうか。実は、4 月から 7 月にかけて 2 人の教員がクラスの開設を要
求し、このクラスの教授に立候補していた。その人物はマルダン Pierre MALEDEN（1806~?）
とド・ラ・ファージュ Juste-Adrien LENOIR de LA FAGE（1801~1862）である。 
 リモージュ生まれのフランス人理論家、教育者のマルダンは、1841 年からパリに定住し、
サン=サーンス Camille SAINT-SAËNS（1835~1921）とゴットシャルク Louis MOREAU 
GOTTSCHALK（1829~1869）に和声、対位法、フーガのレッスンを施した人物である161。  




















                                                        
161 J.-M. FAUQUET, « MALEDEN, Pierre », DMF, p. 734. 同事典項目によれば、マルダンは 1828 年にパリで
1 年間フェティスの下で教育を受け、1829 年から 1831 年にかけてダルムシュタットでゴットフリート・ヴ
ェーバー Gottfried WEBER（1779-1839）に師事し、J. S. バッハの作品に関する知識を培った。その後、リ
モージュで音楽学校を営み、教育的成功を収めてから、和声と対位法を教えるために 1841 年、再びパリに
住むようになった。 
162 Pierre MALEDEN, Introduction à une revue des études et de l’enseignement musical, Limoges, impr. de 
Chapoulaud, ca 1840. 「学習および音楽教育検討序説」と題するこの論文は印刷されたテクストだが、マル
ダンは手紙の中でこれを未刊の原稿としている。  
163 « J’ai appris indirectement qu’il avait été question dans votre assemblée d’établir au Conservatoire une Classe où 
des élèves recevraient des enseignements sur l’histoire de la littérature et l’esthétique de la musique. Cet 
enseignement ou classe aurait ses divisions naturelles que j’expose plus bas, et son ensemble pourrait être nommé 
Philisophie de la musique c’est m’a-t-on dit le nom qui lui aurait été justement donné dans le sein de votre assemblée. 
Je me présente à votre suffrage Messieurs comme candidat aux fonctions de professeur de cette classe. » Copie de la 
lettre de MALDEN à la commission du Conservatoire, datée du 6 avr. 1848, AN, AJ 37/83-8d. 
164 « contrepoint, essence technique, esthétique, idéologie musicale, mélodie, poème lyrique, science des études, 
rhythme [sic], solfège, vocalisation et chant. » Ibid. 
Maleden, AN, AJ 37/83-8d.  

































                                                        
166 « Cette philosophie consisterait pour le présent à rendre raison spécialement de plusieurs choses de l’art en les 
traitant au point de vue philosophique, à exposer l’influence de la science sur le sentiment, à formuler à 
l’entendement ce qui avait pu paraître au premier abord être l’objet de l’inspiration et du sentiment ; et par là à donner 
à ces derniers plus de vivacité ; à exposer et à analyser dans leur rapports à l’art et à la théorie les diverses méthodes 
d’enseignement de la lecture musicale du chant et du plain-chant […] » Copie de la lettre de MALEDEN à la 
commission du Conservatoire, datée du 6 avr. 1848, AN, AJ 37/83-8d. 
167 « J’ai appris que votre commission paraitrait [sic] vouloir fonder au Conservatoire une classe d’histoire de la 
musique et non une classe de philosophie de la musique objet de ma lettre du mois d’avril à votre commission. 
 Trois noms ou dénominations se présentent pour la classe en question : 
 1-classe de Philosophie de la musique 
 2-classe de Philosophie et d’histoire de la musique 
 3-classe d’histoire de la musique 
Comme l’on ne peut Messieurs professeurs l’histoire de l’art sans la philosophie et la philosophie sans l’histoire ; 
quelque soit celui de ce nous que vous adoptiez, je persiste à me présenter à vous suffrages et je me présente de 



































                                                        
168 « Les résultats immédiats et premiers d’une classe d’histoire sont la connaissance des faits, la Biographie, la 
Bibliographie, l’Érudition musicale en un mot. 
 Au contraire la critique dans l’art et dans la science, l’analyse actuelle et rétrospective des théories des 
systèmes et des méthodes d’enseignement — qui seraient considérées devant les élèves au point de vue polémique, 
bien entendu – sont des inductions tirées de l’exposé des faits c’est-à-dire de l’histoire pure. » Ibid. 
169 « Or Messieurs ce sont surtout ces inductions tirées par le professeur, devant les faits de l’histoire exposés 
rapidement, qui me sembleraient devoir être l’objet du nouvel enseignement que votre zèle éclairé offre aux élèves du 
Conservatoire, par le but de l’institution ces élèves seront où compositeurs et exécutants de drames lyriques et de 
symphonies qui s’y rattachent, ou professeurs de composition et d’exécution d’œuvres de ce genre à ces titres 
l’érudition des faits me parait [sic] devoir leur être moins utile—quoique certainement avantageuse—que la 
Philosophie de l’art est surtout celle de destinée dans ma pensée à donner à l’élève dans l’École la maturité de raison 






























                                                        
170 « Si l’on rend l’histoire l’objet principal, il restera peu de temps à la philosophie : l’histoire générale de la 
musique est difficile, obscure, interrompue à quelques époques ; elle est vaste immense et par cela même très longue 
à exposer ; reportez votre pensée Messieurs aux volumes qui la renferment. Enfin elle suppose chez les auditeurs la 
faculté et l’habitude d’analyser de très longs développements oraux non interrompus dans lesquels de jeunes artistes 
devront s’embarrasser. » Ibid. 
171 « j’ai l’honneur de solliciter près de vous ma nomination aux fonctions de Professeur d’une classe de philosophie 
de la Musique au Conservatoire. 
 La demande, où j’ai provoqué la fondation de cette classe qui doit être soumise à votre décision, a été 
présentée à une commission spéciale au conservatoire et appuyée par M. Halévy compositeur membre très influent de 
cette commission. Je suis autorisé par lui[,] Monsieur le Ministre[,] à vous en informer, dans le cas où vous trouveriez 
bon, au point de vue de l’art, d’avoir une garantie de mon aptitude. 
 Ma candidature est vue favorablement, des membres de la commission que j’ai visités, et auxquels j’ai fait 
parvenir des pièces justificatives et un ouvrage comme spécimen. J’ai l’honneur de vous adresser l’une d’entre ces 
pièces. […] 
 L’année classique expire bientôt au Conservatoire les nouvelles classes seraient ouvertes au commencement 
de l’année prochaine ; permettez-moi d’attirer votre attention sur l’urgence d’une nomination pour cette classe de 
Philosophie ; le professeur aura besoin de temps pour préparer et ordonner en un cours les étudies sérieuses de cette 





 2 人目の候補者、ド・ラ・ファージュはパリ生まれで、初め、音楽理論に精通した 2 人の
音楽家から教育を受けた172。一人は王政復古時代にパリ音楽院総視学官を務めた音楽家ペ
ルヌ François-Louis PERNE（1816~1822）、もう一人は 1817 年に宗教音楽学校を創設した作
曲家・音楽理論家ショロン Alexandre-Étienne CHORON（1771~1834）である。更にローマ


























                                                        
172 この段落に示すド・ラ・ファージュの略歴は、次に示す事典項目に依拠している。 F. GÉTRAU, « LA 
FAGE, Juste-Adrien LENOIR de », DMF, p. 655-656. 
173 Alexandre CHORON et DE LA FAGE, Nouveau manuel de musique, ou Encyclopédie musicale, 17 vol., Paris, 
Roret, s. d. 
174 Adrien DE LA FAGE, Histoire générale de la musique et de la danse, 2 vol., Paris, Comptoir des imprimeurs unis, 
1844, XVI-614, 449, XXVIII-36 p. 
175 « [J]e veux parler de l’utilité d’un Cours d’Histoire de l’art musical à introduire dans le Conservatoire. Plusieurs 
même ont pensé qu’un enseignement de ce genre ne pouvait être admis trop promptement et d’après leur avis, je me 
suis décidé à demandes au ministre l’autorisation d’ouvrir dès à présent et dans rétribution un cours d’Histoire 
musicale. […] 
 J’ose croire, Citoyens, que mes travaux antérieurs qui peut-être ne sont pas tout-à-fait inconnus ainsi que les 





















望に対応したのは、1848 年、公教育省（ministère de l’Instruction publique）に属する劇場お
よび書籍局（bureau des théâtres et de la librairie）局長ロック Frédéric-Alexandre-Auguste LOCK






                                                                                                                                                                  
trop en arrière une tâche aussi difficile et de ne pas figurer dans un corps aussi distingué que le vôtre d’une manière 
trop inférieure. 
 Toutefois, Citoyens, en supposant même que j’obtienne sans délai l’agrément du ministre, je ne voudrais en 
aucun cas me passer du vôtre et je désirerais en conséquence savoir de vous-même si vous ne désapprouvez pas ma 
démarche et si je puis regarder comme l’opinion de la majorité de la commission celle de quelques uns de ses 
membres qui ne voient aucun inconvénient à l’ouverture immédiate d’un cours d’Histoire musicale dans l’une des 
salles du Conservatoire. Ce cours serait quant à présent public et gratuit. » Lettre de DE LA FAGE à la commission 
du Conservatoire, datée du 12 mai 1848, AN, AJ 37/83-8d. 
176 « On a signalé depuis longtemps une lacune dans l’enseignement du Conservatoire de musique : l’histoire de l’art 
musical si intéressante et si utile sous tous les rapports n’est point comprise dans les études. La commission nommée 
pour introduire dans cet établissement les réformes et améliorations jugées nécessaires a décidé que ce vide reconnu 
de tout le monde devait être comblé. En attendant qu’une classe d’histoire musicale fait régulièrement constituée et 
après avoir consulté par l’opportunité de mes offres plusieurs membres de la commission, je viens, monsieur le 
Ministre, vous demande l’autorisation d’ouvrir au Conservatoire un cours public et gratuit d’histoire de la musique. 
[…] 
   Mes travaux antérieurs, notamment la publication des deux premiers volumes de mon Histoire de la Musique me 
donnent l’espoir que je ne me montrerai pas trop inférieur à une parcelle [de] tâche et me font espérer que vous 
accueillerez favorablement ma demande, qu’appuieraient au besoin plusieurs membres de la commission du 
Conservatoire. » Lettre de DE LA FAGE à la commission du Conservatoire, datée du 30 mai 1848, AN, AJ 37/83-8d. 











以後の書類を含んでいない。しかし、1850 年に大臣が認可し、同年 11 月に発布された総則
から、結果は明白である。音楽哲学クラスも、音楽史クラスも開設されることはなかった。
この動機の詳細を知るには更なる調査が必要となるであろうが、50 年総則には音楽史クラ









                                                        
178 « Ces idées encore à l’état de Projet, doivent avant s’être réalisées, être confirmées par le vote de l’assemblé 
générale des professeurs du Conservatoire et par la sanction de M le Ministre de l’Intérieur ; elles ne peuvent donc 
encore donner ouverture aux candidatures de MM Delafage et Maleden. 
 Lorsque le projet de règlement aura reçu la sanction qui lui manque, il y aura lieu d’examiner par les moyens 
indiqués dans le projet les diverses considérations refaites aux nouvelles spécialités d’enseignement qu’il aura 
créées ; et alors les titres de MM Delafage et Maleden seront soumis aux épreuves déterminées. 
Il n’y a donc pas lieu, citoyen directeur, d’accorder à MM Delafage et Maleden l’autorisation qu’ils ont sollicitée par 
une sorte d’anticipation sur le règlement à intervenir et sur les moyens d’exécution qui sont pratiqué[s] pour le [sic] 
mesure en rigueur. » Lettre d’AUBER à LOCK, datée du 10 juin 1848, AN, AJ 37/83-8d. 
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第 4 章 生徒と試験 
 








 まず、生徒の在籍可能年齢は 1841 年の旧総則をほぼそのまま引き継ぎ、10 歳以上 21 歳
以下と定められた。この年齢制限を超える場合には、2 年以内に課程を終えられるか、例外
的な素質を有すると判断された場合にのみ在籍を許された。また 48 年草案では、1841 年の
総則に従い、12 歳以下の生徒には識字能力が求められたが、1850 年の総則でこの定めは外
されている179。この文言の変更は、おそらく非識字の生徒の入学を認めるということでは




 48 年草案は、各クラス最大で 8 名の正規生の他に、2 名の聴講生の受け入れを認めてい
る 181。この内容は、50 年の新総則第 24 項にそのまま反映された182。受験生たちは、除籍、
退学等の理由でこのクラス人数枠に生じる空席をめぐり入試で競い合った。48 年草案は、
年度内に 2 度の入学試験（10 月と翌年 4 月）が行われ、1 回の試験で審査できる人数を全
体で 25 名に限る旨を定めている183。但し、50 年総則には、声楽に関して年に 3 回の入試が
行われることが付け加えられた。 
 入試月とされる 10 月と 4 月は、実際には入試の開始時期を意味する。ピアノ科の入試は






                                                        
179 1841 年総則第 27 項では、「12 歳以下」という限定は設けられていなかった。Cf. CP, p. 252. 
180 1796 年総則第 9 章第 4 項、1800 年の総則第 2 章第 2 項、1808 年の総則第 3 章第 13 項、1822 年の総則
第 4 章第 1 項、1841 年の総則第 27 項に、それぞれ生徒の識字についての定めがある。 
181 CP, p. 357.  
182 Ibid., p. 256. 
183 Cf. 48 年草案, CP, p. 359. 入試は 1871 年以降、年に 1 度となった。 
184 1853 年以降の入試日程は音楽教育委員会の議事録（AN, AJ 37/194, 195, 206）から大部分を再構築でき




186 « L’audition d’un trop grand nombre d’élèves, comme il s’en est souvent présenté, n’offre pas toutes les garanties 
désirables pour apprécier les aptitudes des aspirants. La lassitude et la confusion pourraient amener des erreurs 
préjudiciables […] » CP, p. 359. 
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 48 年草案条文のうち、入試について 50 年総則から除外されたのは 1 回の審査可能人数を
25 名に限定するという定めであった。実際、50 年新総則改定後最初に行われた 11 月 25 日
の入試では、寄宿の年金受給生（pensionnaires）と通学生（externats）の試験に 33 名が参加
している。このうち審査員の投票で 7 票以上を得た 3 名が寄宿生、1 票、3 票を得た 2 名が
通学生として入学を許可されている187。同年 12 月 24 日に行われたピアノ科の入試では、
更に多くの受験生を数える188。男子クラスだけをみると、その数は決して多くはない。14
名の受験生が演奏し 6 名が合格した。しかし、女子の受験者数はそれをはるかに凌ぐ 64 名
















                                                        
187 AN, AJ 37/194, p. 49-53. 
188 Ibid., p. 63-66. 
189 Cf. CP, p. 974 
190 ピアノ諸科の入試は 1871 年以降、年に 1 回のみとなった。このグラフが依拠する各西暦は、年度の開


















































































































 グラフ線②の推移から、1850 年前後、ピアノ科・鍵盤楽器科（1878 年からはピアノ予科）

















 ところで、48 年草案は 1841 年の総則とは異なり、一連の入試を、入学許可を認める最終
段階とは見做さなかった。条文案によれば、最終的な入学許可を得るためには入試後、最
初の定期試験でよい成績を収めなくてはならなかった193。すなわち、10 月の入試で仮入学
許可が下りた生徒は 12 月の定期試験、4 月の入試を受験した生徒は 6 月の定期試験で、最
終的な入学の可否が決定されることとなった。48 年草案注解は、入学後、仮入学の生徒に




                                                        
191 1854 年から 1866 年までは女子は専科だけで 4 クラスあった。 
192 Gustave FLAUBERT, Le dictionnaire des idées reçues, Paris, L. Conard, 1913, p. 87. 
193 « Après leur première audition, les élèves ne sont d’abord admis que provisoirement. Leur admission définitive 
n’est prononcée qu’après l’examen semestriel qui suit celui de leur admission provisoire. » CP, p. 359. 
27 26 
27 33 








































方策だったと考えられる。この方法に関する草案条文は 51 年総則にそのまま反映された195。 
 入試に関して、最後に外国人の入学問題について触れておく。1850 年以前のパリ音楽院
における外国人の扱いは一定しておらず、ド・ラ・グランヴィルは、外国人入学志願者に
対する処遇の変化を 1796~1815 年、1816~1822 年、1822~1842 年、1841 年以降の 4 期に分け
て説明している196。1850 年以降の外国人生徒の待遇を理解するために、ド・ラ・グランヴ
ィルの区分と観察に基づいて 50 年以前の外国人生徒の状況を下の表にまとめる。 
 
表 I-4-1. 1850 年までの外国人受け入れ状況 
N.B. 本表は FG, p. 161-169 の記述に基づく。 
1796~1815 年 国籍上の外国人を同定することは困難。生徒名簿、受賞者名簿には、外国人風の響
きをもつ名前は 16 名含まれる。 
1816~1822 年 名簿に県外または外国からの聴講生という席が設けられている。外国人は聴講生の
枠で音楽院に受け入れられていた。 
1822~1842 年 外国人の受け入れを禁止。1822 年 6 月 5 日の総則では外国人生徒を想定しているが、
6 月 13 日に院長ケルビーニは大臣に外国人受け入れ禁止を申し入れ決定が下され
た。1815 年の王政復古以降フランスに広がった排他的傾向の表れ。 
 F. リスト：1823 年 12 月 11 日にパリに到着、時宜を得ず入学不可。 
 C. フランク：1835 年パリに到着。1836 年 10 月 4 日、ケルビーニは入学拒否。父
のフランス帰化の目処が立った段階で入学許可を得る。 




1843 年 12 月 21 日：4 名の外国人に入学許可 
1844 年 1 月 7 日： 7 名の外国人に入学許可 
                                                        
194 « Pendant cet intervalle, le professeur a le temps d’essayer les forces des élèves et de faire la contre-épreuve 
d’une audition rapide, qui peut donner lieu à des surprises et qui a l’inconvénient de peupler les classes d’élèves 
incapables au détriment d’aspirants plus dignes. La conséquence équitable de cette mesure, qui impose aux élèves des 
conditions plus sévères d’admission, est de leur garantir, après cette double épreuve, une certaine durée de séjour 
dans les classes. » Ibid. 
195 50 年総則第 60 項。CP, p. 258. 
196 FG, p. 161-169. 
197 « Les Élèves étrangers peuvent être reçus au Conservatoire avec notre autorisation spéciale. Ils jouissent des 
mêmes avantages et sont soumis aux mêmes devoirs que les Élèves nationaux; ils peuvent être admis à concourir 
pour les prix du Conservatoire. » CP, p. 252. 
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 50 年総則第 67 項には、1841 年の総則第 38 項とほぼ同じ条文が掲載され、大臣の「特別




























                                                        
198 条文の相違は「生徒（Élèves）」が「志願者（Aspirants）」に置き換えられた点のみである。 
199 « Toutefois ils ne sont pas admis à faire partie du pensionnat ni à jouir de la pension. » CP, p. 361. 
200 « Cette faculté d’admission des étrangers existe actuellement ; et ce n’est pas au moment où la confraternité des 
peuples s’établit dans la sphère des intérêts politiques, que l’esprit d’exclusion penserait à s’introduire dans les arts. 
La maxime : Chacun chez soi, chacun pour soi, n’est pas celle du monde intellectuel. C’est l’honneur du 
Conservatoire que toutes les nations lui envoient des disciples, dont les uns s’établissent en France, les autres 
reportent dans leur pays la doctrine de cette institution. […] » Ibid. 
201 « Toutefois, le libre accès de l’école aux étrangers, comme aux nationaux devait être soumis à une restriction. 
L’État livre généreusement les sources d’un enseignement gratuit à tous ceux qui viennent y puiser ; mais il doit 
réserver les secours pécuniaires et les deniers des contribuables aux enfants de son territoire. Le nombre des élèves 
admis dans chaque classe étant limité, c’est faire à l’hospitalité une assez large part que d’attribuer à des étrangers des 
places que se disputent nos compatriotes sans mettre encore ces hôtes à la charge d’un budget déjà insuffisant pour 
tant de besoins qui doivent être les premiers satisfaits. Le nombre des élèves admis dans chaque classe étant limité, 
c’est faire à l’hospitalité une assez large part que d’attribuer à des étrangers des places que se disputent nos 
compatriotes sans mettre encore ces hôtes à la charge d’un budget déjà insuffisant pour tant de besoins qui doivent 
être les premiers satisfaits. » Ibid. 
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 すべての定期試験は、伝統的に練習ホール（Salle d’exercices）で行われていた204。12 月








いて担うこの役割は、1841 年の総則第 41 項209を引き継いでいる。 
 院長と学習委員は、生徒の学習進捗状況を 2 種類の資料に基づいて知ることができた210。









 次に掲げる図 I-4-1 は、1851 年 12 月 19 日に行われた 1851-1852 年度の前期試験の際にエ
ルツが作成した報告である。 
                                                        
202 1886 年の制限については本論文 I-10-1 を参照。 




204 Jules MASSENET, Mes souvenirs, Paris, Pierre Lafitte et Cie, p. 16. マスネによる練習ホールの描写箇所は附
録 I-5 に抜粋し翻訳した。ホールの内部は附録 I-6~I-9 の図参照。 
205 声楽科には「頻繁に生徒の熱意を刺激する必要がある」という理由で、3 月にも試験が課された。Cf. 48
年草案, CP, p. 361. 
206 50 年総則第 79 項。Cf. CP, p. 359. 
207 Cf. 48 年草案条文案, CP, p. 359. Voir aussi : 50 年総則第 62 項。Cf. CP, p. 258. 
208 « Passé ce temps, l’élève qui, à la suite d’un examen semestriel, est jugé par le comité hors d’état de continuer ses 
éludes, cesse de faire partie de l’école. » CP, p. 359. 
209 CP, p. 253. 本論文 I-1-2 参照。 
210 これらの報告書については本論文 II-1-2-1 で詳しく扱う。 
211 「正教授ないし助教授は、自身が受け持つクラスの試験の前日と試験の前に、生徒との進捗、熱意、［時
間に対する］厳格さに関する報告を院長に提出しなければならない。」 « Les Professeurs titulaires ou adjoints 
remettent au Directeur, le jour de l’examen de leurs classes et avant la séance, un rapport circonstancié sur les progrès, 
le zèle et l’exactitude de chacun de leurs Élèves. » CP, p. 253. 
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図 I-4-1. 1851 年 12 月 19 日の定期試験、ピアノ科、エルツによる生徒の評価報告 





ができる。附録 I-4 に示す表は、1851 年 12 月から 1853 年 6 月までに行われた 4 回の定期試
験時に作成されたエルツの報告書の内容212（青欄）と 2 つの定期試験の間に生じた個々の
生徒の動き213（受賞、除籍、退学等）を表示している。 
 エルツの評価は「秀（très bien）」「優（bien）」「良（assez bien）」「可（passable）」
のように、段階的に行われている。この他に「非常に勤勉」、「沢山練習したがほとんど素
質なし（Travaille beaucoup mais peu de dispositions）」といった過去の努力に対する評価、「将
来性なし（aucun d’avenir）」、「伸びる（très bien）」、「非常に伸びる（va très bien）」などの見
通しに対する評価も認められる。 
 エルツは端的に生徒の学習状況や将来性を記すことで、音楽教育委員会が除籍すべき「学
習を継続する状態ではない生徒」を判断しやすいように配慮している。1849 年 12 月 25 日
にエルツのクラスに入学を許可されたショーエン嬢 Mlle SCHOEN は、1851 年 12 月の試験
で「将来性なし（耳が遠い）（Aucun avenir (sourde)）」と記され、1852 年 6 月に「才能なし
（Pas de moyens）」、1852 年 12 月には再び［新しい生徒と］入れ替え 耳が遠い 将来性なし















                                                        
212 Rapports des professeurs sur leurs élèves pour les examens, 1851-1853, AN, AJ 37/270- AJ 37/272. 
213 受賞、除籍、退学等の情報は、右に示す生徒名簿への書き込みを参照している。Tableaux des annuels classes, 
pour les années scolaires, 1851-1852, 1851-1852, 1852-1853, AN, AJ 37/154-4, 5 ; AJ 37/155-1.  
214 « 5  Classe de piano de M. Henri Herz, pour la femme. Le Comité décide 1  que MM.lles Schoën et de Beauce sur 
lesquelles M. Herz ne fonde pas d’espoir, cessent de faire partie des élèves : 2  que M. M.lles Debavay, Gasché et 
Marchant seront réformées au prochain examen, si leurs progrès n’ont pas été constatés. » AJ 37/194, p. 154. 
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 翌年 6 月の試験まで判断が保留された 3 名のうち、ガシェ嬢 Mlle GASCHÉ は 1851 年 12
月の試験では「良い生徒 フーガに特性あり（Bonne élève | spécialité pour la fugue）」という
前向きな評価を受け、翌年 6 月にも「優」という好印象をエルツに与えたが、最終的に彼
女は何らかの理由で 1853 年 5 月、翌月の試験を待たずに退学（démissionnaire）している。
一般に、女子生徒の場合、退学の理由には学習の進捗状況以外に表中のシャルトレ嬢 Mlle 
CHARTERET やロワゾー嬢 Mlle LOISEAU の事例に見られるように結婚や健康上の理由が
あった。 
 マルシャン嬢 Mlle MARCHAND の除籍は専ら学業上の問題に起因していた。彼女は 1851
年 12 月 19 日の試験で「伸びる（va bien）」と判断されたにも拘らずエルツの見通しは裏切
られ 52 年 6 月 9 日の試験では「ほとんど進歩なし（Peu progrès）」、翌年 6 月 15 日の試験
では「相変わらず、将来性なし（Toujours de même | pas d’avenir）」と評され、1853 年 9 月
30 日に除籍された。名簿には、除籍の理由として「1851-1852-1853 年のコンクールで賞を
取らなかったため（rayée le 30 7bre 1853. ayant concouru en 1851-1852-1853 sans succès）」215と
記されている。 
 1852 年 9 月 30 日に除籍となったペロネ嬢 Mlle PEYRONET とスートン嬢 Mlle SOUTON も
また「3 回コンクールに出場した（ayant concouru 3 fois）」と記されている。このように 3
度の修了コンクールで 1 等賞を取れなかった場合に除籍となることは、1841 年総則第 44 項
から 50 年総則第 85 項に引き継がれた原則であった216。 
 1848 年 4 月 28 日にピアノ科に登録したドバヴェ嬢 Mlle DEBAVAY は、病によってピアノ
科に在籍できなくなった生徒の一例である。適正が判断される 1 年目と、続く 2 年目は比
較的順調な進歩を遂げた217。初めて臨んだ 1848 年 6 月の試験の際には「たいへん知的な幼
い子ども、だが演奏という点からみればほとんど将来性はない（jeune enfant très intelligente 
mais peu avenir sous le rapport de l’exécution）」218とされつつも、12 月の試験時には「まだ子
どもだが、有望な子ども（C’est encore un enfant, mais un enfant qui promet）」219、1849 年 6 月
には更に評価が上がり、エルツの代講を務めていたル=クーペは報告書に「たいへん適性が
ある、素晴らしい指――この 6 ヶ月でたいへん著しい進歩（Beaucoup de dispositions, 
d’excellents doigt. – Progrès très-sensibles depuis six mois）」220と記した。1850 年に入ってから
の 2 度の定期試験の際には熱意と勤勉さが強調されたが、1851 年 6 月の報告書には健康を
害したことにより練習が進まない旨が次のように報告されている。「極めて勤勉な子ども―
―不運にも思わしくない健康が時折彼女の進歩を妨げるが、それでも進歩は本物である221。」
エルツが 1851 年 10 月にアメリカから帰国し音楽院のレッスンに復帰したちょうどそのと
                                                        
215 Tableaux annuels des classes, pour l’année scolaire, 1852-1853, AN, AJ 37/154-5. 
216 50 年総則第 85 項, Cf. CP, p. 259. この項目は生徒の在籍期間について次のように定めている。「2 年半の
学習期間を経て、コンクールへの参加を認められなかった生徒はすべて管理対象外となる。 
 3 回コンクールに参加して賞、次席を獲得しなかった生徒、2 等賞を獲得して 2 回のうちに 1 等賞を獲得
できなかった生徒は音楽院に在籍できない [･･･]」« Tout Élève qui, après deux années et demie d’études, n’a pas 
été admis à concourir, est rayé des contrôles. 
 Cessent également de faire partie du Conservatoire les Élèves qui, ayant concouru trois fois, n’ont pas obtenu 
de prix ni d’accessit, et ceux qui, ayant obtenu un second prix, ont concouru deux fois, sans succès, pour le premier. » 
217 彼女がピアノ科に登録した当時、エルツはアメリカ旅行中でル・クーペがレッスンを代講していた。 
218 Rapports des professeurs sur leurs élèves pour les examens, 1851-1853, AN, AJ 37/267 
219 Ibid. 
220 Ibid., AJ 37/268. 
221 « Enfant très-studieuse-malheureusement sa mauvaise santé, entrave quelques fois ses progrès, qui néanmoins 
sont réels. » Ibid., AJ 37/270. 
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き、ドバヴェ嬢は病気によりスランプに陥っていたことになる。エルツは 1852 年 12 月の




いう定めにも拘らず、登録 4 年目が終わろうとする 1853 年 6 月の定期試験で「将来性なし」
と判断されながらも、初めて修了選抜試験への出場を認められた。翌年 12 月 14 日、委員
会はドバヴェ嬢を「余剰生徒（élève en plus）」223として扱うことを決め、1854-1855 年度に
初めて彼女は音楽院から除籍となった。 
 このように、音楽院の生徒たちがコンクールで 1 等賞を得るまで在籍し続けることは容
易ではなかった。1851 年から 1853 年の間に無事修了することができたのは、表中オレンジ
色で着色されたヴァトー嬢 Mlle Sophie WATEAU（1831~?）のみであった。 
  
  
                                                        
222 50 年総則第 85 項, Cf. CP, p. 259. 
223 「余剰生徒」は、ピアノ選科が通常よりも多く新入生を受け入れた場合に、コンクールで賞をとる期待
が薄い生徒に与える名称で、除籍の準備ともいえる措置であった。1853 年 12 月 26 日の音楽教育委員会議
事録では、通常の 10 名よりも多い 13 名の新入生の入学に仮の許可を出す代わりに、「ほとんど望みが持て
ないとの理由（en raison du peu d’espérence）」で 3 名の生徒を「余剰」扱いとすることを決定している。こ










 48 年草案では、パリ音楽院の修了選抜試験は 6 月の定期試験後、8 月の第 1 月曜日に行





てコンクールへの出場を認められない者は除籍となることを定めた 50 年総則第 85 項と関
連している。ピアノ科の生徒には 12~1 月入学の生徒と 1~4 月入学の生徒がいるが、前者は
1 年目の 6 月に行われる定期試験の時点で半年の学習期間を経ているので、初年度からコン
クール出場資格がある（但し 1 月入学の生徒は入学日による）。しかし、3 年目の 6 月には
2 年半を経過しているので 3 年目のコンクールには出場できない。一方、後者はこれとは逆
に初年度のコンクールへの出場資格がないが、3 年目の 6 月にはまだ 2 年半の年限に達して
いないので 3 年目のコンクールには出場資格がある（表 I-4-2）。 
 
表 I-4-2. 入学時期とコンクールの出場可能年度の対応関係 
 初年度 2 年目 3 年目 
12 月（・1 月）入学 出場資格有 出場資格有 出場資格無 
（1 月・）2~4 月入学 出場資格無 出場資格有 出場資格有 
 
 このように、いずれの生徒も、コンクール出場資格を獲得するためのチャンスは少なく




異なり、音楽部門の審査には大臣の指名する 4 名の音楽院内部人員と、4 名の外部人員、朗
唱部門はすべて外部人員による審査が行われるものとされた230。審査は公平を期するため、
                                                        
224 1841 年の総則では 8 月の第 2 月曜日と定められていたので、一週間時期が早められた。クラス数の増
加が原因であろう。 
225 50 年総則第 80 項。Cf. CP, p. 258. コンクールを公開すること自体は特段新しいことではなく既に 1800
年 3 月発効のパリ音楽院総則第 11 章第 4 項にその旨が記されている。Cf. CP, p. 234. 
226 Ibid., 第 80 項。48 年草案は下記を参照。CP, p. 361-362. 
227 Ibid., 第 84 項。48 年草案, CP, p. 362. 
228 50 年総則第 87 項は、コンクールの主題は院長の提案に基づいて教育委員会で決定されると定めている。
CP, p. 259. 
229 コンクール当日の校庭の様子は附録 I-26 および I-27 の図像を参照。 













年、1860 年、1870 年の審査員のみを提示する（表 I-4-3、全体の詳細な審査員一覧は次頁表
I-4-4 参照）。 
 
表 I-4-3. パリ音楽院修了コンクール審査員（1851、1860、1870 年） 
N.B. 史料：AN, AJ 37/250-1, 2, 3 ; AJ 37/251-1 






231 この規定は 48 年草案で提案された。Cf. CP, p. 259. 
232 大ホール内部の様子は附録 I-14~I-19 参照。 
233 Concours pour les récompenses, procès-verbaux des séances du jury : originaux signés par les membres et le 




名前 役職 名前 肩書き 
1851/7/31 
オベール 院長 C. プレイエル 楽器製作者 
Ed. モネ 政府役員 A. ボイエルデュ 作曲家 
バトン 声楽アンサンブル科教授 A. ゴリア ピアニスト兼作曲家 
ゴブラン ソルフェージュ科教授 
  F. バザン 和声・実践伴奏科教授 
A. トマ 作曲家（音楽学習委員） 
1860/7/25 
オベール 院長 ビヤール ？ 
Ed. モネ 政府役員 スタマティ ピアニスト兼作曲家 
A. トマ 作曲科教授 H. ラヴィーナ ピアニスト兼作曲家 
F. ブノワ オルガン科教授 
A. ヴォルフ 楽器製作者, 作曲家 
ゴブラン ソルフェージュ科教授 
1870/7/22 
オベール 院長 J. パドルー 
ピアニスト、指揮者、作
曲家 
A. トマ 作曲科教授 L. ラコンブ ピアニスト兼作曲家 
F. ブノワ オルガン科教授 Ch. ドリュー ピアニスト兼作曲家 
H. ポチエ 声楽科教授 





表 I-4-4. コンクール審査員（1851~1870 年）と審査参加日、参加回数 
N.B. *は音楽院出身者、**はピアノ科出身者。年代別の審査団の成員については附録 I-24 を参照。 
史料：AN, AJ 37/250-251 
氏名、生没年 役職、肩書き 内部/外部の別 参加したコンクール審査の日付 参加回数 
オベール* 院長 内部 
1851/7/31 ; 1852/7/29 ; 1853/8/2 ; 1854/7/25 ; 1855/7/25 ; 1856/7/25 ; 1857/7/28 ; 
1858/7/24 ; 1859/7/26 ; 1860/7/25 ; 1861/7/24 ; 1862/7/23 ; 1863/7/20 ; 1864/7/21 ; 
1865/7/25 ; 1866/7/23 ; 1867/7/23 ; 1868/7/21 ; 1869/7/21 ; 1870/7/22  
20 
Ed. モネ 政府役員 内部 
1851/7/31 ; 1852/7/29 ; 1853/8/2 ; 1854/7/25 ; 1855/7/25 ; 1856/7/25 ; 1857/7/28 ; 
1858/7/24 ; 1859/7/26 ; 1860/7/25 ; 1861/7/24 ; 1862/7/23 ; 1863/7/20 ; 1864/7/21 ; 
1865/7/25 ; 1866/7/23 ; 1867/7/23 ; 1868/7/21 ; 1869/7/21  
19 
A. トマ** 作曲家 （音楽学習委員） 内部 
1851/7/31 ; 1852/7/29 ; 1853/8/2 ; 1855/7/25 ; 1856/7/25 ; 1857/7/28 ; 1858/7/24 ; 
1859/7/26 ; 1860/7/25 ; 1861/7/24 ; 1862/7/23 ; 1863/7/20 ; 1864/7/21 ; 1865/7/25 ; 
1866/7/23 ; 1867/7/23 ; 1868/7/21 ; 1869/7/21 ; 1870/7/22 
19 
ブノワ* オルガン科教授 内部 
1853/8/2 ; 1854/7/25 ; 1855/7/25 ; 1856/7/25 ; 1857/7/28 ; 1858/7/24 ; 1859/7/26 ; 
1860/7/25 ; 1861/7/24 ; 1862/7/23 ; 1863/7/20 ; 1864/7/21 ; 1865/7/25 ; 1866/7/23 ; 
1867/7/23 ; 1868/7/21 ; 1869/7/21 ; 1870/7/22 
18 
ラヴィーナ** ピアニスト兼作曲家 外部 1852/7/29 ; 1853/8/2 ; 1855/7/25 ; 1856/7/25 ; 1858/7/24 ; 1859/7/26 ; 1860/7/25 ; 
1861/7/24 ; 1862/7/23 ; 1865/7/25 ; 1867/7/23 
11 
J. コーエン** ピアニスト兼作曲家 内部 1861/7/24 ; 1863/7/20 ; 1864/7/21 ; 1865/7/25 ; 1866/7/23 ; 1867/7/23 ; 1869/7/21 ; 
1870/7/22 
9 
ゴブラン* ソルフェージュ科教授 内部 
1851/7/31 ; 1853/8/2 ; 1854/7/25 ; 1855/7/25 ; 1856/7/25 ; 1859/7/26 ; 1860/7/25 ; 
1862/7/23 
8 
スタマティ* ピアニスト兼作曲家 外部 1854/7/25 ; 1855/7/25 ; 1856/7/25 ; 1858/7/24 ; 1860/7/25 ; 1862/7/23 ; 1864/7/21 ; 
1866/7/23 
8 
A. ヴォルフ** ピアニスト兼作曲家、楽器製作者 外部 1855/7/25 ; 1857/7/28 ; 1859/7/26 ; 1860/7/25 ; 1861/7/24 ; 1868/7/21 ; 1869/7/21 7 
カストネル 作曲家 外部 1861/7/24 ; 1862/7/23 ; 1863/7/20 ; 1864/7/21 ; 1865/7/25 ; 1866/7/23 ; 1867/7/23 7 
ルフェビュール＝ヴェリー ピアニスト、オルガニスト兼作曲家 外部 1857/7/28 ; 1858/7/24 ; 1861/7/24 ; 1863/7/20 ; 1866/7/23 ; 1867/7/23 6 
V. マッセ 作曲家 外部（~1867） 内部（1868~） 1857/7/28 ; 1863/7/20 ; 1864/7/21 ; 1865/7/25; 1868/7/21 ; 1869/7/21 6 
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バトン 声楽アンサンブル科教 内部 1851/7/31 ; 1852/7/29 ; 1853/8/2 ; 1854/7/25 ; 1855/7/25 5 
ボイエルデュ 作曲家 外部 1851/7/31 ; 1852/7/29 ; 1853/8/2 ; 1864/7/21 ; 1867/7/23 5 
ラコンブ ピアニスト兼作曲家 外部 1856/7/25 ; 1859/7/26 ; 1868/7/21 ; 1869/7/21 ; 1870/7/22 5 
ゴリア ピアニスト兼作曲家 外部 1851/7/31 ; 1854/7/25 ; 1856/7/25 ; 1858/7/24 4 
プレイエル ピアニスト 外部 1851/7/31 ; 1852/7/29 ; 1853/8/2 ; 1854/7/25 4 
F. バザン 和声・実践伴奏科教授 内部 1851/7/31 ; 1852/7/29 2 
プリュミエ（父） ハープ科教授 内部 1857/7/28 ; 1858/7/24 2 
ビヤール ? 外部 1859/7/26 ; 1860/7/25 2 
J. ヴィエニアフスキ** ピアニスト兼作曲家 外部 1863/7/20 ; 1865/7/25 2 
R. ド・ヴィルバック* 作曲家 外部 1868/7/21 ; 1869/7/21 2 
サン＝サーンス* ピアニスト、オルガニスト兼作曲家 外部 1868/7/21 ; 1869/7/21 2 
H.-H. ポチエ (1816-1878) 
** 
役学習科教授, 作曲家 内部 1870/7/22 1 
C. ドリュー (1825-1915) * ピアニスト兼作曲家 外部 1870/7/22 1 
マイヤール (1817-1871) ? 外部 1857/7/28 1 
J. パドルー (1819-1887) ** ピアニスト、指揮者、作曲家 外部 1854/7/25 1 
G. ファイフェール ピアニスト兼作曲家 外部 1870/7/22 1 
アレヴィ (1799-1862) * 作曲家 内部 1852/7/29 1 
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理由を 4 つの観点から説明することができた。 
 第 1 点は、1836 年に雑誌『ル・ピアニスト』から、審査団にピアニストが少ないという
点を批判されたときに音楽院が提示した「音楽的感情はどの楽器でも同じだ（le sentiment 
musical est le même pour tous les instruments）」という普遍主義である234。 






 第 3 点は、ピアノ教授ではなくとも、ピアノに精通した音楽院内部人員を選んでいる点
である。声楽アンサンブル科教授のバトンは、生徒時代ピアノ科に所属したことがあり、
1814 年にルイ・アダンのクラスからコンクールに送り出され 2 等賞を得ている。和声・実
践伴奏科教授バザン François BAZIN（1816~1878）はローマ大賞受賞者で、1837 年にピア






く」235と述べている。1870 年に審査員を務めた声楽科教授ポチエ Henri-Hyppolyte POTIER
（1816~1878）もまたヅィメルマン門下で、1830 年にピアノの 2 等賞を得ており、コーエン 












                                                        
234 Anonyme, « Concours du Conservatoire de musique », Le Pianiste, Meudon, Imprimerie de J. Delacour, 1834, 
n° 11, s. d., p. 163. 
235 « Thomas, qui joue Chopin d’une façon si merveilleuse. » PC, p. 200. 
236 Jules COHEN, Douze grandes études de style, op. 7, 2 vol., Paris, Jules Heinz, 1856. 
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グラフ I-4-3. 修了コンクール審査員と審査出席回数（1851~1870） 
 N.B. 下のグラフには、12 名の音楽院内部審査員と、18 名の音楽院外部審査員が含まれている（それぞ
れのカテゴリーに外部人員から内部人員に移行したマッセを数え入れている）。史料：AN, AJ 37/250-251 
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外部審査員 18 名の内、ピアニストまたはピアノ製造者として活動していた音楽家は 12
名を数える。この中で多くの割合を占めるのは、19 世紀前半にパリ音楽院ピアノ科のヅィ
メルマン門下で 1 等賞を取ったピアニスト兼作曲家たちである。11 回出席しているラヴィ
ーナ Henri RAVINA（1818~1906）、7 回のヴォルフ Auguste WOLFF （1821~1887）、6 回の
ルフェビュール=ヴェリー Louis-James-Alfred LEFÉBURE-WELY （1817~1869）とマッ セ
Victor MASSÉ（1822~1884）、5 回のラコンブ Louis LACOMBE（1818~1884）、4 回のゴリア 
Alexandre-Édouard GORIA（1823~1860）、2 回のヴィエニアフスキ  Josef WIENIAWSKI
（1837~1912）、1 回のパドルー Jules-Etienne PASDELOUP（1819~1887）の計 7 名、更にド
リュー Charles DELIOUX（1825~1915）もピアノ科に籍を置かなかったがヅィメルマンの生
徒だった237。つまり、12 名の内 9 名はパリ音楽院教授の指導を受けたピアニスト兼作曲家
だった。 
 他の 3 名の内訳は、8 回出席のスタマティ Camille-Marie STAMATY（1811~1870）、4 回の
プレイエル Camille PLEYEL（1788~1855）、2 回のサン=サーンスとなっている。この 3 名の
うち、スタマティとサン=サーンスはパリ音楽院に在籍したことがあり238、特に後者は 1851





いた。このサン=サーンスを 7 歳のときに生徒として迎えたのはスタマティだった242。 
 父イグナーツ・プレイエル Ignace-Joseph PLEYEL（1857~1831）が 1805 年に起こしたピ
アノ製作会社を継いだカミーユ・プレイエルは、1829 年にカルクブレンナーとともにイグ








って配分が決定される賞には、1 等賞、2 等賞に加え、段階的な 3 つの次席賞が設けられて
                                                        
237 ドリューは後にパリ音楽院で最初の音楽史講座を受け持つこととなるバルブローに和声を師事し、つい
で 1845 年から 1849 年にかけてアレヴィの対位法・フーガのクラスに在籍した。ここで彼は 1845 年に第 1
次席を得ており、翌年にはローマ大賞コンクールにも挑戦している。 
238 スタマティは 1832-1833 年度, 1833-1834 年度の間、アントニン・レイハの対位法・フーガクラスに登録
していた。Cf. AN, AJ 37/151-1, 2. マルモンテルによれば、スタマティはオルガン科教授で長年コンクール
審査員を務めた F. ブノワからも作曲のレッスンを受けていた。スタマティの最初の《ピアノ・ソナタ》作
品 8 はブノワに献呈されている。Cf. PC, p. 218. 
239 カルクブレンナーは、パリ音楽院でルイ・アダンのクラスに学び 1802 年に 1 等賞を得ている。 
240 スタマティは 1835 年 3 月 15 日にプレイエル社のサロンでデビューし、師であるカルクブレンナー、同
門のオズボーン George Alexander OSBORNE（1806~1893）に加え、ヒラー Ferdinand HILLER（1811~1885）、
ショパン  Frédéric CHOPIN（1810~1849）ら著名なピアニスト兼作曲家と共演した。Cf. Jean-Jacques 
EIGELDINGER, L’univers musical de Chopin, Paris, Fayard, p. 226-227. 
241 Cf. 本論文 III-9-2-2-1。 
242 Camille SAINT-SAËNS, , École buissonnière : notes et souvenirs, Paris, Pierre Laffite & Cie, 1913, p. 6-7. 
243 C. プレイエルが 1855 年に亡くなると、ヴォルフはプレイエル社の社長として経営の陣頭に立った。 
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いた。それぞれの賞が 2 人以上で分け合われることは原則なしとされたが、審査員が満場





récompense égale）」246を目的とすることを強調している。この「濫用」は 1820 年代から 30
年代に見られたもので、例えばピアノ科男子クラスに限ってみても、一度のコンクールで 4





回のコンクールで 2 名以上が出ることは珍しくなかった248。 
 
4-3-4. 審査過程 










                                                        
244 50 年総則第 90 項。Cf. CP, p. 259. 投票の結果、満場一致ではなく、2 人の生徒が同等の多数票を得た場
合、年長の生徒に賞が授けられることとされた。Cf. Ibid., 50 年総則 89 項。 
245 48 年草案条文注解。Cf. CP, p. 362. 
246 Ibid. 
247 « Cette exception qui doit recevoir son application seulement dans des cas très rares, et que l’unanimité nécessaire 
du jury rendra moins fréquente encore [...]. » CP, p. 362. 
248 1851 年~1859 年の期間だけをみても、ピアノ科男子クラスでは、2 名が同時に 1 等賞を得たコンクール
は 4 回（1851、1852、1855、1857）、女子クラスでは 3 名の同時 1 等賞受賞が 3 回（1853、1857、1858）、2
名同時 1 等賞が 4 回（1851、1854、1855、1856）もあった。特に女子クラスで同時受賞が多いのは、女子
クラスの人数が多いため、クラスの数に見合った修了者を出す必要があったからである。 
249 附録 I-18 に 1886 年の声楽コンクールの様子を描いた図を掲げた。 
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図 I-4-3. 1852 年 7 月 29 日、修了コンクール審査団議事録からの抜粋 





満場一致で  います 
総則第 90 項に一致して、2 つの 1 等賞が授与されることに決まる。 
投票の結果は次の通り。 
ビゼー氏に ― 8 票 
サヴァリ氏に ― 7 票 
ギオン氏 ― 3 票 








                                                        
250 « Le concours de piano des élèves hommes étant terminé, M. le président pose la question suivante : 
 y-a-il bien à décerner un Premier Prix ? 
 Oui, à l’unanimité. 
Conformément à l’article 90 du Règlement, il est décidé que deux 1ers prix de Piano seront décernés. 
Le résultat du scrutin est : 
  à M. Bizet ― 8 voix 
  à M. Savary ― 7 voix 
  à M. Guyon ― 3 voix 
En conséquence, M. le Président déclare, au nom du jury, qu’un Premier Prix de piano est mérité par M. Bizet & 






 授賞式は、バカンスを挟んで新学年度開始後の 11 月に行われるものとされたが251、11 月
に行われたのは 1851 年だけで、その後 1857 年までは 12 月 10 日前後に、1858 年以降はコ
ンクール終了後の 7 月下旬から 8 月初旬に挙行されている。授賞式は、音楽院の威信発揚
の機会だった。毎年、授賞式では内務大臣ド・トリニー René de THORIGNY（1789~1869）
（1851 年授賞式）、芸術庁長官ロミュー François-Auguste ROMIEU（1800~1855）（1852 年授
賞式）、国務大臣フールト（1853 授賞式）を初めとする、音楽院運営を管轄する政府機関の
長官が参列し、教員、生徒たちをねぎらい、且つまた激励する演説を披露した252。コンク
ールを勝ち抜いた 1 等賞、2 等賞の生徒には、賞と証書、次席の生徒にはブロンズのメダル
が証書とともに贈られるものとされた253。48 年草案も 51 年総則も、この賞の内容までは具
体的に言及していないものの、ピアノ科の生徒には伝統的に種々の楽譜を 1 冊にまとめた






その表紙には金字で、「遊興費管理庁 王立音楽・朗唱院 1822 年コンクール ピアノの 1 等
賞、ローラン氏に」256と書かれているという。 
 これと同様の楽譜が 2 冊、フランス国立図書館の音楽部門に保存されている。1 つは 1829
年にアンブロワーズ・トマ、もう 1つは 1837年にテオドール・モザン Désiré-Théodore MOZIN
（1818~1850）に 1 等賞の褒賞として授与された楽譜集である。この合本にはいずれも複数
のピアノ練習曲集が収められている257。表紙には、マスネの記述に一致して、金字で学校
名、コンクールの年、賞の種別、受賞者名が記されている（附録 I-22 の図像を参照）。 
 まだシャルル 10 世の治世下にあった時代のトマの楽譜には、ブルボン家を象徴するユリ
                                                        
251 50 年総則第 96 項。Cf. CP, p. 259. 
252 1798 年から 1865 年までの演説のテクストは下記文献に収められている。CP, p. 900-967. 
253 50 年総則第 96 項。Cf. CP, p. 259. ソルフェージュ科の生徒に授与されたメダルの図は附録 I-21 を参照。 
254 褒賞の内容は、1800 年の総則第 11 章第 2 項で初めて規定された。それによれば、各賞品は賞ごとに次
のように定められている。1 等賞･･･作曲：楽譜 10 冊、和声：楽譜 10 冊、朗唱：楽譜 3 冊、フランスの主
要悲劇 3 作から 1 作品、声楽：楽譜 6 冊、ピアノ：楽譜 6 冊、ヴァイオリン：ヴァイオリン一丁、チェロ：
チェロ一丁、フルート：フルート一本、オーボエ：オーボエ一本、クラリネット：クラリネット 2 本（H
管 [(原文は « en si »)、B 管のことか？] と C 管）、全調ホルン 1 本、ファゴット：ファゴット一本。2 等
賞･･･作曲：楽譜 6 冊、朗唱：楽譜 1 冊、フランスの主要悲劇 1 作品、その他は楽譜 2 冊ずつ。次席･･･シ
ュロを模った記章（palme）。奨励賞･･･音楽院のソルフェージュ教本の第 2 部。Cf. CP, p. 234. 1808 年の総
則第 115 項は単に「楽譜または楽器」と定めているだけである。Cf. Ibid, p. 242. 以後の総則には賞品につ
いての具体的な記載はない。 
255 Jules MASSENET, Mes souvenirs, Paris, L. Lafitte, 1912. 
256 « Menus Plaisirs du Roi. École royale de musique et de déclamation. Concours de 1822. Premier prix de piano 
décerné à M. Laurent. » Ibid, p. 27. 
257 詳細については右の論文を参照。Yasushi UEDA, Pierre-Joseph-Guillaume Zimmerman (1785-1853) et les 
études pour piano, 1829-1840, mémoire de Master 2 en Musique et Musicologie, sous la direction de Mme Danièle 











（prendre les mesures nécessaires pour préparer les prix qui doivent être distribués aux élèves）」259
ことを求めている。すなわち、音楽院は受賞者にウジェール社の楽譜を褒賞として提供す
ることを考えていた。 
 賞品には、50 年総則に規定された通り、証書が添付された。附録 I-20 に示す図は、エル









                                                        
258 Lettre d’HEUGEL et Cie à Théodore LASSABATHIE, datée du 15 août 1854, AN, AJ 37/82/7j. 
259 Ibid. 
260 「院長は審査団の名において（1862 年 7 月 23 日水曜日の会議）、ピアノの 1 等賞が 1846 年 8 月 17 日、
シュタインゼルツ（バ=ラン県）生まれの帝国音楽・朗唱院の生徒でトロートマン（マリ＝クリスティーヌ）
嬢に授与されることを宣言する」 « Le Président déclare, au nom du Jury (Séance du Mercredi 23 juill. 1862) 
qu’un Premier Prix de Piano est décerné à Mlle Trautmann (Marie Christine) née à Steinseltz (Bas-Rhin), le 17 août 







第 5 章 第二帝政期のピアノ科諸クラスの変遷と総則改定案
（1850~1871） 
 





 但し、全面的な総則改訂の機運が無かったわけではない。1853 年 2 月 14 日の政令261によ
り、音楽院の管轄は帝国劇場局及び帝国公文書局はともに内務省から国務省に移管された。
翌年 2 月 6 日、これに伴い音楽院は早くも運営・教育体制に変更を加えるため、委員会が
召集された。布告によればそのメンバーはオベール（学士院会員、音楽院院長）、スクリー
ブ Eugène SCRIBE（1791~1861、アカデミー・フランセーズ会員）、アレヴィ（学士院会員）、
ペラン Émile PERRIN（1814~1885、帝国オペラ=コミック座支配人）、サンソン Joseph-Isidor 
SAMSON （1793~1871、パリ音楽院教授）、ドゥーセ Camille DOUCET（国務院劇場局長、
1812~1895）という顔ぶれであった262。しかし、「1854 年 3 月 13 日から 10 月 9 日まで 11 回
の会議を重ね、1850 年総則に盛り込むべき様々な重要な変更が議論された」にも拘らず、
大臣の「承認は全く得られ」なかった263。 




a）1854/2/21 和声・実践伴奏科の男子 2 クラスに関する布告（CP, p. 280） 
b）1854/2/21 ピアノ科クラス増設についての布告（CP, p. 308） 
c）1854/12/21 歴史・文学クラスの創設（CP, p. 309）264 
d）1855/3/10 寄宿学校に関する規則（CP, p. 301-302） 
e）1855/10/6 生徒の入学に関する布告（CP, p. 286-287） 
f）1856/5/25 教授の指名・任命方式に関する総則変更（AJ 37/65/2）265 
g）1864/5/4  ローマ賞コンクールの諸条件の変更に関する皇帝への報告書（CP, 
 p. 274） 
h）1864/5/4  ローマ賞コンクール組織に関する政令（CP, p. 274-275） 
 
                                                        
261 Recueil général des sénatus-consultes, lois, décrets et arrêtés depuis le 1er décembre 1852 avec des notes et deux 
tables annuelles par les notaires et jurisconsultes rédacteurs du Journal des notaires XIe série, t. 1, Paris, 
Administration du Journal des notaires et des avocats, 1853, p. 87. 
262 Arrêté nommant les membres de la Commission ; 6 fév. 1854. Cf. CP, p. 369-370. 3月15日にオペラ座支配人ロ
クプラン Nestor ROQUEPLAN （1805~1870）が委員に加わっている。Arrêté nommant M. Nestor ROQUEPLAN 
de la Commission du Conservatoire, Cf. CP, p. 370. 
263 « Du 13 mars au 9 octobre 1854, la Commission tint onze séances dans lesquelles on discuta diverses 
modifications importantes à apporter au règlement de 1850, qui ne reçurent point de sanction. » CP, p. 370.  
264 1854 年に開設されたこの科目は、歴史・文学クラスは 48 年に創設が企てられた美学（音楽哲学）・音
楽史クラスとは異なり、「芸術および劇の観点から（au point de vue de l’art et du théâtre）」講じられる講義で
あった。つまり、劇朗唱科やオペラを学ぶ生徒が古典劇の伝統と教養を身につけるために設置された教養
科目で、劇朗唱科教授サンソン Joseph-Isidore SAMSON（1793~1871）が担当した。 
265 この布告は CP には掲載されていない。 
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こでは 1854 年 2 月の 2 つの布告、および教授選出方式の変更を定めた 1856 年の布告に関
連する個別事項のみ扱うこととする。 
 
5-1. F. ル・クーペの教授着任をめぐるピアノ科女子クラスの増設の経緯（1854） 
 a）、b）の布告はピアノ科に関連するもので、これらにより、50 年総則第 24 項「［ピアノ
科には］5 クラスあり、そのうち 2 つが正教授の担任する男子クラス、3 つが女子クラスで、
うち 2 クラスを正教授が、1 クラスを教授資格者が担任する267」という内容を改め、次のよ
うに再規定した。「［ピアノ科には］6 クラスあり、そのうち 2 つが正教授の担任する男子ク
ラス、4 つが女子クラスで、うち 3 クラスを正教授が、1 クラスを教授資格者が担任する268」。
このように女子クラスだけが 1 クラス増設された背景には次のような経緯があった。 
 ピアノ科の増設の発案は院長オベールによるものでも、音楽教育委員会によるものでも
ない。それは、1845 年からアメリカ旅行で音楽院を留守にしていたアンリ・エルツの代講




とは可能か。これを受けて、オベールは 1851 年 10 月 18 日に教育委員会でこの問題を審議
した。議事録は、委員会の見解を次のように記録している。 
  
                                                        
266 « Les professeurs titulaires et agrégés sont nommés par le Ministre d’Etat, sur la présentation du Directeur du 
Conservatoire. » Arrêté concernant la modification du règlement, émis le 27 mai 1856 par Achille FOULD, au 
ministre d’État, AN, AJ 37/65/2. 
267 « Il y a cinq classes de piano, dont deux pour les hommes, tenues par des Professeurs titulaires, et trois pour les 
femmes, tenues par deux Professeurs titulaires et un agrégé. » CP, p. 256. 
268 « Il y a six classes de piano, dont deux pour les hommes, tenues par des professeurs titulaires et quatre pour les 
femmes, tenues par trois professeurs titulaires et un agrégé. » CP, p. 308 












候補者の指名、内 5 名が 1 等賞を勝ち取ったことは、そのことを証明している。［ル・
クーペがピアノ科に異動した後の］和声・実践伴奏教授の職務において、［ 他 の
教授が］ル・クーペ氏に代わ［ってこのポストに就任す］る必要はないだろう。第














 オベールは会議の 4 日後、早速内務大臣フォシェ Léon FAUCHER（1803~1854）宛てに手
紙をしたためた。そこには、単にル・クーペの教育業績以外に、ピアノ科を増設すること
の差し迫った必要性が強調されている。 
                                                        
270 « Demande de M. Le Couppey 
 Le Comité s’occupe ensuite de la demande de M. Le Couppey, professeur d’harmonie, rendue à obtenir la 
transformation de la classe dont il est titulaire, en une classe de piano pour les élèves femmes. M. le président, après 
avoir donné lecture de la lettre de M. Le Couppey, consulte le comité sur les avantages et les inconvénients de la 
mesure proposée. Le comité a reconnu que, bien qu’il existe aujourd’hui cinq classes consacrées à l’étude du piano, 2 
pour les élèves hommes et 3 pour les élèves femmes, la création d’une classe nouvelle pour ces dernières serait 
néanmoins une chose utile et désirable. Il lui a paru, en outre, que M. Félix Le Couppey, méritait, à tous égard, s’être 
appelé à la remplir. En effet, depuis 3 années, il a suppléé M. Henri Herz et, loin de déchoir, la classe tenue par lui a 
conservé son rang, comme l’attestent les 14 nominations, parmi lesquels figurent 5 1ers prix, remportés dans les 
concours annuels. M. Le Couppey ne serait pas remplacé dans ses fonctions de professeur d’harmonie et 
d’accompagnement pratique, M. Bazin, second professeur, suffisant à l’enseignement des deux classes. Par ces motifs, 
le comité se décide à prier M. le ministre d’accueillir favorablement la demande de M. Félix Le Couppey, en lui 
promettant de continuer un enseignement dans lequel il a fait ses preuves et en convertissant une classe réellement 
nécessaire une autre classe dont il est pénible de séparer. » Comité d’enseignement des études musicales ou comité 























が［それまで］抱えていた 10 名以上の代わりに、8 名に限っているのですから271。
（傍点強調は筆者による） 
 
 オベールの強調点は 2 つある。前章で示したピアノ受験者数の増加272と地方におけるピ
アノ教師の需要である。1850 年 12 月 24 日に行われたピアノ科の入試では、女子の受験者
数が 64 名に達していた。またグラフ I-4-2 で示したように、オベールが 1842 年に院長に就
任してから 1856 年に至るまで、鍵盤楽器学習科とピアノ科の受験者の合計は常に 50 名を
上回っていた。僅かな空席に押し寄せる女子志望者たちの審査は、既に運任せで行われる
という自体が生じていたことが分かる。しかし、オベールはこの状況を社会的要請と捉え、
                                                        
271 « Ce qui le prouve, c’est l’insuffisance notoire du nombre actuel des classes relativement à celui des aspirantes, 
qui se pressent à chaque examen d’admission. Le comité se trouve périodiquement dans la dure nécessité de 
repousser des jeunes personnes tout à fait dignes d’être admises, et de choisir presqu’au hasard celles qu’il admet 
dans une foule de capacités égales et de talents du même degré. 
 Le piano continuant à se propager de jour en jour, il est certain que l’encombrement et l’embarras ne 
cesseront de s’accroitre dans la même proportion. 
 Faut-il s’effrayer de la multiplication indéfinie des pianistes ? Le Comité ne le pense pas : au contraire, il 
trouve rationnel que le nombre des professeurs suive la même marche que celui des élèves. 
 Le professorat du piano est le plus populaire et le plus lucratif de tous. Il assure une carrière honorable aux 
jeunes personnes dont la vocation se constate par des succès obtenus dans les concours du Conservatoire. 
 Si notre capitale est assez riche en professeurs excellents, la province n’est pas aussi bien partagée. Elle a 
besoin d’envoyer à Paris de jeunes talents, qui s’y perfectionnent et lui rapportent ensuite les bonnes traditions de 
l’enseignement. 
 L’utilité de la création d’une nouvelle classe de piano ne saurait donc être révoquée en doute, à présent surtout 
que l’article 24 de notre nouveau Règlement limite à 8 élèves le personnel de chaque classe, au lieu de 10 et plus que 
chacune d’elle contenait. » Copie de la lettre d’AUBER à Léon FOUCHER, datée du 22 oct. 1851, AN, AJ 37/70-4. 






















年 11 月 11 日に書かれた、時の内務大臣ペルシニー Victor DE PERSIGNY（1808~1872）宛
の無記名の書簡草稿は、この任命手続きを複数の観点から批判している。この手紙の草稿
は、内務大臣が前任者シャルル・ド・モルニー Charles DE MORNY（1811~1865）から引き
継いだル・クーペの一件について見解を求められて書かれたもので、著者名は現段階では
不明である。この書簡で、書き手はまず、安易にクラスの数を増やすことはそもそも和声
のクラス数を定めた総則第 28 項とピアノのクラス数を定めた総則第 24 項のみならず、音
楽教育委員会と院長によって作成される候補者リストに基づいて大臣が任命するという総
則第 35 項に抵触すると指摘する。その上で、適正な手続きを確認して次の 3 点を確認する。 
 
 1) 総則第 28 項を確実に変更し、和声クラスを一つ削除する。2) 第 24 項を確実
に変更し、ピアノのクラスを一つ増やす。3) 最後に、第 35 項に一致して、新設ク
ラスの［教授］候補者のリスト 2 つを提示する。 
 然るに音楽教育委員会は、まさにこの手続きの形式を、ル・クーペ氏を利するた
めに回避すべきだと考えたのです275。 
                                                        
273 CP, p. 256. 
274 « Les résultats n’ont pas été moins satisfaisants que lorsque deux professeurs travaillaient à la même tâche. Il ne 
faut d’ailleurs pas oublier que le Conservatoire possède quatre autres classes d’harmonie ; savoir : deux consacrées à 
l’harmonie simple, tenues par M.M. Elwart et Reber, deux consacrées à l’harmonie et à l’accompagnement pratique 
pour les femmes, tenues par M. Bienaimé et Mme Dufresne. Il en résulte que dans les classes d’harmonie et 
d’accompagnement pratique pour les hommes, le nombre d’élèves n’est jamais assez considérable pour qu’un seul 
professeur ne puisse leur donner leçon : c’est un fait démontré par l’expérience. » Copie de la lettre d’AUBER à 
LÉON FOUCHER, datée du 22 oct. 1851, AN, AJ 37/70-4. 
275 « 1o Décider qu’il y a bien de modifier l’art 28 du règlement et de supprimer une classe d’harmonie ; 2o Décider 
qu’il y a bien de modifier l’art 24 et d’augmenter le nombre des classes de piano ; 3o enfin présenter deux listes de 






















［…］音楽院には、［ピアノに関して］既に 5 つのクラス、すなわち 2 つの男子













                                                                                                                                                                  
des études musicales avait cru devoir éviter dans l’intérêt de M. Lecouppey. » Le brouillon de la lettre d’un anonyme 
à Victor DE PERSIGNY, datée du 11 nov. 1852, AN, AJ 37/70-4. 
276 « [...] En effet si cette forme, parfaitement légale et régulière, était suivie, et que la classe d’harmonie et 
d’accompagnement pratique, déclarée inutile, fut par suite supprimée, le titulaire actuel s’en trouverait déchu, sans 
être positivement certain de devenir titulaire d’une autre classe, car il pourrait arriver, soit qu’une nouvelle classe de 
piano ne fût pas jugée nécessaire, soit que son nom ne figurât pas avec avantage sur les listes de présentation, sur 
lesquelles devraient être inévitablement portés des artistes célèbres, tels que M.M. Prudent, Ravina, Alkan, Goria et 
plusieurs autres. » Ibid. 
277 « Le Conservatoire en compte déjà cinq, deux pour les hommes, trois pour les femmes, auxquelles il faut joindre 
5 classes d’études de clavier, qui peuvent être regardais comme préparatoires. Certainement ce nombre de classes est 



























約 30 年以前に出されたケルビーニの問題提起と同じ視点に立っている。だが、1840 年代か
ら 1850 年代におけるピアノの生産台数の増加は、ピアノ実践者数の急激な上昇を示唆して
おり280、オベールの主張の方が、フランス社会におけるピアノ受容の実情に即していると
                                                                                                                                                                  
de multiplier les concurrentes, sans qu’il fût raisonnable ni possible d’augmenter le nombre des prix et accessits. Un 
autre inconvénient plus grave encore, ce serait celui d’accroitre la foule trop grande des jeunes professeurs sans 
élèves. Le Comité des études musicales pouvait ne pas s’en effrayer, mais vous êtes bien mieux placé que nous pour 
apprécier l’importance de ce péril, en voyant la quantité de demandes de secours qui vous sont adressées 
journellement par de jeunes personnes trompées dans leur espoir. 
 Dans ces circonstances, et par tous ces motifs, je pense donc, monsieur le ministre, qu’il n’y a pas lieu de 
modifier l’état actuel des classes du Conservatoire, ni de rien changer à leur spécialité déterminée par le règlement, 
qui depuis deux années régir le Conservatoire. Une plus longue expérience pourra seule nous indiquer s’il est bon et 
utile d’y apporter quelques changements. » Ibid. 
278 « […L]’abondance des individus qui s’y destinent, devient abusive et pernicieuse par ses résultats, car la 
multiplicité des pianistes qui sortent de l’École, tant bons, que médiocres, et se répandent dans la société pour se 
livrer à l’enseignement, devient désavantageuse non seulement à chacun d’eux, vu le mince profit qu’ils en 
recueillent, et qui serait plus considérable s’ils étaient moins nombreux, mais aussi aux professeurs qui leur ont donne 
du talent, la clientèle desquels diminue, parte qu’elle leur est enlevée en partie par ces mêmes elèves empressés de 
gagner de l’argent. » CP, p. 307. 
279 ピアノの普及は、1855 年、パリ市内だけで 150 人ものピアノ製造者が働いていたという事実からも理
解できる。Cf. Louis GIRARD, op. cit., p. 266. 
280 1820 年代から 1850 年代までのエラール社のピアノ生産台数（10 年毎）は次のようになっている。1820
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いえる。 
 その後、この問題は約 1 年 3 ヶ月を経てようやく一つの結論へと導かれた。1854 年 2 月
21 日、50 年総則の第 24 項と第 28 項の改定を行うことで、ル・クーペの任命を可能にする
布告が出された。その第 1 項では、ピアノ科は 6 クラス（男子 2 クラス、女子 4 クラス）
で編成され、男子クラスは 2 名の正教授、女子クラスは 3 名の正教授と 1 名の教授資格者
が受け持つものと定められた。第 2 項にはル・クーペが新しい女子クラスの教授に任命さ
れ、3 月 1 日から職務を開始する旨が記された。第 3 項では、和声・実践伴奏科の男子 2 ク
ラスを正教授が受け持つことを定めた 50 年総則第 28 項を改め、2 クラスのうち一方のクラ
スは教授資格者が受け持つものされた281。 
 
図 I-5-1. フェリックス・ル・クーペの肖像282 
  
                                                                                                                                                                  
年代：2283 台、1830 年代：1652 台、1840 年代：7022 台、1850 年代：10977 台。この生産台数の変遷だけ
をみても、ピアノの普及が 20 年代と 50 年代では比較にならないほど進んだことが分かる。これらの数字
は、下記の文献の附録にある年毎の製造番号一覧から割り出した数字である。René BEAUPAIN, La Maison 
Érard : manufacture de pianos, 1780-1959, Paris ; Budapest ; Torino, L’Harmattan, 2005, p. 281. 
281 AN, AJ 37/40-4. この改定にも拘らず、ル・クーペがピアノ科教授に転向した後に補填された教員は、教
授資格者ではなく復習教員のコラン Charles-Joseph COLIN（1832~1881）であった。彼はその後 1856 年ま
でしかこのクラスを受け持たず、以後は 1866 年にデュプラート  Jules-Laurent-Anacharsis DUPRATO
（1827~1892）が着任するまで男子の和声・実践伴奏クラスはバザンの 1 クラスのみとなった。 
282 Anonyme, Félix Le Couppey, ca 1860, photographie, 16,5 x 11 cm, Paris, BnF, cote : Est. Le Couppey F.001, 
poste d’accès aux ressources électroniques : IFN- 8421772. 
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5-2. A. ローランの退任とマチアスの任命（1862） 







 1862 年 7 月 9 日、院長オベールはローランが退任の意向を示したことを受けて、国務大
臣ヴァレフスキ Alexandre Colonna WALEWSKI（1810~1868, 在任：1860~1863）にピアノ科
のクラス数削減を提案した。 
 
 帝国音楽・朗唱院にはピアノのクラスが 6 つあります。すなわち、 
 ローランとマルモンテルが担任する男子 2 クラス、 
 アンリ・エルツとル・クーペ各氏とファランク、コーシュ各夫人が受け持つ 4 ク
ラスです。 






 現在、男子クラスの 2 教授の 1 人、アドルフ・ローラン氏が来る 10 月 1 日より
退任を要求しています。 
 考えますに、大臣殿、かつてのクラスの秩序に回帰し、1850 年 11 月 22 日付けの





                                                        
283 « Le Conservatoire Impérial de musique et déclamation compte six classes de piano, savoir : 
    Quatre Classes pour les Femmes, tenues par M. M. Henri Herz, Le Couppey, Mme Farrenc et Mme Coche. 
 Il y a, de plus, Cinq Classes consacrées à l’étude de clavier et qui ne diffèrent réellement des classes de piano, 
qu’en ce qu’elles ne sont pas admises au concours public et que les élèves n’y reçoivent pour récompenses que des 
Médailles et non des Prix. 
 Je dois également rappeler à Votre Excellence que l’une des classes de piano destinées aux femmes est de 
création récente et date précisément de l’époque où l’on s’occupe de restreindre le nombre des classes de ce genre. – 
M. Le Couppey en est le Professeur titulaire. 
 Aujourd’hui, l’un des deux Professeurs des classes d’hommes, M. Adolphe Laurent, demande sa retraite à 
partir du 1er octobre prochain. 
 j’ai pensé, Monsieur le Ministre, que ce serait le moment d’en revenir à l’ancien ordre de classes et de 
ramener à Trois, conformément à l’article 24 du Règlement, en date du 22 novembre 1850, le nombre des classes de 
femmes, porté à quatre, sans aucune nécessité sérieuse. 
 Pour opérer cette réduction, qui me permettrait de répartir entre divers professeurs le traitement resté 
disponible, il faudrait que l’un des professeurs des classes de femmes, M. Herz ou M. Le Couppey, acceptât la 
mission de remplacer M. Laurent, comme Professeur d’une classe d’hommes. » Copie de la lettre d’AUBER à 
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 しかし、事はオベールの思惑通りには進まなかった。ローランの空席を知った 2 人の才
能と経験豊富な音楽家が立候補したのである。1 人はマチアス  Georges MATHIAS
（1826~1910）であった。彼はフランス人だがドイツ人の父とポーランド系の母をもつ。1839
年にパリ滞在中クララ・シューマンが「第 2 のリスト（ein 2ter Liszt）286」と称した神童で、
カルクブレンナーに師事した後、ショパンの数少ない男性の弟子となった287。作曲にも意
欲を燃やした彼は、1842 年、16 歳のときにパリ音楽院作曲科に登録しベルトン 
Henri-Montant BERTON（1766~1844）のクラスで学び、ベルトンの没後はアレヴィのクラス
                                                                                                                                                                  
WALEWSKI, datée du 9 juill. 1862, AN, AJ 37/84/7o. この書簡は音楽院側に残された手紙の写しで、署名は略
されているが、予算配分という重要事項に権限をもつのは院長なのでオベールの手紙と同定できる。 
284 Henri HERZ, Grande sonate di Bravura, op. 200, Paris, chez l’auteur, 1861. 
285 Lettre d’AUBER au ministre d’État, datée du 22 déc. 1860. この手紙は下書きの状態で残されている。Voir 
aussi : Laure SCHNAPPER, Henri Herz, Magnat du piano, Paris, Éditions de l’École des hautes études en sciences 
sociales, p. 248. その後エルツは 1863 年に受勲した。 
286 彼女の父に宛てた 1839年 3月 19日付けの手紙。Berthold LITZMANN, Clara Schumann : ein Künstlerleben : 
nach Tagebüchern und Briefen, vol. 1, Leipzig, Breitkopf & Härtel, 1902, p. 302. 
287 エーゲルディンゲルはマチアスがピアノに関してはパリ音楽院に 1 年しかいなかったと述べているが、
パリ音楽院ピアノ科の名簿にマチアスの名前が登録されたことは一度もない。彼が音楽院でレッスンを受
けたとしたら、少なくとも聴講生としてである。 Cf. Jean-Jacques EIGELDINGER, « MATHIAS, 
George-Amédée-Saint-Clair », DMF, p. 759. 
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に移った。アレヴィの下で、彼は 1847 年に対位法・フーガで第 1 次席を獲得し、翌年にロ
ーマ大賞第 2 等の第 2 席を得た288。 
 マチアスがローランの空席に応募したとき、彼はまだ 33 歳だった。立候補に際し、彼は
強固な後ろ盾を得るために複数の有力者を頼った。 




私はこのほど音楽院のピアノ教授ローラン氏が 10 月 1 日から職務を離れることに
なったことを知りました。私は、閣下にローラン氏の後任となるための処遇を請願
すべくお手紙を書いております。この地位を請求するのに私が活用できる履歴カー
ドの中でも、1848 年に学士院［のローマ賞コンクール］で作曲の第 2 大賞を獲得し
たこと、そして私がたいへん数多くの音楽作品の作曲者であることを閣下に思い出
して頂けることでしょう。私の作品の多くは教育的




















                                                        
288 音楽院での学習の他に、マチアスはバルブローの指導下で研鑽を積んだ。Cf. VC, p. 139. 
289 « Je viens d’apprendre que Monsieur Laurent, professeur de piano au Conservatoire, doit démettre de ses 
fonctions à partir du 1er octobre ; je viens réclamer de Votre Excellence la faveur de succéder Mr Laurent. Parmi les 
fiches que je permettrai de faire valoir pour prétendre à cette position[,] je rappellerai à Votre Excellence que j’ai 
remporté le deuxième grand prix de composition musicale à l’Institut en 1848, et que je suis auteur d’un assez grand 
nombre d’œuvres musicales dont plusieurs sont considérées comme morceaux classiques, et entr’autres, d’un recueil 
de grandes études adoptées pour l’enseignement du conservatoire à la suite d’un rapport très favorable.  
Du reste, si Votre Excellence voulait être complètement édifié sur les garanties particulièrement que je puis offrir au 
point de vue de l’enseignement, je crois pouvoir indiquer dans Mr Ambroise Thomas, membre de l’Institut, une 
personne compétente qui fournira tous les renseignements à ce sujet. […] » Lettre de MATHIAS à WALEWSKI, s. d., 
AN, F 21/1 299. 
290 Georges MATHIAS, Études spéciales de style et de mécanisme, op. 28, 2 vol., Paris, Heugel et Cie, 1862. 







ー・ヴァレフスカ Marie WALEWSKA（1786~1813、彼女には 50 歳も年上の夫ヴァレンスキ




る記念碑（un momument vivant）」と見做されていた293。イタリアで 20 年ほど暮らした後、
1855 年に妻とともに再びパリに移住していた。彼は自宅のサロンに各界の名士を招き、毎
週土曜日に夜会を開いて音楽や談義の場を提供していた。そこにはプランテ  Francis 
PLANTÉ（1839~1934）やディエメール Louis DIÉMER（1843~1919）といった、音楽院で受
賞した若いピアニストたちも招かれていた294。マチアスがロッシーニの好意を得たのも彼















                                                        
292 « Je me suis chargé de vous remettre la pétition de Mr Mathias, professeur de piano et j’aurais été vous dire tout 
le bien que je pense de lui, comme grand et sérieux artiste et comme homme, si je n’étais encore retenu chez moi par 
une grave indisposition, qui depuis près d’un an, me permet à peine, quelque sorties en voiture.  
 Les témoignages artistiques qui appuieront auprès de vous, la candidature de Mr Mathias. » Lettre de 
WALEWSKI à un comte, datée du 20 juin 1862, AN, F 21/1 299. 
293  Roseline KASSAP-RIEFENSTAHL, Francis Planté (1839-1934), un siècle de piano, [Mont-de-Marsan], 
l’Atelier des brisants, 2009, p. 101. 
294 Cf. Ibid., p. 101-103. ロッシーニとピアニスト兼作曲家の結びつきは、ラヴィーナのようなベテランピア
ニスト兼作曲家の間にも見られる。ラヴィーナはピアノ曲《祈り――音楽詩》作品 51 を献呈している。Cf. 
Henri RAVINA, Invocation : poésie musicale, op. 51, Paris, Heugel et Cie, ca 1862. 
295 « J’ai l’honneur de mettre sous les yeux de Votre Excellence une lettre de l’illustre Rossini, dans laquelle il veut 
bien se porter garant des titres que je puis avoir pour obtenir la succession de Mr Laurent au Conservatoire impérial 
de musique.  
 Mr Rossini m’a fait espérer que, grâce à son patronage, Votre Excellence voudra bien m’accorder quelques 
moments d’audience : je prends donc la liberté de réclamer cette haute faveur […]. » Lettre de MATHIAS à 





























と書いたのも、プリューダンへの推薦状を書いたのも、7 月 9 日だからである。 ただ、マ
                                                        
296 « Si je pouvais seulement avoir l’honneur de jouer devant vous, mon vœu le plus ardent serait rempli. Ce n’est 
pas un moyen pour moi, c’est un but. Ne serait-il pas possible que cette faveur me fût accordée ? Ne pourrais-je 
obtenir au moins que rien ne soit décidé avant que j’aie eu l’honneur de vous être présenté ? Il n’y aurait aucun 
inconvénient à cela, Madame la Comtesse : Mr Laurent, le professeur qu’il s’agit de remplacer, ne se retire qu’au 
moins d’octobre, rien n’empêche d’attendre jusque[-]là, et pendant ce temps il se présentera peut-être une occasion 
pour moi de réaliser mon vœu d’être admis à être entendu et jugé par vous. » Lettre de MATHIAS à Mme 
WALEWSKI, datée du 6 juill. 1862, AN, F 21/1 299. 
297 マチアスは 1850 年に出版した《アレグロ・アパッショナート》第 1 番 作品 5 をトロロンに献呈して
いる。Cf. Georges MATHIAS, Allegro appassionato pour piano, op. 5, Paris, Brandus, 1850. 
298 « Je regrette de n’avoir point à vous faire une réponse favorable au sujet de la recommandation que vous avez 
bien voulu m’adresser, en faveur d’un jeune artiste que son mérite rend digne de l’intérêt. Mon choix, fixé depuis 
longtemps sur un autre candidat, s’arrête toujours, par un sentiment de justice que vous comprendrez, sur les artistes 
les plus anciens dans la carrière et dont le Conservatoire a été à même déjà d’utiliser de talent et les services […]. » 
Copie de la lettre d’AUBER à TROPLONG, datée du 9 juill. 1862, AN, F 21/1 299. 音楽院側にもこの手紙の下書
きが残されている。Cf. AN, AJ 37/71-2. 下書きの筆跡は事務官ボシェーヌのものである。 















図 I-5-2. ジョルジュ・マチアスの肖像304 
 
                                                        
300 VC, p. 144. 
301 « Je ne sais encore s’il y aura lieu de pourvoir à la nomination d’un professeur de piano ; mais en tout cas, je fais 
prendre note de la demande de Mr Mathias et le bienveillant intérêt dont [,] votre Excellence [,] l’honore [sic] sera 
pour lui dans l’occasion un titre très puissant à mes yeux. » Minute de la lettre de WALEWSKI à TROPLONG, datée 
du 9 juill. 1862, AN, F 21/1 299. 
302 シメイ家はベルギーの名門貴族で、この手紙にある「シメイ大公」は音楽愛好家としても知られたド・
カラマン Marie Joseph Guy Henri Philippe DE RIQUET DE CARAMAN（1836~1892）かその父 Joseph DE 
RIQUET DE CARAMAN（1808~1886）と思われる。 
303 « M. le président regrette beaucoup que le résultat de ses démarches n’ait pas répondu à votre attente. » Copie de 
la lettre du chef du cabinet du sénat à Mathias, datée du 14 juill. 1862, AN, F 21/1 299. 
304 Anonyme, Georges Mathias, 1860, photographie, 10,5 x 6 cm, Paris, BnF, cote : Est. Mathias G. 003, poste 
d’accès aux ressources électroniques : IFN- 8422434.  
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5-2-2-2. エミール・プリューダン 









譜例 I-5-1. E. プリューダン《ランエルモールのルチアによる幻想曲》作品 8（1842）、 
mes. 128-131 




 アルカン Charles-Valentin ALKAN（1813~1888）、ラヴィーナともにヅィメルマン門下の
逸材として信頼を置かれた彼は、1840 年にピアノ科の公式メソッドとして採用されたヅィ
メルマンの教程『ピアニスト兼作曲家の百科事典』に 1 曲の練習曲を提供したことがあっ
                                                        
305 Albérique SECOND, « Chronique », L’Univers illustré, 6e année, n° 264, le 4 juin 1863, Paris, Michel Lévy, 
p. 210. 





















り、1848 年以来、更に経験を積んだ 45 歳のベテラン音楽家として、音楽院教授に相応しい
技量を備えていた。 










                                                        
307 Pierre-Joseph-Guillaume ZIMMERMAN, Encyclopédie du pianiste compositeur, Paris, chez l’auteur, 1840. 
308 Copie de la lettre d’AUBER à SENARD, ministre de l’Intérieur, datée du 26 août 1848, AN, AJ 37/65-1A. 次に
示す書簡には、リストの中にラコンブ Louis LACOMBE（1818-1884）の名前も挙がっている。Copie de la lettre 
du « Den Marquis » à une dame anonyme, datée du 28 août 1848, AN, F 21/1 291. 
309  « Quant aux particularités caractéristiques, au petit grain de folie auquel d’après Auber, pas un artiste 
n’échappait― la manie spéciale de Prudent était de traiter les questions sociales. Fourrier, Saint-Simon était ses 
prophètes. Esprit intelligent, chercheur amoureux de la science, croyant aux idées nouvelles, Pudent comme toute la 
jeunesse de 1830, s’était éveillé à la vie morale au milieu du grand courant qui entraînait l’humanité vers des voies 
inconnues, et ce premier mirage l’avait impressionné fortement. » PC, p. 67. 
310 « J’ai l’honneur de solliciter de votre haute bienveillance, la place de professeur de piano au Conservatoire 
impérial de musique devenu vacante pour la retraite de Monsieur Laurent, ce qui m’enhardit à vous soumettre la 
candidature Monsieur le Ministre, c’est que j’ai l’assurance qu’élu est agréable à Monsieur Auber, qui veut bien me 
présenter à votre Excellence, si vous pensiez Monsieur le Ministre, que mes travaux artistiques ne sont pas indignes 




































                                                                                                                                                                  
tant d’illustres maîtres au développement de l’art de mon pays. […] » Lettre autographe de PRUDENT à 
WALEWSKI, datée du 3 juill. 1862, AN, F 21/1 299. 
311 « Il y a donc lieu à lui nommer son successeur et je crois devoir proposer à Votre Excellence M. Émile Prudent 
comme l’artiste réunissant en sa faveur les titres les plus brillants et les plus solides. – Elève du Conservatoire, il en 
représente toutes les traditions et tous les principes : Il est illustre l’enseignant, non seulement en France, mais dans 
l’Espagne entière, par un talent de pianiste et de compositeur qui soutient dignement la concurrennce des virtuoses 
étrangers. – Comme Professeur, il a fait aussi ses preuves et plusieurs jeunes artistes de mérite ont été formés par ses 
leçons. 
La nomination de M. Émile Prudent aurait donc le double avantage d’ajouter au renom de l’École, de rejoindre à 
l’attente générale, en même temps qu’elle servirait d’une manière certaine aux progrès de l’enseignement. » Copie de 
























                                                        
313 « Le précieux témoignage de bienveillance dont Votre Majesté a daigné m’honorer quand j’ai eu l’honneur d’être 
appelé l’année dernière à me faire entendre devant elle, m’enhardit à oser solliciter l’appui que Votre Majesté accorde 
avec un sentiment si élevé aux arts et aux artistes. Cette conviction me fait espérer que Votre Majesté daignera 
excuser la liberté que je prends de lui exposer ma situation. Une place de professeur de piano au Conservatoire 
Impérial est vacante ; le Directeur, Monsieur Auber, par une rare exception m’a présenté seul à Monsieur le Ministre 
d’État pour occuper cette haute position. Je ne doute pas de la justice de Monsieur le Ministre, mais je ne sais que 
bien des ambitions se pressent et s’agitent. La protection de Votre Majesté est toute-puissante, et ce serait une haute 
fortune pour moi si Votre Majesté pouvait penser que cette protection peut m’être accordée, qu’elle n’est pas contraire 
à la justice, et que mes travaux artistiques ont quelque valeur. Si Votre Majesté, dans sa délicate bonté, daigne 
s’intéresser à la position que je sollicite, je lui devrai le couronnement de ma carrière et je serai bien heureux et bien 
reconnaissant de cette nouvelle marque de sa haute bienveillance. » Lettre autographe de PRUDENT à Eugénie DE 
MONTIJO, datée du 31 juill. 1862, AN, F 21/1 299. 
314 « J’ai l’honneur, par ordre de l’Impératrice, de vous transmettre la demande ci-jointe émanée de Mr Emile 
Prudent, qui sollicite la haute intervention de sa Majesté afin d’obtenir la place de Professeur de piano vacante au 
Conservatoire Impérial.  
 L’Impératrice m’a chargé de vous faire savoir, Monsieur le Ministre, que Mr Émile Prudent ayant l’honneur 
d’être présenté par Mr Auber, Elle verra avec plaisir que Votre Excellence veuille bien appeler cet artiste à la position 
qu’il sollicite. » Lettre autographe de DEMAS-HINARD à WALEWSKI, s. d., AN, F 21/1 299. 
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大臣は、既に 7 月 25 日、マチアスを任命する布告を出していたからである。プリューダン
はそのことを知らずに活動を続けていたことになる。マチアスを推薦したトロロンとロッ









                                                        
315 NADAR, Félix, Auber, s. d., carte de visite, 9,5 x 5,5 cm, coll. privée. 
316 « […j]’ai été charmé de pouvoir dans cette circonstance faire quelque chose qui vous fut agréable. » Minute de la 
lettre de WALEWSKI à TROPLONG, datée du 14 août 1862, AN, F 21/1 299. 
317 « Mon cher et illustre Maëstro, je vous annonce avec plaisir que je viens de nommer Mr Georges Mathias 
professeur de piano au conservatoire impérial de Musique de Déclamation. En garantissant comme vous l’aviez fait le 

























る 321。候補者だったプリューダンは、翌年 5 月、突然の病に襲われ急死した。エルツとル・
クーペは同じ役職に留まり、晩年まで職務を果たすこととなる。 
 ところで、エルツ、ル・クーペを男子クラス教授に据える提案の理由として、オベール








                                                                                                                                                                  
votre jeune protégé est redevable de son succès. » Minute de la lettre de WALEWSKI à TROPLONG, datée du 14 
août 1862, ibid. 
318 « Je regrette de ne pouvoir dans cette circonstance accueillir votre proposition, comme j’aimerais toujours à le 
faire et je saisirai la 1ère occasion qui me sera offerte de vous témoigner tout le prix qui s’y attache. » Minute de la 
lettre de WALEWSKI à AUBER, datée du 18 août 1862, ibid. 
319 エルツとル・クーペを正式に指名した書類、および彼らが立候補したことを示す資料は音楽院のアーカ
イヴにも、美術局側のアーカイヴにも残されていない。推薦や任命に関する音楽院職員の資料はフランス
国立古文書館のAJ 37/65/1-A, Bおよび職員の人事書類を個人別に整理したAJ 37/65~ AJ 37/72に収められて
いるが、これらにはエルツ、ル・クーペが 1862 年に立候補したことを示す書類は収められていない。 
320 本論文第 5 章の導入部を参照。 
321 Cf. 本論文 I-5 の導入を参照。 
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 ル・クーペをピアノ教授に任命する布告が出されたころのパリは、未曾有の首都近代化






レ ・ ア ー ル
の再建326、公園の設置による緑化327、ル・ペルチエ通りから現在の位置へのオペ
ラ座移設328、更にパリ市を囲繞する徴税請負人の壁を撤廃し、パリ市の境界を軍事要塞テ
ィエールの城壁まで拡大することで実現した市域拡大、12 区から 20 区への行政区画再編―
―インフラ、スープラの両面で推進されたパリ大改造は、約 20 年の内に、現在のパリの景
観をほぼ作り上げた。1853 年、創設以来 9 区（旧 2 区、フォブール=モンマルトル地区）の
フォブール・ポワッソニエール通りとベルジェール通りに面していたパリ音楽院の校舎の
裏手にも、1 本の路地が通された。取り壊しを免れたパリ音楽院の旧校舎の一部は、現在国




                                                        
322 Louis-Napoléon BONAPARTE, Extinction du paupérisme, Paris, Pagnerre, 1844, 53 p. 
323 オスマン以前のパリの上水道はウルク用水、セーヌ用水、湧水、グルネルの掘り抜き井戸に依存し、ウ








昭、『フランス第二帝政下のパリ都市改造』 東京：日本経済評論社、1997 年、235~251 頁。 
324 1850 年代の鉄道網拡大は極めて著しい。1852 年に国家が鉄道会社に払い下げた用地距離が 7 400km、
実際に敷設された鉄道の距離が 3 870km だったのに対し、1860 年には前者が 17 000km、後者が 9 500km と
なった。僅か 8 年の間に、敷設距離は約 2.5 倍となっている。Cf. François CARON, « Chemin de fer », 




326 パリの中央市場の建設はローマ賞受賞者の建築家バルタール Victor BALTARD（1805~1874）の設計に
基づいてなされた。ガラスと鉄骨を用いた建物はロンドン万博で衆目を集めた水晶宮を彷彿させた。産業





328 ガルニエ Charles GARNIER（1825~1898）は 1861 年に国務大臣ヴァレフスキの下で行われた建築のコン
ペでその建築案が採用された。だが、完成は第三共和政時代に持ちこされ 1875 年 1 月を待たねばならなか
った。ガルニエは 1878 年にパリ音楽院再建案（総工費 564 万フラン）が持ち上がった時、案の検討の為公
共事業大臣に召喚され審議に加わった。次の資料に含まれる立法府第 3 期 1881 年特別審議会議事録附録冊
子を参照。AN, AJ 37/77-15. 




改造の動きとは対照的である。実際、音楽院は 1878 年に至るまで 28 年間、50 年総則を保
持しながら緩やかに規模を拡大していった。次のグラフ I-5-1 は、1841 年から 1889 年に至
る音楽院の生徒総数の推移を示している330。 
  
グラフ I-5-1. パリ音楽院の生徒総数の推移（1841~1889） 
N.B. 生徒数は、各年の最大値を示し、聴講生は除外されている。 
 
 1841 年に約 400 名だった生徒数は、七月王政後期から第二共和制期にかけて 500~600 名
の間を推移し、第二帝政前期に初めて 600 名を越えた。帝政後期の 1860 年~1870 年の期間、
音楽院はほぼ毎年 600 名以上の生徒を擁していた。 
 ピアノ科の生徒数はどのように変化したのだろうか。ピアノ科の定員は 50 年総則以来、






                                                        
330 このグラフはコンスタン・ピエールの統計に基づいて作成した。CP, p. 873. 





















期 第二帝政期 第三共和政期 
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 このグラフは、1850 年代から 1860 年代にかけて、ピアノ科在籍者数が空前の規模に達し
たことを示している。1850 年から 1865 年までに、在籍者数は 5 回、80 名を超えているが、
これはル・クーペの女子クラス増設が引き金となっている。その後、一時在籍者数が抑え
られた後、1865-1866 年度には再び 80 名を超え、ピアノ科在籍者数が 83 名となり、1842 年













である。この 2 万人のピアノ教師の全員が 25 フランの謝礼を話題にしているわけ
ではなく、また彼らの中には 1 回のレッスン料をカフェ・オ・レ 1 杯の値段にする
ごく慎ましい教師もいる333。 
                                                                                                                                                                  
れている。参照した史料を右に示す。AN, AJ 37/152-4~ AJ 37/160-6. 
333 « Les pianistes forment aujourd’hui, non-seulement en France, mais partout à l’étranger, le gros bataillon de 
l’armée instrumentale. Le croirait-on ? Paris, seul, compte vingt mille professeurs de piano !!! Vingt mille professeurs 
de piano dans une seule ville, cela paraît fabuleux, et pourtant rien n’est plus exact. On a pu s’assurer de ce fait par le 
合計 
82 81 




































































































































































































































































































                                                                                                                                                                  
recensement qui a pour objet, comme on sait, de relever le nombre des habitants et de constater leur position sociale. 
Il est vrai que ces vingt mille professeurs de piano ne roulent pas tous sur des cachets à vingt-cinq francs, et que, 
parmi eux, il en est d’assez modestes pour taxer leur enseignement à raison d’une tasse de café au lait par leçon. » 
Oscar COMETTANT, Musique et musiciens, Paris, Pagnerre, 1862, p. 133-134. 
334 AN, AJ 37/269- AJ 37/262. 
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1860、1863、1865 年（すなわち 1854-1855 年度後期~翌年度前期、1859-1860 年度後期~翌年
度前期、1862-1863 年度後期~翌年度前期、1864-1865 年度後期~翌年度前期）には入学者が
なかったため、これらの時期、とくに 1860~1865 年の期間、生徒数は 33 名から 65 名の間
を低い水準で推移している。 
 このグラフにおける在籍者数の最大値は 78 で、その時期はグラフ I-5-2 に一致してコー
シュ夫人の女子クラス廃止の直後、すなわち 1865-1866 年度後期（1866 年 6 月）のことで
ある。この時、コーシュ夫人のクラスに在籍していた 12 名の生徒は、学年度中とあってフ
ァランク夫人、エルツ、ル・クーペの女子 3 クラスに割り振られた。この年度、これら 3
教授は唯でさえ在籍者数が多かったにも拘らず、コーシュ夫人のクラスにいた生徒を受け
入れたことで、一時的に 17~18 名の生徒を抱えた。試験を受けているのがすべて正規生で





































































































































































































50-51 51-52 52-53 53-54 54-55 55-56 56-57 57-58 58-59 59-60 60-61 61-62 62-63 63-64 64-65 65-66 66-67 67-68 68-69 69-70 70-71 71-72 72-73 73-74 74-75 75-76 76-77 77-78 
ローラン マルモンテル マチアス マサール エルツ ファランク ル・クーペ コーシュ ドラボルド 正規生徒定員 
ローラン退任-マチアス就任 ファランク退任-ドラボルド就任 コーシュ夫人没 ル・クーペ就任 
エルツ退任-マサール就任 
適応期 定員再志向期 定員超過容認期 定員底上げ期 定員増加期 
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 このグラフから、各クラスの生徒数の動向を大きく 5 つの時期に分けることができる。 
 1）1850 年~1853 年：適応期 
それまで抱えていた生徒数を減らし、現状を総則規定の定員に適応させる努力がなされ
た。 





期間、定員以下だったクラスは延べ 8 クラスしかない。エルツのクラスでは、1858-1859 年
度後期に最大値である 14 名に達した。定員の超過はもはや常時容認されていた。 
 3）1861 年~1865 年：定員志向期 
1861 年前期終了時、すべてのクラスが定員に戻る。この期間に定員以下だったクラスは
延べ 20 クラスに及ぶ。50 年代の定員に対する認識の甘さが見直された。 
 4）1866 年~1870 年：定員底上げ期 
この時期、定員通りの人数になったクラスは延べ 1 クラスのみである。総則は改定され
ないまま、定員が底上げされた状態が続く。1866 年、コーシュ夫人のクラス廃止に伴う生
徒配分がもたらした例外（1 クラス 17~18 名）を除けば、常時 9 名から 15 名の生徒が在籍
していた。布告等で明文化されることのないまま、定員の底上げが図られた。 
 5）1871 年~1878 年：定員増加期 
この時期、もはや 1850 年総則の定員まで生徒数が下がることはなくなった。最低でも 9 名、
平常時でも生徒数は最大で 17 名に達した。定員は 10~15 名程度との認識が共有されていた。 
 
















                                                        
335 « Je n’ai que des éloges à donner sur le travail, les progrès et l’exactitude de mes élèves, mais je désire vivement 
que le chiffre des élèves titulaires soit au moins de dix, onze s’il est possible. J’ai un grand nombre d’élèves auditeurs 
dont je surveille les études. Ce serait un grand encouragement pour les élèves et le maître si les plus méritants 
venaient augmenter les personnes de ma classe. » Rapports des professeurs sur leurs élèves pour les examens, l’année 






































                                                        
336 « Je prends la respectueuse liberté de vous demande de nouveau avec instance un examen d’admission pour 
combler le vide qui s’est fait dans ma classe. Delauney[sic] 1er accessit engagé, Pauwer [sic] 2e accessit n’a pu mener 
de front ses études de piano et de composition, Truffaut 2e accessit est parti pour l’Allemagne, Herezka [sic] hongrois 
renvoyé comme inexacte Martin premier prix. Voilà cinq ou six places vacantes qui mettent ma classe à néant. J’ose 
donc vous prier des aspirants. J’ai dans ma classe 10 élèves auditeurs qui m’aideront à vous présenter à la fin de 
l’année scholaire [sic] une bonne série d’élèves. » Ibid., p. 328. 
337 « Je prie très respectueusement Monsieur le Directeur de rayer les incapacités de la classe, ou de porter à 12 le 





言を呈して、1864 年のときに掲げた「10 名ないし 11 名」から更に人数を引き上げて「12
名」にすべきだという要望を院長に突きつけた。 
 こうした状況のなかで、音楽院は 1866 年 3 月、コーシュ夫人が亡くなるのと同時にクラ
スを廃止したが、新しい教授が採用されることはなかった。その代わり、総則規定変更の
手続きを経ることなく暗黙の了解として各クラスの定員を引き上げた。 
 総則と実情の齟齬が顕著になってきた 1866 年から 4 年後、音楽院ではようやく総則改定
の委員会を組織する動きが生じた。 
 
5-4. 1870 年の総則改訂案作成委員会 





顔ぶれを概観した上で、50 年総則と 1870 年の草案（以下 70 年草案と略す）の相違、70 年
草案の特徴をピアノ科に着目しながら検討する。 




この［1850 年 11 月 22 日発布の］総則が既に古い時代に遡ること、劇場運営課長の
提案に基づき音楽院の組織と教育に施しうる改良を見直すことが有益と見られる
ことに鑑み、次の布告を発布する。 







た。1870 年の総則改定案委員会はこの人数を約 2 倍に拡大し、29 名もの委員が加わった。
委員の選び方も 1848 年とは全く異なる。音楽院内部の人員は極力減らされ、大部分は外部
                                                                                                                                                                  
plusieurs années. M. Claveau a été renvoyé de la classe de mon collègue, M. Bourgeois Émile est un élève très 
médiocre, Alphonse Bourgeois paresseux, Marsan a peu de moyens, j’use donc mon énergie, ma volonté, en pure 
perte, et je supplie le comité ou de rayer les incapacités ou de permettre l’admission d’un plus grand nombre d’élèves 
qui attendent inutilement le cadre se trouvant en partie rempli par des élèves dont l’admission tient des considérations 
de bienveillance exceptionnelle. » Rapports des professeurs sur leurs élèves pour les examens, l’année 1866-67, AN, 
AJ 37/280, p. 54. 
338 « Considérant que ce règlement remonte à une époque déjà ancienne et qu’il semble utile de le reviser, en 
recherchant quelles améliorations pourraient être introduites dans l’organisation et l’enseignement du Conservatoire, 
sur la proposition du directeur général de l’administration des théâtres, arrête : 
Article premier. Une commission est instituée à l’effet de reviser le règlement actuel du Conservatoire, de rechercher 
et de proposer les modifications qui pourraient y être apportées, notamment au point de vue de l’enseignement et dans 





表 I-5-1. 1870 年総則改定案作成委員会の構成員 
N.B. *はパリ音楽院受賞者、**は音楽院で公的な役職についた人物、***はその両方。史料：CP, p. 370. 
名前 肩書き・（委員会における役職） 
リシャール 芸術庁長官（Ministre des beaux-arts）（委員長） 
オベール*** 音楽院院長、学士院会員、作曲家（Directeur du Conservatoire, membre de l’Institut） 
オジエ 学士院会員、詩人、劇作家（Membre de l’Académie française）＊出席なし 
アブー 文筆家, 芸術批評家（Homme de lettres）＊7 回のみ出席 
アズヴェド 文筆家、音楽批評家（Homme de lettres, auteur d’écrits sur la musique） 
ド・ボープラン 
オペラ諸劇場および音楽院付帝国役員（Commissaire impérial près les théâtres 
lyriques et le Conservatoire） 
デスタンジュ 元老院秘書（Secrétaire du Sénat）＊出席なし  
ド・シャルナセ 文筆家、音楽著述家（Homme de lettres, auteur d’écrits sur la musique） 
コメッタン 文筆家、音楽批評家、作曲家（Homme de lettres, auteur d’écrits sur la musique） 
ダヴィッド** 学士院会員、作曲家（Membre de l’Institut） 
ドゥーセ 劇場運営総支配人（Directeur général de l’administration des théâtres）（副委員長） 
ゴーチエ 詩人、作家、批評家（Homme de lettres）＊出席なし 
ゲヴァールト 音楽著述家、作曲家（Compositeur de musique） 
グノー* 学士院会員、作曲家（Membre de l’Institut） 
ゲルー 元立法院代議士（Ancien député du Corps législatif 
ジューヴァン 文筆家（Homme de lettres）＊第 3 回以降除名 
ルグーヴェ 学士院会員、詩人、批評家（Membre de l’Académie française）＊7 回のみ出席 
ノジャン=サン=ロー
ラン 
立法院代議士（Député au Corps législatif）＊出席なし 
ペラン 帝国オペラ座支配人（Directeur du théâtre impérial de l’Opéra） 
ポニアトウスキ公 元老院議員、作曲家、テノール歌手（Sénateur, compositeur de musique） 
プレヴォー 作家、音楽著述家（Homme de lettres, auteur d’écrits sur la musique） 
ルベール*** 
学士院会員、作曲家協会会長（Membre de l’Institut, président de la Société des 
compositeurs de musique） 
レイエール 作曲家（Compositeur de musique）＊7 回のみ出席 
ド・サン=ジョルジュ 
舞台作家および作曲家委員会委員長, 台本作家  
（Président de la Commission des auteurs et compositeurs dramatiques）＊4 回のみ出席 
ド・サン=ヴァルリー 文筆家（Homme de lettre） 
スゴン 
オデオン座付き帝国役員、批評家、小説家、劇作家（Commissaire impérial près le 
théâtre de l’Odéon） 
ティエリー テアトル・フランセ総管理官（Administrateur général du Théâtre-Français） 
トマ** 学士院会員、作曲家（Membre de l’Institut） 
ヴァイス 
国務院評定官、芸術庁総事務官（副委員長） 
（Conseiller d’État, secrétaire général du Ministre des beaux-arts）＊4 回のみ出席 
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 委員会は、音楽院を統括する芸術庁以下の政府役員（6 名）、元老院代議士（1 名）、学士
院会員（7 名、うち 5 名は作曲家）と非学士院会員の作曲家、作家、文筆家で構成されてい
た。『音楽芸術（L’Art musicale）』誌上で委員会の問題点を声楽教育の観点から指摘した台本
作家・声楽教育者のデルプラ Charles DELPRAT は、「声楽の実践的学習に直接関係する優れ
た人物がいない」339と真っ先に委員会おける音楽家、とくに声楽家の少なさを問題視して






ル、グノー、フランク César FRANCK（1822~1890）、マスネ Jules MASSENET（1842~1912）
を初めとした著名音楽家たちが入会しており、大臣や元老院議員に対して知的所有権、存
命作曲家に開かれていたテアトル・リリックへの助成金要請などを行った341。 




化し、元老院議員として政治に参与していた。1850 年代から 1860 年代にかけて、パリでは
彼のオペラ、ミサ曲が上演・出版された他、ニーデルメイエールの宗教音楽学校の教育監
督委員長を務めるなど342、楽壇の一角を占めていた。フランスを代表するオペラ作曲家と






アノ作曲家としても 1840 年代以降、100 点近い作品を出版している345。 




                                                        
339 « [… P]as un nom de valeur pour ce qui regarde directement les études pratiques du chant. » デルプラは、フラ
ンスにける声楽家のレベルの「全体的な低下の原因（les causes générales de son abaissement）」を問題にして
この批評を書いた。ここでは、1872 年に一つの冊子にまとめて出版された右テクストを参照している。
Charles DELPRAT, Le Conservatoire de musique de Paris et la commission du Ministère des Beaux-Arts en 1870, 
Paris, imprimerie de Morris père et fils, 1872, p. 1. 
340 Laure SCHNAPPER, « Société des compositeurs de musique », DMF, p. 1 156. 
341 Ibid., p. 1 157. 
342 Anonyme, « Nouvelles diverses », Le Mén., 27e année, n  36, le 5 août 1860, p. 287. 
343 Oscar COMETTANT, La musique, les musiciens et les instruments de musique chez les différents peuples du 
monde, Paris, Michel Lévy frères, 1869, p. 47. 
344 Id., Musique et musiciens, Paris, Pagnerre, 1862, 524 p. 
345 コメッタンはマルモンテルとも親しく、1850 年に彼に《6 つの練習曲》作品 32 を献呈している。Oscar 









 この委員会は、4 月 31 日から 8 月 4 日まで 31 回の会議を開いた。議事録はパリ音楽院側
のアーカイヴには残されていないが、草案は一連の会議が終わるころまでには大部分が作
成されていた。この草案は、50 年総則と 70 年草案を対照させた訂正条項を冊子にまとめる
形で、フランス国立古文書館のパリ音楽院アーカイヴ保存されている348。この史料によれ
ば、1870 年の委員会では、音楽院の管理部についての変更は提案されず、現状が保持され
たが、一方で、教育科目の編成には多くの変更が加えられた。次頁の表 I-5-2 は、50 年総則
に基づくクラス編成と 70 年総則草案に基づくクラス編成を比較している。 





 和声と作曲は第 7 セクションから第 2 セクションに移動している。それまで理論系クラ
スに分類されていたオルガン・クラスは、第 4 セクションの「鍵盤楽器とハープ」に再分
類された。和声書法科に関しては、相変わらず女性クラスの設置が提案されていない。一
方、和声・実践伴奏科は男女ともに定員が 8 名から 12 名に拡大された。作曲科は、4 クラ
スで 1 クラスあたりの定員が 12 名だったが、3 クラスで 1 クラスあたり 10 名に縮小が図ら
れている。 
 第 3 セクションのオペラ・クラスと朗唱クラスは、いずれもクラス数を拡大し、声楽は
ソルフェージュと同じように 3 段階にレベル分けされた。 






 第 7 セクションは、1848 年に挫折した「美学と音楽史、音楽に適用された学問的諸概念」
の教育の為に設けられているが、これについては、クラス数や定員は示されていない。 
 第 8 セクションの劇朗唱クラスは 3 クラスから 4 クラスに拡大された。最後の第 9 部門
は、1854 年 12 月 21 日の布告で設置された歴史・文学クラスを引き継いでいる。 
                                                        
346 Jean-Jacques EIGELDINGER, Chopin vu par ses élèves, Paris, Fayard, 2006, p. 178, n. 150. 
347 PC, p. 206-207. 
348 « Commission (Conservatoire de musique et de déclamation) 1870 », AN, AJ 37/3-2e. コンスタン・ピエールの
資料集に収録されている草稿の変更箇所は、この資料とほとんど一致する。Cf., CP, p. 370-371. 
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表 I-5-2. 50 年総則（左）70 年草案（右）の比較（クラス編成、クラス数、定員） 
N.B. クラス数ないし定員の増加が決定されたクラスは濃いグレー、 
変化がない場合は 2 番目に濃いグレー、削減が求められた場合は薄いグレーで数字欄を着色している 









男 女 計 男 女 計 
1. 基礎教育 




成人部門（個人指導） 3 3 6 12 
ソルフェージュ （個人指導） - - 12 12 
 
- - - - - 




- - - - 




- - - - 
鍵盤楽器学習（声楽、和声、作曲
の生徒向け） 
2 3 5 8（+聴講生 2 名） 
 




和声書法 2 - 2 12 
 




- - 3 10 
2. 声楽 






は第 2, 第 3 レベルから。 
- - 10 8 









    2 - 
 
4 
ピアノ 2 3 5 8（+聴講生 2 名）  
4. 鍵盤楽器とハ
ープ 
鍵盤楽器学習（ピアノ） 3 2 5 10 
 






ハープ - - 1 - 




- - 1 - 
5. 弦楽器 
ヴァイオリン - 3 3 8（+聴講生 2 名） 
 
5.  弦楽器 
ヴァイオリン - - 4 8 
チェロ - 2 2 8（+聴講生 2 名） 
 
ヴィオラ - - 1 8 
コントラバス - 1 1 8（+聴講生 2 名） 
 
チェロ - - 3 8 
  - -     
 






フルート - - 1 8（+聴講生 2 名） 
 
6. 管楽器 
フルート - - 1 8 
オーボエ - - 1 8（+聴講生 2 名） 
 
オーボエ/コール・アングレ - - 1 8 
クラリネット - - 1 8（+聴講生 2 名） 
 
クラリネット - - 1 8 
ファゴット - - 1 8（+聴講生 2 名） 
 
バソン - - 1 8 
ナチュラル・ホルン - - 1 8（+聴講生 2 名） 
 
ホルン - - 1 8 
ピストン付きホルン - - 1 8（+聴講生 2 名） 
 
半音階ホルン - - 1 8 
トランペット - - 1 8（+聴講生 2 名） 
 
ピストン付コルネット - - 1 8 




- - 1 8 
器楽アンサンブル（ピアノ、
管・弦楽生向け） 





- - 1 - 
7. 和声・オルガ
ン・作曲 









和声書法 2 - 2 12（+聴講生 4 名） 
 
  - - 
和声・実践伴奏 2 2 4 8（+聴講生 4 名） 
 
  - - 
作曲（対位法・フーガ、理想作
曲） 
- - 4 12（+聴講生 4 名） 
 
  - - 
8. 劇朗唱 






- - 4 10 舞踏 - - - - 
 
フェンシング - - - - 
 
その他 






      1   
上級合同民衆歌唱教育 - - - - 
 
          
朗読法 - - - - 
 
          
 142 










 1850 年に開講された夜間の民衆歌唱クラスは 1870 年に削減された。クラス閉鎖の布告や
その理由を示す史料は、本研究にかかる調査の範囲内では発見することができなかった。
しかし、第 2 帝政下でオルフェオン運動が活発化し、民衆歌唱教育の拡充が図られたこと
はクラス閉鎖理由の一つであろう。1850 年代から 60 年代にかけて、オルフェオン運動飛躍















（Société des concerts des Jeunes Artistes）、これを前身として 1861 年に立ち上げられ大衆をタ






てはクラス数と定員に変化はなかったが、第 19 回の会議では、専科の定員を 8 名に据え置
き351、クラス数は 5 クラスから 3 クラスに縮小するという決定がなされた。しかし、これ
は時代の趨勢に逆行する決定といえる。既にみたように、1866 年からピアノ科は聴講生の
                                                        
349 井上さつき、前掲書、42 頁。 
350 D. M. DI GRAZIA, « Orphéon », DMF, p. 920. 
351 この定員には例外が設けられた。1 つのクラスが廃止された場合、他のクラスの定員は 10 名となる、






















                                                        
352 1850 年代から 1860 年代における音楽史についての著述については III-1-3 で扱う。 
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第 6 章 パリ包囲・コミューン下における音楽院の状況 
 
 コンスタン・ピエールは、70 年草案作成委員会が政治的な諸事件により 31 回目で中断さ
れたと書いている353。総則改訂委員会の継続が打ち切られた 1870 年 8 月 4 日は、普仏国境
まで進軍していたフランス軍の部隊がヴィセンブルクで大敗を喫した日付に一致する。70
年草案作成委員会は、情勢の悪化により活動の中止を余儀なくされ、再び招集されること









 普仏戦争の遠因は、スペイン・ブルボン朝を打倒した 1868 年の 9 月革命にある。軍事ク
ーデターに続く市民蜂起でイサベル 2 世（在位：1833~1868）354は、スペイン貴族出身の王
妃ウージェニーがいるパリに亡命した。一方、スペインの臨時政府はビスマルク Otto von 
BISMARCK（1815~1898）の先々代にプロイセン王国宰相を務めたホーエンツォレルン＝ジ










 兵力においても士気においてもプロイセン軍に劣るフランス軍は、8 月 4 日の敗戦に続い
て、アルザス、ロレーヌ地方でも敗北を喫し、パリには戒厳令が敷かれた。一連の戦いを
経てセダンの要塞に立てこもっていた皇帝は、戦局をみて勝機なしと判断し、9 月 2 日投降
し自ら捕虜となった。それから 2 日後、パリで国防のために組織された臨時政府は共和国
を宣言し、ナポレオン 3 世は失脚した。パリは 9 月 19 日から翌年 1 月 26 日までプロイセ
ン軍に包囲され砲撃を受けた。1 月 28日にヴィルヘルム 1 世は国防政府と休戦協定を結び、
普仏戦争は終結した。ここから和平交渉に向けて、2月 8日に国民議会選挙が行われた結果、
                                                        
353 CP, p. 370, 
354 イサベル 2 世はいつもフランスのピアニストたちを歓迎していた。例えばマルモンテルと同門のアン
リ・ラヴィーナは《創作主題による変奏曲（Thème original varié）》作品 23（1849）を、マルモンテルの初
期の生徒ジュール・コーエンは《サロン用大マズルカ（Grande Mazurka de salon）》作品 9 をイサベル 2 世
に献呈している。マルモンテルの門弟コロメール Blas María COLOMER （1833~1917）は 1860 年にピアノ
科で 1 等賞を取った後にスペインに出かけ御前の機会を与えられ「高価な贈り物」を贈られている。Cf. 
Anonyme, « Nouvelles », RGM, 28e année, n  6, le 10 fév. 1861, p. 46. 








 包囲下のパリで、芸術活動は停滞した。マルモンテルのクラスで 1857 年に第 2 次席を取




称賛したシュテファン・ヘラー Stephen HELLER（1813~1888）も 9月 3日にパリを去った357。
1870 年の晩夏、バカンスも終盤に差し掛かっていたパリ音楽院も物々しい雰囲気に包まれ
ていた。9 月 19 日、パリ包囲が伝えられると、オベールはこの事態に対応するために緊急
の規則を発布した。10 項目からなる規則のうち、「全般的措置（disposition générale）」に相














                                                        
356 « Il ne sera guère question de musique, pour la bonne raison qu’on n’en faisait pas et que jusqu’à l’hiver 1871, la 
vie artistique a été pour ainsi dire nulle. » Théodore DUBOIS, Souvenirs de ma vie, présentés et annotés par Christine 
COLLETTE-KLÉO, Lyon, Symétrie, 2009, p. 89. デュボワはパリ包囲の時、パリにいた。包囲が終わるとすぐ
に家畜車を調達してパリから西に 6 キロ離れたロネの実家で数日様子をみてパリに戻り、そこでコミュー
ンを経験した。 
357 Stephen HELLER, Lettres d’un musicien romantique à Paris, textes réunis, présentés et annotés par Jean-Jacques 
EIGELDINGER, Paris, Flammarion, 1981, p. 233. 
358 « Art. 1er  Les personnes attachées à l’administration du Conservatoire ne peuvent être employées à aucun autre 
service qu’à celui de l’établissement. Chacune d’elles doit rester constamment à son poste et à la disposition du 
Directeur. 
Art. 2  Aucun fonctionnaire ou employé logé dans l’établissement ne pourra recevoir chez lui, pendant la nui ou à 
demeure, une personne étrangère à l’administration. 
Art. 3  Les objets qui se trouvent sous les combles doivent être transportés dans les caves. Aucune matière 
combustible ne restra à l’étage supérieur des bâtiments. 
Art. 4  Des seaux d’eau et des baquets remplis, des éponges à main et des couvertures mouillées seront placés dans 
toutes les parties des bâtiments et spécialement aux étages supérieurs. » Daniel-François-Esprit AUBER, 







楽院にも首都を後にした教授が少なからずいた。音楽院は、50 年総則第 52 項で、教授たち
に自宅で音楽院の授業を行うことを禁じていたが359、緊急事態につきこれを許可した360。 
 10 月 1 日を迎え新学期が始まると、音楽院はこの時点でパリに不在の教授の一覧361を作



















臣の求めに応じて、リストは 1870 年 10 月 16 日までの状況を示す資料として作成された。
その結果、管理部、教授陣のうち 30 名が職務から離れていることが判明した。 
 
                                                                                                                                                                  
l’État de siège) », daté le 19 sept. 1879, AN, AJ 37/2-2a. 
359 CP, p. 257. 
360 このことは、10 月 1 日に作成された在パリの教授一覧およびパリ不在教授一覧に記されている。 
361 在パリ教授のリスト：« Professeurs présents à Paris, au 1er 8bre 1870 et autorisés à faire leurs cours », AN, 
AJ 37/2-2a. パリ不在者リスト : « Membres du Conservatoire absents de Paris, à l’ouverture de l’École. Tous 
avaient été autorisés à faire provisoirement leurs cours chez eux » 
362 右の史料には、ソルフェージュ科と鍵盤楽器学習科の諸クラスにこの日出席した生徒の数が記されてい
る « Élèves présents (Solfège) aux classes le 1er octobre 1870/Étude de clavier », AN, AJ 37/2-2a. 
363 « Mr le Ministre vous prie de lui faire connaître la situation exacte de votre personnel. Parmi les fonctionnaires 
qui se trouvent à Paris, en est-il qui aient accepté une place, gratuite ou payée, dans une administration en dehors de 
l’Université ? Quels sont ceux qui font partie de la garde nationale? Est-ce comme officiers, ou comme soldats ? Dans 
quelle arme artillerie ou infanterie ? Les absents auront à expliquer avec dernière précision, et preuves légales à 
l’appui, les motifs de leur absence. Veuillez, je vous prie, transmettre cette liste à Mr le Ministre dans un bref délai, 
avec vous observations préalables, s’il y a lieu. La liste devra comprendre, non seulement les professeurs, mais les 
employés de tout ordre et jusqu’aux hommes de peine. » Lettre de TAILLANDIER à AUBER, datée du 8 oct. 1870, 
ibid. 
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表 I-6-1. 1870 年 10 月 16 日に出勤可能だった職員・出勤不可能だった職員数 
史料：AN, AJ 37/2-2a 
役職 在 不在 
管理部 8 1 
正教授 25 27 
助教授 ［原史料ママ］ 11 - 
復習教員 10 1 
軍楽クラス教授 8 1 
合計 62 30 





この間、彼の門弟プーニョ Raoul PUGNO（1852~1914）が彼のクラスを引き受けた。 
 次いで、同じ 10 月 16 日時点における生徒名簿も作成された。同年 6 月の後期試験のと
きには 67 名を数えた正規生は、27 名にまで落ち込んだ。 
 
表 I-6-2. 1870 年 10 月 16 日時点のピアノ科各クラス生徒数 
史料：AN, AJ 37/2-2a 
クラス 正規生数 聴講生数 合計 
マルモンテル 4 0 4 
マチアス 
（プーニョによる代講） 
4 1 5 
エルツ 5 1 6 
ファランク夫人 11 1 12 
ル・クーペ 3 3 6 
合計 27 6 33 
 
 郵便制度が麻痺していたため、不在者からの手紙が届いたのはようやく 3 月になってか
らであった。フランス国立古文書館のパリ音楽院アーカイヴには、不在の教授たちから 3
月 10 日までに届いた手紙 14 通と、それ以後に届いた手紙 6 通、計 20 通が保存されている。
教授たちは、院長を気遣いながら手紙に各々の消息を詳細に伝えている。例えば、マチア





































（彼の場合は医師の診断書）をオベールに届けた。次に引用するのは 3 月 15 日のマチアス
の手紙である。 
                                                        
364 « Je puis enfin me prévenir l’honneur de vous écrire satisfaire mon vif désir d’avoir de vos nouvelles, et remplir 
un devoir dont il me tardait de m’acquitter. 
 Aux vacances, j’accompagnai ma mère à Boulogne, puis nous nous rendîmes près de Bruxelles chez un ami, 
là je tombai très-gravement malade, pendant deux mois je fus entre a vie et la mort et ce n’est que depuis quelques 
jours que ma santé est rétablie. 
 J’espère, Monsieur le directeur, que les épreuves et les privations causées par le siège de Paris, n’ont pas en 
d’influence fâcheuse sur votre santé. Je serais heureux de l’apprendre de votre illustre main, mais tant d’amis doivent 
vous adresser la même demande, que je ne puis espérer que la mienne soit accueillie, et j’espère n’avoir pas 
longtemps à attendre pour m’en assurer par moi-même. » Lettre de MATHIAS à AUBER, datée du 18 fév. 1871, ibid. 
365 « Après les douloureux évênements [sic] qui viennent de nous accabler, permettez-moi de vous donner signe de 
vie, le service de la poste étant à peu près rétabli. 
 Vous avez appris que j’étais resté en exil, dans votre village du bord de la mer, depuis le rapide et rigoureux 
investissement de Paris et pendant que notre pauvre Conservatoire était converti en ambulance. Nous avons été 
informés de cette triste transformation par une personne de vos amies qui était à Trouville et qui nous a appris, en 
même temps, que votre santé, heureusement, supportait ces affreuses émotions. Mais, Dieu Merci, la paix qui va se 
conclure nous donne l’espérance de pouvoir bientôt rentrer librement à Paris. Aussitôt que cela sera permis et que les 
communications de notre chemin de fer seront rétablies, je ne retarderai pas d’un pur notre retour, car, j’ai bien hâte 
de me retrouver au milieu de mes chers élèves. Il est vrai que je retrourverai ma classe bien incomplète, car plusieurs 
de mes jeunes gens ont rejoint leurs familles à l’étranger ; mais ils se tiennent prêts à revenir à mon premier appel. 




しかし、9 月と 10 月に私の病状は改善するどころか重くなるばかりでした。たいへ













リ市民との対決姿勢を強めていた。3 月 10 日の議会では、家賃の支払い猶予が廃止され家
主には半年前から不払いになっている家賃の取り立てが認められた367。政府とパリ市民の
対立は、3 月 18 日の事件で表面化する。市民の武装解除を目論む政府が、国民衛兵の手で
モンマルトルの高台に移された大砲・散弾砲・12 口径砲、計 171 門の回収を始めたことが
引き金となって、憲兵と群集が衝突し、衛兵に捕らえられたルコント将軍 Claude-Martin 
LECOMTE（1817~1871）とクレマン=トマ Jacques Léon CLÉMENT-THOMAS 将軍が殺害さ
れた。 
 この蜂起で共和政府は無力化され、3 月 26 日、国民衛兵中央委員会がパリ・コミューン
を宣言し、史上初めて労働者階級による自治政府が樹立された。4 月 2 日にコミューン打倒
の作戦を開始したヴェルサイユ軍は 5 月 21 日にパリに入り、この日から 28 日まで一週間
にわたる激しい市街戦が展開された。この戦いで双方の多くの捕虜が銃殺され、兵士、市






                                                        
366 « Très-souffrant à l’époque des vacances, j’ai dû quitter Paris d’après le conseil de mon médecin ; mais, pendant 
les mois de septembre et d’octobre en l’état de ma santé, loin de s’améliorer, ne fit que s’aggraver ; et pendant les 
deux mois suivants une maladie très-grave mit ma vie en danger. 
 Je joins à cette lettre la copie d’une des pièces que je possède, à l’appui de ce que j’ai l’honneur de vous 
exposer. 
 De retour depuis hier, je viens, monsieur le directeur, me mettre à votre disposition, et vous prier de bien 
vouloir m’autoriser à reprendre mon service. […] » Lettre de MATHIAS à AUBER, datée du 15 mars 1871, ibid. 
367 H. ルフェーヴル『パリ・コミューン』（Henri LEFEBVRE, La proclamation de la Commune : 26 mars 1871, 
Paris, Gallimard, 1965, 494 p.）、河野健二、柴田朝子、西川長夫訳、東京：岩波書店、下巻、2011 年、19 頁。 
368 同前、331 頁。 
369 失われた資料でとくに惜しまれるのは、市民の出生、結婚、死亡記録（état civil）である。1859 年以前





























                                                        
370 Théodore DUBOIS, op. cit., p. 90. « A paris, on arma la Garde nationale et je fus incorporé dans un bataillon 
sédentaire du quartier du Gros-Caillou. On ne put nous donner que des fusils à tabatière ; nous faisons l’exercice sur 
l’esplanade des Invalides et montions la garde aux fortifications des quartiers de Vaugirard et de Montrouge. » 
371 « J’étais incorporé dans un bataillon fédéré ! Pendant tout ce temps, la pauvre musique était bien délaissée ! Les 
théâtres et les concerts étaient dans le marasme ! Tout le monde était dans l’attente d’événements qui ne pouvaient 












                                                        
372 NADAR, Félix, Auber, s.d [1869 ?], carte postale, 11,7 x 7,8 cm, coll. privée. 
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更を加え、1878 年発布の新総則（以下 78 年総則と略記する）の基礎ともなる重要なもので
あった。 
図 I-7-1. アンブロワーズ・トマの肖像373 
 
                                                        
373 Anonyme, Ambroise Thomas, ca 1870, impression photomécanique, 11 x 8 cm, Paris, BnF, cote : Est. Thomas A. 






































                                                        
374 « Monsieur le Directeur, vous m’avez consulté pour servir si vous deviez procéder, cette année, comme à 
l’ordinaire, aux examens et aux concours annuels du Conservatoire : je ne pense pas que cela soit opportun. Les 
études ont été tellement entravées par les événements, qu’il ne paraît pas possible de songer à des concours dont la 
faiblesse, plus que probable, serait une nouvelle atteinte portée à la gloire d’une institution dont j’ai particulièrement 
à cœur de relever la vieille et légitime réputation. » 
 « Cependant, je crois qu’il serait bon de faire des examens de fin d’année qui seront, à défaut de concours, un 
utile stimulant pour les élèves. » AN, AJ 37/195-1, p. 135. 
375 Cf. 第 1 部「7-1-1. コンクール中止の決定」。 
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 音楽院は年度末試験を実施し、8 月 3 日までのうちにすべてのクラスの試験が終わった。 
 
7-1-2. 教育体制の変更（1871） 
 1871 年 11 月 9 日、公教育・宗教・美術大臣の名において、未だ保持されていた 50 年総
則における重要な改訂の布告が出された。改訂の対象とされたのは第 5 章、すなわちそれ
まで変更を被ってこなかった教育委員会の編成である。「10 月 31 日付けの同院院長の手紙
に鑑み、芸術庁長官の提案に基づいて」378出されたこの布告は、第 46、47、49、50 項の変
更を決定した（表 I-7-3 に掲げた条文対照表を参照）。 
 変更の要点は、これまでの音楽学習・劇学習教育委員会の機能を教育評議会（Conseils 









年の評議会構成員は表 I-7-4 参照）。 
 
 2）入学審査団 
 - 構成：各科に設置され、教育評議会のメンバ （ー一部）とその科の正教授で構成される。
院長が団長を務める。 




                                                        
376 « Les membres des divers Comités des Etudes démissionnaires ou admis à la retraite, seront remplacés et vous 
voudrez bien veiller à ce que ces Comités ne maintiennent dans les classes que les élèves qui leur paraîtront appelés à 
devenir de véritables artistes. Il ne faut pas que les nullités ou les paresseux prennent la place des élèves bien doués et 
laborieux. J’appelle toute l’attention de Messieurs les Membres des comités sur ce point, car c’est rendre à tous un 
véritable service que d’éclairer, par une juste sévérité, les parents et les jeunes gens qui confondent souvent quelques 
dispositions naturelles avec une véritable vocation. 
 Mais, s’il est nécessaire de se montrer rigoureux avec les élèves sans avenir, on ne saurait trop encourager les 
jeunes travailleurs, en qui la nature a mis l’influence secrète et, pour les dédommager de la privation de ces prix, sur 
lesquels quelques-uns d’entre eux étaient, peut-être, en droit de compter, c’est avec plaisir que j’accorderai des 
enseignements à ce que, MM les membres du comité voudront bien me désigner comme en étant le plus dignes. » AN, 
AJ 37/195-1, p. 135. 
377 本論文 I-5-1 に引用したオベールの手紙参照。 
378 « Vu la lettre du Directeur du Conservatoire en date du 31 octobre dernier ; Sur la proposition du Directeur des 
Beaux-arts », AN, AJ 37/195-1, p. 155. 
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名、および音楽院外部の芸術家で構成される（表 I-7-5 に 1872 年の各セクション委員を掲
げた）。 
 ・音楽院正教授の 6 名は、音楽院院長の提示（指名）と芸術庁長官の提案に基づいて大
臣により任命される。 
 ・この委員は、2 年ごとに半数を入れ替えることができる。 










 入学審査団の特徴は、その科目の教授に重点を置く点にある。次に 1871 年 11 月 23 日に
行われたピアノ科入学試験の審査団の構成を示す。 
 
表 I-7-1. ピアノ科入学試験の審査団の構成（1871 年 11 月 23 日） 
役職 名前 
























年 6 月 14 日に実施されたピアノ科後期試験の試験委員会の成員である。 
 
表 I-7-2. ピアノ科試験委員会の構成（1872 年 6 月 14 日） 
N.B. グレーの行は、改訂条文に定められた 6 名の音楽院内部人員。 
史料：AN, AJ 37/195-1, p. 233 
役職 名前 
院長、委員長 A. トマ 
作曲科教授（音楽学習評議会委員） バザン 
音楽史講師（id.） バルブロー 
外部委員（作曲家） G. ビゼー (1871-75) 
声楽アンサンブル科教授 J. コーエン (1871-96) 
ソルフェージュ科教授 H. デュヴェルノワ (1871-96) 
役学習クラス教授 ポチエ (1871-78) 
外部委員 サン=サーンス (1871-78) 
















表 I-7-3. 50 年総則第 46、47、49、50 項と 1871 年改訂条文対照表 
史料：CP, p. 257 ; AN, AJ 37/195-1, p. 155-156. 
50 年総則 1871 年改訂条文 
第 5 章 教育委員会について 第 5 章 教育委員会、入学審査団、クラス試験委員会について 
第 46 項：教育は音楽学習および劇学習委員会の審議
に一致して、院長によって取り決めが行われる。 
 第 46 項：音楽学習のための評議会が 1 つ、劇学習のための評議会
（Conseil）が 1 つ設置される。 
 これらの評議会のメンバーは、音楽院院長の提示と芸術庁長官の
提案に基づいて任命される。 
第 47 項：音楽学習委員会は 12 名で構成され、その
内、院長と政府役員を含む 9 名は音楽院に所属する
人員、他の 3 名は本機関外部の人員とする。 


























第 50 項 音楽院に提出された作品は、特別教育評議会によって検討
される。 
 専門分野の教授が、意見陳述のために院長によって招聘される。 








表 I-7-4. 1872 年時の音楽院管理体制 
N.B. 史料：An, 1871-1872, p. 915-917. *の人物は An に記載がないため、CP より補足（CP, p. 429） 












中央管理庁 (Administration centrale) 国立美術館庁 (Musées nationaux) 
美術部 劇場監督部 
部長: シャルル・ブラン (1871-73) 
監督 : 
アレー 
ド・フールジュ (1873-? ) 
役員: 
ヴォコヴェイユ (1871-? ) 
劇場局 (Bureau des théâtres) 
1871 
局長: ド・ボープラン (1871-?) 
国立音楽・朗唱院院長 
1871-72 
管理部 音楽学習評議会 劇学習評議会 














































セ (1871-80)   
楽器博物館管理
官・図書館員 
シューケ (1871-86) 和声・実践伴奏科教授 バザン (1871-73) 
  
校医 バッセ 音楽史講師 
バルブロー 
(1871-73)   
助校医 カルカッシオンヌ   
 視学官 ポール・ルノワール 
 
 
音楽学習クラス試験委員会 劇学習クラス試験委員会 音楽学習 劇学習 
1. 音楽学習評議会のメンバー 
2. 音楽院の正教授から選出された人員









73 名 （1872） 
*副次的なクラスの教員と軍楽クラスの教員は除く 
541 名（1871-72） 




表 I-7-5. 1872 年時の試験委員会の編成 
N.B. 院長、政府役員、事務官は除く。括弧内の年代は委員を務めた期間 
1900 年までの委員リストは CP, p. 400-402 を参照 
 
試験委員会 (1872) 
作曲、対位法・フーガ、オルガン (1871-78) オペラ朗唱 
G. ビゼー (1871-75) 外部委員 デュプラート (1871-92) 和声・伴奏科教授 
デュプラート (1871-92) 和声・伴奏科教授 アランズィエ (1871-79) 外部委員 
エルヴァール (1871-77) 外部委員 ド・ルーヴァン (1871-74) 外部委員 
ゴーチエ (1871-72) 外部委員 E. ペラン (1871-85) 外部委員 
ルノー・ド・ヴィルバック (1871-78) 外部委員 E. レイエール (1871-77) 外部委員 
サン=サーンス (1871-78) 外部委員 ド・サン=ジョルジュ (1871-75) 外部委員 
和声 ピアノ、ハープ 
ブノワ (1871-78) 外部委員（元教授） G. ビゼー (1871-75) 外部委員 
バティスト (1871-72) 和声・伴奏科教授 J. コーエン(1871-96) 
声楽アンサンブル
科教授 
デルドゥヴェーズ (1871-91) 外部委員 H. デュヴェルノワ(1871-96) 
ソルフェージュ科
教授 
ル・クーペ (1871-81) ピアノ科教授 ポチエ(1871-78) 役学習クラス 
マチアス (1871-96) ピアノ科教授 サン=サーンス (1871-78) 外部委員 




バタイユ (1871-72) 声楽科教授 R. バイヨ (1871-89) 器楽合奏科 
マルモンテル 父 (1871-87) ピアノ科教授 デルドゥヴェーズ (1871-91) 外部委員 
C. プリュミエ(1871-84) ハープ科教授 ドロッフル (1871-76) 外部委員 
サヴァール  (1871-81) 和声科教授 G. アンル (1871-73) 外部委員 
ヴェルヴォワット (1871-84) 外部委員 マッセ (1871-77) 作曲科教授 
ヴェッケルラン (1871-19...) 外部委員 パドルー (1871-87) 外部委員 
声楽 管楽器 
フォール (1871-78) 外部委員 R. バイヨ (1871-89) 器楽合奏科教授 
E. ゴーチエ (1871-72) 外部委員 ドーヴェルネ (1871-75) 外部委員 
G. アンル (1871-73) 外部委員 ドロッフル (1871-76) 外部委員 
ソゼ  (1871-96) ヴァイオリン科教授 フランコーム (1871-84) チェロ科教授 
スメ (1871-88) 外部委員 ポリュス (1871-73) 外部委員 
ヴェッケルラン (1871-96) 外部委員 ルースロ (1871-80) 外部委員 
合奏 劇朗唱 
ブノワ (1871-78) 外部委員（元教授） E. ペラン (1871-85) 外部委員 
コラン (1871-81) オーボエ科教授 ド・サン=ジョルジュ (1871-75) 外部委員 
フランコーム (1871-84) チェロ科教授 E. ティエリー (1871-90) 外部委員 
ルノー・ド・ヴィルバック (1871-96) 外部委員 J. バルビエ (1871-1901) 外部委員 
レイエール (1871-77) 外部委員 A. デュマ (1871-77) 外部委員 
ヴェルヴォワット (1871-84) 外部委員 モンローズ (1871-80) 朗唱科教授 
 
ブレッサン (1871-77) 外部委員 
ドゥロネー (1877-94) 劇朗唱科教授 
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7-2. ピアノ科 2 教授の交代 
 1842 年に任命された 2 人の教授、ファランク夫人とアンリ・エルツは、それぞれ 1872 年






 7-2-1. ファランク夫人の引退とドラボルドの任命（1872） 
 1872 年 11 月 17 日、68 歳を迎えていたファランク夫人は、公教育・信仰・美術大臣に辞
表を提出した。「私は、今月末に音楽院における教職 30 年目を終えますので、来年 1 月 1
日より退職権の行使をお認め頂けますよう、謹んでお願い申し上げます［…］」380。 
 12 月 27 日、院長トマからも、ファランク夫人の要望が大臣に伝えられた。 
 




















                                                        
380 « Ma trentième année de professorat au Conservatoire de musique expirant à la fin de ce mois, j’ai l’honneur de 
vous prier de vouloir bien m’admettre à faire valoir mes droits à la retraite, à partir du premier janvier prochain [...] » 
Lettre autographe de Mme FARRENC à Saint-René TAILLANDIER, datée du 17 nov. 1872, AN, AJ 37/69-2. 
381 « J’ai l’honneur de vous informer que Madame Farrenc, Profeseur de Piano, demande à être admise à faire valoir 
ses droits à la Pension de retraite, à compter du 1er janvier 1873. 
 J’ai exprimé à Mme Farrenc tout mon regret de la voir quitter une Ecole où, pendant un enseignement de 
trente années, elle a joué de la haute estime dûe [sic] à son caractère comme à son talent, mais, devant sa 
détermination formelle, je ne puis que vous prier de vouloir bien accueillir sa demande. » Lettre de THOMAS à 
Saint-René TAILLANDIER, datée du 27 déc. 1872, F 21/1 298. 
382 « L’enseignement de Mme Farrenc était d’une correction parfaite, d’un puritanisme rigoureux. » PC, p. 180. 

















号を 44 まで出版していた。その中には 2 曲のピアノ協奏曲（作品 11 と 21）を含むピアノ












                                                        
384 彼の 1 回目の立候補は、コーシュ夫人が亡くなる直前の 1865 年 12 月 23 日付けの国務大臣宛の手紙で
表明された。ドリューの請願については 1865 年 12 月 23 日付けの自筆書簡を参照。Cf. Lettre autographe de 
Charles DELIOUX à Eugène ROUHER, datée du 23 déc. 1865, F 21/1 294, classeur « Delioux (Charles). » 1872 年
に彼が立候補したことは、政府の美術局長が公教育・信仰・美術大臣ド・レミュザ Charles DE RÉMUSAT
（1797~1875）に宛てた書簡の写しに記されている。Cf. Copie de la lettre de DE BEAUPLAN à DE RÉMUSAT, 
datée du 19 oct. 1872, AN, Ibid. 
385 1872 年までに、彼はピアノ曲を中心に作品番号 89 番までを出版していた。 
386 J.-M. FAUQUET, « Pfeiffer, Georges-Jean », DMF, p. 962. 
387 Henri BERTINI, Solo composé pour le concours de 1836, op. 109, Paris, H. Lemoine, 1836. ; id., 2me Solo 
composé pour le concours de 1838, op. 121, Paris, H. Lemoine, 1838. 
388 Id., Solos (3) pour piano. Morceaux de concours à l’usage des pensionnats de jeunes demoiselles, op. 167, Paris, 
H. Lemoine, 1847. 
389 « Mes cours d’artistes et autres, mes leçons et bien des années de professorat régulier au Concert de l’Assomption 
où je dirige seul les études attestent de mon habitude de cet enseignement. 
 Il y a quinze ans bientôt que mon premier Concerto a été adopté pour les classes du Conservatoire et, depuis 
ce temps, j’ai toujours suivi la voie que me traçait cet encouragement ; permettez[-]moi donc de solliciter votre 
bienveillant examen de mes œuvres de musique de chambre, d’orchestre, et surtout de piano. » Lettre autographe de 
PFEIFFER à Ambroise THOMAS, datée du 12 fév. 1872, AN, AJ 37/65/1B. 
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年に出版された《ピアノ協奏曲 第 1 番》作品 11390がパリ音楽院のクラスの教材として採用
されたことを、彼は立候補の根拠としている。 
 しかしトマが注目したのは、これら 2 名の音楽家よりも更に齢の若い名手だった。同年生














音楽院には入らず、アルカン、モシェレス、ヘンゼルト Alodf von HENSELT（1814~1889）
に師事し、ヨーロッパ諸国、ロシアで演奏活動を行うピアニスト兼作曲家だった。彼は同















                                                        
390 Georges PFEIFFER, 1er Concerto pour piano avec accompagnement d’orchestre ad libitum, op. 11, Paris, Retté, 
1859. 
391 « Parmi les candidats pouvant prétendre au titre de Professeur de Piano au Conservatoire, il en est deux, M. M. 
Delaborde et Planté qui me pâraissent [sic] plus particulièrement distingué par l’opinion publique, non seulement à 
cause de leur grand et légitime succès de virtuoses, mais aussi par le côté essentiellement classique de leur talent. » 
Lettre d’AUBER au ministre, datée du 27 dec. 1872, AN, F 21/1 295. 
392 Jean-Yves BRAS, « Qui était Élie-Miriam DELABORDE ? », Société Alkan, bulletin n  4, mars 1987, n. p. 
393 Ronald SMITH, Alkan, The man, The music, Londres, Kahn & Averill, 2000, p. 28. 
394 C. HIMELHFARBE, « DELABORDE, Élie-Miriam », DMF, p. 367. 
395 プランテはそれ以前の 1861 年にエラール夫人 Mme Camille ERARD（1813~1889）宅でリストに会ってい
る。Cf. Roseline KASSAP-RIEFENSTAHL, op. cit., p. 104. 
396 Cf. Ibid, voir la fiche sous PDF intitulée « List des concerts » dans le CD annexé à cet ouvrage. 
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 トマの指名から僅か 4 日後、1872 年の大晦日にドラボルドはファランクの後任として正
教授に任命された。50 年総則に従い、正教授第 4 等の資格で 1 200 フランの年俸から彼の
教授のキャリアはスタートした。 
 
 7-2-2. エルツの引退とマサールの任命（1874） 
 ドラボルドの就任から 2 年後の 5 月 1 日、もう 1 人の女子クラス教授アンリ・エルツが
退職した。 
1803 年生まれ399のエルツは、既に 71 歳を迎えていた。エルツはファランクと同年の 1842
年に教授に任命されたが、任命から 30 年を経ても職務を継続していた。というのも、エル
ツは 1846 年から 1851 年までアメリカ旅行に出ていたため勤続年数が 30 年に達するために
はなお 6 年の勤続が必要だったからである。しかし、彼は 1880 年を待たずに職を離れなけ
ればならなかった。その理由は彼の健康状態の悪化であった。1874 年 2 月 27 日、既にレッ
スンが困難なほど体調を害していたエルツは、トマに次のようにな提案をした。 
 




                                                        
397 « Il m’eut été difficile de faire un choix entre ces deux maîtres. Mais ayant acquis la certitude que, pour des 
raisons de convenances personnelles, M. Planté tient à continuer de vivre loin de Paris une grande partie de l’année, 
je n’hésite pas à vous proposer de nommer M. Delaborde Professeur de Piano, en remplacement de Madame Farrenc. 
 J’ai la conviction que la nomination de M. Delaborde, en attachant au Conservatoire un artiste éminent, 
exercerait la plus salutaire influence sur notre Ecole de Piano tout entière. […] » Ibid. 
398 « Je croix devoir aussi mentionner les demandes de MM Charles Delioux et Georges Pfeiffer tous deux pianistes 
des plus distingués et compositeurs de mérite. » Ibid. 
399 エルツの誕生日には諸説ある。L. シュナペールによれば、フランスにおける彼の結婚証明書では 1806
年生まれとなっている。一方、1888 年の死亡証明は他界時の年齢を 86 歳としており、逆算すれば 1803 年
となる。実際のところ、出生証明から彼の生年を明らかにすることはできない。彼の生まれたオーストリ
アにおいて出生証明の作成を定める民法は 1811 年に成立しており、シナゴーグの文書はナチス政権下で処
分されたからである（エルツはユダヤ人だった）。Cf. Laure SCHNAPPER, op. cit., p. 23-24. 
400 « Lorsque j’ai eu l’honneur – il y a quelque temps – de vous prier de vouloir bien m’accorder un congé de 3 à 4 
semaines, vous avez eu l’obligeance de me dire que vous y consentiez très-volontaire. 
 Je viens dans aujourd’hui vous prier de vouloir bien m’accorder un congé et un même temps vous proposer 
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 ルティ夫人（旧姓ルロワ） Emilie-Charlotte RETY（née LEROY 1828~?）は、エルツのク


























Louise Aglaé MASSART（née MASSON, 1827~1884）を単独で指名した。その理由について、
トマはマサール夫人の略歴を挙げながら同じ手紙で次のように書いている。 
 
                                                                                                                                                                  
Mme Rety pour faire la classe pendant mon absence. » Lettre autographe de HERZ à A. THOMAS, datée du 27 fév. 
1874, AN, AJ 37/70-1. 
401 « Ma sainté ne me permettant pas de continuer mon enseignement comme professeur de piano au Conservatoire 
de musique, j’ai l’honneur de vous prier de vouloir bien me faire obtenir ma mise à la retraite. », lettre autographe de 
HERZ à THOMAS, datée du 14 avr. 1874, AN, AJ 37/70-1. 
402 « Certificat d’infirmité » daté du 30 avr. 1874, ibid. 
403 後に提出された 6 月 13 日付けの診断書には、喉頭炎とも記されている。Cf. Certificat médical de Henri 
HERZ, daté du 13 juin 1872, ibid. 
404 Ibid. 
405 « Henri Herz m’écrit que l’état de sa santé ne lui permet plus de continuer de faire sa classe au Conservatoire et 
l’oblige à demander son admission à la retraite. 
Déjà, à plusieurs reprises, M. Herz a dû interrompre son service et, malgré tout mon désir de conserver à la tête de 
l’enseignement du piano un artiste éminent dont le nom est de ceux qui honorent le plus notre École, je dois quoique 
à regret, me rendre aux raisons sérieuses qui lui ont dicté sa décision. » Minute de la lettre de THOMAS au ministre 
de l’Instruction public, des cultes et des beau-arts, datée du 30 avr. 1875, AN, AJ 37/71-1. 
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エルツ氏の後継者の選択はたいへんに私を悩ませました。注目に値する一定数の傑
出した芸術家たちがおりました。しかし、今回は、1 人の女性芸術家に女子 3 クラ
スの 1 つを託すことが公正な判断であると思われました。またマサール夫人のもつ
諸々の資格によって、この選択は根拠あるものとなるように思われました。 


















 マルモンテルがレッスンを始めて 1 年半後には、フィールドのピアノ協奏曲の数々を「魅
力ある繊細さで（avec une délicatesse exquise）」演奏できるようになった彼女を、音楽院は「熱
狂的に（avec un enthousiasme）」迎え入れ、その入学は「重要な出来事（un événement important）」
として認知された409。彼女がコーシュ夫人の受け持つ予科に登録したのは、1838 年 10 月 8
日で、ピアノ科の長老アダンのクラスに入ったのが 14 歳になった翌年の同月 14 日のことだ
った。学習を終えた 1840 年のコンクールでもその存在感は際立っており、聴衆の「熱狂的
な喝采を浴びて（aux approdissements enthousiastes）」1 等賞を得た。17 歳でルイ=フィリッ
プの次男ヌムール公爵の妻、ヌムール公爵夫人 Victoire de SAXE-COBOURG-KOHARY, 
duchesse DE NEMOURS の専属ピアニストとなり、七月王政下の宮廷で演奏した410。 
 彼女はファランク夫人のように作曲家ではなかったが、マルモンテルはその演奏を「正確
だが、それでいて大家たちの作品から霊感を受けていた（l’interprétation exacte, mais inspirée 
des œuvres des maîtres）」411と評している。マルモンテルは彼女の作品に対する深い洞察力を
                                                        
406 « Le choix du successeur de M. Herz m’a vivement préoccupé. Un certain nombre d’artistes distingués méritaient 
de fixer l’attention. Mais, cette fois, il m’a semblé juste de confier à une artiste femme l’une des 3 classes consacrées 
aux demoiselles et les titres de Madame Massart m’ont pour de nature à justifier cette préférence. » Ibid. 
407 VC, p. 84-85. 
408 « Mlle Masson était un type idéal d’enfant prodige, toujours souriante, empressée à ses devoirs. Les parents 
n’avaient jamais besoin de stimuler son ardeur ; elle aimait l’étude, adorait le piano et calculait les heures de leçon 
avec une ferveur presque religieuse. » Ibid, p. 84. 
409 Ibid. 
410 彼女の才能は、オルレアン家に敵をもつブルボン系王族の支持者たちの集うフォブール=サン=ジェルマ
ン地区のサロンでさえ好意的に受け入れられた。Cf. Ibid., p. 86. 



























417）を擁護した批評家のドルティーグ Joseph Louis D’ORTIGUE（1802~1866）、ベルリオー
ズ Hector BERLIOZ（1803~1869）、リスト、アントン・ルービンシテイン Anton RUBINSTEIN
（1829~1894）、院長トマ、グノー、ルベール、マスネを挙げている。国際的に活躍するピ
アニスト兼作曲家、パリ音楽院出身の著名な作曲家、作曲教授たちが集うこの「たいへん人
気の高い芸術的中心（un centre artistique des plus recherchés）」418で、パリ音楽院の彼女に対
                                                        
412 例えば、1849 年 1 月 21 日にはオーケストラ団体ユニオン・ミュジュカル（Union musicale）との共演で
ウェーバーのピアノ協奏曲を演奏している。Cf. Anonyme, « Nouvelles diverses », Le Mén., 16e année, n °8, le 
21 janv. 1849, n. p. 1851 年 4 月にはブーローニュ・シュル・メールでフンメルの協奏曲、「ラヴィーナ、ゴリ
アの近作」を演奏した。Cf. Anonyme, « Nouvelles diverses », Le Mén., 18e année, n  19, le 6 avr. 1851, p. 4. 
413 彼は戸籍上ルドルフ・クロイツァーの甥で（実際にはタルマ François-Joseph TALMA ［1763~1826］の
非嫡出子）、パリで批評家、作曲家として活躍した。歌曲、室内楽、ピアノ協奏曲、交響曲、宗教曲、ピア
ノ独奏曲、作曲教程など幅広い領域で質の高い作品を残しているが、ほとんど研究されていない。 
414 Léon KREUTZER, Concerto de piano, Paris, Imp. Salme, 1863. 
415 楽譜は右のサイトで閲覧可能。BnF, Gallica, http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b52500898p（2015 年 5 月
11 日アクセス）。 
416 « Son style s’est accusé d’une façon plus ferme ; l’expression naïve et contenue est devenue plus expansive ; les 
audaces enfantines se sont transformées en traits de bravoure ; une sonorité plus colorée, plus profonde, a donné plus 
d’accent et de chaleur à virtuosité féminine, en la virilisant, sans lui faire perdre aucune de ses qualités. » VC, p. 86. 
417 Ch.-V. アルカンもマサール夫人に敬意を払い、ピアノのための《歌曲集 第 3 集》作品 65（Paris, Richault, 
1866）を献呈している。 










 トマはこうした背景からマサールを指名し、大臣への手紙を 3 つの提案で締めくくった。 
 
従って、大臣殿に謹んで次の事柄を提案致します。 




 3. 1 200 フランの年俸でマサール夫人をピアノ教授に任命すること420。 
 
 トマは、エルツに名誉称号を与えて音楽院ピアノ科の威信を維持しようとした。 
 エルツは、30 年間の勤続に至らず退職のやむなきに至ったが、それでも過去 6 ヵ年分の
給与の平均額 2 000 フランの退職年金を享受することとなった。これは、1853 年の 6 月 9
日の市民年金法第 41 項に定められた例外に基づく処置であった421。条項の第 2 条は職務遂
行に起因する重大な事故により職務継続が困難となった場合には、勤続 20 年で 50 歳を超




 5 月 1 日、エルツは退職し、マサールがその日からレッスン室を占めた423。
                                                        
419 « Ce n’est pas, croyons-nous, sans une douce émotion et sans un juste sentiment d’orgueil qu’elle a pris la 
direction de cette classe autrefois tenue par le vénérable Louis ADAM. » Ibid. 
420 « J’ai donc l’honneur de vous proposer, Monsieur le Ministre : 
« 1° d’admettre à faire valoir ses droits à la retraite à compter du 1er mai, M. Henry Herz qui compte plus de 60 ans 
d’âge et plus de 26 ans de services ; 
2° d’accorder le titre de Professeur honoraire à M. Henri Herz, par une exception qui justifie sa grande et légitime 
réputation ; 
3° de nommer Professeur de Piano, Madame Massart, avec un traitement annuel de douze cents francs. » Copie de la 
lettre de THOMAS à MASSART, datée du 30 avr., AN, AJ 37/71-1. 
421 Rodolphe DARESTE DE LA CHAVANNE (éd.), op. cit., p. 45-46. 
422 « […] une grande fatigue qui lui fait éprouver son enseignement au Conservatoire. » « Certificat d’infirmité » 
daté du 30 avr., AN, AJ 37/70-1.  
423 この日付は公教育・宗教・美術省が発行した 5 月 6 日付けの退職および退職年金証明書に記載されてい














                                                        
424 E. DEMAISONS, Henri Herz, s. d., lithographie ( ?), 10 x 6 cm, Strasbourg, Bibliothèque nationale universitaire 











図 I-7-3. マサール夫人の肖像425 
 
                                                        
425 LEVASSEUR, Madame Louise Aglaé Massart, 1879, estampe, 20 x 15 cm, BnF, département Musique, cote : 
Est.MassartL.A.001E, Poste d'accès aux ressources électroniques : IFN- 7721587. 
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第 8 章 音楽史クラスの創設（1871） 
 
  第 3 章でみたように、音楽院では 1848 年から音楽史クラスの創設が望まれていた426。
音楽における歴史意識の高揚は、1860 年代以降の音楽界に広く見られた427。音楽院内では、
1848 年のマルダン、ド・ラ・ファージュの要望のみならず、付属図書館の蔵書拡大428、音
楽院構内に設置された音楽博物館の設置によっても刺激された。音楽図書館は 1795 年 8 月
















 1871 年 8 月 31 日、アンブロワーズ・トマは、1848 年の総則草案作成委員会での議論を










 経験と私自身の信念から、ある 2 つの委員会
コンミッシオン
の願い――それは同時に一般的な
                                                        
426 Cf. 本論文 I-3-3。 
427 1867 年のパリ万博の音楽展の主題は作曲、演奏に加え歴史が一つの柱に加えられた。Cf. 井上さつき、
前掲書、104 頁。 
428 50 年総則第 99 項は 1834 年の王令（ordonnance du roi）によって新刊の登録が増加したこと、楽譜・書
籍購入のための予算が認められたことによって蔵書が増加したことに言及している。CP, p. 259, art. 99. 
429 « [La bibliothèque] est composée d’une collection complète des partitions et ouvrages traitant de cet art, des 
instruments antiques ou étrangers, et de ceux à nos usages qui nomme la bibliothèque. » CP, p. 124. 
430 1834 年の王令は、公的機関への遺贈・提供・寄贈を許可する内容である。Cf. J. B. DUVERGIER (éd.), 
Collection complète des lois, décrets, ordonnances, règlements, et avis du Conseil d’État, t. 34, Paris, s. n., 1834, 
p. 14 
430 CP, p. 259, art. 99. 
431 « […U]ne collection d’ouvrages didactiques et historiques sur l’art de la musique, les partitions françaises et 
étrangères de tous les genres et de tous les compositeurs, et les œuvres de musique en général, s’augmente par des 
acquisitions et par l’exemplaire de chaque ouvrage déposé à la Librairie et destiné à enrichir cette Bibliothèque. », CP, 
p. 225. 傍点強調は筆者による。図書館内部の様子は附録 I-33~I-34 参照。 
432 Antonio Bartolomeo BRUNI, Un inventaire sous la Terreur, état des instruments de musique relevé chez les 
émigrés et condamnés, introduction, notices biographiques et notes, par J. Gallay, Paris, G. Chamerot, 1890, p. 67.こ
こには 1794 年 10 月 18 日（共和歴 3 年ヴァンデミエール月 17 日）に翌年音楽院となる王の遊興費館に収
められた 9 点の楽器のリストが掲載されている。楽器博物館内部の様子は附録 I-36 参照。 
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願いでもあります――に応えて、今日、次の 3 講座の創設を提案致します。 
 
 1. 音楽美学と音楽史の講座 
 2. 歴史と劇文学の講座 
 3. 声楽の様々な古典的楽派を学ぶ声楽アンサンブルの講座433 
 

















この説明から 1 と 2 の講座は、それぞれ音楽部門の理論系学科、朗唱部門の高等教養科目
                                                        
433 « Depuis longtemps on regrette l’absence au Conservatoire, d’un enseignement supérieur qui élèverait le niveau 
des études musicales et en serait le complément. Déjà, en 1848, l’utilité de cet enseignement a été reconnue par la 
Commission chargée de rechercher les améliorations à introduire dans notre grande Ecole nationale. Le même vœu a 
été exprimé par la Commission de 1870.  
 L’expérience et ma propre conviction m’imposent le devoir de répondre au vœu des deux commissions, qui 
est en même temps le vœu général, en proposant aujourd’hui la création de trois nouveaux cours :  
 1° Cours d’esthétique et d’histoire de la musique ;  
 2° Cours d’histoire et de littérature dramatiques ; 
 3° Cours d’ensemble vocal, étude des diverses écoles classiques du chant. » CP, p. 310. 
434 « Le court d’esthétique, plus particulièrement obligatoire pour les élèves îles classes de composition, serait 
facultatif pour les élèves d’harmonie et les élèves les plus distingués de toutes les autres branches de l’enseignement. 
Des personnes étrangères au Conservatoire pourraient y être admises. Sans présenter ici un programme définitif du 
cours, voici toutefois quels eu seraient les principaux éléments : Histoire sommaire de la musique, depuis l’époque la 
plus reculée jusqu’à nos jours. — Paléographie musicale. Notations. Exposé des divers systèmes musicaux. — 
Musique sacrée et profane. Biographie des grands maîtres. Étude critique de leurs œuvres , etc. 
 Le cours d’histoire et de littérature dramatique comprendrait : L’étude sommaire de l’histoire dans ses 
rapports avec l’art dramatique. L’analyse des chefs-d’œuvre du théâtre français et des théâtres étrangers.  
Les élèves de déclamation spéciale et lyrique seraient tenus de suivre ce cours. Les élèves distingués des autres 
classes, notamment des classes de composition et de chant, y seraient admis. Des personnes étrangères à l’École 
pourraient être autorisées à y assister. 
Le cours d’ensemble vocal serait destiné aux meilleurs élèves des classes de chant. Par l’analyse et par 
l’exécution des morceaux d’ensemble (duos, trios, quatuors, etc.), choisis dans les chefs-d’œuvre des maîtres, les 







ある435。この 3 講座のうち、大臣が承認したのは 1 と 2 の歴史講座のみであり、1 に関して
は講座名から「美学」は省かれた436。 
 こうして 1872 年 2 月、音楽史講座がついに開講されることとなった。この講座を受けも
ったのは哲学者や歴史家ではなく、ローマ賞を獲得した経歴をもつ博識な作曲家たちであ
った。1872 年 2 月 22 日に最初の授業が行われたこの音楽史の授業内容を知る手がかりはほ
とんどない。というのも、1878 年に音楽史クラスの教授となったブルゴー=デュクードレー 














法・フーガのクラスで 1 等賞（1819）、カンタータ《アニェス・ソレル（Agnès Sorel）》でロ





 彼に認められた年俸は 2 500 フラン440で、マッセ、ルベール、バザンら作曲家 3 教授と並
                                                        
435 Cf. 本論文 III-1-2.  
436 当時フランスにおいて美学という用語が十分に受容されていなかったことが原因であろう。Cf. 本論文
III-2-2.  
437 SV, p. 149. 
438 CP, p. 691. 
439 Auguste BARBEREAU, Études sur l’origine du système musical, Paris, Bachelier, 1852. この著作はフェティ
スとの論争を引き起こした。この論争は、次に示す雑誌上で刊行された公開書簡で展開された。Cf. 
François-Joseph FÉTIS, « Théorie de la musique. Études sur l’origine du système musical », RGM, 20e année, n°  4, 
le 23 janv. 1853, p. 25-28 ; no 7, 13 fév. 1853, p. 49-52. この記事を契機として、バルブロー本人ではなくその門
弟デュリュット François-Antoine-Camille DURUTTE（1803~1881）がこの著作を巡って論争を繰り広げる。
Cf. François-Antoine-Camille DURUTTE, « Théorie de la musique. Études sur l’origine du système musical », RGM, 
20e année, n° 8, le 20 fév. 1853, p. 57-60 ; n° 9, le 27 fév. 1853, p. 73-75 ; n°  11, le 13 mars, p. 88-91. 




理論系科目の一般的優位に由来すると考えられる。実際、1871 年 9 月 12 日に発行された任
命の布告で、バルブローは「音楽に関する重要な著作の著者」と認識されている441。 
 ところで、1871-1872 年度の後期から始まったバルブローの講義は、誰を対象としていた
のだろうか。開講に先だつ 2 月 19 日、院長トマは作曲科教授たちに次のように書き送って
いる。 
 















されてしまう。任命から約 1 年を経た 1872 年 9 月 19 日、バルブローは院長に辞表を提出
した。この手紙には、彼が前月より「左半身の激しい神経痛（violentes douleurs névralgiques 
au côté gauche）」に悩まされていたことが記されている445。バルブローは、彼が講義内容を
出版する間もなく 1872-1873 年度の初日（10 月 1 日）に任を解かれた。 
 講義内容を知ることは今となっては困難であるが、講義の形態を示すメモが前述のファ
イルに収められている。そこには授業を行うために用意する次の物品が挙げられている。
テーブル 2 卓、ヴァイオリン一丁、コントラバス一台、グランド・ピアノ、架台に乗せた 6
                                                        
441 AN, AJ 37/67/2. 
442 « J’ai l’honneur de vous prier de vouloir bien faire connaître à vous élèves que Mr Barbereau commencera son 
cours d’histoire générale de la musique jeudi prochain 22 de ce mois à 4 heures et que, plus particulièrement destinés 
aux élèves des classes de composition, ce cours qui aura lieu une fois par semaine est pour eux obligatoire. »  
Copie de la lettre d’Ambroise THOMAS adressée à REBER, à MASSÉ et à BAZIN, datée du 19 fév. 1872, AN, AJ 
37/83/8d. 
443 « Les élèves des classes d’harmonie, de chant et les élèves des classes instrumentales peuvent sur leur demande et 
la désignation de leur professeur être admis à suivre ce cours qui aura lieu, une fois par semaine dans la petite salle du 
Conservatoire. » Ibid. 
444 このファイルには生徒以外の外部関係者に送られた出席許可状送付先一覧が残されている。23 名の名
前を記したリストには、1870 年の総則改訂委員を務めた音楽著述家のド・シャルナセ Guy DE CHARNACÉ 




445 Lettre autographe de BARBEREAU à THOMAS, datée du 19 sept. 1872, AJ 37/83/8d. 
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図 I-8-1. A. バルブローの肖像447 
   
 
                                                        
446 « Deux tables | un violon | une contrebasse | piano à queue | tableau noir sur chevalet｝de 1 m 05 de hauteur | sur 
l m 50 largeur | - avec 6 portées ** | avec craie | éponge humide | torchon, etc. | un pupitre mouvant sur la table | 
papier blanc | papier de musique | Canif | crayons. » Ibid. 
447 FRANCK, Mathurin-Augustin Balthazar Barbereau, 1879, photographie, 9 x 5 cm, publiée par Photographie 
Franck, Rue Vivienne 18 à Paris, Paris, BnF, poste d’accès aux ressources électroniques : IFN- 8415542. 
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8-3. ウジェーヌ・ゴーチエ 
 51 歳のゴーチエ Eugène GAUTIER（1822~1878）は、1872 年 10 月 3 日に発布された布告
により、バルブローの後任として音楽史クラス教授に任命された448。バルブローよりも若
いゴーチエは、前任者と良く似た経歴の持ち主である 449。1838 年にアブネック 
François-Antoine HABENECK（1781~1849）のクラスでヴァイオリンの 2 等賞を獲得し、9
月にそのままオペラ座オーケストラの団員となる。ローマ賞コンクールで 2等賞を得た 1842
年にパリ音楽院演奏協会の楽団員となり、1848 年にオペラ座管弦楽団の副指揮者に、1849
年頃から 1852 年、および 1863 年から 1864 年にかけては、イタリア座で声楽のコレペティ




















 ゴーチエの着任にあわせて、トマは音楽史の履修枠を広げた。1872 年 12 月、前年と同じ
ように院長は次のような告示を出した。 
 
ゴーチエ氏は 12 月 10 日火曜日 4 時ちょうどから、一般音楽史講義を開始し、以後
                                                        
448 AN, AJ 37/69/3. 
449 この段落の記述は右の辞書項目に依拠している。Éric KOCEVAR, « GAUTIER, Jean-François Eugène », 
DMF, p. 506. 
450 « […] Sa démission ayant été acceptée, le Ministre de l’instruction publique, sur la présentation de M. Ambroise 
Thomas, a nommé, pour lui succéder, un compositeur distingué, M. Eugène Gautier, professeur d’harmonie au 
Conservatoire, maître de chapelle de Saint-Eugène et l’un de nos meilleurs écrivains en musique. 
 Parmi les nombreux articles qu’il a donnés à divers journaux, entre autres au Ménestrel, sur la musique et les 
artistes anciens, beaucoup ont été remarqués. Pour être intéressant, M. E. Gautier, n’aura qu’à faire son cours comme 
il fait ses articles. […] » Anonyme, « Paris et départements », Le Mén., 38e année, n° 46, le 13 oct. 1872, p. 375. 
451 GAUTIER, Eugène, « Une visite au musée instrumental du Conservatoire », Le Mén., Paris, Heugel, 1833-1940, 
36e année, n° 44, le 3 oct. 1869, p. 345-347 ; n° 45, le 10 oct. 1869, p. 353-354 ; n° 46, le 17 oct. 1869, p. 361-362. 
この記事は後に彼の著作『バカンス中の音楽家――研究と回想』に収録された。Cf. Eugène GAUTIER, Un 











図 I-8-2. 音楽院外の関係者に宛てられた音楽史講義再開の通知状（1873） 
N.B. フランス国立古文書館, AJ 37/83/8d 
 
 
                                                        
452 « M. Eugène Gautier commencera son cours d’Histoire générale de la musique le mardi 10 Décembre à 4 heures 
précises et le continuera les mardis suivantes à la même heure. Ce cours est obligatoire pour les élèves des classes de 
composition et pour le lauréats des classes d’harmonie. 
 Les autres élèves peuvent y être admis sur la présentation de leurs professeurs. », brouillon de l’avis au sujet 
de l’ouverture de la classe de l’histoire générale de la musique, AN, AJ 37/83/8d, s. d. 
453 Brouillon des lettres de THOMAS aux professeurs de composition et d’harmonie, ibid. 
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 最初の講義の日時と毎週火曜日に授業が継続される旨を記したこの通知状は、文末に書
かれているように、最初の 3 回分の入場許可証として通用した。 















図 I-8-3. 1877 年新学期の音楽史講義開始を知らせるポスター（1877） 
N.B. フランス国立古文書館, AJ 37/83/8d 
 
                                                        
454 « Les artistes et les amateurs peuvent être admis au cours d’histoire de la musique de M. Eugène Gautier, qui a 
lieu chaque mardi à quatre heures, au Conservatoire. Les cartes d’entrée se délivrent au secrétariat, 15, rue du 
Faubourg-Poissonnière. » Anonyme, « Nouvelles diverses », RGM, 40e année, n° 1, le 4 janv. 1873, p. 6. 
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度初めに作成される授業登録簿は、1905 年にフォーレ Gabriel FAURÉ（1845-1924）が院長
に就任する 1904-1905 年度から 1910-1911 年度までのものがフランス国立古文書館ピエルフ
ィット分館に収められている457）。 
                                                        
455 « Son cours d’histoire de la musique, tantôt parlé, tantôt chanté, était véritablement un enseignement des plus 
attrayants et des plus populaires où l’anecdote finement contée semait sur des sujets parfois arides ses vives et 
scintillantes paillettes. » J.-L. HEUGEL, « Nécrologie Eugène Gautier », Le Mén., 44e année, n° 19, le 7 avr. 1878, 
p. 152. 
456 « La publication de ce cours d’histoire rédigé par les soins du professeur était l’une des dernières préoccupations 
d’Eugène Gautier et il y travaillait encore durant le cours de l’impitoyable maladie qui est venue le prendre avant 
l’heure mais il avait eu la malheureuse inspiration de quitter ce travail calme et paisible pour tenter encore une fois la 
fortune du théâtre avec la Clé d’or, une comédie d’Octave Feuillet par laquelle Eugène Gautier avait espéré faire 
revivre le genre tempéré des opéras-comiques d’autrefois. Le résultat fut d’autant plus malheureux qu’en portant un 
coup fatal aux illusions de Gautier, il se détournait pour jamais de son enseignement du Conservatoire où sa mort 
laisse un vide bien regrettable. » Ibid. 




1878 年の新総則第 23 項によれば、音楽史クラスを必修科目として課せられたのはゴーチエ
の時と同様、作曲・和声科の生徒たちであった。1878 年 10 月 7 日の布告で講師に任命され




合唱が彼の関心を捉え、帰国後、故郷ナントに 2 年間滞在する間に地方主義運動（mouvement 
régionaliste）の推進者の一人となった。彼は同地の新聞で民衆歌の定義、保存・継承方法、




楽的任務、1875 年 1 月から 5 月』462をまとめた。これらの著書で、彼はそれまで「余りに
無視されてきた東方の音楽（la musique orientale, trop négligée）」463を西方人（Occidentaux）
が理解する必要性を訴え、ギリシア人に自国の歌の継承を促しつつ、音楽的・考古学的関
心と地方主義的関心を結びつけた。 
 彼は 1878 年 11 月 21 日に行われた最初の講義を、ローマ大賞を得て「音楽院を離れたの
は 16 年前だが、昨日のことのように思えます」464というフレーズで始めている。実際、彼
は任命された当時、まだ 38 歳という若さだった。初講義の原稿は、12 月 1 日から 4 回に亘









                                                        
458 CP, p. 439. 
459 M.-C. MUSSAT, « BOURGAULT-DUCOUDRAY, Louis-Albert », DMF, p. 172.  
460 Ibid. 
461 L.-A. BOURGAULT-DUCOUDRAY, Souvenirs d’une mission musicale en Grèce et en Orient, Paris, Hachette, 
1876, p. 1. 
462 Id., Études sur la musique ecclésiastique grecque, mission musicale en Grèce et en Orient, janvier-mai 1875, 
Paris, Hachette, 1877. 
463 Ibid., « Préface », n. p. 
464  « Il y a seize ans que j’ai quitté le Conservatoire, et pourtant il me semble que c’est d’hier. » L.-A. 
BOURGAULT-DUCOUDRAY, « Cours d’histoire générale de la musique, séance d’ouverture », Le Mén., 45e année, 
n° 1, le 1er déc. 1878, p. 1. 
465 M.-C. MUSSAT, op. cit., p. 172. 
466 « Il me semble que pour nous, Français, rien n’est plus nécessaire que de connaître nos propres classiques. », Le 
Mén., 45e année, n° 2, le 8 déc. 1878, p. 9. 








 彼は、全 20 回の講義の大部分をオペラに割り当てることを確認した上で、扱う時代を 5
区分する。次にこの時代区分を要約する。 
 
 1. テオドシウス帝の治世だった紀元後 380 年から 1000 年まで。長い夜の時代。アンブロ
シウスとグレゴリウス 1 世による 2 度の聖歌改革によって特徴付けられる。 
 
 2. 紀元後 1000 年から 1400 年。醸成期。初期の和声に通じた作曲家（harmonistes）がい
くつもの試みを行うが、「芸術の名は値しない（ils ne méritent pas le nom d’art）。」 
 
 3. デュファイ Guillaume DUFAY（1397 ?~1474）で始まる時代から 1560 年まで。デュフ
ァイは、「この［芸術の］名に値する初めての和声作曲家」。 
 
 4. 1560 年から 1660 年まで。カヴァッリ Francesco CAVALLI（1602~1676）のパリ到着と
《セルセ》上演の時期から。イタリア・ルネサンス469の時代。旋律の解放とオペラの誕生。 
 














12 月 12 日にあたる第 4 講で是非とも演奏させることができればと強く願っており
ます。私はコーエン氏に会いました。私はこの件について、彼にひとこと言ってお
                                                                                                                                                                  
attrayantes. » Ibid., p. 10. 
468 « La pensée d’étaler devant vous et de les admirer avec vous, un secret orgueil enfin d’être le fils d’une terre si 
féconde […] » Ibid. 










 親愛なる先生、私が最初に行う 6 回の講義の最終的なプランと、実例として演奏
してもらいたいと考えている曲の選択もお目にかけたいと思っています。これらの






 フランソワ 1 世 François Ier（1494~1547）の治世下に活躍したルネサンス期のフランスを
代表するジャヌカン Clément JANEQUIN（ca 1485~1558）による《マリニャンの戦い》は、
1515 年イタリアのマリニャーノで実際に起こった騒乱を、擬音を駆使して描いた 4 声のシ
ャンソンである。この作品は、既に 1844 年にパリで出版された宗教古典声楽曲集の第 5 巻
に収められており471、曲例の選択と演奏用楽譜の準備そのものは困難ではなかった。 





                                                        
470 « Cher maître, 
Comme je vous l’ai dit l’autre jouir, je désire vivement pouvoir faire chanter la Bataille de Marignant de Clément 
Jeannequin à ma 4e leçon qui tombera le 12 décembre. J’ai vu M. Cohen ; je lui en ai touché un mot : il paraît bien 
disposé. 
 Mais M. Réty me dit que la classe d’ensemble va être occupée par la préparation de l’exécution des envois. 
 Je viens vous demander de vouloir bien me forcer un rendez-vous. Car j’ai besoin de vous voir pour causer de 
cela, et je tiendrais à avoir d’ici à quelques jours une solution définitive sur la possibilité de réaliser mon désir.  
 J’ai le plus grand désir aussi, cher maître, de vous soumettre le plan définitif de mes six premières leçons, 
ainsi que le choix des morceaux que je compte faire exécuter à titre d’exemples. Ces morceaux, exempté la bataille de 
Margnan, ne demanderont que 4, 5, ou 6 interprètes, un double quatuor au plus. Je sens trop la responsabilité que 
m’incombe pour agir sans vous consulter ; d’ailleurs rien n’est plus doux pour moi que d’échanger avec vous des 
idées sur l’art auquel vous m’avez initié. » Lettre de BOURGAULT-DUCOUDREY Ambroise Thomas, datée du 11 
nov. 1878, AN, AJ 37/83-8f. 
471 Joseph-Napoléon NEY (dir.), Recueil des morceaux de musique ancienne exécutés aux concerts de la Société de 
musique vocale religieuse et classique, fondée à Paris en 1843, vol. 5, Paris, Pacini, 1844, 133 p. この曲集は、作曲
家モスコヴァ大公ジョゼフ=ナポレオン・ネーを中心に創設された宗教・古典声楽協会（Société de musique 
vocale religieuse et classique）のレパートリーとして出版された。この団体は、1834 年頃に閉鎖されたショ
ロン Alexandre-Étienne CHORON（1771~1834）の王立宗教・音楽学校の理念を継承するもので、その創立
目的は「特に 16、17 世紀のフランス、ベルギー、イタリア、ドイツの大家によって書かれた声楽作品を、






























今後の研究課題とすることとし、音楽院の制度史を 1878 年の再編成へと進めよう。 
 
                                                        
472 « Pendant les directions de Thomas et de Dubois, le cours d’histoire de la musique était consideré pratiquement 
comme un element superflu du programme. Les eleves dédaignaient l’injonction de 1878 qui leur demandait d’y 
assister, et ne le faisaient que lorsque bon leur semblait ; les professeurs n’accordaient qu’une importance minime à 
son existence, et ne tenaient pas compte des prières de Bourgault-Ducoudray qui leur demandait de coopérer en 
envoyant les élèves à ses conferences. » Woldu, Gail Hilson, « Gabriel Fauré, directeur du Conservatoire: les 
réformes de 1905", Revue de Musicologie », tome 70, no 2, 1984, p. 208. 
473
 Ibid., p. 204. 
  




図 I-8-5. ブルゴー=デュクードレーの肖像475 
                                                        
474 Anonyme, Jean François Eugène Gautier, 1870, photographie, 18,5 x 15 cm, Paris, BnF, cote : Est. Gautier 001, 
poste d’accès aux ressources électroniques : IFN- 8420214. 
475 François TOURANCHET, Louis-Albert Bourgault-Ducoudray, ca 1889, photographie, 14 x 10 cm, Paris, BnF, 
cote : Est. Bourgault-Ducoudray 004, Poste d’accès aux ressources électroniques : IFN- 8415995. 
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第 9 章 1878 年の再編成 
 
 1870 年の規則改訂が政治的事件のために頓挫してから、音楽院は 1878 年まで個々の特別
布告によって状況の変化に対応しながら 50 年総則を運用してきた。1871 年から 1878 年ま
での間に出された音楽部門に関する院長・大臣の提案・布告には次のようなものがある。 
 
-1871 年 器楽と声楽のソルフェージュに区別を設ける布告476 
器楽ソルフェージュのプログラム：1. 音楽の基礎概念、2. イントネーションと




-1871 年 8 月 26 日：大臣に対する寄宿学校廃止の提案（A. トマ）477 
-1871 年 8 月 31 日：音楽美学・音楽史講座、歴史・劇文学講座、声楽アンサンブル（声
 楽の様々な古典的楽派の学習）講座の創設の提案（A. トマ）478 
-1871 年 9 月 14 日：寄宿学校廃止の布告（公教育・信仰・美術大臣）479 
 寄宿生のために組まれていた予算を通学の奨学年金受給生の奨学金に充てるこ
 とを決定。 
-1873 年 9 月 30 日：オーケストラ・クラスの創設提案（A. トマ）480 
-1873 年 10 月 13 日：オーケストラ・クラス設置の布告（公教育・信仰・美術大臣）481。 
-1873 年 11 月 26 日：オーケストラ・クラスの時間割等を定める布告（A. トマ）482。 
 
 1878 年 9 月 9 日、公教育・信仰・美術大臣の報告に基づいて、パリ音楽院の新しい上部





この点を明らかにするために、本章第 1 節では、1878 年の大統領令と総則に基づいて、音
楽院の管理体制、教員の給与体系、教育セクションおよびクラスの再編成にもたらされた
変更点とその意義を、50 年総則、70 年草案と比較しながら検討する。章の後半を成す第 2
節では、この総則によって新たに定められた入試、定期試験、修了コンクールの規定をみ
た後で、1870 年代から 1880 年代におけるコンクール審査員の構成の特徴を検討する。 
 
9-1. 1878 年の新総則 
 1878 年の大統領令および新総則では、音楽院の管理体制、教育セクションおよびクラス
                                                        
476 CP. p. 280-281. 
477 CP, p. 302-304. 
478 Ibid., p. 310. 
479 Ibid., p. 304. 
480 Ibid., p. 310. 
481 Ibid., p. 311. 
482 Ibid. 
483 « Décret portant organisation du Conservatoire national de Musique et de déclamation », Ibid., p. 260-261. この
時の大統領は 1873 年に選出されたド・マクマオン Patrice DE MAC MAHON（1808~1893）である。 
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の再編成、教授の給与に重要な変化がもたらされた。本節ではこれらの事項について、1878





 78 年政令は、次の 5 章（titres）で構成される。教育の編成を定める第 1 章、院長の任命
と管理部の編成を定める第 2 章、教授陣の任命手続きを定める第 3 章、教育評議会、入学
審査団、クラス試験委員会、劇部部門のコンクール審査団を定める第 4 章、一般的・過渡
的措置（dispositions générales et transitoires）を定める第 5 章。 
 まず、人事に関する変更をみてみよう。下の表は 50 年総則と 78 年政令における院長、
管理部、教員の人事に関する規定を比較している。 
 
表 I-9-1. 50 年総則と 78 年政令の比較：院長、管理部、教員の人事に関する規定 
史料：CP, p. 255, 257, 260-261. 
 50 年総則 78 年政令 
院長 大臣により任命 大臣の提案に基づき大統領令により任命（第
5 項） 

















* 但し 1856 年の布告により院長の
提示に基づく大臣の任命という方式







は 3 年まで。 
復習教員は院長によって任命され、3 年の任
期を務める。申し出れば更新可能。（第 9 項） 
 
























関する決定機関、入試審査機関、定期試験審査機関の 3 つに分散された。 
 1871 年の改訂条文と 78 年政令条文の間には幾つかの相違が見られる。次の表は、両者を
比較し、相違する箇所を網掛けで強調している。 
 
表 I-9-2. 教育評議会、入学審査団、試験委員会に関する 
1871 年の改訂条文と 1878 年の政令条文の比較 
史料：CP, p. 260-261 ; AN, AJ 37/195-1, p. 155-157. 















































試験委員の交代 委員は 2 年ごとに半数を入れ替える
ことができる。 
委員は 2 年ごとに 1/3 を入れ替えることがで
きる。（第 17 項） 











                                                        










 次頁に、音楽院の組織図を示す。この図に示す体制は、1873 年 5 月に就任した第 3 代共
和国大統領マクマオン Patrice DE MAC MAHON（1808~1893、在任期間：1873～1879）のも
とで確立され、1880 年代の間、維持された。  
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表 I-9-3. パリ音楽院の音楽院管理体制（1873~1889） 
N.B. 史料：CP, 400-402 ; An1, 1873-1889. 
 
公教育・宗教・美術省公教育・宗教・美術省 (Ministère de l’Instruction publique des Cultes et des Beaux-arts) 








エルヴェ・フェイ   
アジェノール・バルドゥ 
ジュール・フェリー 
1873/5/18-1873/5/25          
1873/5/25-1873/11/26         
1873/11/26-1875/3/10         
1875/3/10-1874/5/22         
1874/5/22-1876/3/9         
1876/3/9-17/5/1877          
17/5/1877-23/11/1877         
23/11/1877-13/12/1877         
13/12/1877-4/2/1879         




ジュール・フェリー     
アルマン・ファリエール 
ルネ・ゴブレ        
マルセラン・ベルトロ   
 ウジェーヌ・スピュレール          
レオポルド・フェイ          
エドゥアール・ロクロワ            
アルマン・ファリエール  
14/11/1881-1882/1/30          
1882/1/30-1882/8/7    
1882/8/7-1883/2/21           
1883/2/21-1883/11/20        
1883/11/20-1885/4/6               
1885/4/6-1886/12/11         
1886/12/11-1887/5/30            
1887/5/30-1887/12/12        
1887/12/12-1888/4/3               
1888/4/3 -1889/2/22           
1889/2/22-1890/3/17              
















管理部 音楽学習評議会 劇学習評議会 
院長 トマ (1871-96) 院長 トマ (1871-96) 院長 トマ 
















（1870-1886）* 外部委員 グノー (1871-93) 朗唱科教授 
A. デュマ 
(1877-95) 







教務長・事務官 レティ  (1871-96) 
楽器博物館管理官 シューケ (1871-86) 作曲科教授 マスネ (1878-96) 
 
校医 バッセ 作曲科教授 ギロー (1880-93) 
助校医 グーゲンハイム 教務長・事務官 レティ (1871-96) 
建築家 アドルフ・ランス 
*CP の評議会成員一覧には議長未満の成員のみを記している。この表も CP に従う。 
視学官 ポール・ルノワール 
音楽学習クラス試験委員会 劇学習クラス試験委員会 入学審査団 
1. 音楽学習評議会のメンバー 
2. 音楽院の正教授から選出された















71 名 (1880) 
*副次的なクラスの教員と軍楽クラスの教員は除く 
625 名 (1874-75) 639 名 (1882-83) 
623 名 (1876-77) 657 名 (1884-85) 
616 名 (1878-79) 732 名 (1886-87) 





 教員の任命方式変更に伴い、78 年総則の第 2 章では教授の給与体系も見直され、教員の
年俸は底上げされた。この給与改正は、1877-78 年度予算が前年度の 101 300 フランから
128 800 フランに増額されたこととも関係がある。この 27 500 フランの増額の一因は 9 名の
雇用を増やしたこととも関係するが、仮に 1 人あたり 2 000 フランの給与としても 9 名分の
給与総額を超える増額である。これは、1842 年以来最大の予算増額であり、公教育省が 1870
年代中葉以降、パリ音楽院の高等音楽教育にますます大きな価値を与えていたことが分か
る485。次のグラフ I-9-1 は、1877 年から 1888 年までパリ音楽院に割り当てられた予算額が
右肩上がりで上昇したことを示している486。 
 
グラフ I-9-1. 教員・伴奏者の年俸予算と有給教員・伴奏者数の推移 
N.B. 左軸の単位：人 右軸の単位：フラン 
 
 次の表は、50 年総則と 78 年総則に示された給与を比較している。 
 
表 I-9-4. 正教授と教授資格者の等級別年俸（50 年総則と 78 年総則の比較） 
N.B. 単位：フラン。史料：CP, p. 157, 262. 





年俸 昇給額 年俸 昇給額 年俸 昇給額 年俸 昇給額 
- - - - - 作曲教授 3 000 - - - 
1 等 2 000 200 1 000 100 1 等 2 400 300 1 200 200 
2 等 1 800 300 900 300 2 等 2 100 300 1 000 200 
3 等 1 500 300 600 300 3 等 1 800 300 800 200 
4 等 1 200 - 300 - 4 等 1 500 - 600 - 
 
                                                        
485 この時期、共和国は地方都市の音楽教育の充実にも力を注いでいる。1872 年にはリヨンに国立音楽院
が創設されたことも、そのことを象徴している。 

























1870 1871 1872 1873 1874 1875 1876 1877 1878 1879 1880 1881 1882 1883 1884 1885 1886 1887 1888 1889 
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 78 年総則は 50 年総則と同様、年俸額に応じて教授を 4 つの等級に分けることを定めてい
るが、作曲教授は例外的に 1 等よりも上位に位置づけられている。総則では規定されてい
ないが、音楽史教授のブルゴー＝デュクードレーも 1879 年以降、作曲家教授と同じ年俸を
得ている。この年俸 3 000 フランを頂点として、1 等が 2 400 フラン、以下 200 ユーロずつ
4 等まで減額される。50 年総則の年俸に比べ、どの等級も 200~300 フランの増額となって
いる。一方、教授資格者は 1 等が 2 400 フランで、以下 4 等まで 200 フランずつ減額する。




給は必ず 4 等から開始されるものとされ（第 26 項）487た。授業の回数は、作曲以外の学科





う史料は、少なくとも音楽院側のアーカイヴ（AN, AJ 37）には含まれない。1878 年の総則
がどのようなプロセスで形成されたかは判然としないが、50 年総則、70 年草案との比較に
より、教育の編成に関して前例を踏襲した部分と新しく組織した部分を知ることができる。 
 まず、4 章（titres）からなる政令は、第 2 項で教育セクションの構成を提示している。78
年総則の特徴は、50 年総則と 70 年草案の双方の特徴を備えている。次の表 I-9-5 は 50 年総
則、70 年草案、78 年総則のセクション構成を比較したものである。 
 
表 I-9-5. 50 年総則、70 年草案、78 年総則の教育セクション構成の比較 
N.B. 最も濃いグレーは 50 年総則およびそこから継承されたセクション、次に濃いグレーは 70 年草案およ
びそこから継承されたセクション、薄いグレーは 78 年総則固有のセクション、着色なしの欄は 50 年総則




50 年総則 70 年草案 78 年総則 
1 基礎教育 ソルフェージュと音楽理論 ソルフェージュと音楽理論 
2 声楽 和声と作曲 和声、オルガン、作曲 
3 ［オペラ朗唱］ 声楽とオペラ朗唱 声楽とオペラ朗唱 
4 ピアノとハープ 鍵盤楽器とハープ ピアノとハープ 















                                                        




 上の表で色分けしたように、78 年総則には 50 年総則を踏襲するセクションが 2 つ、70
年草案に由来するセクションが 3 つ、50 年総則と 70 年草案の双方を踏襲するクラスが 3 つ
ある、78 年総則に固有の新セクション（合奏セクション）が 1 つある。ここでは、70 年草
案から継承されたセクションと 50 年総則を踏襲するセクション、および新しいセクション
の 3 種類が 78 年総則でどのように扱われているかをみてみよう。 
 




盛り込んだ 78 年総則では、下位区分は声楽と器楽の 2 クラスとされ、声楽科の生徒はソル
フェージュが必修とされた489。「声楽とオペラ朗唱」セクションについては、70 年草案では








文学史」という 1 セクションを形成した。 
 
9-1-3-2. 50 年総則を踏襲するセクション 
 70 年草案で変更が提案されたが、78 年草案で 50 年総則を継承したセクションは「ピア
ノとハープ」と「和声・オルガン・作曲」である。 









 セクション名は 50 年総則を引き継いだものの、クラス構成には特筆すべき変化が見られ
た。ピアノ予科の設置である491。このピアノ教育の階層化は、ソルフェージュ科や声楽科
が 70 年草案でレベル別のクラス分けを避けたのとは対照的である。 
 実は、ピアノ予科が設置されたのはこれが初めてではない。遡ること 52 年、ケルビーニ
の院長時代、院長は自身が開設を提案した通奏低音クラス、鍵盤楽器学習クラスにピアノ
                                                        
489 CP, p. 262. 
490 Ibid. 
491 予科はヴァイオリンクラスにも設置された（78 年総則第 16 項）。Cf. CP, p. 262. 
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科志望者が多いのを見かねて、1826 年 3 月 28 日にピアノ科に女子の予科を設け492、次いで
1828 年 2 月 11 日に男子クラスにも予科を設置した493。アンブロワーズ・トマが 1828 年 8
月 22 日、18 歳で初めてパリ音楽院に登録したのは、創設後間もないこのピアノ予科であっ
た494。それゆえ、ピアノ予科設置による段階的なピアノ教育は新しい要素ではない。トマ
はかつてのクラス編成を参照し、その構成を復活させたのである。 







た。クラス数も 50 年総則で定められた男女計 5 クラスから 2 クラス（男女各 1 クラス）に
縮小された。 
 次の表は 78 年総則に定められたピアノ本科、予科、鍵盤楽器学習科のクラス数を示して
いる。 
 
表 I-9-6. ピアノ予科と本科のクラス数（78 年総則 第 11~13 項） 
史料：CP, p. 261 
クラス種別 
クラス数 
男子 女子 計 
ピアノ ［本科］ 2 3 5 
ピアノ予科 2 3 5 
鍵盤楽器学習 1 1 2 
 
 本科の男子 2 クラス、女子 3 クラスという編成は、1866 年 3 月にコーシュ夫人のクラス
が閉鎖されてから変化していない。予科にも同数のクラスがあるが、これはそれまでの鍵
盤楽器学習科のクラス編成と同じである。つまり、78 年総則では、それまで 5 クラスあっ
た鍵盤楽器学習クラスの数をピアノ予科に割り当て、鍵盤楽器学習クラスの数を大幅に減
らした。結果的に、ピアノ学習を目的としたクラス総数は、50 年総則の 10 クラス（ピアノ
本科 5 クラス+鍵盤楽器学習科 5 クラス）から 12 クラスへと 2 クラス増加した（ピアノ本
科 5 クラス+予科 5 クラス+鍵盤楽器学習 2 クラス）。70 年草案で縮小されるかに見えたピア
ノ科のクラス数は、ピアノの広範な普及という時代の趨勢に反することなく、78 年総則に
よって拡大され、かつ専門性を重視した編成をとるようになった。 
 78 年総則にピアノ科の定員に関する定めはないが、本科には概して 50 年総則で定められ
た 8 名よりも多い人数が各クラスに在籍し（グラフ I-9-2）、本科全体では 57 名から 82 名の
生徒が在籍していた（グラフ I-9-3）。
                                                        
492 Arrêté au sujet de la création de la classe préparatoire de piano pour les élèves femmes, daté du 16 mars 1826. AJ 
37/84-7o. Voir aussi : FG, p. 68-75. 
493 Ibid. 
494 Tableaux annuels des classes, première série, 1re oct. 1828-30 sept. 1830, AN, AJ 37/150-2. 
495 CP, p. 261.  
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グラフ I-9-2. ピアノ科前期・後期試験時のクラス別在籍者数の推移 
（1871-1872 ~1888-1889 年度）496 
 
 
グラフ I-9-3. ピアノ科前期・後期試験時のピアノ専科在籍者数の推移 
（1871-1872 ~1888-1889 年度） 
 
                                                        







































































































































































































































































71-72 72-73 73-74 74-75 75-76 76-77 77-78 78-79 79-80 80-81 81-82 82-83 83-84 84-85 85-86 86-87 87-88 88-89 
総計 男子合計 女子合計 
新総則発布 
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 1878-1879 年度以降、1 クラスの在籍者数が 7 名から 18 名の間で推移している。1 クラス
の在籍者数が 7 名まで落ち込む 1880-1881 年度および 1888-1889 年度は、前年に入試が実施
されなかった年であり、例外と見做しうる。これらの年を除けば 1878 年から 1889 年まで、
各クラス常時 9 名以上の生徒を抱えていた。1 クラスの在籍者が 18 名となる事態は第二帝
政期には例外的だったが、ル・クーペのクラスでは 7 回の定期試験時に 18 名の生徒が在籍






















 入学試験に関する 78 年総則の項目には、入学の年齢制限、二重の試験体制499など維持さ
れた項目もあるが、一方で、いくつかの変更や新たな追加も見られる。中でも重要なもの
を挙げる。まず、それまで年に 2 回（声楽科は 3 回）あった入試が年 1 回に減らされ、10
月 15 日から翌月 15 日までの間に行われるものとされた。ピアノ科に関してはこの時期、11
月前半に入試が行われていた。これは、パリ音楽院への入試受験者の一般的な増加、とく
に女子受験者の増加に対して講じられた措置であると考えられる。実際、女子の受験者は
1871 年から 1874 年の 3 年間で 74 名も受験者が増加している500。受験者の増加はその後も
続き、1879 年 11 月 4 日から 5 日に亘って行われたピアノ本科の入試の 1 日目には、男子 38
名、2 日目には女子 105 名が受験に臨んだ。これは前年度比で 51 名の増加であり、うち 50
名は女子の受験者である。 
 1879 年の受験者増加を招いた一因には、地方から来る志望者に対する手厚い支援が定め
られたことがある。78 年総則第 38 項は、セーヌ県を含め、パリ市外から来る受験者に対し
旅費と滞在費、さらに不合格者には復路の旅費の支給も認めている。鉄道網の発達より都
                                                        
497 Cf. グラフ I-5-3.  
498 78 年総則第 18~20 項。Cf. CP, p. 262. 
499 Cf. 本文 I-4-1. 




 新しい総則には、聴講生の位置づけも明記された。1864 年 1 月の定期試験時にマルモン
テルが正規生の他に多くの適性ある聴講生を抱えているとオベールに書いていた501。既に
みたように、この時点で彼のクラスには 10 名もの聴講生がいた。これらの聴講生の受け入












 次の表 I-9-7 に、上に述べた 50 年総則と 78 年総則における入試に関する主な総則条文の
内容とその相違をまとめた。 
 
表 I-9-7. 入試に関する主な総則条文の比較（50 年総則と 78 年総則） 
N.B. 網掛けは変更箇所を示す。史料：CP, p. 257-258 ; 261-264. 
 50 年総則 78 年総則 
年度開始月日 10 月開始（第 51 項） 10 月の第 1 月曜日（第 31 項） 
試験時期 12 月開始と 6 月開始の 2 回。声楽科
は 3 回（第 59 項） 






も支給される。（第 38 項） 
年齢制限 10 歳以上 21 歳以下。2 年以内に課程
を終えられるか、例外的な素質を有
すると判断された場合にのみ在籍
可。（第 57 項） 





同左（第 40 項） 
聴講生 ［定めなし ピアノ科は 2 名の聴講











（第 49 項） 
                                                        
501 Cf. 本論文 I-5-3.  
502 Cf. 本論文 I-10-1.  
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9-2-2. 定期試験、修了コンクール 
9-2-2-1. 50 年総則との相違 




 まず修了コンクールについては、実施時期が 8 月から 7 月に早められた。これは、修了
コンクール出場者の増加に起因している。コンクール出場者は 1864 年に初めて 500 名を超






ル枠が設けられ、第 63 項の条文で、賞（prix）ではなく 1 等から 3 等までのメダルを授与
することが定められた。ただし第 60 項の条文は、コンクール出場資格を 18 歳未満の生徒
に限定している。予科への入学可能年齢が 14 歳未満とされたことを考慮すると、ピアノ予
科には 10 代前半から 17 歳までの若い生徒たちが在籍し、本科への登録を目指していたこ
とになる。 
 除籍の規定にも変更がもたらされた。50 年総則に定められていたように、78 年総則でも、
6 月の定期試験で一定期間コンクールへの出場を認められなければ、除籍されるものとされ
た。この「一定期間」は、50 年総則では 2 年半だったが、新総則では 3 年に延長されてい
る。2 度の入試を行っていた 1878 年以前は、2 年半という年限を定めることによって入学
時期に拘らずコンクール出場資格を得る機会が最低でも等しく 2 度は巡ってくるように計
算されていた。しかし、78 年総則で入試が年に 1 度となったことにより、入学時期の差を
考慮する必要がなくなった。このため 10～11 月に入学する生徒たちには 3 年目の 7 月まで
少なくとも 3 回、コンクール出場資格を得る機会が巡ってくるようになった。 
 一方で、50 年総則第 85 項は、2 等賞を獲得してからは 2 回コンクールに出場する内に 1
等賞を獲得できない生徒は除籍とする旨を定めていたが、78 年総則第 60 項では、次席賞・




 修了コンクール課題曲の決定については、50 年総則第 87 項をほぼそのまま引き継ぎ、院




下は 1880 年 6 月 23 日に行われたピアノ本科の男子クラス定期試験審査の議事録に記され
た典型的な一例である。「教授たちの提示に基づいて、院長氏がコンクール課題曲としてシ
ョパンのアレグロ・ド・コンセールを委員会に提案する」504。教授による提示に基づく院
                                                        
503 数字はコンスタン・ピエール作成のコンクール参加者および受賞者の統計に基づく。Cf. CP, p. 897. 
504 « Sur la présentation des professeurs, M. le directeur propose au comité comme morceau de concours, l’Allegro 
de concert op. 46 de Chopin. » AN, AJ 37/206-3, p. 30.  
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長の提案という手続きは、それ以前から続く決定法だった。オベールがまだ院長だった時




パンのアレグロ・ド・コンセール作品 46、ショパンの第 2 協奏曲、モシェレスの第
4 協奏曲を、院長殿、委員会、私の同僚ローラン氏に推奨いたします505。 
 




 だが、1881 年や 1885 年のように、委員会に直接ピアノ教授が招集され候補曲が審議され
ることもあった。次の引用は、1881 年 6 月 24 日の試験委員会議事録から抜粋した、女子ク
ラスのコンクール課題曲選定の投票に関する部分で、ル・クーペのクラスの試験が終わっ






提示する。議長はこれら 2 作品にショパンのバラード作品 23 を加える。 
 投票が実施される。 
  投票者数：6 名 
  絶対多数：4 名 
   ショパンのバラード  5 票 
   ウェーバーのソナタ  1 票 




                                                        
505 « Je recommande particulièrement à l’attention de Monsieur le directeur [,] du comité et de mon collègue 
Monsieur Lauret le 2e concerto de Chopin le 4e concerto de Moscheles et l’Allegro de concert de chopin comme 
d’excellents morceaux de concours chantants à effet et corrects. » AN, AJ 37/278, p. 110. 
 
506 « M Delaborde et Mme Massart sont introduits et M. le Directeur président demande aux professeurs réunis s’ils 
sont d’accord pour lui présenter un morceau de concours. Après dévers propositions et une logue discussion, MM. Le 
Couppey et Delaborde se mettent d’accord pour présenter le finale de la sonate en fa ♯min. op.81 de Hummel. Mme 
Massart présente la sonate en la♭ de Weber. M. le président ajoute à ces deux morceaux la Ballade op.23 de Chopin. 
 Il est procédé au vote : 
 Nombre de votants  6 
 Majorité absolue   4 
 Pour la Balad de de Chopin  5 voix 
――  la sonate de Weber   1 voix 
En conséquence la Ballade op.23 de Chopin sera le morceau de concours des élèves femmes en 1881. » AN, AJ 








表 I-9-8. 修了コンクールに関する主な総則条文の比較（50 年総則と 78 年総則）507 
N.B. 網掛けは変更箇所を示す。史料：CP, p. 257-259 ; 263-264. 
 
 50 年総則 78 年総則 
出場資格 ［定めなし］ ピアノ予科クラスとヴァイオリン予科クラスの生
徒は 18 歳を超えると修了コンクールに出場でき
ない。（第 58 項） 
学習期間が 6 ヶ月に満たない者はコンク
ールに出場できない。（第 84 項） 
同左（第 59 項） 
2 年半学習してコンクールへの出場を認
められない者は除籍となる（第 85 項） 
3 年間学習してコンクールへの出場を認められな












委員会によって決定される（第 87 項） 
試験課題は毎年院長の提案に基づき試験委員会に
よって決定される（第 61 項） 
 コンクールは 8 月の第 1 月曜日に始まる
（第 86 項） 
コンクールは 7 月に行われる（第 62 項） 
 1 等賞、2 等賞 1 つずつ、段階的な次席 3
つがすべての学科で授与される（第 88 項） 
賞は 1 等賞、2 等賞、第 1 次席、第 2 次席に分け
られる。ピアノ予科とヴァイオリン予科クラスに
は第 1～第 3 までのメダルがある。（第 63 項） 
 [定めなし] 審査が有効であるためには、少なくとも 7 名の審





（第 94 項） 




下の手続きもこれに従う（第 95 項） 
審査団は非公開で審議を行う。同左（第 66 項） 
 授賞式は 11 月に行われる。受賞者には賞
（prix）、次席獲得者には銅メダルが贈ら
れる。（第 96 項） 
授賞式はすべてのコンクール終了後間もなく行わ
れる。受賞者は証書を受け取る。1 等賞と 2 等賞
には銀メダルが贈られる。（第 66 項） 
 1等賞を得た生徒は更に 1年クラスに留ま
ることができる（第 97 項） 
同左（第 67 項） 
  
                                                        
507 78 年総則は右の資料を参照。CP, p. 261-264. 
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9-2-2-2. 審査員の顔ぶれ（1870 年代~1880 年代） 
 ところで、1871 年以降、修了コンクールの審査員の顔ぶれはそれ以前とどのように変化
したのだろうか。次頁の表 I-9-9 は、1871 年から 1889 年までの審査員一覧である。 
 まず、1850 年から 1870 年までの 20 年間には 29 名の審査員を数えたのに対して、1872
年から 1889 年の 18 年間は 41 名に上る。これらの音楽家のうち、音楽院教授は 11 名しかお
らず、審査員の大部分が外部から招聘されたことが分かる508。これらの教授の内訳は、作
曲家教授が 5 名（トマ、マッセ、ドリーブ Clément-Philibert-Léo DELIBES, 1836~1891）、マ
スネ、ギロー）、和声または和声・伴奏科教授が 2 名（ギロー、デュボワ）、オルガン科教
授が 1 名（フランク）、ソルフェージュ科教授・教授資格者が 2 名（マンジャン Bocquet 
MANGIN, 1837~1907、ラヴィニャック Albert LAVIGNAC, 1846~1916）、声楽アンサンブル
科教授1名（コーエン）、ヴァイオリン科教授1名（ソゼ Charles-Eugène SAUZEY, 1809~1901）
となっている。これらの教授のうち、ピアノ科を出ていないのはヴァイオリニストのソゼ
のみである。つまり、ピアノ科の審査には 1850 年代・1860 年代と同様、ピアノ教授が加わ
らないにしても、優れたピアノ奏者でもある教授たちが審査にあたっていた。 
 審査に出席した回数の多さで見ると、トマの 23 回に次いでギロー（マルモンテル門下、
1858 年に 1 等賞）が 13 回、マスネが 9 回（ローラン門下、1859 年 1 等賞）、デュボワ（マ
ルモンテル門下、1857 年に第 2 次席）509が 8 回を占めており、ピアノ演奏に秀でた作曲家
が多く審査に参加していたことが分かる（グラフ I-9-4）。 
  
                                                        
508 マスネとドリーブは、それぞれ 1878 年と 1881 年から作曲家教授となった。 
509 デュボワはピアノに関しては第 2 次席までしか獲得せず、作曲家の道を歩み 1861 年にローマ大賞を得
た。1896 年に音楽院院長となるが、彼は生涯に亘ってピアノ作品を書き続け、音楽院の教授たちやサン=
サーンス、パデレフスキといった名手に作品を献呈している。彼は 1853 年からピアノ作品を出版しており、
1867 年には初めて作品番号のついた本格的なピアノ独奏曲《小妖精の合唱と舞踏》作品 7 を出版しマルモ
ンテルに献呈した。マルモンテルに献呈された作品には、他に 1869 年の《向き合って！――4 つのカドリ





表 I-9-9. 修了コンクール審査員一覧（1872~1889） 
N.B. *は音楽院出身者、**はピアノ科出身者。M : マルモンテルのクラス出身者、Z：ヅィメルマンのクラス出身者を示す 







A. トマ** (Z) 院長 内部 
1872/7/24 ; 1873/7/25 ; 1874/7/24 ; 1875/7/24 ; 1876/7/25 ; 
1877/7/24 ; 1878/7/26 ; 1879/7/25 ; 1880/7/24 ; 1881/7/13 ; 
1882/7/24 ; 1883/7/21 ; 1884/7/22 ; 1885/7/24 ; 1885/7/24 ; 
1886/7/25 ; 1886/7/26 ; 1887/7/23 ; 1887/7/23 ; 1888/7/20 ; 






1872/7/27 ; 1873/7/25 ; 1874/7/24 ; 1875/7/24 ; 1876/7/25 ; 
1877/7/24 ; 1878/7/26 ; 1879/7/25 ; 1881/7/13 ; 1883/7/21 ; 




1876 年 11 月~
和声・伴奏科教
授 
1878 年 8 月~作
曲家教授 
外部/内部 
1875/7/24 ; 1877/7/24 ; 1879/7/25 ; 1880/7/24 ; 1881/7/13 ; 
1882/7/24 ; 1884/7/22 ; 1885/7/24 ; 1885/7/25 ; 1886/7/24 ; 






1875/7/24 ; 1877/7/24 ; 1879/7/25 ; 1881/7/13 ; 1883/7/21 ; 







1873/7/25 ; 1875/7/24 ; 1876/7/25 ; 1881/7/13 ; 1883/7/21 ; 






1872/7/30 ; 1874/7/24 ; 1876/7/25 ; 1878/7/26 ; 1880/7/24 ; 






1877/7/24 ; 1880/7/24 ; 1881/7/13 ; 1885/7/24 ; 1885/7/25 ; 






1872/7/29 ; 1874/7/24 ; 1877/7/24 ; 1879/7/25 ; 1884/7/22 ; 






1883/7/21 ; 1885/7/24 ; 1886/7/26 ; 1887/7/23 ; 1887/7/25 ; 
1888/7/20 ; 1889/7/20 
7 




1876/7/25 ; 1879/7/25 ; 1881/7/13 ; 1883/7/21 ; 1885/7/24 ; 





1886 年 10 月~
ピアノ科教授 
外部 
1875/7/24 ; 1879/7/25 ; 1881/7/13 ; 1884/7/22 ; 1885/7/24 ; 
1886/7/26  
6 
パラディーレ** 作曲家 外部 















1874/7/24 ; 1883/7/21 ; 1887/7/23 ; 1889/7/20 ; 1886/7/26 ; 
1888/7/20 
6 





1873/7/25 ; 1876/7/25 ; 1878/7/26 ; 1880/7/24 ; 1882/7/24 ; 
1884/7/22 
6 
C. A. フランク** 
オルガン科教
授 





1884/7/22 ; 1885/7/25 ; 1886/7/24 ; 1887/7/23 ; 1888/7/21 ; 
1889/7/19 
5 




1872/7/26 ; 1874/7/24 ; 1875/7/24 ; (1887/7/25) ; 










































外部 1888/7/21 ; 1889/7/19 2 
G. ピエルネ** (M) 
ピアニスト兼
作曲家 
外部 1888/7/20 ; 1889/7/20 2 
G. ビゼー** (M) 作曲家 外部 1872/7/25 ; 1874/7/24 2 
Th. ラック (M)  
ピアニスト兼
作曲家 
外部 1888/7/20 ; 1889/7/19 2 

























外部 1882/7/24 1 
D. マグニュス  
ピアニスト兼
作曲家 
外部 1882/7/24 1 
I. パデレフスキ  
ピアニスト兼
作曲家 
外部 1889/7/20 1 
V. マッセ (Z) 
作曲科教授 
学士院会員 








グラフ I-9-4. 修了コンクール審査員と審査出席回数（1872~1889） 
N.B. オレンジ色は審査参加時点で音楽院外部審査員であったことを示す。 












































部審査員510のうち 21 名はパリ音楽院出身者、そのうちサン=サーンスを除く 18 名がピアノ














いたことを示唆している。彼の門下にいた生徒に関して、彼らは 1830 年代から 1850 年代
生まれを中心とする 20 代から 40 代の若手・中堅音楽家で、一番若いのは 1863 年生まれの
ピエルネ Gabriel PIERNÉ（1863~1937）である。彼が 1881 年のコンクール審査に参加した
とき、彼はまだ 21 歳だった。ピアノ科における古参の教授として、マルモンテルは自身の
生徒に対して積極的に教育的経験の機会を提供したものと考えられる。実際、1842 年生ま
れのデュヴェルノワ、1843 年生まれのフィッソとディエメールの 3 名は、1886 年と 1887
年に相次いでピアノ教授に就任し、ピアノ科の教授陣に世代交代をもたらすこととなった。 
 一方、ピアノ科出身ではない外部審査員の人選にはどのような傾向が見られるだろうか。
非ピアノ科出身の外部審査員は、次の表に示す 11 名である。 
  
                                                        
510 この数字には、この期間の途中からパリ音楽院教授となったマスネとドリーブは含まれていない。 
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表 I-9-10. 非ピアノ科出身の外部審査員 
史料：AJ 37/251~AJ 37/252-2 
氏名、生没年 役職、肩書き 参加したコンクール審査の日付 
コンクール 
審査参加回数 
ファイフェール  ピアニスト兼作曲家 
1875/7/24 ; 1877/7/24 ; 1879/7/25 ; 1881/7/13 ; 
1883/7/21 ; 1885/7/24 ; 1886/7/24 ; 1887/7/25 ; 
1888/7/21 ; 1889/7/20 
10 
Th. リッテール  ピアニスト兼作曲家 
1872/7/30 ; 1874/7/24 ; 1876/7/25 ; 1878/7/26 ; 
1880/7/24 ; 1882/7/24 ; 1884/7/22 ; 1885/7/24 
8 
Ch. ドリュー ピアニスト兼作曲家 
1872/7/29 ; 1874/7/24 ; 1877/7/24 ; 1879/7/25 ; 
1884/7/22 ; 1888/7/20 ; 1889/7/19 
7 
E. ノレ ピアニスト兼作曲家 
1885/7/25 ; 1886/7/24 ; 1887/7/23 ; 1888/7/21 ; 
1889/7/19 
5 
ド・ベリオ ピアニスト兼作曲家 1882/7/24 ; 1883/7/21 ; 1885/7/25 ; 1886/7/26 4 
S. ヘラー ピアニスト兼作曲家 1876/7/25 ; 1878/7/26 ; 1880/7/24 3 




1888/7/20 ; 1889/7/20 2 
D. マグニュス ピアニスト兼作曲家 1882/7/24 1 







たファイフェールとドリューは、1870 年 7 月以来ピアノ科のコンクールに頻繁に招かれて
いる。 









 ノレ Ernest NOLLET の生没年と経歴は不詳だが、彼はおそらくオーギュスト・ヴォルフ
の叔父である513。彼は 1850 年代から 1917 年までに約 100 点のピアノ曲を出版している。
彼の《15 の様式練習曲》作品 25514、《15 の旋律的練習曲》作品 43515はいずれも 1860 年代
                                                        
511 VC, p. 253. リッテールの経歴については次の辞書項目も参照した。J.-M. FAUQUET, « RITTER, Toussaint 
PRÉVOST (PRÉVOST-RITTER), dit Théodore », DMF, p. 1070-1071. 
512 Hector BERLIOZ, L’enfance du Christ, op. 25, transcription pour le piano par Amédée Méreaux et Théodore 
Ritter, Paris, S. Richault, 1855. リッテールは単独でベルリオーズの《ロメオとジュリエット》のヴォーカル・
スコア制作も担当した。Id., Romeo et Juliette, Sinfonie dramatique : chœurs, solos de chant et prologue en récitatif 
choral, op. 17, Leipzig , Winterthur, J. Rieter-Biedermann, 1858. 
513 Lettre de WOLFF à son oncle datée du 8 avr. 1884, AN, AJ 37/65-1b. この手紙には「我が叔父へ」としか宛
名が書かれていないが、これを含むファイルはノレ個人に関わる書類をまとめた音楽院アーカイヴのファ
イルである。 




 ベリオ Charles-Vilfride DE BÉRIOT（1833~1914）は、七月王政期にパリで名声を確立した
著名なヴァイオリニスト、シャルル・ド・ベリオ Charles DE BÉRIOT（1802~1870）と、早
世した伝説的ソプラノ歌手マリブラン MALIBRAN（本名マリア・フェリシタス・ガルシア 
María Felicitas GARCÍA, 1808~1836）の息子で、1850 年に軍楽学校に入るが、訓練を受けて
きたピアノを諦めずピアニスト兼作曲家となった516。彼もディエメール、フィッソと同時
期、1886 年にマチアスの後任としてピアノ教授に就任することとなる。 
 ヘラー Stephen HELLER（1813~1888）は非ピアノ科出身の外部審査員の中では年長のベ
テランに属する517。ハンガリーのペシュトに生まれ、ヴィーンでチェルニーにピアノを、
ハルム Anton HALM（1789~1872）とボクレット Karl Maria von BOCKLET（1801~1881）に
作曲を師事した。1830 年にアウクスブルクで演奏、作曲を行い、この頃から彼の作品を高
く評価したシューマン Robert SCHUMANN（1810~1856）との文通518が始まった。これを契











着想を得た曲集《ある孤独者の散歩――6 つの無言歌》作品 78521を献呈している。 
 ヤエル Alfred Jaëll（1832~1882）は、1866 年にエルツの門下生だったトロートマンと結婚
したピアニスト兼作曲家で、チェルニーとモシェレスに師事した後、1856 年以来ハノーフ
                                                                                                                                                                  
515 Id.,15 études mélodiques pour le piano, op. 43, Paris, E & A. Girod, 1869. 
516 P. MORANT, « BÉRIOT [De Bériot], Charles-Wilfrid de », DMF, p. 126. 
517 この段落のヘラーの略歴は独自の註釈がない限り右の文献に依拠している。Stephen HELLER, Lettres 
d’un musicien romantique à Paris, textes réunis, présentés et annotés par Jean-Jacques EIGELDINGER, Paris, 
Flammarion, 1981. 
518 シューマンはヘラーの作品に自身と同じ感性を嗅ぎ取っていた。1836 年 10 月 23 日付けの手紙で、シ
ューマンはヘラーが彼に献呈した《ロンド＝スケルツォ》作品 8 などの初期作品について、次のように述
べている。「まるで自分の作品を弾いているような気がします、もっとも貴方の作品の方がずっと銀の輝き
を放っていますが。」Cf. Jean-Jacques ELGELDINGER, op. cit., p. 93. シューマンとの文通は、ヘラーがパリ
に来たころから次第に途絶えていった。両者の交流は文通だけで、直接会うことは一度もなかった。 
519 シューマンの構想を踏襲する作品には《森の情景》作品 82 を意識した《森の中で》と題する 6 曲から
なる 3 作の性格小品集（作品 86, 128, 136）、シューマンの《幻想小曲集》作品 12 の第 3 曲〈なぜに？〉に
基づく《シューマンの主題による変奏曲》作品 142（Paris, Hamelle, ca 1877）などがある。 
520 ル・クーペが開いたヘラー作品演奏会については右の記事を参照。Léon GATAYES, « Tablettes du pianiste : 
Stephen Heller chez M. Le Couppy », Le Mén., 26e année, n° 2, le 12 déc. 1858, p. 13-14. マルモンテルのサロン
での演奏会は次の記事で報告されている。Anonyme, « Nouvelles », RGM, 33e année, n° 14, le 8 avril 1866, 
p. 110. マルモンテル家での演奏会では 16 曲のヘラー作品が演奏された。 




 1882 年に 1 回のみ審査に加わったマグニュス Désiré MAGNUS（1828~1883/4）は、ハイデ
ルベルクで卓越したピアニスト兼作曲家フォルヴァイラー  Charles VOLLWEILER
（1813~1848）に師事した後、ブリュッセル音楽院でピアノの 1 等賞を得た524。後にパリに
移り、1853 年にサル・エルツやサル・サックスで自作を弾いた525。彼が出版した 200 を越
える作品は、カプリースや舟歌などの性格小品が主だが、その中には 70 年代前半に出版し
た 2 作のソナタ（作品 131 と 140）526と 2 作の全調を巡る練習曲集（作品 161、189）があ
る527。音楽院の教育で重視されたこれらの教育的ジャンルにおける成果が音楽院とマグニ
ュスの接点である。 
 1889 年に審査に加わったパデレフスキ Ignacy Jan PADEREWSKI（1860~1941）は、1884
年からヴィーンでチェルニーの門弟だったレシェティツキ  Teodor LESZETYCKI










                                                        
522 P. MORANT, « JAËLL, Marie-Christine, née TRAUTMANN », DMF, p. 630.  
523 彼がヘラーの作品を演目に含めていたことについては右の文献参照。Jean-Jacques ELGELDINGER, 
op. cit., p. 15. 
524 Ernst PAUER, « Magnus, Désiré », A dictionary of pianists and composers for the pianoforte with an appendix of 
manufactures of the instruments, Londres, New-York, Novello & Ewers, 1895. マグニュスついての事典項目とし
て右の文献も参照した。Anonyme, « MAGNUS (MAGNUS DEUTZ dit) », FétisBsup., p. 147. 
525 この年のパリでの演奏会は『ル・メネストレル』誌上で何度か報じられている。例えばサル・サックス
での演奏会については右の記事を参照。 Anonyme, « Nouvelles diverses », Le Mén., 20e année, n° 14, le 6 mars 
1853, p. 4. 
526 Désiré MAGNUS, Grande Sonate, op. 131, Paris, H. L. d’Aubel, 1870 ; id., Deuxième grande sonate, op. 140, 
Paris, G. Flaxland, 1872 
527 Id., 24 études mélodiques et de vivacité dans tous les tons majeurs et mineurs, op. 189, Paris, Enoch père et fils, 
1876 ; id., 24 études de genre dans le style moderne et dans tous les tons, op. 161 et 162, 2 vol., Paris, Louis Gregh, 
1874. 
528 『ル・メネストレル』誌が最初に報じた演奏会は 3 月にラムルー Charles LAMOUREUX（1843~1899）
の指揮するコンサートだった。彼はこの演奏会で独奏を務めベートーヴェンの《ピアノ 協奏曲》第 5 番 作
品 73 とリストの《ハンガリー狂詩曲》 第 12 番（S 244）を演奏した。Cf. Anonyme, « Paris et départements », 




第 10 章 外国人生徒受け入れ規定の変更（1886~1887） 
 








国人に対する音楽院の寛容は、1884 年 11 月 18 日に日本の陸軍軍楽隊から 2 名の日本人、
古矢弘政（1854~1923）と工藤貞二（？~1927）を受け入れたことにも象徴される532。 






 本章の第 1 節では、外国人数に関する報告を提示した上で、トマに報告を作成させた音








10-1. 外国人生徒の削減提案（1886）――A. トマの報告 
 音楽院の教育的措置について、ここではまず 1886 年に提案・実行された外国人の削減問
題について検討する。ここで言う外国人とは、78 年総則第 49 項に基づき外国籍生徒の資格
で大臣の特別許可を得て入学した生徒である。本節ではまず、これらの外国人生徒たちの
削減が提案された背景を、院長トマの報告に基づいて明らかにする。 





                                                        
529 Cf. 本論文 I-4-1. 
530 FG, op. cit., p. 162. 
531 CP, p. 361.  
532 塚原康子「19 世紀末のヨーロッパに留学した日本の軍楽隊員」、『日中音楽比較研究国際学術会議論文




バカンスと入試の時期にあたる第 4 四半期には、1879 年入学の外国人 17 名、1880
年入学の 12 名、1883 年入学の 24 名、1884 年入学の 28 名、そして 1885 年入学の
31 名がおりました。昨年度（1884-1885 年度）の間に受講した計 630 名の正規生の
うち、90 名が外国人、これは 1/7 にあたります。幾つかの学科だけを個別に取り出
してみると、外国人の割合は更に高くなります。例えば、ヴァイオリンの上級 4 ク
ラスには 61 名の生徒のうち外国人は 17 名を数え、これは 1/4 を上回ります。この
クラスの 1 つにおいては、外国人が多数派にさえなっており、17 名中 9 名となって
おります533。 
 
 トマの挙げた数字によれば 1879 年から 1885 年までの 6 年間に外国人の生徒は約 1.8 倍に




















                                                        
533 « Depuis quelques années, le nombre des étrangers qui se présentent et qui sont reçus au Conservatoire augmente 
progressivement. Pour le 4e trimestre, époque des vacances et des concours d’admission, il y a eu : 17 étrangers reçus 
en 1879, 12 en 1880, puis 24 en 1883. 31 en 1884, et enfin 3t en 1885. Sur un nombre total de 630 élèves titulaires 
qui ont suivi les cours pendant la précédente année scolaire (1884-1885), il y avait 90 étrangers, c’est-à-dire un 
septième. La proportion est encore plus forte, en faveur des étrangers si l’on prend isolément certaines branches de 
l’enseignement. Ainsi pour les quatre classes supérieures, au violon, par exemple, on compte 17 étrangers sur 61 
élèves, soit plus du quart. Dans une de ces classes, les étrangers sont même en majorité : 9 sur 17. » CP, p. 275. 
534 « Cette situation est d’autant plus anormale que nos classes d’instruments à archet ne sont pas seulement destinées 
à former des virtuoses : elles doivent aussi assurer le recrutement de nos orchestres de théâtres et de concerts 
subventionnés, recrutement qu’il semblerait juste de faire tout au moins de préférence parmi les artistes français. » 
Ibid. 
535 « Dans les classes de piano ne figurent pas moins de 25 étrangers. N’est-ce pas un chiffre bien élevé alors que le 
petit nombre de places vacantes chaque année, ne permet pas toujours au jury d’admettre, pour les classes supérieures, 






















与されています。ところが、1 つだけ例を挙げますと、チェロの 1 等賞受賞者のた




ンル George HAINLE（1807~1873）の妻が夫の死後、その遺志を継いで 1877 年に設立され
た賞である。1885 年までに 9 名がこの賞を得ており、1/3 が外国人538によって占められたこ
とをトマは重くみたのである。音楽院には当時、この他にも全科を対象とした 500 フラン
の奨学年金ニコダミ遺贈基金（Legs Nicodami, 1868 年~）、声楽科・オペラ科の 1 等賞に与え
られる 300 フランの奨学年金ゲリノー賞（Prix Guérinau, 1868 年~）、ピアノ科女子の 1 等賞
                                                        
536 « Je ne méconnais pas ce qu’à de flatteur pour le Conservatoire et pour ses professeurs, cet empressement des 
étrangers à venir profiter de notre enseignement. Mais il ne faut pas oublier que cet enseignement est donné 
gratuitement, et que le budget de l’Etat en supporte seul les frais. Dès lors, ne peut-on craindre que la faveur accordée 
avec tant de libéralité aux étrangers ne paraisse excessive, surtout lorsqu’elle leur est faite dans des proportions telles 
qu’il [sic] ne l’obtiennent qu’au détriment de nos nationaux ? » Ibid. 
537 « Il est une autre considération sur laquelle il me semble encore utile, Monsieur le Ministre, d’appeler votre 
attention. A la suite des concours de fin d’année, plusieurs prix, provenant de fondations particulières et consistant en 
sommes d’argent, sont accordées aux lauréats. Or, pour ne citer qu’un seul exemple, le prix Georges Haine [sic], de 
1,000 francs, destiné à l’élève ayant remporté le premier prix de violoncelle, a été obtenu trois fois par des étrangers, 
dans l’espace des quatre dernières années. » Ibid. 
538 ここで言及されている 3 名は 1883 年に受賞したオランダ人のサルモン Joseph SALMON とファン・ゲ
ーンス Daniel François VAN GOENS、1885 年受賞のベルギー人のドレッセン François-Dieudonné DRESSEN
である。Cf. CP, p. 1 005. 
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に与えられるポプラン賞（Prix Popelin, 1879 年~）があった。因みに、1879 年から 1885 年
にこのポプラン賞を受けたのは、ピアノ科女子生徒 25 名の内 2 名のみである539。 





















                                                        
539 この 2 名は 1883 年受賞のイタリア人ルツィアーニ Maria-Gemma-Fortunata LUZIANI、1884 年受賞のド・
ラ・モーラ Fernandes de LA MORA である。後に前者はリオデジャネイロ国立音楽院、後者はマドリード
音楽院で教鞭をとる。 
540 « Telles sont, Monsieur le Ministre, les réflexions qu’il m’il m’a paru urgent de soumettre à votre haute 
appréciation dans le but de faire examiner : 1o s’il n’y aurait pas lieu de fixer des limites à l’admission des étrangers 
au Conservatoire, soit en déterminant le nombre des places qui pourrait leur être réservé dans chaque classe; soit en 
ne leur attribuant qu’une part proportionnelle sur le total des vacances qui se produiraient dans l’année pour chaque 
branche de l’enseignement ; 2o s’il convient de continuer d’admettre les étrangers à bénéficier des donations et des 
legs faits par des Français en faveur des élèves du Conservatoire national de musique et de déclamation ? » Ibid, 
p. 274. 
541 Tableaux annuels des classes, pour les années scolaires, AN, AJ 37/159-1~ J 37/160-6. 
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図 I-10-1. マチアス教授のクラス名簿（1885-1886 年度） 
N.B. 赤色の矢印は筆者による記入542。史料：AN, AJ 37/160-5. 
 
 
                                                        
542 この記載は必ずしも生徒たちの出身地とは一致していないので、基本的には入学時点での国籍を記して
いるものと思われる。「アメリカ人」と書かれた生徒の中にはクーラス Jean-Mathieu-Philippe COURRAS の
ようにウルグアイ出身の生徒も含まれている。また 1877-1878 年度の名簿に記載されているダウェル 











グラフ I-10-1. ピアノ本科の名簿に記載された外国人生徒数のクラス別推移 
（1876-1877 年度~1886-1887 年度） 
N.B. 縦軸の単位：人 横軸の単位：年度。史料：AJ 37/159-1~ AJ 37/160-6 
 
 
 男子クラスと女子クラスでは、女子クラスの方が 1 クラス多いにも拘らず、特に 1881 年
以降、男子クラスの方が女子クラスの教授たちよりも積極的に外国人を受け入れているこ
とが分かる。これに対して、女子 3 クラスのうち、ル・クーペはこの期間、外国人を 1 人
も受け入れていない。生徒の配分は 78 年総則第 41 項で院長の権限と定められているので、
これにはトマと同年生まれの旧友ル・クーペとの間で個人的な取り決めがあったと考えら
れる。ル・クーペのクラス以外の外国人在籍者総数は、1876-1877 年度から 1883-1884 年度
までに 2 倍（8 名から 16 名）となり、1886-1887 年度には 2 倍を越える 18 名となっていた。 
 次に、ピアノ本科の各クラスにおいて外国人生徒が占める割合をみてみよう。次頁のグ






























グラフ I-10-2. 各クラス在籍したフランス人生徒と外国人生徒の数、および各クラスの在籍者総数に対する外国人の割合 
（1876-1877 年度~1886-1887 年度） 



















































































































































































































































































































































1876-77 1877-78 1878-79 1879-80 1880-81 1881-82 1882-83 1883-84 1884-85 1885-86 1886-87 
外国人数 フランス人数 外国人の割合（%） 
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 外国人の割合は、1880 年以降急激に増加していることが分かる。特に男子クラスにおけ
る割合が高く、マルモンテルのクラスでは 1883-1884 年度とその翌年度に 35.3％、マチアス
のクラスでは 1880-1881 年度以降、ほぼ毎年 4 割前後の外国人が在籍し、1886-1887 年の段
階では約半分の 46.7％に達している。一方、女子クラスも 1882-1883 年度にはマサールのク






在籍者総数に対する外国人の割合（1876-1877 年度~1886-1887 年度） 
N.B. 棒グラフの単位：人  線グラフの単位：パーセント 
 
 外国人の割合は 1876-1877年度がもっとも低く 11.4％、1886-1887年度が最大となり 27.7％





ろうか。次のグラフ I-10-4 は、各年度の外国人生徒数を国籍別に示している。 
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 もっとも人数が多いのは赤の棒グラフで示したスペイン人の生徒たちで、延べ 35 名を数
える（実質生徒数は 13 名）。受賞者数も 5 名に上り、他の諸外国の生徒を圧倒している。 
 19 世紀を通してスペインとフランスは政治的にも文化的にも深い関係を築いてきた。世
紀前半は自由主義に与する多くの知識人や芸術家たちがフェルナンド 7 世 Fernando VII
（1784~1833、在位：1808、1813~1833）の反動的な絶対政治を逃れてフランスに亡命した543。
1826 年にパリに定住し名声を博したギタリスト兼作曲家フェルナンド・ソール Fernand 
SOR（1778~1839）、1825 年に来仏しアルカンと親交のあったピアニスト兼作曲家サンティ
アゴ・マサルナウ Santiago MASARNAU（1805~1882）らが代表的な亡命音楽家である544。 
 フェルナンド 7 世没後、本来王位継承権のあった弟ドン・カルロスは先王の遺志により
王位につくことができず、幼いイサベル 2 世が即位した。そのため、カルロスは自らカル
ロス 5 世を名乗り、ここからカルロス派（カルリスタ）とイサベル派の衝突が数度に亘っ
                                                        
543 M. BERGADÀ, « Espagne », DMF, p. 434. 











1876-77 1877-78 1878-79 1879-80 1880-81 1881-82 1882-83 1883-84 1884-85 1885-86 1886-87 
スペイン ロシア アメリカ ポーランド ベルギー オランダ 
ベネズエラ ブラジル イギリス オーストリア イタリア ハンガリー 
ギリシア スイス ドイツ 合計 
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て生じた。1849 年に第 2 次カルリスタ戦争が一旦終結すると、フランス移住への新しい動
きが起こり、1853 年にナポレオン 3 世がスペイン貴族出身のエウヘニエ・デ・モンティホ
（ウージェニー・ド・モンティジョ）を王妃に迎えたこともフランスへの移民増加の契機
となった545。1868 年のクーデターに際してイサベル 2 世が亡命先に選んだのも、ウージェ
ニーのいるフランスだった。パリではスペイン人のコロニーが形成され、知識人たちのサ
ロンで芸術家たちの国際的交流が促進された546。これが 1870 年代から 1880 年代にかけて
のスペイン人受容の文化的基盤となっていた。 
 この時期のピアノ科に見られるスペイン人の多さは、19 世紀を通したスペイン移民受け




 次に延べ人数が多い国は、黒の棒で示したアメリカで、延べ 18 名を数える（実質生徒数
は 7 名）。但し、輩出されたアメリカ人受賞者は 1 名のみである547。 
 1840 年代のパリでは、既にアメリカ人が著名な教授のレッスンを受けていた。アンリ・












                                                        
545 M. BERGADÀ, op. cit., DMF, p. 434. 
546 Ibid. 
547 アメリカ人として記載されたクーラはウルグアイのモンテヴィデオ出身である。Cf. 本論文 I-10-2-1. 
548 この間、彼は北米、メキシコ、南米を股にかけ 400 回以上のコンサートを開いた。 « Henri H. », DMF, 
p. 591.  
549 Laure SCHNAPPER, Henri Herz, magnat du piano : la vie musicale en France au XIXe siècle, 1815-1870, Paris, 
Édition de l’École des hautes études en sciences sociales, 2011, p. 224. 
550 Henri HERZ, Variations brillantes et grande fantaisie sur des airs nationaux américains, op. 158 Paris, J. 
Meissonnier, 1846. 




552 “America was the country of ralroads but not of musicians.” Louis Moreau GOTTSCHALK, Notes of a pianist, 
preceded by a short biographical sketch with contemporaneous criticisms, edited by his sister, Clara Gottschalk. 
translated from the French by Robert E. Peterson, London, J. B. Lippincott, 1881, p. 297.  
553 この発言を含む逸話の中で、ゴットシャルクはヅィメルマンを「うんざりさせるようなピアニストで、
学者ぶっていて、凡庸な作曲家」とこきおろしている。これはマルモンテルが「機知に富んだ話好きで、
上品な精神の持ち主、趣味人のヅィメルマンは愛想がよく繊細な人柄だった」« Causer spirituel, esprit 
distingué, homme de goût »と述べているのとは対照的である（Cf. PC, p. 196-197.）。ゴットシャルクの妹によ
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 3 番目に多いロシア人の生徒は、延べ 15 名を数える（実質生徒数は 6 名）。フランスを宮
廷生活の模範としていたロシアの上流階級とフランスの間には、古くから音楽的交流があ
った。ヅィメルマンの師で 1798 年から 1803 年までピアノ科教授を務めたボイエルデュ 
Adrien-François BOIELDIEU（1775~1834）は、ピアノ科教授のポストをプラデールに譲った
後、サンクトペテルブルクのフランス・オペラ座の監督に就任した。1845 年にはパリでグ
リンカ Mikhail Ivanovich GLINKA（1804~1857）がベルリオーズの助力を得て自作の演奏会
を開き、これが契機となって 1847 年、今度はベルリオーズがサンクトペテルブルクとモス
クワを訪れロシアにおけるベルリオーズ受容の端緒が開かれた557。1840 年代から 60 年代に
かけては、アントン・ルービンシテインがフランス諸都市を訪れピアニスト兼作曲家とし
て注目を集めた。フランスのピアニスト兼作曲家ラヴィーナは 1858 年にロシアを訪れ一連
の演奏会を開いて王室の歓待を受けた558。持続的な交流の糸は、1870 年代から 1880 年代に
開花する。1876 年 12 月 10 日、サン=サーンスの推挙を受けたチャイコフスキーの《ロメオ
とジュリエット》がパドルーの指揮で上演された。グリンカ、チャイコフスキー、ルービ




554 少なくとも 19 世紀前半のパリ音楽院とピアノ科の外国人出願者に関する史料を詳細に調査したグラン
ヴィルの博士論文には言及がない。Cf. FG, p. 161-170. 
555 Cf. D. GILBERT, « État-Unis d’Amérique », traduit par C. et P. BLOOM, DMF, p. 440. 画家たちもジロデー
Anne-Louis Girodet（1767-1824）以後、この有名な小説を題材にしてアタラの死を描いている。 
556 FG, op. cit., p. 170. 
557 A. LISCHKÉ « Russie », DMF, p. 1 096. 
558 ラヴィーナのロシアでの活躍を知らせる報告としては次の記事を参照。Anonyme, « Nouvelles », RGM, 
25e année, n° 14, 4 avril 1858, p. 113. ラヴィーナはこのロシア旅行の後、アレクサンドル 2 世に献呈した《帝
国行進曲》作品 43（1859）、ウクライナ民謡を引用した大作《ロシアの想い出》作品 64 を出版した。Cf. Henri 
RAVINA, Marche impériale, op. 43, Paris, J. Meissonnier fils, 1859 ; id., Souvenirs de Russie, fantaisie, op. 64, Paris, 
Heugel, ca 1868. 
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ンシテインを初めとするロシア音楽のレパートリーは、1878 年と 1889 年のパリ万博におけ
るロシア音楽コンサートで反響を呼び、ロシア音楽の幅広い受容をもたらした559。この反
響は、1880 年 1 月 25 日にコロンヌ管弦楽団がチャイコフスキーの《交響曲 第 4 番》を演
奏して収めた成功にも見ることができる。出版者マッカール  Jean-Félix MACKAR
（1837~1903）は、1878 年の万博の折にフランスにおけるチャイコフスキーの版権獲得に成
功した560。マルモンテルは 1886 年にチャイコフスキーと会い、チャイコフスキーは後にピ










1810 年にパリに来たピアニスト兼作曲家マリア・シマノフスカ  Maria Agata 
SZYMANOWSKA（1789~1831）以来、ソヴィンスキ Wojciech SOWIŃSKI（1803/5~1880、
1830 年パリ到着）、ショパン（1831 年到着）とその友人フォンタナ Julien FONTANA
（1810~1869、1832 年到着）、ヴォルフ Édouard WOLFF（1816~1880、1835 年到着）、コン






が居たが、いずれも入学を拒否されている563。一方で、パリ音楽院は 1830 年代後半から 1840
年代にかけてコンクール審査団に積極的にポーランドのピアニスト兼作曲家を招いており、




受賞者は著名なヴァイオリニスト、ヘンリク・ヴィエニアフスキ  Henryk WIENIAWSKI
                                                        
559 Cf. 井上さつき、前掲書、193~195 頁。 
560 Anik DEVRIÈS, François LESURE, Dictionnaire des éditeurs de musique français, vol. II, Genève, Minkoff, 
1988, p. 291. 
561 コンツキは 1837 年にピアノ科教授ヅィメルマンのサロンで開かれた演奏会で自作品を演奏している。
Anonyme, « Chronique », Le Mén., 5e année, n° 4, le 24 déc. 1837, n. p. 
562 例えばショパンのチャルトルィスカ公爵夫人 Marcelina CZARTORYSKA（1817~1894）に対する関係が
そうである。ショパンの弟子でもある卓越したピアニストでもあった彼女は、ショパンの没後もサン=ルイ
島のランベール館でサロンを開き、音楽院のチェロ教授フランコーム、ヴァイオリン教授アラール、ソプ
ラノ歌手のヴィアルド、グノーらを集めて演奏会を開いた。Cf. Jean-Jacques EIGELDINGER, op. cit., Paris, 
Fayard, 2006, p. 211. 
563 FG, op. cit., p. 166-167. ここでは 3 名のポーランド人入学志願者の例が書簡に基づいて検討されている。 




ラスに入り、翌年マルモンテルのクラスに引き継がれ、1849 年には早くも 1 等賞を獲得し
た。厳格なピアニスト兼作曲家となったヴィエニアフスキは、モスクワとブリュセルの音
楽院で教授を歴任することとなる。彼は 1863 年565と 1865 年にパリを訪れてコンクールの




に対する見方が変わっていったということもあり得る。1871 年に 1 等賞を得たジルバーベ
ルク Cécile SILBERBERG（1858~ ?）は大西洋を渡り、ブラジルの帝室ピアニストとなった






ポーランド人音楽家ほど重要ではない。音楽院でも、1876 年からの 10 年間に賞（prix）を
得た生徒は一人もいない。ただ一人、ロンドン出身のピンチバック  Henri-Herbert 
PINCHBACK（1867~ ?）が次席を獲得しているのみである。 
 確かに、パリ音楽院ピアノ科は 19 世紀前半、クレメンティ Muzio CLEMENTI（1752~1832）











                                                        
565 この年は 1 月にポーランドでロシア帝国に対する蜂起が勃発している。この時、1830 年の時と同じく
フランスではポーランドの行動に共鳴する多くの歌曲や賛歌が作られた。Cf. R. SUCHOZIEJKO, « Pologne », 
DMF, p. 986. 
566 SV, p. 290, 294 et 295. 




の献辞に見られるクラーマーの名前の綴りは  « John » となっている。Cf. Joseph ZIMMERMAN, 
Encyclopédie du pianiste compositeur, Paris, chez l’auteur, 1840. 
570 PC, p. 91. これはマルモンテルが音楽院の生徒だったときにフィールドの作品に見出していた印象を回
想して述べられた表現である。 
571 « Élève préféré de Clementi, il en avait toutes les belles qualités, la parfaite indépendance de doigts, l’égalité et le 
jeu lié. » Ibid. 
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 ピアノにおいてイギリスとフランスを直接に結ぶ重要人物は、クレメンティの弟子でド
イツ系フランス人のカルクブレンナーである。彼は 1814 年から 1824 年までイギリスに滞
在した。マルモンテルは彼の「イギリスやフランスの貴族と交際する習慣（l’habituide de 








ード Arabella GODDARD（1836~1922）もカルクブレンナーの弟子だった573が、2 月革命の
勃発によりフランスを離れロンドンに移住し、タールベルクの下で学習を継続し、同地を
拠点に活動した。彼女がフランスで行った重要な演奏機会は 1878 年のパリ万博のイギリス
音楽コンサートで、イギリスの先輩にあたるピアニスト兼作曲家ベネット William Sterndale 
BENNETT（1816~1875）の《ピアノ協奏曲》へ短調を演奏した。この万博におけるイギリ
ス音楽のコンサートはロシア音楽が旋風を巻き起こしたほどには注目を集めなかった574。 






質人数は僅か 3 名である。そのうち、ピエトラサンタ出身のガレオッティ Cesare GALEOTTI
（1872~1929）、1883 年にポプラン賞を得たルツィアーニ嬢が 1 等賞を得ている。1870 年ま
で諸侯が分立していたイタリアには、各地で単発的にピアニスト兼作曲家が現れていた。
ドイツの大家ヒラー Ferdinand HILLER（1811~1885）の激励を受けたボローニャのゴリネッ
リ Stephano GOLINELLI（1817~1891）575、ジェノヴァ生まれのガンビーニ Carlo Andrea 
GAMBINI（1819~1865）、インツァーゴ（ミラノ）のフマガッリ FUMAGALLI 家が輩出し
た 4 兄弟ディスマ・フマガッリ Disma FUMAGALLI（1826~1893）576、アドルフォ・フマガ
ッリ Adolfo FUMAGALLI（1828~1856）、ポリービオ・フマガッリ Polibio FUMAFGALLI
                                                        
572 カルクブレンナーはイギリス、アイルランド民謡を題材にした作品を複数書いている（作品 16, 25, 50, 69, 
87）。この多くはイギリス滞在時に出版されており、イギリスとの強い結びつきを良く示している。 
573 PC, p. 105. 
574 井上さつき、前掲書、184~185 頁。 
575 ヒラーは 1841 年のイタリア旅行でゴリネッリと面会してその才能を称賛し、職業演奏家としての道を
歩むことを勧めた（Cf. Francesco BUSSI, « Stefano Golinelli », GMO, 2015 年 4 月 6 日にアクセス）。ゴリネッ
リはフランス、イギリス、ドイツにも旅行した。彼の 3 つの《ピアノ・ソナタ》作品 53, 54, 70 は、それぞ
れタールベルク、ヒラー、ヅィメルマンに献呈されている。フランスで出版されたことが確認されている
彼の作品には、《12 の大練習曲》作品 15（Troupenas, 1844, これにはシューマンも『音楽新報』で注目した）
のほか、1852 年に出版された 6 作のピアノ曲（作品 71~76, Richault 1852）がある。ゴリネッリはイタリア
に戻ると 1872 年に弟子タファーノ Gustavo TAFANO（1844~1899）が着任するまで、ボローニャの音楽高
校で教鞭を取った。 
576 ディスマは 1857 年から 1893 年にかけてミラノ音楽院で教授を務めた。Cf. Francesco BUSSI, « Fumagalli 




とも著名なヴィルトゥオーゾはアドルフォで、彼は 1850 年から 1853 年にかけて断続的に
パリを訪れて演奏している579。ミラノにはナポレオンの勅令により 1803 年にパリ音楽院を
モデルとして創設されたミラノ音楽院が音楽的専門教育において重要な役割を果たしてい
た。フマガッリ 4 兄弟がピアノ、オルガン、作曲を学んだのはこの音楽院である。 





 1885 年に 1 等賞を得たガレオッティはズガンバーティの弟子だった。師と同じく和声、
作曲でも頭角を現し、1889 年にデュボワの下で和声・実践伴奏の 1 等賞、翌年ギローの作







ル、ギリシア、スイス、ドイツは、いずれも延べ人数が 10 名以下、実質人数が 2 名以下の
国々である。この中で、受賞者（次席は含まない）を出したのはオーストリア、ブラジル、
スイス、ハンガリーの 4 カ国である。ペルー生まれで「スイス人」と記載されたストーブ 







う。次の表 I-10-1 は各国の実質生徒数と、1 等賞・2 等賞の延べ人数を示している。 
  
                                                        
577 ポビーリオは 1873 年から亡くなるまでミラノ音楽院ではオルガン科教授を務めた（~1900）。20 年以上
に亘りミラノの聖チェルソ教会の楽長としても活躍した（Cf. Ibid.）。ピアノ、オルガン曲を中心に 300 近
い作品を出版している。 
578 ルーカはアメリカに渡り、フィラデルフィア音楽院のピアノ科主任となった。帰国後はミラノで作曲と
教授活動に専心した（Cf. Ibid., GMO, 2015 年 4 月アクセス）。 
579 特に 1853 年の『ルヴュ・エ・ガゼット・ミュジカル』誌、『ル・メネストレル』誌上で彼のピアノ独奏
やパリの音楽家との共演がたびたび報告されている。28 歳で夭逝するまでに彼は作品番号にして 112 点の
作品を出版した。 
580 J.-M. FAUQUET, « GALEOTTI, Cesare, dit Cesarino », DMF, p. 497. 
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表 I-10-1. 各国の実質生徒数および 1 等賞・2 等賞の延べ人数 




1 等賞／2 等賞 
（延べ人数） 




スペイン 13 7 2 9 
イタリア 3 5 2 7 
アメリカ 8 2 3 5 
ロシア 6 0 1 1 
ポーランド 5 2 0 2 
イギリス 5 0 2 2 
オーストリア 2 1 1 2 
ブラジル 1 2 0 2 
スイス 1 1 1 2 
ハンガリー 1 2 1 3 
ベルギー 2 0 0 0 
オランダ 2 0 1 1 
ベネズエラ 1 0 0 0 
ギリシア 1 0 0 0 
ドイツ 1 0 0 0 
合計 - 20 12 32 
フランス - 28 31 59 
 
 1876 年から 1886 年にかけて在籍した外国人のうち、もっとも多くの賞を獲得したのはス
ペインの生徒たちである。13 名の生徒たちは、10 年間のうちに 8 回も賞ないし次席を占め
た。イタリアの生徒はわずか 3 人で 7 回も賞ないし次席を獲得した。アメリカ人の生徒は 8
人で実質人数は多いが、賞と次席の獲得回数は 4 回と受賞率は低い。ロシア人は 6 名の生





たのは 20 名であるのに対し、フランス人受賞者は 28 名である。これは賞の約 4 割が外国
人に与えられていたことを示す。一方の次席は 3 割弱が外国人に与えられた。賞と次席を
合わせると、全受賞者の約 3 割半が外国人によって占められていた。 














と感じていたのは、これらの外国人であると考えられる。実際、1876 年から 1886 年までの


























とはしていたが、1830 年から 1854 年までピアノ科の教授を務めたアルベニス・イ・バザン





                                                        
581 « Me reportant à votre dépêche du 14 mai 1886, je constate que le nombre des élèves étrangers va toujours en 
augmentant et qu’il y a même certaines classes où ces élèves sont en majorité. En présence des aspirants français qui 
se présentent chaque année au Conservatoire, et que l’on ne peut admettre faute de places, il ne me parait plus 
possible de recevoir les étrangers dans les mêmes proportions que par le passé. J’ai décidé, en conséquence, qu’à 






                                                        
583  とはいえ、ドイツから来た留学生がいなかったわけではない。ドイツのヴェッセルビューレン 
（Wesselburen）出身のニーマン Rudolf NIEMANN（1838~1898）は、モシェレスとダヴィッド Ferdinand 
DAVID（1810~1873）に学んだ後、1857 年 4 月 20 日にマルモンテルのクラスに登録し、翌年のコンクール
で次席を得た。GMO では、彼が 1858 年にアレヴィにも学び 1858 年に 1 等賞を得たと延べているが、クラ
ス名簿には彼はアレヴィのクラスに登録した証拠はなく、どのクラスでも 1 等賞をとることなく 1858 年の




表 I-10-2. ピアノ本科における外国人生徒一覧（1876~1887） 
N.B. 太字斜体は賞（Prix）獲得者、斜体は次席獲得者。史料：CP, p. 587-588, 593-594 
年度 クラス 外国人生徒名 外国人の数 在籍者総数 
1876-77 
マルモンテル Castellanos（アメリカ）; Imnez（スペイン） 2 15 
マチアス Torrent（スペイン）; Trago（スペイン） 2 14 
マサール Gonzalès（スペイン） 1 17 
ドラボルド Demeyer（ベルギー）; Janiszewska（Claire); Janiszewska（Marie) 3 16 
ル・クーペ   0 16 
1877-78 
マルモンテル Castellanos（アメリカ）; Dowel（イギリス） 2 12 
マチアス Meerloo（オランダ） 1 12 
マサール Mlle Silberberg（ポーランド）; Nunn（イギリス） 2 15 
ドラボルド 
Brzezicka（ポーランド）; Claire Janiszewska （ポーランド）; Janiszewska
（Marie)（ポーランド） 
3 15 
ル・クーペ   0 16 
1878-79 
マルモンテル Mesquita（ブラジル）; Courras（アメリカ） 2 14 
マチアス Meerloo（オランダ）; Saz（スペイン）; Vallejo（スペイン） 3 14 
マサール   0 14 
ドラボルド Claire Janiszewska（ポーランド）; Garcia（スペイン） 2 14 
ル・クーペ   0 15 
1879-80 
マルモンテル Mesquita（ブラジル）; Courras（アメリカ）; Ban（スペイン） 3 14 
マチアス Vallejo（スペイン）; Calado（スペイン）; Philipp（オーストリア） 3 13 
マサール Mlle Luziani（イタリア） 1 17 
ドラボルド Garcia（スペイン）; Goodwin（イギリス）; Kyriakoff（ロシア） 3 17 
ル・クーペ   0 18 
1880-81 
マルモンテル Mesquita（ブラジル）; Courras（アメリカ）; Ban（スペイン） 3 9 
マチアス Vallejo（スペイン）; Calado（スペイン）; Philipp（オーストリア） 3 8 
マサール Mlle Luziani（イタリア） 1 16 
ドラボルド Garcia（スペイン）; Goodwin（イギリス）; Kyriakoff（ロシア） 3 14 
ル・クーペ   0 14 
1881-82 
マルモンテル Reitlinger（ハンガリー）; Levaux（ベルギー） 2 12 
マチアス Vallejo（スペイン）; Philipp（オーストリア）; Alarcon（アメリカ） 3 10 
マサール Mlle Luziani（イタリア）; Mlle de la Mora（スペイン）; Meredyth（イギリス） 3 15 
ドラボルド Paijret（スペイン）; de Reusner（ロシア） 2 13 
ル・クーペ   0 17 
1882-83 
マルモンテル Reitlinger（ハンガリー）; Levaux（ベルギー）; Galeotti（イタリア） 3 14 
マチアス 
Philipp（オーストリア）; Alarcon（アメリカ）; Rosetti（ロシア）; Palliser
（スペイン）; Williams（アメリカ） 
5 12 
マサール Mlle Luziani（イタリア）; Mlle de la Mora（スペイン）; Meredyth（イギリス） 3 16 
ドラボルド Paijret（スペイン）; de Reusner（ロシア）; Moukhine（ロシア） 3 12 
ル・クーペ   0 17 
1883-84 
マルモンテル 
Reitlinger（ハンガリー）; Levaux（ベルギー）; Galeotti（イタリア）; Geloso
（イタリア）; Hollander（オランダ）; Miquel（スペイン） 
6 17 
マチアス 
Alarcon（アメリカ）; Rosetti（ロシア）; Palliser（スペイン）; Williams（ア
メリカ）; Pinchbach（イギリス）; Arteaga（スペイン） 
6 15 
マサール Mlle de la Mora（スペイン） 1 16 
ドラボルド Paijret（スペイン）; Moukhine（ロシア）; Villalobos（アメリカ） 3 14 
ル・クーペ   0 18 
1884-85 
マルモンテル 
Reitlinger（ハンガリー）; Galeotti（イタリア）; Geloso（イタリア）; Hollander
（オランダ）; Miquel（スペイン）; Jackowski（ポーランド） 
6 17 
マチアス 
Rosetti（ロシア）; Williams（アメリカ）; Arteaga（スペイン）; Pinchbach（イ
ギリス）; Delgado（ベネズエラ）; Schelling（アメリカ） 
6 16 
マサール Mlle Seeliger（ロシア） 1 17 
ドラボルド Villalobos（アメリカ） 1 15 
ル・クーペ   0 17 
1885-86 
マルモンテル 
Reitlinger（ハンガリー）; Geloso（イタリア）; Hollander（オランダ）; Miquel
（スペイン）; Jackowski（ポーランド）;  
5 17 
マチアス 
Williams（アメリカ）; Williams（イギリス）; Arteaga（スペイン）; Delgado
（ベネズエラ）; Schelling（アメリカ）; Riera（スペイン） 
7 17 
マサール Mlle Seeliger（ロシア） 1 18 















Seeliger（ロシア）; Gaffré（アメリカ）; Panthes（オーストリア） 3 18 
ドラボルド Nassberg（ロシア）; Cherchewsky（ロシア）; Szymansky（ポーランド） 3 14 
デュヴェルノワ Beutter（ドイツ） 1 18 
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第 1 部の総括 
 













とプーニョ Raoul PUGNO（1852~1914）を輩出している。また、第 2 部で見るように、フ
ランツ・リストの作品が音楽院の定期試験で初めて導入されたのは、マチアスのクラスに
おいてであった。 














































第 1 章 予備的研究――定期試験の実施と史料の状況 
 











内部機関は 1871 年 11 月 9 日の省令583前後で異なる。そこで、ここでは 1850 年 12 月から 1871
年 7 月までと、1872 年 1 月から 1889 年 6 月までの 2 期に分けて、審査員の構成の特徴をみる。 
 
1-1-1. 1850 年から 1871 年まで 
 この時期、ピアノ科の定期試験は 41 回実施された。審査にあたったのは、50 年総則に定め
られた音楽教育委員会の音楽学習委員であった。教育委員会の音楽学習部門は内部人員 9 名と
外部人員 3名によって構成されたが、12名全員が揃ったことは 1853年 6月の試験の時のみで、
他の試験では 5 名から 11 名の委員が審査にあたった。各試験の試験官は同委員会の議事録から






                                                        
583 Cf. 本論文 I-1-1-2。 
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図 II-1-1. 1853 年 6 月 15 日に行われた定期試験議事録（冒頭部分） 
N.B. 史料：AN, AJ 37/194-2 
 
 
 ここに記されている試験官は次の 12 名と 1 名の書記官の名前である。 
 
表 II-1-1. 1853 年ピアノ科後期試験の試験官（6 月 15 日） 
N.B. *はピアノ科受賞者 
氏名 役職, 肩書き 
オベール 委員長, 院長 
Éd. モネ 政府役員 









A. トマ 外部委員, 作曲家 




















かった。さらに全体的な傾向をみるために、次の表 II-1-2 に 1850 年 12 月から 1871 年 7 月まで
に試験官を務めた人物と参加した試験の日時を議事録に基づいてまとめた。表では審査への参
加回数の多い人物から順に記した。 
                                                        
584 H. SCHNEIDER, « AUBER, Daniel-François-Esprit », DMF, p. 68. ラデュルネールについては右の文献を参照。 
« Ladurner (Ignace-Antoine-François) », FétisB, t. 5, p. 158-159. 
585 M.-H. COUDROY-SAGHAI, « MEYERBEER, Jakob Liebmann MEYERBEER, Giacomo », DMF, p. 799. マルモン
テルも彼がモシェレスと演奏会で競い合う「熟練のヴィルトゥオーゾ」だったと述べている。Cf. PC, p. 186. 
586 Ferdinand HILLER, 6 suites d’études pour le piano-forté, op. 15, Paris, Delahante, 1834. 
587 Cf. 本論文 I-4-3-2。 
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表 II-1-2. 定期試験の試験官と参加した試験の日付（1850~1871） 
N.B. *はピアノ科受賞者。試験別の審査団の構成は附録 II-8~II-10 参照。史料：AN, AJ 37/194-2~ AJ 37/195-1 
オベール 委員長 院長 
1850/12/11 ; 1851/6/11 ; 1851/12/19 ; 1852/6/9 ; 1852/12/27 ; 1853/6/15 ; 1853/12/14 ; 1854/6/2 ; 1854/12/14 ; 1855/6/22 ; 
1856/1/9 ; 1856/6/23 ; 1857/6/5 ; 1857/12/23 ; 1858/5/28 ; 1858/12/6 ; 1859/6/8 ; 1859/12/12 ; 1860/6/12; 1860/12/14 ; 1861/6/7 ; 
1861/12/30 ; 1862/6/13 ; 1862/12/18 ; 1863/6/5 ; 1864/1/22 ; 1864/6/9 ; 1864/12/5 ; 1865/6/7 ; 1866/1/15 ; 1866/6/13 ; 
1866/12/10 ; 1867/6/14 ; 1867/12/17 ; 1868/6/11 ; 1868/12/9 ; 1869/6/1 ; 1869/12/27 ; 1870/6/16 ; 1871/7/29 
40 
Ed. モネ 委員 政府役員 
1850/12/11 ; 1851/6/11 ; 1851/12/19 ; 1852/6/9 ; 1852/12/27 ; 1853/6/15 ; 1854/6/2 ; 1854/12/14 ; 1855/6/22 ; 1856/1/9 ; 
1856/6/23 ; 1857/6/5 ; 1857/12/23 ; 1858/5/28 ; 1858/12/6 ; 1859/6/8 ; 1859/12/12 ; 1860/6/12; 1860/12/14 ; 1861/6/7 ; 
1861/12/30 ; 1862/6/13 ; 1862/12/18 ; 1863/6/5 ; 1864/1/22 ; 1864/6/9 ; 1864/12/5 ; 1865/6/7 ; 1866/1/15 ; 1866/6/13 ; 
1866/12/10 ; 1867/6/14 
32 







1850/12/11 ; 1851/6/11 ; 1851/12/19 ; 1853/6/15 ; 1853/12/14 ; 1854/6/2 ; 1854/12/14 ; 1855/6/22 ; 1856/1/9 ; 1856/6/23 ; 
1857/6/5 ; 1857/12/23 ; 1858/5/28 ; 1858/12/6 ; 1859/6/8 ; 1860/6/12; 1860/12/14 ; 1861/6/7 ; 1861/12/30 ; 1862/6/13 ; 
1862/12/18 ; 1864/1/22 ; 1864/6/9 ; 1864/12/5 ; 1865/6/7 ; 1866/1/15 ; 1866/6/13 ; 1866/12/10 ; 1867/6/14 ; 1868/6/11 ; 1869/6/1 ; 
1869/12/27 
32 
プリュミエ 委員 ハープ科教授 
1856/6/23 ; 1857/12/23 ; 1859/6/8 ; 1859/12/12 ; 1860/6/12; 1860/12/14 ; 1861/6/7 ; 1861/12/30 ; 1862/6/13 ; 1862/12/18 ; 
1863/6/5 ; 1864/6/9 ; 1864/12/5 ; 1865/6/7 ; 1866/1/15 ; 1866/6/13 ; 1866/12/10 ; 1867/6/14 ; 1867/12/17 
19 
カストネル 委員 作曲家 
1857/12/23 ; 1858/12/6 ; 1859/6/8 ; 1859/12/12 ; 1860/12/14 ; 1861/6/7 ; 1861/12/30 ; 1862/6/13 ; 1862/12/18 ; 1863/6/5 ; 





1862/6/13 ; 1862/12/18 ; 1863/6/5 ; 1864/1/22 ; 1864/6/9 ; 1864/12/5 ; 1865/6/7 ; 1866/1/15 ; 1866/6/13 ; 1866/12/10 ; 





1862/6/13 ; 1862/12/18 ; 1864/1/22 ; 1864/6/9 ; 1864/12/5 ; 1865/6/7 ; 1866/1/15 ; 1866/6/13 ; 1866/12/10 ; 1867/6/14 ; 







1862/6/13 ; 1862/12/18 ; 1863/6/5 ; 1864/6/9 ; 1864/12/5 ; 1866/1/15 ; 1866/12/10 ; 1867/6/14 ; 1867/12/17 ; 1868/6/11 ; 







1852/12/27 ; 1853/6/15 ; 1853/12/14 ; 1854/6/2 ; 1854/12/14 ; 1855/6/22 ; 1856/1/9 ; 1856/6/23 ; 1857/6/5 ; 1857/12/23 ; 
1858/5/28 ; 1858/12/6 ; 1859/6/8; 1860/12/14 
14 
ルベール 委員 作曲科教授 
1862/6/13 ; 1862/12/18 ; 1863/6/5 ; 1864/1/22 ; 1865/6/7 ; 1866/1/15 ; 1866/6/13 ; 1866/12/10 ; 1867/6/14 ; 1867/12/17 ; 










1850/12/11 ; 1851/12/19 ; 1852/6/9 ; 1852/12/27 ; 1853/6/15 ; 1853/12/14 ; 1854/6/2 ; 1854/12/14 8 
ガレ 委員 ホルン科教授 1856/6/23 ; 1857/6/5 ; 1857/12/23 ; 1858/5/28 ; 1859/6/8 ; 1859/12/12 ; 1860/6/12 7 
ルボルヌ 委員 作曲科教授 1852/12/27 ; 1853/6/15 ; 1854/6/2 ; 1855/6/22 ; 1856/1/9 ; 1857/6/5 6 




1850/12/11 ; 1851/6/11 ; 1852/6/9 ; 1852/12/27 ; 1853/6/15 5 
L. マサール 委員 
ヴァイオリン
科教授 




1858/5/28 ; 1858/12/6 ; 1859/6/8 ; 1861/6/7 ; 1861/12/30 5 
カラファ 委員 作曲科教授 1856/6/23 ; 1857/6/5 ; 1858/5/28 3 




1852/12/27 ; 1853/6/15 ; 1853/12/14 3 
ガレ 委員 ホルン科教授 1860/12/14 ; 1861/6/7 ; 1861/12/30 3 
アレヴィ 委員 作曲科教授 1853/6/15 ; 1855/6/22 ; 1856/1/9 2 




政府役員 1871/7/29 1 
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1-1-2. 1871 年から 1889 年まで 
 1871 年の総則改訂以後、1842 年以来続いたこの定期試験審査体制に大きな変化がもたらされ
た。審査がクラス別に組織される試験委員会の手に委ねられたことによって、各科における試
験官の専門性が重視されるようになったのである。それまでの教育委員会は同じ構成メンバー
が全科の試験の審査に当たっていたが、1871 年 11 月以後は科ごとに音楽院正教授の 6 名と外
部審査員からなるクラス試験委員会が設けられた573。この期間、各回のピアノ本科の試験に立
ち会った試験官は 6 名から 10 名で構成され、人数は必ずしも一定していない。次の表 II-1-3 は
その一例としてもっとも人数の多かった 1874 年 6 月の試験官の構成を示している。 
 
表 II-1-3. 1874 年ピアノ科後期試験の試験官（6 月 23 日） 
N.B. *はピアノ科受賞者。史料：AN, AJ 37/206-1 
氏名 役職・肩書き 










E. レティ 事務官、書記 
 
 書記のレティを除く 10 名のうち、この年は規定よりも多い 7 名の教授が審査にあたった。10
名の試験官のうち、委員長を含む 6 名がピアノ科受賞者である。それ以外の試験官においても




                                                        
571 バザンとピアノの関わりについては本論文 I-4-3-2、ルベールとピアノについては I-5-4 を参照。 
572 Cf. 本論文 I-4-3-2。 
573 試験委員の一覧は右の文献を参照。CP, p. 400-402. 
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 ピアノ奏者を重視するこの傾向は、1871 年以降に顕著な特徴である。次頁の表 II-1-4 は、こ
の期間の試験委員を参加回数の多い順に並べている。この時期、10 回以上試験に立ち会った試
験官は、書記のレティを除けば 8 名を数え、そのうちピアノ科の受賞者は 6 名（表中*をつけた







 試験への参加回数が 10 回未満の音楽家の大部分は、ピアノ演奏と関わりの深い音楽家たちで
占められている。エルツ、マチアスは元ピアノ科教授として外部委員の資格で試験に立ち会っ





関係については既に第 1 部で述べた579。ドリーブ Léo DELIBES（1836-1891）は 1850 年に設置
された民衆合唱クラスの教授バティストの甥で、パリ音楽院でアダンの作曲クラスとバザンの
和声・実践伴奏クラスで学んだ後、テアトル・リリックとオペラ座で伴奏ピアニストを歴任し
た。1865 年から 1872 年までオペラ座で合唱の次席コレペティトゥール（2e chef de chœur）を務









                                                        
574 コンクール審査員を務めていたデュヴェルノワ Alphonse DUVERNOY（1842~1907）とは別人である。H. デ
ュヴェルノワはローマ賞作曲コンクールで第 2大賞を得ている。 
575 Ernest GUIRAUD, 1re sonate pour piano, op. 1, Paris, Heugel, 1857. 
576 Id., Allegro de concert, Paris, Durand Schoenewerk, 1885. 
577 Georges BIZET, Variations chromatiques, Paris, G. Hartmann, 1868. 
578 Cf. 本論文 II- 5-2-9-2. 




     表 II-1-4. 定期試験の試験官と参加した試験の日付（1871~1889） 
     N.B. *はピアノ科の受賞者・次席獲得者。試験別の審査団の構成は附録 II-12 参照。史料：AJ 37/195-1, AJ 37/206~ AJ 37/304 
A. トマ* 委員長 院長 
1872/1/30 ; 1872/6/14 ; 1873/1/29 ; 1873/6/11 ; 1874/1/23 ; 1874/6/23 ; 1875/1/22 ; 1875/6/22 ; 1876/2/2 ; 1876/6/20 ; 1877/1/31 ; 
1877/6/21 ; 1878/1/25 ; 1878/6/20 ; 1879/2/4 ; 1879/6/19 ; 1880/1/30; ; 1880/6 /23 ; 1881/1/21 ; 1881/6/21 ; 1882/1/27 ; 
1882/6/20 ; 1883/1/26 ; 1883/6/19 ; 1884/1/21 ; 1884/6/20 ; 1885/1/24 ; 1885/6/23 ; 1886/1/23 ; 1886/6/22 ; 1887/1/22 ; 









1872/1/30 ; 1872/6/14 ; 1873/1/29 ; 1873/6/11 ; 1874/1/23 ; 1874/6/23 ; 1875/1/22 ; 1875/6/22 ; 1876/2/2 ; 1876/6/20 ; 1877/1/31 ; 
1877/6/21 ; 1878/1/25 ; 1878/6/20 ; 1879/2/4 ; 1879/6/19 ; 1880/1/30 ; 1880/6 /23 ; 1881/1/21 ; 1881/6/21 ; 1882/1/27 ; 1882/6/20 ; 
1883/1/26 ; 1883/6/19 ; 1884/1/21 ; 1884/6/20 ; 1885/1/24 ; 1885/6/23 ; 1886/1/23 ; 1886/6/22 ; 1887/1/22 ; 1887/6/21 ; 





1872/1/30 ; 1872/6/14 ; 1873/1/29 ; 1873/6/11 ; 1874/1/23 ; 1874/6/23 ; 1875/1/22 ; 1875/6/22 ; 1876/2/2 ; 1876/6/20 ; 1877/1/31 ; 
1877/6/21 ; 1878/1/25 ; 1878/6/20 ; 1879/6/19 ; 1880/1/30 ; 1880/6 /23 ; 1880/6 /23 ; 1881/1/21 ; 1881/6/21 ; 1882/1/27 ; 
1882/6/20 ; 1883/1/26 ; 1883/6/19 ; 1884/1/21 ; 1884/6/20 ; 1885/1/24 ; 1885/6/23 ; 1886/1/23 ; 1886/6/22 ; 1887/1/22 ; 
1887/6/21 ; 1888/1/21 ; 1888/6/19 ; 1889/1/21 ; 1889/6/18 
36 
J. コーエン* 試験委員 
声楽アンサン
ブル科教授 
1872/1/30 ; 1872/6/14 ; 1873/6/11 ; 1874/1/23 ; 1874/6/23 ; 1875/1/22 ; 1875/6/22 ; 1876/2/2 ; 1876/6/20 ; 1877/1/31 ; 1877/6/21 ; 
1878/1/25 ; 1878/6/20 ; 1879/2/4 ; 1879/6/19 ; 1880/1/30 ; 1880/6 /23 ; 1881/6/21 ; 1882/1/27 ; 1882/6/20 ; 1883/1/26 ; 1884/6/20 ; 





1876/2/2 ; 1876/6/20 ; 1877/1/31 ; 1877/6/21 ; 1878/1/25 ; 1878/6/20 ; 1879/2/4 ; 1879/6/19 ; 1880/1/30; 1881/6/21 ; 1882/1/27 ; 







1872/1/30 ; 1872/6/14 ; 1873/1/29 ; 1873/6/11 ; 1874/1/23 ; 1874/6/23 ; 1875/1/22 ; 1875/6/22 ; 1876/2/2 ; 1876/6/20 ; 1877/1/31 ; 









1881/1/21 ; 1881/6/21 ; 1882/1/27 ; 1882/6/20 ; 1883/6/19 ; 1884/1/21 ; 1884/6/20 ; 1885/1/24 ; 1885/6/23 ; 1886/1/23 ; 
1886/6/22 ; 1887/1/22 ; 1887/6/21 
13 
バザン 教育評議員 作曲科教授 1872/6/14 ; 1873/1/29 ; 1873/6/11 ; 1874/1/23 ; 1874/6/23 ; 1875/1/22 ; 1875/6/22 ; 1876/2/2 ; 1876/6/20 ; 1877/1/31 ; 1878/1/25 11 
H. エルツ* 外部委員 
元ピアノ科教
授 







1873/6/11 ; 1874/1/23 ; 1874/6/23 ; 1875/1/22 ; 1875/6/22 ; 1876/6/20 ; 1877/6/21 7 
ギロー* 外部委員 作曲家 1879/2/4 ; 1872/6/14; 1882/6/20 ; 1883/1/26 ; 1885/1/24 ; 1886/6/22 ; 1887/6/21 7 
 239 
 
ビゼー* 外部委員 作曲家 1872/1/30 ; 1872/6/14 ; 1873/1/29 ; 1873/6/11 ; 1874/1/23 ; 1874/6/23 6 
E. ゴーチエ 教育評議員 
音楽史クラス
教授 








1888/6/19 ; 1889/1/21 ; 1889/6/18 3 
バルブロ  ー 教育評議員 
音楽史クラス
教授 











1888/6/19 ; 1889/6/18 2 
V. マッセ* 教育評議員 
作曲科教授
（1866~） 
1874/6/23;  1 






















ト館に所蔵されている史料系列AJ 37 に含まれる次の 3 種類である。 
 
 -A 群：AJ 37/261～AJ 37/303581 





に続いて第 1 列には生徒氏名、第 2 列に教授の報告が記されている。教授の報告は生徒の全般
的な質、出席状況、勤勉さ、将来性などが記されている。 
 
-B 群： AJ 37/208～AJ 37/240583 





ンクラの 1859 年 10 月 29 日から 1862 年 4 月 9 日までの試験メモ、後半には 1862 年 6 月 5 日か




わけではない。評価の内容は「多少の進歩（quelques progrès）」、「ほとんど進歩無し（peu de 
                                                        
580 CP, p. 584, 589. 本論文付録 I-13 参照。 
581 Rapports des professeurs sur leurs élèves pour les examens, 1842-1913, 1921-1925, AN, AJ 37/261-AJ 37/303. 
582 Cf. 本論文 I-4-2。 








-C 群：AJ 37/193-3～AJ 37/195-5584 
 教育委員会、入学審査団、教育評議会、クラス試験委員会の議事録。以下、委員会議事録と
略記する。書記を務めた事務官によって記録されたもので、1 つの台帳に数年分の議事録が綴
じられている。図 II-1-4 は 1873 年 1 月 29 日に行われた試験の議事録（AJ 37/195-1）で、マチ
アス、エルツ、ファランク夫人のクラスに関する部分である。各クラスの生徒名の右にはそれ
ぞれの生徒が演奏した作品情報が記されている。但し、後でみるように作品情報が記されるよ









1-2-1-1. A 群の特徴 
 A 群の特徴については、第 1 部でエルツの教授報告を例に挙げて説明したが585、ここでは曲
目の記載状況の視点から説明を補足する。A 群（教授報告）の史料はほぼすべての試験、クラ
スについて残っている。欠落しているのは下記の 3 年度分のみである。 
 
-1842-43 年度 前期試験（1842/12/23）：ヅィメルマン、エルツ、ファランク夫人、 
  コーシュ夫人のクラス 
-1856-57 年度 前期試験 全クラス記録なし 
-1870-71 年度 前期試験 全クラス記録なし 
 
 史料欠落の原因がはっきりしているのは、プロイセン軍によるパリ包囲とパリ・コミューン
期にあたる 1870～1871 年度のみである。トマの院長就任直後の後期試験（1871 年 7 月 29 日実
施）以後はA 群の大部分に演奏曲目が記されているが、それ以前のオベール院長時代に曲目が
教授報告に書き込まれることは稀だった。
                                                        
584 Comité d’enseignement puis d’examens et jurys d’admission, AJ 37/193-3 ; Comité d’enseignement des études 
musicales ou comité des études musicales : procès-verbaux originaux des séances, AJ 37/194 ; Comité d’enseignement et 
conseil d’enseignement, jury d’admission et comités d’examens des études musicales, conseil supérieur d’enseignement, 
AJ 37/195. 












図 II-1-3. 試験官メモ（B群）の台帳の一例 
（AJ 37/195-1, 1861 年 12 月 30 日、ダンクラによるエルツ、ファランク夫人、ル・クーペ、コーシュ夫人のクラスのメモ） 























 次の表 II-1-5 は 1842 年から 1870 年までに演奏曲目が書き込まれた教授報告の一覧である。
ここには一件だけでも曲目情報が書き込まれている史料を挙げた。 
 
表 II-1-5. オベール院長時代に曲目が記録された教授報告一覧 
史料番号 試験日 クラス 
AJ 37/265 1846/6/6 ローラン 
AJ 37/270 1851/6/11 ローラン 
AJ 37/271 1852/6/9 ローラン 




AJ 37/278 1862/6/13 マルモンテル 
AJ 37/279 1864/6/9 マルモンテル 
1865/6/7 マルモンテル 
AJ 37/280 1867/6/14 マルモンテル 
AJ 37/281 1869/6/1 マルモンテル 
AJ 37/282 1870/6/16 マルモンテル、マチアス 
 
 この表が示すように、1840~1850 年代、教授報告に曲目が記されることは極めて稀で、ロー
ランが 3 回の試験で、曲目を書きとめているだけである。1860 年代に入ると男子クラスの教授
たちが時折曲目を書き込むようになる。マルモンテルが 9 回の試験、ローランが 2 回の試験、
マチアスが 1 回の試験で曲目を記録した。 
 このように、1871 年以前に関して、教授報告からは部分的にしか試験曲目データを再構築す
ることができない。次の図 II-1-5 は、1851 年 6 月 11 日に行われたローランによる教授報告の一
部で、この時期の演奏曲目の貴重な記入例の一つである。右列の教授報告欄には、各生徒が演
奏した曲目が、教授の報告とは異なる筆跡で記されている（上から順に「バッハのフーガ」、「マ









1-2-1-2. B 群の特徴 





メモはしかし、とりわけ 1870 年以前における A 群における曲目記録の不足を補う点で真剣に
扱う価値がある。実際、附録 II-1 の表が示すように 1860 年代に入ると A 群に記録されなかっ





                                                        
586 AN, AJ 37/270. 
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表 II-1-6. 図 II-1-6 の内容 
N.B. 生徒名の表記は同時期の試験の教授報告に記載された綴りに従った 
生徒名 演奏曲 ブノワの評価 
アルドゥーン嬢 Mlle Hardoun 2e - かなり良い 
リーステール嬢 Mlle Riester フィールドの協奏曲 平凡 
デヌリ嬢 Mlle Dénery フンメルの協奏曲 ずっと良くなった 
イユング嬢 Mlle Iungck エルツの作品 華々しい演奏 
スクレタン嬢 Mlle Secrétain フィールドの協奏曲 きれいな指 
トロートマン嬢 Mlle Trautmann - もっとも秀でている 
レイバック嬢 Mlle Leybaque エルツのソナタ 演奏に繊細さがある 








ない。附録 II-3 に掲げた表に、B 群の各史料における演奏曲目情報の有無を年代ごとまとめた。 
 
1-2-1-3. C 群の特徴 
 C 群における演奏曲目の記録は 1871 年以降に限られる。この年の内部機関再編の折に院長ト
マは教授報告、議事録に試験曲を記録するよう教授、書記官に周知したものと見られる。この
                                                        
587 曲名の位置には、このように生徒の状態が記されている場合がある。この表示は、ド・ラージュ嬢が病気で
あったことを指すと思われる。 










影響はＢ群の試験官メモにも及んでおり、1871 年以降の定期試験の大部分は A、B、C 各群に
演奏曲目の記録が残っている。 











 A 群やB 群と同様、演奏曲目は作品番号やタイトルによって同定できるものと同定不可能な
ものがある。 
 
1-2-2. データ整理 ―― 一覧表の作成 
 A、B、C 群の史料から可能な限り定期試験の演奏曲目を再構築するために、筆者は曲目の記
録が始まる 1840 年代から 1880 年代の間にA、B、C 群に記載されたこれらの曲目情報を史料別
にすべてエクセルファイルに書き写し、1 つの表にまとめた。附録 II-4 に表の一例として、1871
年 7 月 29 日に行われた定期試験のマルモンテル・クラスの演奏曲目一覧を抜粋した。横にも長


















れた作品は次の 2 作品のみである。⑨行目 エルツ《ピアノ協奏曲》作品 34 イ長調、⑪行目 ヴ
ェーバー《ピアノ・ソナタ》作品 24 ハ長調 第 4 楽章。 



























くの用語がある。 « improviser » （即興する）という語がドイツ語の « phantasieren » に
相当するとはいえ、フランス語でごく好んで用いられるのは « préluder » （前奏する）







                                                        
589 作品を同定できたということは、ここでは作品番号または作品目録番号が同定された作品およびいずれの番






















成の 3 点に鑑みて、337 曲を次の表に示す諸ジャンルに分類した。 
  
                                                        
590 « En réalité, la question terminologique est plus complexe qu’elle ne le paraît au premier abord : on trouve pour désigner 
un même type de pièces les termes ‘fantaisie’, ‘prélude’, ‘caprice’, ‘capriccio’, ‘mélange harmonique’ et bien d’autres 
encore. Si ‘improviser’ se dit alors en allemand phantasieren, on emploie très volontiers en français le verbe ‘préluder’. On 
rencontrera également, dans le cours de l’ouvrage, des titres poétiques visant à désigner le contenu émotionnel (depuis les 
C. P. E. Bachs Empfindungen pour la dernière fantaisie de ce compositeur jusqu’à l’Après une lecture du Dante de Liszt). 
Une telle indétermination sémantique pose des problèmes que la musicologie a souvent du mal à résoudre : la différence 
entre toccata et fantaisie chez J. S. Bach reste un débat de musicologues. Il semble que l’on trouve plus fréquemment le 
terme ‘fantaisie’ dans la sphère germanique alors que celui de ‘caprice’ abonde en France, comme l’atteste en 1768 le 
Dictionnaire de musique de Jean-Jacques Rousseau. Ces appellations reflètent en même temps des fonctions précises : le 
prélude reste de taille réduite et joue un rôle introductif, jusqu’au moment où sa mise en série dans tous mes tons débouche 
sur un cycle de petites études poétiques, par exemple avec Chopin. Les fantaisies ou caprices paraissent alors se focaliser sur 
des pièces de plus grande envergure. En privilégiant la virtuosité, la toccata finit par perdre son aspect improvisé : la Toccata 
op. 7 de Schumann n’a plus rien d’une fantaisie. Mais l’efficacité d’un classement rigoureux demeure illusoire, et celui-ci ne 
servira en rien au propos du présent ouvrage. Nous avons choisi donc le terme générique ‘fantaisie’, quitte à en préciser en 
plusieurs endroits les frontières sémantiques. » Jean-Pierre BARTOLI et Jeanne ROUDET, L’essor du romantisme : la 
fantaisie pour clavier, de Carl Philipp Emanuel Bach à Franz Liszt, Paris, J. Vrin, 2013, p. 11. 
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表 II-1-7. 定期試験演奏曲目のジャンル区分 
ジャンル 下位ジャンル 
1 協奏曲（Concerto） 
1a  協奏曲（Concerto） 
1b 小協奏曲（Concertino） 




3 ロンド（Rondo） - - 
4 スケルツォ（Scherzo） - - 
5 変奏曲（Variations） - - 
6 幻想曲（Fantaisie) 
6a 幻想曲 1（Fantaisie 1） 
6b 幻想曲 2（Fantaisie 2） 
7 カプリース (Caprice) - - 
8 バラード（Ballade） - - 
9 舞曲（Danse) 
9a  ガヴォット（Gavotte） 
9b  メヌエット（Menuet） 








10 ラプソディ（Rhapsodie） - - 
11 練習曲（集）（Études） - - 
12 前奏曲（集）（Préludes） - - 
13 フーガ（Fugue） - - 










16 編曲（Arrangement） - - 
17 その他 - - 









 このジャンルの下位区分には、「1a. 協奏曲（Concerto）」、「1b. 小協奏曲（Concertino）」、「1c. 
独奏協奏曲（Solo concerto）」の 3 ジャンルを設けた。  
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 2a. 小協奏曲 





作曲者 タイトル 作品番号 楽章数 調性 出版地、出版年 
ヴェーバ  ー コンツェルトシュトゥック 79 1（3 部分） f Leipzig, 1823 
Ch. マイヤ  ー 演奏会用アレグロ 第 1 番 51 1 f Paris, 1846 
Ch. マイヤ  ー 演奏会用アレグロ 第 2 番 60 1 fis Paris, 1843 
メンデルスゾーン 華麗なカプリッチョ 22 1 h London, 1832 
ディエメール コンツェルトシュトゥック 31 2 E Paris, 1892 
 
 ヴェーバーの《コンツェルトシュトゥック》作品 79593は序奏（Larghetto ma non troppo）とソ
ナタ形式による第 1 部（Allegro passionato）594、行進曲による第 2 部（Tempo di Marcia）、ロン
ド形式による第 3 部（Presto assai）からなるが、第 1 部では展開部と第 2 主題の再現が省かれ
るなど切り詰められた形式で書かれているので、このジャンルに分類した。 
 ディエメールの《コンツェルトシュトゥック》595は前奏（Prélude）を伴う三部形式の第 1 楽
                                                        
591 例えば、モシェレスがピアノ独奏用に編曲したベートーヴェンのピアノ協奏曲 5 作は 1845 年頃にパリのブ
ランデュ社で出版されていた。Cf. Ludwig van BEETHOVEN, Concertos, arrangés pour piano seul par J. MOSCHELES, 
Paris, Brandus et Cie, ca 1845. これと同様のピアノ協奏曲の独奏用編曲はモーツァルト、ヴェーバー、フィールド
の協奏曲についても存在する。 
592 Charlotte MOSCHELES, Aus Moscheles Leben - Nach Briefen und Tagebüchern herausgegeben von seiner Frau, vol. 1, Leipzig, 
Duncker und Humblot, 1872, p. 304. 
593 このピアノ独奏版はフランスでは初め《サロン用作品―ラルゲット、アフェットゥオーソ、アレグロ・パッ
ショナート、行進曲とロンド（Morceau de salon ― Larghetto, Affettuoso, Allegro passionato, Marcia e Rondo giocoso）》
というタイトルで出版されていた（Cf. Carl Maria von WEBER, Le Croisé, concert-stück, morceau de salon pour piano, 
op. 79, Paris, H. Lemoine, 1865.）。1865 年には《十字軍―コンチェルトシュトゥック、サロン用作品》という標題
付きの作品として出版された。（Cf. Id., Marche du croisé, extraite du Concerto de Salon par Karl Maria von Weber, 
op. 79, Paris, F. Janet. 
594 この作品の第 1 部では第 2 主題が再現されない。 




章（Andantino）と序奏（Allegro molto）を伴うソナタ形式による第 2 楽章〈フィナーレ〉（Allegro 
giocoso）からなる。このフィナーレはヴェーバーの《コンツェルトシュトゥック》第 1 部とは
異なり展開部と第 2 主題の再現を備えているが、提示部は反復されない。 









 2c. 独奏協奏曲 
 このカテゴリーに分類されたのは、協奏曲の形式で書かれているが、編曲ではなく初めから
独奏用の作品として書かれた次の 3 作品のである。 
 
表 II-1-9. 「独奏協奏曲」に分類した作品 
作曲者 タイトル 作品番号 楽章数 調性 出版地、出版年 
ショパン 演奏会用アレグロ 46 1 A Paris, 1841 
Ed. ヴォルフ 演奏会大用アレグロ 39 1 fis Paris, 1843 
Ch. V. アルカン 全短調による 12の練習曲 39 3 
gis 
Paris, 1857 cis 
fis 
 
 アルカンの作品のタイトルは《全短調による 12 の練習曲》であるが、この曲集の第 8 番から
第 10 番までの 3 曲は 3 楽章からなる〈協奏曲〉と題されている。 










596 Charles MAYER, Allegro de concert pour le piano, op. 51, Paris, H. Lemoine, 1846. ; Id., 2e Allegro de concert pour 
piano, op. 60, Paris, H. Lemoine, 1843. 第 1 番はマリー・プレイエル夫人に献呈されている。 
597 ヴォルフの《演奏会用アレグロ》はショパンに献呈されている。Cf. Édouard WOLFF, Grand allegro de concert, 
op. 39, Paris, Maurice Schlesinger, 1843. 
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譜例 II-1-1. Éd. ヴォルフ《演奏会用大アレグロ》作品 39（1843）、mes. 1-4. 
 
 譜表の冒頭には « Concerto » という指示が見られ、ジャンルが明示される。また « Tutti » と
いう指示は、冒頭の旋律がオーケストラを想定していることを演奏者に知らせている。次の譜
例は独奏部分における第1主題の提示箇所の冒頭である。ここには « Solo » の指示が見られる。 
 




 ソナタには 2 つの下位区分、「2a. ソナタ」、「2b. ソナタ風アレグロ（Allegro-sonate）」を設け
た。 






品でこのカテゴリーに分類したのはアルカンの《すべての短調による 12 の練習曲》作品 39 の
第 7 番である。この曲集の第 4 番から第 7 番は〈交響曲〉と題されており、第 7 番は最終楽章
に相当する。 
 






                                                        
598 ソナタに分類した作品一覧は附録 II-7 参照。 
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表 II-1-10. 「ソナタ風アレグロ」に分類した作品 






1 a 1 Paris, 1845 
アレグロ 51 E 1 Paris, 1860 
マチアス 
アレグロ・アパッショナート 5 e 1 Paris, 1850 
交響的アレグロ第 1 番 51 B 1 Paris, 1870 
ギロ  ー 演奏会用アレグロ - cis 1 Paris, 1885 
サン＝サーンス アレグロ・アパッショナート 70 cis-Cis 1 Paris, 1884 
 
 シュルホフ Jules SCHULHOFF（1825~1898）の《ソナタ形式による華麗なアレグロ》作品 1
はショパンに献呈された作品で、提示部の反復と展開部、再現部を備えた典型的なソナタの第
一楽章に見られるアレグロである。 
 マチアスの《アレグロ・アパッショナート》作品 5 はホ短調の第 1 主題、ト長調の第 2 主題
をもつ。ソナタ・アレグロ風の提示部に続くセクションでは第 1 主題の動機が展開される。主
題の再現は第 2 主題がホ長調で再び現れるのみで、第 1 主題は再現されない。第 2 主題の再現
が終わるとホ短調のコーダで曲が閉じられる。彼のもう 1 つの作品《交響的アレグロ第 1 番》
作品 51599は変ロ長調の第 1 主題と変ニ長調の 2 つの主題を提示部にもち、その次に第 1 主題の
諸動機に基づく展開セクションが来る。第 1 主題と第 3 主題は主調で再現される（第 2 主題は
再現されない）。最後に第 1 主題がもう一度主調で展開的に再現されコーダに接続される点、こ
の曲はソナタ型ロンドの特徴も備えている。 







 サン＝サーンスが 1884 年のパリ音楽院コンクール課題曲として書いた《アレグロ・アパッシ
ョナート》作品 70 は同年に独奏曲として出版された600。この曲は拍子の交替や分散和音の多用
が目立ち即興的な幻想曲に近いが、ソナタ風の特徴も備えている。嬰へ短調の第 1 主題、イ短
調、ホ短調の経過的楽句に続くト長調の第 2 主題、ト短調で開始される第 1 主題の展開とホ長
調のエピソードを擁する展開部、第 1 主題とイ短調の経過句のみが回帰する再現部にコーダが





タイトルの独立した作品のみを分類した。このジャンルには次の 6 曲を分類した。  
                                                        
599 Georges MATHIAS, Allegro symphonique, Paris, Hartmann, 1870. この作品はピアノ科教授着任前のドラボルド
に献呈されている。 
600 Camille SAINT-SAËNS, Allegro appassionato pour piano, op. 70, Paris, A. Durand et fils, 1884. 
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表 II-1-11. 「ロンド」に分類した作品 
作曲者 タイトル 作品番号 調性 初版年 
メンデルスゾーン カプリッチョ風ロンド 14 E London, 1830 
ショパン ロンド 16 c/Es Paris, 1834 
ヴェーバ  ー 華麗なロンド 62 Es Berlin, 1819 
フンメル 華麗なロンド 109 h Paris, 1826 
リース 優雅なロンド 122 f/F London, 1823 







 このジャンルに分類されたのは次の 10 曲である。スケルツォをジャンルとして規定する側面
は 2 つある。一つはソナタの楽章から独立した 3/4 拍子のスケルツォとしての側面、もう一つ
はメンデルスゾーンに代表される 3/8, 6/8 拍子の性格的なスケルツォとしての側面である。 
 
表 II-1-12. スケルツォに分類した作品  





[U 113] fis 6/8 Paris, 1836 
ショパン スケルツォ第 2番 31 b/Des 3/4 Paris, 1837 
タールベルク スケルツォ 31 cis 6/8 Paris, 1838 
ショパン スケルツォ第 3番 39 cis 3/4 Paris, 1840 
ヘラ  ー スケルツォ 24 D 3/4 Paris, 1841 
ショパン スケルツォ第 4番 54 E 3/4 Paris, 1843 
ヘラ  ー 幻想的スケルツォ 57 e/E 3/8-2/4-3/8-2/4 Paris, 1846 
ファランク スケルツォ 47 B 3/4 Paris, 1858 
デュボワ スケルツォとコラール 18 F 6/8 Paris, 1868 

















ツォ》作品 24 においてははっきりと認めることができる。ヘラーの作品 24 はニ長調の第 1 主
題にイ長調の第 2 主題を対置させ、それぞれのモチーフを用いて入念な動機労作を行った後で





 3/4 拍子を採用しないスケルツォは 3/8 か 6/8 で書かれおり、3/4 拍子の伝統的なスケルツォに
対して「スケルツォ」という言葉の本来の意味における諧謔的な性格に力点が置かれている。











譜例 II-1-3. F. メンデルスゾーン《カプリッチョ風 
スケルツォ》U 113（1836）、第 1 番、mes. 1-6604 
 
  
                                                        
602 形式的観点からは 2つの大きな部分からなり、前半はA-B-［Aの展開 1］-B1-［Aの展開 2］-C-［Aの展開
3］-C1-［Aの展開 4］、後半は前半を繰り返し C’と［Aの展開］まで来たところでコーダに入る。 
603 Sigismond THALBERG, Scherzo, op. 31, Paris, Schlesinger, 1838. 
604 この作品に関して、譜例には次のエディションを用いた。Felix MENDELSSOHN, Scherzo a capriccio, Julius 
RIETZ (éd.), Leipzig, Breitkopf & Härtel, entre 1874-1882. 
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譜例 II-1-4. S. タールベルク《スケルツォ》作品 31（1838）、mes. 1-10 
 
 
 但し、形式は明快なソナタ形式を採用している。タールベルクは嬰ハ短調の第 1 主題に対し






譜例 II-1-5. Th. デュボワ《スケルツォとコラール》作品 18（1868）、mes. 1-4 
 
譜例 II-1-6. 同前、mes. 81-90 
 
 
 1846 年に出版されたヘラーの《幻想的スケルツォ》作品 57 は 3/8 拍子で書かれており、「幻




                                                        










表 II-1-13. 「変奏曲」に分類した作品のうち、表題に「変奏（曲）」の語を含まない作品 
作曲家 タイトル 作品番号/目録番号 調性 楽章 初版年 
ヘンデル 
クラヴサン組曲第 1 集 
（組曲第 5 番） 
HWV 430 E IV 1720 
ヘンデル 
クラヴサン組曲第 2 集  
（組曲第 8 番） 
HWV 441 G VI 1733 
シューマン 12 の交響的練習曲 13 - - 1837 
アルカン 全短調による 12の練習曲 39 e XII 1857 
 
 ヘンデルのクラヴサン組曲のうち、《クラヴサンのための組曲集》（HWV 430）の第 1 集組曲
第 5 番の終曲は〈エール・ヴァリエ〉（通称「調子の良い鍛冶屋」）であり、第 2 集第 8 番の第
6 曲はガヴォットの主題による 8 つ変奏からなる。 
 曲集全体で変奏曲を成すシューマンの《12 の交響的練習曲》作品 13 は 1852 年の第 2 版では
《変奏形式による 12 の練習曲》というタイトルが与えられている。アルカンの《全短調による
12 の練習曲》作品 39 の終曲〈イソップの饗宴 Le Festin d’Ésope〉は練習曲集の一曲だが、8 小
節の主題に基づく主題と 25 の変奏からなる。 
 
1-3-6. 幻想曲 













ことによって幻想曲と呼ばれていたといえる。しかし、この二人の著者はC. P. E. バッハの幻
想曲からリストの《ダンテを読んで――ソナタ風幻想曲》（1849 年完成）に至るまで幅広く幻
                                                        
606 定期試験で演奏された変奏曲の一覧は附録 II-7 参照。 
607 Hugo RIEMANN, Grundriss der Kompositionslehre, II, Berlin, Hesse, 1905, p. 124. 


















 ④ 幻想曲の成立を促す演奏様式の諸伝統の存在：2 つの技法の系譜がある。1 つ目は 17 世紀
の北ドイツの伝統で、発達した数字付低音に基づいて多様なフィギュレーションを発明した。










想曲について「幻想曲の精神（esprit de fantaisie）」を規定することができる。 
 バルトリ、ルーデが個別事例の丹念な検討から帰納したこれらのジャンル規定に基づいて、




















バッハ 半音階的幻想曲とフーガ [BWV 903] d I 2 
[1720, rev. ca 
1730] 
モーツァルト 幻想曲 [K 475] c - 1 Vienne, 1785 
フンメル 幻想曲 18 Es 
Andante 
3 Paris, 1806 
final 




78 [D 894] 
h III 
4 Vienne, 1827 





28 fis III (final) 3 Bonn, 1834 
シューマン 幻想曲 17 Es II 3 Leipzig, 1839 
ショパン 幻想曲 49 f/As - 1 Paris, 1841 











はウィーンのアルタリア社から 1785 年に出版された当時、同じハ短調のソナタ（K 397）に先





 フンメルの《幻想曲》作品 18 は 19 世紀初期にこのジャンルの規範となったソナタ風の幻想
曲である610。この幻想曲は遅いテンポ（Lento-Andante）の序奏、ソナタ風の提示部と展開部か
らなる第 1 部（Allegro con fuoco）、ゆったりとしたテンポの第 2 部（Larghetto e cantabile）、主題
に続いて複数のエピソード611が交替する第 3 部（Allegro assai-Presto）で構成されるが、各部分
は途切れなく演奏される。 
 シューベルト、メンデルスゾーン、シューマン、ヘラーの幻想曲はいずれも複数の楽章から
                                                        
609 この作品は、ヴェルフル、シューベルト、カルクブレンナーを初めとする後続世代の作曲家たちによる幻想
曲のモデルとなった。Cf. Ibid., p. 159-164. 
610 Ibid., p. 295-298. この研究ではフンメルのモデルに倣った例としてクレメンティの《ソナタ形式による 2 つの
カプリース》作品 47（1821）、モシェレスの《英雄幻想曲》（ca 1822）、カルクブレンナーの《エッフュージオ・
ムージカ――大幻想曲》（1823）が挙げられている。 



















この幻想曲はソナタ形式による第 1 楽章（Poco sostenuto-Allegro vivace）の第 1 主題、第 2 主題
は同一の主題に基づいている。第 2 楽章は 2 拍子のスケルツォ、第 3 楽章は 3 部形式の緩徐楽





譜例 II-1-7. S. ヘラー《F. メンデルスゾーン=バルトルディの民謡 
――ソナタ形式による幻想曲》作品 69（1849）、mes. 1-13 
 
 
 リストに献呈されたシューマンの《幻想曲》作品 17 はアウグスト・ヴィルヘルム・シュレー
ゲル August Wilhelm von SCHLEGEL（1767~1845）の呼びかけで始まったベートーヴェン記念
                                                        
612 バルトリ、ルーデは第 1 楽章を「幻想曲」と銘打ったハスリンガーの意図を、単に商業的な思惑（当時幻想
曲は流行のジャンルだった）のみならず、ベートーヴェンの幻想曲風ソナタの様式を受け継ぐ独創的な音楽家
としての評価をシューベルトに与えようとした可能性を指摘している。Ibid., p. 246. 
613 Stephen HELLER, Chant national de F. Mendelssohn-Bartholdy, fantaisie en forme de Sonate, op. 69, Paris, 1849. 
 
D :                                                  e : 
 




複数のタイトル案を出している。1836 年 12 月に複数の出版社に宛てた手紙にシューマンが書
いた題名は「廃墟、戦勝記念品、栄冠、ベートーヴェン記念碑のための大ソナタ（Ruinen. Trophaeen. 
Palmen. Grosse Sonate f. d. Pianof. für Beethovens Denkmal）》であった615。次いで彼はこれを《詩
集――廃墟、凱旋門、星座（Dichtungen : Ruinen, Siegesbogen, Sternbild）》と題することを着想し
たが、初版のタイトルは 3 楽章全体を指して「幻想曲」という題名が採用された616。シューマ
ンが自筆譜で「幻想曲」と名づけた第 1 楽章のタイトル選択における幻想曲とソナタとの間の










冒頭主題は曲の終結直前に短く回想される（第 286 小節）にすぎない。第 1 楽章には、ロンド
風の凱旋行進曲としての第 2 楽章、歌唱的な様式の緩徐楽章としての第 3 楽章が続く。この《幻
想曲》は「ソナタ」というタイトルが想定されたとはいえ、シューベルトが「ソナタ」として




                                                        
614 この企画はベートーヴェンの生誕 65 年にあたる 1835 年 12 月に始まった。 
615 Jean-Pierre BARTOLI et Jeanne ROUDET, op. cit., p. 303-304. 
616 第 1 楽章の自筆譜には「廃墟、ピアノのための幻想曲」というタイトルが取り消し線で削除されている。Cf. 
Ibid., p. 304. 
617 以下の分析的な記述はバルトリ、ルーデの前掲書の分析図に依拠している。Cf. Ibid., p. 308-309. 譜例は次の








和音がダンパーを上げた状態で（sempre ped.）トレモロとアルペッジョが 10 小節に亘って鳴ら
され、その残響の中で主題が単旋律で演奏される。 
 
譜例 II-1-9. F. メンデルスゾーン《幻想曲》作品 28（1834）、mes. 120-134 
 
 冒頭楽章におけるピアノの音響実験はベートーヴェンの《幻想曲風ソナタ》作品 27-2 と共通
している。このソナタの有名な第 1 楽章の初版譜620には「常に弱く、弱音ペダルなしで（ある
いはダンパーペダルを踏んで）（sempre piano senza sordino621）」という指示が与えられている。
これはアルペッジョが霧がかったような音響効果を生み出すことを意図したものと読むことが
できる。メンデルスゾーンの《幻想曲》作品 28 の第 2 部は、イ長調の「アレグロ・コン・モー
                                                        
618 Felix MENDELSSOHN, Fantasia, op. 28, Bonn, Simrock, 1834. この作品に関して、以下の譜例には次のエディ
ションを用いた。Felix MENDELSSOHN, Phantasie, op.28, Julius Rietz (éd.), Leipzig, Breitkopf & Härtel, entre 
1874-1882. 
619 Ibid., p. 278. 
620 Ludwig van BEETHOVEN, Sonata quasi una fantasia, op. 27, Vienna, Gio. Cappi e Comp., 1802. 
621







ADAM, Jean-Louis, Méthode de piano du Conservatoire, adoptée pour servir à l’enseignement dans cet 
établissement, Paris, Imprimerie du Conservatoire de Musique, 1804,  p. 220. “senza sordino” をめぐる
初期の議論としては、次の記事を参照。Anonyme, “Beethoven and the Sordino Source”, The Musical Times 




août 1895, p. 516-518. 
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ト」の 3 部形式でニ長調の中間部をもつ。結局、ソナタ形式をとるのは第 3 部のみである。無
窮動風の第 3 部（「プレスト」）は嬰へ短調の急速な音階による第 1 主題と平行調による「カン
タービレ」の第 2 主題を備え、提示部は反復される。展開部は末尾で嬰へ短調から同主調に転
調し、先に第 2 主題が再現され、再び主調に戻ってから第 1 主題が回帰する。 
 ショパンの《幻想曲》作品 49 と《幻想ポロネーズ》作品 61 はショパンが生前に出版した「幻





譜例 II-1-10. F. ショパン《幻想曲》作品 49（1841）、mes. 43-44622 
 
 これは、この後、楽曲中の重要な区切れで毎回異なる調に移されて 5 回現れる（mes. 143, 180, 
223, 321, 322）重要なパッセージである。第 43 小節から始まるこの前奏風の楽句は「アジター
ト」と指示された第 68 小節の主題風の旋律を導く。 
 
譜例 II-1-11. 同前、mes. 67-72 
 
 
 この主要旋律は第 143 小節ではハ短調で、第 235 小節では変ロ短調で現れる。この 2 度目の
主題再現は、第 68～142 小節に対応する第 235～309 小節の 74 小節に対応しており、一種の再
現部と見做すこともできるが、完全 4 度上の調に移調されており、変イ長調が確立されるとこ
                                                        
622 この作品に関して、譜例には次のエディションを用いた。Frédéric CHOPIN, Fantaisie, op. 49, Complete Works for 





 《幻想ポロネーズ》作品 61 は、日本語ではこのように訳されるのが慣例となっているが、
« Polonaise-Fantaisie » という出版譜に見られるタイトルは「ポロネーズ=幻想曲」と訳すべきも
のである。2 つのジャンル名は並列されているのであり 2 語のうち一方が他方を修飾している
わけではない623。ポロネーズ風の要素は主要主題を導入する舞踏リズムにある。 
 
譜例 II-1-12. F. ショパン《ポロネーズ=幻想曲》作品 61、mes. 19-26624 
 
 











譜例 II-1-13. 同前、mes. 1 
 
                                                        
623 「ポロネーズ」と「幻想曲」の語順が « Fantaisie-Polonaise »とはならないのは、この語順にした場合、「ポロ
ネーズ」が形容詞として幻想曲を修飾しているように見えるのを避けるためであろう。 
624 この作品に関して、譜例には次のエディションを用いた。Frédéric CHOPIN, Fantaisie-Polonaise op. 61, Complete 
Works for the Piano, Carl MIKULI (éd.), vol.3, New York, G. Schirmer, 1895, p. 60-76. 
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この音響の作り方はメンデルスゾーンの《幻想曲》作品 28 第 1 部の末尾に見られたのと同様
である（譜例 II-1-9）。 
 《幻想曲》作品 49 に「レント・ソステヌート」と指示された、主題とは全く異なる様式の
セクションが置かれていたように、この幻想曲にも 3 つ緩徐セクションが設けられている（① 




譜例 II-1-14. 同前、mes. 114-119 
 
 さらに、嬰ト短調で提示されロ長調で終わる③とヘ短調で提示される③’の接続には再び冒頭
の拍節のないアルペッジョの音型が 2 回響く（第 214～215 小節）。主題は③’に続く推移を経て
主調で回帰するが（第 242 小節）、その際、もはやポロネーズのリズムは現れず、左手の付点リ
ズムの伴奏上で力強く奏でられる。 
 ショパンの《ポロネーズ=幻想曲》作品 61 はこのように即興的な要素が際立っている点、異
なる様式（前奏曲、ポロネーズ、ノクターン）が交替する点、しかし主題の提示と再現によっ
て枠付けられている点に《幻想曲》作品 49 との共通点が認められる。 






6b. 幻想曲 2（オペラ等の主題に基づく幻想曲） 
 1847 年にフェティスは 1820 年代後期以来の「幻想曲」の動向を次のように観察している。 
 
 だがこの約 20 年、幻想曲ほど不自由なものはない。もはやそれはいつも変わらぬ所
与のモデルに基づいてしか作られず、想像力とは全く関係がない。主題は常にオペラ
のなんらかのアリアで、そのモチーフが変奏される625。 
                                                        
625 « Mais depuis environ vingt ans, rien n’est moins libre que la fantaisie ; on ne la fait plus que sur un modèle donné qui 













 定期試験曲目において同定されたカプリースには次の 8 曲が含まれる。 
 
表 II-1-15. 「カプリース」に分類した作品 








カプリッチョ 5 fis - Berlin, 1825 
3つの幻想曲またはカプリース 16 e II Vienne, 1831 




マチアス カプリース 62 - - - 
ディエメール 
船頭の歌：演奏会用カプリース 12 D - Paris, 1866 
カプリース 17 Des - Paris, 1868 
ヘラー 
F. メンデルスゾーンの主題に
基づく 2 つのカプリース 









 フェティスは続いてロカテッリ Pietro Antonio LOCATELLI（1695~1764）とフィオリッロ
Federigo FIORILLO（1755~1823）のヴァイオリンのためのカプリースを代表例として挙げてい
る。前者の《ヴァイオリンの技法――12 の協奏曲、25 の任意のカプリース付》作品 3629、後者
                                                                                                                                                                  
motif est varié. » François-Joseph FÉTIS, La musique mise à la portée de tout le monde, 3e édition, Paris, Brandus et Cie, 




628 « Pièce de musique d’un style libre dont le plan n’est pas déterminé. Ce genre de musique a eu de la vogue autrefois, 
surtout pour le clavecin et le violon. » François-Joseph FÉTIS, op. cit., p. 355. 
629 フランス国立図書館に収められている最初期のエディションは右の楽譜である。Pietro Antonio LOCATELLI, 














楽式上の論理からの際立った逸脱はない。《3 つの幻想曲またはカプリース》作品 16 はアンダ
ンテ、スケルツォ、アンダンテの小規模な 3 曲からなり、2 つのアンダンテは 3 部形式、2 曲目
のスケルツォは主調（ホ短調）の第 1 主題と属調の第 2 主題をもつソナタ風の形式で書かれて
いる。タイトルに「幻想曲」の語を含むこの作品には幻想曲らしい要素がないわけではない。
第 1 曲の第 133 小節（譜例 II-1-15632、2 段目）では前小節の属 7 から主調への解決の期待を裏
切って pp で減 7 の和音が置かれている。この解決を延期する身振りは曲が閉じられる前にその
後に再度現れる。 
 
譜例 II-1-15. F. メンデルスゾーン《3 つの幻想曲またはカプリース》作品 16、 
第 1 番（1831）、mes. 126-140 
 
 
 しかし、3 曲を通してこうした幻想曲風の身振りはここに見られるのみである。1832 年に出
版したオーケストラとピアノのための《カプリッチョ》でソナタ形式を用いたメンデルスゾー
ンは、1836 年に出版した《3 つのカプリース》作品 33 で再びこの枠組みを用いた。第 3 番は 3
                                                        
630 Federigo FIORILLO, Étude pour le violon formant 36 caprices, op. 3, Paris, Sieber, ca 1788. 
631 Henri BERTINI, Caprices pour le piano, op. 94, Paris, H. Lemoine, 1834. 
632 この作品の譜例には次のエディションを用いた。Felix MENDELSSOHN, Drei Phantasien oder Capricen, op. 16, 
Julius RIETZ (éd.), Leipzig, Breitkopf & Härtel, entre 1874-1882. 
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曲とも純然たるソナタ形式で書かれており、第 1 曲と第 3 曲には遅いテンポの序奏が付いてい
る。 




図 II-1-8. C. M. v. ヴェーバー《モメント・カプリッチョーゾ》作品 12 の形式図 
小節 1-8 9-16 17-24 25-50 51-58 59-98 99-130 131-149 150-153 154-184 
部分 













伝統上にある。この作品は序奏-A-B-A’と図式化される 3 部構成をとり、A 部のテクスチュアは
中声部の旋律とそれを上下で挟むバス、上声部のアルペッジョからなる。 
 





ルスゾーンの《3 つの練習曲》作品 104b の第 1 曲は中声部に旋律を配し、アルペッジョを担う
右手とバスを担う左手を交互に取るように書かれている。 
  
                                                        




譜例 II-1-17. F. メンデルスゾーン《3 つの練習曲》作品 104b（1868）、mes. 1-2634 
 
[Presto sempre pp] 
 
 1834 年に書かれたこの練習曲は 1868 年まで出版されなかったため、ディエメールがこの作
品を知っていた可能性は低いが、この種の書法はフランスでも練習曲の書法として定着してい
た。次に示す譜例は、パリ音楽院ピアノ科でマルモンテルに師事し、後に声楽アンサンブル科
の教授となったジュール・コーエンの《12 の様式の大練習曲》作品 7635第 1 番の冒頭である。 
 
譜例 II-1-18. J. コーエン《12 の様式の大練習曲》作品 7、第 1 番、mes. 1-2 
 
 コーエンのこの曲集は、1856 年にパリ音楽院で教材認定を受けた。この年はディエメールが
ピアノ科で 1 等賞を受けた年である。 
 一方、メンデルスゾーンのカプリッチョのようにソナタ形式の枠組みを参照しているのはヘ
ラーの《F. メンデルスゾーンの主題に基づく 2 つのカプリース》作品 144636の第 1 曲（ロ短調）
である。この作品の楽譜冒頭ページのタイトルは「メンデルスゾーンの〈フィンガルの洞窟〉
序曲の諸主題に基づくカプリース＝エチュード」と記されている。エチュードという名称がこ




 曲の末尾には第 2 主題に基づくレチタティーヴォが挿入されるが（譜例 II-1-19）、アレグロの
コーダから突如レントのパッセージが挿入される手法は、メンデルスゾーンの《3 つの幻想曲
またはカプリース》作品 16 の第 1 曲に見られたのと同じく、即興的で意外性を喚起する幻想曲
                                                        
634 この作品の譜例には次のエディションを使用した。Felix Mendelssohn, Drei Etuden, op. 104b, Julius Rietz (éd.), 
Leipzig, Breitkopf & Härtel, entre 1874-1882. 
635 Jules COHEN, Douze grandes études de style, op. 7, Paris, Jules Heinz, 1856. 





譜例 II-1-19. S. ヘラー《F. メンデルスゾーンの主題による 2つのカプリース》 
作品 114（1851）、第 1 番, mes. 112 
 
 ディエメールの《カプリース》作品 16 は、ヴェーバーの《モメント・カプリチョーゾ》より
も複雑ではあるが、全体的な枠組みとしては作品 12 と類似した構造をもつ。下の表 II-1-16 は、
両者の作品の共通する部分をグレーの網掛けにしている。 
 
表 II-1-16. ヴェーバーの作品 12 とディエメールの作品 16 の比較 
ヴェーバー 作品 12 ディエメール 作品 16 
部分 調性 部分 調性 
A B A (a, a1) Des 
B F B (b, b1, b2) f, As, c 
A B A (a’, a1’) Des 
Aに基づく推移  - - 
B F - - 
B・Aに基づく推移 Es - - 
C Es C (c, c1, c2) Ces 
推移  推移  
A B A (a’’, a1’’) Des 












 このジャンルにはショパンの 4 曲のバラードのみが分類されている。ショパンのバラードは
ソナタ、幻想曲、カプリースの要素を含みつつも、全体としてはこのいずれとも異なる一貫し
たジャンルとしての特徴を備えている。バルトリ、ルーデは 4 曲に次の 5 つの共通点を指摘し
ている637。 
 
                                                        
637 J.-P. BARTOLI et J. ROUDET, op. cit., p. 195. 
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① 2 つの主題の提示とその展開に基づく（ソナタの形式モデル） 
② 第 1 主題と第 2 主題の調性は 3 番を除いて主調-属調/平行調の関係をもたない（第 1 番：ト
短調-変ホ長調、第 2 番：ヘ長調-イ短調、第 3 番：変イ長調-へ短調、第 4 番：へ短調-ロ長調）。 
③ 第 1 主題がそのまま再現することはない。すぐに展開に向かい中断されたり（第 2 番）、性
格に変化がつけられたり（第 3 番）、展開の中で再提示される（第 1 番、第 4 番）。 






















 このカテゴリーに分類したのはリストの《ハンガリー・ラプソディ》（S 244）の第 2 番、第 8
番（1851）と第 11 番（1853）の 3 曲のみである。 




期の作品は 1802 年にライプツィヒで出版されたガレンベルク Robert Graf von GALLENBERG
（1783~1839）の《ラプソディ》作品 5 とされる641。トマーシェク Václav Jan Křtitel TOMÁŠEK
（1774~1850）とその門弟ヴォジーシェク Jan Václav VOŘÍŠEK（1791~1825）、ザイフリート 
Ignaz von SEYFRIED（1776~1841）、モシェレス、ドライショク Alexander DREYSCHOCK
（1818~1869）を初めとするオーストリア以東で活躍したピアニスト兼作曲家たちによってこの
                                                        
638 Ibid., p. 196. 
639 舞曲に分類した曲の一覧は附録 II-7 参照。 
640 Ambroise THOMAS,  i  caprices en  orme de valses caractéristi ues pour le piano, op. 4, Leipzg, Fridrich Hofmeister, 
1835. 
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クレメンティの門弟クラーマ  ー Johann Baptist CRAMER（1771～1858）は 1804 年に出版した《42
の様々な調性による訓練課題としての練習曲（Étude pour le piano en 42 exercices dans les 
différents tons）》646のタイトルに単数形を用いているが、各曲は 2 頁に亘り明確な主題をもつ楽
曲として構成されている。リストの《超絶技巧練習曲集》S. 139（1851）の最初のバージョンで
ある《ピアノのための全長短調による 48 の訓練課題としての練習帳（Étude pour le piano forte, en 
quarante-huit exercices dans tous les tons majeurs et mineurs）》S 136（1826）647もクラーマーの先例
に従うタイトルである。定期試験で演奏された練習曲648の中では、1805 年に出版されたシュタ
                                                        
642 Ibid. ドライショクはリストと並び数多くのラプソディを書いた作曲家で、7 作（作品 30, 37~40, 46, 98）がラ
プソディと題されている。 
643 Ibid. サン=サーンスによるオルガンのための《3 つのブルターニュの賛歌に基づくラプソディ（Trois 
rhapsodies sur des cantiques bretons）》（1866）、《オーヴェルニュのラプソディ（Rhapsodie d’Auvergne）》作品 73（1884, 
ディエメールに献呈）、ラロ Édouard Lalo（1823~1892）の《ノルウェー風ラプソディ》（1879）、ブルゴー=デュ
クードレーの《カンボジア風ラプソディ》（1882）などがフランスにおけるラプソディのジャンル確立に貢献し
た。Cf. J.-M. FAUQUET, « rhapsodie », DMF, p. 1 066. 
644 Natalie FROUD, Les études pour piano publiées à Paris de 1826 à 1840. Approche documentaire et analyse 
typologique, thèse de doctorat de musicologie, sous la direction de Mme Danièle PISTONE, Université Paris IV, 2001, 
p. 97-102. 
645 フルーはパリの教育者シャルル・ショリュ  ー Charles CHAULIEU（1788~1849）の《必携――ピアニストの
ハンドブックあるいは日々のエチュード》作品 100 をその代表例に挙げている。Cf. Charles CHAULIEU, 
L’Indispensable. Manuel des jeunes pianistes ou étude journalière, op. 100, Paris, Meissonier, 1830. これは曲集というよ
りもメソッドに近く、全調をめぐるように組織され、毎日練習すれば 31日で一巡するように書かれており、各
課題は反復される 8 小節からなる。 
646 Johann Baptist CRAMER, Étude pour le piano en 42 exercices dans les différents tons, livre 1, Paris, Melles Erard, 1804, 
81 p. 
647 Franz LISZT, Étude pour le piano forte, en quarante-huit exercices dans tous les tons majeurs et mineurs, op. 6, Paris et 
Marseille, Dufaut et Dubois-Boisselot, 1826. タイトルには「48」曲とあるが実際には 12 曲しか出版されなかった。 
648 附録 II-7 に掲げた一覧表参照。 
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イベルト Daniel STEIBELT（1765~1823）の《様々な種類の練習課題を含む練習帳（Étude contenant 
cinquante exercices de différents genres）》（1805）649はクラーマーの第 1 集に倣うものである。 
 一方、クラーマーが出版した 2 集目の《ピアノフォルテのための 42 の訓練課題形式としての
一連の練習曲（Suite des études pour le piano-forté en 42 exercices）》650では単数形ではなく複数形
として練習曲が示されている。この場合、 « étude » は総称ではなく各曲のことを指すことにな
る。この 2 つの区別は 1830 年代以降、「練習曲集 études」に統合されていく。「練習曲集」の各
曲は概して 3 部形式で書かれているが、大規模な練習曲において作曲家たちは高度な演奏技巧
を用いつつ様々な形式を用いて構造化を図っている。リストは《ピアノのための全長短調によ




（短 6 度調）‐B（主調）‐Coda という形式を用いており、ディエメールやヴェーバーのカプ
リースと類似した図式に基づいている。 




曲集となる傾向も生じた。マチアスの《10 のジャンル練習曲》作品 10 の第 5 番〈フガート〉








 このジャンルには次の 7 曲を分類した。 









曲集 第 1 集 
BWV 866 B XXI [1722] 
メンデルス
ゾーン 




3 つの前奏曲 104a h II 1868 




ヘラ  ー 24 の前奏曲集 82 - - 1853 
                                                        
649 Daniel STEIBELT, Étude contenant cinquante exercices de différents genres, op. 78, 2 livraisons, Lyon, Mme Duhan, 
1805. 
650 Johann Baptist CRAMER, Suite des études pour le piano-forté en 42 exercices, 2e livre, Paris, Melles Erard, 1809, 89 p.  
651 例えば第 10 番へ短調は 3 種類の動機と 2 つの主題によりソナタ風の構造をもつ。Cf. Jim SAMSON, Virtuosity 
and the Musical Work : The Transcendental Studies of Liszt, Cambridge, Cambridge University press, 2007, p. 125-128. 




































る656。一方でメンデルスゾーンの《6 つの前奏曲とフーガ》作品 35 における前奏曲は、フーガ
                                                        
653 « Fantaisie courte par laquelle les instrumentistes se préparent quelquefois à jouer le morceau qu’ils sont sous les yeux. Il 
faut être avare de ces fantaisies, et les préludes doivent être courts. » François-Joseph FÉTIS, op. cit., p. 410. 
654 « Il existe un vice dans la manière d’enseigner la composition, qui ait que l’élève tout en apprenant à connaître les 
accords et leurs renversements, ne sait souvent comment les employer. C’est cette lacune que nous avons cherché à combler, 
en appuyant le plus possible nos exemples, sur des règles de chiffres. Combien parmi nos meilleurs Pianistes en est-il, qui 
puissent faire un prélude, tant soit peu satisfaisant? Et quant aux élèves on n’en voit pas un sur mille qui, dans ses 
improvisations, essaie de dépasser la cadence parfaite. » Frédéric KALKBRENNER, Traité d’Harmonie du pianiste, 
principes rationnels de la modulation, pour apprendre à préluder et à improviser, Paris, chez l’auteur, 1849. 
655 C. P. E. BACH, Versuch über die wahre Art das Clavier zu spielen, Berlin, C. Ph. E. Bach. Printed by George Ludewig 
Winter, 1762, p. 341 



























譜例 II-1-20. M. クレメンティ《トッカータ》作品 11（1784）、mes. 1-4658 
 
 
 半世紀後に出版されたシューマンの《トッカータ》作品 7 もまた右手の重音（3 度、4 度、5
度、6 度）の交替する練習曲風の作品である。 
  




EIGELDINGER, L’univers musical de Chopin, Paris, FAYARD, 2000, p. 145-146. 
657 記録されたフーガは附録 II-7 の一覧を参照。 
658 Muzio CLEMENTI, A Sonata for the piano-forte and a famous toccata for the harpsichord or piano-forte, op. 11, 
Londres, J. Kerpen, [1784]. 
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譜例 II-1-21. R. シューマン《トッカータ》作品 7（1834）、mes. 1-5659 
 
 











の解放の欲求（manifestations d’un désir d’émancipation）の結果として説明している661。この動向
はドイツ、オーストリア、ボヘミアの音楽家たちによって推進され、1820 年代末までに出版さ
れたトマーシェクの一連のエグローグ、ヴォジーシェクの《ラプソディ》作品 1 と《6 つの即
興曲（Impromptus）》作品 7、後者を引き継いだシューベルトの《即興曲集》（D 899 とD 935）、






HEROLD（1791~1833）の「カプリース」というタイトルの下で出版された小品集（作品 4, 6, 7, 
8, 12）が同様の役割を果たした665。 
 このカテゴリーに分類された 46 作品は、上に挙げた様式上の特徴と美学的、社会的成立背景
                                                        
659 譜例には次のフランス初版を用いた。Robert Schumann, Toccata, op. 7, Paris, Ricault, ca 1840. 
660 « [C]es pièces brèves en un seul mouvement s’attachent à décliner chacune des différentes nuances d’un affect défini par 
le thème principal et par sa tonalité. » BARTOLI et ROUDET, op. cit., p. 165.  
661 Ibid. 
662 Ibid. 
663 John RINK, op. cit. 
664 “[…A] watered-down version of the technically more ambitious ‘effusions’ churned out by contemporary keyboard 
virtuosos.” Ibid. 
665 BARTOLI et ROUDET, op. cit., p. 165. これらの作品における新しいピアノ書法については右の文献で扱われ
ている。Hervé AUDÉON, « Louis-Joseph-Ferdinand HEROLD (1791-1833) et le piano », Revue  rançaise d’organologie 
et d’iconographie musicale, musi ue image instrument : Le pianoforte en France 1780-1820, Paris, CNSR ÉDITIONS, 
2009, p. 203-225. 
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によって 1 つのジャンルとして規定することができる。 



























                                                        
666 Ibid. 
667 このタイトルはショパンが命名したものではない。Ibid., op. cit., p. 196. 
668 J.-M. FAUQUET, « nocturne », DMF, p. 870. 
669 Maurice J.E. BROWN et Kenneth L. HAMILTON, « Nocturne (i) », GMO, consulté le 29 mai 2015. 
670 この例は稀ではあるが、フランスの作曲家、ハープ奏者のド・マラン Marie-Martin Marcel de MARIN
（1766~1847）はハープ（ピアノでも可）、2 つのヴァイオリン、ヴィオラ、チェロという編成で「ノクチュルヌ」
を出版している。Cf. Marie-Martin Marcel de MARIN, Nocturne en quintetto pour la harpe, deux violons, alto et 
violoncello, op. 14, Paris, Cousineau père & fils, ca 1798. 
671 フェティスは 1847 年になっても一般的なノクターンの編成を「通常一人のソプラノとテノール、または二
人のソプラノのために書かれる作品」としている。この種のノクターンの代表的なフランスの作曲家にはロマ
ニェズィ Antoine ROMAGNESI（1781~1850）、デュシャンジュ Pauline DUCHAMBGE（1778~1858）がいる。 
672 フィールドのノクターンの様式は声楽のノクターンよりもむしろイタリア・オペラにおけるカンティレーナ
様式を鍵盤上に移していたが（Cf. Maurice J.E. BROWN et Kenneth L. HAMILTON, op. cit.）、この様式はフィール
ド以前のピアノ・ソナタや協奏曲の緩徐楽章に見られるものである。フィールドの師であるクレメンティの《ピ






（1833）から中期の作品 55（1844）までの 6 曲が含まれる。 
 ドイツ語で « Lieder ohne Worte » として出版された無言歌集は、フランスでは一般に
« Romance sans paroles » として出版されていた。「無言歌集」という表現が 1 つのジャンル名と
なったのは、メンデルスゾーンが出版した 8 集からなる無言歌（作品 19、30、38、53、62、67、
85、102）の影響が大きい。このカテゴリーに分類した作品は、メンデルスゾーンの 5 集（作品
19、30、38、62、67）、ローゼンハイン Jacob ROSENHAIN（1813~1897）の 3 曲からなる作品
31、および「無言歌」というタイトルをもたないがメンデルスゾーンの先例をモデルとするヘ
ラー、アルカンの作品を分類した。ここに含めたヘラーの《孤独者の散歩 第3集》作品 89（1857）
はルソ  ー Jean-Jacques ROUSSEAU（1712~1778）の晩年の随想『孤独な散歩者の夢想（Rêveries 




かという問題であって、無言歌（Romance sans paroles）と意味に違いはない674。6 曲を一組に
するという構成もメンデルスゾーンの無言歌集の構成を踏襲している。アルカンのピアノのた
めの《歌曲集（Chants）》第 5 集 作品 70 も 6 曲からなる小品集である。アルカンは 1857 年に
出版した《歌曲集》第 1 集を 6 曲で構成した際、調性の配列（ホ長調-イ短調-イ長調-イ長調-
嬰ヘ短調-ト短調）をメンデルスゾーンの《無言歌集》第 1 集 作品 19 のそれに一致させている。
このことからも、アルカンはメンデルスゾーンの無言歌集をジャンルの規範としていることが
分かるので、作品 70 も無言歌のカテゴリーに含めた。 
 舟歌は 19 世紀のピアノ音楽における主要なジャンルである。ヴェネツィアに起源をもつ舟歌
は、18 世紀以来フランスにおいてはヴェネツィアの異国情緒を喚起する曲種として受容されて
いた675。バルカロールはヴェネツィアの魚売りを主人公とするオベールの《ポルティチの唖娘》
（1828 年初演）第 2 幕のアリア、ロッシーニ《ウィリアム・テル》（1829 年初演）第 1 幕の漁
師のアリア（第 1 幕）に用いられ十分に様式化されており、多くの場合 6/8 拍子で書かれ、ゆ
ったりとしたテンポで歌われる。ピアノ曲における舟歌の様式化はメンデルスゾーンの一連の
《無言歌集》で推し進められた（作品 19、作品 30 の第 6 番、作品 62 の第 5 番）。独立したピ
アノ作品としての舟歌は、ショパンが作品 60 を出版した 1840 年半ばにその地位を確立したと
見られる。ショパン以前にフランスで出版されたピアノのための舟歌は 1840 年代中葉に出版が
集中しており、その中にはリストに献呈されたボヴィ=リスベルク  Charles-Samuel 
BOVY-LYSBERG（1821~1873）の《舟歌》作品 7（1843）676、パリ音楽院出身のゴリア Alexandre 
GORIA（1823~1860）による《サロン用練習舟歌》作品 17677、メロー Amédée MÉREAUX
（1802~1874）の《舟歌=練習曲》（1845）678、タールベルクの《舟歌》（1845）679といった作品
がある。舟歌が練習曲として書かれている点は興味深い。 
 定期試験演奏曲として同定された舟歌はショパンの《舟歌》作品 60（1846）と A. ルービン
シテインの《舟歌》第 4 番（1871）の 2 曲であり、1840 年代半ば以降にピアノ音楽のジャンル
                                                        
673 Stephen HELLER, Promenades d’un solitaire, 6 mélodies sans paroles, op. 76, Paris, J. Maho, 1851. 
674 ヘラーはハンガリーのペシュト出身だが、1830年から 38 年までアウクスブルクで活動し、38 年から亡くな
るまで、人生の大半をパリで過ごした。 
675 J.-M. FAUQUET, « barcarolle », DMF, p. 102. 
676 Charles-Samuel BOVY-LYSBERG, Barcarolle pour piano, op. 7, Paris, S. Richault, 1843. 
677 Alexandre GORIA, Barcarolle d’étude de salon pour piano, op. 17, Paris, Chabal, 1845. 
678 Amédée MÉREAUX, Barcarolle-Étude, Paris, M. Schlesinger, 1845. 





類するタイトル以外の表題をもつ 23 作品をまとめた680。ここには、性格小品から発展し、3 部
形式よりも複雑な発展的形式で書かれる作品も含まれる。例えば定期試験で演奏されたシュー
マンの《8 つのノヴェレッテ》作品 21（1839）の第 4 番（イ長調）はA-B-A’-C-A-B-A’-D [Noch 
Schneller]-A-B-A’’-Coda と図式化される。「さらに速くNoch Schneller」と指示された 134 小節目
まではアーチ型のロンド形式（但しB は常にニ長調、A’の前半はハ長調）のような構造をとり、
これに新しい D と A, B の回帰が続く。第 6 番（イ長調）はさらに複雑で異なるモチーフの 5
部分の交替からなる。バルトリ、ルーデは第 6 番に規模、予見できない形式、3 度関係の転調
に支配された気まぐれに推移する調性の運び、書法とエクリチュールの断絶といった特徴を挙
げ、幻想曲としての資格を認めている。 














付けたモーツァルトの《ピアノ協奏曲第 20 番》とベートーヴェンの《ピアノ協奏曲第 3 番》作










                                                        





頁。引用中のリストの発言は 1837 年 9 月にリストがアドルフ・ピクテ Adolphe PICTET（1799~1875）に宛てた
手紙の中で述べた言葉である。Cf. Franz LISZT, Sämtliche Schriften. Vol. 1, Frühe Schriften. R. Kleinertz (éd.). 






























g III Paris, ca 1837 
















S 462 [BWV 
543] 











S 445 E II 
Leipzig: B&H, 

























[op. 59 No 3] G - Paris, 1869 
トッカータ
とフーガ 























S 429 G - Moscou, 1880 
トッカータ バッハ＝ピエルネ トッカータ [BWV 540] F - Paris, 1883 







 ここには上記のいずれのジャンルにも該当しないベルティーニ Henri BERTINI（1798~1876）








つの独奏曲――女子寄宿学校のためのコンクール用作品》作品 39（1847）685、《独奏曲第 3 番







《交響的アレグロ》第 1 番と同種の作品と思われる。 
 







 次章で作曲家、ジャンルについてそれぞれの傾向を検討するに先立って、最後に 1840 年代か





緩やかに増加し、約 1 000~1 300 名の間で推移していることが分かる。丸括弧内に表示した欠席
者数は、教授報告に欠席（absent/e）、病気（malade）、休養中（en congé）、退学（démissionnaire）、
或いは除籍（rayé/e）生徒と記された生徒の人数である688。教授報告には何も記されていない場
                                                        
684 Pierre-Joseph-Guillaume ZIMMERMAN, Solo de piano, op. 19, Paris, C. Perriot, Successeur de Made Ve Leduc, ca 
1830 
685 Jacob ROSENHAIN, 2 solos pour piano, morceau  de concours à l’usage des pensionnats de jeunes desmoiselles, 
op. 39, Paris, Henry Lemoine, 1847. 
686 Id., 3me solo pour piano, morceau de concours et rondo élégant, Paris, Heugel, 1856. 






の数値である。1871 年以降は試験委員会議事録（C 群）に欠席者が明示されるので、1870 年代
と 1880 年代の数値はC 群に依拠している。 
 
表 II-1-19. 各年代の定期試験演奏曲目データの生徒、作品に関する数値の比較
（1840 年代～1880 年代） 
N.B. 数値はすべて延べ人数/件数 
















1840s 984（37） 231 125 (7) 123 209 
1850s 1121（52） 112 41 (4) 41 105 
1860s 1155（70） 471 169 (35) 198 419 
1870s 1273（65） 1 366 1047 (118) 1 102 1 341 








表 II-1-20. 演奏曲目の要素別（作曲家、作品番号／目録番号、調性、ジャンル）判明率 
N.B. この割合は教授報告に記載された生徒数から欠席者を 
可能な限り除いた数値に対する各演奏曲目要素数の割合である 









1840s 947 24.4％ 13.2％ 13.0％ 22.1％ 
1850s 1069 10.5％ 3.8％ 3.8％ 9.8％ 
1860s 1085 43.4％ 15.6％ 18.3％ 38.6％ 
1870s 1208 113.1％ 86.7％ 91.2％ 111.0％ 
1880s 1241 109.9％ 90.3％ 90.3％ 107.3％ 
 
 1850 年代は演奏曲目に関するデータがもっとも乏しく、作曲家、ジャンルについては 1 割程
度しか記録が残されていない。作品番号/目録番号と調性、すなわち具体的な演奏曲目データは
4 割程度しか判明していない。1850 年代よりも 1840 年代の記録状況が良いのは、次節でみるよ
                                                        
689 1880 年代に関しては他の年代と異なり、1889-1890 年度の定期試験を含めていない。この理由は単に本論文
の研究範囲を 1889 年までと定めているので、1890 年にかかる年度を排除したためである。 






 1860 年代には曲名を記録する習慣が少しずつ定着し、約 4 割の作曲家、ジャンルについての
情報が明らかになったが、それでも曲目が完全に同定されたのは 1 割 5 分程度にすぎない。シ
ステマティックに演奏曲目情報が記録されるようになった 1870 年代から 1880 年代は作曲家の





 このように試験記録状況にばらつきがあるために、各年代、とくに 1870 年以前と以後の傾向
を単純に比較することはできない。しかし、例えば 1840 年代、1850 年代または 1860 年代の限
られたデータが示す傾向で、1870 年代ないし 1880 年代に見られない特徴があるとすれば、そ








第 2 章 1840 年代：演奏技法の刷新――定期試験曲目の変遷 1 
 
 第 1 章では、定期試験における演奏曲目を分析する上で必要な予備的な事柄を扱った。ここ
からは、作成された定期試験曲目一覧、ジャンル区分に基づいてデータの傾向を分析する。こ
こでは、演奏曲目の作曲家（国、世代）、ジャンルの傾向を 10 年毎に検討する。この 10 年毎の
区切りは 1850 年代から 1880 年代の 4 区分を形成するが、各 10 年の区切りは年度の終わりに一
致させるものとする。したがって分析上の時代区分について「1850 年代」と言われたときには、







 1840 年代の曲目記録は主に 2 人の試験官、ル・クーペ（和声・実践伴奏科教授）とマイフレ
ード（ホルン科教授）のメモに含まれている。前者の記録は 1841 年から 1843 年、後者の記録
は 1843 年から 1848 年に亘っている。曲目を書き残すことが義務ではなかった時代にB 群の試
験官メモに残されたこれらの記録は全く偶然に書き留められたものであるだけに、貴重な史料




グラフ II-2-1. 定期試験演奏曲目におけるジャンル別件数（1840 年代） 
 
 
































奏者が達成した高度な技巧を提示する曲種であった。1830 年代から 1840 年代にかけて、コン



















 フェティスは 1834 年に「このジャンルの曲は、かつては首尾よく成功を勝ち得たが、現在で
はほとんど見捨てられている」と述べたものの、これは同時代に作曲される絶対数のことを指
したもので、18 世紀後半から 19 世紀初期に生み出された過去のソナタについては、クレメン






                                                        
692 « Sorte de pièce de musique qui sert à faire briller le talent d’un instrumentiste, pendant que plusieurs autres 
l’accompagnent. » François-Joseph FÉTIS, La musique mise à la portée de tout le monde, 3e édition, Paris, Brandus et Cie, 
1847, p 364. 
693 1818 年のコンクールでは男女ともにクレメンティの「練習曲」が課題となっている。クレメンティは「練習
曲」と題する作品を出版していないので、おそらく《パルナッソス山への階梯》からの一曲であろう。 
694 « Une SONATE est une symphonie, comme une symphonie est une Sonate d’orchestre. 
 Mettez en partition la Sonate œuvre 13 de Hummel et vous aurez une belle symphonie, l’une et l’autre de ces deux 
créations demandent la même somme d’idées, seulement le pianiste a moins de ressources à sa disposition. » Joseph 
Zimmerman, op. cit., 3e partie, p. 48. 
695 « […N]e puis-je croire que ce genre de composition soit abandonné sans retour » Ibid. 







 ソナタに次いでオペラ等の主題に基づく「幻想曲 2」が第 3 の地位を占めていることは 1840
年代の著しい特徴である。20 件のうち、19 件はタールベルク Sigismond THALBERG（1812~1871）







曲を 1839 年以来 2 度、修了コンクールの課題曲にしている。1 回目は 1839 年の男子クラスの
コンクールで、出版されたばかりの《ロッシーニの〈モーゼ〉の主題による幻想曲》作品 33
が課題曲に選ばれた。2 度目は 1842 年の女子クラスのコンクールで、ルイ・アダン「教授が自




 「幻想曲 2」に次いで「幻想曲 1」が 11 件で、「フーガ」、「練習曲」がそれぞれ 12 件、3 つ
のジャンルがほぼ肩を並べている。「幻想曲 1」のうち、11 件はフンメルの幻想曲である。史料
上はほとんどが「フンメルの幻想曲（Fantaisie de Hummel）」、「フンメルの幻想曲のフィナーレ
（Finale de la fantaisie de Hummel）」という形で現れており、作品番号を明示したケースは 1 件
（作品 18）しかない。フンメルがピアノのために書いた幻想曲で作品番号付のものは、作品 18
の他に、様々な性格の 5 曲からなる作品 123 とモーツァルトの《フィガロの結婚》に基づく作
品 124 があるが、それでも、これら 11 件の演奏記録は《幻想曲》作品 18 と見做すのが妥当で
あろう699。というのも、タールベルクの幻想曲を弾いていた 1840 年代の生徒たちの水準に鑑み








                                                                                                                                                                  
chefs-d’œuvre de Beethoven, Hummel, Dussek, Cramer. » Ibid. 
697 R. [Édouard MONNAIS], « Conservatoire de musique et de déclamation ― Comcours annuels », RGM, 9e année, n° 45, 
le 6 nov. 1842, p. 36. この記事によれば、幻想曲の前にタールベルクの練習曲も 1 曲演奏された。 
698 Sigismond THALBERG, Fantaisie pour le piano  orte, sur des moti s de l’opéra la  traniera de Bellini, op. 9, Paris, A. 
Farrenc, 1832. 
699 この曲は実際 1846 年に行われた女子クラスのコンクールの試験課題にもなっている。 
700 Frédéric KALKBRENNER, Effusio musica, grande fantaisie pour le piano forte, op. 68, Paris, I. Pleyel, 1823. 







の完全な統一性（l’unité la plus parfaite）」を有し「その統一性が予め議論され実証され尽くされ

















の革新を象徴するジャンルが共存するのは 1830 年代から 1840 年代にピアノ科の教育の基礎に
据えられた折衷主義（éclectisme）を体現している706。 
 2 件以下のデータしか見いだせなかったジャンルは変奏曲、性格的小品、スケルツォである。
変奏曲はヅィメルマンとピクシス Johann Peter PIXIS（1788~1875）の作品であることは分かっ
                                                        
702 Antoine REICHA, Traité de mélodie, abstraction  aite de ses rapports avec l’harmonie ; suivi d’un supplément sur l’art 
d’accompagner la mélodie par l’harmonie, lors ue la première doit être prédominante : le tout appuyé sur les meilleurs 
modèles mélodiques, Paris, A. Farrenc, 1832, p. 56. 
703 « Avant de travailler une fugue, il est bon d’en faire l’analyse, cela met à même dans l’exécution, d’enfaire ressortir les 
divers artifices. Il faut aussi d’avance s’assurer des doigtés et les écrire. » Joseph ZIMMERMAN, op. cit., 2e partie, p. 91. 
704 Ibid. 
705 これはフルーがフランス国立図書館に法定納本された 1826 年から 1840 年までのピアノ練習曲（集）に基づ
いて練習曲の出版数から導き出した呼称で、彼女は 1826 年から 46 年までを「確立期」と見做している。Cf. Natalie 
FROUD, op. cit., p. 54. これは出版の上のみならず、この時期にショパンの 2 巻の練習曲集（それぞれ 1833, 1837
年）、リストの《超絶技巧練習曲集》へと発展する《12 の大練習曲》（1839）、その他にも、モシェレス、ケスラ
 ー Christoph KESSLER（1800~1871）、アルカン、タールベルク、ローゼンハイン Jacob ROSENHAIN（1813~1894）、






用することはしなかった」と述べ、ピアノ教育における折衷主義の採用を宣言している（« Cet ouvrage 
contiendra-t-il ce que j’ai trouvé de bon et d’utile dans les diverses écoles ; je n’en ai adopté aucune exclusivement. » Joseph 
ZIMMERMAN, op. cit., 2e partie, p. II.）。第 3 部でみるように、折衷主義はこの時代の哲学の支配的な理論だった。









ち、1 曲はベルティーニが修了コンクール用に書いた《独奏曲第 2 番》作品 121 で、他の曲も
彼の「独奏曲」（第 1 番か第 2 番）である。 
 
2-2. 世代別にみた作曲家の傾向 



































2-2-1. 1770 年代生まれの作曲家――作曲様式・演奏の規範としてのフンメル 




表 II-2-1. 1770 年世代の作曲者（1840 年代） 
名前 生没年 記録件数 
フンメル 1778-1837 52 
ベートーヴェン 1770-1827 9 
クラーマ  ー 1771-1858 7 
 
 次頁のグラフ II-2-3 は、1840 年代にヅィメルマン、アダン、ローラン、コーシュ夫人（後 2
者は当時予科クラス担任だった）の定期試験で演奏された作品の作曲者名を、出現頻度の高い
順に並べている。作曲者名が明らかとなった 231 件のうち、2 割強にあたる 52 件がフンメルの
作品である。実際、1840 年代、パリ音楽院においてピアノ音楽、室内楽作曲家としてのフンメ
ルの存在は十分に規範化されていた。修了コンクールでは、1850 年までにフンメルのソナタ（作
















                                                        
707 コンクール課題曲の一覧は右の文献を参照。CP, p. 584 et 589. 
708 « Ici le maître par excellence, celui qu’il faut consulter : c’est Hummel ; personne n’a dépassé ce grand compositeur, 
particulièrement dans les morceaux d’ensemble. Joseph ZIMMERMAN, Encyclopédie du pianiste compositeur, 3e partie, 
Paris, chez l’auteur, 1840, p. 48. 
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moderato）をもつアルカンの《室内協奏曲第 1 番》作品 10（1832）712にも反映されている。和
音を左右の手で急速に打ち鳴らす書法はその一例である。 
 
譜例 II-2-2. 同前、第 1 楽章、mes. 213 
[Allegro moderato. 4 分音符=M.M. 132] 
 
  
                                                        
709 Johann Nepomuk HUMMEL, Ausführlich theoretisch-practische Anweisung zum Piano-forte Spiel, Vienne, 1828, 
p. 188.  
710 譜例には次の楽譜を用いた。Johann Nepomuk HUMMEL, Concert, Friedrich August ROITZSCH (éd.), Leipzig, C. 
F. Peters, ca 1882. 
711 Frédéric CHOPIN, Esquisses pour une méthode de piano, Jean-Jacques EIGELDINGER (éd.), Paris, Flammarion, 1993, 
p. 76. 
712 Charles-Valentin ALKAN, Concerto di camera, op 10, Paris, Richault, 1832. 
 
 3  4   3   5  4   3  4   3  4   3   5  4 
 1  2   1   3  2   1  2   1  2   1   3  2 
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譜例 II-2-3. Ch.-V. アルカン《室内協奏曲第 1 番》作品 10（1832）、第 1 楽章、mes. 106-107 







 フンメルに比べ、ベートーヴェンの名前が記録に現れる回数ははるかに少なく 9 回である。
このうち、8 件が「ソナタ」、1 件が「ロンド」である。このうち、作品番号が同定されたのは
2 件のみで、それぞれ《悲愴ソナタ》作品 13 と《ソナタ》作品 31（3 曲のうちいずれか）であ
る。パリ音楽院演奏協会の演目においてベートーヴェンの交響曲は不動の地位を獲得していた
が、ピアニスト兼作曲家としてのベートーヴェンの受容はそれほど積極的ではなかった。メン
デルスゾーンが 1832 年にパリ音楽院演奏協会とベートーヴェンの《ピアノ協奏曲第 4 番》を共
演したとき『ルヴュ・ミュジカル』の批評家はこの作品が「パリの公開演奏会では全く聴かれ
たことがなかった（n’avait été jamais entendu dans un concert publique à Paris）」715と書いている。




 とはいえ、ベートーヴェンの作品が 19 世紀前半の音楽院で全く受容されていなかったわけで
はない。ベートーヴェンのソナタは彼の存命中に既にルイ・アダンのピアノ・メソッドの譜例
に作曲者を明記されずに一部のパッセージが引用されていた716。アダンのメソッド（1804）で
はベートーヴェンの《ピアノ・ソナタ》作品 2（1796）に収められた 3 曲のそれぞれから抜粋








                                                        
713 Johann Nepomuk HUMMEL, op. cit, p. 374. 
714 Joseph ZIMMERMAN, op. cit., 2e partie, p. 43. 
715 Anonyme, « Nouvelles de Paris―Concert du conservatoire », RM, 6e année, n° 8, le 24 mars 1832, p. 59. 
716 FG, p. 372. 
717 Jean-Louis ADAM, Méthode de piano du Conservatoire, adoptée pour servir à l’enseignement dans cet établissement, 
Paris, Imprimerie du Conservatoire de Musique, 1804, p. 63-38.  






































                                                        
719《幻想風ソナタ》作品 27の 2曲は、おそらく自由な書法と楽章構成によって、模範的なソナタとしては言及
されなかったのであろう。 
720 « Cet ouvrage contiendra-t-il ce que j’ai trouvé de bon et d’utile dans les diverses écoles ; je n’en ai adopté aucune 
exclusivement. » Joseph ZIMMERMAN, op. cit., 2e partie, p. II.  
721 « Dans l’exécution, continuant l’école mixte de Mozart, et la perfectionnant par les principes d’un mécanisme régulier 
qu’il puisa, jeune encore, auprès de Clementi, pendant le séjour de deux années qu’il fit à Londres, il fonda lui-même une 
école allemande nouvelle […]  » « Hummel, (Jean-Népomucène), », FétisB, t. 4, p. 384-388. 
722 « Beethonven, bien que peu avancé dans la science, devina par instinct le piège qu’on lui tendait. Il travailla ce thème 
avec tant de force, d’originalité, de véritable génie […]. » Ibid., t. 1, p. 301. 
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る教育的曲集《パルナッソス山への階梯》（1817、1819、1826）に先駆けて 2 巻に亘る 84 曲か
らなる練習曲集（1804、1810）を出版したことにあり、これらの曲集はこのジャンルのモデル
となった。この 84 曲にクラーマーは 1835 年に出版した《16 の新しい練習曲》作品 81725を加え、
クレメンティのグラドゥスに倣って 100 曲の練習曲集とした。定期試験の演奏記録にある一件
の「練習曲」はこれら一連の練習曲の 1 つであろう。他の 6 件の記録はすべて協奏曲で、《ピア
ノ協奏曲第 5 番》作品 48（ハ短調-変ホ長調）と《ピアノ協奏曲》作品 56（ホ長調）である。
モーツァルトに作曲家として私淑していたクラーマー726は、《16 の新しい練習曲》作品 81 では
                                                        
723 « Enfin j’ai entendu Beethoven, il a joué une sonate de sa composition et Lamare l’a accompagné. Il a infiniment 
d’exécution, mais il n’a pas d’école, et son exécution n’est pas finie, c’est-à-dire que son jeu n’est pas pur. Il a beaucoup de 
feu, mais il tappe [sic] un peu trop ; il fait des difficultés diaboliques, mais il ne les fait pas tout à fait nettes. » Oscar 




724 PC, op. cit., p. 207. 但し、1860 年代にはベートーヴェンをモーツァルトとハイドンの「流派」に含める著者も
いた。アメデ・メローは次の雑誌記事の中で「流派」の分類表を掲げ、モーツァルトの流派が生んだ作曲家と
してコジェルフ、フルマンデル、シュタイベルト、ドゥシーク、ヴェルフル、ベートーヴェン、フンメルを挙
げている。Amédée MÉREAUX, « Les clavecinistes (De 1637 à 1790), Œuvres choisies, classées dans leur ordre 
chronologique, revues, doigtées et exécutées avec leurs agréments et ornements du temps, traduits en toutes notes », Le Mén., 
30e année, n° 9, le1er fév. 1863, p. 69.  
725 Johann Baptist CRAMER, Seize nouvelles études pour le piano faisant suite aux 2 premiers livres, op. 81, Paris, 
Delahante, 1835, p. 49. 
726 彼が1847年にパリで出版した《12の旋律的大練習曲》は「モーツァルトへのオマージュ（Hommage à Mozart）」












2-2-2. 1780 年代生まれの作曲家――1820 年代までに発展した演奏技法の成果 
 さて、次に史料に出現した頻度が高いのは 1780 年代生まれの作曲家たちである。出現頻度で
見ればこの世代は 1770 年代に次いで 2 番目に多く、50 件である。史料には次の 6 名の名前が
挙がっている。 
 
表 II-2-2. 1780 年世代の作（編）曲者（1840 年代） 
名前 生没年 記録件数 
ヴェーバ  ー 1786-1826 18 
リース 1784-1838 11 
フィールド 1782-1837 9 
カルクブレンナ  ー 1785-1849 8 
ピクシス 1788-1875 2 
ヅィメルマン 1785-1853 2 
 
 この世代のピアニスト兼作曲家は、1810 年世代の作曲家たちほど、1830 年代から 1840 年代
にかけて注目された新しい書法を活用していない（この時期の技法の刷新については次項で述
べる）。というのも、ショパンやタールベルクら 1810 年世代の若手音楽家がパリの第一線で活
躍する 1830 年代後半から 1840 年代、彼らは既に亡くなっているか、ピアニスト兼作曲家とし
てのキャリアを終えつつあったからである。 
 定期試験で演奏されたこの世代のピアニスト兼作曲家たちの作品の大部分は 1820 年代以前
に出版されたもので、とくに協奏曲においてはソナタ形式の第 1 楽章、歌唱的な主題による第




録のうち 4 回が《コンツェルトシュトゥック》作品 79、1 件が《ピアノ・ソナタ》第 3 番作品
49 である。ヴェーバーのピアノ作品は出版社シュレジンガー  Maurice SCHLESINGER
（1791~1871）の手によって 1822 年以来パリで販売促進され、晩年の 1824 年にはオデオン座で
《魔弾の射手》（フランス版タイトルは《ロビン・フッド（Robin des bois）》）が上演されたこと
によってパリにおけるヴェーバーの名声が確立された728。1823 年にライプツィヒで初版が出た
《コンツェルトシュトゥック》作品 79 は、遅くとも 1830 年にはオーケストラ総譜、弦楽四重
                                                        
727 《ピアノ協奏曲第 5 番》作品 48 の第 1 楽章にはモーツァルトの《ピアノ協奏曲》（K 466）の第 1 楽章と類
似した動機がいくつも用いられている。 
728 上演はヴェーバーの同意を得ずにソヴァージュ Thomas SAUVAGE （1794~1877）とカスティル=ブラーズ 
CASTIL-BLAZE（1784~1857）の翻訳によって行われた。この時の上演はオリジナルに対してほとんど忠実では







譜例 II-2-4. C. M. v. ヴェーバー《コンツェルトシュトック》作品 79（1823）、
第 3 楽章、mes. 124-136 
 
[2 分音符=M.M. 104]730 
 
 
 ニ短調の《ピアノ・ソナタ第 3 番》作品 49 はアレグロの第 1 楽章、変奏形式の第 2 楽章、ロ
ンド形式のフィナーレという伝統的な構成をとるソナタである。書法においても、第 1 楽章展
開部で第 1 主題部のモチーフを主題とするフガート風の提示が用いられ厳格さが際立っている。 
  
                                                        
729 Carl Maria von WEBER, Morceau de salon, Larghetto, Affettuoso, Allegro passionato, Marcia e Rondo giocoso, Paris, 
Société pour la publication de musique classique et moderne [M. Schlesinger], Paris, 1830. 












譜例 II-2-5. C. M. v. ヴェーバー《ピアノ・ソナタ第 3番》作品 49（1817）、 









いながら片手で伴奏 2 声部、旋律 1 声部を演奏できるように書いている。 
 
譜例 II-2-6. 同前、第 3 楽章、mes. 114-122 
 [Andante con moto] 
 
 
 左手は右手とシンメトリーを成すように配置しされ、6 声部が 4 オクターヴに亘って響く。
                                                        




同じ書法は既にフンメルの《幻想曲》作品 18（1806）にも見られる732が、音域は 3 オクターヴ
半に留まる。上の譜例の 118 小節に見られるような両手の 1 オクターヴ以上の跳躍を伴いなが
ら伴奏の音量を抑え旋律を際立たせるコントロールは、現代のピアノよりも鍵盤の幅が狭い当
時の楽器を用いても、10 代の生徒の手にとっては容易ではなかったはずである。 
 リースの作品で記録されたのは 11 件ですべて協奏曲である。このうち 8 件が《ピアノ協奏曲
第 3 番》作品 55 嬰ハ長調（1815）、1 件が「ライン川への挨拶（Salut au Rhin）」と題された《ピ
アノ協奏曲第 8 番》作品 151 変イ長調（1828）である733。リースの協奏曲を初めてピアノ科の
教育に導入したのはヅィメルマンである。1826 年、パリ音楽院では彼が独奏用に編曲したリー




たことは興味深い。この作品はその後 1841 年に男子クラスのコンクール課題曲、1845 年に女












試験で《ピアノ協奏曲――嵐による火災（L’incendie par l’orage）》作品 39 が修了コンクールの
課題曲に選ばれている。定期試験でも、フィールドの作品として記録されたのはすべて協奏曲
である739。カルクブレンナーはパリ音楽院でカテルに和声を、ルイ・アダンにピアノを学び、
それぞれ 1801 年と 1802 年に 1 等賞を得た、パリ音楽院ピアノ科を代表するヴィルトゥオーゾ
                                                        
732 ラルゲット・エ・カンタービレのセクション、第 384~389小節。 
733 この作品はヴェーバーの諸作品と同様、A. ファランクによって 1820 年代後半に出版された。Ferdinand RIES, 
Salut au Rhin, huitième concerto pour le piano-forte avec accompagnement d’orchestre, op. 151, Paris, A. Farrenc, entre 
1827 et 1828. 
734 この年の課題曲はコンスタン・ピエールの歴代課題曲一覧には掲載されていないが、次の史料から確認する
ことができた。Anonyme, « Annonces diverses », RM, 1re année, 1827, p. 339. 
735 出版告知には次の書誌情報が記されている。« Troisième concerto pour le piano, dédiée à Clementi, par F. Ries. 
Paris, veuve Leduc, rue de Richelieu, no 78. » Ibid. 
736 パリ音楽院はエラールと契約を結び楽器を購入していた。Cf. 本論文 I-3-1-2。 
737 PC, p. 91. 




Ibid., p. 104. 一方、マルモンテルはノクターンが作曲家自身にとってはそれほど重要なジャンルではなく、フィ
ールド自身「彼が詩的霊感に身を委ねて即興していたこれらの小品をほとんど重視していなかった」ことを証




1815 年にイギリスに移住し 1824 年にパリに戻るまでの間にクラーマーと並び称された741こと
は、クレメンティの伝統を継承する正統なピアニストとしての威信を高める経歴となった742。




年に男子クラスの課題曲になった《ピアノ協奏曲》第 1 番作品 61 が演奏されている。一方で、
カルクブレンナーに関しては歌曲の主題による幻想曲、性格的小品の演奏記録が残されている
点は注目に値する。1841 年の前期試験ではアダンのクラスの女子生徒が《〈堕天使〉――A. フ









                                                        
740 カルクブレンナーはウィーンでハイドンの指導を受けたとされる。Paul DEKEYSER, « Kalkbrenner, Frédéric 




師となった」と書いている。Ibid., p. 103. フェティスもまた、カルクブレンナーの一派は「クレメンティ楽派の
最後の発展（l’école de Kalkbrenner doit être considérée comme le dernier développement de celle de Clementi）」と見做
すべきだ、と主張している。 « Kalkbrenner (Frédéric-Guillaume) », FétisB, t.  4, p. 469. 
743 1829 年には《ピアノ協奏曲》第 1 番 作品 61 が男子クラスの課題曲に、《大幻想曲「音楽の奔流」（Effusio 
musica）》作品 68 が女子の課題曲、さらに 1835 年に《ピアノ協奏曲》第 4 番が女子クラスの課題曲になってい
る。 
744 Frédéric KALKBRENNER, Méthode pour apprendre le piano- orté à l’aide du guide-mains suivie de 12 études, 
op. 108, Paris, Pleyel et Cie, 1831. 手導器については次の論文で詳しく論じた。上田泰史、「身体化される『古典音
楽』――Ｆ．カルクブレンナーの『手導器』と《ピアノ・メソッド》に関する一考察――」、『東京藝術大学
大学院音楽研究科音楽文化学専攻「音楽文化学論集」』 東京藝術大学大学院音楽研究科、2011 年、第 1 号、1
～10 頁。 
745 ヅィメルマンは『ピアニスト・作曲家の百科事典』（1840）で「手導器」を学習に有用なものとして認めて
いる。Joseph ZIMMERMAN, op. cit, 2e partie, p. 67. 
746 Id., Le Fou, scène dramatique pour le piano, op. 136, Paris, Prilipp, entre 1834 et 1835. 
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譜例 II-2-7. F. カルクブレンナー《〈堕天使〉――A. フォーゲルの歌曲による 
大幻想曲》作品 144、mes. 180-185747 
N.B. 四角枠で囲った音符が旋律を形成する 








2-2-3. 1810 年代生まれの作曲家――最新のピアノ書法 
 1810 年代生まれの作曲家が比較的多いことは 1840 年代の定期試験レパートリーにおける大




表 II-2-3. 1810 年世代の作曲者（1840 年代） 
名前 生没年 延べ人数 
タールベルク 1812-1871 24 
デーラ  ー 1814-1856 6 
ショパン 1810-1849 4 
アルカン 1813-1888 2 
プリューダン 1817-1863 2 
ラヴィーナ 1818-1906 2 
コンツキ 1817-1899 1 
ラコンブ 1818-1884 1 
 
                                                        
747 譜例には次のエディションを用いた。Frédéric KALKBRENNER, L'Ange déchu, op. 144, Louis Winkler (éd.), 













 史料から確認された作曲家のうち、これら若手ピアニスト兼作曲家は延べ 42 名に上る。これ




 スイス生まれのタールベルクは 1835 年にパリに来て、1830 年代後半、革新的なピアノ書法





 旋律や極めて敏捷な走句さえ弾くために右手の 2 指（人差し指と小指）を頻繁に使
い、その間に残りの 3 指が非常に複雑な伴奏を演奏することで、タールベルク氏は 2
手ではなく、いわば 3 本の手をもち得ているのだ751。 
 
 タールベルクは 1838 年にもヅィメルマンの自宅で行われた演奏会で出版前の《ロッシーニの
〈モーゼ〉の主題による幻想曲》作品 33 を演奏して、最後の変奏で聴き手に「初めは 3 本の手、
次いで 4 本の手を、そしてオーケストラ全体を聴いている」752様な印象を与えた。 
                                                        
748 とくに彼の革新的ピアノ書法への寛容的姿勢に対しては筆者の 2 つの修士論文で扱われている。Cf. 上田泰、
『ピエール=ジョゼフ=ギヨーム・ヅィメルマンと七月王政期のパリ音楽院におけるピアノ教育― テクニックと
「表現」の問題を中心に―』 修士論文、東京藝術大学、2009 年 ; Yasushi UEDA, Pierre-Joseph-Guillaume 
Zimmerman (1785-1853) et les études pour piano, 1829-1840, mémoire de Master 2 en Musique et Musicologie, sous la 
direction de Mme Danièle PISTONE, Université Paris IV, 2013. 




奏の外で新しい道を模索していた。そこへタールベルクが彼らに強力な助けを届けにやってきたのだ。」 « [L]a 
grande école de Clementi, de Cramer, de Kalkbrenner avait encore ses adeptes fervents, mais les virtuoses, las des mêmes 
formes, cherchaient des voies nouvelles hors de la sonate e des thèmes variés. » PC, p. 158. 
750 « Je n’ai jamais vu que Listz [sic] produire un effet pareil », Hector BERLIOZ, « Premier concert du Conservatoire », 
RGMP, n° 5, 3e année, le 31 janv. 1836, p. 38. この時の演奏曲目は明らかにされていない。 
751 « L’usage fréquent qu’il fait de deux doigts de la de la main (l’annulaire et le petit), pour des chants et même des traits de 
la plus grande rapidité, pendant que les trois autres exécutent des accompagnements fort compliqués, autorise presque à dire, 
que M. Thalberg a trois mains au lieu de deux. » Ibid., p. 38. 
752 « [O]n croit entendre d’abord trois mains, puis quatre mains, puis un orchestre tout entier. » Anonyme, « Soirées de M. 










譜例 II-2-8. G. ロッシーニ《エジプトのモーゼ》、モーゼのアリア〈祈り〉冒頭 
 
 
譜例 II-2-9. S. タールベルク《ロッシーニの〈モーゼ〉の主題による 
幻想曲》作品 33（1839）、mes. 288-289 
 
 
 譜例 II-2-10 に示すパッセージの旋律線の運指は［5（右）‐1（左）‐4（右）‐5（右）‐1
（左）‐5（右）］のように、右手の 4, 5 の指と左手の親指で交互に取り合うことによって巧み
に中声部に旋律が配置されている。 
  
                                                        
753 Gioacchino ROSSINI, Moïse et Pharaon, partition pour les voix et le piano, Paris, M. Schlesinger, 1827. 
754 Sigismond THALBERG, Célèbre fantaisie pour le piano sur Moïse opéra de Rossini, 2e édition, Paris Troupenas, 1839. 
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755 « Les progrès obtenus dans la facture du piano, ont amené des progrès dans la manière de le toucher. Le médium qui 
autrefois, en était la partie faible, est maintenant, (surtout dans les piano à queue) la partie où chant se développe le mieux. 
C’est ce médium qui est l’analogue du diapason des voix, c’est là aussi où se trouve la poitrine du piano, c’est de là qu’un 
chant large peut sortir. 
 On a commencé par placer le chant dans la partie aigüe, mais le défaut de vibration et la difficulté d’obtenir un son 
fort, qui ne fût ni sec ni criard, est cause, que maintenant on préfère souvent pour chanter, le milieu du clavier ; cette manière 
d’employer la mélodie donne de la grandeur à l’instrument et ennoblit le style. » Joseph ZIMMERMAN, op. cit, 2e partie, 
Paris, chez l’auteur, 1840, p. 27. 
756 « […M]ais quand Thalberg eut divulgué son secret en publiant sa musique, les procédés de combinaison qui avaient 
 
5                                    4  5                                     5 
                                                       
                  1(m.g.)                                 1(m.g) 

















はショパン、アルカン、デーラーの 3 名である。ショパンの協奏曲とソナタは、1835 年以来、
たびたびコンクール課題曲となっていた。男子クラスでは 1835 年と 1846 年に《ピアノ協奏曲
第 1 番》作品 11、女子クラスでは 1847 年と 1848 年にそれぞれ作品 11 と《ピアノ・ソナタ》
作品 58 の第 1 楽章が演奏されている758。定期試験の試験官によって記録された作品もやはりピ
アノ協奏曲であるが、第 1 番か第 2 番かは同定できない。しかし、ショパンの作品は演奏技法
上の新しさを含んでいた。それ以前のピアノ作品では稀にしか用いられなかった親指以外の指
同士の交差はその一例である。下の譜例 II-2-11 の第 408~409 小節、第 412~413 小節の右手の最
上声は、幾つかの可能性があるにせよ、必ず 2, 3, 4, 5 指の交替を伴う。 
 




                                                                                                                                                                  
causé tant d’éblouissements parurent fort simples, et l’on fut étonné d’entendre des élèves assez peu avancés jouer cette 
musique dont les difficultés apparentes avaient produit de si puissantes émotions. » « Thalberg (Sigismond) », FétisB, t. 8, 
p. 207-209. 
757 « Prudent eut occasion d’entendre plusieurs fois Thalberg en 1836 ; comme tous les pianistes de notre génération, il fut 
frappé des qualités de cette nouvelle école, émerveillé des effets produits, et n’eut plus qu’une pensée, qu’un désir de 
s’assimiler les procédés du célèbre pianiste-compositeur. » PC, p. 62. 
758 CP, p. 584-589. 










 ルッカ出身でウィーンに出てチェルニーとゼヒタ  ー Simon SECHTER（1788~1867）に師事し
たドイツ人のデーラーは、1838 年にパリに来て著名なヴィルトゥオーゾの一人に数えられた。
彼の《ピアノ協奏曲》作品 7（1835）は 1839 年に女子クラスの課題曲となっている。ヴィーン
で出版されたこの作品は 1841 年にコーシュ夫人のクラスで一度演奏されているが、1842 年と
1843 年にアダンとエルツのクラスの定期試験で記録された 3 件は彼の練習曲である。デーラー
が 1843 年までに出版した練習曲はベルリオーズに献呈された《［12 の］演奏会用大練習曲》
作品 30（1839）762しかない。この曲集は実際、当時作曲者本人によって演奏されていた。マル













例えば、1843 年にエルツのクラスの生徒ドゥヴィル嬢 Mlle Deville が演奏した「デーラーの片
手だけの曲（morceau de Doehler à une main）」はこの練習曲の第 7 番（ロ長調）を指している
（それ以前に出版されたデーラーの作品で、片手のみで演奏される作品はない）。この練習曲
                                                        
760 Yasushi UEDA, op. cit., p. 87-88. 
761 同様の運指は 1840 年代に定期試験で演奏された可能性のある《ピアノ協奏曲第 2 番》作品 21 の第 2 楽章
（mes. 89~90）、第 3楽章（mes. 407, brillante 以降）《ピアノ・ソナタ第 2番》作品 35 の第 2 楽章（mes. 37~44）
にも見られる。 
762 Théodore DOEHLER, Grandes Etudes de concert, op. 30, Paris, J. Meissonnier, 1839. 
763 « Je me souviens qu’à l’une de ces soirées, Auber, en vaine de moquerie, me demanda en entendant Doelher exécuter 
une pièce de concert : « Savez-vous ce qu’il joue en ce moment ? – Mais, cher maître, une étude de concert. – A cette heure, 







譜例 II-2-13. Th. デーラー《演奏会用大練習曲集》作品 30（1839）、
第 7 番、mes. 12-15 
   [Molto Lento] 
 
 





みた点にデーラーの野心を認めることができる。彼の作品 30 は 3 回記録に現れている。 
 練習曲が演奏された他のピアニスト兼作曲家、アルカン、ラヴィーナ、ラコンブのうち、ア
ルカンは 1832 年に修了コンクールの課題曲として彼の《室内協奏曲（Concerto da camera）》作
品 10 が選ばれている764。定期試験では彼の「行進曲」と「練習曲」が演奏されている765。ラヴ
ィーナとラコンブの練習曲は 1830 年代から 1840 年代にかけてパリ音楽院で教材として採用さ
れたことがある766。 
 1847 年の後期試験で 2 回記録された練習曲の作曲者プリューダンは、アルカン、ラヴィーナ




れた「行進曲」は 1846 年に出版された《凱旋行進曲（Marche trionphale）》作品 25 か《葬送行進曲（Marche funèbre）》
作品 26 の可能性が高い。1848 年の前期試験で演奏された「練習曲」は同年に出版された《すべての長調による
練習曲（12 études pour le piano dans tous les tons majeurs）》作品 48 の可能性がある。 
766 彼らの練習曲の特性は右に示す筆者の修士論文第 4 章を参照。Cf. 上田泰史、『ピエール=ジョゼフ=ギヨー
ム・ヅィメルマンと七月王政期のパリ音楽院におけるピアノ教育 ―― テクニックと「表現」の問題を中心に
――』 修士論文、東京藝術大学、2009 年。この修士論文で指摘したように、ラヴィーナもまた《演奏会用






譜例 II-2-15. E. プリューダン《練習曲》、mes. 1-12 
N.B. 枠線で示した上段の符尾が下付きの音符が旋律線（枠線は筆者による追加） 
J. ヅィメルマン『ピアニスト兼作曲家の百科事典』(1840)、81 頁 
 
 
 タールベルクの書法を早々に会得したプリューダンは 1844 年に《12 のジャンル練習曲》作
品 16767を出版し、中音域の旋律を詩的なタイトルの付いた性格的な練習曲第 4 番〈小川〉の中
で再び用いた。 
 













                                                        
767 Émile PRUDENT, 12 études de genre, op. 18, Paris, Troupenas, 1844. この曲集は第 6番までしか出版されなかっ
た。「ジャンルの練習曲（études de genre）」という用語は、フランス語の成句 « tableau de genre » から派生した
新しい用語である。« Tableau de genre » は歴史画、風景画に対し静物画や肖像画など卑近な事物を描いた絵画の
総称である。プリューダンは各曲にタイトルを付けることで絵画的なニュアンスを練習曲に与えようとしたと
思われる。 













の「練習曲（étude）」は、彼がヅィメルマンに献呈した《12 の練習曲》作品 25 から選ばれた
一曲であろう（コンツキはそれ以前に練習曲を出版していない）。 
 
2-2-4. 1790 年代生まれの作曲家――モシェレスの重視 
 この世代の作曲家の名前は次の 3 名が記録されており、記録件数では 1810 年世代についで 4
番目に多い。 
 
表 II-2-4. 1790 年代生まれの作曲家（1840 年代） 
名前 生没年 記録件数 
モシェレス 1794-1870 14 
シャルル・マイヤ  ー 1799-1862 9 
ベルティーニ 1798-1876 5 
 
 モシェレス772は中でも比較的多くの記録が残っており、作曲家単位ではヴェーバーに次いで
                                                        
769 Cf. Anonyme, « Chronique », Le Mén., 5e année, n° 4, le 24 déc. 1837, n. p. 
770 Antoine DE KONTSKI, 12 études pour le piano, op. 25, Paris, chez Janet frères, n.d. この楽譜はフランス、ドイツの
国立図書館には所蔵されておらず、ローマのサンタ・チェチーリア音楽院の図書館にのみ保存されているが、
現時点で筆者は楽譜を参照していない。 
771 Id., lettre au ministre de l’Intérieure, datée du 5 mai 1848. AN, AJ 37/65/1b. 
772 プラハ出身のモシェレスはプラハ音楽院の創設者ヴェーバ  ー Bedřich Diviš WEBER（1766~1842）の指導を受
けた後、ヴィーンでアルブレヒツベルガ  ー Johann Georg ALBERCHTSBERGER（1736~1809）とサリエリ Antonio 
SALIERI（1750~1825）の指導を受け作曲家のキャリアを準備した。ヴィーンではアルタリア社の依頼を受けて
ベートーヴェンの監修下で彼のオペラ《フィデリオ》のリダクションを手がけている。1820 年と 21 年にパリで
ピアニストとして活動し、その傍らエラール社の依頼に応じてピアノのダブル・エスケープメント機構の開発
に協力した。ベートーヴェン作品の普及にも力を注ぎ、1822 年にベートーヴェンの《幻想曲》（ハ短調）作品
80のフランス初演を手がけた（同年にモーツァルトの《レクイエム》のパリ上演も手がけている）。Cf. P. MORANT 
et J.-M. FAUQUET, « MOSCHELES, Ignaz », DMF, p. 822. 1830 年代後半から 1840年代にかけて、彼はイギリスで
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メソッド』の第 2 版（1832）で譜例を差し替えた際にモシェレスのピアノ協奏曲第 2 番、第 3
番から抜粋したパッセージを練習課題として引用し775、ヅィメルマンも『ピアニスト兼百科事















                                                                                                                                                                  
も盛んにベートーヴェン作品の普及に努めた。ベートーヴェンのピアノ・ソナタ全曲およびピアノ協奏曲 5 曲
の校訂、《荘厳ミサ曲》（1832 年上演）、《交響曲第 9番》（1837, 1838 年上演）のロンドン公演、ベートーヴェン
の伝記（I. MOSCHELES, The Life of Beethoven, Including His Correspondence with His Friends, Londres, H. Colburn, 
1841）の出版が特筆される活動である。 
773 モシェレスを良く知るフェティスは、モシェレスが 1823 年にプラハへの帰路、ドイツ各地で演奏した経験
を通して演奏様式を身につけ、「ドイツの作曲家となり、ピアノについてはこの時代のもっとも規範的な演奏家
となった」と書いている。 « […cette transformation,] qui fait de Moscheles le compositeur allemand, pour le piano, le 
plus classique de son épioque. » Cf. « Moscheles (Ignace) », FétisB, t. 6, p. 212. 彼はモシェレスの初期作品について次
のようにも述べている。「当時の愛好家にはシリアスすぎた彼の音楽は大衆的な成功を勝ち得なかったが、玄人
たちには見事な様式が斬新さと着想の新鮮味が等しく認められる作品と見做された」 « Si sa musique, trop 
sérieuse pour les amateurs de cette époque, n’a point obtenu de succès populaire, elle est considérée par les connaisseurs 
comme des productions où l’excellence de la facture égale l’élégance et la nouveauté des idées. » Ibid. フェティスは 1840
年にモシェレスと『諸メソッドのメソッド（Méthode des méthodes）』と題するピアノ教程を執筆・出版しており、
2 人は個人的に親しい間柄だった。このことから考えてもフェティスのモシェレスについての証言には信頼をお
いてよいだろう。Cf. François-Joseph FÉTIS, Méthode des méthodes de piano ou Traité de l’art de jouer de cet instrument, 
Paris, chez Maurice Schlesinger, 1840.  
774 « Je suis bien fâché mon cher Zimmermann, que vous n’ayez pu assister hier soir à la charmante réunion qui a eu lieu 
hier soir chez Kalkbrenner où vous auriez vu réuni l’élite de tous les grands artistes de Paris, pour entendre Moscheles. » 
Lettre autographe de Louis ADAM, s. d. n. l., BnF, LA-ADAM JOHANN LUDWIG-3, Cote de microfilme : VM 
BOB-19 931. 
775 Louis ADAM, Méthode de piano du Conservatoire Royal de Musique, Nouvelle édition revue et augmentée, Paris, E. 
Troupenas, 1832, p. 160-166. 
776 « Il a fourni une preuve éclatante de cette aptitude dans d’intéressantes séances données à Londres. Tour à tour il y fait 
entendre des pièces de Bach, de Scarlatti, de Hændel, de Haydn, de Mozart, de Clémenti, de Wœlfl, de Beethoven, enfin des 









ソナタ第 9 番》作品 47 や自ら編曲したバッハの《三重協奏曲》（BWV 1063）を Th. デーラー、
弟子のメンデルスゾーンとともに演奏したことがパリでも報じられている778。つまり、後年に










み合わせ、「一度もためらう瞬間なく、しかも興味の歩みを止めることなく（sans qu’il y eût un seul 
instant d’hésitation, et sans que la progression d’intérêt s’arrétât）」即興を終えた779。フェティスによ
れば、彼が即興する幻想曲の枠組みは予め下書きされた（tracé d’avance）ものだと思う人もお
り、彼自身、1835 年のモシェレスの即興を「今聴いたばかりのものがほとんど信じられなかっ
た（je croyais à peine ce que je venais d’entendre）」と書いている780。こうした即興の秩序（ordre）
をフェティスは「才能ある弁論家が演説の中で築きあげる秩序（celui qu’un orateur établit dans ses 
discours）」781と比較している。 









                                                                                                                                                                  
[…] FétisB, t. 6, p. 212. 
777 Jerome ROCHE et Henry ROCHE, « Moscheles, Ignaz (Isaac) », GMO, consulté le 8 juin 2015. 
778 Anonyme, « Correspondance particulière », RGM, 11e année, n° 28, le 14 juill. 1844, p. 240. 
779 FétisB, t. 6, p. 213. 
780 Ibid., p. 212-213. 
781 Ibid., p. 213. 
782 « Exécutant plein de verve mais toujours mâitre de lui, visant moins à l’effet qu’au bien dire, il commandait l’attention 






















――練習曲集》作品 51 についてもマルモンテルは「一定の様式で書かれた作品（les œuvres de 









ていた785。パリ音楽院男子クラスの修了コンクールでは、1843 年から 45 年にかけて連続して
マイヤーの《演奏会用アレグロ》第 2 番（Paris, 1843）と 2 つの協奏曲786が選ばれている。1849
年にはさらに《演奏会用アレグロ》第 1 番（Paris, 1846）が採用された。男子クラスに関する限
り、合計 4 回に亘る修了コンクール課題曲への採用は作曲家単位では最多である。定期試験で
は、作品は同定できないが 1843 年から 1848 年にかけて 9 回「協奏曲」または「ソロ」が演奏
されている。これらは修了コンクールで課題となった作品のいずれかである可能性が高い。既
述のように、彼の 2 つの《演奏会用アレグロ》はオーケストラ伴奏付のピアノ協奏曲の第 1 楽
                                                        
784 « Les 2e, 3e, 4e sont des modèles du genre ; la noblesse du style, la richesse de l’inspiration, la couleur vigoureuse des 
harmonies font de ces œuvres des types admirables plusieurs fois imités. Ajoutons que ces compositions, si remarquables 
par le choix des idées, l’ingéniosité des traits, sont orchestrées avec un tact parfait, en se plaçant au point de vue du piano 
récitant, prenant pour lui l’intérêt principal. Les timbres de l’orchestre sont distribués avec une entente merveilleuse de la 
sonorité; les dessins d’accompagnement pleins d’élégance et d’esprit, se meuvent avec une grande liberté d’allures, 
soutiennent ou animent le piano, concertent avec lui sans jamais absorber l’intérêt et écraser le soliste par une symphonie 
trop brillante. » Ibid., p. 199-200. 
785 フランス国立図書館に所蔵されている最初のパリでの出版作品は《スケルツォ》作品 63 と《幻想曲》作品
64 である（いずれもルモワーヌ社より出版）。 
786 この 2 作は《交響的協奏曲第 2番》（Paris, Richault, 1847）作品 89 のロンド楽章、《協奏曲第 1番》作品 70（Paris, 




















の件に関して広まっていた噂（les bruits qui circulaient à ce sujet）」に基づいて、ヴュータンの「親





スンのおかげで（grâce aux excellents leçons）」非常に優れたピアノ演奏の才能を身につけたと述
べている790。このようにマイヤーの評判はこの時期、パリの音楽家たちの間で様々に語られて
いた。 
 マイヤーはこうした背景で 1840 年代半ばに俄然注目を集め、定期試験でもしばしば演奏され
た。マイヤーの作品は女子クラスでは修了コンクールの課題曲になったことはなかったが、1847
年にコーシュ夫人のクラスの後期試験で演奏されている。 





流儀（la qualité du son, la manière de phraser et de faire chanter l’instrument）」を指摘し、その演奏に
フンメルとモシェレスの流派を認めていた。 
 作曲家としての当時のベルティーニの社会的成功は、演奏家としてよりも練習曲集、とりわ
け《性格的練習曲集》作品 66（1828）に負っていた。マルモンテルは 1830 年代を「ベルティ
                                                        
787 Cf. Franz GEHRING, John WARRACK, « MAYER, Charles », GMO, consulté le 9 juin 2015. 
788 PC, p. 95. 
789 48 年草案の次の文言が思い出される。「音楽院の教育は幅広く自由たるべきである。その教育はあらゆるジ
ャンルに取り組む機会を提供し、あらゆる進歩と芸術のあらゆる形式を容認しなければならないが、しかし何
よりも、古典的な作者の崇敬と伝統を保存すべきものである。」Cf. 本論文 I-1-2。 
790 Hector BERLIOZ, « Feuilleton du Journal des Débats, du 16 avril 1845 », Journal des débats politiques et littéraires, le 
16 avr. 1845, p. 1. 
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ーニの性格的練習曲が途方もない成功を収めた時代（l’époque même de l’immense succès des 
études caractéristiques de Bertini）」791として回想している。しかし、音楽院教授や音楽に通じた
玄人たちにとって、ベルティーニはむしろ様々の編成の室内楽を通して古典的様式に通じた作
曲家、「旋律作家（un mélodiste）」として高く評価されていた792。この「旋律作家





 定期試験で演奏されたアンリ・ベルティーニの《独奏曲第 2 番》作品 121（変イ長調）793は
「その他」に分類された作品で、1838 年に行われた女子クラスのコンクールのために書かれた。
音楽院の定期試験の記録には「独奏曲（solo）」が 4 件記録されている。このうち一件が作品 121
で、他は同定不可である。ベルティーニは 1836 年にも同じように「独奏曲」と題する作品（作
品 109）をアダンのクラスの為に書いているが、1840 年代に定期試験で演奏された「独奏曲」
はこのいずれかであろう。1848 年 1 月の定期試験でマイフレードは一件だけ「協奏曲」を記録
しているが、ベルティーニは協奏曲を出版していないので、誤記と思われる。彼の《独奏曲第
2 番》作品 121 は、形式こそ複数のエピソードが並列されたポプリ風のものだが、書法と主題
旋律の対比は明らかに協奏曲を意識している。譜例 II-2-18 に掲げたオクターヴの連続からなる
冒頭は、協奏曲の第 1 楽章におけるオーケストラのトゥッティに続く独奏ピアノの典型的な身




                                                        
791 VC, 1882, p. 98. 
792 マルモンテルは室内楽に関してベルティーニを「正しい書法に関して確かで熟練した腕をもつ作曲家である
ばかりか、まさしく文字通りの意味で格調高い様式を備えた大家であり旋律作家（un compositeur à la main ferme, 




価値をもつ諸作品を評価することに対して、耳目を閉ざしてしまったのだ。」 « Malheureusement pour le succès de 
la musique de salon et de concert de Bertini, la popularité de ses études lui a créé dans l’esprit routinier du publique une 
spécialité à la fois brillante et dangereuse. Les nombreux admirateurs de ce genre de compositions ont fermé les yeux et les 
oreilles à l’appréciation d’œuvres de plus grand mérite. » PC, p. 19. 
793 Henri BERTINI, 2me solo, composé pour le concours de 1838, op. 121, Paris, H. Lemoine, 1838. 
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譜例 II-2-18. H. ベルティーニ《独奏曲第 2番》作品 121（1838）、mes. 1-7 
 
 











2-2-5. 1800 年代の作曲家――モシェレス、フンメルの後継者としてのエルツ 
  
表 II-2-5. 1800 年代生まれの作曲者（1840 年代） 
名前 生没年 延べ人数 
エルツ 1803-1888 21 
メンデルスゾーン 1809-1847 6 
 
                                                        
794 例えば 1846 年のコンクール議事録では「ショパンの第 1 協奏曲の第 1独奏部（premier solo du premier concerto 
de Chopin）のように書かれている Cf. AN, AJ 37/250-1, p. 22. 
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 1800年代生まれのピアニスト兼作曲家は 1790年代生まれとほぼ同数の延べ 27件が記録され
ている。とりわけエルツは 1840 年代の定期試験演奏記録においてフンメル、ヴェーバーに次い
で 3 番目に記録件数が多い作曲家であり、1840 年代に存命中の音楽家としてはもっとも頻繁に
記録された名前である。記録された 18 件のうち、15 件が協奏曲（第 2, 3, 4 番）、1 件が「幻想
曲」、2 件が不明となっている。 
 エルツは生涯に書いた 8 曲の協奏曲をすべてはっきりと分かれた 3 楽章形式で書いた795。エ
ルツはリトルフ Henry LITOLFF（1818~1891）が 6 曲を書いて確立に貢献した「交響的
（symphonique）」協奏曲796の潮流には与さず、フンメル、モシェレスといった先輩が確立した
「華麗な（brillant）」協奏曲の伝統を維持した。しかし、彼はオーケストラに新しい響きを導入
し、19 世紀最初の世代として新しい指針を示した。例えば《協奏曲第 3 番》作品 87 の第 3 楽
章ではフーガ風の古典的な書法にグランド・オペラ風のトライアングルを伴う行進曲が併置さ
れている。 









たメソッドで女性は「甘美で軽く、優美な様式で書かれた作品（les morceaux écrits dans un style 
doux, léger, gracieux）」を選んで演奏すべきだと書いている798。 
 「女性向けの作曲家（Un compositeur pour les femmes）」799として初期のキャリアを築いたエ
ルツの作品は、確かにこの時期の定期試験では 21 件の記録中、19 件が女子クラスで演奏され







えている。このことは《協奏曲第 2 番》作品 74（1833）800の第 3 楽章の幾つかのパッセージを
例示するだけで十分に理解することができる。次の譜例 II-2-20 は鍵盤の 4 オクターヴ以上の音
域で和音を鳴らすために 2 オクターヴの両手の急速なポジション移動が見られる。ピアノの大
部分の音域を同時に響かせたいという欲求は、必ずしも身振りを抑えた静かな身体とは合致し
                                                        
795 Laure SCHNAPPER, op. cit., p. 187. 
796 ロンドン生まれのフランスのピアニスト兼作曲家リトルフ Henry LITOLFF（1818~1891）が 1844 年にベルリ
ンで出版したのが初期の例で、彼はその後 4 作の交響的協奏曲を書いている。この新しいジャンルの協奏曲は 4
楽章で構成され、展開の主導権はオーケストラに与えられる。 
797 Laure SCHNAPPER, op. cit., p. 49-54. 
798 Ibid., p. 55. Voir Henri HERZ, Méthode complète de piano, Paris, Meissonier, 1839, p. 21. 
799 Ibid., p. 54. 





譜例 II-2-20. H. エルツ《協奏曲第 2 番》作品 74、第 3 楽章、mes. 358-365 
 [Allegro vivo, 付点 4 分音符=92] 
 






譜例 II-2-21. 同前、mes. 391-408（コーダの直前） 




 また調性の点からみても、5 回記録された第 2 番（ハ短調-ハ長調）、4 回記録された第 3 番（ニ



















譜例 II-2-22. H. エルツ《ピアノ協奏曲第 3番》作品 87（1836）、第 3 楽章、mes. 114-134
 
 
 ところで、これと全く同じことは、既に 1840 年にヅィメルマンがオベールについても述べて
いる。彼はオベールのオペラ《ポルティチの唖娘》第 3 幕の合唱「開いたばかりの市場へ（Au 
                                                        
801 Id., Troisième concerto, Paris, J. Meissonnier, 1837. 
802 この作品は 1835年にエルツ自身によって初演された。Cf. Laure SCHNAPPER, op. cit. p. 117. 
803 « Ses nombreuses compositions de salon et de concert semblent au premier abord en contradiction marquée avec cette 
forte et sévère musique ; mais un lecteur attentif qui voudra approfondir l’œuvre entier de Henri Herz retrouvera dans le 
tissu harmonique de ces compositions, d’apparence légère la forte trame du contre-pointiste formé aux grandes traditions de 
l’art. » PC, p. 42. 
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 フンメルに関して、エルツは 1830 年代末から 1840 年代にフンメルの作品を演奏しており、
音楽雑誌『ラ・フランス・ミュジカル』の批評家からは「着想（penssée）」を「極めて正確に、
                                                        
804 この合唱では第 144~152小節にフーガ風の主唱と応答が見られる。 
805 Joseph ZIMMERMAN, op. cit., 3e partie, p. 31. « Aucun morceau de musique moderne n’a la sévérité de la fugue, mais 
dans la facture d’une pièce quelle qu’elle soit on retrouve le maître qui a fait ses études. 
 Je citerai le chœur du marché de la Muette, qui emprunte une partie de son charme, au savoir que son auteur a sû y 
mettre. Ce morceau réunit toutes les conditions d’une fugue, mais l’art y est employé, pour ainsi-dire, à l’insu du 
compositeur et de l’auditeur. Certains ouvrages tels que symphonies, quatuors, éxigent [sic] impérieusement l’étude de la 
fugue. Là il est de toute nécessité de savoir traiter et développer son sujet. » 
806 PC, p. 41. 
807 « Il exécute avec une rare perfection, un grand fini de détails les fugues de Bach et Haendel, les élèves de sa classe 
pourraient affirmer sa prédilection marquée pour ces grands maîtres. » Ibid., p. 49 
808 « Comme exécutant et compositeur, Henri Herz procède bien certainement de la grande école de Clementi, Hummel, 
Moschelès » Ibid., p. 49. 
809 « John Field et Cramer, les deux élèves de prédilection de Clementi, que j’ai souvent entendus, possédaient au suprême 
degré la diction de leur maître ; ils détaillaient, comme lui, les fugues de Bach ; chaque partie distincte avait la sonorité, 
l’accent, le timbre correspondant à son degré d’importance et d’intérêt dans le discours musical. » Ibid., p. 55. 
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現頻度でみると、残された記録の中では 13 番目（件数にして 6 回）とそれほど多くはない。し




は既に 1816 年、1825 年、1831~1832 年の 3 度に亘りパリを訪れ、バイヨやベルリオーズといっ
た著名な音楽家たちと知己を得ていた813。1832 年のパリ滞在の折には、2 月 19 日のパリ音楽院
演奏協会の定期演奏会で《真夏の夜の夢》序曲が上演され、翌月 18 日に彼は同じ定期演奏会で
ピアニストとしてベートーヴェンの《ピアノ協奏曲》第 4 番（ト長調）作品 58 を演奏した。キ





りは独創性を装って（plutôt une affectation d’originalité qu’une originalité réelle）」いると書き815、




                                                        
810 Cité par Laure SCHNAPPER, op. cit., p. 110. Voir Anonyme, « Chronique musicale. Concert de M. Herz et Labarre », 
La France Musicale, le 6 déc. 1840, p. 433. 
811 PC, p. 187. 
812 マルモンテルは次のように書いている。「アンリ・エルツ［…］、フンメルとモシェレスがお気に入り
の模範で、自分はこの模範に直接由来しているのだと何度も口にしていた。」 « Henri Herz […] a dit 
maintes fois que Hummel et Moschelès avaient été ses modèles préférés et qu’il en procréditait directement. » Ibid., 
p. 190. 
813 Lucie KAYAS, « Mendelssohn, Félix », DMF, p. 782. 
814 Katharine ELLIS, Music Criticism in Nineteenth-Century France, Cambridge, Cambridge University Press, 1995, 
p. 135. 
815 François-Joseph FÉTIS, « Nouvelles de Paris », RM, 6e année, n° 4, le 25 fév. 1832, p. 29. 
816 « […P]endant que l’Allemagne adore Mendelssohn, nous sommes encore à le considérer seulement comme un homme 
habile, et nous lui refusons le grand génie. » J.-B. LAURENS, « Revue critique. Second trio de Mendelssohn, pour piano, 
violon et violoncelle », RGM, 14e année, n° 6, le 7 fév., 1847, p. 48. 
817 Katharine ELLIS, op. cit., p. 134-137. 
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によれば、フランク Césare FRANCK（1822~1890）はリニョ  ー Émile RIGNAULT（1812~1895）
が 1841 年にメンデルスゾーンの《チェロ・ソナタ》作品 45（変ロ長調）を演奏するのを聴い


















ス（expressive et plein de nuances délicates）」を備えていたことを回想している822。1832 年にメン
デルスゾーンの演奏を聴いたというマルモンテルは、彼の演奏が「非常に正確（très correcte）」
で「細やかで繊細にニュアンスが付けられ（fin et delicatement nuancé）」ているが、カルクブレ
ンナー、エルツ、ショパン、リストの演奏の才に比べれば、彼のヴィルトゥオーゾとしての価







2-2-6. 1750・1760 年代以前の作曲家――新しい世代に取って代わられる「古い」世代 





                                                        
818 Henri BLANCHARD, « Concert », 8e année, n° 1, le 3 janv. 1841, p. 7. 
819 Katharine ELLIS, op. cit., p. 136. 
820 Joseph ZIMMERMAN, op. cit., 2e partie, p. 24. 
821 « M. Mendelssohn y a déployé une délicatesse de talent, un fini d’exécution et une sensibilité dignes des plus grands 
éloges. » Anonyme, « Nouvelles de Paris―Concert du conservatoire », RM, 6e année, n° 8, le 24 mars 1832, p. 60. 
822 « Mendelssohn-Bartholdy (Félix) », Fétis B, t. 6, p. 77. 




表 II-2-6. 1850~1860 年代生まれ作曲者（1840 年代） 
名前 生没年 延べ人数 
ドゥシーク 1760-1812 8 
エロルド 1755-1802 3 
クレメンティ 1752-1832 1 
アダン 1758-1848 1 
 









 定期試験で演奏された彼らの作品を出版年代からみても、これらの作品が 1840 年にはもう時
代遅れの作品と見做されていたことが理解される。ドゥシークの協奏曲（作品 27、49、 70）、
アダンのソナタはすべて 1810 年以前に出版された作品で、エロルドの《ピアノ協奏曲第 2 番》
作品 21 は 1822 年に刊行されたが 1811 年に作曲されている825。クレメンティのソナタは同定さ
れていないが、彼の最後のソナタは大作《捨てられたディドーネ（Didone abbandonata）》を含
む 3 曲からなるセット（作品 50）で 1821 年に出版された。これらの作品はエラール社がダブ












 バロック時代の作曲家の存在は、まさにこの観点から正当化される。J. S. バッハとD. スカ
ルラッティはそれぞれ 1 件フーガの演奏記録が残っている。バッハのフーガは同定することが
できないが、1804 年に刊行されたアダンの《ピアノ・メソッド》では既に、《平均律クラヴィ
ーア曲集》第 1 巻のハ長調のフーガ（BWV 846）が、ヘンデルの組曲から抜粋されたフーガ（HWV 
429、427、432）とともに収録されており、これらは 1835年の増補改訂版でも保持された。ヅィ
メルマンも『ピアニスト・作曲家の百科事典』でフーガの練習のために用いるべき作曲家の作品
                                                        
824 Yasushi UEDA, op. cit., p. 137. 附録の新旧エディション対照表を参照。 





表 II-2-7. 1680 年代生まれ作曲者（1840 年代） 
名前 生没年 延べ人数 
バッハ 1685-1750 1 















2-2-8. 1820 年代の作曲家 
 一件だけ記録されたこの世代の作曲家は演奏した生徒自身で、スペイン人のインゼンガ José 
Inzenga（1828~1891）である。彼は音楽家の父とマドリード音楽院で既に教育を受けており828、
15 歳でピアノ科とエルヴァールの受け持つ和声のクラスに登録した。ローランのクラスに在籍
した彼は 1846 年 6 月 6 日に自作を演奏しており、ローランは教授報告に「彼に自作を演奏する
ことを認めた」と書き込んでいる829。彼はこの年に次席を獲得し、1847 年 9 月に除籍となった。
                                                        
826 Joseph ZIMMERMAN, op. cit., 2e partie, p. 24. 
827 Muzio CLEMENTI (éd.), Clementi’s  election o  Practical Harmony for the Organ or Piano Forte ; Containing 
Voluntaries, Fuguesm Canons and Other Ingenious Pieces by the Most Eminent Composers, Londres, Clementi, Banger, 
Davis & Collard, 1801. 旧パリ音楽院図書館の蔵書には、1819年 6 月 24日の日付が書き込まれたこの曲集が収め
られている。Cote de BnF : L 13 141. 
828 Robert STEVENSON, « Inzenga (y Castellanos), José », GMO, consulté le 17 juin 2015. 








2-3. まとめ――1840 年代の全般的傾向 
 ここまで、1840 年代に演奏された作品のジャンル、作曲家が定期試験のレパートリーにおい
て占める位置をみてきた。この時期の定期試験曲目とその作曲家の検討から、音楽院がフンメ
ルに代表される 1770 年世代とそれ以降の作曲家の作品、とりわけ 1820 年代以降に出版された
協奏曲を通して確立された演奏技術を 10 代の生徒たちに修得させることを主な目的としてい
たことが明らかとなった。加えて忘れてはならないのは、当時 30 代だった若く野心的な 1810
年世代のヴィルトゥオーゾの作品が非常に重視されていた点である。フンメル、ヴェーバー、




























                                                        
830 7 オクターヴのピアノが普及するのは 1840 年以降のことであるが、エルツは既に 1831 年に 7 オクターヴの










































                                                        
832 PC, p. 160. 
833 Joseph ZIMMERMAN, op. cit. 2e partie, p. 61 et 65. 
834 « […L]e mérite de facture, la simplicité et la noblesse du style ne répondent pas absolument à ce que l’on devait espérer 
d’une intelligence pénétrée de tendances aussi vives vers l’idéal. Chez Liszt, le virtuose s’est trop affirmé, les grands succès 
de l’exécutant ont fait négliger au compositeur la simplicité de la forme et rechercher de préférence l’excentrique, le bizarre, 


















作曲者の人数をみることは興味深い。定期試験演奏記録にのこった 30 名のうち 20 名が 1840
年代まで存命中で、既に故人となっていたのはその半数である（グラフ II-2-4）。 
 









                                                        
835 « Seul Liszt peut mettre en pratique ces attaques de clavier hardies jusqu’à témérité, ces sonorités stridentes, obtenues à 
grand renfort de pédales succédant à des bruissements vaporeux, ces accents sauvages opposés à des plaintes langoureuses, 




















の定期試験の傾向は、次の 3 点にまとめることができる。 











第 3 章 1850 年代：新たな規範の創出――定期試験曲目の変遷 2 
 
 1850 年代、幾つかの出版社により、1840 年代にパリ音楽院で演奏された古典的作品を含む選
集の編纂と普及が促進された。1852 年にはピアノ科の 2 教授が古典音楽の編纂と出版に着手し
た。マルモンテルは『ル・メネストレル』誌を刊行するウジェール社と組んで古典音楽シリー
ズ『ピアノのエコール・クラシック（École classique du piano）』の刊行を開始した836。バッハ、
スカルラッティ、ハイドン、クレメンティ、モーツァルト、ドゥシーク、ベートーヴェン、フ
ンメル、ヴェーバー、シューベルト、メンデルスゾーンら物故作曲家のみを集めたこの曲集は、
1850 年代のうちに第 3 シリーズまでが刊行され、156 作品がマルモンテルの注解、運指、フレ
ージング、アクセント等付きで出版された。ウジェール社は 1854 年以降、音楽院にとって重要
なパートナーとなる。この年の 8 月、ウジェールは音楽院を管轄する芸術庁劇場課の責任者ラ
ッサバティ Théodore LASSABATHIE（1800~1870）に、音楽院が注文する楽譜を定価の 2/3 の



















                                                        
836 第 1~3 シリーズのカタログは本論文附録 II-13、第 4 シリーズのカタログは本論文附録 II-14 を参照。 
837 « Désireux de mériter et de justifier le titre de magasin de musique du Conservatoire, nous doublerons de zèle dans la 
publication rectifiée, entreprise par nous, des œuvres classiques des grands maitres et la mise au jour d’ouvrages didactiques 
utiles à l’enseignement » Lettre d’HEUGEL et Cie à Théodore LASSABATHIE, datée du 15 août 1854, AN, AJ 37/82/7j. 
838 Lettre du secrétaire général au Conservatoire de musique à HEUGEL et Cie, datée du 21 août 1854, AN, AJ 37/82/7j. 
839 « Désireux de mériter et de justifier le titre de magasin de musique du Conservatoire, nous doublerons de zèle dans la 
publication rectifiée, entreprise par nous, des œuvres classiques des grands maitres et la mise au jour d’ouvrages didactiques 
utiles à l’enseignement » Lettre d’HEUGEL et Cie à Théodore LASSABATHIE, datée du 15 août 1854, AN, AJ 37/82/7j. 
840 Gustave FLAXLAND (éd.), Les Bonnes traditions du pianiste, Paris, Durand, Schoenewerk et Cie, 1856. 
841 例えばヅィメルマンの博識と自宅の音楽コレクションは彼の生前から有名だった。『ラ・フランス・ミュジ
カル』は 1840 年に彼が「膨大な書物、楽譜の版 gravures、手稿譜、ほとんどが音楽に関連した自筆文書」、「バ
ッハ、ヘンデル、ハイドン、モーツァルト、ラモー、ルソー、グレトリ等々の貴重な断片」を所有しているこ
とを報じている。Adolphe LEDUY, « Biographie des artistes contemporains―Zimmerman », La France musicale, n° 6, le 









 まず、全体的な傾向から検討を始める。次のグラフ II-3-1 は 1850 年代の記録から明らかにな
ったジャンル名を出現頻度順に示している。 
 
グラフ II-3-1. 定期試験演奏曲目におけるジャンル別記録件数（1850 年代） 










題曲の選曲をみても、男子クラスの課題曲は 10 件中 7 件が「協奏曲」または「小協奏曲」に分
類される作品で、女子クラスでは毎年、協奏曲が課題曲に選ばれた。記録された協奏曲の作曲
者で、1840 年代に現れなかった作曲家にはヒラー、メンデルスゾーン、ヴェーバー、エドゥア




                                                        






























エロルド、ピクシスの名前も 1840 年代と共通している。協奏曲に関して、1850 年代には未だ





グラフ II-3-2. 協奏曲作曲者の記録件数（1840・1850 年代） 




ず、メンデルスゾーンの《カプリッチョ》作品 22 と 1840 年代に注目されたシャルル・マイヤ
ーの《演奏会用アレグロ》の第 1 番と第 2 番が記録されている。 
 ソナタに関しては、ジャンル同定率が 22％であった 1840年代に 22件が記録されたのに対し、




かる。次のグラフは定期試験演奏記録におけるソナタの作曲者の記録件数を 1840 年代と 1850
年代とで比較している。 
  























グラフ II-3-3. ソナタ作曲者の記録件数（1840・1850 年代） 




チアスの 4 名の名前が挙がっている。カルクブレンナーは 1807 年から 1845 年までの間に 13
曲のソナタを書いているが、1858 年 12 月の定期試験で演奏されたソナタがどの作品かは同定
できない。だが、彼の属する世代の作曲家のソナタが演奏されること自体はそれほど注目すべ
きことではないだろう。1780 年代生まれの作曲家は、4 曲のソナタを書いたフィールド、紛失
した作品を含め 7 曲を書いたヴェーバー、14 曲を書いたリースのように、18 世紀の鍵盤音楽の
支配的なジャンルで多くの作品を残しているからである。 
 むしろ重要なのは、ひとたびソナタが廃れ、変奏曲、幻想曲、性格小品、ポロネーズなどが





た時期の第 2 番（1846）、マルモンテルやル・クーペと親交を深めていた時期の第 3 番（1856）
のいずれかである。1860 年 6 月の後期試験で演奏されたマチアスのソナタも、演奏記録からは
同定することはできないが、マルモンテルに献呈された《ピアノ・ソナタ第 1 番》作品 20 ロ
短調（1855）か第 3 番ヘ長調（1859）のいずれかである（第 2 番は出版されなかった）。 
 1850 年代には未だソナタを時代遅れのジャンルと捉える傾向があったが、19 世紀中葉、この
世代の作曲家たちがソナタを出版するようになるにつれ、従うべき規範としてソナタが出版さ
れ、ソナタに肯定的価値を認める発言が見られるようになる844。例えば、次の一節は、ヘラー




                                                        
844 Danièle PISTONE, « Caractéristiques et évolution des compositions pianistiques sous le Second EMPIRE », Le piano 
dans la France du Second Empire, Observatoire Musical Français, Université Paris IV, 2013, p. 18. 


































 12 年後の 1853 年に『ル・メネストレル』誌上に掲載されたパリ出身のハーピスト兼作曲家、













に動くようにする（Frédéric KALKBRENNER, Méthode pour apprendre le piano  orte à l’aide du guide-mains, Paris, I. 
Pleyel, 1831, p. 2.）。Cf. 上田泰史、「身体化される『古典音楽』――F．カルクブレンナーの『手導器』と《ピ
アノ・メソッド》に関する一考察――」、『東京藝術大学大学院音楽研究科音楽文化学専攻「音楽文化学論集」』 
東京藝術大学大学院音楽研究科、2011 年、第 1 号、1～10 頁。カルクブレンナー、その弟子スタマティと、ス
タマティに師事したサン＝サーンスに焦点を当てた手導器に基づくメカニスム教育の伝統については次の論文
も参照。Rémy CAMPOS « Le jeu perlé entre sociabilité et technique pianistique (1840-1920) », Le piano dans la France 
du Second Empire, textes réunis par Danièle PISTONE, actes de colloque, série « conférences et séminaire », n° 49, Paris, 
Université Paris IV, 2013. 
846 « Monsieur Kalkbrenner, dis-je d’une voix tremblante d’imagination, je suis assez musicien pour pouvoir me passer de 
tout guide, fût-ce votre guide-mains breveté lui-même. Il fut un temps où je travaillais huit heures par jour ; je jouais vos 
polonaises et je souffrais beaucoup. Tempi passati ! Je n’aime plus les brandebourgs et les passementeries musicales. Depuis 
la Révolution de 1830, nous autres Jeunes-Allemagne, nous avons chassé les mauvais rois. L’ancien régime des Polonaises a 
été remplacé par celui des bonnes Sonates constitutionnelles. Et gare à vos perruques poudreuses ! 
 Par malheur, M. Le Chevalier Kalkbrenner est pourvu d’une perruque en toutes lettres » Jean-Jacques 
EIGELDINGER,  tephen Heller. Lettres d’un musicien romanti ue à Paris, Paris, Flammarion, 1981, p. 82. 
847 « Il y a plus de cent ans Fontenelle poursuivi par la musique, alors à la mode, s’écriait : Sonate, que me veux-tu ? Je 
voudrais bien savoir quels gémissements interrogatifs s’échapperaient maintenant de sa poitrine oppressée s’il eût vécu un 
































l’analyse de la sonate !）」という記事を書いている。「もう一度」というのは、クロイツェルが 2
                                                                                                                                                                  
qui à leur tour ont dû céder le pas à ces choses aux titres excentriques, dont la longueur nomenclature ne tiendrait pas sur 
cette feuille. » Léon GATAYES, « Une sonate », Le Mén., 20e année, n° 25, le 22 mai 1853, p. 3. 
848 « C’est par les sons touchants de la voix humaine que cette image éveille au fond du cœur le sentiment qu’elle y doit y 
produire. » Jean-Jacques ROUSSEAU, « Sonate », Dictionnaire de la musique, Paris, Vve Duchesne, 1768, p. 460. 
849 « La sonate très à la mode dans le cours du siècle dernier a été illustrée pour le violon par Covelli, Tartini, Viotti, 
Kreutzer, etc., et pour, le piano par Em. Bach, Haydn, Mozart, Beethoven, Clementi, Dussek, Hummel, Field, etc. Mais de 
nos jours elle avait pour ainsi dire disparu, lorsqu’un musicien éclairé, un habile professeur, M. Marmontel, a propagé de 
nouveau les chefs-d’œuvre négligées des grands maîtres en publiant son école classique de piano. Elle doit initier toute une 
nouvelle génération à la pensée profonde de ces génies qu’enfanta le siècle dernier, et, combinée avec les allures fantaisistes 
de l’école actuelle, avec les progrès et les nouveaux procédés de l’exécution moderne, elle doit aussi, dans un temps donné, 
avoir pour résultat une éducation musicale complète; car dans l’art comme dans la vie, les erreurs peuvent quelques fois 
rapporter d’utiles enseignements lorsqu’on rentre à temps dans la bonne voie dont on s’est momentanément écarté. » Léon 
GATAYES, « Une sonate », Le Mén., 20e année, n° 25, le 22 mai 1853, p. 3.  
850 Félix GODEFROID, Sonate dramatique pour piano, op. 45, Paris, Heugel, 1853. 



























（Bibliographie de la France）』に依拠して 1853 年から 1870 年までに出版されたソナタを調査し
たピストンヌ Danièle PISTONE によれば、第二帝政前期（1852~1859）にはローゼンハイン、
ヘラー、ラコンブ、マチアス、シュルホフらを含む 16 名の 20 作品が見出されている（内一人
はフィアール Cécile FIARD という、ショパンの弟子856とされる女性作曲家の作品である）857。
1860 年から 1870 年までにはエルツ、マルモンテル、ジョゼフ・ヴィエニアフスキを含む 16 名
の 17 作品が挙がっている。 
 ドイツにおいても、かつてショパンとともにパリで活躍したヒラーが 1851 年に《ピアノ・ソ
ナタ第 2 番》を作曲858、次いで 1852 年に《ピアノ・ソナタ第 1 番》を出版し、リストが 1854
                                                        
852 Léon KREUZER, « Divers compositions de M. Rosenhain », RGM, 21e année, n° 11, le 12 mars 1854, p. 86-87. 
853 « On persécute la sonate, on la maudit, on la chasse de concert en concert. », Ibid. 
854 « Aujourd’hui, comme au temps de Fontenelle, l’idée du mot sonate s’allie merveilleusement avec l’idée de décrépitude 
et de caducité. La sonate, c’est une bonne vieille qui a encore des prétentions à la galanterie, qui porte une perruque 
artistement frisée, qui remplace par toutes sortes de procédés ingénieux des appas absents depuis longtemps, qui use et abuse 
à profusion du rouge, du blanc, du bleu, des mouches, des falbalas, des dentelles et des fanfreluches, tout cela pour réussir 
fort peu à parer très-mal une momie sèche et ridée. Voilà la sonate telle que les gens du monde la considèrent. Quant à moi, 
je la considère comme le type le plus accompli de la musique, comme la muse éternellement jeune, éternellement belle. Je 
l’adore et je la respecte, comme Lamartine adorait et respectait sa divinité inspiratrice. » Id., « Encore l’analyse de la 
sonate ! », RGM, 21e année, n° 19, le 7 mai 1854, p. 153. 
855 Danièle PISTONE, op. cit., p. 18. 
856 このソナタの表紙の献辞には「作曲者の師、ショパンの想い出へのオマージュ（Hommage à la mémoire de 
Chopin, son maître）」とある。Cf. Céline FIARD, Sonate de Salon pour piano (à la mémoire de Chopin), op. 7, Paris, H. 
Lemoine, 1855. 
857
 Danièle PISTONE, op. cit., p. 18. 






















譜例 II-3-1. S. タールベルク《大ソナタ》作品 56（1845）、第 4楽章、mes. 58-60 
 
  
                                                                                                                                                                  
Söhne, 1861.日付入りの草稿はベルリン国立図書館のオンラインデジタルコレクション（Disitalisierte Sammlungen）
で閲覧できる。Cf. Ferdinand HILLER, Sonate für Pianoforte in As dur von Ferdinand Hiller, cote de SBB : Mus. ms. 
autogr. Hiller, F.15 N. SBB, Disitalisierte Sammlungen,  
http://digital.staatsbibliothek-berlin.de/werkansicht/?PPN=PPN680544976&PHYSID=PHYS_0001（2015 年 8 月 6 日ア
クセス）。 
859 Sigismond THALBERG, Sonate, Paris, M. Schlesinger, ca 1845. 
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 シュルホフの《ピアノ・ソナタ》作品 37860は、出版された 1854 年にコンクール課題曲とな
っている。シュルホフもまた、第 2 主題部で内声に旋律を置いている。第 2 主題が変イ長調で
提示される際にはテノールとソプラノがオクターヴで主題を担う。とくに下のパートは右手と
左手で交互に旋律の構成音を取るように書かれている（譜例 II-3-3 下段の冒頭 2 小節）。 
 
譜例 II-3-3. J. シュルホフ《ソナタ》作品 37、第 1楽章、mes. 48-56 
 
                                                        
860 Julius SCHULHOFF, Sonate pour piano, op. 37, Paris, J. Meissonnier fils, 1854. 以下に示す譜例は次のエディショ

















 1830 年代から 1850 年代にかけて出版された比較的新しいソナタの導入は、ピアノ科におけ











ロ・アジタートの 3 楽章からなる）。一方でリストの《ソナタ》や連続して演奏される 2 部分か
らなるヒラーの《ソナタ》第 1 番 作品 47 のように、単一楽章の実験的なソナタはコンクール
の課題曲にはならなかった。形式における革新は、音楽院にはすぐには受け入れられず、仮に
                                                        
861 PC, p. 159. « On se rendait si peu comme morceau de concours, fut exécutée par toutes les élèves moins une seule, Mlle 
Aulagnier, je crois, suivant les traditions anciennes, c’est-à-dire le chant à la main droite et l’accompagnement à la main 
gauche. » この証言には一点矛盾がある。オラニエ Clémentine-Marie AULAGNIER（1827~?）嬢がコンクールに
参加して次席・賞を得た時期（1844 年次席、1845 年 1等賞）と、タールベルクの作品が女子クラスの課題曲に
選ばれた年（1842 年）が一致していないのである。マルモンテルは、オラニエ嬢を別の生徒と勘違いしている
か、あるいはコンクールと定期試験の記憶を混同している。実際、オラニエ嬢は年度末の選抜修了試験以外で
タールベルクの作品を演奏している。彼女は 1842 年 6月の試験では《ベッリーニの「ストラニエーラ」のモチ





大きな割合を占めることはなかったであろう。1850 年代における 1810 年代、1820 年世代のソ
ナタは、このように「現代」的な演奏技法と「古典」的な形式的枠組みが結び付いたことによ
って音楽院で注目されたのである。 
 ソナタ以下のジャンルは演奏記録件数が 5 件以下であり、いずれのジャンルが重視されたの
かははっきりしない。ソナタに次いで 3 番目の地位を占めていたフーガの記録は 5 回あり、す
べて作曲者はバッハである。フーガとともに、前奏曲も演奏されている。2 回記録された前奏
曲は、1858 年 5 月の試験でファランク夫人のクラスの生徒が演奏したもので、バッハのフーガ
とセットで演奏されている。フーガは 1840 年代に引き続き定期試験の中で一定の位置を占めて
いたと思われる。 
オペラの主題に基づく幻想曲が 3 件記載されていることは興味深い。3 件ともタールベルク
の作品で、ベッリーニの主題に基づく幻想曲が 2 作（作品 9、12）、ドニゼッティの主題に基づ























                                                        
862 Sigismond THALBERG, Grande fantaisie sur des motifs de Don Pasquale de Donizetti, op. 67, Paris, Chabal, 1850. 




 1850 年代は記録された作曲家データが少ないが、それでも作曲家の世代には 1840 年代と類
似した偏りを見出すことができる。次のグラフ II-3-4 は、この年代における作曲者名の出現頻





 延べ人数で見れば、上位 2 世代は 1770 年代と 1780 年代生まれの作曲家で占められている。
1810 年世代は 1840 年代と同じく第 3 位を占めている。1840 年代に第 5 位だった 1800 年代生ま
れの作曲家はここでは 1810 年世代とほぼ同数で、第 4 位を占めている。このように、20 件以




3-2-1. 1780 年代生まれの作曲家 
 史料に現れるこの世代の作曲家の内訳を下の表に示す。 
 
表 II-3-1. 1780 年代生まれの作曲家と各々の記録件数（1850 年代） 
1780 年代生まれの作曲家 記録件数 
ヴェーバ  ー 9 
フィールド 6 



































《ピアノ・ソナタ》作品 24（1812）である。この作品は 1851 年 6 月と翌年 6 月（いずれもロ
ーランのクラス）で 2 回演奏されおり、いずれも第 4 楽章が演奏されている。この楽章は「無
窮動（mouvement perpétuel）」と呼ばれており、1853 年にブランデュ社はこの楽章だけを抜粋し
て上記のタイトルで出版した864。この楽章では、下の譜例 II-3-6865に示すような動きが 330 小
節間絶え間なく続く。 
 
譜例 II-3-6. C. M. v. ヴェーバー《ピアノ・ソナタ》作品 24、第 4 楽章、mes. 1-3 
 





作曲家たちによって練習曲として出版されていた。1839 年には Ch.-V. アルカンが《片手ずつ、
ないし両手のための 3 つの大練習曲》の第 3 曲（プレスト、ハ短調）を両手のユニゾンで書き、
これに「類似した、無窮の動きをもつ練習曲（étude à mouvement semblable et perpétuel）」という
題を付けている。ラヴィーナは 1848 年に《無窮動――演奏会用練習曲》作品 18866を出版した
が、序奏付のこの作品は、主部は右手の急速な 16 分音符（三連符）と左手の 8 分音符を基調と
する伴奏で書かれ、12 頁に亘って展開される。ヴェーバーのこのロンド楽章は、古典的ジャン
ルのソナタとしてではなく、一種の演奏技法修得の練習曲として音楽院で教えられていたと考






                                                        
864 Cf. Carl Maria von WEBER, Le Mouvement perpétuel, rondo brillant pour piano, Paris, Brandus, 1853. この楽譜のプ
レート番号は « M. S. 831 » である。これは、ブランデュ社が買収したシュレジンガー社のプレートを印刷に用
いたことを示す。このプレート番号からは 1829年にプレートが制作されたことが分かる。おそらく、ブランデ
ュは 1829 年にシュレジンガーが出版したヴェーバーの《ピアノ・ソナタ》作品 24 から終楽章のプレートを用
いてこの楽譜を出版した。これ以後、フランスでは複数の出版社が 1860 年代から 1880 年代にかけてこの楽章
を出版するようになる。以下はその例である。Id., Mouvement perpétuel, rondo, Paris, Gambogi frères, 1866 ; id., 
Mouvement perpétuel (Rondo extrait de la Sonate, op. 24, Paris, A. Leduc, 1878 ; Id., Le mouvement perpétuel, rondo 
extrait de la Sonate, op. 24, Paris, J. Iochene, 1886. 
865 譜例には次の楽譜を用いた。Carl Maria von WEBER, Klaviersonate, op. 24, G. Henle Verlag, Munich, 1992. 
866 Henri RAVINA, Le mouvement perpétuel, étude de concert, op. 18, Paris, Mme Cendrier, 1848. 
867 « [N]ous avons préféré le mouvement perpétuel de Weber comme plus naturel à l’âge de l’exécutant et dit d’une grâce, 
d’une légèreté et d’un [sic.] vivacité charmante par le petit Joseph, à la fugue de Bach, en sol mineur, exécutée par son frère 






 フィールドの場合は、1840 年代と同じく専ら協奏曲が演奏されている。1840 年代にも演奏さ
れた第 2 番、第 4 番に加え、1840 年代には記録されなかった第 1 番が挙がっている。10 代前半





は第 3 番 作品 55（1815）、カルクブレンナーは第 1 番作品 61（1823）、ピクシスは作品 100
（1826~1828）が弾かれており、記録からは 1840 年代との際立った相違は見出されない。 
 
3-2-2. 1770 年代生まれの作曲家 
 この世代に属する作曲家で、記録に残っているのは 1840 年代と同じくフンメル、ベートーヴ





表 II-3-2. 1770 年代生まれの作曲家と各々の記録回数（1850 年代） 
1770 年代生まれの作曲家 記録件数 
フンメル 13 
ベートーヴェン 7 
クラーマ  ー 3 
 
 フンメルの作品のうち同定されたのは、1840 年代にも 13 回記録された作品 89 のみである。
この作品は 1859～1860 年度の後期試験に 2 回のみ演奏記録が認められる。1850 年代における
フンメルの記録の多さは、この時期にフンメルが 1851 年と 1858 年の女子クラス、1856 年の男
子クラスで合計 3 回、修了コンクールで協奏曲（それぞれ作品 113 変イ短調と作品 89 ロ短調）
が課題曲となっていることからも分かる。1850 年代に 3 回以上課題曲に選ばれた作曲家は、4
回選ばれたショパンしかいない。 
 ベートーヴェンについては、7 件のうち 6 件がソナタで、1 件が「ロンド」である。このうち
同定されたのは《ピアノ・ソナタ》作品 13 と作品 31-2 の 2 件で、いずれも 1840 年代にも記録
に見られた作品である。 




3-2-3. 1810 年代以降の作曲家――存命中の「古典的」作曲家 
 1840 年代に引き続き、1810 年代生まれの作曲家の記録件数は多い。次の表 II-3-3 はこの世代





表 II-3-3. 1810 年代生まれの作曲家と各々の記録件数（1850 年代） 
1810 年代生まれの作曲家 記録件数 
ヒラ  ー 9 
ショパン 7 
タールベルク 3 
ヘラ  ー 1 
ヴォルフ 1 
 
 ここではヒラーの記録数が最多となっている。これらの記録はすべて 1858 年 5 月 28 日の試
験の史料に現れるもので、ヒラーの《ピアノ協奏曲第 1 番》作品 5 が記録されている。クラス
別でみると、ル・クーペのクラスで 7 件、ファランク夫人、コーシュ各夫人のクラスで 1 件ず
つが記録されている。つまり、1857-1858 年度の女子クラス後期試験で注目を集めたことが窺わ
れる。しかし、この年度に行われた修了試験はヒラーの協奏曲ではなく、男子がフンメルの《ピ




らくこの作品の第 1 楽章が 1856 年に再版されたことが関わっている。この再版は、ウジェール









                                                        
868 « La musique écrite dans le style classique exige une stricte observation de la mesure, du soin et de la précision dans les 
moindres détails, une expression noble et simple à la fois, enfin cette MAESTRIA d’exécution indispensable aux œuvres 
d’un caractère élevé. » Ferdinand HILLER, Morceau de concours du Conservatoire, 1er concerto, Paris, Heugel, 1856, p. 2. 
 346 
 
譜例 II-3-7. F. ヒラー《ピアノ協奏曲第 1 番》作品 5、第 1 楽章（1856）の冒頭 
 











 ヒラーに次いで、ショパンの作品が 7 件記録されている。その内訳は、《協奏曲》第 1 番 作
品 11 が 4 件、その他は《協奏曲第 2 番》作品 21、《ピアノ・ソナタ第 3 番》作品 58、「即興曲」




ルをみても、男子クラスで 1851、1857、1858 年にそれぞれ第 2 協奏曲、第 1 協奏曲、第 3 ソナ











社から出版された近作《ピアノ三重奏曲》作品 69（1853）869の第 2 楽章のピアノ独奏用編曲だ
った。1850 年代の定期試験では、幻想曲に加え、タールベルクの古典的な形式の作品も受け入
れられていたはずである。 
 ヴォルフについては 1840 年代と同様、再び《演奏会用アレグロ》作品 39 が 1869-1870 年度
の後期試験で演奏されている。 
 記録件数が 1 件ではあるが、ヘラーの名前が 1850 年代に挙がったことは、彼がその後定期試
験の曲目において占める重要性を考えれば特筆すべきことである。記録されたヘラーの作品は、















                                                        
869 Sigismond THALBERG, 1er Trio pour piano, violon et violoncelle, op  69, Paris, Heugel, 1853. 
870 « Au dernier examen semestriel des classes de piano du Conservatoire, le jury et son illustre président M. Auber ont été 
vivement impressionnés par l’audition d’une sonate de Stephen Heller, exécutée par l’un des élèves, de Marmontel. Cette 
œuvre, passée de mains en mains, a obtenu un succès inusité, et d’autant plus flatteur pour le compositeur, que les maîtres 
classiques font exclusivement les honneurs de ces séances. C’est que Stephen Heller appartient à ce petit groupe d’artistes 
qui, peu soucieux d’une popularité éphémère, ont voué à l’art musical un culte pur et désintéressé. Pour ces hommes d’élite, 
l’heure de la justice sonne toujours tardivement ; mais le suffrage des artistes, la sympathie des intelligences élevées et la 
conscience d’être dans le vrai les soutiennent dans cette voie, et leur donne la volonté de persévérer. » Anonyme, 
















 ヘラーが 1850 年代急速に音楽院教授たちに受容されていたことは、様々な史料が物語ってい
る。ヘラーと音楽院ピアノ教授との関わりは、遅くとも 1851 年には始まっていたと見られる。
この年、ヘラーは 6 曲からなる《孤独者の散歩――6 つの無言歌》作品 78872をマルモンテルと
ル・クーペ両人への献辞付で出版しているからである。それから 7 年を経た 1858 年に、ヘラー
のピアノ・ソナタがマルモンテルの生徒によって演奏されオベールの関心を引いたということ










                                                        
871 ヘラーの名声は既に 1840 年からフランスでも高まってはいたが、フランスよりはドイツで高く評価されて
いた。ヴァイオリニストのエルンスト Heinrich Wilhelm ERNST（1812~1865）と共作した《12の束の間の楽想》
作品 30 はライプツィヒのキストナーが 2 000 フランで版権を買い、フェティスとモシェレスが共同執筆した『諸
メソッドのメソッド』（1840）のために書いた練習曲《狩》はドイツでは「たいへん天才的な作品 （une œuvre 
« très géniale »）」と見做され、ベルリンのシュレジンガー社は 4 手版も出版するので独立した作品番号を与え
て欲しいとヘラーに依頼するほど人気もあった（Cf. Lettre de Stephen Heller à Eugène de Froberville, datée du 1er août 
1842. Voir : Jean-Jacques Eigeldinger (éd.),  tephen Heller. Lettres d’un musicien romanti ue à Paris, Paris, Flammarion, 
1981, p. 105.）1839 年にフランスとドイツのシュレジンガー社から出版された『全調短調 24曲の練習曲』（ドイ
ツでは『フレージングの技法－サロン曲集, 旋律的練習曲集』のタイトルで出版）は、1859 年までに 4版（第 4
版はルモワーヌ社から出版）を重ねた。音楽雑誌上でも批評家 J.-J.-B. ローランのように熱心な支持者を獲得し、
たびたび作品評が掲載された。J.-B. LAURENS, « Quatre arabesques, par Stephen Heller », RGM, 12e année, n° 24, le 
15 juin 1845, p. 197-198 ; id., « Revue critique. Valses pour le piano, par M. Stephe Heller », RGM, 12e année, n° 35, le 31 
août 1845, p. 286-287. 
872 Stephen HELLER, Promenades d’un solitaire, pour piano, op. 78, Paris, J. Maho, 1851. 
873 « […] Stephen Heller, ―musicien érudit, ― poète aux chants mystiques, ― humouriste conteur, qui, dans un langage 
plein de mystère et de douce rêverie, initie l’oreille aux secrets accents de l’âme ? Car Stephen Heller ne cherche pas l’effet, 
si dans ses élans multiples la pensée se révèle parfois pleine d’audace, de puissance et de force, - cette puissance est dans 




























 女子クラス教授のル・クーペは「ピアニストの覚書帳（Tablettes du pianiste）」と題するコラ








                                                                                                                                                                  
Mén., 26e année, n° 2, le 12 déc. 1858, p. 14. 
874 これ以後、ヘラーはマスネ、ハンスリック、フェティスといった多くの著述家や音楽家によって詩人に喩え
られるようになる。Cf. Jean-Jacques EIGELDINGER (éd.), op. cit., p. 41. 
875 « Cette étude, nous l’avons demandée à M. Félix Le Couppey, qui, de concert avec M. Marmontel, propage depuis 
longtemps la musique de ce maître. Car tous deux s’efforcent de substituer des pages de véritable musique aux trop 
nombreuses pages de notes, dont la regrettable mode a suffisamment fait son temps. Constatons d’abord que, pianiste de la 
grande école, compositeur au style élevé, Stephen Heller attache son nom à la renaissance d’un art dont les tendances 
ramènent à celui des Field, des Hummel, des Weber, etc., c’est-à-dire à l’art vrai. » J.-L. HEUGEL［･･･］ et F. LE 
COUPPEY, « Tablettes du pianiste-Stephen Heller et ses œuvres », Le Mén., 26e année, n° 6, le 9 janv. 1859, p. 43. 
876 ピアニストとしてのヘラーは、子ども時代に出身地ペストの有力な指揮者、作曲家のブロイアー Ferenc 
BRÄUER （1799~1871）に師事し、1820年代半ばに到着したヴィーンではチェルニーに半年間学んだ（Jean-Jacques 


































 1858 年から 1859 年にかけてヘラーに開かれた「公的」な受容の扉は、音楽院において 1810
年代生まれの作曲家のソナタが 1850 年代に重視されるようになったという前節の内容と並行
関係にある。だが、ヘラーに関しては単に技法ではなくその精神的な面において現代性が認め
                                                        
877 « Cette tâche me sera facile à remplir ; car, depuis longtemps, les compositions de ce maître sont étudiées dans mes 
classes du Conservatoire ainsi que dans mes cours particuliers. Mon enseignement n’est nullement exclusif; et, bien que les 
chefs-d’œuvre classiques soient en quelque sorte le drapeau de mon école, mon culte pour les grands artistes du passé 
n’enlève rien à l’admiration que réclament à bon droit plusieurs de nos pianistes modernes. » J.-L. HEUGEL[…] et F. LE 
COUPPEY, op. cit. p. 43. 
878 « C’est qu’en effet le classique et le moderne paraissent appeler les distances les plus respectueuses et non l’intime trait 
d’union ; à moins d’un siècle de vétusté, il paraît impossible qu’un livre soit classique, ou bien encore n’est classique, pour 
beaucoup d’esprits, que le livre qui s’enseigne sur les bancs de nos écoles, ce qui a fait dire à Momigny : « Le classique est 
ce qui est le plus conforme au sentiment et à la raison, et non ce que le pédagogisme enseigne la férule à la main. » 
 « Or, c’est justement là le propre de la musique de Stephen Heller , elle est élevée, sévère, logique, conforme à la 
raison et au style des anciens grands maîtres, et c’est ce qui la rend classique à peine venue au monde. Ainsi, pour nous, les 
œuvres de Stephen Heller sont classiques du vivant de leur auteur, tandis que, pour nos contradicteurs, elles ne le seront 
qu’après sa mort, délai de rigueur peu encourageant pour les artistes consciencieux qui recherchent au moins un peu de 
gloire, — faute de mieux, — dans la publication d’œuvres sérieuses. » Ibid., p. 45. 
















表 II-3-4. 1800 年代生まれの作曲家と各々の記録件数（1850 年代） 





 まず、10 件あるエルツの記録のうち、2 件はエルツ《ピアノ協奏曲第 1 番》作品 34（イ長調）
で 7 件は「協奏曲」とは記されているが同定はできない作品、1 件は「夢想曲（rêverie）」と記
された性格小品である。これらの記録は 1851 年 6 月および 1858 年 5 月と 12 月の定期試験の演
奏記録に集中している。演奏されたクラスもマルモンテル、ローラン、エルツ、コーシュ夫人
のクラスに亘っており、男女、クラスの別なくエルツの作品は重視され続けていたことが分か
る。修了コンクールにおいては、1852 年に男子クラスで《協奏曲第 3 番》作品 87 の第 1 楽章、
1857 年に女子クラスで《協奏曲第 5 番》作品 180（ヘ短調-ヘ長調）880の第 1 楽章が課題曲とな
った。同定されない協奏曲の中には、これらの協奏曲も含まれている可能性がある。1850 年代
の定期試験曲目データの不足を補うために、定期試験でも演奏された可能性の高い《協奏曲第
5 番》作品 180 の特徴を一瞥しておく。 
 1854 年にこの協奏曲が初演されたとき、この作品の初演を聴いた批評家のブランシャールは、
この作品が「古典的かつ現代的な形式の性質を帯びている（participe de la forme classique et 
moderne）」と書いている881。エルツの第 5 協奏曲は同年に出版された新作で、楽章構成は尚も
伝統的なソナタ形式の第 1 楽章、カンタービレの第 2 楽章とロンド形式によるフィナーレとい
う伝統的な 3 楽章を保持しているが、エルツはこの作品で自身の新しい道へと踏み出している。







                                                        
880 Henri HERZ, Cinquième Concerto pour le piano, op. 180, Paris, tous les éditeurs de musique, 1854. 
881 Henri BLANCHARD, « Concert de M. Henri Herz », RGM, 21e année, n° 14, le 2 avr. 1854, p. 110. 
882 譜例には次の楽譜を用いた。Henri HERZ, Cinquième concerto, op. 180, Mainz, B. Schott, 1857, 29 p. 
 352 
 
譜例 II-3-8. H. エルツ《ピアノ協奏曲第 5 番》作品 180（1857）、第 2 楽章、mes. 1-17 
 
 
譜例 II-3-9. 同前、mes. 104-105 
 
 




 第 5 番では、第 3 番に見られたように、敏捷な腕の動きを要する箇所も多い。例えば第 5 番
の第 3 楽章のコーダ直前には、練習曲風のエピソードが挿入される（譜例 II-3-10）。右手が、連
続するオクターヴとその間に挿入される和音を担い、左手が軽快に跳躍してバスと音域の和音
を担うこの書法自体は目新しいものではなく、ショパンの《12 の練習曲》作品 25 の第 9 番（変
ト長調）にもみられる（譜例 II-3-11884）。 
                                                        
883 ショパンの《12 の練習曲》作品 25（1837）の第 9 番の中間部では左手で演奏される中声部に旋律が置かれ
ている。 




譜例 II-3-10. H. 同前、mes. 226-235 
 [Allegro agitato 付点 4 分音符=112] 
 
 
譜例 II-3-11. F. ショパン《12 の練習曲》作品 25、第 9 番（1837）、mes. 25-29 
 
 
 しかし、エルツは右手の表拍にもオクターヴを置き、左手の跳躍は急速なテンポで 3 オクタ
ーヴの音域で動く885。第 5 番に見られる中音域の活用、左手の絶え間ない跳躍は規範的な形式
の枠組みに適用された「現代的」な要素である。 




チョ》作品 22（1 件）といった協奏的な作品が現れる（他の 1 件は「ロンド」と記録された曲
である）。メンデルスゾーンの作品が記録された時期は 1858 年 5 月と 12 月、1860 年の 6 月に
集中しているが、彼の《ピアノ協奏曲第 1 番》作品 25 は既に 1850 年、女子クラスにおける修
了コンクールの課題曲に選ばれていた。 
 1850 年代、パリにおけるメンデルスゾーンの受容に変化が起こる。1848 年、パリ音楽院演奏
協会は、前年の 11 月に亡くなったメンデルスゾーンを記念してメンデルスゾーンの作品だけで
                                                        











の第 1 協奏曲はパリ音楽院の課題曲に選ばれる前に、4 月 7 日、プレイエル夫人 Mme 
Marie-Félicité PLEYEL（née MOKE, 1811~1875）によって演奏されていた888。この演奏は、オー
ケストラ団体ユニオン・ミュジカル協会（Société de l’Union musicale）の主催公演で行われた。
この団体は、ヴァイオリニストのマネラ Louis MANERA が中心となって設立されたオーケス
トラで、1849 年に第 1 回演奏会を開始したまだ若い演奏協会だった。この協会の特色は、パリ
音楽院演奏協会よりも安い入場料で、しかもこの演奏協会がまだレパートリーにしていない作





17 日にも女性ピアニスト兼作曲家マルタン Melle Josephine MARTIN（1821/22~1909）890を独奏
者に招いてこの協奏曲を再演しているが、1850 年代を通してこの協奏曲はまだ広くは受容され
ていなかった。実際、批評家のエドゥアール・マネは 1858 年にジョゼフ・ヴィエニアフスキが
この作品を演奏したとき、これが「フランスではほとんど知られていない（œuvre peu connue en 
France）」と書いている891。定期試験の記録からは、メンデルスゾーンの協奏曲が第 1 番か第 2
番であるかを同定することはできないが、このようにパリ音楽院の修了コンクール課題曲とな
り、1850 年代に『ルヴュ・エ・ガゼット・ミュジカル』誌で演奏が時折報じられた第 1 番の可
能性が高い。 





                                                        
886 D.-K. ホロマンによる次のサイトの演奏会曲目一覧を参照。D. Kern HOLOMAN, The Société des concerts du 
Conservatoire (1828-1967), http://hector.ucdavis.edu/SdC/（2015 年 6 月 6 日アクセス）。 
887 Katherine ELLIS, op. cit., p. 137. 
888 Maurice BOURGES, « Société des concerts (septième séance.), Union musicale. (sixième concert.) », RGM, le 14 avr. 
1850, p. 129. ユニオン・ミュジカル協会は 11 月 17 日にもピアニスト兼作曲家マルタン Melle Josephine MARTIN
を独奏者に招いてこの協奏曲を再演している。Sylvain SAINT-ÉTIENNE, « Concert de l’Union musicale », 17e année, 
n° 47, le 24 nov. 1850, p.389. 
889 Anonyme, « Nouvelles », RGM, 17e année, n° 25, le 23 juin 1850, p. 215. 
890 Cf. Eugène RAPIN, Histoire du piano et des pianistes, Paris, Georges Bridel et Cie, 1904, p. 470. 
891 Paul SMITH [Édouard MONNAIS], « Henri Wieniawski et Teresa Milanollo », RGM, 25e année, n° 15, le 11 avr. 1858, 
p. 117. 
892 パリでは 1853 年に 2 台ピアノ版が出版されていた。Felix MENDELSSOHN, Grand Duo pour piano à 4 mains 
d’après le Concerto oeuv. 25 de Féli  Mendelssohn Bartholdy par F.-L. Schubert, Paris, S. Richault, 1853. 
893 Félix MENDELSSOHN, Concerto en sol mineur, op. 25, Félix LE COUPPEY (éd.), Paris, J. Maho, 1858. 
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的な霊感（riches et poétiques inspirations）」を一つにまとめた作品と見做している。さらに、こ
の作品の演奏に必要とされる資質としては「軽やかさ、エネルギー、美しい音、輝かしいメカ
ニスム、魂、輝きと熱気（la légèreté, de l’énergie, un beau son, un brillant mécanisme, de l’âme, de 

























                                                        
894 EP, p. 96. 
895 Cf. 譜例 II-3-5. 
896 « Mme Farrenc appartenait à cette chapelle de croyants exclusifs qui n’ont jamais voulu quitter la voie tracée par les 
maîtres, ni s’affranchir des lois reconnues, adoptées, enseignées par eux. » PC, p. 168. 
897 « Mme Farrenc n’a pas suffisamment osé y être elle-même. Toute à l’administration de ses modèles, sa pensée s’y est trop 
fondue dans leur moule, elle n’a pas assez vigoureusement affirmé son style individuel. » Ibid., p. 179. 
898 例えば、1840 年 4月 7 日のパリ音楽院演奏協会で演奏されたファランク夫人の序曲について、ベルリオーズ
は「ファランク夫人は巧みに書かれ、女性にあっては類まれな才能をもってオーケストレーションされた序曲
を我々に知らしめた」と書いている。« Madame Farrcnc nous a fait connaître une ouverture bien écrite, et instrumentée 























3-2-5. 1790 年代生まれの作曲家 
 この世代の作曲家では、1840 年代に定期試験演奏曲目において重要な地位を得ていたモシェ
レスとマイヤーの 2 名が 1850 年代に 7 回記録されている。モシェレスに関しては協奏曲が 4
件（うち第 3 番が 1 件、その他は同定不可）、マイヤーについては《演奏会用アレグロ》が 3
件（うち第 1 番、第 2 番が 1 件ずつ、他は同定不可）となっている。モシェレスの第 3 協奏曲




3-2-6. 1760 年代以前に生まれた作曲家 
 まず、1680 年代、1730 年代、1750 年代、1760 年代には、それぞれ次の作曲家が一人ずつ対
応している。 
  
                                                        
899 « [L]’auteur des Trente études nous semblait avoir été préoccupé de la même pensée. Car nous trouvions çà et là des 
pages écrites dans le goût de Haendel, de Bach, de Mozart, de Clementi, de Hummel. Mais l’auteur ne s’est pas assez 
attaché à varier les formes, à saisir toutes les nuances caractéristiques. Peut-être aussi n’était-ce pas son intention. D’ailleurs, 
le faire de l’école toute moderne n’est représenté nulle part dans son ouvrage ; et quoique cette omission perde de son 
importance par la quantité d’études travaillées aujourd’hui en ce genre, il ne saurait passer pour absolument complet, du 
moins en l’envisageant à notre point de vue. » Maurice BOURGES, « Revue critique », RGM, 7e année, n° 43, le 5 juill. 
1840, p. 371. 
900 Cf. 本論文 I-1-2.  
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表 II-3-5. 1760 年代以前に生まれた作曲家と各々の記録件数（1850 年代） 
作曲者名 記録件数 





 ドゥシークの 4 件のうち 3 件は協奏曲、1 件はソナタの終楽章である。同定された作品には
1840 年代には記録されなかった《ピアノ協奏曲第 5 番》作品 22（1793）、《ピアノ・ソナタ》作
品 22（1812）がそれぞれ 1 件含まれる。後者のソナタは「我が軽き小舟（Ma barque légère）」
と記録された作品で、ドゥシークの遺作として出版されたソナタ（C 260）の第 3 楽章である901。
この作品はフランスでは他の楽章から独立して出版されており902、1852 年にウジェールが出版
したマルモンテル編集による『エコール・クラシック』の第 1 シリーズにも収められている。 
 アダンについては、1840 年代と同様、すべてソナタが記録されているがいずれのソナタかは
同定できない。いずれも 1858 年 5 月の後期試験でコーシュ夫人のクラスの女子生徒たちによっ
て演奏されている。ハイドンは、作曲家名しか記録されていないが、同年 12 月にマルモンテル
のクラスで演奏された記録がある。1840 年代の記録では見られなかった作曲家である。『エコ
ール・クラシック』の第 1 シリーズと第 3 シリーズ（1858）にはハイドンの作品が複数含まれ
ているため、そこから何らかの作品をマルモンテルが選んで生徒に弾かせた可能性がある。 
 17 世紀生まれのバロック時代の作曲家は、1840 年代と同様、J. S. バッハのみが記録されて
いる。7 件の記録の内訳は 5 件がフーガ、2 件が前奏曲で、1858 年 5 月の試験ではファランク
夫人の門下生 2 人が前奏曲とフーガを対にして演奏している。バッハの前奏曲とフーガは 1840
年代から絶えず演奏されていた。 
 
3-2-7. 1820 年代生まれの作曲家――ショパンの継承者としてのマチアス 
 このもっとも若い世代に属する作曲家はマチアスである。マチアスは 1847 年にローマ大賞第
2 等の第 2 席を得て以来、ソリスト、室内楽奏者、ピアノ音楽作曲家のみならず交響曲（作品
22）や序曲（作品 23）の作曲家としても注目を集め、1855 年に彼の《〈ハムレット〉序曲》作
品 23 が上演された際には批評家のブランシャールは「フランス楽派の面目躍如たるべき作曲家
（un compositeur devant faire l’honneur de l’école française）」903と呼んでいる。 
 1860年6月の定期試験でマルモンテルの生徒によって演奏されたソナタは同定できないもの
の、それまでに出版されたピアノ・ソナタのうち第 1 番か第 3 番のいずれかであることは確か
である。マルモンテルは 1860 年に、自身に献呈された第 1 ソナタを「もっとも美しい現代のソ
ナタ（les plus belles sonates modernes）」に分類し、第 3 ソナタを「このソナタだけは分析の主題
として役立てられるだろう（Cette sonate seul pourrait largement servir de thème à une analyse）」904と
書いている。マチアスはいずれのソナタにおいても、タールベルクやシュルホフのソナタと同
様、中音域に歌唱的な旋律を置く書法を用いている。 
                                                        
901 この記載されたタイトルは、このソナタの終楽章がグレトリ André GRÉTRY（1741~1813）が作曲した喜劇
《サランシーの花冠の乙女（La Rosière de Salency）》のアリアに基づくのでこの名で呼ばれた。 
902 Jan Ladislav DUŠÍK, Ma barque légère. Thème favori de Grétry. Rondeau pour le piano extrait de l'oeuvre posthume de 
J. L. Dussek, Paris, I. Pleyel, s.d. 
903 Henri BLANCHARD, « Concerts. Matinées et soirées musicales », RGM, 22e année, n° 14, le 8 avr., 1855, p. 106. 
904 A.-F. MARMONTEL, « Tablettes du pianiste et du chanteur. Georges Mathias et ses œuvres », Le Mén., 27e année, 




譜例 II-3-12. G. マチアス《ピアノ・ソナタ第 3 番》作品 35、第 3 楽章、mes. 42-47905 
 
 
 また、マチアスの第 1 ソナタと第 2 ソナタはいずれも 4 楽章で構成され、第 1 番では第 2 楽



















（filiation du génie）」としての「流派」の概念をもち出す。 
                                                        
905 Georges MATHIAS, 3e sonate pour piano, op. 35, Paris, Richault, 1875. 
906 Ibid., p. 362-365. 
907 « Nous ne craignons pas d’affirmer que M. Georges Mathias est un des maîtres modernes du piano qui possède au plus 
haut degré cette précieuse qualité de pondération dans les idées principales et accessoires, et cette harmonie dans la forme, 


































                                                        
908 « Mais avant d’avoir acquis cette fermeté de style qui fait partie de l’individualité, tout compositeur procède d’un maître, 
d’un modèle qui pour lui est l’expression du beau idéal. 
 Cette sorte d’affinité de sentiment et cette transmission de la pensée du maître, véritable filiation du génie, constitue 
l’école au double point de vue de la création et de l’interprétation. » Ibid. 
909 Jean-Jacques EIGELDINGER, Chopin vu par ses élèves, Paris, Fayard, 2006, p. 221. 
910 « Par la nature des idées, le contour distingué des mélodies, la désinvolture élégante des rhythmes et aussi par ses 
recherches harmoniques, G. Mathias procède, dans ses premières œuvres, de Chopin, dont il fut un des élèves de 
prédilection, et celui qui, par la perfection de son exécution, rappelle le mieux cet admirable artiste. » A.-F. MARMONTEL, 
« Tablettes du pianiste et du chanteur. Georges Mathias et ses œuvres », Le Mén., 27e année, n° 46, le 14 oct. 1860, p. 364.  
911 « Comme son maître, Georges Mathias a poétisé l’instrument, et il a compris que le but de l’art n’était pas de parler aux 
yeux, ou d’étonner les ignorants par des effets de sonorité ou de prestidigitation. Il faut avant tout, et pardessus tout, 
émouvoir, parler au cœur et à l’imagination. » Ibid. 
912 « […I]l est facile de voir que l’artiste, plus maître de lui, moins préoccupé du virtuose, exprime ce qu’il veut et dans la 
forme par lui choisie. » A.-F. MARMONTEL, « Tablettes du pianiste et du chanteur. Georges Mathias et ses œuvres », Le 










































                                                        
913 « La musique de piano de Georges Mathias, comme celle de Chopin, offre dans son interprétation des finesses de détail, 
des variétés de timbres, des changements d’allure, qui souvent, pour être bien rendues, demandent d’être exprimées par le 
compositeur lui-même. Bien que toutes les nuances soient minutieusement indiquées, il se rencontre des effets imprévus de 
sonorité, des changements subits de mesure, de sentiment, qui sont pour ainsi dire la pensée intime et intraduisible de 




















式においてもいくらかの刷新を試みた（エルツの《協奏曲第 5 番》作品 180）。エルツと同じ世
代で、メンデルスゾーンは 1847 年に没してから音楽院のレパートリーへの定着が進んだ。メン














ー、ショパン、マチアスには規範性が与えられた。3 者の作品は、続く 30 年間は定期試験曲目
においても一定の地位を占めることとなる。 


















1 シリーズから第 3 シリーズまで 156 作品の出版が終わっていた『エコール・クラシック』は、
続編として 1860 年代に第 4 シリーズ（J. S. バッハ、ハイドン、モーツァルト、ベートーヴェ






この曲集は 1861 年に出版が始まり、1872 年に完結するまで 23 巻（20 分冊）の巨大なアンソロ
ジーを形成した（1865 年にアリスティードが没してからはファランク夫人が独力で編纂を継続




耳目に触れた。ピアノ以前のより遠い過去への眼差しは、ピアニスト兼作曲家のメロ  ー Amédée 
MÉREAUX（1802~1874）がマルモンテルの『エコール・クラシック』の補遺として編集を担当
した『クラヴシニストたち』の出版によっても強化された。1862 年にウジェール社から刊行さ
れたこのアンソロジーは 3 巻（51 分冊）に 20 名の作曲家の作品を収めていた。作曲家は年代
順に配され、フレスコバルティ Girolamo FRESCOBALDI（1583~1643）、シャンボニエール 
Jacques Champion DE CHAMBONNIÈRES（1601/2~1672）からマルチェッロ  Alessandro 
MARCELLO （1669~1747）までを第 1 巻、スカルラッティから J. Ch. バッハ Johann Christian 
BACH（1735~1782）までを第 2 巻、クラヴサンおよびピアノの大家として、ハイドンからクラ
ーマーまでを第 3 巻にまとめた。この他にも、ガンボジ社から刊行された『古典的作曲家と現
代的作曲家：ピアニストのレパートリー（Classiques et modernes, Répertoire des pianistes）』が、
1863 年から 1871 年にかけてバッハ、ベートーヴェン、モーツァルトを初めとする比較的平易
なピアノ作品を世に送り出した。 
 こうした歴史的レパートリーへの関心は、既に 1850 年代の後半には顕著に見られるようにな
っていた。ル・クーペは 1856 年 5 月 4 日、自宅に生徒たちを招いて「歴史的演奏会（séance 
                                                        
915 Danièle PISTONE, op. cit., p. 8. 
916 作曲家別の曲集の出版はショパン、モーツァルト、ベートーヴェンの作品から始まった。右の広告を参照。
















音楽院で教える傍ら熱心な研究者でもあったル・クーペは、1858 年 11 月 21 日にも自身の女
子生徒たちを集め自宅で同様の演奏会を催している。 
 好古的音楽家の視線は当時完全に廃れていたクラヴサンにも注がれた。1857 年、故ヅィメル
マンの門弟マルタン嬢は、1770 年にパスカル・タスカン Pascal TASKIN919が制作したチェンバ
ロを弾いて注目を集めた920。またCh.-V. アルカンが《3 つの古いユダヤの旋律》の 3 曲目を「オ
ルガンまたはクラヴィチェンバロのために」書いたのも 1854 年のことであった 921。 
 1860 年代、こうした歴史的関心の拡大を背景として、定期試験のレパートリーは新たな局面
を迎えることとなる。本章では、1850 年の演奏曲目データに見られなかった新たな傾向に注目
しながら 1860 年代の演奏曲目のジャンル、作曲家の傾向を検討する。 
 
4-1. ジャンルの傾向――協奏曲・ソナタの支配と多様化 
 1860 年代は 419 件のジャンルが同定されている。次頁のグラフ II-4-1 は、史料に記録された
定期試験演奏曲目における個々のジャンルの件数を多い順に示している。 
 グラフ中のジャンルのうち、上位 2 ジャンルは 1840 年代から変わらず協奏曲（独奏協奏曲を




ベートーヴェンの《ピアノ・ソナタ》作品 27-2 のフィナーレが課題曲に選ばれている。 
 記録された定期試験曲目における協奏曲の作曲者としてはエルツとフィールドが圧倒的に多
                                                        
917 Anonyme, « Nouvelles diverses », Le Mén., 23e année, n° 26, le 25 mai 1856, p. 4. 
918 « Pour arriver à ce laborieux résultat, l’éminent professeur a dû faire d’immenses recherches, fouiller les bibliothèques, 
consulter les manuscrits, deviner des signes passés à l’état d’hiéroglyphes, — les comprendre, les traduire, les interpréter ou 
les faire interpréter par ses élèves. C’est ainsi que parlant d’une toccata de Merulo, d’un air varié, d’une sarabande de 
Chambonnières, le musicien archéologue est arrivé à Mendelssohn et Chopin après avoir fouillé Rameau, Haendel, Bach, — 
nés à un an de distance l’un de l’autre, — Haydn, Beethoven, Mozart, Weber, Schubert, Hummel, Dussek, Steibelt, 
Clementi, Field, Ries, Moschelès, Cramer, etc. » Léon GATAYES, « Tablettes du pianiste : Stephen Heller chez M. Le 
Couppy », Le Mén., 26e année, n° 2, 12 déc. 1858, p. 13. 
919 パスカル・タスカンは親子 2 代に亘りパリでクラヴサン製作に携わったが、いずれも名が同じであるため、
父子いずれの作であるかは史料から判断できない。 
920 Anonyme, « Nouvelles », RGM, 24e année, n° 14, le 5 avr. 1857, p. 118. 
921 Cf. François LUGUENOT, « Catalogue de l’œuvre d’Alkan », Charles Valentin ALKAN, Brigitte François-Sappey (dir.), 
Paris, Fayard, 1991, p. 298. 
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い。グラフの下の表 II-4-1 は記録された協奏曲の作曲者のうち、出現頻度の多い上位 10 名の名
前を年代ごと（1840・1850・1860 年代）に示している。 
 
グラフ II-4-1. 定期試験演奏曲目におけるジャンル別記録件数（1860 年代） 
N.B. 「幻想曲」は幻想曲 1・2のいずれか同定できない幻想曲 
 
 
表 II-4-1. 記録件数が多い協奏曲（独奏協奏曲を含む）の作曲者上位 10 名 
N.B. 丸括弧内の数字は記録された件数。濃い灰色の欄は 3 つの年代に亘って上位 10名に入った作曲家、薄い灰
色の欄は 2 つの年代に亘り上位 10 名に入った作曲家を示す 
 
1840 年代 1850年代 1860年代 
フンメル (34) フンメル (9) エルツ (44) 
エルツ (20) エルツ (9) フィールド (40) 






フィールド (9) フィールド (6) ショパン (14) 
ドゥシーク (7) ショパン (5) モシェレス (12) 
クラーマー (6) ヴェーバ  ー (4) リ－ス (9) 
カルクブレンナー (6) リース (4) ドゥシーク (8) 
ショパン (4) モシェレス (4) ヴェーバ  ー (7) 
ヴェーバー(3) エロルド (3) カルクブレンナ  ー (7) 
 
 もっとも多く記録されたエルツは先行する 20 年間にも常に上位 2 名に入っており、常に重視
されていたことが分かる。フンメルは、作曲家判明率のより低い 1840 年代に比べても記録件数
が低下しており、エルツ、フィールドに比べ重要度が下がっているように見えるが、それでも


































奏されるようになった。リース、モシェレス、ショパンは 1840 年代から変わらず上位 10 名に
入っている。ドゥシーク、ヴェーバー、カルクブレンナーの協奏曲は 1850 年代の記録には現れ
なかったが、1860 年代にもまだ演奏されていた。 
 一方、10 位以下の作曲家と記録件数は次の表 II-4-2 ようになっている。 
 
表 II-4-2. 記録件数が多い協奏曲（独奏協奏曲を含む）の作曲者、第 11 位以下 
N.B. * は 1860 年代の記録に初出の作曲家 
作曲家 記録件数 
Ch. マイヤ  ー 6 
ピクシス 4 
バッハ* 3 





Éd. ヴォルフ 1 
  
 1850 年代までは記録に現れていたが、1860 年代の記録に現れなかった作曲家にエロルドとク
ラーマーがいる。エロルドの協奏曲は 1870 年以後、定期試験では演奏されなくなりレパートリ
ーから姿を消しており、1860 年代にはほとんど既に演奏されなくなっていたと思われる。一方
でクラーマーの協奏曲は、1870 年代には 2 件の演奏記録が残っていることからすると、1860
年代にはまだ若干演奏されていた可能性がある。 
 第 11 位以下に登場する作曲家のうち、協奏曲の作曲家で注目されるのは、初めて登場したバ
ッハ、モーツァルト、ベートーヴェン、ベネディクト、ラヴィーナである。バッハはそれまで
前奏曲とフーガに記録が限られ、モーツァルトも 1840 年代に《レクイエム》のフーガからの編
曲のみが記録されていたが、バッハは 1861 年に初めて《イタリア協奏曲》（BWV 971）がマル
モンテルのクラスで、モーツァルトは 1866 年に《ピアノ協奏曲》ニ短調（K 466）がマチアス
のクラスで記録された。ベートーヴェンのソナタは、定期試験で 1840 年代から一定の地位を得
ていたが、協奏曲の記録は未だ少なく、1865 年 6 月のマチアス・クラスの試験で初めて協奏曲
が 1 件のみ記録された（但しいずれの協奏曲かは同定できない）。 
 ラヴィーナの協奏曲は 1867 年に出版された作品で、エルツと同様、新作が演奏された数少な
い同時代の作曲家の一人である。フンメルとヴェーバーの門弟ベネディクト Julius BENEDECT
（1804~1885）は、1868 年に 12 月の試験で初めて演奏されているが、作品の同定はできない。
ベネディクトは 1867 年に 2 作の協奏曲（作品 89 と 90）を出版しているが、これらは 1820 年
代から 30 年代に発表した楽章を再利用しており、新作と呼べるものではない922。定期試験での
演奏時期がこれらの出版時期と近いことから、これらの協奏曲のいずれかである可能性が高い。 
 協奏曲に準じる小協奏曲は 9 回しか記録されていないが、ヴェーバーの《コンツェルトシュ
トゥック》作品 79、メンデルスゾーンの《華麗なカプリッチョ》作品 22、マイヤーの《演奏会
用アレグロ》作品 51、60 が 1850 年代に引き続き演奏されていた。 
 次に、2 番目に記録件数の多いソナタについてみてみよう。次の表は 1840、1850、1860 年代
                                                        
922 作品 90（変イ長調）の第 1 楽章は《コンチェルティーノ 第 1 番》作品 18（1831）、第 3 楽章は《華麗なロ
ンド》作品 5（1823）の転用、作品 89（変ホ長調）の第 1 楽章は《コンチェルティーノ 第 2番》作品 29（ca 1833）
で、1839 年にはピアノ用編曲が出版されていた。Cf. Nicholas TEMPERLEY, « Benedict, Sir Julius », GMO, consulté 





表 II-4-3. 1840・1850・1860 年代におけるソナタの作曲者の比較 
N.B. 丸括弧内の数字は記録された件数。濃い灰色の欄は 3つの年代に亘って記録された作曲家、薄い灰色の欄
は 2 つの年代に亘り上位 10 名に入った作曲家を示す。* は 1860 年代の記録に初出の作曲家 
 
1840 年代 1850 年代 1860 年代 
ベートーヴェン ( 8 )  ベートーヴェン (7) ベートーヴェン (34) 
ヴェーバー ( 6 )  L. アダン (3) フンメル (13) 
フンメル ( 5 )  フンメル (2) *モーツァルト (13) 
L. アダン (1) ヴェーバ  ー (2) ドゥシーク (8) 
クレメンティ ( 1 )  ドゥシーク (1) *シュルホフ (5) 
ドゥシーク ( 1 )  ショパン (1) ヴェーバ  ー (5) 
- ヘラ  ー (1) マチアス (4) 
- カルクブレンナ  ー (1) クレメンティ (3) 
- マチアス (1) *ハイドン (3) 
- - *エルツ (2) 
- - *マルモンテル (2) 
- - *スカルラッティ (2) 
- - L. アダン (1) 
- - *キルンベルガ  ー (1) 
- - *クラーマ  ー (1) 
- - ショパン (1) 




1860 年代に記録されたソナタの作曲者の中では、フンメルよりも 21 件多い 34 件の記録が見ら
れた。1840 年代、1850 年代の演奏記録で同定できたベートーヴェンのソナタは作品 13、31（第
2 番）だけだったが、1860 年代に入ると他に作品 7、10（第 2、3 番）、27（第 2 番）、49（第 2
番）、111 の演奏が確認される。とりわけベートーヴェンの後期ソナタが 1866 年 12 月にマチア
スの生徒によって、翌年 1867 年 12 月にマルモンテルの生徒によって演奏されたことは注目す
べき動向である。ベートーヴェンに次いで 2 番目に位置するフンメルのソナタは、1840 年代か
ら各年代において記録されてきた作品 13、81 に加え、作品 106 が新たに記録に現れる。フンメ
ル以下、ドゥシーク、ヴェーバー、アダンが 1840 年代以来選ばれ続けてきた作曲家である。 
 マチアスとショパンのソナタは 1850 年代から引き続き演奏されている。 
 一方、1860 年代にはそれまで記録に現れなかった作曲家が多く見られる。中でも重要なのは
第 3 位を占めるモーツァルトである。モーツァルトのソナタは既に 1804 年に出版されたルイ・
アダンの《ピアノ・メソッド》にはイ短調のソナタ（K 310）の第 1 楽章と第 3 楽章、イ長調の
ソナタ（K 331）が収録されており、パリ音楽院設立の初期からモーツァルトのソナタがピアノ
教育に導入されていたことは明らかである。しかし、1840 年代から 1850 年代にかけて、モー
ツァルトのソナタが全く演奏されなかったとはいえないにしても、これらの年代に一度もモー






マーのソナタが 1860 年代に初めて記録されている。但し、クラーマーのソナタは 1840 年代に
ヅィメルマンによっても推奨されていたので923、これ以前に彼のソナタが定期試験で演奏され
ていた可能性は高く、クラーマーの名前がここで初出したことは強調すべきではない。 


















 最後に、重要な初出の作曲家としてシューマンが挙げられる。1870 年 6 月に行われた 1860
年代の最終年度の後期試験では、マチアスのクラスの生徒がシューマンの《ピアノ・ソナタ第
2 番》ト短調（1839）を演奏した。これが 1860 年代に記録された最初の、かつ唯一の記録であ
る。 
 フーガの記録は 30 件で、ソナタに次いで 3 番目に位置しており、全体の約 14％を占めてい
る。作曲家の大部分は以前と変わらずバッハだが、他にヘンデル、ポルポラの名前も記録され
ている。フーガは 1840 年代以来、記録の上位 4 番目以内に位置しており、1860 年代において
も重視され続けた。 
 一方で、「性格的作品（集）」は 19 件記録され、記録件数では 4 番目に位置している。それま
でこのジャンルは 1840 年代と 1850 年代を併せても 4 件しか記録されてこなかったので、1860
年代に注目を集め始めたジャンルと言える。このうち 12 件は「即興曲」に分類したシューベル
トとショパンの作品（ショパンは遺作の《幻想即興曲》を含む）で、1 件はショパンのノクタ
ーン（同定は不可）である。他の 7 件にはシューベルトの《楽興の時》作品 94（D 780）、メン
デルスゾーンの「ロマンス」（おそらく無言歌のいずれか）、シューマンの《アルバムの綴り》




                                                        
923 Joseph ZIMMERMAN, op. cit., 3e partie, p. 48. 
924 « Aujourd’hui et depuis quelques années déjà la réaction s’opère, le classisme reprend faveur et la sonate en tient haut et 
ferme le drapeau. Certes les fantaisies, les nocturnes, les œuvres légères ont leur charme; mais les morceaux sérieusement 
conçus et largement traités n’en resteront pas moins, pour les gens de goût, les véritables titres de noblesse de l’art musical. » 
Paul BERNARD, « Tablettes du pianiste et du chanteur. A propos d’une sonate de Henri Herz », Le Mén., 28e année, n° 13, 





 性格小品に次いで 11 件記録された前奏曲はすべて J. S. バッハの作品で、うち 6 曲はフーガ
とセットで演奏されている。バッハの前奏曲とフーガは 1840 年代から絶えず演奏され続けてい
る。 
 他のジャンルは記録件数が 10 件に満たないが、幾つかのジャンルには新しい動向が見られる。
まず、8 件記録された舞曲は 1840・1850 年代には記録されなかった。このジャンルでは、ヴェ
ーバーの《華麗なポロネーズ》作品 72 が 1 件記録されたほか、同定できないヴェーバーの「ポ






る。D. ピストンヌは、ピエール・ラルースが編纂した『大百科事典（Grand dictionnaire 
encyclopédique）』（1864~1876）で舞曲名の出現頻度を数え上げるという興味深い調査をしてい




 スケルツォは 1850 年代にはファランク夫人の《スケルツォ》作品 47 の記録のみが見られた
が、1860 年代にはショパンのスケルツォが初めて記録され、他の作曲家によるスケルツォの記
録は見られない。5 件の記録のうち、4 件は《スケルツォ第 2 番》作品 31 と同定された。この
作品はマチアス、マルモンテル、ル・クーペのクラスの定期試験で演奏されている。 




に基づく幻想曲（作品 9、46）は 1864、1865、1866 年にマチアスとファランク夫人のクラスで
演奏されているが、タールベルクのこのジャンルの作品は 1866 年 12 月の試験以降、記録に現
れなくなる。 





 2 件のみ記録された幻想曲としては、フンメルの《幻想曲》作品 18、とメンデルスゾーンの
《幻想曲――スコットランド風ソナタ》作品 28 が 1 件ずつ同定されている。前者が 1840 年代
には 11 件記録されていたことを考えれば、選択される頻度は減少したとみることができる。一
方、カプリースではメンデルスゾーンの作品が 2 件、ヘラーが 1 件記録されているが、いずれ
                                                        
925 Danièle PISTONE, « Les danses pour piano au siècle romantique : quelques aspects de l’évolution parisienne », Piano et 
musique de danse dans la France du XIXe siècle, textes réunis et édités par Juliana PIMENTEL et Gilles 




 最後に、編曲というカテゴリーに 4 件の記録がみられることも新しい動向である。このカテ
ゴリーでは 1840 年代にヅィメルマンが編曲したモーツァルトのフーガのみが記録されたが、
1860 年代にはラモーの「リゴードン」、モーツァルトの「交響曲」、ハイドンの「ト調の交響曲
のフィナーレ（Finale de la Symphonie en sol）」が記録された。これらの編曲者は同定できないが、
マチアスとル・クーペによる編曲ということは十分に考えられる。ル・クーペの『24 の古典的
編曲集』926にはラモーの〈リゴードン〉（《ダルダニュス》からの抜粋）、ハイドンの《交響曲第
92 番》ト長調（Hob. I : 92）のフィナーレ、モーツァルトの《交響曲第 40 番》（ト短調）のメヌ
エットが収められている。一方でマチアスはパドルーが主催する「古典音楽のコンセール・ポ











る。下のグラフ II-4-2 は、1860 年代における作曲者の生誕年代別記録件数を実数と延べ人数の
2 系列で表示している。 
 
グラフ II-4-2. 定期試験演奏曲目作曲者の生誕年代別記録件数（1860 年代） 
 
 まずこのグラフから分かるのは、取り上げられる作曲者の世代がより古い世代に向かって拡
                                                        
926 F. LE COUPPEY, 24 transcriptions classiques pour le piano, Paris, J. Maho, 1863. 
927 Wolfgang Amadeus MOZART, 6 Grandes symphonies de Mozart, arrangées pour piano, par Georges Mathias, Paris, 
Harand, 1861. 
3 5 1 1 3 1 3 































1770・1880 年代、1800・1810 年代生まれの作曲家の作品は多く記録されており、1860 年代に
はこれらの世代のいずれにおいても 50 件を超える記録がなされている。とくにフンメル、ベー
トーヴェンを含む 1770 年代、フィールド、ヴェーバー、リースを含む 1780 年代、エルツ、メ
ンデルスゾーンを含む 1800 年代、ショパン、ヘラーを含むに 1810 年代ついては、3 名から 9
名の限られた作曲家の作品が繰り返し演奏されていることが分かる。これに次いで記録が多い
のは、20~50 件の区間に位置する 1680 年代、1750・1790 年代の作曲家の作品である。モーツァ
ルト、クレメンティ、ルイ・アダンを含むこの世代の重要性は、とくにモーツァルトの作品の
受容によって保たれている。記録件数が 10 件台の 1760 年代はドゥシークただ一人、20 年代は




4-2-1. 1770 年代生まれの作曲家――ソナタのベートーヴェンと協奏曲のフンメル 
 もっとも多い 94 件が記録されたのは 1770 年代生まれの作曲家の作品である。この 94 件の記
録は次の 3 名の作曲家によって占められている。 
 




ベートーヴェン 1770-1827 50 
フンメル 1778-1837 43 

















7重奏曲 （編曲）; 1 








楽院が、1863 年に初めて《ピアノ・ソナタ》作品 27 嬰ハ短調のフィナーレを課題曲に採用し
たことからも、この時期にベートーヴェンのソナタの受容に変化が起こっていることが分かる。
定期試験で演奏されたソナタのうち、同定されたのは次の 8 作品である。 
 
表 II-4-5. 1860 年代に演奏されたベートーヴェンのソナタのうち、同定された作品 
N.B. ☆ :マルモンテル編『エコール・クラシック』所収、 
★：ル・クーペ編『古典的作曲家たち』所収、 
▽：ファランク夫妻の『ピアニストの至宝』に所収 
作品番号 調性 楽章 初版年 
7★ Es IV (final) 1797 
10-3☆ D - 1798 
13★▽ c - 1799 
26☆★▽ As - 1802 
27-2▽ cis III (final) 1802 
31-2★▽ d III (final) 1803 
49-2☆▽ G II (final) 1805 
111▽ c II (final) 1823 
 
 これらのベートーヴェンのピアノ・ソナタは、いかにして 1860 年代に定期試験で重要な地位
を占めるようになったのだろうか。ベートーヴェンのソナタは、1840 年までに『ベートーヴェ









覚書帳」928を通して行われた。初期に解説の対象となった作曲家には、1858 年 12 月にマルモ
ンテルとガタイェスが担当した「フレデリック・ショパン」929、翌年 1 月にル・クーペとガタ
イェスが担当した「シュテファン・ヘラーとその作品」930が挙げられる。ベートーヴェンの記
事の連載が始まったのは 1859 年 12 月からで、執筆は官職につきながら作曲家、音楽著述家を
兼ねていたバルブデット Hippolyte BARBEDETTE（1827～1901）が担当した。この連載は、翌
年 5 月の第 26 号まで実に 17 回に及んだ。このコラムの第 3 回と第 4 回931ではベートーヴェン
                                                        
928 1860 年 1月 15 日発行の第 7 号からは「ピアニストと歌手の覚書帳（Tablette du pianiste et du chanteur）」とコ
ラムのタイトルが改められた。 
929 Antoine-François MARMONTEL et Léon GATAYES, « Tablettes du pianiste. Frédéric Chopin », Le Mén., 26e année, 
n° 1, le 5 déc. 1858, p. 4-6. 
930 F. LE COUPPEY et Léon GATAYES, « Stephen Heller et ses œuvres », Le Mén., 26e année, n° 6, le 9 janv. 1859, 
p. 43-44. 








割を果たしたと思われる。彼の各ソナタの解説は、レンツ Wilhelm von LENZ（1809~1883）の
『ベートーヴェンと 3 つの様式』934の表現や様式区分、ベルリオーズ、ブラーズ・ド・ビュリ
 ー Henry BLAZE DE BURY（1813~1888）の言葉を借用し、自らも詩的な表現を多用しながら、
これらのソナタに至高の芸術的地位を認めようとしている。例えば作品 27-2 の第 1 楽章（アダ
ージョ・ソステヌート）に「崇高で悲痛な霊感（inspiration sublime et désolante）」を認め、この
楽章を「真の絶望の歌（véritable chant du désespoir）」と表現し、一方作品 28 については「えも
言われぬ愛の歌（ineffable chant d’amour）」、「無限へと向かう曰く言いがたい霊感（une inspiration 




一例としてマルモンテルとル・クーペが作品 27-2 につけた註釈を比較する。 
 













                                                                                                                                                                  
p. 27-28 ; n° 5 le 1er janv. 1860, p. 34-36. 
932 Ferdinand RIES et Franz Gerhard WEGELER, Biographische Notizen über Ludwig van Beethoven, Coblenz, K. 
Bädeker, 1838. 
933 『ル・メネストレル』誌に掲載されたのは、ルジャンティルAlexandre-Félix LEGENTIL（1821~1889）による
翻訳である。翻訳原稿は第 1 部と第 2 部の 2 回に分けて連載された。Cf. « Notices biographiques sur Beethoven », Le 
Mén., 29e année, n° 42, le 14 sept. 1862, p. 229-330 ; n° 43, le 21 sept. 1862, p. 337-340. ルジャンティルの翻訳は単行
本としても出版されている。Cf. Id., Notices biographiques sur L. van Beethoven, trad. de l’allemand par A.-F. Legentil, 
Paris, E. Dentu, 1862, XV-250 p. 
934 Wilhelm von LENZ, Beethoven et ses trois styles, analyses des sonates de piano, suivies de l’Essai d’un catalogue 
criti ue, chronologi ue et anecdoti ue de l’œuvre de Beethoven , Paris, A. Lavinée, 1855. 
935 « Cette Sonate, dans laquelle se révèle d’une manière si brillante le génie passionné de Beethoven, exige dans la 
première partie un jeu lié quant aux accopagnements, et une expression profonde dans la partie mélodique qui semble 
reproduire comme une plainte mystérieuse. Le FINALE demande une éxécution [sic] impétueuse, énergique et chaleureuse. 
La phrase incidente du FINALE devra être éxécutée [sic] avec expression mais sans altération du mouvement. » L. van 






才」の「顕現」として捉えている。この天才性は第 1 楽章と第 3 楽章に彼らが見出した感情の




























 第 2 章でみたように、ソナタがピアノ上で再現される交響曲であるという見方は、1840 年に
ヅィメルマンによっても表明されていた939。しかし、ヅィメルマンがソナタの規範として挙げ
                                                        
936 « La Sonate en ut dièse mineur est un des chefs-d’œuvre où se relève tout le génie de Beethoven. Pour traduire l’andante 
dans le sentiment de tristesse profonde, de douleur résignée dont cette sublime page est empreinte; pour interpréter l’allegro 
avec la fougue, le brio, la passion, l’impétuosité que réclame ce magnifique morceau, il faut le talent d’un virtuose habile et, 
plus encore, l’âme d’un grand artiste. » EP, p. 109. 
937 « Le style en est essentiellement symphonique et dans les trois dernières parties surtout, le génie de l’instrumentation se 
révèle à chaque instant. C’est, on peut le dire, de la musique d’orchestre transcrite pour le piano. » Ibid., p. 108. 
938 « Une couleur toute symphonique caractérise le premier morceau de cette sonate. On devra donc s’attacher à imiter 
autant que possible les variétés de timbre et de sonorité d’un orchestre. » L. van BEETHOVEN, Sonate en ut mineur, 
op. 10-1, annotée et éditée par Antoine-François MARMONTEL, Paris, Heugel, 1858, p. 2. 

















の点と関係がある。K. エリスが明らかにしているように、ベートーヴェンの協奏曲は 1840 年
代から、独奏者を重視する「華麗な（brillant）」協奏曲とは異なる交響的な協奏曲と見做されて
いた940。1844 年 4 月 5 日にパリ音楽院演奏協会がチャールズ・ハレ Sir Charles HALLÉ
（1819~1895）を独奏者に迎えてベートーヴェンの《ピアノ協奏曲第 5 番》作品 73（変ホ長調）
を演奏したとき、この上演を聴いて批評を書いたヘラーは、ベートーヴェンの第 7 交響曲が冒
頭に上演されたことを念頭に置いて、「オブリガート・ピアノ付のもう一つの交響曲（une autre 
symphonie avec piano obligé）」と表現している。ベートーヴェンのピアノ協奏曲を交響的協奏曲
として「華麗な協奏曲」と区別する視点は、1860 年のバルブデットの解説にも現れている。彼















 このことは、既にグラフ II-4-3 に示したフンメルの協奏曲の優位を説明している。フンメル
                                                        
940 Katharine ELLIS, op. cit., p. 163 
941 « Beethoven a remédié à cet inconvénient, en donnant à l’accompagnement d’orchestre une telle importance, que ses 
concertos paraissent de véritables symphonies où l’instrument principal se borne à jouer un rôle important, non le seul, et 
parfois même accompagne l’orchestre, dans le concerto en mi bémol par exemple. » Hippolyte BARBEDETTE, « Tablettes 
du pianiste. Beethoven et ses œuvres », Le Mén., 27e année, n° 27, le 25 déc. 1859, p. 27-28 ; n° 5, le 4 mars 1860, p. 107. 
 376 
 
の協奏曲は作品 85、89、110、113 の 4 作品が同定されており、コーシュ夫人以外のクラスでこ
れらの協奏曲が記録されている。一方、ソナタのうち同定されたのは作品 13、81、106 の 3 作
品である。マルモンテルとル・クーペがフンメルのソナタに対して付けた註釈は、ベートーヴ
ェンのソナタに対するのとは異なる語り口で綴られている。マルモンテルは作品 13 と作品 106
に交響的な性質を認め、書法の精緻さ、それに伴う演奏上の難しさを解説しているが、そこに
は「崇高」や「神秘」、「深淵」といった作曲家の精神に関する抽象的な表現は見られない。例
えば、マルモンテルが「フンメルのもっとも美しく難しいソナタの一つ（Cette sonate, l’une des 
plus belles et des plus difficiles de Hummel）」とする作品 106 への註釈で用いられる語彙は次のよ
うなものである。第1楽章の「堂々たる開始（début magistral）」、「劇的な色彩（couleur dramatique）」、
「交響的手法（manière symphonique）」、第 2 主題の「単純さと高貴さ（simplicité et noblesse）」」、
「レガートで十分音価を保って（liés et soutenus）」演奏される伴奏、展開部冒頭の模倣的パッセ
ージに求められる「極度の明瞭さ（extrême clarté）」、第 2 楽章（〈スケルツォ〉）の主題の入り、
模倣、バスラインにおける「生硬さ（dureté）」の回避、アンダンテの第 3 楽章における「繊細
かつ軽妙に（avec délicatesse et légèreté）」」演奏されるべき歌唱的な旋律、終楽章の「深刻な性

















ている。彼の協奏曲は 1840 年代に作品 85（イ短調）、作品 89（ロ短調）、作品 110（ホ長調）、








                                                        
942 Johann Nepomuk HUMMEL, J. N. Hummel. Œuvres choisies en deux volumes, A.-F. MARMONTEL (éd.), vol. 2, Paris, 








4-2-2. 1780 年代生まれの作曲家――「ロマン主義的」なヴェーバーと「純粋」なフィールド 
 下の表 II-4-6 は、1860 年代の定期試験で作品が記録された 1780 年代まれの 5 名の作曲家を記
録件数の多い順に示している。 
 




フィールド 1782-1837 42 
ヴェーバ  ー 1786-1826 24 
リース 1784-1838 12 
カルクブレンナ  ー 1785-1849 8 
ピクシス 1788-1875 5 
 




順に第 2 番（H 31）が 10 件、第 4 番（H 28）が 7 件、第 1 番（H 27）が 1 件となっている。フ
ィールドは協奏曲のジャンルにおいて、エルツに次いで多く記録された協奏曲の作曲者である。
フィールドはエルツと同じく、1840 年代以来多く演奏されていた作曲家で、協奏曲に関しては
1840 年代、1850 年代を通して演奏記録件数上位 5 名の中に入っていた。 
 しかし修了コンクールにおいて、フィールドの協奏曲は 1864 年に一度だけ女子クラスの修了
コンクールの課題に選ばれているにすぎない。それにも拘らず、なぜ 1860 年代に定期試験でこ
れほど多く記録されたのだろうか。 
 1850 年代中葉から 1860 年代の初めにかけて、フィールドの協奏曲に関して発言している教









                                                        
943 « Modèle parfait du Concerto classique. Les justes proportions du morceau, le caractère vocal de la mélodie, la fermeté 
du style, la richesse de l’harmonie, une facture toujours large et forte, une inspiration soutenue ; tout doit être admiré dans 
cette œuvre magistrale dont l’interprétation réclame de beaux doigts, une exécution brillante et un sentiment élevé. » Ibid., 
p. 110. 
944 Hippolyte BARBEDETTE, « Tablettes du pianiste et du chanteur. F. Chopin et ses œuvres. II », Le Mén., 28e année, 










《協奏曲第 1 番》を、1854 年に『古典的ピアニストたち』の一環として刊行し、マルモンテル












 一方、ル・クーペは 1865 年に出版した著書『ピアノ教育』947と題する著書（以下『ピアノ教
育』と略す）の巻末で『古典的作曲家たち』の各収録曲について註釈をつけている。そこで彼









                                                                                                                                                                  
théâtre pompeusement paré d’ornements factices dans une fraîche prairie, au bord d’un russeau limpide. Field ne s’élève 
jamais à de grandes hauteurs, mais sa muse est si vraie, si simple, si discrète, qu’on se prend vite à l’aimer. » 
945 John FIELD, 1er concerto pour piano, Antoine-François MARMONTEL (éd.), Paris, Heugel, 1855, p. 2. « On retrouve 
dans ce Concerto les qualités qui distinguent les compositions de Field. La mélodie doit être chantée avec simplicité, en 
évitant toute affectation dans les phrases expressives et gracieuses […] » 
946 リトレの『フランス語辞典』にある « affectation »の項では、第一義に「自然さから隔たった仕方（Manière qui 
s’éloigne du naturel ）」と定義されている。 Émile LITTRÉ, Le dictionnaire de la langue française, 
http://littre.reverso.net/dictionnaire-francais/（2015 年 8 月 8日アクセス）。 
947 EP, p. 96. この著作は公教育省の推薦を受けて 1867 年に再版され、ロッシーニに献呈された。 
948 « […] Le caractère vocal de la mélodie, la disposition sonore des accompagnements, la contexture élégante des traits, la 
richesse et la pureté de l’ensemble, tout est réuni dans cette charmante musique pour former le goût, le style, et développer 
les qualités les plus essentielles à un pianiste. » Ibid., p. 96. 
























初の協奏曲を出版したのは 1823 年のことである。エラール社はその少し前、1821 年に急速な
連打を可能にするダブル・エスケープメント機構を開発しロンドンで特許を取っていた。1814
年から約 10 年間イギリスに居住しロンドンを中心に活動していたカルクブレンナーは、この都





期試験レパートリーで重視されなくなっていったことは作曲家判明率が 24.4％の 1840年代で 6
件の演奏記録があったにも拘らず、作曲家判明率 43.4％の 1860 年代に 7 件しか記録されなかっ




 ヴェーバーの記録件数は、フィールドの協奏曲の記録件数と比べるとフィールドの約 6 割に
留まり、1840・1850 年代の記録数順位もこの世代では 2 番目に下がっている。しかし、ヴェー
バーの作品のジャンルは記録された 5 件の協奏曲（作品は同定不可）に留まらず、5 件のソナ
                                                        
950 « Des doigts légers et brillants, un jeu lié, une belle sonorité, une manière de phraser élégante et simple tout à la fois, de 
la grâce, du charme, toutes les qualités enfin qu’on doit rechercher sans cesse s’obtiendront par l’étude intelligente de ce 
Concerto, l’un des morceaux les plus intéressants des Classiques du Piano. » Ibid., p. 102. 
951 « La musique de Field est faite, mieux qu’aucune autre, pour amener le développement d’une qualité bien rare : 
l’ampleur et la suavité du son. Le caractère vocal de la mélodie, la forme coulante du trait, la disposition sonore de 




タ（第 1 番作品 24、第 2 番作品 39）、4 件のポロネーズ（作品 72 と同定不可のポロネーズ）、2
件のコンツェルトシュトゥック（作品 79）が記録されている。これらのジャンルは、ポロネー
ズを除けば 1840・1850 年代にかけて演奏記録にも現れていたが、1860 年代の記録で初めて記
録された作品は《ピアノ・ソナタ第 2 番》作品 39（変イ長調）である。この作品は、他の 3 つ
のソナタ（作品 24, 49, 70）とともに、既に 1853 年にマルモンテルの『エコール・クラシック』
でも出版されており、1850 年代に演奏されていた可能性はある。だがヴェーバーのピアノ・ソ
ナタは、「無窮動」として出版されていた第 1 ソナタ（作品 24）の終楽章を除けば、受容が進
んでいなかった。1862 年 5 月から 7 月にかけて、『ル・メネストレル』誌のコラム「ピアニス



























                                                        
952 « Les sonates de piano sont chaque jour plus appréciées. On ne jouait guère autrefois que le rondo de la première, que les 
éditeurs ont eu la singulière idée de baptiser : le Mouvement perpétuel. » Hippolyte BARBEDETTE, « Weber. Sa vie et ses 
œuvres. Musique instrumentale III », Le Mén., 29e année, n° 33, le 13 juill. 1862, p. 257. 
953 Carl Maria von WEBER, Sonate en ut majeur, op. 24, Antoine-François MARMONTEL (éd.), Paris, Heugel, 1853, p. 1. 
« Le RONDO, connu sous le nom de Mouvement perpétuel, justifie parfaitement son titre par la vivacité non interrompue de 
son rhythme [sic]. Il faut une articulation parfaite et une extrême légèreté pour dire d’une manière claire et brillante cette 
pièce toute pétillante de la verve impétueuse de Weber. » 
954 Ibid. « Tout dans cette œuvre, porte le cachet de l’inspiration […]. » 
955 Id., Sonate en la bémol, op. 39, Antoine-François MARMONTEL (éd.), Paris, Heugel, 1853, p. 2. « Chaque page de 


















                                                                                                                                                                  
des traits, la hardiesse des modulations, en font une œuvre classique par la forme, mais romantique par les idées. » 





ン主義の世界へと昇らせる。」 « Zur Charakterisirung [sic] von op. 39 der vorliegenden sonate in As, ist im Besondern 
zur bemerken: Sie verhalt sich zu ihrer Vorgängerin in C dur, op. 24, wie etwa Webers Opern ‘Euryante’ und “Freischutz” 
sich zu einander verhalten. Wenn Letztere einfach den Kern deutschen Wesens in uns musikalisch zum Bewusstsein bringt, 
so erhebt Erstere uns recht eigentlich in die Welt der Romantik. » Friedrich Wilhelm JÄHNS, Carl Maria von Weber in 
seinen Werken : chronologisch-thematisches Verzeichniss seiner sämmtlichen Compositionen, Berlin, Schlesinger, 1871, 
p. 213. 
957 William S. NEWMAN, The Sonata since Beethoven, The Third and Final volume of A History of The Sonata Idea, 3e 
édition, Chapel Hill, the University of North Carolina press, 1969, p. 257. 
958 Hippolyte BARBEDETTE, op. cit., p. 258. « La sonate de Weber est moins une sonate qu’une immense rêverie, où 


































                                                        
959 « L’interprétation de cette belle Sonate ne demande pas seulement un grand talent d’exécution. Pour bien rendre la 
couleur tout à la fois rêveuse, brillante et passionnée, de cette œuvre, qui porte à un si haut degré l’empreinte du génie de 
Weber, il ne suffit pas d’être un musicien parfait et d’avoir rompu ses doigts à toutes les difficultés du mécanisme, il faut 
plus encore, il faut l’âme d’un véritable artiste. » EP, p. 113. 
960 « Il faut un sentiment profond, des doigts fort brillants, en un mot un grand talent d’artiste pour rendre, dans tout son 
éclat, cette œuvre magnifique dont le caractère, tour à tour douloureux, entraînant et passionné, révèle à un si haut degré 
toute la puissance de génie de Weber. » 
961 C. M. von WEBER, Morceau de salon, Sonate en ut majeur, op. 24, Antoine-François MARMONTEL (éd.), op. 79, 
Paris, Heugel, 1858, p. 1. « La 1re page du Tutti fait pressentir le chant douloureux et expressif qui sert de début au solo. Le 
sentiment de cette phrase doit être fortement indiqué : les pensées incidentes, douces et gracieuses, sont de petits points 
lumineux, qui ne font qu’éclairer accidentellement cette page de douloureuse rêverie. Le second morceau s’éteint dans un PP 
après une explosion de force et d’énergie. La marche, d’un rythme accusé, a été réservée à l’orchestre ; il faut dans la 
transcription de cette marche au piano s’inspirer du sentiment de l’orchestre, de la variété des timbres et de la couleur 
martiale qui caractérise ce morceau […]. » 
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962 « Pour bien exécuter cette Polonaise, il faut une accentuation brillante, une parfaite rectitude de la mesure, et des doigts 
depuis longtemps exercés. Dans les passages rapides (toujours la même recommandation !) on n’obtiendra une égalité 
absolue qu’à la condition de les étudier lentement et séparément. » EP, p. 102. 
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 リースの作品で記録されたのは、1840 年以来、協奏曲第 3 番嬰ハ短調（作品 55）と第 8 番変










 ル・クーペが指摘したポイントは第 1 楽章の提示部にほぼ凝縮されている。次の譜例 II-4-1964
は第 1 楽章の第 1 主題から第 2 主題への推移部分に現れる「両手が同じ音価で動く走句」、譜例
II-4-2 は遠隔調の変イ長調で提示される第 2 主題で、「旋律的なフレーズ」に相当する。 
 
譜例 II-4-1. F. リース《ピアノ協奏曲》第 3番 作品 55（1815）、 
第 1 楽章、mes. 100-106 
 
 
譜例 II-4-2. 同前、mes. 100-106 
 
 
 第 1 独奏部にこれらの要素が凝縮されていることは、指の敏捷さ、フレーズ構造の理解、ア
クセントのつけ方やペダリングによる表現手法を評価する上で好都合だったと考えられる。つ
                                                        
963 « Un toucher d’une égalité parfaite dans les passages rapides; un ensemble absolu dans les traits où les deux mains 
marchent par valeurs semblables ; dans les phrases mélodiques, une douce sonorité, une manière de chanter élégante et 
suave; de la délicatesse, de la grâce ou de l’énergie, telles sont les qualités nécessaires pour bien interpréter ce charmant 
Concerto qui, plusieurs fois, a été choisi au Conservatoire pour servir de morceau de concours. » Ibid., p. 107. 






 カルクブレンナーとピクシスでは、いずれも協奏曲のみが記録されている。前者は第 1 番か





したことが思い出される。1820 年代から 1830 年代にかけて同音連打など当時の新しい演奏技







4-2-3. 1800 年代生まれの作曲家――フランスの代表者エルツと規範的小品作家としての 
 メンデルスゾーン 
 
 次の表 II-4-7 はこの世代に該当する 3 名の作曲家を記録件数の多い順に示している。 
 
表 II-4-7. 1800 年世代の作曲者（1860 年代） 
作曲者名 生没年 記録件数（延べ） 
エルツ 1803-1888 48 
メンデルスゾーン 1809-1847 30 
ベネディクト 1805-1870 1 
 
 この表が示すように、半分以上はエルツの作品で占められている。記録された 49 件のエルツ
作品のジャンル別内訳は、43 件が協奏曲、2 件がソナタ、1 件が変奏曲、3 件が同定不可となっ
ている。次の表 II-4-8 は、協奏曲のうち作品が同定されたものの一覧である。 
 





第 1 番 34 A (1829 初演) 4 
第 3 番 87 D 1836 2 
第 4 番 131 E 1842-1843 1 
第 5 番 180 F 1854 5 
第 6 番 192 A 1858 4 
第 7 番 207 h 1866 3 
 
 1860年代は、男子クラスの修了コンクールでは第6番が1860年と1868年（後者は第1楽章）、
                                                        




第 5 番が 1866 年に課題曲となっており、男子クラスではこの時期もっとも多く課題曲に選ばれ
た。これは定期試験におけるこれらの協奏曲の記録頻度にも一致している。1858 年に出版され
た第 6 番はオランダのエムス滞在中に書かれ、同国の王ウィレム三世 Willem III（1817~1890）
に献呈されている。それまでの協奏曲と大きく異なるのは、終楽章〈合唱付東洋風ロンド〉に
アッラーを讃える合唱を含めた点である。第 3 楽章に比重を置くためか、エルツは第 1 楽章の
形式を第 5 番よりも簡潔にした。第 5 番でエルツは、オーケストラ提示部を省き代わりに協奏








 1862 年 6 月と 12 月にそれぞれエルツとマルモンテルのクラスで演奏されたソナタは、1861
年に出版された《大ソナタ・ディ・ブラヴーラ》作品 200 変ホ長調966である。3 つの楽章（Allegro 















 エルツの第 3 協奏曲の第 3 楽章でもフガートが挿入されていることは、第 2 章でみた通りで
あり、旋律の優美さの中で対位法を学識の証しとして用いることがフランスで重視されていた
ことについてはすでにそこで指摘した。ベルナールの批評は再びこの点を強調している。エル
                                                        
966 Henri HERZ, Grande sonate di Bravura, op. 200, Paris, chez l’auteur, 1861. 
967 Paul BERNARD, « Tablettes du pianiste et du chanteur. A propos d’une sonate de Henri Herz », Le Mén., 28e année, 
n° 13, le 24 fév. 1861, p. 100. 
968 Cf. 本論文 I-5-2。 
969 William S. NEWMAN, op. cit., p. 507-508. Cf. Anonyme, « Grande Sonate di bravoura pour le piano par Henri Herz. 
op. 200. – Verlag von Schott’s Söhnen in Mainz. », Deutsche Musik-Zeitung, 2e année, n° 29, le 22 juill. 1861, p. 229-230. 
970 « Au dernier des trois morceaux, surtout, l’inspiration devient tellement vivace que l’œuvre semble s’être formée d’un 
seul jet. Elle appelle cependant à son aide des ressources de la science. Le contre-point y règne en souverain presque d’un 
bout à l’autre sans que l’idée mélodique en souffre, et une parcelle de fugue y trouve place sans avoir revêtu le costume trop 
rigide du maître d’école. Un artiste ne peut écrire que quelques pages de cette valeur dans sa vie, et il doit être fier le 
lendemain d’une semblable création. » Paul BERNARD, op. cit., p. 101. 
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ツのソナタのフィナーレでは、第 138 小節からフガートが開始される（譜例 II-4-3）。 
 
譜例 II-4-3. 《大ソナタ・ディ・ブラヴーラ》作品 200（1861）、 
第 3 楽章、mes. 138-145 
 










 メンデルスゾーンの演奏曲目の大部分を占めるのは、協奏曲（15 件、うち 3 件が作品 25 と
同定された）と「小協奏曲」に分類した《華麗なカプリッチョ》作品 22（3 件）である。1850
年に《協奏曲第 1 番》作品 25 が女子クラスの修了コンクール課題曲に選定されて以来、定期試




験で一度は演奏されている。記録がないのは 1861 年、1863 年、1868 年の 3 年のみである。そ
の一方、修了コンクールでは、メンデルスゾーンの協奏曲は一度も課題曲に採用されなかった。
                                                        
971 Laure SCHNAPPER, op. cit., p. 251. 
972 エルツがフランス・ピアノ楽派のアイコンとしての役割を担っていたことは、1874 年に気管支炎のためエル
ツが授業に出られなくなったにも拘らず、オベールが彼を教授の地位に留めおこうとしていたことからも明ら
かである。Cf. 本論文 I-1-2-2。 
973 Ibid., p. 247. 
974 Ibid., p. 253. 









明らかである。後者の「プレスト」は《幻想曲》（スコットランド風ソナタ）作品 28 の第 3 部













ンテルは『エコール・クラシック』の中で 1853 年にメンデルスゾーンの《無言歌集》第 3 集 作
品 38（1837）から第 4 曲（イ長調）を除く 5 曲を出版した。この第 3 集はル・クーペの『古典
的作曲家たち』にも収められている。ル・クーペは、メンデルスゾーンの無言歌が「正当な理
由があってこのジャンルの傑作と見做されている（considérés avec raison comme le chef-d’œuvre 





                                                        
976 EP, p. 112. 
977 Felix MENDELSSOHN, Presto, Finale e trait de l’Op. 28, Antoine-François MARMONTEL (éd.), Paris, Heugel, 
1858 ; id., Presto en fa dièse mineur (extrait), Félix LE COUPPEY (éd.), Paris, J. Maho, n. d. 




4-2-4. 1810 年代生まれの作曲家――ショパンとヘラーの規範化 
 1860 年代に記録されたこの世代の作曲家は次の 9 名である。実数の点から見れば、この世代
の作曲家の人数はもっとも多い。 
 
表 II-4-9. 記録された 1810 年代生まれの作曲家と記録件数（1860 年代） 
作曲者名 生没年 記録件数（延べ） 
ショパン 1810-1849 34 
ヘラー 1813-1888 5 
タールベルク 1812-1871 5 
マルモンテル 1816-1898 3 
ラヴィーナ 1818-1906 3 
ヒラー 1811-1885 2 
シューマン 1810-1856 2 
バザン 1816-1878 1 
Éd. ヴォルフ 1816-1880 1 
 





件数は 14 件で圧倒的に多く、他のジャンルは 3 件以下である（グラフ II-4-4）。 
 
グラフ II-4-4. 記録されたショパン作品のうち同定されたジャンルの記録件数 


































協奏曲第 1 番 11 e Paris, 1833 7 
協奏曲第 2 番 21 f Paris, 1836 1 
スケルツォ第 2番 31 b/Des Paris, 1837 4 
幻想曲＝即興曲 66 cis Paris, 1855 3 
 
 協奏曲では第 1 番がもっとも多く、すべてのクラスで記録が確認できる。第 1 番は 1860 年代
に女子クラスで 2 度（1861、1868 年）修了コンクールの課題曲となり、男子クラスでは第 2 番
が 2 度（1862、1867 年）課題曲となっている。さらに男子クラスでは、1869 年に《演奏会用ア








なかろう。次の表 II-4-11 は、これら 3 教授によって刊行された作品、刊行されなかった作品を
ジャンル別にまとめている。 
 
表 II-4-11. 教授たちによって刊行されたショパン作品 





協奏曲 - 11 
ソナタ - 35/III 
スケルツォ - 31 
舞曲 
マヅルカ 7 
ワルツ 18 ; 34-2 ; 64-1, 2 ; 32 
性格的作品 
ノクターン 9, 15, 55 
即興曲 29 
子守唄 57 
練習曲 - 10, 25 
マルモンテル編『エコール・クラシック』 
（1852~） 
*ショパン作品は 1860年から第 4 シリーズとし






*ショパン作品は 1869 年に刊行 
性格的作品 ノクターン 
9-1 ; 9-2 ; 15-1 ; 15-2 ; 
27-2 ; 32-1 ; 32-2 ; 





表 II-4-12. マルモンテルの『エコール・クラシック』第 4 シリーズで 
刊行されなかったショパン作品 
N.B. *は第 5 シリーズにおいて 1887~89 年頃に出版された 
 
ジャンル名 下位ジャンル 作品番号 
ソナタ - 4 
ロンド - 5 ; 14 ; 73 
スケルツォ - 39 ; 54* 
バラード - 52* 
幻想曲 
幻想曲 1 49* 
幻想曲 2 13 
前奏曲 - 28 
変奏曲 - 12 
舞曲 
ワルツ 69* ; 70* 
ポロネーズ 71* 
マヅルカ 
17 ; 24 ; 30 ; 33* ; 41 ; 42* ; 














 1860 年から刊行が始まった『エコール・クラシック』のショパン作品シリーズ（第 4 シリー
ズ）は、1864 年に 4 巻にまとめられ、アンソロジーとしても出版された（附録 II-14 の広告参








れら［諸和音］の神秘的な詩情を感じ（en avoir senti d’abord la mystérieuse poésie dans le cœur）」
るものとし、後者を「それら［諸和音］の無感動なあらゆる組み合わせを理性のみに従わせる
習慣（l’habitude d’en soumettre froidement toutes les combinaisons à la raison seulement）」と位置付け
                                                        
979 Antoine-François MARMONTEL (éd.), École classi ue du piano […] 4e série, F. Chopin, œuvres choisies en  uatre 
volumes, Paris, Heugel, 1864. 
980 楽譜の序文では、1859 年 12 月 5 日の記事からの抜粋とされているが、実際には 1858 年 12 月 3 日第 1 号か
らの抜粋である。Cf. Antoine-François MARMONTEL et Léon GATAYES, « Tablettes du pianiste. Frédéric Chopin », Le 




































                                                        
981 « Car la science seule, c’est la belle statue de Pygmalion, mais avant d’avoir reçu le souffle de la vie, et dons l’art, — 
dans la musique, — ce souffle divin c’est l’inspiration qui seule anime la forme matérielle de la sonorité. » Ibid., p. 6. 
982 « Cette inspiration, Chopin la tenait de la nature, et, —semblable à la simple fleur sauvage de l’églantier des bois qui 
cultivée doit arriver aux formes multiples, au parfum, à toute la perfection de la rose, — les études de l’artiste ont fait le 
reste. » Ibid. 
983 Léon GATAYES, « Tablettes du pianiste : Stephen Heller chez M. Le Couppey », Le Mén., 26e année, n° 2, le 12 déc. 
1858, p. 14. 
984 « Sa musique, pleine de poésie et de sensibilité, permet, exige même de fréquentes altérations de mesure, indiquées 
par des ritenuto, accelerando, stretto, tempo rubato, qui pourraient faire perdre à des élèves encore faibles le sentiment 
exact du rhythme [sic], leur donner un goût faux et un jeu maniéré. Ses mélodies, d’une expression tantôt tendre et 
douloureuse, tantôt énergique jusqu’à la sauvagerie, exigent une variété de nuances, de timbres et de sonorités, à 





な（si poétique et si originale）」ショパンの作品の練習を通して「ショパンに特有の演奏表現と演









 マルモンテルはこうした「ショパンの演奏手法の数々（les procédés de Chopin）」を学ぶのに
適したジャンルとしてノクターン、即興曲、バラード、「ワルツとマヅルカの幾つか












ム、指使いを注意深く確かめ、選ばれるべき華麗で大胆な走句（des rhythmes [sic] plus énergiques, 
des traits brillants, hardis, dont le doigté devra être assuré et choisi avec soin）」、要するに技巧的な難し
さも備えているため、より難易度の高い作品と見做されている。さらに、演奏表現・技巧のみ
ならず、ショパンの「驚くべき創造的才能（ses admirables facultés créatrices）」を示す作品とし
てソナタ（作品 35、58）、協奏曲（作品 11, 21）、練習曲集を挙げている。学習の順序として、
マルモンテルはこれらの作品に取り組む前に「それほど重要でない作品で彼の様式で技量を培
い、十全な演奏を身につけておく（s’être déjà formé à son style dans des œuvres moins importantes et 
posséder une exécution accomplie）」必要があると述べる。このような考え方に基づいて、ショパ
ンの「もっとも際立った（les plus saillantes）」作品を選び、難易度順のリストを提示している。
                                                                                                                                                                  
MARMONTEL, « Tablettes du pianiste. Frédéric Chopin. », Le Mén., 26e année, n° 1, le 5 déc. 1858, p. 5. 
985 Ibid. 
986 Cf. PC, p. 3. マルモンテルは 1832 年にヅィメルマンのクラスで 1 等賞を獲得したその日の夜会でショパン、
リストの前で演奏し、彼も二人の演奏を聴いて「初めて両者の驚異的な才能の真価を知った（apprécier pour la 
première fois leur merveilleux talent）」と書いている。 
987 « Ses phrases expressives ont un contour qu’il faut rendre avec âme et sensibilité. L’ornementation fine et délicate de ses 
mélodies renferme parfois des notes saillantes, suivies de traits d’une extrême délicatesse. Ils doivent en quelque sorte se 
fondre dans leur harmonie vibrante ; c’est comme l’effet d’une corde qui se détend et, avant de s’éteindre, passe 





















3 ノクターン 9, 15 歌唱的で表情の付いたノクターン 





6 タランテラ/前奏曲 43/45  
7 ロンド 1, 16 敏捷で華麗なロンド。既に十分難しい。 
8 ワルツ 34, 64 甘美なワルツ 
9 ノクターン 27, 32, 37, 48, 55 ほぼすべてが感情、詩情、優美さを備えた傑作 






作品 10と 25 を始めて良い 
12 バラード 14 ［バラード：］難しい 
クラコヴィアク 23, 38, 47 
13 
ポロネーズ 








15 演奏会用アレグロ 46  
舟歌 60 
16 ソナタ 35 驚くべき葬送行進曲がある 








                                                        
988










表 II-4-14. ル・クーペによるショパン作品の難易度に基づく序列989 
N.B. ( ) 内の数字は前表におけるマルモンテルの難易度番号を示す 
難易度 ジャンル 作品番号 
非常に易しい - - 
易しい - - 
中庸に難しい - - 
十分に難しい 
マヅルカ 7 (2) 
ワルツ 
18 (4) ; 34-2 (8) ; 64-1,2 
(8) 
難しい 
ノクターン 9 (3), 55 (9) 
ソナタ（抜粋） 35/III (16) 
非常に難しい 
ノクターン 15 (3) 
即興曲 29 (10) 
子守唄 57 (10) 
極めて難しい 
練習曲 10, 25 (11) 
スケルツォ 31 (14) 
協奏曲 11 (17) 
 
 ル・クーペは《ノクターン》作品 9、15 をマルモンテルよりも難しい作品として位置づけて
はいるものの、全体としてはマルモンテルの難易度番号の通り、マヅルカから協奏曲まで次第
に難しくなるよう順序立てられている。第 2 ソナタが「難しい（difficile）」に位置づけられてい














                                                        
989 EP, p. 85-110. 
990 Cf. 本論文 I-5-2-2-1。 
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1860 年代後半の試験に集中している（1866、1869、1870 年）。1860 年代後半には、ヘラーの作
品をレパートリーとして定着させる動きが見られた。 



















ティスにとってヘラーは、芸術的退廃に抗う 19 世紀の稀有な芸術家の一人だった。彼は 1866








                                                        
991 « M. Marmontel, l’éminent professeur au Conservatoire, avait réuni chez lui, dimanche dernier, un groupe nombreux 
d’élèves et de jeunes artistes. M. Marmontel s’était proposé de faire apprécier à son auditoire l’œuvre de Stephen Heller, 
qu’il tient en grande estime. Seize morceaux du grand virtuose-compositeur ont été successivement exécutés, et parmi ces 
morceaux nous citerons : la Chasse, la Sérénade, la Canzonnetta, la Saltarelle, Scènes pastorales, la Tarentelle, une Sonate, 
des Romances sans paroles, etc. » Anonyme, « Nouvelles », RGM, 33e année, n° 14, le 8 avril 1866, p. 110. 
992 ヘラーはフェティスと長年面識があり、1856 年には第 3 ソナタ（作品 88）を彼の面前で演奏することを申
し出ている。このエディションの序文についてもヘラーはフェティスに感謝を告げ、一方では文通仲間であっ
たシューマンの管弦楽作品に対するフェティスの批評には保留をつけている。 Cf. Jean-Jacques EIGELDINGER, 
Stephen Heller. Lettres d’un musicien romanti ue à Paris, Paris, Flammarion, 1981, p. 217, 227-229. 
993 Stephen HELLER, Œuvre de piano, avec une pré ace de Mr J. Fétis, Paris, G. Brandus et S. Dufour, 1867, 188 p. 
994 « À une époque de décadence générale, qui ne peut se dissimuler et frappe aujourd’hui tous les yeux ; au milieu de ce 
temps d’amoindrissement de l’art, inévitable lorsque le sentiment et les convictions morales s’affaissent, il est consolant de 
rencontrer çà et là quelque âme bien trempée, capable de résister à l’entraînement, et de manifester l’énergie de son 
individualité par le dédain des courants vulgaires, et par des productions empreintes de l’originalité de la pensée et de la 
forme » Ibid., n. p. 
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 フェティスは1830年から1864年までに、こうした「少数の強靭な心の持ち主（quelque âme bien 
trempée）」としてメンデルスゾーン、ショパン、シューマン、ヘラーの名前を挙げている。こ
の 4 名の中では当時ヘラーだけが存命中だった。フェティスは、ガタイェスがショパンに自然
が与えた才能を認めたように、ヘラーが日々「神が彼に授けた才能（perfectionna chaque jour par 


















 ヘラー作品を古典的レパートリーに同化しようとするキャンペーンは 2 年後、再び『ル・メ
ネストレル』誌上の「シュテファン・ヘラー」と題する記事でも行われた。若い批評家シャル
ル・バヌリエ Charles BANNELIER（1840~1899）は、1868 年にウジェールがヘラーを生きた古
典的作曲家と見做したのと同様の表現を用いて、ヘラーの規範的特質を強調している。彼は「い









                                                        
995 « Le caractère de Stephen Heller le porte à la rêverie : ami de la solitude, il évite le contact pernicieux de la vulgarité, 
qu’on s’expose à coudoyer dans les salons aussi bien que dans la rue. Il vit avec sa pensée, avec les poëtes, ses amis de tous 
les jours. Il travaille à ses heures, pour se plaire, et quand l’idée le presse. Errant librement, sa fantaisie dirige ses doigts sur 
le clavier. Vague d’abord dans son allure, comme est de sa nature la fantaisie, insensiblement elle devient saisissable et se 
transforme en poëme, dont les périodes se développent dans une progression d’intérêt. De la liberté d’inspiration naît, en 
définitive, un plan régulier qui se cache sous l’originalité de la pensée première. » Ibid. 
996 « on reconnaitra, sans aucun doute, que Heller est, bien plus que Chopin, le poëte moderne du piano. » « Heller 
(Stéphen) » FétisB, t. 4, p. 288. 










曲集》作品 81、《眠れぬ夜――18 の叙情的小品》作品 81999等を挙げながら、フェティスと同様
にその詩的特性を強調している。 






目記録に現れるようになった。シューマンの作品は、1868 年と 1870 年 6 月の試験でそれぞれ
ル・クーペ、マチアスのクラスで記録された。いずれも作品が同定されており、前者は「子守
唄（Berceuse）」、すなわち《アルバムの綴り（Albumblätter）》作品 124 の第 16 曲と《ピアノ・
ソナタ第 2 番》作品 22 である。パリでは、シューマンの生前にもそのピアノ曲がリショー社か
ら出版されていたが、彼の作品が演奏会で上演され重要な地位を占めるようになるのは彼の没
後であった1000。1857 年から 1872 年にかけて、パドルーは、若手芸術家協会とその後身コンセ
ール・ポピュレールでシューマンの交響曲第 1 番（1860 年 2 月）、第 3 番（1857 年 1 月）、第 4
番（1869 年 10 月）、ピアノ協奏曲（1865 年 1 月、サン=サーンスによる独奏）を上演した。室
内楽においても、《ピアノ五重奏曲》作品 44 が 1862 年 3 月と 67 年 11 月に上演されたが、アド
ルフ・ボット Adolphe BOTTE（1826~?）や Ed. モネら『ルヴュ・エ・ガゼット・ミュジカル』
誌の批評家たちは、作曲の技量を評価したが自発的な霊感や天分を認めなかった1001。一方、出
版においても、1863 年からフラクスランド Flaxland 社から交響曲1002、序曲1003の編曲、歌曲、
室内楽、独奏・4 手用のピアノ作品が出版されるようになった。 
                                                        
998 « La place de Slephen Heller est entre Schumann et Chopin ; et, bien que ses sympathies le portent davantage vers ce 
dernier, dont il paraît subir volontiers l’influence, nous le rapprocherions plutôt de Schumann. Sa pensée n’est point 
maladive comme celle de Chopin; il n’aime pas à s’attarder aux arabesques capricieuses, aux traits en fusées qui parent la 
mélodie de l’élégiaque pianiste polonais, à la manière de cette profusion de riches et futiles atours dont les grandes dames 
d’autrefois rehaussaient leur beauté. D’un autre côté, bien que ne s’étant jamais astreint à un cadre de convention, il est en 
général plus maître de son idée que Schumann, sous qui le terrain se dérobe parfois. » Ibid., p. 380. 
999 Stephen HELLER, Nuits blanches, 18 morceaux lyriques pour piano, op. 82, J. Maho, 1853. ドイツ初版の原題は『花
の絵、果実の絵、茨の絵（Blumen-, Frucht- und Dornenstücke）』で、ドイツの作家ジャン・パウル（1763～1825）
の同名の長編小説のタイトル（通称『ジーベンケース』, 1796~97）から取られている。 
1000 リショー社からは作品 3、5、7、9 、10、13、15、18、19、20が 1834 年頃から 1840年頃までの間に出版さ
れている。1840 年から 1846 年まで、シューマン作品はパリでは全く出版されなかった。フランスにおける初期
の出版作品については、次の事典項目を参照。 Damien EHRHARDT, « SCHUMANN, Robert Alexander », DMF, 
p. 1 134. シューマンの生前パリで、1853 年に《マンフレード》がサント=セシル協会のオーケストラによって演
奏されたことは例外的な選曲であった。Cf. Ibid., p. 1135. 
1001 Katharine ELLIS, Music Criticism in Nineteenth-Century France, Cambridge, Cambridge University Press, 1995, 
p. 165-169. 




























が、1868 年と 70 年にマルモンテルとマチアスのクラスでソナタと小品が演奏されたことは、
シューマンに対する一般的関心が広がる中で、教授たちもまた、シューマンをピアノ音楽にお
ける独自性ある作曲家として認識し始めたこと示している。 
 タールベルクについては、ヘラーとともに 5 件の記録がある。1864 年から 1866 年にかけて
《ベッリーニの「ストラニエーラ」のモチーフに基づく幻想曲》作品 9 が 3 件、《ベッリーニ
の「夢遊病の女」に基づく大カプリース》作品 46（1842）が同定されている。他の 1 件は「ア





編曲の出版も成功していた。この編曲は、1853 年から 1863 年にかけて、ウジェール社から《ピ
アノに応用された歌唱技法――大家の名作のトランスクリプション集》作品 701007と題して出
版されたもので、モーツァルト、ベートーヴェン、ベッリーニ、ヴェーバーといった 18、19
                                                                                                                                                                  
1003 Id., Ouverture de la fiancée de Messine de Robert Schumann à 4 mains, op. 100, Paris, G. Flaxland, 1863. 
1004 « Les œuvres de Schumann par le style, souvent aussi par l’étrangeté de l’harmonie, ne sont point classiques, à 
proprement parler ; mais si l’on entend par ce mot tout ce  ui est digne d’être étudié, il sera indispensable d’explorer les 
productions de ce maître, dont la célébrité grandit tous les jours. Les charmantes pièces contenues dans le recueil intitulé : 
 cènes d’en ants, donnent une idée du genre dans lequel il a mieux réussi. » EP, p. 103. 
1005 « Certainement il m’a semblé, à moi aussi, que son talent est surtout complet dans ses ouvrages pour piano et avec 
piano, puis dans ses nombreuses Mélodie (Lieder). » Cf. Jean-Jacques EIGELDINGER,  tephen Heller. Lettres d’un 
musicien romantique à Paris, Paris, Flammarion, 1981, p. 217, p. 227-229. 
1006 ヘラーはこの 2 年後、シューマンに敬意を表して《子どもの情景》作品 124と題するピアノ小品集を発表し
ている。ピアノ音楽におけるシューマンの重要性は、ヘラーの創作におけるシューマンの受容によっても認識
されていったと考えられる。 
1007 Sigismond THALBERG, L’Art du chant appli ué au piano, Paris, Heugel, 1863. 
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世紀の作曲家によるオペラの抜粋、歌曲の編曲を 24 曲収めている。1840 年代に歌唱声部を中










奏されている。マルモンテルは 1860 年 3 月、ル・クーペとともに『現代の古典的作曲家』を演
奏する企画を引き受け、ディエメール、フィッソ、ラヴィニャック、まだピアノ科在籍中だっ
たコロメールといった生徒やかつての弟子たちに、このシリーズの作品を演奏させている1010。




所産を知らしめる（faire connaître les œuvres des Classiques modernes, c’est-à-dire les productions du 
jour écrites dans le style sévère des anciens maîtres）」1011というウジェール社の理念をマルモンテル
やル・クーペが共有していたからである。 
 この他に記録されたラヴィーナ、バザン、ヴォルフの作品のうち、同定することができたの
はラヴィーナの《協奏曲》作品 63（1867）とヴォルフの《演奏会用大アレグロ》作品 39 であ












                                                        
1008 Antoine-François MARMONTEL, Sonate en ré, Paris, Heugel, 1862. 
1009 Sigismond THALBERG, Andante, transcrit pour piano de 1er trio, Paris, Heugel, 1857. 
1010 Antoine-François MARMONTEL, « Soirées et concerts », Le Mén., 27e année, n° 17, le 25 mars 1860, p. 135. 
1011 Ibid. 
1012 « Cet allegro de concert est une des pièces d’étude que j’ai depuis longtemps adoptées pour mes élèves les plus avancés 
en virtuosité, la seul critique à faire, mais qui se présente tout de suite à la pensée des pianistes un peu expérimentés, c’est 
que l’œuvre dédiée à Chopin aurait pu être signée par le maître, tant l’analogie de style est frappante. On peut du reste se 
demander si ce n’est pas intentionnellement et pour complaire à son illustre et très-aimé compatriote qu’Édouard Wolff a 
formulé ses pensées dans le sentiment et la manière adoptés par F. Chopin. » VC, 1882, p. 108. 
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 再現部直前のこの箇所では、右手、左手がともに 1 オクターヴ以上の跳躍を繰り返し、397






 ラヴィーナの《協奏曲》作品 63 は 1867 年に刊行され、翌年の 6 月にマルモンテルとエルツ
のクラスで 1 回ずつ記録された。ラヴィーナはこれまでに 2 作の練習曲集（作品 1、14、28）
がパリ音楽院で教材認定を受けており、音楽院ピアノ科出身の優れたピアニスト兼作曲家、教
育者として、たびたび修了コンクール審査員にも招かれていた1014。1867 年 6 月、定期試験の
審査が終わった後、音楽教育委員会は続けてその年のコンクール課題曲について審議している
1015。この時、ヒラーの《協奏曲第 1 番》作品 5 とラヴィーナの作品 63 が委員による投票にか
けられた。最初の投票は 4 対 4 で、2 回目も 4 対 4 でヒラー派とラヴィーナ派に支持が二分さ
れた。3 回目の投票で、オベールは 3 名のピアノ教授に投票権を認めたが、この投票も 5 対 5、
白票 1 で支持が二分された。さらに 4 回目の投票が行われ、7 対 4 で最終的にはヒラーに軍配
が上がった。この経緯から、1868 年の定期試験で記録されたラヴィーナの協奏曲は、コンクー
ル課題曲になり損ねた作品であったことが分かる。ラヴィーナの協奏曲は急-緩-急の 3 楽章で
構成されるが、メンデルスゾーンの第 2 協奏曲、エルツの第 3 協奏曲のように序奏は短く（16
                                                        
1013 Cf. 本論文譜例 II-1-1. 
1014 Cf. 本論文表 I-4-5。 















心の拡大がある。次の表 II-4-15 に、この年代に記録された 1680 年代以前に生まれた作曲家と
記録件数を示す。 
 
表 II-4-15. 記録された 1680 年代以前生まれの作曲家と記録件数（1860 年代） 
N.B. ◆ル・クーペ『ピアノの古典的作曲家たち』（1852~65 以前）所収、★メロ 『ークラヴシニストたち』（1864~1867）
所収、☆ファランク夫妻『ピアニストの至宝』（1861~1872）所収 
作曲者 生没年 記録件数 
J. S. バッハ◆★☆ 1685-1750 33 
ヘンデル◆★☆ 1685-1759 5 
スカルラッティ◆★☆ 1685-1757 5 
ラモー◆★ 1683-1764 2 
フレスコバルディ◆★☆ 1583-1643 1 
リュリ 1632-1687 1 
F. クープラン★☆ 1668-1733 1 




れたのは J. S. バッハの名前である。 
 バッハに関しては 18 件記録されたフーガ、9 件記録された前奏曲は 1850 年代にも見られた
が、1860 年代にはそれまでには見られなかったブーレ（2 件）、協奏曲（3 件）が新たに記録さ
れている。ジャンルが同定された 32 件のうち、作品を同定し得たのは一件のみで、1866 年 12
月の試験でマチアスのクラスで演奏された《イタリア協奏曲》（BWV 971）である。K. エリス
によると、パリにおけるこの作品のもっとも初期の演奏記録は 1860 年に遡る1017。これは 4 月
16 日に行われたケッテン Henri KETTEN（1848~1883）の演奏会における上演である1018。ケッ
テンはマルモンテルの生徒で、1861 年 12 月の定期試験でバッハの「協奏曲」を演奏している。
記録上は作品を同定することはできないが、これが前年に演奏した《イタリア協奏曲》である
可能性は高い。この作品はその 4 年後、マルモンテルの『エコール・クラシック』の「補遺
                                                        
1016 Anonyme, « Paris et départements », Le Mén., 35e année, n° 24, le 10 mai 1868, p. 192. 
1017 Cf. Katharine ELLIS, Interpreting the Musical Past―Early Music in Nineteenth Century France, Oxford, Oxford 
University Press, 2005, p. 53. 






















51 Deux gavottes イギリス組曲第 6 番 BWV 811 d-D VI a. d. 
72 
4 pièces. Bourée, 
sarabande, gigue, 
menuet 




Trois préludes et 
trois fugues 


















第 8 巻 
31 Prélude en si bémol  
パルティータ 第
1 番 
BWV 825 B 
I m. d. 
32 Allemande en si bémol II m. d. 
33 Courante en si bémol III m. d. 
34 Prélude en si bémol, min. 
平均律クラヴィ
ーア曲集 第 2 巻 
BWV 891 b XXII m. d. 
35 Allemande en sol 
フランス組曲第 5
番 
BWV 816 G 
I f. 
36 Gavotte en sol IV f. 
37 Gigue en sol VII m. d. 
 
  
                                                        
1019 Cf. 附録 II-15 に掲げる販売予告の図参照。『クラヴシニストたち』の発刊年は、フランス国立図書館の蔵書
目録では 1864 年となっており、エリスもこれと同じ年代を刊年としている（Cf. Katharine ELLIS, op. cit., p. 51）。
だが、このシリーズは 1862 年までにはほぼ出来上がっていたものと見られる。というのも、附録 II-16 に示し
たように、1862 年 6月 8 日に刊行された『ル・メネストレル』誌の第 28号に掲載の販売予告には、このシリー
ズの詳細な内容、価格表示を伴う発売予告は掲載されているからである。ところで、このシリーズの最初に収
録されたのプレート番号はH. 3631 (1)で、最後がH. 3682 (52)である。ドゥヴリエとルシュールが編纂した出版
社事典には各社のプレート番号一覧が掲載されているが、このシリーズを刊行したウジェール社のプレート番
号には欠落が多く、正確な年代を知ることはできない。そこで、メローのシリーズに含まれるプレート番号の
うち、最小値と最大値に近いプレート番号の作品を検索すると、H. 3628 とH. 3687 がいずれも 1862 年に法定納
本されていることが分かった（H. 3628：Auguste GUIGNARD, Le Pays, morceau de Salon pour piano, op. 27, Paris, 
Heugel, 1862. ; H. 3687 : Jean-Baptiste ARBAN, La Perle de l’Adriati ue. Moti  de J. O  enbach. Polka-Mazurka, Paris, 
Heugel, 1862.）従って、メローのシリーズについては、1862年にはプレートが作成されたことは確実と思われる。
メローは 1862 年 12 月 7 日から 1864 年 11 月まで『ル・メネストレル』誌上で、シリーズと目的や奏法、作曲
家を解説する連載を行っている。この連載が終わってから、1864 年に楽譜が出版されたということになる。 




第 9 巻 
38 Prélude en ré 6 つの小前奏曲 BWV 936 D I f. 
39 Deux passe-pieds フランス風序曲 BWV 831 h IV f. 
40 
Invention en mi mineur à trois 
parties  
シンフォニア BWV 793 e VII m. d. 
41 Prélude en mi bémol 
平均律クラヴィ
ーア曲集 第 2 巻 
BWV 876 Es VII a. d. 
42 Inv. en mi bém. à 3 parties シンフォニア BWV 791 Es V f. 
43 Prélude en fa mineur  
平均律クラヴィ
ーア曲集 第 1 巻 
BWV 857 f XII m. d. 
44 Inv. en fa à 3 parties シンフォニア BWV 794 F VIII m. d. 
45 Preludio con fughetta, ré min. 
前奏曲とフゲッ
タ 
BWV 899 d I 
 
46 Sarabande en la mineur 
パルティータ 第
3 番 
BWV 827 a IV m. d. 
第 10 巻 47 Concerto en fa  イタリア協奏曲 BWV 971 F 
 
d. 
第 11 巻 
48 Deux Gavottes フランス風序曲 BWV 831 h-D III f. 
49 Prélude et fugue en ré mineur 平均律クラヴィ
ーア曲集 第 1 巻 
BWV 851 d VI a. d. 
50 Prélude et fugue en ré majeur  BWV 850 D V a. d. 
51 Fugue en ut dièse mineur 
平均律クラヴィ
ーア曲集 第 2 巻 
BWV873 cis IV d. 
第 12 巻 
52 Fantasia en ut mineur 幻想曲 BWV 906 c 
  
53 
Invention en fa mineur à 3 
parties 
シンフォニア BWV 795 f XI a. d. 
54 
Caprice sur le Départ de notre 








表 II-4-18. ファランク夫妻の『ピアニストの至宝』 
第 16 回配本に収録されたバッハ作品（1866） 
楽譜上のタイトル 収録曲・目録番号 








ローの折衷主義と愛国的精神にも拘らず、彼の音楽的世界の中心には J. S. バッハが立ってい
る」 1022とK. エリスが指摘した通り、各曲の表紙に描かれた碑には、バッハと 3 人の息子たち
の名前だけが、碑に刻まれた他の作曲家の名前とは別に、中央の雲の中に浮かんでいる（附録
II-16）。さらに、メローは 1862 年 12 月から 1864 年 11 月まで『ル・メネストレル』誌のコラム
                                                        
1021 Carl CZERNY (éd.), Collection complète des compositions de J. Séb. Bach pour le piano avec ou accompagnement., 
nouvelle édition, Paris, S. Richauld, n. d. [entre 1845-46 ?].  
1022 « For all Méreaux’s eclectism and patriotism, J. S. Bach stood at the center of at the center of his musical universe. » Cf. 




































                                                        
1023 『ル・メネストレル』誌の次の号を参照。30e année (1862-63), nos 48, 51 et 52 ; 31e année (1863-64), nos 1-6, 8 et 9. 
メローの連載は 1867 年に一冊の書物にまとめられた。Amédée MÉREAUX, Les clavecinistes de 1637 à 1790 : 
histoire du clavecin, portraits et biographies des célèbres clavecinistes, avec e emples et notes sur le style et l’e écution de 
leurs œuvres : œuvres choisies, classées dans leur ordre chronologi ue, Paris, Heugel, 1867. 
1024 « Les COUPERIN, en France, il est vrai, ont occupé de leurs travaux le monde musical pendant près de deux cents ans, 
comme les BACH l’ont fait aussi pendant plus de deux siècles en Allemagne. 
Mais si entre ces deux races fécondes de musiciens il existe une coïncidence remarquable à l’endroit de la durée de leur 
règne artistique et deux fois séculaire, les rapports ne sont plus les mêmes lorsqu’on compare l’influence que chacune d’elles 
a exercée sur les progrès de la musique. Tout en rendant justice entière, ainsi que je l’ai fait, aux COUPERIN, il faut 
reconnaître que les BACH ont d’abord fourni un bien plus grand nombre de musiciens, et qu’ensuite la valeur de ces 
musiciens fut plus grande, leur talent plus sérieux, leur tendance plus élevée, jusqu’à cette sommité artistique qui a [le] nom 
Jean-Sébastien BACH, et qui a été encore suivie de cette autre figure d’artiste législateur, Emmanuel BACH, dont le génie 
vulgarisateur a complété par l’élément logique de la sonate, la constitution définitive de l’art musical pour le livrer à Haydn, 
Mozart et Beethoven. » Amédée MÉREAUX, « Tablettes du pianiste et du chanteur », Le Mén., 30e année, n° 48, le 1er nov. 




連載の第一回1025で、編纂の指針となる 2 つの柱として歴史研究（travaux historiques）と美的研
究（travail esthétique）を挙げている。彼にとって、音楽に関する歴史研究は彼以前にも深めら
れてきた。ブルボン朝の復古王政時代に栄えたショロンの宗教音楽学校、1830 年代のフェティ





















究（un travail esthétique）」（「美 le beau」の探究）を結び付ける必要があると考えた。換言すれば、
過去のヨーロッパ鍵盤音楽の遺産を調査・編纂しつつ、「音楽考古学と古い旋律言語の実践原理
（des principes pratiques d’archaïologie musicale, d’étude du vieux langage mélodique）」1030、つまり
メローが相応しいと判断した奏法を詳細に、分かりやすく読者に提示することによって、いっ
                                                        
1025 『クラヴシニストたち』の編集目的と古い時代の音楽についての一般的見地を示した第 1 回と第 2 回のテク
ストは、縮約して楽譜の序文に用いられた。 
1026 モスコヴァ大公の歴史的演奏会については本論文 III-1-3。 
1027 チェルニー版の楽譜のことを指すと思われる。メローはこの文を書いたとき、1850 年にライプツィヒで創
設されたバッハ協会の出版活動も念頭に置いていたであろう。 
1028 Amédée MÉREAUX, « Tablettes du pianiste et du chanteur, les clavecinistes (de 1637 à 1790), œuvres choisies, 
classées dans leur ordre chronologique, revues, doigtées et exécutées avec leurs agréments et ornements du temps, traduits 
en toutes notes », Le Mén., 30e année, n° 1, le 7 déc. 1862, p. 5. 
1029 « Les clavecinistes étaient peu connus ; la plupart ne l’étaient que de nom. Leurs compositions, gravées en notation 
ancienne dans les éditions de leur époque, avec des signes d’exécution et d’agrément, indiqués sans soin par le graveur et 
mal connus, avaient plus d’une fois rebuté les plus courageux lecteurs. Les méthodes, où l’on aurait pu trouver d’utiles 
données sur la manière de les jouer, étaient fort rares, et, d’ailleurs, elles étaient très-imparfaitement rédigées. De là, 
infailliblement, mauvaise et par conséquent défavorable interprétation de ces œuvres dont l’étude était aussitôt délaissée 
qu’entreprise. » Ibid. 
1030 Cf. Id., « Tablettes du pianiste et du chanteur, les clavecinistes (De 1637 à 1790), œuvres choisies, classées dans leur 
ordre chronologique, revues, doigtées et exécutées avec leurs agréments et ornements du temps, traduits en toutes notes », 
















ング記号を書き加えたのだった1035。次の譜例 II-4-61036と譜例 II-4-71037は J. S. バッハ 《パルテ
ィータ》第 1 番（BWV 825）の前奏曲の冒頭を、ファランク夫人とメローのエディションで比
較している。  
                                                        
1031 メローは「美はあらゆる時代に存在し、永久不滅のものである（Le beau est de toutes les époques : le beau est 
impérissable）」と書いている。メローにとって、美は不変である故に「クラヴシニストたち」の作品をピアノで
演奏することは何ら問題ではなかった。Cf. Ibid., p. 12 
1032 « Cette littérature musicale était encore, il y a quelques années, à l’état de curiosité ; elle est, de nos jours, devenue une 
utilité, un élément indispensable d’éducation. » Amédée MÉREAUX, op. cit., p. 5. 
1033 « Ces pièces offriront un intérêt particulier aux personnes qui ont le goût des études rétrospectives. » EP, p. 105. 
1034 « […M]oins pour offrir un but d’étude que pour satisfaire la curiosité des personnes qui désirent compléter leur 
éducation musicale en explorant les œuvres des maîtres du passé. » Ibid., p. 105-106. 
1035 メローは装飾記号の意義を無視したわけではない。彼は各記号とその解釈を対照させている。 
1036 Johann Sebastian BACH, Prélude, Amédée MÉREAUX (éd.), Heugel, Paris, ca 1862. 
1037 Id., Exercices pour le clavecin, Louise FARRENC (éd.), Vve Farrenc, éditeur, Paris, 1866. 
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譜例 II-4-6. J. S. バッハ 《パルティータ》第 1 番 BWV 825 より、〈前奏曲〉の 
冒頭、A. et L. ファランク 『ピアニストの至宝』第 11 巻（1866）より 
 





















                                                        
1038 « Dans cette musique des anciens maîtres, où, quand on l’approfondit, on trouve tant de science, tant de sentiment, tant 
de finesse et d’élégance, peut-on s’abstenir d’indiquer les nuances et l’accentuation? N’est-ce pas là, au contraire, le devoir 
d’un vulgarisateur? — D’ailleurs, lorsqu’on appelle un professeur pour lui demander les règles du style, les secrets de la 
tradition, les nuances de l’expression, ce professeur ne doit-il pas enseigner de son mieux tout ce qu’il sait, dans l’intérêt de 
son élève et à la gloire des compositeurs dont il est appelé à faire apprécier les œuvres et le génie? Pourquoi une leçon écrite 
serait-elle différente d’une leçon orale ? Pourquoi l’une serait-elle interdite tandis que l’autre est si vivement recherchée ? » 



























 メローの曲集を「音楽考古学の記念碑（monument d’archélogie musicale）」1041と称するマルモ
ンテルは、このようにメローの「現代的」記譜への書き換えには肯定的で、むしろそのことに
よってメローが「伝統」を「遵守」したと見做している。また、1864 年の『ル・メネストレル』
誌では、マルモンテルの門弟の中で 1856 年に 1 等賞を得たディエメールが、『クラヴシニスト
たち』から選んだ作品を演奏したことが何度も報じられている。2 月 21 日付けの記事では『エ
コール・クラシック』の数曲とともに『クラヴシニストたち』から抜粋されたことをわざわざ
明記して「魅力的なバッハの変ロ調の前奏曲（le charmant prélude en si bémol, de J. S. Bach」と「ラ
モーの《ミュゼットとタンブラン》（la Musette et le Tambourin, de Rameau）」1042が演奏されたこ
とが報じられた。3 月にはディエメールがボルドーでサラサーテ Pablo DE SARASATE
（1844~1908）と共演した折、同じくメローとマルモンテルのエディションからの抜粋が演奏さ
                                                        
1039 Amédée MÉREAUX, Les clavecinistes de 1637 à 1790 : histoire du clavecin, portraits et biographies des célèbres 
clavecinistes, avec e emples et notes sur le style et l’e écution de leurs œuvres : œuvres choisies, classées dans leur ordre 
chronologique, Paris, Heugel, 1867, p. 15-20. 
1040 « Cette étude rétrospective des formules et du langage musical des maîtres ingénieux et de génie qui ont frayé la route 
aux pianistes modernes, était une œuvre nécessaire et reste une belle œuvre. 
 […] La traduction en caractères usuels et en valeurs mesurées suivant l’usage de la notation moderne a été accomplie par 
Méreaux avec un soin minutieux. Cette patience infatigable, ce respect des règles traditionnelles dans un travail aussi délicat, 
font le plus grand honneur à l’artiste qui a su mettre en lumière cette belle langue presque oubliée, ou connue seulement des 
érudits. » Cf. PC, p. 86. 
1041 Ibid. 










れない 17、18 世紀のクラヴサンのレパートリー拡大に重要な役割を担ったと考えられる。 
 定期試験で記録された名前のうち、リュリだけは教授たちのいずれのエディションにも含ま
れていないが、リュリは鍵盤作品を書いていないのでそれも当然である。この作品が本当にリ




がリュリの作品でなかった可能性を示す史料もある。1860 年、ランボー Edward Francis 
RIMBAULT（1816~1876）によって編纂され出版された『ピアノフォルテ、その起源と進歩、
構造』と題する研究書およびアンソロジー1044には、リュリ作とされるクラヴサンのための組曲
が収められている（譜例 II-4-8）。だが、実際にはこの曲はフランスの作曲家ルイエ Jean-Baptiste 
LŒILLET（1680～1730）の《ハープシコードまたはスピネットの練習――アルマンド、クー
ラント、サラバンド、エール、メヌエットとジーグ》1045という作品である。フェティスによる




譜例 II-4-8. J.-B. ルイエ《小品組曲》、〈アルマンド〉『ピアノフォルテ、 
その起源と進歩、構造』（E. F. ランボー編）、第 3部（1860）より 
 
 この作品は、1895 年ころにディエメールが校訂して出版した『フランスのクラヴシニストた
                                                        
1043 Anonyme, « Enseignement du piano. Séance de professeurs », Le Mén., 31e année, n°42, le 18 sept. 1864, p. 334. 
1044 Edward Francis RIMBAULT (éd.), The Pianoforte, Its Origin, Progress, and Construction, Londres, Robert Cocks and 
Co., 1860. 
1045 Jean-Baptiste LŒILLET, Lessons for the Harpsichord or Spinet, vizt Almands, Corants, Sarabands, Airs, Minuets & 
Jiggs, Londres, Daniel Wright, ca 1715. 













4-2-6. 1790 年代生まれの作曲家――保留に付されたシューベルト 
 この世代の作曲家の記録件数は 38 件で「クラヴシニスト」たちに次いで多く記録が残されて
いた。次の表 II-4-19 は 38 件の内訳を示している。 
 
表 II-4-19. 記録された 1790 年代生まれの作曲家と記録件数（1860 年代） 
作曲者名 生没年 記録件数 
モシェレス 1794-1870 16 
マイヤ  ー 1799-1862 15 
シューベルト 1797-1828 7 
 
 モシェレスとマイヤーは 1840 年代以降、常に記録され続けている作曲家である。両者の記録
件数はほぼ同数で、ジャンル別に見れば、モシェレスの 16 件のうち「協奏曲」が 15 件、「練習
曲」が 1 件となっている。このうち同定された作品は、第 2 協奏曲 作品 56 が 1 件、第 3 協奏
曲作品 60 が 3 件となっている。第 2 協奏曲は 1860 年代に初めて同定された作品で、第 3 協奏
曲は 1840 年代から記録され続けている。修了コンクールにおいてもモシェレスは変わらず重視






 マイヤーのジャンル別内訳は、協奏曲が 5 件、「小協奏曲」、すなわち《演奏会用アレグロ》




 この世代の作曲家で注目されるのはシューベルトである。彼は 1840 年代に記録されていたベ
ルティーニに取って代わり、定期試験でたびたび性格的小品が演奏されるようになった。記録
された 7 件はすべてジャンルが記されており、6 件が「即興曲」で 1 件が「楽興の時」である。
このうち同定されたのは 3 件で、《即興曲》（D 899 と 935）か《楽興の時》（D 780）である。シ
ューベルトの即興曲のうち、《4 つの即興曲》（D 899）の第 1 番と第 2 番はマルモンテルの『エ
コール・クラシック』に収録されており、後者はル・クーペの『ピアノの古典的作曲家たち』
                                                        
1047 Louis DIÉMER, Les clavecinistes français, vol. 2, Paris, A. Durand et fils, ca 1895. 
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1048 Franz SCHUBERT, 4 Impromptu pour le piano, op. 142, Paris, S. Richault, 1840. 
1049 Katharine ELLIS, Music Criticism in Nineteenth-Century France, Cambridge, Cambridge University Press, 1995, 
p. 132. 
1050 1844 年にアブネックはパリ音楽院演奏協会で交響曲 ハ長調（通称「グレート」、D 944）の上演を試みたが
断念している。Cf. Ibid., p. 134. この交響曲はその後、1851年にリストの斡旋でサント=セシル協会の演奏会で上
演された。 
1051 1856 年から 1867 年の間にヴァイオリニストのアルマンゴー Jules ARMINGAUD（1820~1900）とチェリス
トのジャカール Léon JACQUART（1826~1886）の四重奏団がシューベルトのピアノ三重奏曲（D 898）、弦楽四
重奏曲（D 810、887）、弦楽五重奏曲（D 956）を演奏している。Lucie KAYAS, « SCHUBERT, Franz », DMF, p. 1 133.  
1052 « Le deuxième trio en mi bémol, de Schubert, ouvrait la séance. Il est assez singulier que l’auteur de tant de lieder 
délicieux, mais de petite forme, qui se distinguaient surtout par la mesure, la concision, soit un peu long et verbeux dans sa 
musique instrumentale. » Henri BLANCHARD, « Auditions musicales », RMD, 25e année, n° 6, le 7 fév. 1858, p. 44. 
1053 « Ses ouvrages concertants sont la meilleure preuve de cette production hâtive et imprudente ; on y trouve des 
longueurs, des redites, des épisodes non motivés, des développements d’une exagération fatigante; l’ensemble manque de 
plan et d’équilibre ; les différentes parties se relient mal. Défaillances nombreuses, et même, il faut bien l’avouer, monotonie 

















4-2-7. 1720・1730 年代、1750・1760 年代生まれの作曲家――モーツァルトの特権的地位 
 1860 年代の定期試験では、これらの世代の作曲家として次の 6 名が記録されている。 
 
表 II-4-20. 記録された 1720・30 年代、1750・1760 年代生まれの 
作曲家と記録件数（1860年代） 
作曲者名 生没年 記録件数 
モーツァルト 1756-1791 18 
ドゥシーク 1760-1812 17 
ハイドン 1732-1806 7 
クレメンティ 1752-1832 5 
キルンベルガ  ー 1721-1783 1 




ーガが記録された他は、一度も記録されたことがない。一方でドゥシークは 1840 年代には 8
回、1850 年代には 4 回記録されている。アダンもまた少数ながら、1840 年代と 1850 年代に記
録が見られ、クレメンティは 1840 年代のみ一件記録がある。ここから、1860 年代にとりわけ
モーツァルトが重視されるようになったとみることができる。 
 モーツァルトに関連する 18 件の演奏記録には、ソナタ（13 件）、変奏曲（2 件）、協奏曲（1
件）、交響曲（編曲, 1 件）が含まれ、その他は同定不可である。このうち同定することができ
た作品は次の 4 作品である。 
  
                                                        
1054 « C’est par les lieder que vivra Schubert » Ibid., p. 194. 
1055 « La phrase incidente en si mineur, dans laquelle l’auteur du Roi des aulnes révèle si bien sa forte originalité, doit être 
rendue avec un sentiment énergique, avec une accentuation brillante et passionnée. » EP, p. 101. 
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ジャンル 目録番号 調性 記録件数 
ソナタ K 310◇◆ a 5 
ソナタ K 331◆☆ A 1 
協奏曲 K 466 d 1 
ソナタ K 457◇◆ c 1 
 
 記号が示すように、これらのうち 3 作品は、マルモンテルとル・クーペ、ファランクのエデ


















や「高貴さ」、「深遠な感情」（K 381）1060、「純粋さ」（K 311 の第 2 楽章）という作品の質を演
奏に反映させるために学習者がもつべき質の例として挙げられており、その資質を有すること
が「芸術家」の証しであった。実際、これらの作品の質を表す表現に一致して、演奏について
も「優美」（K 475）、「単純な演奏（jeu simple）」（K 511）という言葉が用いられている。この点
でモーツァルトは、「単純さ」によって協奏曲が重視されたフィールドと同じように、「純粋」
で「単純」という古典的質によって重視され、演奏にもまたそれが求められた。 
 また、1866 年 11 月の定期試験でマチアスのクラスで演奏されたニ短調の《ピアノ協奏曲》（K 
                                                        
1056 1869 年に出版されたファランク夫妻の『ピアニストの至宝』には、K 330-333の 4 作のソナタが収められて
いる。 
1057 Jean-Louis ADAM, Méthode de piano du Conservatoire, adoptée pour servir à l’enseignement dans cet établissement, 
Paris, Imprimerie du Conservatoire de Musique, 1804, p. 164-178. 
1058 Yasushi UEDA, op. cit., p. 135 et136. K 331 は第 1 楽章のみ、K 310 は第 1、3 楽章のみ。 
1059 « Bien qu’accessible à des élèves de moyenne force, cette belle Sonate exige, comme la plupart des œuvres de Mozart, 
un talent d’artiste pour être interprétée avec perfection. Il faut déployer une certaine fermeté d’allure dans le premier 
morceau, un style onctueux et soutenu dans l’adagio et dans le Rondo, de la rapidité, de l’esprit et de la verve. » EP, p. 96. 






1062。1857 年にはリショー社からピアニスト兼作曲家ルービエ Henri ROUBIER（18..~1888）の
校訂したピアノ協奏曲「全集」1063が出版されており、この協奏曲も「第 8 番」として 1857 年






















                                                        
1061 定期試験で演奏された《ピアノ協奏曲》（K 466）は、1865 年までにパリで少なくとも 2 回は公開演奏会で
取り上げられている。一度目は 1861 年 3 月 17 日、サル・エルツにおけるパリ音楽院若手芸術家協会における
演奏会。パドルー指揮、独奏者は不明。同年 4 月 14 日、ユンベール嬢 Mlle Lénonide HUMBERTとアラール（と
おそらくその他の器楽奏者）によりプレイエル=ヴォルフ社のサロンで上演。これらの情報はいずれも 1861 年
に『ルヴュ・エ・ガゼット・ミュジカル』誌に掲載された。前者は予告記事。Cf. Anonyme, « Nouvelles », RGM, 28e 
année, n° 11, le 17 mars 1861, p. 86. ; Anonyme, « Nouvelles », RGM, 28e année, n° 16, le 21 avril 1861, p. 126. 
1062 パリ音楽院教授 E. ソゼ教授のサロンは、モーツァルトの協奏曲が演奏される場所として名高かった。Cf. 本
論文 I-3-2。 
1063 Henri ROUBIER (éd.), Collection complète des 20 concertos de W. A. Mozart, Paris, Richault, 1856-1858.  
1064サン=サーンスがこのエディションの普及に努めたとされる。Cf. Lucie KAYAS et J.-M. FAUQUET, « Wolfgang 
Amadeus MOZART », DMF, p. 827. 
1065 Ch.-V. ALKAN, 8e concerto, en ré mineur, de Mozart, arrangé pour piano seul, avec cadences, Paris, Richault, 1861. 
1066 DENNE-BARON, « Tablettes du pianiste et du chanteur. », Le Mén., 28e année, nos 35-39, du 28 jeuill. au 25 août 
1861. 
1067 « [I]l excelle dans tous les genres, et les produits de sa radieuse imagination font progresser l’art dans toutes ses 
parties. » Id., « Tablettes du pianiste et du chanteur. », Le Mén., 28e année, n° 39, le 25 août 1861, p. 308. 
1068 « Ses concerto firent bientôt oublier tout ce qu’on avait écrit précédemment pour cet instrument. » Ibid. 
1069 Katharine ELLIS, op. cit., p. 91. 
1070 Ibid., p. 93. 




をそのまま保持している。ソナタと協奏曲の記録件数はそれぞれ 8 件である。 
 
表 II-4-22. 記録されたドゥシークの演奏曲目のうち、 
同定された作品とその記録件数（1860 年代） 
N.B. *は 1840・1850 年代に記録された作品 
タイトル 作品番号 調性 記録件数 
協奏曲第 12 番* 70 Es 4 
協奏曲第 5 番* 22 B 2 
協奏曲第 9 番* 27 F 2 
協奏曲* 49 g 2 
大ソナタ 35-3 c 2 
ソナタ 39-3 B 2 
 
 この表から分かるように、同定された大部分の作品が 1840 年代・1850 年代に既に記録され























                                                        
1072 « On ne saurait trop recommander aux jeunes professeurs de faire étudier à leurs élèves la musique de Dussek. Aussi 
bien écrite pour l’instrument que celle de Clementi, elle a peut-être plus de charme, de grâce et de suavité. Si l’une fait 
acquérir la netteté, la clarté, la précision, l’indépendance des doigts, toutes les qualités enfin qui relèvent du mécanisme ; 
l’autre développe, le sentiment en parlant plus au cœur et à l’imagination. » EP, p. 94. 
1073 « Le sentiment qui domine dans le 1er Allegro de cette sonate, est l’énergie et la résolution. Les phrases douces et 
expressives contrastent d’une manière heureuse, et font ressortir d’une façon plus claire le caractère dramatique et 





 1 件のみ記録されたルイ・アダンのソナタは、1860 年代のうちにほとんど演奏されなくなっ
た。1866 年にファランク夫人のクラスで一度だけ記録されたが、これを最後に以後、レパート




あり、彼の作品は 19 世紀前半を代表する古典であった。しかるにモーツァルトの 2 歳年下のア
ダンは、1848 年に 90 歳で没した 18 世紀の作曲家であり、19 世紀を代表するには古すぎ、18
世紀を代表するにはあまりに同時代的な人物だった。事実、マルモンテルとル・クーペのエデ
ィションが出始めた時、アダンはまだ亡くなって 4 年ほどしか経っていなかった。クレメンテ







 それぞれ 1720 年代、1730 年代生まれのキルンベルガーとハイドンについては、いずれも記
録から同定できる作品はない。ハイドンに関して、7 件の記録の内訳は「ソナタ」が 3 件、「ロ













ァランク夫人の『ピアニストの至宝』にのみ収録されている。1869 年 12 月にマルモンテルの
クラスの試験で演奏されたキルンベルガーの作品は、1867 年に出版された『ピアニストの至宝』
第 12 巻に収められた《様々な小品集（Diverses pièces）》から抜粋されたと考えることは可能で
ある。というのもマルモンテルは、この巻の予約者一覧1077に名前を連ねており、『ピアニスト
の至宝』から、彼自身もレパートリー構築の着想を得ていたと考えられるからである。 
                                                        
1074 « [Ces œuvres sont] d’un excellent travail et participent d’Emmanuel Bach, de Clementi et de Dussek. » PC, p. 241. 
1075 « L’esprit, la grâce, la verve, en un mot tout ce qui caractérise le génie d’Haydn se trouve ici réuni. » EP, p. 116. 
1076 マルモンテルは、2 人は「ほとんど等しい天分」をもっているが、同じ主題を全く異なる素材（donné）を
用いて表現した対極的な存在であると見做している。Cf. SV, p. 138-139. 




4-2-8. 1820 年代生まれの作曲家――「古典的」で「現代的」なシュルホフ 
 1860 年代の記録中もっとも若い世代は、1850 年代と同じく 1820 年代生まれの作曲家で、次
の 2 名である。 
 
表 II-4-23. 記録された 1820 年代生まれの作曲家と記録件数（1860 年代） 
作曲者名 生没年 記録件数 
マチアス 1826-1910 7 
シュルホフ 1825-1898 6 
 
 マチアスは、1862 年にローランの後任として男子クラスの教授となった。前章でみたように、
これらの記録はすべて 1865 年から 1870 年の間に見出され、7 件の記録のうち 5 件はマチアス
のクラス、他 2 件はマルモンテルとコーシュ夫人のクラスで演奏されている。前章では、1860
年代にマチアスの「ソナタ」が一件だけ記録されていたのをみたが、彼の就任後には記録数が
増加していることが分かる。記録された 7 件の内訳としては、「スケルツォ」が 1 件（《スケル
ツォ》作品 26 かソナタのスケルツォ楽章）で、同定された《ピアノ・ソナタ第 1 番》作品 20
ロ短調（1855）が 1 件、《交響的アレグロ第 1 番》作品 51 変ロ長調（1870）1078が 2 件、3 件が














 シュルホフは 1850 年代、定期試験記録には現れていないが、1854 年にその《ピアノ・ソナ
タ》作品 37 が修了コンクールの試験で演奏されていることから、1850 年代以降、パリ音楽院
                                                        
1078 この作品は 2 年後にマサール夫人の後任として女子クラスの教授となるドラボルドに献呈されている。 
1079 Cf. 本論文 III-3-2-7。 








年 1 月 31 日に 3 度目の旅行でパリを訪れ、演奏会を開いた。この機会に、マルモンテルは『ル・
メネストレル』誌のコラム「ピアニストと歌手の覚書帳」に「シュルホフ」と題する記事1081を
投稿し、その翌々号には彼の略歴を紹介するウジェールの文章1082が掲載された。ウジェールに
よると、シュルホフが最初にパリを訪れたのは 17 歳のとき（1842 年頃）である。ウジェール
によるシュルホフの略歴によると、この時彼は、「とあるピアノ製造者（un fabriquant de piano）」
のサロンでショパンに会っている1083。ショパンは、彼の演奏を初めは無関心に聴いていたが、
次第に惹きつけられてパリで演奏会を開くよう強く勧めたという1084。シュルホフが《ソナタ形
式による華麗なアレグロ》作品 1 を献呈したのは、この激励に対する返礼であろう。2 度目が






「現代性」は「芸術と進歩を熱烈に愛する勤勉な芸術家Artiste laborieux, amant passionné de l’art et 
du progrès」という表現にもみてとることができる。彼は《ピアノ・ソナタ》作品 37 から彼の










                                                        
1081 Antoine-François MARMONTEL, « Tablettes du pianiste. Schulhoff », Le Mén., 28e année, n° 10, le 3 fév. 1861, 
p. 75-76. 
1082 J.-L. HEUGEL, « Tablettes du pianiste. Les hommes du jour, Jules Schulhoff. Notice biographique », Le Mén., 28e 
année, n° 12, le 23 fév. 1861, p. 92-93. 
1083 Antoine-François MARMONTEL, op. cit., p. 76. 
1084 J.-L. HEUGEL, op  cit., p. 93. 
1085 Antoine-François MARMONTEL, op. cit. p. 75. 
1086 マルモンテルは次の作品番号を挙げている。《ソナタ形式による華麗なアレグロ》作品 1、《華麗な大ワルツ》
作品 6、《3 つの即興曲》作品 8、《ボヘミアの歌――カプリース》作品 10、《アジタート》作品 15、《ギャロッ
プ・ディ・ブラヴーラ》作品 17、《ワルツ》作品 20、《ヴィーンの謝肉祭》作品 22。 
1087 « le tour original des idées, toujours accompagnées d’harmonies fines et ingénieuses, et sur la forme neuve et brillante 
des traits. » Ibid. 
1088 « cette tendance de l’artiste vers un idéal plus élevé, s’éloignant avec intention de la forme première qui avait si 
















という点は 1840 年代、1850 年代と変わりがなかった。しかし、それぞれのジャンルにおいて、
その代表者が定められた。ソナタにおいてはベートーヴェン、協奏曲においてはエルツとフン
メル、フーガにおいてはバッハが重要な位置を占めた。このうち、マルモンテル、ル・クーペ







さ（la claire et savante simplicité）」とは対照的に「幾人かの作曲家の交響的協奏曲」を「込み入













                                                        
1089 « [...I]l est impossible de dire avec plus d’esprit et de verve cette musique d’une admirable simplicité où le génie du 
grand maître se révèle à chaque page avec tant de puissance et de bonhomie à la fois. » Ibid., p. 76. 
1090 SV, p. 134. 
1091 ところで、マルモンテル、ル・クーぺが音楽作品に対して強調する「純粋」や「単純」さという概念は、前
世紀のドイツの美術史家ヴィンケルマン Johann Joachim WINCKELMANN（1717~1768）が『古代美術史』で古
代ギリシア芸術の美を規定する際に強調した価値基準である。第 3 部でみるように、この著作は 19 世紀のフラ










































                                                        
1092 « Dans un ordre moins élevé, Clémenti, Dussek, Steibelt, Cramer, Hummel, Field ont également écrit une foule de 
morceaux. » EP, p. 18 
1093 « La forme passe : le fond reste. » Amédée MÉREAUX, « Tablettes du pianiste et du chanteur, les clavecinistes (De 
1637 à 1790), œuvres choisies, classées dans leur ordre chronologique, revues, doigtées et exécutées avec leurs agréments et 




























                                                        
1094 « Je ne suis nullement exclusif et j’admire le vrai, j’admire le beau partout où il se rencontre, quelle que soit d’ailleurs 
l’école à laquelle il appartient. » EP, p. 20. 
1095 Ibid. 
1096 Charles BANNELIER, « Stephen HELLER », Le Mén., 35e année, n° 48, le 25 oct. 1868, p. 380. 































のことを示すメモが残されている。1864 年 6 月の試験でラモーの《ダルダニュス》の〈リゴー
ドン〉を弾いたブデル嬢 Mlle Jeanne-Laure-Pauline BEDEL（1846~1897）について、ル・クーペ
は「この生徒は試験に暗譜で弾かれる 20 曲をもってきた」1101と書いている。さらに 1868 年 6
月の試験では、シューマンの《アルバムの綴り》作品 124 から〈子守唄〉を弾いたガイヤール
嬢 Mlle Marie-Antoinette GAILLARD（1850~?）について、試験に「40 曲を暗譜で（40 morceaux, 
par cœur）」1102もってきたと記している。1877 年 6 月の試験では、ショヴォー嬢 Mlle 
Marthe-Henriette-Esther Chauveau（1856~?）について、試験官のソゼが「なにもかも暗譜してい





                                                        
1098 « La préoccupation constante de suivre la musique des yeux nuira toujours à ce travail de perfectionnement qui, seul, 
conduit le talent au-delà des limites vulgaires. Affranchi de cette préoccupation, l’exécutant s’identifie plus complètement 
avec l’œuvre qu’il interprète ; il en saisit mieux le caractère, le style, la couleur, en un mot, il joue en artiste. » F. LE 
COUPPEY, ibid., p. 51. 
1099 « Par l’exercice de la mémoire le sentiment se développe, l’esprit s’éclaire, l’intelligence s’élargit et s’élève. » Ibid., 
p. 55. 
1100 « [L]es, œuvres des grands maîtres, les plus belles productions de Mozart, de Chopin ou de Beethoven seront bientôt et 
fidèlement empreintes dans leur souvenir, de même que chez certaines personnes, à l’esprit orné, la mémoire conserve avec 
amour telle ode d’Horace, telle fable de La Fontaine, tel fragment de Shakespeare, de Molière, du Tasse ou de Victor 
Hugo. » Ibid., p. 56. 
1101 « Cette élève apporte à l’examen 20 morceaux joués par cœur. », AN, AJ 37/279, p. 227. 




第 5 章 1870～1880 年代 : カノンの確立と新時代の規範の模索 
――定期試験曲目の変遷 4 
 
 第 1 章で述べたように、1870 年代以降、定期試験の演奏曲目情報は教授報告にほぼ例外なく
記録されるようになり、試験委員会の議事録にも書記の手によって逐一書き記されるようにな
った。この統一的な方針のおかげで、第 3 共和制の最初の 20 年間は、ジャンルの判明率・作曲
家の判明率が 100％に達し、作品番号／作品目録番号・調性の判明率も 85％を超えている。1860
年代以前は、限られた記録のデータに基づきその傾向をデータ以外の状況証拠から解釈せざる
を得なかったが、1870 年代と 1880 年代は、選曲の傾向をよりはっきりと浮かび上がらせるこ
とができる。これにより、年代間の直接的な比較も可能となる1103。1870 年代と 1880 年代の欠
席者を除いた生徒数はそれぞれ 1 208 名、1 279 名で、その差は 71 名、つまり各年代の生徒数
の 1%未満にすぎない。したがって、1870 年代と 1880 年代の記録件数、ジャンル、作曲家の割
合を比較しながら、傾向を明らかにすることができる。 
 そこで、第 5 章ではこの 20 年間のデータを対照させながら、ジャンル、作曲家の傾向の相違
を検討し、1840 年代から 1860 年代の傾向との共通点、相違点を明確にする。 
 
5-1. ジャンルの傾向 
 パリ音楽院は、1871 年にはA. トマの院長就任に続き 1850 年総則の改訂が行われ、定期試験
の審査は音楽学習委員会から試験委員会の手に委ねられた1104。この転機にあって、レパートリ
ーの在り方も大きく変容する。 
 1870年代と 1880年代のジャンル判明件数はほぼ等しく、それぞれ 1342件と 1332件である。
下のグラフ II-5-1 とそれに続く表 II-5-1 は、それぞれの年代におけるジャンルの記録件数を比
較している。表 II-5-1 は、グラフに示した記録件数に加え、順位の上下を示したものである。 




1870 年代には 152 件だったが、1880 年代には 309 件に拡がり、ソナタの重要性がますます増大
していることが分かる。 
  
                                                        
1103 両年代の比較において、試験数が同じではないことに注意されたい。1870-1871年度の前期試験はパリ包囲
とコミューンのために行われなかったので、1870 年代には合計 19 回の定期試験が行われた。一方、1880 年代
については、本研究では 1889-1890 年度を扱っていないので、合計 18 回の定期試験のデータを扱っている。 
1104 Cf. I-7-1-2。 
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表 II-5-1. ジャンルの記録件数と順位の変動（1870・80 年代） 
N.B. ソナタ風アレグロは 1870年代：6件、1880 年代：7 件 




1870 年代 1880 年代 
件数 件数 順位の変動1105 
ソナタ（含ソナタ風アレグロ） 474 501 - 
協奏曲（含独奏協奏曲） 322 192 - 
フーガ 115 38 9↓ 
性格的作品（集） 95 112 1↑ 
舞曲 51 58 - 
練習曲（集） 48 88 2↑ 
幻想曲 42 49 1↓ 
前奏曲（集） 35 44 1↓ 
変奏曲 32 43 1↓ 
小協奏曲 28 19 4↓ 
バラード 24 50 4↑ 
ロンド 20 13 3↓ 
スケルツォ 18 54 7↑ 
編曲 14 39 3↑ 
カプリース 10 23 2↑ 
トッカータ 9 4 1↓ 
ラプソディ 3 8 1↑ 
 
5-1-1. ソナタ――ベートーヴェンの維持とヴェーバー、ショパンの重視 
 次頁のグラフは、ソナタの作曲者のうち上位 8 名（ベートーヴェン、ヴェーバー、フンメル、
ショパン、シューマン、モーツァルト、ヘラー、シューベルト）の作曲家名と記録件数を表示
している。1870 年代に記録された 477 件のソナタのうち、410 件がこの上位 8 名で占められ、




 記録上 2 番目に位置するソナタの作曲者は、1860 年代にはフンメルだったが、1870、1880
年代にはヴェーバーとなった。ソナタの記録件総数におけるヴェーバーの割合は、1870 年代に
は約 16％、1880 年代にはやや増加して約 31％となった。ヴェーバーに取って代わられたフン
メルは、1870 年代には第 3 位に留まっているが、1880 年代にはショパン、シューマンに順位を
譲り第 5 位となった。それでもフンメルは、この 20 年間を通してモーツァルト、ヘラー、シュ
ーベルトよりは高く位置づけられている。 
  
                                                        
1105 この列の数字は、1870年代の記録件数の順位が、1880 年代にいくつ上がったのか、あるいは下がったのか
を示している。順位が上がった場合には上向きの矢印（↑）、下がった場合には下向きの矢印（↓）を記してい
る。例えば、「4↓」は、1880 年代に、記録件数の順位が 4 つ下がったことを意味する。 
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グラフ II-5-2. 記録件数の多いソナタの作曲者上位 5名と各々の記録件数 
 
 
 1870 年代から 1880 年代にかけて、ショパンとシューマンのソナタの重要性が著しく増大し
たことも際立った変化である。ショパンとシューマンのソナタは、1860 年代にはそれぞれ 1 件
ずつしか記録を認めることができなかった。これは、1860 年代のソナタの記録件数（99 件）の
約 1％に過ぎず、1860 年代の作曲家判明率が 43.3％であることを考慮しても、低い割合である。
しかし、1870 年代にはショパンのソナタは 36 件で、記録されたソナタの 7.5％を占め、シュー
マンのソナタは約 5％を占めている。1880 年代にショパン、シューマンのソナタはいずれも件
数が増加し、前者は約 17％、後者は約 9％を占めるようになる。 
























表 II-5-2. 記録件数第 5 位以下の作曲家と各々の記録件数（ジャンル別） 
N.B. 1870 年代の記録件数は件数の多い順に表示している（本章の以下の表も同様） 
*、 **はそれぞれ 1870 年代、1880 年代に初めてソナタの記録に登場する作曲家を示す 








モーツァルト 1756-1791 16 10 1↓ 
マチアス 1826-1910 11 9 1↓ 
シューベルト* 1797-1827 9 4 4↓ 
ヘラ  ー 1813-1888 9 10 1↑ 
チェルニー* 1791-1857 8 6 1↓ 
ドゥシーク 1760-1812 8 1 5↓ 
シュルホフ 1825-1898 7 4 2↓ 
メンデルスゾーン* 1809-1847 6 5 0 
タールベルク* 1812-1871 5 1 2↓ 
マルモンテル（父） 1816-1898 4 0 2↓ 
ハイドン 1732-1809 4 0 2↓ 
ルービンシテイン* 1829-1894 3 1 0 
エルツ 1803-1888 3 4 2↑ 
スカルラッティ 1685-1757 2 4 3↑ 
ギロー* 1837-1892 2 21 9↑ 
クラーマ  ー 1771-1858 1 0 1↑ 
カルクブレンナ  ー 1785-1849 1 0 1↑ 
C. P. E. バッハ 1814-1788 1 1 2↑ 
モシェレス* 1794-1870 1 0 1↑ 
マルモンテル（子）* 1850-1907 1 0 1↑ 
シュポーア* 1784-1859 1 0 1↑ 
サン＝サーンス** 1835-1921 0 7 8↑ 
フィールド** 1782-1837 0 1 3↑ 
ローゼンハイン** 1813-1894 0 1 3↑ 
クレメンティ 1752-1832 0 1 3↑ 
アルカン** 1813-1888 0 3 4↑ 
 





する。1870 年代に記録されたこれら第 5 位以下の作曲家は、全体の約 3％にしか満たず、件数
のもっとも多いモーツァルトでも 16 件に留まる。このことは、いかに少数の作曲家のみに「ソ
ナタ」のレパートリーが限られていったかを示している。その一方で、新たに記録された様々
                                                        







ン=サーンスは順位を 8 つ上げているが、これは 1884 年に行われた男子クラスの修了コンクー
ルのために書かれた《アレグロ・アパッショナート》作品 70 が定期試験で演奏されたためであ





 では、協奏曲の内訳はどのように変化したのだろうか。協奏曲は 1870 年代には 322 件、1880
年代には192件が記録された。次頁のグラフは、記録件数の多い協奏曲の作曲者上位10名と各々
の記録件数を示している。このジャンルでは、まず、1860 年代から 1870 年代にかけて大きな




協奏曲の規範であり続けたことが分かる。一方で、1860 年代に 44 回記録されていたエルツの
協奏曲はもはや 24 回しか記録されず、件数は大きく後退した。これには、エルツ自身が 1874
年に退職したこと、後任のマサール夫人がエルツの協奏曲をほとんど生徒に弾かせなかったこ
とが影響している1108。エルツの退職後は、マルモンテル、マチアス、ル・クーペだけがエルツ
の協奏曲を生徒に演奏させ続けた。1860 年代に 40 件が記録されて 2 番目の地位を占めていた
フィールドの協奏曲は、1870 年代には 19 件しか記録されず、重要性を失ったことが分かる。
その一方で台頭してきたのはサン=サーンスである。彼の《協奏曲第 2 番》作品 22（1868）は
1874 年以来、新しいレパートリーとして急速に定着した。 
 1860 年代には第 6、7 位を占めたモシェレスとリースの協奏曲は、1870 年代にはそれぞれ 8、
7 位となっており、位置づけの大きな変化はそれほど見られない。バッハ、モーツァルト、ベ
ートーヴェンの協奏曲は、1860 年代の記録ではそれぞれ 3 件、1 件しか記録されず、上位 10






いる。ショパンは 17 件増、サン=サーンスは 7 件増で、とりわけショパンに比重が置かれるよ
うになった。これは、1880 年代にショパンのソナタの記録件数が 48 件も増加したのと同じよ
うに、協奏曲においてもショパンを重視する傾向が強まったからである。一方で、記録件数が
減少した作曲家の何名かについては、激減といってよいほどに演奏回数が減った。フンメルは
48 件、メンデルスゾーンは 22 件、エルツは 23 件、フィールドは 15 件、リースは 12 件、モシ
                                                        
1107 これらの作曲家は、ファランク夫人・マサール夫人以外のクラスで記録されている。 




ェレスは 11 件も減少した。ショパンが定期試験でこれほど重視されたのは、1889 年までに女
子クラスで 6 回、男子クラスで 3 回、修了コンクールの課題曲に選ばれたことも影響している
と考えられる。 
 




1870 年代から 1880 年代にかけて、ベートーヴェンが 1860 年代にソナタにおいて占めていた地
Beethoven, 8 Beethoven, 6 


































 1870 年代におけるフーガの記録件数は 115 件（全体の約 8.5％）で、1860 年代と同じく第 3
位を占める。これに対し、1880 年代にはフーガの記録件数は大きく後退し 38 件となる。次の
表 II-5-3 は、「フーガ」ジャンルの記録のうち、同定された作曲者とその件数を示している。 
 






バッハ 1685-1750 82 22 
メンデルスゾーン 1809-1847 13 10 
ヘンデル 1685-1759 9 3 
フレスコバルディ 1583-1643 2 0 
モーツァルト 1756-1791 1 0 
C. P. E. バッハ 1714-1788 1 0 
アルブレヒツベルガ  ー 1735-1809 1 0 
ケルビーニ 1760-1842 0 1 
チェルニー 1791-1857 0 1 
ラルース・ラ・ヴィレット 1865-1941 0 1 
 




2 位を占めているが、バッハの約 1/6 しか演奏されていない。このうち同定されたのは 2 件で、
《6 つの前奏曲とフーガ》作品 35 が選ばれている。メンデルスゾーンのフーガは既に 1840 年
代にも記録されていたので、必ずしも新しい要素ではない。ヘンデルのフーガは、9 件のうち
《クラヴサン曲集 第 1 組曲》（HWV 429）からの抜粋が 7 件を占めている。以下、フレスコバ
ルティの「フーガ」からアルブレヒツベルガーのフーガに至るまで、16 世紀から 18 世紀の作
曲家が選択されている。全体的に、1870 年代には時代的な拡がりが見られることが分かる。 
 次に、1880 年代にもたらされた変化をみると、すべての作曲者の記録件数が減少している。
フレスコバルディ、モーツァルト、C. P. E. バッハ、アルブレヒツベルガーのフーガが選ばれな
くなった代わりに、ケルビーニ、チェルニー、ル・クーペの生徒ラルース・ラ・ヴィレット嬢 Mlle 
Aimée-Marie-Marguerite-Mercédès LAROUSSE LA VILLETTE（1864~ ?）が新たに記録された。し
かしこれらは、いずれも 1 件ずつしか記録されていない。 









表 II-5-4. 同定された性格的作品（集）の作曲者と記録件数（1870・80 年代） 






シューマン 1810-1856 32 58 
ショパン 1810-1849 31 33 
メンデルスゾーン 1809-1847 8 4 
ヘラー 1813-1888 7 5 
シューベルト 1797-1828 3 4 
ラコンブ 1818-1884 0 1 
L. ヴュータン 1828-1901 0 1 
ルービンシテイン 1829-1894 0 1 
ド・ベリオ 1833-1914 0 2 
チャイコフスキー 1840-1893 0 1 
ラルース・ラ・ヴィレット 1865-1941 0 1 
クープラン 1668-1733 2 0 
ローゼンハイン 1813-1894 2 0 
リスト 1811-1886 1 1 
ラモー 1683-1764 1 0 
ボエリー 1785-1858 1 0 
ルベール 1807-1880 1 0 
ヒラー 1811-1885 1 0 
アルカン 1813-1888 1 0 
グーヴィ 1819-1898 1 0 
シュルホフ 1825-1898 1 0 
ドリュー 1825-1915 1 0 
 
 1870 年代には 94 件中、シューマンとショパンがそれぞれ 32 件、31 件となっており、このジ
ャンルの記録件数の 67％を占めている。これらの作品は《幻想小曲集》作品 12、《クライスレ
リアーナ》作品 16、《アラベスク》作品 18、《8 つのノヴェレッテ》作品 21、《ヴィーンの謝肉
祭》作品 26、《森の情景》作品 82 からの抜粋である。一方、ショパンは《ノクターン》（作品
15、27、32、48、55）の抜粋と《即興曲》（作品 29、36、66）が記録された。ショパン、シュ
ーマン以外の作曲家については、件数が一桁しか記録されていない。中でも多いのはメンデル
スゾーンとヘラーである。メンデルスゾーンは 1860 年代に引き続き《無言歌》（作品 19、30、
62、67）、ヘラーは《孤独者の散歩》作品 89、《メロディ》作品 120、《森の中で》作品 128、《2
つの即興曲》作品 129、《2 つの演奏会用間奏曲》作品 135 から抜粋が演奏された。シューベル














している。増加した 18 件のうち、12 件はショパンの作品である。シューマンは 6 件増加し、
メンデルスゾーン、ヘラーはそれぞれ 2 件、3 件減少した。シューベルトは 1 件だけ増加した
が、1870 年代に記録された 2 件以下の作曲家はすべて記録から消えた。その代わり、ラコンブ、
L. ヴュータン、ルービンシテイン、マチアスの後任となったド・ベリオ、チャイコフスキー、





 1860 年代に舞曲は 8 件のみ記録され、記録件数では 7 番目に位置していた。作曲家はフレス
コバルディ、リュリ、バッハ、ヴェーバーの 4 名だったが、1870 年代には次の表 II-5-5 に示す
9 名の作曲家の舞曲 51 件が記録されている。 
 






ショパン 1810-1849 30 40 
J. S. バッハ 1685-1750 9 3 
ヘンデル 1685-1759 3 0 
モーツァルト 1756-1791 3 0 
グラウン 1704-1759 2 0 
トマ 1811-1896 1 0 
ヴェーバ  ー 1786-1826 1 4 
シャミナード 1857-1944 1 0 
パラディース 1707-1791 1 0 
ルービンシテイン 1829-1894 0 1 
リスト 1811-1886 0 6 
ダルベール 1864-1932 0 1 
マルモンテル（父） 1816-1898 0 1 
ゴンチエ 1865-1893 0 1 




クラスで 30 件が記録されている。ヴェーバーのポロネーズ（作品 72）は 1 件しか記録されて
おらず、この舞曲ジャンルはほぼ完全にショパンに取って代わられた。ショパンの 30 件を除い
た 21 件のうち、13 件はバロック時代の舞曲組曲でバッハ、ヘンデル、パラディースの作品で
ある。その他はモーツァルトのジーグ（K 573）が 3 件、院長トマの初期作品《6 つのワルツ》
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作品 4 からの抜粋、シャミナードの《メヌエット》作品 5 である。トマ、シャミナードの作品
はル・クーペのクラスの試験で記録された。 
 1880 年代に入るとショパンのポロネーズの導入はさらに進む。記録件数は 7 件増加し、すべ
てのクラスで演奏されている。作品も多様化し、作品 22、26、53 の他に 19、40、41、44 が記
録された。ショパンに次いで多くのポロネーズが記録されるようになるのはリストである。6
件の記録はマルモンテル、マチアス、ディエメールのクラスに見られ、このうち 4 件は《2 つ









 5-1-6. 練習曲（集）――ショパンの重視 1860 年代に 8 番目の地位を占めていたこのジャン
ルは、1870 年代に 5 番目に位置しており、定期試験における演奏頻度が増加したと見られる。
1860 年代はショパンの練習曲が 4 件、モシェレスの練習曲が 1 件記録されていた。ショパンを
重視するこの傾向は 1870 年代にも現れている。次の表 II-5-6 が示すように、ショパンの練習曲
は 48 件中 17 件を占めており、すべてのクラスで記録されている。 
 






ショパン 1810-1849 17 46 
ヘラ  ー 1813-1888 8 7 
モシェレス 1794-1870 5 5 
クラーマ  ー 1771-1858 3 0 
クレメンティ 1752-1832 3 0 
エルツ 1803-1888 2 0 
カルクブレンナ  ー 1785-1849 2 0 
ヘンゼルト 1814-1889 2 12 
ル・クーペ 1814-1887 1 0 
メンデルスゾーン 1809-1847 1 1 
シュタイベルト 1765-1823 1 0 
ケスラ  ー 1800-1872 1 1 
リスト 1811-1886 1 4 
サン＝サーンス 1835-1921 1 5 
マチアス 1826-1910 0 2 
ルービンシテイン 1829-1894 0 3 
ドラボルド 1839-1913 0 1 
J. コーエン 1835-1901 0 1 
 






定の作品に集中しており、うち 3 件は《力強さ、軽やかさとカプリース――練習曲集》作品 50






 1880 年代に入ると、練習曲の記録件数は 39 件も増加する。この結果、ジャンルの順位は第 4
位に浮上する。増加した 39 件のうち、29 件はショパンの練習曲で、ショパンがここまでみて
きたジャンル同様、増加していることが分かる。作品番号が同定された 24 件のうち、18 件が
作品 10 で、6 件が作品 25 からの抜粋である。ショパンに続いて多く演奏されるようになった
のは、ヘンゼルトの練習曲集（作品 2 と作品 5）からの抜粋で、ドラボルド、マサール夫人、
デュヴェルノワのクラスの試験で演奏された。ヘラーは 7 件記録されており、このうち 5 件は
1870 年代と同じく、《ヴェーバーの〈魔弾の射手〉に基づく練習曲》作品 127 が記録されてい
る。同様にモシェレスも、5 件のうち 3 件が、1870 年代に記録されたのと同じく作品 51 である。
モシェレスに次いで 4 件記録されたリストの練習曲は、うち 2 曲が《3 つの演奏会用大練習曲》
（S 144）の第 3 番〈ため息〉と同定されている。サン＝サーンスの練習曲は 1870 年代に《6
つの練習曲》作品 52（1877）がル・クーペのクラスで 1 件のみ記録されていたが、この作品は
1880 年代には 3 件が記録された（他の 2 件は同定不可）。1870 年代に記録されたクラーマー、
クレメンティ、エルツ、カルクブレンナー、ル・クーペ、シュタイベルト、アルカンの「練習
曲」ジャンルの作品は、1880 年には記録に現れなくなった。これらに代わって、より新しい世










して 1830 年代後半から 1840 年代にかけてピアニスト兼作曲家たちの注目を集めた書法と演奏
技法は、1870 年代までにその新鮮さを失っていた。 
 一方、1870 年代以降も残り続けた「幻想曲 1」に関しては、次の 8 名の作曲者が記録されて
いる。 
  
                                                        
1109 « L’abus des procédés identiques a fini par lasser les oreilles musicales. Le gôut a changé, la mode n’est plus à ces 
interminables fantaisies qui passionnèrent le public il y a trente ans. » PC, p. 163. 
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ショパン 1810-1849 11 13 
バッハ 1685-1750 7 5 
シューベルト 1797-1828 7 8 
フンメル 1778-1837 7 2 
メンデルスゾーン 1809-1847 6 10 
シューマン 1810-1856 2 6 
モーツァルト 1756-1791 1 0 
ヘラ  ー 1813-1888 1 5 
 
 1860年代に記録されたフンメル、メンデルスゾーン以外に6名の作曲家が新たに見出される。 
 1870 年代、もっとも多く記録された作曲家はここでもショパンである。11 件あるショパンの
記録のうち、8 件の作品が同定されており、うち 7 件は《幻想曲》作品 49、1 件が《ポロネー
ズ=幻想曲》作品 61 である。ショパンに次いでバッハとシューベルトの幻想曲が 7 件ずつ記録
されている。バッハの幻想曲はすべて《半音階的幻想曲とフーガ》（BWV 903）からの抜粋、シ
ューベルトは 2 件が《「さすらい人」幻想曲》ハ長調（D 760）で、《幻想曲、アンダンテ、メヌ
エットとアレグロ》（D 894）は 4 件同定されている。シューベルトの受容はソナタにおいてよ
りも幻想曲において進んだことが分かる。バッハ、シューベルトに次いで、フンメルとメンデ
ルスゾーンはそれぞれ 6 件記録されている。フンメルは 1860 年代に引き続き、いずれも《幻想
曲》作品 18 のみが取り上げられている。メンデルスゾーンも同じく作品 28 がレパートリーに
定着したが、専ら第 3 楽章の「プレスト」のみが演奏されている。シューマン、モーツァルト、
ヘラーはこのジャンルでは初めて記録された。《幻想曲》作品 17 が、1878 年と 1880 年にそれ
ぞれル・クーペとマサール夫人のクラスで選曲された。モーツァルトの《幻想曲》ハ短調（K 475）
は 1878 年 6 月にル・クーペのクラスで、ヘラーの《F. メンデルスゾーン=バルトルディの民謡
――ソナタ形式による幻想曲》作品 69 は 1879 年 6 月にマルモンテルのクラスでピエルネ 
Gabriel PIERNÉ（1863~1837）によって演奏されている。 











 5-1-8. 前奏曲（集）――バッハの後退とショパンの台頭 
 1870 年代と 1880 年代に記録された前奏曲の作曲者とそれぞれの記録件数を下の表に示す。 
 






J. S. バッハ 1685-1750 25 2 
ショパン 1810-1849 7 29 
メンデルスゾーン 1809-1847 2 11 
ヘラ  ー 1813-1888 1 0 
ルービンシテイン 1829-1894 0 2 
 
 1860 年代において記録された 11 件の前奏曲はすべてバッハの作品だった。1870 年代にもま
たバッハの前奏曲がこのジャンルの大半を占める。記録された 25 件の前奏曲のうち、19 件は
フーガとセットで演奏されており、メンデルスゾーンの 2 件も同様である。後続曲をもたない
独立した前奏曲は、1870 年代に初めて記録に現れる。7 件記録されたショパンの《24 の前奏曲》
作品 28（1839）と、1 件記録されたヘラーの《24 の前奏曲》作品 81（1839）からの抜粋がこれ
に該当する。これらのうち、ショパンの前奏曲 1 件だけがドラボルドのクラスで、他の 7 件は
すべてル・クーペのクラスで演奏されている。 
 1880 年代になると、ショパンの前奏曲の記録件数が 7 件から 29 件に急増する。これら 29 件
のうち、24 件はル・クーペのクラスで記録され、他の 5 件はマサール夫人、ド・ベリオ、デュ
ヴェルノワのクラスの試験で記録された。一方、バッハの前奏曲は 23 件減少し大幅に後退する。
ヘラーの前奏曲はもはや記録されず、代わりに A. ルービンシテインの前奏曲が 2 件、マサー
ル夫人のクラスで新たに記録された。メンデルスゾーンの前奏曲は、11 件のうち 2 件がフーガ
とセットで演奏されており（1886 年 6 月の試験では E. サティによって演奏された）、2 件が《6





 一方で、変奏曲はショパンの割合が比較的少ないジャンルである。次の表 II-5-8 は、同定さ
れた変奏曲の作曲者と記録件数を示している。1860 年代において、このジャンルではモーツァ
ルト、ヘンデル、エルツの作品しか記録されなかったが、1870 年代には 11 名の名前が現れる。  
 439 
 






メンデルスゾーン 1809-1847 9 9 
シューマン 1810-1856 8 11 
ヘンデル 1685-1759 4 2 
モーツァルト 1756-1791 2 0 
ブラームス 1833-1897 2 1 
ビゼ  ー 1838-1875 2 4 
エロルド 1755-1802 1 0 
タールベルク 1812-1871 1 0 
ヘラ  ー 1813-1888 1 1 
マチアス 1826-1910 1 0 
ベートーヴェン 1770-1827 1 12 
ショパン 1810-1849 0 2 
アルカン 1813-1888 0 1 
 
 1870 年代に「変奏曲」ジャンルで重要な位置を占めるようになったのはメンデルスゾーンの
《厳格な変奏曲》作品 54 ニ短調（1841）で、9 件の記録のうち 7 件がこの作品と同定されてい












ーヴェンは《独創主題による 32 の変奏曲》（WoO 80）である。ヘラーの作品は、マルモンテル
によってドビュッシーの演奏候補曲として記されている。 
 1880 年代に入ると、ベートーヴェンの変奏曲の記録が 11 件増加する。12 件のうち 11 件は、
1870 年代と同じく変奏曲によって占められており、1 件は《15 の変奏曲とフーガ》作品 35（「エ
ロイカ変奏曲」）である。次いで、シューマンの《交響的練習曲》作品 13 も 3 件記録が増え、
ベートーヴェンに次ぐ位置を占めた。メンデルスゾーンでは《厳格な変奏曲》が引き続き 9 件
記録され、4 件のビゼー、2 件のブラームス、ヘラーがこれに続く。記録されたブラームスの変




アルカンの《すべての短調による 12 の練習曲》作品 39（1857）の終曲〈イソップの饗宴〉が
ディエメールのクラスで演奏された。 
                                                        




 協奏曲に準じるこのジャンルでは、1860 年代にはマイヤ （ー4 件）、メンデルスゾーン（3 件）、
ヴェーバー（2 件）の記録が見られた。次の表 II-5-10 が示すように、1870 年代になってもやは
りこれら 3 名の作曲家の作品が演奏されている。 
 






ヴェーバ  ー 1786-1826 12 9 
メンデルスゾーン 1809-1847 11 9 
マイヤ  ー 1799-1862 5 0 
ディエメール 1843-1919 0 1 
 
 但し、マイヤーの演奏頻度は減って 5 件（《演奏会用アレグロ 第 2 番》作品 60）となり、も
っとも多いのはヴェーバーの《コンツェルトシュトゥック》作品 79 で 12 件となった。メンデ
ルスゾーンの《華麗なカプリッチョ》作品 22 も、ほぼ同数の 11 件が記録されている。 
 1880 年代にはマイヤーが完全に演奏されなくなり、代わりにディエメールの《コンツェルト














ショパン 1810-1849 24 49 
ラルース・ラ・ヴィレット 1865-1941 0 1 
 
このジャンルが最初に記録されたのは、1875 年 6 月、マルモンテルのクラスにおいてである。
1870 年代、つまり 1875 年 6 月から 1880 年 6 月にかけて 24 件記録されたバラードでは、第 1
番が 15 件、第 2 番が 3 件、第 3 番が 4 件、第 4 番が 1 件記録されている。 
 1880 年代になっても、第 1 番が 20 件でもっとも多く記録されており、第 2 番が 5 件、第 3
番が 13 件、第 4 番が 6 件と、第 3 番が比較的多く演奏されるようになる。 
                                                        
1111 Theodor DÖHLER, Ballade pour piano, op. 41, Paris, J. Meissonnier, 1842. 
1112 Id., La Suppliante, ballade pour le piano, op. 65, Paris, Brandus, 1847.   
1113 Edouard WOLFF, Deuxième ballade pour le piano, op. 111, n° 1, Paris, M. Schlesinger, 1845. 
1114 Auguste WOLFF, Ballade pour le piano, op. 4, Paris, S. Richault, 1847. 
1115 Alexandre Édouard GORIA, Ballade pour piano, op. 37, Paris, Chabal, 1847. 
1116 Charles MAYER, Ballade pour piano, op. 115, Paris, S. Richault, 1850. 
1117 Adolph GUTMANN, Ballade pour piano, op. 19, Paris, Henry Lemoine, 1851. 
1118 Sigismond THALBERG, Célèbre ballade pour piano, op. 76, Paris, Heugel, 1862. 










定されるようになる。1870 年代には次の 6 名の作曲家が挙がっている。 
 






メンデルスゾーン 1809-1847 9 11 
ヴェーバ  ー 1786-1826 6 1 
ショパン 1810-1849 2 1 
モーツァルト 1756-1791 1 0 
フンメル 1778-1837 1 0 
リース 1784-1838 1 0 
 
 1873 年に初めて記録されたメンデルスゾーンの《ロンド・カプリッチョーソ》作品 14 は、
1870・80 年代を通してもっとも多く記録されており、すべてこの作品で占められている。ヴェ
ーバーの《華麗なロンド》作品 62 は 1870 年代にはメンデルスゾーンの作品 14 とほぼ同数が記
録されたが、1880 年代には 1 件しか記録されていない。同様に 2 件記録されたショパンの《ロ
ンド》作品 16 は、1870 年代には 2 件記録されていたが、1880 年代には 1 件に減っている。シ
ョパンの作品が減少したのはこのジャンルだけである。モーツァルトの《ロンド》イ短調（K 511）、
フンメルの《ロンド》作品 16 ロ短調、リースの《華麗なロンド》作品 122 ヘ短調‐ヘ長調は、
1880 年代には演奏されなくなった。このジャンルにおいては、1870 年代から 1880 年代にかけ
て、演奏される作品がメンデルスゾーンに集中するようになっていることが分かる。 
 
5-1-13. スケルツォ――ショパンの《スケルツォ第 2番》 
 バラードと同じく、スケルツォはほぼショパンの作品によって占められ、彼によって代表さ
れるジャンルとなった。既に 1860 年代にはショパンのスケルツォは 5 件記録され、うち 4 件は
《スケルツォ》第 2 番（1837）だった。1870 年代の記録においても、17 件のうち、同定された











ショパン 1810-1849 17 47 
ヘラ  ー 1813-1888 1 1 
メンデルスゾーン 1809-1847 0 4 
マチアス 1826-1910 0 2 
デュボワ 1837-1924 0 1 
 
1870 年代にショパン以外でスケルツォが演奏されたのは、1880 年 6 月にマルモンテルのクラ
スでメスキータ Carlos DE MESQUITA（1864~1953）がヘラーの《スケルツォ》作品 24（1841）
を演奏したときのみである。 
 1880 年代に入ると、ショパンのスケルツォの記録は 31 件増加する。記録された 47 件の内訳
は、第 1 番が 9 件、第 2 番が 28 件、第 3 番が 7 件、第 4 番が 1 件となっており、依然として《ス
ケルツォ第 2 番》が主要な地位を占めた。ショパン以外のスケルツォは、いずれも 19 世紀の作
曲家による作品である。メンデルスゾーンの《カプリッチョ風スケルツォ》（U 113）が 4 件記
録されている他は、いずれも 1860 年代以降に書かれた作品で、マチアスの《スケルツォ第 2




 「編曲」のカテゴリーは次の表 II-5-14 に示すように様々なジャンルを含んでいる。 
 
表 II-5-14. 同定された編曲の作・編曲者と記録件数（1870・80 年代） 





バッハ＝リスト 1811-1886 前奏曲とフーガ 4 7 
サン=サーンス 
＝ビゼ  ー 1838-1875 
協奏曲 
2 4 
ビゼー＝ドラボルド 1839-1913 舞曲（メヌエット） 2 0 
モーツァルト＝アルカン 1813-1888 協奏曲 1 1 
バッハ＝ル・クーペ 1814-1887 アリア（カンタータより） 1 0 





メンデルスゾーン＝リスト 1811-1886 行進曲（劇付随音楽より） 1 0 
シューベルト＝リスト 1811-1886 歌曲 1 4 
バッハ＝タウジヒ 1841-1871 トッカータとフーガ 0 2 
ヴァーグナー＝リスト 1811-1886 アリア、序曲、合唱 0 14 
バッハ＝ピエルネ 1863-1937 トッカータとフーガ 0 1 
パガニーニ＝リスト 1811-1886 カプリース 0 1 
バッハ＝ブロック 1873-1960 フーガ 0 1 
ロッシーニ＝リスト 1811-1886 舞曲（タランテラ） 0 1 
チャイコフスキ＝リスト 1811-1886 ポロネーズ（オペラより） 0 1 




 1860 年代における編曲の記録件数は 4 件だった。1870 年代に入ってもこのカテゴリーの作品
は 16 件で、それほど多くはないが、1880 年代に入ると 40 件に増加し、その重要性が高まって
いることが分かる。ここで際立っているのは、リストによる編曲作品の多さである。リストに
よる編曲作品は 1870 年代には 6 件、1880 年代には 28 件に増加し、編曲作品全体の過半数を占
めている。 
 1870 年代にもっとも多く演奏された編曲作品は、リストによるバッハの《オルガンのための
6 つの前奏曲とフーガ》（S 462）で、4 件中 3 件がこの作品である。この作品が最初に記録され
たのは 1878 年 1 月の定期試験で、このときはピエルネによって演奏された。フーガの編曲とし
てはこれ以外に、サン=サーンスが編曲したベートーヴェンの《弦楽四重奏》作品 59-3 のフィ
ナーレがある。フーガに次いで編曲で重視されたジャンルは協奏曲で、4 件が記録されている。
ビゼーによるサン=サーンスの第 2 協奏曲の編曲、アルカンによるモーツァルトの第 20 協奏曲











ハの《オルガンのための 6 つの前奏曲とフーガ》と《12 のシューベルトのリート》（S 558）は
1870 年代よりも増加し、それぞれ 4 件多く記録された。記録件数が 3 件以下の編曲作品には、
バッハ作品の編曲が 3 件含まれる。一つは、3 件記録されたタウジヒ Carl TAUSIG（1841~1871）
による《トッカータとフーガ》 ニ短調（BWV 565）、マルモンテルの生徒のピエルネによる、
オルガンのための《トッカータとフーガ》 ヘ長調（BWV 540）、ブロック Andréas BLOCH
（1873~1960）による作品（同定は不可）である。この他、リストの《パガニーニに基づく超絶







 1860 年代にメンデルスゾーンとヘラーの名前が 3 件記録されたが、1870 年代においてもこの










メンデルスゾーン 1809-1847 9 13 
ヘラ  ー 1813-1888 1 2 
マチアス 1826-1910 0 3 
ヴェーバ  ー 1786-1826 0 3 
ディエメール 1843-1919 0 2 
 
 メンデルスゾーンでは、《3 つの幻想曲またはカプリース》作品 16 と《3 つのカプリース》作
品 33 からの抜粋が記録されている。ヘラーの作品は同定できない。1880 年代になると、メン
デルスゾーンの記録回数は 4 件増加し、記録された作品も、作品 16、33 に加え《カプリッチョ》
作品 5 が新たに記録されるようになる。2 件記録されたヘラーの作品のうち、1 件は《F. メン
デルスゾーンの主題に基づく 2 つのカプリース》作品 144 である。1870 年代に記録されなかっ
た作品としては、ヴェーバーの《モメント・カプリッチョーゾ》作品 12、マチアスの《カプリ
ース》作品 62 が 3 件、ディエメールの《カプリース》作品 17 が 2 件、1880 年代に記録された。 
 
 5-1-16. トッカータ 
 このジャンルでは、1870 年代にパラディース、バッハ、クレメンティ、シューマン、マルモ
ンテル（父）の 5 名の作品が記録されており、幅広い時代の作品が選択されいる（表 II-5-16）。 
 






シューマン 1810-1856 3 0 
クレメンティ 1752-1832 2 0 
パラディース 1707-1791 2 3 
マルモンテル 1816-1898 1 0 








ラプソディ》が 3 件記録されており、いずれもマチアスのクラスで 1876 年 2 月、1877 年 6 月、
1878 年 6 月に記録されている。3 件のうち、同定されたのは 2 件で、第 2 番と第 6 番が演奏さ
れている。1880 年代には 8 件に記録が増加し、1882 年と 1883 年にマチアスのクラスで記録さ
れてから後は 1887 年以降、デュヴェルノワ、ディエメール、ド・ベリオのクラスで記録された。




 5-2. 作曲家の傾向 










れている。次頁の表 II-5-17a、b は、1870 年代、1880 年代の定期試験演奏曲目における作曲者
の生誕年代別記録件数（それぞれ実数と延べ人数）と順位を比較している。表に続くグラフ
II-5-4a・b およびグラフ II-5-5 は、それぞれこれらの表の件数と延べ人数の割合を図示したもの
である。 
 表 II-5-17a が示すように、1810 年世代の作曲家は 1870 年代に実人数で 21 名、1880 年代には
18 名となっている。延べ人数においてもそれぞれ、403 名、675 名となっており、1870 年代か




1860 年代にもっとも多く記録された 1770 年世代の作曲家で、約 23％を占める。しかし実数に
おいては 3 名しかおらず、少数の作曲家（ベートーヴェン、フンメル）による作品が集中的に
演奏されたことが分かる。この点は 1860 年代と変わりはない。延べ人数の第 3 位から第 5 位を
占める 1680 年世代（主にバッハ）、1800 年世代（主にメンデルスゾーン）、1780 年世代の作曲
家（主にヴェーバー）の記録件数は、1770 年世代の作曲家の約半分にあたる 150 件前後が記録
され、それぞれ約 11％を占めている。1780 年世代の作曲家は、1860 年代にはもっとも多く記
録されていたが、1810 年世代、1770 年世代の記録数増加によって大きく順位を下げた。第 6
位から第 8 位の以下の延べ人数は、さらにその半分から 1/5（25~60 件）しか記録されておらず、
第 5 位以上の世代とは大きな差が開いている。1790 年世代（主にシューベルト、モシェレス）
の延べ記録件数は 60 件、1750 年代（主にモーツァルト）は 44 件、1830 年代（主にサン=サー
ンス）は 30 件、1820 年代（主にマチアス、シュルホフ）が 25 件となっており、割合にすると





表 II-5-17. 1870・80 年代の定期試験演奏曲目における 
作曲者の生誕年代別記録件数と順位 
N.B. 編曲作品の場合、「原曲の作者=編曲者」を 1 人として数えている 
 
 a. 実数 b. 延べ人数 
作曲者の 
生誕年代 
1870 年代 1880 年代 
 作曲者の 
生誕年代 












1810 年代 1 21 - 18 
 
1810 年代 1 403 - 675 
1830 年代 2 8 - 10 
 
1770 年代 2 318 - 218 
1780 年代 2 8 2 4 
 
1680 年代 3 156 3 50 
1820 年代 3 6 1 4 
 
1800 年代 4 153 - 115 
1800 年代 4 5 1 3 
 
1780 年代 5 149 -2 118 
1860 年代 5 4 3 0 
 
1790 年代 6 60 2 32 
1790 年代 5 4 - 3 
 
1750 年代 7 44 2 24 
1680 年代 5 4 - 3 
 
1830 年代 8 30 -3 74 
1770 年代 6 3 -1 3 
 
1820 年代 9 25 -2 33 
1750 年代 6 3 - 2 
 
1760 年代 10 10 2 3 
1730 年代 6 3 2 0 
 
1730 年代 11 6 3 0 
1850 年代 7 2 1 0 
 
1700 年代 12 5 - 3 
1760 年代 7 2 -1 2 
 
1580 年代 13 2 1 0 
1700 年代 7 2 - 1 
 
1660 年代 13 2 1 0 
1720 年代 8 1 - 0 
 
1710 年代 13 2 -1 3 
1870 年代 8 1 - 0 
 
1720 年代 13 2 1 0 
1710 年代 8 1 -1 1 
 
1850 年代 13 2 1 0 
1660 年代 8 1 - 0 
 
1840 年代 14 0 -4 10 
1580 年代 8 1 - 0 
 
1860 年代 14 0 -3 6 
1840 年代 9 0 -6 5 
 




グラフ II-5-4. 1870・80 年代の定期試験演奏曲目における作曲者の生誕年代別記録件数 
N.B. グラフ b は上位 9項目のみ表示 















































1830年代, 74 1750年代, 44 
1750年代, 24 1790年代, 60 
1790年代, 32 

























である。第 10 位以下は、1750 年世代と 1680 年代を除く 1760 年世代以前の作曲家と 1850 年世
代の作曲家（アントナン・マルモンテル）で、記録件数が 10 件以下である。このうち、1860
年代には 1760 年世代のドゥシークは 17 件記録されていたが、1870 年代にはシュタイベルトと
ドゥシークを合わせても 10 件しか記録されておらず、この世代の重要性が大きく後退したこと
その他, 2.3% その他, 1.9% 
1820年代, 1.8% 1820年代, 2.4% 
1830年代, 2.2% 
1830年代, 5.4% 1750年代, 3.2% 
1750年代, 1.8% 


























 1880 年代には世代間の偏りがさらに大きくなる。1810 年世代の作曲家は、実数が 21 件から
18 件に減っているにも拘らず、この世代の延べ人数が約 30％（403 件）から約 50％（674 件）
まで増加している。反対に、1770 年世代の順位は変わらず第 2 位を占めるが、延べ記録件数は
100 件減少し、占める割合は 23％（318 件）から 16％（218 件）へと縮小している。1870 年代
に第 3 位を占めていた、バッハを含む 1680 年世代の記録件数の縮小はさらに著しく、延べ記録
人数は 156 件から、約 1/3 にあたる 50 件にまで減少した。その結果、延べ人数での順位は 6 位
まで落ちた。これによって、1780 年世代と 1800 年世代はそれぞれ第 3 位、第 4 位に浮上した
が、延べ人数も、全体に占める割合も減少している。同様に減少したのは 1790 年代、1750 年
代、1760 年世代で、完全に記録されなくなった世代は 1580 年世代、1660 年世代、1730 年世代、
1720 年世代、1850 年世代である。ここから、18 世紀以前に生まれた世代の作品の多様性が失
われ、過去のレパートリーへの関心が薄れていることが分かる。 
 その一方で、ショパン以降の世代の記録件数は概して増加傾向にある。1820 年世代の作曲家
の延べ記録件数は 25 件から 33 件に増加し、サン=サーンスを含む 1830 年世代は 30 件から 74
件へと大きく記録件数を増加している。とくに後者の割合は、全体の 5％を占めるまでに増え
た。1840 年世代、1860 年代、1870 年世代は、1880 年代に初めて記録され、それぞれ 10 件、6





5-2-2. 1810 年代生まれの作曲家――ショパンの優越とシューマンの台頭 
 前節でみた様に、1870 年代から 1880 年代にかけて、多くのジャンルにおいてショパンの記
録件数の増加が見られた。この傾向は、この世代の他の作曲家の記録件数と比較してみるとい
かに顕著であるかが分かる。次の表 II-5-18 は、1870 年代と 1880 年代におけるこの世代の作曲
家の記録件数を比較している。 
 







ショパン 1810-1849 257 441 
シューマン 1810-1856 69 124 
ヘラ  ー 1813-1888 29 31 
アルカン  1813-1888 7 12 
リスト 1811-1886 6 22 
タールベルク 1812-1871 6 1 
マルモンテル 1816-1898 5 1 
ヒラ  ー 1811-1885 4 0 
ヘンゼルト 1814 -1889 2 12 
ローゼンハイン 1813-1894 2 1 
ヴォルフ 1816-1880 2 0 
トマ 1811-1896 1 0 
プリューダン 1817-1863 1 0 
グーヴィ 1819-1898 1 0 




 この世代において、ショパンが群を抜いて件数が多く記録される傾向は、既に 1860 年代の記
録件数にも表れていた1120。1870 年代において、ショパンはこの世代の作曲家の 65％を占めて
おり、1880 年代になるとこの傾向はさらに強まり、68％を占めるに至る。1870 年代と 1880 年
代に演奏されたショパンのジャンル別記録件数の内訳は次の通りである。 
 
グラフ II-5-6. 記録されたショパン作品のジャンル内訳と記録件数（1870・80 年代） 
N.B. 記録件数の少ない次のジャンル、「同定不可」は含めていない 
ロンド（1870 年代：2 件、 1880 年代：1件）、変奏曲（1870 年代：0 件、1880 年代：2 件）、同定不可（1870 年
代：3 件、1880年代：2 件） 
 
 
 1870 年代には協奏曲がもっとも多く記録されている。このうち、第 1 協奏曲は 33 件、第 2
協奏曲は 18 件記録され、第 1 番の方が多く演奏されていた。協奏曲の下位ジャンルである「独
奏協奏曲」に含まれる《演奏会用アレグロ》作品 46 は 25 件記録されており、ショパンにおい
ては協奏曲ジャンルの作品がもっとも重視されていたことが分かる。1880 年代には記録数が 7
件増加し、第 1 番が 38 件、第 2 番が 23 件記録されているが、両者の割合は 1870 年代とほとん
ど変わらず、第 1 番の方が重視されている。 
 その一方で、ソナタは1870年代から1880年代にかけて大きくその位置付けが変化している。
1860 年代には記録件数において協奏曲と大きく差が開いていたソナタは、1870 年代に重要な位
置を占め始める。1870 年代、ソナタは 2 番目に記録件数が多く、38 件が記録された。このうち、
                                                        









































28 件が同定されており、《ピアノ・ソナタ第 2 番》作品 35 が 9 件、《ピアノ・ソナタ第 3 番》
作品 58 が 19 件となっている。楽章まで同定された作品に関して、第 2 ソナタは第 1、2 楽章、
第 3 ソナタは第 1、4 楽章が記録されている。ここから、いずれも急速なテンポの楽章が演奏さ
れていたことが分かる。 
 その一方で、ショパンのソナタではとりわけ第 2 番の第 3 楽章〈葬送行進曲〉が高く評価さ
れていた。ル・クーペのエディションに抜粋として含められ、マルモンテルのエディションで
は、第 2 ソナタの第 3、第 4 楽章がやはり抜粋として収録された。マルモンテル、ル・クーペ
はそれぞれの註釈において、その精神的特質を指摘している。マルモンテルは 1865 年にこの曲
の註釈で、中間部について「天才的な発想だ、これは信念の光輝である！（trait de génie, c’est 
rayonnement de la foi !）」1121と書き、第 4 楽章については「様々な仕方でその詩的美質を高く評
価することができる（on peut apprécier diversement le mérite poétique）」と述べている。ル・クー
ペは、第 3 楽章が「ショパンのもっとも高度な霊感の一つと見做されている（considéré avec raison 
comme l’une des plus haute inspiration）」1122としている。 
 1880 年代になると、ショパンのソナタの件数は 46 件増加し、協奏曲を抜いてもっとも主要
なジャンルとなる。このうち第 2 ソナタは 26 件、第 3 ソナタは 48 件記録されており、第 3 ソ
ナタの方が第 2 ソナタの約 2 倍近く多く演奏されていることに変わりはない。但し、第 2 ソナ
タについてはすべての楽章が記録されている。終楽章は 1884 年にマサール夫人のクラスで初め
て記録され、第 3 楽章〈葬送行進曲〉は 1888 年 1 月 21 日にフィッソのクラスで初めて記録さ
れた。第 3 楽章の記録はこれが唯一である。第 3 ソナタでは、1870 年代から変わらず第 1 楽章





このジャンルの作品は《即興曲》が延べ 17 件（作品 29、36、66）、《ノクターン》が延べ 20 件












                                                        
1121 Antoine-François MARMONTEL (éd.), Œuvres choisies de Frédéric Chopin, vol. 4, Paris, Heugel, 1864, p. 97. 
1122 EP, p. 101. 
1123 « Un mécanisme très-sûr est indispensable pour rendre avec précision les traits mélodiques de cette charmante 
improvisation. L’ensemble des mains doit être absolu, et la rapidité n’exclure ni la grâce ni l’abandon. Mais là n’est pas la 
seule difficulté, car des doigts forts exercés ne suffisent pas pour bien interpréter la musique de Chopin. Il faut plus encore : 
il ne faut être pénétré du sentiment poétique, rêveur et passionné qui domine dans toutes les œuvres de ce grand artiste. » 
Ibid., p. 108. 
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 1880 年になると、「性格的作品」の記録件数は 3 件だけ増えて 34 件となるが、ノクターン（作
品 27、37、48、55）の記録数が著しく減少し 7 件となる。一方で即興曲（作品 29、36、51、66）
は 3 件増加して 20 件に増加する。《子守歌》は 1870 年代と変わらず、2 件記録された他は、《舟
歌》作品 60 が 4 件、《タランテラ》作品 41 が 1 件新たに記録された。 
 「舞曲」は、1860 年代におけるショパン作品の記録には一度も現れなかったジャンルだが、
1870 年代には「性格的作品」に次いで多く記録されている。30 件記録された「舞曲」はすべて
ポロネーズで、作品 22、26-1、53 を含んでいる。このうち、もっとも多く演奏されたのは 11










 29 件記録されたバラードもまた、1860 年代には記録されなかったジャンルである。前節でみ
たように、4 つのバラードの中では、第 1 番がもっとも多く記録されている。実際、ショパン









                                                        
1124 « La collection des nocturnes porte aussi l’empreinte du génie tendre et gracieux de Chopin. Nous ne connaissons rien 








おいて修了試験の課題曲に選ばれた。この 3 年後、マルモンテルは 4 つのバラードについて「詩
的で波乱に富む（poétiques et mouvementées）」と簡潔に説明しており1126、1860 年代から繰り返
されてきた「詩人」としてのショパン像は、1870 年代にバラードが教育的枠組みに取り入れら
れることによって、生徒たちの間に定着していったと考えられる。 
 この傾向は 1880 年代にさらに強められ、記録件数は 20 件増加して 49 件となり、協奏曲に次
ぐ頻度で記録されるようになった。この背景には、1880 年代に修了コンクールで 2 度バラード
が課題曲に選ばれたことも大きく影響していると思われる。1度目は1881年に女子クラスで《バ
ラード第 1 番》、2 度目は 1887 年に男子クラスで《バラード第 3 番》が課題曲となった。1 度目
の課題曲決定の際には、教授の間で意見が分かれ、試験委員による投票で課題曲が決定された。
ル・クーペとドラボルドはフンメルの《ピアノ・ソナタ》作品 81 のフィナーレ、マサール夫人
はヴェーバーの《ピアノ・ソナタ》作品 39 を提案し、院長のトマがこれに《バラード第 1 番》






 練習曲とスケルツォは、1870 年代にそれぞれ 17 件、16 件記録されており、ほぼ同数である。
いずれも 1860 年代に記録されていたジャンルである。1870 年代の演奏記録において、練習曲








                                                        
1125 « La poétique individualité de CHOPIN se reflète de la manière la plus complète dans cette ballade, véritable poème 
d’expression douloureuse et passionnée. Il faut, pour traduire avec vérité ces pages où le sentiment s’élève jusqu’au 
pathétique, une sensibilité extrême qui puisse rendre tous les tons de la douleur, une sonorité puissante dans les chants larges, 
une accentuation incisive sans dureté, et enfin de l’éclat et de la bravoure dans les traits rapides empreints de l’agitation 
fébrile qui caractérise la musique de CHOPIN. » Antoine-François MARMONTEL (éd.), Œuvres choisies de Frédéric 
Chopin, vol. 4, Paris, 1864, Heugel, p. 2. 
1126 PC, p. 11. 
1127 AN, AJ 37/206-3, p. 121. 議事録の本文 I-9-2-2-1 を参照。 
1128 AN, AJ 37/304, p. 149. 
1129 « […Aussi] ne saurions-nous trop attirer l’attention des pianistes sur la manière sérieuse de les travailler au double point 
de vue du style et du mécanisme. » Frédéric CHOPIN, Premier livre d’études, op. 10, Paris, Heugel, ca 1862, p. 2. 
1130 « De l’énergie, de la passion, une exécution chaleureuse et brillante sont les qualités saillantes de cette étude dont le 





大練習曲（belles et grandes études d’artistes）」と呼んでいる。彼は 1876 年にも、《練習曲集》作






 1880年代には、練習曲の記録件数は 29件増加し 46件に達する。このうち同定された作品は、
作品 10 が 18 件（第 3、4、5［通称「黒鍵」］、8、10、12 番、その他曲番号同定不可）、作品 25
が 6 件（第 1、2、6、12 番、その他曲番号同定不可）で、作品 10 の方が多く記録された。記録
件数の増加に伴い、作品 10 は 12 番以外にも複数の番号が演奏されている。一度ではあるが、





 16 件記録されたスケルツォは、1870 年代に第 1 番、第 2 番、第 3 番が記録されているが、も
っとも多いのはこのうち第 2 番で、16 件中 10 件がこれに相当する。スケルツォは、既に 1860
年代に 4 件が記録されており、いずれも第 2 番であった。ショパンのスケルツォの位置づけは
1865 年のル・クーペの註釈が示すように「全く同時に古典的でありロマン主義的である
（classique et romantique tout à la fois）」1133というものであった。マルモンテルはとくに「神秘的
で暗い色合い（La couleur mystérieuse et sombre）」をもつ冒頭 3 小節のユニゾンのモチーフが、
全体に「幻想的な特徴（cachet fantastique）」を付与していると述べ、このスケルツォの独自の






 スケルツォは、1870 年代から 1880 年代にかけて 30 件も記録件数が増加し、バラード、練習
曲とほぼ並んでいる。1885 年には、男子クラスでも初めて修了コンクールの課題曲に選ばれた。
この時も試験委員会と教授、院長の間で検討がなされている1135。教授たちはショパンの《バラ
ード第 3 番》を推挙したが、委員と院長の見解も考慮され、さらに次の 3 作品が候補に挙がっ
た。《バラード第 1 番》作品 23、《アンダンテ・スピアナートと華麗な大ポロネーズ》作品 22、
《スケルツォ第 2 番》作品 31。6 名の委員による投票の結果、満場一致で作品 31 が選ばれた。
ここで注目されるのは、ピアノ科教授、院長、委員によって提案された候補曲がすべてショパ
                                                        
1131 « […] assureraient seuls à Chopin une place à part dans l’art musical, et lui donneraient son véritable rang de 
compositeur inspire, créateur génial, comme diraient les Allemands, s’il n’avait déjà conquis cette place par tant d’œuvres 
du plus grand mérite. » PC, p. 11.  
1132 « Le sentiment de poétique expression de cette étude doit être exprimé avec âme, la sonorité profonde et soutenue. » 
Frédéric CHOPIN, op. cit., p. 12. 
1133 EP, p. 112. 
1134 « Ce morceau pourrait être essayé comme pièce de concours » AN, AJ 37/279, p. 507. 




ケルツォ第 2 番》だったという点である。こうした動きからは、1880 年代にショパンの多様な
作品を積極的に教育に定着させようという音楽院の意思を読み取ることができる。 
 11 件記録された幻想曲のうち、7 件は《幻想曲》作品 49、1 件は《幻想曲=ポロネーズ》であ
る。「幻想曲」ジャンルのショパンの作品は、1860 年代以前には記録に現れなかった。作品 49
が最初に記録されるのは、1873 年 6 月のドラボルドの試験においてで、1877 年 6 月以降、マサ
ール夫人、ル・クーペがドラボルドに続いた。マルモンテルのクラスの試験で演奏されたのは
1879 年になってからで、この作品の受容は他のジャンルほど急速には進まなかった。この作品
に関しては、マルモンテルのエディションが出版されるのは 1883 年のことであるが、1880 年
代になっても記録件数はほとんど変わらなかった。 















れ、件数も 27 件へと大きく増加する。このうち、同定された 3 曲はいずれも第 16 番であった。 
  
                                                        
1136  « Petites pièces relativement de moyenne force, donnant un aperçu du style et des procédés de Chopin. » 
Antoine-François MARMONTEL et Léon GATAYES, « Tablettes du pianiste. Frédéric Chopin », Le Mén., 26e année, n° 1, 
le 5 déc. 1858, p. 5. 
1137 PC, p. 11. 





 1860 年代、シューマン作品の演奏記録は 2 件しかなかった。だが、1870 年代から 1880 年代




グラフ II-5-7. 記録されたシューマン作品のジャンル内訳と記録件数（1870・80 年代） 
N.B. 同定不可（70 代：1 件、1880 年代：2 件）はグラフに含めていない 
 
 
























































れる。マルモンテル自身も、1887 年から 1890 年にかけて『エコール・クラシック』の第 5 シ
リーズの一部として、シューマンの 15 作品を出版した1141。 




                                                        
1139 « Quant à un jugement complet sur les tendances, l’œuvre et l’influence de Schumann, il est trop tôt pour porter cette 
appréciation définitive en pleine crise de l’évolution, dont le maître saxon a donné le signal. Nature rêveuse et concentrée, 
talent puissant et complexe, le chantre des lieders appartiendra pendant longtemps encore aux engouements comme aux 
réactions d’une critique indécise. Mais dès à présent son rôle d’initiateur est hors de conteste, et le nom de Robert Schumann 
a une double valeur historique et musicale. » SV, 1880, p. 246. 
1140 « Je crois pouvoir apprécier en toute impartialité l’œuvre de piano de Robert Schumann. Peu enthousiaste du style 
bizarre, bigarré, haché et diffus de l’école moderne allemande, il m’en coûte d’autant moins de reconnaître à Robert 
Schumann, apôtre plus ou moins conscient de la « musique de l’avenir », une musicalité infiniment supérieure à celle de la 
plupart des réformateurs qui ont marché dans sa voie. » Ibid., p. 245. 




表 II-5-19. 記録されたシューマンの作品と記録件数（1870・80 年代） 









ピアノ・ソナタ第 2 番 22 ソナタ 15 34 
幻想小曲集（ロマンチックな小品集） 12 性格的作品 9 4 




クライスレリアーナ 16 5 6 
トッカータ 7 トッカータ 3 0 
アラベスク 18 性格的作品 3 0 
幻想曲 17 幻想曲 2 5 
8 つのノヴェレッテ 21 性格的作品 3 6 
ピアノ・ソナタ第 1 番 11 ソナタ 1 3 




謝肉祭――4 音に基づく可愛い情景 9 0 19 
パピヨン 2 0 2 
ダヴィッド同盟舞曲集 6 0 1 
ピアノ協奏曲 54 協奏曲 0 1 
 
 まず、「性格的作品」に分類した作品で 1870 年代に記録されたのは、《幻想小曲集》作品 12、
《クライスレリアーナ》作品 16（ショパンに献呈）、《アラベスク》作品 18、《8 つのノヴェレ
ッテ》作品 21、《ヴィーンの謝肉祭》作品 26、《森の情景》作品 82 の 6 作品である。1868 年に
ル・クーペのクラスで初めて記録されたシューマンの小品は、1870 年代に入ると、ル・クーペ
のクラスを中心に、ファランク夫人以外のすべてのクラスで記録されるようになる。1870 年代
に 5 件以上記録されたのは、作品 12（8 件）、16（5 件）、26（6 件）の 3 作品である。フランス
では「ロマンチックな小品集（Pièces romantiques）」1142のタイトルで出版されていた作品 12 は、
9 件のうち 8 件がル・クーペ、1 件がマチアスのクラスで記録されている。この小品集からは、
第 1 番〈夕べに（Au soir/Des Abends）〉、第 3 番〈なぜ？（Et pourquoi ?/ Warum ?）〉、第 4 番〈ふ








 《クライスレリアーナ》作品 16 は、1870 年代には第 1 番のみが専らル・クーペのクラスで
記録されたが、1880 年代にはマサール夫人、マチアス、ド・ベリオ、フィッソのクラスでも演
奏されるようになり、演奏される曲も第 1、2、7 番に拡大した。マルモンテルは 1890 年に出版
したエディションへの註釈で、この曲集に高い芸術的価値を認めて次のように書いている。 
                                                        
1142 Robert SCHUMANN, Pièces romantiques pour le piano, op. 12, Paris, J. Maho, 1857. 
1143 « Sentiment expressif, chaleureux, mouvementé. L’agitation fiévreuse de l’accompagnement conservée pendant la 
pièce entière, sans toutefois amoindrir un seul instant l’accentuation et l’intérêt mélodique. » Id., Pièces romantiques op. 12, 











 演奏者にメカニスムの達成のみならず「真の芸術家の精神と感性（l’esprit et la sensibilité d’un 
véritable artiste）」の必要性を主張する点は、ル・クーペが 1860 年代にベートーヴェンのソナタ















 《ヴィーンの謝肉祭》作品 26 は、1870 年代、1880 年代を通して第 5 番（フィナーレ）のみ
が記録されている。この作品は、1870 年にはマルモンテルとマチアスのクラスでしか記録され
なかったが、1880 年代には彼ら 2 教授に加えドラボルド、ル・クーペ、デュヴェルノワ、フィ
ッソのクラスでも演奏されるようになり、記録数も 4 件増加した。1880 年代にはシューマンの
作品について共通の理解が確立されたことが分かる。1880 年の著書でマルモンテルは、この作
品で《ラ・マルセイエーズ》が引用されることについて1146、ドイツ的抒情性（lyrisme）に通じ
たシューマンが「フランスのことを決して悪く言ったのではない（n’a jamais médit de la France）」
1147ことの証しとして、普仏戦争後のフランスにおけるシューマンの地位を擁護している。1887
                                                        
1144 « Le génie inventif, et l’imagination enfiévrée de R. SCHUMANN se sont affirmés dans cette suite de pièces 
caractéristiques, avec une autorité magistrale, mais il ne suffit pas d’avoir d’excellents doigts et même une grande virtuosité 
pour interpréter dans le sentiment voulu ces pages où la fantaisie s’unit si étroitement avec la facture, dite classique, il 
importe d’avoir l’esprit et la sensibilité d’un véritable artiste pour traduire avec l’accent convaincu ces pages géniales d’un 
musicien philosophe et penseur, malgré les lacunes que le trouble cérébral a pu y laisser. » Id., Kreisleriana, Paris, Heugel, 
1890, p. 13. 
1145 « Malgré ses tendances souvent affirmées pour la fantaisie libre, exempte des entraves imposées par les pédagogues, le 
compositeur essaie fréquemment de conserver à ses œuvres sérieuses les formes consacrées par les grands maîtres classiques. 
Il est facile de saisir au passage dans l’héritage artistique de Schumann plus d’un legs de Beethoven, de Weber, de 
Mendelssohn, de Chopin et même de Franz Schubert, dans ses lieder et chants à plusieurs voix. » SV, p. 242. 
1146 引用が行われるのは 293~299 小節である。 

















 1880 年代には《アラベスク》作品 18 が記録されなくなった代わりに、1870 年代に演奏され
なかった初期作品《蝶々》作品 2、《ダヴィッド同盟舞曲集》作品 6、《謝肉祭――4 つの音符に
基づく可愛い情景》作品 9 が記録された。中でもとりわけ数多く記録されたのは作品 9 である。







 性格的小品についで多く記録されたジャンルはソナタである。1870 年代に見られる 23 件の
記録のうち、15 件が《ピアノ・ソナタ第 2 番》作品 22 と同定されており、過半数を占めてい
る。この作品が初めて記録されたのは、1872 年 1 月に行われたエルツのクラスの試験において
であった。一方で第 1、第 3 ソナタはそれぞれ 1 件しか同定されていない。1880 年代には、46








                                                        
1148 « Cette fantaisie magistrale donne bien la note exacte du style original et personnel de R. Schumann, tempérament 
musical puissant, compositeur génial doublé d’un penseur profond, poète et philosophe. » Robert SCHUMANN, Carnaval 
de Vienne, op. 26, Paris, Heugel, 1887, p. 2. 
1149 « [S]euls les grands maîtres savent écrire avec cette sûreté de main et cet équilibre parfait. » Ibid. 
1150 Cf. AN, AJ 37/289, p. 109-110. 
1151 « Les pensées musicales, chaudes et colorées, ont un véritable sentiment poétique. Il faut encore reconnaître la belle 
ordonnance des différentes parties, le parfait équilibre et l’enchaînement logique des développements. Le plan harmonique 
est clair, l’habileté de main incontestable, et l’ensemble mérite d’être placé au rang des œuvres magistrales. » SV, p. 241. 
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 マルモンテルは、ここでシューマン作品を 2 つの側面から評価している。一つは《ヴィーン
の謝肉祭》への註釈でも言及している「詩的（poétique）」側面である。もう一つは、マルモン




































                                                        
1152 « Au point de vue des aspirations élevées, de la perpétuelle horreur du banal et du vulgaire, Schumann est inattaquable. 
Et pourtant, dans le détail de la mélodie les défauts les plus apparents sont l’abus des syncopes et le parti pris fatigant du 
déplacement normal des accents ; les rythmes haletants ne laissent pas respirer l’interprète ou l’auditeur. Il convient de 
signaler les modulations fréquentes, les enchevêtrements de rythmes se contrariant à plaisir, et amenant, si l’exécution est 
imparfaite ou simplement ordinaire, un trouble inévitable. Mais ces complications trop ingénieuses prouvent aussi le soin 















 「多様性のなかの統一性（l’unité dans la variété）」という表現から、マルモンテルは 16 小節の
主題と 12 の変奏からなるこの作品を統一した全体として捉え、様式の一貫性に大きな価値を見









 リストに献呈された《幻想曲》作品 17 の記録件数は作品 13 よりもさらに少なく、1870 年代
には 2 件、1880 年代には 6 件である。だが、この作品についてもマルモンテルは「詩的な着想
（pensée poétique）」、「全体として天才的（[Cette œuvre] dans son entier est génial）」という言葉を
用いて詩的特質を強調し、作品の様式を全体的観点から評価している。さらに、「ただ優れた芸
術家たちだけが理解でき巧みに演奏しうる（ne peut être comprise et bien interprétée que par des 
artistes de valeur）」とも述べており、作品に相応しい「芸術的」演奏者を要求している。 
 1870年代にマルモンテルとマチアスのクラスで 3回のみ記録された《トッカータ》作品 3は、
1880 年代には全く演奏されなくなった。一貫した 16 分音符の重音と和音に基づく急速なこの
作品は、一つの音型に基づくモチーフが反復される点で、メカニスムの鍛錬を重視している。
そのためこの作品は、詩的性格や全体的構成が美点と認められていたシューマンの代表作とは
見做されなかったと考えられる。このことは、1870 年代から 1880 年代にかけて、教育的力点
がメカニックな訓練よりも、その先にある作品の解釈に置かれていたことを示している。 
 協奏曲は 1880 年代に 1 件しか記録されていない。ヒラーに献呈されたイ短調の《ピアノ協奏
                                                        
1153 Antoine-François MARMONTEL, Art classique et moderne du piano, Vade-mecum du professeur de piano. Catalogue 
gradué et raisonné des meilleures méthodes, Paris, H. Heugel, 1876. 
1154 « Dans cette magistrale composition, la puissante individualité de R. Schumann s’affirme avec une grande autorité, une 
intensité géniale incontestable, on ne sait vraiment ce que l’on doit le plus admirer ou des types divers et si originaux des 
variations, ou du style énergique qui relie ces inventions musicales, ces transformations de la pensée initiale, dans un 
ensemble parfait, l’unité dans la variété. Ces belles études symphoniques sont un travail précieux et du plus vif intérêt, mais 
exigent une interprétation artistique, une virtuosité transcendante. » Robert SCHUMANN, Études symphoniques, op. 13, 
Paris, Heugel, p. 2. 
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5-2-2-3. ヘラ  ー
 ヘラーは、1860 年代にはタールベルクと同じ 5 件が記録され、この世代では記録件数に大き
な差こそあれ、ショパンに次ぐ地位を占めていた。前節では、1860 年代にヘラーに規範的価値
を認める言説が顕著になったことは確認したが、記録件数の少なさから、定期試験におけるヘ
ラーの位置づけは判然としなかった。1870 年代にヘラーの名前は 29 件記録され、1880 年代に
は 2 件増加して 31 件となる。ショパン、シューマンの記録件数とは大きな差が開いているが、
存命中の作曲家の中でヘラーは、この世代でもっとも重視された作曲家であったことが分かる。 
















                                                        
1155 Katharine ELLIS, Music Criticism in Nineteenth-Century France, Cambridge, Cambridge University Press, 1995, 
p. 168. サン=サーンスの演奏についてはジェルマ Maurice GERMA、ヤエルの演奏についてはバヌリエが『ルヴ
ュ・エ・ガゼット・ミュジカル』誌（1865 年第 5 号、1866 年第 15 号）に批評を書いた。 
1156 SV, op. cit., p. 6. 
1157 マルモンテルのこの著作は、1876 年 10月 22 日に出版された『ル・メネストレル』誌第 47 号で始まり、1878
年 4 月 20 日付けの同紙第 20 号まで連載された、30 名のピアニスト兼作曲家に関する文章を一冊にまとめたも
のである。 
1158 « Stephen Heller appartient à cette race d’artistes vaillants, aux sentiments élevés, à la conscience prédominante, ayant 
un profond respect pour l’art et une rare dignité personnelle, âmes fortement trempées, intelligences d’élite, faisant leur loi 
suprême du culte de l’idéal. Qu’importent pour elles le succès et la popularité éphémères, s’il faut les acheter aux prix de 
défaillances ou de compromissions et sacrifier au mauvais goût en poursuivant la vogue ? Les artistes qui aiment l’art pour 
ses jouissances intellectuelles et morales se préoccupent peu de la foule ; ils ont un but plus élevé, ils poursuivent sans cesse 
la pureté de l’inspiration, et le charme de la forme. Stephen Heller est de ce petit groupe de chercheurs consciencieux et 





















 次のグラフは、1870 年代、1880 年代に定期試験で記録されたヘラー作品のジャンルの内訳を
示している。その直後に示す表は、記録された個々の作品と記録件数を一覧している。 
  
                                                        
1159 « La fermeté de style, la forme naturelle et saine, qui caractérisent ses compositions, tiennent d’abord à sa probité 
intellectuelle, à cette rare et sereine loyauté qu’on ne saurait trop applaudir en ce temps de productions faciles. Elles tiennent 
aussi à son étude assidue des grands maîtres anciens et modernes, à ses habitudes de méditation profonde et de puissante 
concentration. Voilà les causes multiples auxquelles les compositions de Heller doivent ce cachet de distinction et de 




けられていることだろう！」 « […M]ais, en revanche, que de titres burlesques, d’étiquettes prétentieuses sur des pièces 
dites originales, mais vides de sens, d’idées, écrites dans un véritable patois musical ! » 








表 II-5-20. 同定されたヘラー作品の内訳と記録件数（1870・80 年代） 
N.B. 濃いグレーで着色したタイトルは他の作曲家の主題に基づく作品、 









ピアノ・ソナタ第 3 番 ソナタ 88 1856 7 6 
ヴェーバーの《魔弾の射手》に基
づく練習曲集 
練習曲(集) 127 1871 7 5 
孤独者の散歩第 3 集 性格的作品 89 1857 2 0 
スケルツォ スケルツォ 24 1841 1 0 




幻想曲 69 1849 1 5 
24 の前奏曲 前奏曲 82 1853 1 0 
メロディ――リート 性格的作品 120 1867/68 1 0 
森の中で 
性格的作品 
128 1872 1 0 
2 つの即興曲 129 1871/72 1 0 
2 つの演奏会用間奏曲 135 ca 1872 1 3 
ベートーヴェンの主題による 33
の変奏曲 
変奏曲 130 1871/72 0 1 
シューマンの主題による変奏曲 変奏曲 142 1877 1 0 
ピアノ・ソナタ第 4 番 ソナタ 143 ca 1877 1 3 
幻想的スケルツォ スケルツォ 57 1846 0 1 
ソナタ第 2 番 ソナタ 65 1849 0 1 
孤独者の夢想（J. J. ルソー） 性格的作品 101 1862 0 2 
メンデルスゾーンの主題による
2 つのカプリース 



















 記録件数の上位 3 位は、1870 年代、1880 年代を通して上から順にソナタ、練習曲、性格小品
という順になっている。協奏曲を書いていないヘラーの作品において、ソナタはもっとも古典
的なジャンルであった。1870 年代に記録された 9 件のソナタのうち、《ピアノ・ソナタ第 3 番》
作品 88 が 7 件を占め、第 4 番が 1 件、その他は同定できない。ヘラーのソナタはマルモンテル、
ル・クーペ、マチアス、ドラボルドのクラスで記録されており、ファランク、マサール両夫人

























 実際、《ピアノ・ソナタ第 3 番》作品 881164は楽章構成からしても、書法の点からみても交響
的な特徴をもっている。楽章構成はアレグロ（ソナタ形式）-スケルツォ-アンダンテ-フィナー
レ（ソナタ形式）である。第 1 楽章の第 1 主題は 4 度下行する動機 a（譜例 II-5-2、mes.1-2）と
                                                        
1161 « La supériorité du compositeur devait s’affirmer avec une force nouvelle dans ses trois grandes sonates, œuvres 
magistrales où l’on ne peut saisir une seule défaillance d’inspiration ni dans l’ensemble ni dans les détails. L’originalité n’en 
est pas moins incontestable ; ces belles compositions, largement développées, appartiennent entièrement par la nature des 
idées, les rythmes et la contexture des traits, au style personnel de Stephen Heller. Le compositeur n’y relève que de 
lui-même, ne procède directement d’aucun des grands modèles, Beethoven, Weber, Schumann, Mendelssohn ; mais il a su 
les égaler tout en restant lui. » Ibid., p. 30. 
1162 Stephen HELLER, Œuvre de piano, avec une pré ace de Mr J. Fétis, Paris, G. Brandus et S. Dufour, 1867, 188 p. Cf. 
本論文 II-4-2-4。 
1163 « Ses compositions pour le piano forment un ensemble considérable. Toutes offrent un mérite supérieur de facture ; les 
idées distinguées, d’un sentiment élevé, sont présentées et développées avec un rare talent ; on y retrouve la main d’un 
symphoniste plus encore que celle d’un virtuose. » PC, p. 28. 
1164 Stephen HELLER, 3e sonate pour le piano, Paris, J. Maho, 1856. 
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16 分音符の上行音階の動機 b（同譜例、mes. 3-4）からなる。 
 
譜例 II-5-2. S. ヘラー《ピアノ・ソナタ第 3番》作品 88、第 1 楽章、mes. 1-5 
 
 このソナタでは、冒頭から既にオーケストラ風の声部書法が顕著である。左手の和弦
的な伴奏（弦楽 4 部）を中声部におき、右手の動機 a が最初は上声部（mes.1）、次いで
バスで打ち鳴らされる（mes. 2）。3 小節目の動機 b を成す音型のアーティキュレーショ
ンは、8 分音符ごとに交替する細かい弓の上下を想定しているように思われる。この主題
は、展開部においてイ長調で現れた後、譜例 II-5-3 に示すように、動機 a が切迫した間隔
で現れ展開される。 
 








 また、主題再現を導く推移楽節においても、伴奏に動機 c と動機 a が利用されている。 
 




した絶えざる動機労作の手法にあると考えられる。マルモンテルのクラスでは、1876 年 6 月に
入学後 4 年目のドビュッシーが第 2 楽章を、1878 年 6 月にはピエルネがいずれかの楽章を演奏
している。第 4 ソナタは 1877 年に出版されており、マルモンテルはこの作品を 1878 年 6 月の
試験で真っ先に取り上げた。 
 1880 年代に入ると、6 件記録された第 3 ソナタの他、第 4 ソナタ（作品 143）が 3 件、第 2













                                                        
1165 Stephen HELLER, Promenades d’un solitaire, 6 mélodies sans paroles, op. 78, 80 et 89, Paris, J. Maho, 1851 ; 1852 ; 
1867. 
1166 Id., Dans les bois, op. 86, 128 et 136, Paris, J. Maho, 1855 ; 1872 ; 1873. 
1167 Id., Nuits blanches, 18 morceaux lyriques pour piano, op. 82, Paris, J. Maho, 1853. 



















ード第 1 番》作品 23 について「あらゆる苦悩の色調を表すことのできる極限的な感受性（une 
sensibilité extrême qui puisse rendre tous les tons de la douleur）」1171と述べたのと同様に、「我々の感
情の広大な領域（la gamme immense de nos sensations）」という表現を用いて、あらゆる個別的感
情を包摂する普遍的感情をヘラーの性格小品に認めている。 
 この引用で挙げられた作品のうち、《孤独者の散歩》（作品 78、80、89）と《森の中で》（作
品 86、128、136）は 1850 年代から 1870 年代にかけてヘラーが断続的に取り組んだ曲集で、作
品 89 と 128 の抜粋が 1870 年代にそれぞれ 2 件、1 件記録されている。後者はシューマンの《森
の情景》の枠組みを参照しており、とりわけ第 2 集はシューマンの作品と同様、狩人が森に入
って出会う情景を描いている。タイトルは、第 1 番〈森の入り口（Entrée）〉、第 2 番〈森のざわ
めき（Bruits de la forêt）〉、第 3 番〈狩人の散策（Promenade du chasseur）〉、第 4 番〈孤独な花（Fleur 
solitaire）〉、第 5 番〈森の伝説（Légende de la forêt）〉、第 6 番〈追われるリス（Écureuil poursuivi）〉、
第 7 番〈帰り道 （Retour）〉となっており、第 1 番、第 4 番のタイトルはシューマンの第 1 番、
第 3 番のそれと共通している（但しヘラーの〈孤独な花〉は単数形）。この時期のヘラーの性格




 マルモンテルが、1877 年頃に出版されたヘラーの第 4 ソナタを、翌年にピエルネの演奏曲目
                                                        
1169 « Heller, ainsi que Mendelssohn, Chopin et Field, a créé un moule nouveau pour les pièces caractéristiques. Ses 
Promenades d’un solitaire, Dans les bois, ses Nuits blanches, son Voyage autour de ma chambre sont de véritables poèmes 
exquis et sobres, où l’inspiration musicale, d’une incomparable élévation, rivalise avec la poésie et la peinture de genre. 
Plusieurs de ces pièces sont de petits chefs-d’œuvre de sentiments variés et de caractères différents. Vibrations sonores, où 
toutes les cordes de l’âme donnent leur note tendre, mélancolique, émue ; décor profond où passe le monde fantastique des 
esprits. Grâce, énergie, tendresse, douleur, calme, désespoir, toutes les fièvres du cœur, toutes les antithèses de la passion, 
tous les tons qui constituent la gamme immense de nos sensations, trouvent leur écho rapide ou prolongé dans ces œuvres 
saisissantes, dont l’inspiration ne s’égare jamais et se domine elle-même, tout en planant à d’incomparables hauteurs. » PC, 
p. 28-29. 
1170 Léon GATAYES, « Tablettes du pianiste : Stephen Heller chez M. Le Couppey », Le Mén., 26e année, n° 2, le 12 déc. 
1858, p. 14. Cf. 本論文 II-3-2-3。 
1171 Antoine-François MARMONTEL (éd.), Œuvres choisies de Frédéric Chopin, vol. 4, Paris, Heugel, 1864, p. 2. 
1172 シューマンの《子どもの情景》作品 15 の枠組みを参照したヘラーの《子どもの情景》作品 124（1868）で




ている。《2 つの即興曲》（1871/1872）作品 129 は、刊行から間もない 1872 年 6 月の試験で演奏
され、《森の中で 第 2 集》作品 128（1872）、《2 つの演奏会用間奏曲》作品 135（ca 1872）は
1878、1879 年の後期試験の折に記録されている。ショパン、シューマンが亡くなって 15 年以







 1870 年代には《ヴェーバーの〈魔弾の射手〉に基づく練習曲集》作品 127 が 7 件、《F. メン
デルスゾーン=バルトルディの民謡――ソナタ形式による幻想曲》作品 69 と《シューマンの主
題による変奏曲》作品 142 がそれぞれ 1 件記録されている。1880 年代には、1870 年代に記録さ
れなかった作品として《ベートーヴェンの主題による 33 の変奏曲》作品 130 が挙げられる。こ













第 1 番：《魔弾の射手》, 第 2幕 フィナーレ（no 10）Agitato 
第 2 番：第 2 幕 2重唱 （no 6, エンヌヒェンとアガーテ） 
第 3 番：第 1 幕 アリア（no 3, マックス） 








主題：《32 の変奏曲》 WoO 80 
第 21 変奏：《交響曲第 9 番》作品 125, 第 1 楽章 
第 22 変奏：同前、第 2楽章 
第 28 変奏：《交響曲第 5 番》作品 67, 第 1楽章 
第 29 変奏：同前 
第 32 変奏：《ピアノ三重奏曲》作品 1-3 
シューマンの主題による変奏曲 142 
主題：《幻想小曲集》作品 12, 第 3 番〈なぜ？〉 
第 1 変奏：同前、第 1番〈夕べに〉 
第 3 変奏：《ノヴェレッテ》作品 21 第 8 番の第 1トリオ 
第 4 変奏：《幻想小曲集》作品 12 第 5 番〈夜に〉 
第 5 変奏：《謝肉祭》作品 9 第 19 曲〈プロムナード〉？ 




第 1 番：《フィンガルの洞窟》作品 26 序曲 
第 2 番：《真夏の夜の夢》作品 61 より〈妖精の行進〉 
 





ョパンの霊魂に（Aux mânes de Frédéric Chopin）》作品 71（1849）で既に用いられており1173、ベ
ートーヴェンの《熱情ソナタ》作品 57 の第 2 楽章の変奏主題に基づく変奏曲《ベートーヴェン
の主題による 21 の変奏曲》作品 133（ドラボルドに献呈）でさらに推し進められた1174。ここ
で、記録された作品のうち、1870 年代と 1880 年代に記録された変奏曲の特徴を一瞥しておく。 
 1878 年に出版されたヘラーの《シューマンの主題による変奏曲》作品 1421175は 1878 年 1 月
に行われたマルモンテルのクラスの試験で、ドビュッシーによって演奏された。この作品はシ
ューマンの《幻想小曲集》作品 12 の第 3 番〈なぜ？〉の 42 小節全体を主題とし（譜例 II-5-5）、
5 つの性格変奏が続く。 
 
譜例 II-5-5. S. ヘラー《シューマンの主題による変奏曲》作品 142、mes 1-6 
 
 
 5 つの変奏のうち、第 1、3、4 変奏は明示的にシューマンの他の作品を参照している。次の
譜例 II-5-6 は、ヘラーの作品 142 の第 1 変奏の冒頭、譜例 II-5-71176は参照元となっているシュ
ーマンの《幻想小曲集》作品 12 の第 1 番〈夕べに〉の冒頭を示している。 
 
譜例 II-5-6. S. ヘラー《シューマンの主題による変奏曲》作品 142（1877）、 
第 1 変奏冒頭 
 
  
                                                        
1173 この作品はショパンの《24の前奏曲》作品 28 第 4 番を主題とし、《12 の練習曲》作品 10-1が引用されてい
る。 
1174 作品 133 では主題がモーツァルトの交響曲（第 39番）、ベートーヴェンの交響曲（第 7, 8 番）、《弦楽四重奏》
作品 59-1、《熱情ソナタ》（第 1、3 楽章）、シューマンの《交響的練習曲》作品 13、ショパンの練習曲（作品 25-1、
作品 10-8）。 
1175 Stephen HELLER, Variations sur un thème de Robert Shumann (Op. 12 No 3), op. 142, Paris, Maho, 1877, 17 p. 
1176 この作品の譜例には次のエディションを用いた。Robert SCHUMANN, Phantasiestücke für das Pianoforte, 
Leipzig, Breitkopf & Härtel, 1838. 
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譜例 II-5-7. R. シューマン《幻想小曲集》作品 12（1838）、 
第 1 番〈夕べに〉冒頭 
 
 ヘラーは、調性もシューマンの原曲に合わせ、原曲の左手の伴奏音型と右手の 3 連符の音型
を用い、巧みに主題を右手に組み込んでいる。 
 ヘラーの第 3 変奏では、シューマンの《ノヴェレッテ》作品 21 第 8 番の第 1 トリオが参照さ
れる。次の譜例 II-5-8 と譜例 II-5-91177に、それぞれヘラーの第 3 変奏とシューマンの《ノヴェ
レッテ》第 8 番の冒頭を示す。ヘラーの変奏では、1 小節目で主題旋律の冒頭が付点リズムで
示されるが、これは《ノヴェレッテ》の第 1 トリオの冒頭音型との類似から着想されている。
次いで 3~4 小節目でシューマンのモチーフ（譜例 II-5-9 のmes. 5-8）が変形されて現れる。 
 
譜例 II-5-8. S. ヘラー《シューマンの主題による変奏曲》作品 142（1877）、 




                                                        
1177 この作品に関しては、次のエディションを参照した。Robert SCHUMANN, Novelletten, Clara SCHUMANN (éd.), 
Leipzig, Breitkopf & Härtel, 1879. 
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譜例 II-5-9. R. シューマン《ノヴェレッテ》作品 21（1839）、 
第 8 番、mes. 125-132 
 
 
 へ短調の第 4 変奏では、シューマンの《幻想小曲集》作品 12 から第 5 番のテクスチュアが参
照される。ここでは、原曲冒頭 2 小節の f-e のモチーフ（譜例 II-5-11 の着色した箇所）を主題
の冒頭の短 2 度（des-c、譜例 II-5-5）と関連付けて変奏が形成されている。 
 
譜例 II-5-10. S. ヘラー《シューマンの主題による変奏曲》作品 142（1877）、 




譜例 II-5-11. R. シューマン《幻想小曲集》作品 12（1838）、 
第 5 番〈夜に〉冒頭 
 
 
 第 5 変奏の後にはエピローグが置かれるが、ここでヘラーはシューマン《子どもの情景》作
品 15 の終曲〈詩人は語る（Der Dichter spricht）〉と主要動機を交差させ、曲を〈シューマンは










譜例 II-5-13. R. シューマン《子どもの情景》作品 15（1839）、第 13 番〈詩人は語る〉冒頭 
 
 他作品を参照しながら巧みに他作品のモチーフや書法を変奏に同化するこの手法は、1882 年
6 月 に 行 わ れ た ド ラ ボ ル ド の ク ラ ス の 試 験 で ヴ ェ ル シ ュ 嬢  Mlle 
Antoinette-Margueritte-Ernestine-Cécile WELSCH（1858~ ?）が演奏した《ベートーヴェンの主題
による 33 の変奏曲》作品 1301179にもみることができる。この変奏曲はベートーヴェン自身の
変奏曲《32 の変奏曲》ハ短調（WoO 80）の 8 小節の主題をそのまま用いている（譜例 II-5-14）。 
  
                                                        
1178 この作品の譜例には次の初版を用いた。Robert SCHUMANN, Kinderszenen, op. 15, Leipzig, Breitkopf & Härtel, 
1839. 
1179 Stephen HELLER, 33 variations pour piano sur un thème de Beethoven, op. 133, Paris, Maho, 1872. 
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譜例 II-5-14. S. ヘラー《ベートーヴェンの主題による 
33 の変奏曲》作品 130（1872）、mes. 1-9 
 
 続く 33 の性格変奏のうち、第 21、22、28、29、32 変奏でシューマンはベートーヴェンの交
響曲（第 5 番、第 9 番）、《ピアノ三重奏曲》作品 1-3 を引用している。例えば、第 21 変奏と第
22変奏では第9交響曲の第1楽章と第2楽章（スケルツォ）の動機が利用されている（譜例 II-5-15、
II-5-16）。第 21 変奏では、原曲の 2 つの動機（動機 a、b）が 1 小節目で提示され、動機 a の音
程と動機 b のリズムを組み合わせた動機 c が、動機 a が主題の下行半音階バス上で交互に配置
される。 
 
譜例 II-5-15. 同前、第 21変奏 
 
  
動機 a 動機 b 
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譜例 II-5-16. 同前、第 22変奏 
 
 












譜例 II-5-18. 同前、第 28変奏、冒頭 6小節 
N.B. 色付の箇所は変奏主題に由来する動機 
 





























 アルカンは定期試験の 1840 年代にヅィメルマンとローランのクラスで記録されて以後、1870
年代まで記録上には現れていなかったが、1870 年代には延べ 7 件、1880 年代には延べ 12 件の
作品が記録されている。次の表 II-5-22 は、このうち楽章まで同定された作品の一覧である。 
 
表 II-5-22. 同定されたアルカン作品の内訳と記録件数（1870・80 年代） 









〈協奏曲〉 gis 1857 3 
歌曲集第 5 集 70 IV 
〈楽器の声（La Voix de 
l’Instrument）〉 
a 1870 1 
ベートーヴェンの協奏
曲第 3 番 
37 I - c 1860 1 
1880 年代 










〈交響曲〉 es 1857 1 
同前 id. XII 
〈イソップの饗宴 
（Le festin d’Ésope）〉 
e 1857 1 
モーツァルトの協奏曲
第 8 番［第 20 番］ 
- III - d 1861 1 
 
 作品または楽章を同定し得ない記録としては、作品 39 が 1870 年代に 1 件、1880 年代に 3 件、
「スケルツォ」が 1870 年代に 1 件、「協奏曲」が 1870 年代に 1 件、1880 年代に 2 件、「フィナ
ーレ」が 1880 年代に 2 件存在する。 








                                                        
1180 Lettre de Charles-Valentin ALKAN destinée au ministre de l’Intérieur, datée du 3 sept. 1848, AN, F 21/1291. 


































                                                        
1182 « Nous sommes d’autant plus heureux de rendre publiquement cet hommage à notre illustre confrère, qu’à un moment 
de notre carrière, en 1848, un malentendu regrettable, du à l’ardeur delà lutte pour la vacance de la classe de Zimmermann, 
nous a séparés, sans toutefois altérer notre mutuelle estime et sans diminuer chez moi l’admiration sincère pour l’artiste, la 
vive sympathie pour le chercheur laborieux et le producteur puissant. » PC, p. 126. 
1183 « Pour apprécier cette nature éminente, il faut éviter de procéder par comparaison. Tout en se rattachant à la brillante 
école de Chopin, Heller, de Liszt et de Thalberg, il ne reflète directement aucun de ces modèles : il est lui-même et lui seul 
par ses qualités comme par ses défauts ; il pense et parle une langue qui est sienne ; ses idées distinguées ont de l’accent, du 
relief, et souvent l’inspiration musicale accuse un profond sentiment dramatique : les harmonies riches et colorées n’offrent 
jamais rien de bizarre ; les traits ont une grande variété de formes ; leurs contours sont ingénieux et habilement tracés. Il faut 
donc reconnaître à V. Alkan une haute valeur musicale, un tempérament d’artiste formé par la lecture et la méditation aux 
grandes traditions, mais ne relevant que de lui-même et faisant école à part. Il a cherché les sentiers solitaires et a mieux 
aimé gravir des pentes abruptes que suivre les voies tracées par ses devanciers. Conscience héroïque, efforts virils et 
constants, qui lui assurent l’admiration et la reconnaissance des artistes habitués à juger du mérite d’une œuvre non par la 





 アルカン作品が受容されたもう一つの要因は 1874 年にアルカンの非嫡出子とされるドラボ
ルドが教授に就任したことである。ドラボルドがアルカンの作品をピアノ科の教育にもち込も
うとしたことは、彼が 1873 年に教授に就任するなり、女子クラスの修了コンクールの課題曲と
してアルカンの作品を提案していることからも明らかである。1874 年 6 月 23 日の試験時、ド
ラボルドは試験委員会にアルカンの《すべての短調による 12 の練習曲集》作品 39 の第 8 番〈協
奏曲〉 嬰ハ短調の第 1 楽章を、同年の修了コンクールの課題曲とすることを提案し、この作品
を院長、委員、教授に、幾つかの部分を飛ばしながら演奏して聴かせた。マサール夫人はこれ
に同意したが1184、ル・クーペは反対だった。というのも、彼はこの作品には「コンクール課題
曲に必要とされる諸条件が揃っているとは思われない（ne pense pas que le morceau proposé 
réunisse les conditions nécessaires à un morceau de concours）」1185と考えたからだった。彼は「アル
カン氏の才能に対して表する敬意にも拘らず（malgré toute l’estime qu’il propose pour le talent de 
M. Alkan）」1186反対を表明した。かくして、課題曲採用の是非は投票により決せられることと
なった。投票は院長以下、次の 10 名の委員に委ねられた。院長トマ、V. マッセ、F. ウジェー
ヌ・ゴーチエ、G. ビゼー、J. コーエン、H. デュヴェルノワ、H. ポチエ、C. サン=サーンス、
E. ソゼ。開票の結果、賛成を示す白球が 5 つ、反対を示す黒球が 5 つとなり、最終的な決定が
院長に委ねられた。アルカンの旧友トマは、彼の〈協奏曲〉を採用することにした。 
















 実際、ショパン《ピアノ協奏曲第 1 番》作品 11 の第 1 楽章の所要時間は通常 20 分程度、《ピ
アノ協奏曲第 2 番》作品 21 は 15 分程度であるのに対し、ドラボルドの提案したアルカンの作
                                                        
1184 マサール夫人は過去にアルカンから《歌曲集》作品 65（ca 1868）を献呈されたことがあった。 
1185 AN, AJ 37/206-1, p. 58. 
1186 Ibid. 
1187 « Il convient, cependant, nous l’avons dit, d’ouvrir une parenthèse pour la critique, et de constater franchement qu’on 
peut reprendre dans plusieurs compositions importantes de Valentin Alkan le développement anormal donné à plusieurs 
morceaux, sonates et concertos, où le maître s’est complu à noyer sa pensée dans de longues improvisations. Nous avouons, 
malgré toute l’ingéniosité des combinaisons, ne pas comprendre ces proportions abusives, données à des idées accessoires, 
ni ces périodes superposées qui éternisent les péroraisons sans apporter d’effets nouveaux. Sous ces réserves qui ne 
s’adressent qu’au manque de concision et ne visent que l’équilibre harmonique de quelques œuvres, Alkan reste un maître 
dans la plus belle acception du mot. » PC, p. 123. 
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品 39-8 は 28 分から 30 分を要し、その長さは、第 2 楽章と第 3 楽章に相当する第 9、10 番を合
わせても第 1 楽章には及ばない。またアルカンの作品 39 は、各曲の調性が下行しながら 5 度圏





てである。1870 年代は 7 件の記録中 5 件、1880 年代は 12 件中 8 件がドラボルドのクラスでの
記録である。ドラボルドの他、1870 年代にはル・クーペ、マチアス（各 1 件）、1880 年代には
マルモンテル（2 件）、ル・クーペ、ディエメール（各 1 件）のクラスで記録されている。 
 ドラボルドは 1874 年にコンクールでアルカンの〈協奏曲〉第 1 楽章 作品 39-8 を提案する以
前、既に同年 1 月の定期試験で 3 人の生徒に〈協奏曲〉の第 1、2、3 独奏部を演奏させている。
そのうちの一人、ポワトヴァン Mlle Marie-Adélaïde-Augustine POITEVIN は、その年のコンクー
ルでこの作品を演奏して首尾よく 1 等賞を得た。 
 1880 年代には、1883 年と 1885 年の前期試験でマルモンテルも「交響的練習曲」（すなわち作
品 39 のうち、〈交響曲〉と題された第 7 番から第 9 番のいずれか）を生徒に演奏させた。1885
年の 1、6 月、翌年 1 月の試験では、ドラボルドが盛んに生徒に〈協奏曲〉と〈交響曲〉を演奏
させ、1886 年 6 月、1889 年 6 月にもこの練習曲集からの抜粋を演奏させた。 











作品 57 と同様、8 小節の独創主題に基づく変奏曲で、25 の性格的変奏曲からなる。 
 アルカンの編曲作品は、1870年代と1880年代に1件ずつ記録されている1188。1870年代には、
ドラボルドのクラスでベートーヴェンの《ピアノ協奏曲第 3 番》ハ短調 作品 37 の第 1 楽章が
演奏された。このトランスクリプション1189は、オーケストラの伴奏と独奏部分を、可能な限り
原曲のテクストに忠実にピアノの鍵盤上に書き換えたものだが、一方でアルカン独自の長大な
カデンツァが付いており、協奏曲の第 1 主題はベートーヴェンの《交響曲第 5 番》の第 4 楽章
の主要主題に変容する1190。試験委員のアンリ・デュヴェルノワは「アルカンのカデンツァ
                                                        
1188 これら 2 件以外に、1873 年 6月 11 日の試験において、ドラボルドのクラスでポワトヴァン嬢が演奏したモ
ーツァルトの《ピアノ協奏曲第 20 番》も、アルカンによる編曲である可能性がある。試験委員のソゼは「編曲」
とだけ記し、編曲者の名前は挙げていないが、ドラボルドは翌年 1 月にポワトヴァンにアルカンの〈協奏曲〉
作品 39-8 を弾かせていることから、その可能性は高いと思われる。 
1189 Ch.-V. ALKAN, 1er mouvement du concerto en ut mineur, op. 37 de Beethoven, pour piano seul, avec une cadence, 
Paris, Richault, 1860. 
1190 この編曲の成立背景、編曲技法の詳細については筆者の卒業論文第 3 章で論じている。Cf. 上田泰、『シャ




る。1887 年 1 月 22 日には、やはりドラボルドのクラスでアルカンの編曲したモーツァルトの
《ピアノ協奏曲第 20 番》1191の第 3 楽章が演奏された。この編曲では、第 1 楽章と第 3 楽章に
アルカンのカデンツァが付いており、第 1 楽章ではモーツァルトの《交響曲第 41 番》の第 1
主題が引用され、第 3 楽章では第 1、2 楽章と第 3 楽章の動機が組み合わされる。ベートーヴェ
ンやモーツァルトの一つの作品を編曲しながら他作品も同時に参照されるという点では、ヘラ
ーが変奏曲で示した手法と類似してはいる。しかし、ベートーヴェンの協奏曲の編曲に見られ
るように、カデンツァは 197 小節におよび、これは第 1 楽章のカデンツァ以外の部分をなす 443
小節の 44％に相当する。ここにもマルモンテルが指摘した「極端な比率」を見出すことができ
る。ドラボルドはそれでも父の作品を定期試験で弾かせることを選んだ。 














 定期試験におけるリストの受容の土壌は、既に 1860 年代半ばに音楽院の外で培われていた。







tartare）》、《旧体制時代の見本（Spécimen de l’ancien régime）》の一部を演奏したのを聴いたリス
トはディエメールの華麗な演奏を大いに賞賛した1194。その数日後、ロッシーニはマルモンテル
の旧友で、ベテランのラヴィーナやリストの演奏をまだ聴いたことのない1195マルモンテル門下
                                                        
1191 Ch.-V. ALKAN, 8e concerto, en ré mineur, de Mozart, arrangé pour piano seul, avec cadences, Paris, Richault, 1861. 
1192 Joseph ZIMMERMAN, op. cit. 2e partie, p. 61 et 65. 
1193 ピアノ科の修了コンクールで初めてリストの作品が課題曲となるのは女子クラスにおいてで、1899 年のこ
とである。 
1194 Anonyme, « Paris et départements », Le Mén., 33e année, n° 17, le 25 mars 1866, p. 134. カサップ=リーフェンシュ
タールは、プランテに関する研究の中でこの日付を 3月 17 日としているが、実際にはこの日付は、ディエメー
ルがロッシーニの作品を演奏した夜会の日付である。上記の『ル・メネストレル』誌の記事では、ディエメー
ルがリスト作品を演奏した夜会は「その数日後」とされている。Cf. Roseline KASSAP-RIEFENSTAHL, Francis 
Planté (1839-1934), un siècle de piano, l’Atelier des brisants, 2009, p. 104. 




この時ディエメールはリストの《伝説》（S 175）の第 2 曲〈水の上を歩くパオラの聖フランチ




月 9 日、プランテは再びロッシーニのマチネに招かれ、リストの交響詩《前奏曲（Les Préludes）》
（S 97）と《タッソー（Tasse）》（S 96）の 2 台ピアノ版を作曲者と演奏した。同日、リストは
プランテを連れ立って、ショパンの高名な弟子で卓越したアマチュアとしても名高かったチャ
ルトルィスカ公爵夫人 Princesse Marcelina ZARTORYSKA のソワレに出席し、これらの作品を
上演した。リストは、パトロンのカロリーネ・ツー・ザイン＝ヴィトゲンシュタイン侯子夫人
に宛てた 5 月 10 日付けの手紙で、ロッシーニ家での交響詩の上演が「期待以上の成功（a réussi 
au-delà de l’attente）」を収めたことを報告している1197。その 2 日後、リストは、今度は画家ドレ 
Gustave DORÉ（1832~1883）のサロンで、サン=サーンスとともに同じ演目を繰り返し、成功を
収めた。ドレ宅の演奏会で、サン=サーンスは交響詩《ダンテの『神曲』に寄せる交響曲》（S 109）



















1870 年 5 月にパリ市庁舎で行われたコンサートで、彼は《伝説》の第 2 番〈水の上を歩くパオ
ラの聖フランチェスコ〉を演奏している。普仏戦争とコミューン直後にあたる 1872 年のリスト
作品の演奏は、2 回とも音楽院で行われている。4 月 28 日に行われた「領土解放事業のための
                                                        
1196 この段落の記述はカサップ=リーフェンシュタールの前掲書（p. 105-106）に基づく 
1197 Roseline KASSAP-RIEFENSTAHL, op. cit. p. 104-105. 引用元の文献：LA MARA, Franz Liszt’s Brie e, vol. 6, 
Leipzig, Breitkopf und Hartel, 1893-1894, p. 119. 
1198 Cf. 本論文 I-5-2-2-1。 
1199 カサップ=リーフェンシュタールの文献には、史料から可能な限り開催の事実を辿ることのできたプランテ




フランス婦人愛国募金（la souscription patriotique des Dames de France, au profit de l’œuvre de la 
Libération du territoire）」のための演奏会で、プランテは「ハンガリーの旋律（Mélodie hongroise）」
として紹介されたリスト作品を演奏している（図 II-5-1）。これはおそらく 1848 年から 1853 年
にかけて出版された《ハンガリー狂詩曲》第 1 番から第 15 番までのいずれかである。 
 
図 II-5-1. 「領土解放事業のためのフランス婦人愛国募金のためのコンサート」
（1872 年 4 月 28 日）のプログラム1200 
 
 プランテは翌月 5 日、ディエメール、アントナン・マルモンテルら後輩たちとティエール夫
人が後援する戦争孤児（Orphelins de la guerre）募金のための演奏会に出演し、再び「ハンガリ
ーの旋律」を弾いている1201。音楽院で行われたこれらの演奏会に、マチアスを初めとしたピア
ノ教授たちが足を運んだ可能性は十分に考えられる。 
 次の表 II-5-23 は、ピアノ科の各クラスでリストの作品が記録された件数をクラス・年代ごと
に比較している。 
  
                                                        
1200 Anonyme, « Soirée et concerts », Le Mén., 38e année, n° 22, le 25 avr. 1872, p. 182-183. 
1201 Anonyme, « Soirées et concerts », Le Mén., 38e année, n° 24, le 12 mai, 1872, p. 199. 
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表 II-5-23. 各クラスでリストの作品が記録された件数（1870・80 年代） 
N.B. 括弧内の数字は記録件数のうち編曲の件数を示す 
クラスの教授 1870 年代 1880 年代 
マチアス 6 (1) 9 (4) 
ドラボルド 2 (1) 1 
ディエメール - 9 (3) 
マルモンテル 2 (2) 9 (5) 
デュヴェルノワ - 11 (9) 
ド・ベリオ - 4 (2) 
マサール夫人 0 2 (1) 
フィッソ - 4 (3) 
 
 1870 年代にリストの作品が最初に導入されたのは 1874 年 1 月 23 日の試験においてで、マチ













グラフ II-5-9. 記録されたリスト作品のジャンル内訳と記録件数（1870・80 年代） 
 
次の表 II-5-24 は、リストが作品を編曲した作曲家の記録件数を 1870 年代と 1880 年代で比較し
ている。 
 






J. S. バッハ 4 7 
シューベルト 1 4 
メンデルスゾーン 1 0 
ヴァーグナ  ー 0 14 
チャイコフスキ  ー 0 1 
パガニーニ 0 1 





すように、バッハに関しては《オルガンのための 6 つの前奏曲とフーガ》（BWV 543-548）の編




































S 462 a 
I Leipzig, 1852 2 6 
同定不
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Paris, ca 1837 
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S 442 E - Dresde, 1849 0 1 
《タンホイザー》と
《ローエングリン》
からの 2 曲 
S 445 E II 
Leipzig: B&H, 












S 429 G - Moscou, 1880 0 1 
ロッシーニ 音楽の夜会 S 424 a/A IX Milan, 1838 0 1 
 


















 1880 年代にはこの傾向がいっそう強まる。1887 年 1 月には、《パガニーニに基づく超絶技巧


















 フランシス・プランテは 20 歳のとき、ブーローニュの森のほとりでエラール家の所有する






1860 年 1 月 25 日の上演を聴いたアルカンは、隣のボックス席にいたオベールが、ドルティー
グに「これはたぶん未来のポルカになるだろうな（Ce sera là sans doute une polka de l’avenir.）」1206
と耳打ちするのを小耳に挟んだとヒラーに書き送っている。アルカン自身も、「ヴァーグナーは




ド・ラ・トンベル Fernand de LA TOMBELLE（1854~1928）とバイロイトへ旅している。バイロ
イトから帰ったデュボワは「ヴァーグナーの音楽をほとんど知らない（connaissait peu la musique 
de Wagner）」トマに、《パルジファル》にたいへん感銘を受けたことを話すと、院長は横にいた
書記官のルティのほうを向いて「彼もだ！（Lui aussi !）」と言った、と回想録に記している1208。 
 年長者の無理解や多くの敵対者の存在にも拘らず、1864 年にコンセール・ポピュレールの演
                                                        
1202 « Je dois avouer que mes oreilles étaient si peu préparées à entendre une pareille musique que je n’y compris pas 
grand-chose. Cependant, je sentis qu’il y avait là quelque chose de beau, de grand dans les idées, dans l’orchestration, et je 
sortis tout impressionné et troublé. » Théodore DUBOIS, Souvenirs de ma vie, présentés et annotés par Christine 
COLLETTE-KLÉO, Lyon, Symétrie, 2009, p. 41. 
1203 正しくは « impraticable plaisir » であるが、ドイツ語訛りをからかってこのように書いている。 
1204 KASSAP-RIEFENSTAHL, op. cit. p. 99. 
1205 Ibid. 
1206 François LUGUENOT, « Coups de griffes et pattes de velours à travers la correspondance », Charles Valentin ALKAN, 
Brigitte François-Sappey (dir.), Paris, Fayard, 1991, p. 198. 
1207 Ibid. 














 実際、定期試験で取り上げられた延べ 14 件のヴァーグナー作品の編曲中、11 件は 1887 年以





は、1886 年から 1887 年にかけての教授の世代交代が要因となっていた。 
 次に記録件数の多いジャンル、「ラプソディ」は 1870 年代に 3 件、1880 年代に 8 件記録され
た。音楽院のレパートリーにおいてこのジャンルがリスト固有のものである点で、「ラプソディ」
の受容は、リストに対するピアノ科の本格的な理解の開始を告げている。初めて記録されたの
は、1876 年 2 月の試験でマチアスの生徒でスペイン人のトラーゴ José-Maria-Bernardo-Lope 
TRAGO（1856~ ?）による演奏である。ピアノ科に入ったばかりのトラーゴについて、マチア
スは報告書で「素晴らしいメカニスム、非常に優れた音楽家（mécanisme superbe. Très bon 
musicien）」1211と書いている。このスペインの留学生が既に熟達していたのをみて、マチアスは
「ラプソディ」の一曲を弾かせるのを認めたことが分かる。トラーゴは翌年の 6 月にも「ラプ
ソディ 第 2 番」を弾いている1212。1880 年代に入ると、1882 年 6 月と 1883 年 1 月の試験でマ
チアスの 2 人の生徒がラプソディをそれぞれ 1 曲ずつ弾いたが、以後ル・クーペ、マルモンテ
ル、マチアスの退任以前にラプソディは演奏されていない。1886 年から 1887 年にかけて教授
陣の世代交代が行われると、1887 年 6 月の試験でデュヴェルノワは第 8 番（嬰へ短調）を、つ
いで 1888 年の 1 月と 6 月の試験でディエメールはそれぞれ第 2 番（嬰ハ長調）と第 11 番（イ
長調）を生徒に演奏させた。彼らは教授に就任して程なくして、自身の前任者（ル・クーペと
マルモンテル）が取り上げなかった作品を取り上げたのである。デュヴェルノワとディエメー
ルに続いて、マチアスの後任者ド・ベリオが「ラプソディ」を取り上げたのは 1889 年 6 月 18
日の試験においてである。この試験で彼は、2 人の生徒に「ラプソディ」を演奏させた。この
                                                        
1209 19 世紀のフランスにおけるヴァーグナー作品の上演一覧は、下記の文献を参照。FAUQUET, Joël-Marie, 
« Séjours et travaux de Wagner en France », DMF, Paris, Fayard, 2003, p. 1 300-1 305.  
1210 Albert LAVIGNAC, Le Voyage artistique à Bayreuth, Paris, C. Delagrave, 1897. 
1211 AN, AJ 37/285, p. 105. 
1212 《ハンガリー・ラプソディ》の第 2 番であると思われるが、試験官のフィッソは「嬰ヘ長調（fa♯ mineur）」
と記しており、実際の調性（嬰ハ長調）と一致しないため、演奏された作品の同定はできない。1878 年にマチ
アス門下のオーケリ  ー Henri Joseph O’KELLY（1859~1938）が「ラプソディ 第 6番（6e Rhapsodie）」を演奏し







 リストの練習曲は、1879 年 2 月にドラボルドのクラスの試験で初めて記録された。彼の生徒







第 5 番〈鬼火〉においてもそれは例外でなく、冒頭の 17 小節間の序奏で、既に半音階（mes. 1-6）、
アルペッジョと重音の組み合わせ（mes. 7-8, 10-11）、中声部に置かれた旋律と和音を同時に演




譜例 II-5-20. F. リスト 《超絶技巧練習曲集》 S 139（1852）、 






                                                        
1213 この作品に関して、譜例は次の初版を用いている。Franz LISZT, Études d'exécution transcendante, Leipzig, 
Breitkopf und Härtel, 1852. 
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以後 10 年間は定着しなかった。 
 1880 年代になると「演奏会用練習曲（étude de concert）」という記録が見られるようになる。
記録された 4 件の練習曲のうち、同定されたのは 2 件で、いずれも《3 つの演奏会用練習曲》（S 
144）の第 3 番〈ため息〉（変イ長調）である。同定されない 2 件のうち、1886 年 1 月にマルモ
ンテルのクラスで記録された練習曲と、1888 年 6 月にディエメールのクラスで記録された練習








                                                        
1214 この作品に関して、譜例は次の初版を用いている。Franz LISZT, 3 études de concert, Leipzig, Fr. Kistner, 1849. 
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譜例 II-5-22. F. リスト 《3 つの演奏会用練習曲》 S 144（1849）、 
第 3 番〈ため息〉、変イ長調、mes. 3-4 
N.B. 譜例中のm.g., m.d.は筆者による補足 
 
 
譜例 II-5-23. 同前、mes. 53-54 
 
 
 この練習曲が 1880 年代に繰り返し演奏され定着したのは、この作品がリスト《超絶技巧練習
曲集》よりも、既存の教育的枠組みの中で理解しうるものだったからであると考えられる。 
 性格的作品に分類したのは専ら《伝説》の 2 曲で、1870 年代と 1880 年代にマチアスのクラ
スでそれぞれ 1 件が記録されている。既述の通り、この作品の第 2 曲は定期試験の記録におい










ックの『音楽美論』 1217に触れ、彼自身もまた 1884 年の著作『音楽美学の基礎概念』1218で、音
楽的創造の起源が自然現象（鳥のさえずり、波のざわめきなど）にあること、音楽がこうした
                                                        
1215 Franz LISZT, Légendes, Paris, Heugel, 1866. 
1216 Anonyme, « Paris et départements », Le Mén., 33e année, n° 17, le 25 mars 1866, p. 134. 
1217 Cf. 本論文 III-5-1-2。 
1218 Antoine-François MARMONTEL., Éléments d’esthéti ue musicale et considérations sur le beau dans les arts, Paris, 
















 以下、記録件数の少ない 10 名の作曲家を簡単に扱う。 
 タールベルクは 1871 年に亡くなった。彼の没後、彼のオペラの主題に基づく幻想曲が完全に





ナタを課題の一つとしたのはドビュッシーだった。1878 年 6 月の試験のため、彼はショパンま
たはヴェーバーの「スケルツォ」とともにこの作品を準備したが、試験官が当日記録したのは
前者である1220。1880 年代になると、タールベルクのソナタもほとんど記録されなくなり、1884
年 1 月のマルモンテル・クラスの試験で記録されただけである。 
 マルモンテルは、自作のソナタを 1870 年代に時折生徒に演奏させた。5 件記録された彼の作
品のうち、4 件がソナタで 1 件が「トッカータ」と記された作品である。4 件のソナタのうち、





は、1870 年代においても 5 件記録されている。このうち 4 件が協奏曲（うち 1 件は《協奏曲》
作品 5）で、1 件が性格的小品の《ギター――即興曲》作品 97 である。だが、1880 年代にはヒ
ラーの作品は全く記録されなくなった。1870 年代に初めて記録に現れるマンハイム出身のロー
ゼンハインは、1830 年代から 1840 年代にかけてケルビーニに認められ、パリでピアニスト兼
作曲家として名を成した1221。1840 年代には交響曲作曲家としても成功し、第 1 番（作品 42）
はライプツィヒでメンデルスゾーンの指揮で演奏された1222。さらに 1851 年には、パリのオペ
ラ座で《夜の悪魔（Démon de la nuit）》を成功させており、フランスで作曲家としても確かな地
位を築いている。マルモンテルは 1880 年に出版した『同時代のヴィルトゥオーゾたち』の第 1
章をローゼンハインに割り当て、1870 年以後、ローゼンハインがパリに戻らなくなったことを
                                                        
1219 Cf. 本論文 III-5-2-1.。 
1220 試験官のうち、フィッソとH. デュヴェルノワはショパンの「スケルツォ」を記しているが、教授報告と議
事録はヴェーバーの「スケルツォ」を記録している。 
1221 VC, p. 5. 




ハインを知るル・クーペとマルモンテルのみであった。前者のクラスでは、1873 年と 1876 年
に《無言歌集》作品 31 の第 3 曲〈内なる闘争（Lutte intérieure）〉が、後者のクラスでは 1886
年にドラフォッス Léon DELAFOSSE（1874~1955）が「ソナタ」と記録された作品（作品 47、
70、74 のいずれか）を演奏している。当時存命中のドイツ人作曲家の中で、例外的に演奏記録
が増加したのはヘンゼルト Adolf von HENSELT （1814~1889）である。バイエルン王国出身で、
1830 年代初期にヴァイマルでフンメルに師事したヘンゼルトの作品は 1830 年代以後、パリの
複数の出版社から出版され続けていた。1870 年代から 1880 年代にかけてのヘンゼルト作品の
受容は限られている。1840 年に出版されたヅィメルマンのメソッド『ピアニスト兼作曲家の百
科事典』でも、たびたび彼の練習曲が言及されているが、この練習曲に再び着目したのはドラ
ボルドだった。ドラボルドは 1877 年 6 月と 1879 年 2 月の定期試験で、ヴェルシュ嬢とルフー
ル嬢 Marie-Julie-Élisabeth LEFOUR（1861~?）に彼の練習曲を演奏させている。これらの練習曲
を同定することはできないが、ヘンゼルトが出版した練習曲集は、1838 年にパリで出版され《12
の性格的練習曲》作品 2 と《12 のサロン用練習曲》作品 5 の 2 作であるゆえ、これらのいずれ
かから抜粋された練習曲であると考えられる。とくに作品 5 は、1869 年にルモワーヌ社から再
版1224され、79 年には第 11 番が抜粋で出版されている。1880 年代に記録された 12 件のうち同
定された 3 件は、1 件が作品 2、2 件が作品 5 からの抜粋である。この時期にはドラボルドだけ
でなく、マサール夫人、デュヴェルノワのクラスでもヘンゼルトの練習曲が演奏されている。
ヘンゼルトの練習曲は、リストの《超絶技巧練習曲集》とは異なり基本的には単一主題の 3 部
形式で構成され、一定の音型に基づいているが、1880 年代に 2 件記録された作品 5-6〈嵐の後
の感謝の歌（Danklied nach Sturm）〉（変イ長調）は、A-A の変奏-B-B の変奏という、練習曲と
しては独特な形式で書かれている。それでも、音型はリストのように多様ではなく、一定の手
法で統一されている。A の主題は、譜例 II-5-241225に示すコラール風の旋律である。A の変奏は
譜例 II-5-25 に示すように、右手で歌われる主題と、左手のアルペッジョと音階で構成される伴
奏からなる。この手法は、B とB の変奏でも全く同様に繰り返される。 
  
                                                        
1223 Ibid., p. 12-13. 
1224 Adolf von HENSELT, Douze études de salon pour le piano, 2 livres, Paris, Gambaro, 1838. 








譜例 II-5-25. 同前、mes. 17-18 
 
 この作品には詩的なタイトルが付いているが、必ずしも嵐を描写することはなく、抽象的な
「歌」に焦点を当てている。1886 年にマサール夫人のクラスで演奏された作品 2-1 にも〈嵐よ、







 1850 年代以来記録されてきたエドゥアール・ヴォルフの《演奏会用アレグロ》作品 39 は、
1874 年 1 月と 1876 年 2 月にそれぞれマチアスとマルモンテルのクラスで演奏されたきり、定
期試験では演奏されなくなった。他の 4 名のフランス人作品はそれぞれ、A. トマの《6 つの性
格的ワルツ》作品 4、グーヴィ Théodore GOUVY（1819~1898）の《3 つのセレナーデ》作品 39
の第 1 番、プリューダンの「スケルツォ」と記録された作品、ラコンブ Louis LACOMBE








5-2-3. 1770 年代生まれの作曲家――ベートーヴェンの支配とフンメルの後退 
 この世代の作曲家では、1860 年代と同じくベートーヴェン、フンメル、クラーマーの 3 名が
記録されている。次の表 II-5-26 に、1870 年代と 1880 年代におけるそれぞれの作曲家の記録件
数を示す。 






ベートーヴェン 1770-1827 200 174 
フンメル 1778-1837 112 44 
クラーマ  ー 1771-1858 6 0 
 
1870 年代には、ベートーヴェンがフンメルの約 2 倍を占め 200 件が記録されている。一方で
クラーマーは 6 件しか記録されていない。1880 年代にはフンメルの記録数の減少が著しく、半
分以下に落ち込んでいる。クラーマーの作品は 1880 年代に完全に演奏されなくなった。一方で、
べートーヴェンの記録件数は 26 件しか減少していない。このことは、1840 年代以来フンメル
に与えられてきた地位が失われていく過程を示している。 
 では、フンメルとベートーヴェンの間には、ジャンルに関してどのような相違と変化がある
のだろうか。次の表 II-5-27 は、1870 年代、1880 年代における各作曲家の記録件数の内訳をジ
ャンル毎に示している。 
 
表 II-5-27. 1770 年代に生まれた作曲者の記録件数の 
ジャンル別内訳（1870・80 年代） 
ジャンル 





ソナタ 190 48 156 31 
協奏曲 8 57 6 8 
変奏曲 1 0 12 0 
幻想曲 0 6 0 2 
ロンド 0 1 0 0 





を比較する。次のグラフ II-5-10 は、1870 年代におけるフンメルとベートーヴェンの協奏曲とソ
ナタの記録件数を比較している。 
 
グラフ II-5-10. フンメルとベートーヴェンの協奏曲とソナタの記録件数比較（1870 年代） 
 
 




 1880 年代になるとこの傾向に変化が現れる（グラフ II-5-11）。 
 




 とりわけフンメルにおいては、それまでフンメル受容の中心的ジャンルだった協奏曲が 8 件
しか記録されなくなり、反対にソナタが過半数を占めるようになった。一方のベートーヴェン
は、変わらずソナタが約 9 割を占めているが、新たに変奏曲が 12 件記録された。 
 では、ベートーヴェンとフンメルの作品の記録において、どの作品が多く記録されているの

























表 II-5-28. 10 件以上記録されたベートーヴェンの作品と記録件数（1870・80 年代） 












ピアノ・ソナタ第 21 番 53☆★▽ C 1805 23（I, III） 23（I, III） 
ピアノ・ソナタ第 32 番 111☆▽ c 1823 23（I, II） 27（I, II） 
ピアノ・ソナタ第 23 番 57☆★▽ f 1807 22（I, II, III） 24（I, III） 
ピアノ・ソナタ第 17 番 31-2☆★ d 1803 17（I, III） 10（I, III） 
ピアノ・ソナタ第 14 番 
（幻想曲風ソナタ） 
27-2★▽ cis 1802 15（I, III） 27（III） 
独創主題による 32 の変
奏曲 
WoO 80 c 1807 1 11 
 
 1870 年代には、1860 年代には同定されなかった作品 53（通称「ヴァルトシュタイン」／「日
の出（L’Aurore）」）1226、作品 57（《熱情ソナタ》）、1860 年代に 2 件記録されていた作品 111
の 3 作品が、いずれも 20 件以上記録されていることが分かる。作品 53 と 57 が記録に現れた
のは初めてではあるが、1865 年までにはマルモンテル、ル・クーペ、ファランク夫人のすべ
てのシリーズで出版されていた。 
















                                                        
1226 フランスでは、おそらくロンド楽章が与えるイメージから、この作品は「日の出（L’Aurore）」という副題
で呼ばれていた。マルモンテル、ル・クーペのエディションのいずれにもこの副題が付いている。 
1227 « Il n’existe rien de plus difficile que cette Sonate. Le compositeur, donnant dans cette œuvre magnifique un libre essor 
à son génie, s’est rarement préoccupé, on le sent, des moyens d’exécution. En écrivant pour le piano, il entendait l’orchestre. 
De là des formules inusitées, des doigtés exceptionnels, des combinaisons inapplicables à l’instrument ; de là les difficultés 
les plus scabreuses qu’un pianiste puisse rencontrer. » EP, p. 113. 




 彼は作品53に関しても同様に、「ピアノ音楽ではほとんど用いられない音型（formules rarement 
usitées dans la musique de piano）」によって演奏が難しく、様式を理解するために「多くの音楽的
経験が要求される（exige en outre une grande expérience musicale）」1229と述べている。こうした表
現は、既に演奏の流派から離れたところで作品の価値が測られるようになってきていたことを
示している。これらのソナタは、1880 年代になっても同程度の頻度で演奏された。 




年代に 10 件、1880 年代に 15 件存在する。このうち、第 1 楽章（アダージョ・ソステヌート）
の記録は、1876 年 6 月にドラボルドのクラスに 1 件存在するだけで、他はすべて第 3 楽章（プ
レスト・アジタート）である。第 1 楽章の記録回数が少ないのは、生徒の技術的な達成度を測








1870 年代 1880 年代 
マチアス▼ 4 4 
ル・クーペ 4 10 
マサール夫人 3 5 
エルツ 1 0 
マルモンテル▼ 1 2 
ドラボルド 2 3 
フィッソ 0 1 
ディエメール▼ 0 1 
ド・ベリオ 0 1 
 
 ル・クーペは 1885 年 6 月の試験で、生徒たちにショパンの《スケルツォ第 1 番》作品 31 と
ベートーヴェンの作品 27-2 の両方を記し、当日いずれかを指定して演奏させた。ショパンの作
品 31 はそのまま、その年の修了コンクール課題曲となり、ベートーヴェンの作品 27-2 の第 3
楽章は、翌年に初めて修了コンクール課題曲となった。 
 作品 111 は 1870 年代に作品 53 や作品 57 と同じくらいの頻度で演奏されるようになった。次
の表 II-5-29 は、1870 年代から 1880 年代にかけてベートーヴェンの作品 111 が記録された件数
をクラス毎に示している。 
  
                                                        
1229 EP, p. 112. 
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1870 年代 1880 年代 
マサール夫人 7 6 
マチアス▼ 5 2 
ル・クーペ 4 5 
エルツ 3 - 
ドラボルド 2 0 
ファランク夫人 1 - 
マルモンテル▼ 1 7 
フィッソ - 4 
ディエメール▼ - 2 
デュヴェルノワ - 1 
 
 このソナタは初め、1871 年から 1872 年にかけてエルツとファランク夫人によって導入され
た。ル・クーペとマチアスがそれぞれ 1872 年、1874 年、このソナタを生徒に課して古参の教
授に続いたが、もっとも盛んにこのソナタを取り上げたのは 1874 年に着任したマサール夫人だ
った。マサール夫人は、1875 年 1 月から 1880 年 6 月まで、1878 年を除いて毎年このソナタを
生徒に演奏させた。1870年代のマルモンテルのクラスでは、1875年6月に1件のみ記録された。
1870 年代前半に教授たちの間で価値が認められると、1876 年にマルモンテルとマチアスの提案
により1230、このソナタの第 1 楽章が 1876 年の修了コンクール課題曲に選定された1231 
 1880 年代に入ると、マルモンテルは生徒にこのソナタを以前よりも頻繁に弾かせるようにな
り、マサール夫人、ル・クーペととともに後期ソナタの擁護者となった。上の表が示すもう一








 ところで、ベートーヴェンの後期ソナタに対する教授たちの理解は、作品 53、57 の理解と比
較した場合、大きな相違があった。マルモンテルは 1880 年の著作『管弦楽作曲家とヴィルトゥ
オーゾたち』の第 4 章「ベートーヴェン」で、レンツの提案に従ってベートーヴェンの創作様
式を 3 つに区分している1232。レンツの区分に従ってピアノ・ソナタを区分すると、「第 1 様式
（première manière）」は作品 22 まで（第 1~11 番）、第 2 様式は作品 26 から作品 90（第 12~27
番）まで、第 3 様式は作品 101 から作品 111（第 28~32 番）に該当する。ここで、マルモンテ
ルの「第 3 様式」によるソナタの理解とレンツのそれとを比較することで、マルモンテルの作
品 111 についての考えが明確になるだろう。 
 レンツはこれら「第 3 様式」のソナタについて、次のように書いている。 
                                                        
1230 AN, AJ 37/206-1. 
1231 このコンクールにはドビュッシーも参加したが、次席、賞のいずれの候補にもノミネートされなかった。
Cf. AN. AJ 37/251-2. 































                                                        
1233 « Le maître écrira les cinq dernières sonates de piano dans ce style de mystique révélation, qui est toute sa troisième 
manière. Les idées de Beethoven, telles que ce style tout exceptionnel les présente, sont toujours compliquées ; elles sont la 
manifestation de sa pensée, quand elle appartenait à une vie exceptionnelle s’écoulant en dehors de l’existence réelle. Une 
surdité complète le séparait alors des impressions extérieures, il ne reproduisait plus l’humanité, le monde, tels qu’ils sont, 
mais tels qu’il voulait qu’ils fussent, ou qu’il les supposait être. Solitaire habitant de la vaste cité qu’il élevait sans cesse, que 
sa surdité entourait de hautes falaises au pied desquelles expiraient pour lui les agitations du monde, sa pensée dut se 
compliquer du conflit de ses souvenirs et du monde fantastique de son âme ; fruit d’une immense méditation dont il n’y a 
pas d’exemple, la troisième manière de Beethoven n’a plus la spontanéité des deux pre- mières, mais elle a et aura à jamais 
l’intérêt de montrer le génie aux prises avec les réalités. » W. von LENZ, op. cit., p. 61-62. 
1234 « Tous les jours je fais interpréter par des musiciens, capables de les exécuter dans le sentiment voulu, les dernières 
sonates de piano op. 106, 109, 110, 113 [sic], et je suis obligé de reconnaître que le maître incomparable n’en a pas moins eu 
de fréquentes défaillances au déclin de sa carrière de compositeur. A côté de pages admirables où l’inspiration s’élève au 
sublime, la pensée s’égare, se noie en d’interminables développements, où la pondération, la tonalité sont troubles et comme 
dévoyées.  
   Peut-être encore faut-il attribuer ce manque d’équilibre dans l’édifice harmonique, ces développements disproportionnés 
de quelques parties, ces transitions brusques et parfois étranges, à l’exagération d’un parti pris nouveau, d’un système de 
recherches harmoniques et de métaphysique musicale. Les lectures philosophiques de Beethoven, ses rêveries mystiques ont 


































 このような理解によって、マルモンテルは自らを説得しベートーヴェンの作品 111 を受け入
れ、1880 年以後、1887 年に引退するまで定期試験でたびたび取り上げるようになった。 
                                                        
1235 « Quoi qu’il en soit, nous devons reproduire, ne fût-ce qu’au point de vue historique, l’opinion de plusieurs biographes 
sur cette dernière période de la vie de Beethoven et sur les œuvres qui s’y rattachent. D’après ces admirateurs passionnés, 
dont le culte touche au fétichisme, il n’y a pas lieu de distinguer trois développements progressifs mais distincts, encore 
moins une conclusion trouble et maladive dans les productions de Beethoven. Tout se tient, tout s’enchaîne, et les œuvres 
presque posthumes, les compositions de l’avant-dernière heure, empruntent au voisinage de l’idéal cet excès de sublimité 
qui déroute le vulgaire. Beethoven n’a pu se tromper étant infaillible, et, s’il a progressé quoique parfait, c’est d’une manière 
toute spéciale et mal comprise par les profanes. L’apogée de son génie n’est pas dans la symphonie héroïque ; elle est dans le 
cycle halluciné et fiévreux des dernières compositions.» Ibid., p. 158-159. 
1236 « Devant le jugement impartial et l’admiration raisonnée de la postérité pour cet immense génie musical qui s’appelait 
Beethoven, ces exagérations n’offrent aucun danger. Le fanatisme qui accélère la chute des idoles, ne saurait nuire aux dieux 
véritables. Et Beethoven, en dépit des imperfections et des faiblesses de la dernière heure, est réellement un dieu par 
l’audace de son génie, le libre essor et la puissance de son inspiration. » Ibid., p. 160. 
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 ソナタ以外のジャンルで多く演奏されたのは、《独奏主題に基づく 32 の変奏曲》（WoO 80）
と《15 の変奏曲》作品 35 で、後者は 1870、1880 年代を通して 1 件しか記録されておらず、記
録された他の 11 件の変奏曲はすべて前者である。WoO 80 は、1880 年 1 月にフィッソが代講し
たマチアスのクラスで初めて記録された。これに続いて、1882 年 6 月にドラボルドのクラスの
試験で、ヘラーの《ベートーヴェンの主題による 33 の変奏曲》作品 130 が記録されている。ヘ




 協奏曲に関しては、1865 年 6 月の試験でマチアスの生徒が第 1 番を演奏した記録が 1 件だけ
見られた。1870 年代以降、ベートーヴェンの協奏曲の記録は専ら第 3 番 作品 37（ハ短調）に
限られ、1870、1880 年代には、それぞれ 8 件、6 件記録されている。オーケストラ提示部だけ
でなく、独奏部においてもオーケストラが主題の演奏に参与するベートーヴェンの協奏曲は、





















                                                        
1237 « Rarement désirables, souvent désavantageuses, les comparaisons artistiques s’imposent quelquefois soit par des 
coïncidences de date, soit par des rapports de style. C’est un honneur sans doute pour Hummel d’être mis en parallèle avec 
Beethoven et comparé à ce maître illustre; en revanche ce n’est pas absolument un bonheur. Opposer l’un à l’autre ces deux 
maîtres également hors ligne, mais inégalement supérieurs, c’est opposer l’imagination aidée de la science à l’invention 
créatrice, le style acquis à la sensibilité native, l’originalité travaillée aux élans de l’inspiration. De là un contraste fâcheux 
entre ces deux grands artistes contemporains et rivaux. Beethoven était un puissant génie, Hummel un musicien de talent ; le 
rayonnement du premier a laissé dans un jour insuffisant le mérite réel du second. Il faut donc, par un effort d’esprit, isoler 
Beethoven sur ce sommet de l’art qui appartient au symphoniste immortel, et il deviendra plus facile de rendre à son vaillant 
émule toute la justice qui lui est due. » PC, p. 176-177. フンメルの章は、1877年に『ル・メネストレル』の次の号で
出版されている。Id. « Les Pianistes célèbres, silhouettes et médaillons, XII Hummel », Le Mén., 43e année, n° 43, le 23 
















いる。この相違から、マルモンテルはフンメルを「一人の才能ある音楽家（un musicien de talent）」















                                                        
1238 « Hummel est un des grands maîtres du piano ; peut-être serait-il le premier des modernes sans immense rayonnement 
de Beethoven. Mais, s’il n’occupe que le second rang comme compositeur pianiste, il n’a été égalé par personne dans l’art 
merveilleux de fixer les idées instantanées, de leur donner la vie et la forme. […] Il excellait dans l’art d’exposer avec clarté, 
de développer dans de justes proportions les idées musicales, qu’il reliait et traitait suivant leur importance avec un art infini. 


















 1860 年代にはフンメルの作品が 43 件記録されていたが、1870 年代には作曲家の判明率が












ナタについて「作品 13 と 81 はベートーヴェンのもっとも見事なソナタと比較しうる真の傑作





 次の表 II-5-30 は、1870 年代から 1880 年代にかけて定期試験で記録されたフンメルの作品の
うち、同定された作品と記録件数の一覧である。 
  
                                                                                                                                                                  
d’ordre, d’habileté dans ses improvisations, la science et la spontanéité s’y unissaient avec tant de bonheur, qu’en l’écoutant, 
charmé, ébloui, on prenait pour le fruit d’un travail médité ces œuvres si riches de détails de combinaisons ingénieuses, 
enchaînées avec tant d’art équilibrées avec tant de bonheur. » Ibid., p. 182-183. 
1239 « […L]es op. 13 et 81 sont de véritables chefs-d’œuvre qui peuvent se comparer aux plus belles sonates de 
Beethoven. » Ibid., p. 180. 
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表 II-5-30. 同定されたフンメル作品とその記録件数（1870・80 年代） 









ピアノ・ソナタ第 5 番☆▽ 81 fis 1819 31 22 
ピアノ協奏曲第 3 番★☆ 89 h 1822 29 5 
ピアノ協奏曲第 2 番☆ 85 a 1823 9 2 
ピアノ・ソナタ第 6 番☆ 106 D 1825 8 3 
幻想曲★▽ 18 Es 1806 7 2 
ピアノ協奏曲第 5 番 113 As 1831 7 0 
ピアノ・ソナタ第 2 番☆★▽ 13 Es ca 1811 6 2 
ピアノ・ソナタ第 3 番☆▽ 20 f ca 1807 1 0 
華麗なロンド▽ 109 h 1826 1 0 
Les adieux : grand concerto 110 E 1826 1 0 
 
 ジャンル別にみると、1870年代には協奏曲が 46件、ソナタが 45件でほぼ同数となっている。
一方、作品別にみると、これらのジャンルにおいて記録の大部分は《ピアノ・ソナタ》作品 81





ーペがベートーヴェンの作品 53 や 57 について、ピアノには適さない音型を認めた一方で、フ
ンメルの作品 81 では、音楽院が 19 世紀初期のメソッド以来体系化し、奏法を説明してきた音
型が多用されている。例えば、1870 年代に頻繁に取り上げられた第 3 楽章では、提示部のコデ
ッタを導く楽節で 4 度、5 度、6 度の重音の組み合わせ、両手の 3 度による音階が現れる（譜例
II-5-26
1240、同じことは第 1 楽章にも言える）。 
 
譜例 II-5-26. J. N. フンメル《ピアノ・ソナタ第 3 番》作品 81、 





                                                        
1240 この作品の譜例は次のエディションから抜粋した。Johann Nepomuk HUMMEL, Sonaten und Stücke für 
Pianoforte, vol. 2, Louis KÖHLER et Friedrich August ROITZSCH (éd.), Leipzig, Peters, 1891. 
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 一方、構成や書法の点からみると、このソナタは急－緩－急の 3 楽章からなり、第 1 楽章（ア
レグロ）と第 3 楽章（アレグロ・マ・ノン・トロッポ）がソナタ形式で書かれ、第 2 楽章（ラ
ルゴ・コン・モルト・エスプレッシオーネ）は、フィオリトゥーラで飾られた声楽的な様式で
書かれている。フンメルが採用したソナタの典型的な楽章構成や、第 3 楽章の第 2 主題を成す
フガートの対位法的書法（譜例 II-5-27）に代表される特徴を指して、マルモンテルは「確実な
／既得の様式（style acquis）」と述べたと考えられる。対位法的な書法は《幻想曲》作品 18 に
も際立っている（譜例 II-5-281241）。 
 
譜例 II-5-27. J. N. フンメル 《ピアノ・ソナタ第 3 番》作品 81、 
第 3 楽章, mes. 45-55 
 
 
譜例 II-5-28. J. N. フンメル 《幻想曲》作品 18、mes. 479-494 
 
                                                        
1241 この作品の譜例は次のエディションから抜粋した。Johann Nepomuk HUMMEL, Fantasie, op. 18, Louis 








と記録件数は減少こそすれ、ドラボルドのクラスを中心に 31 件記録された。 
 フンメルの協奏曲は、1870 年代にはジャンルとしては 57 件記録され、ソナタよりも 9 件多










5-2-4. 1680 年代以前に生まれた作曲家――バッハの優越 
 1860 年代にメロー、ファランク夫妻の努力によって、作曲家の伝記的記事とともに出版され
た 16・17 世紀のレパートリーは、演奏曲目の多様化を限定的にしかもたさなかった。実際、取
り上げられた作曲家の多様性という観点からみると、その人数は 1860 年から 1880 年代にかけ
て次第に減少している。次の表 II-5-31 は、1860、1870、1880 年代に取り上げられた、1680 年
代以前に生まれた作曲家の記録件数である。 
 
表 II-5-31. 1680 年代以前に生まれた作曲家の記録件数（1860~1880 年代） 
作曲者 生没年 
記録件数 
1860 年代 1870 年代 1880 年代 
J. S. バッハ 1685-1750 33 135 40 
ヘンデル 1685-1759 5 16 5 
スカルラッティ 1685-1757 5 4 5 
クープラン 1668-1733 1 2 0 
フレスコバルディ 1583-1643 1 2 0 
ラモ  ー 1683-1764 2 1 0 
リュリ 1632-1687 1 0 0 
ポルポラ 1686-1768 1 0 0 
 







































次第に盛んになり始めた。1868 年 4 月 7 日と 14 日、パンテオンでパドルーの指揮の下《マタ
イ受難曲》のフランス語版（M. ブールジュ訳）が部分上演された。1870 年代には、さらに複
数の合唱協会がプログラムにバッハ作品を取り込むようになった。次の表 II-5-32 に、J.-M. フ
ォケが事典項目でまとめているものだけを挙げる1245。 
                                                        
1242 « Au point de vue spécial de la plupart des musiciens, l’immense réputation de Bach repose surtout sur les œuvres de 
clavecin, d’orgue et sur les concertos. Mais, si marqués que soient ici le style, l’influence du maître, il faut aller plus avant et 
parcourir les trente volumes des cantates, des oratorios, des chœurs, pour comprendre toute la puissance créatrice de cet 
esprit génial. Les compositions les plus ardues sont écrites avec une largeur de plan, une sûreté de main[…] également 
incomparables. » SV, p. 32. 
1243 マルモンテルが上の引用を書いた 1880年までに、バッハ協会は 28 巻を出版していた。 
1244 « Seul, Hændel a pu atteindre cette netteté de contours, cette liberté d’allures. Le travail y disparaît, tant la mise en 
œuvre est habile, et il faut avoir pratiqué le style fugué pour apprécier l’élégance de la forme, l’ingéniosité des traits, la 
variété infinie, en même temps que les audaces de la composition. A ces créations hors ligne on ne peut comparer que les 
œuvres de Haendel ; mais si ce dernier a parfois des rythmes plus énergiques, des effets de sonorité plus saisissants dans les 
masses chorales, Bach lui reste supérieur dans l’art des combinaisons, des dessins d’orchestre, de la variété et de la richesse 
des harmonies. Cet esprit d’une envergure extraordinaire a tout osé, tout trouvé au point de vue harmonique. » SV, p. 32. 














ラムル  ー 《マタイ受難曲》 244 バヌリエ訳 
1872 ブルゴー=デュクードレ  ー 《カンタータ「破れ、砕け、壊て」》 205  
1874-75 ブルゴー=デュクードレ  ー
《カンタータ「神の時こそいと良き
時」（追悼行事 Actus tragicus）》 




















《カンタータ「我らの神は堅き砦」》 80 バッハ生誕 200




（malheureusement très peu connus）」管弦楽曲、カンタータ、ミサ曲が「聴衆に熱烈に歓迎され
たことは、聴衆の趣味を偉大な宗教芸術の道へと導き、我々の音楽教育を完成させるときの到
来を示している」1246と述べている。 
 上演環境の整備に加え、1876 年にフォルケル Johann Nicolaus FORKEL（1747~1818）の『ヨ
ハン・ゼバスティアン・バッハの生涯、芸術と芸術作品』1247 の翻訳『ヨハン・ゼバスティア
ン・バッハの生涯、才能と業績』1248がグルニエ Félix GRENIER によって仏訳されたことも、
フランスにおけるバッハ探究の裾野を広げたと考えられる。この著作には訳者による「16・17













                                                        
1246 « […L]’accueil empressé des auditeurs prouve que l’heure est venue de compléter notre éducation musicale en faisant 
entrer le goût du public dans les voies du grand art religieux. » Antoine-François MARMONTEL, op. cit., p. 25. 
1247 Johann Nikolaus FORKEL, Über Johann Sebastian Bachs Leben, Kunst und Kunstwerke, Leipzig, 1802. 
1248 Id., Vie, talents et travaux de Jean-Sébastien Bach, annoté et précédé d’un aperçu de l’état de la musique en Allemagne 















《イタリア協奏曲》以外にも複数の作品が見出される。次の表 II-5-33 に、1870、1880 年代に記
録されたバッハ作品の記録のうち、同定された作品とそれぞれの記録件数を示す。 
 




曲（組曲）番号, 部分 記録件数 






集 第 1 巻、第 2 巻 
847, 848, 850, 
851, 855, 857, 
860, 861, 866 / 
871, 875, 881 
848, 850, 
858 / 871, 
875, 881 
- 
II, III, V, VI, 
X, XII, XV, 
XVI, XXI / II, 
III, VI, XII 
III, V, XIII / 
II, VI, XII 
24 6 
イタリア協奏曲 971 F I, III III 12 7 
半音階的幻想曲 
とフーガ 
903 d I, II I 10 5 
パルティータ 第 1番 825 B VII - 1 0 
イギリス組曲第 6 番 811 d VI - 1 0 
パルティータ 第 5番 829 G - - 1 0 
イギリス組曲第 2 番 807 a V - 2 0 
前奏曲とフーガ 898 - - - 0 1 
 
1870 年代において同定された作品のうち、もっとも多いのは《平均律クラヴィーア曲集》で































ンではなく、タイトルには「総譜に書きなおされ、分析され、運指を記され（mises en partition, 
analisées [sic] et doigtées）」という説明が続く。これらはいずれも《平均律クラヴィーア曲集》
の第 1 巻、第 2 巻から抜粋されており1251、主唱、応唱、対唱の指示、モチーフの展開の際には、
どのモチーフが変形されているのかを記している。附録 II-17 に示す図は、ル・クーペが《バッ
ハの 6 つのフーガ》の冒頭に置いた《平均律クラヴィーア曲集》第 1 巻の第 13 番 嬰ヘ長調
（BWV 858）である。 
ここには「主唱（sujet）」、「応唱（réponse）」、「対唱（contre sujet）」、「エピソード、デッサン
A、リズム模倣として再び用いられる（Épisode, Dessin A, reproduit en immitation rhythmique [sic]）」、
















すいことから、この作品には教育的価値が置かれていたと考えられる（譜例 II-5-291254）。  
                                                        
1249 « Il faut citer en première ligne les deux recueils connus sous le titre du Clavecin bien tempéré et de l’Art de la fugue à 
quatre parties, œuvres admirables qui, seules, immortalisent le nom de Bach comme le compositeur le plus inventif et le plus 
pur du XVIIe siècle » Antoine-François MARMONTEL, op. cit., p. 27. 
1250 Johann Sebastian BACH, 6 Fugues mises en partition, analisées [sic] et doigtées, F. LE COUPPEY (éd.), Paris, J. 
Hamelle, 1880. 
1251 第 1 番から第 6 番は《平均律クラヴィーア曲集》の次の作品に対応している（ローマ数字-アラビア数字は
巻-曲番号を示す）。第 1 番：I-13（BWV 858）、第 2番：I-6（BWV 851）、第 3 番：II-2（BWV 871）、第 4番：II-6
（BWV 875）、第 5番：I-15（BWV 860）、第 6番：I-12（BWV 857）。 
1252 « Ce travail, qui rend plus claire et plus distincte la marche de chaque partie, sera utilement complété par une analyse 
écrite, afin de bien se rendre compte des éléments constitutifs de la Fugue, tels que le Sujet, la Réponse, le Contre-sujet, 
etc. » Ibid., n. p. 
1253 « Les fugues […] doivent se jouer avec les dix doigts et non avec les deux mains. » Ibid. 
1254 Johann Sebastian BACH, Concerto, Amédée MÉREAUX (éd.), Paris, Heugel, s. d., 21 p. 
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譜例 II-5-29. J. S. バッハ《イタリア協奏曲》BWV 971、第 3 楽章冒頭、 
A. メロー編『クラヴシニストたち』第 10 巻より 
 
 同じことは《半音階的幻想曲とフーガ》にも言える。ル・クーペは亡くなる前年の 1884 年、
《最も高名な大家の作品から抜粋された 12 の演奏会用作品》1255と題する曲集を刊行している。
この曲集の第 10 番には《半音階的幻想曲とフーガ》の幻想曲のみが収められている。譜例 II-5-30
が示すように、この曲集にはル・クーペによる註釈が付いている。 
 
譜例 II-5-30. J. S. バッハ《半音階的幻想曲》（BWV 907）冒頭、F. ル・クーペ編 
『最も高名な大家の作品から抜粋された 12 の演奏会用作品』より 
  
                                                        
1255 Félix LE COUPPEY (éd.), Le Recueil des pianistes. 12 morceaux de concert pris dans les œuvres des maîtres les plus 




















（nuance）の付け方は、1853 年に出版されたル・クーペの《訓練課題 15 集》1257にも見られる
定型である（譜例 II-5-31）。 
 
譜例 II-5-31. F. ル・クーペ《訓練課題 15 集》（1853）より、課題第 70 番 
 
 




 バッハ作品に適用された「クレッシェンドとデクレシェンドの知的な濃淡（la graduation 
intelligente des cresc. et des dimin.）」1260をマルモンテルは控えるべきであるどころか、不可欠な
                                                        
1256 « Le caractère de cette belle Pièce répond parfaitement au titre qu’elle porte. Là, en effet, le genre chromatique supplée, 
parfois, au sens précis de la tonalité ; et le mot Fantaisie justifie le caprice de la forme, les harmonies inattendues, les 
contrastes fréquents, l’allure irrégulièrement mouvementée de cette riche improvisation. » Félix LE COUPPEY (éd.), op. cit., 
p. 44. 
1257 Félix LE COUPPEY, École du mécanisme, 15 séries d’e ercices, Paris, J. Maho, 1853. 
1258 Jean-Louis ADAM, Méthode de piano du Conservatoire, adoptée pour servir à l’enseignement dans cet établissement, 
Paris, Imprimerie du Conservatoire de Musique, 1804, p. 20. 但しアダンはフォルテで始めピアニッシモで終わる方
法とその逆の方法の両方を勧めている。 
1259 Joseph ZIMMERMAN, Encyclopédie du pianiste compositeur, 1re partie, Paris, chez l’auteur, 1840, p. 13. 




























 実際、ファランク夫妻が 1866 年に刊行したバッハの《パルティータ》は、第 4 章譜例 II-4-6
でみたように1263、メローのエディションと比較しても、強弱やスラーの指示が全くなく、後の
「原典版（Urtext）」を編纂するような態度で編集が行われていることがわかる1264。しかしその
ファランク夫人は 1872 年に退職し、1875 年には亡くなっていたので、マルモンテルはこのよ
うなバッハ作品の「厳格な」解釈を批判し、「正しい」演奏様式を公然と主張することができた。 
 クラヴサンを「不完全」な楽器と見做したマルモンテルは、しかし、クラヴサンに固有の美
                                                        
1261 « Certains virtuoses classiques pensent à tort, il nous semble, qu’une mesure stricte, l’absence de nuances dans la 
sonorité, sont rigoureusement nécessaires. Tel n’est pas notre avis, et nous sommes heureux de nous rencontrer avec des 
musiciens de savoir et de goût, d’après lesquels, si Bach avait eu sous la main le piano et les orgues modernes, il eut 
incontestablement indiqué les finesses d’intention qu’il entendait bien certainement dans sa pensée intime.  
 Nous ne saurions trop le répéter : il est puéril de se renfermer dans une interprétation stricte et sans coloris, de 
négliger les nuances de sonorité, d’expression et de mouvement, sous prétexte que les imperfections du clavecin ne se 
prêtaient pas toujours à une exécution brillante. Autant vaudrait se servir de flûtes et de clarinettes sans clefs pour exécuter 
les symphonies de Gosseck, Haydn et Mozart. » Ibid., p. 28-29. 
1262 « Les pianistes formés à l’école de Mme Farrenc se distinguaient par la régularité et la netteté irréprochable de leur jeu, 
le mécanisme excellent, l’accentuation juste qui n’avait rien jamais d’exagéré, enfin la lettre écrite observée avec une 
exactitude, un soin religieux. Ce qui manquait à cette école, si correcte, si sérieuse et si pure, c’était la chaleur et la couleur. 
L’horreur de l’exagération l’avait poussée vers un autre écueil, la froideur. » PC, p. 172-173. 
1263 Cf. 本論文 II-4-5。 


















に異質であり、もはや［当時と］同じ重要性も、目的ももっていない（parfois étranges, n’ont plus 
la même importance, le même but）」1266と述べている。 
 マルモンテルは、ピアノで弾かれる場合に装飾音の存在意義が失われる以上、クラヴサン作
品の中でも装飾の少ない作品を弾くことが望ましいと考えた。バッハはこの条件を満たす作曲
家だった。彼は、バッハが「同時代人たちに比して装飾音には従属的ではなかった（leur a moins 
obéi que ses contemporains）」1267と述べている。マルモンテルにとってバッハは、それゆえピア
ノに相応しい「クラヴシニスト」であった。この「同時代人たち」には当然、フランソワ・ク
ープランに代表されるフランスのクラヴシニストたちが含まれる。上に引用した見解が記され











ンデルの生涯』1269の作者シェルシェ Victor SCHŒLCHER（1804~1893）が、1851 年から 1870
                                                        
1265 « […L]e clavecin, sous les doigts habiles des virtuoses harmonistes du temps, produisait des effets charmants ; 
aujourd’hui les amateurs de curiosités artistiques s’intéressent seuls à ces merveilles d’une autre époque, et pourtant il y a un 
grand plaisir, une sensation toute particulière à interroger ces instruments délicats, qui parlent avec tant de précision et de 
netteté, ont des timbres si charmants et si clairs. Mais il faut comprendre la langue figurée du temps oublier les effets 
modernes de sonorité, de puissance, les contrastes de force et de douceur, suppléer à l’absence complète de la prolongation 
du son par des harmonies très-serrées et une ornementation incessante de la phrase. » Ibid., p. 50. 
1266 SV, p. 29. 
1267 Ibid., p. 30. 
1268 J.-M. FAUQUET, « HAENDEL, Georg Friedrich », DMF, p. 554. 







照的である。次の表 II-5-34 は、記録されたヘンデル作品の件数をジャンル別に比較している。 
 




1870 年代 1880 年代 
フーガ 9 3 
変奏曲 4 2 
舞曲 3 0 
 
 定期試験で記録されたバッハ作品と比べ、ヘンデルの記録はジャンルもフーガ、変奏曲、舞

















クラヴサン組曲第 1 集 4 429 I e フーガ 7 2 
クラヴサン組曲第 1 集 5 430 IV E 変奏曲 2 1 
クラヴサン組曲第 2 集 8 441 VI G 変奏曲 1 0 
クラヴサン組曲第 1 集 7 432 VI g 舞曲（パッサカリア） 1 0 
クラヴサン組曲第 1 集 2 427 IV F フーガ 1 0 
 












                                                        
1270 Anonyme, « Haendel et la Collection Schoelcher », RGM, 39e année, n° 24, le 16 juin 1872, p. 189. 
1271 « Ces fugues, sans être d’un tissu harmonique aussi serré que celles de Bach, gardent une rare fermeté de style, une 



















 確かに、ファランク夫妻のエディションにはスカルラッティの作品が 130 曲収められている。
だが実際には、定期試験における 1870 年代と 1880 年代の記録件数はそれぞれ僅かに 4 件と 5
件である。1870 年代にはマルモンテルとル・クーペのクラスで 2 件ずつ演奏されており、ル・




譜例 II-5-32. D. スカルラッティ 《ソナタ》イ長調 K 113、mes. 40-49、 
ファランク夫妻『ピアニストの至宝』第 8 巻（1864）p. 153 より 
 
 スカルラティのソナタは、1880 年代にはマサール夫人のクラスで 1 件記録された他は、すべ
てデュヴェルノワのクラスの試験で演奏されている。このうち、マサール夫人のクラスで 1886
                                                        
1272 « L’ensemble de l’œuvre n’en reste pas moins remarquable au point de vue de l’ingéniosité et du charme : et nous 
engageons tous les pianistes qui préfèrent le style, la belle facture, les idées originales sérieusement traitées au verbiage 
musical, vide ou prétentieux, trop en vogue de nos jours, à étudier les œuvres de Dominique Scarlatti. De nombreuses 
éditions les ont d’ailleurs popularisées à l’égal de celles de Sébastien Bach. Mme Farrenc dans son Trésor des pianistes, 
Amédée Méreaux dans ses Clavecinistes célébrées, ont publié un choix excellent comprenant des compositions du plus 
grand mérite. » Ibid., p. 45. 
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年 1 月に演奏されたのは《ソナタ》ト短調（K 450）と同定されている。同音連打、重音、片手
で異なるリズムの 2 声部を弾く手法など、優れて鍵盤楽器的な技巧で書かれたこの作品もまた、
近代的なピアノ教育のコンテクストに適用されやすかったと考えられる。 













 メローがクープラン家をバッハ家と比較したように、マルモンテルもまた F. クープランをフ
ランス・クラヴサン楽派の長と見做し、作品の独創性、「天才的な発想（traits de génie）」 1274を
認めている。しかしクープランの作品は、ピアノ上での演奏が問題とされた場合には、作品に
書きこまれた豊かな装飾記号のために、適切な作品とはみなされなかった。マルモンテルは「旋
律線、フレーズの輪郭に積載された装飾の一部を犠牲にする（sacrifier une partie des ornements qui 
surchargent le dessin de la mélodie, le contour de la phrase）」ことによって「純粋な着想（l’idée pure）」
が演奏に反映されると考えた1275。これは、マルモンテルにとって、クープランの作品を「現代





密で染み入るような魅力、彼の霊感の繊細さを保持した（a gardé le charme intime et pénétrant, la 
délicatesse de ses inspirations）」こと、そして彼が「我々[フランス人]の最初の音楽的詩人の一人
（un de nos premiers poètes musicaux）」1277であることを認めた。 
 このような考えをもつマルモンテルは結局、1870 年代から 1887 年に退職するまで一度もク
ープランの作品を生徒に弾かせなかった。クープランの作品を取り上げた教授はル・クーペた
だ一人である。彼の 2 人の生徒は 1873 年 6 月と 1880 年 1 月にそれぞれクープランの《クラヴ
                                                        
1273 « Le véritable titre de gloire de François Couperin est d’avoir été chef d’école et, sans contredit, le premier de nos 
clavecinistes français. Comme Jean-Sébastien Bach, il a eu l’unique honneur de résumer en lui les progrès de la virtuosité 
musicale de son siècle, la transition du style scolastique à l’art expressif imagé et dramatique, qui a succédé aux procédés 
harmoniques, aux combinaisons ingénieuses du contrepoint, aux imitations canoniques, etc. Il faut lui reconnaître de réelles 
audaces, une grande abondance d’idées et une rare originalité. Ses harmonies sont irréprochables et souvent très riches. » 
Ibid., p. 7. 
1274 Ibid., p. 8. 
1275 Ibid. 
1276 « Il faut être artiste de goût et de savoir pour toucher à la lettre écrite et originale sans attaquer la ligne mélodique et sans 
altérer le contour de la phrase. » Ibid. 
1277 Ibid., p. 13. 
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サン曲集 第 3 集》の第 18 オルドルから〈修道女モニク（Sœur Monique）〉、同曲集第 3 オルド
ルから〈お気に入り（La favorite）〉を演奏している。 
 この〈お気に入り〉は、ル・クーペの《最も高名な大家の作品から抜粋された 12 の演奏会用




















頭1279では、第 6・8 小節 2 拍目裏の右手のそれぞれ g と f にモルデントが付いている（網掛け
で強調した箇所）。 
 
譜例 II-5-33. F. クープラン『クラヴサン曲集 第 1 集』第 3 オルドル 
〈お気に入り――2 拍子のシャコンヌ〉（初版） 
 
 ル・クーペのエディションでは、ダル・セーニョの記号を用いず最初の 4 小節の反復を楽譜
に書き直しているので、上の譜例の箇所は下の譜例の 9、11 小節に相当するが、そこには上の
                                                        
1278 « Quant aux agréments, représentés dans le texte de l’auteur par des signes conventionnels, ils sont ici réalisés d’une 
manière rigoureusement conforme aux indications de l’Edition originale. Sur un Piano à queue, l’ampleur de la sonorité 
permet à l’exécutant de restreindre le nombre de ces agréments. » Félix LE COUPPEY (éd.), Le Recueil des pianistes. 12 
morceau  de concert pris dans les œuvres des maîtres les plus célèbres et annotés, Paris, J. Hamelle, 1884, p. 50. 












Rosa ESCUDIER（1835~1880, 旧姓カストネル KASTNER）、サルヴァディ夫人 Mme Wilhelmine 











                                                        
1280 Antoine-François MARMONTEL, op. cit., p. 81. 
1281 « L’ornementation et les procédés de fioritures semblent vieillis, surannés, mais, en éliminant ces broderies d’un autre 
















 フレスコバルディに関しては、1870 年代にフーガが 2 件のみ、いずれもル・クーペのクラス








5-2-5. 1800 年代生まれの作曲家――メンデルスゾーンの優位とエルツの後退 




表 II-5-36. 1800 年代生まれの作曲家の記録件数（1870・80 年代） 
作曲家 生没年 
記録件数 
1870 年代 1880 年代 
メンデルスゾーン 1809-1847 122 109 
エルツ 1803-1888 29 5 
ケスラ  ー 1800-1872 1 1 
ルベール 1807-1880 1 0 
 
5-2-5-1. メンデルスゾーン 
 K. エリスはメンデルスゾーンの音楽について、1872 年に音楽院出身のキューバのアフリカ
                                                                                                                                                                  
mérite de facture. Les basses ont du mouvement, une allure plus décidée que dans la plupart des compositions de nos 
clavecinistes du XVIIe siècle, à l’exception des œuvres de Couperin, dont le charme naturel, l’extrême distinction dans le 
choix des pensées musicales, font un mélodiste pur, un harmoniste de sentiment. » Ibid., p. 80. 
1282 Muzio CLEMENTI (éd.), Clementi’s  election o  Practical Harmonym  or the organ or piano forte ; containing 
voluntaries, fuguesm canons and other ingenious pieces by the most eminent composers, Londres, Clementi, Banger, Davis 
& Collard, 1801.  








だことは確かである。コンセール・コロンヌの定期演奏会では 1873 年以降、「19 世紀の古典」
としての地位を獲得し、パリ音楽院演奏協会でも《スコットランド交響曲》、《イタリア交響曲》
がしばしば演奏され、ハイドンに匹敵する地位を獲得した1286。『ル・メネストレル』誌では、
1867 年の第 46 号から翌年の 20 号にかけて、バルブデットによる『メンデルスゾーンとその作
品』と題する連載が 26 回に亘って掲載され1287、第 22・23 号ではメンデルスゾーンの作品一覧
が提示された1288。これらの連載の第 2 部では、メンデルスゾーン作品が全ジャンルに亘って解
説されている。さらに 1873 年には、『ルヴュ・エ・ガゼット・ミュジカル』誌でもノイコム Edmond 
NEUKOMM（1840~1903、作曲家 S. ノイコムの甥）が「若き日のメンデルスゾーン」と題する
伝記を 3 度に亘って連載し1289、2 年後には「メンデルスゾーンと新評伝」1290と題して、同じ著
者が 8 回分の記事を寄稿した。グルニエは、フォルケルのバッハ伝を仏訳した翌年、F. ヒラー
がケルンで出版した『フェリックス・メンデルスゾーン=バルトルディ、書簡と回想』1291の仏
訳を刊行した1292。 










                                                        
1284 Anonyme, « Concerts et auditions musicales », RGM, 39e année, n° 19, le 12 mai 1872, p. 149. この演奏会評は、メ
ンデルスゾーンのヴァイオリン協奏曲が演奏者の「感情に、例えばベートーヴェンの協奏曲に比して多くを要
求しない」と述べ、技巧的側面を強調している。 
1285 Katharine ELLIS, Music Criticism in Nineteenth-Century France, Cambridge, Cambridge University Press, 1995, 
p. 140. 
1286 Lucie KAYAS, « Mendelssohn, Félix », DMF, p. 782. 
1287 右に連載第 1 回の書誌情報のみを記す。Hippolyte BARBEDETTE, « Félix-Mendelssohn-Barthodly [sic] », Le 
Mén., 34e année, n° 46, le 13 oct. 1867, p. 361-362. 
1288  Id., « Félix Mendelssohn-Barthodly. Appendice. Catalogue des œuvres publiées ou inédites de Félix 
Mendelssohn-Barthodly », Le Mén., 35e année, n° 22, le 26 avr. 1868, p. 172-173 ; n° 23, le 3 mai 1868, p. 181. 
1289 Edmond NEUKOMM, « La jeunesse de Mendelsshon », RGM, 40e, n° 3, le 19 janv. 1873, p. 18-19 ; n° 4, le 26 janv., 
1873, p. 27-29 ; n° 5, le 2 fév., 1873. 
1290 Id. « Mendelssohn et ses nouveaux biographes », RGM, 42e année, n° 28, le 11 juill., 1875, p. 217-219. 以後 7回の記
事については号数のみ記す：nos 29, 30, 32, 33, 34, 35 et 36. 
1291 Ferdinand HILLER, Felix Mendelssohn-Bartholdy, Briefe und Erinnerungen, Cologne, M. Du Mont-Schauberg, 1874. 
1292 Id., Félix Mendelssohn-Bartholdy (lettres et souvenirs), trad. par Félix GRENIER, Paris, J. Baur, 1877. 
1293 « Si les œuvres de Mendelssohn n’ont reçu tout d’abord en France qu’un accueil peu enthousiaste, c’est, à parler 
franchement, la faute de notre goût encore imparfait, de notre éducation incomplète. Pour qu’on appréciât à leur juste valeur 
les chœurs d’Antigone et l’oratorio de Paulus, il a fallu que la passion d’un groupe de dilettanti entrât dans le courant général 
et le transformât. Le dévouement d’artistes courageux et convaincus a puissamment activé cette transformation et leur 










グラフ II-5-13. メンデルスゾーン作品のジャンル別記録件数（1870・80 年代） 
N.B. 1870 年代は記録件数の多い順に表示している 
 
 
 グラフが示すように、1870 年、1880 年代を通して協奏曲がもっとも重要な位置を占めている。
次いでフーガが両年代で比較的多い。つまり、メンデルスゾーンは 1840 年代以来重視されてき
た協奏曲とフーガにおいて、規範的地位が認められていたことが分かる。一方で、同じ伝統的
ジャンルであるソナタは、それぞれの年代で 6 件、5 件ずつしか記録されなかったが、これは





 次に、記録された作品を具体的にみてみよう。次の表 II-5-37 は、定期試験で記録されたメン
デルスゾーン作品のうち、同定された作品とそれらの記録件数を表示している。 
  
                                                                                                                                                                  
Mendelssohn. » Antoine-François MARMONTEL, op. cit., p. 226. 

















表 II-5-37. 同定されたメンデルスゾーン作品（1870・80 年代） 
N.B. 濃いグレーは 10件以上、薄いグレーは 5~9 件の記録を示す 
1870 年代は記録件数の多い順に表示している 









ピアノ協奏曲第 1 番 25 g I, III I, III London, 1832 26 16 
華麗なカプリッチョ 22 h - - London, 1832 11 9 
ピアノ協奏曲第 2 番 40 d III - London, 1838 10 5 
ロンド・カプリッチョ
ーゾ 
14 E - - London, 1830 
9 11 








Bonn, 1834 6 10 
Sonate 6 E I, IV II, IV Berlin, 1826 3 3 
3 つの幻想曲またはカ
プリース 
16 e II - Vienne, 1831 
3 1 
3 つのカプリース 33 a I I, III Paris, 1836 2 5 
3 つの前奏曲とフーガ 35 f V I, II, III, V Paris, 1837 2 11 
無言歌集 19 A III III Bonn, 1845 2 1 
無言歌集 30 fis VI - Bonn, 1835 1 0 
無言歌集 62 A VI - Bonn, 1844 1 0 
無言歌集 67 C IV IV Bonn, 1845 1 1 
変奏曲 82 Es - - 1850 1 0 
3 つの前奏曲 104a h II - 1868 1 0 
カプリチョ風スケルツ
ォ 
U 113 fis - - Paris, 1836 0 
4 
カプリチョ 5 fis - - Berlin, 1825 0 2 
無言歌集 38 As - VI Bonn, 1837 0 1 
3 つの前奏曲 104b b - I 1868 0 1 
 
 記録された作品中でもとりわけ件数が多いのは《ピアノ協奏曲第 1 番》作品 25 である。ル・
クーペが「豊かで詩的な霊感」を見出したこの協奏曲を、フェティスは 1867 年の『音楽家全伝』
のメンデルスゾーンの項目で、交響曲よりも優れた作品として位置づけている。フェティスは
この協奏曲を「主要独奏楽器を伴う交響曲の一種（sorte de symphonie avec un instrument principal）」
と捉え、「至るところでしかるべき成功を収め、古典となった（obtenu partout un succès mérité et 
sont devunus classiques）」1294と書いている。この翌年に『ル・メネストレル』誌に寄せたメンデ
ルスゾーンの作品解説で、著者のバルブデットはピアノ協奏曲の解説をフェティスに語らせて
いる。フェティスはメンデルスゾーンの 2 つの協奏曲（作品 25 と作品 40）を比較しながら解
説している。第 3 章で述べたように、メンデルスゾーンの協奏曲は序奏を切り詰め、ピアノを
序奏から導入している点、また、すべての楽章が切れ目なく演奏される点が慣習的な協奏曲と
の目立った違いである。これは第 1 番と第 2 番の両方に共通する。フェティスはとくに第 2 番
の第 1 楽章について、「この形式は生き生きとして劇的で、古い形式よりもはるかに好ましい
（Cette forme est animée, dramatique, et de beaucoup préférable à l’ancienne）」1295と述べている。さ
らに、独奏ピアノが導く「極めて活気ある très-animé」活気ある第 3 楽章については「精彩とい
                                                        
1294 « Mendelssohn-Bartholdy (Félix) », FétisB, p. 81. 
1295 Hippolyte BARBEDETTE, « Félix Mendelssohn-Barthodly », Le Mén., 35e année, n° 18, le 29 mars 1868, p. 138. 
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う観点から、メンデルスゾーンの筆から生まれたどの作品にも優る（sous le rapport de la verve, 
l’emporte sur tout ce qu’a produit la plume de Mendelssohn）」1296と書いている。フェティスにあっ
ては、フンメルに代表される「古い」形式に代わる新しい規範としてメンデルスゾーンの協奏
曲が高く評価された。 
 パリ音楽院は 1850 年以来、メンデルスゾーンのピアノ協奏曲を修了コンクールの課題曲に選
ぶことは一度もなかったが、ピアノ科はフンメルの規範とは異なる基準に照らして、メンデル






重要な位置を占めることができた。1870、1880 年代を通して 10 件前後記録された《華麗なカ
プリッチョ》作品 22 に関して、ピアノ協奏曲の独立した第 1 楽章と見做しうるこの作品が「小








つの前奏曲とフーガ》作品 35 からの抜粋と推定される。1880 年代になっても、この作品は 11
件が同定されており、このジャンルでは、メンデルスゾーンのピアノ独奏作品においてバッハ
の《平均律》に次ぐ地位を占めていたことが分かる。 




この作品はシューマンの《交響的練習曲》作品 13 とともに、1870 年代において、19 世紀に書








                                                        
1296 Ibid. 
1297 Antoine-François MARMONTEL, op. cit., p. 225. 
1298 Hippolyte BARBEDETTE, « Félix Mendelssohn-Barthodly », Le Mén., 35e année, n° 18, le 29 mars 1868, p. 138. 
1299 Id., « Félix Mendelssohn-Barthodly », Le Mén., 35e année, n° 19, le 5 avr. 1868, p. 146. 



































年代の 48件よりも少ない 24件に激減し、1880年代には 5件しか記録されなくなる。これには、
自作品を生徒に弾かせていたエルツが 1874 年に退職したことと、若い世代の教授たちがエルツ
の作品から離れていったことが影響している。1870 年代に記録された 24 件のうち、ジャンル
                                                        
1301 « […O]n serait tenté de voir une suite d’études, de pastiches, d’essais sur des styles divers, une œuvre de marqueterie 
enfin, plutôt qu’une œuvre de premier jet. Leur lecture est intéressante; elle n’est pas entraînante comme celle des œuvres de 
même nature, caprices, variations, etc., émanées de Weber par exemple. » Hippolyte BARBEDETTE, op. cit. 
1302 マルモンテルが挙げているのは次の作品番号である。作品 5, 6, 7, 14, 16, 22, 28, 35, 54, 82, 83, 92。 
1303 « Toutes ces œuvres ont un caractèretrès original et sont d’une étude précieuse. Il y a une certaine analogie entre la 
musique de piano de Mendelssohn et celle de Weber ; mais cette affinité n’altère aucunement l’énergique individualité du 
grand maître. » Antoine-François MARMONTEL, op. cit., p. 225. 
1304 « Ces petits poèmes forment, pour la musique de piano, l’équivalent des lieder de Schubert, pour le chant; le charme de 
ces pensées poétiques, toutes différentes de caractère et d’expression, est rehaussé par des accompagnements variés de 
rythme, de forme et des harmonies d’une distinction exquise. Le moule de ces petites pièces caractéristiques comme aussi 
celui des caprices, appartient à Mendelssohn. » Ibid., p. 224. 
 528 
 
の内訳は協奏曲が 24 件、ソナタが 3 件、練習曲が 2 件である。1880 年代にソナタは 4 件に減
るが、協奏曲はわずか 1 件に減る。次の表 II-5-38 は、それぞれの年代で同定された作品とそれ
らの記録件数を示している。 
 

















協奏曲第 5 番 180 f - - 1854 9 1 
協奏曲第 6 番 192 a - - (1858 作曲) 4 0 
大ソナタ・ディ 
・ブラヴーラ 
200 Es III  I, III 1861 3 4 
ピアノ協奏曲第 1 番 34 A I - (1829 初演) 3 0 
ピアノ協奏曲第 2 番 74 c - - 1834 2 0 
ピアノ協奏曲第 8 番 
（未刊） 
- ? - - - 2 0 
ピアノ協奏曲第 3 番 87 ｄ - - 1836 1 0 
ピアノ協奏曲第 4 番 131 E - - 1842-43 1 0 
 
 エルツは退職の直前まで自身の作品を生徒に演奏させていた。1873 年 6 月と翌年 1 月には、
未出版の第 8 協奏曲をそれぞれマルクス嬢 Mlle Berthe-Rosalie MARX（1857~1925）とミクロス







のみ、1888 年 6 月の試験でエルツの第 5 協奏曲を取り上げている。同年の 1 月 5 日、誕生日の
前日に亡くなったエルツを偲んでのことかもしれない。 
 この世代で初めて記録されたケスラ  ー Joseph Christoph KESSLER（1800~1871）とルベール 
Napoléon-Henri REBER（1807~1880）は、いずれもル・クーペのクラスで記録されている。1873









                                                        
1305 Joseph Christoph KESSLER, Études pour piano, op. 20, Paris, S. Richault, 1828. 












表 II-5-39. 1780 年代生まれの作曲家の記録件数（1870・80 年代） 
作曲家 生没年 
記録件数 
1870 年代 1880 年代 
ヴェーバ  ー 1786-1826 101 107 
フィールド 1782-1837 19 5 
リース 1784-1838 18 5 
カルクブレンナ  ー 1785-1849 7 1 
ピクシス 1788-1875 2 0 
ボエリ  ー 1785-1858 1 0 
シュポーア 1784-1859 1 0 
 
 1860 年代の記録件数はフィールドが 42 件、ヴェーバーが 24 件となっていたが、フィールド
の記録件数は、データが不完全な 1860 年代の半分以下にまで減少し、1880 年代には一桁台ま
で落ち込む。一方のヴェーバーは、1870 年代に 101 件まで記録件数が増加し、1880 年代にはさ
らに 6 件増加する。リースは、1870 年代から 1880 年代にかけてフィールドとほぼ同じ記録件




5-2-6-1. ヴェーバ  ー






エドゥアール・モネと Ed. ノイコムが分担して書いたこの要約は、1865 年 7 月 2 日から 1869
年 4 月 4 日に至るまで 41 回に亘り、「息子の著述した伝記に基づくシャルル=マリー・ド・ヴェ
ーバーに関する研究（Études sur Charles-Marie de Weber, d’après la biographie écrite par son fils）」と
いうタイトルで掲載された1308。マルモンテルが 1880 年にヴェーバーの伝記的な一章を書くこ
とができたのは、1860 年代後半から 1870 年代にかけてドイツの最新のヴェーバー研究を読む
ことができたからでろう。 
                                                        
1307 Max Maria von WEBER, Carl Maria von Weber. Ein Lebensbild, 3 vol., Leipzig, E. Keil, 1864-66. 
1308 連載記事が掲載された RGM の号数のみを以下に挙げておく。1865 年 : nos 27, 29, 38, 43, 45, 48, 53 ; 1866年 : 
nos 4, 13, 18, 25, 33, 38, 39, 42, 43, 45 ; 1867 年 : nos 4, 5, 13, 44, 47 ; 1868 年 : nos 18, 21, 23, 25, 28, 31, 36, 39, 45, 49, 50, 



































                                                        
1309 « Ce n’est pas d’hier que date la grande guerre des classiques et des romantiques. Il a existé de tout temps une double 
école de réformateurs, plus ou moins pratiques, plus ou moins ardents. Pour nous restreindre à notre sujet, chaque grande 
période musicale a possédé ses intransigeants, ses révolutionnaires stériles et aussi ses glorieux novateurs, ses révoltés de 
génie. A côté d’esprits envieux et de médiocrités se méconnaissant elles-mêmes, il y a eu de tout temps des producteurs 
féconds, renouvelant les beaux modèles de l’art, ne renversant les anciens autels que pour établir le culte de nouveaux 
dieux : Mozart, Gluck, Beethoven, Weber, Rossini, etc., élargissant le cadre de la composition musicale, changeant la nature 
des idées, dramatisant les pensées : voilà les véritables romantiques, ceux que nous admirons de toutes les forces de notre 
âme. S’il convient de condamner les iconoclastes impuissants ou inhabiles, ceux qui n’ont rien à mettre à la place des ruines 
faites par leur orgueil, il faut reconnaître, en revanche, que l’art n’est pas nécessairement immuable et que les plus hautes 
traditions doivent, à certaines époques, céder aux inspirations du génie, ce rénovateur par excellence. » Antoine-François 
MARMONTEL, SV, p. 161-162. 
1310 Carl Maria von WEBER, Sonate en la bémol, op. 39, Antoine-François MARMONTEL (éd.), Paris, Heugel, 1853, p. 2.  























グラフ II-5-14. ヴェーバー作品のジャンル別記録件数（1870・80 年代） 
N.B. 1870 年代は記録件数の多い順に表示している 
 
 「ソナタ」の支配的傾向の一方で、1840 年代、1860 年代の記録に見られた「小協奏曲」（《コ
ンツェルトシュトゥック》）の記録件数はソナタの記録件数と大きく差が開いており、1870 年
                                                        
1312 « Ces qualités diverses, la vigueur et la science, le libre essor de l’esprit qui conçoit et la sûreté patiente de la main qui 
exécute, nul compositeur ne les a mieux réunies que Weber, et ne peut réclamer une plus large part dans le romantisme 
contemporain. Il y mérite même une place de créateur, dans le genre fantastique dont il a été l’initiateur et dont il reste le 
maître par excellence. » Ibid., p. 162. 
1313 « Tel fut Weber, grande âme, esprit multiple, nature essentiellement géniale, musicien dramatique, symphoniste, poète, 
—— le plus puissant et le plus sublime des visionnaires qui ont essayé de relier le monde céleste au monde terrestre, le 























代から 1880 年代にかけて 3 件減少した。「ロンド」は、《華麗なロンド》変ホ長調 作品 62 のみ
がこのジャンルに該当する。初めて記録に現れる作品だが、1880 年代には 1 件しか記録されな
くなった。協奏曲は 1840 年代、1850 年代、1860 年代にそれぞれ 3、4、5 件記録されているが、
1870 年代から 1880 年代にこれらの記録頻度は、1840 年代から 1860 年代における記録頻度以下
の水準に下がった。「舞曲」はすべて「ポロネーズ」で、1860 年代と同じく、同定された作品
はすべて《華麗なポロネーズ》作品 72 である。このジャンルは 1860 年代に 4 件記録されてい
たが、1880 年には取り上げられなくなった。 
 次の表 II-5-40 は、記録されたヴェーバー作品のうち、同定された作品と各作品の記録件数の
一覧である。 
 
表 II-5-40. 同定されたヴェーバー作品（1870・80 年代） 






















Berlin, 1816 40 40 
ピアノ・ソナタ第 3 番 49 d I I, III Berlin, 1817 20 39 
コンチェルトシュトゥック 79 f I, III  I, III  Leipzig, 1823 12 9 





Berlin, 1812 11 5 
華麗なロンド 62 Es - - Berlin, 1819 6 1 
ピアノ協奏曲第 2 番 32 Es - - Berlin, 1814 1 3 
華麗なポロネーズ 72 E - - Berlin, 1819 1 0 
モメント・カプリチョーゾ 12 B - - Augsburg, 1811 0 3 
ピアノ・ソナタ第 4 番 70 e - - Berlin, 1822 0 3 
  
1870 年代から 1880 年代にかけてもっとも多く記録されたのは第 2 ソナタで、第 3 ソナタがこ
れに続く。第 1 ソナタでは、それまで「無窮動」の名で呼ばれた 4 楽章しか記録されたことが
なく、メンデルスゾーンの《幻想曲》作品 28 のフィナーレと同様、技巧的観点から抜粋で演奏
されてきたが、1870 年代には 3 件記録されたフィナーレの他に、第 1 楽章（Allegro）、第 3 楽
章（Minuetto quasi scherzo）もそれぞれ 4 件、1 件が記録されている。 
 ヴェーバーのソナタは、多かれ少なかれこの時期の全ピアノ教授のクラスの定期試験で演奏




表 II-5-41. クラス別にみたヴェーバーのソナタの記録件数 
クラス担任 
記録件数 
1870 年代 1880 年代 
ル・クーペ 23 24 
マサール夫人 18 17 
マルモンテル 12 13 
マチアス 9 6 
ドラボルド 9 0 
ファランク夫人 3 - 
ドラボルド 3 12 
エルツ 1 - 
デュヴェルノワ - 13 
ディエメール - 4 
ド・ベリオ - 2 





（l’âme d’un véritable artiste）」1314が必要だと述べていたことが思い出される。実際、ル・クーペ




クラスでもっとも多く演奏されている（但し 17 件中 3 件は、フィッソが彼女の代講をした時期
の記録である）。1880 年代、マチアスとともに 13 回生徒にヴェーバーのソナタを演奏させたマ









スにおいてである。1881 年 6 月にはドラボルドのクラス、1887 年 6 月と 1889 年 1 月の試験で
はデュヴェルノワのクラスで演奏されている。 
 1870 年代に 12 件記録された《コンツェルトシュトゥック》についてマルモンテルは、あら
                                                        
1314 EP, p. 113. 
1315 « Ses quatre sonates sont des chefs-d’œuvre à tous les points de vue. On ne sait ce qu’on doit le plus admirer, de la 
facture savante, de la noblesse du style, de la richesse des harmonies, de l’audacieuse nouveauté des traits, de la passion des 
phrases de chant. Ces œuvres sont aussi géniales que les compositions dramatiques du maître. » Antoine-François 






に次いで多く記録された。一方、「陰に隠された（laissé dans l’ombre）」協奏曲は、1870 年代、
1880 年代にはそれぞれ 2 件、3 件しか記録されなくなった。 
 1887 年 6 月と 1889 年 6 月にデュヴェルノワのクラスの試験でそれぞれ 1 件、2 件演奏された
《モメント・カプリッチョーゾ》作品 12（1808 年作曲）は、ル・クーペの校訂した曲集《最も
高名な大家の作品から抜粋された 12 の演奏会用作品》に収録されている。ル・クーペはこの作




しさ（l’audacieuse nouveauté des traits）」という表現で説明され得ただろう（譜例 II-5-35）。古典
的な形式と「新しさ」の結合は、作品 12 のような小規模作品にも認められていた。 
 
譜例 II-5-35. C. M. v. ヴェーバー《モメント・カプリチョーゾ》作品 12（1811）、 
mes.1-12、F. ル・クーペ編『最も高名な大家の作品から 






                                                        
1316 Ibid., p. 178. 






















いる。とりわけ第 2、3、4 番は「華麗な協奏曲」を代表する重要作と見做している。 
 






 だが、1817 年以降の協奏曲、第 5 番〈嵐による火事（L’incendie par l’orage）〉（1817）、第 6






                                                        
1318 « Field n’attachait dans le principe que peu d’importance à ces bluettes musicales qu’il improvisait à ses heures de 
poésie, et pourtant ces pièces expressives sont restées des modèles du genre. Nul virtuose, à l’exception de Chopin, ne 
détaillait avec plus de grâce, de sensibilité et de charme ces petits poèmes d’expression élégiaque, pensées intimes 
directement venues du cœur. » PC, p. 96.  
1319 « Field a encore laissé dans son œuvre, en outre des 18 nocturnes, 7 concertos pour piano et orchestre. Le premier, de 
force moyenne, est, dans son ensemble, d’un style charmant et gracieux. Les 2e, 3e, 4e sont des compositions de grande 
valeur ; les phrases de chant ont de l’inspiration et de la noblesse ; les traits légers, brillants, offrent une grande élégance ; et 
ces concertos peuvent se placer parmi les meilleurs de l’école moderne du piano; nous ne disons pas de l’école actuelle dont 
les tendances sont au concerto symphonique. » Ibid., p. 96-97. 
1320 « Les 5e, 6e, 7e concertos nous plaisent beaucoup moins. Il y a de belles pages et certaines ingéniosités, mais le style est 






作品には同様の精神的発展性を見出していない。実際、1870 年代から 1880 年代にかけて定期














ピアノ協奏曲第 1 番 H 27 Es Moscou, 1811 1 2 
ピアノ協奏曲第 2 番 H 31 As Moscou, 1811 12 2 
ピアノ協奏曲第 3 番 H 32 Es Moscou, 1811 2 0 


























                                                                                                                                                                  
plus le charme et la fraîcheur de l’inspiration. » Ibid., p. 97. 
1321 « Quels ne furent pas notre étonnement et notre désillusion, lorsqu’en entrant dans la chambre enfumée du célèbre 
pianiste, nous trouvâmes le maître assis dans son fauteuil, une énorme pipe aux lèvres, entouré de chopes et de bouteilles de 
toutes provenances ! Sa tête un peu forte, ses joues colorées, ses traits alourdis donnaient à sa physionomie un faux air de 
Falstaff. » Ibid., p. 91. 































 リースの記録件数は 1870、1880 年代を通してほぼ同じであるが、彼の作品はエルツ、ファラ
ンク夫人、ル・クーペ、マチアスのみならず、マサール夫人（1870 年代に 4 件、1880 年代に 1
件）、フィッソ（1 件）によっても取り上げられた。 
                                                                                                                                                                  
maîtres, étaient très recherchées ; mais son inexactitude, l’état de somnolence continuelle où le réduisaient ses funestes 
habitudes éloignèrent vite la clientèle nombreuse qu’avait attirée son talent. » Ibid., p. 95. 
1323 « Les disgrâces corporelles sont d’une importance secondaire ; en revanche, il est capital pour l’artiste appelé par son 
talent et ses relations à vivre dans une société d’élite, d’avoir, au moins en public, la tenue et la distinction d’un homme de 
bonne compagnie. Il n’en était malheureusement pas ainsi pour John Field ; un fait entre mille donnera la mesure de son peu 
de savoir-vivre. Lors de son dernier séjour à Paris, John Field reçut une invitation de Mme la duchesse Decazes, pour une 
soirée musicale d’apparat. Field se rendit exactement à cet appel, qui avait pour lui un intérêt palpable. Seulement il arriva 
avec des gants trop longs et des chaussures trop étroites, double embarras. La fleur du faubourg Saint-Germain remplissait le 
salon, mais la chaleur était si grande que le célèbre virtuose sentit sa gène s’accroître, et, pressé de se soustraire à ce supplice, 
il eut l’ingénieuse idée de se mettre publiquement en pantoufles. Amédée de Méreaux, témoin de ce fait, et comme moi 
grand admirateur du talent de Field, se hasarda à présenter au grand pianiste une observation sur cette distraction un peu trop 
forte ; mais sa bonne intention fut mal comprise ; il n’était plus temps, du reste. La duchesse offrit son bras à Field et le 
conduisit au piano, où, malgré les sourires et les chuchotements des invités trop clairvoyants, que scandalisait le sans-gêne 
de l’artiste, il fit chaleureusement applaudir plusieurs de ses ravissants nocturnes, une polonaise et son troisième concerto. » 




































                                                        
1324 Id., Notices biographiques sur L. van Beethoven, trad. de l’allemand par A.-F. Legentil, Paris, E. Dentu, 1862, 
XV-250 p. 
1325 « Il nous semble que l’heure est venue pour Ferdinand Ries. La perspective réduit à de justes proportions cette figure 
souvent trop arrondie, souvent aussi trop diminuée, et dont il convient de dire à présent qu’elle appartient à la lueur discrète 
de la forte moyenne artistique. Ce qu’on lui a prêté de particulièrement éclatant relevait plutôt de Beethoven et peut se 
délimiter facilement ; ce qui lui est personnel, inhérent, correspond à une inspiration moins haute que pure, moins sublime 
que distinguée, à une flamme de conviction qu’il ne faudrait pas confondre avec le feu du génie. De nobles œuvres, voilà ce 
que Ries a laissé. La noblesse en est le trait principal et l’éloge suffisant. » Ibid., p. 205. 
1326 « Quant à l’imitation de Beethoven, que des critiques sévères ont durement reprochée à Ries, ce point délicat demande 
une distinction. Il n’est pas douteux que Ries ait subi l’influence du grand symphoniste, son maître, et qu’on en retrouve 
quelquefois le reflet, mais il n’y a dans son œuvre, ni pastiche, ni plagiat, de parti pris ; Ries est plutôt un fils qu’un copiste 

















 1870 年代に記録された 18 件の記録のうち、16 件は 1860 年代の記録でももっとも多く現れて
いた《ピアノ協奏曲第 3 番》作品 55 で、他の 2 件はそれぞれ第 8 協奏曲（作品 151）と《華麗
なロンド》作品 122 である。1880 年代には第 3 協奏曲だけが 5 件記録された。 
 
5-2-6-4. カルクブレンナ  ー
 1870 年代におけるカルクブレンナーの記録件数は、記録が不完全な 1860 年代と同じ 7 件で
ある。カルクブレンナーの作品を取り上げたのは、ファランク夫人、ル・クーペ、マルモンテ






件の内訳は、第 1 協奏曲作品 61 と第 3 協奏曲作品 80 がそれぞれ 2 件、第 4 協奏曲作品 125 が
1 件、《手導器を用いてピアノを学ぶためのメソッド》作品 108 から抜粋された練習曲（第 3 番










                                                                                                                                                                  
Créer sans modèle est un phénomène dont on cite bien peu d’exemples. » Ibid., p. 211. 
1327 « [La] main très habile de l’artiste n’a pas toujours la sûreté ni les audaces d’allures que donnent seules les longues 
études scolastiques ou l’intuition, plus puissante encore. Ries a écrit un plus grand nombre d’ouvrages que son contemporain 
Hummel ; il n’en reste pas moins après lui dans la hiérarchie des compositeurs virtuoses. » Ibid. 







 それでも、カルクブレンナーのメソッド（作品 108）は 1869 年になっても第 6 版1330が出版
され、著者の没後も重要な教材として普及していた。1873 年 6 月の試験でル・クーペの生徒が
演奏したのは、このメソッドの練習曲集からの抜粋だった。 
 1880 年代に入ると、マチアスが 1886 年 1 月の試験でカルクブレンナーの協奏曲を生徒に弾
かせたのを最後に、定期試験からカルクブレンナーの作品は姿を消した。1870 年代に 2 件記録
されたピクシスの《ピアノ協奏曲》ハ長調 作品 100 は 1840 年代以来、記録件数は少ないもの
の各年代で記録されてきた。だが、マチアスがファランク夫人に続いて 1876 年 6 月にこの協奏
曲を演奏させたのを最後に、ピクシスの作品は記録されなくなった。ボエリーとシュポーアの
作品はそれぞれ《24 の小品》作品 20 の第 16 番（ト長調）と《ピアノ・ソナタ》変イ長調 作
品 125 で、初めて記録に現れた作品であるが、これらはそれぞれル・クーペとマルモンテルの
クラスで 1 回ずつ演奏されただけで、1880 年代に再び取り上げられることはなかった。 
 
5-2-7. 1790 年代生まれの作曲家――シューベルトへの曖昧な評価とモシェレスの後退 
 次の表 II-5-43 は、1870、1880 年代に記録されたこの世代の作曲家の記録件数を示している。 
 
表 II-5-43. 1790 年代生まれの作曲家（1870・80 年代） 
作曲家 生没年 
記録件数 
1870 年代 1880 年代 
シューベルト 1797-1828 20 17 
モシェレス 1794-1870 19 7 
マイヤ  ー 1799-1862 12 0 
チェルニ  ー 1791-1857 9 8 
 








1886 年 12 月 12 日、コンセール・コロンヌでは《交響曲第 9 番》（D 944）が上演された1331。
                                                        
1329 « Si l’on considère l’importance et le grand nombre des compositions de Kalkbrenner, on doit reconnaître en lui un 
maître de premier ordre ; toutes ses compositions affirment des tendances très hautes, une grande variété de style et de forme, 
souvent de l’inspiration et toujours une main ferme, sûre d’elle-même, traduisant la pensée dans la langue musicale la plus 
correcte. Mais il faut bien le dire : malgré toutes leurs qualités et un mérite réel de facture, les compositions de F. 
Kalkbrenner ont vieilli. Le style en paraît démodé et poncif. » Ibid., p. 102. 
1330 Frédéric KALKBRENNER, Méthode pour apprendre le piano- orte à l’aide du guide-mains suivie de 12 études, en 2 
parties, op. 108, 6e éd. Paris, J. Meissonnier, 1869. 
1331 L. カヤスはこれがフランス初演だったと述べているが（Lucie KAYAS, « SCHUBERT, Franz », DMF, p. 1 134）、













フ II-5-15 に、記録されたシューベルト作品のジャンル別記録数を示す。 
 




ベルトの室内楽を「全体が構成と均衡を欠いている（l’ensemble manque de plan et d’équilibre）」
と見做し、大規模作品における「冗長さ、無駄な繰り返し、理由のないエピソード、くたびれ
るほどの誇張を伴う展開（des longueurs, des redites, des épisodes non motivés, des développements 
d’une exagération fatigante）」によって「細部に宿る真の美しさ（réelles beautés de détail）」が損な
われていると考えていた。だが、1870 年代にはソナタが 9 件取り上げられ、大規模な幻想曲（D 
760、D 894）も 7 件記録された。1870 年代において「ソナタ」の記録が現れるのは、ドラボル
                                                                                                                                                                  
ーの手で行われたとしている。 
1332 « […I]l sentait instinctivement que c’était beau et il écoutait avec respect, applaudissait avec discrétion. » Hippolyte 
BARBEDETTE, « Paris et départements », Le Mén., 53e année, n° 3, le 19 déc. 1886, p. 22. 
1333 « Ses symphonies sont rarement exécutées, sa musique de chambre presque jamais, sa musique de piano pas du tout. » 
Paul Dukas, Les écrits de Paul Dukas sur la musique (avant-propos de G. Samazeuilh), Paris, Société d’Éditions Françaises 




























 一方で性格小品は 3 件に留まっている。1880 年代にソナタの記録件数は性格的作品と同じ 4
件にまで減少するが、「幻想曲」は 1 件増加し、このジャンルが両年代においてシューベルトの
主要ジャンルとなったことが分かる。 
 次の表 II-5-44 は、記録されたシューベルト作品のうち、同定された作品と各々の記録件数を
示している。 
 















1870 年代 1880 年代 
幻想曲、アンダンテ、メ
ヌエットとアレグレット 
78 D 894 G III, IV  III 1827 
3 2 
幻想曲 15 D 760 C III - 1823 3 3 
4 つの即興曲 90 D 899 Es II II 1827 2 1 
ピアノ・ソナタ第 17 番 53 D 850 D - I 1826 1 3 





4 つの即興曲 142 D 935 B III - 1839 0 2 
 
 これらのうち、初めて記録されたのは《幻想曲、アンダンテ、メヌエットとアレグレット》
（D 894）、《「さすらい人」幻想曲》（D 760）、《ピアノ・ソナタ》第 14 番（D 784）、第
17 番（D 850）の 4 作品である。1870 年代において比較的多く演奏されているのは、3 件記録
されたD 894 とD 760 である。本文第 1 章第 2 節でも述べたように、D 894 はもともと「ソナ
タ」というタイトルをもっていた。この作品が演奏されたのはマサール夫人、ル・クーペ、ド
ラボルドのクラスにおいてで、最初に記録されたのは 1875 年 6 月に行われたマサール夫人・ク
ラスの試験でのことだった。この作品は先立つ 1875 年 2 月 19 日に、エラール社のサロンでア
ルカンが企画していた《6 つの小さな古典音楽演奏会（Six petits concerts de musique classique）》
1334の初回で演奏された。このシリーズの初年からアルカンと共演していたドラボルドは父を通
してこの作品を知っていたはずであるし、1868 年にアルカンからピアノのための《歌曲集 第 3
集》作品 65 を献呈されていたマサール夫人がアルカンの演奏会に足を運んだということも十分
に考えうる。《「さすらい人」幻想曲》は 1877 年 1 月の試験で、ドラボルドの生徒マイヨショ
ン嬢 Mlle Joséphine-Madelaine MAILLOCHON（1863~?）が初めて第 3 楽章（記録上は「スケル
ツォ（Scherzo）」）を演奏し、1879 年 2 月にはアンスラン嬢 Mlle HAINCELAIN が第 3 楽章と
                                                        
1334  この演奏会は 1873 年に始まり、1876 年と 79 年を除いて 1880 年まで毎年行われた（Cf. Brigitte 
FRANÇOIS-SAPPEY, Charles-Valentin Alkan, Paris, Bleu nuit éd., 2013, p. 146-147. 
Collection : Collection Horizons, ISSN 1769-2571 ; 34）。1874 年に行われた 6 回の演奏会のプログラムは書きの文
献に複写が掲載されている。このプログラムでは、この作品は「ソナタ」と書かれている。Ronald SMITH, Alkan, 









ナタのうち第 14 番（イ短調）は、1874 年 6 月の試験でマチアスの生徒の一人により第 3 楽章
（Allegro vivace）が演奏された。第 17 番（ニ長調）は 1880 年 1 月にドラボルドの試験で演奏
されたが、楽章は特定されない。2 教授のシューベルトに対する関心は 1880 年代にはやや後退
し、マチアスはソナタを試験で生徒に課さなくなった。一方のドラボルドは 1881 年 1 月に 2
人の生徒に、6 月に 1 人の生徒にソナタを弾かせている。1 月と 6 月の試験ではそれぞれ 1 人の
生徒が第 17 番（うち 1 人が第 1 楽章）を弾いた。マチアスの後任ド・ベリオは、1888 年 1 月
の試験で同じソナタの第 1 楽章を生徒に弾かせている。 
 1860 年代に 7 件記録された「性格的作品」は、1870 年代には 3 件、1880 年代には 4 件しか
記録されなくなった。このジャンルで同定された作品に関しては、いずれも 1860 年代と同じく
《4 つの即興曲》作品 90（D 899）と作品 142（D 935）からの抜粋である。1870 年代にこれら
を取り上げた教授はル・クーペ、マルモンテル、ドラボルドである。マルモンテルは、小品に
関しては例外的にシューベルトの教育的価値を認めていたことが分かる。D 899 については、
1860 年代にファランク夫人のクラスで記録された第 2 番が、1873 年 1 月と翌年同月の試験でそ
れぞれル・クーペ、ドラボルドのクラスで記録されている。1880 年代に記録された 4 件の即興
曲のうち、1 件がマサール夫人のクラスで記録されている他はすべてマチアスのクラスの試験
で弾かれている。1885 年１月にマチアスのクラスで、同年 6 月にマサール夫人のクラスで演奏













 長年パリ音楽院でその作品が重視されてきたモシェレスは 1870 年に没した。1870 年代から
1880 年代にかけてのモシェレスの定期試験における位置づけは、ピアノ科における彼の死後の
評価を示している。 























たのは、教授の世代交代によるところが大きい。次の表 II-5-45 は、1870、1880 年代におけるモ
シェレス作品の記録件数をクラス毎に比較している（記録が確認されたクラスのみ）。 
 
表 II-5-45. クラス別にみたモシェレス作品の記録件数（1870・80 年代） 
クラス担任 1870 年代 1880 年代 
マチアス 7 2 
マルモンテル 6 4 
ファランク夫人 4 - 
ドラボルド 1 0 
ル・クーペ 1 0 




夫人は 1870 年代（ファランク夫人は 1872 年まで）にモシェレス作品を何度も取り上げている。
一方でド・ベリオ、フィッソ、ディエメール、デュヴェルノワの 4 名は 1880 年代に就任後、一
度もモシェレスの作品を生徒に課さなかった。 
 次の表 II-5-46 は、この時期に記録されたモシェレス作品の記録件数をジャンル別に表示して
いる。 
  
                                                        
1335 « Les artistes qui s’élèvent jusqu’aux sommets ardus de la célébrité, et atteignent les hautes cimes de l’art par une valeur 
personnelle incontestée, des qualités primordiales reconnues de tous sont en petit nombre ; plus rares encore ceux qui n’ont 
jamais connu les tristesses de critiques injustes, ressenti les atteintes douloureuses des rivalités et de l’envie. Moschèles a été 
un de ces privilégiés de l’art; ses facultés exceptionnelles de musicien, de compositeur et de virtuose l’ont placé si haut, 
qu’aucune des mesquines passions, des petites haines, trop fréquentes dans la carrière musicale, n’a pu effleurer sa belle et 
pure réputation. Disons encore que la franchise et la noblesse de son caractère lui ont attiré des sympathies aussi vives 




表 II-5-46. モシェレス作品のジャンル別記録件数（1870・80 年代） 
ジャンル 1870 年代 1880年代 
協奏曲 13 2 
練習曲（集） 5 5 
ソナタ 1 0 
 
 1870 年代には、1860 年代以前と同じく「協奏曲」がもっとも多く記録されており、「練習曲
（集）」と初めて記録される「ソナタ」がこれに続く。1880 年代に、協奏曲は専らマチアスの
クラスの試験で演奏されただけで、「協奏曲」はもはや音楽院のレパートリーから姿を消しつつ
あった。次の表 II-5-47 は、同定された作品とそれぞれの記録件数を示している。 
 
表 II-5-47. 同定されたモシェレス作品と各作品の記録件数（1870・80 年代） 





1870 年代 1880 年代 
ピアノ協奏曲第 3 番 60 g - 1820 6 2 
ピアノ協奏曲第 2 番 56 Es - 1823 3 0 
ピアノ協奏曲第 5 番 87 C - 1826 3 0 
力強さ、軽やかさ、カ
プリース：練習曲集 




ピアノ協奏曲第 4 番 64 E - 1823 1 0 
感傷的なソナタ 49 fis - 1820 1 0 
練習曲集 70 C I 1828 1 0 
 
 第 3 協奏曲は、1860 年代の記録のうち、同定された作品でももっとも多く記録された作品で
あり、1870 年代においても重視され続けていた。マルモンテルはモシェレスが書いた 8 作のピ










 オーケストラとピアノのバランスを強調するこの記述の背後には、リトルフ Henri LITOLFF
（1818~1891）に代表される「交響的協奏曲」に対する批判を読み取ることができる。マルモン
                                                        
1336 Ibid., p. 191. 一方で、第 6~8 番については「先立つ 5つの協奏曲に見られる構成と明確さはもち合わせてい
ない（n’ont pas la grande ordonnance et la clarté des cinq premiers）」としている。 
1337 « la noblesse du style, la richesse de l’inspiration, la couleur vigoureuse des harmonies font de ces œuvres des types 
admirables plusieurs fois imitées. » Ibid. 
1338  « Les timbres de l’orchestre sont distribués avec une entente merveilleuse de la sonorité ; les dessins 
d’accompagnement, pleins d’élégance et d’esprit, se meuvent avec une grande liberté d’allures, soutiennent ou animent le 






曲集》作品 51 の第 2 番〈軽やかさ〉（ト長調）、第 3 番〈カプリース〉（ハ短調）と《練習曲集》
作品 70 の第 1 番（ハ長調）である。マルモンテルは作品 51 に関しても「作曲技術の模範であ
り、そこでは典型的な着想が大家のみが有する手腕で展開されている」1339と述べ、作曲の見本
としての地位を与えているばかりでなく、メカニスムの教育的観点からも高く評価している1340。
だがこの作品 51 は、ファランク夫人の生徒が 1872 年 1 月の定期試験で演奏した他は、専らマ
ルモンテルの生徒（そこにはドビュッシーが含まれる1341）が試験で弾いただけで、マルモンテ
ルの退職とともに定期試験では演奏されなくなった。1879 年 2 月 4 日にマルモンテルの生徒で
ブラジル出身のメスキータ Carlos MESQUITA（1864~ ?）が弾いた《ソナタ・メランコリック》
はリスト以前に書かれた単一楽章のソナタである。マルモンテルはこのソナタについて「これ
ほど完璧で、霊感に溢れ、ピアノのためにうまく書かれた曲を私は知らない（je ne sais rien de plus 








5-2-7-3. マイヤーとチェルニ  ー
 マイヤーは既に 1862 年に故人となっていた。彼の作品は 1870 年代には 12 件記録されたが、
1880 年代には完全に定期試験のレパートリーから消えた。12 件のうち、同定されたのは《演奏




 チェルニーは定期試験の記録には初めて現れた作曲家であるが、ピアノ科では 1830 年代に彼
の練習曲やフーガが導入されていた1342。1870年代から 1880年代にかけての彼の作品の受容は、
特定の作品に偏っている。1870 年代に記録された 9 件のうち 8 件が同定されており、そのすべ
てが《練習用大ソナタ》変ロ長調作品 2681343である。4 楽章（Allegro con spirito-Adagio 
                                                        
1339 « sont des modèles de facture où l’idée typique est développée avec une habileté de mains que possèdent seuls les 
maîtres » Ibid. 
1340 「これらの楽曲はメカニスムと特別な難技巧という観点からすばらしい練習となるが、それらは音楽的な着
想の選択、多様性と走句の構成、そしてその色調を際立たせ、それらの曲をエネルギッシュで表情豊かで劇的
に彩っている点が非常に特徴的である。」« Ces pièces, d’un travail excellent au point de vue du mécanisme et des 
difficultés spéciales, sont toutes remarquables par le choix de la pensée musicale, la variété et la contexture des traits, enfin 
par les harmonies ingénieuses et piquantes qui en rehaussent le ton et leur donnent une couleur énergique, expressive et 
dramatique. » Ibid. 
1341 ドビュッシーは 1874 年 6 月 23 日の試験で第 2 番を弾いている。 
1342 ヅィメルマンの『ピアニスト兼作曲家の百科事典』第 2部第 2 章・3 章では、チェルニーの練習曲、訓練課
題集（op. 92, 151, 161, 244, 245, 399, 400）が随所で参照すべき練習曲として挙げられている。Yasushi UEDA, 
Pierre-Joseph-Guillaume Zimmerman (1785-1853) et les études pour piano, 1829-1840, mémoire de Master 2 en Musique 
et Musicologie, sous la direction de Mme Danièle PISTONE, Université Paris IV, 2013, p. 131. 
1343 Carl CZERNY, Sonate d’étude, Paris, Richault, entre 1834 et 1835. 
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espressivo-Scherzo : Molto allegro quasi presto-Allegro con fuoco）からなるこのソナタのタイトルに
は、「新しい形式のパッセージの中でメカニスムの高度な熟練に至るための（pour faire atteindre 
l’habileté supérieur du mécanisme dans plusieurs nouvelles formes des passages）」という説明が付いて
いる。すなわち、「練習用ソナタ（Sonate d’étude）」という表現は、練習曲に用いられるような、
種々のメカニスム向上のためのパッセージを用いて書かれたソナタということである。実際、









譜例 II-5-36. C. チェルニー《練習用大ソナタ》作品 268（1834/35）、 
第 1 楽章、mes. 110-112 
N.B. 指定冒頭のテンポは 4 分音符=144 
 
譜例 II-5-37. 同前、mes. 194-199 
 
 
 1870 年代に同定された延べ 8 件のこの作品の記録のうち、7 件はドラボルドのクラスの試験
に由来する。ドラボルドは 1875 年以降、1877 年を除いて毎年生徒にこの作品を演奏させた。
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1880 年 1 月の試験では、マルモンテル門下のメスキータもこの作品を弾いた。1880 年代に入る
と、ドラボルドよりもマルモンテルがこの作品を積極的に取り上げるようになった。1880 年代
に記録された 8 件の記録のうち 6 件が同定されており、うち 5 件がこの《練習用ソナタ》であ
る。マルモンテルは 1884 年から 1885 年にかけて延べ 4 名の生徒にこの作品を弾かせた。 







5-2-8. 1700~1760 年代生まれの作曲家――歴史的多様性の探究と後退 
 18 世紀に生まれた作曲家であるベートーヴェンおよびフンメルの属する 1770 年代より前に
生まれた作曲家たちの作品は、1870・80 年代には、モーツァルトを除けば記録件数が 10 件に
満たない。それゆえ本項では、1870 年代以前生まれの 18 世紀の作曲家をひとまとめに扱うこ
とにする。 
 1860 年代の記録において 18 世紀生まれのもっとも古い作曲家はキルンベルガーだったが、
1870 年代にはグラウン Carl Heinrich GRAUN（1703~1759）、パラディース Domenico PARADIES
（1707~1791）まで遡る。次の表 II-5-48 に、1870、1880 年代におけるこれらの年代に属する作
曲家の延べ記録件数（延べ（参考までに 1860 年代の記録件数も併記する）。 
 




1860 年代 1870 年代 1880 年代 
モーツァルト 1756-1791 18 38 23 
ドゥシーク 1760-1812 17 9 0 
クレメンティ 1752-1832 5 5 1 
ハイドン 1732-1809 7 4 0 
パラディース* 1707-1791 0 3 3 
C. P. E. バッハ* 1714-1788 0 2 3 
グラウン* 1703/4-1759 0 2 0 
アルブレヒツベルガー* 1736-1809 0 1 0 
Ch. バッハ* 1735-1782 0 1 0 
キルンベルガ  ー 1721-1783 1 2 0 
エロルド* 1755-1802 0 1 0 
シュタイベルト* 1765-1823 0 1 0 
ケルビーニ* 1760-1842 0 0 1 
 
 1860 年代以来もっとも多く記録されたのはモーツァルト作品である。一方、ドゥシークは
1870 年代に、作曲家判明率が 50％に満たない 1860 年代の約半分の 9 件まで記録が減少し、1880
年代には全く演奏されなくなった。同じことはハイドンについても言える。「流派の長」として
重視されてきたクレメンティの記録も減少傾向を辿り、1870 年代には 1860 年代と同数しか記
                                                        
1344 Carl CZERNY, Étude de l’e écution des  ugues et des compositions dans le style sévère contenant 12 préludes et 12 
fugues, op. 400, Paris, Richault, 1837. 
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録されず、1880 年代には 1 度しか弾かれていない。その一方で、1870 年代に特徴的なのはそれ
まで記録に現れなかった多くの作曲家が記録されていることである。パラディース、C. P. E. バ
ッハ、J. C. バッハ Johann Christian BACH（1735~1782）、グラウン、アルブレヒツベルガー、エ
ロルド、シュタイベルトといった、それまで記録には現れなかった作曲家が多く現れる。これ








II-5-49 は、1870・80 年代におけるモーツァルト作品の記録件数をクラス別に示している。 
 
表 II-5-49. モーツァルト作品のクラス別記録件数（1870・80 年代） 
クラス 
記録件数 
1870 年代 1880 年代 
ル・クーペ 18 3 
ドラボルド 7 7 
マチアス 6 2 
マルモンテル 5 4 
ファランク夫人 1 0 
マサール夫人 1 7 
ド・ベリオ 0 1 















グラフ II-5-16. モーツァルト作品のジャンル別記録件数（1870・80 年代） 
 
 
 このグラフからは、1860 年代に引き続き、1870、1880 年代を通してソナタがもっとも多く記
録されたことが分かる。1870 年代に 16 件記録されたソナタのうち 12 件が同定されている。次
の表 II-5-50 に、同定されたモーツァルト作品と各作品の記録件数を示す。 
 
表 II-5-50. 同定されたモーツァルト作品と各々の記録件数 









1870 年代 1880 年代 
ソナタ K 310* a I, III Paris, 1782 7 4 
ジーグ K 574 G - [1789] 3 0 
ピアノ協奏曲
第 21 番 
K 467 C I, II [1785] 3 0 
ピアノ協奏曲
第 22 番 
K 466 d I [1785] 2 9 
ピアノ・ソナ
タ第 12 番 





タ第 11 番 
K 331* A II Paris, 1782 1 0 









第 26 番 
K 537 D III [1788] 1 0 
 
 この表が示すように、1870 年代に記録されたソナタは 3 作品（K 310、331、332）のみであ


























 ロンド（K 511）と幻想曲（K 475）は 1870 年代に 1 件ずつ記録されている。これらの作品が
















 1860 年代の記録には 1 件しか現れなかった協奏曲は、1870 年代と 1880 年代にそれぞれ 9 件
記録されている。1870 年代には 3 作の協奏曲（K 466、K 467、K 537「戴冠式」）が記録されて
いる。マルモンテルはモーツァルトの協奏曲を「交響的協奏曲」の一種と見做していたが、前
章のまとめで指摘したように、「明快で博識に裏付けられた単純さ（la claire et savante 
simplicité）」 1347から高く評価していた。協奏曲は、1870 年代にはル・クーペ（2 件）、マチアス
（5 件）、ドラボルド（2 件）のクラス、1880 年代にはマルモンテル（1 件）、ドラボルド（7 件）、
ド・ベリオ（1 件）のクラスの試験で記録されている。マチアスとドラボルドは、とりわけモ
ーツァルトの協奏曲を重視している。前者のクラスで同定されたのは K 467, K 537 で、後者の
クラスでは専らK 466 が記録されている。ドラボルドのクラスで演奏されたK 466 はアルカン
の編曲だった可能性もある。 
 1870 年代に 3 回、マルモンテルとル・クーペのクラスの試験で記録された《ジーグ》（K 574）
                                                        
1345 « Les dix-sept sonates pour piano seul, sont des chefs-d’œuvre d’invention, et de style noble. Les trois fantaisies, et 
particulièrement les quatre rondos publiés séparément, ont un charme exquis et des accents dramatiques propres au génie de 
Mozart. » SV, p. 138. 
1346 « Il n’est pas d’étude plus attachante ni plus instructive que celle de l’œuvre de piano du grand maître viennois. Tous les 
jeunes compositeurs devraient savoir Mozart par cœur, non pour l’imiter en plagiaires, mais pour posséder cette belle langue 
si pure, si correcte, si châtiée. » Ibid. 
1347 SV, 1880, p. 134. 
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 1870 年代に記録されたドゥシーク作品の 9 件のうち、8 件がソナタで 1 件が協奏曲である。




 次の表 II-5-51 は、同定されたドゥシークの作品一覧である。 
 
















ピアノ・ソナタ 43 C 177 A I 1800 2 0 
ピアノ・ソナタ
〈パリへの帰還〉 
64 C 221 As I 1807 1 0 
ピアノ協奏曲第
12 番 
70 C 238 Es - 1810 1 1 
ピアノ・ソナタ 75 C 247 Es - 1811 1 0 
ピアノ・ソナタ 35 - - - 1797 1 0 
ピアノ・ソナタ 35-1 C 149 B I 1797 1 0 













 とはいえ彼のソナタは、例えば作品 43 に典型的にみられるように、重音を多用するなど決し
                                                        
1348 Léon GATAYES, « Causerie musicale. Antoine Rubinstein. », Le Mén., 24e année, n° 24, le 17 mai 1857, p. 2. 
1349 « Plusieurs ont singulièrement vieilli et nous semblent d’un médiocre intérêt ; mais, tout en faisant une large part aux 
fluctuations du goût et de la mode, en tenant compte de quelques formules surannées, Dussek est un des rares maîtres de 
l’époque dont la musique soit demeurée au répertoire de l’enseignement classique. Les 3e, 5e, 6e, 7e, et 12e concertos, les 
sonates : op. 9, 14, 35, 48, le Retour à Paris, les Adieux à Clementi, Invocation, l’Élégie sur la mort du prince de Prusse sont 
joués souvent au Conservatoire à nos examens d’admission dans les classes de piano, particulièrement en vue des classes du 
second degré, qu’on a l’étrange habitude de désigner sous le nom de classes de clavier. » PC, p. 113-114. 
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トリーに移行したと考えられる1351。1880 年代にはマルモンテルが 1 人の生徒に《協奏曲第 12




















                                                        




1352 « Compositeur de premier ordre, virtuose incomparable, chef d’école, industriel, mécanicien, Clementi a tenu tous ces 
rôles avec une égale supériorité ; il a su pendant sa longue et laborieuse existence, acquérir l’admiration des dilettantes et la 
vogue du public, faire entrer l’art dans une voie nouvelle, et, — fortune rarement réservée aux inventeurs, — atteindre la 
richesse, sans rien laisser de son cœur aux broussailles du chemin. Il a eu tout à la fois l’imagination et le savoir, l’inspiration 
et la volonté persévérante, l’originalité et la souplesse. Et si la gloire du chef d’école lui assure le premier rang dans l’histoire 
du piano, cet ensemble de qualités spéciales, cet assemblage merveilleux font de l’homme un type absolument à part, une 
figure curieuse et instructive entre toutes. » PC, p. 45-46. 
1353 « Clementi occupe la première place parmi les pianistes compositeurs. Il est avec Emmanuel Bach, le créateur de la 
sonate moderne, le fondateur de la grande école dé piano dont Field, Cramer, Hummel, Moschelès, Kalkbrenner et les frères 
Herz ont continué après lui les glorieuses traditions. 
[…] 
Clementi occupe la première place parmi les pianistes compositeurs. Il est avec Emmanuel Bach, le créateur de la sonate 
moderne, le fondateur de la grande école dé piano dont Field, Cramer, Hummel, Moschelès, Kalkbrenner et les frères Herz 


















 マルモンテルは 1870 年代以降、定期試験においては 1883 年 1 月の試験で一度しかクレメン
ティの作品（第 3番〈捨てられたディドーネ――悲劇的情景（Didone abbandonata-Scena tragica）〉）
を生徒に演奏させていないが、1870 年代には、学外でクレメンティ自身の運指が書き込まれた
《パルナッソス山への階梯》の楽譜を用いてレッスンをしたことを証言している1356。 
 1870 年代にクレメンティの作品を取り上げたのは、ドラボルド、マチアス、ル・クーペの 3






                                                        
1354 作品 42 と 48 は実際にはソナタではなく、前者はピアノ・メソッドであり後者はカプリースである。作品
40 番台に位置する 2 つのソナタ集作品 40、41 の誤記か。 
1355 « Compositeur au style correct et très mélodiste, inspiré, mais toujours maître de lui, Clementi a écrit toutes ses œuvres, 
depuis les petites sonatines pour les commençants jusqu’aux grandes et belles sonates (op. 42, 48, 50), depuis les formules 
mesurées sur les gammes, les préludes et points d’orgue, jusqu’au Gradus ad Parnassum, avec un soin, une conscience, un 
art incomparable. Le Gradus reste le plus parfait ouvrage d’enseignement écrit jusqu’à ce jour. L’art de jouer du piano y est 
démontré en cent études dont le plus grand nombre sont de véritables chefs-d’œuvre, tant comme études spéciales de 
mécanisme, d’indépendance de doigts, que comme modèles de goût et de style. Le Gradus est un monument musical, la clef 




の楽譜を用いてレッスンをした。」« Clementi était très lié avec le célèbre harpiste Nadermann, qui fut un des protecteurs 
de mon enfance. Nadermann dirigeait aussi une importante maison de commerce de musique et de facture, et Clementi lui 
vendit la propriété de plusieurs de ses œuvres. J’ai donné, il y a quelques années, des leçons à l’une des filles de Nadermann 
sur un exemplaire du Gradus enrichi des nombreux doigtés de Clementi. » Ibid., p. 53-54. 
1357 « Mon enfant[,] continuez à travailler le Gradus en tenant surtout les notes de toutes les parties, rigoureusement suivant 
leur valeur. » Lettre d’Alkan à Hiller, datée du 26 août 1866, Cologne, Historiches Archiv, Ferdinand Hiller, Bestand 1051, 
n° 35, p. 457 
1358 « Chopin procédait évidemment de l’école de Clementi, maître dont il a toujours recommandé et apprécié les 
excellentes études. » PC, p. 4. 
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1359 « Clementi est un des meilleurs auteurs que l’on puisse étudier pendant la première période de l’enseignement. » EP, 
p. 85. 
1360 « Quant à son œuvre, il n’en est pas de plus idéalement pur, ni qui réponde mieux à l’immortelle définition de Platon : 
“Le beau, c’est la splendeur du vrai.” » SV, p. 105.  
1361 « Les sonates concertantes et notamment les sonates, caprices, airs variés, et les concertos pour piano solo, ont gardé un 
charme, une saveur à part. Ce n’est pas, comme souvent chez Mozart et Beethoven, la symphonie avec ses mouvements et 
ses effets de sonorité, de timbre, d’accents, transportée au piano. Ce serait plutôt l’esprit du quatuor et de la musique 
concertante de chambre approprié à ce genre spécial. Il y a là un style particulier, une entente supérieure des effets de 








ル・クーペだけであった。1870 年代に記録された 4 件のうち、同定されたのは《ピアノ・ソナ
タ》ホ長調（Hob. XVI 22）の第 3 楽章とハ長調（Hob. XVI 48）の第 2 楽章である。ル・クーペ
が退職する 1880 年代には、ハイドンの作品は全く記録されなくなった。 
 
5-2-8-3. その他の作曲家 
 他の作曲家は、各年代の記録件数の最大値が 3 以下である。 
 パラディース Pietro Domenico PARADIES（1707~1791）は 1870 年代に「トッカータ」が 2 件
と「アルマンド」が 1 件、1880 年代には 3 件「トッカータ」が記録されており、それらはいず
れもル・クーペのクラスにみられる。「トッカータ」に関しては定期試験の記録だけからは同定
し得ないが、もっとも可能性が高いのは《12 のチェンバロ・ソナタ》（1754）から抜粋された
第 6 ソナタの第 2 楽章（Allegro、イ長調）である。ル・クーペは、1875 年に出版したアンソロ
ジ 《ーもっとも著名な大家の作品から抜粋された 50 の学習曲（50 études prises dans les œuvres des 




ィキュレーションを利用（employer la seule articulation des doigts en conservant, autant que possible, 





                                                        
1362 EP, p. 91. 
1363 « De tous les grands maître du siècle dernier, aucun, peut-être, n’a déployé dans ce genre de composition plus d’esprit et 
de verve, plus de finesse et de grâce naïve » Ibid., p. 94. 
1364 Félix LE COUPPEY (éd.), 50 études prises dans les œuvres des maîtres les plus célèbres, Paris, J. Maho, 1875. 
1365 Ibid., p. 44. 
1366 例えばルイ・アダンは《ピアノ・メソッド》の中で次のように書いている「フォルテでもピアノでも、音を
際立たせるためには指の力だけを用いることに慣れなくてはならない（il faut donc s’accoutumer à n’employer que 
la force des doigts pour faire ressortir les sons dans le Forte comme dans le Piano.）」Cf. Jean-Louis ADAM, Méthode de 
piano du Conservatoire, adoptée pour servir à l’enseignement dans cet établissement, Paris, Imprimerie du Conservatoire de 
Musique, 1804, p. 149. 
 557 
 





 C. P. E. バッハの作品は、1870 年代に 2 件（ソナタ、フーガ）、1880 年代に 3 件（ソナタ、他
2 件のジャンルは同定不可）記録されており、1880 年代の 1 件がマルモンテルのクラスの試験
で記録された他は、すべてル・クーペのクラスにおける記録である。このうち、確実に同定さ
れたのは 1873 年 6 月に記録された《6 つのソナタ》の第 6 番（H 75/ W 63-6）である。1883 年
6 月に演奏された「プレスト」は、ル・クーペの《50 の学習曲》に「プレスト」というタイト
ルで収められている《5 つのソナタ》（H 176/ W 65. 39）である可能性が高い（譜例 II-5-39）。1870














                                                        
1367 « [Emanuel Bach] peut revendiquer l’honneur d’avoir fixé d’une manière définitive, le plan et la coupe de la Sonate 
moderne, type-modèle, qui, pour l’ordonnance des parties, se retrouve dans le Quatuor et dans la Symphonie à grand 
orchestre. En créant une forme nouvelle, des effets inconnus avant lui, ce grand artiste a ouvert la voie que ses successeurs 
ont parcourue avec tant d’éclat. » Félix LE COUPPEY (éd.), 50 études prises dans les œuvres des maîtres les plus célèbres, 
Paris, J. Maho, 1875, p. 14. 
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 この註釈から理解されるように、C. P. E. バッハの作品を取り上げることには、単に演奏技法
を教えるだけでなく、作曲家の歴史的重要性にも生徒の意識を向けさせる意図があったはずで
ある。同じことは、1879 年 2 月にやはりル・クーペのクラスで弾かれたクリスティアン・バッ
ハ Christian BACH（1735~1782）の作品（同定は不可）についても言えるだろう。 




 1879 年 2 月にル・クーペのクラスの試験で弾かれたアルブレヒツベルガー Johann Georg 
ALBRECHTSBERGER（1736~1809）の「フーガ」は、同定できないがおそらくファランク夫妻
の『ピアニストの至宝』第 10 巻に収録された 10 作のフーガの一つである。 
 キルンベルガー Johann Philipp KIRNBERGER（1721~1783）の作品では 1877 年 1 月にル・ク
ーペのクラスの試験で「小品（pièce）」が、1879 年 2 月にマルモンテルのクラスの試験で「ア
レグロ（Allegro）」が記録されている。ル・クーペの《50 の学習曲》には、これらのタイトル
で収録されたキルンベルガーの作品がそれぞれ第 37 番（《様々な小品集》第 1 集ロ短調、アレ
グロ）と第 26 番（同曲集第 2 集1369ホ長調）に収録されている。これらがル・クーペの校訂し
た曲と同一であるかは確証できないが、ル・クーペはキルンベルガーが J. S. バッハの門弟であ
ることを述べ、「フェティスによれば『彼のクラヴサンの音楽は魅力的なもので溢れており、そ
こでは自然な趣味、優雅な単純さが輝いている』」1370とフェティスの解説を引用している。 
 エロルドでは 1840 年代に協奏曲が記録されていたが、1872 年 1 月の試験ではマチアスのク
                                                        
1368 Carl Heinrich GRAUN, Gigue, Paris, Flaxland, 1850. 
1369《様々な小品集》は、第 1 集から第 3 集までファランク夫妻の『ピアニストの至宝』第 10 巻と 12 巻にも収
録されている。 
1370 « Sa musique de clavecin, dit Fétis, est remplie de choses charmantes, où brille un goût naturel, une élégante 
simplicité. » Félix LE COUPPEY (éd.), op. cit., p. 84. 
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ラスで「変奏曲」が 1 件だけ記録されている。1881 年 6 月にル・クーペのクラスで演奏された
ケルビーニの作品は、ヅィメルマンの『ピアニスト兼作曲家の百科事典』の第 2 部に収録され
たハ長調のフーガである。この作品は本来、1789 年に作曲された《カプリッチョまたは練習曲
（Capriccio ou étude）》と題する作品の終結部に置かれたフーガであった1371。 
 1873 年 6 月にル・クーペのクラスで記録されたシュタイベルトの作品は《様々な種類の練習
課題を含む練習帳（Étude contenant cinquante exercices de différents genres）》（1805）第 11 番 変ホ









 この練習曲では、旋律が最上声部に置かれ、右手の 4 と 5 の指に割り当てられている（譜例
II-5-40）。 
 
譜例 II-5-40. D. シュタイベルト《様々な種類の練習課題を含む練習帳》（1805）、 
第 9 番、F. ル・クーペ《もっとも著名な大家の作品から 




4、5 指を軸として 1-2、1-3 指で連打する際に、指だけでなく手首全体を用いることで生じる前
                                                        
1371 この作品の全体は 1982年まで出版されなかった。自筆譜は下記サイトで閲覧可能。The Morgan Library and 
Museum, http://www.themorgan.org/music/manuscript/114332（2015 年 8 月 3 日アクセス）。 
1372 « Les études de STEIBELT sont peu connues, et cependant elles renferment des pages intéressantes qui présentent, en 
outre, une utilité incontestable au point de vue du mécanisme. Celle-ci, d’un caractère essentiellement mélodique, doit être 
rendue avec une excessive souplesse de l’avant-bras, souplesse sans laquelle la partie vocale prendrait inévitablement une 











本項で扱った 13 名のうち 8 名の作曲家の作品が記録に現れなくなった。 
 
5-2-9. 1830 年代――新たな規範の模索 
 1870 年代から 1880 年代にかけて 17 世紀から 18 世紀中葉までに生まれた作曲家たちの作品
の記録件数が減少したのとは対照的に、1820、1830 年代生まれの中堅作曲家たちの作品が増加
する。中でもサン=サーンスの協奏曲が 1870、1880 年代を通して多く、1880 年代にはギローの
作品がサン=サーンスに次いで頻繁に演奏されるようになった。 
 ところで、1871 年は国民音楽協会が創立をみた年である。詩人ド・ボニエール Robert DE 
BONNIÈRE（1850~1905）のサロンで行われた音楽家たちの集いを契機として組織されたこの
協会は 2 月 25 日、C. フランク、ギロー、サン=サーンス、マスネ、ガルサン Jules GARCIN
（1830~1896）、フォーレ Gabriel FAURÉ（1845~1924）、カスティヨン Alexis DE CASTILLON






楽院の教授となっている。デュボワは 1871 年から和声クラスの教授資格者、75 年から同クラ
スの正教授となり、フランクは 1872 年からオルガン科教授、ビュッシーヌは同年から声楽科教








 次の表 II-5-52 は、1870・80 年代に記録されたこの世代の作曲家と作品の記録件数を示して
いる。 
  
                                                        




表 II-5-52. 記録された 1830 年代生まれの作曲家と各々の作品の記録件数（1870・80 年代） 
N.B. 記録件数の（ ）内の数値は記録件数のうち、その作曲家が編曲した作品の件数 
作曲家 生没年 
記録件数（延べ） 
1870 年代 1880 年代 
サン＝サーンス 1835-1921 19 (1) 37 
ビゼ  ー 1838-1875 4 (2) 4 
ブラームス 1833-1897 2 1 
ギロ  ー 1837-1892 2 21 
デュボワ 1837-1924 1 0 
ド・ベリオ 1833-1914 0 3 
J. コーエン 1835-1901 0 1 
ドラボルド 1839-1913 (2) 1 
ジェレンスキ 1837-1921 0 1 
 
5-2-9-1. サン=サーンス 
 上の表が示すように、サン=サーンスの記録件数は 1870 年代から 1880 年代にかけて最多であ
り、1880 年代には約 2 倍に増加している。次の表 II-5-53 に、サン=サーンス作品の記録件数を
クラス別に示す。 
 
表 II-5-53. サン=サーンス作品のクラス別記録件数（1870・80 年代） 
クラス 
記録件数 
1870 年代 1880 年代 
ル・クーペ 9 3 
ドラボルド 3 9 
マサール夫人 3 5 
マルモンテル 2 6 
マチアス 1 4 
ディエメール - 3 
デュヴェルノワ - 2 




ペは 1877 年 6 月の定期試験で 7 名の生徒に《ピアノ協奏曲第 2 番》1375を課している。1880 年
代には男子クラスでも頻繁に演奏されるようになり、マルモンテルのクラスでは 6 件記録され
た。1887 年以降は、再びドラボルドが協奏曲を中心にサン=サーンスの作品を取り上げている。 
 演奏された作品のジャンルは「協奏曲」が圧倒的に多い。1870 年代は 18 件の記録のうち 17
件が第 2 協奏曲、1 件が《6 つの練習曲》作品 52 である。1880 年代には「協奏曲」が 24 件、「ソ
ナタ風アレグロ」が 7 件、「練習曲」が 5 件、1 件が同定不可である。 
 これらの記録の内訳は、ごく限られた作品によって占められている。「協奏曲」はすべて第 2
番であるし、「ソナタ風アレグロ」は《アレグロ・アパッショナート》作品 70、練習曲は同定
された作品に関してはすべて作品 52 からの抜粋である。次の表 II-5-54 に、記録されたサン=サ
ーンス作品のうち、同定された作品とそれぞれの記録件数を示す。 
  
                                                        
1375 Camille SAINT-SAËNS, 2e concerto pour piano et orchestre, Paris, Durand, Schoenewerk et Cie., 1875. 
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協奏曲第 2 番 22 g I, II I, II 1868 17 21 
協奏曲第 2 番 
（ビゼーによる編曲） 
22 g - - 1876 2 4 
6 つの練習曲 52 Des - VI 1877 1 4 
アレグロ・アパッショナート 70 cis - - 1884 - 7 
 





会でも取り上げられた。これらの上演はそれぞれ 1869 年 12 月 19 日にアンル Georges HAINL






 定期試験の記録にこの作品が最初に記録されたのはその 2 年前、1874 年 6 月 23 日に行われ
たドラボルドのクラスの試験においてである。この時から 1889 年まで、毎年定期試験ではサン
















                                                        
1376 Sabina Teller RATNER, Camille Saint-Saëns : 1835-1921 : a thematic catalogue of his complete works, New York ; 
Oxford, Oxford University press, 2002, p. 353. 
1377 Ibid. 
1378 AN, AJ 37/206-1. 








くの透明感を残している（laisse au piano une grande transparence）」とマルモンテルが指摘してい
るように、弦楽 4 部は ff だがユニゾンで主題を弾き、主題を引き立てながらも、ピアノの響き
がかき消されないように配慮されている。 
 
譜例 II-5-41. C. サン=サーンス《ピアノ協奏曲第 2 番》作品 22（1868）、 





 マルモンテルはさらに、作曲者の霊感が「しばしば悲愴にまで高められる（s’élève souvent au 
pathétique）」と書いている。これは、1865 年にマルモンテルが出版したショパンのバラード第
                                                                                                                                                                  
pathétique. Le concerto en sol mineur a servi de pièce de concours au conservatoire, en 1876, et les pianistes virtuoses le 
choisissent de préférence pour faire valeur leurs qualités de bravoure. La coupe originale du premier morceau permet à 
l’exécutant d’affirmer une belle sonorité, un jeu expressif et brillant ; le finale, en mouvement de tarentelle, est d’un brio et 
d’une verve soutenus ; l’orchestre, très-habilement traité, laisse au piano une grande transparence. Des trois concertos, c’est 
celui qui met le virtuose le mieux en relief. Une particularité très-accusée du début est l’emprunt fait par le jeune maître au 
style de Sébastien Bach. » VC, p. 24-25. 
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においてはソナタ形式の体裁をとり、主調の第 1主題部（mes. 10-26）に平行調の第2主題部（mes. 
27-35）が続く。だが、その次に来るのは動機労作が行われる展開部ではなく、華麗な 32 分音
符による重音が多用される経過的楽節である。第 1 主題の再現（mes. 69）には律動的なカデン





 1870 年代と 1880 年代を通して記録されているもう一つの作品は《6 つの練習曲》作品 52 で











 この作品は、その難易度ゆえに多くは記録されていないが、それでも 1880 年代になると 84
年以降、マルモンテル、マチアス、デュヴェルノワ、ディエメールのクラスの試験で演奏され




合的に扱われている。「もはや難しさに気をとられずに（ne plus avoir à se préoccuper de la 
difficulté）」と述べたのは、一曲の中にあらゆる種類の難しさが次々に現れるからである。 
 1885 年から 1889 年にかけて記録された《アレグロ・アパッショナート》作品 70 は、1884
年に行われたパリ音楽院男子クラスの修了コンクールのために作曲されたとされる1381。サン=




                                                        
1380 « Le recueil des grandes études est du plus vif intérêt, mais ne peut être fructueusement étudié que par des pianistes 
d’une virtuosité déjà formée ; il faut une grande indépendance des deux mains et ne plus avoir à se préoccuper de la 
difficulté, si on a le désir d’interpréter sans hésitation ces pages de bravoure transcendante. » Ibid., p. 25-26. 
1381 Sabina Teller RATNER, op. cit., p. 381.  
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くコルト  ー Alfred CORTOT（1877~1962）の著書『フランスのピアノ音楽』に由来している1382。
この点について真偽の判定は保留せざるを得ないとしても、音楽院でディエメールに学んだコ
ルトーの記述は、この作品の成立・出版状況を考慮すれば、正しいように思える。1884 年 5 月
2 日に旅先のバルセロナで完成を見たこの作品が、6 月に出版され 7 月 22 日のコンクールで演
奏されたという事実の流れからは、修了コンクールのために作曲および出版が行われたように
見えるし、サン=サーンスのピアノ作品に通常存在する献辞が省かれているということも、この
作品が特別な公的機会のために作曲されたことを伺わせる。一方、1884 年 6 月 20 日の議事録









の第 3 ピアノ協奏曲を想起した筈である。 
 
譜例 II-5-42. F. リース《ピアノ協奏曲第 3 番》作品 55、第 1 楽章、mes. 1-6 
 
 
譜例 II-5-43. C. サン=サーンス《アレグロ・アパッショナート》作品 70、mes. 1-5 
 
 
                                                        
1382 Alfred CORTOT, La musique française de piano, 2e série, 2e édition (1er éd. : Paris, éditions Rieder, 1932), Paris, 
Presses universitaires de France, 1944, p. 59. 
1383 AN, AJ 37/207-1, p. 158. 
1384 サン=サーンスは 1878年に芸術アカデミーの会員にも選出されており、社会的にも重要な地位を占めていた。 
1385 Camille SAINT-SAËNS, Allegro appassionato, Paris, Durand, 1905. 
1386 Sabina Teller RATNER, op. cit., p. 381. 
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5-2-9-2. ビゼーとギロ  ー
 2 人の盟友ビゼーとギローは、マルモンテル門下の才人だった。ビゼーは 1852 年に、ギロー
は 1858 年にピアノの 1 等賞を受賞し、前者は次いで 1857 年に、後者は 59 年にローマ大賞を得
ている。 
 ビゼーは 1872 年 1 月から、36 歳の生涯を閉じる 1 年前の 1875 年 6 月まで 6 回に亘り音楽院
の試験委員を務め、ドビュッシーらの試験を審査している。最初にビゼーの作品が定期試験で
演奏されたのは、1874 年 6 月に行われたドラボルドのクラスの試験においてである。つまりビ
ゼーは、最後に参加した試験審査で自身の作品が演奏されるのを聴いたということになる。ビ
ゼーはドラボルドと個人的に親しい間柄にあった。ドラボルドは 1873 年 1 月 28 日にサル・プ
レイエルで行った演奏会で、《アルルの女》の幕間に演奏されるメヌエットの自身による編曲1387
























                                                        
1387 Élie-Miriam-Éraïm DELABORDE, Menuet de l’Arlésienne de G. Bizet, transcrit pour piano, Paris, Choudens, 1873. 
1388 Hervé LACOMBE, Georges Bizet, Paris, Fayard, 2000, p. 618. 
1389 Ibid., p. 648. 
1390 Ibid., p. 740. 











ーの書斎にはヘラーの 8 作品が収められていたことが知られている（作品 16、29、33、70、77、
82、103、104）1393。フランスにおける変奏曲の大家としてのヘラーに献呈するだけあって、ビ
ゼーはかなり力を入れて書き、完成の折にはドラボルド宛てた手紙で「全く満足している（tout 
à fait content）」と達成感を露わにしている1394。 




譜例 II-5-44. G. ビゼー《半音階的変奏曲》（1868）、mes. 1-5 
 
 次に示す譜例 II-5-45 は第 13 変奏の冒頭である。 
  
                                                                                                                                                                  
était resté virtuose habile, intrépide lecteur, accompagnateur modèle. Son exécution toujours ferme et brillante avait acquis 
une sonorité ample, une variété de timbres et de nuances, qui donnaient à son jeu un charme inimitable lorsqu’il interprétait 
ses transcriptions orchestrales […].  
   Georges Bizet excellait dans l’art de moduler le son, de le rendre fluide sous la pression délicate ou intense des doigts. Il 
savait, en virtuose consommé, faire saillir le chant bien en lumière, tout en lui laissant l’enveloppe d’une harmonie 
transparente, dont le rythme ondulé ou cadencé s’identifiait avec la partie récitante. » SV, p. 262. 
1392 Camille SAINT-SAËNS, 2e concerto pour piano et orchestre, op. 22, transcrit par G. BIZET, Paris, Durand, 1876. こ
の編曲は第 2 楽章のみである。 
1393 Hervé LACOMBE, op. cit., p. 427. 
1394 Ibid. 
1395 Georges BIZET, Variations chromatiques, Paris, Hartmann, 1862. この作品には「演奏会用エディション（édition de 
concert）」（プレート番号：4639）と「サロン用エディション（édition de salon）」（プレート番号：4640）があり、
後者では変奏の数が 7 つに切り詰められている。 譜例には次のエディションを用いている。Georges BIZET, 
Variations chromatiques, édition de concert, Paris, Choudens, 1882. 
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譜例 II-5-45. 同前、mes. 189-200 
 












 1880 年代、ビゼーの作品ではこの変奏曲のみがマルモンテルとフィッソのクラスの試験で 4
件記録された。 
 ギローは 1879 年から 1887 年まで、7 回試験委員に名を連ねた。ギローの作品の記録件数は、
1870 年代から 1880 年代にかけて 2 件から 21 件に大きく増加している。1870 年代に記録された
2 件は、ギローがまだマルモンテルのクラスにいた 1857 年に出版した《ピアノ・ソナタ》作品
1（マルモンテルに献呈）で、1879 年 2 月と 6 月にそれぞれマルモンテルとル・クーペのクラ
スの試験で演奏されている。1870 年 2 月はちょうどギローが試験委員を務めるようになった時
点であり、マルモンテルは既にバレエ、オペラ=コミックで実績を上げたかつての生徒に対する
好意から、自身に献呈された彼のソナタを生徒に弾かせたのであろう。 
 翌年、ギローはパリ音楽院の作曲科教授となる。1884 年 1 月にマルモンテルが再びソナタを
取り上げた翌年、ギローは《演奏会用アレグロ》（嬰ハ短調）を出版する。この作品はエドゥア
ール・ヴォルフ、ショパンの同名の作品（それぞれ作品 39 と 46）とは異なり、ピアノ協奏曲
としてではなく完全なピアノ独奏作品として書かれた、一種の単一楽章のソナタである。1886
年 1 月の試験ではマルモンテル、マチアスがそれぞれ一人ずつ生徒にこの作品を弾かせ、ドラ
ボルドが 5 人の生徒に弾かせた。それから 1889 年までマチアス、マルモンテル、ドラボルド、
デュヴェルノワ、ド・ベリオ、ディエメールのクラスで演奏された。 
 この作品は、サン=サーンスの《アレグロ・アパッショナート》作品 70 と同様に嬰ハ短調で
書かれ、短い即興的な序奏と 2 つの主題をもつが、再現部では序奏しか再現されず、形式的に
はごく切り詰められている。展開部において扱われる主題は第 2 主題への移行を準備する経過
                                                        
1396 « Impossible de pousser plus loin la fantaisie et l’ingéniosité. Quelques-unes de ces variations sont d’une élégance et 
d’un charme exquis. Le parti pris forcé du genre chromatique produit cependant quelques dissonances âpres, mais ces 





譜例 II-5-46. E. ギロー《演奏会用アレグロ》嬰ハ短調（1885）、mes. 46-50 














 この世代の他の作曲家は、1870・80 年代において 3 件以下しか記録されていない。1870 年代
に 2 件、1880 年代に 1 件記録されたブラームスの作品は《パガニーニの主題による変奏曲》作
品 35 と《ヘンデルの主題による変奏曲》作品 35 である。これらの作品は 1876 年と 1877 年の





ライネッケ Carl REINECKE（1824~1910）とともに数少ない例外である。実際、カヤス Lucie 
KAYAS が指摘するように、19 世紀のフランスにおいてブラームスはとりわけ交響曲において
「好まれざる音楽家（le musicien mal aimé）」1397と呼ぶべき位置にいた。1880 年にバヌリエは、




に作品 18（《弦楽 6 重奏曲第 1 番》）、作品 25（《ピアノ四重奏曲第 1 番》）、作品 26（同 第 2 番）、
作品 36（《弦楽 6 重奏曲第 2 番》）、作品 38（《チェロ・ソナタ》）、作品 40（《ホルン、ヴァイオ
リン、ピアノの為の 3 重奏曲》）の版権を売却したことである。マチアスがブラームスの変奏曲
を取り上げた 1876 年には、年始のコンサート・シーズンでたびたびブラームスの作品が演奏さ









会場 号, 刊行日, 頁 
1 月 27 日 
S. ド・ランジュ 
Samuel DE LANGE (1840-1811) 
《ピアノ四重奏曲第
1 番》作品 25 
サル・プレイエル 
n° 6, 6 fév. p. 46 
2 月 7 日 
ルイ・ブライトナ  ー
Louis BREITNER (1851-1933) 
《ピアノ四重奏曲第
2 番》作品 26 
サル・エラール 
id., p. 54 
2 月 10 日 
ヤエル夫妻 
Alfred et Marie JAËLL 
「一連のハンガリー
舞曲（une suite de 
Danses hongroises de 
Brahms）」 
サル・エラール 
n° 6, 13 fév., p. 54 
2 月 27 日 
パドル  ー







4 月 5 日 
ニコラ・ガルキーヌ（ロシアの
ヴァイオリニスト） 
M. Nicolas Galkine, violoniste 
russe 
《ピアノ四重奏曲第




n° 15, 9 avr. p. 119 








id., p. 118 
5 月 9 日 id. id. id. 
n° 16, 14 mai 
p. 119 
 
 ブラームスのピアノ協奏曲に関して、4 月 6 日のサルヴァディ夫人による演奏がパリ初演で
あった。上演は翌月にも行われ、いずれも批評者に概して好意的な印象を与えた1399。マチアス
                                                        
1397 Lucie KAYAS, « Johannes BRAHMS », DMF, p. 175. 
1398 Anonyme [Charles BANNELIER ?], « Nouvelles diverses, concerts. », RGM, 47e année, n° 48, le 28 nov. 1880, p. 383. 







品の上演に触発されたからであろう。1880 年代には、1885 年 6 月にドラボルドが 1 度だけ《ヘ
ンデルの主題による変奏曲》作品 35 を生徒に課しているが、他の教授はサルヴァディ夫人やヤ
エル夫妻の活動にも拘らず、ブラームスの作品は全く取り上げなかった。 
 1877 年 1 月にマルモンテルのクラスで演奏されたデュボワの《奇想的協奏曲（Concerto 
capriccio）》ハ短調（プランテに献呈）は 1875 年に出版され1400、翌年 4 月に国民音楽協会で彼
の妻ジャンヌ・デュボワ Jeanne DUBOIS（旧姓 DUVINAGE）によってサル・エルツで初演さ
れた1401。マルモンテルはおそらくこの演奏を聴き、かつての弟子の作品を早速生徒に与えて弾
かせたのであろう。 
 1880 年代には、他にドラボルドとド・ベリオの 2 教授の作品が記録されている。ドラボルド
の作品に関しては、1883 年 6 月にマルモンテルのクラスで「練習曲」が 1 件記録されているが
同定はできない。3 件記録されたド・ベリオの作品は、いずれも彼のクラスで記録されたもの




譜例 II-5-48. Ch. W. ド・ベリオ《乱れたリズムによる 4 つの小品》（1880） 
作品 56、第 1 番, mes. 1-4 
 




魅力を放っている。」 « Le concerto de Brahms, qui n’avait jamais été exécuté en public à Paris, porte le chiffre d’œuvre 
15 et date de quinze ans environ. C’est presque une symphonie avec piano principal, tant l’orchestre y a d’importance, tant 
l’intérêt est répandu avec soin et ingéniosité dans toutes les parties de l’ouvrage. La pensée y est en général forte et claire, 
bien déduite, et il se dégage du tout un charme plus grand que dans mainte composition de Brahms, même considérable et 
justement estimée, bien que la forme soit, par endroits, un peu anguleuse et gênée. » Anonyme, « Concerts et auditions 
musicales », RGM, 43e année, n° 15, le 9 avr. 1876, p. 118. 
1400 Théodore DUBOIS, Concerto capriccioso, Paris, E. et A. Girod, 1875. 
1401 Id., Souvenirs de ma vie, présentés et annotés par Christine COLLETTE-KLÉO, Lyon, Symétrie, 2009, p. 123.テオド
ール・デュボワ協会のサイト上に詳細な作品目録が整備されている。L’Association Théodore Dubois, « Théodore 
Dubois-catalogue complet des œuvres », http://www.theodoredubois.com/（2015 年 8 月 6 日アクセス）。 
1402 Charles-Wilfrid de Bériot, 4 Morceaux à rythmes rompus, op. 56, Paris, J. Hamelle, 1880. 
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 1885 年 6 月にマルモンテルのクラスで記録された J. コーエンの「練習曲」は、記録からは
同定できないが、マルモンテルに献呈されたジュール・コーエンの《12 の様式の大練習曲》作
品 7（1856）からの抜粋の可能性が考えられる。 





5-2-10. 1820 年代生まれの作曲家 





表 II-5-56. 1820 年代に生まれた作曲家の作品の記録件数（1870・80 年代） 
作曲家 生没年 
記録件数 
1870 年代 1880 年代 
マチアス 1826-1910 12 20 
シュルホフ 1825-1898 8 4 
ルービンシテイン 1829-1894 3 8 
ドリュ  ー 1825-1915 1 0 
ライネッケ 1824-1910 1 0 




傾向は 1860 年代と変わりはない。但し、1860 年代に同定された作品が《ピアノ・ソナタ第 1
番》作品 20 と《交響的アレグロ第 1 番》作品 51 のみであったのに対し、1870、1880 年代に
はこれら 2 作品を含む次の 8 作品が同定され、次のグラフが示すようにジャンルも多様化して
いった。 
 






















ルが重視されている。「スケルツォ」、「練習曲」、「カプリース」は 1880 年代に 2 件ずつ、「変奏
曲」は 1870 年代に 1 件のみ記録されただけである。次の表 II-5-57 は、記録されたマチアス作
品のうち、同定された作品とそれぞれの記録件数を示している。 
 
















ピアノソナタ第 1 番 20 h I - 1855 6 1 
交響的アレグロ第 1 番 51 B - - 1870 2 3 
アレグロ・アパッショナート 5 e - - 1850 1 1 
魔笛、モーツァルトの主題による
変奏曲 
32 G - - 1861 1 0 
ピアノソナタ第 3 番 35 F IV IV 1855 1 3 
スケルツォ第 2 番 63 A - - 1881 2 2 
カプリース 62 - - - ca 1881? 0 2 
様式とメカニスムの特別な練習曲
集 
28 a - VIII 1862 0 1 















                                                        
1403 « C’est tout particulièrement dans ces dernières compositions qu’une lecture attentive donne exactement la mesure de la 
marche ascendante de l’auteur vers un idéal plus élevé, mais, disons-le aussi, plus abstrait. Le développement des idées, leur 
transformation, les combinaisons harmoniques, tout affirme un parti-pris de formes nouvelles, qui demanderaient à être 
analysées avec le soin que méritent des tentatives de cette importance. 
   Les deuxième et troisième sonates appartiennent à ce même ordre d’idées, à une seconde manière de formuler et de 
traiter la pensée musicale. Le compositeur parle une langue plus complexe, mais sa logique est plus serrée ; il accorde moins 
de valeur à l’exposition du sujet, et plus d’importance à son développement. » VC, p. 146. 
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 もっとも多く演奏された《ピアノ・ソナタ第 1 番》ロ短調 作品 201404（マルモンテルに献呈）
は、この観点から見れば「前期の手法」とみることができる。実際、第 1 楽章を比較すると、
作品 20 において展開部は全体の 14％しか占めないのに対し、作品 35 では約 48％が展開部を占
めている（表 II-5-58）。 
 
表 II-5-58. マチアスのソナタ作品 20と作品 35の 
各部分の小節数・割合（第 1 楽章） 
 
作品 20 （1855） 作品 35 (1859) 
小節 小節数 割合（％） 小節 小節数 割合（％） 
序奏 1-16 16 7.0 12 1-12 4.6 
提示部 16-93 78 33.9 12-56 15 17.2 
展開部 94-126 33 14.3 57-182 126 48.1 
再現部 127-216 90 39.1 182-242 61 23.3 
コーダ 216-229 14 6.1 242-260 19 7.3 
 
 つまり、1870 年代に作品 20 が多く記録されたということは、より簡潔で生徒が基本的構造
を理解しやすいソナタが選択されたということである。作品 20 は序奏と 2 つの主題（ロ短調、




譜例 II-5-49. G. マチアス 《ピアノ・ソナタ第 1 番》作品 20、 
第 1 楽章、mes. 1-6 
 
  
                                                        
1404 Georges MATHIAS, Sonate pour le piano, op. 20, Paris, J. Meissonnier fils, 1855. 




譜例 II-5-50. 同前、第 1 主題冒頭、mes. 14-19 
 
 
 一方、1880 年代に記録された 5 件のソナタのうち 3 件は第 3 ソナタで、いずれもマチアスの
クラスでのみ取り上げられている。このソナタで確定的な調性で提示される主題は一つしかな
いが、主題提示部では複数の特徴的な動機を含む主題風の動機が用いられ、展開の素材となる。
次の譜例 II-5-51 は第 1 楽章の主要主題である。 
 
譜例 II-5-51. G. マチアス《ピアノ・ソナタ第 3 番》作品 35（1859）、 













譜例 II-5-53. 同前、mes. 57-62 
 
 
 譜例 II-5-53 の右手の動機はさらに断片化され、この後 8 分音符 2 つと 4 分音符 1 つのリズム
動機が徹底的に展開される。次の譜例 II-5-54 はこの動機と主要主題が組み合わされる箇所であ
る。 




à être analysées avec le soin）」とマルモンテルが述べたマチアスの作曲様式の特徴を示している。
ル・クーペが、1880 年に出版した《バッハの 6 つのフーガ》1406で《平均律クラヴィーア曲集》
のフーガを分析したように、マチアスもまた 1880 年代に演奏技術のみならず分析的観点から、
自身のソナタに教育的意義を見出していたと考えられる。 
 同様のことは《交響的アレグロ第 1 番》作品 51、マチアスを教授に推薦したトロロンに献呈





 1880 年に 1 回ずつ演奏された練習曲は、《10 のジャンル練習曲》作品 10 と《様式とメカニス
ムの特別な練習曲集》作品 28 である。作品 28 は 1862 年にパリ音楽院音楽教育委員会で教材と
して認定されて（adoptées）いる1407。タイトルが示す通り、この作品には〈重音によるレガー
                                                        
1406 Johann Sebastian Bach, 6 Fugues mises en partition, analisées [sic] et doigtées, F. LE COUPPEY (éd.), Paris, J. 
Hamelle, 1880. 
1407 Georges MATHIAS, Études spéciales de style et de mécanisme, op. 28, Paris, Heugel et Cie, 1862. 
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トのアルペッジョ〉（第 15 番）、〈レガートによる 3 度〉（第 16 番）のように個々のメカニスム
の要素をタイトルに冠した練習曲のみならず、〈カプリース〉（第 20 番）、〈ソナタのフィナーレ〉
（第 24 番）のようにジャンル名、様式名を冠した練習曲、〈優雅さ〉（第 23 番）のように性格
的質を冠した練習曲が含まれている（詳しくは本論文 III-6 で詳しく検討する）。1889 年 6 月の
定期試験で演奏された作品は第 8 番〈敏捷さ（vélocité）〉と題された練習曲である。作品 10 は
彼の師事した作曲科教授アレヴィに献呈されており、作品 28 同様、それぞれが様式上の特色を
もつ練習曲だが、より大規模な演奏会用の練習曲集である。この練習曲集は、ゲーテの詩行を
引用した〈ファウスト（Faust）〉、（第 10 番）や〈妖精の祈り（Prière des sylphes）〉（第 8 番）の
ような詩的なタイトルをもつ点でも教育的な作品 28 とは性質を異にしている。1885 年 1 月の




譜例 II-5-55. G. マチアス 《10 のジャンル練習曲》作品 10、 
第 9 番〈ドルイド僧たちの歌〉、mes. 1-3 
 
 
 この種の練習曲には、個別の音型の反復的練習と作品の様式理解の把握という 2 つの教育的
意義が認められていたことが分かる。 




























授たちは 1880 年代にはシュルホフの作品を取り上げなかった。 
 ルービンシテインは 1857 年の演奏会以来、1858 年、1868 年、1882 年、1886 年にパリで何度
も演奏し、サン=サーンスを初め楽壇の権威者たちの絶大な信頼を勝ち得ていた1410。彼は 1862
年にサンクトペテルブルク音楽院を創設し、1867 年までその院長を務めており、ロシアにおい
ても彼自身、楽壇の若き重鎮であった（後に 1887 年から 1889 まで再び同役職に就く）。 
 マルモンテルは、エラールのサロンで何度も彼の演奏を聴いている。彼はパリのロシア貴族
に感想を求められ、直ちに「多年来、これほどの才能ある外国の音楽家は一人としてパリに現
れませんでした（depuis nombre d’années aucun artiste étranger de cette valeur ne s’était produit à 
Paris）」と返した1411。実際、1870 年代にルービンシテインの作品を試験で取り上げたのは専ら








私はしばしばソナタ 作品 12 の第 1 楽章を自身のクラスの試験で生徒に弾かせたが、
                                                        
1408 « […L]a grande sonate op. 37 est une composition de haut style où l’on sent passer comme souffle webérien ; on y 
constate aussi l’influence de Chopin et de Schumann dans la contexture harmonique des traits et leur allure mouvementée. » 
VC, p. 77. 
1409 « [U]n de mes morceaux de prédilection, et je le fais jouer à tous mes élèves avec la certitude de les intéresser 
vivement. » Ibid. 
1410 Cf. Camille SAINT-SAËNS, Portraits et souvenirs : l’art et les artistes, Paris, Société d’édition artistique, 1900, p. 103. 
サン＝サーンスはルービンシテインを「ピアノの神々（dieux du piano）」の一人に数え、初めてルービンシテイ
ンの演奏を聴いたときの印象を「はじめのいくつかの音を聴くや否や、私は打ちのめされ、征服者の馬車に繋
がれてしまった！（dès les premières notes, j’étais terrassé, attelé au char du vainqueur!） »と書いている。「征服者の
馬車」とは、古代ローマの戦勝者が凱旋パレードで、敗者をその後ろに繋いで勝利を人々に知らしめるために
乗った馬車である。 





 1882 年 2 月、ルービンシテインのパリ再訪の折、マサール夫妻も自身の生徒にルービンシテ
インの演奏を聴きに行かせるのを決して忘れなかったとマルモンテルは書いている1413。実際、
1880 年代に記録された 8 件の記録のうち、4 件はマサール夫人のクラスの試験で記録されてお
り、ソナタのみならず《ガヴォット》作品 38、「前奏曲（prélude）」「練習曲（études）」（いずれ





















マルモンテルは、H. コーエン Henry COHEN（1808~1880）の《10 の演奏会用フーガ》（1878）
1415をクラスで生徒に弾かせるなど、個別的には同時代の成果を導入しており、試験以外の機会
にルービンシテインのフーガを生徒に弾かせていた可能性はあるものの、作曲科を頂点とする
                                                        
1412 « A. Rubinstein a écrit plusieurs grandes sonates pour piano seul, et des sonates concertantes pour piano et violon et 
violoncelle. Ces œuvres, de haut style, sont toutes dignes de la réputation du maître. L’exposition des idées, le plan, les 
développements, les épisodes affirment les inspirations élevées, les fortes études, la science et l’habileté de facture du 
compositeur. J’ai souvent fait jouer le premier morceau de la sonate op. 12 aux examens de ma classe, et cette œuvre a 
toujours été distinguée pour sa belle ordonnance et la noblesse des idées musicales. » Ibid., p. 49-51. 
1413 Ibid., p. 49. 
1414 « Les préludes et fugues dans le style libre sont d’un intéressant travail pour les virtuoses d’un talent formé. Cette œuvre 
pourtant prête à la critique des rigoristes, qui n’admettent pas que l’on altère la forme consacrée, et que l’imagination d’un 
fantaisiste brise violemment avec la tradition. Au point de vue strict et absolu de l’école, les fugues de Rubinstein laissent à 
reprendre, et je leur préfère, comme fugues libres et modernes, celles de Mendelssohn et de Saint-Saëns. Mais le parti pris 
du fantaisiste étant admis, l’ouvrage reste intéressant. Écrire des fugues avec la clarté de mise en œuvre, la richesse 
d’harmonie et l’ingéniosité de Bach, est une entreprise dangereuse, et peut-être vaut-il mieux ne pas tenter des pastiches 
imparfaits. » Ibid., p. 50. 
1415 Henry COHEN, Dix fugues de concert pour le piano, Paris, C. Alard, 1878. 表紙にはマルモンテルのクラスで採用





 マサール夫人以外には、ドラボルドが 1885 年 1 月にやはり「練習曲」（同定不可）を、マチ
アスが翌年同月に《舟歌第 4 番》作品 38 をそれぞれの生徒に弾かせている。マルモンテルとそ
の後任ディエメールのクラスでは、それぞれ 1886 年 6 月と 1888 年 1 月に生徒のボーム 
Joseph-Marie-Edouard BAUME（1871~?）が第 1 ソナタと《2 つの演奏会用練習曲》の第 1 番（ハ
長調、通称「間違った音（fausses notes）」）を演奏した。次の表 II-5-59 に、上に挙げたルービン
シテイン作品のうち同定された作品の一覧を示す。 
 
表 II-5-59. 同定されたルービンシテインの作品（1870・80 年代） 




1870 年代 1880 年代 1870 年代 1880 年代 
ピアノソナタ 
第 1 番 
12 e/E - I, IV Leipzig, 1855 1 3 
ガヴォット 38 Fis V - Meinz, 1856 1 0 






- C I - 1868 1 0 
 
5-2-10-3. その他の作曲家 
 その他の作曲家はシャルル・ドリュー、カール・ライネッケ、ヴュータン Lucien VIEUXTEMPS
（1828~1901）の 3 名である。ドリューは 1870 年以来たびたび修了コンクールの審査員を務め
ていた有能なピアニスト兼作曲家で、1872 年にファランク夫人の後任候補として名前が挙がっ








 ヴュータンは著名なヴァイオリニスト、アンリ・ヴュータン Henri VIEUXTEMPS（1820~1881）
の弟で、72 歳で亡くなるまでブリュッセルでピアノ教師をしていた1417。パリで出版された作
品は少ないが、高い演奏技量をもつピアニストであったことがその作品から窺がわれる。1889
年 1 月にド・ベリオのクラスで演奏された《ハンガリー行進曲》作品 13（ト短調）1418はド・
ベリオ自身に献呈されており、重音、オクターヴを多用した演奏会用の作品である（譜例 II-5-56）。 
  
                                                        
1416 Cf. 本論文 I-2-7-1. 
1417 Anonyme, « Nécrologie », Le Mén., 67e année, n° 5, le 3 fév. 1901, p. 40. 
1418 Lucien VIEUXTEMPS, Marche hongroise, Mayance, Schott, ca 1858. 
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譜例 II-5-56. L. ヴュータン《ハンガリー行進曲》（ca 1858）、mes. 1-12 
 
 5-2-11. 1840 ~1870 年代生まれの作曲家――教授を取り巻く音楽家たち 
 1760 年代以前に生まれた作曲家の記録人数は、1870 年代から 1880 年代にかけて減少してい
た。この減少の一方で、1880 年代、新しい世代の作曲家の作品が積極的に導入された。次の表
II-5-60 は、1870・80 年代の記録に現れた作曲家とそれぞれの記録件数を示している。 
 
表 II-5-60. 定期試験で記録された 1840 年~1870年代生まれの作曲家と 
各々の記録件数（1870・80 年代） 
N.B. *は現役の生徒であることを示す。（ ）内の数字はその作曲家による編曲作品の件数 
作曲家 生没年 
記録件数 
1870 年代 1880 年代 
アントナン・マルモンテル 1850-1907 1 0 
シャミナード嬢 1857-1944 1 0 
ディエメール 1843-1919 0 4 
タウジヒ 1841-1871 0 (2) 
ラルース・ラ・ヴィレト嬢* 1865-1941 0 3 
ブロック* 1873-1960 0 (1) 
ピエルネ 1863-1937 0 (1) 
ダルベール 1864-1932 0 1 
ゴンチエ嬢* 1865-1893 0 1 
グリーグ 1843-1907 0 1 
チャイコフスキ  ー 1840-1893 0 1 
 
5-2-11-1. 生徒による自作自演 










表 II-5-61. 生徒自身によって作・編曲され、演奏された作品（1870・80 年代） 




1865-1941 Ballade - - 
1883/1/26 Impromptu - - 
1884/6/20 Fugue - - 
1886/6/22 ゴンチエ嬢 1865-1893 Gavotte G Paris, 1886 
1887/6/21 ブロック 1873-1960 Fugue - - 
 
 ラルース=ラ・ヴィレットは 1854 年にバルト Adrien BARTHE（1828~1898）に作曲を学び、
その妻バルト=バンドラーリ BARTHE-BANDERALI に声楽を師事した1419。彼女は 1882 年から
1884 年までに 3 回自作を演奏しているが、それらの作品はいずれも出版されていない。1882
年に第 2 次席を得た彼女は 1888 年に海軍大尉ストロール Émile STROHL（1863~1900）と結婚
し、音楽院を去った。最初の夫の死後、1908 年にピアニストのルネ・ビッラ René BILLA（別
名ビュルクスタール Richard BURGSTHAL）と再婚した彼女は、リタ・ストロールの名義で作
曲家として活動を続け、多くの管弦楽作品を作曲し、《オーケストラのための 3 つの序曲（Trois 
préludes pour orchestre）》、《森の交響曲（Symphonie de la forêt）》（1901 ?）はそれぞれ 1904 年と
1911 年、」ラムルー管弦楽団によりシュヴィヤール Camille CHEVILLARD（1859~1923）の指揮
で上演された1420。 
 エレーヌ・ゴンチエはラルース=ラ・ヴィレットと同門で、在籍中からピアノ作品を出版して
いた。彼女はギローのクラスで対位法・フーガを学び、1888 年に 1 等賞を得ている。対位法・
フーガのクラスでは 1874 年に初めて女子生徒がコンクールで第 2 次席を得ている。1880 年に
このクラスの教授となったギローはクラスに男女ともに迎え入れており、彼のクラスには 1887
年には 4 名の女子と 2 名の男子がいた1421。ゴンチエが 1886 年に演奏した《ガヴォット》はル・
クーペに献呈されている。彼女が対位法・フーガで 1 等賞を得た年のこのガヴォットはポリフ
ォニックに展開される。その対位法的手腕は、例えばコーダの直前に置かれたストレッタにも
見出すことができる。次の譜例 II-5-57 は主要主題の後に提示される新しい動機である。 
  
                                                        
1419 Florence LAUNAY, Les compositrices en France au XIXe siècle, Paris, Fayard, 2006, p. 53. 
1420 Ibid., p. 352. 彼女の自筆譜の多くは現在家族のアーカイヴに保存されている。 




譜例 II-5-57. H. ゴンチエ《ガヴォット》、mes. 16-25 
 
 ここで用いられる 2 種類の動機は、コーダの直前で組み合わされてストレッタを形成する。 
 
譜例 II-5-58. 同前、mes. 127-136 
 
 ル・クーペはこうした厳格な作曲技法を基礎とする作品を高く評価し生徒が演奏することを
認めたと考えられる。彼が女子生徒の作曲に寛容だったことは、1878 年 6 月の試験で、ル・ク
ーペの個人的な生徒で作曲家としてのキャリアを歩み始めていたシャミナード  Cécil 
CHAMINADE（1857~1944）の作品《メヌエット》作品 5 を生徒に弾かせていることからも分
かる。 
 マルモンテル門下のアンドレアス・ブロックは 1892 年にローマ大賞を獲得している。彼はギ
ローとマスネに作曲を師事したが、1887 年の時点ではまだ作曲科には登録していなかった。






 それぞれ 1870 年代と 1880 年代に作品が記録されたアントナン・マルモンテル、ディエメー
ル、ピエルネはいずれもマルモンテルのクラス出身である。マルモンテルが養子に迎え入れた
アントナン Antonin MARMONTEL（1850~1907、旧姓コルバーズ CORBAZ、1901 年から女子
クラス教授）の作品は 1879 年 6 月に演奏された《ピアノ・ソナタ》ハ短調1422で、院長のトマ
に献呈されている。このソナタは同年に出版されたばかりで、父アントワーヌ・マルモンテル
はアントナンの新作を早速生徒に演奏させた。このソナタは 4 楽章（Allegretto 
appassionato-Andante-Scherzo-Finale）で構成される古典的なソナタの枠組みに則っている。第 1








ック》作品 31 はマルモンテルのクラスの試験で 1883 年と 1885 年 6 月に演奏された。この作品
はマルモンテルに献呈されており、1882年 3月 2月にリールの民衆演奏協会（Société des concerts 
populaires）で演奏されている1423。ハ短調の前奏をもつハ長調の第 1 楽章とホ長調の第 2 楽章で
構成されたこの作品では、第 2 楽章（フィナーレ）のみが演奏されている。次いで 1886 年 6
月と 1888 年 1 月の試験では、それぞれル・クーペで《カプリース》作品 17 が、ディエメール
自身のクラスで《船頭の歌――演奏会用カプリース》が演奏された。後者のカプリースの主部
は、右手の急速なアルペッジョの下で内声の旋律を際立たせる練習曲風の書法に基づく1424。次
の譜例は、初め mf で提示された主題が ppp で回帰する箇所である。32 分音符のアルペッジョ
を均質に弱音で演奏しながら中声部の旋律線を際立たせることを意図したこれらの指示は、単
                                                        
1422 Antonin MARMONTEL, 1re sonate, Paris, Henry Lemoine, 1870. 
1423 Gosselin GUY, La symphonie dans la cité : Lille au XIXe siècle, Paris, Vrin, 2013, p. 277. 












 1884 年 6 月にマルモンテルのクラスで記録されたガブリエル・ピエルネによるバッハのオル






 一方、1871 年に 29 歳で夭逝したリストの門弟タウジヒのバッハ編曲は、オルガンのための
《トッカータとフーガ》ニ短調（BWV 565）である。この編曲は 1884 年と 1889 年の 1 月の試
験で、マルモンテルとディエメールのクラスの生徒によってそれぞれ 1 回ずつ演奏されている。





 1886 年 1 月にマルモンテルのクラスで演奏されたダルベール Eugen D’ALBERT（1864~1932）
の作品はニ短調の《組曲》作品 1 である。この作品は 1883 年に出版されており、タウジヒと同
様リストの門弟だった彼の比較的新しい作品だった。ダルベールは 1885 年 2 月に何度もパリで
演奏会を開いている。1885 年 2 月 1 日にコロンヌの演奏会でリストの《ピアノ協奏曲第 1 番》
変ホ長調、ショパンのノクターンとポロネーズを演奏した際には「フランスでは今のところ全
く知られていないピアニスト（un jeune pianiste jusqu’ici complètement inconnu en France）」、「特筆
                                                        
1425 この作品は、1904 年と 1906 年にディエメール自身によって録音されている。次の復刻 CD を参照。Cf. 
Legendary Piano Rercordings, The Complete Grieg, Saint-Saëns, Pugno, Diémer and other G & T Rapities, 2 CDs, Marston, 
2008, track 27et 29. 
1426 Johann Sebastian BACH, Toccata en fa majeur, transcrite du grand-orgue pour piano par Gabriel Pierné, Paris, A. 
Leduc, 1883. 
1427 Russell STINSON, The Reception o  Bach’s Organ Works  rom Mendelssohn to Brahms, Oxford, Oxford University 
Press, 2006, p. 120. スティンソンの記述は次の文献に基づいている。Cf. August STRADAL, Erinnerungen an Franz 












 この世代の他の 2 名の外国人作曲家はチャイコフスキーとグリーグである。 
 チャイコフスキーの作品を試験で生徒に演奏させたのはマルモンテルである。1887 年 1 月の
試験で、彼はチャイコフスキーの《ドゥムカ――ロシアの農村的情景》作品 59 を取り上げた。
グリンカ、チャイコフスキーを初めとしたロシアの作曲家が 1878 年と 1889 年の万博で大きな
反響を呼んだが1430、マルモンテルの選曲はむしろ 1886 年におけるチャイコフスキーとの個人
的な接触が動機であろう。マルモンテルは 1880 年にチャイコフスキーのパトロン、フォン・メ







 グリーグの作品では、1889 年 6 月にド・ベリオのクラスの試験で《ピアノ協奏曲》イ短調作
品 16 が演奏されている。グリーグ Edvard Hagerup GRIEG（1843~1907）は既に 1875年にノル
ウェー音楽の代表者としてスヴェンセン Johan Severin SVENDSEN（1840~1911）とともに『ル・
メネストレル』誌上で紹介されており、その作品は「極めて優れた個性（personnalité 
très-distinguée）」1432を示すものと評されている。1878 年 7 月 24 日に行われたパリ万博では室内





 ピアノ教授もグリーグに無関心ではなかった。ディエメールはラムルーの指揮で 1885 年 2
                                                        
1428 G. MORSAC, « Concerts et soirées », Le Mén., 51e année, n° 10, le 8 fév. 1885, p. 80. 予告の記事は前号の次の箇
所に掲載されている。Anonyme, « Concerts et soirées », Le Mén., 51e année, n° 9, le 1er fév. 1885, p. 72. 
1429 Ibid., p. 79 ; Anonyme, « Concerts et soirées », Le Mén., 51e année, n° 11, le 15 fév. 1885, p. 87. この号には同月 11
日と 14 日にはエラール社のサロンでも演奏会を開くとの告知も出ている。 
1430 Cf. 本論文 I-10-2-2-3。 
1431 フランソワ・ルシュール、『伝記 クロード・ドビュッシー』 笠羽映子訳、東京：音楽之友社、2003 年、
44 頁。原書は右の通り。François LESURE, Claude Debussy, biographie critique, Paris, Klincksieck, 1994. 
1432 Adolphe JULLIAN, « La musique en Norvège Johan Svendsen et Edvard Grieg », Le Mén., 41e année, n° 45, le 10 oct. 
1875, p. 357. 
1433 Cf. 井上さつき、『音楽を展示する――パリ万博 1855-1900』 東京：法政大学出版、2009 年、196頁。 
1434 Camille BENOIST, « La musique norvégienne. Johan Svendsen et Edvard Grieg (suite et fin) », Le Mén., 52e année, 
n° 31, le 4 juill. 1886, p. 248. 
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月 1 日に《ピアノ協奏曲》作品 16 を弾いている1435。この協奏曲は 1888 年 2 月 1 日にもラムル
ーの演奏会のプログラムに組み込まれ、マルモンテルのクラスで 1882 年に 2 等賞を得たシャン













 1870 年代から 1880 年代にかけて、演奏曲目のレパートリーにおいては協奏曲とソナタの 2
ジャンルの合計がすべての記録件数の過半数を占めた。とりわけ「協奏曲」に対して「ソナタ」
は完全な優位を占めるようになり、この傾向は、1870 年代から 1880 年代にかけて次第に強ま





















                                                        
1435 HIPPOLYTE BARBEDETTE « Concerts et soirées », Le Mén., 51e année, n° 10, le 8 fév. 1885, p. 79. 
1436 « Et pourtant ce n’est pas chose facile d’écrire de bonnes fantaisies. Le choix des idées traitées, leur succession, leur 
agencement, l’importance donnée à certains motifs, l’intérêt des épisodes, la façon dont les pensées se relient entre elles, les 
contrastes » bien ménagés, les effets bien gradués demandent de la part du compositeur beaucoup de tact, d’habileté, 





捨て去り（tous ceux qui mettent l’idée au-dessus de l’effet, ont abandonné l’ancien cliché）」、「表出的





































 1870年代、1880年代を通してもっとも大きな割合を占めたのは 1810年代生まれ、次いで 1770















































                                                        






































識された「尋常ならざる規模の精神（esprit d’une envergure extraordinaire）」1441に求められた。定
期試験のレパートリーにおいては、1870 年代には《平均律クラヴィーア曲集》に留まらないバ
                                                        
1440 « Emmanuel Bach et Muzio Clementi, en modifiant le caractère rigoureusement scientifique de la sonate, en 
transformant les formules en traits mélodiques, en substituant l’inspiration idéale aux recherches exclusivement 
harmoniques, en mettant en œuvre des pensées musicales, réservées jusque-là aux compositions dramatiques, ont créé, pour 
la musique de chambre, et tout particulièrement pour le piano, un art nouveau, procédant, à vrai dire, des maîtres anciens, 
mais où l’inspiration musicale émancipée des formules scolastiques se meut librement, affirme victorieusement son 
individualité par la souveraine variété des formes. » Ibid., p. 55-56. 











ハイドン、C. P. E. バッハを初めとする 12 名の作曲家の作品が取り上げられていたが、1880 年






















































た。彼はフランスの協奏曲作曲家としては、1870 年代から 1880 年代にかけてポスト・エルツ

















第 2 部の総括 
 
 最後に、1840 年代から 1880 年代までの各年代を特徴づける要素を図示しながら、定期試験
レパートリーの変遷と意義を概念的に総括する。第 1 章から第 5 章を通して定期試験曲目の変
遷を明らかにしながら、作曲家、作品、演奏に関する様々な概念が教授や同時代の批評家たち
によって提示された。次の図が示すように、これらの概念は大きく「A. 外在的諸要素」と「B. 
内在的/精神的諸要素」の 2 つのカテゴリーに分類することができる。 
 

































                                                        















































































































































第 1 章 『基礎概念』執筆の動機と目的 
 




























このうち、1 と 2 は教育の実践的側面から書かれた教育指南書、3~5 は音楽家の回想的評
伝、6 は、音楽を中心としつつも芸術全般における美学的諸問題に関心を向けた論考、7 は




                                                        
1443 EEM. 
1444 ACMP. 
1445 Id., Vade Mecum du professeur de piano : catalogue gradué et raisonné des meilleures méthodes, études et 




1449 Id., Histoire du piano et de ses origines : Influence de la facture sur le style des compositeurs et des virtuoses, 














ピアノ科教授となるアントナン・マルモンテル Antonin-Émile-Louis Corbaz MARMONTEL 






















                                                        
1450 « Il [ce livre] est l’écho de ces causeries intimes où mon cher Antonin, mon spirituel collègue et ami Delaborde, 
se sont joints si souvent à nous pour traiter l’éternelle question de l’art pour l’art, du sentiment scénique, de la 
symphonie et de "l’opération comique", tous ces extrêmes, qui tour à tour se touchent et se repoussent par tant de 
points.  
   Ce livre est moi-même tout entier, mais il est aussi vous tous. En vous le dédiant mon cher Le Senne, je suis sûr 
de l’adresser à tous ceux qui l’ont pensé avec moi dans la cordiale intimité de nos courts moments de repos, à l’heure 
où la discussion esthétique s’épanouit comme la formule sans prétention, la fleur passagère de notre double tâche 
quotidienne, littéraire et artistique. » EEM, p. I-II. 
1451ドラボルド Élie-Miriam-Éraïm DELABORDE（1839~1913）はフランスのピアニスト兼作曲家で、1848
年、マルモンテルとともに恩師ヅィメルマンの後任の座を争ったアルカンの非嫡出子。生みの親はリナ・
エライン・ミリアン Lina Éraïm MIRIAM という名の上流階級の女性とされる。アルカン、ヘンゼルト、モ
シェレスから手ほどきを受け、若くしてコンサート・ピアニストとして活躍した。1873 年に、ルイーズ・
ファランク（1804~1875）の後任としてパリ音楽院ピアノ科女子クラスの教授に就任した。Cf. C. 














ティス Francois-Joseph FÉTIS（1784~1871）である。彼は、1837 年に「新しい学問（science 
nouvelle）」として「音楽の哲学（philosophie de la musique）」を提唱した。彼は『音楽家全伝





















                                                        
1452 François-Joseph FÉTIS, « Résumé philosophique de l’histoire de la musique », Biographie universelle des 
musiciens et bibliographie générale de la musique, t. 1, Bruxelles, Meline, cans et compagnie, 1837, 
p. XXXVIII-CCLIV. 
1453 « Si les principes réels de l’art étaient découverts ; si tout ce qui a été fait dans cet art depuis les temps les plus 
anciens jusqu’à ce jour pouvait être ramené à un certain nombre d’idées radicales ; si, dans l’examen des productions 
d’un artiste, d’un théoricien, d’un méthodologue ou d’un historien de la musique, il était possible de discerner celui 
de ces ordres d’idées auquel appartiennent leurs travaux, et de tenir compte des circonstances où ils étaient placés au 
moment de la production ; alors l’appréciation de ces travaux et de ces productions ne serait plus le résultat de 
certaines impressions sentimentales, mais bien l’expression de la vérité absolue. Or, telles sont précisément les 
conséquences immédiates de cette science nouvelle que j’ai essayé de fonder et à laquelle j’ai donné le nom de 
philosophie de la musique. » Ibid., p. XXX-XXXI. 
1454 « Science qui a pour objet la connaissance des choses physiques et morales par leurs causes et par leurs effets. » 
Académie française, Dictionnaire de l’Académie française, t. 2, Paris, Firmin-Didot frères, 1835, p. 407.下記サイト








等に関する歴史的知識と理論的考察であり、講義の概要は、同年 5 月 26 日から 6 月 30 日ま
で、フェティスが主幹を務めていた『ルヴュ・ミュジカル Revue musicale』誌上で 8 回に亘

























                                                                                                                                                                  
の横断検索が可能。Dictionnaires d’autrefois, https://artfl-project.uchicago.edu/content/dictionnaires-dautrefois
（2014 年 9 月 10 日アクセス）。 
1455 「単調性的システム ordre unitonique」、「移行調性的システム ordre transitonique」、「複調性的システム 
ordre pluritonique」、「全調性的システム ordre omnitonique」この訳語は大迫知佳子による。各段階の詳細と
実例は下記論文 I-1-3 を参照。Cf. 大迫知佳子『フランソワ＝ジョゼフ・フェティスの音楽思想――その和
声理論を中心に――』、人間文化研究科比較社会文化学、博士論文、お茶の水女子大学大学院、平成 23 年。 
1456 Anonyme, « Cours de philosophie musicale et d’Histoire de la musique, par M. Fétis. Huitième leçon », RM, 
n° 25, le 21 juill. 1832, p. 198. 
1457 « Que le beau puisse être l’objet d’une science, c’est un fait qui fait encore sourire d’incrédulité beaucoup de 
gens dont l’esprit superficiel ne s’attache qu’aux apparences, et qui sont restés étrangers à l’analyse des facultés de 
sentir et de penser. Pour eux le beau, produit brut d’une imagination libre de toute entrave, ne peut être apprécié que 
par un sentiment vague, indéterminé, qui n’admet d’autres lois que celles d’un plaisir spontané, éternel objet 
d’incertitude et de mystère. Mais, pour les hommes capables de philosophie et d’études sérieuses, le beau peut 
non-seulement devenir le sujet de recherches scientifiques, mais constituer par lui-même la base d’une science aussi 
positive que quelque autre que ce soit. » François-Joseph FÉTIS, « État actuel de l’esthétique musicale (Science du 




説の批判的要約に終始している。フェティスはその中で「美の哲学（la philosophie du beau）」
を「滑りやすい斜面（un terrain glissant）」と形容し、カント、フィヒテ、シェリング、ヘー
ゲルらドイツ観念論の代表者たちを念頭に置きつつ「その上ではもっとも厳格な競技者たち



































                                                        
1458 Cf. Ibid., p. 7. « Au surplus, la philosophie du beau, bien plus avancée depuis les travaux de Fichte, de Schelling 
et de Hegel, qu’elle ne l’était au temps où Kant apparut comme un puissant réformateur, est pour tous ceux qui ont 
essayé de traiter de l’esthétique musicale un terrain glissant sur lequel les plus vigoureux athlètes ont peine à ne pas 
trébucher. »  
1459 Francois-Antoine-Camille DURUTTE, Esthétique musicale, Technie, ou lois générales du système harmonique, 
Paris, Mallet-Bachelier, 1855, XXXIV-556 p. 
1460 « Dans l’état actuel de l’Esthétique musicale, on peut dire, sans la moindre exagération, qu’il existe autant de 
systèmes de génération et de classification des accords que de traités d’harmonie. » Ibid., p. IV. 
1461 ハーネー＝ウロンスキーの思想概略は右の文献に垣間みることができる。ジャン・ルフラン、『19 世
紀フランス哲学』、川口茂雄監修、長谷川琢哉、根無一行訳、東京：白水社、2014 年、104~105 頁。原著
の書誌情報は次の通り。Jean LEFRANC, La philosophie en France au XIXe siècle, Paris, Presses universitaires de 
France, 1998, 127 p. 
1462 Ibid., p. V-VII. 
1463 Ibid., p. V. 





テ ク ニ ー
（technie）はギリシア語のテクネー（tekhnê）を語源にもつ。テクニーは近代的な意
味での芸術だけでなく技術や学問を含む概念であるが、フランス語としての技術



























                                                                                                                                                                  
la science qui a pour objet le beau ; et la technie est la doctrine de la science qui a pour objet le vrai : or le beau est le 
but de l’art, comme le vrai est celui de la science ; la technie est le domaine de la connaissance ; l’esthétique est celui 
de la création de l’idée. Les voies que l’une et l’autre suivent sont aussi différentes que leur objet. » « Durutte, (Le 
comte François-Camille-Antoine) », FétisB, t. 3, p. 90-91. 
1465 Félix CLÉMENT, Histoire de la musique : depuis les temps anciens jusqu’à nos jours, Paris, Hachette, 1883, 
820 p.  
1466 « Origines de la musique. — La musique de la nature. — Action de l’homme sur les sons. — Unité de la race 
humaine prouvée par l’existence d’un élément musical qui lui est propre, c’est-à-dire de l’ordre diatonique universel. 
— La gamme. » Ibid., p 1. 第一章に「美 le beau」という言葉が現れるのは、建築の美の法則を統べる比率
proportion に言及した同書 18 頁の一箇所のみである。 
1467 Cf. 井上さつき、『音楽を展示する――パリ万博 1855-1900』 東京：法政大学出版、2009 年、59~61
頁。この箇所では、1867 年 2 月 18 日に布告された「音楽作品の展示に関するアレテ」が訳出されており、
その第 1 項に歴史を「音楽展示の 3 本柱のひとつ」とする旨が記されている。 
1468 « Chouquet, (Adolphe-Gustave) », FétisBsup, t. 1, p. 181. 
1469 EEM, p. III. « En lisant les beaux ouvrages de Fétis, Gevaert, Goussemaker, Vitet, F. Clément, Lussy, Lavoix, 
Chouquet, Th. Lemaire, sur l’histoire de la musique aux temps anciens, au moyen âge, et sur l’art dramatique 
moderne, j’ai souvent regretté, qu’un précis succinct, un abrégé consciencieux de ces livres si instructifs et précieux 
ne soit pas mis à la portée des gens du monde, ceux-ci prenant chaque jour un plus vif intérêt aux questions si 




















スは 1821 年から 1833 年にかけてパリ音楽院で対位法・フーガ教授の座を占め、1827 年に
自ら創刊した定期刊行紙『ルヴュ・ミュジカル』で「音楽史について」1471（1828）や「音
楽の哲学および音楽史講義」（1832）1472を初めとする多数の記事を書き、音楽の歴史、理論
の可能性を論じた。音楽史への関心は、1869 年から 1876 年にかけて出版された 5 巻に亘る
『もっとも古い時代から現代までの一般音楽史』（1869~1876）1473に結実した。 
 フェティスの後任としてベルギー王立音楽院の院長を務めた作曲家、音楽著述家のジュヴ
ァール François-Auguste GEVAERT （1828~1908）は、フェティスとともにフランスとベル
ギーの音楽界を結ぶ 19 世紀における中心的人物1474であり 1875 年から 1881 年にかけて『古
代音楽の歴史と理論』1475を出版した。 






 批評家、歴史著述家のヴィテ Ludovic VITET（1802~1873）は、1819 年に高等師範学校に
                                                        
1470 Théophile LEMAIRE, Le chant : ses principes et son histoire, Paris, Heugel et fils, 1881, 456-16 p. 
1471 François-Joseph FÉTIS, « Sur l’histoire de la musique », RM, t. 4, 1829, p. 361-370 ; p. 385-393. 
1472 Id., « Cours de philosophie musicale et d’histoire de la musique, par M. Fétis », RM, n° 17, le 26 mai 1832, 
p. 131-133 ; ibid., n° 18, le 2 juin 1832, p. 139-141 ; ibid., n° 19, le 16 juin 1832, p. 155-158 ; ibid., n° 20, le 21 juill. 
1832, p. 196-198. 
1473 Id., François-Joseph FÉTIS, Histoire générale de la musique depuis les temps les plus anciens jusqu’à nos jours 
par F.-J. Fétis, 5 vol., Paris, Firmin Didot, 1869-76.  
1474 J.-M. Fauquet, « GEVAERT, François-Auguste », DMF, p. 513. 
1475  François-Auguste GEVAERT, Histoire et théorie de la musique de l’antiquité, Gand, imprimerie de C. 
Annoot-Braeckman, 1875-1881. 
1476 Edmond de COUSSEMAKER, Histoire de l’harmonie au moyen âge, Paris, V. Didron, 1852, XIII-374-XLIV p. 
« Harmonie » は近代的和声学というニュアンスを多分に含む「和声」ではなく著者が序文で述べているよ
うに「もっとも広く一般的な意味」に理解されるべきであり、ここでは「響き」と訳した。 
1477 Id., L’art harmonique aux XIIe et XIIIe siècles, Paris, A. Durand, 1865, p. V. 








視察官（inspecteur des monuments historiques）に任命された1480。こうした経歴から、彼の扱
う主題は歴史、美術、考古学と多岐に亘る。音楽に関しては『ギリシア音楽小論』（1864）、
4 巻からなる評論集『芸術史研究』（1867）1481などがある。 
 オルガニスト兼作曲家のクレマン Félix-Jacques-Alfred CLÉMENT（1822~1885）は、パリ
音楽院で司書を勤めていた一歳違いのヴェッケルラン  Jean-Baptiste WECKERLIN
（1821~1910）1482と並び、フランスにおける初期声楽復興運動の継承者である。ショロン 
Alexandre-Étienne CHORON（1771~1834）1483、フェティス1484、モスコヴァ大公 Prince DE LA 
MOSKOWA（1803~1857）1485ら、この分野での先駆者に続いて、バロック以前の宗教声楽
作品に強い関心を寄せ、1867 年のパリ万博でフェティス、ヴェッケルランらとともに音楽
                                                        
1479 Théodore JOUFFROY, Cours d’esthétique : suivi de la thèse du même auteur sur le sentiment du beau et de deux 
fragments inédits et précédé d’une préf. par M. Ph. Damiron, Paris, L. Hachette, 1843, p. XIV. 
1480 Prosper MÉRIMÉE, La naissance des monuments historiques : la correspondance de Prosper Mérimée avec 
Ludovic Vitet (1840-1848), Préface de Françoise BERCÉ, Paris, p. 5. 1834 年からは『カルメン』などで知られる
プロスペール・メリメ Prosper MÉRIMÉE（1803~1870）が歴史的建造物視察官の地位に就いた。 
1481 Ludovic VITET, Études sur l’histoire de l’art, 4 vol., Paris, Michel Lévy frères, 1864 ; Id. Un mot sur la 
musique grecque, Paris, impr. de J. Claye, 1867, 12 p. 『芸術史研究』は第 1 巻に 7 本の音楽評論、書評を含み、
5 つ目の評論は後述するフェティスの『音楽を万人の手に（La musique mise à la portée de tout le monde）』に
ついての論説である。 




ている。Cf. Jean-Baptiste WECKERLIN, Nouveau musiciana, extraits d’ouvrages rares ou bizarres, anecdotes, 
lettres, etc. concernant la musique et les musiciens avec illustrations et airs notés, Paris, Garnier frères, p. 146-169. 
1483 ショロンは、1812 年に設立され度重なる改称を経て 1825 年からフランス王立古典宗教音楽院
（Institution royale de musique religieuse de France）内の王立特別歌唱学校（École royale et spéciale du chant）
と称する教育機関を統率した。この教育機関の目的は作曲家、演奏家を含めた教会音楽家を養成すること
であった（Cf. D. HAUSFATER, « Choron, Alexandre-Etienne », DMF, p. 272.）。王政復古期に潤沢な助成を受
けていたこの学校は 1830 年の七月革命の影響で翌年助成金は 46 000 フランから約 4 分の 1 の 12 000 フラ
ンに切り詰められ、1834 年にショロンが亡くなるのと同時に閉鎖された。 
1484 フェティスは、パリで教育的な目的で 1832、1833 年に 4 回、1835 年に 1 回、歴史的演奏会を開催した
が、1837 年以降はベルギーでその活動を継続した。Cf. 井上さつき、前掲書、106 頁。 
1485 モスコヴァ大公は、1843 年に宗教・古典声楽協会（Société de musique vocale, religieuse et classique）を
創設した。その目的は、「無伴奏ないしオルガン伴奏による声楽のためにとりわけ 17、18 世紀フランス、
ベルギー、イタリア、ドイツの大家によって書かれた作品を演奏すること」であった。（下記曲集の各巻
冒頭に記載の協会規則« Règlement »を参照。Joseph-Napoléon NEY (prince DE LA MOSKOWA) (dir.), Recueil 
des morceaux de musique ancienne exécutés aux concerts de la Société de musique vocale religieuse et classique 
fondée à Paris en 1843, Paris, Pacini, 11 vol., 1843, pagination multiple.）この協会は、七月王政樹立によって閉
鎖に追い込まれたショロンの教会音楽保存運動の精神を受け継いでいる。同団体は、1843 年から 1846 年に
かけて歴史的コンサートを開いている（例えば次の雑誌記事における第 6 回演奏会の報告を参照。Joseph 
ZIMMERMAN, « 6e concert de la Société de musique vocale, religieuse et classique dirigé par le prince de la 
Moskowa », FM, 7e année, n° 15, le 14 avr. 1844, p. 115.）。1847 年以降、活動記録は少なくとも RGM 上には






は 1860 年と 1883 年に、それぞれ『一般宗教音楽史』1487、『音楽の歴史――古代から現代
まで』 1488を出版した。 
 スイス生まれ理論家マティス・リュシー Mathis LUSSY（1828~1910）は、多くのピアノ
音楽の実例を含む『音楽表現教程――声楽、器楽におけるアクセント、ニュアンス、テン
ポ』（1877）1489や『音楽的リズム――その起源、機能、アクセント法』（1883）1490で、理
論家として名声を確立した。音楽著述家エルネスト・ダヴィッド Ernest DAVID （1824~1886）
とともに『記譜法の歴史――その起源から』（1883）1491を出版し、学士院から 1835 年創
設のボルダン賞を授けられた。 



















                                                        
1486 井上さつき、前掲書、112 頁。 
1487 Félix CLÉMENT, Histoire générale de la musique religieuse, Paris, A. Leclère, 1861, XIII-597 p. 
1488 Id., Histoire de la musique : depuis les temps anciens jusqu’à nos jours, Paris, Hachette, 1883, 820 p.  
1489 Mathis LUSSY, Traité de l’expression musicale accents, nuances et mouvements dans la musique vocale et 
instrumentale, Paris, Heugel, 1877, III-166 p. 
1490 Id., Le Rythme musical, son origine, sa fonction et son accentuation, Paris, Heugel, 1883, I-VII-105 p. 
1491 Ernest DAVID et Mathis LUSSY, Histoire de la notation musicale, depuis ses origines, Paris, 1882, VIII-212 p. 
1492 « Lavoix (Henri) », FétisBsup., t. 2, p. 83. 
1493 Henri LAVOIX, Histoire de l’instrumentation, depuis le XVIe siècle jusqu’à nos jours, Paris, Firmin-Didot, 1878, 
XII-470 p. 
1494 Henri LAVOIX, Histoire de la musique, Paris, A. Quantin, 1884, 368 p. 
1495 Théophile LEMAIRE et Henri LAVOIX, Le chant : ses principes et son histoire, Paris, Heugel et fils, 1881, 
456-16 p. 
1496 Ibid., p. 2. 
1497 シューケについては下記の辞書項目を参照。J.-M. FAUQUET, « CHOUQUET, Adolphe-Gustave », DMF, 
p. 273 ; « Chouquet, (Adolphe-Gustave) », FétisBsup, t. 1, p. 181.É 
1498 FétisBsup.におけるこの人物の項目によれば、この著作は 1878 年の時点で出版されていない。今日、フ
ランス国立図書館にも所蔵がないことから、現在まで刊行されていないと考えられる。 
1499 フォケは DMF の事典項目で受賞の年代を 1871 年としているが、シューケ自身は、自著でコンクール
































                                                        
1500 « Définir la musique dramatique : faire connaître ses origines et ses divers caractères : déterminer les causes sous 
l’influence desquelles prédomine ou s’affaiblit, dans l’art musical, l’élément dramatique, et, à ce point de vue, donner 
un aperçu sommaire de l’histoire de la musique dramatique en France, depuis et y compris Lully jusqu’à nos jours. » 
« Chouquet, (Adolphe-Gustave) », FétisBsup, t. 1, p. 181. 
1501 Gustave CHOUQUET, Histoire de la musique dramatique en France depuis ses origines jusqu’à nos jours, Paris, 
Firmin-Didot, 1873, XV-448 p. 
1502 Id., Le musée du Conservatoire national de musique : catalogue raisonné des instruments de cette collection, 
Paris, Firmin-Didot frères, fils et Cie, 1875, IX-145 p. 
1503 自筆献辞入りの資料として BnF 音楽部門所蔵の下記資料を参照。Antoine-François MARMONTEL, 
Histoire du piano et de ses origines：Influence de la facture sur le style des compositeurs et des virtuoses, Paris, 
Heugel et fils, 1885, XV-464 p. 
1504 « …l’art musical français doit son premier code de la science harmonique à l’illustre Rameau, musicien de génie 
et penseur de haute valeur. », EEM, p. IV. 
1505 « Les calculs quelquefois erronés de Rameau sur la résonnance et les déductions qu’à tout prix il affirmait être 
les seules vraies. » Ibid. 
1506 « [S]a foi absolue, sa conviction profonde [...]. » Ibid. 
1507 « C’est Rameau qui a trouvé l’ingénieux système de la basse fondamentale. Sa doctrine, combattue au début, a 
fini par être adoptée, par les théoriciens pendant près d’un siècle. Le code d’harmonie de Rameau, sa classification 
des accords et leurs lois d’enchaînement, ont puissamment aidé aux progrès et à la vulgarisation de la science 








表 III-1-2. A.-F. マルモンテル『基礎概念』序文で引用される和声教程の著者と 
その主な教程 
氏名 生没年 主著 








ペルヌ 1772-1832 『和声と伴奏の基礎教程』1513（1822） 







ルモワーヌ 1786-1854 『実践的・理論的和声教程』1519 
パンスロン 1795-1859 『実践的和声と転調の教程』（1855）1520 
                                                        
1508 表中の文献情報は、下記の辞書項目における 19 世紀にパリで出版された和声教程の一覧およびフラン
ス国立図書館蔵書目録を参照した。Cf. Jean-Pierre BARTOLI et Nicolas MEEÙS, « Harmonie et tonalité en 
France (évolution) », DMF, p. 564-574. フランス国立図書館蔵書目録については下記サイトを参照
http://catalogue.bnf.fr/jsp/recherchemots_avancee.jsp?nouvelleRecherche＝O&host＝catalogue（2014 年 9 月アク
セス）。 
1509 Jean-Baptiste REY, Exposition élémentaire de l’harmonie, théorie générale des accords d’après la basse 
fondamentale, Paris, l’auteur, 1807, 198 p. 
1510 Luigi CHERUBINI, Marches d’harmonie pratiquées dans la composition produisant des suites régulières de 
consonnances et de dissonnances, Paris, Croupenasa, 1847, 139 p. 
1511 Henri-Montan BERTON, Traité d’harmonie suivi d’un Dictionnaire des accords, 3 vol., Paris, Duhan et Cie, 
Paris, Duhan et Cie, 1814, 258 p. 
1512 Antoine REICHA, Cours de composition musicale ou Traité complet et raisonné d’harmonie pratique [...], Paris, 
Gambaro, 1816-1818, 269 p. 
1513 Louis-François PERNE, Cours élémentaire d’harmonie et d’accompagnement, 2 vol., Paris, Dorval, 1822. 
1514 Charles-Simon CATEL, Traité d’harmonie [...], Paris, Impr. du Conservatoire, 1802, 70 p. 
1515 Victor DOURLEN, Traité d’harmonie contenant un cours complet tel qu’il est enseigné au Conservatoire de 
Paris, Paris, Philipp, 1838, 74 p. 
1516 Id., Tableau synoptique des accords, Paris, Pacini, s. d. 
1517 Francois-Joseph FÉTIS, Méthode élémentaire et abrégée d’harmonie et d’accompagnement [...], Paris, Petit, 
1823.  
1518 Id., Traité complet de la théorie et de la pratique de l’harmonie, Paris, Maurice Schlesinger, 1844, 254 p. 
















旋律・和声およびこれらの協調における連結規則の提示』（1876）  1526 
ルベール 1807-1880 『和声教程』（1862）1527 







                                                                                                                                                                  
1520 Auguste PANSERON, Traité de l’harmonie pratique et des modulations en 3 parties, Paris, Brandus, 1855, 
322 p. 
1521 Daniel JELENSPERGER, L’Harmonie au commencement du dix-neuvième siècle et méthode pour l’étudier, 
Paris, Zetter et Cie, 1830, 143 p. 
1522 Auguste BARBEREAU, Traité de composition musicale divisé en trois parties. Harmonie élémentaire, mélodie, 
harmonie concertante, Paris, chez Schonenberger, 2 vol., 396 p. ; 386 p. 
1523 Id., Étude sur l’origine du système musical, Paris, Bachelier, Metz Pallez-Rousseau, 1863. 
1524 Francois-Antoine-Camille DURUTTE, op. cit. 
1525 Id., Réponse du comte Camille Durutte, d’Ypres, compositeur... à la prétendue réfutation de son système 
harmonique, par M. F.-J. Fétis, suivie de L’exposé du principe absolu du rhythme musical et de la sanction 
physiologique de ce principe, Paris, Mallet-Bachelier : E. Dentu ; Metz : Typ. Rousseau-Pallez, 1862, 31 p. 
1526 Id., Esthétique musicale. Résumé élémentaire de la technie harmonique et complément de cette technie, suivie de 
l’exposé de la loi de l’enchaînement dans la mélodie, dans l’harmonie et dans leur concours, par le Cte Camille 
Durutte, Paris, Gauthier-Villars, 1876, VI-411 p. 
1527 Henri REBER, Traité d’harmonie, Paris, Colombier, 1862, 287 p. 
1528 Hippolyte Raymond COLET, Conseils à mes élèves ou traité élémentaire d’harmonie servant d’introduction à la 
Panharmonie musicale, Paris, Q. Legouil, 1847, 200 p. 
1529 BURNETT, DAMOUR, et Antoine ELWART, Études élémentaires de la musique depuis ses premières notions 
jusqu’à celles de la composition, divisée en trois parties : connaissances préliminaires, méthode de chant, méthode 
d’harmonie, Paris, bureau des Études élémentaires de la musique, 1838, 711 p. 
1530 Antoine ELWART, Petit manuel d’harmonie, d’accompagnement de la basse chiffrée, de réduction de la 
partition au piano et de transposition musicale, contenant en outre des règles pour parvenir à écrire la basse ou un 
accompagnement de piano sous toute espèce de mélodie, Paris, Colombier, 1839, IV-52 p. 
1531 Id., Feuille harmonique, contenant la théorie et la pratique de tous les accords du système moderne, Paris, 





サヴァール 1814-1881 『理論的・実践的完全和声教程』（1853）1533 
バザン  1816-1878 『理論的・実践的和声講義』（1857）1534 
デュラン  1830-1903 『和声講義』（1880-1881）1535 
『理論的・実践的完全和声教程』（1881）1536 
モミニ 1762-1842 『和声・作曲の完全教程』（1803-1806）1537 
 
 マルモンテルは、これらの教程が、「概して学問的というよりは実践的（en général plus 

















 ここで言及される 4 名のうち、クーザン  Victor COUSIN（1792~1867）、ラムネー 
                                                        
1532 Id., Le Chanteur-accompagnateur ou traité du clavier de la basse chiffrée, de l’harmonie simple et composée, 
Paris, chez l’auteur, 1844. 
1533 Augustin SAVARD, Cours complet d’harmonie théorique et pratique, Paris, Maho, 1853, 318 p. 
1534  Francois-Emmanuel-Joseph BAZIN, Cours d’harmonie théorique et pratique à l’usage des classes du 
Conservatoire, Paris, L. Escudier, 1857, 400 p. 
1535 Émile DURAND, Cours d’harmonie, Paris, Alph. Leduc, 1880-1881, 418 p. 
1536 Id., Traité complet d’harmonie théorique et pratique, Paris, Alphonse Leduc, 1881, 521 p. 
1537 DE MOMIGNY, Jérôme-Joseph, Cours complet d’harmonie et de composition, 3 vol., Paris, de Momigny, 
1803-1806, 32 ; 96 ; 24 p. 
1538 EEM, p. VI. 
1539 « [U]ne valeur, une importance [de la science harmonique,] qui n’ont cessé de s’affirmer depuis par d’incessants 
progrès, par de précieuses observations consignées dans de nombreux traités, où les deux éléments scientifique et 
pratique ont offert aux études des horizons plus étendus et plus variés, et découvert aussi des trésors inépuisables dans 
l’art des combinaisons sonores. » Ibid., p. V. 
1540 « Mais les belles et poétiques dissertations de Cousin [...] Lammenais, du père Félix sur les lois du beau, les 
belles études de Vittet [sic.], ont élargi ce vaste domaine de considérations sur les beaux-arts comparés. Ces 
intéressantes recherches sur les lois du beau, ont de nos jours une importance, une vitalité, qui jusque-là leur avait 
manqué. » Ibid., p. VIII. 
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る。彼の思想体系は公認の哲学として制度化され、1830 年代から 1840 年代にかけて政治、
教育に絶大な影響をもたらした。1830 年代、パリ＝ソルボンヌ大学の哲学正教授、高等師
範学校長、さらに政治家として国務院委員（Conseiller）、公教育国家評議員（membre du Conseil 
de l’Instruction publique）を歴任、1840 年には入閣を果たし、ティエールの采配の下、公教




彼の哲学的著作は 19 世紀を通して広く読まれた。美に関する最初期の出版物は、1818 年の
講義に基づく『哲学的断片集（Fragmens philosophiques）』（1826）1543に収録された「現実














                                                        
1541 Jean LEFRANC, « COUSIN, Victor, 1792-1867 », Dictionnaire des philosophes, Denis HUISMAN (dir.), Paris, 
Presses universitaires, p. 481-482. 同著者の下記文献においてもほぼ同様にクーザンの略歴が紹介されている。
ジャン・ルフラン、前掲書、85~86 頁。 
1542 川口茂雄、「一九世紀フランス哲学の潮流」、『哲学の歴史――社会の哲学（18-20 世紀）』 東京：中央
公論新社、第 8 巻、2007 年、185 頁。 
1543 Victor COUSIN, Fragmens philosophiques, Paris, A. Sautel et compagnie, 1826. 
1544 Ibid., p. 265-278. この部分は瀧一郎による和訳がある。Cf. ヴィクトール・クーザン、「現実美と理想美
について」、『美術科研究』、瀧一郎訳、大阪：大阪教育大学・美術教育講座・芸術講座、第 18 号、2000 年、
47~55 頁。 
1545 下記文献では、初出が 1816 年初版の『哲学初期試論集』とされている。Frederic WILL, Flumen Historicum, 
Victor Cousin’s Aesthetic and its Sources, Chapel Hill, The University of North Carolina Press, 1965, p. 4. しかし、
1816 年刊の『哲学初期試論集』と題する著作はフランス国立図書館には納本されておらず、F. ウィルの記
述の真偽は判らない。但し、1846 年に出版された 1816、1817 年の講義に基づく『哲学初期試論集』の第 2
版には「現実美と理想美」が収録されている。 
1546 Victor COUSIN, Cours de philosophie : professé à la Faculté des lettres pendant l’année 1818 par M. V. Cousin, 
sur le fondement des idées absolues du vrai, du beau et du bien, publié avec son autorisation et d’après les meilleures 
rédactions de ce cours, par M. Adolphe Garnier, Paris, Didier, 1836, VIII-495 p. 
1547 Id., Du vrai, du beau, du bien, 23e édition, Paris, Didier, 1881. 





ところ、1832 年 8 月に教皇庁からこれを非難する回状が彼に差し向けられ、ローマへの疑
念を抱くようになった。さらに同年、ポーランドのカトリック信徒たちを弾圧するロシア皇
帝ニコライ 1 世に迎合的な教皇書簡1549に反発し、2 年後に書いた『一信者の言葉』で教皇
からの断罪を受け破門される。しかし、個人的な信仰を捨てることはなく、独自に思索を続
け、彼の自由主義的カトリシスムは共和主義と神秘的社会主義へと向かった1550。 
 ラムネーの美に関する哲学的考察は 1840 年から 1846 年にかけて出版された『ある哲学の
素描』の第 3 巻1551第 8 編「芸術について」および第 9 編「同主題の続き」に含まれている。




















ける現実主義」、「芸術とキリスト教」と題する 6 回の講義が一冊にまとめられた。 




                                                        
1549 1832 年 10 月 9 日にポーランドの司祭たちに差し向けられた回勅。1830 年 1 月のワルシャワ蜂起につ
いて、民衆を扇動した司祭を諌め、主権者に従順たることを説いた。Cf. 大野一道、『民衆の発見―ミシュ
レからペギーへ』 東京：藤原書店、2011 年、271~272 頁。 
1550 フランツ・リストがこの『一信者の言葉』に共感し、ラムネーが聖ペテロ修道会を創設したラ・シェ
ネーで彼と面会し、そこで《幻影》、《詩的で宗教的な調べ》、《旅人のアルバム》第 1 曲〈リヨン〉を
作曲したことは既知の事実である。Alan WALKER, Franz Liszt, traduit par Hélène PASQUIER, Paris, Fayard, 
1989, p. 163 
1551 Félicité LAMENNAIS, Esquisse d’une philosophie, t. 3, Paris, Pagnerre, 1840, 484 p. 
1552 Id., De l’Art et du beau, Paris, Garnier frères, 1865, III-355 p. 
1553 The Catholic Encyclopedia, http://www.newadvent.org/cathen/06032a.htm（2014 年 9 月 13 日アクセス） 
1554 Célestin Joseph FÉLIX, Le Progrès par le christianisme, conférences de Notre-Dame de Paris, 15 vol., Paris, A. 
Le Clère (A. Jouby et Roger), 1858-1872. 
1555 Ibid., l’année 1867. 









































こに、古代のアルテス・リベラーレス artes liberales とアルテス・インジェヌアーエ
artes ingenuæ という表現の意味と由来がある1560。 
                                                        
1557 ジャン・ルフラン、前掲書、98 頁。 
1558 Cf. 本論文 III-1-7。 
1559 « La musique, ce frivole passe-temps réservé aux chansons et aux danses, est bien de nos jours un art égalant en 
puissance, en effets produits, la poésie, la peinture, la statuaire, et même l’architecture, qui est bien aussi, quoi qu’en 
disent certains critiques, un art libéral. » EEM, p. VIII. 
1560 « Les arts s’appellent les beaux arts parce que leur seul objet est de produire l’émotion désintéressée de la beauté, 
sans regard à l’utilité ni du spectateur ni de l’artiste. Ils s’appellent encore les arts libéraux, parce que ce sont des arts 
d’hommes libres et non d’esclaves, qui affranchissent l’âme, charment et ennoblissent l’existence : de là le sens et 
































                                                        
1561 « Le seul objet de l’art est le beau. L’art s’abandonne lui-même, dès qu’il s’en écarte. II est souvent contraint de 
faire des concessions aux circonstances, aux conditions extérieures qui lui sont imposées ; mais il faut toujours qu’il 
retienne une juste liberté. L’architecture et l’art des jardins sont les moins libres des arts. » Ibid., p. 195. 
1562 « Grétry, Berlioz, Halévy, Scudo, L. Adam, Mendelssohn, Saint-Saens [sic], Hiller, Schumann, Hanslick, Reyer, 
etc., etc., ont publié leurs impressions musicales, de spirituelles fantaisies humoristiques où le sentiment 
d’appréciation s’est affirmé de la manière la plus ingénieuse, la plus intéressante et dans des données variées, souvent 
très différentes suivant les points de vue de l’école. Mais malgré la divergence des jugements, il ressort clairement 
des principes généraux reconnus par tous, des lois indéniables du beau, des formules absolues, que toutes les écoles, 
[…] admettent comme vraies.  
   C’est ce que nous avons cherché à résumer en nous inspirant de la pensée et des sentiments exprimés par les 
écrivains spéciaux. » EEM, p. VIII-IX. 
1563 各人の生没年を下に示す。グレトリ GRÉTRY, André-Ernest-Modeste（1741~1813）、ベルリオーズ Hector 
BERLIOZ（1741~1813）、アレヴィ Jacques-Fromental HALÉVY（1799~1862）、スクード SCUDO, Paul
（1806~1864）、アダン  Jean-Louis ADAM（1806~1864）、メンデルスゾーン  Felix MENDELSSOHN 
BARTHOLDY（1809~1847）、サン＝サーンス Camille SAINT-SAËNS（1835~1921）、ヒラー Ferdinand HILLER
（1811~1885）、シューマン Robert SCHUMANN（1811~1885）、ハンスリック Eduard HANSLICK（1825~1904）、



































                                                        
1564 « Delacroix, Fromentin, Garnier suivant l’exemple de Gluck, Grétry, Lesueur, Berlioz, Wagner, ont formulé leur 
foi, leurs croyances sur la mission de l’art, sur ses tendances[,] sur le but à atteindre. Pour plusieurs de ces maîtres, 
remonter aux sources pures de l’antiquité était l’unique moyen d’épurer l’art, la seule manière de mettre à néant le 
mauvais goût, le maniérisme. Ont-ils réussi ? les exemples dont ils ont appuyé leurs théories sont ils réellement bons 
à suivre ? les imiter, marcher dans leurs voies, sans avoir leur audace et leurs convictions, nous paraît être une folie 
conduisant à l’abîme. Modifier, réformer le goût, chercher le mieux possible et réalisable, voilà le progrès. » EEM, 
p. IX-X. 
1565 « [Mais] ériger en système le retour aux lois absolues de l’antique, alors que l’art s’est transformé, me semble 
aussi peu naturel que de brûler les pianos à queue d’Érard et de Pleyel pour revenir aux épinettes et aux clavecins, qui 
ont eu leurs jours de splendeur et leurs maîtres de génie. » Ibid. 
1566 « Soyons de notre temps, de notre siècle, marchons en avant, en n’oubliant pas les grands exemples, les beaux 
modèles de l’antique : nous n’adorons plus les mêmes dieux, peut-être même n’en avons-nous aucun, mais à défaut 



























1-7. F. ル・クーペとの共通点 








                                                        
1567 « La philosophie partage avec la religion ce point commun, peut-être inattendu, la nécessité d’un retour au culte. 
Culte du Vrai, du Beau et du Bien, pour la philosophie. Mais existe-t-il d’autres cultes légitimes ? La religion, dans 
ses cultes, ne fait pas autre chose, encore qu’elle le fasse différemment. Si le culte est nécessaire, c’est d’abord parce 
qu’il faut lutter contre l’oubli. Le culte est certainement ce qui d’abord rend hommage, c’est-à-dire honore. Mais c’est 
surtout ce qui cultive. Le culte est ce moment du temps, ce lieu de l’espace où l’on ne s’occupe plus que de ce qui est 
grand. C’est en se [sic] sens que le culte est commun à la religion et à la philosophie. » Jacques BILLARD, De 
l’école à la république, Guizot et Victor Cousin, Paris, Presses universitaires de France, 1998, p. 30. 
1568 « À la condition inhérente à tout culte, de présenter ces rapports si obscurs de l’humanité et du monde à Dieu 
sous des formes extérieures, sous de vives images, sous des symboles. » Victor COUSIN, Cours de philosophie, 
leçons du cours de 1828, 1re leçon, 17 avril, Paris, Pichon et Didier, 1828, p. 22. 
1569 « La philosophie est le culte des idées et des idées seules. » Ibid., p. 27. 
1570 Id. Madame de Sablé : études sur les femmes illustres et la société du XVIIe, Paris, Didier, 1854, p. XI. 
1571 « La plus douce récompense d’un professeur qui n’est pas trop indigne de ce titre est de voir s’élancer sur ses 
traces de jeunes et nobles esprits qui aisément le devancent et le laissent bien loin derrière eux. » Ibid., p. 83. クーザ




















ト兼作曲家の百科事典（Encyclopédie du pianiste compositeur）』（以下『百科事典』と略す）
の序文には次のような一文がみられる。「この著作には、私が様々な流派

















つけることができるように。」« [I]ls excellent dans la composition, surtout dans l’expression. Ils ont toujours une 
pensée, et une pensée morale et élevée. C’est par là qu’ils nous sont chers, que leur cause nous intéresse, qu’elle est 
en quelque sorte la nôtre, et qu’ainsi cet hommage rendu à leur gloire méconnue couronne naturellement des leçons 
consacrées à la vraie beauté, c’est-à-dire à la beauté morale. Puissent ces leçons vous la faire connaître, et surtout 
vous la faire aimer ! Puissent-elles aussi inspirer à quel- qu’un de vous l’idée de se livrer à de si belles études, d’y 
consacrer sa vie et d’y attacher son nom ! » Victor COUSIN, Du vrai, du beau et du bien, Paris, Didier, 1855, p. 192. 
1573 « Je ne suis nullement exclusif et j’admire le vrai, j’admire le beau partout où il se rencontre, quelle que soit 
d’ailleurs l’école à laquelle il appartient. » EP, p. 20. 
1574 Cf. 本論文 III-3-4。 
1575 « [L]arge et remarquable influence due à l’habilité de l’enseignement et à l’éclectisme dans le choix des œuvres 
adoptées par le maître » PC, p. 195. 
1576 « [...C]et ouvrage contiendra-t-il ce que j’ai trouvé de bon et d’utile dans les diverses écoles, je n’en ai adopté 
aucune exclusivement. » Joseph ZIMMERMAN, « Avant propos », Encyclopédie du pianiste compositeur, Paris, 

















 ル・クーペは、『ピアノ教育』の第 4 版（1882）の本文末に 5 つの格言を置いた。格言の
著者は順にヅィメルマン、無名者 A、シューマン、フェリックス神父、無名者 B である。
このうち、無名者 B による格言は次の通りである。「『心を挙げよ




















ス ル ス ム ・ コ ル ダ
」は、クーザンのモッ
トーでもあった1582。カトリシスムはスピリチュアリスムを容認しなかったが、クーザンの
                                                        
1577 « Certes, si l’éclectisme est recommandable, c’est en théorie, car, de cette manière, au lieu de se voir gêné dans 
ses inclinations, l’élève aura la liberté de choisir le genre qui lui convient le mieux et de se créer un style original qui 
lui appartienne en propre » Edmond VIEL, « Encyclopédie du pianiste-compositeur par J. Zimmerman », Le Mén., 
7e année, n° 22, le 26 avr. 1840, n. p. 
1578 « [S]i ce livre a une prétention, c’est de remettre sous les yeux de ceux qui l’ouvriront le but toujours poursuivi, 
le véritable idéal : Sursum corda. » Antoine-François MARMONTEL, Art classique et moderne du piano, Paris, H. 
Heugel, 1876, p. 179. 
1579 Félix LE COUPPEY, De l’Enseignement du piano, conseils aux jeunes professeurs, 4e édition, Paris, L. Hachette, 
1882, p. 106. « Sursum corda ! Sans l’élévation du cœur, il n’a jamais l’élévation dans le talent. » 
1580 « On a tort de croire que pour se mettre à la portée de la foule, l’art soit obligé de descendre : il n’a qu’à l’appeler 
en haut pour qu’elle monte avec lui. » Célestin Joseph FÉLIX, Le Progrès par le christianisme, conférences de 
Notre-Dame de Paris, année 1867, Paris, Librairie d’Adrien Le Clère, 1867, p. 67. 
1581 « [É]lever l’humanité. Monter et attirer en haut, c’est la nature et l’essence même de l’art. » Ibid., p. 66. 




































                                                        
1583 J. ルフラン、前掲書、97 頁。 
1584 VBB, p. VII-VIII. « Sachez admirer : ayez le culte des grands hommes et des grandes choses. Repoussez cette 
littérature énervante, tour à tour grossière et raffinée, qui se complaît dans la peinture des misères de la nature 
humaine, qui caresse toutes nos faiblesses, qui fait la cour aux sens et à l’imagination, au lieu de parler à l’âme et 
d’élever la pensée. Défendez-vous de la maladie de votre siècle, ce goût fatal de la vie commode, incompatible avec 
toute ambition généreuse. Quelque carrière que vous embrassiez, proposez-vous un but élevé, et mettez à son service 
une constance inébranlable. Sursum corda, tenez en haut votre cœur, voilà toute la philosophie, celle que nous avons 
retenue de toutes nos études, que nous avons enseignée à vos devanciers, et que nous vous laissons comme notre 
dernier mot, notre suprême leçon. » 
1585 例えば、ラムネーは芸術と神の関係について次のように述べている。「芸術の対象となる有限の外的で
可感的な形の下で、神から出る何か、言い換えればこの形自体の非物質的な原型、つまりその形が明示し、
無限なる美の光輝として形を照らす永遠のイデーが示現するのだ」« […S]ous la forme finie, extérieure, 
sensible, qui est l’objet de l’Art, se révèle quelque chose de lui, c’est-à-dire le type immatériel de cette même forme, 



































                                                        
1586 « Les livres ont leur destinée, a dit Horace. Je ne puis savoir la destinée de ce volume de Marmontel que vient de 
publier la maison Heugel. Ce que je sais, c’est que les musiciens de profession, comme les simples amateurs, auront 
profit et plaisir à le lire. Si seulement tous les élèves de l’école Marmontel, tous les élèves sortis de sa classe au 
Conservatoire, faisaient dans leur bibliothèque une place à cet excellent ouvrage, nous le verrions d’un bond arriver à 
sa dixième édition. » Oscar COMETTANT, « Éléments d’esthétique musicale et considérations sur le beau dans les 
arts par A. Marmontel », Le Mén., 50e année, n° 6, le 12 janv. 1884, p. 46. 
1587 Anonyme, « Cours de philosophie musicale et d’Histoire de la musique, par M. Fétis, première leçon (23 mai) », 
RM, n° 17, le 26 mai 1832, p. 131. 
1588 « La philosophie et la musique semblent en général deux choses qui ne peuvent aller ensemble. L’une si grave ! 
l’autre si légère, ou, pour dire le mot, si futile au gré de bien des gens ! Le moyen de les accorder ensemble ? » 
1589 « J’ai cru bon, utile, intéressant pour la généralité des amateurs qui étudient sérieusement l’art musical et désirent 
avoir des connaissances sommaires, des explications concises, d’écrire un abrégé résumant clairement les principales 
questions d’esthétique, qui sont l’essence même de la musique ; ce livre de doctrine fera suite à l’excellent ouvrage 





『音楽を万人の手に』1590（1830）を挙げている。この書物は、1847 年までに 3 版を重ねた
売れ筋の音楽解説書で、「万人」向けとはいえ、専門的な知識に踏み込んだ内容を扱ってい
る。この著作は、音楽の目的、起源、手段に関する考察から始まる 4 部構成を取り、各部に
は次のような見出しが与えられている1591。「第 1 部：音の 3 つの質、即ち抑揚、持続、強度
の面から考察された音楽システムついて（Du système musical, considéré dans les trois qualités 
des sons, savoir : l’intonation, la durée, et l’intensité）」、「第 2 部：連続性と同時性の関係の面か
ら考察された諸音について、およびそれらのもたらす結果について（Des sons considérés dans 
leurs rapports de succession et de simultanéité ; du résultat de ces choses）」、「第 3 部：演奏につい
て（De l’exécution）」、「第 4 部：音楽に対する判断を下すために、人は音楽の生み出す感覚
をいかに分析するのか（Comment on analyse les sensations produites par la musique, pour porter 









1823~1843 年の 20 年間の平均非識字率は、フランス 83 県で男性 40.71％、女性 58.08％であ








                                                                                                                                                                  
donner aux amateurs le désir de mieux connaître notre art, je serai largement récompensé du temps consacré à cette 
œuvre moderne de vulgarisation artistique et musicale. » EEM., p. VII. 
1590 François-Joseph FÉTIS, La musique mise à la portée de tout le monde, exposé succinct de tout ce qui est 
nécessaire pour juger de cet art, et pour en parler sans l’avoir étudié, Paris, Alexandre Mesnier, libraire, 1830, 
XI-408 p. 
1591 以下の見出しは第 3 版による。Id., La Musique mise à la portée de tout le monde, suivie d’un dictionnaire des 
termes de musique et d’une bibliographie de la musique, Paris, Brandus, 1847. 
1592 平易なテクストを読みこなすことができない非識字の状態を指す。 
1593 Jean-Pierre PÉLISSIER et Danièle RÉBAUDO, « Une approche de l’illettrisme en France », Histoire & mesure, 
XIX-1/2, 2004, p. 14. Mis en ligne le 15 juin 2007, http://histoiremesure.revues.org/816（2014 年 9 月 17 日アクセ
ス）。非識字率は婚姻届への男女の署名から割り出されるが、男女いずれかのデータ欠如の割合が 30％を超
える県は除外されている。 
1594 訳者注：『音楽史』等を書いたジョヴァンニ・バッティスタ・マルティーニ Giovanni Battista MARTINI 
（1706-1784）を指す。Cf. Giovanni Battista MARTINI, Storia della musica, 3 vol., Bologna, L. dalla Volpe, 
1757-1781. 



































                                                        
1596 « Il n’est donné qu’à un petit nombre d’érudits, de musicologues passionnés, de remonter aux sources premières 
de l’histoire musicale et de posséder les livres rares, curieux et précieux du père Martini et du père Mersenne. Ces 
importants ouvrages, qui sont maintenant du domaine de la haute curiosité, ne peuvent être lus avec fruit que par des 
musiciens assez instruits pour choisir et dégager de ses nombreuses et volumineuses dissertations et compilations 
historiques, ce qui est indéniable, d’une vérité absolue, des erreurs et des principes reconnus faux. Ces livres on ne 
peut plus intéressants pour les renseignements concernant l’art musical chez les peuples de l’antiquité, et aussi sur les 
instruments en usage et les musiciens de valeur au XVIe et au XVIIe siècle, sont devenus assez rares pour que le nombre 
connu des exemplaires encore existants, leur donne une valeur égale à celles des eaux fortes de Rembrand [sic] et des 
dessins de Durer, etc., etc. Mais sans nier l’importance considérable des travaux historiques et philosophiques de ces 
savants religieux, on peut faire de notables économies de temps et de patientes recherches, en lisant les ouvrages de 
Fétis, Gevaert, et Coussemaker » EEM, p. VII. 
1597 Cf. 本論文 III-2-2-2。 
1598 ジョフロワの弟子セッセ Émile-Edmond SAISSET（1814~1863）、ジョフロワの後任ガルニエ Adolphe 
GARNIER（1801~1864）、クーザンのライシテ推進の結果ユダヤ人として初めてソルボンヌ大学教授に任命
されたフランク Adolphe FRANCK（1810~1893）がその代表である。 











































                                                        
1600 « contrepoint, essence technique, esthétique, idéologie musicale, mélodie, poème lyrique, science des études, 
rhythme [sic], solfège, vocalisation et chant. » Copie de la lettre adressée à la commission du Conservatoire par 
Maleden et datée du 6 avril 1848, AN, AJ 37/83-8d. 傍点強調は筆者による。 
1601 Cf. 本論文 II-3-3. 
1602 Victor COUSIN, Cours de philosophie, Histoire de la philosophie du XVIIIe siècle, t. 1, Paris, Pichon et Didier, 
1829, p. 20. « [L]e son est tout ce qu’il y a de plus profond et de plus vague. » クーザンの原文では « le son est 
tout ce qu’il y a de plus profond à la fois et de plus vague » となっており、マレダンの引用では « à la fois » が
削除されているが意味に変化はない。 
1603 本節で扱う 19 世紀における美学の学問的位置づけに関する議論の枠組みは、下記の哲学論文を参照し
ている。Christiane MAUVE, « Esthétique et éclectisme : autour de Victor Cousin », Corpus, revue de philosophie, n° 
18/19, Patrice VERMEREN (éd.), Paris, Corpus des œuvres de philosophie en langue française, 1991, p. 143. 































                                                                                                                                                                  
Paris, Presses universitaires, p. 988. 
1605 Charles LÉVÊQUE, Le spiritualisme dans l’art, Paris, G. Baillière, 1864, p. 149. 
1606 Théodore JOUFFROY, Cours d’esthétique : suivi de la thèse du même auteur sur le sentiment du beau et de deux 
fragments inédits, Ph. DAMIRON (éd.), Paris, L. Hachette, 1843, XX-372 p. ジュフロワの没後、同門のフィリッ
プ・ダミロン Jean-Philibert DAMIRON （1894~1862）がジュフロワ夫人から手稿を委ねられ、これに序文
を付けて出版した。 
1607 Charles LÉVÊQUE, op. cit., p. 149. クーザンの『真、美、善について』が 1881 年までに 23 版を重ねたの
に対し、ジュフロワの『美学講義』が 1883 年までに 4 版までしか出なかったことからも、そのことは明ら
かである。音楽に関しても、クーザンに比べれば、それについての記述は圧倒的に少ない。 
1608 Christiane MAUVE, op. cit., p. 143. 
1609 本論文 III-2-2-1 参照。 
1610 « De nos jours, non seulement la littérature traitant les questions d’art compte d’éminents érudits, amants 
passionnés du beau dans toutes ses manifestations ; mais les artistes aussi, peintres musiciens, architectes, ont pris un 
goût très vif pour ces hautes questions historiques et philosophiques. » EEM, p. IX. 
1611 Jacques BILLARD, De l’école à la république, Guizot et Victor Cousin, Paris, Presses universitaires de France, 
p. 30. 
1612 クーザンの折衷主義と七月王政期の戦略の関連については下記の論文を参照。伊東道生、「哲学の制
































                                                                                                                                                                  
号、101 頁。 
1613 « L’éclectisme est une des applications les plus importantes et les plus utiles de la philosophie que nous 
professons, mais il n’en est pas le principe. » VBB, p. VII. 
1614 « Cette philosophie est l’alliée naturelle de toutes les bonnes causes. Elle soutient le sentiment religieux ; elle 
seconde l’art véritable, la poésie digne de ce nom, la grande littérature ; elle est l’appui du droit ; elle repousse 
également la démagogie et la tyrannie elle apprend à tous les hommes à se respecter et à s’aimer, et elle conduit peu à 
peu les sociétés humaines à la vraie république, ce rêve de toutes les âmes généreuses, que de nos jours en Europe 
peut seule réaliser la monarchie constitutionnelle. » VBB, p. V. 
1615 ジャン・ルフラン、前掲書、86 頁。 
1616 « [Des] conditions favorables à la découverte et à l’exploration de nouveaux objet ou champs théorique. » 
Christiane MAUVE, op. cit., p. 144. 
1617 « Rien n’était moins sûr, en 1860, que la légitimité d’une esthétique philosophique, qui plus est, d’une esthétique 
philosophique française ― et même, et surtout dans l’Université. » Ibid., p. 143-144. 









アカデミーに寄せられた 5 件の応募論文のうち、もっとも高い評価を得たのはレヴェック 
Charles LÉVÊQUE（1818~1900）の論文だった。これは、1861 年に『その実践と歴史におい
て研究された美の学』1620として出版され、レヴェックの名を世に知らしめた。出版された






















                                                        
1619 « Rechercher quels sont les principes de la science du Beau et les vérifier en les appliquant aux beautés les plus 
certaines de la nature, de la poésie et des arts, ainsi que par un examen critique des plus célèbres systèmes auxquels la 
question du Beau a donné naissance dans l’antiquité et surtout chez les modernes ? » Charles LÉVÊQUE, La Science 
du beau étudiée dans ses applications et dans son histoire, t. 1, Paris, A. Durand, 1861, p. 369. 
1620 Ibid., 2 vol. 
1621 « Ces discussions sur le Beau, avec les heureuses conséquences qu’elles ne peuvent manquer de porter, sont 
aujourd’hui très-opportunes. Jamais les arts n’ont été ni plus cultivés, ni plus généralement goûtés que dans ce siècle. 
Nos mœurs, nos institutions, et le progrès incessant de l’aisance publique, ont amené cette diffusion des jouissances 
de l’art dans toutes les classes de la société. Il en est résulté nécessairement, et par bien des causes, que la perfection 
des œuvres ne répond pas à leur nombre; et l’on peut justement trouver que l’art s’abaisse en se répandant. Trop 
souvent l’art lui-même, oubliant sa noble mission et écoulant de périlleux conseils, se confond avec l’industrie et se 
préoccupe de l’utile plus qu’il ne doit. » Ibid., vol.1, p. 398-399. 
1622 Cf. 本論文 I-3-2. 
1623 1840 年代から 50 年代にかけてポルカ、マズルカ、レドヴァといったタイトルの作品が多く書かれるよ
うになった。Cf. Danièle PISTONE, « Les danses pour piano au siècle romantique : quelques aspects de l’évolution 
parisienne », Piano et musique de danse dans la France du XIXe siècle, textes réunis et édités par Juliana PIMENTEL 
et Gilles SAINT-ARROMAN, Paris, Observatoire Musical Français, 2010, p. 17. 













宗教大臣ヴァイヤン Jean-Baptiste Philibert VAILLANT（1790~1872）、農・商・公共事業大
臣ルエール Eugène ROUHER（1814~1884）の求めに応じて作成されたこの報告書は、その2
年前に学士院会員のド・ラボルド侯爵 Léon DE LABORDE（1807~1869）が、1851年のロン
ドン万博第30審査団の報告者としてまとめた著作『芸術と産業の統合について』1628に対す
る芸術アカデミー1629の公式見解をまとめたものであった。この審査団の役割は、「産業の













                                                        
1625 « Il cherche surtout à plaire au public, qui l’enrichit ; et le goût du public n’est point encore assez éclairé pour 
rectifier celui des artistes qui l’aime; de part et d’autre, on se corrompt mutuellement par une complaisance 
intéressée. » Charles LÉVÊQUE, op. cit., vol. 1, p. 398-399.  
1626 Fromental HALÉVY, Rapport sur l’ouvrage de M. le comte de Laborde, intitulé « De l’union des arts et de 
l’industrie », Paris, impr. de Firmin-Didot, 1858, 29 p. 
1627 サン・ティレールが施した脚注から、彼がアレヴィの報告書を参照していたことが分かる。Charles 
LÉVÊQUE, op. cit., vol. 1, p. 399. 
1628 Léon DE LABORDE, De l’union des arts et de l’industrie, Paris, impr. impériale, 1856, 2 vol., 407, 635 p.  
1629  この著作の検討に当たった委員会は次のメンバーで構成されていた。ロベール＝フルーリー
Joseph-Nicolas ROBERT-FLEURY（画家、1897~1890）、アロー Jean ALAUX（画家、1786~1864）、プティト 
Louis PETITOT（彫刻家、1794~1872）、イトルフ Jacques Ignace HITTORFF（建築家、1792~1867）, デュバ
ン Félix DUBAN（建築家、1797~1870）、 ガットー Jacques-Édouard GATTEAUX（1788~1881）、トマ Ambroise 
THOMAS （作曲家、1811~1896）、ニューヴェルケルク Émilien de NIEUWERKERKE （1811~1892）、アレ
ヴィ。 
1630 Fromental HALÉVY, op. cit., p. 2. 
1631 « Il s’attache notamment de démontrer que l’art doit cesser d’être une jouissance purement aristocratique, qu’il 
doit, au contraire, se répandre et se vulgariser ; mais qu’il a besoin, dans ce but, de s’associer à l’industrie et de se 
prêter à des applications qui lui donnent un caractère d’utilité pratique et le rendent peu a peu accessible à 




























 こうした背景を踏まえ、再びサン＝ティレールの発言に戻ろう。彼が美の学（Science du 
Beau）を「時宜にかなったもの」と考えたのは、一方では芸術の凋落を引き起こし、他方
では社会的進歩に資する芸術の普及という実情に直面して、今一度「大衆、芸術、批評に、
                                                        
1632 « Elle a dû se demander alors si l’art avait réellement “besoin de s’associer à l’industrie pour devenir accessible à 
l’intelligence de tous ;” si ce système, si cette doctrine de la “vulgarisation de l’art, se prêtant à des applications qui 
lui donnent un caractère d’utilité pratique”, n’était pas opposé aux plus nobles qualités de 1’art, contraire à son 
essence, à sa véritable mission ; et enfin, si c’était sous l’influence de ces idées qu’il fallait chercher à répandre dans 
toutes les classes de la société le goût et l’amour dès beaux-arts. » Ibid. 
1633 « La musique, cela est vrai, ne peut s’appliquer à rien d’utile, dans le sens rigoureux de ce mot. Elle ne s’attache 
à aucune forme visible, et son domaine n’est pas de ce monde matériel, tangible, que les nécessités de la vie nous 
imposent, et qui nous enserre de toutes parts. » Ibid., p. 20 
1634 « Les efforts de cet enseignement n’ont pas été perdus, et de notables progrès ont été signalés. » Ibid. 
1635 Cf. 本論文 I-3-2. 
1636 « fréquentée annuellement par plus de deux cents élèves adultes, étrangers aux autres leçons du Conservatoire » 
Fromental HALÉVY, op. cit., p. 21. 
1637 Fromental HALÉVY, op. cit., p. 22. « les forces qu’il faut désormais consacrer à la bonne pratique de notre 
enseignement national. » この文言は 1857 年 11 月 3 日に文部・宗教大臣がパリの高等師範学校で行った演説
からの引用である。Cf. Anonyme, « Partie non officielle », n° 88, le 4 nov. 1858, Journal général de l’instruction 
































                                                        
1639 « [C]e n’est pas en vain qu’on rappelle au public, aux artistes, à la critique, les principes éternels sur lesquels la 
science repose. » Charles LÉVÊQUE, op. cit., p. 399. 
1640 Christiane MAUVE, op. cit., p. 114. « Il fallait se contenter, par exemple, de traiter des ‘origines platoniciennes 
de l’esthétique spiritualiste’ dans le cadre de l’enseignement de la philosophie grecque et latine au Collège de France 
[…] » 
1641 Ibid., p. 154, n. 6. 





ス語辞典』（1872）でも同様であるが、この辞典では第 2 義に「プラトンとその継承者の教義それ自体（La 
doctrine même de Platon et de ses successeurs）」とある。更に、第 3 義には、第 2 義を拡張した語義としてア
カデミー・フランセーズに代表される「文人、知識人、芸術家の団体（compagnie de gens de lettres, de savants 
ou d'artistes.）」という定義が来ている。このことは、19 世紀後半にアカデミー・フランセーズとプラトン
の思想、およびプラトン主義、新プラトン主義が同じ意味の領域を共有していたことを示している。 
1643 Cf. 本論文 III-1-2。 
1644 ヘーゲルの『美学講義』はヘーゲル自身の手に成る著書ではなく、弟子 Heinrich Gustac Hotho（1802~1873）

































                                                        
1645 « De toute les sciences dont se compose le domaine de la philosophie, aucune ne doit exciter un plus haut et plus 
vif intérêt que celle qui traite du beau et qui étudie ses manifestations dans l’art. » Charles BÉNARD, Cours 
d’Esthétique par W.-F. Hegel. analysé et traduit en partie, Grimblot, Raybois et Cie, 1840. 
  Et cependant il n’en est aucune qui ait été moins cultivée parmi nous. Son nom en France est à peine connu. » ベ
ナールはこの解説書の後に 1855 年、詩に関する章の全訳を出版した。 Id., La Poétique, par W. F. Hegel, 
précédée d’une préface et suivie d’un examen critique. Extraits de Schiller, Goethe, Jean-Paul, etc., sur divers sujets 
relatifs à la poésie, 2 vol., Paris, Ladrange, Vve Joubert, 1855. 
1646 Anne NICOLAS, « L’esthétique impossible : Les Poétiques françaises du XIXe siècle », Langue française, n° 49, 
1981, p. 12. 19 世紀前半における美学に対する抵抗者はディアーズによっても多数挙げられている。ホフマ
ン Ernst Theodor Amadeus HOFFMANN（1776~1822）、スタンダール STENDHAL（1783~1842）、ジョルジ
ュ・サンド George SAND（1804~1876）、サント＝ブーヴ Charles-Augustin SAINTE-BEUVE （1804~1869）、
ニザール Jean Marie Napoléon Désiré NISARD（1806~1888）、ラビッテ Charles LABITTE（1816~1845）、ラ
マルティーヌ Alphonse de LAMARTINE（1790~1869）。Cf. José-Luis DIAZ, « De la poétique à l’esthétique 
(1800~1850) », Romantismes, l’esthétisme en acte, sous la direction de Jean-Louis Cabanès, Nanterre, Presses 
universitaires de Paris Ouest, 2009, p. 27-47. この論文は下記サイトで閲覧可能。Open edition books, 
http://books.openedition.org/pupo/1513#ftn（2014 年 9 月 10 日アクセス）。 
1647 « Le beau enfin, c’est l’objet d’une science que nous voisins d’Allemagne ont déguisée sous le nom bizarre 
d’esthétique […]. » Augustin THÉRY, Cours complet d’éducation pour les filles, 3e partie, éducation supérieure (16 
à 20 ans), Notions de philosophie, Paris, Hachette, 1844, p. 27. 
1648 傍点強調は原文ではイタリック。« [C]es Esthétiques allemandes qui, à propos de musique, renferment 
système complet sur la nature, sur l'homme et sur Dieu, et où l'être et le devenir, l'objectif et le subjectif se heurtent et 
se combattent dans la plus obscure mêlée. » Charles BEAUQUIER, Philosophie dans la musique, Paris, Germer 
Baillière, 1865, p. V. 
1649 « […P]our un esprit français peu familiarisé avec les conceptions abstruses, et qui n'avait jamais pu entendre 
prononcer le mot Esthétique sans un certain frissonnement d'appréhension [ …]. » Ibid., p. 8. 
































館運営局長（directeur général des musées nationaux）のド・ニューヴェルケルク Alfred Émile 
O’Hara DE NIEUWERKERKE（1811~1892）に招待されて、ルーヴル美術館で行われた哲学
者ラヴェッソン Félix-Mollien RAVAISSON（1813~1900）の公演を聴きに行った。「芸術な
                                                                                                                                                                  
science du beau et à la théorie des beaux-arts […] » Auguste-Émile EGGER, Essai sur l’histoire de la critique chez 
les Grecs, introduction à l’étude de la littérature grecque, 2e édition, Paris, G. Pedone-Lauriel, 1886, p. VIII-XI.  
1651 Ibid., « [L]e mot critique, que les Grecs ont introduit [...], s’appliqua d’abord au jugement des œuvres de 
l’esprit », p. 872. 
1652 『デジタルフランス語宝鑑（Le Trésor de la langue Française informatisé, 略称 TLFi）』によれば、フラン
ス語文献によるこの語の初出はドイツの思想家ボゾーブル（1690~1760 ?）の『哲学論』とされる。Cf. Louis 
de BEAUSOBRE, Dissertations philosophiques, dont la première roule sur la nature du feu, et la seconde sur les 
différentes parties de la philosophie et des mathématiques, Paris, Durand, 1753, p. 163. Cf. TLFi, http://atilf.atilf.fr
（2014 年 10 月 9 日アクセス）。 
1653  Anonyme, « ESTHETIQUE, (Beau-Arts.) », Supplément à l’Encyclopédie; ou, Dictionnaire raisonné des 
sciences des arts et des métiers, t. 1, Amsterdam, Chez M.M. Rey, 1776, p. 872. 
1654 « Il n’y a guère qu’un siècle que la science du Beau proprement dite a pris un rang distinct dans la philosophie ; 
c’est Baumgarten qui, en 1750, lui a donné son nom dans un ouvrage devenu célèbre à ce titre; il l’a appelée 
Esthétique. Il faut bien, aujourd’hui, accepter cette dénomination que l’usage a consacrée, toute défectueuse qu’elle 
peut être; et quand on parle maintenant d’Esthétique, personne n’ignore qu’il s’agit de la science du Beau […]. » 








アテナイの政治家ペリクレス PÉRICLÈS（ca 495 av. J.-C.~429 av. J.-C. ）とアテナイの彫刻


























                                                        
1655 Eugène DELACROIX, « Fragments du journal d’Eugène Delacroix », Revue des Deux Mondes, 62e année, t. 116, 
Paris, Bureaux de la Revue des deux mondes, 1898, p. 939-940. « Invité par Nieuwerkerke à aller entendre au Louvre 




ル Jean-Auguste-Dominique INGRES（1780~1867）が高く評価するほどの腕前だった。Cf. Pierrette BONET, 
« RAVAISSON Félix-Mollien, 1813-1900 », Dictionnaire des philosophes, Denis HUISMAN (dir.), Paris, Presses 
universitaires, p. 1 586. 
1656  « [L]e Beau n’est qu’à un point donné, et il ne se trouve qu’entre le XIIIe et le XVe siècle presque 
exclusivement ; Giotto et, je crois, Pérugin, sont le point culminant ; Raphaël décline à partir de ses premiers essais ; 
l’antique n’est estimable que dans une moitié de ses tentatives […]. » Eugène DELACROIX, op.cit., p. 939. 
1657 « Il n’y a pas de grand artiste sans l’amitié d’un héros ou d’un grand esprit dans un autre genre. » Ibid. 
1658 « Quelle affection singulière ! Aristote, dit-il en commençant, met en tête ou à la fin de ses traités d’esthétique 
que les plus beaux raisonnements sur le Beau n’ont jamais fait et ne feront jamais rencontrer le Beau à personne. » 
Eugène DELACROIX, Journal, précédé d’une étude sur le maître par M. Paul Flat ; notes et éclaircissements par 
MM. Paul Flat et René Piot, t. 2, 5e éd., Paris, Plon-Nourrit, 1893-1895, p. 180-181. 
1659 « J’y ai été encouragé par l’exemple de quelques personnes qui se sont trouvées, ainsi que moi, suffisamment 
édifiées sur le Beau. » Ibid., p. 940. 
1660 « Que dirait, qu’écrirait, — je le répète, en face de phénomènes insolites, un de ces modernes professeurs-jurés 



























                                                                                                                                                                  
le divin ? L’insensé doctrinaire du Beau déraisonnerait, sans doute ; enfermé dans l’aveuglante forteresse de son 
système, il blasphémerait la vie et la nature, et son fanatisme grec, italien ou parisien, lui persuaderait de défendre à 
ce peuple insolent de jouir, de rêver ou de penser par d’autres procédés que les siens propres ; — science barbouillée 
d’encre, goût bâtard, plus barbare que les barbares, qui a oublié la couleur du ciel, la forme du végétal, le mouvement 
et l’odeur de l’animalité, et dont les doigts crispés, paralysés par la plume, ne peuvent plus courir avec agilité sur 
l’immense clavier des correspondances. » Charles BAUDELAIRE, Curiosités esthétiques : L’Art romantique et 
autres œuvres critiques, Paris, Edition de H. Lemaitre, 1990, p. 213. 
1661 « Je me suis contenté de sentir. » Ibid., p. 214. 
1662 « J’en demande humblement pardon aux esprits académiques de tout genre qui habitent les différents ateliers de 
notre fabrique artistique. » Ibid. 
1663 « Tout le monde conçoit sans peine que, si les hommes chargés d’exprimer le beau se conformaient aux règles 
des professeurs-jurés, le beau lui-même disparaîtrait de la terre. » Ibid., p. 214-215. 
1664 « […T]ous les types, toutes les idées, toutes les sensations se confondraient dans une vaste unité, monotone et 
impersonnelle, immense comme l’ennui et le néant. » Ibid., p. 215. 
1665 Ibid. 
1666 哲学が真・善（正義）・美に対応する学問領域の根幹をなすという考え方はクーザンの VBB の序文でも
強調されている。「哲学はいつの時代も、真・美・善の根本的諸観念の上を巡っている。哲学的に展開され
た真の観念は心理学、論理学、形而上学である。善の観念は私的・公共的道徳となり、美の観念はドイツ
では美学と呼ばれるかの学問となる [...]。」  « La philosophie, dans tous les temps, roule sur les idées 
fondamentales du vrai, du beau et du bien. L’idée du vrai, philosophiquement développée, c’est la psychologie, la 
logique, la métaphysique; l’idée du bien, c’est la morale privée et publique; l’idée du beau, c’est cette science qu’en 
Allemagne on appelle l’esthétique […]. » VBB, p. 14. 


































                                                        
1668 « Les philosophes ne sauraient donc être admis à se récuser sur la question du beau. S’ils prétextaient que c’est là 
un sujet d’études purement littéraires réservé aux hommes de goût et aux critiques d’art, on leur répondrait que des 
recherches qui réclament les efforts réunis du psychologue, du métaphysicien, du moraliste, de l’historien des 
systèmes, ont au plus haut degré le caractère philosophique, et on les mettrait en demeure de poursuivre ces 
recherches sur les traces, incontestablement philosophiques, de Platon et d’Aristote, de Kant et de Hegel. » Ibid. 
1669 « De toutes les parties de la philosophie, l’esthétique, par les sentiments exquis qu’elle décrit et réveille, par les 
objets auxquels elle ramène la pensée, par les applications variées qu’elle est tenue de faire à chaque instant de ses 
principes, est celle qui a le plus d’attrait. » Ibid., p. X-XI. 
1670 « […C]ertains artistes ont plus de force de raison qu’on n’a coutume de l’imaginer. Tous les artistes de génie ont 
plus ou moins philosophé. On pourrait même, rien qu’en recueillant et rassemblant leurs pensées purement théoriques, 
composer un livre que plus d’une fois nous avons songé à écrire, et dont le titre vrai serait : L’Esthétique des maîtres. 
Conduit jusqu’à nos jours, ce livre contiendrait des pages d’Eugène Delacroix, de Charles Simart, d’Halévy [...]. Loin 
de fermer l’oreille aux théories, loin d’y rester indifférents, de tels hommes, et d’autres encore, recherchaient, lisaient, 
goûtaient, discutaient les livres, les idées, les entretiens des philosophes amis de l’art et de la beauté. » Ibid., 
p. XIV-XV. 
1671 Charles LÉVÊQUE, La Science du beau étudiée dans ses applications et dans son histoire, t. 1, Paris, A. Durand, 




































                                                        
1672 « [I]l sait analyser avec profondeur, si ce n’est toujours avec exactitude, les principes de la science, et il sent 
passionnément les chefs-d’œuvre de l’art. Il a visité la Grèce et Rome; de plus, il semble être musicien. » Ibid., 
p. 373. 
1673 Christiane MAUVE, op. cit., p. 152. 
1674 Charles LÉVÊQUE, Le spiritualisme dans l’art, Paris. G. Baillière, 1864, p. XII. « Si le spiritualisme n’eût point 
occupé de bonne heure les riches contrées de l’esthétique, d’autres s’y seraient établis et de là lui auraient créé des 
embarras et suscité des obstacles ; et il lui eût fallu dépenser à conquérir cette province un temps et des forces mieux 
employés à la cultiver. » 
1675 « Elle [l’esthétique spiritualiste] ne s’est pas bornée à […] réfléchir sur les effets psychologiques et sur l’essence 
du beau. » Ibid., p. XV. 
1676 « Ce remède consiste à montrer les lois de la théorie au fond même des faits et des œuvres, et n’est autre chose 






















                                                        
1677 La Philosophie en France au XIXe siècle, Paris, Impr. impériale, 1868, 266 p. 
1678 « Victor Cousin, dans son esthétique, demeura donc toujours fidèle à cette doctrine qui faisait planer en quelque 
sorte au-dessus de la réalité des choses individuelles une généralité abstraite, sur laquelle l’art devait toujours se 
régler; et cette doctrine fut sa philosophie tout entière. » Félix RAVAISSON, La Philosophie en France au XIXe siècle, 
Paris, Impr. impériale, 1868, p. 22-23. 
1679 川口茂雄、前掲書、201~202 頁。 







ほかの仕方では語ることはできないと感じている。」« Le lecteur me pardonnera s’il considère qu’il s’agissait 
non de spéculation pure, mais d’une philosophie régnante, officielle, qui forme les esprits depuis un quart de siècle, 
qui les formera encore pendant un quart de siècle, qui les prend du moment où ils s’ouvrent, qui pèse sur eux avec 
toute la force d’une institution, qui dure en eux, qui les tient dans le reste de leur carrière, qui, sous toutes les formes 
et par toutes les bouches, vient à toute minute heurter ou étouffer toute invention et tout effort. Je l’ai subie 
moi-même, et je sens bien que je n’aurais pu en parler autrement. » Cf. Id., Les philosophes français du XIXe siècle, 
Paris, L. Hachette, 1860, p. III. 「私自身もこれを被った」とは、テーヌが哲学の教授資格試験に失敗した原
因を、審査団がクーザンの門弟たちである教授陣によって構成されていたためと考えていたという、個人
的感情にも由来する。Cf. ジャン・ルフラン、前掲書、140~141 頁。 
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クーザンは、1810 年に高等師範学校（École normale supérieure）に入学して哲学を志し、
1814 年には助手として教壇に立ち、翌年に師と仰いだロワイエ＝コラール Pierre-Paul 
ROYER-COLLARD（1763~1845）の代理講師としてソルボンヌ大学で教鞭を執った1682。1817






自由思想の温床と見做された高等師範学校も 1822 年に廃止へと追い込まれ、1826 年まで閉
鎖の憂き目に遭う。職業的不遇の 20 年代、彼はプラトン主義思想の研究に力を注ぎ、プロ
クロス PLOCRUS（412~485）のテクスト編集（全 6 巻）1683やプラトン PLATON（428/427 









                                                        
1681 Victor COUSIN, Fragmens philosophiques, Paris, A. Sautel et et compagnie, 1826. 
1682 以下クーザンの略歴は次の文献に基づく。Jean LEFRANC, « COUSIN, Victor, 1792-1867 », Dictionnaire 
des philosophes, Denis HUISMAN (dir.), Paris, Presses universitaires, p. 481-485. ; 川口茂雄、前掲書、174~190
頁。独自に補った情報には適宜脚注を付した。 
1683 PROCLUS, Opera, Philosophie platonic, 6 vol., Victor Cousin (éd.), Paris, 1820-1823. 
1684 PLATON, Œuvres de Platon traduites par Victor Cousin, 13 vol., Paris, Bossange Frères, 1822-1846. 




との分析」と定義された。これは哲学者トラシー Antoine Destutt de TRACY（1754~1836）の
定義だが、歴史的には個別の学派や思想というよりは、コンデクヤックが投げかけた観念と感覚の関係を






























からこそ、時代をかいくぐることができたのであり、マルブランシュ  Nicolas de 
MALEBRANCHE（1638~1715）の「神において見る（Vision en Dieu）」説1692、ライプニッ
                                                        
1687 « […I]l y a dans l’intelligence des élémens réels inexplicables par les seules acquisitions de sens. » Ibid., p. VII. 
1688 クーザンによれば、哲学は「批判」であり、批判は常に観察と経験である。またリードは人間の現実
の行為の中で分析された人間の精神とその諸力を出発点とした点で、観察に基づいているとされる。Cf. 
Ibid., p. V 
1689 « Nés au milieu de ruines en tout genre, nous sentons le besoin de reconstruire; ce besoin est intime, pressant, 
impérieux ; il y a péril pour nous dans l’état où nous sommes, et pourtant si nous sommes plus justes que nos pères 
envers le passé, nous ne pouvons pas nous y reposer plus qu’eux ; nous amnistions nos pères et le temps, et nous 
n’avons foi qu’à l’observation et à l’expérience. Ainsi nous sommes ; il faut nous y résigner. » Ibid., p. VI. 
1690 Ibid., p. VI. 
1691 Ibid., p. VII. « [L’]observation, c’est-à-dire la nature humaine acceptée comme unique instrument de découverte , 
bien employée suffit […]. » 
1692 オラトリオ会司祭でフランスの哲学者マルブランシュは『真実の探求（Recherche de la vérité）』
（1674~1675）と題する著作（第 3 巻）で、デカルト的な観念の生得説を否定し、我々の知力は、我々の創
造者たる神において直接的に物体を認識するという「神において見る（Vision en Dieu）」説を唱えた。Cf. 
Geneviève RODIS-KEWIS, « MALEBRANCHE Nicolas, 1638-1715 », Dictionnaire des philosophes, Denis 
HUISMAN (dir.), Paris, Presses universitaires, p. 1 248. 
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その講義を受けたメーヌ・ド・ビラン Pierre MAINE DE BIRAN（1766~1824）やラロミギエ




















学の歴史――理性の劇場（18-19 世紀）』 東京：中央公論新社、2007 年、第 7 巻、69~70 頁。 
1694 Victor COUSIN, op. cit., p. VII. 
1695 Ibid., p. VIII.「つまるところ、諸時代を通して点在する諸システムにおける真的かつ持続的なすべての
ものは、哲学のために――しばしば哲学者の知らぬ間に――作動する観察の所産である。［…］」« Au fond 
tout ce qu’il y a de vrai et de durable dans les systèmes épars à travers les âges est l’ouvrage de l’observation qui 
travaille pour la philosophie souvent à l’insu du philosophe […] » 
1696 « [La philosophie du dix-huitième siècle] s’y [les sensations des faits évidens] reposa, […] par l’aveuglement de 
l’esprit de révolution qui ne pouvait s’éclairer que par son excès même » Ibid., p. IX. 
1697 « Rentrer dans la conscience et en étudier scrupuleusement tous les phénomènes, leurs différences et leurs 
rapports, telle est la première étude du philosophe ; son nom scientifique est la psychologie. » Ibid., p. XII. 
1698 Id., Fragments philosophiques, Paris, Ladrange, 1833, p. 18. 
1699 Ibid., p. 22 
1700 Cf. ジャン・ルフラン、前掲書、89 頁。 
1701 « La raison est en quelque sorte le pont jeté entre la psychologie et l’ontologie, entre la conscience et l’être » 
































                                                        
1702 Ibid., p. 29. 
1703 ジャン・ルフラン、前掲書、50 頁。 
1704 Victor COUSIN, Fragments philosophiques, Paris, Ladrange, 1833, p. 29-30. 
1705 « C’est un fait que même aujourd’hui nous agissons souvent sans avoir délibéré, et que l’aperception rationnelle 
nous découvrant spontanément l’acte à faire, l’activité personnelle entre aussi spontanément en exercice et se résout 
d’abord, non par une impulsion étrangère, mais par une sorte d’inspiration immédiate, supérieure à la réflexion et 
souvent meilleure qu’elle. » Ibid., p. 28. 
1706 Ibid., p. 46. 
1707 Ibid., p. 27-28. 
1708 « La différence de la réflexion à la spontanéité, est la seule différence possible dans l’identité de l’intelligence. » 
Ibid., p. 45. 
1709 « [… L]e fait instantané, mais réel, de l’aperception spontanée de la vérité, aperception qui, ne se réfléchissant 
point immédiatement elle-même, passe inaperçue dans les profondeurs de la conscience , mais y est la base véritable 
de ce qui, plus tard, sous une forme logique et entre les mains de la réflexion, devient une conception nécessaire. » 
Ibid., p. 23. 








                                                        
1711 Ibid. 
1712 Cf. Ibid., p. 33.「それゆえ理性は、自我とは無関係、かつ自我の支配が及ばない場所にある原因、すな
わち外的原因に感覚を結びつける」。 « [E]lle [la raison] la rapporte donc à une cause étrangère au moi, placée 









る（命題 五）」Cf. プロクロス、「神学要綱」、『プロティノス ポルピュリオス プロクロス』、田中美知太郎
訳・編、東京：中央公論社、1980年、455頁。こうした根源的原因の発想はプロティノス PLOTINUS（205~270）
から受け継がれたものであり、プロティノスにあっては根源的な「第一者」（ἓν） と呼ばれる（VI, 9, 2. 
PLOTINUS, Ennead VI. 6-9, Cambridge, Massachusetts, Harvard University Press, 1988, p. 34. 日本語訳は右の文
献を参照。プロティノス、「善なるもの一なるもの」、『プロティノス ポルピュリオス プロクロス』、田中
美知太郎訳・編、東京：中央公論社、1980 年、291 頁。プロティノス『エネアデス』は、1845 年にフラン
ス語で抜粋が翻訳された。訳者は 1859 年の精神科学・政治科学アカデミー懸賞論文の報告を作成すること
となるバルテレミー＝サン＝ティレールである。Cf. J. BARTHÉLEMY-SAINT-HILAIRE, De l’École 
d’Alexandrie, rapport à l’Académie des sciences morales et politiques, précédé d’un Essai sur la méthode des 
Alexandrins et le mysticisme, et suivi d’une traduction de morceaux choisis de Plotin, Paris, Ladrange, 1845, 
CXI-315 p. （『エネアデス』から訳されたのは下記の部分である。I, 2, 1 ; I, 3, 4 ; I, 6 ; II, 8,1-2 ; II, 8, 9 ; II, 8, 
18 ; III, 2, 2 ; III, 2, 8 ; III, 2, 15 ; III, 8, 7 ; III, 9, 3 ; III, 3, 15-16 ; III, 3, 24 ; III, 3, 32 ; III, 4, 1-2 ; III, 8, 1-8 ; V, 1, 
1 ; V, 1, 4 ; V, 1, 6 ; V, 3, 12 ; V, 3, 17 ; V, 4, 2 ; V, 5, 3 ; V, 5, 6 ; V, 5, 13 ; VI, 1, 13 ; VI, 5, 7 ; VI, 7, 12-37 ; VI, 7, 
41-42 ; VI, 8, 15 ; VI, 9, 6-7 ; VI, 9, 10）.クーザンが「絶対原因」と見なした神は、確かにこの第一原因に比
較しうるものであるが、逆にクーザンが神は「一にして多（un et plusieurs）」であると述べるときには（Victor 
COUSIN., Fragments philosophiques, Paris, Ladrange, 1833, p. 40.）、プロティノス、プロクロスのいずれからも
遠ざかる。彼らにとって第一者が万有（つまり多）であるとするとそもそも「一者」ではなくなるゆえに、
「一者は万有ではない」（VI, 9, 2. « oὐ τοίνυν οὐδὲ τὸ ἓν τὰ πάντα ἔσται. » Cf. PLOTINUS, op. cit., p. 310. 邦訳




















































omnem hominem Venientem in hunc mundum）1721真の光、「神と人間の必須の仲介者」（le 
                                                                                                                                                                  
Schelling sämmtliche Werke, K. F. A. Schelling (éd.), t. 5, Stuttgart et Augsburg, J. G. Cotta’scher Verlag, 1859, 
p. 366. 
1715 Victor COUSIN., Fragments philosophiques, p. 41-42. 
1716 « En effet le genre humain croit à la raison et ne peut pas ne pas y croire, à cette raison qui apparaît dans la 
conscience en rapport momentané avec le moi, reflet pur encore quoique affaibli de cette lumière primitive qui 
découle du sein même de la substance éternelle, laquelle est tout ensemble substance, cause, intelligence. » Ibid., 
p. 42. 
1717「神は一である」« le Dieu est un. » Ibid., p. 37. 
1718 例えば、多くの著者によってしばしば引かれる家屋の例は次の箇所を参照。I, 6, 3. PLOTINUS, Ennead I. 
1-9, Cambridge, Massachusetts, Harvard University Press, 1988, p. 338-343. 邦訳は下記文献を参照。プロティノ
ス、前掲書、242 頁。 
1719 Victor COUSIN., op. cit., p. 41. « [Elle (la raison)] descend de Dieu et s’incline vers l’homme ; elle apparaît à la 
conscience comme un hôte qui lui apporte des nouvelles d’un monde inconnu [...]. » 
1720 Ibid., p. 43. 
1721 Ibid. ヨハネによる福音書第１章第 9 節にある言葉。この一節は先行詞「真の光 lux vera」にかかる。訳
は下記文献を参照。日本聖書協会（編）、「新約聖書」、『聖書 新共同訳』 東京：日本聖書協会、2001 年、
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médiateur nécessaire entre Dieu et l’homme）、「ピタゴラス、プラトンのロゴス」（ce λόγος de 
Pythagore et de Platon）、神にとっては代弁者、人間にとっては師となる「言葉」（verbe）。 
こうして人間は、絶えず意識のうちに人格（ la personnalité＝自我）、非人格非我



























                                                                                                                                                                  
163 頁。 
1722 « [V]ous verrez que toujours et partout les masses qui seules existent vivent dans la même foi, dont les formes 
seules varient. » Ibid., p. 44. 
1723 « [L]a vérité pour tous, la science pour tous » Ibid. 
1724 Ibid., p. 45. 
1725 « L’ame [sic] de l’humanité est une ame [sic] poétique qui découvre en elle-même les secrets des êtres, et les 
exprime en des chants prophétiques qui retentissent d’âge en âge. A côté de l’humanité est la philosophie qui l’écoute 
avec attention, recueille ses paroles, les note pour ainsi dire ; et quand le moment de l’inspiration est passé , les 
présente avec respect à l’artiste admirable qui n’avait pas la conscience de son génie et qui souvent ne reconnaît pas 





なれることはできない。」（Cf. F. W. J. v. シェリング、前掲書、375 頁；原書の該当頁は下記のとおり。F. W. 



































                                                        
1727 « Enfin, dans l’histoire de l’espèce humaine, le monde oriental représente ce premier mouvement dont la 
spontanéité puissante a fourni au genre humain sa base indestructible ; et le monde payen [sic], et surtout chrétien , 
représente la réflexion qui se développe peu à peu, s’ajoute à la spontanéité, la décompose et la recompose avec la 
liberté qui lui est propre, tandis que l’esprit du monde plane sur toutes ses formes et demeure au centre ; mais sous 
toutes ces formes, dans tous ces mondes, à tous les degrés de l’existence physique, intellectuelle ou historique, les 
mêmes élémens intégrans se retrouvent dans leur variété et leur harmonie. » Victor COUSIN., op.cit., p. 46-47. 
1728 Ibid., p. 47 
1729 « Philosophie éclectique, doctrine de philosophes anciens, dits aussi syncrétistes, qui essayaient de réunir dans 
un même système les systèmes antérieurs. » Cf. Émile LITTRÉ, « Éclectisme », Dictionnaire de la langue française, 
t. 2, Paris, L. Hachette, 1874, p. 1 284. 
1730 « De nos jour, philosophie qui a essayé de faire un système nouveau avec des théories triées dans les systèmes 


























1826 年の『哲学的断片集』から 2 年後、リベラル派のマルティニャックが内務大臣の座
に着くと、クーザンはかつて高等師範学校からの解雇という不幸をともにしたギゾー 
                                                        
1731 « L’éclectisme ne mêle pas ensemble tous les systèmes ; car il ne laisse intact aucun système; il décompose 
chacun d’eux en deux parties, l’une fausse, l’autre vraie ; il détruit la première et n’admet que la seconde dans le 
travail de la recomposition. C’est la partie vraie de chaque système qu’il ajoute à la partie vraie d’un autre système, 
c’est-à-dire la vérité à la vérité pour en former un ensemble vrai. Il ne mêle jamais un système entier à un autre 
système entier ; il ne mêle donc pas tous les systèmes. L’éclectisme n’est donc pas le syncrétisme; l’un est même 









口が思い出させるように、1871 年から 1874 年までフランスに留学していた中江兆民（1847~1901）は、『理
学鉤玄』と題する最初期の西洋哲学の概説書で、クーザンのエクレクティスムを「撰択説」と訳している。
その背景にはクーザンの意図に即した適切な理解があったからにほかならない。Cf. 同前、179 頁、注 8。
同著者による下記文献の「訳者あとがき」も参照。ジャン・ルフラン、前掲書、191~192 頁。 
1733 « Toujours fidèle à la méthode psychologique, je la transportai dans l’histoire, et confrontant les systèmes avec 
les faits de conscience, demandant à chaque système une représentation complète de la conscience sans pouvoir 
l’obtenir, j’arrivai bientôt à ce résultat que mes études ultérieures ont tant développé, savoir : que chaque système 
exprime un ordre de phénomènes et d’idées, qui est très-réel à la vérité, mais qui n’est pas seul dans la conscience, et 
qui pourtant dans le système joue un rôle presque exclusif; d’où il suit que chaque système n’est pas faux, mais 
incomplet ; d’où il suit encore qu’en réunissant tous les systèmes incomplets, on aurait une philosophie complète, 









                                                        
1734 ギゾーは 1812 年にフランス近代史の教授に任命されていたが、復古王政の右傾化の影響で 1822 年に
講義を禁止されていた。1828 年には国務院にポストを得、1830 年 1 月にフランス下院議員に選出される。
8 月には内務大臣に任命され（但し 3 ヶ月しか続かなかった）、1832 年に公教育大臣（ministre de l’Instruction 
publique）に就任、1833 年にクーザンの作成した報告書に基づいて「ギゾー法」を成立させ公教育の改革を
推進した。 
1735 Jean LEFRANC, « COUSIN Victor, 1792-1867 », Dictionnaire des philosophes, Denis HUISMAN (dir.), Paris, 
Presses universitaires, p. 481-482.  
1736 ジャン・ルフラン、前掲書、46 頁。1828 年の講義集はクーザンの肖像付きで出版された。Cf. Victor 
COUSIN, Cours de philosophie, leçons du cours de 1828, Paris, Pichon et Didier, 1828. 
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美、善について』において、美が主題とされる第 6 講から第 9 講に依拠しつつ1740、先行研
究から得た知見を踏まえて各講で提示される議論を要約し、各講に対応するマルモンテルの
『基礎概念』中の論点を取り上げ、両者の異同を比較検討する。 
 『真、美、善について』の第 6～9 講は、それぞれ第 6 講「人間の精神における美につい
て（Du beau, dans l’esprit de l’homme）」、第 7 講「対象に宿る美について（Du beau, dans l’objet」）、
第 8 講「芸術について（De l’art）」、第 9 講「様々な芸術について（Des différents arts）」
という見出しが与えられている。第 6 講では美を前にした時の人間の心の動き、とりわけ美
と崇高の感情についての定義が示され、次いで第 7 講では客体や行為に属する美として物質















                                                        
1737 Frederic WILL, op. cit., 1965, 97 p. 






1740 17 世紀のフランス絵画を扱う第 10 講「17 世紀のフランス芸術について」は、個別論なのでここでは
取り上げない。 
1741 VBB, p. 142-144. 
1742 Yves-Marie ANDRÉ, Essai sur le beau, où l’on examine en quoi consiste précisément le beau dans le physique, 


























                                                        
1743 クーザンはジュール・バルニー Jules BARNI（1818~1878）のフランス語訳を通しての『判断力批判』、
『美と崇高の感情に関する観察』を読んだ。Immanuel KANT, Critique du jugement, suivie des Observations sur 
le sentiment du beau et du sublime, par Emm. Kant, traduit de l’allemand par J. Barni, Paris, Ladrange, 1846. Cf. 
VBB, p. 14, n. 2. 
1744 美学を含む 18 世紀の哲学総括の試みは 1819~1820 年に行われた講義に基づく『18 世紀の道徳哲学史講
義』においてなされた。Cf. Victor COUSIN, Cours d’histoire de la philosophie morale au dix-huitième siècle, 
professé à la Faculté des lettres, en 1819 et 1820, Étienne VACHEROT et Arsène DANTON (éd.), 4 vol., Paris, 
Ladrange, 1839-1842.  
1745 これとほぼ同じ議論は、『現代哲学史講義』にもみられる。Cf. Victor COUSIN, Cours de l’histoire de la 
philosophie moderne, nouvelle édition revue et corrigée, 1re série, t. IV, Paris, Ladrange, 1846, p. 103-104. 
1746 クーザンが「感覚主義」という時に念頭にあるのは、とりわけロックとコンディヤックである。『哲学
史講義』では、「感覚主義者」として彼らの他にエルヴェシウス Claude-Adrien HELVETIUS（1715~1771）、
ド・サン＝ランベール Jean-François de SAINT-LAMBERT（1716~1803）を挙げている。Victor COUSIN, Cours 
de l’histoire de la philosophie morale au dix-huitième siècle, professé à la Faculté des lettres, en 1819 et 1820, 1re 







1747 « [L]e domaine de la beaute est plus étendu que le monde physique expose a nos regards [...] il n’a d’autres 



























                                                        
1748 « [C]’est le jugement absolu que la raison dicte à tous les hommes. » Ibid., p. 148. 
1749 « [I]l n’y aura ni beau ni laide, et la Vénus hottentote égalera la Vénus de Médicis. » Ibid., p. 150. 「ホッテント
ートのヴィーナス」はヨーロッパ人が南部アフリカ出身のコイコイ人女性サーキ・バートマン Saartjie 
BAARTMAN（1789 ?~1815）に与えた呼称。フランスの解剖学者のキュヴィエ Georges CUVIER（1769~1832）
は、サブサハラ・アフリカの人種を、「体型がもっとも獣に近いもっとも下等な人種（la plus dégradée des races 
humaines, dont les formes s’approchent le plus de la brute）」と見做し、見世物の対象としてパリに連れてこら
れたバートマンの死後、「科学的進歩」の名の下に彼女の全身の型を採り、解剖した。その「成果」は、1817
年に医学アカデミーで発表された（Cf. Gilles SOËTSCH « Georges Cuvier, un nouveau regard sur le monde », 
Exhibitions : L’invention du sauvage, sous la direction de BLANCHARD, Pascal, BOETSCH, Gilles et SNOEP, 





1750 « Le joli, l’utile, l’agréable, etc., sont des adjectifs qui ont certes une importante valeur, mais qui ne sont 
nullement des équivalents du beau. » EEM, p. 153. 
1751 « […] si la musique n’était que l’art de combiner les sons d’une manière agréable à l’oreille, un kaléidoscope 
sonore, une succession d’arabesques ingénieuses destinés à récréer le sens auditif, la musique cesserait d’être la 
langue des âmes sensibles, idéalistes, poétiques, et il faudrait nier sa puissance mystérieuse à éveiller en nous, sans le 
secours de la parole, les émotions les plus vives, les sentiments les plus divers, depuis la rêverie jusqu’à l’extase, 
depuis le charme persuasif jusqu’à l’enthousiasme irrésistible. » EEM, p. 261. 



































                                                        
1753 « [S]i le sentiment n’est pas un principe, c’est un fait vrai et important [...]. » Ibid., p. 151. 
1754 « N’est-il pas certain qu’en même temps que vous jugez qu’il est beau, vous sentez aussi sa beauté, c’est-à-dire 
que vous éprouvez à sa vue une émotion délicieuse, et que vous êtes attiré vers cet objet par un sentiment de 
sympathie et d’amour ? dans [sic] d’autres cas, vous jugez autrement et vous éprouvez un sentiment contraire. 
L’aversion accompagne le jugement du laid, comme l’amour le jugement du beau. » Ibid., p. 151-152. 
1755 Ibid., p. 152. 
1756 « Plus l’objet est beau, plus la jouissance qu’il donne à l’âme est vive et l’amour profond sans être passionné. » 
Ibid.  
1757 « Elle le [l’idée du beau] confond avec la sensation agréable [...]. » Ibid., p. 153. 
1758 « Le propre de la beauté n’est pas le désir, mais de l’épurer et de l’ennoblir. » Ibid., p. 154. 
1759 Ibid., p. 155. 








































                                                        
1761 Ibid., p. 155-156. この事態は『判断力批判』においては構想力（Einbildungskraft）の挫折（非合目的性）
として説明される。この「構想力の能力の非合目的性」を通して「諸理念の源泉としての理性」は覚醒す
る。Cf. イマヌエル・カント、『判断力批判 上』 東京：岩波書店、1999 年、125~130 頁。下記文献の解




1763 « Avoir le sentiment du beau moral, c’est éprouver une vive sympathie, un attrait irrésistible, une satisfaction 
profonde au récit d’actions généreuses, nobles et charitables, ou s’exalter naturellement pour les grands 
dévouements. » EEM, p. 153. 
1764 « Avoir le sentiment du beau dans les arts, s’entend d’une personne qui éprouve un plaisir réel, une admiration 
raisonnée pour les œuvres d’imagination ou plastiques qui offrent les qualités d’ensemble et de détails qui constituent 

































                                                        
1765 VBB, p. 158.  
1766 « L’esprit s’appliquant aux images fournies par la mémoire les décompose, choisit entre leurs différents traits, et 
en forme des images nouvelles. Sans ce nouveau pouvoir, l’imagination serait captive dans le cercle de la mémoire. » 
VBB, p. 158. 
1767 « […N]ous disons qu’il est la source où l’imagination puise ses inspirations et devient féconde. » Ibid., p. 159. 
1768 « Se rappeler des sons, choisir entre eux, les combiner pour en tirer des effets nouveaux, n’est-ce pas là aussi de 
l’imagination, bien que le son ne soit pas une image ? Le vrai musicien ne possède pas moins d’imagination que le 
peintre. » Ibid., p. 159. 
1769 « Son caractère distinctif est d’ébranler fortement l’âme en présence de tout objet beau, ou à son seul souvenir, 
ou même à la seule idée d’un objet imaginaire. » Ibid., p. 160. 
1770 Ibid., p. 160-161.この説明の該当箇所の原文を右に示す。« Aux yeux de l’imagination, le monde réel languit 
auprès de ses fictions. On peut sentir que l’imagination devient la maîtresse à l’ennui des choses réelles et présentes. 
Les fantômes de l’imagination ont un vague, une indécision de formes, qui émeut mille fois davantage que la netteté 
et la distinction des perceptions actuelles. Et puis, à moins d’être entièrement fou, et la passion ne nous rend pas 
toujours ce service, il est très-difficile de voir la réalité autrement qu’elle n’est, c’est-à-dire très-imparfaite. Au 






































                                                        
1771 « Ce qu’on appelle les hommes positifs, ce sont les hommes sans imagination, qui n’aperçoivent que ce qu’ils 
voient et traitent avec la réalité telle qu’elle est au lieu de la transformer. Ils ont, en général, plus de raison que de 
sentiment; ils peuvent être sérieusement et profondément honnêtes; ils ne seront jamais ni poëtes ni artistes. Ce qui 
fait l’artiste et le poëte [sic], c’est, avec un fonds de bon sens et de raison sans lequel tout le reste est vain, un cœur 
sensible, irritable même, surtout une vive, une puissante imagination. » Ibid., p. 161. 
1772 « Tout d’abord, un compositeur qui n’est pas doué d’imagination, qui manque d’idées, d’invention, qui n’a pas la 
fièvre de produire, de créer, pourra être un excellent musicien, érudit et de bon conseil, mais ne peut être classé dans 
la famille des compositeurs. » EEM, p. 177. 
1773 « L’imagination pour le musicien, c’est le foyer interne qui bouillonne et s’épanche en pensées harmonieuses, en 
suaves mélodies. » Ibid.. 
1774 Ibid. この説明の該当箇所の原文を右に示す。« L’imagination pour le musicien, c’est le foyer interne qui 
bouillonne et s’épanche en pensées harmonieuses, en suaves mélodies. Pour le peintre ou le statuaire, c’est la vision 
mystérieuse qu’il contemple au fond de son âme, et reproduit sous des formes sensibles en idéalisant sa pensée ; pour 
le poète et le romancier, l’imagination, c’est la puissance créatrice d’idées nouvelles, c’est le charme de la pensée 
































                                                        
1775 « Les artistes sans imagination peuvent être d’habiles praticiens, mais ne deviendront jamais des créateurs. 
L’étincelle divine, la flamme fécondante leur faisant défaut, ils ne produisent jamais d’œuvres originales destinées à 
vivre. » Ibid. 
1776 « Il faut nourrir et féconder 1’imagination, et pour cela il importe de meubler chaque jour la mémoire de 
richesses nouvelles. Il faut lire beaucoup, non pour s’assimiler les qualités individuelles, originales des maîtres, mais 
pour posséder tous les secrets de leur style […]. Grâce à la lecture et à la mémoire, il se fait à notre insu, dans notre 
cerveau, un travail intellectuel qui très souvent produit les meilleurs résultats. De la fusion des idées surgissent des 
pensées nouvelles et vraiment originales, malgré l’influence latente des causes premières. » Ibid., p. 178. 
1777 « [L]’homme de goût doit posséder l’amour éclairé mais ardent de la beauté [...]. » VBB, p. 163-164. 
1778 Le « goût qui apprécie la beauté [...].. » Ibid., p. 164. 
1779 « [E]lle est l’âme de la grande critique, de la critique féconde : elle est pour ainsi dire la partie divine du goût. » 
Ibid. 
1780 例えば、アカデミー・フランセーズ辞典の第 4 版（1862）で「趣味」は、「判断の分別、繊細さ（« Le 
discernement, la finesse du jugement »）」と定義されている。これがとくに芸術における美しさの判断として
定義されるのは 1835 年の第 6 版においてである。下記サイトを参照。Dictionnaire d’autrefois : 
https://artfl-project.uchicago.edu/content/dictionnaires-dautrefois（2015 年 9 月 15 日アクセス）。 


































                                                                                                                                                                  
批判（上）』、牧野英二訳、東京：岩波書店、1999 年、148 頁。 
1782 « [L]a plus haute culture qu’on puisse donner au goût, c’est la culture du sentiment du beau ; il faut s’exercer 
sans cesse à briser les enveloppes matérielles pour arriver à la beauté morale. » Victor COUSIN, Cours de 
philosophie : professé à la Faculté des lettres pendant l’année 1818 par M. V. Cousin, sur le fondement des idées 
absolues du vrai, du beau et du bien, Paris, Paris, Didier, 1836, VIII-495 p. 
1783 VBB, Ibid., p. 164. 
1784 « La recherche du vrai et du beau est le champ de l’exploration artistique ; vers ce but suprême doit être dirigée 
l’éducation des enfants que leurs facultés spéciales, leurs dons naturels, leur vocation, incitent à suivre la belle 
carrière des arts. On affirme assez généralement qu’il n’y a pas de principes absolus pour le goût et l’imagination, tel 
n’est pas notre avis ; il n’y a pas de lois immuables pour commander aux forces mystérieuses qui inspirent et dirigent 
la création de l’artiste, mais nous croyons qu’une longue expérience, l’habitude de l’analyse, la recherche constante 
du juste, de l’expression vraie, du beau idéal, doivent guider dans la bonne voie, développer et former le goût, 










 「甘美にして有用（dulce et utile）」というラテン語の表現は、古代ローマの詩人ホラティ
ウス Quintus Horatius Flaccus（65 av. J.-C. ~8 av. J.-C.）の『詩論』に由来する1785。詩の教育
的役割と娯楽的役割の両面を指し示すこの表現は、19 世紀の音楽家たちにも知られていた。
マンハイムに生まれロンドンで活躍したクラーマー Johann Baptist CRAMER（1771~1858）





















                                                        
1785 ホラティウスの『詩論』の第 333 行には「詩人が狙うのは、役に立つことか、よろこばせることだ」（Aut 
prodesse volunt aut delectare poetae）とある。Cf. HORACE, Satires, Epistles and Ars poetica, G. P. GOOLD (éd.), 
Cambridge, Massachusetts, Harvard University Press, 1978, p. 478. 邦訳は右の文献を参照。ホラーティウス、『詩
論』、岡道男訳、東京：岩波文庫、1997 年、298 頁。 
1786 Johann Baptist CRAMER, Dulce et utile, recueil de 6 morceaux pour le forte-piano, op. 55, Paris, Melles Erard, 
1816. 
1787 VBB, p. 165-166, note 1. 『ヒッピアス（大）』は 1827 年にクーザンの翻訳によって出版されている。
PLATON, « Hippias ou du beau », traduit par V. Cousin, Œuvres de Platon, t. 4, Paris, Librairie de Bossange frères, 
1827. 
1788 VBB, p. 166. 
1789 Ibid. 































                                                        
1792 F. ウィルは、クーザンの有用性が美ではないという議論について、スコットランドの哲学者ハチスン 
Francis HUTCHESON（1694~1746）の影響を指摘している（Frederic WILL, op. cit., p. 57. 但しウィルは影響
関係を指摘しただけで典拠となるハチスンの著作には触れていない）。ハチスンは『美と徳の観念の起源』
において、感覚を視覚や聴覚といった外的感覚と、美や調和の観念を知覚する能力、すなわち内的感覚に
区分する（Cf. 第 1 論文、第 10、11 節。フランシス・ハチスン、『美と徳の観念の起源』、山田英彦訳、東
京：多摩川大学出版部、1983 年、29~30 頁）。その内的感覚は欲求とは異なり、対象に関する利害への無関
心によって特徴付けられる（第 1 論文、第 14 節。同前、32~33 頁）。したがって、「家屋、庭園、衣服、道
具は、便利な、有益な、暖かな、快適なものとして私たちに推奨されるではあろうが、決して美しいもの
としてではない」（第 1 論文、第 15 節。同前、33 頁。）とされる。この箇所は、クーザンによっても『現代
哲学史講義』で引用されている（Cf. Victor COUSIN, Cours de l’histoire de la philosophie moderne, nouvelle 
édition revue et corrigée, 1re série, t. 4, Paris, Ladrange, 1846, p. 87.）。 
1793 « Le mot “beau” appliqué aux diverses affections de l’âme, aux divers actes de la vie, souvent aussi aux choses 
inanimées, prend des significations très différentes, dont la définition varie suivant l’idée, le sentiment, ou l’objet que 
cet adjectif qualifie, qu’il s’agisse de qualités ou de vertus : du juste, du bien, du vrai, ou d’objets dont l’utilité, la 
convenance et l’appropriation nous sont clairement démontrés. Une belle âme, un beau caractère, une belle action, 
n’offrent que des points de comparaison très éloignés, et encore, en procédant par images, avec la beauté d’une 
machine, d’une maison, d’un édifice public. Ce sont les résultats obtenus par un but défini, le degré d’utilité et de 
convenance, qui aident à faire apprécier et qualifier ainsi la machine, le meuble, la maison. » EEM, p. 150. 
1794 Cf. 本論文 III-4-1-1. 



















 美の本質が均整や均斉（symétrie）にあるのではないとする説は、既に 3 世紀のプロティ
















                                                        
1796 « Il doit surtout se souvenir que le charme de l’instruction consiste à intéresser l’élève, mêler à propos l’agréable 
à l’utile, et former le goût par des analyses raisonnées, n’ayant rien d’amer, ni d’indigeste » EEM, p. 171. 
1797 ZIMMERMAN, Joseph, Encyclopédie du pianiste compositeur, Paris, chez l’auteur, 1840. « [i]l importe de 
flatter leur goût en leur enseignant des chants qu’il [sic] connaissent déjà, et ils seront tout glorieux de reproduire » 
1798 VBB, p. 168. 
1799 I, 6, 1. PLOTINUS, Ennead I. 1-9, Cambridge, Massachusetts, Harvard University Press, 1988, p. 234.邦訳は
右の文献より引用。プロティノス、「美について」、『プロティノス ポルピュリオス プロクロス』、田中美
知太郎訳・編、東京：中央公論社、1980 年、239 頁。 
1800 Ibid. 邦訳は同前、240 頁。 
1801 Ibid. 同前。 
1802 Ibid. 同前。 








































                                                        
1804 « On peut dire encore de leurs créations qu’elles sont architecturales; car en continuant la comparaison et sans 
rien exagérer, il est facile de reconnaître que la conception et le plan de leurs œuvres offrent les plus admirables 
proportions, tant d’unité dans l’ensemble et les détails, tant de perfection dans l’édifice harmonique, que le plus 
habile et savant architecte ne saurait mieux faire. » EEM, p. 289. 
1805 Cf. 本論文 III-6-2-2。 
1806 « Une œuvre dite de grand style, doit réunir un ensemble de qualités que l’on ne trouve que dans les créations 
géniales : l’inspiration vraie et une science profonde, le sentiment du beau et du juste uni à de nobles et poétiques 
pensées, exposées avec ordre et clarté, développées dans des proportions d’un équilibre irréprochable. » Ibid., p. 108. 
1807 « La forme extérieure, quelque parfaite qu’elle soit, sans l’idée, sans l’inspiration, c’est la décadence de l’art. » 
EEM, p. 294. 
1808 VBB, p. 160. 









































                                                        
1810 « Il importe, avant tout, que l’artiste, en s’identifiant à l’esprit et au style particulier à chaque maître, conserve un 
sentiment juste et bien pondéré de l’expression, se garde de toute exagération, phrase avec ampleur, évite les minuties, 
équilibre l’intérêt en mettant bien en lumière la pensée principale, et en laissant dans l’ombre les idées accessoires. 
   C’est la loi des contrastes et aussi celle de la variété dans l’unité, principes communs à tous les arts. » EEM, 
p. 174. 
1811 Cf. 本論文 III-6-2-2-3. 
1812 « Les lois fixes du beau dans les arts sont difficiles à énumérer et à bien définir, car les principes reconnus 
comme les seuls vrais à une époque, ne restent pas immuables. Le beau, pur et simple, de l’art plastique païen, n’est 
plus le beau de la Renaissance, et l’art moderne, tout en admirant avec un pieux respect les chefs-d’œuvre des grands 
maîtres des siècles précédents, a placé son idéal dans un autre ordre d’idées : dans l’expression, la vie, le mouvement. 
Ces modifications importantes des lois constitutives du beau, s’appliquent à tous les arts, mais plus spécialement à la 
musique […]. » Ibid., p. 248. 
























                                                        







の美が挙げられる（I, 6, 4. 同前、244 頁）。この徳は、魂の浄化として説明され、知性の働きによって魂
は知性界に引き上げられ、真実在と美の根源たる神にまで高められる（I, 6, 6. 同前、247 頁）。 
1815 クーザンの道徳美について、ウィルはこの概念がスコットランド学派のリードに由来することを指摘
している（Frederic WILL, op. cit., p. 57.）。クーザンは確かに、『現代哲学講義』第 23 講でジュフロワのフラ
ンス語訳に基づいてリードの『人間の知的能力詩論』第 8 論文、第 4 章の美に関する議論を紹介している
（Cf. Victor COUSIN, Cours de l’histoire de la philosophie moderne, nouvelle édition revue et corrigée, 1re série, t. 4, 
Paris, Ladrange, 1846, p. 526-574.）そこでは、可感的な形をとる作品の美しさは、作者の精神に宿るそれら
の反映にすぎないとされ、「あらゆる美しさが宿るのは、根源的に知的・道徳的な完全性と精神の活発な
能力の中で」（« C’est [donc, selon moi,] dans les perfections intellectuelles et morales et dans les facultés actives de 
l’esprit que réside primitivement toute beauté. »」であるとされる（Thomas REID, Œuvres complètes de Thomas 
Reid, chef de l’école écossaise, t. 5, traduit par Th. Jouffroy, Paris, A. Sautelet, 1829, p. 292.）。 
1816 VBB., p. 171.  
1817 « [C]ette unité que l’art exprime, il doit l’avoir entrevue quelque part pour la transporter dans ses ouvrages. » 






1818 « La beauté physique ou morale, quelle qu’elle soit, doit toujours exercer une action très puissante sur 

















 美の属する領域を道徳、物質、知性の 3 つに分けている点は、明らかにクーザンに負って






















                                                        
1819 « L’éclosion spontanée ou laborieuse de l’idée originale, créatrice, quels que soient son principe et sa nature, que 
sa cause première relève de l’ordre moral, physique, intellectuel, correspond toujours à l’état d’âme, aux dispositions 
particulières du cerveau, aux facultés spéciales départies par la Providence, à la puissance de conception, au mode 
d’éducation, à l’activité cérébrale et à la vivacité d’imagination. C’est à ces sources créatrices dirigées par une forte 
volonté, guidées par l’expérience, le savoir et le goût, exaltées par l’amour du vrai et du beau que sont dues en partie 
les idées. » Ibid., p. 69-70. 
1820 « Le juste, le vrai, le bien, l’amour du progrès social, l’amour de la patrie, de la famille, de l’humanité, la charité, 
la générosité, le dévouement, le courage, l’héroïsme, sont des vertus qui participent à la beauté morale et qui, réunies, 
constituent la perfection idéale. Platon a qualifié le beau, la splendeur du vrai, la perfection absolue du principe de 
toute vérité. Plusieurs philosophes modernes ont défini le beau moral : la manifestation, sous une forme sensible, 
active et vraie, des plus nobles facultés de l’âme : l’amour passionné du juste, du vrai, du bien. » Ibid., p. 151. 














 物質美、知性美、道徳美という 3 種類の美を区別したクーザンは、次にこれらを統一する
ような一つの美へと論を進める。 
 彼によれば、物質美と知性美は、道徳美、正確には精神美全体（toute beauté spirituelle）
へと解決される1823。そのことを示す実例として、クーザンはヴィンケルマン Johann Joachim 
WINCKELMANN（1717~1768）の『古代美術史』で展開される紀元前 4 世紀のギリシア由
来の彫像《ベルヴェデーレのアポロ》（附録 III-1）についての描写を取り上げる。ヴィン
ケルマンの古代美術史は 1764 年にドレスデンで初版が刊行され、2 年後にはフランス語版
1824が出版されていた。 
 クーザンが脚注で引用するのは、「ギリシア人の美術」を扱う第 1 部第 4 章にある「表出」
の段、「ローマ人の間でのギリシア美術」と題された第 2 部第 4 章の「ギリシア本土から掠









                                                        
1822 EEM, p. 152. 
1823 « Or, nous pensons qu’elles se résolvent dans une seule et même beauté, la beauté morale, entendant par là , avec 
là beauté morale proprement dite, toute beauté spirituelle. » VBB, p. 72-73. 
1824 Johann Joachim WINCKELMANN, Histoire de l’art chez les anciens, traduit par Gottfried Sellius, 2 vol., Paris, 
Saillant, 1766. クーザンが参照したのは 1802~1803 年の下記エディションである。Id., Histoire de l’art chez les 
Anciens, 3 vol., Paris, chez Bossange, Masson et Besson, 1802-1803. 『古代美術史』は広く学識ある芸術家や著
述家に読まれていた。フェティスは 1829 年に「音楽の歴史について」という記事の中でヴィンケルマンの
同著が音楽を扱っていないことを指摘している。Francois-Joseph FÉTIS, « Sur l’histoire de la musique », RM, 
12e année, t. 4, Paris, Bureau du Journal, p. 361. « Mais ce que Winckelmann a si heureusement exécuté pour les arts 




1826 同前、140 頁。 フランス語の訳文は次の通り。« L’Apollon du Vatican nous offre ce dieu dans un mouvement 
d’indignation contre le serpent Python, qu’il vient de tuer à coups de flèches, et dans un sentiment de mépris sur une 






























                                                                                                                                                                  
colère dans le nez, qui en est le siège selon les anciens, et le dédain sur les lèvres. Il a exprimé la colère par le 
gonflement des narines, et le dédain par l’élévation de la lèvre inférieure, ce qui cause le même mouvement dans le 
menton. » Johann Joachim WINCKELMANN, op. cit., t. 1, Paris, chez Bossange, Masson et Besson, 1802, p. 419. 
1827 VBB, p. 172-173. 
1828 同前、330~331 頁。フランス語原文は次の通り。« De toutes les statues antiques qui ont échappé à la fureur des 
barbares et à la main destructive du temps, la statue d’Apollon est sans contredit la plus sublime. On dirait que 
l’artiste a composé une figure purement idéale, et qu’il n’a employé de matière que ce qu’il lui en fallait pour 
exécuter et représenter son idée. Autant la description qu’Homère a faite d’Apollon surpasse les descriptions qu’ont 
essayées après lui les autres poêles, autant cette statue l’emporte sur toutes les figures de ce même dieu. Sa taille est 
au-dessus de celle de l’homme, et son attitude annonce la grandeur divine qui le remplit. Un éternel printemps, tel 
que celui qui règne dans les champs fortunés de l’Élysée, revêt d’une aimable jeunesse son beau corps et brille avec 
douceur sur la fière structure de ses membres. Pour sentir tout le mérite de ce chef-d’œuvre de l’art, il faut se pénétrer 
des beautés intellectuelles et devenir, s’il se peut, créateur d’une nature céleste ; car il n’y a rien qui soit mortel, rien 
qui soit sujet aux besoins de l’humanité. Ce corps, dont aucune veine n’interrompt les formes, et qui n’est agité par 
aucun nerf, semble animé d’un esprit céleste, qui circule comme une douce vapeur dans tous les contours de cette 
admirable figure. » Johann Joachim WINCKELMANN, op. cit., t. 2, Paris, chez Bossange, Masson et Besson, 1802, 
p. 427. クーザンはこの段落の続く文章もまるごと引用している。 
1829 VBB, p. 175 « Le ton du savant antiquaire s’élève peu à peu jusqu’à l’enthousiasme, et son analyse devient un 























                                                        
1830 Ibid., p. 175-176. 
1831 Ibid., p. 176. クーザンは画家ダヴィッド Jacques-Louis DAVID（1748~1825）の油絵《ソクラテスの死》
を念頭に置いている。 
1832 クーザンのこうした発言がカトリック教会からの汎神論の嫌疑を招いたはずである。 
1833 Ibid., p. 168. « La forme ne peut être une forme toute seule, elle doit être la forme de quelque chose. La beauté 
physique est donc le signe d’une beauté intérieure qui est la beauté spirituelle et morale, et c’est là qu’est le fond, le 
principe, l’unité du beau. »  
1834 « […A]ll the beauty of the objects of sense is borrowed, and derived from the beauties of mind. » Thomas REID, 
Essays on the intellectual powers of man, Dublin, L. White, 1786, p. 480. 次に示すジュフロワのフランス語訳は
かなりの意訳である。« […L]a beauté sensible n’est que l’image de la beauté morale » （「可感的な美は道徳的
な美しさの似像にすぎない」）Cf. Thomas REID, Œuvres complètes de Thomas Reid, chef de l’école écossaise, t. 5, 
traduit par Th. Jouffroy, Paris, A. Sautelet, 1829, p. 308. 
1835 VBB, p. 308. 
1836 Ibid., p. 178. 
1837 1829 年の『現代哲学講義』における理想の定義はこれとは違い、「プラトンの不動の手法は抽象であり、
抽象が理想への傾斜を彼にもたらしている」« le procédé constant de Platon est l’abstraction, et le caractère 
constant de cette abstraction est une tendance idéale. » と述べている。Cf. Victor COUSIN, Cours de l’histoire de la 
philosophie moderne, 1re série, t. 1, Paris, Didier, 1829, p. 269. これは F. ウィルが指摘するように新古典主義の
思想家カトルメール・ド・カンシー Antoine-Chrysostome QUATREMÈRE DE QUINCY (1755~1849)の受容に
由来する明らかなプラトンの誤読である。Cf. F. Will, p. 23. ド・カンシーは芸術における模倣を問題にする
際、理想としてのモデルは「物質的にはどこにも存在せず」、精神が「これを複製し発見する」ものである




になるとされる。Cf. Antoine-Chrysostome QUATREMÈRE DE QUINCY, Essai sur la nature, le but et les moyens 
de l’imitation dans les beaux-arts, Paris, impr. de J. Didot, 1823, p. 190-192. 1829 年の『現代哲学講義』における


































                                                                                                                                                                  
上昇説にいっそう即するように軌道修正している。 
1838 Ibid., p. 179. 
1839 Ibid. 
1840 Ibid., p. 179-180. 
1841 Ibid., p. 180-181. 
1842 Ibid., p. 181. 
1843 Ibid., p. 182. 
1844 Ibid., p. 182-183. 
1845  211c. 原文は下記文献を参照。Platon, Lysis Symposium Gorgias, G. P. GOOLD (éd.), Cambridge, 
Massachusetts, Harvard University Press, 1975, p. 206. 日本語訳は次の文献より引用。プラトン、『饗宴』、久
保勉訳、東京：岩波書店、2007 年、134 頁。クーザンのフランス語訳は次の文献を参照。Platon, Banquet, traduit 
par Victor Cousin, t. 6, Paris, Pichon et Didier, 1831, p. 318. 右にクーザンによる該当部分の仏語訳を示す。
« [C]’est de commencer par les beautés d’ici-bas, et les yeux attachés sur la beauté suprême, de s’y élever sans cesse 
en passant pour ainsi dire par tous les degrés de l’échelle, d’un seul beau corps à deux, de deux à tous les autres, des 


































                                                                                                                                                                  
en connaissances, on arrive à la connaissance par excellence, qui n’a d’autre objet que le beau lui-même, et qu’on 
finisse par le connaître tel qu’il est en soi. » VBB における引用文は« c’est de commencer […] » が « Pour arriver 
à cette beauté, il faut commencer […] » に改変されている。また、クーザン訳では「職業活動」が「感情
（sentiments）」となっている。 
1846 « Les gardiens du Louvre, munis de puissants réflecteurs, éclairaient la marche de nombreux visiteurs, en 
projetant la lumière sur les statues antiques. En arrivant à la Vénus de Milo, des cris d’enthousiasme, suivis de 
plusieurs salves d’applaudissements, retentirent sous ces froides voûtes électrisées par le fluide qui court dans les 
foules intelligentes ; mémorable triomphe pour le statuaire de génie dont les œuvres immortelles excitent l’admiration 
à trois mille ans de distance. » EEM, p. 248. 
1847 « Exprimer une idée, un sentiment dans la forme la plus vraie, la plus parfaite, tel est, croyons-nous, le but de 
l’idéal. L’idéal serait alors l’expression souverainement vraie du beau dans l’infinie diversité de ses manifestations : 
architecture, peinture, statuaire, poésie, musique, chorégraphie. L’idéal, perfection caractéristique et dernière des arts, 
est l’expression la plus pure du beau et du vrai, que l’artiste digne de ce nom contemple dans une sorte de reflet 

































                                                        
1848 キケロは、彫刻家フェイディアスが、ユピテルやミネルヴァの像を自身の精神の中にあった「格別な
美の形象」（species pulchritudinis eximia） に基づいて制作したと述べている。彼はこれをイデアと呼んだ。
Cf. CICERO, Orator, ii, 9. Cf. CICERO, Brutus Orator, Cambridge, Massachusetts, Harvard University Press, 1971, 
p. 310. 上の引用の日本語訳（「格別な美の形象」）は右の文献を参照。E. パノフスキー、『イデア――美と
芸術の理論のために』、伊藤博明、富松保文訳、東京：平凡社、2004 年、31 頁。 
1849 EEM, p. 164. « [L]e beau idéal, cette étoile lumineuse qui est le phare de l’artiste cherchant fiévreusement la 
réalisation poétique, expressive et vraie de sa pensée. » 
1850 « [A]insi que l’a si excellemment écrit Lamennais, l’art étant la reproduction du beau sous une forme extérieure 
qui affecte les sens, le beau, tel que l’homme peut le produire dans ses œuvres, a une nécessaire relation avec la 
conception de Dieu et de l’univers. » Ibid., p 115. Cf. Félicité LAMENNAIS, Esquisse d’une philosophie, t. 3, Paris, 
Pagnerre, 1840, p. 288. 
1851 « C’est par l’intelligence que nous avons la perception de l’absolu, de l’infini, du bien. Le beau créé par l’homme, 
n’est autre chose que la manifestation du vrai sous les formes sensibles de l’art. On peut donc dire, en comparant 
l’infiniment petit à l’infiniment grand, que Dieu, dans ses merveilleuses créations, est l’artiste suprême. » EEM., 
p 428. 
































                                                                                                                                                                  
marche normale mais progressive de l’humanité, franchissent d’un bond les étapes successives qui les séparent de 
l’idéal entrevu. » Ibid., p 256. 
1853 595A-608B. Platon, Republic, vol. 2. G. P. GOOLD (éd.), Cambridge, Massachusetts, Harvard University Press, 
1980, p. 418-468.  
1854 « [...E]ntweder bringt des Künstler, günstigenfalls, gewissenhalfte Abbilder hervor, die im Sinne der μίμηϲιϲ 
εἰκαϲτική die Inhalte der sinnlich wahrnehmbaren Wirklichkeit, aber eben nur die Inhalte der sinnlich 
wahrnehmbaren Wirklichkeit, den Tatsachen entsprechend widergeben ― dann begnügt er sich mit einer nutzlosen 
Verdoppelung ohnehin nur die Ideen nachahmenden Ercheinungswelt ; oder aber er erzeugt unzuverlässige und 
trügerische Scheinbilder, die im Sinne der μίμηϲιϲ φανταϲτική das Große verkleinern und dans Kleine vergrӧßern, um 
unser unvollkommenes Auge irrezuleiten ― dann steigert seinen Produkt soger die Verwirrung in unserer Seele und 
steht an Wahrheitswert selbst hinter der Erscheinungswelt züruck, ein τρίτον τιαπό τῆϲ ἀληθεἰαϲ. » E. PANOFSKY, 
op. cit., p. 3. 日本語訳は下記文献より引用。E. パノフスキー、前掲書、23-24 頁。 
1855 401D. Platon, Republic, vol. 1. G. P. GOOLD (éd.), Cambridge, Massachusetts, Harvard University Press, 1978, 









 本節では「第 8 講 芸術について」の章で話題となる「天分」、「模倣」、「芸術の目的と
自律」の 3 つのトピックについて、クーザンとマルモンテルの見解を比較する。 
 
4-3-1. 天分 






とはいえ、天分を備える人間は、創造力の主ではなく、人に天分を吹き込む何か（un je ne sais 
quoi qui inspire le génie）が存在する。クーザンは、これを人間と神とを媒介する存在、ダイ
モーンに相当する神的かつ理性的なものと考える1858。 
















                                                        
1856 VBB, p. 184. 
1857 Ibid., p. 185. 
1858プラトンの『饗宴』におけるディオティマの演説では死すべきものと不死のものを取り次ぐ中間者とし
てダイモーンの存在が指摘される。Cf. 202E-203A. Platon, Lysis Symposium Gorgias, G. P. GOOLD (éd.), 
Cambridge, Massachusetts, Harvard University Press, 1975, p. 218. 日本語訳は次の訳書を参照。プラトン、『饗
宴』、久保勉訳、東京：岩波書店、2007 年、114~115 頁。 
1859 VBB, p. 186. 
1860 « Si le génie crée, il n’imite pas. » Ibid.. 
1861 « L’attribut du génie est le don de créer […] Le caractère du génie est dans l’invention […] » Antoine-François 
MARMONTEL, Art classique et moderne du piano Conseils d’un Professeur sur l’enseignement technique et 
l’esthétique du piano, Paris, H. Heugel, 1876, p. 90. 
1862 Ibid., « L’inspiration est spontanée, c’est le trait de feu que fait jaillir le génie. » 






























に範をもたない作品（des œuvres qui n’ont pas de modèle dans la nature）」1868を引き出す。芸術








                                                        
1864 Ibid. « Quelques natures privilégiées possèdent seules ce don de l’inspiration qui leur fait deviner à première vue 
la pensée intime du maître, et quelquefois même leur permet d’entrer plus avant dans le cœur de l’idée par lui créée 
[…]. » 
1865 VBB, p. 187 
1866 Ibid. 
1867 Ibid., p. 187-188. 




































                                                        
1870 Ibid. « [L]a fin de l’art est l’expression de la beauté morale à l’aide de la beauté physique. Celle-ci n’est pour lui 
qu’un symbole de celui-là. » 
1871 Ibid., p. 188-189. 
1872 EEM., p. 108-108a « L’art pur choisira toujours ses modèles parmi les types les plus beaux, et reproduira la 
nature en l’idéalisant. Le musicien qui crée une œuvre de haut style, visant le beau idéal, doit choisir des idées 
musicales nobles, distinguées, d’une inspiration sincère, car la flamme intérieure, l’enthousiasme, sont indispensables 
pour les productions qui s’élèvent au-dessus de la moyenne ordinaire. » 
1873 « La fonction de la forme est de rendre présent à l’esprit le modèle idéal. L’œuvre de l’artiste est de s’efforcer de 
reproduire, au point de vue du vrai et du beau, sous des formes matérielles mais idéalisées, les modèles choisis. C’est 
en incarnant l’idée divine, la création, que l’artiste s’élève jusqu’aux plus hautes conceptions. Le vrai et le beau 
résidant essentiellement dans l’idée, dans le type, et non dans la forme qui manifeste le type. Rechercher la forme 
pour la forme même, c’est réduire l’art à un de ses éléments, la forme pure sans l’idée, sans l’expression, c’est 


























の徳（la vertu de la beauté）に身をゆだね、これを強める。芸術家はこの徳をもって作品を
制作する。そして、「芸術家が美の甘美な感情をえり抜きの何人かに得させたとき、彼自身
の作品を制作した」1880ことになる。クーザンはこの純粋で無関心的（désintéressé）な感情









                                                        
1874 VBB, p. 192. 
1875 Ibid., p. 193. 
1876 Ibid., p. 194. 
1877 Ibid., p. 194-195. 
1878 Ibid., p. 195-196. 
1879 Ibid., p. 196. 
1880 Ibid. 
1881 Ibid. 






























                                                        
1883 « [L]’art, l’État, la religion, sont des puissances qui ont chacune leur monde à part et leurs effets propres ; elles se 
prêtent un concours mutuel ; elles ne doivent point se mettre au service l’une de l’autre. Dès que l’une d’elles s’écarte 
de sa fin, elle s’égare et se dégrade. » Ibid., p. 198. 
1884 « l’art est aussi à lui-même une sorte de religion. » Ibid., p. 198. 
1885 « l’art est par lui-même essentiellement moral et religieux [...]. » Ibid., p. 199-200. 
1886 « L’infini c’est là le terme commun où l’âme aspire sur les ailes de l’imagination comme de la raison, par le 
chemin du sublime et du beau, comme par celui du vrai et du bien. L’émotion que produit le beau tourne l’âme de ce 
côté; c’est cette émotion bienfaisante que l’art procure à l’humanité. » Ibid., p. 200. 
1887 マルモンテルは例えば、遠近法について次のように述べている。「絶対的原則をもつこの遠近法の技術
は、空間中の存在物を出現させる、つまり現実的な錯覚を創り出すためには不可欠である。」« [C]et art de la 
perspective, qui a ses principes absolus, est indispensable pour donner l’apparence de l’existence dans l’espace, 
l’illusion de la réalité. » （Cf. EEM, p. 252）。また、彼は標題交響曲について次のように述べている。「これは
すなわち、絵画的、描写的で、幻想を見せ、聴衆の心の中に多かれ少なかれ正確な錯覚を生じさせるため
に特別に作曲された音楽であり、音楽画家の発想のなかで、音楽＝造形的な着想を表現する標題と響き、
絶えず動き、リズムの効果を正確に標題と関連づけることに専念する音楽である。」 « [M]usique pittoresque, 
descriptive, spécialement composée pour faire illusion, évoquer des visions plus ou moins précises dans l’esprit des 
auditeurs, incessamment préoccupés de rapporter exactement au programme les effets de sonorité, de mouvements, 
de rhythmes [sic] qui, dans la pensée du peintre musicien, expriment une idée musico-plastique. » （Cf. Ibid., p. 252）。 
1888 « Tous les arts ont un même idéal, la même affinité de sentiments, tendent au même but : l’expression du vrai et 




































                                                        
1889 « [I]l est permis de conclure de cette coïncidence d’expressions imagées, que, malgré des origines différentes et 
des éléments constitutifs très distincts, les lois primordiales du beau les réunissent dans une pensée identique, dans un 
but suprême ; la reproduction idéalisée du beau et du vrai. » Ibid., p. 282. 
1890 EEM, p. 62. « […D]es musiciens de haute valeur affirment que ce grand homme qui, ainsi que Raphaël, a fait de 
l’art pour l’art, sans s’assujettir […], au sens expressif des textes sacrés, a fortement contribué à détruire le vrai style 
musical religieux. » 
1891 « Mais, après plusieurs siècles d’essais, de tâtonnements, de progrès et de temps d’arrêt, chaque art a conquis son 
autonomie, son indépendance, son action individuelle : la musique a pu s’allier à la poésie et à la danse, mais a cessé 
d’être tributaire servile de ses deux sœurs aînées, jusque-là ses dominatrices ; la statuaire a su exprimer la vie, le 

















































                                                        
1892 « Ainsi, exprimer l’idéal et l’infini d’une manière ou d’une autre, telle est la loi de l’art. » VBB., p. 202. 
1893 « [L]’échelle mystérieuse qui fait monter l’âme du fini l’infini. » Ibid. 
1894 Ibid., p. 202. 
1895 Ibid., p. 203.  
1896 Ibid., p. 202. 
1897 « La première loi du beau dans les arts est, sans contredit, la vérité d’expression, la manifestation idéalisée, mais 
vivante et vraie, d’une pensée, d’une passion sous des formes sensibles. » EEM., p. 246. 
1898 « L’expression parfaite de l’idée rendue sensible par la forme est, croyons-nous, le but sans cesse poursuivi et 
jamais complètement atteint par l’artiste passionné. » Ibid., p. 254. 
1899 « Le beau dans les arts, c’est la manifestation sous des formes parlant à nos sens de l’idéal rêvé, des sentiments 
intimes et des émotions qui agitent l’âme de l’artiste, c’est la pensée invisible, rendue palpable, rendue sensible. » 


























し気高くするからである。これが古代における自由学芸（artes liberales, artes ingenuæ）の本
来の意味である1902。これに対し、職能（métier）は有用性を目的とする技術であり、自由芸
                                                        
1900 « L’idéal recule sans cesse à mesure qu’on en approche davantage. » VBB, p. 179. 
1901 Ibid., p. 203. 
















































                                                                                                                                                                  
はこの対比に基づいている。 
1903 Ibid., p. 204. 
1904 Ibid., p. 205. 
1905 Ibid., p. 207. 
1906 Ibid. 
1907 Ibid., p. 207-208. 
1908 Ibid., p. 208-209. 
1909 « Donnez au plus savant symphoniste une tempête à rendre. Rien de plus facile à imiter que le sifflement des 
vents et le bruit du tonnerre. Mais par quelles combinaisons d’harmonie fera-t-il paraître aux yeux la lueur des éclairs 
déchirant tout à coup le voile de la nuit, et ce qu’il y a de plus formidable dans la tempête, le mouvement des flots qui 
tantôt s’élèvent comme une montagne, tantôt s’abaissent et semblent se précipiter dans des abîmes sans fond ? Si 
l’auditeur n’est pas averti du sujet, il ne le soupçonnera jamais, et je défie qu’il distingue une tempête d’une bataille. 



















                                                                                                                                                                  
lutter contre l’impossible ; elle n’entreprendra pas d’exprimer le soulèvement et la chute des vagues et d’autres 
phénomènes semblables ; elle fera mieux avec des sons elle fera passer dans notre âme les sentiments qui se 
succèdent en nous pendant les scènes diverses de la tempête. C’est ainsi qu’Haydn deviendra’ le rival, le vainqueur 
même du peintre, parce qu’il a été donné à la musique de remuer et d’ébranler l’âme plus profondément encore que la 
peinture. » Ibid., p. 209. ここで挙げられたハイドンの名前にクーザンは脚注をつけてハイドンの《嵐》とい
う「ピアノ曲」の参照を促しているが、実際にはピアノ曲ではなく重唱と合唱、オーケストラのための《嵐》
（Hob.XXIVa-8）である。 
1910 VBB, p. 208-209. 
1911 VIRGIL, Eclogues Georgics Aeneid I-VI, vol. 1, édition révisée, Cambridge, Massachusetts, Harvard University 
Press, 1974, p. 408, lignes 181-183. 
1912 第 361 行。Cf. HORACE, op. cit., p. 480. 邦訳は右の文献を参照。ホラーティウス、『詩論』、岡道男訳、
東京：岩波文庫、1997 年、251 頁。 
















































                                                        
1914 Cf. F. WILL, op. cit., p. 78. 
1915 « Toute œuvre d’art qui n’exprime pas une idée ne signifie rien ; il faut qu’en s’adressant à tel ou tel sens, elle 
pénètre jusqu’à l’esprit, jusqu’à l’âme, et y porte une pensée, un sentiment capable de la toucher ou de l’élever. » 
VBB, p. 210. 
1916 VBB, p. 211. 
1917 « [C]’est l’art sans contredit le plus pénétrant, le plus profond, le plus intime. Il y a physiquement et moralement 
entre un son et l’âme un rapport merveilleux. Il semble que l’âme est un écho où le son prend une puissance nouvelle. 
On raconte de la musique ancienne des choses extraordinaires. Et il ne faut pas croire que la grandeur des effets 
suppose ici des moyens très-compliqués. Non, moins la musique fait de bruit, et plus elle touche. Donnez quelques 
notes à Pergolèse, donnez-lui aussi quelques voix pures et suaves, et il vous ravit jusqu’au ciel, il vous emporte dans 
les espaces de l’infini, il vous plonge dans d’ineffables rêveries. Le pouvoir propre de la musique est d’ouvrir à 
l’imagination une carrière sans limites, de se prêter avec une souplesse étonnante à toutes les dispositions de chacun, 
d’irriter ou de bercer, aux sons de la plus simple mélodie , nos sentiments accoutumés, nos affections favorites. Sous 
ce rapport, la musique est un art sans rival : elle n’est pourtant pas le premier des arts. » VBB, p. 211-212. 
1918 « L’esprit s’appliquant aux images fournies par la mémoire les décompose, choisit entre leurs différents traits, et 







































                                                        
1919 Ibid., p. 159. Cf. 本論文 III-4-1-3. 
1920 « [E]lle éveille plus que tout autre art le sentiment de l’infini, parce qu’elle est vague, obscure, indéterminée dans 
ses effets. Elle est juste l’art opposé à la sculpture, qui porte moins vers l’infini, parce que tout en elle est arrêté avec 
la dernière précision. Telle est la force et en même temps la faiblesse de la musique : elle exprime tout et elle 
n’exprime rien en particulier. […] La musique ne peint pas, elle touche ; elle met en mouvement l’imagination, non 
celle qui reproduit des images mais celle qui fait battre le cœur, car il est absurde de borner l’imagination à l’empire 
des images. » Ibid., p. 212-213. 
1921 « Le cœur une fois ému ébranle tout le reste ; c’est ainsi que la musique peut indirectement et jusqu’à un certain 
point susciter des images et des idées; mais sa puissance directe et naturelle n’est ni sur l’imagination représentative 

































                                                        
1922 « Le domaine de la musique est le sentiment, mais là même son pouvoir est plus profond qu’étendu, et si elle 
exprime certains sentiments avec une force incomparable, elle n’en exprime qu’un fort petit nombre. Par voie 
d’association, elle peut les réveiller tous, mais directement elle en produit très-peu, et encore les plus simples et les 
plus élémentaires, la tristesse et la joie avec leurs mille nuances. Demandez à la musique d’exprimer la magnanimité, 
la résolution vertueuse, et d’autres sentiments de ce genre, elle en est aussi incapable que de peindre un lac ou une 
montagne. Elle s’y prend comme elle peut ; elle emploie le large, le rapide, le fort, le doux, etc., mais c’est à 
l’imagination à faire le reste, et l’imagination ne fait que ce qui lui plaît. Sous la même mesure, celui-ci met une 
montagne et celui-là l’océan ; le guerrier y puise dès inspirations héroïques, le solitaire des inspirations religieuses. » 
Ibid. 
1923 « Sans doute les paroles déterminent l’expression musicale, mais le mérite alors est à la parole, non à la 
musique ; et quelquefois la parole imprime à la musique une précision qui la tue et lui ôte ses effets propres, le vague, 
l’obscurité, la monotonie, mais aussi l’ampleur et la profondeur […]. Je n’admets nullement cette fameuse définition 
du chant : une déclamation notée. Une simple déclamation bien accentuée est assurément préférable à des 
accompagnements étourdissants; mais il faut laisser à la musique son caractère, et ne lui enlever ni ses défauts ni ses 































                                                        
1924 Cf. 本論文 III-4-2-6. 
1925 « Elle n’est pas faite pour exprimer des sentiments compliqués et factices, ou terrestres et vulgaires. Son charme 
singulier est d’élever l’âme vers l’infini. Elle s’allie donc naturellement à la religion, surtout à cette religion de 
l’infini qui est en même temps la religion du cœur ; elle excelle à transporter aux pieds de l’éternelle miséricorde 
l’âme tremblante sur les ailes du [sic] repentir, de l’espérance et de l’amour. Heureux ceux qui, à Rome, au Vatican, 
dans les solennités du culte catholique, ont entendu les mélodies de Léo, de Durante, de Pergolèse sur le vieux texte 
consacré ! Ils ont un moment entrevu le ciel , et leur âme a pu y monter sans distinction de rang, de pays, de croyance 
même, par ces degrés invisibles et mystérieux, composés pour ainsi dire de tous les sentiments simples, naturels, 
universels, qui sur tous les points de la terre tirent du sein de la créature humaine un soupir vers un autre monde ! » 
VBB., p. 214-215. 
1926 Chabanon, Michel Paul Guy de, De la Musique considérée en elle-même et dans ses rapports avec la parole, les 
langues, la poésie et le théâtre, Paris, chez Pissot, 1785. 
1927模倣論に対するシャバノンの反駁については次の 2 論文を参照。小穴晶子、「模倣からキャラクテール
へ――シャバノンの音楽論」、今道友信編、『精神と音楽の交響――西洋音楽美学の流れ』 東京：音楽之
友社、1997 年、268～293 頁；廣瀬百合子、「18 世紀フランスの音楽論とシャバノン（模倣論批判に示され
た音楽の自律についての考察）」、『一橋研究』 一橋大学大学院、第 27 巻、第 1 号、101~122 頁。 
 クーザンがシャバノンの音楽論を読んでいたかは不明だが、音楽知識人の間でシャバノンの著作は知ら
れていた。例えばフェティスはシャバノンが音楽模倣論に反対的立場の人物であったことを既に 1830 年代
に指摘している。Cf. François-Joseph FÉTIS, « Etat actuel de l’esthétique musicale (Science du beau dans la 













音楽の中間的な何か（quelque chose d’intermédiaire entre la voix ordinaire et la musique）」、「物
質的でありながら非物質的な何か（quelque chose à la fois de matériel et d’immatériel）」であり、
「もっともはっきりした輪郭や形象のように、有限で明快で厳密（quelque chose […] de fini, 














ト・マーテル》の〈怒りの日〉に言及し、「怒りの日、その日は（Dies irae, dies illa）」にお
                                                        
1928 « [C]omme la musique, elle exprime les sentiments les plus profonds de rame, et elle les exprime tous. » Ibid., 
p. 216. 
1929 « Comme la sculpture, elle marque les formes visibles des objets, mais en y ajoutant la vie […]. » Ibid. 
1930 « [P]arce qu’elle exprime davantage la beauté sous toutes ses formes, l’âme humaine dans toute la richesse et la 
variété de ses sentiments. » Ibid. 
1931 Ibid., p. 216-217. 
1932 Ibid., p. 217. 
1933 Ibid. 
1934 Ibid. 
1935 « [L]a pensée, entièrement séparée des sens et même du sentiment, la pensée qui n’a pas de formes, la pensée qui 
n’a pas de couleur, la pensée qui ne laisse échapper aucun son, qui ne se manifeste dans aucun regard, la pensée dans 




Cf. 1456a-b. ARISTOTE, Poétique, HAEDY, J. (éd.), Paris, Les belles lettres, 1995, p. 57-58. 邦訳は右の文献を参
照。アリストテレス、『詩学』、松本仁助・岡道男訳、東京：岩波文庫、1997 年、72~73 頁。 








































                                                        
1937 « La parole humaine, idéalisée par la poésie, a la profondeur et l’éclat de la note musicale […]. » Ibid., p. 219. 
1938 Ibid., p. 218. 
1939 « La musique est la plastique de l’ouïe […]. » EEM, p. 292-293. 
1940 « Plastique de l’ouïe, si on peut le dire, la musique, elle aussi, revêt d’un corps l’idée immatérielle, mais d’un 
corps aérien, qui échappe à l’œil, et que saisit seul le sens le plus délié, le plus délicat. » Félicité LAMENNAIS, 
Esquisse d’une philosophie, t. 3, Paris, Pagnerre, 1840, p. 33. 
1941 « La recherche et l’émission de l’idée dans le domaine des sciences naturelles et physiques, dans les conceptions 
si diverses de l’intelligence humaine, touchant aux créations mécaniques, industrielles, financières, demandent une 
forte instruction dirigée sur des données particulières et plus professionnelle que littéraire; la part de l’imagination y 


































                                                        
1942 « Les déclassés, victimes de l’aveugle fortune, qui s’improvisent artistes sans avoir l’instruction nécessaire pour 
enseigner, sont méritants et dignes d’intérêt, mais malheureusement pour leurs disciples, ce qu’ils recherchent avant 
tout, ce qu’ils demandent à la profession, ce sont des moyens d’existence. Pour ces nobles mendiants de l’intelligence, 
l’art devient un métier, lucratif, quelquefois, mais trop souvent mal pratiqué. » Ibid., p. 168. 
1943 « Le praticien habile, l’homme du métier, est certes utile, bon à consulter, mais n’est pas un artiste ; l’artiste dont 
l’âme s’impressionne, dont l’imagination s’exalte, dont les sens sont émus à la vue des splendeurs de la nature, ou 
celui dont le cœur sensible trouve dans la lecture de l’histoire, dans les hauts faits des grands hommes ou des héros de 
l’antiquité, des émotions qui éveillent en lui l’inspiration, des motifs qui entretiennent le feu sacré de l’art, et 
soutiennent son amour et sa foi pour le beau, aura, croyons-nous, une immense supériorité sur le praticien de talent, 
quelle que soit son habileté; qui cherchera uniquement le moyen matériel d’exprimer sa pensée. » Ibid., p. 255. 
1944 EEM, p. 249. Cf. III-4-3-3. 
1945 傍点強調は筆者によるは原文イタリック。 « [C]elle-ci [la musique], malgré ses origines très anciennes, est 
un art libre indépendant, vivant de sa propre substance, que depuis quelques siècles. » Ibid., p. 248-249. 
1946 « Il importe peu d’établir une hiérarchie une sorte de prééminence d’un art sur un autre. » EEM, p. 131. 





































                                                        
1949 Ibid. 
1950 « Le don poétique consiste à posséder une riche imagination, à pouvoir évoquer à volonté les plus riants tableaux, 
les plus riches images. Il faut être doué d’une exquise sensibilité, s’exalter aux douleurs de l’humanité, s’attendrir sur 
les malheurs d’êtres fictifs créés par l’imagination, mais qui vivent dans le cerveau du poète. Il faut être historien, 
philosophe, peintre, moraliste, savoir raconter, décrire, émouvoir, charmer, convaincre, et cela dans une langue toute 
divine, qui réalise toutes les séductions, qui parle à la raison, aux sens, à l’esprit, au cœur : qui flatte 
harmonieusement l’oreille pour s’insinuer dans les profondeurs de l’âme. » Ibid., p. 137. 
1951 « Malgré les prodiges incessants de cet art magique qui ravit nos sens, charme notre intelligence, touche notre 
cœur et s’infiltre dans notre âme, notre raison et notre esprit d’analyse ne peuvent qu’imparfaitement définir son 
mode d’action, et poser d’une manière stable, fixe, positive les lois du beau. » EEM, p. 261. 
1952 « La musique, plus qu’aucun art, frappe nos sens pour produire en nous les émotions variées et intenses qui ont 
permis aux philosophes et aux poètes de dire qu’elle allait directement au cœur. L’art du compositeur, comme toute 








































                                                        
1953 VBB, p. 158. Cf. 本論文 III- 4-4-2-2. 
1954 « C’est un art à la fois sensualiste et spiritualiste ; par la sonorité et le rhythme [sic], il agit sur notre organisme ; 
mais le sentiment et 1’expression qui concourent à parfaire le beau idéal, parlent à notre imagination et s’adressent à 
l’âme. » EEM, p. 262. 
1955 « La musique agit directement sur les sens, spéculativement sur l’esprit ; mais, si son influence est immédiate sur 
le système nerveux, si elle excite ou calme l’agitation suivant la nature des idées musicales exprimées, on ne peut lui 
dénier une action très vive sur les affections de l’âme. » Ibid., p. 274. 
1956 « Tous les arts ont pour but de réaliser, chacun dans sa sphère et suivant des lois spéciales, un modèle idéal du 
beau : la musique a le don de charmer et à émouvoir ; elle agit directement sur nos sens pour parler à l’âme ; elle nous 
touche et nous entraîne, mais son action vivace sur notre organisme n’a pas pour objectif de transmettre à l’esprit des 
idées précises et distinctes, mais bien de donner des sensations. » Ibid., p. 258-259. 













































                                                        
1958 « Une ouverture ou une symphonie caractéristique peuvent affecter une idée prédominante, un sentiment 
déterminé ; […] mais entrer plus avant dans cet ordre d’idées, avoir la prétention de désigner les personnages et les 
épisodes d’un drame, même avec le secours des paroles, nous semble faire acte de lanterne magique musicale ; cette 
série de tableaux et d’esquisses nous paraît faire dévier l’art pur de sa haute mission. » Ibid., p. 268. 
1959 « [Ce dessin musical…] donne une poétique illusion aux oreilles exercées, déjà prévenues par un programme 
clairement exposé. » Ibid., p. 272. 
1960 VBB, p. 209. Cf. 本論文 III-4-4-2-1. 










































                                                        
1962 « [L]e beau en musique est un principe absolu, indépendant par ridée, parla forme, des sentiments étrangers à son 
essence toute spéciale. Mais on ne peut refuser à la musique le pouvoir d’éveiller en nous, par ses mélodies suaves et 
tendres, par ses chants énergiques et fortement rhythmé [sic], des sentiments analogues au caractère expressif de la 
pensée musicale. Résumons notre pensée : l’action virtuelle de la musique [sic] est d’arriver à rame en frappant 
directement nos sens. » EMM, p. 272. 
1963 « [La musique] éveille et suscite en nous des sensations qui répondent aux sentiments qui nous agitent : de là 
cette définition trop large et cette prétention d’exprimer toute la gamme des sentiments humains. » Ibid., p. 274-275. 
1964 « [E]lle est triste, douce, langoureuse, vigoureuse, enjouée, énergique, mais ii exprime pas, ne dépeint pas, ne 
spécifie pas ces différents états de l’âme, si elle n’y est aidée par la parole d’une manière exacte et précise. [...] 
Gomment distinguer les tempêtes de l’âme du sourd grondement de l’orage ; la quiétude de l’esprit pourra aussi bien 
être interprétée comme la peinture du sommeil ; quelle différence établir entre le susurement [sic] du ruisseau et le 
bruissement du feuillage. » Ibid., p. 266. 
1965 « […M]usique pittoresque, descriptive, spécialement composée pour faire illusion, évoquer des visions plus ou 
moins précises dans l’esprit des auditeurs, incessamment préoccupés de rapporter exactement au programme les 


































                                                                                                                                                                  
musico-plastique. » Ibid., p. 268-269. 
1966 Cf. 本論文 III-4-3-3。 
1967 Cf. 本論文 III-4-2-6。 
1968 « La musique, la parole, nos sens, nos facultés, notre organisation physique et morale, sont une émanation divine, 
une parcelle du grand infini. Nous ne sommes pas, quoique en [sic] pense l’école matérialiste, de simples vibrations 
de la matière. Les païens, bien avant les chrétiens, ont donné une origine divine à l’art musical, divine dans son 
essence primitive, et divine encore par son action merveilleuse sur nos sens et sur notre âme. » EEM, p. 260. 
1969 Cf. 本論文 III-5-2-5。 
1970 « Écouter et analyser avec intelligence, sentir et comprendre [...]. » EEM, p. 149. 
1971 « [P]ouvoir écouter une œuvre d’art pour elle-même[...]. » Ibid. マルモンテルの「集中的聴取」については
次章で詳しく検討する。 
1972 « C’est par l’intelligence que nous avons la perception de l’absolu, de l’infini, du bien. » Ibid., p. 428. 










































ンでマルティン Philipp Jacob MARTIN の企画する午前のコンサート・シリーズを始めた。
                                                        
1974 Cf. 本論文 III-1-6。 
1975 ハンスリックは 1856 年から 1895 年までヴィーン大学で音楽美学教授の地位を占めていた。 
1976 VMS, p. 16. 
1977 « Tönend bewegte Formen sind einzig und allein Inhalt und Gegenstand der Musik. » Ibid., p. 32. フランス初
版が依拠した第五版では簡潔な表現に変わっている。« Der Inhalt der Musik sind tönend bewegte Formen. » 
VMS5, p. 45. 
1978 Eduard HANSLICK, « Les premiers concerts publics à Vienne », RGM, 31e année, n° 27, le 3 juill. 1864, 
p. 213-214. 
1979 ヴィーンに公共の演奏会専用のホールができたのは 1870 年のことである。Cf. 吉田寛、「聴衆とは何か
――ハンスリックの音楽批評と公共的演奏会活動」、『美学』、美学会、東京：美術出版社、第 50 巻第 1 号、








なった。ヴァイオリニストのシュパンツィヒ  Ignaz SCHUPANZIG（1776~1830）は、ヴ
ィーンで最初に予約制による弦楽四重奏の公共演奏会シリーズを企画した。  
 以上が記事の要旨であるが、この演奏会史の断片は、おそらく 1869 年に出版される
こととなる『ヴィーンにおける演奏会活動の歴史』1980のために準備されたものである。
吉田寛によれば、この著作では 18 世紀の家長的時代を前史として、1800~1830 年が「デ
ィレッタント連合」（Association der Dilettanten）1981の時代として位置づけられ、続く
1830 年からヴィーン 3 月革命が起こる 1848 年までが「ヴィルトゥオーゾ時代」
（Virtuosenzeit）1982として区分される。この時代は、ヴィルトゥオーゾとイタリア・オ
ペラの隆盛をみるが、純粋器楽の公共演奏会にとっては停滞期と見做される。そして



















                                                        
1980 Id., Geschichte des Concertwesens in Wien, 2 vol., Wien, W. Braumüller, 1869-1870, XV-438, XII-534 p. この
著書で論じられる演奏会活動の理念についての記述は、右の論文に依拠している。吉田寛、前掲書、28~29
頁。 
1981 Ibid., p. XI. 





1985 前掲書、106~107 頁。 
1986 前掲書、111 頁。 














門からなる作曲コンクールの審査団に設けられた 4 つの外国人席の 1 つを占めた1989。さら
に、7 月 5 日から 9 日にかけて行われたオルフェオンの祭典では、6 日に開催されたフラン
ス国内のオルフェオン・コンクールの審査員、8 日に行われた優秀団体による国際オルフェ
オン・コンクール、同月 14~16 日に行われた器楽オルフェオン・コンクールの 6 席からな





 『音楽美論』のフランス語版がブランデュ社（Brandus et Cie）から出版されたのは 1878
年の万博の前年、1877 年のことであり、ハンスリックは翌年のパリ訪問に合わせて出版の





このほどライプツィヒで出版された。この書籍（140 頁からなる 12 折り版）は、『音
楽的に美なるものについて』と題するものである1994。 
 
 つまり、出版者ブランデュは 1876 年 11 月の時点でこの本に関心を抱いていたことが分




楽批評と公共的演奏会活動」、『美学』、50/1、1999 年、32 頁。） 
1989 井上さつき、前掲書、67 頁。 Voir aussi : Oscar COMETTANT, La musique, les musiciens et les instruments de 
musique chez les différents peuples du monde, Paris, Michel Lévy frères, 1869, p. 47.  
1990 Ibid., p. 104. 
1991 Ibid., p. 106. 
1992 Ibid., p. 205. 
1993 Gustave CHOUQUET, Exposition universelle internationale de 1878 à Paris. Groupe II. – Classe 13. Rapport 
sur les instruments de musique et les éditions musicales, Paris, Imprimerie nationale, 1880, p. 1. 
1994 « La cinquième édition, corrigée et augmentée, d’un excellent ouvrage de M. Ed. Hanslick, l’éminent critique 
viennois, vient de paraître à Leipzig. Le livre (un in-12 de 140 pages) a pour titre : Vom Musikalisch-Schonen (Du 






いた。12 月 4 日、マッカールに対する返信でハンスリックはフランス語で次のように書い
ている。 
 






















者を見つけることができず、12 月から 1 月初旬にかけて、ハンスリックはブランデュにフ
                                                        
1995 « Monsieur ! 
En répondre à votre lettre du 2 décembre 1876 je m’empresse de vous annoncer, que j’accepte vos offres et que vous 
cède au prix de 300 francs (trois cents francs) la propriété exhaustive pour tous les pays de l’édition française de mon 
ouvrage “Vom Musikalisch-Schönen”, à condition que le choix du traducteur sera agréé par moi où par mon ami M. 
Frédéric Szarvady, et que vous m’enverrez les 300 frs. aussitôt que le choix du traducteur sera réglé. La quittance des 
300 frs, que je vous enverrai immédiatement après la recette de cette somme, vous transféra d’une façon définitive le 
drois [sic] de propriété de l’édition française de mon livre. 
   Dans l’espoir que vous ferez une bonne affaire avec cette publication, je vous prie d’agréer l’expression de mes 
sentiments le plus distingués. » La lettre de HANSLICK à MACKAR, datée du 4 dec. 1876, Paris, BnF, département 
de la musique, cote : W-4 (21). 
1996 « La Gazette musicale a acquis le droit exclusif de publier, en traduction française, le remarquable ouvrage de M. 
Ed Hanslick, Du Beau dans la musique. Nous commencerons cette publication très-prochainement. » Anonyme, 
article sans titre, RGM, 44e année, n° 1, le 6 janv. 1877, p. 6. 
1997 サルヴァディはハンガリー出身の外交官で、ハンスリックより 10歳程年下でプラハ出身のピアニスト、



















た彼女は、1858 年 2 月 20 日、パリではまだ「例外的」であったバッハの《半音階的幻想曲




 1876 年 3 月 11 日、『ルヴュ・エ・ガゼット・ミュジカル』誌の第 10 号に序文が掲載され
ると、7 月までに 15 回に亘って『音楽美論』の翻訳が連載された。連載の日付、内容は以
下の通りである2004。 
  
                                                        
1998 マッカールは翌年のパリ万博の音楽出版部門でブロンズ・メダルを得たほか、フランスにおけるチャ
イコフスキー作品の所有権を獲得し『音楽美論』出版の挫折は埋め合わされることとなった。 
1999 バヌリエはその後、1897 年にドイツ第 8 版（1891）に基づくフランス第 2 版（1893）の翻訳も手がけ
た。 
2000 Hector BERLIOZ, Épisode de la vie d’un artiste, symphonie fantastique en cinq parties op. 14, réduction pour le 
piano à 4 mains par Ch. Bannelier, Paris, Brandus, 1878, 107 p. 
2001 J.-M. FAUQUET, « BANNELIER, Louis-Charles-Antoine », DMF, p. 97. 
2002 Katharine ELLIS, Interpreting the Musical Past : Early Music in Nineteenth-Century France, Oxford, Oxford 
University Press, 2005, p. 53. 




表 III-5-1. 『ルヴュ・エ・ガゼット・ミュジカル』誌（1877）に 
連載された『音楽美論』の各回の見出し 
月/日 号 頁 見出し 
1/7 1 6 ［連載告知］ 
3/11 10 73-75 「第 5 版 序文」（« Préface de la cinquième édition »） 
3/18 11 81-83 「第 1 章 感情の美学」（« L’esthétique du sentiment »） 
3/25 12 89-91 同上 
4/1 13 97-99 「第 2 章 感情の表現は音楽の内に存するのではない」（« L’expression des 
sentiments n’est pas renfermée dans la musique »） 
4/15 14 113-115 同上 
4/29 17 129-137 同上 
5/13 19 146-147 「第 3 章 音楽における美」（« Le beau dans la musique »） 
5/20 20 153-155 同上 
6/3 22 169-171 「第 4 章 音楽の主観的印象の分析」（« Analyse de l’impression subjective de 
la musique »） 
6/10 23 177-179 同上 
6/17 24 185-187 同上 
6/24 25 193-196 「第 5 章 音楽享受の仕方において、病理学と対置して見た場合の美学」
（« L’esthétique, par opposition à la pathologie, dans la manière de sentir la 
musique »） 
7/1 26 201-204 同上 
7/8 27 209-212 「第 6 章 自然との関係において見た美学」（« La musique dans ses rapports 
avec la nature »） 
7/13 28 217-219 「第 7 章 音楽における形式と内容の概念」（« Les notions de forme et de 
contenu dans la musique »） 








                                                        
2005 « [...L]a musique peut [...] vivre de sa vie, et n’est pas un moyen servant à l’expression des sentiments et des 
pensées. » EEM, p. 273. 
2006 « [...L]e beau reposera toujours sur l’évidence immédiate du sentiment [...]. » Ibid. ドイツ語原文は右の通り。
« [...D]er letzte Werth des Schönen immer auf unmittelbarer Evidenz des Gefühls beruhen wird. » （「美の究極的な











                                                                                                                                                                  
いる「美の究極の価値の在るところには感情も直接にまた明瞭に存在する」。Cf. エドゥアルト・ハンスリ
































                                                        
2007 « La peinture, la statuaire et la poésie ont pour modèles la nature et les grands sentiments idéalisés. » EEM, 
p. 258. 
2008 « L’art musical […] ne dérive nullement de l’imitation de la nature et de ses harmonies. Les sources de l’art 
musical sont immatérielles, mystérieuses, quoique les causes de la production du son et les lois du rhythme [sic] et de 
l’harmonie nous soient connues. » Ibid. 
2009 « Les bruits produits par les éléments, les gémissements du vent dans la forêt, les plaintes de la mer le rhythme 
[sic] cadencé des vagues, les éclats de la tempête, etc. etc., peuvent certainement impressionner et inspirer un 
compositeur d’imagination à la fibre poétique, mais les grandes voix de la nature ne sauraient être prises pour 
modèles et ne contiennent aucun principe musical. On peut en dire autant du chant des oiseaux : leurs légères 
vocalises, les merveilleux caprices de leurs improvisations, sont bien des mélodies naturelles, mais n’ont pu servir de 
point de départ à la musique primitive, au chant humain. » EEM., p. 260. 
2010 « Sollte das Rieseln des Baches, das Klatschen der Meereswellen, der Donner der Lawinen, das Stürmen der 
Windsbraut nicht Anlaß und Vorbild der menschlichen Musik gewesen sein? Hatten all’ die lispelnden, pfeifenden, 
schmetternden Laute mit unserem Musikwesen nichts zu schaffen? Wir müssen in der That mit Nein antworten. Alle 
diese Aeußerungen der Natur sind lediglich Schall und Klang, d.h. in ungleichen Zeittheilen aufeinander folgende 
Luftschwingungen. […] 
   Selbst die reinste Erscheinung des natürlichen Tonlebens, der Vogelgesang, steht zur menschlichen Musik in 
keinem Bezug, da er unserer Scala nicht angepaßt werden kann. » VMS, p. 117-118. 日本語訳は渡辺護の訳書から
引用。エドゥアルト・ハンスリック、『音楽美論』、渡辺護訳、東京：岩波書店、1960 年、164~165 頁。フ








































                                                        
2011 VMS5, p. 120-121. 
2012 « Es gibt kein Naturschönes für die Musik. » Ibid., p. 121. 傍点強調は筆者による強調は原文では大型文字
による強調。 
2013 « Der Componist kann gar nichts umbilden, er muß Alles neu erschaffen. » Ibid., p. 122.  
2014 « [L’expression musicale] excelle à peindre par analogie de mouvement, les passion, et même jusqu’à un certain 
point les phénomènes de de la nature[…] » EMM, p. 271. 下線部は原文ではイタリック。この箇所は、明らかに
ハンスリックの以下の文を参照している。「降りくるふわふわとした雪、鳥の羽ばたき、上りくる太陽を音
楽として画くのは、類似した種類の聴感覚を生み出し、これらの現象との力動的な類似を認識することに
よってのみである。」« On ne peindra en musique des flocons de neige qui tombent, des oiseaux qui voltigent, le 
soleil qui se lève, qu’en faisant naître des sensations acoustiques d’un ordre analogue, ayant une affinité dynamique 
avec ces phénomènes. BM, p. 40. 
2015 « [C]’est bien par un sentiment d’imitation, et en se servant d’éléments très différents, que la sonorité se substitue 
à la lumière, pour donner approximativement aux auditeurs la sensation progressive du jour qui se lève peu à peu, 
puis du soleil qui resplendit et illumine l’horizon. Ces effets de crescendo habilement conduits, s’élevant 
graduellement du pianissimo le plus faible au fortissimo le plus formidable, ce dessin musical minuscule, qui va 
grandissant peu à peu, se répercutant, renforcé successivement par tous les timbres de l’orchestre, s’unissant à la 
puissance d’un chœur nombreux, fait image, donne une poétique illusion aux oreilles exercées, déjà prévenues par un 






































                                                        
2016 « […J]eder begriffliche lnhalt in Worten müßte gedacht werden können. » 傍点強調は原文では大型文字によ
る強調。VMS5, p. 137.  
2017 Ibid., p. 16-17. 
2018 « [D]as Lieben und Zürnen aber trägt nur unser eigenes Herz in sie hinein. » Ibid., p. 17.「愛や怒りはしかし、
我々自身の心がその［音楽］の中に運び入れているだけなのである。」 
2019 « Ein bestimmtes Gefühl (noch mehr eine Leidenschaft und ein Affect) existirt als solches niemals ohne einen 
wirklichen historischen Inhalt, der eben nur in Begriffen dargelegt werden kann. »「一定の感情（さらには情熱、
情緒）はただ概念をもってのみ説明されうるような現実的で歴史的な内容なしには決して存在しない。」 
2020 « [Die Begriffen] außer dem Gestaltungsbereich der Musik liegen. », VMS5, p. 19. 
2021 Ibid., p. 21. 
2022 « Der Inhalt der Musik sind tönend bewegte Formen. », VMS5, p. 45. 























（thätige Ausströmung eines künstlerischen Geistes）」とみた場合、それは音楽的印象に類似し
たものとなり、万華鏡が次々に生み出す単なる模様の変化の様態が「芸術的創造精神の直接












                                                                                                                                                                  
passionnées, héroïques, nous inciter au courage par ses accents énergiques, par ses rhythmes [sic] décidés, elle fera 
écho à notre douleur par ses chants plaintifs, par ses harmonies imitatives, mais n’ayant pas de caractère parfaitement 
déterminé, spécial, elle sera impuissante à exprimer d’une manière rigoureusement exacte ce que la parole seule peut 
indiquer, elle ne peut ni raconter ni peindre avec précision ; son expression est vague, indéterminée. » EEM, 
p. 277-278.  
2024 Cf.本論文 4-4-3-1. Ibid., p. 275. 
2025 « Als Inhalt der Musik hat man ziemlich einverständlich die ganze Stufenleiter menschlicher Gefühle genannt 
[…] » VMS5, p. 16-17. 
2026 EEM, p. 261. Cf. 本論文 4-1-1。 
2027 VMS5, p. 45-46. 

























                                                        
2029 フランスにおける器楽の自律性概念に関して、ハンスリックとマルモンテルの間に音楽著述家シャル
ル・ボーキエが存在することを指摘しておく。M. E. ボンズが指摘しているように、彼が『音楽における哲
学』（Charles BEAUQUIER, Philosophie dans la musique, Paris, Germer Baillière, 1865）で示した器楽観には、
感情美学、感覚論を批判し、形式的ダイナミズムに音楽の本質を見出している点でハンスリックの影響が




械的な側面――である限りにおいてである（[…si] les sons agissent sur les sentiments, c’est de la façon la plus 
générale, la plus abstraite, en tant que le sentiment est du mouvement, c’est-à-dire par le côté purement mécanique du 
son.）」「一曲の交響曲は、聴覚の領域にあっては数々の線が運動する巨大な装飾的絵画に他ならない［…］。
（Une symphonie n'est donc autre chose, dans la sphère de l'oreille, qu'un vaste tableau décoratif dont les lignes sont 
en mouvement […].）」）Cf. Charles BEAUQUIER, op.cit., 191 et 197. 
2030 VMS5, p. 45. 
2031 エドゥアルト・ハンスリック、前掲書、76 頁。ドイツ語の原文は次の通り。« Eine vollständig zur 
Erscheinung gebrachte musikalische Idee aber ist bereits selbstständiges Schöne, ist Selbstzweck und keineswegs erst 
wieder Mittel oder Material zur Darstellung von Gefühlen und Gedanken » Ibid.  
2032 前掲書、48 頁。« Was die Instrumentalmusik nicht kann, von dem darf nie gesagt werden, die Musik könne es ; 
denn nur sie ist reine, absolute Tonkunst.» VMS5, p. 27. 
2033 « La musique vit d’elle-même, de sa propre substance, de ses idées, des effets qui lui sont particuliers. C’est un 
art à la fois sensualiste [...] Un fait positif établissant que la musique peut vivre de sa vie propre, c’est le nombre 
considérable de compositions instrumentales écrites par des maîtres de premier ordre, et ne relevant que de l’élément 
euphonique; les phrases et pensées musicales peuvent être nobles, élégantes, très caractéristiques, sans devoir leur 
beauté, leur expression, leur perfection à des sentiments étrangers à l’art. » EEM, p. 262-263. 
2034 « […] le beau en musique est un principe absolu, indépendant par l’idée, par la forme, des sentiments étrangers à 





バッハ、C. P. E. バッハ、ヘンデル、ハイドン、モーツァルト、ベートーヴェンであり、マ
ルモンテルによれば、彼らは「自身の芸術とは無縁の着想を音楽に翻訳することを念頭に置































                                                        
2035 « J.-S. Bach, Em. Bach, Haendel, Haydn, Mozart et Beethoven lui-même ont écrit leur musique de chambre, la 
plupart de leurs grandes œuvres instrumentales, sans penser à traduire en musique une pensée étrangère à leur art. » 
Ibid., p. 272. 
2036 « [I]l serait contraire à ma pensée de conclure que je n’admets pas un beau spécial, particulier à la musique, en 
dehors de l’expression des sentiments. Ce beau idéal existe depuis des siècles ; un nom immense le résume : J.-S. 
Bach. Cet homme colossal, absolu, n’a jamais cherché dans l’expression des sentiments, excepté pour en plaisanter 
musicalement (1) des sujets propres à inciter son imagination, sa merveilleuse fécondité. […C]e génie sans pareil a 
tout inventé, tout trouvé, les pensées mélodiques les plus exquises, les harmonies les plus audacieuses, la grâce, le 
charme, l’élégance, l’idée, la forme, le fond, il a tout mis en œuvre ; depuis le naïf jusqu’au sublime, et cela sans 
jamais se préoccuper que d’écrire de la musique sans alliage d’autres sentiments. [Note 1] Adieux, départ, 
lamentation des amis, petite fantaisie amusante et drolatique écrite dans un jour de gaieté. » Ibid., p. 263-264. 
2037 « An die Darstellung eines bestimmten Inhaltes denkt der Tonsetzer nicht. » VMS5, p. 56. 第 6 版（1881）以降






























                                                        
2038 EEM, p. 149. 原文から引用されたのは次の一文である。« Dès que la musique n’est pas le but, mais un 
moyen pour nous amener à un état moral déterminé, elle devient accessoire et cesse d’agir en art pur, libre, 
indépendant. »（「音楽が目的ではなく我々をある規定の道徳的状態へと導く手段となるや、それは付随的な
ものとなり純粋で自由で独立した芸術として振る舞うことを止める」）バヌリエ訳のフランス語原文は右の
通り « Dès que la musique n’est plus qu’un moyen de nous amener à un certain état moral, elle prend rang parmi les 
accessoires, les décors, et cesse d’agir comme art pur. »（「音楽がもはや我々をある気分へと導く手段でしかなく
なるや、音楽は付随的で装飾的な位置を占め、純粋な芸術として振る舞うことを止める。」）BM, p. 100. 
2039 エドゥアルト・ハンスリック、前掲書、137 頁。Cf. VMS, p. 95. 
2040 同前、138 頁。Cf. Ibid., p. 96. 
2041 「『芸術的享受』という語が的確に表現するように、美に相応するのは享受であって甘受ではない」 
« Dem Schönen entspricht ein Geniesen, kein Erleiden, wie ja das Wort "Kunstgenuß" sinnig ausdrückt. » Ibid., 
p. 105. 渡辺訳では文脈を考慮して « Erleiden »を「感情耽溺」と訳している。Cf. エドゥアルト・ハンスリ
ック、前掲書 149 頁。 
2042 エドゥアルト・ハンスリック、前掲書、150 頁。Cf. VMS5, p. 106. 
2043 同前、138 頁。Cf. VMS5, p. 96. 
2044 同前、137 頁。Cf. Ibid., p. 95. « […] künstlerischen Moment, das ja aus dem Geiste kommt und an den Geist sich 
wendet. » 
2045 Cf. Ibid., p. 97. 



































                                                        
2047 « Avoir le sentiment juste des beautés d’une œuvre musicale que l’on entend pour la première fois, demande de 
la part de l’auditeur une certaine activité d’esprit, une éducation spéciale de l’oreille qui permette un échange rapide 
d’idées et d’impression. » EEM, p. 147. 
2048 エドゥアルト・ハンスリック、前掲書、150 頁。Cf. VMS5, p. 106. « Es versteht sich, daß dieses intellectuelle 
Hinüber - und Herüberströmen, dieses fortwährende Geben und Empfangen, unbewußt und blitzvoll vor sich geht. » 
2049 « Mais combien peu de dilettantes, ou réputés tels, sont en état de s’identifier avec la pensée du compositeur, de 
suivre l’idée première dans ses développements et ses transformations, en un mot, d’avoir la compréhension, en un 
mot, d’avoir la compréhension exacte de l’œuvre dans son ensemble et ses détails. 
   Écouter attentivement en analysant ses sensations, en suivant par l’imagination la création du maître, demande 
une volonté persistante parfois un certain effort intellectuel, mais la satisfaction vivace et la jouissance esthétique 
qu’une audition ainsi comprise, donne toujours à ce qui savent y recourir, leur fait vite oublier la fatigue légère causée 
par ce travail de concentration. » Ibid., EEM, p. 147. 





























                                                        
2051 « L’audition attentive analytique, d’une œuvre musicale de haut style procure au mélomane intelligent qui peut 
suivre en appréciateur délicat toutes les évolutions de la pensée du compositeur, des jouissances nobles et fortes, juste 
récompense de sa manière d’écouter. Pour la généralité des amateurs de musique, l’audition donne le plaisir matériel 
de sensations perçues, mais, pour l’artiste intelligent, entendre c’est comprendre. » EEM, p. 149. 
2052 エドゥアルト・ハンスリック、前掲書、138 頁。Cf. VMS5, p. 96. « Die Zahl derer, welche auf solche Art Musik 
hören oder eigentlich fühlen, ist sehr bedeutend. » 
2053 同前。 « […D]as Besondere jeder Tondichtung, das künstlerisch Individuelle seiner Auffassung entschwindet. » 
Cf. Ibid. 
2054 « S’abandonner passivement au plaisir d’écouter, à l’action physique de la musique, c’est percevoir une 
sensation, recevoir une impression ; mais le côté artistique, le sentiment raisonné, l’esprit d’analyse échappent à 
l’auditeur passif; il s’imprègne des ondes sonores comme du parfum des fleurs, sans prendre la peine ou mieux le 
plaisir de remonter à la source créatrice, à l’inspiration de l’artiste ; il ne fait aucun appel à l’esprit, au sentiment 
d’appréciation; pour lui c’est une jouissance toute matérielle, à laquelle l’esprit et l’intelligence n’ont aucune part. 
Pour ces auditeurs inconscients, incapables de se rendre compte des beautés d’une œuvre, la noblesse des inspirations, 
l’ingéniosité des combinaisons, la belle ordonnance d’une conception grandiose ou passionnée, l’effet produit, se 
réduisent à une sensation plus ou moins vive : cette audition passive procurera aux uns une vague et délicieuse rêverie, 
une sorte d’allanguissement [sic] magnétique, aux autres la douce ivresse des sonorités, un plaisir éthérisé, 
impressions plus pures et plus suaves que les sensations grossières ou malsaines des passions, mais qui certes sont 
bien éloignées de la satisfaction vive et profonde que donne à l’artiste l’admiration raisonnée et consciente d’un 
chef-d’œuvre. L’enthousiasme tout sensuel d’un dilettante ne peut être comparé à cette noble satisfaction de l’esprit et 




え間ない夢想（stetes Dämmern）」2056、「上等の葉巻（eine feine Cigarre）」、「刺戟的な味をも
つ珍味佳肴や温かい入浴（ein pikanter Leckerbissen, ein laues Bad）」2057、「アカシアの甘美な














                                                        
2055 マルモンテルにおける「花の香り」の比喩は『音楽美論』第 5 章で引用されるシェイクスピアの『十
二夜』の一節に由来していると考えられる。そこでは音楽が菫の香りに喩えられている。Cf. VMS5, p. 97. 
2056 エドゥアルト・ハンスリック、前掲書、140 頁。Ibid., p. 96. 
2057 同前。Ibid., p. 97.  
















（Société des Concerts français）として演奏会を開始していた2061。この団体は一年で解散し
たが、その後も学生オーケストラの演奏会は続けられた。こうした背景から 1811 年にはパ
リ音楽院ホールが建設され、1828 年にパリ音楽院演奏協会（Société des Concerts du 















が同様の演奏会用ホールを整備するのはその 19 年後、1860 年のことである。 
                                                        
2059 J.-M. フォケはフランスにおける演奏会専用ホールを次のように定義している。「器楽、演出のない声
楽の公開演奏のために特別に建設、整備された建物」。J.-M. FAUQUET et Laure SCHNAPPER, « Salle de 
concert », DMF, p. 1 113. 
2060 コンセール・スピリチュエルは、1725 年、ルイ 15 世の宮廷楽団のオーボエ奏者フィリドール Anne 
Danican Philidor（1681~1728）によって設立された。その目的は、カトリックの祭日に娯楽的なオペラに代
わって宗教的作品を演奏することにあった。 
2061 Henri de CURZON, L’histoire et de la gloire de l’ancienne salle du Conservatoire de Paris (1811-1911), Paris, 
Éditions Maurice Senart et Cie, 1917, p. 18. 
2062 Laure SCHNAPPER, Henri Herz, magnat du piano : La vie musicale en France au XIXe siècle (1815-1870), 
Paris, Éditions EHESS, 2011, p. 211. 
2063 Ibid. 
2064 Anonyme, « Nouvelles », La France musicale, 12 août 1838, p. 263. 実際の席数は平土間に 308 席、周囲を
取り囲むように配置された 360 席で合計 668 席だった。Cf. J.-M. FAUQUET et Laure SCHNAPPER, op. cit., 





































                                                        
2065 例えば 1838 年にパリを訪れたテオドール・デーラ Théodor DOEHLER（1817~1856）は、同年 4 月 13
日にパリ音楽院ホールで行われたパリ音楽院演奏協会のコンサートに出演した 4 日後、当時イタリア・オ
ペラの劇場として利用されていたヴァンタドゥール座の演奏会の主役を務めタールベルクと共演した。Cf. 
Henri BLANCHARD, « M. Doehler », RGM, 5e année, n° 16, le 22 avr. 1838, p. 168. 
2066 吉田寛「聴衆とは何か―ハンスリックの音楽批評と公共的演奏会活動」、『美学』、50/1、1999 年、32 頁。 
2067 Cf. 本論文 III-2-2-3。 
2068 Cf. 本論文 2-2-2 参照。 
2069 François-Joseph FÉTIS, « Que peut-on faire pour améliorer la condition des jeunes compositeurs et pour porter 
remède à la décadence de la musique ? », RGM, 25e année, n° 4, le 24 janv. 1858, p. 25-27 ; n° 6, le 7 fév. 1858, 

























                                                        
2070 « Il est une triste vérité qui frappe les yeux les moins clairvoyants ; si pénible qu’il soit de l’avouer, o
n ne peut se soustraire à son évidence : la musique, que dis-je ? tous [sic] les arts sont dans une période d
e décadence! Elle ne sera que momentanée, espérons-le du moins ; mais elle est flagrante. Où en est la litté
rature d’imagination ? Où en est le théâtre? Où en est la peinture, après l’exposition monstrueuse de 1857, 
après ce tohu-bohu d’extravagances où l’on remarquait à peine quelques bons tableaux au milieu de cette m
ultitude de négations de la forme, de la vérité, de l’élévation de la pensée et du sentiment ? Où est l’idéal 
du beau en musique, dans l’abus des formules de tout genre qui se substituent à l’idée, à la puissance créa
trice ? Tour à tour les grands artistes ont disparu ou terminent leur carrière ; le respect pour leurs œuvres s’
affaiblit de jour en jour ; l’étude sérieuse, longue, patiente, qui avait développé leurs heureuses facultés, est 
dédaignée par des jeunes gens qui, se croyant doués d’une organisation supérieure, ne veulent pas de ce qu’
on apprend et n’ont de penchant que pour l’art facile. » Ibid., p. 25-27. 1857 年の展覧会とは、この年の官展
（Salon）を指していると思われる。写実主義を標榜するクールベ Jean Désiré Gustave COURBET（1819~
1877）はこの年の官展で、《セーヌ河畔の娘たち（夏）Les demoiselles des bords de la Seine (Été)》と題す
る、河畔に寝そべる娼婦を描いた大型の油彩画を出品しスキャンダルを引き起こした。この作品を所蔵す
るパリのプチ・パレの下記サイトを参照。http://www.petitpalais.paris.fr/fr/collections/les-demoiselles-des-bords
-de-la-seine-ete（2015 年 9 月 3 日アクセス）。 
2071 « Depuis quelques années l’enseignement du piano a pris une extension considérable. Autrefois l’étude de la 
musique était regardée comme le privilége [sic] d’une éducation brillante. Aujourd’hui il n’en est plus ainsi. Dans 
tous les rangs de la société dans presque toutes les conditions de fortune, une jeune personne doit savoir jouer du 
piano. 
 Le nombre des professeurs, assez restreint il y a peu de temps encore, a dû s’accroitre avec celui des élèves et 
tend chaque jour à s’accroitre davantage. Une carrière si largement ouverte devait éveiller l’ambition de tant de 
personnes qui demandent au travail d’honorables moyens d’existence. De là une impulsion nouvelle, de là un désire 
très-répandu dans les classes moyennes : celui de se créer de fructueuses ressources par l’enseignement du piano. » 
EP, p. 1-2. 


















ド・ミュジック・クラシック（Concerts populaires de musique classique）」を設立し、更に幅
広い階級の市民が入場できる、新しい聴取の場を設けた。本拠地となったシルク・ナポレオ
ン（Cirque Napoléon）は、職人や小ブルジョワの住むマレ地区付近に建造された約 5000 席
を擁するサーカス場で、「若手芸術家演奏協会」のシリーズよりもさらに安い入場料2077で古
今の管弦楽作品を人々に提供し、熱狂的に迎えられた 2078。この団体による演奏会は、1874
                                                        
2073 « Celui-ci [piano] est aussi l’hôte des restaurants des petits cabinets où l’on soupe, et des caffés. Il est admis 
parfois à l’orchestre, non seulement dans les salons des riches, mais aussi dans les salles ouvertes au public. » Danièle 
PISTONE, Le piano dans la littérature française des origines jusqu’en 1900, thèse de doctorat, université Paris IV, 
1973, p. 81. 
2074 D.Kern HOLOMAN, The Société des Concerts du Conservatoire 1828-1967, Berkeley, University of California 
Press, 2004, p. 98-99. ここでは二人娘をもつアブネック夫人が夫の没後、直系の子孫だけに譲渡されるよう座
席の権利を弁護士に委ねたこと、やオーボエ奏者のフォークトの娘が座席の待機リストに記載される際優
遇を受けていたことなど複数の事例が報告されている。 




HIMELFARB, « Le foyer d’art de Pierre-Joseph-Guillaume Zimmerman : un salon de pianistes dans la 
Nouvelle-Athènes sous Louis-Philippe », La maison de l’artiste : construction d’un espace de représentations entre 
réalité et imaginaire (XVIIe-XXe siècles), série : Art & société, Rennes, Presses Universitaires de Rennes, 2007, 
p. 171. 
2076  1815 年から 1848 年までのパリの社交、とくにサロンに関する研究は下記を参照。Anne 
MARTIN-FUGIER, La vie élégante ou la formation du Tout-Paris : 1815-1848, Paris, Librairie Arthème Fayard, 
1990, Paris, Perrin, 2011. サロンにおける音楽については次の箇所に詳しい。Ibid., p. 414-421. 
2077「コンセール・ポピュレール・ド・ミュジック・クラシック」は 2.5 フラン、1.25 フラン、0.75 フラン
であった。これは「5 フランと 3 フランの席しかなかった」という若手芸術家演奏協会の入場料よりもはる
かに安い。Cf. 浅井香織、『音楽の〈現代〉が始まったとき――第二帝政下の音楽家たち』 東京、中央公
論社、1989 年、243 頁。浅井はコンセール・ポピュレールのコンサート入場料のもっとも高い席に 5 フラ
ンの席を含めているが、少なくとも第 1 回演奏会に関する記事を出した『ル・メネストレル』誌と『ルヴ
ュ・エ・ガゼット・ミュジカル』誌の報告を見る限り、5 フランの席については記載がない。Cf. P. S. [Paul 
SMITH], « Concerts populaires de musique classique au Cirque Napoléon », RGM, 28e année, n° 44, le 3 nov. 1861, 




年にコロンヌが始めたシャトレ演奏芸術協会（Association artistique des concert du Châtelet, 
通称：Concerts Colonne）の演奏会シリーズと競合しながら 1884 年まで続いた。 
 コンセール・ポピュレールが新しい器楽の聴衆の獲得という文脈において、画期的な意味










                                                                                                                                                                  
否定的なものの双方がある。『ル・メネストレル』誌上に批評を書いた A. メローは、大衆に古典音楽享受
の機会が開かれたことを歓迎している（Cf. Amédée MÉREAUX, Premier concert populaire de musique 




みな何事かをしたことに賛辞を贈ろう。（[N]ous en augurons bien pour la suite, et nous ne perdrons pas notre 
temps à déduire toutes les conséquences que cette création peut amener. En attendant, félicitations M. Pasdeloup 
d’avoir osé quelque chose d’inattendu, d’habile.）」（Paul SMITH, op. cit., p. 364.）このように、パドルーの最初
の試みが厳格な音楽家や熟練の批評家の歓迎を受けたと見るのは今日一般的な見方である（Cf. O. 

















だ、と。« Il s’agissait de savoir si le grand nombre serait du même avis que le petit : si les chefs-d’œuvre les plus 
vastes et les plus élevés seraient compris d’une multitude qui n’avait jamais pu en approcher. M. Pasdeloup a pensé, 
lui, qu’au point où l’éducation musicale de notre cité parisienne était arrivée, on pouvait en hausser le niveau, et faire 
changer de classe à ces innombrables élèves qui sortent de nos orphéons et remplissent les Sociétés chorales, sans 
compter bien d’autres étudiants et amateurs, dont la musique est aussi devenue la récréation ou la passion. » Cf. Paul 
SMITH, op. cit., p. 346. ここでは、浅井が読み取った大衆に対する批評家に対する疑念は表明されておらず、
パドルーの信条が客観的に紹介されているだけである。 
2079 « […C]e plaisir élevé dans lequel le travailleur trouve un agréable délassement, l’oubli de ses fatigues et de ses 
peines, et les bienfaits[…]. » Amédée MÉREAUX, « Premier concert populaire de musique classique (Cirque 
















 第 1 回の演奏会では、ヴェーバーの《オベロン》序曲、ベートーヴェンの《田園交響曲》、
メンデルスゾーンの《ヴァイオリン協奏曲》（ソロを担ったのはベテランのアラール Delphin 
ALARD（1815~1888）、ハイドンの《賛歌》2081が上演された。メローによれば、聴衆は「あ








で演奏された傑作（Chefs-d’œuvre exécutés aux concerts populaires）』と銘打ったオーケストラ
                                                        
2080 « Cette vulgarisation, si bien assurée à la musique vocale, il était temps de la donner aussi à la musique 
instrumentale. Il y avait là une mission délicate à remplir. Les instruments se font comprendre des masses moins 
facilement que la voix. Fallait-il, d’après des préjugés trop accrédités, essayer encore ce qu’on a bien voulu appeler 
“mettre la musique instrumentale à la portée des masses”, c’est-à-dire la faire commune et banale sous prétexte de la 
rendre populaire ? Fallait-il aux masses, que le goût inné de la musique amènerait en foule à ces concerts, offrir 
l’audition de plates symphonies, de pois-pourris décorés des noms de fantaisies ou caprices, de valses, de polkas, 
entremêlées de chansonnettes comiques ? Fallait-il, pour les concerts, se traîner sur les errements suivis pour les 
spectacles, et réserver aux concerts populaires la musique triviale et de bas comique, comme on réserve le crime et la 
charge aux théâtres de second ordre ? Non, cent fois non ! et M. Pasdeloup a droit à toutes les félicitations possibles, 
pour avoir compris aussi dignement qu’il l’a fait la question des concerts populaires, et la mission de l’artiste qui 
entreprenait de les organiser. » Ibid., p. 386.  
2081 この曲はおそらく《弦楽四重奏》作品 76-3〈皇帝〉の第 2 楽章である。この作品は 60 年代「オースト
リア賛歌」として知られ、1867 年 3 月 10 日に行われたパリ音楽院演奏協会の演目にも取り上げられ、弦楽
オーケストラで演奏されている。『ルヴュ・エ・ガゼット・ミュジカル』誌はその知名度を次のように書い
ている。「民衆的演奏会のおかげで、この魅力と学識ある傑作を人は今では諳んじている（いくらかの食傷
気味になった人々は、この曲を余りに知りすぎていることを嘆いてさえいる）。」  « Le célèbre Hymne 
autrichien de Haydn, ce chef-d’œuvre de grâce et de science qu’on sait maintenant par cœur, grâce aux concerts 
populaires (quelques gens blasés se plaignent même de trop le connaître). Anonyme « Concert et auditions musicales 
de la semaine », RGM, 34e année, n° 11, le 17 mars 1867, p. 85.  
2082 « [Les deux heures…] qu’on peut regarder comme le point de départ d’une nouvelle ère de propagation pour la 






































                                                        
2083 Cf. Franz PAZDÍREK, Manuel universel de la littérature musicale; guide pratique et complet de toutes les 
éditions classiques et modernes de tous les pays, vol. 10, Paris, Costallat, 1904, p. 313-314. 
2084 シルク・ナポレオンの音響は決してよくはなかったにせよ、パドルーの指揮とオーケストラの技術は
高かったことは『ルヴュ・エ・ガゼット・ミュジカル』誌でも報告されている。Cf. Paul SMITH, op. cit., p. 346. 
2085 EP, p. 50-51. « On constate fréquemment chez les jeunes élèves tout à la fois une heureuse mémoire et beaucoup 
de difficulté pour lire la musique. Souvent l’oreille retient ce que les yeux et les doigts n’ont pas encore appris. Il en 
résulte des inexactitudes sans nombre et des inconvénients qui doivent tenir sans cesse le professeur en éveil. Il ne 
saurait donc trop répéter aux élèves qu’il faut jouer très-bien avec la musique avant de chercher à jouer par cœur ; 
qu’il faut apprendre et non retenir ! qu’il faut pour cela comparer les phrases, les traits les formules ; constater les 
analogies ou les dissemblances ; se créer des points de repère, en un mot analyser ce que l’on exécute. » 
 719 
 




































                                                        
2086   « Mais avant tout d’avoir acquis cette fermeté de style qui fait partie de l’individualité, tout compositeur 
procède d’un maître, d’un modèle qui pour lui est l’expression du beau idéal 
[…]  
   Tous les musiciens qui aiment ce qui est beau et bien, sans préoccupation d’école ou de nom, partageront 
certainement notre opinion » A,-F. MAROMONTEL, « Tablettes du pianiste et du chanteur. Georges Mathias et ses 
œuvres », Le Mén., 27e année, n° 46, le 14 oct. 1860, p. 364-365. 














している。さらに、プラトンの言として引用される「美は真の光輝である（le beau est la 


















                                                        
2088 « La forme passe : le fond reste. — Le beau est de toutes les époques : le beau est impérissable. — Voilà ce qui a 
été dit et répété cent fois par tous les esprits supérieurs qui ont étudié l’histoire et la philosophie de l’art musical. 
Qu’est-ce que le beau ? — La philosophie de l’art, par l’organe de Platon, dit : le beau est la splendeur du vrai. » 
Amédée MEREAUX, « Les clavecinistes (De 1637 à 1790), Œuvres choisies, classées dans leur ordre chronologique, 
revues, doigtées et exécutées avec leurs agréments et ornements du temps, traduits en toutes notes », Le Mén., 30e 
année, n° 2, le 14 déc., 1862, p. 12. 
2089 「美は真の光輝である」というフレーズは、この通りの表現ではクーザンのプラトン訳には現れない。
この表現は、おそらく『パイドロス』（250a-250b）に述べられる内容、すなわち人間の霊魂があの世で真
実在をみており、その時目撃した美は「燦然と輝いていた（La beauté était toute brillante）」ということを端
的に表現したものである。Platon, « Phèdre, ou de la beauté », Œuvres de Platon traduites par Victor Cousin, t. 5, 
Paris, Rey et Belhatte, 1851, p. 56-57. このフレーズは 19 世紀の知識人たちによって頻繁に引用されたもので、
1862 年 8 月 4 日にパリ音楽院の授賞式で行われた国務大臣ヴァレフスキの演説にも変形した形で現れてい
る。彼は「プラトンが述べたように美が善の光輝であり威光であるなら、まずは善を探究しよう、そこか
ら美を放射せしめるために（Si le beau est la splendeur et le rayonnement du bien, comme l’a dit Platon, cherchons 
d’abord le bien pour en faire rayonner le beau.）」と述べ、「真」を「善」に置き換えている。 


































                                                        
2091  « Il faut donc, pour découvrir le beau, chercher d’abord le vrai. Pour trouver le vrai dans les œuvres 
instrumentales des dix-septième et dix-huitième siècles, il ne suffit pas de supprimer les ornements et de prendre la 
note simple sous les signes d’agréments, qui d’ailleurs la laissent à découvert, il faut encore, en étudiant la théorie et 
la signification des agréments, arriver à comprendre quelle était la pensée de l’auteur en créant son œuvre, quelle était 
son intention en ornant sa mélodie et quelle était aussi la manière dont il devait l’exprimer et dont, pour réaliser cette 
expression, il devait unir les agréments au chant de façon à en faire un tout artistique et musical. 
   Pour parvenir à cette intelligence des compositions et de l’exécution des clavecinistes, intelligence qui devait me 
révéler la vérité et d’après la vérité le BEAU, j’ai consulté parmi les modernes ceux qui se sont le plus préoccupés de 
la tradition et de la transmission du beau réel dans l’art. » Amédée MÉREAUX, « Les clavecinistes (De 1637 à 1790), 
Œuvres choisies, classées dans leur ordre chronologique, revues, doigtées et exécutées avec leurs agréments et 
ornements du temps, traduits en toutes notes », Le Mén., 30e année, n° 2, le 14 déc., 1862, op. cit. 
2092 Ibid., p. 13. 
2093 « Je ne suis nullement exclusif et j’admire le vrai, j’admire le beau partout où il se rencontre, quelle que soit 
d’ailleurs l’école à laquelle il appartient. » F. LE COUPPEY, op. cit., p. 20. 
2094 AN, AJ 37/283 ; AJ 37/284 ; AJ 37/287. 
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表 III-6-1. ル・クーペのクラスにおける定期試験の選曲方式 
（1873 年 1, 6 月、1875 年 1 月、1880 年 1 月、1881 年 6 月） 
N.B. 史料：AN, AJ 37/283, 287, 
試験日 試験曲 




 - 1700~1750 年／1750~1800 年／1800~1850 年／現代
（Epoque actuelle） 
1875/1/22 2 曲の自由な組み合わせ 
1880/1/30 任意の 1~2 曲 
1881/6/21 
バッハ《平均律クラヴィーア曲集》からフーガ 1 曲 
任意の作品 1～2 曲 
 
 この 5 回のうち、3 回はバッハの《平均律クラヴィーア曲集》から抜粋されたフーガが課
されている。その中でも注目すべきは、1873 年 6 月に行われた試験である。この試験では、
（おそらくは）ル・クーペによって設けられた 5 つのカテゴリーに従って選曲が行われてい
る。最初の 2 つはジャンルに注目したカテゴリーで、フーガと練習曲（ここには前奏曲も含




 次頁の図 III-6-1 は、ル・クーペの生徒の 1 人、タラヴァン嬢 Mlle TARAVANT が準備した




















                                                        
2095 Cf. Anonyme, « Nouvelles diverses », Le Mén., 23e année, n° 26, le 25 mai 1856, p. 4. 
2096 « […N]ous avons bon nombre de partisans de la muse classique, surtout parmi les pianistes, qui ne jurent que par 
Bach, Couperin-le-grand, Haendel, etc., etc. M. Le Couppey fait de leurs œuvres la base de son enseignement du 





が分かる。1873 年 6 月の試験は 15 年以上に亘り関心を持ち続けた歴史的レパートリー探究
をピアノ科の教育の枠組みにもち込んだ例として特筆される。 
 
図 III-6-1. 1873 年 6 月 11 日に行われたル・クーペのクラスの定期試験曲目で 
J. タラヴァン嬢が準備した曲の記録 
N.B. 史料：AN, AJ 37/283 
 
                                                                                                                                                                  
titre de Séance de musique historique depuis le seizième siècle jusqu’à l’époque actuelle, dans laquelle il a été joué 
trente-cinq morceaux. Mérulo, Frescobaldi, Chambonnières, Couperin, Rameau, Scarlatti, Haendel, Bach, Haydn, 
Clémenti, Mozart, Dusseck, Steibelt, Beethoven, Cramer, Hummel, Field, Ries, Weber, Moscheles, Schubert, 
Mendelssohn, Chopin, Thalberg, Schulhoff, Heller et Herz ont fait les frais de ce plantureux programme […] » Henri 
Blanchard, « Concert. Matinées et soirées musicales. », 23e année, no 20, 18 mai 1856, p. 1. 
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表 III-6-2. 1873 年 6 月 11 日に行われたル・クーペのクラスの定期試験曲目 
N.B. 史料：AN, AJ 37/283 
 
生徒名 Mlle BALUTET Mlle MANOTTE Mlle DANDEVILLE 














































































トッカータ 11 - 
1800-1850 シューマン 幻想小曲集 12 V 
カルクブ
レンナー 












             
生徒名 Mlle DECAGNY Mlle POTTIER Mlle MÉGE-BENON 
フーガ バッハ 
平均律クラヴィー














練習曲 モシェレス 練習曲集 70 I ショパン 練習曲集 10 XII ヘラー 24 の前奏曲 82 III 
1700-1750 ヘンデル 
クラヴサン組曲第 1






ソナタ [K 113] - ヘンデル 
クラヴサン組曲第












[H 75] I 
モーツァ
ルト 




無言歌集 30 VI 
ベートーヴ
ェン 
ソナタ 22 III 
ヴェーバ
ー 
ソナタ第 2 番 39 III 










生徒名 Mlle DE PRESSENSÉ Mlle TARAVANT Mlle CHAUCHERAU 
フーガ バッハ 
平均律クラヴィー
















































28 III  
ベートーヴ
ェン 
ソナタ 31-2 - 
ベートー
ヴェン 










ロマンス変奏曲 - - 
             
生徒名 Mlle RABUTEAU Mlle DEBILLEMONT Mlle PENAU 
フーガ バッハ 
平均律クラヴィー


















- XXXIII チェルニー 練習曲 ? ? 
カルクブレ
ンナー 
12 の練習曲 108 III 
1700-1750 ヘンデル 
クラヴサン組曲第 1















1750-1800 ドゥシーク ソナタ 43 I モーツァルト ロンド [K 511] - 
モーツァル
ト 
幻想曲 [K 475] - 
1800-1850 ヴェーバー 華麗なロンド 62 - ショパン 幻想曲＝即興曲 66 - 
ベートーヴ
ェン 
















 この試験でル・クーペの生徒が準備した作品の作曲家は、総勢 33 名に上る。次の表に、
作曲家とその記録件数をカテゴリー別に示す（表 III-6-3）。 
 
表 III-6-3. ル・クーペの生徒が 1873 年 6 月の試験で準備した作品の作曲家 
N.B. *は 1870 年代においてこの試験でのみ記録された作曲家を示す。 
 
区分 作曲家 記録件数 
 
区分 作曲家 記録件数 






























































    
C. P. E. バッハ* 1 




デル、バッハ、ベートーヴェンはそれぞれ 4 件以上が記録されてはいるが、過半数の 25 名









                                                        
















次の表に、1863 年 6 月の教授報告でこれらの言葉が用いられた評価文を抜粋する。 
 
表 III-6-4. 1863 年 6 月の教授報告における「知性（intelligence）」、 
「知的（intelligent/e）」の用例2091 
N.B. 太字強調は筆者による。 
クラス 生徒名 教授の評価 邦訳 
マチアス 
Suiste 
Cet élève intelligent, et ne manque pas 
de goût. Doigts faibles, travail inégal. 







Cavalier ira bien. Ce n’est encore qu’un 
véritable enfant, mais les doigts tout 
bons, et il est à présumer que 
l’intelligence se développera. Il a fait de 













Intelligent et zélé. Encore beaucoup à 
faire pour réformer sa manière de jouer. 
Il en est à sa dernière année. - Mérite 






Jeu un peu faible; mais elle est 









Grande intelligence, élève zélée et 







                                                        
2089 EEM, p. 428. 
2090 Ibid. 








試験日 生徒名 教授の評価 邦訳 
1865/6 コルバーズ 
Très bon élève, nature intelligente et 
fine. Bon lecteur. A fait de sensibles 






Fantaisie chromatique de Bach 





Chopin Rondeau op. 16 
Véritable tempérament d’artiste[.] 





Ronde de Weber 
Bon élève, intelligent, studieux. Mais 
un peu brouillon et étourdi. Devrait 





Concerto en ré de Mendelssohn 
a renoncé de son étourderie et prit gout 
[sic] au travail[.] je suis content de ses 





Variation d’Heller, sur un thème de 
Schumann 
étudie beaucoup mieux[.] moins 
emporté que par le passé. Intelligent[.] 
Deviendrait un artiste qu’il veut 


















                                                        
2092 AN, AJ 37/279 ; 284 ; 285 ; 287. 
2093  « Cher Marmontel, je l’entends encore affirmant : « Vous voyez que mon enseignement ne nuit pas au 
développement intellectuel de l’artiste ni au développement de son goût ! » Théodore DUBOIS, Souvenirs de ma vie, 
présentés et annotés par Christine COLLETTE-KLÉO, Lyon, Symétrie, 2009, p. 29. 
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2094 L’esthétique est la science du beau, l’étude est le sentiment du vrai : c’est l’esthétique, ai-je dit, qui doit présider 
au maintien, au choix, aux modifications bien appropriées, des ornements dans les œuvres des clavecinistes. C’est 
donc sur l’esthétique que repose la doctrine dont je vais développer les principes, pour fixer, autant que cela est 











図 III-7-1. A. メローによる「クラヴシニスト」の作品、演奏に関する諸概念の分類図 
 
                                                                                                                                                                  
idées. 
   Toutefois, cette doctrine doit aussi être basée sur la connaissance du style, des tendances et des formules de tous 
les compositeurs dont il s’agit de bien faire comprendre les œuvres. En effet, selon le genre et le caractère de l’œuvre, 
le même agrément peut être rendu différemment chez plusieurs auteurs et même dans plusieurs pièces du même 
auteur, et, pour bien déterminer cette différence, il faut avoir recours à la logique de l’art. Aussi, afin d’arriver avec le 
plus de facilité et de certitude possible à l’accomplissement de mon œuvre de vulgarisation, ai-je procédé par 
l’analyse des éléments de l’art pour former les synthèses de ses produits : j’ai fait l’analyse des styles, qui m’a donné 
la synthèse des écoles. » Amédée MÉREAUX, « Les clavecinistes (De 1637 à 1790), Œuvres choisies, classées dans 
leur ordre chronologique, revues, doigtées et exécutées avec leurs agréments et ornements du temps, traduits en toutes 




























































J. S. バッハ 
G. F. ヘンデル 
律動的様式 
 
L. クープラン―J. S. バッハ 




シャンボニエール―J. S. バッハ 












ハイドン、モーツァルト、クレメンティが彼の後継者となった。後継者たちは、18 世紀末にピアノの 2 流派の長
となった。 













































                                                        
2096 « Il ne faut pas confondre composition avec création.－Création, c’est l’œuvre spontanée du génie naturel, sans 
le concours nécessaire de la science: c’est l’invention mélodique qui peut s’arrêter à l’émission simple d’une pensée 
musicale; ce qui arrive souvent.－Composition, c’est l’œuvre du génie fécondé par la science. Composer, c’est 
coordonner ses idées pour en faire un tout vraiment artistique. (Componere, assembler, disposer ensemble.) » Ibid. 
2097 « J’ai placé sous le même élément (sentiment) le style orné et le style expressif: en effet, on peut dire que 
l’ornementation est une exubérance d’expression. Nous en avons la preuve chez les chanteurs italiens qui sont 
toujours enclins à broder les mélodies qu’ils sentent si vivement, tandis que les chanteurs du Nord, moins chaleureux, 





めである。」 « Quelquefois l’auteur indique la phrase musicale qui doit être liée, mais lorsqu’il abandonne le choix 
du legato ou du staccato au goût de l’exécutant, il vaut mieux s’attacher au legato et réserver le staccato pour faire 
ressortir certains passages, et faire sentir, par un contraste amené avec art, les avantages du legato » Jean-Louis 
ADAM, Méthode de piano du Conservatoire, adoptée pour servir à l’enseignement dans cet établissement, Paris, 
Imprimerie du Conservatoire de Musique, 1804, p. 151. 「レガート様式」がマルモンテルやメローによって多















































2100 « Le style, mode d’expression individuel, caractérisant le sentiment intime, colorant d’un ton particulier la 






































                                                                                                                                                                  
l’étude comparée des maîtres, qu’on acquiert cette précieuse qualité. » EEM, p. 107. 
2101 « Le style n’est pas le génie, mais l’enveloppe brillante qui sert à le faire valoir. L’attribut du génie est le don de 
créer ; le style est l’art de bien dire. Le génie donne la vie, le style donne la forme. Le caractère du génie est dans 
l’invention, celui du style dans l’habileté du travail. […] L’inspiration est spontanée, c’est le trait de feu que fait jaillir 
le génie ; tandis que, pour acquérir la beauté de style, il faut une longue et lente culture. Le travail, la réflexion 
peuvent seuls développer ce genre de mérite. » ACMP, p. 90. 
2102 « Il [le style] peut s’assimiler tous les sentiments, mais, pour prendre une autorité véritable, il sera l’expression 
imagée, poétique, des grandes passions, des aspirations élevées. L’art pur choisira toujours ses modèles parmi les 
types les plus beaux, et reproduira la nature en l’idéalisant. Le musicien qui crée une œuvre de haut style, visant le 











 彼によれば、想像力によって「情熱、衝動、表現の真実味（la chaleur et l’élan, la vérité 
expressive）」と表現される着想の性質と、「優雅な輪郭」「調和的な均衡」（les contours élégants 



























                                                        
2103 « Il ne suffit pas de posséder les qualités techniques qu’une longue habitude d’écrire, et une certaine habileté 
dans l’art d’exposer la pensée, font toujours acquérir ; il faut que l’imagination ait tout à la fois la chaleur et l’élan, la 
vérité expressive, les contours élégants et les proportions harmonieuses. Il ne suffit pas d’être personnel et original 
pour faire preuve de style. Cette puissance, cette autorité, cette force, n’appartiennent bien réellement qu’aux maîtres, 
aux créateurs, à ceux dont les œuvres font école, et s’imposent comme modèles à suivre. » Ibid., p. 108a. 
2104 Ibid., p. 108b. 
2105 « Il n’est permis qu’à des natures privilégiées, d’avoir un style absolument distinct, de créer, d’inventer un moule 
pour y fondre leurs pensées. Mais à défaut de ce don précieux, qui est attributs du génie, il faut avoir du style, si l’on 
ne peut avoir un style original et personnel. » Ibid., p. 108d. 



























                                                        
2107 訳者注：「ペリオード」とは後述するように、「デッサン」や「マンブル」とよばれる旋律のフレーズ
を構成するいくつかの小部分からなる旋律のまとまりをさす。 
2108 « C’est particulièrement dans l’art des développements ingénieux qui donnent la vie au discours musical, que 
l’on reconnaît le style et l’individualité d’un compositeur ; il importe que les motifs soient choisis avec goût et 
clairement exposés, il faut encore que l’œuvre entière, dans son ensemble et dans ses détails, soutienne l’attention, 
charme, impression, excite l’intérêt par ses belles qualités de facture, et les proportions bien équilibrées. Les phrases 
et les périodes doivent se coordonner dans un sentiment parfait d’unité : car une loi suprême veut que toutes les 
parties d’une œuvre d’art se fondent dans l’idée créatrice comme dans la synthèse d’un discours bien conduit. Voilà, 
croyons-nous, les lois primordiales du style, loi que les compositeurs doivent connaître et scrupuleusement 
observer. » Ibid., p. 108a. 
2109 レイハは 1818 年にメユール Étienne-Nicolas MÉHUL（1763~1817）の後任としてフーガ・対位法のクラス
の教授に任ぜられ、1836 年に亡くなるまで教鞭を執った。彼がパリ音楽院内外で指導した生徒には H. ベル
リオーズ、F. リスト、Ch. グノー、C. フランクが含まれる。 
2110 Antoine REICHA, Traité de mélodie, abstraction faite de ses rapports avec l’harmonie ; suivi d’un supplément 
sur l’art d’accompagner la mélodie par l’harmonie, lorsque la première doit être prédominante : le tout appuyé sur 




イハの『旋律論』を挙げているからである（Cf. EEM, p. 77）。 マルモンテルとレイハの間には年齢的に一
世代分の隔たりがあるが、レイハの著作が出版されたのは、マルモンテルがピアノおよび対位法・フーガ


























                                                                                                                                                                  
ルモンテルが 1833 年に初めて対位法・フーガのクラスに登録したとき、彼の担任はレイハの助教（professeur 
adjoint）を務めていたエルヴァール Antoine ELWART（1808~1877）だった。 
2112 例えばドイツの音楽理論家コッホ（Heinrich Christoph KOCH, 1749~1816）は、3 巻からなる理論書『作曲
入門試論』（Versuch einerAnleitung zur Composition, Leipzig, A. F. Böhme, 1782-1793）第 2 巻第 2 部「旋律の機械
的諸規則について」において 4 小節の旋律を実例に挙げながら旋律の主題を文法における主語、フレーズを
締めくくるカデンツ部分を述語に喩えている。Cf. Heinrich Christoph KOCH, Versuch einer Anleitung zur 
Composition, Jo Wilhelm SIEBERT (éd.), Hannover, Siebert Verlag, 2007, p. 359-361. フランスではショロン 
Alexandre-Étienne CHORON（1771~1834）がレイハ以前に音楽と言語の類比に基づいて作曲論を書いている
Cf. A.-E. CHORON, Principes de composition des écoles d’Italien, 6e livre, Paris, Auguste Le Duc et Cie, 1808. 
2113 « La Mélodie est le langage du sentiment, et, quoique nous ne connaissions pas la logique de nos sensations, il 
n’est pas moins vrai qu’on peut dire des choses fort instructives et d’une utilité générale sur la Mélodie » TM, p. 8. 
2114 « La musique étant étant la langue des sons et celle du sentiment par excellence, il est tout naturel que 






から構成されると説明している（Cf. A.-E. Choron, op. cit., p. 5.）。レイハは多かれ少なかれショロンの前例
に倣っているが、「デッサン」という言語とは関係の薄い語を導入し、「旋律の終止（cadence mélodique）」
の概念と結び付けながら独自に旋律構造を体系的に推し進めた点に彼の独自性が認められる。彼は『旋律
論』の 23 頁で敢えて「旋律に用いられる専門用語一覧」を設けて、「1/4 終止」などレイハ固有の用語との
関連で「マンブル」などの言葉を定義している。このような表が必要とされたのは、「デッサン」や「マン
ブル」といった用語が音楽用語としてまだ定着していなかったからであろう。それゆえ、マルモンテルが






終止（1/4 cadence）、1/2 終止、3/4 終止、完全終止（cadence parfaite）などと呼ばれる旋律の





譜例 III-7-1. A. レイハによるデッサン・マンブル・終止の分析例、 
『旋律論』第 2 版（1832）より 
史料：TM, planches du texte, p. 2. 
 
 












                                                                                                                                                                  
ける用語であったと考えるのが妥当であろう。 
2116 この「終止」は、和声学における「半終止」「完全終止」などと必ずしも一致しない、独特の概念であ
ることに注意されたい。例えば、ハ長調において 1/2 終止を示す旋律の終止音は g, b, d, e であり、完全終止
を示す終止音は c である。 Cf. TM, p. 1. 
2117 TM, planches du texte, p. 2. 
2118 Ibid., p. 11. 1/4 終止と 1/2 終止は良く似ているが、レイハによればこれらは旋律の終止感の強さによっ
て明確に区別される。 
2119 « En général les cadences, dans la Musique, ont une grande analogie avec la ponctuation grammaticale ; par 
exemple, avec la virgule (,), le double point ( :), le point et virgule ( ;) et le pont final (.). C’est pourquoi on pourrait 
appeler le quart de cadence une virgule, et le désigner par le signe (,), la demi-cadence avec le signe ( ;) ou le double 
point ( :), et la cadence parfaite avec le point (.). Par conséquent un dessin mélodique, s’il ne forme pas un membre 
entier, est une virgule, et le membre entier d’une Mélodie est un pont et virgule, et la période un point. » Ibid., note au 
























一性と多様性に関する考察（Observation sur l’unité et la variété de la mélodie et en général d’un 










的な概念であり、次に示す譜例 III-7-2 によって説明される。 
 
 
                                                                                                                                                                  
にも見出すことができる。Cf. Id., L’art du compositeur dramatique ou cours complet de composition de vocale 
divisé en quatre parties et accompagné d’un volume de planches, Paris, A. Farrenc, 1833, p. 32-33. 
2120 « Pour bien phraser, il faut savoir scander minutieusement toutes les parties du discours musical. Il faut non 
seulement mettre en lumière le caractère, l’expression et les nuances de la composition, mais aussi accentuer chaque 
membre de phrase suivant son degré d’importance. Il faut indiquer scrupuleusement les respirations, les temps d’arrêt, 
les cadences qui ponctuent les développements de la phrase. » EEM, p. 79. 
2121 TM, p. 55. « On évite la monotonie des sons, des gammes et des cadences par des modulations, mais qui soient 
franches et naturelles, pour ne pas nuire à l’unité. Un mélange heureux de différens [sic] timbres, de diapasons, du 
Forte et du Piano, des différens rhythmes [sic.] ; des phrases et des périodes courtes et longues, mais symétriquement 
distribuées, et différentes valeurs de notes et d’intervalles bien proportionnées entretiennent la variété. » 
 740 
 
譜例 III-7-2. シンメトリックなリズムの例、同前 
 
 







なリズムに「よく選ばれた（des sons bien choisis）」音が与えられることによって、「真の旋
律（une veritable Mélodie）」が生み出されるとして、ハイドンの主題を提示する2124。 
 

















 ところで、メローは図 III-7-1 に示した表の中で、作曲原理としてのソナタについて、こ
れが「もっとも完全な模範であり、音楽的天才の創作物にもっとも好ましい枠組みと区分り
                                                        
2122 TM, planches du texte, p. 1. 
2123 Ibid., p. 9. 
2124 Ibid. 各区画のアウフタクトは、実際にはすべて付点リズムである。 















図 III-7-3. レイハによるソナタ形式の説明図 
 
  
                                                        
2127 « [la sonate] est le plus parfait modèle et qui offre le cadre et la coupe les plus favorables aux productions du 
génie musical. » Amédée MÉREAUX, « Les clavecinistes (De 1637 à 1790), Œuvres choisies, classées dans leur 
ordre chronologique, revues, doigtées et exécutées avec leurs agréments et ornements du temps, traduits en toutes 
notes », Le Mén., 31e année, n° 9, le1er fév. 1863, p. 69. 
2128 PC, p. 80-81. 




図 III-7-4. レイハによるソナタ形式の説明図（和訳） 
 



























 レイハは全体（クープ）を 2 つの大部分に分け、前半を提示部、後半を展開部と再現部と
して説明している。第 1 部は 2 つの主題提示とそれを結ぶ推移、第 1 部を締めくくるコデッ
タの 4 区分からなり、第 2 部第 1 セクションは展開と再現部を準備する停止部分の 2 区分、
第 2 セクションは第 1 部と同様の 2 つの主題再提示と推移、コーダの 4 区分で構成されてい












































トがフーガの中で出会う独特な要素として「細部の多様性と全体の統一（la varité des détails, 









                                                        
2131 « […La Mélodie] doit de même observer l’unité de gammes, et qu’elle suppose qu’on sait bien moduler, bien 
développer ses idées mélodiques, et en tirer parti, comme nous le verrons plus bas, et qu’elle exige l’unité la plus 
parfaite. […] La fugue est ce qui exige l’unité la plus évidente ; elle est jusqu’à présent la seule production où cette 
unité peut être parfaitement discutée et démontrée d’avance. » A. Reicha, TM, p. 56. 
2132 Johann Sebastian BACH, 6 Fugues mises en partition, analisées [sic] et doigtées, F. LE COUPPEY (éd)., Paris, 
J. Hamelle, 1880. 

































と「直観的様式」の 2 種類に集約されるとしている。次頁の表 III-8-1 は、ルソーが音楽の
様式について書いた項目に挙げた種々の様式とそれらの美的質を表す語を、筆者が整理した
ものである。3 列からなるこの表は、ルソーの記述に即して、左端の第 1 列に上位の様式、
第 2 列に左列の様式に対応する下位様式ないし美的質、第 3 列以下は同様にさらに下位の様
式／美的質を表示している。 
                                                        
2134 Jean-Jacques ROUSSEAU, « Style », Encyclopédie ou Dictionnaire raisonné des sciences, des arts et des 
métiers, t. 15, Paris, Briasson, 1751, p. 551.  




2137 Jean-Jacques ROUSSEAU, op. cit., p. 556. 
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[style individuel 個人様式 
 
 






style de ecclésiastique 教会様式 
 
 
style dramatique/récitatif  劇的/叙唱様式 
 
style des musiques pour la chambre  室内様式 
 
 
style de motet モテット様式 
 
 
style de madrigal マドリガル様式 
 
 
style hyporchematique イポルケム様式 
( « hyporchème » はアポロンを讃える合唱歌) 
 
 
style symphonique 交響様式 
 




style de fantaisie 





style de danse 舞踊様式 
 
style de Handel / de Rameau / de Lully / de Destouches 
   ヘンデル/ ラモー/デトゥーシュの様式 
 
style des Italiens イタリア人の様式 
style des Français フランス人の様式 
style des Espagnols スペイン人の様式 
 
 
la majesté 威厳 
la piété  慈悲 
grave, sérieux, 荘重、深刻 
 




style varié  多様な様式 
style fleuri  華麗な様式 
style susceptible 感受性の強い様式 
 
style affecté  情動的様式 
 
le plaisir  悦楽 
la joie  歓喜 
la danse  舞踊 
le mouvement prompt  速く、生き生きとしたテンポ、 
 
style des instruments 諸楽器の様式 
 
style naturel  自然な様式 
 
style des instruments                楽器の様式 
 
une manière de composer et          あらゆる束縛から 
d’exécuter, libre de toute contrainte    自由な作曲・演奏の方法 
 
 
style des sarabandes サラバンド様式 
style des menuets メヌエット様式 
style des passe-pieds パスピエ様式 
style de gavottes ガヴォット様式 
style des rigaudons リゴードン様式 
style des bourrée ブーレ様式 
style des gaillardes ガイヤール様式 






piquant, fleuri, expressif  刺激的・装飾的・表出的 





les passions  情熱 
admiration  賞賛 
l’étonnement 驚嘆 
la douleur  苦悩 
 
la tendresse 優しさ 
l’amour  愛情 
la compassion 同情 
les autres passions その他の穏やかな情熱 














style des violons ヴァイオリンの様式 
style des flûtes フルートの様式 
















表現手法という意味で用いられるようになる。『アカデミ ・ーフランセーズ辞典』第 5 版（1789）
と第 6 版（1835）の相違はこの変化を示している。次の一節は、第 5 版の「様式」の項の























2139 佐々木健一、前掲書、130 頁。 
2140 « Style, signifie figurément et familièrement, La manière d’agir, de parler. […] Dans la Peinture, la Sculpture et 
l’Architecture, on appelle par extension, Style, la manière de composer et d’exécuter, particulière à l’Artiste. Dans les 
mêmes Arts, on applique aussi le mot de Style, au caractère de la composition. Cette Peinture est de bon style. Cet 
édifice est du plus grand style. On l’applique aussi à la Musique. » Académie française, « Style », Dictionnaire de 
l’Académie française, cinquième édition, t. 2, Paris, J. J. Smits, 1798, p. 603. アカデミー・フランセーズ辞典は下
記サイトより第 8 版までの横断検索が可能。The ALTEFL Project, http://artfl-project.uchicago.edu/node/17 (2015
年 8 月 17 日アクセス)。 
2141 Académie française, « Style », Dictionnaire de l’Académie française, sixième édition, t. 2, Paris, Firmin-Didot 
frères, Paris, P. Dupont, 1835, p. 782. « STYLE dans les Beaux-Arts, tels que la peinture, la sculpture, l’architecture 
et la musique, se dit de la manière d’exécuter particulière à l’artiste. Ce tableau est dans le style de tel maître. Il se dit 
aussi Du caractère de la composition. Cette peinture est de bon style, d’un bon style. Cet édifice est du plus grand 
style. Le style égyptien. Le style étrusque. L’ouverture de cet opéra est d’un excellent style. » 
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 ここにもやはり「芸術家に特有な制作手法（la manière d’exécuter particulière à l’artiste）」と
いう表現がみられるが、その直後に「誰々の大家の様式で描かれている」のように個別の
表現主体を想定した用法が示されている。 










 リヒテンタールは個人様式について述べる際、18 世紀フランスの博物学者ビュフォン 
Georges-Louis Leclerc DE BUFFON（1707~1788）の格言「文体はまさに人である（文は人な


















                                                        
2142 Pierre LICHTENTHAL, « Stile=Style », Dictionnaire de musique, t. 2, traduit et augmenté par Dominique 
MONDO, Paris, Bureau de la France Musicale, 1839, p. 309-313. 
2143 « [L]e style est cette empreinte spéciale imprimée par l’artiste dans ses ouvrages d’art, suivant sa manière 
particulière d’envisager et de représenter un objet. » Ibid., p. 310. 
2144 19 世紀的文脈において誤読されたこの表現は、今日でも誤った意味で頻繁に用いられている。筆者は
フランスの大学で教授たちがエクリチュールについて説明する際にこの格言を引用するのを何度か聞いた。 
2145 « STYLE, s. m. On se sert de ce mot, en parlant de la musique, pour désigner le caractère distinctif d’une 
composition ou du talent d’un exécutant. A l’égard de la composition, le style consiste particulièrement dans la 
propriété des idées par rapport au genre du morceau et à la pureté dans la manière d’écrire. A l’égard de l’exécution, 
c’est une certaine manière individuelle que l’artiste s’est faite, et qui est le fruit de son organisation et de ses études. » 
François-Joseph FÉTIS, La musique mise à la portée de tout le monde exposé succinct des tout ce qui est nécessaire 
pour juger de cet art, et pour en avoir fait une étude approfondie, 2e édition, Paris, Brandus et Cie, 1839, p. 389. 
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style plastique   造形様式   style épique  叙事的様式 
style pittoresque   絵画様式   style dramatique 劇的様式 
style musical   音楽様式   style théâtral  劇場様式 
style poétique   詩の様式   style d’église 教会様式 
     style de chambre 室内様式 
 
(書法の様式) 
style homophonique ホモフォニー様式 
style polyphonique ポリフォニー様式  style fugué フーガ様式 （∋style sérieux ) 
 
 直観的様式  （個人様式/流派の様式）            （民族様式）                
（時代様式） 
 style personnel individuel         style grec   ギリシア様式 
 /personnel    [制作様式] style de Raphaël ラファエロ様式  style romain   ローマ様式  style de la musique italienne moderne 
  style de Cimarosa チマローザ様式  style égyptien エジプト様式  現代イタリア音楽様式 etc. 
  style de Titien ティツィアーノ様式  style étrusque エトルリア様式  style de la musique italienne ancienne  
  style de Palestrina パレストリーナ様式  style français  フランス様式  古イタリア様式 
  style de Grétry グレトリ様式  style flamand  フランドル様式 etc 
  style de Händel ヘンデル様式 
 
[演奏様式] style de Tartini タルティーニ様式 
  style de Viotti ヴィオッティ様式 
  style de Paganini パガニーニ様式 




style sérieux  シリアスな様式  style polyphonique ポリフォニー様式  
 style fugué  フーガ様式  
 style libre  自由な様式 
style grossier 粗野な様式 
style noble  高貴な様式 
style idéal  理想的な様式  style grave  荘重な様式 
style naturel  自然な様式   style dramatique  劇的な様式（∈ジャンルの様式） 
style correct  正確な様式   style de société  社交様式 
style élégant  優雅な様式   style majestueux 威厳ある様式 
style persuasif 説得力ある様式  style bouffe  滑稽な様式 
style convenable  適正な様式   style fluide   流れる様式 
style religieux 宗教的様式   style lié  レガート様式 





































                                                        
2146 « Terme de beaux-arts. Caractère de la composition et de l’exécution. Cette peinture est de bon style. 
Ayez d’abord la pensée, et vous aurez du style après. [Diderot, Salons de peinture] 
[…] 
Absolument. Style l’art d’ennoblir le vrai, et de l’achever en le revêtant d’une apparence nettement caractéristique. 
Style s’emploie aussi pour désigner le style grec, c’est-à-dire la grandeur obtenue par la simplicité des détails. 
Caractère général des œuvres des artistes d’une même époque. 
Particulièrement, caractère général des œuvres d’un artiste. Ce tableau est dans le style de tel maître. 
[…] » Emile LITTRÉ, « Style », Dictionnaire de la langue française, t. 4, Paris, Librairie L. Hachette, 1874, p. 2 053. 
リ ト レ の 辞 書 は オ ン ラ イ ン 版 も 利 用 可 能 。 Dictionnaire français « Littré », 
http://littre.reverso.net/dictionnaire-francais (2015 年 8 月 17 日アクセス)。 




















（とくに彼らのアンダンテ ACMP, p. 93） 
高雅で優雅な様式 
style élégant, grâcieux 
フィールド・フンメル・デーラー 
悲愴的・華麗・イメージに富む様式 


























                                                        
2148 EEM, p. 108a. 
2149 Cf. ACMP, p. 90-95 ; EEM, p. 107-108d. 
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2150 « Le grand art de l’expression est de savoir traduire, dans le sentiment qui caractérise chaque maître, les tours 
variés, les finesses de pensée, d’expression dont se compose leur style, et cela sans affection, simplement, avec ce 































                                                        
2151 « Il pense avec raison qu’une fois parvenus au plus grand accroissement de nos forces, les années dégradent peu 
à peu nos moyens d’exécution, et que les Pianistes qui se sont condamnés à n’être que de brillantes machines, 
regretteront un jour le tems [sic] qu’ils auront exclusivement employé à un travail purement mécanique. En 
conséquence, il leur conseille l’étude des partitions de tous les grands maitres [sic], et il leur donne d’excellens [sic] 
moyens pour apprendre à les exécuter sur le Piano, sans trop en altérer les effets. » Jean-Louis ADAM, Méthode de 
piano du Conservatoire, adoptée pour servir à l’enseignement dans cet établissement, Paris, Imprimerie du 
Conservatoire de Musique, 1804, p. II. 
2152 Ignaz MOSCHELES, Nouvelles grandes études caractéristiques pour le piano pour le développement du style et 
de la bravoure, op. 95, Paris, Schlesinger, 1837. 
2153 F. Kalkbrenner, 25 grandes études de style et de perfectionnement composées pour servir de complément à sa 
méthode de piano, op. 143, Paris, Meissonnier, 1839. タイトル中の « perfectionnement »とは、「完成」を指す 
« perfection »とは異なり、より「完全な状態に向かうこと」なので、ここでは « perfectionnement » を「向
上」と訳した。 
2154 « Ceux qui voudront passer maîtres et se perfectionner, tant sous le rapport de l’expression que sous le rapport du 
mécanisme, feront bien aussi de recourir aux vingt-cinq Études qui servent de complément à la méthode de M. 
Kalkbrenner. Richesse et pureté harmonique, mélodie fraîche et distinguée facture large et savante, tels sont les traits 
généraux de cette remarquable production. » Georges KASTNER « Vingt-cinq grandes études de style et de 
perfectionnement par Fréd. Kalkbrenner », Le Mén., 9e année, n° 15, le 13 mars 1842, n. p. 
 754 
 































 1830 年代末から 1840 年代初頭に繰り返し語られた様式対メカニスムの構図は、ショパン
                                                        
2155 « L’art du virtuose se divise de fait en deux branches bien distinctes, en deux éléments d’une nature absolument 
opposée, dont la combinaison est indispensable pour constituer l’instrumentiste complet. Ces deux éléments : vous les 
avez déjà nommés : c’est la pensée, le sentiment, l’âme, peu importe l’appellation que vous choisirez ; c’est le corps, 
l’organe physique, interprète visible d’une invisible direction ; en d’autres termes, la puissance mécanique et la 
puissance intelligente qui portées ensemble au plus haut degré, concourent à réaliser l’idéal de l’exécution. De là, 
nécessité positive de déterminer par un exercice progressif cette double opération matérielle et psychique. Tous les 
procédés mis en œuvre pour préparer et former le virtuose devront donc, sous peine d’imperfection flagrante, 
favoriser le développement simultané de ces deux germes essentiels. Ce principe ne souffre pas de discussion ; il est 
de la dernière évidence. » Maurice BOURGES, « Revue critique », RGM, 7e année, n° 43, le 5 juill. 1840, p. 370. 
2156 « La clarté dans le plan et les détails, le choix et l’arrangement des idées, la correction de la forme, et ce qui est 
indispensable pour un ouvrage destiné au praticien, la parfaite intelligence du doigté se réunissent pour faire de ce 
recueil un livre vraiment classique, propre non seulement à développer le mécanisme, mais encore à former le goût, 






































                                                        
2157 « Il n’est question [ici] bien entendu ni du sentiment musical ni du style, mais purement de la partie technique du 
jeu, que j’appelle le mécanisme. » Frédéric CHOPIN, Esquisses pour une méthode de piano, textes réunis et présentés 
par Jean-Jacques EIGELDINGER, nouvelle édition, Paris, Flammarion, 2010, p. 60. 
2158 « Le mécanisme d’un instrument, se dit de la partie matérielle d’une exécution difficile. Le mécanisme du violon, 
du piano. On dit de certains violonistes : il a un beau mécanisme, il a du mécanisme, il connaît bien le mécanisme de 
son instrument, pour dire qu’il possède bien la pratique de cet instrument, au point de vue de la difficulté. On oppose 
ordinairement le mécanisme à l’expression, au style. » Émile LITTRÉ, « Mécanisme », op. cit, t. 3, Paris, Librairie 
Hachette et Cie, 1874, p. 481-482. 
2159 ACMP, p. 19. 
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2160 Muzio CLEMENTI, Gradus ad Parnassum, vol. 1, Bonn et Cologne, Simrock, 1817. 
2161 Frédéric KALKBRENNER, Méthode pour apprendre le piano forte à l’aide du guide-mains, Paris, I. Pleyel, 
1831. 
2162 Ibid., p. 23. 
2163 « Il faut que […] le mouvement de la main ne vienne que du poignet, et le mouvement des doigts seulement de la 
phalange qui les rattache à la main. Voilà la partie la plus essentielle du mécanisme, puis que c’est d’elle que dépend 






























て急進化された。彼は 1858 年に出版した『指のリズム（Le rhythme [sic] des doigts）』（1858）
において、メトロノームに合わせながら、可能な限りの組み合わせを用いて指を動かす訓
練課題を体系的に提示している。彼は例えば、1 本の指を動かす場合は他の 4 本の指を固定
し、2 本の指を動かす場合には他の 3 本を固定する、という手法で、基礎練習課題を 5 つに
分類している。次に示す譜例 III-8-4 は、2 本の指を固定し、他の 3 本の指を動かす 10 の組
                                                                                                                                                                  
p. 14. 
2164 Joseph ZIMMERMAN, op. cit., 2e partie, p. 4-5. 
2165 « Je demande donc particulièrement, qu’une personne que touche le piano, se garde de toute espèce de 
balancement du corps ou de la tête, je demande également que les bras ne fassent que les mouvements nécessaires 
pour se porter dans les diverses parties du clavier, en un mot, ce sont les doigts et tout au plus le poignet, qui sont les 
seuls agents chargés de faire sortir le son du piano. » Ibid., 1re partie, p. 2. 
2166 « Ajoutons que l’indépendance parfaite des doigts, l’absence de bras, si fréquents de nos jours, nulle agitation de 
la tête ni du corps, une tenue parfaite, toutes ces qualités réunies, et bien d’autres que nous oublions, laissaient 



















りの真珠のように音を切り離す習慣（l’habitude des pianistes français de détacher les notes 




                                                        
2167 Camille STAMATY, Le Rythme des doigts. Exercices-types pouvant servir à l’étude la plus élémentaire comme 
au perfectionnement le plus complet du mécanisme du piano à l’aide du métronome, Paris, Heugel, 1858, p. 4. 
2168 Camille SAINT-SAËNS, École buissonnière. Notes et souvenirs, Paris, Pierre Laffite & Cie, 1913, p. 7. 
2169 譜例中の作品番号は 25 となっているが、これは誤植である。 
2170 Rémy CAMPOS « Le jeu perlé entre sociabilité et technique pianistique (1840-1920) », Le piano dans la France 
du Second Empire, textes réunis par Danièle Pistone, actes de colloque, série « conférences et séminaire », n° 49, 



































                                                        
2171 « Bien qu’il ne s’agisse ici que de l’agilité et du jeu lié, dont l’étude des gammes est la clef, nous ne saurions 
trop recommander aux élèves de rechercher une bonne qualité de son, et d’observer avec un soin minutieux les 
nuances et les accentuations indiquées. Il faut, pour cela, s’écouter, s’étudier à acquérir une force égale de chaque 
doigt, et un ensemble parfait des deux mains, en rendant l’action des doigts complètement indépendante du 
mouvement des bras. C’est aussi par la seule force et la seule impulsion des doigts que l’élève devra travailler les 
différentes manières d’attaquer le clavier, de modifier la sonorité, de conduire et d’onduler pour ainsi dire le son. » 
Antoine-François MARMONTEL, « Préface », Nouvelle étude journalière dans tous les tons majeurs et mineurs 
spécialement composée pour piano, Paris, Heugel, 1864. 
2172 « La graduation de sonorité, l’accent rhytmique, le sentiment du dialogue, doivent prédominer dans l’exécution 
de ces œuvres. Il faut de l’esprit pour rendre clairement dans tous les détails les combinaisons ingénieuses de 
rhythmes [sic] variés qui se croisent, s’enchevêtrent, et doivent pourtant conserver une allure distincte. Mais il faut 
aussi une grande indépendance de doigts pour bien faire sentir les finesses harmoniques, qui demandent une exquise 
délicatesse de toucher .» ACMP, p. 94. 
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として 3 種のアクセント、すなわち「計量的アクセント（accent métirque）」、「リズムのアク
セント（accent rhythmique [sic]）」、「感情のアクセント（accent pathétique）」を挙げる。これ
らの簡潔な定義は次の通りである2175。 
 
 - 計量的アクセント：拍を示し、これを感じさせるアクセント（直観に向けられる） 
 - リズムのアクセント：楽想を含む諸音のグループ（マンブル）を区分するアクセント（知
性に向けられる） 




















                                                        
2173 Mathis LUSSY, Traité de l’expression musicale : accents, nuances et mouvements dans la musique vocale et 
instrumentale, Paris, Heugel, 1877, p. 11. 
2174 Ibid., p. 10. 
2175 Ibid., p. 11-12. 
2176 « Nous donnons le nom d’accents rhythmiques [sic] aux inflexions de sonorité qui accompagnent toujours la 
note initiale des dessins mélodiques, ou certains traits, dont la configuration offre de fréquentes répétitions des mêmes 
formules. » ACMP,. p. 115. 
2177 この他にマルモンテルは f や、音符につくアクセント記号（＞）などを指して「響きのアクセント」と
呼んでいる。これは演奏を印象付けたり、着想の性質を特徴づけたりする目的で用いられるとされるが、「リ

































                                                        
2179 « […] Ainsi, soit que les doigts agissent isolément ou par groupes, les mains séparées ou réunies, il faudra 
habituer l’oreille et les doigts aux divisions rhythmiques [sic.] des temps, à l’accentuation des temps forts et à celle 
des dessins symétriques, les accoutumer aux principaux modes d’attaques du clavier, aux variétés de sonorité, à sentir 
et apprécier la bonne qualité du son obtenu, à savoir accélérer graduellement le mouvement […]. » ACMP, p. 20. 
2180 « Les simples sons d’une belle voix ont déjà beaucoup d’attrait pour nous. Quand ensuite ces sons sont partagés 
et divisés en différentes valeurs de notes, dans une mesure régulière, en cadences symétriquement distribuées, en 
gammes régulières et bien enchaînées, en rhythmes [sic.] et périodes bien proportionnés ; et quand enfin tout ceci est 






（ACMP, p. 91-92.） 
2181 Paul BERNARD, « Tablettes du pianiste et du chanteur. Style et mécanisme Douze études de Paul Bernard », Le 
Mén., 27e année, n° 47, le 21 oct. 1860, p. 371-372. 










































                                                                                                                                                                  
ピアニストたちに献呈されている。 
2183 « Dans la grande famille des études deux branches principales se présentent. L’une s’occupe des difficultés 
matérielles du mécanisme : l’indépendance des doigts, l’articulation, le brillant, la flexibilité et la légèreté de la main. 
L’autre prenant pour but les difficultés intellectuelles du style : l’accentuation, les nuances, l’expression, le sentiment. 
Certains recueils d’études réunissent ces deux branches en une seule. Celui-ci est un peu de ce genre, et c’est pour 
cela que nous avons inscrit sur notre titre : Style et Mécanisme […]. » Paul BERNARD, « Tablettes du pianiste et du 
chanteur. Style et mécanisme Douze études de Paul Bernard », Le Mén., 27e année, n° 47, le 21 oct. 1860, p. 372. 
2184 Cf. 本論文 8-2. 
2185 « Elles [les études de style] habituent l’élève à des formes pures, et le façonnent à tous les genres : le sérieux, 
l’expressif, le léger, le brillant. Elles le forcent de même à mettre dans son jeu une sagesse d’exécution en rapport 
avec l’esprit de l’œuvre écrite. D’une pensée simple et serrée résulte nécessairement un style correct et précis. En 
musique, où tout n’existe que par le sentiment, l’exécutant reçoit bien vite le pli de son auteur favori. » Paul 
BERNARD, « Tablettes du pianiste et du chanteur. Style et mécanisme Douze études de Paul Bernard », Le Mén., 27e 








表 III-8-4. ベルナールが作曲家とジャンルに見出した直観的様式の類型 
作曲家 様式の類型 
モーツァルト 繊細で優美（fin et gracieux） 
ヴェーバー 
エネルギッシュで情熱的、勢いにあふれる
（énergique, passionné, plein d’élan） 
ベートーヴェン 壮大で悲愴的（grandiose et pathétique） 
ノクターン 柔弱で気取った（mou et maniéré） 
舞曲 飛び跳ねるような（sautillant） 



















 ここから、メカニスムは「規則的な伴奏のデッサン（ les dessins d’accompagnement 
réguliers）」、「繊細で入念な和声（les harmonies fines et recherchées）」、「周期的な［主題の］
回帰（retours périodiques）」2189といった、様式の理論的側面を演奏に反映させる上で不可欠
                                                        
2186 « Ainsi, celui qui se complait dans les œuvres de Mozart sera fin et gracieux ; avec Weber on deviendra 
énergique, passionné, plein d’élan ; avec Beethoven, grandiose et pathétique. Avec Chopin, les doigts se plieront au 
souffle poétique des caprices de l’imagination ; trop de nocturnes produiront un jeu mou et maniéré ; la musique de 
danse le rendra sautillant, l’abus des œuvres rythmiques, sec et nerveux. » Ibid. 
2187 « On comprend donc l’avantage qu’il y aura à se tenir dans un milieu divergent sur tous les genres, et une fois 
sur ce terrain, on reconnaîtra les ressources qu’on peut tirer des études de style et de mécanisme, c’est-à-dire des 
cahiers réunissant, au point de vue de spécial du piano, des œuvres précises, écrite avec unité et traitant tous les 
caractères, toutes les difficultés, tous les styles. » Ibid. 
2188 « [L]es études de style préparent parfaitement le travail de la musique classique dont elles sont en quelque sorte 








































 附録 III-4 に示す表は、1839 年から 1870 年までの間に音楽院で採用／認定された練習曲・
練習曲集の一覧である。作曲者、タイトル情報に加え、出版年、認定／承認された年代、参
照史料等の情報もこの表にまとめた。採用／認定された練習曲の作者には 12 名のパリ音楽
院出身者（内 J. コーエンは後に声楽アンサンブル科教授）、5 名のピアノ科教授（ファラン
ク夫人を除く 4 名はパリ音楽院出身）、7 名の外部作曲家が含まれる。12 名の音楽院出身者
のうち 9 名がピアノ科出身者で、そのうち 6 名（マルモンテル、ラヴィーナ、ラコンブ、ゴ
リア、コーエン、フォルグ）は、ヅィメルマンのクラスの受賞者である。 
                                                        
2190 1830 年代の末にもピアノ科で採用された練習曲集は存在するが（附録 III-4 参照）、これらは音楽教育
委員会で審議された形跡はなく、院長の独断で採用認定がなされていた可能性がある。 
2191 附録 III-2 および附録 III-3 に掲げた楽譜の表紙の写真を参照。 








るドイツ慈善協会（Société de bienfaisance allemande）の創設者だった2193。彼は 1870 年に解
散するまで、この協会で独仏の音楽家交流促進の一翼を担った。彼自身も 1856 年にシュー
マンの《ピアノ三重奏曲》作品 63 のパリ初演に貢献している。フランスのピアニスト兼作
曲家たちからの信頼も厚く、サン=サーンスは、彼に《6 つの練習曲》作品 52 の第 2 番〈指
の独立のために〉2194を献呈し、ポール・ベルナールは《様式とメカニスム――12 の性格的
練習曲》作品 56 の第 3 番〈騎士たちの行進（Marche des chevaliers）〉を彼に献呈している。
ベルクソンは、1850 年代にパリで活動し、1863 年にジュネーヴの音楽院教授、後に院長と





音楽家とも交流があり、教材認定を受けた彼の《大練習曲集》作品 99 の第 7 番から第 9 番
はそれぞれル・クーペ、マチアス、コーシュ夫人、第 10 番はベルナール、第 12 番はクリュ
ーガーに献呈されている。 
 非音楽院出身のフランス人には、パリでピアニスト兼作曲家、教師として活動していた
タレクシー Adrien TALEXY（1821~1881）、ニコロ＝イズアール夫人 Mme Ninette NICOLO 
-ISOUARD（1814~1876）、詳細不明のダルジャントン Antonin d’ARGENTON が含まれる。
ニコロ＝イズアール夫人は作曲家ニコラ・イズアール Nicolas ISOUARD（1773~1818）の娘




作品が不採用と判断されたケースは、1844 年 6 月 6 日にコンツキ Antoine de KONTSKI
（1817~1899）とビヤール BILLARD が委員会に宛てた「多数の作品（plusieurs œuvres）」
を不採用とした 2 件しかないからである。この時の不採用の理由は、「この楽器の学習に捧
げられ、完全な課程を成す作品の数は完全に定められている（le nombre des ouvrages 
consacrés à l’Étude de cet instrument et qui forment un cours complet est définitivement arrêté 
[…]）」 2197というものだった。 
 では、採用された練習曲のタイトルには、どのような特徴と傾向が認められるのだろ
うか。次頁の表 III-9-1 は、タイトルに見出される様々な修飾語句を「a. 様式・表現」、「b. 
メカニスム」、「c. 難易度」、「d. 演奏の機会・場」、「e. 複合型」に分類している。 
  
                                                        
2193 J.-M. FAUQUET, « Wilhelm KRUGER », DMF, p. 650. 
2194 Cf. 譜例 III-8-5。 
2195 Jerzy MORAWSKI, « Bergson [Bergsohn], Michał [Michel] », GMO, consulté le 20 août 2015. 
2196 Michel BERGSON, Nouvelles études caractéristiques pour piano, Paris, Heugel, 1867. 
2197 AN, AJ 37/194/1, p. 101. 
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表 III-9-1. 採用・認定を受けた練習曲（集）のタイトルにおける修飾語句の分類 
（1840 年代~1860 年代） 
N.B. 典拠となる楽譜詳細及び一覧は付録 III-4 を参照のこと。 







































- - - 
様式とメカニスムの 





artistiques de style 























progressives de mécanisme 






spéciales et progressives 
- 
敏捷さと表現の 















très faciles et sans octaves 
- 
様式と超絶的演奏の 








faciles et sans octaves 
- 
様式とメカニスムの 





いられたのは 1850 年代からである。b においては「オクターヴの」という修飾句があるの
みである。本来メカニスムの向上を含意するジャンルである練習曲において、メカニスム
に関連する語が単独で用いられることが少ないのは当然といえる。c の難易度に関する修飾






















9-2-1-1. H. ラヴィーナ《25 の練習課題兼練習曲集》作品 28（1853） 
 この練習曲集はラヴィーナにとって、1839 年に出版された《12 の演奏会用練習曲》作品
























                                                        
2198 « Recueils de traits difficiles destinés à l’étude du chant ou du jeu des instruments. Les exercices diffèrent en 
général des études en ce qu’ils ne sont point arrangés dans une forme de pièce plus ou moins mélodique. » F.-J. 












 下線部①で述べられている「様式の多様性（la variété du style）」は、性格様式の多様性を
指している。このことは、各曲の冒頭に掲げられた楽想表示の多様性から理解することがで
きる。次の表 III-9-2 は、25 曲の冒頭に置かれたイタリア語の楽想用語の一覧である。 
 
表 III-9-2. H. ラヴィーナ《25 の訓練課題兼練習曲》作品 28（1853）の曲頭で 
用いられる各曲の楽想用語 
N.B. 斜体は美的質、またはジャンルを表す修飾語句 




1 Allegro moderato - -  Es 
2 Andante flebile 哀愁ある con tristezza 悲しみをもって c 
3 Tempo di marcia 行進曲の - - As 
4 Allegretto giocoso おどけた - - D 
5 Andantino lusingando 機嫌を窺うような - - F 
6 Moderato scherzando 諧謔的な - - C 
7 Allegro sciolto 身軽な - - B 
8 Agitato dramatico 劇的な - - F 
9 Presto  Egualmente - a 
10 Lento piacevole 愉快な - - As 
11 Presto sciolto 身軽な Staccato - E 
12 Tempo giusto agevole 軽やかな - - G 
13 Larghetto e sostenuto  Straccinato 引きずるように D 
14 Allegro  Volteggiando ひらひら舞うように H 
15 Allegro sosutenuto  Morbido 柔らかに Fis 
16 Moderato morbido 柔らかな Lusingando 機嫌を窺うように B 
17 Allegretto  Simplice 単純に fis 
18 Allegramente con brio 生彩ある Ardito 大胆に B 
19 Allegretto disinvolturato 頓着しない Appassionato 情熱的に h-H 
20 Alla breve spirituoso 才気煥発な Leggierissimo 軽快に F 
21 Tempo rubato - - - Es 
22 Allegro scherzando 諧謔的な - - H 
23 Moderato - Dolce e cantare 甘美に、歌うように E 
24 Allegretto - Con delicatezza 繊細に e 
25 Prestissimo con impeto 激して Con fuoco 燃え盛るように c 
                                                        
2199 « Le Comité d’Enseignement du Conservatoire Imperial de Musique, après avoir pris connaissance du nouvel 
ouvrage intitulé Exercices-Études pour le Piano, que M. Henri Ravina soumet à son appréciation, pense que l’auteur a 
atteint le but qu’il s’est proposé. Cette œuvre, remarquable par la variété du style de chaque étude, par le charme de 
ses mélodies et de son harmonie distinguée, réunit sous la forme d’exercices toutes les difficultés qu’on rencontre 
dans la musique moderne, & par sa forme gracieuse, fait disparaître l’aridité de ces difficultés de mécanisme, 





 この表に示された楽想用語は、第 3 番の「行進曲の」を除いてすべて性格類型を示す表現
である。これらの楽想用語は、作品のどのような特徴に対応しているのだろうか。次の譜例
III-9-1 は、この曲集の第 2 番（ハ短調）の冒頭である。 
 








まりを示している。第 2 小節 2 拍目から開始される最上声の旋律は、第 4 小節 1 拍目の 8
分音符で終わる。ここは和声的観点からみても、属七から主和音への解決の瞬間である。そ
して再び第 4 小節 2 拍目から新しいフレーズが始まる。これに対して、左手のスラーはリュ
シーの用語を借りれば「計量的アクセント」に対応したスラーであり、和音の単位である 2
拍ずつのまとまりを示している。和声に関しても一定の創意工夫が認められる。第 11 小節
には、ナポリ和音が 1 小節半挿入され、ff で強調される場面がある（譜例 III-9-2）。 
 












譜例 III-9-3. 同前、第 3 番、mes. 1-4
 
 
 ジャンルの特性を示すのは、偶数拍子、第 1 小節の右手で演奏されるトランペット風 3
連符、付点リズム、左手のスタッカートである。主題の冒頭部分には、このように「旋律を
よく際立たせレガートで弾く（ben marcato e legato la melodia）」との指示がある（譜例 III-9-4）。 
 
譜例 III-9-4. 同前、mes. 15-19
 












9-2-1-2. A. ゴリア 《現代のピアニスト――様式とメカニスムの練習曲集》作品 70（1854） 
 ゴリアは、ラヴィーナより 5 歳年下のヅィメルマンの生徒だった。6 曲からなる作品 70
は続編の作品 72 とともに 12 曲からなる練習曲集を形成しているが、教育委員会で審議され
 772 
 
たのは前半 6 曲のみで、後半はその 2 年後に出版された（だが、作品 72 にも作品 70 と同じ
表紙が用いられ、議事録の抜粋が掲載されている。表紙の写真は附録 III-3 参照）。 
 次の表に、作品 63 と作品 70 の各曲タイトル、調性、献呈先を示す。 
 
表 III-9-3. A. ゴリア《現代のピアニスト――様式とメカニスムの 
練習曲集》作品 70（1854）の詳細 
曲番号 タイトル 調性 献呈先 
1 夢想（Rêverie） A エルツ 
2 村の踊り（Danse villageoise） H ル・クーペ 
3 表情豊かなメロディ（Mélodie expressive） As コーシュ夫人 
4 イディール（Idylle） B マルモンテル 
5 カンティレーヌ（Cantilène） Ges ジョゼフィーヌ・マルタン 
























 委員会は、ここで様式とメカニスムという言葉を対比させながら、この 2 つの要素が両立
                                                        
2200 « Les soussignés, Membres du Comité des Études musicales du conservatoire, après avoir pris connaissance de 
la première série de l’ouvrage intitulé : LE PIANISTE MODERNE, par A. Goria, collection d’études de style et de 
mécanisme, avec préludes et annotations sur la manière d’exécuter ces œuvres, donne son entière approbation à ce 
Recueil. Les préludes et annotations précédent chacune de ces Études, sont de éléments nouveaux qui ajoutent 
beaucoup à l’intérêt de cet ouvrage. Quant aux Études en elles-mêmes, leur excellente facteur, leur double mérite 
comme style et mécanisme, enfin la manière pure et correcte dont elles sont écrits, font de cette œuvre une 
publication essentiellement didactique, et le Comité l’adopte pour l’enseignement élémentaire du Conservatoire. » 


















譜例 III-9-6. A. ゴリア 《現代のピアニスト》 作品 70、 
第 3 番 〈表情豊かな旋律〉 mes. 17-20 
 
註釈で言及された「テンポ・ルバート」に関して、第 19~20 小節には「ポーコ・リタル
ダンド（poco rit.）」の指示がみられる。この指示は、第 19 小節の 5 拍目に始まり、第 20 小








9-2-2-1. スタマティ『古典・現代のピアニストの学校』（1858 年採用） 
 スタマティに関して、筆者は前章 8-3 で、彼のメソッド『指のリズム』に言及した。実は、
このメソッドは 1858 年に教育委員会がひとまとめに採用したスタマティの作品群の一つで
ある。「指の独立」を基礎としたメカニスム教育の伝統の中で、確かにスタマティは「メカ
                                                        
2201 « Cette étude toute de style et d’expression, doit être jouée A TEMPO RUBATO, sans observer la rigoureuse 
précision de la mesure mathématique. La phrase musicale indique suffisamment les endroits auxquels on doit ralentir 
ou presser. Il est aussi très nécessaire de relever avec soin LA PEDALE toutes les demi-mesures, l’harmonie étant 
différente à chaque temps ; on évitera ainsi une confusion qui altèrerait le sens de la mélodie. » Ibid., p. 3. 
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ニシャンたちの黄金時代（L’âge d’or des mécaniciens）」2202の代表者であった。しかし、スタ
マティのメカニスム追究は、様式という側面と併せて理解しなければ、その本質を見誤るこ
とになる。 
 1858 年に採用された彼の一連の作品は、『古典的・現代的ピアニストの学校（l’École du 
Pianiste classique et moderne）》』というタイトルの下にまとめられている。このシリーズに含
まれる 4 作の練習曲集のタイトルを下に示す。 
 
-《ヴェーバーの〈オベロン〉のアリアに基づく 6 つの性格的練習曲》作品 332203 
-《歌とメカニスム――小さな手のための 25 の練習曲》作品 372204 
-《歌とメカニスム――24 の中級の練習曲》作品 382205 
-《歌とメカニスム――24 の完成にむけた練習曲》作品 392206 
 




表 III-9-4. 1858 年に練習曲集とともに採用された編曲作品 
タイトル 出版年代 
ラモーのカストールとポリュックスの有名な合唱、第 2 アンダンテ、瞑想曲 
Célèbre chœur de Castor et Pollux de Rameau, 2e andante, méditation op. 25 
1856 
マルチェッロの詩篇第 18 番『神は天の栄光に語り』作品 26 
18e Psaume de Marcello « I cieli immensi narrano » paraphrasé op. 26 
1856 
ベートーヴェンの《エグモント》のロマンスと軍歌, 劇的カプリース 作品 27 
Romance et chanson militaire d’Egmont de Beethoven, caprice dramatique op. 27 
1856 
ベートーヴェンの第 8 交響曲のアレグレット・スケルツァンド 
Allegretto Scherzando de la 8e symphonie [de Beethoven], transcription 
1856 
モーツァルトのピアノとヴァイオリンの為ソナタ 第 4 番より、アンダンテ 
Andante de la 4e sonate pour piano et violon [de Mozart], transcription pour piano 
1856 
グレトリのアナクレオンのアリア、変奏トランスクリプション 作品 40 
Air d’Anacréon de Grétry, transcription variée op. 40 
1859 
マルティーニの《愛の歓び》、アンダンテ、瞑想曲 







いて小論を書いたカンポス Rémy CAMPOS は、これら一連の作品が「初歩から楽器のメカ
ニスムの十全な修得にいたるまで、生徒――およびその教師――に随伴する完全なメソッ
                                                        
2202 Rémy CAMPOS, op. cit., p. 107. 
2203 Camille STAMATY, Six études caractéristiques sur Obéron, opéra de Weber, op. 33, Paris, Heugel et Cie, 1857. 
2204 Id., Chant et mécanisme : 25 Études faciles pour les petites mains, op. 37, Paris, Heugel, 1858. 
2205 Id., Chant et mécanisme : 20 Études de moyenne difficulté, op. 38, Paris, Heugel, 1858. 
































                                                        
2207 Rémy CAMPOS, op. cit., p. 118. 
2208 « Le Comité des Études musicales du Conservatoire, après avoir pris connaissance des ouvrages de M. CAMILLE 
STAMATY, réunis sous le titre général de l’École du Pianiste classique et moderne, se plait à reconnaître que ce cours 
complet d’exercices et d’études est de nature à former non-seulement d’habiles pianistes, mais aussi de véritables 
musiciens, en leur inspirant le goût de la bonne musique.  
 Le Comité d’enseignement s’empresse donc d’adopter pour les classes du Conservatoire : 1° Les trois livres 
d’études de M. Camille Stamaty, intitulés Chant et Mécanisme, ne comprenant pas moins de 70 études des plus 
mélodiques et réellement progressives, s’adressant à tons les âges comme à tous les degrés de force ; 2° Ses études 
caractéristiques sur Obéron de Weber, et ses Souvenirs du Conservatoire, transcriptions du meilleur style, destinées à 
familiariser les élèves avec la musique des grands maîtres.  
 Quant aux exercices du Rhythme des doigts, à l’aide du Métronome, le Comité s’associe à l’opinion toute 
compétente de M. MARMONTEL, qui, après un mût examen, a déclaré que l’étude consciencieuse des formules du 
Rhythme des doigts de M. Camille Stamaty, telles qu’elles sont indiquées, ne peut manquer de faire acquérir 
promptement une articulation souple, ferme et rapide, un jeu lié, cette extension et cette indépendance des doigts et 
du poignet qui permettent d’exécuter avec facilité toutes les combinaisons de traits, toutes les variétés d’accents. 
Aussi peut-on classer cet ouvrage, conçu sur un plan complétement [sic] neuf, parmi les plus utiles publiés jusqu’à ce 



















 マルモンテルは、1858 年 12 月 19 日付けの『ル・メネストレル』誌上で、『古典的・現代
的ピアニストの学校』を紹介している2209。この批評記事で、マルモンテルは冒頭からビュ





































                                                        
2209 Antoine-François MARMONTEL, « Tablettes du pianiste. Camille Stamaty. École du pianiste classique et 
moderne », Le Mén., 26e année, n° 3, le 19 déc. 1858, p. 18. 
2210 « S’il est vrai de dire avec M. de Buffon : Le style, c’est l’homme, il nous semble qu’en musique, peut-être plus 
qu’en littérature, cette appréciation est juste et palpable. L’âme, l’esprit, la sensibilité d’un artiste inspiré, se 
traduisent avec bien plus d’abandon dans des œuvres de poésie, de sentiment et d’expression, que par des travaux 
purement littéraires, où le raisonnement et la logique dominent avant tout et paralysent les qualités expansives de 
l’écrivain. 
   Nous ne pensons donc pas que ce mot de Mme de Sévigné : « Il est des gens dont le style est si différent 
d’eux-mêmes qu’on ne saurait les reconnaître, » puisse aussi exactement s’appliquer aux musiciens qu’aux autres 
membres de la grande famille artiste ; pour nous, le style du compositeur est le plus souvent l’image exacte de 
l’homme. » Ibid. 












フ ァ ク チ ュ ー ル
の大きな美点が、全体に亘って認められるの
だ。真の作曲家にとってこの表現手法
















のピアノ・ソナタ（作品 8 と 20）2216、練習曲集、数々の性格的作品（集）を出版していた。 






                                                        
2212 « M. Camille Stamaty justifie notre dire ; car si presque toutes ses compositions sont empreintes des qualités 
sérieuses qui caractérisent l’artiste d’élite, elles ont aussi ce cachet de distinction, de bon goût qui annonce l’homme 
du monde élevé aux bonnes manières, aux bonnes traditions ; en un mot, le savoir et l’idée s’y trouvent unis à une 
forme élégante. Sa manière d’écrire, naturelle et simple, intéresse toujours et ne fatigue jamais par une pédanterie 
scholastique. M. Stamaty ne tire pas vanité de son savoir, et pourtant on reconnaît généralement dans sa musique un 
grand mérite de facture. Pour les véritables compositeurs, le mot facture signifie un plan raisonné, un développement 
proportionné à la nature de l’idée, au caractère du morceau, enfin l’unité sans monotonie, la variété sans disparates. », 
Antoine-François MARMONTEL, « Tablettes du pianiste. Camille Stamaty. École du pianiste classique et moderne », 
Le Mén., 26e année, n° 3, le 19 déc. 1858, p. 18. 
2213 PC, p. 218. 
2214 Robert SCHUMANN, « Concerte für das pianoforte. Camille Stamaty, concert fur das Pfte., mit Begl.d. Orch. (a 
moll)[...] », Neue Zeitschrift für Musik, 3e année, n° 9, le 31 janv. 1837, p. 35-36. 
2215 Camille STAMATY, Concerto pour le piano, avec acc. d’orchestre, op. 2, Paris, Prilipp et Cie, 1837. スタマテ
ィは幼少時からピアノ教育を受けていたものの、初めはセーヌ県職員をしていたので作曲家としてのキャ
リアは 20 代半ばから始まった。 









 ここでは「メカニスム」に「優雅な旋律的節回し（un tour mélodique）」、「和声的興趣（grand 
intérêt harmonique）」といった様式的特徴が対置されている。 
では次に、この《歌とメカニスム》の特徴を具体的にみてみよう。ここでは、《歌とメカ
ニスム――24 の向上の練習曲》作品 39 を例に、各曲のタイトルと楽曲の特徴を検討する。
次の表 III-9-5 に、各曲の表題を示す。附録 II-4 に示す図は、楽譜に印刷された各曲のイン
チピットである。 
 
表 III-9-5. C. スタマティ《歌とメカニスム――24 の向上の練習曲》作品 39 の 
各曲タイトル 
曲番号 各曲のタイトル 調性 
1 使者 Le messager C 
2 おしゃべりたち Les casquets C 
3 小川のほとりで（祈り） Au bord du ruisseau (Prière) As 
4 装鞍のらっぱ Le Boute-Selle A 
5 小スケルツォ Scherzetto F 
6 アリエッタ Ariette D 
7 古様式 Vieux style g 
8 プレステッツァ Prestezza Es 
9 幻想的レドヴァ Redowa fantastique e 
10 仮面をつけた人々 Les masques C 
11 魅力に駆られて Sous le charme As 
12 コロンビーヌ Colombine Des 
13 望みは捨てずに！ Espère encore! d 
14 素朴な話 Simple histoire G 
15 バッカナール Bacchanale g 
16 リート Lied Es 
17 煌き Les étincelles c 
18 追憶 Souvenance As 
19 渦巻き La tournoyante E 
20 木の葉とそよ風 Feuille et Zéphir Des 
21 満帆 La pleines voiles E 
22 慰藉 Consolation B 
23 見捨てられた女 Abandonnée f 
24 大饗宴 L’orgie F 
 
  
                                                        
2217 « Aussi ces études de chant et de mécanisme forment-elles un tout homogène et présentent-elles pour l’éducation 
du pianiste, l’ensemble le plus gradué et le plus varié. Elles ont toutes un tour mélodique élégant, même dans les 
formules plus spécialement consacrées aux difficultés du mécanisme. Les basses, soit qu’elles accompagnent ou 
concertent, ont un grand intérêt harmonique et ne sont jamais partie de remplissage. » Antoine-François 







た時代様式の例として、第 7 番〈古様式（Vieux style）〉に注目する。次の譜例 III-9-7 に、
この曲の冒頭 4 小節を示す。 
 
譜例 III-9-7. C. スタマティ《24 の向上の練習曲》作品 39（1858）、 





品は、バッハの 2 声の《インヴェンション》の第 14 番（BWV 785）を一つのモデルにして
いるように思われる。次の譜例 III-9-8 は、スタマティが実際に所有していた2219チェルニー
版のバッハ曲集に含まれる《インヴェンション》の第 14 番である2220。 
  
                                                        
2218 マズルカに類似した 3 拍子の舞曲。第 2 帝政期にフランスで流行し始め、このタイトルのピアノ舞曲
が多く書かれるようになった。 
2219 2013 年、筆者はパリで古書店を営むルールマン François ROULMANN からスタマティの音楽蔵書を購
入したとの連絡を受け、氏の許可の下、それらの大部分を写真に収めた。《インヴェンション》を含むチェ
ルニーが校訂したバッハ作品のエディションもここに含まれていたものである。これらの蔵書の大部分は、






2220  Carl CZERNY (éd.), Collection complète des compositions de J. Séb. Bach pour le piano avec ou 
accompagnement., nouvelle édition, Paris, S. Richauld, n. d [entre 1845-46 ?]. 
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譜例 III-9-8. J. S. バッハ《インヴェンション》第 14 番 BWV 785、mes. 1-4
 
 
 両楽曲に共通するのは、調号の数、右手に配置された 16 分音符よりも細かい単位に分割
された拍（スタマティでは 16 分音符の 6 連音符、バッハでは 32 分音符）と 16 分音符のみ
による拍の交替、16 分音符からなる拍がジグザグの音型をなす点、左手の冒頭 3 小節の伴





9-2-2-2. ル・クーペ『基礎的で段階的なピアノ教程』（1861 年採用） 
 1861 年 6 月 17 日に採用されたル・クーペの『基礎的で段階的なピアノ教程』は、1858
年から 1860 年代にかけて出版された次に示す 6 作品からなる練習曲集、訓練課題集、およ
びメソッドをまとめたものである。 
 
 -《ピアノの ABC――初心者のためのメソッド》2221 
-《アルファベット――非常に易しくオクターヴなしの 25 の練習曲》作品 17（1858） 
-《リズム、拍子の学校――易しくオクターヴなしの 25 の練習曲》作品 22（1860） 
-《敏捷さ――メカニスムと軽快さの 25 の段階的練習曲》作品 20（1858） 










                                                        
2221 Félix LE COUPPEY, A. B. C du piano : méthode pour les commençants, Paris, J. Maho, n. d. 































                                                        
2223 « Le Piano, sans contredit, est de tous les instruments celui dont l’étude a exercé la plus grande influence sur le 
développement de l’art musical à notre époque.  
 Aussi, toute méthode qui peut favoriser l’enseignement sérieux, approfondi du Piano, est une œuvre utile et 
qui mérite d’autant plus d’être prise en considération, que nous sommes envahis par une foule de productions frivoles 
qui naissent inévitablement de l’usage si général de cet instrument. 
 Il est donc plus que jamais nécessaire d’encourager les efforts des hommes de talent dont la méthode 
renferme les principes constitutifs d’une belle École, et qui possèdent et transmettent l’intelligence du style sans 
lequel on ne saurait interpréter tant de chefs-d’œuvre de S. BACH, MOZART, BEETHOVEN, WEBER, HUMMEL, 
MENDELSSOHN, CHOPIN, etc., etc. 
 Au nombre des travaux didactiques dignes d’un véritable intérêt, nous citerons ceux de M. FÉLIX LE COUPPEY, 
professeur au conservatoire. 
 L’ouvrage qu’il vient de soumettre à l’Académie sous le titre de : Cours de Piano élémentaire et progressif, se 
distingue par des procédés ingénieux et bien coordonnés relatifs au mécanisme du Piano, par l’habileté avec laquelle 
les diverses parties de cette méthode se lient entre elles, et enfin par des études heureusement conçues, bien écrites et 
qui doivent former chez les élèves le style et le goût.  
 Nous pensons que l’ouvrage de M. FÉLIX LE COUPPEY, fruit d’un travail consciencieux, d’une longue et 
féconde expérience, est appelé à rendre de véritables et utiles services. » Id., Le style, 25 études de genre, op. 21, 























 このシリーズに含まれるル・クーペの練習曲集 4 作のうち、「様式」の語をタイトルに冠
した練習曲集は最後に位置づけられている。ここでは、この《様式――25 のジャンル練習





                                                        
2224 « Le Comité des Études musicales a examiné les six ouvrages réunis sous le titre général de Cours de Piano 
élémentaire et progressif que lui a soumis M. FÉLIX LE COUPPEY, l’un des professeurs qui, par la bonté de sa méthode 
et le succès de son enseignement, s’est toujours distingué au Conservatoire.  
 Ce que le Comité a particulièrement remarqué dans ces diverses études, c’est l’ordre logique dans lequel elles 
s’enchainent, leur savante progression et leur caractère essentiellement mélodique.  
 L’auteur s’est attaché surtout à développer l’intelligence musicale des élèves, et, notamment dans la préface 
du livre intitulé : École du mécanisme, il a donné des aperçus complètement nouveaux sur les procédés par lesquels 
les pianistes peuvent obtenir une belle sonorité.  




表 III-9-6. F. ル・クーペ《様式――25 のジャンル練習曲》作品 21 の各曲タイトル 
曲番号 タイトル 調性 
 
曲番号 タイトル 調性 
1 前奏曲 Prélude C 
 
14 トリル Le trille H 
2 カンティレーナ Cantilène a 
 
15 即興曲 Impromptu a 











17 バリトン Le baryton B 






























9 セレナード Sérénade g 
 

























13 バラード Ballade g 
    
 
 スタマティの《24 の向上の練習曲》作品 39 と同様に、ここでもジャンル様式、時代様式
が併置されている。だが、ル・クーペの練習曲集に認められる新しい特徴は、これらがしば
しば個人様式の特徴も備えている点である。 
 例えば、第 10 番〈カンツォネッタ〉（ト長調）はシチリアーノの様式で書かれている。 
 




 この練習曲の学習成果は、例えば 1860・1870 年代にル・クーペのクラスの定期試験で演





譜例 III-9-10. W. A. モーツァルト《ピアノ・ソナタ》K 311（1782）、mes. 1-6
 
 
 一方、ル・クーペの曲集の第 10 番〈サラバンド（古い様式）〉は、バロックの舞曲組曲を
参照している（譜例 III-9-11）。 
 
譜例 III-9-11. F. ル・クーペ《様式――25 のジャンル練習曲》作品 21（1860）、 
第 10 番〈サラバンド（古い様式）〉、mes. 1-7 
 
 
 この〈サラバンド〉では、4 小節＋4 小節で構成される冒頭の楽節で、両手がそれぞれ交









 さらに、ル・クーペは第 8 番〈バラード〉（ト短調）でショパンの《バラード 第 1 番》作
品 23 の調性、伴奏音型、旋律的動機の音型を用いている。 
 
譜例 III-9-13. F. ル・クーペ《様式――25 のジャンル練習曲》作品 21（1860）、 
第 8 番〈バラード〉、mes. 1-12 
N.B. 太い弧線は筆者による追加 
 




譜例 III-9-14. F. ショパン《バラード 第 1 番》作品 23、mes. 4-12
 
 ル・クーペは、このようにジャンルの代表的作曲家の様式的特徴をごく小さな枠組みの中






9-2-2-3. A.-F. マルモンテル《24 の敏捷さと表現の練習曲》作品 45（1862 年採用） 
 1857 年に出版されたマルモンテルの《24 の敏捷さと表現の練習曲》作品 45 は、1862 年






《24 の小さな性格的練習曲》［作品 9］、《24 の特別で段階的な練習曲》 
《24［sic］のメカニスムと表現の段階的練習曲》［作品 62］、《24 の敏捷さと表現
の練習曲》［作品 45］ 




















 ここでは、練習曲集 6 作の採用根拠の一つに、これが初級から上級まで難易度順に組織さ
れていることが挙げられている。初級者向けの《24 の小さな性格的練習曲》作品 9 には「性
格的」という形容詞が付いており、教育の初期の段階から性格様式の理解が重視されている
ことが窺がわれる。ピアノ本科で用いられ得たのは、作品 45、62、65 の 3 作品であると考
えられる。マルモンテルの作品 45（1857）にも、ゴリアやラヴィーナの練習曲集には見ら
れなかった歴史様式と個人様式が反映されている。 
 譜例 III-9-15 に示す第 2 番（ト短調）は部分的にではあるが、時代様式を参照している。
ト短調、6/8 拍子で書かれたこの作品は、舟歌の特徴も留めているが、右手はジーグのよう
に絶えず 8 分音符で動く。この旋律にはプラルトリラーや複前打が多数書き込まれている
（単前打音が 8 箇所、複前打音が 4 箇所、プラルトリラーが 5 箇所）。 
 
譜例 III-9-15. A.-F. マルモンテル 《敏捷さと表現の 24 の練習曲》作品 45（1857）、 
第 2 番、mes. 18-23 
[Andantino con moto] 
 
                                                        
2225 « Le Comité des Étude musicale du Conservatoire Impérial de Musique a examiné les ouvrages nouveaux que lui 
a soumis leur auteur Monsieur Marmontel, savoir : 
 Cent Leçons élémentaires et progressives de Lecture musicale, 
24 petites Études Caractéristiques et 24 Études Spéciales et progressives 
 24 [sic] Études progressives de mécanisme et d’expression et 24 Études d’agilité et d’expression 
 24 Grandes Études Caractéristiques 
Dans cette suite de leçons et d’Études, il est facile d’apercevoir la liaison, l’enchaînement qui en font une espèce de 
cours destiné à l’éducation complète du pianiste. En effet, les unes constituent pour les doigts de l’élève un véritable 
solfège rythmique, et ont pour but de l’habituer aux exigences de la mesure. Les autres, par leur caractère mélodique 
et le genre de difficulté à laquelle chacune d’elles s’applique, semblent surtout propres aux éléments du mécanisme et 
du style. 
 Celles qui suivent appartiennent à un ordre plus élevé, soit de difficultés soit d’accentuation expressive. 
 Enfin, les dernières couronnent un enseignement dont les autres avaient posé les bases, enseignement toujours 
conforme aux bonnes traditions, et tel qu’on devait l’attendre d’un professeur dont les travaux honorent depuis 
longtemps l’École française du piano. 
Le Comité a donc pensé qu’il y avait lieu d’adopter les ouvrages, dont les titres précédent, pour l’usage des 




















ヴォットはそれぞれルイ 14・15 世時代の宮廷人の名を借りて〈ラ・ポンパドゥール（La 
Pompadour）〉、〈ニノン・ド・ランクロ（Ninon de l’Enclos）〉と題されている（附録 III-6 に
に示すこの作品の表紙には、宮廷の仮装舞踏会の模様が描かれている）。マルモンテルは定
期試験ではフランスのクラヴシニストの作品を生徒に弾かせなかったが、クープランやラモ
ーのクラヴサン作品に強い関心を抱いていたことは確かである。作品 45 第 2 番の装飾音も
また、こうした 17、18 世紀の鍵盤音楽に対する関心の表れと見ることができる。 
 一方、第 14 番（ハ短調）には個人様式への参照が顕著である。次の譜例 III-9-17 に第 14
番の冒頭を示す。 
  
                                                        
2226 Cf. 本論文 II-5-2-4-3。 




譜例 III-9-17. A.-F. マルモンテル《敏捷さと表現の 24 の練習曲》作品 45（1857）、 
第 14 番、mes. 1-9 
 




譜例 III-9-18. ショパン《12 の練習曲》作品 10、第 12 番、ハ短調、mes 9-12（1833） 
[Allegro con fuoco 4 分音符=160] 
 
 しかしショパンの第 12 番と異なり、マルモンテルの第 14 番においては、左手のアルペッ
ジョの音域が 2 オクターヴを越えることはなく、簡易化されている。さらに、ショパンの第
12 番が 85 小節（全 340 拍）であるのに対し、マルモンテルの第 14 番は 39 小節（全 78 拍）



















9-2-2-4. G. マチアス《様式とメカニスムの特別な練習曲集》作品 28（1862） 


















カストネル、E. ペラン、フォークト、ガレ、プリュミエ、Ch. ダンクラ、C. ドゥ
ーセ、Ed. モネ、ボシェーヌ］（下線強調は筆者による） 
                                                        
2228 Antoine-François MARMONTEL, 24 études d’agilité et d’expression, op. 45, Paris, Heugel, p. 36. « Il faut 
conserver beaucoup d’égalité dans le dessin d’accompagnement de la Basse, malgré l’agitation et la rapidité du 
mouvement. La Mélodie en octaves, très expressive, soutenue, et en chantant d’une manière vocale. » 
2229 « Le Comité des études musicales du Conservatoire Impérial de Musique a examiné les Vingt-quatre études 
spéciales pour piano, que lui a soumises M. Georges Mathias. 
 Ce qui distingue ces études du plus grand nombre des productions de ce genre, c’est qu’elles ne consistent pas 
seulement en exercices généraux destinés au perfectionnement de l’élève, chacune a pour but d’aider à vaincre une 
difficulté spéciale de l’instrument, ainsi que l’indiquent leurs titres : les arpèges, les gammes les tierces, les sixtes, le 
legato, le tremolo, le staccato, etc. En outre, l’auteur les a écrites de manière à ce qu’elles puissent servir à initier au 
style des différentes époques, en s’attachant à ce que l’intérêt musical prédomine et fasse oublier ce qu’un pareil offre 
toujours d’aride. En conséquence, le Comité approuve les Études de M. Georges Mathias comme une œuvre dans 
laquelle se manifestent à un égal degré le mérite éminent du compositeur et celui du pianiste. » Georges MATHIAS, 








表 III-9-7. G. マチアス《様式とメカニスムの特別な練習曲集》作品 28 の各曲タイトル 
 
曲番号 タイトル 調性 
 
曲番号 タイトル 調性 
1 
アルペッジョ 
（Les aprèges） c  13 
転調 
（Les modulations） Fis 
2 レガート（Le legato） C 
 
14 フゲッタ（Fughetta） fis 
3 
5 本指 






（Les arpètes lié en 
notes doubles） 
Des 




（Les tierces liées） cis 

















（Le tempo rubato） A  19 
3 度と 6 度 














（Les notes répétées） 
E 
 
21 トリル（Le trille） B 
10 
スタッカート 
（Le staccato） e  22 
手の交差 



















（Finale de Sonate） 
f 
 
 これらのタイトルのうち、創作様式に関するものは第 11、13、14、20、23、24 番の 5 曲
である。このうち直観的様式に属するのは第 11 番〈表現〉、第 23 番〈エレガンス〉の 2 曲、
書法の様式に属するものは第 13 番〈転調〉、第 14 番〈フゲッタ〉の 2 曲、ジャンルの様式
に分類されるのは第 20 番〈カプリース〉と第 24 番〈ソナタのフィナーレ〉の 2 曲である。 














譜例 III-9-19. G. マチアス 《様式とメカニスムの特別な練習曲集》（1862）、 
作品 28 第 1 番 〈アルペッジョ〉ハ短調、mes. 1-5 
 
 
 アルペッジョに基づく前奏曲の書法は、バッハの《平均律クラヴィーア曲集》第 1 集の
第 1 曲（譜例 III-9-20）に典型が見られる。 
 














                                                        
2230 Charles GOUNOD, Méditation sur le 1er prélude de S. Bach, Paris, Heugel, 1858. 
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 この種の擬バロック的書法は、メンデルスゾーンの《6 つの前奏曲とフーガ》作品 35 や
チェルニーの《フーガ演奏と厳格な様式の作品の学習》作品 4002231に先例がある。後者の
前奏曲第 1 番はハ短調で書かれており、冒頭はやはりアルペッジョによる I 度-II 度の第 3
転回形の和声進行で始まる。 
 
譜例 III-9-21. C. チェルニー 《フーガ演奏と厳格な様式の作品の学習》作品 400（1837）、
第 1 番〈前奏曲〉、mes.1-2 
 
 マチアスの第 1 番〈アルペッジョ〉はこうしたバッハの鍵盤作品受容の中で捉えることが
できる。 
 〈フゲッタ〉と題された第 14 番（嬰ヘ短調）もまたバロックの時代様式に属する 2 声の
自由なフーガである。 
 
譜例 III-9-22. G. マチアス 《様式とメカニスムの特別な練習曲集》作品 28（1862）、 
第 14 番〈フゲッタ〉、mes 1-14 
 
 ジーグ風のフーガは、バッハの《平均律クラヴィーア曲集》第 2 巻に収められている嬰ト
長調のフーガ（BWV 577）にもみられる。 
 この他、マチアスは特定の創作主体と結びついた 19 世紀の様式も採用している。第 10
番〈スタッカート〉（ホ短調）を特徴付けるのは、メンデルスゾーンと彼に続く作曲家たち
が性格的作品の中で用いた 3/8 拍子の急速な音型である（譜例 III-9-23）。 
 
譜例 III-9-23. 同前、第 10 番〈スタッカート〉ホ短調、mes. 1-10 
                                                        
2231 Carl CZERNY, Étude de l’exécution des fugues et des compositions dans le style sévère contenant 12 préludes et 
12 fugues, op. 400, Paris, Richault, 1837. 
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譜例 III-9-24. E. プリューダン 《妖精の踊り》作品 41（1852）、mes. 112-121 
    [Allegro tranquillo] 
 
 
 「妖精」と関連づけられた 3/8 拍子の軽快な音型は、メンデルスゾーンによる《真夏の夜
の夢》作品 61 の第 1 幕後に演奏される〈スケルツォ〉（ト短調）に先例が見られる。 
マチアスの第 10 番には、メンデルスゾーンのピアノのため《カプリッチョ》作品 5（1825）
と構成上の共通点が認められる。メンデルスゾーンの作品 5 には、136 小節目の反復記号か
ら次のような主題が現れる（譜例 III-9-252233）。 
                                                        
2232 Émile PRUDENT, La danse des fées, op. 41, Paris, Brandus et Cie., 1852. 
2233 譜例には次の楽譜を使用した。Felix MENDELSSOHN, Capriccio, op. 5, Julius RIETZ (éd.), Leipzig, 
Breitkopf & Härtel, entre 1874-1882. 




譜例 III-9-25. F. メンデルスゾーン《カプリッチョ》作品 5（1825）、mes. 132-148 
     [prestissimo] 
 
 
 この主題は、スタッカートによって特徴付けられるスケルツォ風の第 1 部と対照をなす第
2 部の開始を告げている。ここでは、左手の 16 分音符の走句の上に、ゆったりとした旋律
が置かれている。 




譜例 III-9-26. G. マチアス 《様式とメカニスムの特別な練習曲集》作品 28（1862）、 
第 10 番〈スタッカート〉、mes. 92-104 
 
 
 これらの類似からこの第 10 番の様式が、19 世紀前半にピアノ書法に定着した一つの時代
様式であり、またメンデルスゾーンを典型とする点では個人様式の反映とみることができる。 










ショパンの《3 つのノクターン》作品 15（1833）2234の第 1 番を参照している。 
 









                                                        
2234 Frédéric CHOPIN, Trois nocturnes, op. 15, Paris, Maurice Schlesinger, 1833, 11 p. 
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譜例 III-9-29. 同上、第 1 番、mes. 5-12 
N.B. 枠線は筆者による追加 
 












 第 24 番〈ソナタのフィナーレ〉と題された《様式とメカニスムの練習曲集》の終曲は、
ヘ短調の練習曲である。23 の長短調を巡り第 24 曲でヘ短調に至って、マチアスがこのタイ
トルを選択したことは偶然ではなかろう。ヘ短調はべートーヴェンの《熱情ソナタ》作品
57 の調性であり、スタマティの作品 8（1843）や音楽院での修了コンクールで課題曲にもな






《熱情ソナタ》作品 57 と《幻想曲風ソナタ》作品 27-2（嬰ハ短調）の特徴を参照している。
マチアスの第 24 番（allegro agitato）は次のように始まる。 
 
譜例 III-9-30. G. マチアス 《様式とメカニスムの特別な練習曲集》作品 28（1862）、 
第 24 番〈ソナタのフィナーレ〉、mes. 1-3 
 





譜例 III-9-31. 同前、mes. 11-13
 
 同様の対比はベートーヴェンの《熱情ソナタ》第 1 楽章のほぼ同じ位置、第 13-14 小節に
みられる。ここでは、pp から f へと音の強さが急激に変化し、減七和音が下行する分散和
音で強調される。 
 
譜例 III-9-32. L. v. ベートーヴェン《熱情ソナタ》作品 57（1803）、第 1 楽章、mes. 11-142235
 
 
 マチアスの冒頭動機は第 22 小節で、スタッカートの和音で演奏される動機に変化する（譜
例 III-9-33、枠で囲んだ部分）。 
 
譜例 III-9- 33. G. マチアス 《様式とメカニスムの特別な練習曲集》作品 28（1862）、 
第 24 番〈ソナタのフィナーレ〉、mes. 17-23 
N.B. 小節番号および枠線は筆者による追加  
 
                                                        
2235 譜例には次のエディションから抜粋した。Ludwig van BEETHOVEN, Sonaten für das Pianoforte, série XVI, 
t. 2, Leipzig, Breitkopf & Härtel, 1862. 
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 この動機には、「音量を落としてアジタートで（sotto voce agitato）」という指示が与えら
れている。第 19 小節はフォルティシモ（ff）であり、第 20~21 小節にかけてディミヌエン
ドが指示されて前後の対比が強調されている。 
 同様のスタッカートの音型と強弱の対比は、ベートーヴェンの《幻想曲風ソナタ》作品
27-2 のフィナーレの第 2 主題後半に見出すことができる（mes. 43-46）。第 43~47 小節に示
されるスタッカートのモチーフには弱音（p）の指示があり、その直前の小節は 2 拍毎に sf
が置かれている。 
 
譜例 III-9-34. L. v. ベートーヴェン《幻想曲風ソナタ》作品 27-2（1802）、 





た音響効果を生み出している。マチアスの第 24 番の第 37~41 小節は主部に向かって弱音（pp）




譜例 III-9-35. G. マチアス 《様式とメカニスムの特別な練習曲集》作品 28（1862）、 




 力強い主題へと向かう同様のトレモロの効果は、ベートーヴェンの作品 27-2 のフィナー
レにあっては提示部の反復を導く第 68~69 小節の 2 小節間に認められる。ここではトレモ
ロに類似した効果を生む分散和音に伴うクレッシェンドが、冒頭の主題を導く。 
 
譜例 III-9-36. ベートーヴェン《幻想曲風ソナタ》作品 27-2（1802）、第 3 楽章、mes. 65-70 
 















第 3 部の総括 









































































                                                        
2236 « Si le beau est la splendeur et le rayonnement du bien, comme Platon l’a dit, cherchons d’abord le bien pour en 



















































                                                        
2237 Joseph ZIMMERMAN, « Avant propos », Encyclopédie du pianiste compositeur, Paris, chez l’auteur, 1840.p. II. 
Cf. 本論文 I-1-7. 












クの作品と演奏が、「［物理的］動作の領域を超える着想として（comme idées qui dépasseraient 
la sphère d’action d’un instrument）」2241重視されていることに異議を申し立てている。「音楽
は、人がこれと共鳴して生の美化された像をそこに見る分だけにしか価値を持たない」2242と
考えるレンツにとって、タールベルクの演奏と作品は「自発性（spontanéité）」と「詩情の
観念すべて（toute idée de poésie）」2243を排除した「冷たい完全さ（perfection froide）」 2244
に立脚していた。一方、モーツァルト、ベートーヴェン、ヴェーバー、ショパン、リストは
彼にとって、物質的領域を超越した音楽家であった2245。 
 1850 年以降のピアノ教育は、おおむねレンツの見解に沿って展開している。実際、第 2
部で検討した定期試験曲目の変遷過程は、そのことをよく示している。ピアノ科は 1830 年
















                                                        
2240 « Nous faisons remonter l’origine du goût vicié du jour et des directions matérielles dans l’art, à la révolution de 
1830, qui, en faussant la société française, faussa l’art. Ce n’est point en convertissant le palais de Versailles en un 
musée, en ouvrant aux artistes des voies étrangères à leur vocation, en changeant un grand pays en un livre de 
comptoir à partie double qu’on encourage l’art et le fait prospérer, mais bien en maintenant l’homme dans les 
croyances d’éternelle vérité qui lui sont propres. » Ibid., p. 11-12. 
2241 Wilhelm von LENZ, op. cit., p. 9. 
2242 « [L]a musique n’a quelque valeur qu’autant qu’on sympathise avec elle, pour y voir l’image embellie de la 
vie. » Ibid. 
2243 Ibid., p. 9-10. 
2244 Ibid., p. 9. 
2245 Ibid. 



































                                                                                                                                                                  
borne à traduire, dans un splendide langage, ces éternelles vérités sur lesquelles, de Platon à Spinosa [sic], tout grand 
génie a spéculé ; par lui, [...] la psychologie a passé dans la musique, et la langue des sons, sans rien dire de l’ampleur 
oratoire, de la magnificence du discours musical, a trouvé des formules pour les idées métaphysiques. » Henri 
BLAZE DE BURY, Musiciens contemporains, Paris, Michel Lévy frères, 1856, p. 9. このテクストは次の文献に
所収されたものである。Id., « Du romantisme dans la littérature et la musique en Allemagne. Le chevalier 
Charles-Marie de Weber », La revue des deux mondes, augmentée d’articles choisis dans les meilleurs recueils et 
revues périodiques, t. 3, Bruxelles, 1846, p. 224. 
2247 フランスにおけるドイツ・ロマン主義の受容については右の文献を参照。Emmanuel REIBEL, Comment 
la musique est devenue romantique : de Rousseau à Berlioz, Paris, Fayard, 2013, p. 191-203 et 220-228. 
2248 Cf. 本論文 II-5-2-6-1. 
2249 Cf. 本論文 II-4-2-6. 
2250 « Ce cours, qui devra éviter les vagues théories de la métaphysique de l’art, est destiné particulièrement aux 




であった。ピアノ教育におけるエクレクティスムと歴史の表裏一体性は、1873 年 6 月にル・
クーペのクラスで行われた定期試験プログラムにおける演目の時代的多様性にも明瞭に認
めることができた2252。 






























                                                        
2251 Cf. 本論文 I-3-4. 
2252 Cf. 本論文 III-6-2. 
2253 « Les hommes du monde ne prennent-ils pas à tâche de se ressembler tous le plus qu’ils peuvent ? Dans ce qu’on 
appelle le monde, l’individu ne s’efface-t-il pas devant un principe ? Or, l’artiste, le compositeur surtout, expriment 
une individualité. Ce n’est donc pas la moins étrange des illusions du jour que de vouloir ériger l’exception en règle, 
tout en baissant les hauteurs de l’art au niveau de la fashion, reproduire, en un mot, l’hermaphrodite de 
l’artiste-homme du monde, du pianiste-pouvoir social, créés de nos jours, et déjà tant perfectionnés. » Wilhelm von 
LENZ, op. cit., p. 10. 
2254 « [I]l faut avoir du style, si l’on ne peut avoir un style original et personnel. » Ibid., p. 108d. Cf. III-7-2-2. 
2255 佐々木健一、前掲書、134 頁。 
2256 Cf. 本論文 II 5-2-3。 
2257 Cf. 鄭理耀『シューマンとピアノ・テクニック―運指練習から多面的な音楽活動へ―』 東京藝術大学




































                                                        
2258 Cf. 本論文 II-5-2-2-2. 
2259 Cf. 本論文 II-4-2-6. 
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2260 « Qu’est-ce qu’un classique ? Un vrai classique, comme j’aimerais à l’entendre définir, c’est un auteur qui a 
enrichi l’esprit humain, qui en a réellement augmenté le trésor, qui lui a fait faire un pas de plus, qui a découvert 
quelque vérité morale non équivoque, ou ressaisi quelque passion éternelle dans ce cœur où tout semblait connu et 
exploré ; qui a rendu sa pensée, son observation ou son invention, sous une forme n’importe laquelle, mais large et 
grande, fine et sensée, saine et belle en soi ; qui a parlé à tous dans un style à lui et qui se trouve aussi celui de tout le 
monde, dans un style nouveau, sans néologisme, nouveau et antique, aisément contemporain de tous les âges. » 
Charles-Augustin SAINTE-BEUVE, Causeries du lundi, t. 3, Paris, Garnier frères, n. d., p. 42.  
2261 Cf. EEM, p. IX-X. 


























 この事態を 19 世紀というより多きな時間的枠組みで捉えたとき、19 世紀中葉から後半に
かけて、ピアニストに求められる資質に大きな転換があったことが理解される。そのことは、
音楽院で楽譜に基づく演奏と即興の関係を見れば明らかである。即興で一曲、ないし協奏曲
のカデンツァを演奏することは、18 世紀後半から 19 世紀前半に至るまで、ピアニスト兼作
曲家にとって不可欠の美質であった。「幻想曲」というジャンルの成立に深く関わる鍵盤上
での即興は、「活動する天分の継起（celle [progression] du génie à l’œuvre）」2264にほかならず、
「天才」や「崇高」といったロマン主義的理念に結びついていた。世紀前半、即興の方法論








                                                        
2263 Cf. 本論文 III-5-2-5。 
2264 Jean-Pierre BARTOLI et Jeanne ROUDET, op. cit., p. 336. 
2265 Carl CZERNY, L’art d’improviser mis à la portée des pianistes op. 200, Paris, Schlesinger, 1834, 108 p. 
2266 Joseph ZIMMERMAN, « Avant propos », Encyclopédie du pianiste compositeur, Paris, chez l’auteur, 1840, 
p. 18-20. 


































































化させるうえで不可欠である。幸い、19 世紀後期から 20 世紀初期にかけてパリ音楽院が購
入した楽器は、エラール社の請求書2268を通して再構築することができる。音楽院の楽器博














究センター（Research Centre for the History and Analysis of Recorded Music, 略称 : CHARM）
は 5 年間に亘り録音音楽の分析解析ソフトを無償で公開し、演奏録音の分析手法の発展に大
きく貢献した。演奏研究は、CHARM の後継機関として 2009 年に設立された創造的実践と
しての音楽パフォーマンス研究センター（The AHRC Research Centre for Musical Performance 




れている。2015 年 1 月から 6 月にかけて、フランスでは国立研究事業所（L’Agence nationale 
de la recherche）の助成を受けて「19 世紀フランスにおける公的音楽教育の歴史（Histoire de 
l’enseignement public de la musique en France au XIX
e
 siècle（1795~1914））と題する研究事業が
                                                        
2268 AN, AJ 37/53-6. 
2269 Cf. パリ楽器博物館 HP 内の次のサイト : http://archivesmusee.citedelamusique.fr/pleyel/（2015 年 9 月 10
日アクセス）. 
2270 Cf. Legendary Piano Rerfordings, the complete Grieg, Saint-Saëns, Pugno, and Diémer and other G & T 
Rapities, 2 CDs, Marston, 2008 ; Masters of the French Piano Tradition, CD, Arbiter, 2006 ; Pianistes Françaises, 2 








明に提示された。彼の努力により、音楽院の生徒の名簿も音楽学研究所（Institut de recherche 






















                                                        
2271 研究会のプログラムは下記のサイトを参照。http://www.iremus.cnrs.fr/sites/default/files/seminaire_hemef_-
_programme.pdf. 
2272 IreMus 内の次のページを参照。http://www.iremus.cnrs.fr/fr/bases-de-donnees. 2015 年 9 月現在は「音楽院
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1.1.1. Pierrefitte-sur-Seine, Archive nationale de France 
1.1.1.1. Série AJ 37 : Archives de l’École royale de chant, de l’École royale 
dramatique, de l’École royale de musique et de déclamation（パリ音楽院
アーカイヴ） 
AJ 37/2-2a :  Lettre de MASSART à AUBER, datée du 22 fév. 1871. 
  Lettre de MATHIAS adressée à AUBER, datée du 15 mars 1871. 
AJ 37/3-2e :  Commission (Conservatoire de musique et de déclamation), 1870. 
AJ 37/40-4 :  La brouillon de la lettre d’un anonyme à Victor DE PERSIGNY, datée du 11 nov. 
1852. 
AJ 37/40-4 : Copie de la lettre d’AUBER à Léon FOUCHER, datée du 22 octobre 1851. 
AJ 37/65-1a : Copie de la lettre d’AUBER à SENARD, ministre de l’Intérieur, datée du 26 août 
1848. 
 Copie de la lettre d’AUBER à WALEWSKI, datée du 9 juillet 1862, 
AJ 37/65-1b : Lettre d’Antoine DE KONTSKI, au ministre de l’Intérieure, datée du 5 mai 1848. 
  Lettre autographe de PFEIFFER à Ambroise THOMAS, datée du 12 fév. 1872. 
  Lettre de A. WOLFF à son oncle, 8 avr. 1884. 
AJ 37/67-2 : Arrêté de la nomination de A. BARBEREAU, chargé au cours d’histoire générale 
de la musique, daté du 21 sept. 1871. 
AJ 37/69-2 : Lettre de Louise FARRENC à AUBER datée du 11 nov. 1850. 
  Lettre autographe de M
me
 FARRENC à Saint-René TAILLANDIER, datée du 17 
nov. 1872, AN, AJ 37/69-2. 
AJ 37/69-3 :  Arrêté de la nomination d’Eugène GAUTIER, chargé au cours d’histoire générale 
de la musique, daté du 3 oct. 1872.  
AJ 37/70-1 : Lettre d’AUBER au ministre d’État, datée du 22 déc. 1860. 
  Certificat d’infirmité, daté du 30 avr., 1874. 
  Lettre autographe de HERZ à THOMAS, datée du 27 fév. 1874. 
  Lettre autographe de HERZ à THOMAS, datée du 14 avr. 1874. 
  Etat des services de M. Herz. Henry, 6 mai 1874, AJ 37/71-1. 
AJ 37/70-4 : Copie de la lettre d’AUBER à Léon FOUCHER par Beauchesne secrétaire, datée 
du 22 oct. 1851. 
AJ 37/71-1 :  Minute de la lettre de THOMAS au ministre de l’Instruction public, des cultes et 
des beau-arts, datée du 30 avr. 1875, AN, AJ 37/71-1. 
AJ 37/71-2 :  Copie de la lettre d’AUBER à TROPLONG, datée du 9 juill. 1862. 
AJ 37/72-4 :  Lettre autographe de ZIMMERMAN à AUBER, datée du 10 août 1848. 
AJ/37/77-15 :  Projets d’agrandissement et de reconstruction, 15 janvier 1881. 
AJ 37/82/7c :  Rapport du Comité des études sur les ouvrages de M. Marmontel, le 6 nov. 1862. 
AJ 37/82/7j :  Lettre d’HEUGEL et C
ie
 à Théodore LASSABATHIE, datée du 15 août 1854. 
 Lettre du secrétaire général au Conservatoire de musique à HEUGEL et C
ie
, datée 
du 21 août 1854. 




Lettre autographe de BARBEREAU à THOMAS, datée du 19 sept. 1872. 
Copie de la lettre de MALEDEN à la commission du Conservatoire, le 6 avril 
1848. 
Lettre d’AUBER à LOCK, datée du 10 juin 1848. 
Lettre de De La Fage à la commission du Conservatoire, datée du 6 avril 1848. 
Deux lettres de F. Lock à Auber, datées du 10 juin 1848. 
Brouillon de l’avis au sujet de l’ouverture de la classe de l’histoire générale de la 
musique, s. d. 
Copie de la lettre d’Ambroise THOMAS à REBER, à MASSÉ et à BAZIN, datée 
du 19 fév. 1872. 
AJ 37/83-8f :  Lettre de BOURGAULT-DUCOUDREY à Ambroise THOMAS, datée du 11 nov. 
1878. 
AJ 37/84-7o:  Arrêté au sujet de la création de la classe préparatoire de piano pour les élèves 
femmes, daté du 16 mars 1826 
  Copie de la lettre d’AUBER à WALENSKI, datée du 9 juill., 1862. 
AJ 37/150-2 
~AJ 37/161 :  Tableaux annuels des classes, première série et deuxième série, 1820-1892. 
AJ
 
37 193-3 : Comité d’enseignement puis d’examens et jurys d’admission 
AJ 37/194 
~AJ 37/195 :  Comité d’enseignement des études musicales ou comité des études musicales : 
procès-verbaux originaux des séances, 1849-1905. 
AJ 37/206 
~AJ 37/207-1: Concours ou examens d’admissions et examens en cours d’année : procès-






37/240 :   Concours ou examens d’admission et examens en cours d’année : notes de séance, 
1824-1914. 
AJ 37/249-5 :  Concours. Procès-verbeaux du jury, copies puis origineaux, 1837-1845. 
AJ 37/250 
~AJ 37/252 :  Concours pour les récompenses, procès-verbaux des séances du jury : originaux 
signés par les membres et le directeur du Conservatoire président, 1846-1897. 
AJ 37/264 
~AJ 37/292 : Rapports des professeurs sur leurs élèves pour les examens, 1815-1890. 
AJ 37/304 :  Examens. Procès-verbeaux originaux des séances des comités d’examens 
semestriels des études musicales, 1886-1898. 
 
1.1.1.2. Série F 21 : Beaux-Arts, Théâtres (XIXe siècle) 
F 21/1291 :  Copie de la lettre du « D
en 
Marquis » à une dame anonyme, datée du 28 août 1848. 
 Lettre de Charles-Valentin ALKAN destinée au ministre de l’Intérieur, datée du 3 
sept 1848. 
F 21/1294 :  Copie de la lettre de De Beauplan à De Rémusat, datée du 19 oct. 1872. 
Lettre de Delioux à Eugène Rouher, datée du 23 déc. 1865, classeur « Delioux 
(Charles) ». 
F 21/1295 :  Lettre d’AUBER au ministre, datée du 27 dec. 1872. 
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F 21/1296 :  公教育・信仰・美術省が発行した 5 月 6 日の退職および退職年金証明書 
F 21/1298 :  Lettre de Thomas à Saint-René TAILLANDIER, datée du 27 déc. 1872. 
F 21/1299 : Lettre de MATHIAS à WALEWSKI, s.d., 
Lettre autographe de PRUDENT à WALEWSKI, datée du 3 juill. 1862. 
Lettre autographe de PRUDENT à Eugénie DE MONTIJO, datée du 31 juill. 1862. 
Lettre de MATHIAS à WALEWSKI, datée du 20 juin 1862. 
Lettre de MATHIAS à M
me
 WALEWSKI, datée du 6 juill. 1862.  
Copie de la lettre d’AUBER à TROPLONG, datée du 9 juill. 1862. 
Copie de la lettre du chef du cabinet du sénat à MATHIAS, datée du 14 juill. 1862, 
Lettre autographe de DEMAS-HINARD à WALEWSKI, s.d. 
Minute de la lettre de WALEWSKI à TROPLONG, datée du 14 août 1862. 
Lettre de WALEWSKI à un comte anonyme, datée du 20 juin 1862. 
Lettre d’Antoine-François MARMONTEL au ministre de l’Intérieur, s. d. 
F 21/1303 : Lettre de ZIMMERMAN destinée au ministre de l’Intérieur, datée du 27 juill. 
1848. 
 Extrait du registre des délibérations du Comité de l’Intérieur et de l’Instruction 
publique, séance du 16 janvier 1849. 
F 21/1311 :  Comptes, rapports, comptes de la caisse de secours et du produit des exercices 
d'élèves, rapport sur les plans et devis d'un théâtre dramatique, 1846-1855. 
 
1.1.2. Historisches Archiv der Stadt Köln 
Lettre d’ALKAN à HILLER, datée du 26 août 1866, Cologne, Historiches Archiv, Ferdinand 
Hiller, Bestand 1051, n° 35, p. 457 
 
1.1.3. Paris, Bibliothèque nationale de France (Département de la Musique) 
LA-ADAM JOHANN LUDWIG-3, Cote de microfilme : VM BOB-19 931. Lettre autographe de 
Louis ADAM, s. d. n. l., 
 
La lettre de HANSLICK à MACKAR, datée du 4 dec. 1876, Paris, BnF, département de la 





 mouvement du concerto en ut mineur, op. 37 de Beethoven, pour 




 concerto, en ré mineur, de Mozart, arrangé pour piano seul, avec 
cadences, Paris, Richault, 1861, 61 p. 
 
ARBAN, Jean-Baptiste, La Perle de l’Adriatique. Motif de J. Offenbach. Polka-Mazurka, Paris, 
Heugel et C
ie
, 1862, 5 p. 
 
BACH, Johann Sebastian, 6 Fugues mises en partition, analisées [sic] et doigtées, F. LE 




BACH, Johann Sebastian, Toccata en fa majeur, transcrite du grand-orgue pour piano par 
Gabriel Pierné, Paris, A. Leduc, 1883, 11 p. 
 
BEETHOVEN, Ludwig van, Sonata quasi una fantasia op. 27, Vienna, Gio. Cappi e Comp., 
1802, 15 p. 
 
BEETHOVEN, Ludwig van, Fidélio. Drame lyrique en trois actes, Paris, chez A. Farrenc, 1826, 
V-535 p. 
 
BEETHOVEN, Ludwig van, Concertos, arrangés pour piano seul par J. MOSCHELES, Paris, 
Brandus et C
ie
, ca 1845, 45 p. 
 
BEETHOVEN, Ludwig van, Sonate op. 27-1, annotée et éditée par Antoine-François 
MARMONTEL, Paris, Heugel et C
ie
, 1852, p. 15. 
 
BEETHOVEN, Ludwig van, Sonate en ut mineur, op. 10-1, annotée et éditée par Antoine-
François MARMONTEL, Paris, Paris, Heugel et C
ie
, 1858, p. 15. 
 
BERGSON, Michel, Nouvelles études caractéristiques pour piano, op. 60, Paris, Heugel et C
ie
, 
1867, 46 p. 
 
BERNARD, Paul, Style et mécanisme, douze études caractéristiques, op. 56, Heugel et C
ie
, Paris, 
1860, 53 p. 
 
BERTINI, Henri, Caprices pour le piano, op. 94, 2
e
 éd., Paris, H. Lemoine, 1843, p. 105. 
 





 Solo composé pour le concours de 1838, op. 121, Paris, H. Lemoine, 1838, 
19 p. 
 
BERTINI, Henri, Solos (3) pour piano. Morceaux de concours à l’usage des pensionnats de 
jeunes demoiselles, op. 167, Paris, H. Lemoine, 1847, n. p. 
 
BERTINI, Henri, Études caractéristiques composées pour le piano-forte, op. 66, Paris, Henry 
Lemoine, s. d., 91 p. 
 
BERLIOZ, Hector, L’enfance du Christ, op. 25, transcription pour le piano par Amédée Méreaux 
et Théodore Ritter, Paris, S. Richault, 1855, 12-187 p. 
 
BERLIOZ, Hector, Romeo et Juliette, Sinfonie dramatique : chœurs, solos de chant et prologue 




BERLIOZ, Hector, Épisode de la vie d’un artiste, symphonie fantastique en cinq parties, op. 14, 
réduction pour le piano à 4 mains par Ch. Bannelier, Paris, Brandus, 1878, 107 p. 
 
BÉRIOT, Charles-Auguste de, Ballade pour piano, op. 12, Paris, Schott, 1862, 9 p. 
 
BÉRIOT, Charles-Auguste de, 4 Morceaux à rythmes rompus op. 56, Paris, J. Hamelle, 7 ; 5 ; ? ; 
7 p. 
 
BIZET, Georges, Variations chromatiques, Paris, Hartmann, 1862, 15 p. 
 
BIZET, Georges, Variations chromatiques, édition de concert, Paris, Choudens, 1882, 15 p. 
 
BIZET, Georges, Variations chromatiques, édition de salon, Paris, Choudens, 1882, 9 p. 
 
BOVY-LYSBERG, Charles-Samuel, Barcarolle pour piano, op. 7, Paris, S. Richault, 1843, 7 p. 
 
CHAULIEU, Charles, L’Indispensable. Manuel des jeunes pianistes ou étude journalière, 
op. 100, Paris, Meissonier, 1830, 45 p. 
 
CHOPIN, Frédéric, Premier livre d’études, op. 10, Antoine-François MARMONTEL (éd.), Paris, 
Heugel et C
ie
, ca 1862, 55 p. 
 
CHOPIN, Frédéric, Premier concerto en mi nat. mineur, op. 11, Paris, Antoine-François 
MARMONTEL (éd.), Heugel, n.d, 47 p. 
 
CLEMENTI, Muzio, A Sonata for the piano-forte and a famous toccata for the harpsichord or 
piano-forte, op. 9, Londres, J. Kerpen, [1784], 15 p. 
 
CLEMENTI, Muzio (éd.), Clementi’s Selection of Practical Harmony for the Organ or Piano 
Forte ; Containing Voluntaries, Fuguesm Canons and Other Ingenious Pieces by the Most 
Eminent Composers, 4 vol., Londres, Clementi, Banger, Davis & Collard, 1801 ; 1802 ; 
1811 ; 1814, 145 ; 157 ; 123 ; 121 p. Cote de BnF : L 13 141. 
 
CLEMENTI, Muzio, Gradus ad Parnassum, vol. 1, Bonn, Cologne, Simrock, 1817, n. p. 
 
COHEN, Jules, Douze grandes études de style, op. 7, 2 vol., Paris, Jules Heinz, 1856, 27 ; 36 p. 
 
COMETTANT, Oscar, Six études de salon pour piano, op. 32, Paris, O. Legouix, 1849, 37 p. 
 
COUPERIN, François, Premier livre de pièces de clavecin, Paris, chez l’Auteur, Le Sieur Foucaut, 
1713, 79 p. 
 





 Erard, 1804, 81 p. 
 
CRAMER, Johann Baptist, Suite des études pour le piano-forté en 42 exercices, 2
e
 livre, Paris, Melles 
Erard, 1809, 89 p.  
 
CRAMER, Johann Baptist, Dulce et utile, recueil de 6 morceaux pour le forte-piano, op. 55, 
Paris, M
elles
 Erard, 1816, 39 p. 
 
CRAMER, Johann Baptist, Seize nouvelles études pour le piano faisant suite aux 2 premiers 
livres, op. 81, Paris, Delahante, 1835, 49 p. 
 
CRAMER, Johann Baptist, 12 grandes études mélodiques pour le piano, op. 107, Paris, Brandus, 
1847, 53 p. 
 
CZERNY, Carl, Sonate d’étude, Paris, Richault, entre 1834 et 1835, 41 p. 
 
CZERNY, Carl, L’art d’improviser mis à la portée des pianistes op. 200, Paris, Schlesinger, 
1834, 108 p. 
 
CZERNY, Carl, Étude de l’exécution des fugues et des compositions dans le style sévère 
contenant 12 préludes et 12 fugues, op. 400, Paris, Richault, 1837, 117 p. 
 
CZERNY, Carl (éd.), Collection complète des compositions de J. Séb. Bach pour le piano avec ou 
accompagnement., nouvelle édition, Paris, S. Richauld, n.d [entre 1845-46 ?], n. p. 
 
DELABORDE, Élie-Miriam-Éraïm, Menuet de l’Arlésienne de G. Bizet, transcrit pour piano, 
Paris, Choudens, 1873, 7 p. 
 
DIÉMER, Louis, Le Chant du nantonier, caprice ou concert pour piano op. 12, Paris, Heugel, 
1866, 11 p. 
 
DIÉMER, Louis, Concert-Stück pour piano et orchestre, op. 31, J. Hamelle, 1892, 72 p.  
 
DIÉMER, Louis (éd.), Les clavecinistes français, vol. 2, Paris, A. Durand et fils, ca 1895, 75 p. 
 
DÖHLER, Theodor, Ballade pour piano, op. 41, Paris, J. Meissonnier, 1842, 9 p. 
 
DÖHLER, Theodor, La Suppliante, ballade pour le piano, op. 65, Paris, Brandus, 1847, 7 p. 
 
DUBOIS, Théodore, Concerto capriccioso, Paris, E. et A. Girod, 1875. 
 
DUBOIS, Théodore, Douze études de concert, Paris Heugel et Cie, 1906, pagination diverse. 
 




DUŠÍK, Jan Ladislav, Ma barque légère. Thème favori de Grétry. Rondeau pour le piano extrait 
de l'oeuvre posthume de J. L. Dussek, Paris, I. Pleyel, s.d., 9 p. 
 
FIORILLO, Federigo, Étude pour le violon formant 36 caprices, op. 3, Paris, Sieber, ca 1788, 
32 p. 
 
FIARD, Céline, Sonate de Salon pour piano (à la mémoire de Chopin) op. 7, Paris, H. Lemoine, 
1855, 25 p. 
 
FARRENC, Aristide (éd.), Trésors du pianiste, Collection des œuvres choisies des maîtres de 
tous les pays et de toutes les époques depuis le XVI
e





 Louise Farrenc, 24 vol., Paris, M
me




 concerto pour piano, Antoine-François MARMONTEL (éd.), Paris, Heugel et 
C
ie
, 1855, p. 2-27.  
 
FLAXLAND, Gustave (éd.), Les Bonnes traditions du pianiste, Paris, Durand, Schoenewerk et 
Cie, 1856, 205 p. 
 
GODEFROID, Félix, Sonate dramatique pour piano, op. 45, Paris, Heugel, 1853, 19 p. 
 
GORIA, Alexandre Édouard, Barcarolle d’étude de salon pour piano, op. 17, Paris, Chabal, 1845, 
11 p. 
 
GORIA, Alexandre Édouard, Ballade pour piano, op. 37, Paris, Chabal, 1847, 9 p. 
 
GOTTSCHALK, Louis Moreau, Bamboula. Danse des nègres. Fantaisie pour piano, op. 2, Paris, 
Au bureau central de musique, 1849, 15 p. 
 
GOUNOD, Charles, Méditation sur le 1
er
 prélude de S. Bach, Paris, Heugel, 1858, 7 p. 
 
GRAUN, Carl Heinrich, Gigue, Paris, Flaxland, 1850, 7 p. 
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附録 A. 本文に挿入した表中の人名一覧（あいうえお順） 
N. B. 生徒名を原語で表記した表 I-10-2、表 III-6-2 の人名はこの表に含まれない。 
姓（カタカナ表記） 名、姓（欧文表記） 生没年 
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アラール Jean-Delphin ALARD 1815-1888 
アランズィエ HALANZIER ?-? 
アルカン Charles-Valentin ALKAN  1813-1888 
アルドゥーアン嬢 Mlle Élisabeth-Clémence-Lucile HARDOUIN 1846-? 
アルブレヒツベルガー Johann Georg ALBRECHTSBERGER 1736-1809 
アレヴィ Jacques-Fromental HALEVY 1799-1862 
アンセルム・バトビー Anselme BATBIE  1828-1887 
アンチオーム Eugène-Jean-Baptiste ANTHIOME 1836-1916 
アンル George HAINLE 1807-1873 
イェーレンスペルジェ Daniel JELENSPERGER 1799-1831 
イユング嬢 Mlle Marie-Albène-Joséphine-Augustine-Thérèse IUNGCK 1848-? 
ヴァーグナー Richard WAGNER 1813-1883 
ヴァイス Claude-Marius VAÏSSE  1799-1864 
ヴァイス Jean-Jacques WEISS  1827-1891 
ヴァトー嬢 Mlle Sophie WATEAU 1831-? 
ヴィエニアフスキ Józef WIENIAWSKI 1837-1912 
ヴィエルラング嬢 Mlle VIERLING (Mme BEAUFOUR) 1813-1872 
ヴィテ  Ludovic VITET 1802-1873 
ヴィルバック（ド・） Renaud DE VILBAC 1829-1884 
ヴィレール Émélie-Caroline VILERS (Pfeffel) 1837-1853 
ヴェーバー Carl Maria VON WEBER 1786-1826 
ヴェッケルラン Jean-Baptiste WECKERLIN 1821~1910 
ヴェルヴォワット VERVOITTE ?-? 
ヴォコヴェイユ Auguste-Emmanuel VAUCORBEIL  1821-1884 
ヴォルフ（A.） Désiré-Auguste-Bernard WOLFF 1821-1887 
ヴォルフ（Éd.） Édouard WOLFF 1816-1880 
ヴォルムゼール André-Alphonse-Toussaint WORMSER 1851-1926 
ヴュータン Lucien VIEUXTEMPS 1828-1901 
エス嬢（姉） Mlle HESS 1re ?-? 
エドゥアール・ロクロワ Édouard LOCROY  1838-1903 
エルヴァール Antoine-Aimable-Élie ELWART  1808-1877 
エルツ Henri HERZ  1803-1888 
エルネスト・ルグーヴェ Ernest LEGOUVÉ 1807-1903 
エロルド Louis-Ferdinand HEROLD 1791-1833 
エンゼルト Adolf von HENSELT 1814-1889 
ド・モルニー男爵 
Charles Auguste Louis Joseph DEMORNY (dit comte DE 
MORNY) 
1811-1865 
オジエ Émile AUGIER 1820-1889 
オベール Daniel-François-Esprit AUBER 1782-1871 
カーエン Manoël CAHEN 1850-? 
ガシェ嬢 Mlle GASCHÉ ?-? 
カストネル Jean-Georges KASTNER 1810-1867 
カテル  Charles-Simon CATEL  1773-1830 
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カラファ Michel CARAFA 1787-1872 
カルカッシオンヌ CARCASSONNE ?-? 
カルクブレンナー Frédéric KALKBRENNER 1785-1849 
ガレ Jacques-François GALLAY 1795-1864 
ギザール Anicet Blanc de GUIZARD 1797-1879 
キュエルク嬢 Mlle CUERCQ ?-? 
キュモン（ド・） Arthur DE CUMONT 1818-1902 
ギヨーム  Eugène GUILLAUME ?-? 
ジラール Narcisse GIRARD 1797-1860 
キルンベルガー Johann Philipp KIRNBERGER 1721-1783 
ギロー Ernest GUIRAUD 1837-1892 
グーヴィ Théodore GOUVY 1819-1898 
グーゲンハイム GOUGENHEIM ?-? 
クースマケール Charles-Edmond-Henri de COUSSEMAKER 1805-1876 
クープラン François COUPERIN 1668-1733 
グノー Charles GOUNOD 1818-1893 
クラーマー Johann Baptist CRAMER 1771-1858 
グラウン Carl Heinrich GRAUN 1703-1759 
グリーグ Edvard Hagerup GRIEG 1843-1907 
クリューガー Wilhelm KRÜGER  1820-1883 
グレゴワール Joseph GRÉGOIRE 1817-1876 
グレトリ André-Ernest-Modeste GRÉTRY  1741-1813 
クレマン  Félix-Jacques-Alfred CLÉMENT 1822-1885 
クレメンティ Muzio CLEMENTI 1752-1832 
クロアレ  Louis-Joseph-Arneau CROHARÉ 1820-1895 
ゲ・ド・マンスール Achille GAIX DE MANSOUR 1830-? 
ケスラー Joseph Christoph KESSLER 1800-1872 
ゲルー Adolphe Georges GUÉROULT  1810-1872 
ケルビーニ Luigi CHERUBINI 1760-1842 
コーエン Jules COHEN  1835-1901 
コーシュ夫人 Mme Marie-Anna COCHE (Mlle MAZELIN)  1811-1866 
ゴーチエ(E.) Eugène GAUTIER 1822-1878 
ゴーチエ（Th.） Théophile GAUTIER  1811-1872 
ゴブラン Alexandre-Hippolyte GOBLIN  1800-1879 
ゴブレ  René GOBLET  1828-1905 
コメッタン Oscar COMETTANT  1819-1898 
コラン Charles-Joseph COLIN 1832-1881 
ゴリア Alexandre-Édouard GORIA 1823-1860 
ゴンチエ Mlle Marie-Hélène GONTHIER 1865-1893 
コンツキ Antoni KATSKI 1817-1899 
サヴァール Marie-Gabriel-Augustin SAVARD 1814-1881 
サン=ヴァルリー（ド・） DE SAINT-VALRY ?-? 
サン=サーンス（ド・） Camille SAINT-SAËNS  1835-1921 
サン=ジョルジュ（ド・） Henri DE SAINT-GEORGES  1799-1875 
サンソン Joseph-Isidore SAMSON 1793-1871 
ジェヴェール François-Auguste GEVAERT 1828-1908 
シェネ夫人 Mme Sophie-Louise Charlotte CHENÉ (Mlle MULLER) 1847-? 
ジェレンスキ Władysław ŻELEŃSKI 1837-1921 
シモン Jules SIMON 1814-1896 
シャサル嬢 Mlle Rose-Charlotte-Lovely CHASSAL 1830-1900 
シャペル（デ・） Eugène DES CHAPELLES 1839-1926 
シャミナード Cécil CHAMINADE 1857-1944 
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シャルトレ嬢 Mlle CARTERET ?-? 
シャルナセ（ド・） Guy DE CHARNACÉ 1825-1909 
シャルル・ド・レミュザ Charles de RÉMUSAT 1797-1875 
シャンポン Mlle Eugénie-Louise CHAMPON 1838-? 
シュヴァーブ Mlle Marie-Héloïse SCHWAAB 1839-? 
ジューヴァン Benoist JOUVIN 1810-1886 
ジュヴァール François-Auguste GEVAERT 1828-1908 
シューケ Adolphe-Gustave CHOUQUET 1819-1886 
シューケ  Adolphe-Gustave CHOUQUET 1819-1886 
ジュースラン夫人 Mlle Louise-Fanny JOUSSELIN 1822-1870 
シューベルト Franz SCHUBERT 1797-1828 
シューマン Robert SCHUMANN 1810-1856 
シュタイベルト Daniel STEIBELT 1765-1823 
シュナイツフェッフェール Jean-Madeleine-Marie SCHNEITZHOEFFER 1785-1852 
シュヌヴィエール=ポワンテ
ル（ド・） 
Marquis DE CHENNEVIÈRES-POINTEL 1820-1899 
シュポーア Louis SPOHR 1784-1859 
シュルホフ Julius SCHULHOFF 1825-1898 
ショーエン嬢 Mlle SCHOEN ?-? 
ショパン Frédéric CHOPIN 1810-1849 
ジョルジュ=ヴェイメール嬢 Mlle GEORGES-WEYMER ?-? 
ジレット Émile-Nicolas GILLETTE 1823-1850 
スートン嬢 Mlle SOUTON ?-? 
スカルラッティ Domenico SCARLATTI 1685-1757 
スクリーブ Augustin Eugène SCRIBE 1791-1861 
スクレタン嬢 Mlle Constance-Marie SECRÉTAIN 1850-? 
スゴン Albéric SECOND  1817-1887 
スタマティ Camille-Marie STAMATY  1811-1870 
ステインヴェンデール STEINWENDER ?-? 
スピネッティ SPINETTI ?-? 
スピュレール  Eugène SPULLER  1835-1896 
スメ SEMET ?-? 
セナール Antoine SÉNARD 1800~1885 
ソゼ Charles Eugène SAUZEY 1809-1901 
タールベルク Sigismond THALBERG  1812-1871 
タイヤンディエ Saint-René TAILLANDIER 1817-1879 
ダヴィッド Félicien DAVID  1810-1876 
タウジヒ Carl TAUSIG 1841-1871 
タリオ TARIO ?-? 
ダルジャントン Antonin d'ARGENTON ?-? 
ダルベール Eugène Francis Charles d'Albert 1864-1932 
タルペ夫人 Mme Aimée-Félicie TARPET (Mlle LECLERCQ) 1839~ ? 
タレクシー Adrien TALEXY 1821-1881 
ダンクラ Charles DANCLA 1817-1907 
チェルニー Carl CZERNY 1791-1857 
チャイコフスキー Piotr Ilitch TCHAÏKOVSKI 1840-1893 
ヅィメルマン Pierre-Joseph-Guillaume ZIMMERMAN 1785-1853 
ディエメール Louis DIÉMER 1843-1919 
ティエリー Edouard THIERRY 1813-1894 
デーラー Théodore DOEHLER 1814-1856 
デスタンジュ Gustave Louis Chaix D'EST-ANGE 1800-1876 
デヌリ嬢 Mlle DÉNERY ?-? 
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デュヴェルノワ（A..） Victor-Alphonse DUVERNOY  1842-1907 
デュヴェルノワ（H.） Charles-Henri-Edmond DUVERNOY 1844-1927 
デュヴォー Jules DUVAUX  1827-1909 
デュフォール Jules DUFAURE  1798-1881  
デュプラート Jules Laurent DUPRATO 1827-1892 
デュボワ Théodore DUBOIS 1837-1924 
デュマ Alexandre DUMAS fils 1824-1895 
テュルー Jean-Louis TULOU 1786-1865 
テュルケ Ed. TURQUET ?-? 
デランドル DESLANDRE ?-? 
デルドゥヴェーズ Edme-Marie-Ernest DELDEVEZ 1817-1897 
テルニュス TERNUS ?-? 
トゥーヴネル Marie-Marguerite THOUVENEL 1838-1856 
ドゥーセ Camille DOUCET 1812-1895 
トゥールモン（ド・） Auguste BOTTÉ DE TOULMON 1797-1850 
ドゥコンブ  Emile DECOMBES 1829-1912 
ドゥシーク Jan Ladislav DUŠÍK 1760-1812 
ドゥルラン  Victor DOURLEN 1780-1864 
ドゥロネー Louis-Arsène DELAUNAY 1826-1926 
ドーヴェルネ François-Georges-Auguste DAUVERNÉ 1799-1874 
ドバヴェ嬢 Mlle Henriette-Anne DEBAVAY 1837-? 
トマ Ambroise THOMAS 1811-1896 
トメ Francis THOMÉ 1850-1909 
ドラヴィーニュ DELAVIGNE ?-? 
ドラボルド Eraïm-Miriam DELABORDE 1839-1913 
ドリーブ Léo DELIBES 1836-1891 
トリニ（ド・） René de THORIGNY  1798-1869 
ドリュー Charles DELIOUX  1825-1915 
トルイユベール夫人 Mme Caroline TROUILLEBERT (Mlle LÉVY) 1835-? 
ドルメッチ Victor-Auguste DOLMETSCH 1852-1904 
トロートマン嬢 Mlle Marie-Christine TRAUTMANN 1846-1925 
ドロッフル DELOFFRE ?-? 
ニコロ＝イズアール Annette-Julie dite Ninette NICOLO-ISOUARD 1814-1876 
ノジャン=サン=ローラン Jules NOGENT-SAINT-LAURENT  1814-1882 
ノレ Ernest NOLLET ?-? 
ハイドン Josef HAYDN 1732-1809 
バイヨ（R.） René BAILLOT 1813~1889 
パガニーニ Niccolò PAGANINI 1782-1840 
バザヌリー BAZENERYE ?-? 
バザン François BAZIN 1816-1878 
バタイユ Charles-Amable BATAILLE 1822-1872 
バッセ BASSET ?-? 
バッハ（C. P. E. ） Carl Philipp Emanuel BACH 1714-1788 
バッハ（Ch.） Christian BACH 1735-1782 
バッハ（J. S.） Johann Sebastian BACH 1685-1750 
バティスト Antoine-Édouard BATISTE 1820-1876 
パデレフスキ Ignacy Jan PADEREWSKI 1860-1941 
パドルー Jules-Étienne PASDELOUP 1819-1887 
バトン Désiré-Alexandre BATTON  1798-1855 
パラディース Pietro Domenico PARADIES 1707-1791 
バルドゥ Agénor BARDOUX  1829-1897 
バルビエ J. BARBIER ?-? 
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バルブロー Auguste BARBEREAU 1799-1879 
バルル  Mlle Marie-Hippolyte-Gusrave BARLES 1837-1872 
バロ Ferdinand BARROT 1806-1883 
バロシュ Pierre Jules BAROCHE 1802-1870 
パンスロン Auguste-Mathieu PENSERON 1875-1859 
パンスロン Auguste PANSERON 1796-1859 
ピエール=フレデリック・ドリ
アン 
Pierre-Frédéric DORIAN 1814-1873 
ピエルネ Gabriel PIERNÉ 1863-1837 
ピクシス Johann Peter PIXIS 1788-1875 
ビゼー Georges BIZET 1838-1875 
ビヤール BILLARD ?-? 
ヒラー  Ferdinand HILLER 1811-1885 
ピロー PILLAUT ?-? 
ファイフェール Georges PFEIFFER 1835-1908 
ファランク夫人 Mme Jeanne-Louise FARRENC (Mlle DUMONT)  1804-1875 
ファリエール Armand FALLIÈRES  1841-1931 
フィールド John FIELD 1782-1837 
フィッソ Alexis-Henri FISSOT  1843-1896 
ブーヴティエ BOUVETIER ?-? 
ブーキエ Anne-Anaïs BOUSQUIER 1839-? 
ブーケ Georges BOUSQUET 1818-1854 
プーニョ Raoul PUGNO 1852-1914 
フールジュ（ド・） Hallays DE FOURGES  ?-? 
フールトゥ（ド・） Oscar Bardi DE FOURTOU  1836-1897 
フェイ Hervé FAYE  1814-1902 
フェティス Francois-Joseph FÉTIS 1784-1871 
フェラン Eugène FERRAND ?-? 
フェリー Jules FERRY  1832-1893 
フェリエール  James FERRIÈRE  1799-1873 
フォークト Gustave VOGT 1781-1870 
フォーシェ Léon FAUCHER 1803-1854 
フォール Jean-Baptiste FAURE  1830-1914 
フォルグ Victor-Émile-Esprit FOURGUES 1823-1876 
ブノワ  François BENOIST 1894-1878 
ブラームス Johannes BRAHMS 1833-1897 
プラナール（ド・） De PLANARD ?-? 
ブラン Charles BLANC 1813-1882 
フランク（C.） César-Auguste-Jean-Guillaume-Hubert FRANCK 1822-1890 
フランク（J.) Jean-Hubert-Joseph FRANCK 1825-1891 
フランコーム Auguste FRANCHOMME 1808-1884 
フリド  FRIDOT ?-? 
プリューダン Émile PRUDENT 1817-1863 
ブリュネ Joseph BRUNET  1829-1891 
プリュミエ（子） Ange-Conrade-Antoine PRUMIER 1820-1884 
プリュミエ（父） Antoine PRUMIER 1794-1868 
ブルジョワ émile-Arthur BOURGEOIS 1849-? 
プレイエル Camille PLEYEL 1788-1855 
プレヴォー H[yppolyte ?] PRÉVOST 1807-1880 
フレスコバルディ Girolamo FRESCOBALDI 1583-1643 
ブレッサン BRESSANT ?-? 
プレッスヴォー嬢 Mlle Clara-Pauline PRESSEVAUX 1830-? 
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プロヴォー Jean-Baptiste-François PROVOST 1798-1865 
ブロック Andréas BLOCH 1873-1960 
フンメル Johan Nepomuk HUMMEL 1778-1837 
ベートーヴェン Ludwig VAN BEETHOVEN 1770-1827 
ベール Paul BERT  1833-1886 
ベッイッシエ BEISSIER ?-? 
ヘラー Stephen HELLER 1810-1849 
ペラン Emile PERRIN 1814-1885 
ベリオ（ド・） Charles-Vilfride DE BÉRIOT 1833-1914 
ベルクソン Micael BERGSON 1820-1898 
ベルクトルド嬢 Mlle Victoire BERCHTOLD (Mme LEMARCHAND) 1817-1873 
ペルタン Eugène PELLETAN 1813-1884 
ベルティーニ Henri BERTINI 1798-1876 
ベルトロ  Marcellin BERTHELOT  1827-1907 
ベルトン Henri-Montan BERTON  1767-1844 
ペルヌ  François Louis PERNE 1772-1832 
ベルリオーズ Hector BERLIOZ 1803-1869 
ペロー Louis PERROT 1798-1865 
ペロネ嬢 Mlle PEYRONET ?-? 
ヘンデル Georg Friedrich HÄNDEL 1685-1759 
ボイエルデュ （A.） Adrian-Louis-Victor BOIELDIEU 1815-1883 
ボイエルデュ（L.) Louis BOIELDIEU 1815-1883 
ボエリー Alexandre BOËLY  1785-1858 
ボーヴァレ Pierre-François BEAUVALLET 1801-1873 
ボース嬢（ド・） Mlle DE BEAUCE ?-? 
ボープラン（ド・） Arture DE BEAUPLAN 1823-1919 
ポール・ルノワール Paul LENOIR ?-? 
ボシェーヌ （ド・） Alfred DE BEAUCHESNE 1804-1876 
ポチエ Henri-Hyppolyte POTIER 1816-1878 
ポニアトウスキ Joseph PONIATOWSKI, Prince  1817-1863 
ボフール夫人 Mlle VIERLING (Mme BEAUFOUR) 1813-1872 
ポルトゥオー Louis-Adolph PORTEHAUT 1823-? 
ポルポラ Nicola PORPORA 1686-1768 
ポンシャール Louis-Antoine-Élénor PONCHARD 1787-1866 
ボンニア嬢 Mlle BONNIAS ?-? 
マイフレッド Joseph-Pierre MEIFRED 1791- 1867 
マイヤー Charles MAYER 1799-1862 
マイヤール Aimé MAILLART 1817-1871 
マイヤベーア Giacomo MEYERBEER 1791- 1864 
マグニュス Désiré MAGNUS 1828-1883/4 
マサール  Lambert-Joseph MASSART 1811-1892 
マサール夫人 Mme Louise-Aglaé MASSART (MASSON)  1827-1887 
マチアス Georges MATHIAS 1826-1910 
マッセ Vicor MASSÉ 1822-1884 
マルヴィル Léon DE MALEVILLE 1803-1879 
マルシャン嬢 Mlle MARCHAND ?-? 
マルモンテル Antoine-François MARMONTEL 1816-1889 
マルモンテル（息子） Antonin MARMONTEL 1850-1907 
メンデルスゾーン Felix MENDELSSOHN 1809-1847 
モーザン Alexandre MAUZIN ?-? 
モーツァルト Wolfgang Amadeus MOZART 1756-1791 
モザン Désiré-Théodore MOZIN 1818-1850 
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モシェレス Ingaz MOSCHELES 1794-1870 
モネ Édouard MONNAIS 1798-1868 
モンローズ Antoine-Louis-Martial MONROSE 1811-1883 
ヤエル  Alfred JAËLL 1832-1882 
ユラン嬢 Mlle Louise-Hélène HURAND 1841-? 
ラージュ嬢 Mlle DE LAGE ?-? 
ライネッケ Carl REINECKE 1824-1810 
ラヴィーナ Jean-Henri RAVINA 1818-1906 
ラヴォワ Henri LAVOIX  1846-1897  
ラコンブ Louis LACOMBE  1818-1884 
ラッサバティ  Théodore LASSABATHIE 1800~1871 
ラモー Jean-Philippe RAMEAU 1683-1764 
ラルース・ラ・ヴィレット嬢 
Mlle Aimée-Marie-Marguerite-Mercédès LAROUSSE LA 
VILLETTE 
1864-? 
ランス Ad. LANCE ?-? 
ランスビュルグ Célestine RENSBURG  1838-? 
リース Ferdinand RIES 1784-1838 
リーステール嬢 Mlle RIESTER ?-? 
リシャール Maurice RICHARD 1832-1888 
リスト Franz LISZT  1811-1886 
リッテール Théodore RITTER 1840-1886 
リッフレール Tony-Henri RIEFFLER 1854-1880 
リュシー  Mathis LUSSY  1828-1910 
リュリ Jean-Baptiste LULLY  1632- 1687 
ル・クーペ Félix LE COUPPEY 1811-1887 
ルヴァッスール Nicolas-Prosper LEVASSEUR 1791-1871 
ルーヴァン（ド・） De LEUVEN ?-? 
ルージェ・ド・リル嬢 
Mlle Antoinette-Mathilde ROUGET DE LISLE (Mme 
PHILIPON) 
1841-? 
ルースロ ROUSSELOT ?-? 
ルービンシテイン Anton RUBINSTEIN 1829-1894 
ルキュール Adrien RECURT 1798-1872 
ルグーヴェ LEGOUVÉ 1807-1903 
ルクレルク嬢 Mlle LECLERCQ（Mme Aimée-Félicie TARPET） 1839-? 
ルコント嬢 Mlle LECOMTE ?-? 
ルドリュ=ロラン Alexandre LEDRU-ROLLIN 1807-1874 
ルニエ François-Joseph-Philoclès REGNIER ( DE LA BRIÈRE) 1807-1885 
ルノー・ド・ヴィルバック Renaud DE VILBACK 1829-1884 
ルフェビュール＝ヴェリー Louis James Alfred LEFÉBURE-WELY 1817-1869 
ルベール Henri REBER 1807-1880 
ルボルヌ Simon LEBORNE  1797-1866 
ルマルシャン夫人 Mme LEMARCHAND (Victoire BERCHTOLD) 1817-1873 
ルメール  Théophile LEMAIRE 1784-1871 
ルモワーヌ  Antoine Henry LEMOINE 1786-1854 
ルユエデ嬢 Adèle-Aurélie-Marie LEHUÉDÉ 1835-? 
ルルー Charles LEROUX 1851-1926 
ルロワ嬢 Mlle Emilie-Charlotte LEROY (Mme RÉTY) 1828-? 
レイエール Ernest REYER 1823-1909 
レイハ Antoine REICHA 1870-1836 
レイバック嬢 Mlle LEYBAQUE ?-? 
レー  Jean-Baptiste REY 1734-1810 
レオポルド・フェイ Léopold FAYE  1828-1900 
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レティ（父） François-Hyppolyte RÉTY 1789-1877 
レティ（子） Émile-Ernest-Hippolyte RÉTY 1833-1915 
レモリー Caroline RÉMAURY 1843-1913 
ローゼンハイン Jakob ROSENHAIN 1813-1894 
ロート LEHOT ?-? 
ロード（ド・） DE ROODE ?-? 
ローラン Adolphe-François LAURENT 1796-1867 
ロッシーニ Gioachino Antonio ROSSINI 1792-1868 
ロミュー François-Auguste ROMIEU 1800-1855 
ロラン嬢 Mlle LLORENS ?-? 
ロレンツィーティ嬢 Mlle Élisabeth-Aristide-Héloïse LORENZITI ?-? 
ロワゾー嬢 Mlle LOISEAU ?-? 
ワディントン William Henry WADDINGTON  1826-1894 
ワロン Henri WALLON 1812-1904 
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附録 I-1. P. ラファイエ『ピエール=ジョゼフ=ギヨーム・ヅィメルマン、スカール・ドルレアンのアパルトマンにて』1 
 
                                                   
1 Prosper LAFAYE, Pierre-Joseph Zimmermann dans son appartement du Square d’Orléans, première moitié du XIXe siècle, huile sur toile, 60 x 73.5 cm, Versailles, Musée national des châteaux de Versailles et 
de Trianon. 
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附録 I-2. ピアノ専科（本科）男子クラスの時間割 
N. B. この時間割表は、1848-49 年度~1872-73 年度のクラス名簿（AN AJ 37 154-1~ AJ 37 158-1）の記載に基
づく。1873-74 年度以降は名簿に時間帯の記載なし。 
 
1. 1848-49 年度 
 









   
9:30 
   
10:00 
   
10:30 
   
11:00 









   
12:30 
   
13:00 
   
13:30 
   
14:00             
 
2. 1853-54 年度 
  月 火 水 木 金 土 









   
10:00 
   
10:30 









   
12:00 
   
12:30 
   
13:00             
 
3. 1855-56 年度 








8:30       
9:00       
9:30       
10:00             
10:30             








12:00       
12:30       
13:00       
13:30             
14:00             
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4. 1858-59 年度 
  月 火 水 木 金 土 









   
9:30 
   
10:00 
   
10:30 
      
11:00 









   
12:30 
   
13:00 
   
13:30             
14:00             
 
4. 1862-63 年度 
 
月 火 水 木 金 土 
8:00             
8:30 









   
10:00 
   
10:30 
   
11:00 









   
12:30 
   
13:00 
   
13:30             
14:00             
 
5. 1873-74 年度 
  月 火 水 木 金 土 
10:30             
11:00             
11:30 




13:30             
14:00             
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附録 I-3. ピアノ専科（本科）女子クラスの時間割 
1. 1848-49 年度 
  月 火 水 木 金 土 









   
10:00 
   
10:30 
   
11:00 












   
12:30 
   
13:00 
   
13:30 












   
15:00 
   
15:30 
   
16:00 
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2. 1851-52 年度 
 
月 火 水 木 金 土 
11:00 
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16:30 
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3. 1852-53 年度 
  月 火 水 木 金 土 
10:00 
      
10:30 
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16:00       
16:30             
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4. 1854-55 年度 
  月 火 水 木 金 土 
8:30 
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5. 1862-63 年度 
 
月 火 水 木 金 土 
8:00 
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6. 1866-67 年度 
  月 火 水 木 金 土 
8:00 
      
8:30 
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10:30 
   
11:00 
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1847/10/19 1848/4/28 1849/4/21 1849/4/21 1849/10/28 1849/12/22 1849/12/20 1849/12/25 1849/12/25 
受賞、除籍・退学 
関連情報 

















            
結婚、1852/5/31
除籍 





















































伸びる 将来性なし 変化なし 
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クラス登録年月日 1850/12/28 1850/1/2 1851/1/2 1851/1/4 1853/1/18 1853/1/18 1853/1/14 1853/1/14 1853/1/20 1853/1/20 
受賞、除籍・ 
退学関連情報 




















優   
ほとんど 
進歩なし 
可             
受賞、除籍・退学関連情
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相変わらず 
将来性なし 
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Cette salle, destinée aux examens, représentait une sorte de petit théâtre, avec un rang de loges et une galerie 
circulaire. Elle était conçue en style du Consulat. Je n'y ai jamais pénétré, je l'avoue, sans me sentir pris d'une 
certaine émotion. Je croyais toujours voir assis dans une loge de face, au premier étage, comme en un trou noir, le 
Premier Consul Bonaparte et la douce compagne de ses jeunes années, Joséphine ; lui, au visage énergiquement 
beau ; elle, au regard tendre et bienveillant, souriant, et encourageant les élèves aux premiers essais desquels ils 
venaient assister l'un et l'autre. La noble et bonne Joséphine semblait, par ses visites dans ce sanctuaire consacré à 
l'art, et en y entraînant celui que tant d'autres graves soucis préoccupaient, vouloir adoucir ses pensées, les rendre 
moins farouches par leur contact avec cette jeunesse qui, forcément, n'échapperait pas un jour aux horreurs des 
guerres.  
C'est encore dans cette même petite salle ― ne pas confondre avec celle bien connue sous le nom de Salle de la 
Société des Concerts du Conservatoire ― que, depuis Sarette, le premier directeur, jusqu'à ces derniers temps, ont 
été passés les examens de toutes les classes qui se sont données dans l'établissement, y compris celles de tragédie et 
de comédie. Plusieurs fois par semaine également, on y faisait la classe d'orgue, car il s'y trouvait un grand orgue à 
deux claviers, au fond, caché par une grande tenture. A côté de ce vieil instrument, usé, aux sonorités glapissantes, 
se trouvait la porte fatale par laquelle les élèves pénétraient sur l'estrade formant la petite scène. Ce fut dans cette 
salle aussi que, pendant de longues années, eut lieu la séance du jugement préparatoire aux prix de composition 
musicale, dits prix de Rome. 
 
                                                   
2
 Jules MASSENET, Mes souvenirs, Paris, Pierre Lafitte et Cie, p. 15-16. 
22 
附録 I-6. 練習ホールの内部（オペラ・コミックのクラスの授業風景）3 
                                                   
3 Jean BERAUD, Paris-Salon 1899. Le cours de comédie au Conservatoire, ca 1899, estampe en couleur reproduite d’après la peinture exposée au Salon de 1899, 20,5 x 29,4 cm [feuillet], 
13,1 x 17,4 cm [cadre intérieur], collection de l’auteur. 
23 
附録 I-7. 同前、サラ＝ベルナールによる劇朗唱科のレッスン風景（1907 年）4 
 
                                                   
4 Maurice TOUSSAINT, Madame Sarah-Bernhardt Faisant sa classe, au Conservatoire, lithographie, ca 1907, 31.1 x 24.4 cm [feuillet], BnF, 
cote: Va 286/10-12 (Topographie de la France, Paris, 9e Arrt., 5e quartier), H 70 936. 
24 
 
附録 I-8. 同前、コントラバスの定期試験の様子（1886）5 
N.B. 音叉を前にしているのが院長トマ、院長の向かって右に座っているのはシャルル・グノー 
  
                                                   
5
 Anonyme, Au Conservatoire : l’examen de contrebasse, dessin d’après nature de M. Renouard, BnF, cote: Va 286/12 (Topographie de la France, Paris, 9e Arrt., 5e quartier), 
H 70 918. 
25 
 
附録 I-9. 同前、声楽科入学試験審査員（1903）6 
 
                                                   
6
 Anonyme, Le jury du Conservatoire national de musique pour l’admission dans les classes de chant (Salle du Théâtre), 1903, photographie, 17 x 22.5 cm [feuillet], BnF, cote : 
Va 286/10-12 (Topographie de la France, Paris, 9e Arrt., 5e quartier), H 70 931. 
26 
 
附録 I-10. 授業風景（オペラ・クラス、1868 年）7 
 
                                                   
7
 RYCKEBUSCH, Les écoles publiques. – Le Conservatoire de musique. – Cours de chant, 1868, dessin reproduit en lithographie, 11.4 x 15.1 cm [feuillet], BnF, cote : Va 286/10-11 
(Topographie de la France, Paris, 9e Arrt., 5e quartier), H 70 907. 
27 
 
附録 I-11. 同前（トロンボーン・クラス、1886 年）8 
  
                                                   
8 RENOUARD, Au Conservatoire : classe de trombone, professeur M. Delisse , 1886, dessin d’après nature reproduit en lithographe, 23.6 x 32.6 cm [feuillet], BnF, cote : Va 286/10-12 
(Topographie de la France, Paris, 9e Arrt., 5e quartier), H 70 917. 
28 
附録 I-12. 同前（朗唱クラス、1892 年）9 
 
                                                   
9 Eug. MORAND, Autour des concours du Conservatoire. - Une classe, Faubour Poissonnière, 1892, dessin reproduit en lithographe par E. H. DEL’ORME, 31.0 x 45.8 cm [feuillet], BnF, 
cote : Va 286/12 (Topographie de la France, Paris, 9e Arrt., 5e quartier), H 70 923. 
29 
 







                                                   
10 CP, p. 584 et 589. 
30 
附録 I-14. パリ音楽院大ホールにおけるパリ音楽院演奏協会の公演（1843）11 
  
                                                   
11
 P. S. GERMAIN, Salle des concerts du Conservatoire, 1843, dessin reproduit en lithographe, 17.6 x 24.0 cm [feuillet], BnF, cote : Va 286/10-11 (Topographie de la France, Paris, 9e Arrt., 
5e quartier), H 70 896. 
31 
附録 I-15. 同前（1861）12 
   
                                                   
12
 BOURGIER, Une scène de la Société des concerts du Conservatoire, 1861, 17.0 x 22.8 cm [feuillet], dessin reproduit en lithographe, BnF, cote : Va 286/12 (Topographie de la France, Paris, 
9e Arrt., 5e quartier), H 70 904. 
32 
附録 I-16. 同前、改修後の内装（1866）13 
  
                                                   
13 Anonyme, Paris.- Une séance de la Société des concerts du Conservatoirede musique. - Salle nouvellement restaurée., 1866, dessin reproduit en lithographe, 17.8 x 22.8 cm [feuillet], BnF, 
cote : Va 286/12 (Topographie de la France, Paris, 9e Arrt., 5e quartier), H 70 905. 
33 
附録 I-17. 舞台側から見た音楽院大ホール（1868）14 
                                                   
14 D. LANCELOT, Les écoles publiques ; - Le Conservatoire de Musique. – La salle des concours., dessin reproduit en lithographe, 1868, 16.6 x 22.2 cm [feuillet], BnF, cote : Va 286/12 
(Topographie de la France, Paris, 9e Arrt., 5e quartier), H 70 908. 
34 
 
附録 I-18. パリ音楽院大ホールにおける声楽のコンクール風景（1886）15 
                                                   
15 REICHA, Au conservatoire de Musique. - Une séance du concours de chant, gravé par H. Dochy, image dans Le Monde Illustré, 30e année, 
n° 1531, le 31 juill. 1886, p. 57. 
35 
 
附録 I-19. パリ音楽院大ホールの内部（1925）16 
 
  
                                                   
16 Jean CLAIR-GUYOT, « La Vieille salle historique de l'ancien conservatoire dans laquelle se passent les concours de fin d’année », L’Illustration, 83e année, n° 4 291, le 30 mai 1925, p. 538. 
36 
附録 I-20.1862 年のコンクールにおけるトロートマン嬢の 1 等賞証書17 
 
 
                                                   
17 Diplôme du Conservatoire impérial de musique, premier prix de piano décerné à Marie-Christine Trautmann en 1862, 34 x 45 cm, Bibliothèque nationale et universitaire de Strasbourg, cote : 
P.JAELL.M.905. 画像は右のサイトより転載。BnF, Gallica, http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b102200052（2015 年 4 月 3 日参照）。 
37 
附録 I-21. G. ミュール=ボーモン嬢に授与された 




               




                                                   
18 Jean-Jacques BARRE, Médaille de Solfège, 1861, bronze, 5 cm, Paris, coll. privée. 
38 
附録 I-22. A. トマ（左）19と Th. モザン（右）20に授与された楽譜集のカバー（1829, 1837） 
     
                                                   
19 BnF, département de la musique, cote :G. 1 386 (1-4). 




附録 I-23. ピアノ科修了コンクール審査員一覧（1837~1847） 
N. B. 附録 I-22~附録 I-23 の表は、コンクール審査議事録（AN AJ 37/249-5～AJ 37/251-1）に基づき作成。




名前 役職 名前 主な肩書き 
1837/8/3 
ケルビーニ 院長 カルクブレンナー ピアニスト兼作曲家 
ゴブラン ソルフェージュ科教授 H. エルツ ピアニスト兼作曲家 
シュナイツフェッフェ
ール 
オーボエ科教授 J. エルツ ピアニスト兼作曲家 
    ショパン ピアニスト兼作曲家 
    A. ド・コンツキ ピアニスト兼作曲家 
    Ch.-V. アルカン ピアニスト兼作曲家 
1838/8/2 
ケルビーニ 院長 プレイエル 楽器製作者 
ゴブラン ソルフェージュ科教授 J. エルツ ピアニスト兼作曲家 
ル・クーペ 和声・実践伴奏科教授 Ch.-V. アルカン ピアニスト兼作曲家 
シュナイツフェッフェ
ール 
オーボエ科教授 A. ド・コンツキ ピアニスト兼作曲家 
ヅィメルマン ピアノ科教授     
アダン ピアノ科教授     
1839/8/2 
ケルビーニ 院長 クラーマー ピアニスト兼作曲家 
シュナイツフェッフェ
ール 
オーボエ科教授 A. ド・コンツキ ピアニスト兼作曲家 
ゴブラン ソルフェージュ科教授 J. エルツ ピアニスト兼作曲家 
ル・クーペ 和声・実践伴奏科教授 Ch.-V. アルカン ピアニスト兼作曲家 
    F.-J. ディジ ハーピスト兼作曲家 
1840/8/3 
ケルビーニ 院長 コンツキ ピアニスト兼作曲家 
シュナイツフェッフェ
ール 
オーボエ科教授 リトルフ ピアニスト兼作曲家 
ル・クーペ 和声・実践伴奏科教授 バトン 作曲家 
ゴブラン ソルフェージュ科教授 プレイエル 楽器製作者 
1841/8/2 
ケルビーニ 院長 プレイエル 楽器製作者 
ドゥルラン 和声・実践伴奏科教授 F.-J. ディジ ハーピスト兼作曲家 
ル・クーペ 和声・実践伴奏科教授     
ゴブラン ソルフェージュ科教授     
シュナイツフェッフェ
ール 
オーボエ科教授     
1842/11/4 





ル・クーペ 和声・実践伴奏科教授 H. エルツ ピアニスト兼作曲家 
ボッテ・ド・トゥールモ
ン 
図書館司書     
ゴブラン ソルフェージュ科教授     
シュナイツフェッフェ
ール 








名前 役職 名前 主な肩書き 
1843/8/7 
オベール 院長 フェシー ピアニスト兼作曲家 
ブノワ オルガン科教授 バトン 作曲家 
パンスロン 声楽科教授     
ル・クーペ 和声・実践伴奏科教授     
ビアンネメ 和声・実践伴奏科教授     
マルモンテル ソルフェージュ科教授     
ゴブラン ソルフェージュ科教授     
1844/8/1 










ゴブラン ソルフェージュ科教授     
マルモンテル ソルフェージュ科教授     
1845/8/1 





ル・クーペ 和声・実践伴奏科教授 フェシー ピアニスト兼作曲家 
マルモンテル ソルフェージュ科教授     
1846/ 7/31 
オベール 院長 プリューダン ピアニスト兼作曲家 
エドゥアール・モ
ネ 
政府役員     
アレヴィ 作曲科教授 フェシー ピアニスト兼作曲家 
ル・クーペ 和声・実践伴奏科教授 トマ 作曲家 
ゴブラン ソルフェージュ科教授 バトン 作曲家 
マルモンテル ソルフェージュ科教授     
モザン ソルフェージュ科教授     
1847/7/31 
オベール 院長 プリューダン ピアニスト兼作曲家 
エドゥアール・モ
ネ 
政府役員 Éd. ヴォルフ ピアニスト兼作曲家 
アレヴィ 作曲科教授 ゴリア ピアニスト兼作曲家 
ルボルヌ 作曲科教授 トマ 作曲家 
ル・クーペ 和声・実践伴奏科教授 バトン 作曲家 





附録 I-24. ピアノ科修了コンクール審査員一覧（1848~1870） 
審議日 
音楽院内部人員 音楽院外部人員 







アレヴィ 作曲科教授 トマ 作曲家 
ル・クーペ 和声・実践伴奏科教授 バトン 作曲家 
エルヴァール 和声・実践伴奏科教授 ラコンブ ピアニスト兼作曲家 
バザン 和声・実践伴奏科教授     
ゴブラン ソルフェージュ科教授     
1849/7/21 












    
ゴブラン ソルフェージュ科教授     
バザン 和声・実践伴奏科教授     




    
1850/7/19 
オベール 院長 プレイエル 楽器製作者 
エドゥアール・モ
ネ 
政府役員 ラヴィーナ ピアニスト兼作曲家 










    
1851/7/31 
オベール 院長 C. プレイエル 楽器製作者 




A. ゴリア ピアニスト兼作曲家 
ゴブラン ソルフェージュ科教授 A. トマ 作曲家 
F. バザン 和声・実践伴奏科教授     
1852/7/29 
オベール 院長 A. トマ 作曲家 




H. ラヴィーナ ピアニスト兼作曲家 
アレヴィ 作曲科教授 A. ボイエルデュ   
F. バザン 和声・実践伴奏科教授     
1853/8/2 
オベール 院長 A. トマ 作曲家 




H. ラヴィーナ ピアニスト兼作曲家 
F. ブノワ オルガン科教授 A. ボイエルデュ 作曲家 








名前 役職 名前 主な肩書き 
1854/7/25 
オベール 院長 C. プレイエル 楽器製作者 




A. ゴリア ピアニスト兼作曲家 
F. ブノワ オルガン科教授 J. パドルー 
ピアニスト、指揮者、作
曲家 
ゴブラン ソルフェージュ科教授 A. トマ 作曲家 
1855/7/25 
オベール 院長 スタマティ ピアニスト兼作曲家 




A. ヴォルフ 楽器製作者, 作曲家 
F. ブノワ オルガン科教授     
ゴブラン ソルフェージュ科教授     
1856/7/25 
オベール 院長 スタマティ ピアニスト兼作曲家 
Ed. モネ 政府役員 H. ラヴィーナ ピアニスト兼作曲家 
A. トマ 作曲科教授 A. ゴリア ピアニスト兼作曲家 
F. ブノワ オルガン科教授 L. ラコンブ ピアニスト兼作曲家 
ゴブラン ソルフェージュ科教授     
1857/7/28 
オベール 院長 V. マッセ 作曲家 
Ed. モネ 政府役員 マイヤール   





F. ブノワ オルガン科教授 A. ヴォルフ 楽器製作者, 作曲家 
プリュミエ（父） ハープ科教授     
1858/7/24 
オベール 院長 スタマティ ピアニスト兼作曲家 





A. トマ 作曲科教授 A. ゴリア ピアニスト兼作曲家 
F. ブノワ オルガン科教授 H. ラヴィーナ ピアニスト兼作曲家 
プリュミエ（父） ハープ科教授     
1859/7/26 
オベール 院長 H. ラヴィーナ ピアニスト兼作曲家 
Ed. モネ 政府役員 L. ラコンブ ピアニスト兼作曲家 
A. トマ 作曲科教授 A. ヴォルフ 楽器製作者, 作曲家 
F. ブノワ オルガン科教授 ビヤール ？ 
ゴブラン ソルフェージュ科教授     
1860/7/25 
オベール 院長 ビヤール   
Ed. モネ 政府役員 スタマティ ピアニスト兼作曲家 
A. トマ 作曲科教授 H. ラヴィーナ ピアニスト兼作曲家 
F. ブノワ オルガン科教授 A. ヴォルフ 楽器製作者, 作曲家 
ゴブラン ソルフェージュ科教授     
1861/7/24 
オベール 院長 G. カストネル 作曲家、学士院会員 
Ed. モネ 政府役員 H. ラヴィーナ ピアニスト兼作曲家 





F. ブノワ オルガン科教授 A. ヴォルフ 楽器製作者、作曲家 







名前 役職 名前 主な肩書き 
1862/7/23 
オベール 院長 G. カストネル 作曲家、学士院会員 
Ed. モネ 政府役員 H. ラヴィーナ ピアニスト兼作曲家 
A. トマ 作曲科教授 スタマティ ピアニスト兼作曲家 
F. ブノワ オルガン科教授 ヴェッケルラン 作曲家、音楽著述家 
ゴブラン ソルフェージュ科教授     
1863/7/20 
オベール 院長 G. カストネル 作曲家、学士院会員 
Ed. モネ 政府役員 V. マッセ 作曲家 









J. コーエン 寄宿生学習科教員     
1864/7/21 
オベール 院長 G. カストネル 作曲家、学士院会員 
Ed. モネ 政府役員 V. マッセ 作曲家 
A. トマ 作曲科教授 スタマティ ピアニスト兼作曲家 
F. ブノワ オルガン科教授 A. ボイエルデュ 作曲家 
J. コーエン 寄宿生役学習科教員     
1865/7/25 
オベール 院長 G. カストネル 作曲家、学士院会員 
Ed. モネ 政府役員 V. マッセ 作曲家 
A. トマ 作曲科教授 H. ラヴィーナ ピアニスト兼作曲家 




J. コーエン 寄宿生役学習科教員     
1866/7/23 
オベール 院長 G. カストネル 作曲家、学士院会員 
Ed. モネ 政府役員 ヴェッケルラン 作曲家, 音楽著述家 





F. ブノワ オルガン科教授 スタマティ ピアニスト兼作曲家 
J. コーエン 寄宿生役学習科教員     
1867/7/23 
オベール 院長 G. カストネル 作曲家、学士院会員 
Ed. モネ 政府役員 A. ボイエルデュ   





F. ブノワ オルガン科教授 H. ラヴィーナ ピアニスト兼作曲家 




オベール 院長 サン=サーンス 
ピアニスト、オルガニ
スト兼作曲家 
Ed. モネ 政府役員 L. ラコンブ ピアニスト兼作曲家 
A. トマ 作曲科教授 A. ヴォルフ 楽器製作者, 作曲家 
F. ブノワ オルガン科教授 R. ド・ヴィルバック 作曲家 
V. マッセ 作曲科教授     








名前 役職 名前 主な肩書き 
1869/7/21 
オベール 院長 サン=サーンス 
ピアニスト、オルガニ
スト兼作曲家 
Ed. モネ 政府役員 L. ラコンブ ピアニスト兼作曲家 
A. トマ 作曲科教授 A. ヴォルフ 楽器製作者 
F. ブノワ オルガン科教授 R. ド・ヴィルバック 作曲家 




    
1870/7/22 
オベール 院長 J. パドルー 
ピアニスト、指揮者、
作曲家 
A. トマ 作曲科教授 L. ラコンブ ピアニスト兼作曲家 
F. ブノワ オルガン科教授 Ch. ドリュー ピアニスト兼作曲家 













名前 役職 名前 主な肩書き 
1872/7/24 





フランク オルガン科教授 フィッソ ピアニスト兼作曲家 
    ドリュー ピアニスト兼作曲家 
    Th. リッテール ピアニスト兼作曲家 




A. トマ 院長 フィッソ ピアニスト兼作曲家 
フランク オルガン科教授 マスネ 作曲家 
V. マッセ 作曲科教授 A. ヴォルフ 楽器製作者 
E. ソゼ ヴァイオリン科教授 パラディーレ ピアニスト兼作曲家 
1874/7/24 





    ドリュー ピアニスト兼作曲家 
    フィッソ ピアニスト兼作曲家 
    パラディーレ ピアニスト兼作曲家 
    Th. リッテール ピアニスト兼作曲家 








A. デュヴェルノワ ピアニスト兼作曲家 
  
フィッソ ピアニスト兼作曲家 
    ギロー 作曲家 
    マスネ 作曲家 
    パラディーレ ピアニスト兼作曲家 
    G. ファイフェール ピアニスト兼作曲家 
1876/7/25 
A. トマ 院長 ディエメール ピアニスト兼作曲家 
    フィッソ ピアニスト兼作曲家 
    ヘラー ピアニスト兼作曲家 
    H. エルツ 
ピアニスト兼作曲家 
（元ピアノ科教授） 
    マスネ 作曲家 
    Th. リッテール ピアニスト兼作曲家 
    サン＝サーンス 
オルガニスト、ピアニスト兼作曲
家 
    A. ヴォルフ 楽器製作者 
1877/7/24 
A. トマ 院長 ドリュー ピアニスト兼作曲家 
Th. デュボワ 和声科教授 A. デュヴェルノワ ピアニスト兼作曲家 
ギロー 和声・伴奏科教授 フィッソ ピアニスト兼作曲家 
    ヤエル ピアニスト兼作曲家 
    L. ラコンブ ピアニスト兼作曲家 




名前 役職 名前 主な肩書き 
1878/7/26 





    H. エルツ 
ピアニスト兼作曲家 
（元ピアノ科教授） 
    パラディーレ ピアニスト兼作曲家 
    Th. リッテール ピアニスト兼作曲家 
    サン＝サーンス 
オルガニスト、ピアニスト兼作曲
家 
    A. ヴォルフ 楽器製作者 
1879/7/25 
A. トマ 院長 H. エルツ 
ピアニスト兼作曲家（元ピアノ科
教授） 
ギロー 作曲科教授 ドリュー ピアニスト兼作曲家 
    ディエメール ピアニスト兼作曲家 
    A. デュヴェルノワ ピアニスト兼作曲家 
    フィッソ ピアニスト兼作曲家 
    ヤエル ピアニスト兼作曲家 
    G. ファイフェール ピアニスト兼作曲家 
1880/7/24 
A. トマ 院長 ヘラー ピアニスト兼作曲家 
Th. デュボワ 和声科教授 L. ラコンブ ピアニスト兼作曲家 




Th. リッテール ピアニスト兼作曲家 
    A. ヴォルフ 楽器製作者 
1881/7/13 
A. トマ 院長     
マスネ 作曲科教授 H. エルツ 
ピアニスト兼作曲家 
（元ピアノ科教授） 
ギロー 作曲科教授 ディエメール ピアニスト兼作曲家 
Th. デュボワ 和声科教授 A. デュヴェルノワ ピアニスト兼作曲家 
    ヤエル ピアニスト兼作曲家 
    フィッソ 
ピアニスト兼作曲家 
（女子クラスのみ） 
    G. ファイフェール ピアニスト兼作曲家 
1882/7/24 
A. トマ 院長 ド・ベリオ ピアニスト兼作曲家 
ギロー 作曲科教授 L. ドラエー ピアニスト兼作曲家 
    H. ケッテン ピアニスト兼作曲家 
    D. マグニュス ピアニスト兼作曲家 
    Th. リッテール ピアニスト兼作曲家 
    Th. テュルネール ピアニスト兼作曲家 
    A. ヴォルフ 楽器製作者 
1883/7/21 
A. トマ 院長     
マスネ 作曲科教授 H. エルツ 
ピアニスト兼作曲家 
（元ピアノ科教授） 
ドリーブ 作曲科教授 ド・ベリオ ピアニスト兼作曲家 
    ディエメール ピアニスト兼作曲家 
    フィッソ ピアニスト兼作曲家 
    G. ファイフェール ピアニスト兼作曲家 





名前 役職 名前 主な肩書き 
1884/7/22 
A. トマ 院長 ドリュー ピアニスト兼作曲家 





    Th. リッテール ピアニスト兼作曲家 
    トメ ピアニスト兼作曲家 
    A. ヴォルフ 楽器製作者 
1885/7/24 
A. トマ 院長 ディエメール ピアニスト兼作曲家 
ギロー 作曲科教授 A. デュヴェルノワ ピアニスト兼作曲家 
Th. デュボワ 和声科教授 G. ファイフェール ピアニスト兼作曲家 
    プーニョ ピアニスト兼作曲家 
    Th. リッテール ピアニスト兼作曲家 
    トメ ピアニスト兼作曲家 
1885/7/25 
A. トマ 院長 ド・ベリオ ピアニスト兼作曲家 
ギロー 作曲科教授 L. ドラエー ピアニスト兼作曲家 
マスネ 作曲科教授 フィッソ ピアニスト兼作曲家 








A. トマ 院長 ノレ ピアニスト兼作曲家 
ギロー 作曲科教授 G. ファイフェール ピアニスト兼作曲家 








A. トマ 院長     
ドリーブ 作曲科教授 ド・ベリオ ピアニスト兼作曲家 
Th. デュボワ 和声科教授 L. ドラエー ピアニスト兼作曲家 
    ディエメール ピアニスト兼作曲家 
    プーニョ ピアニスト兼作曲家 




A. トマ 院長     
ドリーブ 作曲科教授 コロメール ピアニスト兼作曲家 








A. トマ 院長 ディエメール ピアニスト兼作曲家 
ギロー 作曲科教授     













A. トマ 院長 マチアス 
ピアニスト兼作曲家 
（元ピアノ教授） 
Th. デュボワ 和声科教授 パラディーレ 作曲家 
ドリーブ 作曲科教授 ドリュー ピアニスト兼作曲家 
    Th. ラック ピアニスト兼作曲家 
    ピエルネ ピアニスト兼作曲家 









A. トマ 院長 ノレ ピアニスト兼作曲家 
ギロー 作曲科教授 G. ファイフェール ピアニスト兼作曲家 












A. トマ 院長 ドリュー ピアニスト兼作曲家 
Th. デュボワ 和声科教授 ノレ ピアニスト兼作曲家 





    トメ ピアニスト兼作曲家 




A. トマ 院長 パデレフスキ ピアニスト兼作曲家 
マスネ 作曲科教授 マチアス 
ピアニスト兼作曲家 
（元ピアノ教授） 
ドリーブ 作曲科教授 G. ファイフェール ピアニスト兼作曲家 
ギロー 作曲科教授 ピエルネ ピアニスト兼作曲家 





附録 I-26. オペラ科のコンクール当日の校庭（1899 年）21 
 
                                                   
21 Laurent GSELL, La cour du Conservatoire avant le concours, dessin reproduit en lithographe, 1899, 12.7 x 21.0 cm [feuillet], BnF, cote : Va 286/12 (Topographie de la France, Paris, 9e 





附録 I-27. 劇朗唱部門、悲劇クラスのコンクール当日の校庭（1900 年）22 
                                                   
22 Anonyme, « La grande journée du Conservatoire (concours de comédie et de tragédie) », 1900, photographie, 27.5 x 68.50 cm [feuillet], BnF, cote : Va 286/12 (Topographie de la France, 
Paris, 9e Arrt., 5e quartier), H 70 930. 
51 
附録 I-28. 音楽院の中庭（1900 年）23 
 
                                                   
23 Anonyme, La cour du Conservatoire, 1900, photographie, 8.5 x 11.5 cm, BnF, cote : Va 286/12 (Topographie de la France, Paris, 9e Arrt., 5e quartier), H 70 937. 
52 
附録 I-29. フォブール=ポワッソニエール通りから見たパリ音楽院の正面入り口24 
N.B. 写真は 1843 年に改修されたのファサード、1911 年の取り壊しまでこの状態で存続した 
 
                                                   
24 Anonyme, Entrée des concerts du Conservatoire de Musique, 1848, dessin reproduit en lithographe, 15.2 x 15.6 cm [feuillet], BnF, cote : 
Va 286/12 (Topographie de la France, Paris, 9e Arrt., 5e quartier), H 70 903. 
53 
 
附録 I-30. 取り壊し直前のパリ音楽院校舎（1911 年）25 
 
                                                   
25 Anonyme, 93. Conservatoire de musique fondé sous Louis XVI. Hôtel des Menus Plaisirs du Roi, 15. Faubourg Poissonnière, 1911, carte postale photographique, 9.0 x 14.0 cm, collection de l’auteur. 
54 
附録 I-31. パリ音楽院の正門（1899 年、ジャン・ベローによる油彩画の複写）26 
                                                   
26 Jean BÉRAUD, Le Conservatoire, peinture à l’huile reproduite en lithographe, 1848, 21.6 x 27.0 cm [feuillet], BnF, cote : Va 286/12 (Topographie de la France, Paris, 9e Arrt., 5e quartier), 
H 70 928. オリジナルはパリのカルナヴァレ美術館（musée Carnavalet）所蔵。 
55 
附録 I-32. パリ音楽院の正門27 
                                                   
27 Anonyme, Le Conservatoire de Musique, photographie, s.d., 9.7 x 7.0 cm [feuillet], BnF, cote : Va 286/10-11 (Topographie 
de la France), Paris, 9e Arrt., 5e quartier, H 70 898. 
56 




                                                   
28 Eugène PIROU, Centenaire du Conservatoire national de musique et de déclamation, 1795-1895, 1895, photographie, 
21 x 28,5 cm, publiée dans Le Monde Musical à Paris en 1895, Paris, BnF, cote : Est Conservatoire centenaire 087, poste 
d’accès aux ressources électroniques : IFN- 8454196. 
29 Anonyme, Salle de lecture de la bibliothèque, 1909, photographie, 10.7 x 14.4 cm, BnF, cote : Va 286/11-12 (Topographie 
de la France), Paris, 9e Arrt., 5e quartier, H 70 938. 
57 
附録 I-35. 楽器博物館創設者クラピソンと所蔵楽器の一部（1866）30 
 
附録 I-36. パリ音楽院博物館内部（1895）31 
                                                   
30 Anonyme, Conservatoire de musique de Paris, - Musée historique de l'instrumentation, fondé par M. Clapisson.- 
Portrait du fondateur, 1866, dessin reproduit en lithographe, 17.8 x 23,8 cm, BnF, cote : Va 286/12 (Topographie de 
la France, Paris, 9e Arrt., 5e quartier), H 70 906. 
31  Eugène PIROU, Centenaire du Conservatoire national de musique et de déclamation, 1795-1895, 1895, 
photographie, 21 x 28,5 cm, publiée dans Le Monde Musical à Paris en 1895, Paris, BnF,. Cote (département de la 
musique) : Est Conservatoire centenaire 088 bis. 
58 
 
附録 I-37. 1870 年 10 月 1 日時点でパリに不在の音楽院教授リスト（1870 年 10 月 1 日作成） 
  
59 






















α β α β α β α β α β 
      ヅィメルマン ローラン アダン コーシュ夫人         
1839-40 後 1840/6/15 ○ × ○ × ○ × ○ ×         
1840-41 
前 1840/12/9 ○ × ○ × ○ × ○ ×         
後 1841/6/18 ○ B ○ B ○ B ○ B         
1841-42 
前 1842/1/14 ○ B ○ B ○ B ○ B         
後 1842/6/6 ○ B ○ 
 
○ B ○ B         
1842-43 
  
ヅィメルマン ローラン エルツ ファランク夫人 コーシュ夫人   
前 1842/12/23 × × ○ B × × × × × ×     
後 1843/6/16 ○ B ○ B ○ 
 
○ B ○ B     
1843-44 
前 
1843/10/9 × × ○ B × × × × × B     
1843/10/10 × × × × × × × × ○ ×     
1843/11/18 ○ × × × ○ B ○ B × ×     
後 1844/6/10 ○ × ○ × ○ × ○ B ○ ×     
1844-45 
前 1844/12/5 ○ B ○ × ○ × ○ × ○ ×     
後 1845/6/25 ○ × ○ × ○ × ○ B ○ ×     
1845-46 
前 1845/12/10 ○ × ○ × ○ × ○ B ○ ×     
後 1846/6/6 ○ × ○ A ○ × ○ × ○ ×     
1846-47 
前 1846/12/15 ○ B ○ B ○ × ○ × ○ ×     
後 1847/6/18 ○ B ○ B ○ B ○ B ○ B     
1847-48 
  
前 1848/1/5 ○ B ○ B ○ B ○ × ○ ×     




α列： ○･･･史料あり ×･･･史料なし 






マルモンテル ローラン エルツ ファランク夫人 コーシュ夫人     
前 1848/12/13 ○ × ○ × ○ × ○ B ○ ×     
後 1849/6/6 ○ × ○ × ○ × ○ × ○ ×     
1849-50 
前 1849/12/3 ○ × ○ × ○ × ○ × ○ ×     
後 1850/6/10 ○ B ○ × ○ × ○ × ○ ×     
1850-51 
前 1850/12/11 ○ × ○ × ○ × ○ × ○ ×     
後 1851/6/11 ○ × ○ A ○ × ○ × ○ ×     
1851-52 
前 1852/12/27 ○ × ○ × ○ × ○ × ○ ×     
後 1852/6/9 ○ × ○ A ○ × ○ × ○ ×     
1852-53 
前 1852/12/27 ○ × ○ × ○ × ○ × ○ ×     
後 1853/6/15 ○ × ○ B ○ × ○ B ○ ×     
1853-54 
前 1853/12/14 ○ × ○ × ○ × ○ × ○ ×     
    マルモンテル ローラン エルツ ファランク夫人 ル・クーペ コーシュ夫人 
後 1854/6/2 ○ × ○ × × × ○ × × × ○ × 
1854-55 
前 1854/12/14 ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × 
後 1855/6/22 ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × 
1855-56 
前 1856/1/9 ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × 
後 1856/6/23 ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × 
1856-57 
前 記録なし × × × × × × × × × × × × 
後 1857/6/5 ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × 
1857-58 
前 1857/12/23 ○ × ○ × ○ × ○ × × × ○ × 
後 1858/5/28 ○ B ○ B ○ B ○ B ○ B ○ B 
1858-59 
前 1858/12/6 ○ B ○ B ○ B ○ B ○ B ○ B 
後 1859/6/6 ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × 
1859-60 
前 1859/12/12 ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × 
後 1860/6/12 ○ A ○ A ○ × ○ × ○ × ○ × 
1860-61 
前 1860/12/14 ○ × ○ A ○ × ○ × ○ × ○ × 





前 1861/12/30 ○ A, B ○ B ○ B ○ × ○ B ○ B 
後 1862/6/13 ○ A, B ○ B ○ B ○ B ○ B ○ × 
    マルモンテル マチアス エルツ ファランク夫人 ル・クーペ コーシュ夫人 
1862-63 
前 1862/12/18 ○ B ○ B ○ B ○ B ○ B ○ × 
後 1863/6/5 ○ B ○ B ○ × ○ B ○ B ○ B 
1863-64 
前 1864/1/22 ○ B ○ × ○ B ○ B ○ B ○ B 
後 1864/6/9 ○ A ○ B ○ B ○ B ○ B ○ B 
1864-65 
前 1864/12/5 ○ B ○ B ○ B ○ B ○ B ○ B 
後 1865/6/7 ○ A, B ○ B ○ B ○ B ○ B ○ B 
1865-66 
前 1866/1/15 ○ B ○ B ○ B ○ B ○ B ○ B 
    マルモンテル マチアス エルツ ファランク夫人 ル・クーペ     
後 1866/6/13 ○ B ○ B ○ B ○ B ○ B     
1866-67 
前 1866/12/10 ○ B ○ B ○ B ○ B ○ B     
後 1867/6/14 ○ A, B ○ B ○ B ○ B ○ B     
1867-68 
前 1867/12/17 ○ B ○ B ○ B ○ B ○ B     
後 1868/6/11 ○ B ○ B ○ B ○ B ○ B     
1868-69 
前 1868/12/9 ○ B ○ B ○ B ○ B ○ ×     
後 1869/6/1 ○ A, B ○ B ○ B ○ B ○ B     
1869-70 
前 1869/12/27 ○ B ○ B ○ B ○ B ○ B     
後 1870/6/16 ○ A, B ○ A, B ○ B ○ B ○ B     
1870-71 
前 記録なし × × × × × × × × × ×     
後 1871/7/29 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C     
1871-72 
前 1872/1/30 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ C, B ○ A, B, C ○ C, B     
後 1872/6/14 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ C, B ○ A, B, C ○ C, B     
    マルモンテル マチアス エルツ ドラボルド ル・クーペ     
1872-73 
前 1873/1/29 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ C, B ○ A, B, C ○ A, B, C     







前 1874/1/23 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ C, B ○ C, B ○ A, B, C     
    マルモンテル マチアス マサール夫人 ドラボルド ル・クーペ     
後 1874/6/23 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ C, B ○ A, B, C ○ A, B, C     
1874-75 
前 1875/1/22 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ C, B ○ C, B ○ A, B, C     
後 1875/6/22 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C     
1875-76 
前 1876/2/2 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ C, B ○ C, B ○ A, B, C     
後 1876/6/20 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ C, B ○ C, B ○ A, B, C     
1876-77 
前 1877/1/31 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ C, B ○ C, B ○ C, B     
後 1877/6/21 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ C, B ○ C, B ○ C, B     
1877-78 
前 1878/1/25 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C     
後 1878/6/20 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ C, B ○ A, B, C     
1878-79 
前 1879/2/4 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C     
後 1879/6/19 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B     
1879-80 
前 1880/1/30 ○ A, B, C ○ B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ B, C     
後 1880/6 /23  ○ A, B, C ○ B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C     
1880-81 
前 1881/1/21  ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ C, B     
後 1881/6/21  ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, C     
1881-82 
前 1882/1/27  ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C     
後 1882/6/20  ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ ×     
1882-83 
前 1883/1/26 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C     
後 1883/6/19 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ B, C     
1883-84 
前 1884/1/21 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ B, C     
後 1884/6/20 ○ A, B, C ○ B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C     
1884-85 
前 1885/1/24 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ B, C     
後 1885/6/23 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C     
1885-86 
前 1886/1/23 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C     









    マルモンテル フィッソ マサール夫人 ドラボルド デュヴェルノワ     
前 1887/1/22 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C     
後 1887/6/21 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C     
1887-88 
    ディエメール ド・ベリオ フィッソ ドラボルド デュヴェルノワ     
前 1888/1/21 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C     
後 1888/6/19 ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C     
1888-89 
前 1889/1/21 ○ A, B, C ○ B, C ○ A, B, C ○ A, B, C ○ A, B, C     













④ ⑤ ⑥ 
 
⑧ ⑦ 
① ルベール（エルツの肖像、AJ 37 226-1） ② 同左  ③ バトン（AJ 37 224*.2） 
④ アレヴィ（AJ 37 227-3）  ⑤ 同左   ⑥ アレヴィ（AJ 37 225-4） 
⑦ オベール（AJ37 213） ⑧アレヴィ（AJ 37 225-4） 
① ② ③ 
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附録 II-3. B 群（試験官メモ）における曲目情報有無（1840~1890） 
N. B. ○…曲目情報あり - …情報なし ×…史料なし   















































1840/12/9 × × × - - × - × × × 
1841/6/18 × ○ × - - × - × × × 
1841-42 
1842/1/14 × ○ × - ○ × - × - × 
1842/6/6 × ○ × × × - - - - × 
1842-43 
1842/12/23 - ○ × × × - - × × - 
1843/6/16 ○ ○ × × × - - - × - 
1843-44 
1843/10/9 - ○ × × × × - - - - 
1843/10/10 - ○ × × × × - - - - 
1843/11/18 ○ - × × × × - × - - 
1844/6/10 ○ × × × × × - - - - 
1844-45 
1844/12/5 ○ × - × × × - × - × 
1845/6/25 - × × × × × ○ × - - 
1845-46 
1845/12/10 ○ × × × × × - × × × 
1846/6/6 - × × × × × - × × × 
1846-47 
1846/12/15 ○ × × × × × - × × × 
1847/6/18 ○ × × × × × - × × × 
1847-48 
1848/1/5 ○ × × × × × - × × × 
1848/6/14 × × × × × - - - - × 
1848-49 
1848/12/13 × × × × × × - × × × 
1849/6/6 × × × × × × - × - × 
1849-50 
1849/12/3 × × × × × × - × - × 








AJ 37/230-2 AJ 37/228 AJ 37/214-1 AJ 37/229-3 AJ 37/225-1 AJ 37/230-2 AJ/34/226-3 
AJ 37/225-4 
AJ 37/227-3 
- - - - 
史料に含まれる委員




















- - - - 
年度 試験日 
1840-41 
1840/12/9 × × × × × × × × × × × × × 
1841/6/18 × × × × × × × × × × × × × 
1841-42 
1842/1/14 × × × × × × × × × × × × × 
1842/6/6 - × × × × × × × × × × × × 
1842-43 
1842/12/23 × × × × × × × × × × × × × 
1843/6/16 - × × × × × × × × × × × × 
1843-44 
1843/10/9 - × - ○ × × × × × × × × × 
1843/10/10 - × - - × × × × × × × × × 
1843/11/18 - × × × × × × × × × × × × 
1844/6/10 - × × × × × × × × × × × × 
1844-45 
1844/12/5 - × × × × × × × - × × × × 
1845/6/25 × × × × × × × × × × × × × 
1845-46 
1845/12/10 - × × × × × × × × × × × × 
1846/6/6 - × × × × × - × × × × × × 
1846-47 
1846/12/15 - × × × × × ○ × × × × × × 
1847/6/18 - × × × × × × × × × × × × 
1847-48 
1848/1/5 - × × × × × × × × × × × × 
1848/6/14 - × × × × × × × × × × × × 
1848-49 
1848/12/13 - × × × × × × ○ × × × × × 
1849/6/6 - × × × × × × × × × × × × 
1849-50 
1849/12/3 × × × × × × × - × × × × × 




委員 Auber Monnais Dancla Alard Zimmerman Gallay Batton Thomas Halévy 
史料番号 
AJ 37/211 ; 
212 
AJ 37/214-2 AJ 37/223-2 AJ 37/223-2 AJ 37/226-3 ; 4 
AJ 37/226-4 
AJ 37/227-1 































1850/12/11 - - × × - × - - × 
1851/6/11 - - × × - × × - × 
1851-52 
1851/12/19 × - × × × × - - × 
1852/6/9 - - × × - × - × × 
1852-53 
1852/12/27 - - × - - × - × × 
1853/6/15 - - × × ○ × - - - 
1853-54 
1853/12/14 - × × - × × - × × 
1854/6/2 - - × × × × × - × 
1854-55 
1854/12/14 - - × × × × - - × 
1855/6/22 - - × × × × × - - 
1855-56 
1856/1/9 - - × × × × × - × 





× × × × × × × × × 
1857/6/5 - - × × × - × - × 
1857-58 
1857/12/23 - - × × × - × - × 
1858/5/28 - - ○ × × - × ○ × 
1858-59 
1858/12/6 - - ○ × × - × ○ × 
1859/6/8 - - - × × - × - × 
1859-60 
1859/12/12 - - × × × × × × × 







委員 Vogt Leborne Massart Prumier Bousquet Meyerbeer Batton Carafa Kastner 
史料番号 AJ 37/231-2 
AJ 37/225-4 
AJ 37/231-1 
AJ 37/217-2 AJ 37/229-1 AJ 37/229-1 
AJ 
37/214-1 
AJ 37/224-3 AJ 37/224-3 AJ 37/229-3 
史料に含まれる委員在任期




















1850/12/11 × × × × × × × × × 
1851/6/11 × × × × × × × × × 
1851-52 
1851/12/19 × × × × × × × × × 
1852/6/9 × × × × × × × × × 
1852-53 
1852/12/27 - - - × - × × × × 
1853/6/15 - - - × ○ - - × × 
1853-54 
1853/12/14 - × × × - × - × × 
1854/6/2 - - × × × × × × × 
1854-55 
1854/12/14 - × × × × × - × × 
1855/6/22 - - - × × × × × × 
1855-56 
1856/1/9 - - × × × × × × × 




× × × × × × × × × 
1857/6/5 - - × × × × × - × 
1857-58 
1857/12/23 - × × - × × × × 判読不可 
1858/5/28 - × × × × × × - × 
1858-59 
1858/12/6 - × × - × × × × 判読不可 
1859/6/8 - × × - × × × × 判読不可 
1859-60 
1859/12/12 × × × - × × × × 判読不可 






委員 F .Benoist Auber Bazin Massé Dauverné Monnais Beauplan 
































1860/12/14 × - × × × - × 
1861/6/7 × - × × × - × 
1861-62 
1861/12/30 × - × × × - × 
1862/6/13 ○ - - × ○ - × 
1862-63 
1862/12/18 ○ - ○ × - - × 
1863/6/5 ○ - - × ○ - × 
1863-64 
1864/1/22 ○ - × × ○ - × 
1864/6/9 ○ - - × ○ - × 
1864-65 
1864/12/5 ○ - - × - - × 
1865/6/7 ○ - × × - - × 
1865-66 
1866/1/15 ○ - - × - × × 
1866/6/13 ○ - × × ○ - × 
1866-67 
1866/12/10 ○ - ○ × ○ - × 
1867/6/14 ○ - - × × - × 
1867-68 
1867/12/17 ○ - - × - × × 
1868/6/11 ○ - - - ○ × - 
1868-69 
1868/12/9 ○ - ○ × ○ × - 
1869/6/1 ○ - - × ○ × - 
1869-70 
1869/12/27 ○ - - × ○ × - 








委員 Thomas Kastner Henri Reber Dancla Weckerlin Galley Prumier Vogt 


























1860/12/14 - × × × × - × - 
1861/6/7 ○ × × - × - ○ × 
1861-62 
1861/12/30 - 判読不可 × - × - - × 
1862/6/13 - 判読不可 - × × × - × 
1862-63 
1862/12/18 ○ 判読不可 × × × × ○ × 
1863/6/5 × 判読不可 - × × × ○ × 
1863-64 
1864/1/22 × 判読不可 - × × × × × 
1864/6/9 - 判読不可 × × × × - × 
1864-65 
1864/12/5 ○ 判読不可 × × - × - × 
1865/6/7 ○ 判読不可 - × - × - × 
1865-66 
1866/1/15 ○ 判読不可 - × × × - × 
1866/6/13 ○ 判読不可 - × - × - × 
1866-67 
1866/12/10 ○ 判読不可 - × × × - × 
1867/6/14 - × - × - × - × 
1867-68 
1867/12/17 × × - × - × - × 
1868/6/11 - × - × - × × × 
1868-69 
1868/12/9 × × - × - × × × 
1869/6/1 - × - × - × × × 
1869-70 
1869/12/27 - × × × - × × × 








院長 試験委員兼教育評議会員 試験委員 
委員 トマ バザン 
ド・ボープ
ラン 










































1870-71 1871/7/29 ○ ○ ○ × × - × × × ○ ○ × × 
1871-72 
1872/1/30 ○ × × × × × ○ ○ × × × × × 
1872/6/14 × ○ × ○ × × ○ ○ × × × × × 
1872-73 
1873/1/29 ○ ○ × × ○ × ○ ○ × × × × × 
1873/6/11 - ○ × × × × ○ ○ × × × × × 
1873-74 
1874/1/23 ○ ○ × × × × ○ ○ × × × × × 
1874/6/23 ○ ○ × × × × ○ ○ × × × × × 
1874-75 
1875/1/22 - ○ × × × × ○ ○ × × × × × 
1875/6/22 ○ ○ × × × × ○ ○ × × × × × 
1875-76 
1876/2/2 - ○ × × × × ○ ○ ○ × × × × 
1876/6/20 ○ - × × × × ○ ○ ○ × × × × 
1876-77 
1877/1/31 ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × × × × 
1877/6/21 ○ × × × × × ○ ○ ○ × × × × 
1877-78 
1878/1/27 ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × × × × 
1878/6/20 ○ × × × × × ○ ○ ○ × × × × 
1878-79 
1879/2/4 ○ × × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ 
1879/6/19 ○ × × × × × ○ ○ ○ × × - ○ 
1879-80 
1880/1/30 ○ × × × × × ○ ○ ○ × × × × 












エルツ ノレ マチアス ギロ  ー デュボワ 
史料番号 AJ 37/308…310 AJ 37/238-1 AJ 37/233-1; 2 AJ 37/238/2 AJ 37/239-2 AJ 37/238-3 
AJ 37 
/231-3 

























1881/1/21 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × 
1881/6/21 - ○ ○ ○ ○ - × × × × 
1881-82 
1882/1/27 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × 
1882/6/20 ○ ○ ○ ○ ○ - × × ○ × 
1882-83 
1883/1/26 ○ ○ ○ ○ × × × × × × 
1883/6/19 ○ ○ ○ ○ ○ - - × × × 
1883-84 
1884/1/21 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × 
1884/6/20 ○ ○ ○ ○ ○ - - × × × 
1884-85 
1885/1/24 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × 
1885/6/23 ○ ○ ○ ○ ○ - - × × × 
1885-86 
1886/1/23 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × 
1886/6/22 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × 
1886-87 
1887/1/22 ○ ○ ○ × ○ × × × × × 
1887/6/21 ○ ○ ○ × - × × × × × 
1887-88 
1888/1/21 ○ ○ ○ × × × × × × × 
1888/6/19 ○ ○ ○ × × × ○ ○ × ○ 
1889-90 
1889/1/21 ○ ○ ○ × × × × ○ × × 
1889/6/18 ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × 
75 
附録 II-4. 1871 年 7 月 29 日のマルモンテル・クラスの試験曲目記録状況 
N. B. 網掛けをした生徒は、欠席者 
年度 
試験























































































































1er morceau  
sonate de 
Schumann 












Bourgeois - - 
 
- - - - - - - - - - 
Cahen - - 
 













- - - - - - 
Prélude et fugue 
de Mendelssohn 
- - 
- - - - - - - - - - - - - 




- - - - - 
Fugue de 
Mendelssohn 
Prélude et fugue 
de Mendelssohn 
- - 
Beissier - - - - - - - - - 
 
- - - 
Brunet - - - - - - - - - - - - - 
Bouvetier 
1er concerto 
de H. Herz 






- - - - - 
1er concerto 
de Herz 
Concerto de Herz - - 
Guerout 
Finale de la 
sonate op.10  
Beethoven 




Final de de la 
sonate 10 
Finale de la 
sonate op.10 
Beethoven 






























Finale de l’op  
op.31  
Beethoven 






Finale de la 
sonate op.31 
Beethoven 




Rondo de la sonate 
en sol de 
Beethoven 
- - 
Leroux32 - - - - - - - - - - - - - 
                                                   
32 この人物が、マルモンテルの門弟として知られるルルー Charles LEROUX（1851.3.13～1926.7.4）であるかは判然としない（シャルル・ルルーは、1884 年に来日
し、日本陸軍軍楽隊の指導にあたり《扶桑歌》、《抜刀隊》を作曲した。日本に初めてマルモンテルの著作を紹介したのはルルーである。第 3 部で扱うマルモンテル
の『古典的および現代的ピアノ技法――テクニック教育と美学に関するある教授の助言』（ACMP）は『教師必携 ピアノ古今審美学説』（Murakoshi, Y. Sato 訳、陸
軍戸山学校、1888 年）として翻訳・出版された）。第一に「包囲中に死亡」という備考欄の記載（次頁参照）が真実であれば、この人物はシャルル・ルルーとは考










































作曲家 作品番号 目録番号 調性 楽章 出版地, 出版年（初演年） ジャンル 
 
Chopin 21 - f - Paris, 1836 Concerto - 
Beethoven - - - - - Sonate - 
Schumann - - - I - Sonate - 
- - - - - - - absent 
- - - - - - - absent, démissionaire 
Mendelssohn 
- - - - - - - 
- - - - - Prélude - 
- - - - - Fugue - 
- - - - - - - 
en congé. Bon élève. Est resté en province 
pendant le siège. 
- - - - - - - absent 
Herz 34 - A I (1829初演) Concerto - 
Beethoven 10 - - - Vienne, 1798 Sonate - 
Weber 24 - C IV (final) Berlin, 1812 Sonate - 
Beethoven 31 - - final Zurich, 1803-4 Sonate - 
- - - - - - - mort pendent la siège 
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附録 II-5. 定期試験曲目一覧 
別付資料「附録 II-5」を参照。 
 
附録 II-6. 同定された定期試験曲目一覧（作曲家別、全 337 作品） 
N. B. 作品名は基本的にフランス語表記に従う 
作曲者名 
（作曲者-編曲者） 
作品名（またはジャンル名） 作品番号 作品目録番号 ジャンル 下位ジャンル 
Alkan Saltarelle 23 - 舞曲 サルタレッロ 











J. S. Bach 2e Suite anglaise - BWV 807 舞曲 
 
J. S. Bach 6e Suite anglaise - BWV 811 舞曲 
 
J. S. Bach 1re Partita - BWV 825 舞曲 
 
J. S. Bach 5e Partita - BWV 829 舞曲 
 
J. S. Bach Le Clavier bien tempéré I - BWV 866 前奏曲/フーガ 
 
J. S. Bach Le Clavier bien tempéré II - BWV 871 前奏曲/フーガ 
 
J. S. Bach Prélude et fugue - BWV 898 前奏曲/フーガ 
 
J. S. Bach Fantaisie chromatique et fugue - BWV 903 幻想曲/フーガ 幻想曲 1 
J. S. Bach Concerto italien - BWV 971 協奏曲 
 
C. P. E. Bach 18 Probestücke in 6 Sonaten - H 75（第 6 曲） ソナタ 
 
Bach-Le Couppey Air de pentacôte - BWV 68 編曲 
 
Bach-Liszt 
Sechs Präludien und Fugen für die 
Orgel 
- S 462 編曲 
 
Bach-Pierné Toccata - BWV 540 編曲 
 
Bach-Tausig Toccata et Fugue - BWV 565 編曲 
 
Beethoven Sonate 2-1 - ソナタ 
 
Beethoven Sonate 2-2 - ソナタ 
 
Beethoven Sonate 2-3 - ソナタ 
 
Beethoven Sonate 7 - ソナタ 
 
Beethoven Sonate 10-1 - ソナタ 
 
Beethoven Sonate 10-3 - ソナタ 
 
Beethoven Sonate 13 - ソナタ 
 
Beethoven Sonate 14-2 - ソナタ 
 
Beethoven Sonate 15 - ソナタ 
 
Beethoven Sonate 22 - ソナタ 
 
Beethoven Sonate 26 - ソナタ 
 
Beethoven Sonate 27-2 - ソナタ 
 
Beethoven Sonate 31-1 - ソナタ 
 
Beethoven Sonate 31-2 - ソナタ 
 
Beethoven Sonate 31-3 - ソナタ 
 
Beethoven 15 variations 35 - 変奏曲 
 
Beethoven 3e Concerto 37 - 協奏曲 
 
Beethoven Sonate 49-1 - ソナタ 
 
Beethoven Sonate 49-2 - ソナタ 
 
Beethoven Sonate 53 - ソナタ 
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Beethoven Sonate 57 - ソナタ 
 
Beethoven Sonate 81a - ソナタ 
 
Beethoven Sonate 90 - ソナタ 
 
Beethoven Sonate 106 - ソナタ 
 
Beethoven Sonate 109 - ソナタ 
 
Beethoven Sonate 110 - ソナタ 
 
Beethoven Sonate 111 - ソナタ 
 
Beethoven 
32 Variationen über ein eigenes 
Thema 
- WoO.80 変奏曲 
 
Beethoven-Alkan 3e concerto 37 - 編曲 
 
Beethoven-Saint-Saëns Finale du 9e quatuor de Beethoven - - 編曲 
 
Bertini 2e solo 121 - その他 
 
Bizet Variations chromatiques - - 変奏曲 
 
Bizet-Delaborde 
Menuet de L'Arlésienne de Georges 
Bizet 
- - 編曲 
 





Variationen über ein Thema von 
Paganini 
35 - 変奏曲 
 
Chaminade Menuet 5 - 舞曲 メヌエット 
Cherubini Fugue - - フーガ 
 
Chopin La ci darem la mano Varié 2 - 変奏曲 
 
Chopin Etudes 10 - 練習曲（集） 
 
Chopin 1er concerto 11 - 協奏曲 
 




Chopin Rondo 16 - ロンド 
 
Chopin Boléro 19 - 舞曲 ボレロ 
Chopin 1er Scherzo 20 - スケルツォ 
 
Chopin 2e concerto 21 - 協奏曲 
 
Chopin 
Grande Polonaise Brillante précédée 
d'un Andante Spianato 
22 - 舞曲 ポロネーズ 
Chopin 1re Ballade 23 - バラード 
 
Chopin Etudes 25 - 練習曲（集） 
 
Chopin Polonaise 26 - 舞曲 ポロネーズ 




Chopin Préludes 28 - 前奏曲 
 




Chopin 2e Scherzo 31 - スケルツォ 
 








Chopin 2e Ballade 38 - バラード 
 
Chopin 3e Scherzo 39 - スケルツォ 
 
Chopin Polonaise 40 - 舞曲 ポロネーズ 
Chopin Tarentelle 41 - 舞曲 タランテラ 
Chopin Polonaise 44 - 舞曲 ポロネーズ 
Chopin Allegro de concert 46 - 協奏曲 独奏協奏曲 
Chopin 3e Ballade 47 - バラード 
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Chopin Fantaisie 49 - 幻想曲 幻想曲 1 




Chopin 4e Ballade 52 - バラード 
 
Chopin Polonaise 53 - 舞曲 ポロネーズ 
Chopin 4e Scherzo 54 - スケルツォ 
 








Chopin 3e Sonate 58 - ソナタ 
 




Chopin Polonaise-Fantaisie 61 - 幻想曲 幻想曲 1 




Clementi Toccata 11 - トッカータ 
 
Clementi 3 Sonates 50 - ソナタ 
 
Clementi Gradus ad Parnassum - - 練習曲（集） 
 
Clementi Gradus ad Parnassum II - - 練習曲（集） 
 
Couperin 















Cramer Deux Sonatas pour le piano-forte 8-1 - ソナタ 
 
Cramer 1er concerto 10 - 協奏曲 
 
Cramer 5e concerto 48 - 協奏曲 
 
Cramer 7e concerto 56 - 協奏曲 
 
Cramer 
Suite des études pour le piano-forté 
en 42 exercices 
- - 練習曲（集） 
 
Cramer 
Etude pour le piano-forté en 42 
exercices dans les différents tons 
- - 練習曲（集） 
 
Czerny Grande sonate d'étude 268 - ソナタ 
 
Czerny 
Etude d'exécution des fugues et des 
compositions dans le style sévère 
400 - 前奏曲/フーガ 
 
D'Albert Suite 1 - 舞曲 
 









Le chant du nautonier, caprice de 
concert 
12 - カプリース 
 
Diémer Caprice 17 - カプリース 
 
Diémer Concert-Stück 31 - 協奏曲 小協奏曲 
Doehler 1er concerto 7 - 協奏曲 
 
Doehler 12 Etudes de concert 30 - 練習曲（集） 
 
Dubois Scherzo et choral 18 - スケルツォ 
 
Dubois Concerto capriccio - - 協奏曲 
 
Dussek Trois sonates 9 - ソナタ 
 
Dussek 5e concerto 22 C 97 協奏曲 
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Dussek 6e concerto 27 C 104 協奏曲 
 
Dussek Grande Sonate 35-1 C 149 ソナタ 
 
Dussek Grande Sonate 35-2 C 150 ソナタ 
 
Dussek Grande Sonate 35-3 C 151 ソナタ 
 
Dussek Sonate 39-3 C 168 ソナタ 
 
Dussek Sonate 39 - ソナタ 
 
Dussek 12e concerto de Dussek 70 C 238 協奏曲 
 
Dussek Sonate 43 C 177 ソナタ 
 
Dussek 9e concerto 49 C 187 協奏曲 
 
Dussek Le retour à Paris : Sonate 64 C 221 ソナタ 
 
Dussek Sonate 75 C 247 ソナタ 
 
Field 1er concerto - H 27 協奏曲 
 
Field 4e concerto - H 28 協奏曲 
 
Field 2e concerto - H 31 協奏曲 
 
Field 3e concerto - H 32 協奏曲 
 
Frescobaldi (?) Fugue - - フーガ 
 
Gonthier Gavotte - - 舞曲 ガヴォット 




Grieg Concerto 16 - 協奏曲 
 
Guiraud Sonate 1 - ソナタ 
 
Guiraud Allegro de concert - - ソナタ 
ソナタ風アレグ
ロ 
Händel 1re Suites des pièces (2e suite) - HWV 427 舞曲 
 
Händel 1re Suites des pièces (4e Suite) - HWV 429 舞曲 
 





Händel 1re Suites des pièces (7e suite) - HWV 432 舞曲 
 





Haydn Sonate - Hob. XVI 22 ソナタ 
 
Haydn Sonate - Hob. XVI 48 ソナタ 
 
Heller Scherzo 24 - スケルツォ 
 
Heller Scherzo fantastique 57 - スケルツォ 
 
Heller 2e sonate 65 - ソナタ 
 
Heller 
Chant national de F. 
Mendelssohn-Bartholdy, fantaisie 
en forme de Sonate 
69 - 幻想曲 幻想曲 1 
Heller 24 Préludes 82 - 前奏曲 
 
Heller 3e Sonate 88 - ソナタ 
 
Heller 







Rêveries d'un promeneur solitaire 









Heller Etudes sur Freyschütz de Weber 127 - 練習曲（集） 
 
Heller 













33 variations sur un thème de 
Beethoven 
130 - 変奏曲 
 





Variations sur un thème de 
Schumann 
142 - 変奏曲 
 
Heller 4e Sonate 143 - ソナタ 
 
Heller 
Deux caprices sur des thèmes de F. 
Mendelssohn 
144 - カプリース 
 




Henselt Douze études caractéristiques 2 - 練習曲（集） 
 
Henselt Douze études de salon 5 - 練習曲（集） 
 
Herz Grand concerto 34 - 協奏曲 
 
Herz 2e concerto 74 - 協奏曲 
 
Herz 3e concerto 87 - 協奏曲 
 
Herz 4e concerto 131 - 協奏曲 
 
Herz 5e concerto 180 - 協奏曲 
 
Herz 6e concerto 192 - 協奏曲 
 
Herz Grande sonate di bravura 200 - ソナタ 
 
Herz 7e concerto 207 - 協奏曲 
 
Herz 
Grandes variations brillantes sur 
l'air populaire de Malborough 
209 - 変奏曲 
 
Hiller Concerto 5 - 協奏曲 
 




Hummel Grande sonate 13 - ソナタ 
 
Hummel Fantaisie 18 - 幻想曲 幻想曲 1 
Hummel Sonate 20 - ソナタ 
 
Hummel Sonate 81 - ソナタ 
 
Hummel Grand concerto 85 - 協奏曲 
 
Hummel Grand Concerto 89 - 協奏曲 
 
Hummel Sonate 106 - ソナタ 
 
Hummel Rondo brillant 109 - ロンド 
 
Hummel Les adieux : grand concerto 110 - 協奏曲 
 
Hummel Grand concerto 113 - 協奏曲 
 
Hummel Dernier concerto - - 協奏曲 
 
Hummel Sonate - - ソナタ 
 
Kalkbrenner 1er concerto 61 - 協奏曲 
 
Kalkbrenner 2e concerto 80 - 協奏曲 
 
Kalkbrenner 3e concerto 107 - 協奏曲 
 
Kalkbrenner 
Méthode pour apprendre le 
piano-forté à l'aide du 
guide-mains[...] suivie de 12 études 
108 - 練習曲（集） 
 
Kalkbrenner 4e concerto 125 - 協奏曲 
 





L'Ange déchu, mélodie de A. 
Vogel, grande fantaisie 
144 - 幻想曲 幻想曲 2 








Étude, préface à la vélocité: 15 
études de mécanisme 
26 - 練習曲（集） 
 




Liszt Etudes d’exécution transcendante - S 139 練習曲（集） 
 
Liszt Trois grandes études de concert - S 144 練習曲（集） 
 
Liszt Deux polonaises - S 223 舞曲 ポロネーズ 
Liszt 2e Rhapsodie hongroise - S 244 ラプソディ 
 
Liszt 8e Rhapsodie hongroise - S 244 ラプソディ 
 
Liszt 11e Rhapsodie hongroise - S 244 ラプソディ 
 




Marmontel (Antoine) Sonate 86 - ソナタ 
 
Marmontel (Antonin) 1re Sonate - - ソナタ 
 
Mathias Allegro appassionato 5 - ソナタ 
ソナタ風アレグ
ロ 
Mathias 10 Etudes 10 - 練習曲（集） 
 
Mathias 1re sonate 20 - ソナタ 
 
Mathias 
Etudes spéciales de style et de 
mécanisme 
28 - 練習曲（集） 
 
Mathias 
La Flûte enchantée, variations sur 
un thème de Mozart 
32 - 変奏曲 
 
Mathias 3e sonate 35 - ソナタ 
 
Mathias 1er Allegro symphonique 51 - ソナタ 
ソナタ風アレグ
ロ 
Mathias Caprice 62 - カプリース 
 
Mathias 2e Scherzo 63 - スケルツォ 
 
Mayer 1er Allegro de concert 51 - 協奏曲 小協奏曲 
Mayer 2e Allegro de concert 60 - 協奏曲 小協奏曲 
Mayer Grand concerto 70 - 協奏曲 
 
Mendelssohn Capriccio 5 - カプリース 
 
Mendelssohn Sonate 6 - ソナタ 
 
Mendelssohn Rondo capriccioso 14 - ロンド 
 
Mendelssohn Trois fantaisies ou caprices 16 - カプリース 
 




Mendelssohn Capriccio brillant 22 - 協奏曲 小協奏曲 
Mendelssohn 1er concerto 25 - 協奏曲 
 
Mendelssohn Fantasia (Sonate écossaise) 28 - 幻想曲 幻想曲 1 




Mendelssohn Trois caprices 33 - カプリース 
 
Mendelssohn Six Préludes et fugues 35 - 前奏曲/フーガ 
 




Mendelssohn Variations sérieuses 54 - 変奏曲 
 
Mendelssohn 2e concerto 40 - 協奏曲 
 








Mendelssohn Variations 82 - 変奏曲 
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Mendelssohn Trois préludes 104a - 前奏曲 
 
Mendelssohn Trois études 104b - 練習曲（集） 
 




Hochzeitsmarsch und Elfenreigen 
aus dem Sommernachtstraum 
- S 410 編曲 
 
Moscheles Sonate mélancolique 49 - ソナタ 
 
Moscheles 
La force, la légerté et le caprice: 
Etudes 
51 - 練習曲（集） 
 
Moscheles 2e concerto 56 - 協奏曲 
 
Moscheles 3e concerto 60 - 協奏曲 
 
Moscheles 4e concerto 64 - 協奏曲 
 
Moscheles 5e concerto 87 - 協奏曲 
 
Mozart Sonate - K 311 ソナタ 
 
Mozart Sonate - K 310 ソナタ 
 
Mozart Sonate - K 331 ソナタ 
 
Mozart Sonate - K 332 ソナタ 
 
Mozart Sonate - K 457 ソナタ 
 
Mozart Concerto - K 466 協奏曲 
 
Mozart Concerto - K 467 協奏曲 
 
Mozart Fantaisie - K 475 幻想曲 幻想曲 1 
Mozart Rondo - K 511 ロンド 
 
Mozart Concerto - K 537 協奏曲 
 
Mozart Gigue - K 574 舞曲 ジーグ 
Mozart-Alkan 20e concerto - K 466 編曲 
 
Paganini-Liszt 
Etudes d’exécution transcendante 
d’après Paganini/Grandes études de 
Paganini 
- S 140/141 編曲 
 
Pixis Concerto 100 - 協奏曲 
 
Prudent Séguidille, étude 25 - 舞曲 セギディーリャ 
Rameau 







Ravina 1er Concerto 63 - 協奏曲 
 




Ries 3e concerto 55 - 協奏曲 
 
Ries Rondo élégant 122 - ロンド 
 
Ries 8e concerto "Salut au Rhin" 151 - 協奏曲 
 




Rossini-Liszt Soirées musicales - S 424 編曲 
 
Rubinstein 1re Sonate 12 - ソナタ 
 
Rubinstein Gavotte 38 - 舞曲 ガヴォット 




Rubinstein 2 études de concert - - 練習曲（集） 
 
Saint-Saëns 2e concerto 22 - 協奏曲 
 
Saint-Saëns Six études 52 - 練習曲（集） 
 
Saint-Saëns Allegro appassionato 70 - ソナタ 
ソナタ風アレグ
ロ 
Saint-Saëns - Bizet 2e concerto 22 - 編曲 
 
Scarlatti Sonate - K 113 ソナタ 
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Scarlatti Sonate - K 450 ソナタ 
 
Schubert Fantaisie 15 D 760 幻想曲 幻想曲 1 
Schubert Sonate 53 D 850 ソナタ 
 
Schubert 
Fantasie, Andante, Menuetto und 
Allegretto 
78 D 894 幻想曲 幻想曲 1 












Schubert Sonate 143 D 784 ソナタ 
 
Schubert-Liszt 12 Mélodies de François Schubert - S 558 編曲 
 
Schulhoff Allegro brillant en forme de sonate 1 - ソナタ 
ソナタ風アレグ
ロ 




Schulhoff Sonate 37 - ソナタ 
 
Schulhoff Allegro 51 - ソナタ 
ソナタ風アレグ
ロ 
Schumann Toccata 7 - トッカータ 
 


















Schumann 1re Sonate 11 - ソナタ 
 




Schumann 12 Etudes symphoniques 13 - 変奏曲 
 
Schumann 3e sonate 14 - ソナタ 
 




Schumann Fantaisie 17 - 幻想曲 幻想曲 1 








Schumann 2e Sonate 22 - ソナタ 
 




Schumann Concerto 54 - 協奏曲 
 








Spohr Sonate 125 - ソナタ 
 
Steibelt 
Etude contenant cinquante exercices 
de différents genres 
78 - 練習曲（集） 
 
Tchaïkovski-Liszt 
Polonaise aus der Opera Jewgeny 
Onegin 









Fantaisie pour le piano forte, sur des 
motifs de l'opéra la Straniera de 
Bellini 
9 - 幻想曲 幻想曲 2 
Thalberg 
Grande fantaisie et variations pour 
le piano sur les motifs de Norma, de 
Bellini 
12 - 幻想曲 幻想曲 2 
Thalberg Scherzo 31 - スケルツォ 
 
Thalberg 
Fantaisie pour le piano, sur des 
thèmes de l'opéra Moïse de G. 
Rossini 
33 - 幻想曲 幻想曲 2 
Thalberg 
Fantaisie pour le piano, sur des 
motifs de La Donna del Lago de 
Rossini 
40 - 幻想曲 幻想曲 2 
Thalberg 
Andante final de Lucie de 
Lamermoor, varié pour piano 
43 - 幻想曲 幻想曲 2 
Thalberg 
Grand Caprice sur des motifs de La 
Somnambule de Bellini 
46 - 幻想曲 幻想曲 2 
Thalberg 
Grande Fantaisie sur la Muette de 
Portici 
52 - 幻想曲 幻想曲 2 
Thalberg Grande Sonate 56 - ソナタ 
 
Thalberg Romance variée - - 変奏曲 
 
Thomas 
Six Caprices [Six Wales 
caractérsistiques] 
4 - 舞曲 ワルツ 
Wagner-Liszt Ouvertüre zu Tannhäuser - S 442 編曲 
 
Wagner-Liszt 
Spinnerlied aus dem Fliegenden 
Holländer 
- S 440 編曲 
 
Wagner-Liszt 
Zwei Stücke aus Tannhäuser und 
Lohengrin 
- S 445 編曲 
 
Weber Momento capriccioso 12 - カプリース 
 
Weber 1er Sonate 24 - ソナタ 
 
Weber 2e concerto 32 - 協奏曲 
 
Weber 2e Sonate 39 - ソナタ 
 
Weber 3e Sonate 49 - ソナタ 
 
Weber Rondo brillant 62 - ロンド 
 
Weber 4e Sonate 70 - ソナタ 
 
Weber Polacca brillante 72 - 舞曲 ポロネーズ 
Weber Concert-Stück 79 - 協奏曲 小協奏曲 









作曲者 タイトル（ジャンル名） 作品番号 作品目録番号 
協奏曲 協奏曲 J. S. Bach Concerto italien - BWV 971 
Beethoven 3e Concerto 37 - 
Chopin 1er concerto 11 - 
Chopin 2e concerto 21 - 
Cramer 1er concerto 10 - 
Cramer 5e concerto 48 - 
Cramer 7e concerto 56 - 
Doehler 1er concerto 7 - 
Dubois Concerto capriccio - - 
Dussek 5e concerto 22 C 97 
Dussek 6e concerto 27 C 104 
Dussek 12e concerto de Dussek 70 C 238 
Dussek 9e concerto 49 C 187 
Field 1
er concerto - H 27 
Field 4e concerto - H 28 
Field 2e concerto - H 31 
Field 3e concerto - H 32 
Grieg Concerto 16 - 
Herz Grand concerto 34 - 
Herz 2e concerto 74 - 
Herz 3e concerto 87 - 
Herz 4e concerto 131 - 
Herz 5e concerto 180 - 
Herz 6e concerto 192 - 
Herz 7e concerto 207 - 
Hiller Concerto 5 - 
Hummel Grand concerto 85 - 
Hummel Grand Concerto 89 - 
Hummel Les adieux : grand concerto 110 - 
Hummel Grand concerto 113 - 
Hummel Dernier concerto - - 
Kalkbrenner 1er concerto 61 - 
Kalkbrenner 2e concerto 80 - 
Kalkbrenner 3e concerto 107 - 
Kalkbrenner 4e concerto 125 - 
Mayer Grand concerto 70 - 
Mendelssohn 1er concerto 25 - 
Mendelssohn 2e concerto 40 - 
Moscheles 2e concerto 56 - 
Moscheles 3e concerto 60 - 
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Moscheles 4e concerto 64 - 
Moscheles 5e concerto 87 - 
Mozart Concerto - K 466 
Mozart Concerto - K 467 
Mozart Concerto - K 537 
Pixis Concerto 100 - 
Ravina 1er Concerto 63 - 
Ries 3e concerto 55 - 
Ries 8e concerto "Salut au Rhin" 151 - 
Saint-Saëns 2e concerto 22 - 
Schumann Concerto 54 - 
Weber 2e concerto 32 - 
小協奏曲 Diémer Concert-Stück 31 - 
Mayer 1er Allegro de concert 51 - 
Mayer 2e Allegro de concert 60 - 
Mendelssohn Capriccio brillant 22 - 
Weber Concert-Stück 79 - 
独奏協奏曲 Alkan 12 études dans tous les tons mineurs 39-8   
Chopin Allegro de concert 46 - 
Ed. Wolff Allegro de concert 39 - 
ソナタ ソナタ Emm. Bach 18 Probestücke in 6 Sonaten - H 75 no. 6 
Beethoven Sonate 2-1 - 
Beethoven Sonate 2-2 - 
Beethoven Sonate 2-3 - 
Beethoven Sonate 7 - 
Beethoven Sonate 10-1 - 
Beethoven Sonate 10-3 - 
Beethoven Sonate 13 - 
Beethoven Sonate 14-2 - 
Beethoven Sonate 15 - 
Beethoven Sonate 22 - 
Beethoven Sonate 26 - 
Beethoven Sonate 27-2 - 
Beethoven Sonate 31-1 - 
Beethoven Sonate 31-2 - 
Beethoven Sonate 31-3 - 
Beethoven Sonate 49-1 - 
Beethoven Sonate 49-2 - 
Beethoven Sonate 53 - 
Beethoven Sonate 57 - 
Beethoven Sonate 81a - 
Beethoven Sonate 90 - 
Beethoven Sonate 106 - 
Beethoven Sonate 109 - 
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Beethoven Sonate 110 - 
Beethoven Sonate 111 - 
Chopin 3e Sonate 58 - 
Clementi 3 Sonates 50 - 
Cramer Deux Sonatas pour le piano-forte 8-1 - 
Czerny Grande sonate d'étude 268 - 
Dussek Trois sonates 9 - 
Dussek Grande Sonate 35-1 C 149 
Dussek Grande Sonate 35-2 C 150 
Dussek Grande Sonate 35-3 C 151 
Dussek Sonate 39-3 C 168 
Dussek Sonate 39 - 
Dussek Sonate 43 C 177 
Dussek Le retour à Paris : Sonate 64 C 221 
Dussek Sonate 75 C 247 
Guiraud Sonate 1 - 
Haydn Sonate - Hob. XVI 22 
Haydn Sonate - Hob. XVI 48 
Heller 2e sonate 65 - 
Heller 3e Sonate 88 - 
Heller 4e Sonate  143 - 
Herz Grande sonate di bravura 200 - 
Hummel Grande sonate 13 - 
Hummel Sonate 20 - 
Hummel Sonate 81 - 
Hummel Sonate 106 - 
Hummel Sonate - - 
Marmontel (Antoine) Sonate 86 - 
Marmontel (Antonin) 1re Sonate - - 
Mathias 1re sonate 20 - 
Mathias 3e sonate 35 - 
Mendelssohn Sonate 6 - 
Moscheles Sonate mélancolique  49 - 
Mozart Sonate - K 311 
Mozart Sonate - K 310 
Mozart Sonate - K 331 
Mozart Sonate - K 332 
Mozart Sonate - K 457 
Rubinstein 1re Sonate  12 - 
Scarlatti Sonate - K 113 
Scarlatti Sonate - K 450 
Schubert Sonate 53 D 850 
Schubert Sonate 143 D 784 
Schulhoff Sonate 37 - 
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Schumann 1re Sonate   11 - 
Schumann 3e sonate 14 - 
Schumann 2e Sonate 22 - 
Spohr Sonate  125 - 
Thalberg Grande Sonate 56 - 
Weber 1er Sonate 24 - 
Weber 2e Sonate 39 - 
Weber 3e Sonate 49 - 
Weber 4e Sonate 70 - 
Alkan 12 études dans tous les tons mineurs 39-4 - 
ソナタ風ア
レグロ 
Guiraud Allegro de concert - - 
Mathias Allegro appassionato 5 - 
Mathias  1er Allegro symphonique 51 - 
Saint-Saëns Allegro appassionato 70 - 
Schulhoff Allegro brillant en forme de sonate 1 - 
Schulhoff Allegro 51 - 
ロンド 
  
Chopin Rondo 16 - 
Hummel Rondo brillant 109 - 
Mendelssohn Rondo capriccioso 14 - 
Mozart Rondo - K 511 
Ries Rondo élégant 122 - 
Weber Rondo brillant 62 - 
スケルツォ 
  
Chopin 1er Scherzo 20 - 
Chopin 2e Scherzo 31 - 
Chopin 3e Scherzo 39 - 
Chopin 4e Scherzo 54 - 
Dubois Scherzo et choral 18 - 
Heller Scherzo 24 - 
Heller Scherzo fantastique 57 - 
Mathias 2e Scherzo 63 - 
Mendelssohn Scherzo a capriccio - U 113 
Thalberg Scherzo 31 - 
変奏曲 
  
Alkan 12 études dans tous les tons mineurs 39-12   
Beethoven 15 variations 35 - 
Beethoven 32 Variationen über ein eigenes Thema   - WoO.80 
Bizet Variations chromatiques - - 
Brahms Variationen über ein Thema von Paganini 35 - 
Chopin La ci darem la mano Varié 2 - 
Händel 1re Suites des pièces (5e suite) - HWV 430 （第 6曲） 
Händel 2de Suite des pièces (8e suite) - HWV 441（第 4 曲） 
Heller 33 variations sur un thème de Beethoven 130 - 
Heller Variations sur un thème de Schumann   142 - 
Herz 
Grandes variations brillantes sur l'air 




La Flûte enchantée, variations sur un thème 
de Mozart 
32 - 
Mendelssohn Variations sérieuses 54 - 
Mendelssohn Variations 82 - 
Schumann 12 Etudes symphoniques 13 - 
Thalberg Romance variée - - 
幻想曲 幻想曲 1 Chopin Fantaisie 49 - 
Chopin Polonaise-Fantaisie 61 - 
Heller 
Chant national de F. Mendelssohn-Bartholdy, 
fantaisie en forme de Sonate 
69 - 
Hummel Fantaisie 18 - 
Mendelssohn Fantasia (Sonate écossaise) 28 - 
Mozart Fantaisie - K 475 
Schubert Fantaisie 15 D 760 
Schubert Fantasie, Andante, Menuetto und Allegretto 78 D 894 
Schumann Fantaisie 17 - 
幻想曲 2 
Kalkbrenner 




Fantaisie pour le piano forte, sur des motifs 
de l'opéra la Straniera de Bellini 
9 - 
Thalberg 
Grande fantaisie et variations pour le piano 
sur les motifs de Norma, de Bellini 
12 - 
Thalberg 
Fantaisie pour le piano, sur des thèmes de 
l'opéra Moïse de G. Rossini 
33 - 
Thalberg 
Fantaisie pour le piano, sur des motifs de La 
Donna del Lago de Rossini 
40 - 
Thalberg 




Grand Caprice sur des motifs de La 
Somnambule de Bellini 
46 - 
Thalberg Grande Fantaisie sur la Muette de Portici 52 - 
カプリース 
  
Diémer Le chant du nautonier, caprice de concert 12 - 
Diémer Caprice 17 - 
Heller 
Deux caprices sur des thèmes de F. 
Mendelssohn 
144 - 
Mathias Caprice 62 - 
Mendelssohn Capriccio 5 - 
Mendelssohn Trois fantaisies ou caprices 16 - 
Mendelssohn Trois caprices 33 - 
Weber Momento capriccioso 12 - 
バラード 
  
Chopin 1re Ballade 23 - 
Chopin 2e Ballade 38 - 
Chopin 3e Ballade 47 - 
Chopin 4e Ballade 52 - 
舞曲 ガヴォット Gonthier Gavotte - - 
Rubinstein Gavotte 38 - 
メヌエット Chaminade Menuet 5 - 
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ジーグ Mozart Gigue - K 574 
ボレロ Chopin Boléro 19 - 
ポロネーズ 
Chopin 
Grande polonaise brillante précédée d'un 
Andante Spianato 
22 - 
Chopin Polonaise 26 - 
Chopin Polonaise 40 - 
Chopin Polonaise 44 - 
Chopin Polonaise 53 - 
Liszt Deux polonaises - S 223 
Weber Polacca brillante 72 - 
サルタレッ
ロ 
Alkan Saltarelle 23 - 
タランテラ Chopin Tarentelle 41 - 
ワルツ Thomas Six Caprices [Six Wales caractérsistiques] 4 - 
セギディー
リャ 
Prudent Séguidille, étude 25 - 
種々の舞曲
を含む組曲 
J. S. Bach 2e Suite anglaise - BWV 807 
J. S. Bach 6e Suite anglaise  - BWV 811 
J. S. Bach 1re Partita - BWV 825 
J. S. Bach 5e Partita - BWV 829 
D'Albert Suite 1 - 
Händel 1re Suites des pièces (2e suite) - HWV 427 
Händel 1re Suites des pièces (4e Suite) - HWV 429 
Händel 1re Suites des pièces (7e suite) - HWV 432 
ラプソディ 
 
Liszt 2e Rhapsodie hongroise - S 244 
Liszt 8e Rhapsodie hongroise - S 244 
Liszt 11e Rhapsodie hongroise - S 244 
練習曲（集） 
  
Chopin Etudes 10 - 
Chopin Etudes 25 - 
Clementi Gradus ad Parnassum - - 
Clementi Gradus ad Parnassum II - - 
Cramer 




Etude pour le piano-forté en 42 exercices 
dans les différents tons 
- - 
Doehler 12 Etudes de concert 30 - 
Heller Etudes sur Freyschütz de Weber 127 - 
Henselt Douze études caractéristiques 2 - 
Henselt Douze études de salon 5 - 
Kalkbrenner 
Méthode pour apprendre le piano-forté à 
l'aide du guide-mains... suivie de 12 études 
108 - 
Lacombe Etude en octave 40 - 
Le Couppey 
Etude, préface à la vélocité : 15 études de 
mécanisme 
26 - 
Liszt Etudes d’exécution transcendante - S 139 
Liszt Trois grandes études de concert - S 144 
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Mathias 10 Etudes 10 - 
Mathias Etudes spéciales de style et de mécanisme 28 - 
Mendelssohn Trois études 104b - 
Moscheles La force, la légerté et le caprice: Etudes 51 - 
Rubinstein 2 études de concert - - 
Saint-Saëns Six études 52 - 
Steibelt 
Etude contenant cinquante exercices de 




Chopin Préludes 28 - 
Heller 24 Préludes 82 - 




Cherubini Fugue - - 




 J. S. Bach Le Clavier bien tempéré I - BWV 866 
 J. S. Bach Le Clavier bien tempéré II - BWV 871 
 J. S. Bach Prélude et fugue - BWV 898 
（幻想曲 1） J. S. Bach Fantaisie chromatique et fugue - BWV 903 
 
Czerny 
Etude d'exécution des fugues et des 
compositions dans le style sévère 
400 - 
 Mendelssohn Six Préludes et fugues 35 - 
トッカータ 
 
Clementi Toccata 11 - 
Schumann Toccata 7 - 
性格的作品
（集） 
即興曲 Chopin Impromptu 29 - 
Chopin 2e Impromptu 36 - 
Chopin 3e Impromptu 51 - 
Chopin Fantaisie-impromptu 66 - 
Delioux Presto 73 - 
Heller 2 Impromptus  129 - 
Hiller Zur Guittare, Impromptu 97 - 
Schubert 4 Impromptus 90 D 899 
Schubert 4 Impromptus 142 D 935 
ノクターン Chopin Nocturne 15 - 
Chopin Nocturne 27 - 
Chopin Nocturne 32 - 
Chopin Nocturne 48 - 
Chopin Nocturne 55 - 
無言歌集 Alkan  5e recueil de chants 70 - 
Heller 3e Suite de promenades d'un solitaire 89 - 
Heller Mélodies : Lieder 120 - 
Heller Promenades d'un solitaire 70/80/89 - 
Mendelssohn Romance sans paroles 19 - 
Mendelssohn Romance sans paroles 30 - 
Mendelssohn Romance sans paroles 38 - 
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Mendelssohn Romance sans paroles 62 - 
Mendelssohn Romance sans paroles 67 - 
Rosenhain Romances sans paroles 31 - 
舟歌 Chopin Barcarolle 60 - 




Couperin 3e livre de pièces de clavecin Ordre no 18 - - 
Couperin 1er livre de pièces de clavecin, 3e ordre - - 




Boëly 24 Pièces 20 - 
Chopin Berceuse 57 - 
De Bériot 4 Morceaux à rythmes rompus  56 - 
Gouvy 3 Sérénades, pour piano 39-1 - 
Heller 
Rêveries d'un promeneur solitaire (J. J. 
Rousseau)  
101 - 
Heller Dans les bois, nouvelle série, 7 morceaux 128 - 
Heller 2 Intermèdes de concert  135 - 
Kalkbrenner Le fou 136 - 
Lacombe Les Harmonies de la nature 22 - 
Liszt Deux légendes - S 175 
Lucien Vieuxtemps Marche hongroise 11 - 
Reber Pièces diverses 13 - 
Schubert 6 Moments musicaux 94 D 780 
Schulhoff Ondine, Idylle 35 - 
Schumann Papillons  2 - 
Schumann Davidsbündlertänze : 18 character-pieces 6 - 
Schumann Carnaval: scènes mignonnes sur quatre notes 9 - 
Schumann Phantasiestüke (Pièces romantiques) 12 - 
Schumann Kreisleriana: Fantasien 16 - 
Schumann Arabesque  18 - 
Schumann 8 Novelletten 21 - 
Schumann Carnaval de Vienne 26 - 
Schumann Waldszenen 82 - 
Schumann Albumblätter 124 - 
Tchaikovsky Dumka, Scène rustique russe 59 - 
編曲  Bach-Le Couppey Air de pentacôte - BWV 68 
Bach-Liszt Sechs Präludien und Fugen für die Orgel - S 462 
Bach-Pierné Toccata - BWV 540 
Bach-Tausig Toccata et Fugue - BWV 565 
Beethoven-Alkan 3e concerto 37 - 
Beethoven-Saint-Saëns Finale du 9e quatuor de Beethoven - - 
Bizet-Delaborde Menuet de L'Arlésienne de Georges Bizet - - 
Mendelssohn-Liszt 
Concertparaphrase über Hochzeitsmarsch 
und Elfenreigen aus dem 
Sommernachtstraum  
- S 410 
Mozart-Alkan 20e concerto - K 466 
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Paganini-Liszt 
Etudes d’exécution transcendante d’après 
Paganini / Grandes études de Paganini 
- S 140/141 
Rossini-Liszt Soirées musicales  - S 424 
Saint-Saëns - Bizet 2e concerto (trans. par Bizet) 22 - 
Schubert-Liszt 12 Mélodies de François Schubert - S 558 
Tchaïkovski-Liszt Polonaise aus der Opera Jewgeny Onegin  - S 429 
Wagner-Liszt Ouvertüre zu Tannhäuser  - S 442 
Wagner-Liszt Spinnerlied aus dem Fliegenden Holländer - S 440 
Wagner-Liszt Zwei Stücke aus Tannhäuser und Lohengrin  - S 445 
その他 
 




附録 II-8. ピアノ科定期試験審査員一覧（1840~1850） 
試験日 委員長 政府役員 委員 書記官 
1840/12/9 ケルビーニ - 
シュナイツフ
ェッフェール 
ル・クーペ ゴブラン プリュミエ           
1841/6/18 ケルビーニ - 
シュナイツフ
ェッフェール 
ル・クーペ ゴブラン プリュミエ         A. ド・ボシェーヌ 
1842/1/14 ケルビーニ Ed. モネ 
シュナイツフ
ェッフェール 
ル・クーペ ゴブラン タリオ         A. ド・ボシェーヌ 
1842/6/6 オベール Ed. モネ バトン Ad. アダン ル・クーペ アブネック 
シュナイツフェ
ッフェール 
ゴブラン     A. ド・ボシェーヌ 
1842/12/23 1842-43 年度前期史料なし 
1843/6/16 オベール - アブネック 
B. ド・トゥール
モン 
L. アダン バトン ル・クーペ 
マイフレッ
ド 
    A. ド・ボシェーヌ 




1843/10/10 オベール Ed. モネ アブネック マイアベーア バトン Ad. アダン ル・クーペ 
マイフレッ
ド 
    A. ド・ボシェーヌ 
1843/11/18 1842-43 年度 11 月史料なし 
1844/6/10 オベール Ed. モネ アブネック L. アダン 
B. ド・トゥー
ルモン 
マイフレッド マルモンテル       A. ド・ボシェーヌ 
1844/12/5 オベール Ed. モネ アレヴィ バトン 
B. ド・トゥー
ルモン 
マイフレッド マルモンテル       A. ド・ボシェーヌ 
1845/6/25 オベール Ed. モネ L. アダン マイフレッド ブノワ マルモンテル         A. ド・ボシェーヌ 
1845/12/10 オベール - バトン マイフレッド マルモンテル           A. ド・ボシェーヌ 
1846/6/6 オベール Ed. モネ バトン マイフレッド マルモンテル バザン         A. ド・ボシェーヌ 
1846/12/15 オベール - バトン マイフレッド マルモンテル           A. ド・ボシェーヌ 
1847/6/18 オベール - バトン マイフレッド テュルー マルモンテル バザン       A. ド・ボシェーヌ 
1848/1/5 オベール - バトン ル・クーペ マルモンテル バザン         A. ド・ボシェーヌ 
1848/6/14 オベール Ed. モネ アブネック バトン L. ペロー 
B. ド・トゥール
モン 
マルモンテル       A. ド・ボシェーヌ 
1848/12/13 オベール Ed. モネ ヅィメルマン バトン             A. ド・ボシェーヌ 
1849/6/6 オベール Ed. モネ バトン               A. ド・ボシェーヌ 
1849/12/3 オベール Ed. モネ ヅィメルマン               A. ド・ボシェーヌ 
1850/6/10 オベール Ed. モネ バトン A. トマ             A. ド・ボシェーヌ 
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附録 II-9. ピアノ科定期試験審査員一覧（1850~1860） 
 
試験日 委員長 政府役員 委員 書記官 
1850/12/11 オベール Ed. モネ ヅィメルマン バトン A. トマ              A. ド・ボシェーヌ 
1851/6/11 オベール Ed. モネ ヅィメルマン A. トマ                A. ド・ボシェーヌ 
1851/12/19 オベール Ed. モネ A. トマ バトン                A. ド・ボシェーヌ 
1852/6/9 オベール Ed. モネ バトン ヅィメルマン                A. ド・ボシェーヌ 
1852/12/27 オベール Ed. モネ バトン ヅィメルマン フォークト ルボルヌ マサール アラール ブーケ      A. ド・ボシェーヌ 
1853/6/15 オベール Ed. モネ マイアベーア アレヴィ ヅィメルマン バトン ブーケ フォークト マサール ルボルヌ アラール A. トマ A. ド・ボシェーヌ 
1853/12/14 オベール - A. トマ バトン ブーケ アラール フォークト          A. ド・ボシェーヌ 
1854/6/2 オベール Ed. モネ A. トマ フォークト ルボルヌ バトン            A. ド・ボシェーヌ 
1854/12/14 オベール Ed. モネ A. トマ バトン フォークト マサール            A. ド・ボシェーヌ 
1855/6/22 オベール Ed. モネ A. トマ ルボルヌ フォークト アレヴィ マサール          A. ド・ボシェーヌ 
1856/1/9 オベール Ed. モネ アレヴィ ルボルヌ フォークト A. トマ マサール          A. ド・ボシェーヌ 
1856/6/23 オベール Ed. モネ カラファ A. トマ フォークト ガレ プリュミエ          A. ド・ボシェーヌ 
 1856-57 年度前期史料なし  
1857/6/5 オベール Ed. モネ ルボルヌ ガレ カラファ A. トマ アレヴィ フォークト        A. ド・ボシェーヌ 
1857/12/23 オベール Ed. モネ A. トマ フォークト ガレ プリュミエ カストネル          A. ド・ボシェーヌ 
1858/5/28 オベール Ed. モネ A. トマ フォークト ガレ ダンクラ カラファ          A. ド・ボシェーヌ 
1858/12/6 オベール Ed. モネ A. トマ フォークト カストネル ダンクラ プリュミエ          A. ド・ボシェーヌ 
1859/6/8 オベール Ed. モネ A. トマ ガレ フォークト プリュミエ ダンクラ カストネル        A. ド・ボシェーヌ 
1859/12/12 オベール Ed. モネ カストネル プリュミエ ガレ              A. ド・ボシェーヌ 
1860/6/12 オベール Ed. モネ A. トマ ガレ プリュミエ              A. ド・ボシェーヌ 
  
97 
附録 II-10. ピアノ科定期試験審査員一覧（1860~1871） 
 
試験日 委員長 政府役員 委員 書記官 
1860/12/14 オベール Ed. モネ A. トマ ガレ カストネル プリュミエ フォークト     A. ド・ボシェーヌ 
1861/6/7 オベール Ed. モネ A. トマ ガレ カストネル ダンクラ プリュミエ     A. ド・ボシェーヌ 
1861/12/30 オベール Ed. モネ A. トマ ガレ カストネル ダンクラ プリュミエ     A. ド・ボシェーヌ 
1862/6/13 オベール Ed. モネ ルベール カストネル ブノワ プリュミエ A. トマ バザン ドーヴェルネ A. ド・ボシェーヌ 
1862/12/18 オベール Ed. モネ A. トマ ブノワ カストネル ルベール バザン プリュミエ ドーヴェルネ A. ド・ボシェーヌ 
1863/6/5 オベール Ed. モネ カストネル バザン プリュミエ ドーヴェルネ ルベール バザン   A. ド・ボシェーヌ 
1864/1/22 オベール Ed. モネ A. トマ ルベール カストネル ブノワ ドーヴェルネ     A. ド・ボシェーヌ 
1864/6/9 オベール Ed. モネ A. トマ カストネル ブノワ バザン プリュミエ ドーヴェルネ   A. ド・ボシェーヌ 
1864/12/5 オベール Ed. モネ A. トマ カストネル ブノワ バザン プリュミエ ドーヴェルネ ヴェッケルラン A. ド・ボシェーヌ 
1865/6/7 オベール Ed. モネ A. トマ ルベール カストネル ブノワ プリュミエ ドーヴェルネ ヴェッケルラン A. ド・ボシェーヌ 
1866/1/15 オベール Ed. モネ A. トマ ルベール カストネル ブノワ バザン プリュミエ ドーヴェルネ A. ド・ボシェーヌ 
1866/6/13 オベール Ed. モネ ルベール カストネル ヴェッケルラン A. トマ ブノワ プリュミエ ドーヴェルネ A. ド・ボシェーヌ 
1866/12/10 オベール Ed. モネ A. トマ ルベール カストネル ブノワ バザン プリュミエ ドーヴェルネ A. ド・ボシェーヌ 
1867/6/14 オベール Ed. モネ A. トマ ルベール カストネル ブノワ バザン プリュミエ ヴェッケルラン A. ド・ボシェーヌ 
1867/12/17 オベール - ルベール ブノワ バザン ドーヴェルネ プリュミエ ヴェッケルラン   A. ド・ボシェーヌ 
1868/6/11 オベール - ド・ボープラン A. トマ ルベール ブノワ バザン ドーヴェルネ ヴェッケルラン A. ド・ボシェーヌ 
1868/12/9 オベール - ド・ボープラン ブノワ バザン ドーヴェルネ ヴェッケルラン     A. ド・ボシェーヌ 
1869/6/1 オベール - ド・ボープラン A. トマ ルベール ブノワ バザン ドーヴェルネ ヴェッケルラン A. ド・ボシェーヌ 
1869/12/27 オベール - ド・ボープラン A. トマ バザン ドーヴェルネ ブノワ V. マッセ ヴェッケルラン A. ド・ボシェーヌ 
1870/6/16 オベール ボープラン ルベール バザン G. アンル ドーヴェルネ ヴェッケルラン     A. ド・ボシェーヌ 
           
  
98 
附録 II-11. ピアノ科定期試験審査員一覧（1871~1880） 
 
試験日 委員長 委員 書記官 






1872/1/30 A. トマ 
バルブロ
ー 
ビゼー コーエン H. デュヴェルノワ ポチエ ソゼ       E. レティ 
1872/6/14 A. トマ バザン バルブロー ビゼー コーエン H. デュヴェルノワ ポチエ ソゼ     E. レティ 
1873/1/29 A. トマ ルベール バザン ビゼー H. デュヴェルノワ ポチエ ソゼ       E. レティ 
1873/6/11 A. トマ ルベール バザン ビゼー コーエン H. デュヴェルノワ ポチエ サン=サーンス ソゼ   E. レティ 
1874/1/23 A. トマ バザン ビゼー コーエン H. デュヴェルノワ ポチエ サン=サーンス ソゼ     E. レティ 
1874/6/23 A. トマ V. マッセ バザン E. ゴーチエ ビゼー コーエン H. デュヴェルノワ ポチエ サン=サーンス ソゼ E. レティ 
1875/1/22 A. トマ バザン コーエン H. デュヴェルノワ ポチエ サン=サーンス ソゼ       E. レティ 
1875/6/22 A. トマ バザン コーエン H. デュヴェルノワ ポチエ サン=サーンス ソゼ       E. レティ 
1876/2/2 A. トマ バザン コーエン H. デュヴェルノワ フィッソ ポチエ ソゼ       E. レティ 
1876/6/20 A. トマ バザン E. ゴーチエ コーエン H. デュヴェルノワ フィッソ ポチエ サン=サーンス ソゼ   E. レティ 
1877/1/31 A. トマ バザン E. ゴーチエ コーエン H. デュヴェルノワ フィッソ ポチエ ソゼ     E. レティ 
1877/6/21 A. トマ コーエン H. デュヴェルノワ フィッソ ポチエ サン=サーンス ソゼ       E. レティ 
1878/1/25 A. トマ バザン コーエン H. デュヴェルノワ フィッソ ポチエ ソゼ       E. レティ 
1878/6/20 A. トマ コーエン H. デュヴェルノワ フィッソ ポチエ ソゼ         E. レティ 
1879/2/4 A. トマ H. エルツ コーエン H. デュヴェルノワ フィッソ ギロー         E. レティ 
1879/6/19 A. トマ H. エルツ コーエン H. デュヴェルノワ フィッソ ギロー ソゼ       E. レティ 
1880/1/30 A. トマ コーエン H. デュヴェルノワ フィッソ ソゼ           E. レティ 
1880/6 /23  A. トマ H. エルツ H. デュヴェルノワ ギロー ソゼ           E. レティ 
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附録 II-12. ピアノ科定期試験審査員一覧（1881~1889） 
 
試験日 委員長 委員 書記官 
1881/1/21 A. トマ ドリーブ H. デュヴェルノワ フィッソ ソゼ ディエメール       E. レティ 
1881/6/2  A. トマ マスネ J. コーエン ディエメール H. デュヴェルノワ フィッソ エルツ ソゼ   E. レティ 
1882/1/27 A. トマ   J. コーエン ディエメール H. デュヴェルノワ フィッソ ソゼ     E. レティ 
1882/6/20 A. トマ   ギロー J. コーエン ディエメール H. デュヴェルノワ フィッソ H. エルツ ソゼ E. レティ 
1883/1/26 A. トマ   ギロー J. コーエン H. デュヴェルノワ フィッソ ソゼ     E. レティ 
1883/6/19 A. トマ   ディエメール H. デュヴェルノワ フィッソ H. エルツ ソゼ     E. レティ 
1884/1/21 A. トマ   ディエメール H. デュヴェルノワ フィッソ ソゼ       E. レティ 
1884/6/20 A. トマ   H. エルツ J. コーエン ディエメール H. デュヴェルノワ フィッソ ソゼ   E. レティ 
1885/1/24 A. トマ   ギロー ディエメール H. デュヴェルノワ フィッソ ソゼ     E. レティ 
1885/6/23 A. トマ   H. エルツ ディエメール H. デュヴェルノワ フィッソ ソゼ     E. レティ 
1886/1/23 A. トマ   ドリーブ J. コーエン H. デュヴェルノワ ディエメール フィッソ ソゼ   E. レティ 
1886/6/22 A. トマ   ギロー J. コーエン ディエメール H. デュヴェルノワ フィッソ ソゼ   E. レティ 
1887/1/22 A. トマ   ドリーブ J. コーエン H. デュヴェルノワ ディエメール フィッソ ソゼ   E. レティ 
1887/6/21 A. トマ   ギロー J. コーエン H. デュヴェルノワ ディエメール ソゼ     E. レティ 
1888/1/21 A. トマ   J. コーエン H. デュヴェルノワ ソゼ         E. レティ 
1888/6/19 A. トマ   J. コーエン   H. デュヴェルノワ デュボワ マチアス ノレ ソゼ E. レティ 
1889/1/21 A. トマ   ドリーブ J. コーエン H. デュヴェルノワ マチアス ソゼ     E. レティ 









第 4 シリーズの広告（1863 年 6 月 16 日、第 37 号） 
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附録 II-15. A. メロー『クラヴサン奏者たち』の販売予告33 
 
                                                   
33 Le Mén., 29e année, n° 28, le 8 juin 1862, p. 224. 
103 
 
附録 II-16. 『クラヴサン奏者たち』第 4 巻の表紙 
 
104 
附録 II-17. J. S. バッハ《平均律クラヴィーア曲集》第 1 巻、第 13 番 BWV 858、ル・クーペ編（1880） 
105 
附録 II-18. ラ・コンコルディアによる J. S. バッハ生誕 200 年記念演奏会の模様 
（パリ音楽院大ホール、1885 年）34 
 
                                                   
34 Anonyme, Le bi-centenaire de Bach. Concert donné au Conservatoire par la Société chorale « La Concordia », dessin reproduit en 











附録 III-2. H. ラヴィーナ《様式と向上の練習曲集》作品 14（1847）の表紙 
N. B. 作曲者名の下に「音楽院で採用（adoptées au Conservatoire）」との記載がみられる。 
108 
附録 III-3. A. ゴリア《現代のピアニスト――様式とメカニスムの練習曲集》
作品 72（1856）の表紙
 
(BnF, VM8 S-295) 
109 
附録 III-4. パリ音楽院教育委員会で教材としての採用、または認定を受けた練習曲集（1839~1868） 
N. B. 太字の作曲家は音楽院教授、*は音楽院科出身者 dl : 法定納本年（l’année de dépôt légal） 









ラヴィーナ* 1818-1906 Douze études de concert op. 1 1839 dl - 出版譜 - 採用 




ル・クーペ* 1811-1887 Douze études de salon pour le piano 1842 dl 3 avr. 1843 
議事録 
雑誌記事 
AN AJ 37/194-1 ; Le 
Mén., 9 avr. 1843 
採用 
ファランク夫人 1804-1875 30 études op. 26 ca 1839 1845 辞典 NG, vol.8, p. 581 
採用（？） *一次資料か
らは採用の確認不可 
ラコンブ* 1818-1884 Étude en octaves op. 40 1845 dl 1846 雑誌記事 




15 études d’une moyenne difficulté op. 119 1841 cot 
12 juin 1846 議事録 AN AJ 37/194-1 採用 
15 études brillantes op. 119 1841 cot 
Études du Conservatoire, classe du piano 
(1er degré) : 24 études très faciles pour les 
commençants op. 151 
1846 dl 
Études du Conservatoire, classe du piano 
(2e degré) : 24 études  faciles 
expressément composées pour les jeunes 
élèves qui peuvent encore atteindre 
l’étendue de l’octave op. 152 
1846 dl 
Études du Conservatoire, classe du piano 
(5e degré) : 18 grandes 
 études de concert (première force) op. 153 
1846 dl 




Le Mén., 19 sept. 




12 études expressives op. 6 1844 dl 
25 mars 
1847 
議事録 AN AJ 37/194-1 採用 
24 petites études chantantes, composées 
pour les petites mains op. 7 
1845 dl 
24 études primaires op. 10 1847 dl 
ラヴィーナ* 1818-1906 
12 études de style et de perfectionnement 
op. 14   
1847 dl 1847 出版譜 BnF Vm8s 569 採用 
ラコンブ* 1818-1884 6 études de style et de mécanisme op. 10 
1850  
（雑誌記事） 
1850 雑誌記事 Le Mén., 17 nov. 1850 採用 
ゴリア* 1823-1860 
Six grandes études artistiques de style et de 
mécanisme op. 63 
1851 dl 1851 
出版譜 
雑誌記事 
BnF, L. 6311 (1-6) ; 
Le Mén., 9 nov. 1851 
採用 








Le pianiste moderne : études de style et de 
mécanisme avec  
 préludes et annotations op. 70, premier 
série  




BnF, L. 6305 (1-6) ; 
Le Mén., 29 oct. 1854 
採用 
スタマティ* 1811-1870 
“les deux œuvres de piano” [25 études 
op. 11]  
entre 1845 et 
1846 cot. 
26 déc. 1853 議事録 AN AJ 37/194-2 採用 
[12 études pittoresques op. 21] 
 (Voir RGM 13 août 1854) 
1854 dl 
タレクシー 1821-1881 20 études expressives op. 80 1854 dl 31 mars 1855 議事録 AN AJ 37/82-7c 認定 
コーエン* 1835-1901 12 grandes études de style op. 7 1856 dl 13 nov. 1855 
出版譜 
議事録 
BnF Vm8s 150 (1)  採用 
フランク* 1825-1891 
25 études mélodiques faciles et progressives 
pour le piano op. 28 
1857 dl 7 avril 1857 
雑誌記事 
議事録 
RGM ; Le Mén., 10 
mai 1857 ; BnF Vm8s 
886 ; AN AJ 37/82-7c 
認定 
ゴリア* 1823-1860 
Le pianiste moderne : études de style et de 
mécanisme avec préludes et annotations 
op. 71, deuxième série 
1856 dl - 出版譜 BnF （採用） 
ニコロ＝イズア
ール 




7 avril 1857 議事録 AN AJ 37/82-7c 
委員会は推薦に値する
（recommandable）と判断 




Six Études caractéristiques sur des airs 





BnF Vm8s 1000 
BnF Vm8s 999 (1-3) 
Le Mén., 19 déc. 1858 
 
Chant et mécanisme: vingt-cinq études pour 
les petites mains op. 37 
1858 
    
Chant et mécanisme : Vingt études de 
moyenne difficulité op. 38 
1858 
    
Chant et mécanisme : Vingt-quatre études 
de perfectionnement op. 39 
1858 
    
ル・クーペ* 1811-1887 
L’alphabet, 25 études très faciles et sans 
octaves op. 17 
1853 dl 




Le rhythme, école de la mesure : 25 études 
faciles et sans octaves op. 22 
1860 dl 
L’agilité, 25 études progressives de 
mécanisme et de légèreté op. 20 
1858 dl 























L’art de déchiffrer : 100 études 
élémentaires et progressives de lecture 
musicale 
1862 dl 
6 nov. 1862 
議事録 
AN AJ 37/82/7c ; Le 
Mén. 14 déc. 1862 
採用 
École élémentaire de mécanisme et de 
style : 24 petites études caractéristiques 
1847 dl 
24 études spéciales et progressives op. 9 
1846 
（雑誌記事） 
24 études caractéristiques op. 25 
1849 
（雑誌記事） 
24 études d’agilité et d’expression op. 45 1857 dl 
出版譜 
議事録 
25 études progressives de mécanisme et 
d’expression op. 62 
1862 dl 議事録 
ベルクソン 1820-1898 Nouvelles études caractéristiques op. 60 1867 dl 1867 出版譜 BnF, Vm8s 771 認定 
クリューガー 1820-1883 
24 études de concert dans tous les tons 






BnF Vm8s 374 認定 
マチアス* 1826-1910 
Études spéciales de style et de mécanisme 
op. 28 
1862 dl 1862 
出版譜 
議事録 
BnF Vm8s 526 採用 
グレゴワール 1817-1876 
École moderne du piano (24 études de 
style et d’expression) : grandes études 
op. 99 
1864 dl 1er oct. 1868 
出版譜 
議事録 
BnF, Vm8s 297-298 ; 
AN AJ 37/82-7c 
認定 
École moderne du piano (24 études de 
style et d’expression): études 






附録 III-5. C. スタマティ《歌とメカニスム――24 の向上の練習曲》作品 39 の
各曲のタイトルとインチピット 
 
(BnF, VM8 S-625) 
  
113 
附録 III-6. A.-F. マルモンテル《12 のダンスのエール――古風な様式に
よる曲集》作品 122 の表紙 
 
(BnF, VM12- 19 237) 
114 
附録 III-7.マチアス《様式とメカニスムの特別な練習曲集》作品 28 の表紙 
(BnF, VM8s-526)  
115 









各ピアノ教授  Cherubini Schneitzhoeffer Le Couppey  Zimmerman  Meifred Meyerbeer  Auber  Marmontel Batton
AJ 37/261~AJ 37/269 AJ/37/208-38 mars 1838-22 déc. 1840 AJ/37/224-22 nov. 1841-29 janv. 1842 AJ/37/225-3 ; 225-413 fév.-10 oct. 1843 AJ/37/226-39 oct. 1848-20 déc. 1849
AJ/37/225-2AJ/37/230-29 déc. 1842-3 juillet 184711 oct. 1847-26 déc. 1848
AJ/37/214-17 oct. 1835-15 mars 1854 AJ/37/209~21117 mars 1842-3 déc. 1849 AJ/34/230-21er déc. 1845-17 déc. 1846 AJ/37/224-2~317 mars 1840-4 juill. 1855
1839-1840 1840/6/15 Laurent - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 LaurentGuion - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 LaurentHustache - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 LaurentRadu - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 LaurentScola - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 LaurentCahen - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 LaurentIsouard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 LaurentPhilipot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 LaurentZimmerman Croharé - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 ZimmermanFéret - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 ZimmermanCharlot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 ZimmermanForgues - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 ZimmermanAlkan 4e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 ZimmermanDelorme - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 ZimmermanCodine - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 ZimmermanDrevel - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 ZimmermanConstans 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 AdamAdam Robert - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 AdamNermel - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 AdamChaft - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 AdamMengal - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 AdamLeplaquais - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 AdamAubert - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 AdamMasson - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 AdamDiette - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 AdamWoislin - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 AdamCoche Guion - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 CocheAubrio - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 CochePront - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 CocheLasablière - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 CocheRoban - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 CocheDeville - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 CochePalluy - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 CocheSanéjouand - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/6/15 Coche1840-1841 1840/12/9 Adam Chaft - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 AdamLeplaquais - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 AdamAubert - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 AdamDiette - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 AdamWoislin - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 AdamGuion - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 AdamPront - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1840/12/9 AdamLasablière - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 AdamDeville - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 AdamSanéjouand - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 AdamCoche Roban - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 CochePalluy - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 CocheRifaut - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 CocheWohlgemuth - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 CocheRibery - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 CocheDelastre - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 CocheLavergne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 CocheAubrio - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 CocheZimmerman Charlot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 ZimmermanAlkan 4e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 ZimmermanDelorme - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 ZimmermanDerevel - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 ZimmermanConstant 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 ZimmermanGuion - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 ZimmermanHustache - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 ZimmermanScola - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 ZimmermanIsouard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 ZimmermanPhilipot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 ZimmermanLaurent Peuchon - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 LaurentFéret - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 LaurentChalmet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 LaurentPortéhaut 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 LaurentSchirdevan - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 LaurentZimmerman - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1840/12/9 LaurentPeronnet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 LaurentBaudoing - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1840/12/9 Laurent
1840-1841 1841/6/18 Adam Chaft - - - Hummel op. 13 - - - - - - Hummel Grande sonate 13 - Es - Paris, ca 1811 Sonate - - 1841/6/18 Adam
Leplanquais - - - 3e concerto de Herz - - - - - - Herz 3e concerto 87 - d - 1836 Concerto - - 1841/6/18 Adam
Aubert - - - Morceau de salon de Weber - - - - - - Weber Concert-Stück 79 - f - Leipzig, 1823 Concertino - - 1841/6/18 AdamDiette - - - 2e concerto de Herz - - - - - - Herz 2e concerto 74 - c - 1834 Concerto - - 1841/6/18 Adam
Woislin - - - Morceau de salon de Weber - - - - - - Weber Concert-Stück 79 - f - Leipzig, 1823 Concertino - - 1841/6/18 AdamGuion - - - Solo de Bertini - - - - - - Bertini Solo - - - - - Autre - - 1841/6/18 Adam
Pront - - - 4e concerto de Moscheles - - - - - - Moscheles 4e concerto 64 - E - [1823] Concerto - - 1841/6/18 Adam
Lasablière - - - 3e concerto de Ries - - - - - - Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1841/6/18 AdamDeville - - - ibid. - - - - - - Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1841/6/18 AdamSanéjouand - - - ibid. - - - - - - Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1841/6/18 AdamCoche Aubrio - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1841/6/18 Coche « malade »
Roban - - - Concerto en si mineur - - - - - - H[ummel] Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1841/6/18 Coche
Palluy - - - 4e concerto de Field - - - - - - Field 4e concerto - H 28 Es -
Saint-Pétersbourg 1814; rév., 1819
Concerto - - 1841/6/18 Coche
Rifaut - - - 2e concerto de Kalkbrenner - - - - - - Kalkbrenner 2e concerto 80 - e - Paris, 1826 Concerto - - 1841/6/18 CocheWohlgemuth - - - 1er concerto de Herz - - - - - - Herz Grand concerto 34 - A - (1829初演) Concerto - - 1841/6/18 CocheRibery - - - 2e concerto de Herold - - - - - - Hérold 2e concerto - - Es - Paris, 1822 Concerto - - 1841/6/18 Coche
Delestre - - - 5e concerto de Moscheles - - - - - - Moscheles 5e concerto 87 - C - [1826] Concerto - - 1841/6/18 Coche
Lavrgne - - - 4e concerto de Moscheles - - - - - - Moscheles 4e concerto 64 - E - [1823] Concerto - - 1841/6/18 Coche
Zimmerman Charlot - - - Donna del Lago - - - - - - Thalberg Fantaisie pour le piano, sur des motifs de La Donna del Lago de Rossini 40 - Es - Paris, 1840 Fantaisie Fantaisie 2 - 1841/6/18 Zimmerman
Alkan 4e - - -
Donna del Lago [de Thalberg, Fantaisie sur l'opéra Donna del Lago de Rossini op.40]
- - - - - - Thalberg Fantaisie pour le piano, sur des motifs de La Donna del Lago de Rossini 40 - Es - Paris, 1840 Fantaisie Fantaisie 2 - 1841/6/18 Zimmerman
Delorme - - -
Donna del Lago [de Thalberg, Fantaisie sur l'opéra Donna del Lago de Rossini op.40]
- - - - - - Thalberg Fantaisie pour le piano, sur des motifs de La Donna del Lago de Rossini 40 - Es - Paris, 1840 Fantaisie Fantaisie 2 - 1841/6/18 Zimmerman
Derevel - - -
Donna del Lago [de Thalberg, Fantaisie sur l'opéra Donna del Lago de Rossini op.40]
- - - - - - Thalberg Fantaisie pour le piano, sur des motifs de La Donna del Lago de Rossini 40 - Es - Paris, 1840 Fantaisie Fantaisie 2 - 1841/6/18 Zimmerman
Constans 2e - - -
Donna del Lago [de Thalberg, Fantaisie sur l'opéra Donna del Lago de Rossini op.40]
- - - - - - Thalberg Fantaisie pour le piano, sur des motifs de La Donna del Lago de Rossini 40 - Es - Paris, 1840 Fantaisie Fantaisie 2 - 1841/6/18 Zimmerman
Guion - - -
Donna del Lago [de Thalberg, Fantaisie sur l'opéra Donna del Lago de Rossini op.40]
- - - - - - Thalberg Fantaisie pour le piano, sur des motifs de La Donna del Lago de Rossini 40 - Es - Paris, 1840 Fantaisie Fantaisie 2 - 1841/6/18 Zimmerman
Hustache - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1841/6/18 Zimmerman
Scola - - -
Donna del Lago [de Thalberg, Fantaisie sur l'opéra Donna del Lago de Rossini op.40]
- - - - - - Thalberg Fantaisie pour le piano, sur des motifs de La Donna del Lago de Rossini 40 - Es - Paris, 1840 Fantaisie Fantaisie 2 - 1841/6/18 Zimmerman




クラス 生徒名 作曲家 作品 作品番号 目録番号
B群
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索
クラス検索
Philippot - - - Donna del Lago [de Thalberg op.40] - - - - - - Thalberg Fantaisie pour le piano, sur des motifs de La Donna del Lago de Rossini 40 - Es - Paris, 1840 Fantaisie Fantaisie 2 - 1841/6/18 ZimmermanLaurent Cahen - - - Concerto en la mineur - - - - - - - - - - - - - Concerto - - 1841/6/18 LaurentChalmet - - - Fantaisie de Hummel - - - - - - Hummel Fantaisie - - - - - Fantaisie Fantaisie 1 - 1841/6/18 LaurentPortéhaut 2e - - - 7e concerto de Cramer - - - - - - Cramer 7e concerto de Cramer 56 - E - 1816 Concerto - - 1841/6/18 Laurent
Schirdevan - - - Les adieux de Hummel [Op.110] - - - - - - Hummel Les adieux : grand concerto 110 - E - Paris, 1826 Concerto - - 1841/6/18 LaurentZimmerman - - - Étude de Cramer - - - - - - Cramer Étude - - - - - Étude(s) - - 1841/6/18 Laurent
Peronnet - - - Concerto en si mineur de H[ummel] - - - - - - Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1841/6/18 LaurentBaudonin - - - 7e concerto de Cramer - - - - - - Cramer 7e concerto de Cramer 56 - E - 1816 Concerto - - 1841/6/18 Laurent1841-1842 1842/1/14 Adam Leplanquais - - Fugue de Scarlatti Fugue du Chat - - - - - - Scarlatti Fugue -  K 30 g - - Fugue - - 1842/1/14 AdamDiette - - Étude de Kontsky Étude de Kontsky - - - - - - Kontski Études - - - - - Étude(s) - - 1842/1/14 AdamWoislin - - Étude de Dӧhler Étude de Dӧhler - - - - - - Döhler 12 Études de concert 30 - - - Paris, 1839 Étude(s) - - 1842/1/14 Adam
Guion - - Fugue Mozart (Réquiem) Fugue Mozart [extraite de Requiem, arrangée par Zimmerman] - - - - - -
Mozart-Zimmerman Requiem - K 626 d II Paris, 1840 Fugue - - 1842/1/14 Adam
Lasablière - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1842/1/14 AdamDeville - - une fantaisie de Hummel Hummel Sonate - - - - - - Hummel Sonate - - - - - 同定不可 - - 1842/1/14 Adam
Sanéjouand - - - Concerto en si mineur de Hummel - - - - - - Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1842/1/14 AdamAubrio - - - Concerto en la mineur - - - - - - Hummel Grand concerto 85 - a - Paris, 1823 Concerto - - 1842/1/14 AdamPalluy - - - Étude de Ravina - - - - - - Ravina Études - - - - - Étude(s) - - 1842/1/14 Adam
Roban - - - 2e concerto de Field - - - - - - Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - - 1842/1/14 AdamCoche Rifaut - - - 12e concerto de Dussek - - - - - - Dussek 12e concerto de Dussek 70 C 238 Es - 1810 Concerto - - 1842/1/14 Coche
Wohlgemuth - - 3e de Moscheles 3e concerto de Moscheles - - - - - - Moscheles 3e concerto 60 - g - [1820] Concerto - - 1842/1/14 Coche
Ribery - - - 1er concerto de Kalkbrenner - - - - - - Kalkbrenner 1er concerto 61 - d - Paris, 1823 Concerto - - 1842/1/14 Coche
Delestre - - - Concerto en la de Hummel - - - - - - Hummel Grand concerto 85 - a - Paris, 1823 Concerto - - 1842/1/14 Coche
Lavrgne - - - Concerto en si mineur de Hummel - - - - - - Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1842/1/14 Coche
Labonne - - - Concerto en la de Hummel - - - - - - Hummel Grand concerto 85 - a - Paris, 1823 Concerto - - 1842/1/14 Coche
Aulagnier - - - Solo de Weber - - - - - - Weber Solo - - - - - 同定不可 - - 1842/1/14 Coche « AJ/37/224-2: "morceau très vif »
Zimmerman Alkan 4e - - - Fugue de Mendelssohn - - - - - - Mendelssohn Fugue - - - - - Fugue - - 1842/1/14 Zimmerman
Derevel - - - ibid. - - - - - - Mendelssohn Fugue - - - - - Fugue - - 1842/1/14 Zimmerman
Constans 2e - - fugue ibid. - - - - - - Mendelssohn Fugue - - - - - Fugue - - 1842/1/14 Zimmerman
Guion - - - ibid. - - - - - - Mendelssohn Fugue - - - - - Fugue - - 1842/1/14 Zimmerman
Scola - - - ibid. - - - - - - Mendelssohn Fugue - - - - - Fugue - - 1842/1/14 Zimmerman
Isouard - - - ibid. - - - - - - Mendelssohn Fugue - - - - - Fugue - - 1842/1/14 Zimmerman
Philippot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1842/1/14 ZimmermanCahen - - - Dussek op.9 - - - - - - Dussek Trois sonates 9 - - - ca 1789 Sonate - - 1842/1/14 ZimmermanChalmet - - fugue Fugue - - - - - - - - - - - - - Fugue - - 1842/1/14 ZimmermanPeronnet - - - Fugue - - - - - - - - - - - - - Fugue - - 1842/1/14 Zimmerman
Laurent Portéhaut 2e - - - 3e concerto de Moscheles - - - - - - Moscheles 3e concerto 60 - g - [1820] Concerto - - 1842/1/14 Laurent
Shirdevan - - - 3e concerto de Ries - - - - - - Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1842/1/14 LaurentZimmerman - - - 12e concerto de Dussek - - - - - - Dussek 12e concerto de Dussek 70 C 238 Es - 1810 Concerto - - 1842/1/14 LaurentBaudonin - - - - - - - - - - - - - - - - - - malade 欠 1842/1/14 LaurentDeville - - - 12e concerto de Dussek - - - - - - Dussek 12e concerto de Dussek 70 C 238 Es - 1810 Concerto - - 1842/1/14 LaurentGunselmann - - - 3e concerto de Ries - - - - - - Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1842/1/14 LaurentTurc - - - 7e concerto de Cramer - - - - - - Cramer 7e concerto de Cramer 56 - E - 1816 Concerto - - 1842/1/14 LaurentNuma - - - 3e concerto de Ries - - - - - - Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1842/1/14 Laurent1841-1842 1842/6/6 Coche Rifaut - - - 1er concerto de Herz - - - - - - Herz Grand concerto 34 - A - (1829初演) Concerto - - 1842/6/6 CocheWohlgemuth - - - 1er concerto de Dӧhler - - - - - - Döhler 1er concerto 7 - A - Vienne, 1835 Concerto - - 1842/6/6 CocheRibery - - - Solo de Weber - - - - - - Weber Solo - - - - - 同定不可 - - 1842/6/6 Coche
Delestre - - - Concerto en si mineur de Hummel - - - - - - Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1842/6/6 Coche
Lavergne - - - 2e concerto de Field - - - - - - Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - - 1842/6/6 Coche
Labonne - - - Concerto en si mineur de Hummel - - - - - - Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1842/6/6 Coche
Aulagnier - - - Thalberg Straniera - - - - - - Thalberg Fantaisie pour le piano forte, sur des motifs de l'opéra la Straniera de Bellini 9 - b/Des - Paris, 1832 Fantaisie Fantaisie 2 - 1842/6/6 CocheAusseur - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1842/6/6 CocheLaurent Portéhaut 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1842/6/6 LaurentShirdevan - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1842/6/6 LaurentZimmerman - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1842/6/6 LaurentBaudonin - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1842/6/6 LaurentDeville - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1842/6/6 LaurentGunselmann - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1842/6/6 LaurentTurc - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1842/6/6 LaurentNuma - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1842/6/6 Laurent
Zimmerman Alkan 4e - - - Var[iations]  de Zimmerman - - - - - - Zimmerman Variations - - - - - Variations - - 1842/6/6 ZimmermanDerevel - - - Sonate de Hummel - - - - - - Hummel Sonate - - - - - Sonate - - 1842/6/6 ZimmermanConstant 2e - - - Fantaisie de Herz - - - - - - Herz Fantaisie - - - - - 同定不可 - - 1842/6/6 ZimmermanGuion - - - 3e concerto de Ries - - - - - - Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1842/6/6 ZimmermanScola - - - Sonate de Hummel - - - - - - Hummel Sonate - - - - - Sonate - - 1842/6/6 Zimmerman
Isouard - - - Final de la Fantaisie de Hummel - - - - - - Hummel Fantaisie - - - - - Fantaisie Fantaisie 1 - 1842/6/6 Zimmerman
Philippot - - - Finale de Lucia de Thalberg - - - - - - Thalberg Andante final de Lucie de Lamermoor, varié pour piano 43 - Des - Paris, 1842 Fantaisie Fantaisie 2 - 1842/6/6 ZimmermanCahen - - - 9e concerto de Dussek - - - - - - Dussek 9e concerto 49 C 187 g - 1801 Concerto - - 1842/6/6 ZimmermanChalmet - - - Lucia de Thalberg - - - - - - Thalberg Andante final de Lucie de Lamermoor, varié pour piano 43 - Des - Paris, 1842 Fantaisie Fantaisie 2 - 1842/6/6 ZimmermanPeronnet - - - Sonate de Hummel - - - - - - Hummel Sonate - - - - - Sonate - - 1842/6/6 ZimmermanAdam Leplanquais - - - Huguenots de Thalberg - - - - - - Thalberg Fantaisie (Les Huguenots  de Meyerbeer) - - - - - Fantaisie Fantaisie 2 - 1842/6/6 AdamDiette - - - 1er concerto Herz - - - - - - Herz Grand concerto 34 - A - (1829初演) Concerto - - 1842/6/6 Adam
Voislin - - - Concerto en la ♭ de Hummel - - - - - - Hummel Grand concerto 113 - As - - Concerto - - 1842/6/6 AdamGuion - - - 3e concerto de Herz - - - - - - Herz 3e concerto 87 - ｄ - 1836 Concerto - - 1842/6/6 Adam
Lasablière - - - L'ange déchu - - - - - - Kalkbrenner  L'Ange déchu, mélodie de A. Vogel, grande fantaisie 144 - e - Paris, ca 1840 Fantaisie Fantaisie 2 - 1842/6/6 Adam
Deville - - - Étude de Dӧhler - - - - - - Döhler 12 Études de concert 30 - - - Paris, 1839 Étude(s) - - 1842/6/6 AdamSanéjouand - - - Solo de Bertini - - - - - - Bertini Solo - - - - - Autre - - 1842/6/6 AdamAubrio - - - Solo de Weber - - - - - - Weber Solo - - - - - 同定不可 - - 1842/6/6 AdamPalluy - - - Caprice de Döhler - - - - - - Döhler Caprice - - - - - 同定不可 - - 1842/6/6 AdamRoban - - - 2e concerto de Herz - - - - - - Herz 2e concerto 74 - ｃ - 1834 Concerto - - 1842/6/6 Adam
1842-1843 1842/12/23 Laurent Portéaut 3e - - - Concerto en si mineur de Hummel - - - - - - Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1842/12/23 Laurent
Zimmerman - - - Le fou de Kalkbrenner - - - - - - Kalkbrenner Le fou 136 - F - Paris, 1834/35 Morceaux caractéristiques - - 1842/12/23 Laurent
Gunselmann - - - Concerto en si mineur de Hummel - - - - - - Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1842/12/23 Laurent
Turc - - - Les adieux [op.110] de Hummel - - - - - - Hummel Les adieux : grand concerto 110 - E - Paris, 1826 Concerto - - 1842/12/23 LaurentNuma - - - Concerto de Field - - - - - - Field Concerto - - - - - Concerto - - 1842/12/23 LaurentDeville - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1842/12/23 Laurent
1842-1843 1843/6/16 Coche Lorotte - - - Concerto en si mineur de Hummel - Concerto en si mineur de Hummel - - - - Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1843/6/16 CocheDeryfus - - - Sonate de Beethoven - Sonate de Beethoven - - - - Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1843/6/16 Coche
Leroy 1re - - - Concerto en la mineur de Beethoven - Concerto en la mineur de Hummel - - - - Hummel Grand concerto 85 - a - Paris, 1823 Concerto - - 1843/6/16 CocheDelsuc - - - Concerto de Herz - Concerto de Herz - - - - Herz - - - - - - Concerto - - 1843/6/16 CocheLevol - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1843/6/16 CocheJacoutot - - - Concerto de Ries - Concerto de Ries - - - - Ries Concerto - - - - - Concerto - - 1843/6/16 CocheCouder - - - Sonate de Beethoven - Sonate de Beethoven - - - - Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1843/6/16 CocheMongean - - - Concerto de Ries - Concerto de Ries - - - - Ries Concerto - - - - - Concerto - - 1843/6/16 Coche
de Roussan 1re - - - morceau de Thalberg sur un thème de Mozart - morceau de Thalberg sur un thème de Mozart - - - - Thalberg Fantaisie (Don Juan ) - - - - - Fantaisie Fantaisie 2 - 1843/6/16 CocheMarchand - - - Concerto de Herz - Concerto de Herz - - - - Herz - - - - - - Concerto - - 1843/6/16 Coche
Laurent Deville - - - Sonate pathétique de Beethoven - Sonate pathétique de Beethoven - - - - Beethoven Sonate 13 - c - Vienne, 1799 Sonate - - 1843/6/16 Laurent
Gunselmann - - - 3e concerto de Moscheles - Concerto de Moscheles - - - - Moscheles 3e concerto 60 - g - [1820] Concerto - - 1843/6/16 Laurent
Numa - - - Fantaisie de Hummel - Fantaisie de Hummel - - - - Hummel Fantaisie - - - - - Fantaisie Fantaisie 1 - 1843/6/16 Laurent
Bouton - - - Concerto en si mineur de Hummel - - - - - - Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1843/6/16 LaurentGaix de Mansour - - - 6e concerto de Dussek - 6e concerto de Dussek - - - - Dussek 6e concerto 27 C 104 F - 1794 Concerto - - 1843/6/16 Laurent
Barbot 2e - - - Fantaisie de Hummel - Fantaisie [op.18?] de Hummel - - - - Hummel Fantaisie - - - - - Fantaisie Fantaisie 1 - 1843/6/16 LaurentMorillon - - - Rondo de Beethoven - Rondo de Beethoven - - - - Beethoven Rondo - - - - - 同定不可 - - 1843/6/16 Laurent
Croze - - - 1er concerto de Kalkbrenner - 1er concerto de Kalkbrenner - - - - Kalkbrenner 1er concerto 61 - d - Paris, 1823 Concerto - - 1843/6/16 LaurentTranchepain - - - 5e concerto de Cramer - Concerto de Cramer - - - - Cramer 5e concerto de Cramer 48 - c - 1811 Concerto - - 1843/6/16 LaurentJonas - - - 5e concerto de Cramer - Concerto de Cramer - - - - Cramer 5e concerto de Cramer 48 - c - 1811 Concerto - - 1843/6/16 LaurentZimmerman Alkan 4e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1843/6/16 ZimmermanDerevel - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1843/6/16 ZimmermanConstant 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1843/6/16 Zimmerman
Scola - - - Fantaisie de Hummel - Finale de la fantaisie de Hummel - - - - Hummel Fantaisie - - - - - Fantaisie Fantaisie 1 - 1843/6/16 ZimmermanIsouard - - - ibid. - ibid. - - - - Hummel Fantaisie - - - - - Fantaisie Fantaisie 1 - 1843/6/16 ZimmermanPhilippot - - - ibid. - ibid. - - - - Hummel Fantaisie - - - - - Fantaisie Fantaisie 1 - 1843/6/16 Zimmerman
Cahen - - - Concerto en la mineur de Hummel - ibid. - - - - Hummel Grand concerto 85 - a - Paris, 1823 Concerto - - 1843/6/16 ZimmermanPeronnet - - - Fantaisie de Hummel - ibid. - - - - Hummel Fantaisie - - - - - Fantaisie Fantaisie 1 - 1843/6/16 Zimmerman
Truc - - - Concerto en la mineur de Hummel - Concerto en la mineur de Hummel - - - - Hummel Grand concerto 85 - a - Paris, 1823 Concerto - - 1843/6/16 ZimmermanMariscotti - - - Concerto de Cramer - Concerto de Cramer - - - - Cramer Concerto - - - - - Concerto - - 1843/6/16 Zimmerman
Portéaut - - - Concerto en la mineur de Hummel - Concerto en la mineur de Hummel - - - - Hummel Grand concerto 85 - a - Paris, 1823 Concerto - - 1843/6/16 Zimmerman
Hocmelle (aveugle) - - - Fantaisie [op.18?] de Hummel - Finale de la fantaisie de Hummel - - - - Hummel Fantaisie - - - - - Fantaisie Fantaisie 1 - 1843/6/16 Zimmerman
Farrenc Rifaut - - - 3e concerto de Moscheles - 3e concerto de Moscheles - - - - Moscheles 3e concerto 60 - g - [1820] Concerto - - 1843/6/16 Farrenc
Wohlgemuth - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1843/6/16 Farrenc « en congé »Ribery - - - Sonate de Clementi - Sonate de Clementi - - - - Clementi Sonate - - - - - Sonate - - 1843/6/16 Farrenc
Delastre - - - 4e concerto de Moscheles - Concerto de Moscheles - - - - Moscheles 4e concerto 64 - E - [1823] Concerto - - 1843/6/16 Farrenc
Lavergne - - - Sonate de Beethoven op.31 - Sonate (œuv. 31) - - - - Beethoven Sonate 31 - - - - Sonate - - 1843/6/16 Farrenc
Labonne - - - Les adieux de Hummel [Concerto op.110] - Les adieux de Hummel (Concerto op.110) - - - - Hummel Les adieux : grand concerto 110 - E - Paris, 1826 Concerto - - 1843/6/16 FarrencAulagnier - - - Sonate de Weber op.49 - Sonate de Weber op.49 - - - - Weber 3e Sonate 49 - d/D - Berlin, 1817 Sonate - - 1843/6/16 Farrenc
Ausseur - - - Concerto en la de Hummel - Concerto en la m. de Hummel - - - - Hummel Grand concerto 85 - a - Paris, 1823 Concerto - - 1843/6/16 Farrenc
Farrenc - - - Caprice de Moscheles - Étude de Moscheles - - - - Moscheles  La force, la légèreté et le caprice: Études 51 - c III Paris, 1839-40 Étude(s) - - 1843/6/16 Farrenc
CapriceとÉtudeの双方のタイトルを冠して出版された作品51の一曲と
して同定。（Moscheles, La force, la légèreté et le caprice: Études pour le piano, Paris, Benoit aîné, 1839-40. プレート番号はJ. Meissonierから引き継がれたJ.M.1169。）
Legraër - - - Weber op.79 [Conzertstuck] - Morceau de salon de weber - - - - Weber Concert-Stück 79 - f - Leipzig, 1823 Concertino - - 1843/6/16 FarrencHerz Ditte - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1843/6/16 FarrencWoislin - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1843/6/16 Farrenc
Guion - - - Concerto en si mineur de Hummel - Concerto en si mineur de Hummel - - - - Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1843/6/16 Farrenc
Lasablière - - - Concerto de Hummel  (œuvre posthume) - Concerto posthume de Hummel - - - - Hummel Dernier concerto - - F - Paris, 1835-36 Concerto - - 1843/6/16 FarrencDeville - - - 3e concerto de Herz - 3e concerto de H. Herz - - - - Herz 3e concerto 87 - ｄ - 1836 Concerto - - 1843/6/16 FarrencSanéjouand - - - ibid. - 3e concerto de H. Herz - - - - Herz 3e concerto 87 - ｄ - 1836 Concerto - - 1843/6/16 FarrencAubrio - - - ibid. - 3e concerto de H. Herz - - - - Herz 3e concerto 87 - ｄ - 1836 Concerto - - 1843/6/16 FarrencPalluy - - - 4e concerto de Herz - 4e concerto de H. Herz - - - - Herz 4e concerto 131 - E - 1842-43 Concerto - - 1843/6/16 Farrenc
Roban - - - Concerto en la mineur de Hummel - Concerto en la mineur de Hummel - - - - Hummel Grand concerto 85 - a - Paris, 1823 Concerto - - 1843/6/16 Farrenc
Malescot - - - 4e concerto de Field - 4e concerto de Field - - - - Field 4e concerto - H 28 Es -
Saint-Pétersbourg 1814; rév., 1819
Concerto - - 1843/6/16 Farrenc
1843-1844 1843/10/9 Laurent Deville - - - Concerto en si mineur de Hummel - - - - - - Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1843/10/9 LaurentGunselmann - - - Concerto de Mayer - - - - - - Mayer Concerto - - - - - Concerto - - 1843/10/9 LaurentNuma - - - ibid. - - - - - - Mayer Concerto - - - - - Concerto - - 1843/10/9 LaurentBouton - - - Étude en la de Thalberg - - une étude - - - Thalberg Étude - - - - - Étude(s) - - 1843/10/9 LaurentGaix de Mansour - - - Sonate de Beethoven - - - - - - Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1843/10/9 Laurent
Tranchepain - - - 1er concerto de Kalkbrenner - - - - - - Kalkbrenner 1er concerto 61 - d - Paris, 1823 Concerto - - 1843/10/9 LaurentNorillon - - - Concerto de Herold - - - - - - Hérold Concerto - - - - - Concerto - - 1843/10/9 LaurentCroze - - - Solo d'Herold - - - - - - Hérold Solo - - - - - 同定不可 - - 1843/10/9 LaurentJonas - - - Sonate de L. Adam - - - - - - Adam Sonate - - - - - Sonate - - 1843/10/9 Laurent
Ynzenga - - - Les adieux de Hummel [Concerto op.110] - - - - - - Hummel Les adieux : grand concerto 110 - E - - Concerto - - 1843/10/9 Laurent1843-1844 1843/10/10 Coche Deryfus - - - 2e concerto de Herz - - - - - - Herz 2e concerto 74 - ｃ - 1834 Concerto - - 1843/10/10 CocheLorotte - - - Concerto de Weber - - - - - - Weber Concerto - - - - - Concerto - - 1843/10/10 CocheLeroy 1re - - - 12e concerto de Dussek - - - - - - Dussek 12e concerto de Dussek 70 C 238 Es - 1810 Concerto - - 1843/10/10 Coche
Delsuc - - - Concerto en la ♭de Hummel - - - - - - Hummel Grand concerto 113 - As - Paris, 1831 Concerto - - 1843/10/10 CocheJacoutot - - - 2e concerto de Herz - - - - - - Herz 2e concerto 74 - ｃ - 1834 Concerto - - 1843/10/10 CocheCouder - - - Concerto de Weber - - - - - - Weber Concerto - - - - - Concerto - - 1843/10/10 CocheMongean - - - 2e concerto de Herz - - - - - - Herz 2e concerto 74 - ｃ - 1834 Concerto - - 1843/10/10 Coche
de Roussan 1re - - - Straniera de Thalberg - - - - - - Thalberg Fantaisie pour le piano forte, sur des motifs de l'opéra la Straniera de Bellini 9 - b/Des - Paris, 1832 Fantaisie Fantaisie 2 - 1843/10/10 CocheMarchand - - - 2e concerto de Herz - - - - - - Herz 2e concerto 74 - ｃ - 1834 Concerto - - 1843/10/10 Coche1843-1844 1843/11/18 Farrenc Rifaut - - - - - - - - - - Weber - - - - - - - - - 1843/11/18 FarrencWohlgemuth - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1843/11/18 FarrencRibery - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1843/11/18 FarrencDelastre - - - - - Sonate de Beethoven - - - - Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1843/11/18 FarrencLavergne - - - - - - - - - - Hummel - - - - - - - - - 1843/11/18 FarrencLabonne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1843/11/18 FarrencAulagnier - - - - - Trémolo de Thalberg - - - - Thalberg Trémolo - - - - - 同定不可 - - 1843/11/18 FarrencAsseur - - - - - - - - - - Moscheles - - - - - - - - - 1843/11/18 FarrencFarrenc - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1843/11/18 Farrenc
Legraër - - - - - Moïse de Thalberg - - - - Thalberg Fantaisie pour le piano, sur des thèmes de l'opéra Moise de G. Rossini 33 - g/G - Paris, 1839 Fantaisie Fantaisie 2 - 1843/11/18 FarrencHerz Ditte - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1843/11/18 HerzGuion - - - - - morceau de Thalberg - - - - Thalberg Morceau - - - - - 同定不可 - - 1843/11/18 Herz
Deville - - - - - morceau de Dӧhler à une main - - - - Döhler 12 Études de concert 30 - B VII Paris, 1839 Étude(s) - - 1843/11/18 HerzSanéjouand - - - - - morceau de Dӧhler - - - - Döhler Morceau - - - - - 同定不可 - - 1843/11/18 HerzAubrio - - - - - Concerto de Field - - - - Herz - - - - - - Concerto - - 1843/11/18 HerzPalluy - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1843/11/18 HerzRoban - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1843/11/18 HerzMalescot - - - - - Concerto de Field - - - - Field Concerto - - - - - Concerto - - 1843/11/18 HerzMongean - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1843/11/18 HerzMarchand - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1843/11/18 Herz1843-1844 1843/11/18 Zimmerman Scola - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1843/11/18 ZimmermanIsouard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1843/11/18 ZimmermanPhilipot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1843/11/18 ZimmermanCahen - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1843/11/18 ZimmermanPeronnet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1843/11/18 ZimmermanMariscotti - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1843/11/18 ZimmermanPortéhaut 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1843/11/18 ZimmermanNuma - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1843/11/18 ZimmermanDaliot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1843/11/18 ZimmermanLazare - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1843/11/18 Zimmerman1843-1844 1844/6/10 Coche Dreyfus - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 CocheLeroy 1re - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 CocheDelsuc - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 CocheLevol - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 CocheJacoutot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 Cochede Roussan 1 ère - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 CocheTrisch - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 CocheMorel - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 Cochede Lalanne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 CocheDecoster - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 CocheFarrenc Wohlgemuth - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 FarrencRibery - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 FarrencDelestre - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 FarrencLavergne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 FarrencLabonne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 FarrencAulagnier - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 FarrencAusseur - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 Farrenc
Farrenc - - - - - Sonate de Beethoven - - - - Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1844/6/10 FarrencLegraër - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 FarrencLorotte - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 FarrencHerz Diette - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 HerzDeville - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 HerzSanéjouand - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 HerzAubrio - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 HerzPalluy - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 HerzMalescot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 HerzMangean - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 HerzMarchand - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 HerzMoulin - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 HerzCouder - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 HerzLaurent Gunselmann - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 LaurentGaix de Mansour - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 LaurentMorillon - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 LaurentCroze - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 Laurentynzenga - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 LaurentLaboureau - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 LaurentHoffmann - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 LaurentMorisot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 LaurentZimmerman Scola - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 ZimmermanIsouard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 ZimmermanPhilipot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 ZimmermanCahen (Ernst) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 ZimmermanPeronnet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 ZimmermanMariscotti - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 ZimmermanPortéhaut 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 ZimmermanNuma - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 ZimmermanDaliot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 ZimmermanLazare - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/6/10 Zimmerman1844-1845 1844/12/5 Coche Dreyfus - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 CocheDelsuc - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 CocheLevol - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 CocheJacoutot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 Cochede Roussan 1 ère - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 CocheMorel - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 Cochede Lalanne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 CocheDecoster - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 CocheTrisch - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 CocheGodin - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 CocheSt. Germain - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 CocheFarrenc Ribery - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 FarrencDelestre - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 FarrencLabonne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 FarrencAulagnier - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 FarrencAusseur - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 FarrencLegraër - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 FarrencLorotte - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 FarrencSalomon - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 FarrencGaltier - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 FarrencHerz Aubrio - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 HerzPalluy - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 HerzMalescot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 HerzMarchand - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 HerzMoulin - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 HerzCouder - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 HerzLeroy - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 HerzGras - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 HerzGlachant - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 HerzDelarroqua - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 HerzLaurent Gaix de Mansour - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 LaurentMorillon - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 Laurentynzenga - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 LaurentLaboureau - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 LaurentHoffmann - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 LaurentMorisot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 LaurentDollingen - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 LaurentDecombes - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 LaurentZimmerman Scola - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 Zimmerman
Cahen - - - - - Concerto de Weber, retour du croise - - - - Weber Concert-Stück 79 - f - Leipzig, 1823 Concertino - - 1844/12/5 ZimmermanPeronnet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 ZimmermanMariscotti - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 ZimmermanPortéaud - - - - - Concerto de Chopin - - - - Chopin Concerto - - - - - Concerto - - 1844/12/5 ZimmermanDaliot - - - - - Concerto de Hummel - - - - Hummel Concerto - - - - - Concerto - - 1844/12/5 ZimmermanLazare - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1844/12/5 ZimmermanGunselmann - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 ZimmermanNuma - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 ZimmermanCroze - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 ZimmermanLécureux - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1844/12/5 ZimmermanVéronge de Lanux 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1844/12/5 Zimmerman
Hocmelle - - - - - Morceau de sa composition - - - - - Morceau - - - - - 同定不可 - - 1844/12/5 Zimmerman 盲目の生徒、自作を演奏。
1844-1845 1845/6/25 Zimmerman Scola - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 ZimmermanCahen (Ernst) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 ZimmermanPeronnet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 ZimmermanMariscotti - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 ZimmermanPortéhaut 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 ZimmermanDaliot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 ZimmermanLazare - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 ZimmermanGunselmann - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 ZimmermanCroze - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 ZimmermanLécureux - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 ZimmermanVéronge de Lanux 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 ZimmermanHocmelle - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 ZimmermanMouturat - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 ZimmermanLaurent Gaix de Mansour - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 LaurentMorillon - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 LaurentYnzenga - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 LaurentLaboureau - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 LaurentHoffmann - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 LaurentMorisot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 LaurentDollingen - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 LaurentDecombes - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 LaurentPrévôt - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 LaurentHerz Aubrio - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 HerzPalluy - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 HerzMalescot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 HerzMarchand - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1845/6/25 Herz « Rayé »Moulin - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 HerzCouder - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 HerzLeroy - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 HerzGras - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 HerzGlachant - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 HerzDelarroqua - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 HerzFarrenc Delestre - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 FarrencLabonne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 FarrencAulagnier - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 FarrencAusseur - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 FarrencLegraër - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 FarrencLorotte - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 FarrencSalomon - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 FarrencGaltier - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 FarrencDelsuc - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 FarrencCoche Dreyfus - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 Coche
Levol - - - - - - - La prière de Moïse - - [Thalberg] Fantaisie pour le piano, sur des thèmes de l'opéra Moise de G. Rossini 33 - g/G - Paris, 1839 Fantaisie Fantaisie 2 - 1845/6/25 CocheJacoutot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 Cochede Roussan 1 ère - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 CocheMorel - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 Cochede Lalanne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 CocheDecoster - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 Coche
Trisch - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 CocheGodin - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 CocheSt. Germain - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/6/25 Coche1845-1846 1845/12/10 Zimmerman Cahen (Ernst) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 ZimmermanMariscotti - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 ZimmermanPortéhaut 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 ZimmermanDaliot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 ZimmermanLazare - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 ZimmermanGunselmann - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 ZimmermanCroze - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 ZimmermanLécureux - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 ZimmermanVéronge de Lanux 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 ZimmermanMouturat - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 ZimmermanSchelling - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 ZimmermanFouet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 ZimmermanLaurent Gaix de Mansour - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 LaurentMorillon - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 LaurentYnzenga - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 LaurentLaboureau - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 LaurentHoffmann - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 LaurentMorisot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 LaurentDollingen - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 LaurentDecombes - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 LaurentPrévôt - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 LaurentPétron - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 LaurentHerz Aubrio - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1845/12/10 Herz « Malade depuis plusieurs mois »Malescot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 HerzMoulin - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 HerzCouder - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 HerzLeroy 1re - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 HerzGras - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 HerzGlachant - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 HerzDelarroqua - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 HerzMorel - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 HerzBoullée - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 HerzFarrenc Delestre - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 FarrencLabonne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 FarrencAusseur - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 FarrencLorotte - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 FarrencSalmon - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 FarrencGaltier - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 FarrencDelsuc - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 FarrencTritch - - - - - Sonate de Beethoven - - - - Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1845/12/10 FarrencLeroy - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 FarrencHuc - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 FarrencLévy - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 FarrencCoche Jacoutot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 Cochede Lalanne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 CocheDecoster - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 CocheSt. Germain - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 CocheChoudchou - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 CocheCharron - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 CocheDefourneaux - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 CocheLoustaineau 1re - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 CocheCussol - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 Coche1845-1846 1846/6/6 Zimmerman Cahen (Ernst) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1845/12/10 ZimmermanMariscotti - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 ZimmermanPortéhaut 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 ZimmermanDaliot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 ZimmermanLazare - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 ZimmermanGunselmann - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 ZimmermanLécureux - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 ZimmermanMouturat - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 ZimmermanSchelling - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 ZimmermanFouet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 ZimmermanHocmelle - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 ZimmermanLaurent Gaix de Mansour - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 LaurentMorillon - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 LaurentYnzenga un morceau de lui - - - - - - - - - Ynzenga morceau - - - - - 同定不可 - - 1846/6/6 Laurent 自作を演奏。 « Je lui ai permis de jouer un morceau de lui »Laboureau - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 LaurentHoffmann - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 LaurentMorisot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 LaurentDollingen - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 LaurentDecombes - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 LaurentPrévôt - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 LaurentPétron - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 LaurentHerz Aubrio - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 HerzMalescot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 HerzMoulin - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 HerzCouder - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 HerzLeroy 1re - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 HerzGras - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 HerzGlachant - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 HerzDelarroqua - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 HerzMorel - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 HerzBoullée - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 HerzFarrenc Delestre - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 FarrencLabonne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 FarrencAusseur - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 FarrencLorotte - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 FarrencSalmon - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 FarrencGaltier - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 FarrencDelsuc - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 FarrencTritch - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 FarrencLeroy - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 FarrencHuc - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 FarrencLévy - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 FarrencCoche Jacoutot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 Cochede Lalanne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 CocheSt. Germain - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 CocheChoudchou - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 CocheCharron - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 CocheDefourneaux - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 CocheLoustaineau 1re - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 CocheCussol - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/6/6 Coche1846-1847 1846/12/15 Zimmerman Cahen - - - - - Concerto de Kalkbrenner - - Concerto de Kalkbrenner - Kalkbrenner Concerto - - - - - Concerto - - 1846/12/15 ZimmermanPortéaut - - - - - Concerto de Moscheles - - - - Moscheles Concerto - - - - - Concerto - - 1846/12/15 Zimmerman
Daliot - - - - - Fantaisie de Hummel - - Fantaisie de Hummel op.18 - Hummel Fantaisie 18 - Es - Paris, 1806 Fantaisie Fantaisie 1 - 1846/12/15 Zimmerman
Lazare - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 ZimmermanGunselmann - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 ZimmermanLécureux - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 ZimmermanMoutura - - - - - Sonate de Weber - - - - Weber Sonate - - - - - Sonate - - 1846/12/15 ZimmermanSchelling - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 ZimmermanFouet - - - - - Étude de Lacombe - - Étude en octaves - Lacombe Étude en octave 40 - e - Paris, 1845 Étude(s) - - 1846/12/15 ZimmermanMugnier - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 ZimmermanVéronge de Lanux 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 ZimmermanLaurent Gaix de Mansour - - - - - Solo de Bertini - - 2e solo de Bertini - Bertini 2e solo 121 - As - 1838 Autre - - 1846/12/15 Laurent
Morillon - - - - - - - - 2e concerto de Fieild [Field] - Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - - 1846/12/15 LaurentYnzenga - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 LaurentLaboureau - - - - - - - - Sonate de Weber - Weber Sonate - - - - - Sonate - - 1846/12/15 LaurentP. Hoffmann - - - - - - - - Solo de Bertini - Bertini Solo - - - - - 同定不可 - - 1846/12/15 LaurentMorizot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 LaurentDollingen - - - - - - - - Concerto de Kalkbrenner - Kalkbrenner Concerto - - - - - Concerto - - 1846/12/15 LaurentPrévôt - - - - - - - - Sonate de Weber - Weber Sonate - - - - - Sonate - - 1846/12/15 LaurentPétron - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 LaurentCampana - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 LaurentRoger - - - - - - - - - - Mayer - - - - - - - - - 1846/12/15 LaurentVéronge de Lanux 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 LaurentHerz (Marmontel) Aubrio - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 Herz (Marmontel)Malescot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1846/12/15 Herz (Marmontel)
Moulin - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 Herz (Marmontel)Leroy 1re (Émilie) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 Herz (Marmontel)Gras - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 Herz (Marmontel)Glachant - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 Herz (Marmontel)Boullée - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 Herz (Marmontel)Charron - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 Herz (Marmontel)Lhoste - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 Herz (Marmontel)Lascabanne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 Herz (Marmontel)Forjonel - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 Herz (Marmontel)Farrenc Delestre - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 FarrencLabonne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 FarrencAusseur - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 FarrencLorette - - - - - - - - Concerto - Chopin Concerto - - - - - Concerto - - 1846/12/15 FarrencSalomon - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 FarrencGaltier - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 FarrencDelsuc - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 FarrencLeroy - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 FarrencHuc de Bréval - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 FarrencLévy (Hermance) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 FarrencLévy (Casoline) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 FarrencCoche de Lalanne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 CocheSt. Germain - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 CocheChoudchou - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 CocheDefourneaux - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 CocheLoustaineau 1re - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 CocheCussol - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 CocheLejolliot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 CochePicard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 CocheMeunier - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1846/12/15 Coche1846-1847 1847/6/18 Zimmerman Cahen - - - - - Concerto de Weber - - - - Weber Concerto - - - - - Concerto - - 1847/6/18 ZimmermanPortéaut - - - - - Étude de Prudent - - - - Prudent Étude - - - - - Étude(s) - - 1847/6/18 ZimmermanDaliot - - - - - Concerto Moscheles - - - - Moscheles Concerto - - - - - Concerto - - 1847/6/18 Zimmerman
Lazare - - - - - Sonate en fa ♯ de Hummel - - - - Hummel Sonate 81 - fis - Vienne 1819 Sonate - - 1847/6/18 Zimmerman
Gunselmann - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 Zimmerman
Lécureux - - - - - morceau de la muette Thalberg [op.52] - - - - Thalberg Grande Fantaisie sur la Muette de Portici 52 - E - Paris, 1844 Fantaisie Fantaisie 2 - 1847/6/18 ZimmermanMoutura - - - - - C. Mayer - - - - Mayer - - - - - - - - - 1847/6/18 ZimmermanSchelling - - - - - Seguidilla de Prudent - - - - Prudent Séguidille, étude 25 - a - Paris, 1846 Danse - - 1847/6/18 ZimmermanFouet - - - - - Solo de Mayer - - - - Mayer Solo - - - - - 同定不可 - - 1847/6/18 Zimmerman
Mugnier - - - - - Marche d'Alkan - - - - Alkan Marche - - - - - Morceaux caractéristiques - - 1847/6/18 ZimmermanVéronge de Lanux 1er - - - - - Concerto de Chopin - - - - Chopin Concerto - - - - - Concerto - - 1847/6/18 ZimmermanHocmelle - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 ZimmermanLaurent Gaix de Mansour - - - - - Solo de C. Mayer - - - - Mayer Solo - - - - - 同定不可 - - 1847/6/18 LaurentMorillon - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 Laurent
Laboureau - - - - - Concerto de Hummel  si mineur - - - - Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1847/6/18 LaurentHoffmann - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 LaurentDollingen - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 LaurentPrévôt - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 LaurentPétron - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 LaurentCampana - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 LaurentRoger - - - - - de Ch. Mayer - - - - Mayer - - - - - - - - - 1847/6/18 LaurentVéronge de Lanux 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 LaurentJacob - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 LaurentRivals de Canimon - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 LaurentYnzenga - - - - - Fantaisie de Hummel - - - - Hummel Fantaisie - - - - - Fantaisie Fantaisie 1 - 1847/6/18 LaurentHerz (Marmontel) Aubrio - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 Herz (Marmontel)Malescot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 Herz (Marmontel)Leroy - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 Herz (Marmontel)Gras - - - - - Scherzo  de Thalberg - - - - Thalberg Scherzo 31 - cis - Paris, 1838 Scherzo - - 1847/6/18 Herz (Marmontel)Glachant - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 Herz (Marmontel)Boulée - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 Herz (Marmontel)Charron - - - - - 2e concerto de Herz - - - - Herz - - - - - - Concerto - - 1847/6/18 Herz (Marmontel)Lhoste - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 Herz (Marmontel)Lascabanne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 Herz (Marmontel)Forjonel - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 Herz (Marmontel)Moulin - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 Herz (Marmontel)Farrenc Labonne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 FarrencAusseur - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 Farrenc
Lorotte - - - - - 4e [Concerto?] de Moecheles - - - - Moscheles 4e concerto 64 - E - [1823] Concerto - - 1847/6/18 FarrencSalomon - - - - - - - - - - Weber - - - - - - - - - 1847/6/18 FarrencLeroy - - - - - 3e concerto de Ries - - - - Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1847/6/18 Farrencde Bréval - - - - - 8e concerto de Ries - - - - Ries 8e concerto "Salut au Rhin" 151 - As - Paris, 1828 Concerto - - 1847/6/18 FarrencHermance Lévy - - - - - Thème varié de Pixis - - - - Pixis Thème varié - - - - - Variations - - 1847/6/18 FarrencCaroline Lévy - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 Farrenc
Coche de Lalanne - - - - - Concerto de Pixis - - - - Pixis Concerto 100 - C - Paris, 1826-28 Concerto - - 1847/6/18 Cochede St. Germains - - - - - Concerto de Chopin - - - - Chopin Concerto - - - - - Concerto - - 1847/6/18 CocheCoudchon - - - - - C, Meyer - - - - Mayer Solo - - - - - 同定不可 - - 1847/6/18 CocheDefourneaux - - - - - Fantaisie de Thalberg - - - - Thalberg Fantaisie - - - - - Fantaisie Fantaisie 2 - 1847/6/18 CocheLoustaineau - - - - - Thème varié - - - - - - - - - - - Variations - - 1847/6/18 CocheLejolliot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 CochePicard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 CocheMeunier - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1847/6/18 Coche1847-1848 1848/1/5 Zimmerman Portéaut - - - - - Concerto de Field - - - - Field Concerto - - - - - Concerto - - 1848/1/5 ZimmermanDaliot - - - - - Concerto de Herz - - - - Herz - - - - - - Concerto - - 1848/1/5 ZimmermanLazare - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 ZimmermanMouturat - - - - - Morceau de Ravina - - - - Ravina Morceau - - - - - 同定不可 - - 1848/1/5 ZimmermanFouet - - - - - de C. Mayer - - - - Mayer - - - - - - - - - 1848/1/5 ZimmermanMugner - - - - - Thalberg - - - - Thalberg - - - - - - - - - 1848/1/5 ZimmermanVéronge de Lanux 1er - - - - - Concerto de Moscheles - - - - Moscheles Concerto - - - - - Concerto - - 1848/1/5 ZimmermanThurner - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 ZimmermanDeschamps - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 ZimmermanWiniawski 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 ZimmermanCohen(Jules) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 ZimmermanJujat - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 ZimmermanLaurent Gaix de Mansour - - - - - Étude d'Alkan - - - - Alkan Étude - - - - - Étude(s) - - 1848/1/5 Laurent
Dollingen - - - - - Concerto de Hummel en la♭ de Hummel - - - - Hummel Grand concerto 113 - As - Paris, 1831 Concerto - - 1848/1/5 LaurentPrévôt - - - - - Sonate de Weber - - - - Weber Sonate - - - - - Sonate - - 1848/1/5 Laurent
Campana - - - - - Concerto en la mineur de Hummel - - - - Hummel Grand concerto 85 - a - Paris, 1823 Concerto - - 1848/1/5 Laurent
Roger - - - - - Concerto de Hummel en la♭ - - - - Hummel Grand concerto 113 - As - Paris, 1831 Concerto - - 1848/1/5 LaurentVéronge de Lanux 2e - - - - - Concerto de Hummel - - - - Hummel - - - - - - Concerto - - 1848/1/5 LaurentJacob - - - - - Concerto de Bertini - - - - Bertini Concerto - - - - - 同定不可 - - 1848/1/5 Laurent Bertiniは協奏曲を書いていない。Rivals de Canimon - - - - - Sonate de Weber - - - - Weber Sonate - - - - - Sonate - - 1848/1/5 LaurentJouffroi - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1848/1/5 Laurent AJ/34/230-2 : « ne sont pas entendus »Muller - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1848/1/5 LaurentLeroy - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1848/1/5 LaurentHerz (Marmontel) Aubrio - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 Herz (Marmontel)Leroy - - - - - Concerto de Field - - - - Field Concerto - - - - - Concerto - - 1848/1/5 Herz (Marmontel)Gras - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 Herz (Marmontel)Glachant - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 Herz (Marmontel)Boulée - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 Herz (Marmontel)Charron - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 Herz (Marmontel)L'hoste - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 Herz (Marmontel)Lascabanne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 Herz (Marmontel)Forgonel - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 Herz (Marmontel)Dejoly - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 Herz (Marmontel)Vidal - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 Herz (Marmontel)Chassal - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 Herz (Marmontel)Farrenc Labonne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 FarrencLorette - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 FarrencSalomon - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 FarrencLeroy - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 FarrencHuc de Bréval - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 FarrencLévy (Hermance) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 Farrenc
Lévy (Casoline) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 FarrencDeloigne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 FarrencStadler - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 FarrencLarssillière - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 FarrencGondelier - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 Farrencde St. Germain - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1848/1/5 Farrenc AJ/34/230-2: « malade »Coche de Lalanne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 CocheDefourneaux - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 CocheLejolliot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 CochePicard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 CocheMeunier - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 CocheContamin - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 CocheBlanchard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 CocheCinti-Damoreau - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 Coche « En congé »Roux - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 CocheMestrallet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/1/5 Coche1847-1848 1848/6/14 Zimmerman Portéhaut 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 ZimmermanDaliot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 ZimmermanLazare - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 ZimmermanMouturat - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 ZimmermanFouet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 ZimmermanMugnier - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 ZimmermanVéronge de Lanux 1er - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 ZimmermanThurner - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 ZimmermanDeschamps - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 ZimmermanWiniawski 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 ZimmermanCohen(Jules) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 ZimmermanJujat - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 ZimmermanLaurent Gaix de Mansour - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 LaurentDollingen - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 LaurentPrévôt - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 LaurentCampana - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 LaurentRoger - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 LaurentVéronge de Lanux 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 LaurentJacob - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 LaurentRivals de Canimon - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 LaurentJouffroi - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 LaurentMuller - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 LaurentLeroy - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 LaurentBoullard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 LaurentCoche de Lalanne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 CocheDefourneaux - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 CocheLejolliot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 CochePicard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 CocheMeunier - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 CocheContamin - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 CocheBlanchard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 CocheCinti-Damoreau - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1848/6/14 CocheRoux - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 CocheMestrallet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 CocheFarrenc Labonne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 FarrencLorette - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 FarrencSalomon - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 FarrencLeroy - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 FarrencHuc de Bréval - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 FarrencLévy (Hermance) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 FarrencLévy (Casoline) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 FarrencDeloigne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 FarrencStadler - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 FarrencLarssillière - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 FarrencGondelier - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 Farrencde St. Germain - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 FarrencHerz (Marmontel) Aubrio - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 Herz (Marmontel)Leroy 1re (Émilie) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 Herz (Marmontel)Gras - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 Herz (Marmontel)Glachant - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 Herz (Marmontel)Boullée - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 Herz (Marmontel)Charron - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1848/6/14 Herz (Marmontel) « malade depuis huit jours »L'hoste - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 Herz (Marmontel)Lascabanne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 Herz (Marmontel)Forjonel - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 Herz (Marmontel)Dejoly - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 Herz (Marmontel)Vidal - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 Herz (Marmontel)Chassal - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 Herz (Marmontel)Debavay - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/6/14 Herz (Marmontel)1848-1849 1848/12/13 Laurent Gaix de Mansour - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 LaurentDollingen - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 LaurentPrévôt - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 LaurentRoger - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 LaurentVéronge de Lanux 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 LaurentJacob - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 LaurentJouffroi - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 LaurentMuller - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 LaurentLeroy - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 LaurentBoullard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 LaurentSavary - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 LaurentGuyon - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 LaurentMarmontel Daliot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 MarmontelLazare - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 MarmontelMouturat - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 MarmontelFouet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 MarmontelLestoquoy(Mougnier) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 MarmontelThurner - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 MarmontelDeschamps - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 MarmontelWiniawski 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 MarmontelCohen(Jules) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 MarmontelJujat - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 MarmontelKetterer - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 MarmontelBizet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 MarmontelCoche de Lalanne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 CocheDefourneaux - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 CocheLejolliot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 CochePicard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 CocheMeunier - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1848/12/13 CocheComtamin - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 CocheBlanchard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 CocheCinti-Damoreau - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1848/12/13 CocheRoux - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 CocheMestrallet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1848/12/13 CocheCoche - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 CocheFarrenc Labonne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 FarrencLorette - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 FarrencSalomon - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 FarrencLeroy - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 FarrencLévy (Hermance) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 FarrencLévy (Casoline) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 FarrencDeloigne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 FarrencStadler - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 FarrencLarssillière - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 FarrencGondelier - - - - 6e concerto de Dussek - - - - - Dussek 6e concerto 27 C 104 F - 1794 Concerto - - 1848/12/13 FarrencHuet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 FarrencPaut - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 FarrencHerz (Le Couppey) Leroy 1re (Émilie) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 Herz (Le Couppey)Boullée - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 Herz (Le Couppey)Charron - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 Herz (Le Couppey)L'hoste - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1848/12/13 Herz (Le Couppey)Lascabanne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 Herz (Le Couppey)Forjonel - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 Herz (Le Couppey)Vidal - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 Herz (Le Couppey)Chassal - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 Herz (Le Couppey)Debavay - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 Herz (Le Couppey)
Belliard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 Herz (Le Couppey)Desperles - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 Herz (Le Couppey)Gras - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1848/12/13 Herz (Le Couppey)1848-1849 1849/6/6 Laurent Gaix de Mansour - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 LaurentDollingen - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 LaurentPrévôt - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 LaurentRoger - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 LaurentJacob - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 LaurentVéronge de Lanux 1er - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 LaurentJouffroi - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 LaurentMuller - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 LaurentLeroy - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 LaurentBoullard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 LaurentSavary - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 LaurentGuyon - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 LaurentMarmontel Daliot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 MarmontelLazare - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 MarmontelMouturat - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 MarmontelLestoquoy (Mougnier) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 MarmontelThurner - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 MarmontelDeschamps - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 MarmontelWieniawski 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 MarmontelCohen (Jules) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 MarmontelJujat - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 MarmontelKetterer - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 MarmontelBizet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 MarmontelCoche de Lalanne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 CocheDefourneaux - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 Coche
Lejolliot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1849/6/6 Coche « Très bien ne pourra passer l'examen étant indisposée depuis quelques jours »AJ/37/210 : « malade »Picard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 CocheComtamin - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 CocheBlanchard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 CocheCinti-Damoreau - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1849/6/6 CocheRoux - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 CocheMestrallet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 CocheCoche - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 CocheHarsant - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 CocheLapierre - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 CocheFarrenc Labonne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 FarrencLorette - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 FarrencSalomon - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 FarrencLeroy (Martin) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 FarrencLévy (Hermance) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 FarrencLévy (Casoline) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 FarrencDeloigne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 FarrencStadler - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 FarrencLarssillière - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 FarrencGondelier - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 FarrencHuet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 FarrencPaut - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 FarrencHerz (Le Couppey) Leroy (Émilie) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 Herz (Le Couppey)Boullée - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 Herz (Le Couppey)Charron - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 Herz (Le Couppey)Lascabanne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 Herz (Le Couppey)Forjonel - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 Herz (Le Couppey)Vidal - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 Herz (Le Couppey)Chassal - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 Herz (Le Couppey)Debavay - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 Herz (Le Couppey)Belliard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 Herz (Le Couppey)Desperles - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 Herz (Le Couppey)Pressevaux - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 Herz (Le Couppey)Wateau - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 Herz (Le Couppey)Gras - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/6/6 Herz (Le Couppey)1849-1850 1849/12/3 Laurent Gaix de Mansour - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 LaurentDollingen - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 LaurentPrévôt - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 LaurentJacob - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 LaurentJouffroi - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 LaurentMuller - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 LaurentLeroy - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 LaurentBoullard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 LaurentSavary - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 LaurentGuyon - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 LaurentVéronge de Lanux 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 LaurentMarmontel Daliot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 MarmontelLazare - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 MarmontelMouturat - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 MarmontelLestoquoy(Mougnier) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 MarmontelDeschamps - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 MarmontelCohen(Jules) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 MarmontelJujat - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 MarmontelKetterer - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 MarmontelBizet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 MarmontelHerz Boullée - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 HerzCharron - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 HerzVidal - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 HerzChassal - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1849/12/3 HerzDebavay - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 HerzDesperles - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 HerzPressevaux - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 HerzWateau - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 HerzFarrenc Labonne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1849/12/3 FarrencLorette - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1849/12/3 FarrencLévy (Hermance) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 FarrencLévy (Casoline) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 FarrencDeloigne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 FarrencStadler - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 FarrencLarssillière - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 FarrencGondelier - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 FarrencHuet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 FarrencPaut - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 FarrencCoche Lejolliot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 CochePicard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 CocheComtamin - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 CocheBlanchard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1849/12/3 CocheCinti-Damoreau - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1849/12/3 CocheRoux - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 CocheMestrallet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 CocheCoche - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 CocheHersant - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 CocheLapierre - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1849/12/3 Coche1849-1850 1850/6/10 Marmontel Daliot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 MarmontelLestoquoy(Mougnier) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 MarmontelDeschamps - - - - - - - - - Fugue - Fugue - - - - - Fugue - - 1850/6/10 MarmontelCohen (Jules) - - - - - - - - - 2e fugue de Bach Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1850/6/10 MarmontelJujat - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 MarmontelKetterer - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 MarmontelBizet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 MarmontelRéty 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 MarmontelCazenaud - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 MarmontelPlanté - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 MarmontelSchoen - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 MarmontelLaurent Gaix de Mansour - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 LaurentDollingen - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 LaurentPrévôt - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 LaurentLeroy - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 LaurentBoullard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 LaurentSavary - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 Laurent
Guyon - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1850/6/10 Laurent « Malade depuis en mois »Véronge de Lanux 2e - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1850/6/10 Laurent « Malade très gravement à la campagne »Thurner 1er - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 LaurentRembelinski - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 LaurentLévy - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 LaurentFrank - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 LaurentFarrenc Labonne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 FarrencLorette - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 FarrencLévy (Hermance) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 FarrencLévy (Casoline) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 FarrencDeloigne - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 FarrencStadler - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 FarrencLarssillière - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 FarrencGondelier - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 FarrencHuet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 FarrencPaut - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 FarrencHerz (Le Couppey) Boullée - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 Herz (Le Couppey)Charron - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 Herz (Le Couppey)Vidal - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 Herz (Le Couppey)Chassal - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 Herz (Le Couppey)Debavay - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 Herz (Le Couppey)Desperles - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 Herz (Le Couppey)Pressevaux - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 Herz (Le Couppey)Wateau - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 Herz (Le Couppey)Lecomte - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 Herz (Le Couppey)Peyronet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 Herz (Le Couppey)Carteret - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 Herz (Le Couppey)Souton - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 Herz (Le Couppey)Schoen - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 Herz (Le Couppey)Norbert - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 Herz (Le Couppey)Coche Lejolliot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 CochePicard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 CocheComtamin - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 CocheBlanchard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 CocheCinti-Damoreau - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1850/6/10 Coche « en congé »Roux - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 CocheMestrallet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1850/6/10 Coche « en congé »Coche - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 CocheHersant - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 CocheLapierre - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 CocheL'Héritier - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 CocheDémarest - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 CocheColin(Marie) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1850/6/10 Coche
欠席者 備考
A群
ピアノ科各教授  Dancla  Zimmerman  Bousquet  Thomas
AJ 37/269~AJ 37/277 AJ 37/223-227 mai 1858-26 oct. 1859 AJ 37/226-41er avr. 1850-17 juin 1853 AJ 37/229-120 nov. 1852-16 mars 1854 AJ 37/230-328 mars 1858-29 janv. 18661850-1851 1850/12/11 Laurent Dollingen - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 LaurentLeroy - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 LaurentBoullard - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 LaurentSavary - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 LaurentGuyon - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 LaurentThurner 1er - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 LaurentRembelinski - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 LaurentLévy - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 LaurentFrank - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 LaurentGaix de Mansour - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 LaurentMarmontel Daliot - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 MarmontelLestoquoy(Mougnier)- - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 MarmontelDeschamps - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 MarmontelJujat - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 MarmontelKetterer - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 MarmontelBizet - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 MarmontelRéty 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 MarmontelCazenaud - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 MarmontelSchoen - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 MarmontelCoche Lejoulliot - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 CochePicard - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 CocheComtamin - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 CocheCinti-Damoreau - - - - - - - - - - - - - - 欠 1850/12/11 Coche « en congé »Mestrallet - - - - - - - - - - - - - - 欠 1850/12/11 Coche « en congé »Coche - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 CocheHersant - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 CocheLapierre - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 CocheBoulland - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 CocheCluzet - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 CocheMurer - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 CocheBrunschwig - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 CocheFarrenc Lorette - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 FarrencLévy (Casoline) - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 FarrencDeloigne - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 FarrencStadler - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 FarrencLarssillière - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 FarrencGondelier - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 FarrencHuet - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 FarrencPaut - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 FarrencL'Héritier - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 FarrencDémarest - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 FarrencColin(Marie) - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 FarrencHerz (Le Couppey)Boullée - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 Herz (Le Couppey)Chassal - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 Herz (Le Couppey)Debavay - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 Herz (Le Couppey)Desperles - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 Herz (Le Couppey)Pressevaux - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 Herz (Le Couppey)Wateau - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 Herz (Le Couppey)Lecomte - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 Herz (Le Couppey)Peyronet - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 Herz (Le Couppey)Carteret - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 Herz (Le Couppey)Souton - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 Herz (Le Couppey)Schoen - - - - - - - - - - - - - - - 1850/12/11 Herz (Le Couppey)1850-1851 1851/6/11 Laurent Dollingen Fugue - - - - Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1851/6/11 LaurentLeroy 1er concerto - - - - Mayer 1er Allegro de concert 51 f Paris, 1846 Concerto Concertino - 1851/6/11 LaurentBoullard Concerto - - - - MendelssohnConcerto - - - - - Concerto - - 1851/6/11 LaurentSavary 1er concerto - - - - Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1851/6/11 LaurentGuyon Concerto - - - - Hummel Concerto - - - - - Concerto - - 1851/6/11 LaurentThurner - - - - - - - - - - - - - - 欠 1851/6/11 Laurent « Depuis peu de mois retenu chez lui par un mal de jambe »Rembielinski 1er concerto - - - - Herz Grand concerto 34 A (1829初演) Concerto - - 1851/6/11 LaurentLévy Concerto - - - - Hummel Concerto - - - - - Concerto - - 1851/6/11 Laurent
Franck Finale fuguée de Straniera [op. 9] - - - - Thalberg
Fantaisie pour le piano forte, sur des motifs de l'opéra la Straniera de Bellini 9 - b/Des - Paris, 1832 Fantaisie Fantaisie 2 - 1851/6/11 LaurentGaix de Mansour Mouvement perpétuel - - - - Weber Sonate 24 - C IV Berlin, 1812 Sonate - - 1851/6/11 LaurentDelcroix 2e concerto - - - - Mayer 2e Allegro de concert 60 fis Paris, 1843 Concerto Concertino - 1851/6/11 LaurentTruy 5e concerto - - - - Dussek 5e concerto 22 C 97 B 1793 Concerto - - 1851/6/11 LaurentMarmontel Daliot - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 MarmontelLestoquoy (Mougnier)- - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 MarmontelDeschamps - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 MarmontelJujat - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 MarmontelKetterer - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 MarmontelBizet - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 MarmontelRéty 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 MarmontelCazenaud - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 MarmontelSchoen - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 MarmontelPellereau - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 MarmontelMangin - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 MarmontelHerz (Le Couppey)Boullée - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 Herz (Le Couppey)Chassal - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 Herz (Le Couppey)Debavay - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 Herz (Le Couppey)Pressevaux - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 Herz (Le Couppey)Wateau - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 Herz (Le Couppey)Lecomte - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 Herz (Le Couppey)Peyronet - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 Herz (Le Couppey)Carteret - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 Herz (Le Couppey)Souton - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 Herz (Le Couppey)Schoen - - - - - - - - - - - - - - 欠 1851/6/11 Herz (Le Couppey) « en congé »Gasché - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 Herz (Le Couppey)Loiseau - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 Herz (Le Couppey)Marchand - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 Herz (Le Couppey)de Beauce - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 Herz (Le Couppey)Coche Lejoulliot - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 CochePicard - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 CocheComtamin - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 CocheCinti-Damoreau - - - - - - - - - - - - - - 欠 1851/6/11 Coche « en congé »Coche - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 Coche





生徒名クラス 作品 作品番号 目録番号 欠席の有無 試験日検索 クラス検索
Hersant - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 CocheLapierre - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 CocheBoulland - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 CocheCluzet - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 CocheMurer - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 CocheBrunschwig - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 CocheHens - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 CochePointaux - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 CocheRollandy - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 CocheFarrenc Lorette - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 FarrencLévy (Casoline) - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 FarrencDeloigne - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 FarrencStadler - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 FarrencLarssillière - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 FarrencGondelier - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 FarrencHuet - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 FarrencPaut - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 FarrencL'Héritier - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 FarrencDémarest - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 FarrencColin(Marie) - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 FarrencClérambault - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 FarrencBourgeois - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 FarrencRemaury - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 FarrencCornu - - - - - - - - - - - - - - - 1851/6/11 Farrenc1851-1852 1851/12/19 Laurent Dollingen - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 LaurentLeroy - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 LaurentBoullard - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 LaurentSavary - - - - - - - - - - - - - - 欠 1851/12/19 Laurent « en congé »Guyon - - - - - - - - - - - - - - 欠 1851/12/19 Laurent « en congé »Thurner - - - - - - - - - - - - - - 欠 1851/12/19 Laurent « malade une partie du trimestre »Rembielinski - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 LaurentLévy - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 LaurentFranck - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 LaurentDelcroix - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 LaurentTruy - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 LaurentMarmontel Daliot - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 MarmontelJujat - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 MarmontelKetterer - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 MarmontelBizet - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 MarmontelRéty 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 MarmontelCazenaud - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 MarmontelSchoen - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 MarmontelPellereau - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 MarmontelMangin - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 MarmontelHerz Chassal - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 HerzDebavay - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 HerzPressevaux - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 HerzWateau - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 HerzLecomte - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 HerzPeyronet - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 HerzCarteret - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 HerzSouton - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 HerzSchoen - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 Herz « aucun avenir (sourde) »Gasché - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 HerzLoiseau - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 HerzMarchand - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 Herzde Beauce - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 HerzFarrenc Deloigne - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 FarrencStadler - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 FarrencLarssillière - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 FarrencGondelier - - - - - - - - - - - - - - 欠 1851/12/19 Farrenc « malade »Huet - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 FarrencPaut - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 FarrencL'Héritier - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 FarrencDémarest - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 FarrencColin(Marie) - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 FarrencClérambault - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 FarrencBourgeois - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 FarrencRemaury - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 FarrencCornu - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 FarrencCoche Picard - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 CocheCoche - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 CocheHersant - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 CocheLapierre - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 CocheBoulland - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 CocheCluzet - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 CocheMurer - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 CocheBrunschwig - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 CocheHens - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 CochePointaux - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 CocheRollandy - - - - - - - - - - - - - - - 1851/12/19 Coche1851-1852 1852/6/9 Laurent Dollingen - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 LaurentLeroy - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 LaurentBoullard Finale - - - - Weber - - - - finale - 同定不可 - - 1852/6/9 Laurent
Savary Sérénade, Don Pasquale [op. 67] - - - - Thalberg Grande fantaisie sur des motifs de Don Pasquale de Donizetti 67 - B - Paris, 1850 Fantaisie Fantaisie 2 - 1852/6/9 LaurentGuyon Fragment de Norma - - - - Thalberg Grande fantaisie et variations pour le piano sur les motifs de Norma, de Bellini12 - h/H - Paris, 1834 Fantaisie Fantaisie 2 - 1852/6/9 LaurentThurner 1er concerto - - - - Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1852/6/9 LaurentRembielinski - - - - - - - - - - - - - - 欠 1852/6/9 Laurent « Absent avec permission pour vingt jours (à Lyon) »Lévy Mouvement perpétuel - - - - Weber Sonate 24 - C IV Berlin, 1812 Sonate - - 1852/6/9 LaurentDelcroix 3e concerto - - - - Moscheles 3e concerto 60 - g [1820] Concerto - - 1852/6/9 LaurentTruy 5e concerto - - - - Cramer 5e concerto 48 c 1811 Concerto - - 1852/6/9 LaurentLehuédé - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 LaurentMarmontel Daliot - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 MarmontelKetterer - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 MarmontelBizet - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 MarmontelRéty 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 MarmontelCazenaud - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 MarmontelSchoen - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 MarmontelPellereau - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 MarmontelMangin - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 MarmontelHerz Chassal - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 HerzDebavay - - - - - - - - - - - - - - 欠 1852/6/9 Herz « malade »
Pressevaux - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 HerzWateau - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 HerzLecomte - - - - - - - - - - - - - - 欠 1852/6/9 Herz « congé »Peyronet - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 HerzSouton - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 HerzSchoen - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 Herz « pas de moyen »Gasché - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 HerzMarchand - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 Herzde Beauce - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 HerzFarrenc Deloigne - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 FarrencStadler - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 FarrencLarssillière - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 FarrencGondelier - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 FarrencHuet - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 FarrencPaut - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 FarrencL'Héritier - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 FarrencDémarest - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 FarrencColin(Marie) - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 FarrencClérambault - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 FarrencBourgeois - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 FarrencRemaury - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 FarrencCornu - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 FarrencCoche Picard - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 CocheCoche - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 CocheHersant - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 CocheLapierre - - - - - - - - - - - - - - 欠 1852/6/9 Coche « En congé »Boulland - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 CocheCluzet - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 CocheMurer - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 CocheBrunschwig - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 CocheHens - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 CochePointaux - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 CocheRollandy - - - - - - - - - - - - - - - 1852/6/9 Coche1852-1853 1852/12/27 Laurent Boullard - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 LaurentGuyon - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 LaurentRembelinski - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 LaurentLévy - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 LaurentDelcroix - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 LaurentTruy - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 LaurentMarmontel Réty 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 MarmontelSchoen - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 MarmontelPellereau - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 MarmontelMangin - - - - - - - - - - - - - - 欠 1852/12/27 Marmontel « Cet élève est malade depuis huit jours. »Herz Chassal - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 HerzDebavay - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 HerzPressevaux - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 HerzWateau - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 HerzLecomte - - - - - - - - - - - - - - 欠 1852/12/27 Herz « En congé depuis une année »Schoen - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 Herz « Sourde et point d'avenir »Gasché - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 HerzMarchand - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 Herzde Beauce - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 HerzFarrenc Gondelier - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 FarrencHuet - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 FarrencPaut - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 FarrencL'Héritier - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 FarrencClérambault - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 FarrencBourgeois - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 FarrencRemaury - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 FarrencCornu - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 FarrencCoche Picard - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 CocheCoche - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 CocheHersant - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 Coche
Lapierre - - - - - - - - - - - - - - 欠 1852/12/27 Coche « très malade depuis plusieurs mois ne peut pas préparer l'examen. »
Cluzet - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 CocheMurer - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 CocheBranschzig - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 CocheHens - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 CochePointaux - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 CocheRollandy - - - - - - - - - - - - - - - 1852/12/27 Coche1852-1853 1853/6/15 Laurent Boullard - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 LaurentRembelinski - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 LaurentDelcroix - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 LaurentTruy - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 LaurentAmbroselli - - - Sonate ré min de Beethoven - Beethoven Sonate 31-2 - d - Zurich, 1803 Sonate - - 1853/6/15 LaurentPujol - - - Sonate pathétique de Beethoven - Beethoven Sonate 13 - c - Vienne, 1799 Sonate - - 1853/6/15 LaurentDonat - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 LaurentCabaner - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 LaurentMassenet - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 LaurentRagdanoff 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 LaurentMarmontel Réty 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 MarmontelSchoen - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 Marmontel
Pellereau - - - - - - - - - - - - - 欠 1853/6/15 Marmontel « Cet élève, toujours maladif, a quitté ma classe peu de jour avant l'examen. »Mangin - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 MarmontelBernardel - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 MarmontelDuvernoy 2e (Alphonse)- - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 MarmontelAmigo - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 MarmontelMager - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 MarmontelMangin - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 MarmontelGhys - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 MarmontelHerz Chassal - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 HerzDebavay - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 HerzPressevaux - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 HerzWateau - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 HerzMarchand - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 HerzHess 1re - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 HerzLlorens - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 HerzLorenziti - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 HerzBonnias - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 HerzCuercq - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 HerzHurand - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 Herz
Farrenc Huet - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 FarrencPaut - - fugue de Bach - - Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1853/6/15 FarrencL'Héritier - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 FarrencClérambault - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 FarrencBourgeois - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 FarrencRemaury - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 FarrencRodrigues - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 FarrencTouvenel - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 FarrencMongin - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 FarrencSabatier-Blot - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 FarrencParent - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 FarrencCoche Picard - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 CocheCoche - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 CocheHersant - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 CocheLapierre - - - - - - - - - - - - - - 欠 1853/6/15 Coche « Toujours malade en congé »Cluzet - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 CocheMurer - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 CocheBranschzig - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 CocheHens - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 CocheRollandy - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 CocheLehuédé - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 CocheFriclot - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 CocheCampagne - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 CocheDarjou - - - - - - - - - - - - - - - 1853/6/15 Coche1853-1854 1853/12/14 Marmontel Schoen - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 MarmontelMangin - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 MarmontelBernardel - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 MarmontelDuvernoy 2e (Alphonse)- - - - - - - - - - - - - - 欠 1853/12/14 Marmontel « Malade à mon grand regret »Mangin - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 MarmontelGhys - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 MarmontelLaurent Rembelinski - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 LaurentTruy - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 LaurentPujol - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 LaurentDonat - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 LaurentCabaner - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 LaurentMassenet - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 LaurentRagdanoff 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 LaurentHerz Debavay - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 HerzHess - - - - - - - - - - - - - 欠 1853/12/14 Herz « Rayée »Llorens - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 HerzLorenziti - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 HerzBonnias - - - - - - - - - - - - - 欠 1853/12/14 Herz « Rayée »Cuercq - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 Herz « Aucun avenir »Hurand - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 HerzTressevaux - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 HerzFarrenc Huet - - - - - - - - - - - - - - 欠 1853/12/14 Farrenc « Malade; très peu de travail depuis la rentrée »Paut - - - - - - - - - - - - - - 欠 1853/12/14 Farrenc « Malade; très peu de travail depuis la rentrée »L'Héritier - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 FarrencClérambault - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 FarrencBourgeois - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 FarrencRemaury - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 FarrencRodrigues - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 FarrencTouvenel - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 FarrencMongin - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 FarrencSabatier-Blot - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 FarrencParent - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 FarrencCoche Cluzet - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 CocheMurer - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 CocheBranschzig - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 CocheHens - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 CocheRollandy - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 CocheLehuédé - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 CocheFriclot - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 CocheCampagne - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 CocheDarjou - - - - - - - - - - - - - - - 1853/12/14 Coche1853-1854 1854/6/2 Laurent Rembelinski - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 LaurentTruy - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 LaurentPujol - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 LaurentDonat - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 LaurentCabaner - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 LaurentMassenet - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 LaurentRagdanoff 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 LaurentDuclos - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 LaurentVeber - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 LaurentDufils - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 LaurentWaldteufel - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 LaurentMarmontel Schoen - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 MarmontelMangin - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 MarmontelBernardel - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 MarmontelDuvernoy 2e (Alphonse)- - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 MarmontelMangin - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 MarmontelGhys - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 MarmontelCanoby - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 MarmontelFissot - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 MarmontelBentayoux - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 MarmontelGuiraud - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 MarmontelDuteil - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 MarmontelFarrenc Paut - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 FarrencL'Héritier - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 FarrencClérambault - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 FarrencBourgeois - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 FarrencRemaury - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 FarrencRodrigues - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 FarrencTouvenel - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 FarrencMongin - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 FarrencSabatier-Blot - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 FarrencParent - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 FarrencBarles - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 FarrencRivoirard - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 FarrencCoche Cluzet - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 CocheMurer - - - - - - - - - - - - - - 欠 1854/6/2 Coche « En congé pour la 1re communion. »Branschzig - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 CocheHens - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 Coche
Rollandy - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 CocheLehuédé - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 CocheFriclot - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 CocheCampagne - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 CocheDarjou - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 CocheCostier - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 CocheVboieldieu - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 CocheHardel - - - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 Coche- - - - - - - - - - - - - - 1854/6/2 Coche1854-1855 1854/12/14 Laurent Rembelinski - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 LaurentTruy - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 LaurentPujol - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 LaurentDonat - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 Laurent « Élève sans avenir et sans moyens. Je demande sa radiation »
Massenet - - - - - - - - - - - - - - 欠 1854/12/14 Laurent « La famille de ce jeune élève a quitté la France et qu'a prévenu qu'il ne pourrait revenir avant de trouver à le mettre dans une maison en pension. »Ragdanoff 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 LaurentDuclos - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 LaurentVeber - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 LaurentDufils - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 LaurentWaldteufel - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 LaurentCabaner - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 LaurentMarmontel Mangin - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 MarmontelBernardel - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 MarmontelDuvernoy 2e (Alphonse)- - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 MarmontelCanoby - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 MarmontelFissot - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 MarmontelBentayoux - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 MarmontelGuiraud - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 MarmontelDiémer - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 MarmontelDuteil - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 MarmontelHerz Debavay - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 HerzLorenziti - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 HerzCuercq - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 HerzHurand - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 HerzChampon - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 HerzSchwab - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 HerzLeclercq - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 HerzVilers - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 HerzLacaux - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 HerzLabéda - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 HerzBrun - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 HerzLe Couppey Chapon - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 Le CouppeyRémaury 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 Le CouppeyRouget de Lisle - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 Le CouppeyGazeaud - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 Le CouppeyWarthmann - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 Le CouppeyHingray - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 Le CouppeyRensburg - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 Le Couppeyde Roode 2e - - - - - - - - - - - - - - 欠 1854/12/14 Le Couppey « N'a pas reparu depuis la rentrée »Vernet - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 Le CouppeyFarrenc Paut - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 FarrencRodrigues - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 FarrencTouvenel - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 FarrencMongin - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 FarrencSabatier-Blot - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 FarrencParent - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 FarrencBarles - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 FarrencRivoirard - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 FarrencCoche Hens - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 Coche
Rollandy - - - - - - - - - - - - - - 欠 1854/12/14 Coche « Malade. Son éloignement et une santé délicate la rendent fort inexacte. »Lehuédé - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 CocheFriclot - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 CocheCampagne - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 CocheCostier - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 CocheBoieldieu - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 CocheHardel - - - - - - - - - - - - - - - 1854/12/14 Coche1854-1855 1855/6/22 Laurent Rembelinski - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 LaurentTruy - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 LaurentPujol - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 LaurentRagdanoff 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 LaurentDuclos - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 LaurentVeber - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 LaurentDufils - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 LaurentWaldteufel - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 LaurentCabaner - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 Laurent « Élève nul.  »David - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 LaurentUzès - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 LaurentAnschütz - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 LaurentMarmontel Mangin - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 MarmontelBernardel - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 Marmontel
Duvernoy 2e (Alphonse)- - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 Marmontel « Charmante organisation, mais un état maladif du à la croissance, l'a empêché de suivre exactement la classe. »Canoby - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 MarmontelFissot - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 MarmontelBentayoux - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 MarmontelGuiraud - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 MarmontelDiémer - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 MarmontelDuteil - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 MarmontelPaladilhe - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 Marmontel
Diaz de la Péna - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 Marmontel « Commence le travail un peu depuis cinq semaines. Mais n'avait rien fait toute l'année. »Doussan - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 MarmontelHerz Debavay - - - - - - - - - - - - - 欠 1855/6/22 Herz « n'a pas passé depuis 6 mois. À rayer »Lorenziti - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 HerzCuercq - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 HerzHurand - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 HerzChampon - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 HerzSchwab - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 HerzLeclercｑ - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 HerzVilers - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 HerzLacaux - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 Herz
Labéda - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 HerzBrun - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 HerzBrunet - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 Herz « sans avenir »Danvin - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 HerzWilden - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 HerzLe Couppey Chapon - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 Le CouppeyRémaury 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 Le CouppeyRouget de Lisle - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 Le CouppeyGazeaud - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 Le CouppeyWarthmann - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 Le CouppeyHingray - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 Le CouppeyRensburg - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 Le CouppeyVernet - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 Le CouppeyMarchant - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 Le CouppeyTreffousse - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 Le CouppeyDesportes 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 Le CouppeyBlanc - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 Le CouppeyFarrenc Paut - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 FarrencRodrigues - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 FarrencTouvenel - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 FarrencMongin - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 FarrencSabatier-Blot - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 FarrencParent - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 FarrencBarles - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 FarrencRivoirard - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 FarrencBessaignet - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 FarrencDorus - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 FarrencLardinois - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 FarrencSteinwender - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 FarrencCoche Hens - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 CocheRollandy - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 CocheLehuédé - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 CocheCampagne - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 CocheCostier - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 CocheBoieldieu - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 CocheHardel - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 CocheCorrège - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 CocheBousquier - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 CocheMorvilliers - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 CocheZahl - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 CocheDelafosse - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 CocheMerlin - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 CocheChardon - - - - - - - - - - - - - - - 1855/6/22 Coche1855-1856 1856/1/9 Marmontel Bernardel - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 MarmontelCanoby - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 MarmontelBentayoux - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 MarmontelGuiraud - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 MarmontelDiémer - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 MarmontelPaladilhe - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 MarmontelDiaz de la Péna - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 MarmontelDoussan - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 MarmontelLaurent Rembelinski - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 LaurentTruy - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 LaurentPujol - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 LaurentDuclos - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 LaurentVeber - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 LaurentDufils - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 LaurentWaldteufel - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 LaurentDavid - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 LaurentUzès - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 LaurentAnschütz - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 LaurentMassenet - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 LaurentHerz Cuercq - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 HerzHurand - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 HerzChampon - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 HerzSchwab - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 HerzLeclercｑ - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 HerzVilers - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 HerzBrun - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 HerzBrunet - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 HerzDanvin - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 HerzWilden - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 HerzLe Couppey Chapon - - - - - - - - - - - - - - 欠 1856/1/9 Le Couppey « Malade depuis quinze jours »Rémaury 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 Le CouppeyRouget de Lisle - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 Le CouppeyGazeaud - - - - - - - - - - - - - - 欠 1856/1/9 Le Couppey « Malade depuis trois semaines »Warthmann - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 Le CouppeyHingray - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 Le CouppeyRensburg - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 Le CouppeyVernet - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 Le Couppey « rayée »Marchant - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 Le CouppeyTreffousse - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 Le CouppeyDesportes 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 Le CouppeyBlanc - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 Le CouppeyFarrenc Paut - - - - - - - - - - - - - - 欠 1856/1/9 Farrenc « absente »Touvenel - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 FarrencMongin - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 FarrencSabatier-Blot - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 FarrencParent - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 FarrencRivoirard - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 FarrencBessaignet - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 FarrencDorus - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 FarrencLardinois - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 FarrencSteinwender - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 FarrencCoche Rollandy - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 CocheLehuédé - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 CocheCampagne - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 CocheCostier - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 CocheBoieldieu - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 CocheHardel - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 CocheCorrège - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 CocheBousquier - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 CocheMorvilliers - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 Coche
Wahl - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 CocheDelafosse - - - - - - - - - - - - - - - 1856/1/9 Coche1855-1856 1856/6/23 Marmontel Bernardel - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 MarmontelCanoby - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 MarmontelBentayoux - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 MarmontelGuiraud - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 MarmontelDiémer - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 MarmontelPaladilhe - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 MarmontelDoussan - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 MarmontelEmmanuel - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 MarmontelCoignier - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 MarmontelDubois - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 MarmontelHess - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 MarmontelBatiste-Godefroid - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 MarmontelLaurent Rembelinski - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 LaurentTruy - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 LaurentPujol - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 LaurentDuclos - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 LaurentVeber - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 LaurentDufils - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 LaurentWaldteufel - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 LaurentDavid - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 LaurentUzès - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 LaurentAnschütz - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 LaurentMassenet - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 LaurentBernard - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 LaurentHerz Cuercq - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 HerzHurand - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 HerzChampon - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 HerzSchwab - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 HerzLeclercｑ - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 HerzBrun - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 HerzBrunet - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 HerzDanvin - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 HerzWilden - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 Herzde Besaucèle - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 HerzDe Lage - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 HerzThurner - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 HerzDeldebat - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 HerzLe Couppey Chapon - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 Le CouppeyRémaury 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 Le CouppeyRouget de Lisle - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 Le CouppeyGazeaud - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 Le CouppeyWarthmann - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 Le CouppeyHingray - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 Le CouppeyRensburg - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 Le CouppeyMarchant - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 Le CouppeyTreffousse - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 Le CouppeyDesportes 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 Le CouppeyBlanc - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 Le CouppeyBoulo - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 Le CouppeyFarrenc Touvenel - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 FarrencMongin - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 FarrencSabatier-Blot - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 FarrencParent - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 FarrencRivoirard - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 FarrencBessaignet - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 FarrencDorus - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 FarrencLardinois - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 FarrencSteinwender - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 FarrencRoy - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 FarrencPicard - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 FarrencCoche Lehuédé - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 CocheCampagne - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 CocheCostier - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 CocheBoieldieu - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 CocheHardel - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 CocheCorrège - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 CocheMorvilliers - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 CocheWahl - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 CocheDelafosse - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 CocheMerlin - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 CocheChardon - - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/23 Coche- - - - - - - - - - - - - - - 1856/6/231856-1857 1857/6/5 Laurent Rembelinski - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 LaurentTruy - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 LaurentPujol - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 LaurentDuclos - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 LaurentVeber - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 LaurentDufils - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 LaurentWaldteufel - - - - - - - - - - - - - - 欠 1857/6/5 Laurent « rayé »David - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 LaurentUzès - - - - - - - - - - - - - - 欠 1857/6/5 Laurent « rayé »Anschütz - - - - - - - - - - - - - - 欠 1857/6/5 Laurent « rayé »Massenet - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 LaurentBernard - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 LaurentLoretz - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 LaurentKowalski - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 LaurentMarmontel Canoby - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 MarmontelBentayoux - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 MarmontelGuiraud - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 MarmontelPaladilhe - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 MarmontelDoussan - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 MarmontelEmmanuel - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 MarmontelVoignier - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 MarmontelDubois - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 MarmontelHess - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 MarmontelBatiste-Godefroid - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 MarmontelLavignac - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 MarmontelNiemann - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 MarmontelColomer - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 MarmontelHerz Cuercq - - - - - - - - - - - - - - 欠 1857/6/5 Herz « malade »Hurand - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 Herz
Leclercｑ - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 HerzBrun - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 HerzBrunet - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 HerzWilden - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 Herzde Besaucèle - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 HerzDe Lage - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 HerzThurner - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 HerzDeldebat - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 HerzLindenheimer - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 HerzMarx - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 HerzPeschel - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 HerzFarrenc Touvenel - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 FarrencMongin - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 FarrencSabatier-Blot - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 FarrencParent - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 FarrencBessaignet - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 FarrencDorus - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 FarrencLardinois - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 FarrencSteinwender - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 FarrencRoy - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 FarrencPicard - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 FarrencChampon - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 FarrencPaul - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 FarrencLe Couppey Rémaury 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 Le CouppeyRouget de Lisle - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 Le CouppeyGazeaud - - - - - - - - - - - - - - 欠 1857/6/5 Le Couppey « en congé »Warthmann - - - - - - - - - - - - - - 欠 1857/6/5 Le Couppey « rayée »Rensburg - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 Le CouppeyDesportes 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 Le CouppeyBlanc - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 Le CouppeyBoulo - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 Le CouppeyBloch - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 Le CouppeyGautier - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 Le CouppeyCelliez - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 Le CouppeyPtitjean - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 Le CouppeyDeschamps - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 Le CouppeyCoche Lehuédé - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 CocheBoieldieu - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 CocheHardel - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 CocheCorrège - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 CocheMorvilliers - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 CocheWahl - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 CocheDelafosse - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 CocheMerlin - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 CocheChardon - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 CocheChapon - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 CocheGayrard - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 CocheRabier - - - - - - - - - - - - - - - 1857/6/5 Coche1857-1858 1857/12/23 Laurent Truy - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 Laurent この年度はLe Couppeyクラス記録なしPujol - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 LaurentDuclos - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 LaurentVeber - - - - - - - - - - - - - - 欠 1857/12/23 Laurent « Sans avenir »Dufils - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 LaurentDavid - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 LaurentMassenet - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 LaurentBernard - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 LaurentLoretz - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 LaurentKowalski - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 LaurentMarmontel Canoby - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 MarmontelBentayoux - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 MarmontelGuiraud - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 MarmontelDoussan - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 MarmontelEmmanuel - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 MarmontelVoignier - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 MarmontelDubois - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 MarmontelHess - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 MarmontelLavignac - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 MarmontelNiemann - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 MarmontelColomer - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 MarmontelHerz Leclercｑ - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 HerzBrunet - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 HerzWilden - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 Herzde Besaucèle - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 HerzDe Lage - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 HerzThurner - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 HerzLindenheimer - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 Herz « très mauvaise élève, sans aucun avenir »Marx - - - - - - - - - - - - - - 欠 1857/12/23 Herz « toujours malade »Peschel - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 HerzFarrenc Touvenel - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 FarrencMongin - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 FarrencSabatier-Blot - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 FarrencBessaignet - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 FarrencDorus - - - - - - - - - - - - - - 欠 1857/12/23 Farrenc « rayée »Steinwender - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 FarrencRoy - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 FarrencPicard - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 FarrencPaul - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 FarrencCoche Corrège - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 CocheWahl - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 CocheDelafosse - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 CocheMerlin - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 CocheChardon - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 CocheChapon - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 CocheDeshays-Meifred[?] - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 CocheRabier - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 CocheMorvilliers - - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 Coche- - - - - - - - - - - - - - - 1857/12/23 Coche1857-1858 1858/5/28 Laurent Truy - - - - - - - - - - - - - - 欠 1858/5/28 Laurent « Décédé »Pujol - - - - - - - - - - - - - - - 1858/5/28 LaurentDuclos - - - - - - - - - - - - - - - 1858/5/28 LaurentDufils - - - - - - - - - - - - - - - 1858/5/28 LaurentMassenet - - - - - - - - - - - - - - - 1858/5/28 LaurentBernard - - - - - - - - - - - - - - - 1858/5/28 Laurent
Lorez - - - - Concerto de Weber Weber Concerto - - - - - Concerto - - 1858/5/28 LaurentKowalski - - - - Concerto de Ries ut♯ mineurRies 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1858/5/28 LaurentSuiste - - - - La barque légère [Dussek] Sonate - C 260 Es III (finale)1812 Sonate - - 1858/5/28 LaurentBarbarat - - - - Concerto de Cramer Cramer Concerto - - - - - Concerto - - 1858/5/28 LaurentGregh - - - - Concerto la de Hummel Hummel Concerto - - - - - Concerto - - 1858/5/28 LaurentDavid - - - - - - - - - - - - - - - 1858/5/28 LaurentMarmontel Bentayoux - - - - - - - - - - - - - - - 1858/5/28 MarmontelGuiraud - - - - - - - - - - - - - - - 1858/5/28 MarmontelDoussan - - - - Concerto Éd. Wolff Wolff Allegro de concert 39 fis Paris, 1843 Solo Concerto - - 1858/5/28 MarmontelEmmanuel - - - - Concerto de Weber Weber Concerto - - - - - Concerto - - 1858/5/28 MarmontelNoignier - - - - - - - - - - - - - - - 1858/5/28 MarmontelHess - - - - Concerto de Kalkbrenner Kalkbrenner Concerto - - - - - Concerto - - 1858/5/28 MarmontelGodefroid - - - - Sonate de Beethoven Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1858/5/28 MarmontelLavignac - - - - Rondo de Weber Weber Rondo - - - - - 同定不可 - - 1858/5/28 MarmontelNiemann - Sonate de Beethoven - - Sonate de Beethoven Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1858/5/28 MarmontelColomer - Finale de sonate Heller - - Finale de sonate de Heller Heller Sonate Sonate - - 1858/5/28 MarmontelGallois - - - - Fantaisie de Hummel Hummel Fantaisie - - - - - Fantaisie - - 1858/5/28 MarmontelDuvernoiy - - - - Concerto de Hummel Hummel Concerto - - - - - Concerto - - 1858/5/28 MarmontelKetten - - - - Concerto de Hummel Hummel Concerto - - - - - Concerto - - 1858/5/28 MarmontelHerz Leclercｑ - - - - - - - - - - - - - - - 1858/5/28 HerzWilden - - - - - - - - - - - - - - - 1858/5/28 Herzde Besaucèle - - - - - - - - - - - - - - - 1858/5/28 Herzde Lage - - - - Rondo de Concerto de MoschelesMo cheles Concerto - - - - - Concerto - - 1858/5/28 HerzThurner - - - - - - - - - - - - - - - 1858/5/28 HerzMarx - - - - - - - - - - - - - - - 1858/5/28 HerzPeschel - - - - Concerto de Mendelssohn MendelssohnConcerto - - - - - Concerto - - 1858/5/28 HerzHardouin - - - - Concerto de Herz Herz Concerto - - - - - Concerto - - 1858/5/28 HerzElie - - - - ibid. Herz Concerto - - - - - Concerto - - 1858/5/28 HerzMenne - - - - Rondo de Hummel Hummel - - - - - - 同定不可 - - 1858/5/28 HerzBarnard - - - - Concerto de Herz Herz Concerto - - - - - Concerto - - 1858/5/28 HerzFarrenc Touvenel - - - - - - - - - - - - - - - 1858/5/28 FarrencMongin - - - - - - - - - - - - - - - 1858/5/28 FarrencSabatier-Blot - - - - - - - - - - - - - - - 1858/5/28 FarrencBessaignet - - - - Concerto de Field Field Concerto - - - - - Concerto - - 1858/5/28 Farrenc
Steinwender - [une] prélude [et] une fugue de Bac [Bach] - - Prélude [...] J. S. Bach Bach Prélude - - - - - Prélude - - 1858/5/28 Farrenc- - - - [...] Fugue J. S. Bach Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1858/5/28 FarrencRoy - - - - Prélude [...] J. S. Bach Bach Prélude - - - - - Prélude - - 1858/5/28 Farrenc- - - [...] Fugue J. S. Bach Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1858/5/28 FarrencPicard - - - - Concerto de Cramer Cramer Concerto - - - - - Concerto - - 1858/5/28 FarrencPaul - - - - Concerto de Hiller Hiller Concerto 5 - As - Paris, 1830/31 Concerto - - 1858/5/28 FarrencDargein - - - - Concerto de Field Field 4e concerto - H 28 Es - Saint-Pétersbourg 1814; rév., 1819 Concerto - - 1858/5/28 FarrencLimonaire - - - - Concerto de Field 1er Field 1er concerto - H 27 Es - Moscou, 1811 Concerto - - 1858/5/28 FarrencLenoir - - - - Concerto de Hummel Hummel Concerto - - - - - Concerto - - 1858/5/28 FarrencLe Couppey Rémaury 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1858/5/28 Le CouppeyRouget de Lisle - - - - - - - - - - - - - - - 1858/5/28 Le CouppeyGazeaud - - - - Concerto de Hiller Hiller Concerto 5 - As - Paris, 1830/31 Concerto - - 1858/5/28 Le CouppeyRensburg - - - - - - - - - - - - - - - 1858/5/28 Le CouppeyDesportes 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1858/5/28 Le CouppeyBoulo - - - - - - - - - - - - - - - 1858/5/28 Le CouppeyBlanc - - - - Concerto de Hiller Hiller Concerto 5 - As - Paris, 1830/31 Concerto - - 1858/5/28 Le CouppeyBloch - - - - Concerto de Hiller Hiller Concerto 5 - As - Paris, 1830/31 Concerto - - 1858/5/28 Le CouppeyGautier - - - - Concerto de Hiller Hiller Concerto 5 - As - Paris, 1830/31 Concerto - - 1858/5/28 Le CouppeyCelliaz - - - - Concerto de Hiller Hiller Concerto 5 - As - Paris, 1830/31 Concerto - - 1858/5/28 Le CouppeyPetitjean - - - - Concerto de Hiller Hiller Concerto 5 - As - Paris, 1830/31 Concerto - - 1858/5/28 Le CouppeyLévy 2e - - - - Concerto de Hiller Hiller Concerto 5 - As - Paris, 1830/31 Concerto - - 1858/5/28 Le CouppeyCoche Corrège - - - - Sonate d'Adam Adam Sonate - - - - - Sonate - - 1858/5/28 CocheWahl - - - - Concerto de Moscheles Moscheles Concerto - - - - - Concerto - - 1858/5/28 CocheDelafosse - - - - 1er concerto de Herz Herz Grand concerto 34 A (1829初演) Concerto - - 1858/5/28 CocheMerlin - - - - 2e Concerto de Field Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - - 1858/5/28 CocheChardon - - - - Concerto de Hiller Hiller Concerto 5 - As - Paris, 1830/31 Concerto - - 1858/5/28 CochePaul Gayrard - Sonate d'Adam - - Sonate d'Adam Adam Sonate - - - - - Sonate - - 1858/5/28 CocheRabier - - - - concerto Herz Concerto - - - - - Concerto - - 1858/5/28 Coche « vien d'être très malade »Morvilliers - - - - - - - - - - - - - - 欠 1858/5/28 Coche « absente »Deshays - - - - - - - - - - - - - - - 1858/5/28 CocheMontal - - - - Sonate d'Adam Adam Sonate - - - - - Sonate - - 1858/5/28 CocheCoche - - - - Rondo MendelssohnRondo - - - - - 同定不可 - - 1858/5/28 Coche1858-1857 1858/12/6 Laurent Pujol - - - - - - - - - - - - - - 欠 1858/12/6 Laurent « rayé, se retire »David - - - - - - - - - - - - - - - 1858/12/6 LaurentMassenet - - - - - - - - - - - - - - - 1858/12/6 LaurentBernard - - - - Kalkbrenner. Sonate Kalkbrenner Sonate - - - - - Sonate - - 1858/12/6 LaurentKowalski - - - - Kalkbrenner, 1er concerto Kalkbrenner 1er concerto 61 - d - Paris, 1823 Concerto - - 1858/12/6 LaurentSuiste - - - - Concerto Dussek Concerto - - - - - Concerto - - 1858/12/6 LaurentBarbarat - - - - Concerto Dussek Concerto - - - - - Concerto - - 1858/12/6 LaurentGregh - - - - Concerto Herz Concerto - - - - - Concerto - - 1858/12/6 LaurentMarmontel Bentayoux - - - - - - - - - - - - - - - 1858/12/6 MarmontelDoussan - - - - Haydn Haydn - - - - - - - - - 1858/12/6 MarmontelEmmanuel - - - - - - - - - - - - - - - 1858/12/6 MarmontelNoignier - - - - Herz-Concerto Herz Concerto - - - - - Concerto - - 1858/12/6 MarmontelHess - - - - Beethoven- Sonate Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1858/12/6 MarmontelLavignac - - - - - - - - - - - - - - - 1858/12/6 Marmontel
Niemann - - - - - - - - - - - - - - 欠 1858/12/6 Marmontel « Rayé. C'était très bon élève, mais je n'ai pas de nouvelles depuis trois mois. »Colomer - - - - - - - - - - - - - - - 1858/12/6 MarmontelGallois - - - - Hummel-Sonate Hummel Sonate - - - - - Sonate - - 1858/12/6 MarmontelDuvernoiy - - - - Field-Concerto Field Concerto - - - - - Concerto - - 1858/12/6 MarmontelKetten - - - - - - - - - - - - - - 欠 1858/12/6 Marmontel AJ 37/223-2 : « Malade »Herz Wilden - - - - - - - - - - - - - - - 1858/12/6 Herzde Lage - - - - Hummel-Concerto Hummel Concerto - - - - - Concerto - - 1858/12/6 HerzThurner - - - - - - - - - - - - - - - 1858/12/6 HerzMarx - - - - Moscheles concerto Moscheles Concerto - - - - - Concerto - - 1858/12/6 HerzPeschel - - - - - - - - - - - - - - - 1858/12/6 HerzHardouin - - - - Concerto Herz Concerto - - - - - Concerto - - 1858/12/6 HerzElie - - - - Rêverie Herz - - - - - - Morceaux caractéristiques- - 1858/12/6 HerzMenne - - - - Concerto Weber Concerto - - - - - Concerto - - 1858/12/6 HerzBarnard - - - - Concerto Ries Concerto - - - - - Concerto - - 1858/12/6 HerzFarrenc Touvenel - - - - - - - - - - - - - - - 1858/12/6 FarrencMongin - - - - - - - - - - - - - - - 1858/12/6 FarrencSabatier-Blot - - - - - - - - - - - - - - - 1858/12/6 FarrencBessaignet - - - - - - - - - - - - - - - 1858/12/6 FarrencRoy - - - - - - - - - - - - - - - 1858/12/6 FarrencPicard - - - - Weber Rondo Weber Rondo - - - - - 同定不可 - - 1858/12/6 FarrencPaul - - - - Impromptu Chopin Impromptu - - - - - Morceaux caractéristiquesImpromptu - 1858/12/6 Farrenc
Dargein - - - - Beethoven.  Sonate Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1858/12/6 FarrencLimonaire - - - - Hummel-Sonate Hummel Sonate - - - - - Sonate - - 1858/12/6 FarrencLenoir - - - - Scｈherzo Farrenc Scherzo 47 - B - Paris, 1858 Scherzo - - 1858/12/6 Farrenc
Le Couppey Gazeaud - - - - - - - - - - - - - - 欠 1858/12/6 Le Couppey « Très mauvaise santé. Cette élève demande à être conservée dans la classe. »Rensburg - - - - - - - - - - - - - - - 1858/12/6 Le CouppeyDesportes 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1858/12/6 Le CouppeyBlanc - - - - - - - - - - - - - - - 1858/12/6 Le CouppeyBoulo - - - - - - - - - - - - - - - 1858/12/6 Le CouppeyBloch - Concerto de Mendelssohn - - Mendelssohn-Concerto MendelssohnConcerto - - - - - Concerto - - 1858/12/6 Le CouppeyGautier - Concerto de Mendelssohn - - Mendelssohn-Concerto MendelssohnConcerto - - - - - Concerto - - 1858/12/6 Le CouppeyCelliaz - Concerto de Mendelssohn - - Mendelssohn-Concerto MendelssohnConcerto - - - - - Concerto - - 1858/12/6 Le CouppeyPetitjean - Concerto de Mendelssohn - - Mendelssohn-Concerto MendelssohnConcerto - - - - - Concerto - - 1858/12/6 Le CouppeyLévy 2e - Concerto de Mendelssohn - - Mendelssohn-Concerto MendelssohnConcerto - - - - - Concerto - - 1858/12/6 Le CouppeyCoche Wahl - - - - Ries. Concerto Ries Concerto - - - - - Concerto - - 1858/12/6 CocheMerlin - - - - Ries. Concerto Ries Concerto - - - - - Concerto - - 1858/12/6 CochePaul Gayrard - - - - Pixis-concerto Pixis Concerto 100 - C - Paris, 1826-28 Concerto - - 1858/12/6 CocheDeshays - - - - Beethoven- Sonate Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1858/12/6 CocheMontal - - - - Field-Concerto Field Concerto - - - - - Concerto - - 1858/12/6 CocheCoche - - - - Kalkbrenner-Concerto Kalkbrenner Concerto - - - - - Concerto - - 1858/12/6 Coche1858-1859 1859/6/6 Laurent David - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 LaurentMassenet - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 LaurentBernard - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 LaurentKowalski - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 LaurentSuiste - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 LaurentBarbarat - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 LaurentGregh - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 LaurentSignavie-Divoir - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 LaurentLœwenthal - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 LaurentAuvignes - - - - - - - - - - - - - - 欠 1859/6/6 Laurent « il est malade »Cavalier - - - - - - - - - - - - - - 欠 1859/6/6 Laurent « très malade »Fessard - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 LaurentMarmontel Bentayoux - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 MarmontelDoussan - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 MarmontelEmmanuel - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 MarmontelNoignier - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 MarmontelHess - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 MarmontelLavignac - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 MarmontelColomer - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 MarmontelGallois - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 MarmontelDuvernoiy - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 MarmontelKetten - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 MarmontelDelahaye - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 MarmontelFrantzen - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 MarmontelWeigand - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 MarmontelHerz Wilden - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 Herzde Lage - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 HerzThurner - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 HerzMarx - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 HerzPeschel - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 HerzHardouin 2 - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 HerzElie - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 HerzMenne - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 HerzBarnard - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 HerzPetit - - - - - - - - - - - - - - 欠 1859/6/6 Herz « malade »Dargein 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 HerzHardouin 1 - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 HerzHowyet - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 HerzHolownia - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 HerzFarrenc Touvenel - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 FarrencMongin - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 FarrencSabatier-Blot - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 FarrencBessaignet - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 FarrencRoy - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 FarrencPicard - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 FarrencPaul - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 FarrencDargein - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 FarrencLimonaire - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 FarrencLenoir - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 FarrencReynier - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 FarrencDupire - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 FarrencLe Couppey Rensburg - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 Le CouppeyDesportes 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 Le CouppeyBlanc - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 Le CouppeyBloch - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 Le CouppeyGautier - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 Le CouppeyCelliaz - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 Le Couppey « Vient de faire une longue maladie »Petitjean - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 Le CouppeyLévy 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 Le CouppeyLechesne - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 Le CouppeyDozoul - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 Le CouppeyMairargue - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 Le CouppeyAbazaër - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 Le CouppeyCoche Wahl - - - - - - - - - - - - - - 欠 1859/6/6 Coche « En congé »Merlin - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 Coche « très dérangée toute l'année par cause de maladie »Paul Gayrard - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 CocheDeshays - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 CocheMontal - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 CocheCoche 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 CocheLindenheimer 1re - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 CocheMontal 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 CocheDupré - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 CocheCallault - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 CocheMichelin-Compte - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 CocheDesnoyer de Biéville - - - - - - - - - - - - - - - 1859/6/6 Coche1859-1860 1859/12/12 Laurent David - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 LaurentKowalski - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 LaurentSuiste - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 LaurentBarbarat - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 LaurentSignavie-Divoir - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 LaurentLœwenthal - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 LaurentAuvignes - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 LaurentFessard - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 Laurent
Bernard - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 LaurentMarmontel Emmanuel - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 MarmontelNoignier - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 MarmontelHess - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 MarmontelLavignac - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 MarmontelColomer - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 MarmontelGallois - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 MarmontelDuvernoiy - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 MarmontelKetten - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 MarmontelDelahaye - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 MarmontelFrantzen - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 MarmontelWeigand - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 MarmontelHerz Wilden - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 Herzde Lage - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 HerzMarx - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 HerzPeschel - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 HerzHardouin - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 HerzElie - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 HerzMenne - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 HerzBarnard - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 HerzPetit - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 HerzDargein - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 HerzHowyet - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 HerzHolownia - - - - - - - - - - - - - - 欠 1859/12/12 Herz « malade »Farrenc Touvenel - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 FarrencSabatier-Blot - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 FarrencBessaignet - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 FarrencPicard - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 FarrencPaul - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 FarrencDargein - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 FarrencLimonaire - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 FarrencLenoir - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 FarrencDupire - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 FarrencLe Couppey Rensburg - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 Le CouppeyDesportes 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 Le CouppeyBlanc - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 Le CouppeyBloch - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 Le CouppeyGautier - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 Le CouppeyCelliaz - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 Le CouppeyPetitjean - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 Le CouppeyLévy 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 Le CouppeyLechesne - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 Le CouppeyDozoul - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 Le CouppeyMairargue - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 Le CouppeyAbazaër - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 Le CouppeyCoche Paul Gayrard - - - - - - - - - - - - - - 欠 1859/12/12 Le Couppey « En congé »Deshays - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 CocheMontal - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 CocheCoche 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 CocheLindenheimer 1re - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 CocheMontal 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 CocheDupré - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 CocheCallault - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 CocheMichelin-Compte - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 CocheDesnoyer de Biéville - - - - - - - - - - - - - - - 1859/12/12 Coche1859-1860 1860/6/12 Laurent David - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 LaurentKowalski 1er concerto - - - - Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1860/6/12 LaurentSuiste Concerto si mineur - - - - Hummel Grand Concerto 89 h Paris, ca 1822 Concerto - - 1860/6/12 LaurentSignaire-divoir Concerto si mineur - - - - Hummel Grand Concerto 89 h Paris, ca 1822 Concerto - - 1860/6/12 LaurentLœwenthal Fragment du Concerto de Weber- - - - Weber Concerto - - - - - Concerto - - 1860/6/12 LaurentFessard Concerto - - - - Pixis Concerto - - - - - Concerto - - 1860/6/12 LaurentBernard Fugue - - - - Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1860/6/12 LaurentMarmontel Emmanuel - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 MarmontelNoignier Allegro - - - - Mayer Allegro - - - - - 同定不可 - - 1860/6/12 MarmontelHess Caprice　op.22 - - - - MendelssohnCapriccio brillant 22 h Londres, 1832 Concerto Concertino - 1860/6/12 MarmontelLavignac - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 MarmontelColomer - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 MarmontelGallois Finale de la Sonate op.58 - - - - Chopin 3e Sonate 58 h IV (finale)Paris, 1845 Sonate - - 1860/6/12 MarmontelDuvernoiy - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 MarmontelKetten - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 MarmontelDelahaye 1er solo du concerto en mi mineur- - - - Chopin 1er concerto 11 - e I Paris, 1833 Concerto - - 1860/6/12 MarmontelFrantzen Première partie de la sonate - - - - Mathias Sonate Sonate - - 1860/6/12 MarmontelWeigand premier solo du second concerto- - - - Chopin 2e concerto 21 - f II Paris, 1836 Concerto - - 1860/6/12 MarmontelHerz Wilden - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 Herzde Lage - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 HerzMarx - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 HerzPeschel - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 HerzHardouin - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 HerzElie - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 HerzBarnard - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 HerzPetit - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 Herz « sans aucun avenir  place perdu »Hardouin　1 - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 HerzDargein - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 HerzHowyet - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 Herz « sans avenir »Holownia - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 Herz « Elle a été malade, ne joue plus, elle ne peut lire la musique »Farrenc Touvenel - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 FarrencSabatier-Blot - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 FarrencBessaignet - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 FarrencPicard - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 FarrencPaul - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 FarrencDargein - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 FarrencLimonaire - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 FarrencLenoir - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 FarrencDupire - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 FarrencLe Couppey Desportes 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 Le CouppeyBlanc - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 Le CouppeyBloch - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 Le CouppeyGautier - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 Le CouppeyCelliaz - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 Le CouppeyPetitjean - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 Le CouppeyLévy 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 Le CouppeyLechesne - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 Le CouppeyDozoul - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 Le Couppey
Mairargue - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 Le CouppeyAbazaër - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 Le CouppeyCoche Deshays - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 CocheMontal - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 CocheCoche 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 CocheLindenheimer 1re - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 CocheMontal 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 CocheDupré - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 CocheCallault - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 CocheMichelin-Compte - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 CocheDesnoyer de Biéville - - - - - - - - - - - - - - - 1860/6/12 Coche
欠席者 備考、メモ欄
A群
ピアノ科各教授 　Bazin Benoist Prumier Dauverné Thomas
AJ 37/277~AJ 37/281 AJ 37/223-3, 5 juin 1862-22 oct. 1867 AJ 37/224-3, 4 5 juin 1862-15 avril 1871 AJ 37/229-2 12 avr. 1861-27 déc. 1867 AJ 37/227-1, 214 juin 1862-3 août 1871 AJ 37/230-3,425 mars 1858-12 juin 18731860-1861 1860/12/14 Laurent David - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Laurent
Kawalski - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Laurent « souvent malade »
Suiste 3e concerto - - - - - Kalkbrenner 3e concerto 107 - a - Paris, 1832 Concerto - 1860/12/14 Laurent
Signaire-divoir Allegro - - - - - Mayer Allegro - - - - - 同定不可 - 1860/12/14 Laurent
Lœwenthal 3e concerto - - - - - Kalkbrenner 3e concerto 107 - a - Paris, 1832 Concerto - 1860/12/14 Laurent
Bernard - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Laurent
Marmontel Emmanuel - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Marmontel
Lavignac - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Marmontel
Gallois - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Marmontel
Ketten - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Marmontel
Delahaye - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Marmontel
Frantzen - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Marmontel
Weigand - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Marmontel
Herz de Lage - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Herz
Feschel - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Herz
Hardouin 2 - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Herz
Barnard - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Herz
Hardouin 1 - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Herz
Howyet - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Herz
Holownia - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1860/12/14 Herz « malade »
Cellier - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Herz
Farrenc Picard - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Farrenc
Paul - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Farrenc
Limonaire - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Farrenc
Lenoir - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Farrenc
Bessaignes - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Farrenc
Dargein - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Farrenc
Le Couppey Blanc - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Le Couppey
Gautier - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Le Couppey
Celliez - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Le Couppey
Petitjean - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Le Couppey
Lévy 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Le Couppey
Lechesne - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Le Couppey
Dozoul - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Le Couppey
Mairargue - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Le Couppey
Abazaër - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Le Couppey
Coche Deshays - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Coche
Montal 1ère - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Coche
Coche 2ème - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1860/12/14 Coche « vient d'être malade et ne pourra passer l'examen »
Lindenheimer 1ère - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Coche
Montal 2ème - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Coche
Dupré - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Coche
Callault - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Coche
Michelin-Compte - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Coche
Desnoyers de Biéville - - - - - - - - - - - - - - - 1860/12/14 Coche
1860-1861 1861/6/7 Laurent David - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Laurent
Suiste - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Laurent
Signaire-divoir - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Laurent
Lœwenthal Co[ncerto] - - concerto - Meyer Mayer Concerto - - - - - Concerto - 1861/6/7 Laurent
Bernard - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Laurent
Pradeau - - - - - Field Field - - - - - - - - 1861/6/7 Laurent
Cavalier - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Laurent
Benoit - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Laurent
Calaveau - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Laurent
Marmontel Emmanuel - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Marmontel
Lavignac - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Marmontel
Gallois - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Marmontel
Ketten - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Marmontel
Delahaye Op. 22 [Capriccio brillant] - - Mendelssohn - Mendelssohn Mendelssohn Capriccio brillant 22 - h - Londres, 1832 Concerto Concertino 1861/6/7 Marmontel
Weigand - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Marmontel
Martin - - - - - Kalkbrenner Kalkbrenner - - - - - - - - 1861/6/7 Marmontel
Launay-Céphas - - - - - Ries Ries - - - - - - - - 1861/6/7 Marmontel
Mazenski - - - - - Hummel Fantaisie Hummel Fantaisie - - - - Paris, 1806 Fantaisie - 1861/6/7 Marmontel
Herz de Lage - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Herz
Feschel - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Herz
Hardouin 2 - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Herz
Barnard - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Herz
Hardouin 1 - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Herz
Howyet - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Herz
Holownia - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Herz
Cellier - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Herz
Rister - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Herz
Denéry - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Herz
Farrenc Picard - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Farrenc
Paul - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Farrenc
Limonaire - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Farrenc
Lenoir - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Farrenc
Bessaignes - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Farrenc
Dargein - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Farrenc
Höffer-Kehler - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Farrenc
Ducasse - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Farrenc
Le Couppey Blanc - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Le Couppey
Gautier - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Le Couppey
Celliez - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Le Couppey
Petitjean - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Le Couppey
Lévy 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Le Couppey
Lechesne - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Le Couppey
Dozoul - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Le Couppey « se propose de quitter la classe »
Mairargue - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Le Couppey
Abazaër - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Le Couppey
Coche Deshays - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Coche
Montal 1ère - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Coche
Coche 2ème - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Coche
Lindenheimer 1ère - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Coche
Montal 2ème - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Coche





目録番号 調性 楽章 出版年 ジャンル 下位ジャンル 欠席の有無 試験日検索年度 クラス検索
Michelin-Compte - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1861/6/7 Coche « En congé »
Desnoyers de Biéville - - - - - - - - - - - - - - - 1861/6/7 Coche
Paule Gayrard - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1861/6/7 Coche « En congé »
1861-1862 1861/12/30 Laurent David - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Laurent
Suiste - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Laurent
Signaire-divoir - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Laurent
Lœwenthal - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Laurent
Pradeau - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Laurent
Cavalier - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Laurent
Benoit - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Laurent
Calaveau - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Laurent
Marmontel Emmanuel - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Marmontel
Ketten Concerto - - - - - Bach Concerto - - - - - Concerto Concerto (baroque) 1861/12/30 Marmontel
Delahaye - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Marmontel
Weigand - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Marmontel
Martin - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Marmontel
Launay-Céphas un Concerto - - - - - Herz - - - - - - Concerto - 1861/12/30 Marmontel
Mazenski un Concerto - - - - - Hiller Concerto - - - - - Concerto - 1861/12/30 Marmontel
Herz Hardouin 2 - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Herz
Howyet - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Herz
Cellier - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Herz
Rister - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Herz
Denéry - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Herz
Farrenc Paul - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1861/12/30 Farrenc « malade »
Limonaire - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Farrenc
Bessaignes - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Farrenc
Höffer-Kehler - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Farrenc
Ducasse - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Farrenc
Le Couppey Celliez - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Le Couppey
Mairargue - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Le Couppey
Abazaër - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Le Couppey
Roulle - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Le Couppey
Lévy - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Le Couppey
Coche Deshays - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Coche
Montal 1ère - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1861/12/30 Coche « En congé jusqu'au mois d'avril »AJ 37/229-2には名前記載あり、しかし評価は空欄。Coche 2ème - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Coche
Lindenheimer 1ère - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Coche
Montal 2ème - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1861/12/30 Coche « En congé jusqu'au mois d'avril »AJ 37/229-2には名前記載あり、しかし評価は空欄。
Dupré - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1861/12/30 Coche « Se retire pour cause de santé »AJ 37/229-2には名前記載なし。Desnoyers de Biéville - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Coche
Paule Gayrard - - - - - - - - - - - - - - - 1861/12/30 Coche
1861-1862 1862/6/13 Laurent Davide - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Laurent
Suiste - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Laurent
Signaire-divoir - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Laurent
Lawenthal - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Laurent
Pradeau - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Laurent
Cavalier - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Laurent
Benoit - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Laurent
Claveau - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Laurent
Rambour - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Laurent
Thomassian - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Laurent
Marmontel Emmanuel - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Marmontel
Ketten - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1862/6/13 Marmontel
« travaille irrégulièrement. Je ne l'ai vu qu’une fois depuis le concours d'essai de l'institut. Les concerts, les voyages, etc., etc. l'empêche depuis trois ans de prendre part un concours […] »AJ 37/224-3には記載なし。Delahye - - - - Sonate de Mozart - Mozart Sonate - - - - - Sonate - 1862/6/13 Marmontel
Weigand - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Marmontel
Launay - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Marmontel
Mazenski - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Marmontel
Lack 2e Concerto - - - - - Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - 1862/6/13 Marmontel
Corbaz - - Sonate  de Mozart - - - Mozart Sonate - - - - - Sonate - 1862/6/13 Marmontel
Berthemet - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Marmontel
Herz Hardouin 2ème - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Herz
Barnard - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Herz
Hardouin 1ère - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Herz
Cellier - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1862/6/13 Herz « Partie »
Riester - - Concerto de Field - - - Field Concerto - - - - - Concerto - 1862/6/13 Herz
Dénery - - Concerto Hummel - - - Hummel Concerto - - - - - Concerto - 1862/6/13 Herz
Jungck - - morceau de Herz - - - Herz Morceau - - - - - 同定不可 - 1862/6/13 Herz
Secrétain - - Concerto de Field - - - Field Concerto - - - - - Concerto - 1862/6/13 Herz
Trautmann - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Herz
Leybaque - - Sonate de Herz - - - Herz Grande sonate di bravura 200 - Es - 1861 Sonate - 1862/6/13 Herz
de Lage - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Herz « toujours malade »AJ 37/224-3もmaladeと記載されているが、« Joli jeu »とあるので演奏はしたようだ。Farrenc Limonaire - - Étude de Moscheles - - - Moscheles Étude - - - - - Étude(s) - 1862/6/13 Farrenc
Bessaignes - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Farrenc
Höffer-Kehler - - Sonate de Beethoven - - - Beethoven Sonate - - - - - Sonate - 1862/6/13 Farrenc
Ducasse - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Farrenc
Rifaut - - Sonate de Hummel - - - Hummel Sonate - - - - - Sonate - 1862/6/13 Farrenc
Laudoux - - 1re sonate de Hummel - - - Hummel Sonate - - - - - Sonate - 1862/6/13 Farrenc
Coevoët - - Sonate de Dussek - - - Dussek Sonate - - - - - Sonate - 1862/6/13 Farrenc
Lenoir - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Farrenc
Picard - - Imp. Posth. [sic.] de Chopin - - - Chopin Fantaisie-impromptu 66 - cis - Paris, 1855 Morceaux caractéristiques Impromptu 1862/6/13 Farrenc
Le Couppey Celliez - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Le Couppey
Mairargue - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Le Couppey
Abazaër - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Le Couppey
Roulle - - Concertstück - - - [Weber] - - - - - - Concerto - 1862/6/13 Le Couppey
Lévy - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Le Couppey
Noël - - Concerto de Hummel - - - Hummel Concerto - - - - - Concerto - 1862/6/13 Le Couppey
Laviolette - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Le Couppey
Cantin - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Le Couppey
Millot-Gillette - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Le Couppey
Bedel - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Le Couppey
Boutoille - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1862/6/13 Le Couppey « rayée »
Coche Deshays - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Coche
Coche 2ème - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Coche
Lindenheimer 1ère - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Coche
Desnoyers de Biéville - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Coche
Les deux *** "élèves *** que je propose pour le concours sont Mrs Lack et 
Paule Gayrard - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Coche
Benaud - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Coche
Viallon - - - - - - - - - - - - - - - 1862/6/13 Coche
1862-1863 1862/12/18 Marmontel Delahye - - - - - - - - - - - - - - - 1862/12/18 Marmontel
Martin - - - - - - - - - - - - - - - 1862/12/18 Marmontel
Launay - - - - - - - - - - - - - - - 1862/12/18 Marmontel
Mazewski - - - - - - - - - - - - - - - 1862/12/18 Marmontel
Lack - - Sonate de Herz - - - Herz Grande sonate di bravura 200 - Es - 1861 Sonate - 1862/12/18 Marmontel
Corbaz - - Sonate de Haydn - - - Haydn Sonate - - - - - Sonate - 1862/12/18 Marmontel
Berthemet - - Concerto de Moscheles - - - Moscheles Concerto - - - - - Concerto - 1862/12/18 Marmontel
Mathias Suiste - - - - - - - - - - - - - - - 1862/12/18 Mathias
Davide - - - - - - - - - - - - - - - 1862/12/18 Mathias
Pradeau - - - - - - - - - - - - - - - 1862/12/18 Mathias
Cavalier - - Concerto de Moscheles - - - Moscheles Concerto - - - - - Concerto - 1862/12/18 Mathias
Benoit - - Impromptu - - - Chopin Impromptu - - - - - Morceaux caractéristiques Impromptu 1862/12/18 Mathias
Claveau - - - - - - - - - - - - - - - 1862/12/18 Mathias
Rambour - - - - - - - - - - - - - - - 1862/12/18 Mathias
Thomassian - - - - - - - - - - - - - - - 1862/12/18 Mathias
Herz Barnard - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1862/12/18 Herz « N'est venu point venu en classe depuis la rentrée. »AJ 37/224-3に名前記載なし。Riester - - Concerto de Field - - - Field Concerto - - - - - Concerto - 1862/12/18 Herz
Dénery - - - - - - - - - - - - - - - 1862/12/18 Herz
Jungck - - - - - - - - - - - - - - - 1862/12/18 Herz
Secrétain - - - - - - - - - - - - - - - 1862/12/18 Herz
Leybaque - - Concerto de Herz - - - Herz - - - - - - Concerto - 1862/12/18 Herz
de Lage - - - - - - - - - - - - - - - 1862/12/18 Herz
Farrenc Höffer-Kehler - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1862/12/18 Farrenc « souvent malade »AJ 37/230-3に名前記載なし。
Ducasse - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1862/12/18 Farrenc « souvent malade »AJ 37/230-3に名前記載なし。Rifaut - - - - - Beethoven Sonate Beethoven Sonate - - - - - Sonate - 1862/12/18 Farrenc
Laudoux - - Concerto - - Mendelssohn Concerto Mendelssohn Concerto - - - - - Concerto - 1862/12/18 Farrenc
Coevoët - - - - - Hummel Adieux Hummel Les adieux : grand concerto 110 - E - Paris, 1826 Concerto - 1862/12/18 Farrenc
Lenoire - - - - - - - - - - - - - - - 1862/12/18 Farrenc
Le Couppey Cellier - - - - - - - - - - - - - - - 1862/12/18 Le Couppey
Mairargue - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1862/12/18 Le Couppey « rayée »
Abazaër - - - - - - - - - - - - - - - 1862/12/18 Le Couppey
Roulle - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1862/12/18 Le Couppey « Démissionnaire »
Lévy - - - - - - - - - - - - - - - 1862/12/18 Le Couppey
Noël - - - - - - - - - - - - - - - 1862/12/18 Le Couppey
Laviolette - Bach-Bourrée Bourrée de Bach - - - Bach Bourrée - - - - - Danse - 1862/12/18 Le Couppey
Cantin - Weber-Sonate op. 39 Sonate de Weber-la♭ Weber Sonate op. 39 - - Weber 2e Sonate 39 - As - Berlin, 1816 Sonate - 1862/12/18 Le Couppey
Millot-Gillette - Mozart-Menuet de la sonate en laSon te de Mozart (Minuetto) Mozart morceau - - Mozart Sonate - K 331 A - Paris, 1782 Sonate - 1862/12/18 Le Couppey
Bedel - Haydn-Rondo de la sonate en ut maj.,Sonate d'Haydn (Rondeau) Haydn rondo - - Haydn Sonate - - - finale - Sonate - 1862/12/18 Le Couppey
Coche Deshays - - - - - - - - - - - - - - - 1862/12/18 Coche
Lindenheimer 1ère - - - - - - - - - - - - - - - 1862/12/18 Coche
Desnoyers de Biéville - - - - - - - - - - - - - - - 1862/12/18 Coche
Paule Gayrard - - - - - - - - - - - - - - - 1862/12/18 Coche
Benaud - - - - - - - - - - - - - - - 1862/12/18 Coche
Viallon - - - - - - - - - - - - - - - 1862/12/18 Coche
1862-1863 1863/6/5 Marmontel Delahaye - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Marmontel
Martin - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Marmontel
Launay - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Marmontel
Lack - - Pezzo cattisi*** Morceau de Chopin - - Chopin - - - - - - 同定不可 - 1863/6/5 Marmontel
Corbaz - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Marmontel
Berthemet - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Marmontel
Power - - Fugue en mi mineur - - - Händel 1re Suites des pièces (4e Suite) - HWV 429 e I 1720 Fugue - 1863/6/5 Marmontel
Truffot - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Marmontel
Herezka - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Marmontel
Mathias Suiste - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Mathias
Pradeau - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Mathias
Cavalier - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Mathias
Benoist - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Mathias
Cleveau - - Sonate de Hummel - - - Hummel Sonate - - - - - Sonate - 1863/6/5 Mathias
Rembour - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Mathias
Thomassian - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1863/6/5 Mathias « En congé. Élève nul. »
Lawenthal - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Mathias
Devillers - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1863/6/5 Mathias « En congé pour cause de maladie. Élève nul. »
Perpignan - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Mathias
Herz Riester - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Herz
Denery - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Herz
Jungck - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1863/6/5 Herz « rayée »
Secrétain - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Herz
Leybaque - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Herz
Delage - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1863/6/5 Herz « rayée »
Loiseau - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Herz
Bellier - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Herz
Bounsolazzi - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Herz
Thibault - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Herz
Collo - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Herz
Farrenc Hoffer-Kohler - - Prélude et fugue de S. Bach en ut♯- - - Bach - - - - - - Prélude - 1863/6/5 Farrenc
- - Prélude et fugue de S. Bach en ut♯- Fugue de Bach - Bach - - - - - - Fugue - 1863/6/5 Farrenc
Ducasse - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1863/6/5 Farrenc « Malade »
Rifaut - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Farrenc
Laudoux - - - - Sonate de Scarlatti - Scarlatti Sonate - - - - - Sonate Sonate (baroque) 1863/6/5 Farrenc
Coevoët - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Farrenc
Lenoir - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Farrenc
André - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Farrenc
Colin - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Farrenc
Drevet 2e - - 12e concerto de Dussek - - - Dussek 12e concerto de Dussek 70 C 238 Es - 1810 Concerto - 1863/6/5 Farrenc
Hamus - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Farrenc
Devret - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Farrenc
Le Couppey Cellier - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Le Couppey
Abazaër - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Le Couppey
Lévy - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Le Couppey
Noël - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Le Couppey
Laviolette - - Rondo en ré mineur de Beethoven - - - Beethoven Sonate 31-2 - d III (finale) Zurich, 1803 Sonate - 1863/6/5 Le Couppey ベートーヴェンのニ短調ソナタはop. 31-2のみなのでop. 31-2と同定。
Cantin - - Rondeau de l'op. 7 de Beethoven - - - Beethoven Sonate 7 - Es IV (finale)Vienne, 1797 Sonate - 1863/6/5 Le Couppey
Millot-Gillette - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Le Couppey
Bedel - - Variations de Mozart - - - Mozart Variations - - - - - Variations - 1863/6/5 Le Couppey
Waldteufel - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1863/6/5 Le Couppey « malade »
Davignon-monpou - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Le Couppey
Savit - - Rondeau d'une sonate de Mozart - - - Mozart Rondo - - - - - Sonate - 1863/6/5 Le Couppey
Coche Viallon - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Coche
Lindenheimer 1ère - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Coche
Desnoyers de Biéville - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Coche
Paule Gayrard - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Coche
Renaud - - Pezzo di Moscheles - - - Moscheles - - - - - - 同定不可 - 1863/6/5 Coche
Viallon - - Concerto di Moscheles - - - Moscheles Concerto - - - - - Concerto - 1863/6/5 Coche
Grcening 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Coche
Blankenstein - - - - - - - - - - - - - - - 1863/6/5 Coche
de Cormon - - Sonate de Dussek op. 39 - - - Dussek Sonate 39 - - - 1799 Sonate - 1863/6/5 Coche
1863-1864 1864/1/22 Marmontel Martin - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Marmontel
Launay - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Marmontel
Lack - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Marmontel
Corbaz - - - - - - Mayer - - - - - - - - 1864/1/22 Marmontel
Berthemet - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Marmontel
Power - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Marmontel
Truffot - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Marmontel
Herezka - - [**nte] pezzo - - - 同定不可 - - - - - - 同定不可 - 1864/1/22 Marmontel
Herz Riester - - Beethoven [sonata? en ] ut♯ mineur- - - Beethoven Sonate 27-2 - cis - Vienne, 1802 Sonate - 1864/1/22 Herz
Jungk - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Herz
Secrétain - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Herz
Leybaque - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Herz
de Lage - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Herz
Loiseau - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1864/1/22 Herz « Malade. En congé illimité »
Bellier - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Herz
Bounsolazzi - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Herz
Thibault - - Concerto de Mendelssohn - - - Mendelssohn Concerto - - - - - Concerto - 1864/1/22 Herz
Collo - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Herz
Farrenc Hoffer-Kohler - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1864/1/22 Farrenc « En congé »
Rifaut - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Farrenc
Laudoux - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Farrenc
Coevoët - - Rondo en fa de Beethoven - - - Beethoven - - - - - - 同定不可 - 1864/1/22 Farrenc
Lenoir - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Farrenc
André - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Farrenc
Colin - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1864/1/22 Farrenc « En congé »
Drevet 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Farrenc
Hamus - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Farrenc
Devred - - 9e concerto de Dussek - - - Dussek 9e concerto 49 C 187 g - 1801 Concerto - 1864/1/22 Farrenc
Le Couppey Abazaër - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Le Couppey
Noël - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Le Couppey
Laviolette - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Le Couppey
Cantin - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Le Couppey
Millot-Gillette - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Le Couppey
Bedel - - Sonate de Scarlatti - - - Scarlatti Sonate - - - - - Sonate Sonate (baroque) 1864/1/22 Le Couppey
Davignon-monpou - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1864/1/22 Le Couppey « Demission »
Savit - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Le Couppey
Coche Desnoyers de Biéville - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Coche
Paule Gayrard - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Coche
Renaud - - Rondo di Beethoven - - - Beethoven - - - - - - 同定不可 - 1864/1/22 Coche
Viallon - - Sonata de Schulhoff - - - Schulhoff Sonate 37 - f - Paris, 1854 Sonate - 1864/1/22 Coche
Grcening 2e - - Concerto de Hummel - - - Hummel Concerto - - - - - Concerto - 1864/1/22 Coche
Blankenstein - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Coche
de Cormon - - - - - - - - - - - - - - - 1864/1/22 Coche
1863-1864 1864/6/9 Marmontel Martin - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Marmontel
Lack - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Marmontel
Corbaz Concerto en la - - - - - Hummel Grand concerto 85 - a - Paris, 1823 Concerto - 1864/6/9 Marmontel
1er Concerto - - - - - Herz Grand concerto 34 - A - (1829初演) Concerto - 1864/6/9 Marmontel
Berthemet 1er Allegro - - - - - Mayer 1er Allegro de concert 51 - f - Paris, 1846 Concerto Concertino 1864/6/9 Marmontel
Truffot 2e Allegro - - - - - Mayer 2e Allegro de concert 60 - fis - Paris, 1843 Concerto Concertino 1864/6/9 Marmontel
Herezka - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Marmontel
Hammerel 2e Concerto - - - - - Moscheles 2e concerto 56 - Es - [1823] Concerto - 1864/6/9 Marmontel
Bourgeois Concerto - - - - - Field Concerto - - - - - Concerto - 1864/6/9 Marmontel
Mathias Suiste - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Mathias
Pradeau - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Mathias
Cavalier - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Mathias
Rembour - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Mathias
Lawenthal - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Mathias
Devillers - - Allegro - - - Schulhoff Allegro - - - - - Sonate - 1864/6/9 Mathias
Perpignan - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Mathias
Dobrowlski - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Mathias
Hess - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Mathias
Rosen - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Mathias
Herz Riester - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Herz
Jungk - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Herz
Secrétain - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Herz
Leybaque - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Herz
de Lage - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Herz
Loiseau - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Herz
Bellier - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Herz
Bounsolazzi - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Herz
Thibault - - Concerto de Herz - - - Herz - - - - - - Concerto - 1864/6/9 Herz
Collo - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Herz
Midoz - - 3e concerto de Herz - - - Herz 3e concerto 87 - ｄ - 1836 Concerto - 1864/6/9 Herz
Farrenc Hoffer-Kohler - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Farrenc
Rifaut - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Farrenc
Laudoux - - Prélude [...] de Bach en ut♯ majeur- - - Bach Prélude - - Cis - - Prélude - 1864/6/9 Farrenc
- -  [...] fugue de Bach en ut♯ majeur - Fugue de Bach - Bach Fugue - - Cis - - Fugue - 1864/6/9 Farrenc
Coevoët - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Farrenc
Lenoir - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Farrenc
André - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Farrenc
Colin - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Farrenc
Drevet 2e - - Concerto de Field - - - Field Concerto - - - - - Concerto - 1864/6/9 Farrenc
Hamus - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Farrenc
Devred - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Farrenc
Nondin 1ère - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Farrenc
Coupin - - Concerto de Hummel - - - Hummel Concerto - - - - - Concerto - 1864/6/9 Farrenc
Le Couppey Abazaër - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Le Couppey
Noël - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Le Couppey
Laviolette - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Le Couppey
Cantin - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Le Couppey
Millot-Gillette - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1864/6/9 Le Couppey « En congé »
Bedel - - - - Rigaudon de Dardanus - Rameau Rigaudon - - G - Paris, 1862 Arrangement - 1864/6/9 Le Couppey « Cette élève apporte à l'examen 20 morceaux joués par cœur »
Savit - - - - Rondo en ut de Haydn - Haydn Rondo - - - - - 同定不可 - 1864/6/9 Le Couppey
Ginisty - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1864/6/9 Le Couppey « En congé »
Delamotte - - - - Impromptu de Schubert - Schubert Impromptu - - - - - Morceaux caractéristiques Impromptu 1864/6/9 Le Couppey
Franckmann - - - - Gavotte variée de Haendel - Händel 2de Suites des pièces (8e suite) - HWV 441 G VI 1733 Variations Variations (baroque) 1864/6/9 Le Couppey
Bernard - - Rondeau de Mozart en la mineur - Rondo de Mozart - Mozart Rondo - - a - - 同定不可 - 1864/6/9 Le Couppey
Coche Desnoyers de Biéville - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Coche
Paule Gayrard - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Coche
Renaud - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Coche
Viallon - - Rondeau  de Beethoven en la♭ - - - Beethoven Sonate 26 - As - Vienne, 1802 Sonate - 1864/6/9 Coche
Grcening 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Coche
Blankenstein - - op. 39 de Dussek, si♭ - - - Dussek Sonate 39-3 C 168 B - 1799 Sonate - 1864/6/9 Coche
de Cormon - - Concerto de Field - - - Field Concerto - - - - - Concerto - 1864/6/9 Coche
Viguier - - Concerto - - - 同定不可 - - - - - - Concerto - 1864/6/9 Coche
Penau - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Coche
Praly 1ère - - Sonate de Dussek - - - Dussek Sonate - - - - - Sonate - 1864/6/9 Coche
Brodin - - - - - - - - - - - - - - - 1864/6/9 Coche
1864-1865 1864/12/5 Marmontel Lack - - - - - - - - - - - - - - - 1864/12/5 Marmontel
Corbaz - - - - - - - - - - - - - - - 1864/12/5 Marmontel
Berthemet - - - - - Concerto Herz Herz Concerto - - - - - Concerto - 1864/12/5 Marmontel
Hammerel - - - - - Hummel-Concerto la Hummel Grand concerto 85 - a - Paris, 1823 Concerto - 1864/12/5 Marmontel
Bourgeois - - Concerto Field - - Field-2e concerto Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - 1864/12/5 Marmontel
Mathias Pradeau - - - - - - - - - - - - - - - 1864/12/5 Mathias
Rembour - - Scherzo de Chopin - - Chopin-Scherzo Chopin Scherzo - - - - - Scherzo - 1864/12/5 Mathias
Lawenthal - - - - - - - - - - - - - - - 1864/12/5 Mathias
Devillers - - Beethoven, fa mineur Sonate - - Beethoven-finale sonate fa mineur Beethoven Sonate - - f - - Sonate - 1864/12/5 Mathias
Perpignan - - Beethoven Minuetto sol majeur - - Beethoven-finale sonate en sol Beethoven Sonate 49-2 - G II (finale) Vienne, 1805 Sonate - 1864/12/5 Mathias
Dobrowlski - - Concerto de Field - - Field-concerto 4e Field Concerto - - - - - Concerto - 1864/12/5 Mathias
Hess - - Concerto de Hummel - - Moscheles-Concerto 同定不可 - - - - - - Concerto - 1864/12/5 Mathias
Rosen - - - - - - - - - - - - - - - 1864/12/5 Mathias
Blasini - - - - - - - - - - - - - - - 1864/12/5 Mathias
Herz Riester - - Chopin Concerto - - Chopin 1er concerto Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - 1864/12/5 Herz
Secrétain - - - - - - - - - - - - - - - 1864/12/5 Herz
Leybaque - - - - - - - - - - - - - - - 1864/12/5 Herz
Bellier - - - - - - - - - - - - - - - 1864/12/5 Herz « malade »
Bounsolazzi - - - - - Concerto sol mineur Moscheles 3e concerto 60 - g - [1820] Concerto - 1864/12/5 Herz
Thibault - - - - - - - - - - - - - - - 1864/12/5 Herz
Midoz - - - - - - - - - - - - - - - 1864/12/5 Herz
Farrenc Rifaut - - Scarlatti (Pièce) - - - Scarlatti Pièce - - - - - 同定不可 - 1864/12/5 Farrenc
Laudoux - - - - - - - - - - - - - - - 1864/12/5 Farrenc
Coevoët - - Concerto de Chopin - - Chopin 1er concerto Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - 1864/12/5 Farrenc
Lenoir - - - - - - - - - - - - - - - 1864/12/5 Farrenc
André - - Straniera variée - - Thalberg straniera Thalberg Fantaisie pour le piano forte, sur des motifs de l'opéra la Straniera de Bellini9 - b/D s - Paris, 1832 Fantaisie Fantaisie 2 1864/12/5 Farrenc
Drevet 2e - - - - - - Bach - - - - - - - - 1864/12/5 Farrenc
Nondin 1ère - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1864/12/5 Farrenc « rayée »
Hamus - - 6/8 mi♭ - - Finale de la sonate en mi♭ Beethoven Sonate - - Es - - Sonate - 1864/12/5 Farrenc
Devred - - - - - Beethoven finale pathétique Beethoven Sonate 13 - c - Vienne, 1799 Sonate - 1864/12/5 Farrenc
Coupin - - - - - Concerto sol mineur Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - 1864/12/5 Farrenc
Le Couppey Abazaër - - - - - - - - - - - - - - - 1864/12/5 Le Couppey
Laviolette - - - - - - - - - - - - - - - 1864/12/5 Le Couppey
Cantin - - - - - - - - - - - - - - - 1864/12/5 Le Couppey
Millot-Gillette - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1864/12/5 Le Couppey « cette élève ne vient plus à la classe »AJ 37/230-3に名前記載なし。Bedel - - - - - - - - - - - - - - - 1864/12/5 Le Couppey
Savit - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1864/12/5 Le Couppey « en congé »
Ginisty - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1864/12/5 Le Couppey « en congé »
Delamotte - - Beethoven Rondo en si♭ - - Beethoven finale Sonata si♭ Beethoven Sonate - - - - - Sonate - 1864/12/5 Le Couppey
Franckmann - - Weber Rondo - - - Weber Rondo - - - - - 同定不可 - 1864/12/5 Le Couppey
Bernard - - - - - - - - - - - - - - - 1864/12/5 Le Couppey
Coche Renaud - - - - - - - - - - - - - - - 1864/12/5 Coche
Viallon - - - - - - - - - - - - - - - 1864/12/5 Coche
Grcening 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1864/12/5 Coche
Blankenstein - - Concerto Hummel - - - Hummel Concerto - - - - - Concerto - 1864/12/5 Coche
de Cormon - - - - - - - - - - - - - - - 1864/12/5 Coche
Viguier - - Concerto Chopin - - - Chopin Concerto - - - - - Concerto - 1864/12/5 Coche
Penau - - - - - - - - - - - - - - - 1864/12/5 Coche
Praly 1re - - Sonate d'Hummel mi♭ - - Hummel sonate mi♭ Hummel Grande sonate 13 - Es - Paris, ca 1811 Sonate - 1864/12/5 Coche
Brodin - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1864/12/5 Coche « malade, ne pourra pas passer l'examen »
1864-1865 1865/6/7 Marmontel Lack* 2e Scherzo - - - - - Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - 1865/6/7 Marmontel « a préparé le 2e scherzo de Chopin. Ce morceau pourrait être essayé comme pièce de concours »
Corbaz* Concerto - - - - - Pixis Concerto 100 - C - Paris, 1826-28 Concerto - 1865/6/7 Marmontel « a préparé un concerto de Pixis. Ce morceau pourrait être essayé comme pièce de concours »
Berthemet - - 4e [concerto] de Kalkbrenner - - Kalkbrenner concerto la♭ Kalkbrenner 4e concerto 125 - As - Paris, 1835 Concerto - 1865/6/7 Marmontel
Hammerel - - 3e concerto de Ries - - Ries concerto ut♯ Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - 1865/6/7 Marmontel
Émile Bourgeois - - 1er [concerto] de Herz - - Herz Concerto Herz Grand concerto 34 - A - (1829初演) Concerto - 1865/6/7 Marmontel
Alphonse Bourgeois - - 3e concerto de Ries - - Ries concerto ut♯ Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - 1865/6/7 Marmontel
Marsan - - 1er concerto de Kalkbrenner - - Kalkbrenner concerto ré♯ Kalkbrenner 1er concerto 61 - d - Paris, 1823 Concerto - 1865/6/7 Marmontel
Puget - - 2e concerto de Field - - Field concerto 2d Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - 1865/6/7 Marmontel
Dufresne 2e - - Mouvement perpétuel de Weber - - Weber-Mouvement perpétuel Weber 1re sonate 24 - C - Paris, 1812 Sonate - 1865/6/7 Marmontel
Claveau - - 2e concerto de Kalkbrenner - - Kalkbrenner 2e concerto Kalkbrenner 2e concerto 80 - e - Paris, 1826 Concerto - 1865/6/7 Marmontel
Mathias Pradeau - - - - - - - - - - - - - - - 1865/6/7 Mathias
Rembour - - Concerto de Hiller - - Mayer concerto 同定不可 - - - - - - Concerto - 1865/6/7 Mathias
Lawenthal - - - - - - - - - - - - - - - 1865/6/7 Mathias
Devillers - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1865/6/7 Mathias « rayé », 名簿によれば除籍の日付は « le 30 avr. 1865 »AJ 37/230-3に名前記載なし。Perpignan - - - - - Clementi sonate Clementi Sonate - - - - - Sonate - 1865/6/7 Mathias
Dobrowlski - - 2e de Field - - Field 2e concerto Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - 1865/6/7 Mathias
Hess - - Polonaise de Weber - - Weber polonaise mi Weber Polacca brillante 72 - E - Berlin, 1819 Danse - 1865/6/7 Mathias
Rosen - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1865/6/7 Mathias « malade »
Auzende - - 1er concerto de Beethoven - - Beethoven concerto ut min. Beethoven Concerto - - - - - Concerto - 1865/6/7 Mathias
Bounsolazzi - - - - - Mozart sonate la min. Mozart Sonate - K 310 a - Paris, 1782 Sonate - 1865/6/7 Mathias
Herz Riester - - - - - - - - - - - - - - - 1865/6/7 Herz
Secrétain - - - - - - - - - - - - - - - 1865/6/7 Herz
Leybaque - - - - - - - - - - - - - - - 1865/6/7 Herz
Bellier - - Concerto de Herz - - - Herz - - - - - - Concerto - 1865/6/7 Herz
Bounsolazzi - - Fugue de Bach en ut♯ majeur - - Bach fugue ut♯ Bach Fugue - - Cis - - Fugue - 1865/6/7 Herz
Thibault - - - - - - - - - - - - - - - 1865/6/7 Herz
Midoz - - - - - - - - - - - - - - - 1865/6/7 Herz
Cayrol - - - - - - - - - - - - - - - 1865/6/7 Herz
Biot - - 5e concerto de Herz - - Herz Concerto Herz 5e concerto 180 - f - 1854 Concerto - 1865/6/7 Herz
Wilden 3e - - - - - Herz Concerto Herz Concerto - - - - - Concerto - 1865/6/7 Herz
Ponce de Léon - - 6e concerto de Herz - - Herz Concerto Herz 6e concerto 192 - a - 1858 (ms daté) Concerto - 1865/6/7 Herz
Hardy - - Concerto de Herz - - Herz Concerto Herz Concerto - - - - - Concerto - 1865/6/7 Herz
Farrenc Rifaut - - - - - Caprice de Chopin Chopin - - - - - - 同定不可 - 1865/6/7 Farrenc
Laudoux - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1865/6/7 Farrenc « Rayée »名簿によれば« démissionnaire le 11 Xbre 1865 »AJ 37/230-3に名前記載なし。Coevoët - - Fugue [...] en ut♯ majeur de Bach - - Fugue de Bach Bach Fugue - - Cis - - Fugue - 1865/6/7 Farrenc
- - [...] prélude en ut♯ majeur de Bach- - - Bach Prélude - - Cis - - Prélude - 1865/6/7 Farrenc
André - - - - - Ries-Concerto ut♯ Ries Concerto - - - - - Concerto - 1865/6/7 Farrenc
Drevet 2e - - - - - Chopin-1er concerto Chopin Concerto - - - - - Concerto - 1865/6/7 Farrenc
Hamus - - - - - - - - - - - - - - - 1865/6/7 Farrenc
Devred - - - - - Concerto posthume de Hummel Hummel Concerto - - - - - Concerto - 1865/6/7 Farrenc
Coupin - - - - - Concerto Weber Weber Concerto - - - - - Concerto - 1865/6/7 Farrenc « Rayée »AJ 37/230-3には名前記載あり。
名簿によれば« démissionnaire de cette classe le 3 juin 1865 » 。
Donne - - - - - Ries concerto la♭ Ries 8e concerto "Salut au Rhin" 151 - As - Paris, 1828 Concerto - 1865/6/7 Farrenc
More-Beaumont 1ère - - - - - - - - - - - - - - - 1865/6/7 Farrenc
Portenart - - - - - Thalberg Sonnambule Thalberg Grand Caprice sur des motifs de "La Somnambule" de Bellini46 - - - Paris, 1842 Fantaisie Fantaisie 2 1865/6/7 Farrenc
Gaildrau 1ère - - - - - Dussek Concerto Dussek Concerto - - - - - Concerto - 1865/6/7 Farrenc
Le Couppey Abazaër - - - - - - - - - - - - - - - 1865/6/7 Le Couppey
Laviolette - - - - - - - - - - - - - - - 1865/6/7 Le Couppey
Cantin - - - - - - - - - - - - - - - 1865/6/7 Le Couppey
Bedel - - - - - - - - - - - - - - - 1865/6/7 Le Couppey
Ginisty - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1865/6/7 Le Couppey « depuis l'expiration de son congé, cette élève n'a paru que 3 fois à la classe. »AJ 37/230-3に名前なし。Savit - - Fugue de Bach ut♯ majeur - - - Bach Fugue - - Cis - - Fugue - 1865/6/7 Le Couppey
Delamotte - - Fugue de Bach ut♯ majeur - - - Bach Fugue - - Cis - - Fugue - 1865/6/7 Le Couppey
Franckmann - - Fugue en ré - - - 同定不可 Fugue - - - - - Fugue - 1865/6/7 Le Couppey
Bernard - - - - - - - - - - - - - - - 1865/6/7 Le Couppey
Régnier - - 2e fugue ut mineur - - - [Bach] Fugue - - c - - Fugue - 1865/6/7 Le Couppey
Kern - - 1re fugue - - Fugue de Bach ut♯ maj. Bach Fugue - - Cis - - Fugue - 1865/6/7 Le Couppey
Hugget - - 1re fugue - - Fugue de Bach ut♯ maj. Bach Fugue - - Cis - - Fugue - 1865/6/7 Le Couppey
Coche Renaud - - Allegro　25[?] de Schulhoff - - Allegro de schulhoff Schulhoff Allegro - - - - - Sonate - 1865/6/7 Coche
Vaillon - - - - - - - - - - - - - - - 1865/6/7 Coche
Grcening 2e - - - - - Concerto de Field (4e) Field 4e concerto - H 28 Es - Saint-Pétersbourg 1814; rév., 1819Concerto - 1865/6/7 Coche
Blankenstein - - - - - Concerto de Field (3e) Field - - - - - - Concerto - 1865/6/7 Coche
de Cormon - - - - - Concerto de Chopin (1er) Chopin - - - - - - Concerto - 1865/6/7 Coche
Viguier - - - - - Scherzo de Mathias Mathias Scherzo - - - - - 同定不可 - 1865/6/7 Coche
Penau - - - - - Concerto de Ries ut♯ Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - 1865/6/7 Coche
Praly 1ère - - - - - Concerto de Mendelssohn sol min. Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - 1865/6/7 Coche
Brodin - - Concerto de Herz-andante - - Andante de concerto de Herz Herz - - - - II - Concerto - 1865/6/7 Coche
Potty - - - - - Concerto de Ries ut♯ Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - 1865/6/7 Coche
de Massas - - - - - Conceto de Weber Weber Concerto - - - - - Concerto - 1865/6/7 Coche
Godin - - - - - Concerto de Field (1er) Field 1er concerto - H 27 Es - Moscou, 1811 Concerto - 1865/6/7 Coche
1865-1866 1866/1/15 Marmontel Corbaz - - - - - - - - - - - - - - - 1866/1/15 Marmontel
Berthemet - - - - - - - - - - - - - - - 1866/1/15 Marmontel
Émile Bourgeois - - - - - 1er concerto  Kalkbrenner Kalkbrenner 1er concerto 61 - d - Paris, 1823 Concerto - 1866/1/15 Marmontel
Alphonse Bourgeois - - - - - Moscheles-Concerto Moscheles Concerto - - - - - Concerto - 1866/1/15 Marmontel
Marsan - - - - - Sonate Schulhoff Schulhoff Sonate 37 - f - Paris, 1854 Sonate - 1866/1/15 Marmontel
Puget - - Concerto en mi Hummel - - - Hummel Les adieux : grand concerto 110 - E - Paris, 1826 Concerto - 1866/1/15 Marmontel
Dufresne 2e - - - - - Rondo de Mozart Mozart Rondo - - - - - 同定不可 - 1866/1/15 Marmontel
Claveau - - - - - - - - - - - - - - - 1866/1/15 Marmontel
Mathias Perpignan - - Finale d'Haydn - - Rondo de Haydn Haydn Rondo - - - finale - 同定不可 - 1866/1/15 Mathias
Dobrowlski - - Concerto - - Concerto de Ries Ries Concerto - - - - - Concerto - 1866/1/15 Mathias
Hess - - - - - Sonate pathétique Beethoven Beethoven Sonate 13 - c - Vienne, 1799 Sonate - 1866/1/15 Mathias
Auzende - - Symphonie en ut Mozart - - Symphonie de Mozart Mozart Symphonie - - c - - Arrangement - 1866/1/15 Mathias
Buonsolazzi - - Prélude [...] de Bach - - Prélude de S. Bach Bach Prélude - - - - - Prélude - 1866/1/15 Mathias
- - [...] fugue de Bach - - - Bach Fugue - - - - - Fugue - 1866/1/15 Mathias
Herz Secrétain - - - - - - - - - - - - - - - 1866/1/15 Herz
Buonsolazzi - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1866/1/15 Herz « rayée »
Thibault - - - - - - - - - - - - - - - 1866/1/15 Herz
Midoz - - - - - - - - - - - - - - - 1866/1/15 Herz
Cayrol - - 4e concerto de Field - - Concerto 4e Field Field 4e concerto - H 28 Es - Saint-Pétersbourg 1814; rév., 1819Concerto - 1866/1/15 Herz
Biot - - Concerto de - - Concerto sol Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - 1866/1/15 Herz
Wilden 3e - - - - - - - - - - - - - - - 1866/1/15 Herz
Ponce de Léon - - - - - Concerto de Herz Herz - - - - - - Concerto - 1866/1/15 Herz
Hardy - - - - - Concerto de Herz Herz - - - - - - Concerto - 1866/1/15 Herz
Farrenc Rifaut - - - - - Rondo de Beethoven Beethoven Rondo - - - - - 同定不可 - 1866/1/15 Farrenc
Coevoët - - - - - - - - - - - - - - - 1866/1/15 Farrenc
André - - - - - - - - - - - - - - - 1866/1/15 Farrenc
Drevet 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1866/1/15 Farrenc
Hamus - - - - - Prélude de Scarlatti Scarlatti Prélude - - - - - 同定不可 - 1866/1/15 Farrenc
Devred - - 4e concerto de Field - - 4e concerto de Field Field 4e concerto - H 28 Es - Saint-Pétersbourg 1814; rév., 1819Concerto - 1866/1/15 Farrenc
Donne - - - - - - - - - - - - - - - 1866/1/15 Farrenc
Portenart - - Rondo - - - Ries Rondo - - - - - 同定不可 - 1866/1/15 Farrenc
Gaildrau 1ère - - Beethoven - - - Beethoven - - - - - - - - 1866/1/15 Farrenc
Le Couppey Abazaër - - - - - - - - - - - - - - - 1866/1/15 Le Couppey
Bedel - - - - - - - - - - - - - - - 1866/1/15 Le Couppey
Savit - - - - - - - - - - - - - - - 1866/1/15 Le Couppey
Delamotte - - - - - - - - - - - - - - - 1866/1/15 Le Couppey « rayé »AJ 37/230-3に名前と評価記載ありRégnier - - Impromptu - - Impromptu de Chopin Chopin Impromptu - - - - - Morceaux caractéristiques Impromptu 1866/1/15 Le Couppey
Hugget - - Fugue re Bach - - Prélude et fugue de Bach Bach - - - - - - Prélude - 1866/1/15 Le Couppey
- - - - - Prélude et fugue de Bach Bach - - - - - - Fugue - 1866/1/15 Le Couppey
Coche Renaud - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1866/1/15 Coche « En congé depuis la rentrée des classes »
Vaillon - - - - - - - - - - - - - - - 1866/1/15 Coche
Blankenstein - - Concerto mi♭ Field - - 4e concerto Field Field 4e concerto - H 28 Es - Saint-Pétersbourg 1814; rév., 1819Concerto - 1866/1/15 Coche
de Cormon - - - - - Allegro de schulhoff Schulhoff Allegro - - - - - 同定不可 - 1866/1/15 Coche
Penau - - - - - - - - - - - - - - - 1866/1/15 Coche
Praly 1ère - - Concerto la♭ Field - - 2e concerto de Field Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - 1866/1/15 Coche
Godin - - mi♭ sonate de Hummel - - - Hummel Grande sonate 13 - Es - Paris, ca 1811 Sonate - 1866/1/15 Coche
de Massas - - Concerto la min. - - Concerto de Herz Herz 6e concerto 192 - a - 1858 (ms daté) Concerto - 1866/1/15 Coche
Brodin - - - - - Sonate mi♭ Hummel Grande sonate 13 - Es - Paris, ca 1811 Sonate - 1866/1/15 Coche
Ginisty - - - - - 1er concerto de Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - 1866/1/15 Coche
1865-1866 1866/6/13 Marmontel Corbaz - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Marmontel
Berthemet - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Marmontel
Émile Bourgeois - - Concerto - - Concerto Herz Herz - - - - - - Concerto - 1866/6/13 Marmontel
Marsan - - - - - Concerto Moscheles Moscheles Concerto - - - - - Concerto - 1866/6/13 Marmontel
Puget - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Marmontel
Claveau - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Marmontel
Wormser - - - - - Concerto de Dussek Dussek - - - - - - Concerto - 1866/6/13 Marmontel
Salvayre - - - - - Andante de Thalberg Thalberg Andante - - - - - 同定不可 - 1866/6/13 Marmontel
Cahen - - - - - Finale de Hummel Hummel Final - - - finale - 同定不可 - 1866/6/13 Marmontel
Artaud - - - - - Concerto de Mayer Mayer Concerto - - - - - Concerto - 1866/6/13 Marmontel
Cervantès - - - - - Épilogue de Heller Heller Épilogue - - - - - 同定不可 - 1866/6/13 Marmontel
Bonnet - - - - - Concerto Kalkbrenner Kalkbrenner Concerto - - - - - Concerto - 1866/6/13 Marmontel
Mathias Pradeau - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Mathias
Rembour - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Mathias
Hess - - - - - Concerto mi Hummel Hummel Les adieux : grand concerto 110 - E III (finale) Paris, 1826 Concerto - 1866/6/13 Mathias
Rosen - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Mathias
Auzende - - Concerto de Dussek - - Rondo du concerto la mineur Hummel 同定不可 Concerto - - - - - Concerto - 1866/6/13 Mathias
Buonsolazzi - - - - - Sonate en ré-Mozart Mozart Sonate - - - - - Sonate - 1866/6/13 Mathias
Cavalier - - - - - 1re sonate Mathias 1re sonate 20 - h - Paris, 1855 Sonate - 1866/6/13 Mathias « neveu de Massenet »
Courtade - - - - - Sonate en sol Clementi Sonate - - G - - Sonate - 1866/6/13 Mathias
Demartini - - - - - Caprice de Mandelssohn Mendelssohn Concerto - - - - - Concerto - 1866/6/13 Mathias
Obserdœffer - - - - - Rondo de Field Field - - - - - - 同定不可 - 1866/6/13 Mathias
Cavaillé - - - - - Sonate en fa-Cramer Cramer Sonate - - - - - Sonate - 1866/6/13 Mathias
Bungert - - - - - Allegro de concert Mayer Mayer Allegro de concert - - - - - Concerto Concertino 1866/6/13 Mathias
Pugno - - - - - Concerto mi♭ de Moscheles Moscheles - - - - - - Concerto - 1866/6/13 Mathias
Herz Secrétain - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Herz
Thibault - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Herz
Midoz - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Herz
Cayrol - - Finale du 5e concerto Herz - - Concerto de Hiller 同定不可 Concerto - - - - - Concerto - 1866/6/13 Herz
Biot - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Herz
Wilden 3e - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Herz
Ponce de Léon - - - - - Finale de concerto-Weber Weber Concerto - - - finale - Concerto - 1866/6/13 Herz
Hardy - - - - - Concerto 5e de Herz Herz 5e concerto 180 - f - 1854 Concerto - 1866/6/13 Herz
Le Callo - - - - - Concerto de Herz Herz - - - - - - Concerto - 1866/6/13 Herz
Barbetti - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Herz
Janin 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Herz
Ferrari - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Herz
Krasinska - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Herz
Moreau - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Herz
Sommer - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Herz
Viallon - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Herz
Godin - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Herz
de Cormon - - 5e concerto Herz - - Concerto de Herz Herz 5e concerto 180 - f - 1854 Concerto - 1866/6/13 Herz
Farrenc Rifaut - - - - - - Herz - - - - - - - - 1866/6/13 Farrenc
Coevoët - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Farrenc
André - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Farrenc
Drevet 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Farrenc
Hamus - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Farrenc
Devred - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Farrenc
Donne (Louise) - - - - - Pixis Pixis - - - - - - - - 1866/6/13 Farrenc
Portenart - - - - - Hummel Hummel - - - - - - - - 1866/6/13 Farrenc
Lhomme - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Farrenc
Bastin - - - - - - Ravina - - - - - - - - 1866/6/13 Farrenc « Elle est venue très-peu à la classe à cause de la maladie de sa mère; si elle travaille elle ira bien »
Maurice - - - - - Concerto-Pixis Pixis Concerto 100 - C - Paris, 1826-28 Concerto - 1866/6/13 Farrenc
Doumergue - - Concerto de Field la♭ - - 2e concerto-Field Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - 1866/6/13 Farrenc
Barrande - - - - - Concerto de Mendelssohn Mendelssohn Concerto - - - - - Concerto - 1866/6/13 Farrenc
Ginisty - - - - - Concerto de Mendelssohn Mendelssohn Concerto - - - - - Concerto - 1866/6/13 Farrenc
Brodin - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Farrenc « Un peu faible ; elle a été malade »
de Massas - - - - - Concerto de Ries Ries Concerto - - - - - Concerto - 1866/6/13 Farrenc
Praly 1ère - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Farrenc
Gaildrau 1ère - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Farrenc
Le Couppey Abazaër - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Le Couppey « Demission. Mariée depuis un mois »
Bedel - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Le Couppey
Savit - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Le Couppey
Régnier - - Rondo de Beethoven en fa - - Rondo de Beethoven Beethoven - - - - - - 同定不可 - 1866/6/13 Le Couppey
Hugget - - Étude de Chopin - - Étude de Chopin Chopin Études - - - - - Étude(s) - 1866/6/13 Le Couppey
Muller - - Rondo de Weber - Rondo de Weber Rondo de Weber Weber Rondo - - - - - 同定不可 - 1866/6/13 Le Couppey
Robin de la Hautière - - Impromptu de Schubert - Impromptu de Schubert Impromptu de Schubert Schubert Impromptu - - - - - Morceaux caractéristiques Impromptu 1866/6/13 Le Couppey
Lacroix - - Rondo d'Haydn - - Rondeau de Haydn Haydn Rondo - - - - - 同定不可 - 1866/6/13 Le Couppey « vient d'être malade »AJ 37/230-4に名前記載あり。Boulat-Le Bel - - Caprice de Mendelssohn - - Caprice de Mendelssohn Mendelssohn Caprice - - - - - Caprice - 1866/6/13 Le Couppey
Tiger - - Sonate en sol 2/4 de Beethoven - - Sonate en sol de Beethoven Beethoven Sonate - - - - - Sonate - 1866/6/13 Le Couppey
Gaillard - - Concerto de Field - - 4e concerto Field Field 4e concerto - H 28 Es - Saint-Pétersbourg 1814; rév., 1819Concerto - 1866/6/13 Le Couppey
Maurion - - Caprice de Chopin - - Nocturne de Chopin Chopin Nocturne - - - - - Morceaux caractéristiques Nocturne 1866/6/13 Le Couppey ショパンの作品にCapriceは存在しないのでNocturneと同定した。
Bloch - - Variations de Mozart - - Air varié de Mozart Mozart Variations - - - - - Variations - 1866/6/13 Le Couppey
Penau - - - - - - - - - - - - - - - 1866/6/13 Le Couppey
Renau 1ère - - Sonate en la♭ Beethoven - - Sonate de Beethoven-la♭-Variations Beethoven Sonate - - As I - Sonate - 1866/6/13 Le Couppey
Blankenstein - - Prélude de Bach - - Prélude de Bach Bach Prélude - - - - - Prélude - 1866/6/13 Le Couppey
Chart - - Concerto de Field en la♭ - - Field 2e concerto Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - 1866/6/13 Le Couppey
1866-1867 1866/12/10 Marmontel Corbaz - - - - - - - - - - - - - - - 1866/12/10 Marmontel
Berthemet - - - - - - - - - - - - - - - 1866/12/10 Marmontel
Émile Bourgeois - - Concerto Mendelssohn - - - Mendelssohn Concerto - - - - - Concerto - 1866/12/10 Marmontel
Marsan - - Sonate de Mathias - - - Mathias - - - - - - Sonate - 1866/12/10 Marmontel
Wormser - - - - - - Heller - - - - - - - - 1866/12/10 Marmontel
Salvayre - - - - - Hummel sonate fa♯ Hummel Sonate 81 - fis - Vienne 1819 Sonate - 1866/12/10 Marmontel
Cahen - - - - - Sonate la♭ Weber 2e Sonate 39 - As - Berlin, 1816 Sonate - 1866/12/10 Marmontel
Artaud - Sonate de Beethoven - - - Beethoven-finale sonate fa mineur Beethoven Sonate - - f - - Sonate - 1866/12/10 Marmontel
Bonnet - Allegro de Mayer - - - Ch. Mayer-concerto Mayer Allegro/Concerto - - - - - 同定不可 - 1866/12/10 Marmontel
Mathias Rembour - - - - - - - - - - - - - - - 1866/12/10 Mathias
Hess - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1866/12/10 Mathias « malade »
Auzende - - - - - - - - - - - - - - - 1866/12/10 Mathias
Buonsolazzi - La Straniera de Thalberg Fantaisie de la Straniera Thalberg - - Thalberg-la straniera Thalberg Fantaisie pour le piano forte, sur des motifs de l'opéra la Straniera de Bellini9 - b/D s - Paris, 1832 Fantaisie Fantaisie 2 1866/12/10 Mathias
Cavalier - Sonate de Beethoven Beethoven 111 - - Beethoven grande sonate ut mineur œuvre 111B ethoven Sonate 111 - c II (finale) Paris, 1823 Sonate - 1866/12/10 Mathias
Courtade - Sonate de Mozart Concerto de Mozart en la - - Mozart sonate la mineur Mozart Sonate - K 310 a - Paris, 1782 Sonate - 1866/12/10 Mathias
Demartini - 8e concerto de Mozart 8e concerto de Mozart - - Mozart 8e concerto Mozart Concerto - K 466 d - [1785] Concerto - 1866/12/10 Mathias
Obserdœffer - Sonate de Dussek Rondo en ut Dussek [op.] 35 - - Dussek sonate [op.] 35 Dussek Grande Sonate 35-3 C 151 c III (finale) 1797 Sonate - 1866/12/10 Mathias
Cavaillé - Préludes de J. S. Bach 2 petites préludes de Bach - - Préludes de Bach Bach Préludes - - - - - Prélude - 1866/12/10 Mathias
Bungert - Concerto de J. S. Bach Concerto italien Bach - - Bach Concerto italien Bach Concerto italien - BWV 971 F - Leipzig, 1735 Concerto Concerto (baroque) 1866/12/10 Mathias
Herz Thibault - - - - - - - - - - - - - - - 1866/12/10 Herz
Wilden 3e - - - - - - - - - - - - - - - 1866/12/10 Herz
Hardy - - - - - - - - - - - - - - - 1866/12/10 Herz
Le Callo - - - - - - - - - - - - - - - 1866/12/10 Herz
Barbetti - Concerto de Hummel Concerto en si de Hummel - - Hummel Concerto si mineur Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - 1866/12/10 Herz
Janin 2e - Concerto de Herz 7e concerto de Herz - - Concerto Herz Herz 7e concerto 207 - h - 1866 Concerto - 1866/12/10 Herz
Ferrari - - - - - - - - - - - - - - - 1866/12/10 Herz
Krasinska - - - - - - - - - - - - - - - 1866/12/10 Herz
Moreau - Concerto de Herz Concerto de Herz - - Concerto de Herz Herz - - - - - - Concerto - 1866/12/10 Herz
Sommer - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1866/12/10 Herz « rayée »
Viallon - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1866/12/10 Herz « rayée »
Godin - Concerto de Dussek 6e concerto de Dussek - - Concerto de Dussek Dussek 6e concerto 27 C 104 F - 1794 Concerto - 1866/12/10 Herz
de Cormon - Concerto de Herz Concerto de Herz - - Concerto 7e Herz Herz 7e concerto 207 - h - 1866 Concerto - 1866/12/10 Herz
Farrenc Coevoët - - - - - - - - - - - - - - - 1866/12/10 Farrenc
André - - - - - - - - - - - - - - - 1866/12/10 Farrenc
Drevet 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1866/12/10 Farrenc
Hamus - Sonate de Beethoven Sonate Beethoven - - - Beethoven Sonate - - - - - Sonate - 1866/12/10 Farrenc
Devred - Impromptu de Schubert Impromptu de Schubert-mi♭ - - - Schubert 4 Impromptus 90 D 899 Es II 1827 Morceaux caractéristiques Impromptu 1866/12/10 Farrenc
Donne (Louise) - Concerto de Herz Concerto de Herz - - Herz Concerto Herz - - - - - - Concerto - 1866/12/10 Farrenc
Portenart - Concerto de Pixis Concerto de Pixis - - Pixis Concerto Pixis Concerto 100 - C - Paris, 1826-28 Concerto - 1866/12/10 Farrenc
Gaildrau 1ère - Sonate de Clementi - - - - Clementi Sonate - - - - - Sonate - 1866/12/10 Farrenc
Lhomme - Rondo de Ries Rondo de Ries - - Ries Rondo Ries Rondo - - - - - 同定不可 - 1866/12/10 Farrenc
Bastin - Concerto de Hummel Concerto de Hummel en mi♭ - - - Hummel Grande sonate 13 - Es - Paris, ca 1811 Sonate - 1866/12/10 Farrenc
Maurice - Fantaisie de Thalberg Fantaisie de Thalberg - - Thalberg-Straniera Thalberg Fantaisie pour le piano forte, sur des motifs de l'opéra la Straniera de Bellini9 - b/D s - Paris, 1832 Fantaisie Fantaisie 2 1866/12/10 Farrenc
Doumergue - Concerto de Weber Concertstuck[sic.] Weber - - Weber-Concerto Weber Concert-Stück 79 - f - Leipzig, 1823 Concerto Concertino 1866/12/10 Farrenc
Barrande - Concerto de Dussek 12e [concerto] de Dussek - - - Dussek 12e concerto de Dussek 70 C 238 Es - 1810 Concerto - 1866/12/10 Farrenc
Ginisty - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1866/12/10 Farrenc « Rayé »
Brodin - - - - - - - - - - - - - - - 1866/12/10 Farrenc « Souvent malade, travaille peu »
de Massas - Concerto de Mendelssohn Concerto de Mendelssohn - - Concerto-Mendelssohn Mendelssohn Concerto - - - - - Concerto - 1866/12/10 Farrenc
Praly 1ère - Sonate d'Adam Sonate d'Adam - - - Adam Sonate - - - - - Sonate - 1866/12/10 Farrenc
Rifaut - Concerto de Mayer Concerto de Mayer - - - Mayer Concerto - - - - - Concerto - 1866/12/10 Farrenc
Le Couppey Savit - - - - - - - - - - - - - - - 1866/12/10 Le Couppey
Hugget - - - - - - - - - - - - - - - 1866/12/10 Le Couppey
Muller - - - - - - - - - - - - - - - 1866/12/10 Le Couppey
Robin de la Hautière - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1866/12/10 Le Couppey « en congé »
Lacroix - - - - - - - - - - - - - - - 1866/12/10 Le Couppey
Boulat-Le Bel - Toccata de Scarlatti Toccata de Scarlatti - Scarlatti Scarlatti Toccata Scarlatti Toccata - - - - - 同定不可 - 1866/12/10 Le Couppey
Tiger - Fugue de Porpora - - Porpora Fugue de Porpora Porpora Fugue - - - - - Fugue - 1866/12/10 Le Couppey
Gaillard - - Fugue en mi mineur de Handel - Handel Haendel-Fugue mi Händel 1re Suites des pièces (4e Suite) - HWV 429 e I 1720 Fugue - 1866/12/10 Le Couppey
Maurion - Sœur de Monique de CouperinCouperin Sœur monique - Couperin - Couperin 3e  livre de pièces de clavecin Ordre  no 18- - F III Paris, 1722 Morceaux caractéristiques - 1866/12/10 Le Couppey
Bloch - Gigue de Lully Lully gigue - Lully Gigue Lully Lully Gigue - - - - - Danse - 1866/12/10 Le Couppey
Penau - - - - - - - - - - - - - - - 1866/12/10 Le Couppey
Renau 1ère - Les sauvages de Rameau Sauvages de Rameau - Rameau Rameau les sauvages Rameau Nouvelles suites de pièces de clavecin - - g XIV Paris, ca 1729–30Morceaux caractéristiques - 1866/12/10 Le Couppey
Blankenstein - Gavotte de S. Bach Gavotte de S. Bach - Bach Gavotte Bach Bach Gavotte - - - - - Danse - 1866/12/10 Le Couppey
Chart - Ballet de Frescobaldi Frescobaldi-Ballet - Frescobaldi 1639 Frescobaldi-Ballet Frescobaldi Ballet - - - - - Danse - 1866/12/10 Le Couppey
1866-1867 1867/6/14 Marmontel Corbaz - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Marmontel
Berthemet - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Marmontel
Émile Bourgeois 2e Allegro - - - - - Mayer 2e Allegro de concert 60 - fis - Paris, 1843 Concerto Concertino 1867/6/14 Marmontel
Marsan Finale de la Symphonie en sol - - - - - Haydn Symphonie - - - finale - Arrangement - 1867/6/14 Marmontel
Wormser 1er morceau du 6e Concerto - - - - - Herz 6e concerto 192 - a I 1858 (ms daté) Concerto - 1867/6/14 Marmontel
Salvayre - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1867/6/14 Marmontel « En loge pour le concours de Rome »
Cahen Sonate:Le retour à Paris - - - - - Dussek - - - - - - Sonate - 1867/6/14 Marmontel
Artaud Concerto mi mineur - - - - - Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - 1867/6/14 Marmontel
Bonnet Allegro de Sonate - Sonate de Marmontel - - - Marmontel Sonate - - - - - Sonate - 1867/6/14 Marmontel
Thomé Finale du Septuor - - - - - Beethoven Septuor - - - - - Arrangement - 1867/6/14 Marmontel
Weingaërtner Caprice - Allegro de Mendelssohn - - - Mendelssohn Caprice - - - - - Caprice - 1867/6/14 Marmontel
Deslandres 2e Allegro - - - - - Mayer - - - - - - - - 1867/6/14 Marmontel
Brunet Sonate la mineur - - - - - Mozart Sonate - K 310 a - Paris, 1782 Sonate - 1867/6/14 Marmontel
Rice Concerto en la mineur - Concerto de Hummel en la min. - - - Hummel Grand concerto 85 - a - Paris, 1823 Concerto - 1867/6/14 Marmontel
Mathias Rembour - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Mathias
Hess - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Mathias
Auzende - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Mathias
Buonsolazzi - - Concerto de Hummel en si min. - - - Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - 1867/6/14 Mathias
Cavalier - - Sonate en la♭ de Hummel - - - Hummel Sonate - - - - - Sonate - 1867/6/14 Mathias
Courtade - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Mathias
Devillers - - Moscheles - - - Moscheles - - - - - - - - 1867/6/14 Mathias
Obserdœffer - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Mathias
Cavaillé - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Mathias
Meyer - - Mendelssohn - - - Mendelssohn - - - - - - - - 1867/6/14 Mathias
de Martini - - Impromptu de Schubert-fa min. - - - Schubert Impromptu - - f - - Morceaux caractéristiques Impromptu 1867/6/14 Mathias
Simon 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Mathias
Gresse - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Mathias
Herz Thibault - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Herz
Wilden 3e - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Herz
Hardy - - Concerto Mendelssohn - - - Mendelssohn Concerto - - - - - Concerto - 1867/6/14 Herz
Le Callo - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Herz
Barbetti - - Concerto Mendelssohn - - - Mendelssohn Concerto - - - - - Concerto - 1867/6/14 Herz
Janin 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Herz
Ferrari - - Concerto de Herz - - - Herz - - - - - - Concerto - 1867/6/14 Herz
Krasinska - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Herz
Moreau - - Concerto de Chopin - - - Chopin Concerto - - - - - Concerto - 1867/6/14 Herz
Godin - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1867/6/14 Herz « En congé »
de Cormon - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Herz
Dajon - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Herz
Marie - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Herz
Sommer - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Herz
Farrenc Coevoët - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Farrenc
André - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Farrenc
Drevet 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Farrenc
Hamus - - Finale de la sonate de Hummel - - - Hummel Sonate - - - finale - Sonate - 1867/6/14 Farrenc
Devred - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Farrenc
Donne (Louise) - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Farrenc
Portenart - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1867/6/14 Farrenc « Malade, en congé »
Gaildrau 1ère - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Farrenc
Lhomme - - Prélude [...] en fa♯ mineur - - - 同定不可 Prélude - - fis - - Prélude - 1867/6/14 Farrenc
- - [….] fugue en fa♯ mineur - - - 同定不可 - - - - - - Fugue - 1867/6/14 Farrenc
- - Prélude et fugue en fa♯ mineur - - - 同定不可 - - - - - - Fugue - 1867/6/14 Farrenc
Bastin - - 4e concerto Field - mi♭ - - - Field 4e concerto - H 28 Es - Saint-Pétersbourg 1814; rév., 1819Concerto - 1867/6/14 Farrenc
Maurice - - 2e concerto Field - la♭ - - - Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - 1867/6/14 Farrenc
Doumergue - - 5e concerto Herz - - - Herz 5e concerto 180 - f - 1854 Concerto - 1867/6/14 Farrenc
Barrande - - 2e concerto Field - - - Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - 1867/6/14 Farrenc
Brodin - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Farrenc « en congé va malade. Elle est venue très peu à la classe »
de Massas - - Concerto majeur-ré - - - 同定不可 - - - - - - Concerto - 1867/6/14 Farrenc
Praly 1re - - 4e concerto Field - - - Field 4e concerto - H 28 Es - Saint-Pétersbourg 1814; rév., 1819Concerto - 1867/6/14 Farrenc
Rifaut - - Fantaisie Hummel 18 - - - Hummel Fantaisie 18 - Es - Paris, 1806 Fantaisie Fantaisie 1 1867/6/14 Farrenc
Le Couppey Savit - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Le Couppey
Hugget - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Le Couppey
Muller - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Le Couppey
Robin de la Hautière - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Le Couppey
Lacroix - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Le Couppey
Boulat-Le Bel - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Le Couppey
Tiger - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Le Couppey « malade »
Gaillard - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Le Couppey
Maurion - - F[ugue?] en fa mineur - - - 同定不可 - - - - - - Fugue - 1867/6/14 Le Couppey
Bloch - - F[ugue?] en mi mineur à 2 [voix?] - - - 同定不可 - - - - - - Fugue - 1867/6/14 Le Couppey
Penau - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Le Couppey
Renau 1re - - F[ugue?] en sol - - - 同定不可 - - - - - - Fugue - 1867/6/14 Le Couppey
Blankenstein - - F[ugue?] en mi♭ - - - 同定不可 - - - - - - Fugue - 1867/6/14 Le Couppey
Chart - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Le Couppey
Leon - - - - - - - - - - - - - - - 1867/6/14 Le Couppey
1867-1868 1867/12/17 Marmontel Émile Bourgeois - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Marmontel
Wormser - - Beethoven o[p]. 111 - - - Beethoven Sonate 111 - c II (finale) Paris, 1823 Sonate - 1867/12/17 Marmontel
Cahen - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Marmontel
Artaud - - Concerto de Hummel la♭ - - - Hummel Grand concerto 113 - As - Paris, 1831 Concerto - 1867/12/17 Marmontel
Bonnet - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Marmontel
Thomé - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Marmontel
Weingaërtner - - Weber - - - Weber - - - - - - - - 1867/12/17 Marmontel
Deslandres - - Concerto de Pixis - - - Pixis Concerto 100 - C - Paris, 1826-28 Concerto - 1867/12/17 Marmontel « travaille beaucoup, autant toutefois que la maladie le permet. Est indisposé depuis deux mois. »AJ 37/224-4に名前と評価ありBrunet - - Rondo en ut mineur Beethoven - - - Beethoven Rondo - - c - - 同定不可 - 1867/12/17 Marmontel
Rice - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Marmontel
Mathias Hess - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Mathias
Auzende - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Mathias
Buonsolazzi - - Morceau - - - Mathias - - - - - - 同定不可 - 1867/12/17 Mathias
Cavalier - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Mathias
Courtade - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1867/12/17 Mathias « rayé »
Obserdœffer - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Mathias
Cavaillé - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Mathias
Meyer - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Mathias
Devillers - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1867/12/17 Mathias « rayé »
Simon 2e - - Concerto de Hummel en la min. - - - Hummel Grand concerto 85 - a - Paris, 1823 Concerto - 1867/12/17 Mathias
Gresse - - Concerto - - - 同定不可 - - - - - - Concerto - 1867/12/17 Mathias
Herz Thibault - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Herz
Hardy - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1867/12/17 Herz « rayée »
Le Callo - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Herz
Barbetti - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Herz
Janin 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Herz
Ferrari - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Herz
Moreau - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Herz
Godin - - Les adieux de Hummel [Concerto op. 110]- - - Hummel Les adieux : grand concerto 110 - E - Paris, 1826 Concerto - 1867/12/17 Herz
de Cormon - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Herz
Dajon - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1867/12/17 Herz « malade »
Marie - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Herz
Sommer - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1867/12/17 Herz « rayée »
Wilden 3e - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1867/12/17 Herz « rayée »
Krasinska - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1867/12/17 Herz « rayée »
Farrenc Devred - - Concerto　Herz - - - Herz - - - - - - Concerto - 1867/12/17 Farrenc
Donne (Louise) - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Farrenc
Portenard - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1867/12/17 Farrenc « rayée »
Lhomme - - Beethoven o[p].10-ré - - - Beethoven Sonate 10-3 - D - Vienne, 1798 Sonate - 1867/12/17 Farrenc
Maurice - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Farrenc
Doumergue - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Farrenc
Barrande - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Farrenc
de Massas - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Farrenc
Praly 1re - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Farrenc
Drevet 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Farrenc
Le Couppey de la Hautière - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Le Couppey
Boulat-Le Bel - - Sonate de Mozart en ut mineur - - - Mozart Sonate - K 457 c - Vienne, 1782 Sonate - 1867/12/17 Le Couppey
Tiger - - Rondo si ♭ de Beethoven - - - Beethoven - - - - - - 同定不可 - 1867/12/17 Le Couppey
Gaillard - - Rondo de la sonate en ut♯ Beethoven- - - Beethoven Sonate 27-2 - cis III (finale) Vienne, 1802 Sonate - 1867/12/17 Le Couppey
Maurion - - Polonaise de Weber - - - Weber Polonaise - - - - - Danse - 1867/12/17 Le Couppey
Bloch - - Concerto en mi♭ Field - - - Field Concerto en mi♭ - - Es - - Concerto - 1867/12/17 Le Couppey
Penau - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Le Couppey
Blankenstein - - Sonate la♭Beethoven - - - Beethoven Sonate - - As - - Sonate - 1867/12/17 Le Couppey
Chart - - air en mi♮ - - - Händel - - - - - - 同定不可 - 1867/12/17 Le Couppey
Leon - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Le Couppey
Renau 1re - - - - - - - - - - - - - - - 1867/12/17 Le Couppey
1867-1868 1868/6/11 Marmontel Émile Bourgeois - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Marmontel
Wormser - - Concerto de Ravina - - - Ravina 1er Concerto 63 - - - Paris, 1867 Concerto - 1868/6/11 Marmontel
Cahen - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Marmontel
Artaud ［判読不能］ - - - - - [判読不能] - - - - - - - - 1868/6/11 Marmontel
Bonnet - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Marmontel
Thomé - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Marmontel
Weingaërtner - - Sonate en ré di Beethoven - - - Beethoven Sonate - - - - - Sonate - 1868/6/11 Marmontel
Deslandres - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1868/6/11 Marmontel « a été malade six mois de l'année. » AJ 37/227-2 : « Absent » Brunet - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Marmontel
Rice - - Sonate en sol de Beethoven - - - Beethoven Sonate - - - - - Sonate - 1868/6/11 Marmontel
Bourtier - - Sonate de Hummel - - - Hummel Sonate - - - - - Sonate - 1868/6/11 Marmontel
Guérout - - Sonate de Mozart - - - Mozart Sonate - - - - - Sonate - 1868/6/11 Marmontel
Dolmetsch - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Marmontel
Spinetti - - Conceto de Field - - - Field Concerto - - - - - Concerto - 1868/6/11 Marmontel
Mathias Hess - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Mathias
Auzende - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Mathias
Buonsolazzi - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Mathias
Cavalier - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Mathias
Obserdœffer - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Mathias
Cavaillé - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Mathias
Meyer - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Mathias
Simon 2e - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1868/6/11 Mathias « malade »
Gresse - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Mathias
Herzog - - Concerto de Field - - - Field Concerto - - - - - Concerto - 1868/6/11 Mathias
Jonquier - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Mathias
Rendano - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1868/6/11 Mathias « en congé »AJ 37/227-2に名前と評価記載あり。Herz Thibault - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Herz
Le Callo - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Herz
Barbetti - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Herz
Janin 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Herz
Ferrari - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Herz
Moreau - - Concerto Herz - - - Herz - - - - - - Concerto - 1868/6/11 Herz
Godin - - 1er concerto de Herz - - - Herz Grand concerto 34 - A - (1829初演) Concerto - 1868/6/11 Herz
de Cormon - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Herz
Dajon - - Concerto Ravina - - - Ravina 1er Concerto 63 - - - Paris, 1867 Concerto - 1868/6/11 Herz
Marie - - 4e[concerto]  de Herz - - - Herz 4e concerto 131 - E - 1842-43 Concerto - 1868/6/11 Herz
Van Lier - - Concerto de Hummel - - - Hummel Concerto - - - - - Concerto - 1868/6/11 Herz
Poileux - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Herz
Hurmfels - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Herz
Garcia - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Herz
Farrenc Devred - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Farrenc
Donne (Louise) - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Farrenc
Lhomme - - - - - - Beethoven Sonate - - - - - Sonate - 1868/6/11 Farrenc « malade depuis plusieurs mois »
Maurice - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Farrenc
Doumergue - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Farrenc
Barrande - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Farrenc
de Massas - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Farrenc
Praly 1ère - - Fugue en ut♯ mineur de Bach - Fugue de Bach - Bach Fugue - - cis - - Fugue - 1868/6/11 Farrenc
Drevez - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Farrenc
Migeon - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Farrenc
Genty - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Farrenc
Dugard - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Farrenc
Loire - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Farrenc
Canonne - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Farrenc
Thomas - - Rondo de Beethoven - - - Beethoven - - - - - - 同定不可 - 1868/6/11 Farrenc
Le Couppey de la Hautière - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Le Couppey
Boulat-Le Bel - - Fugue de Handel - Fugue de Handel - Händel Fugue - - - - - Fugue - 1868/6/11 Le Couppey
Tiger - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Le Couppey
Gaillard - - Berceuse de Schumann - - - Schumann Albumblätter 124 - Es XVI 1854 Morceaux caractéristiques - 1868/6/11 Le Couppey « Apporte à l'examen 40 morceaux, par coeur »
- - Hongroise　de Schubert [D817?] - - - Schubert 6 Moments musicaux 94 D 780 f III 1828 Morceaux caractéristiques - 1868/6/11 Le Couppey
Maurion - - - - - - Mendelssohn - - - - - - - - 1868/6/11 Le Couppey
Bloch - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Le Couppey
Penau 1ère - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Le Couppey
Blankenstein - - Sonate de Dussek en si♭ - - - Dussek Sonate - - B - - Sonate - 1868/6/11 Le Couppey
Chart - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Le Couppey
Leon - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Le Couppey
Renaud - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Le Couppey
Liauzun - - Sonate de Mozart en la min. - - - Mozart Sonate - K 310 a - Paris, 1782 Sonate - 1868/6/11 Le Couppey
Penau 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1868/6/11 Le Couppey
Belval - - Concerto de Mayer - - - Mayer Concerto - - - - - Concerto - 1868/6/11 Le Couppey
Fauvelle - - Sonate de Mozart - - - Mozart Sonate - - - - - Sonate - 1868/6/11 Le Couppey
1868-1869 1868/12/9 Marmontel Émile Bourgeois - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Marrmontel
Cahen - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Marrmontel
Wormser - Concerto de Bénédict - - - - Benedict Concerto - - - - - Concerto - 1868/12/9 Marrmontel
Artaud - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Marrmontel
Thomé - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Marrmontel
Weingaërtner - Sonate de Hummel 104 [sic, 106?]- - - - Hummel Sonate 106 - D - Vienne 1825 Sonate - 1868/12/9 Marrmontel
Deslandres - Sonate de Marmontel - - - - Marmontel Sonate - - - - - Sonate - 1868/12/9 Marrmontel
Brunet - - - - - - Dussek - - - - - - - - 1868/12/9 Marrmontel
Bourtier - - Beethoven Sonate en ut mineur - - - Beethoven Sonate - - c - - Sonate - 1868/12/9 Marrmontel
Guérout - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Marrmontel
Dolmetsch - 142e impromptu de Schubert - - - Schubert 4 Impromptus 142 D 935 - - 1839 Morceaux caractéristiques Impromptu 1868/12/9 Marrmontel
Spinetti - - Sonaten en ré mineur de Beethoven- - - Beethoven Sonate 31-2 - d - Zurich, 1803 Sonate - 1868/12/9 Marrmontel
Mathias Hess - - 1er [concerto] de Chopin - - - Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - 1868/12/9 Mathias
Auzende - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Mathias
Buonsolazzi - - - - - - Moscheles - - - - - - - - 1868/12/9 Mathias
Cavalier - - Impromptu de Schubert - - - Schubert Impromptu - - - - - Morceaux caractéristiques Impromptu 1868/12/9 Mathias
Obserdœffer - - Concerto de Field - - - Field Concerto - - - - - Concerto - 1868/12/9 Mathias
Cavailler-Darbilly - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Mathias
Meyer - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Mathias
Gresse - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Mathias
Herzog - - Beethoven - - - Beethoven - - - - - - - - 1868/12/9 Mathias
Jonquier - - Concerto de Field - - - Field Concerto - - - - - Concerto - 1868/12/9 Mathias
Rendano - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Mathias
Herz Thibault - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Herz
Le Callo - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Herz
Barbetti - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Herz
Janin 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Herz
Dajon - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Herz
Marie - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Herz
Van Lier - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Herz
Poileux - - Concerto de Herz - - - Herz - - - - - - Concerto - 1868/12/9 Herz
Garcia - - Concerto de Herz - - - Herz - - - - - - Concerto - 1868/12/9 Herz
Farrenc Maurice - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Farrenc
Barrande - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Farrenc
de Massas - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Farrenc
Praly 1ère - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Farrenc
Migeon - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Farrenc
Genty - - Fugue de Bach - Fugue de Bach - Bach Fugue - - - - - Fugue - 1868/12/9 Farrenc
Dugard - - - - - - Hummel - - - - - - - - 1868/12/9 Farrenc
Loire - - Concerto de Hummel (posthume) - - - Hummel Dernier concerto - - F - Paris, 1835-36 Concerto - 1868/12/9 Farrenc
Canonne - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Farrenc
Thomas - - Sonate de Mozart en la mineur - - - Mozart Sonate - K 310 a - Paris, 1782 Sonate - 1868/12/9 Farrenc
Le Couppey de la Hautière - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Le Couppey
Boulat-Le Bel - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Le Couppey
Maurion - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Le Couppey
Blankenstein - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Le Couppey [rayée]
Penau 1ère - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Le Couppey
Leon - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Le Couppey
Liauzun - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Le Couppey
Penau 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Le Couppey
Belval - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Le Couppey
Fauvelle - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Le Couppey
Sturmfels - - - - - - - - - - - - - - - 1868/12/9 Le Couppey
1868-1869 1869/6/1 Marmontel Bourgeois Concerto - - - - - Mendelssohn Concerto - - - - - Concerto - 1869/6/1 Marmontel
Wormser Allegro - Morceau de Chopin - - - Chopin - - - - - - 同定不可 - 1869/6/1 Marmontel
Cahen Rondeau - - - - - Mendelssohn Rondo - - - - - 同定不可 - 1869/6/1 Marmontel
Artaud 1er concerto - - - - - Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - 1869/6/1 Marmontel
Thomé Sonate - - - - - Beethoven Sonate - - - - - Sonate - 1869/6/1 Marmontel
Weingaertner - - - - - - - - - - - - - - - 1869/6/1 Marmontel
Brunet Concerto en la mineur - - - - - Hummel Grand concerto 85 - a - Paris, 1823 Concerto - 1869/6/1 Marmontel
Bouvetier Finale - - - - - Clementi - - - - finale - 同定不可 - 1869/6/1 Marmontel
Guérout Fugue, Thème de Mozart - Fugue - - - 同定不可 - - - - - - Fugue - 1869/6/1 Marmontel
Dolmetsch Presto - - - - - Mendelssohn - - - - - - 同定不可 - 1869/6/1 Marmontel
Spinetti Concerto en sol - Concerto de Moscheles - - - Moscheles Concerto - - - - - Concerto - 1869/6/1 Marmontel
Beissier Allegro - - - - - Mayer Allegro - - - - - 同定不可 - 1869/6/1 Marmontel
Rieffler Concerto - Concerto de Mayer - - - Mayer Concerto - - - - - Concerto - 1869/6/1 Marmontel
Mathias Hess - - - - - - - - - - - - - - - 1869/6/1 Mathias
Auzende - - - - - - - - - - - - - - - 1869/6/1 Mathias
Buonsolazzi 3e concerto - Concerto de Moscheles 3e - - - Moscheles 3e concerto 60 - g - [1820] Concerto - 1869/6/1 Mathias
Cavailler-Darbilly - - - - - - - - - - - - - - - 1869/6/1 Mathias
Obserdœffer Concerto - Concerto de Dussek 5e - - - Dussek 5e concerto 22 C 97 B - 1793 Concerto - 1869/6/1 Mathias
Meyer - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1869/6/1 Mathias « rayé »
Cavalié - - Marleborough varié par H. Herz - - - Herz Grandes variations brillantes sur l'air populaire de Malborough209 - - - entre 1866-69 Variations - 1869/6/1 Mathias
Gresse - - Rondeau en ut♯ mineur de Bethoven- - - Beethoven Sonate 27-2 - cis III (finale) Vienne, 1802 Sonate - 1869/6/1 Mathias
Herzog - - - - - - 同定不可 - - - - - - Concerto - 1869/6/1 Mathias
Jonquier - - Finale de Mendelssohn - - - Mendelssohn Rondo - - - finale - 同定不可 - 1869/6/1 Mathias
Rendano - - Concerto de Chopin - - - Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - 1869/6/1 Mathias
Laguépierre - - Rondeau de Weber - - - Weber Rondo - - - - - 同定不可 - 1869/6/1 Mathias
de la Nux - - - - - - - - - - - - - - - 1869/6/1 Mathias
Herz Thibault - - - - - - - - - - - - - - - 1869/6/1 Herz
Le Callo - - - - - - - - - - - - - - - 1869/6/1 Herz
Barbetti - - - - - - - - - - - - - - - 1869/6/1 Herz
Janin 2e - - - - - - - - - - - - - - - 1869/6/1 Herz
Marie - - - - - - - - - - - - - - - 1869/6/1 Herz
Van Lier - - - - - - - - - - - - - - - 1869/6/1 Herz
Poileux - - - - - - - - - - - - - - - 1869/6/1 Herz
Garcia - - - - - - - - - - - - - - - 1869/6/1 Herz
Besancenot - - Concerto de Herz - - - Herz - - - - - - Concerto - 1869/6/1 Herz
Derval - - lo stesso Concerto - - - Herz - - - - - - Concerto - 1869/6/1 Herz
Donne - - Concerto dello stesso autore - - - Herz - - - - - - Concerto - 1869/6/1 Herz
Luigini - - - - - - - - - - - - - - - 1869/6/1 Herz
Halm - - Concerto de Chopin - - - Chopin Concerto - - - - - Concerto - 1869/6/1 Herz
Farrenc Maurice - - - - - - - - - - - - - - - 1869/6/1 Farrenc
Barrande - - - - - - - - - - - - - Concerto - 1869/6/1 Farrenc
de Massas - - - - - - - - - - - - - - - 1869/6/1 Farrenc
Praly 1ère - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1869/6/1 Farrenc « rayée »
Migeon - - Concerto de Field - - - Field Concerto - - - - - Concerto - 1869/6/1 Farrenc
Genty - - Rondeau de Mendelssohn - - - Mendelssohn Rondo - - - - - 同定不可 - 1869/6/1 Farrenc
Dugard - - - - - - - - - - - - - - - 1869/6/1 Farrenc
Loire - - - - - - - - - - - - - - - 1869/6/1 Farrenc
Canonne - - Sonate en si♭de Beethoven - - - Beethoven Sonate - - - - - Sonate - 1869/6/1 Farrenc
Thomas - - - - - - - - - - - - - - - 1869/6/1 Farrenc
Batiste - - Sonate en mi♭de Hummel - - - Hummel Grande sonate 13 - Es - Paris, ca 1811 Sonate - 1869/6/1 Farrenc
Motte - - Concerto de Herz - - - Herz - - - - - - Concerto - 1869/6/1 Farrenc
Marx 1ère - - Concerto de Dussek - - - Dussek Concerto - - - - - Concerto - 1869/6/1 Farrenc
Bernard Gjeriz - - Concerto de Maye - - - Mayer Concerto - - - - - Concerto - 1869/6/1 Farrenc
Seguin - - Concerto mineur de Mendelssohn - - - Mendelssohn Concerto - - - - - Concerto - 1869/6/1 Farrenc
Le Couppey de la Hautière - - - - - - - - - - - - - - - 1869/6/1 Le Couppey
Boulat-Le Bel - - - - - - - - - - - - - - - 1869/6/1 Le Couppey
Maurion - - - - - - - - - - - - - - - 1869/6/1 Le Couppey
Leon - - - - - - - - - - - - - - - 1869/6/1 Le Couppey
Liauzun - - Sonate en sol de Beethoven - - - Beethoven Sonate - - - finale - Sonate - 1869/6/1 Le Couppey
Penau 1ère - - Concerto de Field en mi♭ - - - Field Concerto en mi♭ - - - - - Concerto - 1869/6/1 Le Couppey
Belval - - - - - - - - - - - - - - - 1869/6/1 Le Couppey
Fauvelle - - Concerto de Field en la♭ - - - Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - 1869/6/1 Le Couppey
Sturmfels - - Scherzo en si♭ mineur de Chopin - - - Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - 1869/6/1 Le Couppey
Guitry - - Scherzo en si♭ mineur de Chopin - - - Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - 1869/6/1 Le Couppey
Roucher - - Scherzo en si♭ mineur de Chopin - - - Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - 1869/6/1 Le Couppey
Ravel - - Concerto de Field en mi♭ - - - Field Concerto en mi♭ - H 27/28/32 Es - - Concerto - 1869/6/1 Le Couppey
Maffre - - Prélude [...] en ut♯ majeur - - - Bach Prélude - - Cis - - Prélude - 1869/6/1 Le Couppey
- -  […] fugue en ut♯ majeur - Fugue - Bach Fugue - - Cis - - Fugue - 1869/6/1 Le Couppey
Rouch - - Sonate de Dussek si♭ - - - Dussek Sonate - - B - - Sonate - 1869/6/1 Le Couppey
1869-1870 1869/12/27 Marmontel Bourgeois - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Marmontel
Wormser - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Marmontel
Cahen - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Marmontel
Thomé - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Marmontel
Brunet - - Rondo de Beethoven - - - Beethoven - - - - - - 同定不可 - 1869/12/27 Marmontel
Bouvetier - - Kirnberger - - - Kirnberger - - - - - - 同定不可 - 1869/12/27 Marmontel
Guérout - - Sonate de Beethoven ut - - - Beethoven Sonate - - c - - Sonate - 1869/12/27 Marmontel
Dolmetsch - - Marmontel - - - Marmontel - - - - - - - - 1869/12/27 Marmontel
Spinetti - - Caprice de Heller - - - Heller Caprice - - - - - Caprice - 1869/12/27 Marmontel
Beissier - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Marmontel
Rieffler - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Marmontel
Deslandre - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Marmontel
Mathias Hess - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Mathias
Buonsolazzi - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Mathias
Cavalier - - Concerto de Hummel la♭ - - - Hummel Grand concerto 113 - As - Paris, 1831 Concerto - 1869/12/27 Mathias
Gresse - - - - - - Mathias - - - - - - - - 1869/12/27 Mathias
Herzog - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Mathias
Jonquier - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Mathias
Rendano - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Mathias
Laguépierre - - Concerto Field - - - Field Concerto - - - - - Concerto - 1869/12/27 Mathias
de la Nux - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Mathias
Herz Le Callo - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Herz
Barbetti - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Herz
Marie - - Finale d'une fantaisie de Mendelssohn - - - Mendelssohn Fantasia (Sonate écossaise) 28 - fis III (finale) Bonn, 1834 Fantaisie Fantaisie 1 1869/12/27 Herz
Van Lier - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Herz
Poileux - - Impromptu en ut♯ mineur de Chopin- - - Chopin Fantaisie-impromptu 66 - cis - Paris, 1855 Morceaux caractéristiques Impromptu 1869/12/27 Herz
Besancenot - - Impromptu en ut♯ mineur de Chopin- - - Chopin Fantaisie-impromptu 66 - cis - Paris, 1855 Morceaux caractéristiques Impromptu 1869/12/27 Herz
Derval - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Herz
Donne - - Concerto Chopin - - - Chopin Concerto - - - - - Concerto - 1869/12/27 Herz
Luigini - - 7e concerto de Herz - - - Herz 7e concerto 207 - h - 1866 Concerto - 1869/12/27 Herz
Halm - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1869/12/27 Herz « en congé »
Farrenc Barrande - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Farrenc
de Massas - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Farrenc
Migeon - - Fragment du stückconcert - - - Weber Concert-Stück 79 - f - Leipzig, 1823 Concerto Concertino 1869/12/27 Farrenc
Genty - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Farrenc
Dugard - - Concerto en mi♭ de Field - - - Field Concerto en mi♭ - H 27/28/32 Es - - Concerto - 1869/12/27 Farrenc « en congé »
Loire - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1869/12/27 Farrenc « en congé »
Canonne - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1869/12/27 Farrenc « malade »
Thomas - - Concerto - - - 同定不可 - - - - - - Concerto - 1869/12/27 Farrenc
Batiste - - Clementi - - - Clementi - - - - - - - - 1869/12/27 Farrenc
Motte - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1869/12/27 Farrenc « en congé »
Marx - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Farrenc
Bernard-Gjertz - - 1er prélude de Bach en ré [...] - - - Bach Prélude - - - - - Prélude - 1869/12/27 Farrenc
- - [,,,] Fugue - Fugue de Bach - Bach Fugue - - - - - Fugue - 1869/12/27 Farrenc
Seguin - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1869/12/27 Farrenc « en congé »
Le Couppey Maurion - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Le Couppey « en congé »
Liauzun - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Le Couppey
Penau 1ère - - Sonate de Beethoven la♭ - - - Beethoven - - - - - - Sonate - 1869/12/27 Le Couppey
Belval - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Le Couppey
Fauvelle - - Rondo de Weber - - - Weber - - - - - - 同定不可 - 1869/12/27 Le Couppey
Sturmfels - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Le Couppey
Guitry - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Le Couppey
Roucher - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Le Couppey
Ravel - - Rondo si♭de Beethoven - - - Beethoven - - - - - - 同定不可 - 1869/12/27 Le Couppey
Maffre - - - - - - - - - - - - - - - 1869/12/27 Le Couppey
Rouch - - Concerto mi♭de Field - - - Field Concerto en mi♭ - H 27/28/32 Es - - Concerto - 1869/12/27 Le Couppey
1869-1870 1870/6/16 Marmontel Bourgeois Concerto de Mendelssohn - 1er morceau du concerto de Mendelssohn- - - Mendelssohn Concerto - - - I - Concerto - AJ 37/282 1870/6/16 Marmontel
Wormser - - Pièce de Bazin - - - Bazin Bazin - - - - - 同定不可 - 1870/6/16 Marmontel
finale d'un concerto de Bach - Finale de concerto - Finale d'un concerto de Bach - Bach Concerto - - - - - Concerto Concerto (baroque) *cf:AJ 37/227-21870/6/16 Marmontel
Cahen - - Chopin - - - Chopin - - - - - - - - *cf:AJ 37/282 1870/6/16 Marmontel
Thomé Finale de la sonate fa mineur de Beethoven- Finale d'une sonate Beethoven - Sonate de Beethoven - Beethoven Sonate - - f - - Sonate - *cf:AJ 37/282 1870/6/16 Marmontel
Brunet Concerto sol mineur Moscheles - Concerto Moscheles - - - Moscheles 3e concerto 60 - g - [1820] Concerto - *cf:AJ 37/282 1870/6/16 Marmontel
- - - - Sonate de Beethoven - Beethoven Sonate - - - - - Sonate - 1870/6/16 Marmontel
Bouvetier Concerto en la de Herz - Concerto - - - Herz - - - - - - Concerto - *cf:AJ 37/282 1870/6/16 Marmontel
Guérout Polonaise de Weber - Polonaise de Weber - Polonaise de Weber - Weber Polonaise - - - - - Danse - AJ 37/282 1870/6/16 Marmontel
Dolmetsch Allegro de concerto  Éd. Wolff - - - - - Wolff Allegro de concert 39 - fis - Paris, 1843 Solo Concerto - *cf:AJ 37/282 1870/6/16 Marmontel
Spinetti Concerto de F. Hiller - - - - - Hiller Concerto - - - - - Concerto - *cf:AJ 37/282 1870/6/16 Marmontel
Beissier Sonate de Chopin - Concerto de Chopin - - - Chopin Sonate - - - - - Sonate - *cf:AJ 37/282 1870/6/16 Marmontel ピアノ科教授マルモンテルの記録を優先してジャンルを同定。
Rieffler Caprice en si mineur de Mendelssohn- Capriccio de Mendelssohn - - - Mendelssohn Capriccio brillant 22 - h - Londres, 1832 Concerto Concertino *cf:AJ 37/282 1870/6/16 Marmontel
Deslandres 3e Finale de la sonate en la♭ de Weber- Finale de la sonate en la♭ - - - Weber 2e Sonate 39 - As IV (finale)Berlin, 1816 Sonate - *cf:AJ 37/282 1870/6/16 Marmontel
Leroux - - - - - - - - - - - - - - - 1870/6/16 Marmontel
Mathias Hess Polonaise de Weber - Polonaise de Weber - Polonaise de Weber - Weber Polonaise - - - - - Danse - 1870/6/16 Mathias
Cavaillé* - - - - - - - - - - - - - - - *cf:AJ 37/282 1870/6/16 Mathias
Herzog Schuhoff  Allegro - - - - - Schulhoff Allegro - - - - - Sonate - *cf:AJ 37/282 1870/6/16 Mathias
Jonquier Mathias. Scherzo (Sonate op. 20)- Mazurka - - - Mathias 1er Allegro symphonique 51 - B - Paris, 1870 Sonate - *cf:AJ 37/282 1870/6/16 Mathias
Rendano - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1870/6/16 Mathias « absent »
Laguépierre Herz. 1er concerto - - - - - Herz Grand concerto 34 - A - (1829初演) Concerto - *cf:AJ 37/282 1870/6/16 Mathias
de la Nux Schumann. 2de sonate - - - - - Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - *cf:AJ 37/282 1870/6/16 Mathias
Buonsolazzi Mendelssohn. Caprice op. 22 - - - - - Mendelssohn Capriccio brillant 22 - h - Londres, 1832 Concerto Concertino *cf:AJ 37/282 1870/6/16 Mathias
Beck Mathias. op. 51  Allegro symphonique- - - - - Mathias 1er Allegro symphonique 51 - B - Paris, 1870 Sonate - *cf:AJ 37/282 1870/6/16 Mathias
Doutreleau Final. 2e concerto - Concerto la♭de Field - - - Field 2e concerto - H 31 As III (finale) Moscou, 1811 Concerto - *cf:AJ 37/282 1870/6/16 Mathias
Michel - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1870/6/16 Mathias « démissionnaire »
Odero - - 3e concerto - - - Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - 1870/6/16 Mathias
Gresse Final Mendelssohn  op. 28 - Weber final - - - - - - - - - - 同定不可 - 1870/6/16 Mathias
Herz Lecallo - - Concerto en si mineur de Hummel - - - Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - 1870/6/16 Herz
Barbetti - - Concerto Moscheles - - - Moscheles Concerto - - - - - Concerto - 1870/6/16 Herz
Marie - - Scherzo de Weber - - - Weber Scherzo - - - - - 同定不可 - 1870/6/16 Herz
Van-Lier - - - - - - - - - - - - - - 1870/6/16 Herz
Poileux - - Rondo de Beethoven - - - Beethoven - - - - - - 同定不可 - 1870/6/16 Herz
Besancenot - - Concerto de Herz - - - Herz - - - - - - Concerto - 1870/6/16 Herz
Derval - - - - - - - - - - - - - - - 1870/6/16 Herz
Luigini - - Concerto de Herz en fa - - - Herz 5e concerto 180 - f - 1854 Concerto - 1870/6/16 Herz
Donne 2e - - Finale de concertstuck - - - [Weber] - - - - - - Concerto - 1870/6/16 Herz
Pean - - Concerto du concours [6e concerto de Herz]- - - [Herz] 6e concerto 192 - a - 1858 (ms daté) Concerto - 1870/6/16 Herz
Marx - - Concerto en mi♭de Field - - - Field Concerto en mi♭ - H 27/28/32 Es - - Concerto - 1870/6/16 Herz
Labouriau - - Concerto de Herz en ré mineur - - - Herz 3e concerto 87 - ｄ - 1836 Concerto - 1870/6/16 Herz
Crendiropoulo - - - - - - - - - - - - - - - 1870/6/16 Herz
Schoull - - Sonate de Weber - - - Weber Sonate - - - - - Sonate - 1870/6/16 Herz
Farrenc Barrande - - - - - - - - - - - - - 同定不可 - 1870/6/16 Farrenc
de Massas - - Finale de Beethoven - - - Beethoven - - - - - - 同定不可 - 1870/6/16 Farrenc
Migeon - - Concerto de Field - - - Field Concerto - - - - - Concerto - 1870/6/16 Farrenc
Genty - - Fantaisie de Hummel - - - Hummel Fantaisie - - - - - Fantaisie - 1870/6/16 Farrenc
Dugard - - Concerto de Weber - - - Weber Concerto - - - - - Concerto - 1870/6/16 Farrenc
Loire - - Concerto de Weber - - - Weber Concerto - - - - - Concerto - 1870/6/16 Farrenc
Canonne - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1870/6/16 Farrenc « malade »
Thomas - - Concerto de Hummel - - - Hummel Concerto - - - - - Concerto - 1870/6/16 Farrenc
Batiste - - Concerto de Field en mi♭ - - - Field Concerto en mi♭ - H 27/28/32 Es - - Concerto - 1870/6/16 Farrenc
Mottet - - Rondo de Beethoven en la - - - Beethoven - - - - - - 同定不可 - 1870/6/16 Farrenc
Marx 1ère - - - - - - - - - - - - - - - 1870/6/16 Farrenc
Bernard-Gjertz - - - - - - - - - - - - - - - 1870/6/16 Farrenc
Poitevin - - - - - - - - - - - - - - - 1870/6/16 Farrenc
Gaildrau - - Rondeau en ut d'Haydn - Sonate d'Haydn - Haydn Sonate - - - finale - Sonate - *cf:AJ 37/227-21870/6/16 Farrenc
Le Couppey Maurion - - Étude en fa - - - Chopin Étude - - - - - Étude(s) - 1870/6/16 Le Couppey
Liauzun - - fugue ut♯ majeur de Bach - - - Bach Fugue - - Cis - - Fugue - 1870/6/16 Le Couppey
Pénau 2ème - - Concerto de Hummel - - - Hummel Concerto - - - - - Concerto - 1870/6/16 Le Couppey
Belval - - 2 préludes de Stephen Heller - - - Heller Préludes - - - - - Prélude - 1870/6/16 Le Couppey
Fauvelle - - Rondeau de la sonate Heller - - - Heller - - - - - - Sonate - 1870/6/16 Le Couppey
Sturmfels - - Étude de Chopin en fa dièse majeur- - - Chopin Étude - - - - - Étude(s) - 1870/6/16 Le Couppey
Guitry - - 2 romances - - - Mendelssohn Romance - - - - - Morceaux caractéristiques - 1870/6/16 Le Couppey
- - - - - - Mendelssohn Romance - - - - - Morceaux caractéristiques - 1870/6/16 Le Couppey
Roucher - - Romance de Mendelssohn - - - Mendelssohn Romance - - - - - Morceaux caractéristiques - 1870/6/16 Le Couppey
Ravel - - Concerto du *** - - - 同定不可 - - - - - - Concerto - 1870/6/16 Le Couppey
Maffre - - Étude en fa maj. de Chopin - - - Chopin Étude - - - - - Étude(s) - 1870/6/16 Le Couppey
Rouch - - Concerto du *** - - - 同定不可 - - - - - - Concerto - 1870/6/16 Le Couppey
Masson - - Concerto du *** - - - 同定不可 - - - - - - Concerto - 1870/6/16 Le Couppey
Balutet - - Fugue Bach - - - Bach Fugue - - - - - Fugue - 1870/6/16 Le Couppey
- - Fugue Bach - - - Bach Fugue - - - - - Fugue - 1870/6/16 Le Couppey




ピアノ科各教授 Thomas F. Bazin Beauplan Barbereau Reber Sauzey H. Duvernoy Fissot Dauverné F. Benoist Guiraud Herz 議事録
AJ 37/282~AJ 37/287 AJ 37/230-4; 307; 308 AJ 37/223-4 AJ 37/220-3 AJ 37/232-1 AJ 37/226-2 AJ 37/233-1 AJ 37/238-1 AJ 37/238-2 AJ 37/227-2 AJ 37/224-4 AJ 37/239-1 AJ 37/243-3 AJ 37/195-1; AJ 37/206-1, 2, 3
1870-1871 1871/7/29 Marmontel Rieffler 2e concerto de Chopin Chopin 2e concerto 2e concerto de Chopin - - - - - - 2e concerto Chopin 2e concerto Chopin - - le 2e concerto de Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1871/7/29 Marmontel
Wormser Concerto en mi ♭  Beethoven Beethoven Concerto mi ♭ Concerto en mi♭ de Beethoven - - - - - - Concerto Beethoven Concerto en mi♭Beethoven - - Concerto en mi♭ Beethoven (3e solo) Beethoven - - - - - - Sonate - - 1871/7/29 Marmontel
Dolmetsch 1er morceau  sonate de Schumann Schumann Sonate Sonate de Schumann - - - - - - Sonate de Schumann Sonate de Schumann - - la sonate de Schumann Schumann Sonate - - - I - Sonate - - 1871/7/29 MarmontelBourgeois - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Marmontel « absent »Cahen - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Marmontel « absent, démissionnaire »
Thomé Prélude et fugue  Mendelssohn Mendelssohn Prélude et fugue Prélude et fugue de Mendelssohn - - - - - - - Prélude et fugue de Mendelssohn - - Prélude et fugue de Mendelssohn Mendelssohn Prélude - - - - - Prélude - - 1871/7/29 Marmontel
- - Prélude et fugue de Mendelssohn - - - - - - Fugue de Mendelssohn Prélude et fugue de Mendelssohn - - - Mendelssohn Fugue - - - - - Fugue - - 1871/7/29 Marmontel
Beissier - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Marmontel « en congé. Bon élève. Est resté en province pendant le siège. »Brunet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Marmontel « absent »
Bouvetier 1er concerto de H. Herz Herz Concerto 1er 1er concerto de Herz - - - - - - 1er concerto de Herz Concerto de Herz - - 1er concerto de Herz Herz Grand concerto 34 - A - (1829初演) Concerto - - 1871/7/29 Marmontel
Guerout Finale de la sonate op.10  Beethoven Beethoven Final de la sonate 10 Finale de la sonate op. 10 Beethoven - - - - - - Rondo de Beethoven Rondo de Beethoven - - Sonate op. 10 de Beethoven (finale) Beethoven Sonate 10 - - - Vienne, 1798 Sonate - - 1871/7/29 Marmontel
Spinetti Le mouvement perpétuel [finale de l'op.24*]  Weber Weber finale op. 24 Le mouvement perpétuel Weber - - - - - -
Finale de concerto Weber
Finale de l'op. 24 de Weber - - Sonate op. 24 de Weber (finale) Weber Sonate 24 - C IV (finale) Berlin, 1812 Sonate - - 1871/7/29 Marmontel
Deslandre Finale de l'op  op.31  Beethoven Beethoven finale sonate 31 sol Finale de la sonate op. 31 Beethoven - - - - - -
Rondo de sonate de Beethoven
Rondo de la sonate en sol de Beethoven - - Sonate op. 31 de Beethoven (finale) Beethoven Sonate 31 - G III (finale) Zurich, 1803-4 Sonate - - 1871/7/29 Marmontel
Leroux - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Marmontel « mort pendant le siège »Mathias Veronge de la Nux - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Mathias « absent »Jonquier - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Mathias « absent »
Buonsollazzi Mendelssohn, op.54 Variations sérieuses Mendelssohn op. 54 Variations Variations Mendelssohn - - - - - - Variations de Mendelssohn
Variations sérieuses op. 54 de Mendelssohn - - Variations sérieuses Mendelssohn Variations sérieuses 54 - d - Vienne, 1841 Variations - - 1871/7/29 MathiasHess - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Mathias « absent »
Cavaillé Concerto de H. Herz (ut mineur) Herz Concerto ut min. Concerto de H. Herz - - - - - - Concerto de Herz Concerto de Herz en ut mineur - - Concerto en ut mineur, op. 39 Herz 2e concerto 74 - c - 1834 Concerto - - 1871/7/29 Mathias
Laguépiore Weber, op.39 Fragment du rondo Weber Rondo 39 fragment du rondo op. 39 Weber - - - - - - Rondo de Weber Rondo de l'op. 49 de Weber - - fragment du rondo, op. 39, Weber Weber 2e Sonate 39 - As IV (finale) Berlin, 1816 Sonate - - 1871/7/29 Mathias
Doutreleau Weber op.49 fragment de l'allegro Weber op. 49 Allegro fragment de l'allegro op. 49 Weber - - - - - - Finale de Weber - - - fragment de l'allegro, op. 49, Weber Weber 3e Sonate 49 - d I Berlin, 1817 Sonate - - 1871/7/29 MathiasOdero - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Mathias « absent »
Gresse Chopin op. 22 Polonaise Chopin Polonaise op. 22 Polonaise Chopin op. 22 - - - - - - Polonaise de Chopin Polonaise de Chopin - - Polonaise, Chopin, op. 22 Chopin Grande Polonaise Brillante précédée d'un Andante Spianato 22 - Es - Paris, 1836 Danse Polonaise - 1871/7/29 Mathias
Herz Marie Sonate Beethoven  op. 111  Beethoven  Sonate 111 Sonate Beethoven op. 111 Sonate Beethoven op. 111 - - - - - Rondo de Beethoven Sonate de Beethoven 111 - - Sonate de Beethoven, op. 111 Beethoven Sonate 111 - c - Paris, 1823 Sonate - - 1871/7/29 Herz 議事録、1名の教官は作品111を記録しているが、教授と4名の教官は作品57を記録しているので作品57と同定した。
Donne Finale Beethoven op. 57 Beethoven  Sonate 57 Finale de la sonate de Beeth. op. 111 finale d’op. 57 - - - - - Œ57 Beethoven finale 57 de Beethoven - - Sonate de Beethoven, op. 111 (finale) Beethoven Sonate 57 - f III Vienne, 1807 Sonate - - 1871/7/29 HerzMarx Concerto de Ch. Mayer Mayer Concerto Concerto de Mayer Concerto de Mayer - - - - - - Concerot de Mayer - - Concerto de Ch. Mayer Mayer Concerto - - - - - Concerto - - 1871/7/29 Herz
Poileux Sonate  Schulhoff Schulhoff Sonate Sonate de Schulhoff Sonate de Schulhoff - - - - - Sonate de Schulhoff Sonate de Schulhoff - - Sonate de Schulhoff Schulhoff Sonate 37 - f - Paris, 1854 Sonate - - 1871/7/29 Herz
Le Callo Finale Beethoven ut♯ min. Beethoven Finale ut♯ Finale de la sonate ut♯de Beethoven Finale Beethoven - - - - - Sonate de Beethoven finale en ut♯ mineur Beethoven - - Sonate en ut♯de Beethoven (finale) Beethoven Sonate 27-2 - cis III (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1871/7/29 HerzBarbetti - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1871/7/29 Herz « démissionnaire »
Dewal Presto  Mendelssohn Mendelssohn Presto Presto de Mendelssohn Presto de Mendelssohn - - - - - Sonate de Mendelssohn Presto de Mendelssohn - - Presto de Mendelssohn Mendelssohn - - - - - - 同定不可 - - 1871/7/29 Herz
Besancenot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Herz « absente »Labouriau - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Herz « absente »Luigini - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Herz « absente »Pean - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Herz « absente »Crendiropoulo - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Herz « absente »Schoull - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Herz « absente »
Farrenc Barrande 2e solo de Mayer Mayer 2e solo 2e solo de Mayer 2e solo de Mayer - - - - - Solo de Mayer Solo de Mayer - - 2e solo de Meyer Mayer 2e Allegro de concert 60 - fis - Paris, 1843 Concertino - - 1871/7/29 Farrenc
Loire Alice - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Farrenc « absente »AJ37/220-3にも « absente rayée »
Genty Sonate de  Schulhoff - Sonate de Schulhoff Sonate de Schulhoff - - - - - Sonate de Schulhoff Sonate de Schulhoff - - Sonate de Schulhoff Schulhoff Sonate 37 - f - Paris, 1854 Sonate - - 1871/7/29 Farrencde Massas - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1871/7/29 Farrenc « absente »
Mottet Finale d'une sonate de Beethoven Beethoven Finale sonate Finale de la sonate de Beethoben op. 10 Finale sonate Beethoven - - - - - Sonate de Beethoven Finale de Beethoven - - Finale sonate Beethoven Beethoven Sonate 10 - - finale Vienne, 1798 Sonate - 欠 1871/7/29 Farrenc « absente »AJ37/220-3にも « absente rayée »
Bernard Gjertz 2e concerto de Chopin Chopin Concerto 2d 2e concerto de Chopin 2e concerto Chopin - - - - - Concerto de Chopin Concerto de Chopin - - 2e concerto Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1871/7/29 FarrencDugard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Farrenc « absente »Batiste - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Farrenc « démissionnaire »
Gaildrau Impromptu de Chopin Chopin Impromptu Impromptu de Chopin Impromptu Chopin - - - - - Impromptu de Chopin Impromptu en ut♯mineur (Chopin) - - Impromptu Chopin Chopin Fantaisie-impromptu 66 - cis - Paris, 1855 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1871/7/29 Farrenc
Migeon Concerto de Ries (3e) Ries concerto ut♯ 3e concerto de Ries Concerto de Ries (3e) - - - - - Concerto de Ries Concerto de Ries - - 3e concerto de Ries Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1871/7/29 Farrenc
Canonne 3e concerto de Moscheles Moscheles 3e concerto 3e concerto de Moscheles 3e concerto de Moscheles - - - - - 3e concerto de Moscheles 3e concerto de Moscheles - - 3e concerto de Moscheles Moscheles 3e concerto 60 - g - [1820] Concerto - - 1871/7/29 Farrenc
Thomas Concerto de Pixis Pixis Concerto Concerto de Pixis Concerto de Pixis - - - - - Concerto de Pixis Concerto de Pixis - - Concerto de Pixis Pixis Concerto 100 - C - Paris, 1826-28 Concerto - - 1871/7/29 Farrenc
Marx(Valentine) 3e concerto de Field Field 3e concerto 3e concerto de Field 3e concerto de Field - - - - - Cocerto de Field mi♭ 3e concerto de Field mi♭ - - 3e concerto de Field Field 3e concerto - H 32 Es - Moscou, 1811 Concerto - - 1871/7/29 Farrenc
Poitevin 1er concerto de Chopin Chopin　1er concerto 1er concerto de Chopin 1er concerto de Chopin - - - - - 1er concerto de Chopin 1er de Chopin - - 1er concerto de Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1871/7/29 FarrencRouch - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Farrenc AJ 37/195-1：« il est susis à statuer sur Mlle Rouch »
Le Couppey Mourion Weber. Menuet de la sonate en la♭ Weber Scherzo sonate la♭ Menuet de la sonate en la♭ de Weber Menuet de Weber - - - - - Menuet de Weber Menuet de Weber - - Menuet de la sonate en la♭ de Weber Weber 2e Sonate 39 - As III Berlin, 1816 Sonate - - 1871/7/29 Le CouppeyMayer Concerto op.70 (au choix) - - - - - - - - - - - - - Mayer Grand concerto 70 - D - Paris, 1844 Concerto - - 1871/7/29 Le Couppey
Guitry Beethoven Andante et finale de la sonate en fa mineur  Beethoven andante et finale sonate fa mineur Andante et finale de la sonate en fa mineur de Beethoven Andante et finale fa mineur - - - - - Andante de Beethoven
Andante et finale de la sonate en fa mineur de Beethoven - - Andante final de la sonate en fa min. Beethoven Beethoven Sonate 57 - f II, III Vienne, 1807 Sonate - - 1871/7/29 Le Couppey
Balutet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Le Couppey « en congé »Belval - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Le Couppey « absente »
Liauzun Hummel. Finale de la Fantaisie op. 18 Hummel finale op. 18 Finale de la fantaisie op. 18 Finale de la fantaisie op. 18 - - - - -
Finale de la grande fantaisie Beethoven
Finale de la fantaisie de Hummel - - Final de Hummel op. 18 Hummel Fantaisie 18 - Es finale Paris, 1806 Fantaisie Fantaisie 1 - 1871/7/29 Le Couppey
Sturmfels - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Le Couppey « Démissionnaire »Maffre - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Le Couppey « en congé »Pénau - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Le Couppey « en congé »Ravel - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Le Couppey « Démissionnaire »Fauvelle - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1871/7/29 Le Couppey « Démissionnaire »
Paulin Weber: Rondo de la sonate en Ré mineur  Weber rondo sonate ré mineur Rondo de la sonate en ré mineur de Weber Weber rondo de la sonate en Ré mineur - - - - -
Rondo de Beethoven sonate en ré mineur
Rondo de la sonate en ré mineur de Weber - - Rondo de la sonate en ré mineur de Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1871/7/29 Le Couppey
Masson Bach.  Prélude et fugue en ut♯ Bach Prélude et fugue ut♯ Prélude et fugue en ut de Bach Bach Prélude et fugue - - - - - Masson Prélude Bach Prélude et fugue de Bach (ut♯majeur) - - Prélude et Prélude et fugue ut♯Bach Bach Prélude - - - - - Prélude - - 1871/7/29 Le Couppey- - - - - - - - - - - - - - Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1871/7/29 Le CouppeyPrélude et fugue en ut♯ Bach Prélude et fugue ut♯ Prélude et fugue en ut de Bach Bach Prélude et fugue - - - - - - - - - Prélude et Prélude et fugue ut♯Bach Bach - - - - - - Fugue - - 1871/7/29 Le Couppey
1871-1872 1872/1/30 Marmontel Bourgeois Concerto en sol m. Mendelssohn Mendelssohn Concerto sol mineur - - - -
Mendelssohn Concerto sol mineur Concerto de Mendelssohn en sol min. - - - - - Concerto en sol min. Mendelssohnsohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - - 1872/1/30 Marmontel
Wormser S. Bach Fugue chromatique  Bach Fugue - - - - Bach  Chromatique Fugue en ré mineur Bach - - - - - Bach de Fugue Bach Fantaisie chromatique et fugue - BWV 903 d I [1720, rev. ca 1730] Fugue - - 1872/1/30 Marmontel
Bouvetier Sonate de Beethoven Beethoven Sonate - - - - Sonate Beethoven fa mineur Sonate de Beethoven - - - - - Sonate op. 31 de Beethoven Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1872/1/30 Marmontel
Guerout Finale de sonate  Beethoven Beethoven finale - - - - Finale Beethoven op. 26 Finale d'une sonate de Beethoven - - - - - Finale de la sonate op. 26 de Beethoven Beethoven Sonate 26 - As IV (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1872/1/30 Marmontel
Dolmetsch Prélude et fugue  Mendelssohn - - - - - - Praeludium et fugue de Mendelssohn - - - - - Prélude et fugue de Mendelssohn Mendelssohn Prélude - - - - - Prélude - - 1872/1/30 Marmontel
- Mendelssohn Fugue - - - - Fugue Mendelssohn Praeludium et fugue de Mendelssohn - - - - - - Mendelssohn Fugue - - - - - Fugue - - 1872/1/30 Marmontel
Spinetti Allegro de sonate  Marmontel Marmontel sonate - - - - - Finale de sonate de Marmontel - - - - - Allegro de sonate Marmontel Marmontel Sonate - - - finale - Sonate - - 1872/1/30 Marmontel  Duvernoyは« Allegro » を記録し、教授、議事録は« finale » を記録している。作品8, 86はいずれもフィナーレの速度表示がAllegro con fuocoなのでフィナーレと同定。
Beissier* - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1872/1/30 Marmontel « démissionnaire »
Rieffler Allegro de Weber - - - - - - - - - - - - - Weber - - - - - - 同定不可 - 欠 1872/1/30 Marmontel « virtuose exceptionnelle. Cet élève est sous la pression d'une maladie doit être en excusé. »AJ 37/195-1に名前なしDeslandre Sonate de Beethoven Beethoven Sonate ut - - - - - Finale d'une sonate de Beethoven - - - - - Sonate en ut de Beethoven Beethoven Sonate - - c - - Sonate - - 1872/1/30 MarmontelRouveirolis Fugue de Bach Bach fugue ut# - - - - Fugue Bach 3e fugue de Bach - - - - - Bach fugue en ut# Bach Bach Le Clavier bien tempéré - - Cis - - Fugue - - 1872/1/30 Marmontel
Desgranges Sonate de Beethoven Beethoven sonate - - - - Beethoven Sonate Sonate de Beethoven - - - - - Sonate en  mi♭Beethoven Beethoven Sonate - - Es - - Sonate - - 1872/1/30 Marmontel
Lapuchin Pièce de Scarlatti - - - - - - Scarlatti pièce - - - - - - Scarlatti - - - - - - 同定不可 - - 1872/1/30 Marmontel
Mathias Buoｎsollazzi Kalkbrenner, op. 80, 2e concerto  Kalkbrenner 2e concerto - - - - Kalkbrenner 2e concerto Le concerto de Kalkbrenner - - - - - 2e concerto de Kalkbrenner Kalkbrenner 2e concerto 80 - e - Paris, 1826 Concerto - - 1872/1/30 Mathias
Cavaillé Hélord,  op.19, Au clair de la lune (fragment) Hélord Variations - - - - - Hélord Au clair de la lune op. 19 - - - - - Variations Hélord (op. 19) au clair de la lune Hélord - - - - - - Variations - - 1872/1/30 MathiasGresse Moscheles, 5e concerto, en ut majeur  Moscheles Concerto 5e - - - - - 5e concerto ut majeur de Moscheles - - - - - 5e concerto ut maj. Moscheles Moscheles 5e concerto 87 - C - [1826] Concerto - - 1872/1/30 Mathias
Laguépierre Dussek, op. 75, Sonate en mi bémol maj. Dussek sonate - - - - Dussek 75 Dussek op.75 sonate en mi♭ majeur - - - - - Sonate mi♭ (op. 75)  Dussek Dussek Sonate 75 C 247 Es - 1811 Sonate - - 1872/1/30 Mathias
Doutreleau Field  3e concerto  Field concerto 3e - - - - Field 3e concerto 3e concerto de Field - - - - - 3e concerto de Field Field 3e concerto - H 32 Es - Moscou, 1811 Concerto - - 1872/1/30 Mathias









作曲家 作品 欠席の有無 試験日検索 クラス検索
Pop Bach (J. S.), fugue en ut majeur, 2e recueil Bach fugue ut mineur - - - - fugue Bach Fugue de Bach - - - - - Fugue ut min. de Bach Bach - - - - - - Fugue - - 1872/1/30 MathiasDusautoy Bach (J. S.), Prélude Bach prélude - - - - 3e prélude Bach - - - - - - Prélude de Bach Bach - - - - - - Prélude - - 1872/1/30 Mathias
Le Couppey Mourion - Mendelssohn Concerto andante - - - - - Andante du concerto de Mendelssohn - - - - - Andante Concerto sol min. de Mendelssohn Mendelssohn Concerto - - - II - Concerto - - 1872/1/30 Le Couppey
Liauzun - Mozart concerto - - - - Concerto de Mozart 1er 1er solo du concerto de Mozart - - - - - Allegro de 1er concerto de Mozart Mozart Concerto - K 467 C I [1785] Concerto - - 1872/1/30 Le Couppey
Guitry - Mendelssohn Concerto Allegro - - - -
Mendelssohn Concerto Ré mineur Concerto de Mendelssohn - - - - - Allegro Concerto sol min. de Mendelssohn Mendelssohn Concerto - - - I - Concerto - - 1872/1/30 Le CouppeyMaffre - Mozart concerto - - - - - 2e solo du même concerto [de Mozart] - - - - - Allegro de 1er concerto de Mozart Mozart Concerto - K 467 C II [1785] Concerto - - 1872/1/30 Le Couppey
Paulin - Bach Prélude et fugue ut mineur - - - - - Prélude et fugue en do mineur - - - - - Prélude et fugue en ut de Bach Bach - - - - - - Prélude - - 1872/1/30 Le Couppey
- Bach Prélude et fugue ut mineur - - - - - Prélude et fugue en do mineur - - - - - - Bach - - - - - - Fugue - - 1872/1/30 Le Couppey
Masson - Bach Prélude et fugue ré majeur - - - - fugue Bach en ré Prélude et fugue en ré - - - - - Prélude et fugue en ré de Bach Bach - - - - - - Prélude - - 1872/1/30 Le Couppey
- Bach Prélude et fugue ré majeur - - - - - Prélude et fugue en ré - - - - - - Bach - - - - - - Fugue - - 1872/1/30 Le Couppey
Balutet - Mendelssohn Concerto final - - - - - Finale du concerto de Mendelssohn - - - - - ronde Concerto sol min. de Mendelssohn Mendelssohn Concerto - - - III (finale) - Concerto - - 1872/1/30 Le Couppey
Pène - Bach Prélude et fugue ré - - - - fugue Bach en ré Prélude et fugue en ré majeur - - - - - Prélude et fugue en ut de Bach Bach - - - - - - Prélude - - 1872/1/30 Le Couppey- Bach Prélude et fugue ré - - - - - Prélude et fugue en ré majeur - - - - - - Bach - - - - - - Fugue - - 1872/1/30 Le CouppeyManotte - Bach Prélude et fugue ré - - - - fugue Bach en ré Prélude et fugue en ré majeur - - - - - Prélude et fugue en ut de Bach Bach - - - - - - Prélude - - 1872/1/30 Le Couppey- Bach Prélude et fugue ré - - - - - Prélude et fugue en ré majeur - - - - - - Bach - - - - - - Fugue - - 1872/1/30 Le Couppey
Dandeville - Bach Prélude et fugue ut mineur - - - - fugue Bach ut mineur Prélude et fugue en do mineur - - - - - Prélude et fugue en ut de Bach Bach - - - - - - Prélude - - 1872/1/30 Le Couppey
- Bach Prélude et fugue ut mineur - - - - - Prélude et fugue en do mineur - - - - - - Bach - - - - - - Fugue - - 1872/1/30 Le Couppey
Decagny - Bach Prélude et fugue ut - - - - fugue Bach ut mineur fugue de Bach en do majeur - - - - - Prélude et fugue en ut de Bach Bach - - - - - - Fugue - - 1872/1/30 Le Couppey
Pottier - Bach Prélude et fugue ut - - - - fugue Bach ut mineur fugue de Bach en do mineur - - - - - - Bach - - - - - - Fugue - - 1872/1/30 Le CouppeyHerz Marie - Schumann Sonate 2e - - - - - - - - - - - 2e sonate de Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1872/1/30 HerzDewal - Weber Concerto - - - - Weber *** Weber concertstück - - - - - Concerto de Weber Weber Concert-Stück 79 - f I Leipzig, 1823 Concertino - - 1872/1/30 Herz
Donne, Laure - Schumann Carnaval - - - - - Schumann fragment du carnaval - - - - - Fragment du Carnaval de Schumann Schumann Carnaval - - - - - Morceaux caractéristiques - - 1872/1/30 HerzPéan - Hummel Concerto si♭ - - - - Hummel si mineur - - - - - - Concerto en si♭ mineur de Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1872/1/30 HerzMarx - Hummel Concerto si mineur - - - - - - - - - - - Concerto en si mineur de Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1872/1/30 HerzLabouriau - Herz Concerto 5e - - - - Herz Concerto Herz 5e concerto - - - - - 5e concerto de Herz Herz 5e concerto 180 - f - 1854 Concerto - - 1872/1/30 HerzBernard Gjertz - Herz Étude - - - - Étude Herz Herz Étude - - - - - Étude de Herz Herz Étude - - - - - Étude(s) - - 1872/1/30 HerzDonne, Marguerite - Herz 6e concerto - - - - - Herz 6e concerto - - - - - 6e concerto de Herz Herz 6e concerto 192 - a - 1858 (ms daté) Concerto - - 1872/1/30 HerzPraly - Herz  concerto - - - - Herz Concerto Herz 3e concerto en ré mineur - - - - - 3e concerto de Herz Herz 3e concerto 87 - d - 1836 Concerto - - 1872/1/30 Herz
De Filippi - Chopin 1er concerto - - - - Chopin 1er concerto Chopin 1er concerto en mi mineur - - - - - 1er concerto de Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1872/1/30 HerzVidal - Herz concerto 4e - - - - 4e Herz Herz 4e concerto en la mineur - - - - - 4e concerto de Herz Herz 4e concerto 131 - E - 1842-43 Concerto - - 1872/1/30 HerzCelier - Hummel concerto la mineur - - - - Hummel la mineur Concerto en la mineur - - - - - Concerto en la min. Hummel Hummel Grand concerto 85 - a - Paris, 1823 Concerto - - 1872/1/30 HerzFarrenc Barrande 2e Concerto de Moscheles Moscheles concerto 2e - - - - - Moscheles 2e concerto - - - - - 2e concerto Moscheles Moscheles 2e concerto 56 - Es - [1823] Concerto - - 1872/1/30 FarrencGenty Sonate de Beethoven op. 111 Beethoven Sonate op. 111 - - - - Beethoven 111 Beethoven sonate op. 111 - - - - - son. op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c - Paris, 1823 Sonate - - 1872/1/30 Farrenc
Loire Andante et Finale de Beethoven op. 57  Beethoven Sonate Andante et Finale - - - - Andante Beethoven 57 Andante et Finale op. 57 de Beethoven - - - - - Andante op. 57 Beethoven Beethoven Sonate 57 - f II Vienne, 1807 Sonate - - 1872/1/30 FarrencCanonne 4e concerto Kalkbrenner Kalkbrenner 4e concerto - - - - Kalkbrenner Kalkbrenner 4e concerto - - - - - 4e concerto de Kalkbrenner Kalkbrenner 4e concerto 125 - As - Paris, 1835 Concerto - - 1872/1/30 FarrencThomas 4e concerto de Moscheles Moscheles 4e concerto - - - - - Moscheles 4e concerto - - - - - 4e concerto de Moscheles Moscheles 4e concerto 64 - E - [1823] Concerto - - 1872/1/30 Farrenc
Marx(Valentine) Concerto de Field Field 4e concerto - - - - Field 4e concerto Field 4e concerto - - - - - 4e Concerto de Field Field 4e concerto - H 28 Es - Saint-Pétersbourg 1814; rév., 1819 Concerto - - 1872/1/30 Farrenc
Bernard Gjertz Sonate de Beethoven op. 31 Beethoven Sonate ré mineur - - - - Beethoven en ré mineur Sonate de Beethoven en ré min. op. 31 - - - - - Son. ré min, Beethoven Beethoven Sonate 31-2 - d - Zurich, 1803 Sonate - - 1872/1/30 FarrencPoitevin Caprice de Moscheles Moscheles Caprice - - - - - Caprice de Moscheles - - - - - Caprice de Moscheles Moscheles  La force, la légèreté et le caprice: Études 51 - c III Paris, 1839-40 Étude(s) - - 1872/1/30 Farrenc
Gaildrau Presto de Mendelssohn Mendelssohn Presto - - - - - Presto de Mendelssohn - - - - - Presto de Mendelssohn Mendelssohn - - - - - - 同定不可 - - 1872/1/30 Farrenc
Rouch Prélude et Fugue de Bach Bach Fugue 5e - - - - Bach 5e fugue 5e fugue de Bach - - - - - Prélude et fugue de Bach Bach Le Clavier bien tempéré - - D - - Prélude - - 1872/1/30 FarrencPrélude et Fugue de Bach Bach Fugue 5e - - - - Bach 5e fugue 5e fugue de Bach - - - - - Prélude et fugue de Bach Bach Le Clavier bien tempéré - - D - - Fugue - - 1872/1/30 FarrencLouigini Sonate de Beethoven Beethoven Sonate ut - - - - - Sonate de Beethoven - - - - - Sonate ut maj. De Beethoven Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1872/1/30 FarrencMeunier Concerto en si mineur de Hummel Hummel Concerto si mineur - - - - - Hummel concerto en si mineur - - - - - Concerto si mineur Hummel. Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1872/1/30 Farrenc1871-1872 1872/6/14 Marmontel Bourgeois Sonate de Thalberg - Sonate de Thalberg - - - - Sonate de Thalberg - - - - - Sonate de Thalberg Thalberg Grande Sonate 56 - c - Paris, 1844 Sonate - - 1872/6/14 Marmontel
Wormser Presto scherzando  Mendelssohn - Presto de Mendelssohn - - - - Presto scherzando de Mendelssohn - - - - - Presto-scherzo de Mendelssohn Mendelssohn 2e concerto 40 - d III (finale) Londres, 1838 Concerto - - 1872/6/14 Marmontel
Guerout Concert[sic] italien  Bach - Concerto de Bach - - - - Concerto de Bach - - - - - Concerto de Bach Bach Concerto italien - BWV 971 F - Leipzig, 1735 Concerto Solo Concerto - 1872/6/14 MarmontelDolmetsch   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1872/6/14 Marmontel « malade »Spinetti Allegro de Mayer - Allegro de Mayer - - - - Allegro de Mayer - - - - - Allegro de Mayer Mayer Allegro - - - - - 同定不可 - - 1872/6/14 MarmontelRieffler   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1872/6/14 Marmontel « malade  »
Deslandres   - - Sonate de Beethoven - - - Sonate Beethoven Sonate de Beethoven en fa mineur - - - - - Sonate op. 57  Beethoven Beethoven Sonate 57 - f - Vienne, 1807 Sonate - - 1872/6/14 Marmontel
Rouveirolis Allegro de la Sonate op. 81  Hummel - Sonate de Hummel - - - - Allegro de la sonate op. 81 - - - - - Allegro de la sonate op. 81. Hummel Hummel Sonate 81 - fis I Vienne 1819 Sonate - - 1872/6/14 MarmontelDesgranges Concerto de Ries - 3e concerto de Ries - - - - Concerto de Ries - - - - - 3e concerto de Ries Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1872/6/14 MarmontelLapuchin 1er Concerto de Kalkbbrenner - Concerto de Kalkbrenner - - - - - - - - - - 1er concerto de Kalkbrenner Kalkbrenner 1er concerto 61 - d - Paris, 1823 Sonate - - 1872/6/14 Marmontel
Mathias Buoｎsollazzi Beethoven. Op. 90. premier mouvement  - Sonate de Beethoven - - - Sonate Beethoven Op. 90 Beethoven - - - - - Sonate op. 90 Beethoven Beethoven Sonate 90 - e I Vienne, 1815 Sonate - - 1872/6/14 Mathias
Cavaillé Mathias, Variations sur la Flûte enchantée (fragment) - Fantaisie sur la Flûte enchantée par Mathias [Op.32] - - - Variations Mathias Mathias variation sur la Flûte enchantée [op. 32] - - - - - Variations sur la Flûte enchantée Mathias [op. 32] Mathias La Flûte enchantée, variations sur un thème de Mozart 32 - G - Paris, 1861 Variations - - 1872/6/14 Mathias
Gresse Mathias Op. 35, 3me sonate,　Finale (fragment) - 3e sonate de Mathias - 3e sonate Mathias - Mathias Sonate Mathias 3e sonate　op. 35 - - - - - sonate op. 35 Mathias Mathias 3e sonate 35 - F IV (finale) Paris, 1859 Sonate - - 1872/6/14 Mathias
Laguépierre Mathias, op. 20, 1re  sonate,　fragment  - Sonate de Mathias - - - Mathias Sonate Mathias op. 20 - - - - - Sonate op. 20 Mathias Mathias 1re Sonate 20 - h - Paris, 1855 Sonate - - 1872/6/14 Mathias
Doutreleau Mathias, op. 20, 1re Sonate, fragment  - Polonaise de Mathias - Polonaise Mathias - Mathias Polonaise Finale de la sonate de  Mathias op. 20 - - - - - Polonaise Mathias Mathias 1re Sonate 20 - h - Paris, 1855 Sonate - - 1872/6/14 MathiasEspinosa Hummel, Op.85 - 2e concerto de Hummel la min. - - - - - - - - - - Concerto de Hummel Hummel Grand concerto 85 - a - Paris, 1823 Concerto - - 1872/6/14 MathiasProdomme Hummel, op. 81 Finale - Sonate de Hummel - - - - Finale de la sonate de Hummel op. 81 - - - - - finale de la sonate en fa♯　Hummel Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne 1819 Sonate - - 1872/6/14 MathiasO'Kelly Field, 2e concerto  - 2e concerto de Field - - - 2e Field 2e concerto de Field - - - - - 2e concerto de Field Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - - 1872/6/14 MathiasPop Bach (J. S.) Fugue - Fugue de Bach - - - Fugue Bach Fugue de S. Bach - - - - - fugue ut♯ min. Bach Bach Fugue - - cis - - Fugue - - 1872/6/14 MathiasDusautoy Schubert, op. 57, fragment du Rondo  - Rondo de Schubert - - - - Schubert Rondo - - - - - Rondo op. 57 Schubert Schubert - - - - - - Sonate - - 1872/6/14 MathiasHerz Marie   - - Étude de Chopin - - - Étude Chopin Étude de Chopin - - - - - Étude de Chopin Chopin Étude - - - - - Étude(s) - - 1872/6/14 Herz
Donne (Laure)   - - Sonate de Beethoven - S.ta Beethoven - 111 Beethoven Beethoven op. 111 - - - - - Son. op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c - Paris, 1823 Sonate - - 1872/6/14 HerzPéan   - - 2e concerto de Field - 2e Field - 2e Field Field 2e concerto - - - - - 2e concerto Field Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - - 1872/6/14 Herz
Marx   - - Sonate de Beethoven - - - Sonate Beethoven Sonate de Beethoven - - - - - Son. op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c - Paris, 1823 Sonate - - 1872/6/14 Herz
Rabourieu   - - Concerto de Mendelssohn - - - - Concerto de Mendelssohn - - - - - Concerto sol min. Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - - 1872/6/14 Herz
Gjertz   - - Étude de Herz - Étude Herz - Étude Herz Herz Étude - - - - - Étude de Herz Herz 5e concerto 180 - f - 1854 Concerto - - 1872/6/14 HerzDonne (Margueritte)   - - Caprice de Mendelssohn - - - - Mendelssohn op. 22 - - - - - Caprice de Mendelssohn Mendelssohn Capriccio brillant 22 - h - Londres, 1832 Concertino - - 1872/6/14 Herz
Praly   - - Concerto de Hummel en si mineur - Hummel (si mineur) - 4e Hummel Concerto en si mineur de Hummel - - - - - Concerto en si mineur de Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1872/6/14 Herz
de Filippi   - - Finale de la sonate de Thalberg - Finale Thalberg - Sonate Thalberg Finale de la sonate de Thalberg - - - - - Finale de la sonate de Thalberg Thalberg Grande Sonate 56 - c IV (finale) Paris, 1844 Sonate - - 1872/6/14 Herz
Vidal   - - Concerto de Ries - Concerto Ries (ut♯) - 3e Ries Concerto de Ries - - - - - 3e concerto (ut♯ min.)  Ries Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1872/6/14 HerzCellier   - - Concerto de Hummel en la♭ - - - - Concerto de Hummel en la♭ - - - - - Concerto en la♭ de Hummel Hummel Grand concerto 113 - As - Paris, 1831 Concerto - - 1872/6/14 Herz
Farrenc Barrande 2e concerto de Chopin - 2e concerto de Chopin - - - 2d concerto Chopin - - - - - - 2e concerto de Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1872/6/14 Farrenc
Genty Finale de Beethoven op. 57  - Finale de sonate de Beethoven op. 57 - - - Op. 57 finale Beethoven Beethoven finale de la sonate op. 57 - - - - - Finale op. 57  Beethoven Beethoven Sonate 57 - f III (finale) Vienne, 1807 Sonate - - 1872/6/14 FarrencLoire Rondo de la sonate de Weber en ｌa♭ - Sonate de Weber en la♭ - - - Rondo Weber Rondo de la sonate de Weber en la♭ - - - - - finale sonate de Weber Weber 2e Sonate 39 - As IV (finale) Berlin, 1816 Sonate - - 1872/6/14 FarrencCanonne Solo de Mayer en fa♯ min. - Solo de Mayer en fa mineur - - - Allegro de Mayer Mayer Allegro de concert - - - - - Allegro en fa# Mayer Mayer 2e Allegro de concert 60 - fis - Paris, 1843 Concertino - - 1872/6/14 Farrenc
Thomas Cocerto de Mendelssohn - Concerto de Mendelssohn - - - - Concerto de Mendelssohn - - - - - Concerto de Mendelssohn Mendelssohn Concerto - - - - - Concerto - - 1872/6/14 Farrenc
Marx (Valentine) Rondo de Mozart - Rondo de Mozart - - - Sonate Mozart Rondo de Mozart - - - - - Rondo, sonate en fa de Mozart Mozart Sonate - K 332 F III (finale) Vienne, 1784 Sonate - - 1872/6/14 Farrenc
Gjertz Finale de la sonate de Hummel fa♯ mineur - Finale de la sonate de Hummel en fa♯ mineur - Sonate Hummel - Finale Hummel Finale de la sonate en fa♯ mineur de Hummel - - - - - Finale de la sonate de Hummel en fa♯ mineur Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne 1819 Sonate - - 1872/6/14 Farrenc
Poitevin Finale de la Fantaisie de Hummel op. 18  - Finale de la fantaisie de Hummel op. 18 - Sonate Hummel - - Finale de la fantasie de Hummel op. 18 - - - - - Fantaisie op. 18 Hummel Hummel Fantaisie 18 - Es finale Paris, 1806 Fantaisie Fantaisie 1 - 1872/6/14 Farrenc
Gaildrau Finale de la sonate en ré min. de Beethoven, op. 31 - Finale de la sonate en ré mineur de Beethoven - - - - Finale de la sonate en ré mineur de Beethoven op. 31 - - - - - Sonate op. 31 Beethoven Beethoven Sonate 31-2 - d III (finale) Zurich, 1803-4 Sonate - - 1872/6/14 FarrencRouch Concerto de Hiller - Concerto de Hiller - - - - Concerto de Hiller - - - - - Concerto Hiller Hiller Concerto - - - - - Concerto - - 1872/6/14 Farrenc
Luigini Concerto en si min. de Hummel - Concerto en si mineur de Hummel - - - *** Hummel Concerto de Hummel en si mineur - - - - - Concerto si mineur Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1872/6/14 FarrencMeunier Solo de Mayer en fa mineur - Solo de Mayer en fa mineur - - - Allegro Mayer Solo de Mayer en fa mineur - - - - - Allegro fa mineur Mayer Mayer 2e Allegro de concert 60 - fis - Paris, 1843 Concertino - - 1872/6/14 Farrenc
Tobiesen Solo de Weber (en la♭) - Sonate de Weber (en la♭) - - - 1er morceau Rondo Weber Sonate de Weber en la♭ - - - - - Sonate la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1872/6/14 Farrenc
Le Couppey Maurion   - - Étude de Chopin - Chopin Étude - Étude Chopin Chopin Étude - - - - - Étude de Chopin Chopin Étude - - - - - Étude(s) - - 1872/6/14 Le Couppey
Liauzun   - - Sonate de Beethiven op. 111 - Beethoven 111 - 111 Beethoven Beethiven op. 111 - - - - - son. op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c - Paris, 1823 Sonate - - 1872/6/14 Le Couppey
Guitry   - - Impromptu de Heller - Impromptu Heller - - Stephen Heller 2 impromptus no. 2 op. 129 - - - - - Impromptu de Heller Heller 2 Impromptus 129 - f II Paris, 1871/72 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1872/6/14 Le Couppey
Maffre   - - Rondo de Beethoven op. 31 - Rondo Beethoven - Rondo Beethoven Rondo de la sonate en ré mineur de Beethoven op. 31 - - - - - fin. Sonate ré min. Beethoven Beethoven Sonate 31-2 - d III (finale) Zurich, 1803 Sonate - - 1872/6/14 Le Couppey
Balutet   - - Pièce de Schumann - - - - Pièce romantique - - - - - deux pièces de Schumann Schumann Phantasiestüke (Pièces romantiques) 12 - - - 1838 Morceaux caractéristiques - - 1872/6/14 Le Couppey
- - - - - - - - - - - - - - Schumann Phantasiestüke (Pièces romantiques) 12 - - - 1838 Morceaux caractéristiques - - 1872/6/14 Le CouppeyPaulin   - - - - - - - Prélude et fugue de Bach - - - - - - Bach Prélude - - Cis - - Prélude - - 1872/6/14 Le Couppey- - Fugue de Bach - Fugue Bach - Fugue de Bach Prélude et fugue de Bach - - - - - Fugue ut# majeur Bach Bach Fugue - - Cis - - Fugue - - 1872/6/14 Le Couppey
Masson   - - Finale de la fantaisie en mi♭[Op.18] - - - Op. 18 fantaisie Hummel Fantaisie de Hummel en mi [♭op.18] - - - - - finale fantaisie Hummel Hummel Fantaisie 18 - Es finale Paris, 1806 Fantaisie Fantaisie 1 - 1872/6/14 Le CouppeyPène   - - Fugue de Bach - - - - Prélude et fugue de Bach - - - - - Fugue ut# majeur Bach Bach Prélude - - Cis - - Prélude - - 1872/6/14 Le Couppey  - - - - - - - Prélude et fugue de Bach - - - - - - Bach fugue - - Cis - - Prélude - - 1872/6/14 Le Couppey  - - - - - - - Prélude et fugue de Bach - - - - - Fugue ut# maj.  Bach Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1872/6/14 Le Couppey
Manotte   - - Rondo de Beethoven - - - Rondo Beethoven Rondo de l'œuvre 7 - - - - - finale sonate op. 7 Beethoven Beethoven Sonate 7 - Es IV (finale) Vienne, 1897 Sonate - - 1872/6/14 Le Couppey
Dandville   - - Toccata de Clementi - Toccata Clementi - - Toccata de Clementi - - - - - Toccata de Clementi Clementi Toccata 11 - B - 1784 Toccata - - 1872/6/14 Le Couppey
Decagny   - - Sonate de Dussek op. 35 - Sonate Dussek - - Sonate de Dussek op. 35 - - - - - Toccata Clementi Dussek Grande Sonate 35 - - - 1797 Sonate - - 1872/6/14 Le CouppeyPottier   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1872/6/14 Le Couppey « en congé pour cause de mauvaise santé »1872-1873 1873/1/29 Marmontel Guerout Fugue de S. Bach Bach Fugue Fugue de Bach - - - Fugue de Bach Fugue de Bach - - - - - Fugue de Bach Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1873/1/29 Marmontel
Dolmetsch Toccata de Schumann Toccata de Schumann Toccata de Schumann - - - Schumann Toccata Toccata de Schumann - - - - - Toccata de Schumann Schumann Toccata 7 - C - 1834 Toccata - - 1873/1/29 Marmontel
Rouveirolis   - Sonate Weber Sonate de Weber - - - Finale Weber Finale d'une sonate de Weber - - - - - Sonate de Weber Weber Sonate - - - finale - Sonate - - 1873/1/29 Marmontel
Desgranges Gigue de Graun Gigue de Gigue de Graün - - - Gigue-Krauss[sic.] Gigue de Graün - - - - - Gigue de Graün Graun Gigue - - - - - Danse Gigue - 1873/1/29 Marmontel
Lapuchin Fugue de Haendel Fugue de Handel Fugue de Haendel - - - Fugue Haendel Fugue de Haendel - - - - - Fugue de Händel Händel Fugue - - - - - Fugue - - 1873/1/29 MarmontelLemoine Concerto de Field Field 2e concerto 2e concerto de Field - - - Lemoine Field 2e concerto de Field - - - - - 2e concerto de Field Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - - 1873/1/29 MarmontelMestre fragment de concerto de Bach Bach  concerto Concerto de Bach - - - - Concerto de Bach - - - - - Concerto de Bach Bach Concerto italien - BWV 971 F - Leipzig, 1735 Concerto Solo Concerto - 1873/1/29 MarmontelWiernsberger Fugue de Bach Bach Fugue Fugue de Bach - - - Fugue Bach Fugue de Bach - - - - - Fugue de Bach Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1873/1/29 Marmontel
Debussy Fugue de Bach Bach Toccata Toccata de Bach - - - Toccata sol mineur de Bach Toccata de Bach - - - - - Toccata de Bach Bach Toccata - - g - - Toccata Toccata (baroque) - 1873/1/29 Marmontel 教授のみフーガを記録しているが、議事録、試験官はトッカータを記録している。Concerto de Cramer - - - - - - - - - - - - - Cramer Concerto - - - - - Concerto - - 1873/1/29 MarmontelArdaillon Pièce de Scarlatti - Toccata de Scarlatti - - - Toccata Bach Toccata de Scarlatti - - - - - Toccata de Scarlatti Scarlatti Toccata - - - - - 同定不可 - - 1873/1/29 MarmontelMathias Buonsollazzi   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1873/1/29 Mathias « malade-inflammation du poignet »Cavaillé Field, 1er concerto  Field 1er concerto 1er concerto de Field - - - Field 1er concerto 1er concerto de Field - - - - - 1er concerto de Field Field 1er concerto - H 27 Es - Moscou, 1811 Concerto - - 1873/1/29 MathiasGresse Hummel, op. 81  Hummel sonate fa♯ mineur 8e sonate de Hummel - - - Sonate Hummel Hummel sonate op.81 - - - - - Sonate  fa♯ min.  Hummel Hummel Sonate 81 - fis - Vienne 1819 Sonate - - 1873/1/29 Mathias
Laguépierre Hummel, op. 113  Hummel (la♭） Concerto en la♭de Hummel - - - la♭ Hummel Concerto Hummel concerto en la♭ - - - - - Concerto la♭Hummel Hummel Grand concerto 113 - As - Paris, 1831 Concerto - - 1873/1/29 Mathias
Doutreleau Moscheles, 3e concerto  Moscheles sol mineur 3e concerto de Moscheles - - - 3e *** Moscheles Moscheles 3e concerto - - - - - 3e concerto sol min. de Moscheles Moscheles 3e concerto 60 - g - [1820] Concerto - - 1873/1/29 Mathias
Espinosa Chopin, 1er concerto Chopin 1er concerto Concerto en mi mineur de Chopin - - - Concerto Chopin Concerto en mi mineur de Chopin - - - - - 1er concerto  de Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1873/1/29 Mathias
- Bach fragment - - - - - fugues de Bach fa et mi majeur - - - Fugue - - Bach Fugue - - f - - Fugue - - 1873/1/29 Mathias- Bach fragment - - - - - fugues de Bach fa et mi majeur - - - - - - Bach Fugue - - e - - Fugue - - 1873/1/29 MathiasO'Kelly Mozart, sonate 16 Mozart sonate Sonate de Mozart - - - Mozart Sonate Sonate op. 16 - - - - - Sonate de Mozart Mozart Sonate - - - - - Sonate - - 1873/1/29 Mathias
Dusautoy Mendelssohn  1er concerto (fragment du finale) Mendelssohn concerto finale Concerto de Mendelssohn - - - Concerto Mendelssohn Finale de 1er concerto de Mendelssohn - - - - - Finale de concerto en sol mineur Mendelssohn 1er concerto 25 - g III (finale) Londres, 1832 Concerto - - 1873/1/29 Mathias
Falkenberg Ries, op.55 Ries Concerto ut♯ Concerto en ut♯ mineur de Ries - - - Ries ut mineur Concerto de Ries en ut♯ mineur - - - - - Concerto en ut♯ min. de Ries Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1873/1/29 Mathias Sauzeyはハ調の協奏曲を記録しているが、教授、議事録、3名の試験官は嬰ハ調を記
録しているので作品55と同定。 Nunez Mozart 1er concerto en ut majeur  Mozart concerto Conceto de Mozart - - - Concerto Mozart - - - - - - Conceto de Mozart Mozart Concerto - K 467 C - [1785] Concerto - - 1873/1/29 Mathias
Rabeau Étude, op.27 [sic.] préface à la vélocité*  Le Couppey Étude  Le Couppey Étude de Le Couppey - - - Étude  Le Couppey - - - - - - Étude de Le Couppey Le Couppey Étude, op. 27 préface à la vélocité: 15 études de mécanisme 26 - - - Paris, 1871 Étude(s) - - 1873/1/29 MathiasHerz Marie   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1873/1/29 Herz « absente »
Donne (Laure)   - Fantaisie Bach Fantaisie chromatique de Bach - - - Fantaisie chromatique de Bach Fantaisie chromatique de Bach - - - - - Fantaisie chromatique de Bach Bach Fantaisie chromatique et fugue - BWV 903 d I [1720, rev. ca 1730] Fantaisie Fantaisie 1 - 1873/1/29 Herz
Marx   - Beethoven Sonate fa mineur finale Sonate en fa mineur de Beethoven - - - finale fa mineur Beethoven Finale de Beethoven en fa mineur - - - - - Finale de la sonate en fa min. Beethoven Beethoven Sonate - - fa - - Sonate - - 1873/1/29 HerzLabouriau   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1873/1/29 Herz « absente, en congé »Donne (Margueritte)   - Mathias Sonate Sonate de Mathias - - - Sonate Mathias Morceau de Mathias - - - - - Sonate de Mathias Mathias Sonate - - - - - Sonate - - 1873/1/29 Herzde Filippi   - Schumann sonate Sonate de Schumann - - - Sonate Schumann Sonate de Schumann - - - - - Sonate de Schumann Schumann Sonate - - - - - Sonate - - 1873/1/29 Herz
Cellier   - Ries 3e concerto 3e concerto de Ries - - - 3e concerto de Ries - - - - - - 3e concerto de Ries Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1873/1/29 Herz
Vidal   - - 1er concerto de Hiller - - - 1er concerto d'Hiller 1er concerto de F. Hiller - - - - - 1er concerto de Hiller Hiller Concerto 5 - As - Paris, 1830/31 Concerto - - 1873/1/29 Herz
Schmidt   - Herz 5e concerto 5e concerto de Herz - - - 5e concerto de Herz Herz 5e concerto - - - - - 5e concerto de Herz Herz 5e concerto 180 - f - 1854 Concerto - - 1873/1/29 HerzPerrey   - Herz 6e concerto 6e concerto de Herz - - - 6e concerto Herz Herz 6e concerto - - - - - 6e concerto de Herz Herz 6e concerto 192 - a - 1858 (ms daté) Concerto - - 1873/1/29 Herz
Barozzi   - Hummel Sonate Sonate de Hummel - - - 1re sonate de Hummel 1re partie de la 2de sonate de Hummel en fa - - - - - Sonate de Hummel Hummel Sonate 20 - f - Vienne, ca 1807 Sonate - - 1873/1/29 HerzOsterberger   - Ries 3e concerto 3e concerto de Ries - - - 3e concerto Ries 3e concerto de Ries - - - - - 3e concerto de Ries Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1873/1/29 HerzPraly   -   -   - -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   - - - 欠 1873/1/29 Herz « à remplacer »
Farrenc Genty Sonate de Hummel op. 81 Sonate de Hummel 81 Sonate en fa min. de Hummel - - Sonate de Hummel fa♯ min. Sonate Hummel Sonate en fa♯ min, de Hummel - - - - - Sonate op. 81 Hummel Hummel Sonate 81 - fis - Vienne 1819 Sonate - - 1873/1/29 Farrenc « 1ère sonate de Hummel » は誤記と解した。
Loire Nocturne de Chopin Nocturne Chopin Nocturne de Chopin - - Nocturne Chopin - Nocturne de Chopin en ré♭ - - - - - Nocturne Chopin Chopin Nocturne 27 - Des II Paris, 1836 Morceaux caractéristiques Nocturne - 1873/1/29 Farrenc
Canonne Prélude et Fugue de Bach Bach Prélude et fugue Prélude et Fugue de Bach - - Prélude et Fugue de Bach - Prélude de Bach - - - - - Prélude et Fugue de Bach Bach Prélude - - - - - Prélude - - 1873/1/29 Farrenc- - - - - - - - - - - - - - Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1873/1/29 Farrenc
Thomas Allegro du concerto de Weber Allegro de Weber Concerto de Weber - - Concerto Weber Concerto de Weber Concerto de Weber (Concertstück finale) - - - - - Allegro de Weber Weber Concert-Stück 79 - f I Leipzig, 1823 Concertino - - 1873/1/29 Farrenc
Marx (Valentine) Concerto de Ries (3e) Ries 3e concerto 3e concerto de Ries - - Concerto Ries 3e Ries Ries 3e concerto - - - - - 3e concerto de Ries Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1873/1/29 Farrenc
Poitevin Sonate de Weber en ré mineur  Weber sonate ré mineur Sonate de Weber - - Sonate Weber Sonate ré mineur Weber Sonate de Weber en ré mineur - - - - - Sonate en ré min. de Weber Weber 3e Sonate 49 - d/D - Berlin, 1817 Sonate - - 1873/1/29 Farrenc
Gaildrau Allegro de la sonate de Schulhoff Schulhoff  Sonate Sonate de Schulhoff - - Sonate Schulhoff Sonate Schulhoff Sonate en fa de Schulhoff - - - - - Sonate de Schulhoff Schulhoff Sonate 37 - f - Paris, 1854 Sonate - - 1873/1/29 Farrenc
Rouch Finale de Beethoven (op. 31) Beethoven sonate ré mineur finale Finale de Beethoven  Sonate en ré mineur - - Sonate Beethoven Finale de Beethoven Finale de la sonate de Beethoven  op. 31 - - - - - Sonate ré min. de Beethoven (finale) Beethoven Sonate 31-2 - d III (finale) Zurich, 1803 Sonate - - 1873/1/29 Farrenc
Luigini Solo de Mayer en fa♯ min. Mayer Concerto 2e Allegro de Mayer - - Concerto Mayer Allegro de Mayer Allegro de Mayer en fa♯ mineur - - - - - 2e allegro de Mayer Mayer 2e Allegro de concert 60 - fis - Paris, 1843 Concertino - - 1873/1/29 Farrenc
Meunier Rondo de Hummel,  op. 109 Hummel Rondo Rondo de Hummel - - Rondo Hummel Rondo de Hummel Rondo de Hummel op. 109 - - - - - Rondo de Hummel Hummel Rondo brillant 109 - h - Paris, 1826 Rondo - - 1873/1/29 Farrenc
Tobiesen Sonate de Beethoven op. 53 Beethoven sonate en ut Sonate de Beethoven - - Sonate Beethoven Sonate Beethoven Sonate de Beethoven op. 53 - - - - - Sonate en ut de Beethoven Beethoven Sonate 53 - C - Vienne, 1805 Sonate - - 1873/1/29 Farrenc
Banquels Finale de Beethoven op. 57 Beethoven Sonate fa mineur finale Sonate de Beethoven - - Sonate Beethoven - Finale de la sonate de Beethoven en fa mineur op. 57 - - - - - Sonate en fa min. de Beethoven (finale) Beethoven Sonate 57 - f III (finale) Vienne, 1807 Sonate - - 1873/1/29 Farrenc
Mouzin 2e concerto de Field Field 2e concerto  2e concerto de Field - - - 2e concerto de Field Field 2e concerto - - - - - 2e concerto de Field Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - - 1873/1/29 FarrencLiottel Concerto en mi de Hummel Hummel Concerto mi Concerto de Hummel - - - - - - - - - - Concerto en mi de Hummel Hummel Les adieux : grand concerto 110 - E - Paris, 1826 Concerto - - 1873/1/29 FarrencLe Couppey Balutet [Bach fugue BWV BWV 858] Bach fugue fa♯ Fugue de Bach - - Fugue Bach Fugue Bach Prélude et fugue de Bach - - - - - Fugue en fa♯ Bach Le Clavier bien tempéré I - BWV 866 B XXI [1722] Prélude - - 1873/1/29 Le Couppey この回の教授報告はル・クーペの譜例付き。- - - - - - - Prélude et fugue de Bach - - - - - - Bach - - - - - - Fugue - - 1873/1/29 Le CouppeyBeethoven Sonate (op. 31) - - - - - - - - - - - - - Beethoven Sonate 31-2 - d I Zurich, 1803 Sonate - - 1873/1/29 Le Couppey
Manotte [Bach fugue BWV 866] - Fugue de Bach - - Fugue Bach Fugue et Prélude Bach - - - - - - Fugue en fa♯ Bach Le Clavier bien tempéré I - BWV 866 B XXI [1722] Fugue - - 1873/1/29 Le CouppeyWeber Rondo (op. 62) - - - - - - - - - - - - - Weber Rondo brillant 62 - Es - Berlin, 1819 Rondo - - 1873/1/29 Le CouppeyDandeville [Bach fugue BWV 871] - - - - - - - - - - - - - Bach Le Clavier bien tempéré II - BWV 871 c II [ca 1740] Fugue - - 1873/1/29 Le Couppey
Mendelssohn Rondo capriccioso Mendelssohn Rondo mi Rondo capriccioso de Mendelssohn - - Rondo Mendelssohn Rondo capriccioso Mendelssohn Rondo capriccioso de Mendelssohn - - - - - Rondo en mi Mendelssohn Mendelssohn Rondo capriccioso 14 - E - Londres, 1830 Rondo - - 1873/1/29 Le Couppey
Decagny Dussek Sonate (op. 35) Dussek Sonate sol Sonate de Dussek - - Sonate Dussek Sonate de Dussek Sonate de Dussek - - - - - Sonate en sol  Dussek Dussek Grande Sonate 35-2 C 150 G I 1797 Sonate - - 1873/1/29 Le Couppey[Bach fugue BWV 851] - - - - - - - - - - - - - Bach Le Clavier bien tempéré I - BWV 851 d VI [1722] Fugue - - 1873/1/29 Le Couppey
Pottier Mendelssohn  Presto op. 22 Mendelssohn Presto Rondo de Mendelssohn - - Rondo Mendelssohn Rondo Mendelssohn Rondo de Mendelssohn op. 22 - - - - - Presto Mendelssohn Mendelssohn Capriccio brillant 22 - h - Londres, 1832 Concertino - - 1873/1/29 Le Couppey
[Bach fugue BWV 850] - - - - - - - - - - - - - Bach Le Clavier bien tempéré I - BWV 850 D V [1722] Fugue - - 1873/1/29 Le Couppey
Mége-Benon  Handel air varié Handel Air varié Air varié de Hadel - - Air varié Hadel Haendel Thème en mi Air varié de Haendel en mi maj. - - - - - Air varié Händel 1re Suites des pièces (5e suite) - HWV 430 E IV 1720 Variations - - 1873/1/29 Le Couppey[Bach fugue BWV 875] - - - - - - - - - - - - - Bach Le Clavier bien tempéré II - BWV 875 d VI [ca 1740] Fugue - - 1873/1/29 Le Couppey
de Pressensé [Handel fugue HWV 429] Haendel fugue mi mineur Fugue de Handel en mi min. - - Fugue Handel mi mineur fugue Haendel Fugue de Haendel en mi min. - - - - - Fugue mi majeur Handel Händel 1re Suites des pièces (4e Suite) - HWV 429 e I 1720 Fugue - - 1873/1/29 Le CouppeyBeethoven Sonate (op. 27)  - - - - - - - - - - - - - Beethoven Sonate 27 - - - Vienne, 1802 Sonate - - 1873/1/29 Le Couppey
Taravant Mozart Rondo Mozart Rondo la  mineur Rondo de Mozart - - Rondo Mozart Rondo de Mozart Rondo de Mozart - - - - - Rondo la min. Mozart Mozart Rondo - - a - - 同定不可 - - 1873/1/29 Le Couppey[Bach fugue BWV 847] - - - - - - - - - - - - - Bach Le Clavier bien tempéré I - BWV 847 c II [1722] Fugue - - 1873/1/29 Le Couppey
Chaucherau Beethoven Sonate (op. 25) Beethoven sonate la♭ Variation  op. 16[sic.] Sonate de Beethoven op. 16[sic.] - - Sonate Beethoven Var. la♭ op. 26 Beethoven Beethoven sonate op. 26 - - - - - variation de la sonate en la♭ op. 26 Beethoven Beethoven Sonate 26 - As I Vienne, 1802 Sonate - - 1873/1/29 Le Couppey[Bach fugue BWV 848] - - - - - - - - - - - - - Bach Le Clavier bien tempéré I - BWV 848 Cis III [1722] Fugue - - 1873/1/29 Le CouppeyRabuteau [Bach fugue BWV860 ] Bach Fugue Fugue de Bach - - Fugue Bach Fugue Bach Fugue de Bach - - - - - Fugue de Bach Bach Le Clavier bien tempéré I - BWV 860 G XV [1722] Fugue - - 1873/1/29 Le Couppey
Schubert Impromptu - - - - - - - - - - - - - Schubert 4 Impromptus 90 D 899 Es II 1827 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1873/1/29 Le Couppey
Debillemont [Bach fugue BWV 855] Bach fugue mi mineur Fugue de Bach en mi mineur - - Fugue Bach Petite fugue de Bach mi mineur Fugue de Bach en mi mineur - - - - - Fugue  mi min. de Bach Bach Le Clavier bien tempéré I - BWV 855 e X [1722] Fugue - - 1873/1/29 Le Couppey
Haydn Rondo en ut Rondo de Haydn Rondo de Haydn - - - Rondo de Haydn Rondo en ut d'Haydn - - - - - Rondo d'Haydn Haydn Sonate - Hob. XVI 48 C II [1789] Sonate - - 1873/1/29 Le CouppeyPénau Fugue [sol mineur BWV861]   Bach - - - - - - - - - - - - - Bach Le Clavier bien tempéré I - BWV 861 g XVI [1722] Fugue - - 1873/1/29 Le Couppey
Beethoven Rondo (op. 7)  Beethoven rondo sonate mi♭ op. 7 Rondo de Beethoven op. 7 - - Sonate Beethoven Rondo Beethoven Beethoven finale de la sonate op. 7 - - - - - Rondo de la sonate mi♭ op .7  Beethoven Beethoven Sonate 7 - Es IV (finale) Vienne, 1897 Sonate - - 1873/1/29 Le Couppey1872-1873 1873/6/11 Marmontel Guerout finale de la 3e sonate.  Heller - Sonate de Heller - - - - Heller finale de la 3e sonate - - - - - Finale de la 3e sonate  Heller Heller 3e Sonate 88 - C IV (finale) Paris, 1856 Sonate - - 1873/6/11 MarmontelDolmetsch Étude  Chopin - Étude de Chopin - - - - Chopin Étude en la min. - - - - - Étude Chopin Chopin - - - - - - Étude(s) - - 1873/6/11 Marmontelou Finale  Schumann - Finale de Schumann - - - - - - - - - - - Schumann - - - - - - 同定不可 - - 1873/6/11 Marmontel
Rouveirolis fugue de Mendelssohn - 5e fugue de Mendelssohn - - - - Mendelssohn fugue - - - - - Fugue de Mendelssohn Mendelssohn Six Préludes et fugues 35 - f V Paris, 1837 Fugue - - 1873/6/11 Marmontel
Desgranges Fugue chromatique de S. Bach - Fugue chromatique de Bach - - - - Fugue chromatique de S. Bach - - - - - Chromatique de Bach Bach Fantaisie chromatique et fugue - BWV 903 d II [1720, rev. ca 1730] Fugue - - 1873/6/11 Marmontel
Lapuchin Fugue de Mendelssohn - Morceau caractéristique de Mendelssohn - - - - Mendelssohn fugue - - - - - Fugue de Mendelssohn Mendelssohn Fugue - - - - - Fugue - - 1873/6/11 Marmontel Bazinは « Morceau caractéristique » を記録しているが、教授、議事録、Duvernoyは « fugue » を記録しているのでフーガと同定。
Lemoine 3e concerto de Moscheles - 3e concerto de Moscheles - - - - Moscheles 3e concerto - - - - - 3e concerto de Moscheles Moscheles 3e concerto 60 - g - [1820] Concerto - - 1873/6/11 MarmontelMestre 1er morceau du 5e concerto de Herz - 5e concerto de Herz - - - - Herz 5e concerto - - - - - 5e concerto de Herz Herz 5e concerto 180 - f I 1854 Concerto - - 1873/6/11 Marmontel
Wiernsberger Impromptu de Schubert - Impromptu de Schubert - - - - Schubert Impromptu - - - - - Impromptu de Schubert Schubert Impromptu - - - - - Morceaux caractéristiques Impromptu - 1873/6/11 MarmontelDebussy 1er concerto de Moscheles - 1er concerto de Moscheles - - - - Moscheles 5e concerto - - - - - 1er concerto de Moscheles Moscheles 5e concerto 87 - C - [1826] Concerto - - 1873/6/11 Marmontel
Ardaillon Finale de la sonate op. 24 Weber - Mouvement perpétuel Weber - - - - Mouvement perpétuel finale de la sonate op. 24 - - - - - Finale de la sonate op. 24 de Weber Weber 1re Sonate 24 - C IV (finale) Berlin, 1812 Sonate - - 1873/6/11 MarmontelMathias Buonsollazzi Moscheles, op. 56, 2e Concerto - - - - - - - - - - - - - Moscheles 2e concerto 56 - Es - [1823] Concerto - 欠 1873/6/11 Mathias « Foulure au poignet »
Gresse Mayer (Charles) allegro de concert en fa dièse mineur - 2e allegro de Mayer - - - - Mayer allegro de concert en fa♯ mineur - - - - - Allegro  fa♯ min. Charles Mayer Mayer 2e Allegro de concert 60 - fis - Paris, 1843 Concertino - - 1873/6/11 Mathias
Laguépierre Moscheles, op. 87, 5e concerto - Morceau de Moscheles œuvre 87 - - - - Moscheles 5e concerto - - - - - 5e concerto Moscheles Moscheles 5e concerto 87 - C - [1826] Concerto - - 1873/6/11 Mathias
Doutreleau Hummel, op. 89  - Concerto en si mineur de Hummel - - - - Hummel concerto en si mineur - - - - - Concerto op. 89 Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1873/6/11 Mathias
Espinosa Schumann, op. 7, Toccata - Toccata de Schumann - - - Toccata Schumann Schumann Toccata - - - - - Toccata op. 7 Schumann Schumann Toccata 7 - C - 1834 Toccata - - 1873/6/11 Mathias
O'Kelly Hummel, op. 113 - Concerto en la♭de Hummel - - - Hummel Concerto Hummel concerto op. 113 - - - - - Concerto Hummel Hummel Grand concerto 113 - As - Paris, 1831 Concerto - - 1873/6/11 MathiasDusautoy Schumann, op. 22, 2e Sonate - 2e sonate de Schumann - - - Schumann Sonate Schumann op. 22 2e sonate - - - - - 2e sonate op. 22 Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1873/6/11 MathiasFalkenberg Chopin, op. 11, 1er concerto - 1er concerto de Chopin - - - - Concerto mi mineur de Chopin - - - - - 1er Concerto op. 11 Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1873/6/11 Mathias
Nunez  Beethoven; op. 57, fragment du 1er mouvement - Sonate de Beethoven en fa mineur - - - Beethoven Beethoven op. 57 - - - - - fragment du 1er morceau son. op. 57 Beethoven Beethoven Sonate 57 - f I Vienne, 1807 Sonate - - 1873/6/11 Mathias
Rabeau Bach (J. S.)  Clavier bien tempéré, prélude.  - Fugue de Bach - - - - - - - - - - Prélude de Bach Bach Le Clavier bien tempéré I - - - - - Prélude - - 1873/6/11 MathiasHerz Donne (Laure) Études symphoniques  Schumann - Études Schumann - - - - Études symphoniques de Schumann - - - - - Études symphoniques de Schumann Schumann 12 Études symphoniques 13 - cis-Des - 1837 Variations - - 1873/6/11 HerzMarx 8e concerto (non publié)  H. Herz - 8e concerto de Herz - - - - Henri Herz 8e concerto - - - - - 8e concerto de H. Herz Herz 8e concerto (inédit) - - ? - - Concerto - - 1873/6/11 Herzde Filippi Sonate de Schubert - Fantaisie de Schubert - - - - Sonate de Schubert - - - - - Fantaisie de Schubert Schubert - - - - - - 同定不可 - - 1873/6/11 HerzCellier Sonate de Weber - Sonate de Weber en  la♭ - - - - Weber sonate en la♭ - - - - - Sonate de Weber (en  la♭) Weber 2e Sonate 39 - As - Berlin, 1816 Sonate - - 1873/6/11 Herz
Vidal Allegro de Chopin - Allegro de Chopin - - - - Chopin allegro - - - - - Allegro de Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1873/6/11 Herz
Schmidt Concerto de Mendelssohn - Concerto de Mendelssohn - - - - Mendelssohn Concerto en sol mineur - - - - - Concerto sol min. Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - - 1873/6/11 Herz
Perrey Concerto de Chopin - Concerto de Chopin en mi mineur - - - - Chopin 1er concerto - - - - - Concerto mi min. Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1873/6/11 Herz
Barozzi Concerto de Mendelssohn - Concerto de Mendelssohn en ré min. - - - - Mendelssohn concerto en ré min. - - - - - Concerto ré min. Mendelssohn Mendelssohn 2e concerto 40 - d - Londres, 1838 Concerto - - 1873/6/11 HerzOsterberger - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1873/6/11 Herz « en congé »Le Couppey Balutet Fugue de Seb. Bach (2e livre no 3) - - - - - - - - - - - - - Bach Le Clavier bien tempéré II - BWV 872 Cis III [ca 1740] Fugue - - 1873/6/11 Le CouppeyÉtude de Mendelssohn (œuvre posthume)  - Étude de Mendelssohn - - - Étude de Mendelssohn Étude en si min. - - - - - Étude de Mendelssohn Mendelssohn Three Preludes (1868) 104a - h II 1868 Étude(s) - - 1873/6/11 Le Couppey 作品のタイトルは実際には練習曲ではなく前奏曲。1700 à 1750   1685 Seb. Bach 1750  Gigue [BWV 825] - - - - - - - - - - - - - Bach 1re Partita - BWV 825 B VII Leipzig, 1731 Danse Danse (baroque) - 1873/6/11 Le Couppey1750 à 1800  1756 Mozart 1791 Rondo de la sonate en fa  - - - - - - - - - - - - - Mozart Sonate -  K 332 F III (finale) Vienne, 1784 Sonate - - 1873/6/11 Le Couppey1800 à 1850  1810 R. Schumann 1850 Pièces romantiques (op. 12) (nuitamment)  - Pièce romantique de Schumann - - -
Schumann 12 morceau *** Schumann Nuitament op. 12 - - - - - Pièce romantique de Schumann Schumann Phantasiestüke (Pièces romantiques) 12 - f V 1838 Morceaux caractéristiques - - 1873/6/11 Le Couppey
Époque actuelle  Stephen Heller  Lieder (op. 120 no 7) - - - - - - - - - - - - - Heller Mélodies: Lieder 120 - b VII Paris, 1867/68 Morceaux caractéristiques - - 1873/6/11 Le CouppeyManotte Fugue de Séb. Bach (1er livre no 15) - - - - - Fugue Bach - - - - - - - Bach Le Clavier bien tempéré I - BWV 860 G XV [1722] Fugue - - 1873/6/11 Le Couppey
Étude de Steibelt - - - - - - - - - - - - - Steibelt Étude contenant cinquante exercices de différents  genres 78 - Es XI 1805 Étude(s) - - 1873/6/11 Le Couppey1700 à 1750  1683  Rameau 1764  Les Sauvages - - - - - - - - - - - - - Rameau Nouvelles suites de pièces de clavecin - - g XIV Paris, ca 1729–30 Morceaux caractéristiques Pièces de clavecin - 1873/6/11 Le Couppey1750 à 1800   1732 Haydn 1809  Menuet - - - - - - - - - - - - - Haydn Sonate - Hob. XVI 22 E III (finale) [1773] Sonate - - 1873/6/11 Le Couppey
1800 à 1850   1784 [sic] Kalkbrenner 1849  Toccata　[op. 108] - Toccata Kalkbrenner - - - Kalkbrenner - - - - - - - Kalkbrenner Méthode pour apprendre le piano-forté à l'aide du guide-mains... suivie de 12 études 108 - a X Paris, 1831 Étude(s) - - 1873/6/11 Le Couppey
Époque actuelle  V. Alkan   op. 70 (no 4) - La voix de l'instrument　d'Alkan - - - Alkan V: Alkan op. 70 (No 4) - - - - - Pièce n°4 op. 70  Ch. V. Alkan Alkan 5e recueil de chants 70 - a IV Paris, 1870 Morceaux caractéristiques - - 1873/6/11 Le CouppeyDandeville Fugue de Seb. Bach (1er livre no 10) - Fugue de Bach - - - - Fugue en mi mineur - - - - - Fugue mi min. Bach Bach Le Clavier bien tempéré I - BWV 855 e X [1722] Fugue - - 1873/6/11 Le Couppey
Étude de Cramer (2e livre) - - - - - - - - - - - - - Cramer Suite des études pour le piano-forté en 42 exercices - - - - 1809 Étude(s) - - 1873/6/11 Le Couppey1700 à 1750   1685  Séb. Bach  1750  Bourrée - - - - - - - - - - - - - Bach 2e Suite anglaise - BWV 807 a V [? before 1720] Danse Danse (baroque) - 1873/6/11 Le Couppey1750 à 1800   1752  Clementi  1832 - Toccata de Clementi - - - Toccata Clementi Clementi Toccata en si♭ - - - - - Toccata Clementi Clementi Toccata 11 - B - 1784 Toccata - - 1873/6/11 Le Couppey1800 à 1850   1778  Hummel  1837  Rondo (op. 13)  - - - - - - - - - - - - - Hummel Grande sonate 13 - Es III (finale) Paris, ca 1811 Sonate - - 1873/6/11 Le CouppeyÉpoque actuelle  F. Hiller  Guitare [op. 97] - - - - - - - - - - - - - Hiller Zur Guittare, Impromptu 97 - E - Leipzig, 1861 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1873/6/11 Le CouppeyDecagny Fugue de Seb. Bach (1er livre no 6) - Fugue de Bach - - - - Bach fugue en ré mineur - - - - - Fugue ré mineur  Bach Bach Le Clavier bien tempéré I - BWV 851 d VI [1722] Fugue - - 1873/6/11 Le CouppeyÉtude de Moscheles - Étude de Moscheles - - - - Étude de Moscheles - - - - - Étude de Moscheles Moscheles Étude 70 - C I 1828 Étude(s) - - 1873/6/11 Le Couppey1700 à 1750   1684 [sic] Händel 1759  Air varié - - - - - - - - - - - - - Händel 1re Suites des pièces (5e suite) - HWV 430 E IV 1720 Variations Variations (baroque) - 1873/6/11 Le Couppey1750 à 1800   1761 Dussek  1812  Le retour à Paris - - - - - - - - - - - - - Dussek Le retour à Paris : Sonate 64 C 221 As I 1807 Sonate - - 1873/6/11 Le Couppey1800 à 1850   1809 Mendelssohn 1847 Barcarolle - - - - - - - - - - - - - Mendelssohn Romance sans paroles 30 - fis VI Bonn, 1835 Morceaux caractéristiques - - 1873/6/11 Le CouppeyÉpoque actuelle   H. Herz  Andante du 5e concerto  - - - - - - - - - - - - - Herz 5e concerto 180 - f II 1854 Concerto - - 1873/6/11 Le CouppeyPottier Fugue de Séb. Bach  (2e livre no 6) - - - - - - - - - - - - - Bach Le Clavier bien tempéré II - BWV 875 d VI [ca 1740] Fugue - - 1873/6/11 Le CouppeyÉtude de Chopin  [op.10-12] -  Étude de Chopin - - - Chopin Étude Étude de Chopin en do min. - - - - - Étude de Chopin Chopin Études 10 - c XII Paris, 1833 Étude(s) - - 1873/6/11 Le Couppey1700 à 1750  1683 [sic] Scarlatti  1757  Toccata  - - - - - - - - - - - - - Scarlatti Sonate - K 113 A - - Sonate - - 1873/6/11 Le Couppey1750 à 1800   1714  Emm. Bach  1788  Sonate en fa mineur   (Finale) - - - - - - - - - - - - - C.P.E. Bach 18 Probestücke in 6 Sonaten - H 75 f I [1853] Sonate - - 1873/6/11 Le Couppey1800 à 1850  1770  Beethoven  1827  Menuet (op. 22)   - - - - - - - - - - - - - Beethoven Sonate 22 - B III Leipzig, 1802 Sonate - - 1873/6/11 Le CouppeyÉpoque actuelle  Pièce ( op. 13 no 1)  H. Reber - Pièce de Reber - - - Reber si mineur Reber op. 13 No 1 - - - - -  no.1 op. 13  Reber Reber Pièces diverses 13 - h I Paris, 1839/40 Morceaux caractéristiques - - 1873/6/11 Le CouppeyMége-Benon Fugue de Seb. Bach  (2e livre no 12) - - - - - - - - - - - - - Bach Le Clavier bien tempéré II - BWV 881 f XII [ca 1740] Fugue - - 1873/6/11 Le CouppeyÉtude de Stephen Heller (Préludes op. 82) - - - - - - - - - - - - - Heller 24 Préludes 82 - g III Paris, 1853 Prélude - - 1873/6/11 Le Couppey1700 à 1750   1684 [sic] Händel 1759   Fugue - Fugue de Handel - - - Fugue Haendel Haendel Fugue en mi mineur - - - - - Fugue de Handel Händel 1re Suites des pièces (4e Suite) - HWV 429 e I 1720 Fugue - - 1873/6/11 Le Couppey1750 à 1800  1756 Mozart 1791  Sonate en la mineur Mozart - - - - - - - - - - - - - Mozart Sonate - K 310 a I Paris, 1782 Sonate - - 1873/6/11 Le Couppey1800 à 1850  1786  Weber  1826  Menuet - - - - - Scherzo Weber Weber menuet en la♭ - - - - - Menuet de Weber Weber 2e Sonate 39 - As III Berlin, 1816 Sonate - - 1873/6/11 Le Couppey
Époque actuelle  Delioux Presto - - - - - - - - - - - - - Delioux Presto 73 - F - 1868 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1873/6/11 Le Couppeyde Pressensé Fugue de Seb. Bach  (1er livre no 12) - - - - - - - - - - - - - Bach Le Clavier bien tempéré I - BWV 857 f XII [1722] Fugue - - 1873/6/11 Le CouppeyÉtude de Chopin - Étude de  Chopin - - - Étude Chopin Étude de Chopin en sol ♭ - - - - - Étude de Chopin Chopin Études 10 - Ges V Paris, 1833 Étude(s) - - 1873/6/11 Le Couppey1700 à 1750   1685  Séb. Bach  1750  Air de la Pentecôte (transcrit) - - - - - - - - - - - - - Bach-Le Couppey Air de Pentecôte - BWV 68 F - Paris, 1878 Arrangement - - 1873/6/11 Le Couppey1750 à 1800  1756 Mozart 1791 Sonate en la mineur (finale) - - - - - Mozart Rondo Finale de la sonate en la mineur - - - - - Rondo de Mozart Mozart Sonate - K 310 a III (finale) Paris, 1782 Sonate - - 1873/6/11 Le Couppey1800 à 1850  1809  Mendelssohn  1847   Presto op. 28  - - - - - - - - - - - - - Mendelssohn Fantasia (Sonate écossaise) 28 - fis III (finale) Bonn, 1834 Fantaisie Fantaisie 1 - 1873/6/11 Le CouppeyÉpoque actuelle Promenades d'un solitaire (no 16) - - - - - - - - - - - - - Heller 3e Suite de promenades d'un solitaire 89 - g IV Paris, 1857 Morceaux caractéristiques - - 1873/6/11 Le CouppeyTaravant Fugue de Séb. Bach  (2e livre no 2) - - - - - - - - - - - - - Bach Le Clavier bien tempéré II - BWV 871 c II [ca 1740] Fugue - - 1873/6/11 Le CouppeyÉtude de Stephen Heller - - - - - Étude Heller St Heller (Étude de) - - - - - Étude de Heller Heller 30 études progressives 46 - Des XXIX Paris, 1844 Étude(s) - - 1873/6/11 Le Couppey1700 à 1750  1668 Couperin 1733 Sœur monique - - - - - - - - - - - - - Couperin 3e  livre de pièces de clavecin 18e ordre - - F III-18 Paris, 1722 Morceaux caractéristiques Pièces de clavecin - 1873/6/11 Le Couppey
1750 à 1800   1732 Haydn 1809  Rondo - - - - - - - - - - - - - Haydn Sonate - Hob. XVI 48 C II (finale) [1789] Sonate - - 1873/6/11 Le Couppey1800 à 1850  1770  Beethoven  1827  Rondo [op. 31] - - - - - - - - - - - - - Beethoven Sonate 31-2 - d - Zurich, 1803-4 Sonate - - 1873/6/11 Le Couppey
Époque actuelle  Gouvy  13e sérénade  - - - - - Gouvy sérénade Gouvy 13e sérénade - - - - - Sérénade de Gouvy Gouvy 3 Sérénades, pour piano 39-1 - - G Paris, 1865 Morceaux caractéristiques - - 1873/6/11 Le CouppeyChaucherau Fugue de Séb. Bach  (1er livre no 21) - - - - - Fugue de Bach Bach fugue en fa maj. - - - - - Fugue de Bach Bach Le Clavier bien tempéré I - BWV 866 B XXI [1722] Fugue - - 1873/6/11 Le CouppeyÉtude de Kessler - - - - - Étude Kessler Keller Étude si min. - - - - - Étude de Kessler Kessler Études 20 - C I 1828 Étude(s) - - 1873/6/11 Le Couppey1700 à 1750   1684 [sic] Händel 1759    Gavotte variée  - - - - - - - - - - - - - Händel 2de Suites des pièces (8e suite) - HWV 441 G VI 1733 Variations Variations (baroque) - 1873/6/11 Le Couppey1750 à 1800  1756 Mozart 1791 Menuet  - - - - - - - - - - - - - Mozart Sonate - K 331 A II Paris, 1782 Sonate - - 1873/6/11 Le Couppey1800 à 1850  1770  Beethoven  1827  Sonate (op. 31) - - - - - - - - - - - - - Beethoven Sonate 31-1 - G III (finale) Zurich, 1803-4 Sonate - - 1873/6/11 Le CouppeyÉpoque actuelle  Thalberg  Romance variée  - - - - - - - - - - - - - Thalberg Romance variée - - Es - Paris, ca 1851 Variations - - 1873/6/11 Le CouppeyRabuteau Fugue de Seb. Bach  (1er livre no 3) - - - - - - - - - - - - - Bach Le Clavier bien tempéré I - BWV 848 Cis III [1722] Fugue - - 1873/6/11 Le Couppey
Étude de Cramer - - - - - Étude Cramer Cramer Étude  9/16 - - - - - Étude de Cramer Cramer Étude pour le piano-forté en 42 exercices dans les différents tons - - D XXXIII 1804 Étude(s) - - 1873/6/11 Le Couppey1700 à 1750   1684 [sic] Händel 1759    Passacaille - - - - - - - - - - - - - Händel 1re Suites des pièces (7e suite) - HWV 432 g VI 1720 Danse Passacaille (baroque) - 1873/6/11 Le Couppey1750 à 1800   1761 Dussek 1812   [Grande Sonate op. 43]  - - - - - - - - - - - - - Dussek Sonate 43 C 177 A I 1800 Sonate - - 1873/6/11 Le Couppey1800 à 1850  [Rondo op. 62] - - - - - - - - - - - - - Weber Rondo brillant 62 - Es - Berlin, 1819 Rondo - - 1873/6/11 Le CouppeyÉpoque actuelle  Schulhoff  L’Ondine (op. 35)  - - - - - Ondine Schulhoff Schulhoff  l'ondine - - - - - L'ondine de Schulhoff Schulhoff Ondine, Idylle 35 - As - Paris, 1853 Morceaux caractéristiques - - 1873/6/11 Le CouppeyDebillemont Fugue de Seb. Bach  (1er livre no 2) - - - - - - - - - - - - - Bach Le Clavier bien tempéré I - BWV 847 c - [1722] Fugue - - 1873/6/11 Le CouppeyÉtude de Czerny - - - - - - - - - - - - - Czerny Étude - - - - - 同定不可 - - 1873/6/11 Le Couppey1700 à 1750   1685  Seb. Bach  1750  Gavotte - - - - - - - - - - - - - Bach 6e Suite anglaise - BWV 811 d VI ? before 1720 Danse Danse (baroque) - 1873/6/11 Le Couppey1750 à 1800  1756 Mozart 1791 Rondo - - - - - - - - - - - - - Mozart Rondo - K 511 a - Vienne, 1787 Rondo - - 1873/6/11 Le Couppey1800 à 1850    Chopin  [Fantaisie-Improptu] - - - - - Chopin Chopin Fantaisie Impromptu - - - - - Impromptu  Chopin Chopin Fantaisie-impromptu 66 - cis - Paris, 1855 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1873/6/11 Le CouppeyÉpoque actuelle  Six Caprices (no 3)  Thomas - - - - - Caprice Thomas Amb. Thomas Six Caprices no.3 - - - - - Cap.n°3 Amb. Thomas Thomas Six Caprices [Six Wales caractéristiques] 4 - d III Paris, 1827/28 Danse - - 1873/6/11 Le CouppeyPenau Fugue de Séb. Bach  (1er livre no 16) - - - - - - - - - - - - - Bach Le Clavier bien tempéré I - BWV 861 g XVI [1722] Fugue - - 1873/6/11 Le Couppey
Étude de Kalkbrenner [op. 108] - - - - - - - - - - - - - Kalkbrenner Méthode pour apprendre le piano-forté à l'aide du guide-mains... suivie de 12 études 108 - G III Paris, 1831 Étude(s) - - 1873/6/11 Le Couppey
1700 à 1750   1684 [sic] Händel 1759    Fugue en fa - - - - - - Fugue en fa - - - - - Fugue de Handel Händel 1re Suites des pièces (2e suite) - HWV 427 F IV 1720 Fugue - - 1873/6/11 Le Couppey1750 à 1800  1756 Mozart 1791 Fantaisie - - - - - - - - - - - - - Mozart Fantaisie - K 475 c - Vienne, 1785 Fantaisie Fantaisie 1 - 1873/6/11 Le Couppey1800 à 1850  1770   Beethoven  1827  Sonate (op. 25) - - - - - - Sonate en la♭ 3/8 Thème et dernière variation - - - - - Variation son. 26 Beethoven Beethoven Sonate 26 - As - Vienne, 1802 Sonate - - 1873/6/11 Le CouppeyÉpoque actuelle   Lutte intérieure (op. 31)  [Character-stücke] - - - - - - - - - - - - - Rosenhain Romances sans paroles 31 - d III Paris, 1841 Morceaux caractéristiques - - 1873/6/11 Le Couppey
Delaborde Genty 1er mouvement de la sonate op. 53 Beethoven - - - - - Sonate Beethoven - - - - - - 1er morceau sonate en ut Beethoven Beethoven Sonate 53 - C I Vienne, 1805 Sonate - - 1873/6/11 Delaborde
Loire 1er mouvement du concerto italien  J. S. Bach - - - - - Fugue de Bach 1er mouvement du concerto italien de Bach - - - - - Concerto italien de Bach Bach Concerto italien - BWV 971 F I Leipzig, 1735 Concerto Solo Concerto - 1873/6/11 Delaborde Sauzeyはフーガを記録しているが、教授、試験官、Duvernoyは « Concerto » を記録しているのでConcerto italienと同定した。Cannone Rondo la mineur Mozart  - - - - - - Rondo la mineur de Mozart - - - - - Rondo la mineur de Mozart Mozart Rondo - - a - - 同定不可 - - 1873/6/11 DelabordeThomas Menuet de la sonate en ré Hummel - - - - - - Menuet de la sonate en ré de Hummel - - - - - Menuet de la sonate en ré Hummel Hummel Sonate 106 - D - Vienne 1825 Sonate - - 1873/6/11 Delaborde 楽譜上は « Menuet » ではなくScherzo all'anticoMarx Valentine Pièce tirée de Gradus Clementi - - - - - - Pièce tirée de Gradus de Clementi - - - - - Pièce du Gradus de Clementi Clementi Gradus ad Parnassum - - - - 1816-26 Étude(s) - - 1873/6/11 Delaborde
Poitevin Finale du concerto ré mineur Mozart  - - - - - Concerto ré mineur arrangement Mozart finale du concerto en ré mineur - - - - - Finale du concerto ré mineur Mozart
Mozart-Alkan? Concerto - K 466 d III 1861 Arrangement - - 1873/6/11 Delaborde
Gaildrau Finale du concerto italien  J. S. Bach - - - - - Fugue Bach Finale concerto italien de Bach - - - - - Finale concerto en ré  min.  Bach Bach Concerto italien - BWV 971 F III Leipzig, 1735 Concerto Solo Concerto - 1873/6/11 Delaborde Sauzeyはフーガを記録しているが、教授、試験官、Duvernoyは « Concerto »を記録しているのでConcerto italienと同定した。
Rouch 1er solo du concerto ut mineur Beethoven  - - - - - - 1er solo concerto ut mineur de Beethoven - - - - - 1er solo concerto ut min.  Beethoven Beethoven 3e Concerto 37 - c - Vienne, 1804 Concerto - - 1873/6/11 Delaborde
Luigini Marie 1er solo concerto ré mineur Mozar - - - - - ré mineur concerto Mozart 1er solo du concerto ré mineur de Mozart - - - - - 1er solo concerto en ré min.  Mozart Mozart Concerto - K 466 d I [1785] Concerto - - 1873/6/11 Delaborde
Meunier 1er solo de la sonate la♭ Weber - - - - - Sonate  la♭Weber Sonate en la♭ Weber (1er morceau) - - - - - 1er morceau son. en la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1873/6/11 Delaborde
Tobiesen Fantaisie op. 49  Chopin - - - - - - Chopin  op. 49 Fantaisie - - - - - Fantaisie op. 49 Chopin Chopin Fantaisie 49 - f/As - Paris, 1841 Fantaisie Fantaisie 1 - 1873/6/11 DelabordeBanquel Concerto en ut mineur Beethoven - - - - - - Concerto en ut mineur Beethoven - - - - - Concerto en ut min. Beethoven Beethoven 3e Concerto 37 - c - Vienne, 1804 Concerto - - 1873/6/11 Delaborde
Mouzin Finale op .53 Beethoven  - - - - - Beethoven Finale ut Finale op.53 Beethoven - - - - - Finale son. op. 53 Beethoven Beethoven Sonate 53 - C III Vienne, 1805 Sonate - - 1873/6/11 Delaborde
Liottel Marie 1er morceau sonate op. 6  Mendelssohn - - - - - - Mendelssohn Sonate op. 6 - - - - - Sonate op. 6 Mendelssohn Mendelssohn Sonate 6 - E I Berlin, 1826 Sonate - - 1873/6/11 Delaborde
1873-1874 1874/1/23 Marmontel Guerout - Concerto Mendelssohn Finale Concerto de Mendelssohn - - - - - - - - - - finale du Concerto de Mendelssohn Mendelssohn Concerto - - - finale - Concerto - - 1874/1/23 Marmontel
Dolmetsch un allegro de moi Malmontel sonate finale Allegro de Marmontel - - - - - - - - - - finale de la sonate Malmontel Marmontel Sonate - - - finale - Sonate - - 1874/1/23 Marmontel 教授とBazinは« Allegro » を記録し、議事録とThomasは « finale » を記録しているが、作品8, 86はいずれもフィナーレの速度表示が« Allegro con fuoco »なのでフィナーレと同定。
Rouveirolis Fantaisie chromatique  Bach Bach Fantaisie chromatique Fantaisie chromatique de Bach - - - Chromatique Bach - - - - - - Fantaisie chromatique de Bach Bach Fantaisie chromatique et fugue - BWV 903 d I [1720, rev. ca 1730] Fantaisie Fantaisie 1 - 1874/1/23 Marmontel
Desgranges un toccata de moi  [Toccatina op. 111?] Toccata de Marmontel Toccata de Marmontel - - - - - - - - - - Toccata de Marmontel Marmontel Toccata - - - - - Toccata - - 1874/1/23 Marmontel
Lemoine Concerto en ré min. Kalkbrenner Kalkbrenner 1er concerto 1er concerto de Kalkbrenner - - - - - - - - - - Concerto (en ré min.) Kalkbrenner Kalkbrenner 1er concerto 61 - d - Paris, 1823 Concerto - - 1874/1/23 MarmontelMestre Prélude et fugue de Bach - - - - - - Bach Prélude et fugue - - - - - Prélude et fugue de Bach Bach Prélude - - - - - Prélude - - 1874/1/23 Marmontel- Bach Fugue Fugue de Bach - - - - - - - - - - - Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1874/1/23 MarmontelWiernsberger Sonate op.10   Beethoven Beethoven sonate Sonate de Beethoven - - - - Beethoven op. 10 no. 3 - - - - - Sonate op. 10  Beethoven Beethoven Sonate 10-3 - D - Vienne, 1798 Sonate - - 1874/1/23 MarmontelDebussy Rondo de Mozart - - - - - - - - - - - - - Mozart Rondo - - - - - 同定不可 - - 1874/1/23 MarmontelFugue de Mozart Mozart Fugue Fugue de Mozart - - - Fugue Bach Mozart Fugue - - - - - Fugue de Mozart Mozart Fugue - - - - - Fugue - - 1874/1/23 Marmontel
Ardaillon Sonate de Beethoven Beethoven sonate Sonate de Beethoven - - - l'aurore Beethoven Sonate de Beethoven l'Aurore - - - - - Sonate de Beethoven Beethoven Sonate 53 - C - Vienne, 1805 Sonate - - 1874/1/23 Marmontel
Hugounenc Caprice de Moscheles Moscheles Caprice Caprice de Moscheles - - - - Moscheles la légèreté - - - - - Caprice de Moscheles Moscheles  La force, la légèreté et le caprice: Études 51 - G II Paris, 1839-40 Étude(s) - - 1874/1/23 Marmontel
Guiard Concerto de Cramer Cramer 1er concerto 1er concerto de Cramer - - - Cramer  1er concerto Cramer 1er concerto - - - - - 1er concerto de Cramer Cramer 1er concerto de Cramer 10 - Es - 1795 Concerto - - 1874/1/23 MarmontelThomas 1er Concerto de H. Herz Concerto Herz 1er concerto de Herz - - - - Herz 1er Concerto - - - - - Concerto de Herz Herz Grand concerto 34 - A - (1829初演) Concerto - - 1874/1/23 Marmontel
Mathias Gresse Liszt  St-François-de-Paule  [2 Légendes ] Liszt St-François Liszt St-François de Paul de Liszt - - - - Liszt St-François de Paul - - - - - St-François de Paul Liszt Liszt Deux légendes - S 175 E II Budapest, 1865 Morceaux caractéristiques - - 1874/1/23 MathiasDoutreleau Hummel op. 81  Hummel Sonate Finale de la sonate de Hummel - - - - Hummel finale de la sonate op. 81 - - - - - Sonate op. 81 de Hummel Hummel Sonate 81 - fis - Vienne 1819 Sonate - - 1874/1/23 Mathias
Espinosa Chopin  op. 46 Chopin no 46 Fantaisie de Chopin - - - - Chopin op.46 - - - - - op. 46 de Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1874/1/23 Mathias Bazinの記録のみ « Fantaisie » だが、それ以外の4名の記録者は« op. 46 » 
と記しているので作品46と解した。O'Kelly Chopin op. 11 Chopin op. 11 Concerto de Copin - - - - Chopin op. 11 Concerto mi mineur - - - - - Op. 11 de Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1874/1/23 MathiasDusautoy Mayer (Charles de)  op. Mayer Allegro Allegro de Mayer - - - - Allegro de Charles de Mayer - - - - - Allegro de Mayer Mayer Allegro - - - - - 同定不可 - - 1874/1/23 MathiasFalkenberg Weber op. 79  [Concertstück]  Weber Concerto La croisé de Weber - - - Croisé de Weber Allegro du croisé ou Concertstuck - - - - - Concerto Weber op. 79 Weber Concert-Stück 79 - f I Leipzig, 1823 Concertino - - 1874/1/23 MathiasNunez - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1874/1/23 Mathias « Rayé »Rabeau  Field 2e concerto Field 2e concerto 2e concerto de Field - - - - Field 2e concerto - - - - - 2e concerto de Field Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - - 1874/1/23 MathiasChabeaux Beethoven op. 53 Beethoven l'Aurore Sonate de Beethoven op. 53 - - - l'aurore Beethoven op. 53 - - - - - L’Aurore son. op. 53 Beethoven Beethoven Sonate 53 - C - Vienne, 1805 Sonate - - 1874/1/23 MathiasCase  Weber op. 62 Weber op. 62 Rondo de Weber op. 62 - - - - Weber op. 62 - - - - - op. 62 de Weber Weber Rondo brillant 62 - Es - Berlin, 1819 Rondo - - 1874/1/23 Mathias
Torrent Wolff (Édouard)  op. 39  Wolff op. 39 Allegro de concerto d’Éd. Wolff - - - Wolff Allegro do concert Éd. Wolff Allegro de concert - - - - - op. 39 Édouard Wolff Wolff Allegro de concert 39 - fis - Paris, 1843 Solo Concerto - - 1874/1/23 MathiasHerz de Filippi   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1874/1/23 Herz AJ 37/195-1 : « malade, absente »Cellier   - Herz Étude Étude de Herz - - - Étude Herz Herz Étude - - - - - Étude de Herz Herz Étude - - - - - Étude(s) - - 1874/1/23 HerzVidal   - Mayer Allegro Allegro de Mayer - - - - Charles de Mayer Allegro - - - - - Allegro de Mayer Mayer Allegro - - - - - 同定不可 - - 1874/1/23 HerzSchmidt   - Chopin concerto  1er concerto de Chopin - - - - Chopin Concerto en mi mineur - - - - - Concerto de Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1874/1/23 HerzPerrey   - Chopin Scherzo Scherzo de Chopin - - - Scherzo Chopin Chopin Scherzo - - - - - Scherzo de Chopin Chopin - - - - - - 同定不可 - - 1874/1/23 Herz
Borel   - Beethoven concerto ut mineur Concerto de Beethoven ut mineur - - - Beethoven Concerto Beethoven concerto en ut min - - - - - Concerto ut min. Beethoven Beethoven 3e Concerto 37 - c - Vienne, 1804 Concerto - - 1874/1/23 HerzMiclos   - Herz Concerto 8e Concerto de Herz - - - - Herz 8e Concerto - - - - - Concerto de Herz Herz 8e concerto (inédit) - - ? - - Concerto - - 1874/1/23 Herz
Leonardo   - Mendelssohn Concerto Concerto de Mendelssohn - - - - Mendelssohn Concerto sol mineur - - - - - Concerto de Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - - 1874/1/23 Herz
Dœrfeld   - Chopin 1er concerto 1er concerto de Chopin - - - - Chopin Concerto en mi mineur - - - - -  1er concerto de  Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1874/1/23 HerzLagoanère   - Mayer concerto Concerot de Mayer - - - - Mayer (concerto de) - - - - - Concerto de Mayer Mayer Concerto - - - - - Concerto - - 1874/1/23 HerzCoste Berthe  - Hummel la mineur Concerto de Hummel la mineur - - - la mineur Hummel Hummel concerto en la mineur op. 89 - - - - - Concerto la min. Hummel Hummel Grand concerto 85 - a - Paris, 1823 Concerto - - 1874/1/23 Herz
Gonzalès   - Mendelssohn concerto Concerto de Mendelssohn - - - - Mendelssohn Concerto sol mineur - - - - - Concerto de Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - - 1874/1/23 Herz
Senocq   - Weber Rondo Rondo de Weber - - - Rondo Weber Weber Rondo en mi♭ - - - - - Rondo de Weber Weber Rondo brillant 62 - Es - Berlin, 1819 Rondo - - 1874/1/23 HerzSchweppenheuser   - Beethoven sonate Sonate de Beethoven - - - - Beethoven (Sonate de) - - - - - Son. De Beethoven Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1874/1/23 Herz
Le Couppey Balutet   - - Promenades d'un solitaire de Heller - - - - Heller Promenades d'un solitaire - - - - - Heller Heller Promenades d'un solitaire - - - - - Morceaux caractéristiques - - 1874/1/23 Le CouppeyManotte   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1874/1/23 Le Couppey  AJ 37/206-1 :  « demande en congé malade, absente »Dandeville   - Chopin Étude Étude de Chopin - - - - Étude de Chopin - - - - - Étude de Chopin Chopin Étude - - - - - Étude(s) - - 1874/1/23 Le Couppey
Decagny   -  Beethoven Sonate mi♭ finale Rondo de Beethoven - - - Rondo Beethoven Beethoven Rondo de l'op. 7 sonate - - - - - Finale son. mi♭Beethoven Beethoven Sonate 7 - Es IV (finale) Vienne, 1897 Sonate - - 1874/1/23 Le CouppeyPottier   - Chopin Polonaise Polonaise de Chopin - - - Polonaise Chopin Chopin (Polonaise de) - - - - - Polonaise de Chopin Chopin Polonaise - - - - - Danse Polonaise - 1874/1/23 Le Couppeyde Pressensé   - Bach Fugue Fugue de Bach - - - Fugue Bach Bach Fugue - - - - - Fugue de Bach Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1874/1/23 Le Couppey
Taravant   - Mozart Air varié Air varié de Mozart - - - Thème varié Mozart Mozart Thème varié - - - - - Air varié  Mozart Mozart Air varié - - - - - Variations - - 1874/1/23 Le Couppey
Chaucherau   - Chopin nocturne Nocturne de Chopin - - - Prélude Chopin Chopin Nocturne op.15 - - - - - Nocturne de Chopin Chopin Nocturne 15 - - - Paris, 1833 Morceaux caractéristiques Nocturne - 1874/1/23 Le Couppey « Prélude » と記録したSauzey以外の4名の記録者は« nocturne » と記しているので、nocturneと同定した。
Rabuteau   - - - - - - Polonaise Weber  mi maj. Weber Polonaise mi maj. - - - - - Polonaise en mi♮ Weber Weber Polacca brillante 72 - E - Berlin, 1819 Danse Polonaise - 1874/1/23 Le Couppey
Debillemont   - - - - - - Rondo Beethoven Beethoven Rondo de la sonate op. 7 - - - - - Rondo de Beethoven Beethoven Sonate 7 - Es IV (finale) Vienne, 1897 Sonate - - 1874/1/23 Le Couppey
Penau   - - - - - - - - - - - - - -   - - - - - - - - - 欠 1874/1/23 Le Couppey « démissionnaire »
Chanvau   - - - - - - Nocturne Chopin Chopin Nocturne op.15 - - - - - - Chopin Nocturne 15 - - - Paris, 1833 Morceaux caractéristiques Nocturne - 1874/1/23 Le Couppey
Blum   - Mendelssohn (op. 28) Rondo de Mendelssohn - - - - Mendelssohnn Rondo en fa♯ min. - - - - - Op. 28 Mendelssohn Mendelssohn Fantasia (Sonate écossaise) 28 - fis III (finale) Bonn, 1834 Fantaisie Fantaisie 1 - 1874/1/23 Le Couppey
Delaborde Genty   - Alkan concerto 1er solo Concerto d'Alkan - - - 1er solo concerto Alkan 1er solo du concerto d'Alkan - - - - - 1er solo concerto d'Alkan Alkan 12 études dans tous les tons mineurs 39 - gis VIII 1857 Solo Concerto - - 1874/1/23 DelabordeGaildrau   - Alkan 2e solo Concerto d'Alkan 2e solo - - - 2e solo 2e solo concerto - - - - - 3e solo concerto  d'Alkan Alkan 12 études dans tous les tons mineurs 39 - gis VIII 1857 Solo Concerto - - 1874/1/23 DelabordePoitevin   - Alkan 3e solo Concerto d'Alkan 3e solo - - - 3e solo 3e solo concerto - - - - - 2e solo concerto  d'Alkan Alkan 12 études dans tous les tons mineurs 39 - gis VIII 1857 Solo Concerto - - 1874/1/23 DelabordeMeunier   - Chopin 2e concerto 2e concerto Chopin - - - - Chopin concerto en fa mineur - - - - - 2e concerto de Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1874/1/23 Delaborde
Banquels   - Schubert impromptu Impromptu de Schubert - - - Impromptu Schubert Schubert Impromptu en mi♭ - - - - - Impromptu de Schubert Schubert 4 Impromptus 90 D 899 Es II 1827 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1874/1/23 Delaborde
Mouzin  - Hummel fa# Sonate de Hummel fa♯ - - - Finale Hummel fa♯ Hummel finale de la sonate en fa♯ min. op. 81 - - - - - Finale fa# de Hummel Hummel Sonate 81 - fis finale Vienne, 1819 Sonate - - 1874/1/23 DelabordeLiottel   - Chopin 1er concerto Concerto de Chopin - - - - Chopin concerto en mi mineur - - - - - 1er concerto de Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1874/1/23 DelabordeDomicent   - Chopin Scherzo Scherzo de Chopin - - - - Chopin scherzo - - - - - Scherzo de Chopin Chopin - - - - - - 同定不可 - - 1874/1/23 Delaborde
Dessirier   - Schumann Arabesque Arabesque de Schumann - - - - Schumann (Arabesque de) - - - - - Arabesque de Schumann Schumann Arabesque 18 - C - 1839 Morceaux caractéristiques - - 1874/1/23 DelabordeMichelin   - Moscheles Étude Étude de Moscheles - - - - Étude de Moscheles - - - - - Étude de Moscheles Moscheles Étude - - - - - Étude(s) - - 1874/1/23 Delaborde
Brzezicka   - Chopin Impromptu Impromptu de Chopin - - - - Chopin Impromptu - - - - - Impromptu de Chopin Chopin Impromptu - - - - - Morceaux caractéristiques Impromptu - 1874/1/23 DelabordeCarrier-Belleuse   - Bach Concerto Concerto de Bach - - - - Bach Concerto - - - - - Concerto de Bach Bach Concerto italien - BWV 971 F - Leipzig, 1735 Concerto Solo Concerto - 1874/1/23 DelabordeSorbier   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1874/1/23 Delaborde AJ 37/206-1 : « absente » 
1873-1874 1874/6/23 Marmontel Guerout 1er morceau de la sonate G. Mathias op. 20 Sonate de Mathias - - - - - 1er morceau de la sonate de Mathias op. 20 - - - - - 1er morceau, sonate de Mathias, op. 20 Mathias 1re Sonate 20 - h - Paris, 1855 Sonate - - 1874/6/23 MarmontelDolmetsch Sonate de Chopin Chopin sonate - - - - - Sonate Chopin - - - - - Sonate de Chopin Chopin Sonate - - - - - Sonate - - 1874/6/23 MarmontelRouveirolis Finale de la sonate  Thalberg Thalberg Sonate - - - - - Finale de la sonate de Thalberg - - - - - Finale de la sonate de Thalberg Thalberg Grande Sonate 56 - c IV (finale) Paris, 1844 Sonate - - 1874/6/23 Marmontel
Desgranges Rondo capriccioso Mendelssohn Mendelssohn Rondo Rondo capriccioso  Mendelssohn - - - - Rondo capriccioso Mendelssohn - - - - - Rondo capriccioso de Mendelssohn Mendelssohn Rondo capriccioso 14 - E - Londres, 1830 Rondo - - 1874/6/23 Marmontel
Lemoine Finale de la sonate en ut♯   Beethoven  Beethoven sonate Sonate de Beethoven - - - - Finale de la sonate en ut♯ Beethoven - - - - - Finale de la sonate en ut♯ min.  Beethoven  Beethoven Sonate 27-2 - cis III (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1874/6/23 Marmontel
Mestre Allegro de Ch. Mayer Mayer Allegro Allegro de Mayer - - - - Allegro de la sonate de Ch. Mayer - - - - - Allegro de Charles Mayer Mayer Allegro - - - - - 同定不可 - - 1874/6/23 MarmontelWiernsberger Finale de sonate Herz Sonate Herz Sonate de Herz - - - - Finale de la sonate Herz - - - - - Finale de sonate  H. Herz Herz Grande sonate di bravura 200 - Es III (finale) 1861 Sonate - - 1874/6/23 MarmontelDebussy Caprice de Moscheles Moscheles Rondo la légèreté de Moscheles - - - - Caprice de Moscheles - - - - - Caprice de Moscheles Moscheles  La force, la légèreté et le caprice: Études 51 - G II Paris, 1839-40 Étude(s) - - 1874/6/23 MarmontelHugounenc Finale  concerto de Weber Weber concerto final Concerto de Weber - - - Concerto Weber Finale du Concertstück de Weber - - - - - Finale de concerto de Weber Weber Concert-Stück 79 - F III (finale) Leipzig, 1823 Concertino - - 1874/6/23 MarmontelGuiard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1874/6/23 Marmontel « malade en congé »Thomas Caprice de St. Heller Heller caprice Caprice d'Heller - - - Caprice Heller Caprice de St. Heller - - - - - Caprice de Stephen Heller Heller Caprice - - - - - Caprice - - 1874/6/23 Marmontel
Mathias Gresse Mendelssohn op. 54 Variations sérieuses (fragment) Mendelssohn variations Variations de Mendelssohn - - - - Mendelssohn op. 54 - - - - - Variations sérieuses op. 54, Mendelssohn Mendelssohn Variations sérieuses 54 - d - Vienne, 1841 Variations - - 1874/6/23 MathiasDoutreleau Schubert  op. 143  Sonate (Finale) Schubert sonate Sonate de Schubert - - - - Schubert op. 143 Sonate (Finale) - - - - - Finale de la sonate op. 143 Schubert Schubert Sonate 143 D 784 a III (finale) 1839 Sonate - - 1874/6/23 Mathias
Espinosa Schumann, op. 13  Études symphoniques (fragment ) Schumann Étude Étude de Schumann - - - Étude 13 Schumann Schumann Études symphoniques fragment - - - - - fragment des études symphoniques op. 13 Schumann Schumann 12 Études symphoniques 13 - cis-Des - 1837 Variations - - 1874/6/23 MathiasO'Kelly Herz,  5e concerto  Herz 5e concerto 5e concerto de Herz - - - 5e de Herz 5e concerto de Herz - - - - - 5e concerto de H. Herz Herz 5e concerto 180 - f - 1854 Concerto - - 1874/6/23 MathiasDusautoy Bach (J. S.)  Concerto italien, finale Bach concerto Concerto de Bach - - - Concerto Bach J. S. Bach Concerto Italien Finale - - - - - Finale du Concerto italien de Bach Bach Concerto italien - BWV 971 F III Leipzig, 1735 Concerto Solo Concerto - 1874/6/23 Mathias
Falkenberg Mendelssohn op. 22  Caprice (fragment)  Mendelssohn Caprice Caprice de Mendelssohn - - - Caprice Mendelssohn Mendelssohn Caprice op.22, fragment - - - - - Caprice op. 22, Mendelssohn Mendelssohn Capriccio brillant 22 - h - Londres, 1832 Concertino - - 1874/6/23 Mathias
Rabeau Mozart, 20e concerto, Finale  fragment  Mozart Concerto Concerto de Mozart - - - Concerto Mozart Mozart 20e concerto, finale - - - - - Finale du 20e concerto de Mozart Mozart Concerto - K 537 D III [1788] Concerto - - 1874/6/23 Mathias
Chabeaux Beethoven,  op. 111 Beethoven sonate 111 Sonate de Beethoven - - - - Beethoven op. 111 - - - - - Sonate op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c - Paris, 1823 Sonate - - 1874/6/23 MathiasCase Ries  op. 55  Ries concerto 3e 3e concerto de Ries - - - 3e concerto Ries Ries op.55 - - - - - Concerto de Ries, op. 55 Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1874/6/23 Mathias
Torrent moi-même (pardon !) … op. 5  Allegro appassionato (fragment) Mathias Allegro Allegro de Mathias - - - - Mathias Allegro appassionato op. 5 - - - - - Allegro appassionato op. 5, Mathias Mathias Allegro appassionato 5 - e - Paris, 1850 Allegro-sonate - - 1874/6/23 MathiasMassart Cellier - Chopin Étude - - - - - Chopin (Étude de)  en do min. - - - - - Étude de Chopin Chopin Étude - - - - - Étude(s) - - 1874/6/23 MassartVidal - Weber Concerto - - - - - Weber (Concerto de) finale - - - - - Concerto de Weber Weber Concerto - - - finale - Concerto - - 1874/6/23 Massart
Schmidt - Mendelssohn Sonate - - - - - Mendelssohn Sonate de - - - - - Sonate de Mendelssohn Mendelssohn Sonate - - - - - Sonate - - 1874/6/23 Massart
Perrey - Schumann Sonate - - - - - Chopin (Étude de)  en sol min. - - - - - Sonate de Schumann Schumann Sonate - - - - - Sonate - - 1874/6/23 Massart Duvernoyはショパンの練習曲を記録しているが、議事録とThomasはシューマンのソナ
タを記録しているので、シューマンのソナタと同定。
Borel - Schumann Carnaval - - - - - Schumann Carnaval de - - - - - Carnaval de Schumann Schumann Carnaval - - - - - Morceaux caractéristiques - - 1874/6/23 MassartMiclos - Chopin 1er concerto - - - - - Chopin Concerto en mi mineur - - - - - 1er Concerto de Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1874/6/23 MassartLeonardo - Chopin 1er concerto - - - - - Chopin Concerto en mi mineur - - - - - 1er Concerto de Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1874/6/23 MassartDœrfeld - Schumann sonate - - - - - Schumann (Sonate de) - - - - - Sonate de Schumann Schumann Sonate - - - - - Sonate - - 1874/6/23 Massart
Lagoanère - Mendelssohn Caprice - - - - - Mendelssohn Rondo capriccioso de - - - - - Caprice de Mendelssohn Mendelssohn Rondo capriccioso 14 - E - Londres, 1830 Rondo - - 1874/6/23 Massart
Coste Berthe - Hiller Concerto - - - - - Hiller Concerto de - - - - - Concerto de Hiller Hiller Concerto - - - - - Concerto - - 1874/6/23 MassartGonzalès - Herz Concerto - - - - - Herz Concerto - - - - - Concerto de Herz Herz - - - - - - Concerto - - 1874/6/23 Massart
Schweppenheuser - Mendelssohn Concerto sol - - - - Concerto en sol mineur Mendelssohn Concerto en sol min. - - - - - Concerto en sol min. de Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - - 1874/6/23 Massart
Le Couppey Balutet - Mendelssohn Concerto Concerto de Mendelssohn - - - - Mendelssohn Concerto en sol mineur - - - - - 1er allegro du concerto de Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g I Londres, 1832 Concerto - - 1874/6/23 Le Couppey
Manotte - Chopin Impromptu 2e 2e Impromptu de Chopin - - - 2d impromptu Chopin Chopin 2e Impromptu - - - - - Impromptu de Chopin Chopin 2e Impromptu 36 - Fis - Paris, 1840 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1874/6/23 Le Couppey
Dandeville - Beethoven sonate ut# Finale de la sonate ut# mineur de Beethoven - - - - Finale de la sonate en do# mineur de Beethoven - - - - - Finale de la sonate en ut# min. Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis III (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1874/6/23 Le Couppey
Decagny - Concerto si mineur Concerto en si mineur de Hummel - - - Hummel en si mineur fragment du concerto en si mineur de Hummel - - - - - Concerto en si mineur Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1874/6/23 Le Couppey
Pottier - Weber Andante sonate Andante de la sonate de Weber en la ♭ - - - - Andante de la sonate de Weber en la ♭ - - - - - Andante de la sonate en la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As II Berlin, 1816 Sonate - - 1874/6/23 Le Couppeyde Pressensé - Chopin Scherzo Scherzo de Chopin - - - Scherzo Chopin Chopin Scherzo - - - - - Scherzo de Chopin Chopin - - - - - - 同定不可 - - 1874/6/23 Le Couppey
Taravant - Beethoven rondo Rondo en ré mineur de Beethoven - - - - Rondo de Beethoven en ré mineur - - - - - Rondo de la sonate en ré mineur Beethoven Beethoven Sonate 31-2 - d - Zurich, 1803 Sonate - - 1874/6/23 Le Couppey
Chaucherau - Hummel si mineur Concerto en si mineur de Hummel - - - Hummel en si mineur fragment du concerto en si mineur de Hummel - - - - - Concerto en si mineur Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1874/6/23 Le Couppey
Rabuteau - Hummel si mineur Concerto en si mineur de Hummel - - - Hummel en si mineur fragment du concerto en si mineur de Hummel - - - - - Concerto en si mineur Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1874/6/23 Le Couppey
Debillemont - Weber rondo Rondo de la sonate en ré mineur Weber - - - Rondo sonate ré mineur Rondo de la sonate de Weber en ré mineur - - - - - Rondo de la sonate en ré mineur Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1874/6/23 Le Couppey
Blum - Hummel si mineur Concerto en si mineur de Hummel - - - Hummel en si mineur fragment du concerto en si mineur de Hummel - - - - - Concerto en si mineur Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1874/6/23 Le Couppey
Chanvau - Hummel si mineur Concerto en si mineur de Hummel - - - Hummel en si mineur fragment du concerto en si mineur de Hummel - - - - - Concerto en si mineur Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1874/6/23 Le Couppey
Guintrange - Hummel si mineur Concerto en si mineur de Hummel - - - Hummel en si mineur fragment du concerto en si mineur de Hummel - - - - - Concerto en si mineur Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1874/6/23 Le Couppey
Delaborde Genty - - - - - - Sonate Beethoven Beethoven sonate - - - - - Sonate de Beethoven Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1874/6/23 Le Couppey
Poitevin - Beethoven 106 - - - - Fugue Beethoven Beethoven (fugue de) op. 106 - - - - - Finale de la sonate de Beethoven op. 106 Beethoven Sonate 106 - B IV (finale) Vienne, 1819 Sonate - - 1874/6/23 Delaborde
Gaildrau - Mendelssohn sonate - - - - Finale Mendelssohn Mendelssohn (sonate de) - - - - - Sonate de Mendelssohn Mendelssohn Sonate - - - - - Sonate - - 1874/6/23 DelabordeBanquels - Chopin sonate - - - - - Chopin (sonate de) - - - - - Sonate de Chopin Chopin Sonate - - - - - Sonate - - 1874/6/23 Delaborde
Mouzin - Bizet Variations chromatique - - - - - Variations chromatiques de Bach - - - - - Variations chromatiques Bizet Bizet Variations chromatiques - - C/c - Paris, 1868 Variations - - 1874/6/23 Delaborde
Liottel - Bach Prélude - - - - Prélude Bach Prélude et fugue de Bach - - - - - Prélude de Bach en ré Bach Prélude - - - - - Prélude - - 1874/6/23 Delaborde- - - - - - - Prélude et fugue de Bach - - - - - - Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1874/6/23 Delaborde
Domicent - Chopin Polonaise - - - - Chopin Polonaise Polonaise de Weber - - - - - Polonaise de Chopin Chopin Polonaise - - - - - Danse Polonaise - 1874/6/23 Delaborde Duvernoyは « Polonaise de Weber » と記載しているが他の3名の記録者は作曲者をショパンと書いているので、ChopinのPolonaiseと同定。
Dessirier - Schumann Novelette - - - - - Schumann Novelette - - - - - Novelette de Schumann Schumann 8 Novelletten 21 - - - 1839 Morceaux caractéristiques - - 1874/6/23 DelabordeMichelin - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1874/6/23 Delaborde « en congé »Brzezicka - Saint-Saëns concerto - - - - - Saint-Saëns (Concerto de) - - - - - Concerto en sol min. de Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g - 1868 Concerto - - 1874/6/23 Delaborde
Carrier-Belleuse - Mozart Concerto - - - - Concerto de Mozart Mozart Concerto - - - - - Finale de concerto en ré min. Mozart Mozart Concerto - K 466 d I [1785] Sonate - - 1874/6/23 DelabordeSorbier - Schubert sonate - - - - - Schubert Sonate op. 39 - - - - - Finale, sonate de Schubert Schubert Sonate - - - finale - Sonate - - 1874/6/23 Delaborde1874-1875 1875/1/22 Marmontel Dolmetsch Schumann  3e sonate - - - - - - Schumann 3e sonate - - - - - 3e sonate de Schumann Schumann 3e sonate 14 - f - 1836, rév. 1853 Sonate - - 1875/1/22 Marmontel
Rouveirolis Beethoven  finale de la sonate appassionato - - - - - - Beethoven op. 57 Finale de la sonate - - - - - Finale op. 57 Beethoven Beethoven Sonate 57 - f III (finale) Vienne, 1807 Sonate - - 1875/1/22 Marmontel
Desgranges Schumann  finale de l'op. 26 - - - - - - Schumann Finale de l'op.26 - - - - - Carnaval de Vienne op. 26 de Schumann Schumann Carnaval de Vienne 26 - B V (finale) 1841 Morceaux caractéristiques - - 1875/1/22 Marmontel
Lemoine Fugue de Mendelssohn - - - - - - Mendelssohn Fugue de - - - - - Fugue de Mendelssohn Mendelssohn Fugue - - - - - Fugue - - 1875/1/22 Marmontel
Mestre Beethoven  Sonate désignée l'Aurore - - - - - - Beethoven l'aurore Sonate, - - - - - Sonate de Beethoven, l'Aurore Beethoven Sonate 53 - C - Vienne, 1805 Sonate - - 1875/1/22 MarmontelWiernsberger Prélude de Bach - - - - - - Bach Prélude - - - - - Prélude de Bach Bach Prélude - - - - - Prélude - - 1875/1/22 MarmontelDebussy - - - - - - - Bach Fantaisie chromatique - - - - - Fantaisie chromatique de Bach Bach Fantaisie chromatique et fugue - BWV 903 d I [1720, rev. ca 1730] Fantaisie Fantaisie 1 - 1875/1/22 Marmontel
Hugounenc - - - - - - - Marmontel Allegro Fuoco - - - - - Allegro Fuoco Marmontel Marmontel Sonate - - - finale - Sonate - - 1875/1/22 Marmontel 作品8、86はいずれもフィナーレの速度表示がAllegro con fuocoなのでフィナーレと同定。
Guiard - - - - - - - Beethoven Finale de la sonate 13 (Pathétique) - - - - - Finale de l'op. 13 Beethoven Beethoven Sonate 13 - c III (finale) Vienne, 1799 Sonate - - 1875/1/22 Marmontel
Thomas - - - - - - - Mendelssohn Presto en fa♯min. - - - - - Finale de l'op. 28 Mendelssohn Mendelssohn Fantasia (Sonate écossaise) 28 - fis III (finale) Bonn, 1834 Fantaisie Fantaisie 1 - 1875/1/22 Marmontel
Sujol - - - - - - - Beethoven finale de l'op. 10 - - - - - Finale de l'op. 10 Beethoven Beethoven Sonate 10 - - finale Vienne, 1798 Sonate - - 1875/1/22 MarmontelLoyer - - - - - - - Mozart Gigue - - - - - Gigue de Mozart Mozart Gigue - K 574 G - [1789] Danse Gigue - 1875/1/22 MarmontelBraud - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1875/1/22 Marmontel « malade »Mathias Espinosa - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1875/1/22 Mathias « en congé »O'Kelly Hummel, op. 81  Fragment  - - - - - - Hummel op.81, fragment - - - - - Hummel op. 81 Hummel Sonate 81 - fis - Vienne, 1819 Sonate - - 1875/1/22 Mathias
Dusautoy Sonate op. 58,  Sonate en si mineur (Fragment) - - - - - - Chopin fragment de la sonate en si mineur op. 58 - - - - - Sonate si min. op. 58 Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1875/1/22 MathiasFalkenberg Sonate en la bémol op. 39  Weber - - - - - - Weber l op.39 Sonate en la♭ - - - - - Sonate la♭ op. 39 Weber Weber 2e Sonate 39 - As - Berlin, 1816 Sonate - - 1875/1/22 MathiasRabeau Bach (J. S.) Concerto italien, final - - - - - - Bach Concerto italien, finale - - - - - Finale du Concerto italien, Bach Bach Concerto italien - BWV 971 F III Leipzig, 1735 Concerto Solo Concerto - 1875/1/22 MathiasCase Weber  op. 49  Sonate en ré mineur - - - - - - Weber　 op.49　Sonate en ré mineur - - - - - 　Son. ré min. Weber　op. 49 Weber 3e Sonate 49 - d/D - Berlin, 1817 Sonate - - 1875/1/22 MathiasTorrent Chopin, op. 31, Scherzo - - - - - - Chopin op. 31 Scherzo - - - - - Scherzo op. 31 Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1875/1/22 MathiasMathé Beethoven, op. 15, 1er concerto - - - - - - Beethoven 1er concerto op. 15 - - - - - 1er concerto de Beethoven Beethoven Sonate 15 - C - Vienne, 1798 Sonate - - 1875/1/22 Mathias
Mockers Bach (J. S.)  12e fugue (Clavier bien tempéré) - - - - - - Bach 12e fugue - - - - - fugue Bach Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1875/1/22 Mathias
Frène Haendel, Fugue en mi mineur, 4e suite.  - - - - - - Handel Fugue en mi mineur - - - - - Fugue en mi mineur  4e suite  Handel Händel 1re Suites des pièces (4e Suite) - HWV 429 e I 1720 Fugue - - 1875/1/22 Mathias
Chevillard Mozart. 2e Concerto (ut majeur) - - - - - - Mozart 2e concerto en ut majeur - - - - - 2e concerto ut maj. Mozart Mozart Concerto - - - - - Concerto - - 1875/1/22 MathiasAdour Hummel op. 85 [Concerto]  - - - - - - Hummel Concerto en la mineur op. 85 - - - - - Hummel op. 85 Hummel Grand concerto 85 - a - Paris, 1823 Concerto - - 1875/1/22 MathiasLe Couppey Dandeville St. Heller  Scherzo de la 3e sonate - - - - - Heller Scherzo de la 3e sonate d'Heller - - - - - Scherzo de la 3e sonate de S. Heller Heller 3e Sonate 88 - C II Paris, 1856 Sonate - - 1875/1/22 Le CouppeyBeethoven Rondo op. 31  - - - - - - - - - - - - - Beethoven Sonate 31-2 - d III Zurich, 1803-4 Sonate - - 1875/1/22 Le CouppeyDecagny Beethoven Sonate op. 31  - - - - - - - - - - - - - Beethoven Sonate 31-2 - d I Zurich, 1803-4 Sonate - - 1875/1/22 Le Couppey
Mendelssohn  op. 6 - - - - - Mendelssohn Mendelssohn Rondo op.6 - - - - - Rondo op. 6 Mendelssohn Mendelssohn Sonate 6 - E IV (finale) Berlin, 1826 Sonate - - 1875/1/22 Le Couppey
Pottier Chopin Deux Préludes [Op.28-16, 21]  - - - - - Chopin 2 préludes Chopin 1re en si♭ 2e en si♭ mineur - - - - - 2 préludes de Chopin Chopin Préludes 28 - B XXI Paris, 1839 Prélude - - 1875/1/22 Le Couppey
Schumann  Deux Pièces [op.12-1, 4]  - - - - - - - - - - - - - Schumann Phantasiestüke (Pièces romantiques) 12 - Des I 1838 Morceaux caractéristiques - - 1875/1/22 Le Couppey
- - - - - - - - - - - - - - Schumann Phantasiestüke (Pièces romantiques) 12 - Des IV 1838 Morceaux caractéristiques - - 1875/1/22 Le CouppeyTaravant Mozart Sonate en ré min. - Rondo en la mineur de Mozart - - - Mozart Mozart Rondeau en la mineur - - - - - Rondo en la mineur Mozart [K310] Mozart Sonate - K 310 a III Paris, 1782 Sonate - - 1875/1/22 Le Couppey Weber  Sonate en ré mineur - - - - - - - - - - - - - Weber 3e Sonate 49 - d/D - Berlin, 1817 Sonate - - 1875/1/22 Le CouppeyRabuteau Frescobaldi (1587-1655) [sic]  Fugue  - - - - - Frescobaldi Frescobaldi (Fugue de) - - - - - Fugue Frescobaldi Frescobaldi Fugue - - - d Londres, 1801 Fugue - - 1875/1/22 Le Couppey 偽作の疑いあり。H. Herz 6e concerto - Concerto de Herz 6e - - - Herz Concerto Fragment du 6e concerto de Herz - - - - - 6e con. H. Herz Herz 6e concerto 192 - a - 1858 (ms daté) Concerto - - 1875/1/22 Le CouppeyDebillemont S. Bach  Fantaisie chromatique - - - - - Bach J. S. Bach Fantaisie chromatique - - - - - Fantaisie chromatique Bach Bach Fantaisie chromatique et fugue - BWV 903 d I [1720, rev. ca 1730] Fantaisie Fantaisie 1 - 1875/1/22 Le Couppey
Weber Minuet op. 49  - - - - - - - - - - - - - Weber 2e Sonate 39 - As III Berlin, 1816 Sonate - - 1875/1/22 Le Couppey Le Couppeyは « op.49 » と記録しているが、彼の挙げる譜例は作品39に一致するので作品39と同定
。 »Chauveau Weber  andante  - Andante de Weber - - - Weber Sonate Weber Andante - - - - - Andante ut min. [op. 39] Weber Weber 2e Sonate 39 - As II Berlin, 1816 Sonate - - 1875/1/22 Le Couppey
Mendelssohn Romance sans paroles - - - - - - - - - - - - - Mendelssohn Romance sans paroles - - - - - Morceaux caractéristiques - - 1875/1/22 Le Couppey- - - - - - - - - - - - - - Chopin Préludes 28 - b XVI Paris, 1839 Prélude - - 1875/1/22 Le Couppey
Blum Chopin Nocturne - Nocturne de Chopin - - - Chopin Chopin Nocturne en la♭ - - - - - Nocturne la b [op.32-2] Chopin Chopin Nocturne 32 - As II Paris, 1837 Morceaux caractéristiques Nocturne - 1875/1/22 Le CouppeyScarlatti Pièce en fa [sic]  - - - - - - - - - - - - - Scarlatti Sonate - K 113 A - - Sonate - - 1875/1/22 Le CouppeyGuintrange S. Bach  Bourée - Bourrée de Bach - - - - J. S. Bach (Bourrée de) - - - - - Bourrée [BWV807] Bach 2e Suite anglaise - BWV 807 a V [? avant 1720] Danse Danse (baroque) - 1875/1/22 Le CouppeyWeber Rondo op.39  - - - - - - - - - - - - - Weber 2e Sonate 39 - As IV (finale) Berlin, 1816 Sonate - - 1875/1/22 Le Couppey
Cellier Mozart  Sonate en la min. - Sonate de Mozart - - - Sonate la mineur Mozart Mozart Sonate en la mineur - - - - - Sonate en la mineur [K310] Mozart Sonate - K 310 a I Paris, 1782 Sonate - - 1875/1/22 Le CouppeyWeber  Rondo en mi bém. - - - - - - - - - - - - - Weber Rondo brillant 62 - Es - Berlin, 1819 Rondo - - 1875/1/22 Le Couppey
Halbronn Beethoven  Andante op. 14 - Andante de Beethoven - - - Variations Beethoven Op. 14 Beethoven Andante de - - - - - Andante op.14 [op.14-2] Beethoven Beethoven Sonate 14-2 - G II Vienne, 1799 Sonate - - 1875/1/22 Le Couppey
Chopin  nocturne op. 55 - - - - - - - - - - - - - Chopin Nocturne 55 - - - Paris, 1844 Morceaux caractéristiques Nocturne - 1875/1/22 Le CouppeyVacher-Gras Mozart rondo en fa  [K 332] - Rondo de Mozart en fa - - - Mozart Mozart Rondo en fa - - - - - Sonate en fa, [K332] Mozart Mozart Sonate - K 332 F III Vienne, 1784 Sonate - - 1875/1/22 Le CouppeyBeethoven Rondo op. 22 - - - - - - - - - - - - - Beethoven Sonate 22 - B IV (finale) Leipzig, 1802 Sonate - - 1875/1/22 Le CouppeyMigette Beethoven Rondo op. 2 - Rondo de Beethoven - - - - Beethoven Rondo de la sonate op. 2 - - - - - - Beethoven Sonate 2 - - - Vienne, 1796 Sonate - - 1875/1/22 Le Couppey S. Bach  Fugue [BWV 871] - - - - - - - - - - - - Fugue ut mineur Bach Bach Le Clavier bien tempéré II - BWV 871 c II [ca 1740] Fugue - - 1875/1/22 Le CouppeyLevy Juliette Dussek  Sonate op. 35 [no 1] - - - - - - - - - - - - - Dussek Grande Sonate 35-1 C 149 B I 1797 Sonate - - 1875/1/22 Le CouppeyBeethoven  Menuet op. 22 - Menuet de Beethoven - - - - Beethoven (menuet de) - - - - - Menuet de l'op. 22 Beethoven Beethoven Sonate 22 - B III Leipzig, 1802 Sonate - - 1875/1/22 Le CouppeyDelaborde Genty   - - - - - - - Prélude et fugue en ut♯ mineur - - - - - Prélude et fugue de Bach Bach Prélude - - cis - - Prélude - - 1875/1/22 Delaborde  - - - - - - - Prélude et fugue en ut♯ mineur - - - - - - Bach Fugue - - cis - - Fugue - - 1875/1/22 DelabordeMouzin   - - - - - - - Hummel (finale de la sonate en ré) - - - - - Finale de Hummel Hummel Sonate 106 - D IV (finale) Vienne, 1825 Sonate - - 1875/1/22 Delaborde
Domicent   - - - - - -
Concerto ut mineur Beethoven avec cadence et symphonie en ut
Alkan (cadence d') - - - - - Concerto ut min., cadences d'Alkan Beethoven-Alkan 3e concerto 37 - c I Paris, 1860 Arrangement - - 1875/1/22 Delaborde
Michelin   - - - - - - Finale Hummel Hummel (Fantaisie de) - - - - - Sonate op. 18 Hummel Hummel Fantaisie 18 - Es finale Paris, 1806 Fantaisie Fantaisie 1 - 1875/1/22 Delaborde
Brzezicka   - - - - - - - Chopin Impromptu - - - - - Impromptu Chopin Chopin Impromptu - - - - - Morceaux caractéristiques Impromptu - 1875/1/22 Delaborde
Carrier-Belleuse   - - - - - - - Mendelssohn (Concerto en sol mineur) - - - - - - Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - - 1875/1/22 Delaborde
Demeyer   - - - - - - Concerto italien Bach Bach Concerto de - - - - - Finale du concerto italien de Bach Bach Concerto italien - BWV 971 F III Leipzig, 1735 Concerto Solo Concerto - 1875/1/22 Delaborde
Welsch   - - - - - - - Hummel Finale de la sonate en  fa♯ min. op. 81 - - - - - Finale sonate en fa♯ min. Hummel Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne, 1819 Sonate - - 1875/1/22 DelabordeVisiner   - - - - - - Finale Czerny Czerny Sonate-étude - - - - - Sonate-étude de Czerny Czerny Grande sonate d'étude 268 - B IV (finale) Paris, 1834/35 Sonate - - 1875/1/22 DelabordeBonnet   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1875/1/22 Delaborde « malade, absente »
Haincelain   - Concerto en la mineur Hummel - - - - - Hummel Concerto - - - - - Concerto en la mineur Hummel Hummel Grand concerto 85 - a - Paris, 1823 Concerto - - 1875/1/22 DelabordeLefèvre   - Concerto de Chopin - - - - - 1er concerto de Chopin en mi mineur - - - - - 1er concerto Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1875/1/22 DelabordeOrsolini   - - - - - - 53 Beethoven Beethoven op. 53 sonate - - - - - Sonate op. 53 Beethoven Beethoven Sonate 53 - C - Vienne, 1805 Sonate - - 1875/1/22 Delaborde
Schneckenburger   - - - - - - - Mendelssohn (Rondo capriccioso) - - - - - Rondo capriccioso Mendelsssohn Mendelssohn Rondo capriccioso 14 - E - Londres, 1830 Rondo - - 1875/1/22 Delaborde
Massart Vidal   - - - - - - - - - - - - - 1er concerto Weber Weber 1re Sonate 24 - C - Berlin, 1812 Sonate - - 1875/1/22 Massart
Schmidt   - - - - - - - - - - - - - Caprice de Mendelssohn Mendelssohn Caprice - - - - - Caprice - - 1875/1/22 Massart
Perrey   - - - - - - Sonate Beethoven - - - - - - Sonata op. 111, Beethoven Beethoven Sonate 111 - c - Paris, 1823 Sonate - - 1875/1/22 Massart
Miclos   - - - - - - Rondo Weber - - - - - - Sonata de Weber Weber Sonate - - - finale - Sonate - - 1875/1/22 MassartLeonardo   - - - - - - Chopin fa mineur - - - - - - Concerto fa min. Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1875/1/22 Massart
Lagoanère   - - - - - - Adieux Beethoven - - - - - - Sonate Beethoven (les adieux) Beethoven Sonate 81a - Es - Leipzig, 1811 Sonate - - 1875/1/22 Massart
Coste Berthe   - - - - - - finale sol mineur - - - - - - Finale Beetoven Beethoven Sonate 49-1 - g II Vienne, 1805 Sonate - - 1875/1/22 MassartGonzalès   - - - - - - - - - - - - - Sonate pathétique Beethoven Beethoven Sonate 13 - c - Vienne, 1799 Sonate - - 1875/1/22 Massart
Schweppenheuser   - - - - - - - - - - - - - Impromptu Chopin Chopin Impromptu - - - - - Morceaux caractéristiques Impromptu - 1875/1/22 Massart
Roussean Langwelt   - - - - - - Finale Beethoven - - - - - - Sonate Beethoven Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1875/1/22 Massart
Heyberger   - - - - - - - - - - - - - Prélude et fugue Bach Bach Prélude - - - - - Prélude - - 1875/1/22 Massart  - - - - - - Fugue Bach - - - - - - - Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1875/1/22 Massart
Mabin   - - - - - - Romance Mendelssohn - - - - - - Concerto Mendelssohn Mendelssohn - - - - - - 同定不可 - - 1875/1/22 MassartGentil   - - - - - - - - - - - - - Finale de Hummel Hummel - - - - finale - - - - 1875/1/22 Massart1874-1875 1875/6/22 Marmontel Dolmetsch 2e ballade  Chopin Chopin Ballade - - - - - 2e ballade de Chopin - - - - - 2e Ballade de Chopin Chopin 2e Ballade 38 - F/a - Paris, 1840 Ballade - - 1875/6/22 Marmontel
Rouveirolis 1er allegro de la sonate op. 111  Beethoven Beethoven œuvre 111 - - - - - 111 Beethoven - - - - - 1er allegro de l'op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c I Paris, 1823 Sonate - - 1875/6/22 MarmontelDesgranges Sonate de Thalberg Thalberg Sonate - - - - - Sonate de Thalberg - - - - - Sonate de Thalberg Thalberg Grande Sonate 56 - c - Paris, 1844 Sonate - - 1875/6/22 Marmontel
Lemoine op. 22 de Mendelssohn Mendelssohn Caprice - - - - - op. 22 de Mendelssohn - - - - - Caprice op. 22 de Mendelssohn Mendelssohn Capriccio brillant 22 - h - Londres, 1832 Concertino - - 1875/6/22 Marmontel
Mestre Finale de l'op. 57  Beethoven Beethoven Sonate - - - - - Finale de l'op. 57 de Beethoven - - - - - Finale de l'op. 57 Beethoven Beethoven Sonate 57 - f III (finale) Vienne, 1807 Sonate - - 1875/6/22 Marmontel
Wiernsberger 1er morceau  Sonate  Heller Sonate Heller - - - - - 1er morceau de la 3e sonate de Stephen Heller op. 88 - - - - - 1er morceau de la sonate St. Heller Heller 3e Sonate 88 - C I Paris, 1856 Sonate - - 1875/6/22 MarmontelDebussy Chopin Rondeau op. 16  Chopin Rondo - - - - - Chopin Rondeau op. 16 - - - - - Rondeau op. 16 Chopin Chopin Rondo 16 - c/Es - Paris, 1834 Rondo - - 1875/6/22 Marmontel
Guiard Allegro de ma sonate op. 86  Marmontel Sonate - - - - Sonate Marmontel Marmontel sonate op. 86 - - - - - Allegro de la sonate op. 86 Marmontel Marmontel Sonate 86 - c I Paris, ca 1866 Sonate - - 1875/6/22 Marmontel
Thomas Finale de la sonate op. 49 de Weber Weber Sonate - - - - - Weber Finale de la sonate op. 49 - - - - - Finale de la sonate op. 49 Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1875/6/22 Marmontel
Sujol Finale de la sonate op. 22  Beethoven Beethoven Rondo - - - - Rondo de Beethoven Beethoven Finale de la sonate op. 22 - - - - - Finale de la sonate op. 22 Beethoven Beethoven Sonate 22 - B IV (finale) Leipzig, 1802 Sonate - - 1875/6/22 MarmontelLoyer Finale de sonate op. 26  Beethoven Beethoven Rondo - - - - Finale Beethoven Beethoven Finale de la sonate op. 26 - - - - - Finale de la sonate op. 26 Beethoven Beethoven Sonate 26 - As IV (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1875/6/22 MarmontelBraud 5e concerto de Herz Herz 5e concerto - - - - - Herz 5e concerto - - - - - 5e concerto de H. Herz Herz 5e concerto 180 - f - 1854 Concerto - - 1875/6/22 MarmontelMathias Espinosa   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1875/6/22 Mathias « Cette élève a quitté la France en janvier dernier. »
O'Kelly Mendelssohn op. 54, Variations sérieuses (fragment) Mendelssohn variations - - - - Variations Mendelssohn Variations sérieuses Mendelssohn - - - - - Variations sérieuses op. 54 Mendelssohn Mendelssohn Variations sérieuses 54 - d - Vienne, 1841 Variations - - 1875/6/22 Mathias
Dusautoy Schumann op. 21 Novellette no 4 Schumann no. 21 - - - - - Schumann op. 21 Novelette  no. 4 - - - - - Novellette no 4 op. 21 Schumann Schumann 8 Novelletten 21 - - IV 1839 Morceaux caractéristiques - - 1875/6/22 MathiasFalkenberg Chopin op. 46 Allegro de concert  Chopin Allegro de concert - - - - - Chopin Allegro de concert op. 46 - - - - - Allegro de concert op. 46 Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1875/6/22 Mathias
Rabeau Mendelssohn op. 25  1re concerto   Mendelssohn Concerto - - - - - Mendelssohn op. 25 1er conerto - - - - - 1er concerto op. 25 Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - - 1875/6/22 Mathias
Case Alkan  op. 39 (fragment) Alkan fragment - - - - - Alkan op. 39 fragment - - - - - fragment op. 39 C. V. Alkan Alkan 12 études dans tous les tons mineurs 39 - - - 1857 同定不可 - - 1875/6/22 MathiasTorrent Bach (J. S.)  Fugue chromatique Bach Fugue - - - - Bach Fugue Bach Fugue chromatique - - - - - Fugue chromatique de Bach Bach Fantaisie chromatique et fugue - BWV 903 d II [1720, rev. ca 1730] Fugue - - 1875/6/22 Mathiasou Mathias op. 51   (fragment) - - - - - - - - - - - - - Mathias 1er Allegro symphonique 51 - B - Paris, 1870 Allegro-sonate - - 1875/6/22 Mathias
Mathé Field 4e concerto  4e concerto - - - - 4e Field 4e concerto - - - - - 4e concerto de Field Field 4e concerto - H 28 Es - Saint-Pétersbourg 1814; rév., 1819 Concerto - - 1875/6/22 MathiasMockers Clementi  Grandus, étude 41  Clementi Gradus - - - - Gradus Étude 41 Clementi (Étude 41) - - - - - Étude 41 du Gradus de Clementi Clementi Gradus ad Parnassum II - - F XLI 1819 Étude(s) - - 1875/6/22 MathiasFrène   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1875/6/22 Mathias AJ 37/206-1 : « En congé pour cause de maladie absent »Chevillard Beethoven  op. 27 no 2.  Finale  Beethoven sonate - - - - 27 Beethoven Beethoven op. 27 no.2 Finale - - - - - Finale op. 27 (No 2) Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis - Vienne, 1802 Sonate - - 1875/6/22 MathiasAdour Hummel op. 89 (fragment) [Concerto]  Hummel Concerto si - - - - Hummel Hummel Concerto en si mineur - - - - - Concerto en si min. Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h III (finale) Paris, ca 1822 Concerto - - 1875/6/22 Mathias
Le Couppey Dandeville Weber  Allegro de la sonate en la bémol Weber sonate la♭ Sonate de Weber en la♭ - - - - Weber Allegro de la sonate en la♭ - - - - - Allegro de la sonate en la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1875/6/22 Le Couppey
Decagny Weber  Andante de la sonate en la bémol Weber sonate andante Andante de la sonate en la♭de Weber - - - Andante Weber Andante de la sonate en la♭ de Weber - - - - - Andante de la sonate en la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As II Berlin, 1816 Sonate - - 1875/6/22 Le CouppeyPoｔtier Chopin  2e Ballade op. 38 Chopin 2e ballade 2e ballade de Chopin - - - 2e Ballade Chopin 2e Ballade de Chopin - - - - - 2e Ballade op. 38 Chopin Chopin 2e Ballade 38 - F/a - Paris, 1840 Ballade - - 1875/6/22 Le Couppey
Taravant Chopin  Polonaise op. 22 Chopin Polonaise 2e polonaise de Chopin - - - Introduction et polonaise Chopin Chopin  Polonaise op. 22 - - - - - Polonaise op. 22 Chopin Chopin Grande Polonaise Brillante précédée d'un Andante Spianato 22 - Es - Paris, 1836 Danse Polonaise - 1875/6/22 Le Couppey
Rabuteau Mendelssohn  Caprice op. 33 Mendelssohn Caprice Caprice de Mendelssohn - - - Caprice Mendelssohn Mendelssohn Caprice op. 33 - - - - - Caprice op. 33 Mendelssohn Mendelssohn Trois caprices 33 - - - Paris, 1836 Caprice - - 1875/6/22 Le Couppey
Debillemont Beethoven  op. 111 Allegro de la sonate Beethoven œuvre 111 Sonate de Beethoven 111 - - - Beethoven ut mineur 111 sonate de Beethoven - - - - - Allegro de la sonate op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c I Paris, 1823 Sonate - - 1875/6/22 Le CouppeyChauveau Beethoven  op. 31 Sonate ré min. Beethoven œuvre 31 Sonate de Beethoven ré min. - - - - Beethoven Sonate op. 31 Allegro - - - - - Sonate op. 31 Beethoven Beethoven Sonate 31-2 - d I Zurich, 1803-4 Sonate - - 1875/6/22 Le Couppey
Blum Menuet de la sonate en la bémol  Weber  Weber Sonate la♭ Sonate de Weber en la♭ - - - - Weber Menuet de la sonate en la♭ Allegro - - - - - Menuet de la sonate en la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As IV (finale) Berlin, 1816 Sonate - - 1875/6/22 Le Couppey
Guintrange Beethoven Sonate en ut dièse min op. 27 Beethoven Sonate 27 Sonate de Beethoven ut♯ mineur - - - - Sonate op. 27 Finale - - - - - Sonate en ut♯ mineur op..27 Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis III (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1875/6/22 Le Couppey
Cellier   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1875/6/22 Le Couppey « en congé »
Halbronn Chopin 2e impromptu op. 36 Chopin 2e impromptu 2e Impromptu de Chopin - - - 2e impromptu Chopin Chopin 2e impromptu op. 35 [sic] - - - - - 2e impromptu op. 36 Chopin Chopin 2e Impromptu 36 - Fis - Paris, 1840 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1875/6/22 Le Couppey
Vacher-Gras Chopin Nocturne en fa dièse op. 15  Chopin Nocturne Nocturne de Chopin - - - - Chopin Nocturne en fa♯ op. 15 - - - - - Nocturne en fa♯ op. 15  Chopin Chopin Nocturne 15 - Fis II Paris, 1833 Morceaux caractéristiques Nocturne - 1875/6/22 Le Couppey
Migette Hummel  Fragment du concerto en si min. Hummel Concerto si Concerto de Hummel en si mineur - - - - Hummel　Concerto en si mineur - - - - - Fragment du concerto en si mineur  Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h III (finale) Paris, ca 1822 Concerto - - 1875/6/22 Le CouppeyLévy Juliette Mozart  Rondo de la sonate en fa Mozart Sonate Rondo de Mozart en fa - - - - Mozart Rondo de la sonate en fa - - - - - Rondo de la sonate en fa Mozart Mozart Rondo - - F - - Sonate - - 1875/6/22 Le Couppey
Delaborde Genty Finale de l'op. 53  Beethoven Beethoven finale de la sonate 53 - - - - Finale Beethoven Finale de l'op. 53 de Beethoven - - - - - Finale de l'op. 53 de Beethoven Beethoven Sonate 53 - C III (finale) Vienne, 1805 Sonate - - 1875/6/22 Delaborde
Mouzin Finale du concerto en si mineur  Hummel Hummel finale si mineur - - - - Finale Hummel Hummel Finale du concerto en si mineur - - - - - Finale du concerto si mineur Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h III (finale) Paris, ca 1822 Concerto - - 1875/6/22 Delaborde
Domicent Finale du concerto en si mineur de Hummel Hummel final concerto si mineur - - - - - Hummel Finale du concerto en si mineur - - - - - Finale du concerto si mineur Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h III (finale) Paris, ca 1822 Concerto - - 1875/6/22 Delaborde
Brazezicka Concerto en sol mineur de Mendelssohn - - - - - Concerto Mendelssohn Concerto de Mendelssohn - - - - - Concerto sol mineur Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - - 1875/6/22 DelabordeCarrier Belleuse Finale du concerto de Hummel Hummel si mineur - - - - Finale Hummel Finale du concerto de Hummel - - - - - Finale du con. En si min. Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h III (finale) Paris, ca 1822 Concerto - - 1875/6/22 DelabordeDemeyer Finale du concerto de Hummel Hummel si mineur finale - - - - Finale Hummel Finale du concerto de Hummel - - - - - Finale du con. En si min. Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h III (finale) Paris, ca 1822 Concerto - - 1875/6/22 DelabordeWelsch Finale du concerto de Hummel Hummel si mineur finale - - - - Finale Hummel Finale du concerto de Hummel - - - - - Finale du con. En si min. Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h III (finale) Paris, ca 1822 Concerto - - 1875/6/22 DelabordeVisiner Finale du concerto de Hummel Hummel si mineur finale - - - - Finale Hummel Finale du concerto de Hummel - - - - - Finale du con. En si min. Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h III (finale) Paris, ca 1822 Concerto - - 1875/6/22 DelabordeBonner Finale de la sonate d'étude de Czerny Czerny finale d'étude - - - - - Finale de la sonate d'étude de Czerny - - - - - Finale de la sonate d'étude de Czerny Czerny Grande sonate d'étude 268 - B I Paris, 1834/35 Sonate - - 1875/6/22 Delaborde
Haincelain Allegro de la sonate d'étude de Czerny Czerny  Sonate - - - - - Finale de la sonate d'étude de Czerny - - - - - Allegro de la sonate d'étude de Czerny Czerny Grande sonate d'étude 268 - B IV (finale) Paris, 1834/35 Sonate - - 1875/6/22 Delaborde
Lefèvre Concerto sol mineur de Mendelssohn - - - - - Sol mineur Mendelssohn Mendelssohn Concerto en sol mineur - - - - - Concerto en sol min. de Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - - 1875/6/22 Delaborde
Orsolini 1er solo du concerto en fa mineur  Chopin 2e concerto - - - - Chopin 1er morceau de concerto en fa mineur de Chopin - - - - - 1er solo du concerto en fa min. de Chopin Chopin 2e concerto 21 - f I Paris, 1836 Concerto - - 1875/6/22 Delaborde
Schneckenburger Finale de la seconde sonate de Chopin Chopin sonate - - - - Finale Chopin Chopin finale de la 2de sonate de - - - - - Finale de la 2e sonate de Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h VI (finale) Paris, 1845 Sonate - - 1875/6/22 Delaborde
Massart Vidal Finale de l'op..57 Beethoven Beethoven finale sonate fa mineur - - - - - Beethoven Finale de la sonate op. 57 - - - - - Finale de l'op..57 Beethoven Beethoven Sonate 57 - f III (finale) Vienne, 1807 Sonate - - 1875/6/22 Massart
Schmidt 1er mouv.t de l'op. 110  Beethoven Beethoven œuvre 110 - - - - 110 Beethoven Beethoven 1er morceau de la sonate op. 110 - - - - - 1er mouvement de l'op. 110 Beethoven Beethoven Sonate 110 - As I Paris, 1822 Sonate - - 1875/6/22 Massart
Perrey Polonaise op. 22  Chopin Chopin Polonaise - - - - - Polonaise op. 22 Chopin - - - - - Polonaise op. 22 Chopin Chopin Grande Polonaise Brillante précédée d'un Andante Spianato 22 - Es - Paris, 1836 Danse Polonaise - 1875/6/22 Massart
Miclos 1er mouv.t du concerto en sol mineur  Saint-Saëns Saint-Saëns Concerto - - - - - 1er mouvement du concerto en sol mineur de Saint-Saëns - - - - - Concerto en sol mineur Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g I 1868 Concerto - - 1875/6/22 MassartLéonardo 1er mouv.t de l'op. 111  Beethoven Beethoven œuvre 111 - - - - - op. 111 sonate de Beethoven - - - - - 1er morceau op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c I Paris, 1823 Sonate - - 1875/6/22 MassartLagoanère All.o  op. 46  Chopin Chopin œuvre 46 - - - - - Chopin op. 46 - - - - - Allegro op. 46 Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1875/6/22 MassartCoste 8e polonaise  Chopin Chopin 8e polonaise - - - - - Chopin 8e polonaise - - - - - 8e polonaise Chopin Chopin Polonaise 53 - As - Paris, 1843 Danse Polonaise - 1875/6/22 Massart
Gonzalès Impromptu posthume Chopin Chopin Impromptu - - - - Étude Chopin Chopin Fantaisie impromptu - - - - - Impromptu posthume Chopin Chopin Fantaisie-impromptu 66 - cis - Paris, 1855 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1875/6/22 Massart
Schweppenbeuser Fantaisie en sol  Schubert Schubert fantaisie - - - - - Impromptu Schubert - - - - - Fantaisie en sol Schubert Schubert Fantasie, Andante, Menuetto und Allegretto 78 D 894 G - 1827 Fantaisie Fantaisie 1 - 1875/6/22 Massart
Rousseau 1er mouv.t de la sonate en fa♯ min. Hummel Hummel sonate fa♯ - - - - - Hummel Sonate op. 81 - - - - - 1er mouv. sonate en fa♯ mineur Hummel Hummel Sonate 81 - fis I Vienne, 1819 Sonate - - 1875/6/22 MassartHeyberger 3e concerto  Ries Ries concerto 3e - - - - - Ries Concerto en do♯ mineur - - - - - 3e concerto Ries Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1875/6/22 Massart
Mabin 1er mouv. Sonate en ré op. 10  Beethoven Beethoven sonate ré œuvre 10 - - - - - Beethoven op. 10 - - - - - 1er morceau sonate en ré op. 10 Beethoven Beethoven Sonate 10-3 - D I Vienne, 1798 Sonate - - 1875/6/22 MassartGentil Concerto en mi mineur  Chopin Chopin 1er concerto - - - - - Chopin 1er concerto - - - - - 1er concerto en mi min. Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1875/6/22 Massart
Michelin Rondo capriccioso  Mendelssohn Mendelssohn rondo capriccioso - - - - - Mendelssohn Rondo Capriccioso - - - - - Rondo capriccioso Mendelssohn Mendelssohn Rondo capriccioso 14 - E - Londres, 1830 Rondo - - 1875/6/22 Massart1875-1876 1876/2/2 Marmontel Rouveirolis Finale de l'op. 18  Hummel - - - - - - Finale de l'op. 18 Hummel Fantaisie de Hummel - - - - Finale de l'op. 18 Hummel Hummel Fantaisie 18 - Es finale Paris, 1806 Fantaisie Fantaisie 1 - 1876/2/2 MarmontelDesgranges Allegro de concerto  E. Wolff - - - - - - Allegro de concerto d'E. Wolff Allegro Wolff - - - - Allegro de concerto'Éd. Wolff Wolff Allegro de concert 39 - fis - Paris, 1843 Solo Concerto - - 1876/2/2 Marmontel
Lemoine - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1876/2/2 Marmontel AJ 37/206-1 : « fait son volontariat depuis trois mois en congé pour service militaire »
Mestre 1er morceau de la sonate op. 12  Rubinstein - - - - - - Rubinstein Sonate op. 12 Sonate Rubinstein - - - - 1er morceau de la sonate op. 12 Rubinstein Rubinstein 1re Sonate 12 - e/E I Leipzig, 1855 Sonate - - 1876/2/2 Marmontel
Wiernsberger Sonate en fa♯  Hummel - - - - - 5 Hummel 5e sonate Hummel Sonate fa♯mineur Hummel - - - - Sonate en fa♯ Hummel Hummel Sonate 81 - fis - Vienne, 1819 Sonate - - 1876/2/2 Marmontel
Debussy Rondo de Weber - - - - - Rondo Weber Weber Rondo Rondo en ré mineur de Weber - - - - Rondo Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1876/2/2 MarmontelGuiard Finale de concerto (Weber) - - - - - - Weber Allegro du Concert-Stück Concerto Weber - - - - Finale du concerto Weber Weber Concert-Stück 79 - F III (finale) Leipzig, 1823 Concertino - - 1876/2/2 Marmontel
Thomas Fugue de Mendelssohn - - - - - Mendelssohn Mendelssohn Fugue en mi mineur Fugue Mendelssohn - - - - Fugue de Mendelssohn Mendelssohn Fugue - - e - - Fugue - - 1876/2/2 Marmontel
Sujol premier allegro de Schulhoff - - - - - - Schulhoff op. 1 Allegro la mineur Schulhoff - - - - 1er allegro de Schulhoff Schulhoff Allegro brillant en forme de sonate 1 - a - Paris, 1845 Allegro-Sonate - - 1876/2/2 MarmontelLoyer Gigue de Graunn - - - - - - Graunn (Gigue de) Gigue Graunn - - - - Gigue de Graunn Graun Gigue - - - - - Danse Gigue - 1876/2/2 MarmontelBraud Allegro de sonate  Schulhoff - - - - - - Schulhoff Sonate op. 37 Sonate Schulhoff - - - - Allegro de Sonate Schulhoff Schulhoff Sonate 37 - f I Paris, 1854 Sonate - - 1876/2/2 Marmontel
Thibaud Finale de l'op. 26 de Schumann - - - - - - Finale de l'op. 26 de Schumann Carnaval Schumann - - - - Finale de l'op.26 Schumann Schumann Carnaval de Vienne 26 - B V (finale) 1841 Morceaux caractéristiques - - 1876/2/2 Marmontel
Bellaigue Concerto de Beethoven - - - - - Concerto de Beethoven Concerto Beethoven Concerto ut mineur Beethoven - - - - Concerto de Beethoven Beethoven 3e Concerto 37 - c - Vienne, 1804 Concerto - - 1876/2/2 Marmontel
Castellanos Sonate op. 106 de Hummel - - - - - 106 Hummel Hummel Sonate brillante en ré majeur Sonate ré majeur Hummel - - - - Sonate op. 106 Hummel Hummel Sonate 106 - D IV (finale) Vienne, 1825 Sonate - - 1876/2/2 MarmontelPierné Concerto italien de S. Bach - - - - - Concerto Bach Bach concerto de (en fa maj.) Concerto Bach - - - - concerto italien de Bach Bach Concerto italien - BWV 971 F - Leipzig, 1735 Concerto Solo Concerto - 1876/2/2 MarmontelMathias O'Kelly Chopin op. 35  Sonate I. (Scherzo) - - - - - - Socherzo Sonate 1 Chopin Scherzo Chopin - - - - Socherzo de la 1re sonate op. 35 de Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b II Paris, 1840 Sonate - - 1876/2/2 MathiasDusautoy Beethoven op. 57  - - - - - - - - - - - - Sonate op. 57 Beethoven Beethoven Sonate 57 - f - Vienne, 1807 Sonate - - 1876/2/2 Mathias
Falkenberg Chopin, op. 58, Sonate 2 Finale (fragment) - - - - - Chopin Sonate Chopin sonate 2 Sonate Chopin - - - - Finale 2e sonate op. 58 Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h VI (finale) Paris, 1845 Sonate - - 1876/2/2 Mathias
Rabeau Chopin, op. 10 études  (12e étude) - - - - - - Chopin Étude Étude main gauche Chopin - - - - 12e étude op.10 Chopin Chopin Études 10 - c XII Paris, 1833 Étude(s) - - 1876/2/2 Mathias
Case Schumann op. 13 Études symphoniques (fragment) - - - - - Étude Schumann Schumann Étude Variations symphoniques - - - - Études symphoniques op. 13 Schumann Schumann 12 Études symphoniques 13 - cis-Des - 1837 Variations - - 1876/2/2 Mathias
Torrent Mathias   op. 51. Allegro symphonique (op. 51) - - - - -
Allegro symphonique Mathias
G. Mathias Fragment de l'Allegro symphonique Mathias Allegro - - - - Allegro symphonique op. 51 G. Mathias Mathias 1er Allegro symphonique 51 - B - Paris, 1870 Allegro-sonate - - 1876/2/2 Mathias
Mathé - - - - - - Concerto Mozart - Concerto Mozart - - - - Concerto en ut majeur Mozart Mozart Concerto - - C - - Concerto - - 1876/2/2 Mathias
Mockers - - - - - - - Hummel Concerto en la♭ Concerto la♭ Hummel - - - - Concerto en la♭Hummel Hummel Grand concerto 113 - As - Paris, 1831 Concerto - - 1876/2/2 Mathias
Frène - - - - - - Fugue Bach Bach Fugue fugue la mineur - - - - Fugue Bach Bach Fugue - - a - - Fugue - - 1876/2/2 Mathias
Chevillard - - - - - - - Mendelssohn Fugue de Mendelssohn Fugue - - - - Fugue Mendelssohn Mendelssohn Fugue - - - - - Fugue - - 1876/2/2 Mathias
Adour - - - - - - - Pixis Concerto de - - - - - Concerto Pixis Pixis Concerto 100 - C - Paris, 1826-28 Concerto - - 1876/2/2 MathiasTrago - - - - - - Rhapsodie Liszt Liszt Rapsodie Rapsodie Liszt - - - - Rapsodie Liszt Liszt Rhapsodie - - - - - Rhapsodie - - 1876/2/2 Mathias
Forter - - - - - - Concerto Moscheles Moscheles 3e concerto en sol mineur - - - - - Concerto Moscheles Moscheles 3e concerto 60 - g - [1820] Concerto - - 1876/2/2 MathiasLe Couppey Decagny* Chopin op. 11  Concerto en mi min. - - - - - - - - - - - - Concerto en mi min. Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1876/2/2 Le Couppey
Schumann - - - - - Schumann Schumann Fantaisie Schumann 1er Kreisleriana - - - - - Schumann Kreisleriana: Fantasien 16 - d I 1838 Morceaux caractéristiques - - 1876/2/2 Le Couppey
Debillemont* Hummel  op. 81   Finale de la Sonate en fa# - - - - - - Finale de la sonate en  fa# mineur op. 81 Finale Hummel - - - - Finale Sonate en fa# op. 81 Hummel Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne, 1819 Sonate - - 1876/2/2 Le Couppey
Chauveau* Beethoven  op. 57 Finale (fragment) - - - - - - Beethoven op. 57 Finale et frag. Andante fa mineur sonate/Beethoven finale - - - - Op.57 Finale Beethoven Beethoven Sonate 57 - f II, III (finale) Vienne, 1807 Sonate - - 1876/2/2 Le Couppey
Blum* Chopin op. .22  Polonaise - - - - - Polonaise Chopin op. 22 Chopin Polonaise op. 22 Polonaise Chopin (mi♭） - - - - Polonaise op. .22 Chopin Chopin Grande Polonaise Brillante précédée d'un Andante Spianato 22 - Es - Paris, 1836 Danse Polonaise - 1876/2/2 Le Couppey
Guintrange Mendelssohn op. 25  Concerto (fragment) - Concerto de Mendelssohn - - - - Concerto Concerto Mendelssohn sol mineur - - - - Concerto sol min. Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - - 1876/2/2 Le Couppey
Cillier* - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1876/2/2 Le Couppey « absent, en congé »
Haｌbronn Weber  op. 39  Allegro de la Sonate en la♭ - Sonate de Weber - - - Sonate la♭ Weber Weber Sonate de Sonate la♭ Weber 1er morceau - - - - Allegro Sonate en la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1876/2/2 Le Couppey
Vacher-Gras Rosenhain  op. 31 Lutte intérieure - La lutte intérieure de Rosenhain - - - - Rosenhain (Lutte intérieure) Rosenhain Lutte intérieur - - - - Lutte intérieure op. 31 Rosenhain Romances sans paroles 31 - d III Paris, 1841 Morceaux caractéristiques - - 1876/2/2 Le Couppey
Migette Stephen Heller  Étude sur le Freyschutz - Étude de Heller - - - - - - - - - - - Heller Études sur Freyschütz de Weber 127 - - - Paris, 1871 Étude(s) - - 1876/2/2 Le Couppey
Emm. Bach   Fugue - Sonate d'E. Bach - - - - Emmanuel Bach （Presto d'une sonate) Fugue Emmanuel Bach - - - - Fugue Emm. Bach C.P.E. Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1876/2/2 Le Couppey
Lévy Juliette Beethoven  op. 57   Allegro (fragment) - Sonate de Beethoven op. 57 - - - Op. 57 Beethoven Beethoven op. 57 Sonate Beethoven  op. 57 1er morceau - - - - Allegro sonate op. 57 Beethoven Beethoven Sonate 57 - f I Vienne, 1807 Sonate - - 1876/2/2 Le Couppey
Hunger Hummel  op. 89  Concerto si min. - Concerto de Hummel si mineur - - - Fragment Hummel Hummel concerto en si mineur Concerto Hummel si mineur - - - - Concerto si mineur Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1876/2/2 Le CouppeyCharbonnet Dussek  op. 43  Sonate la maj. - Sonate de Dussek - - - - Dussek (Sonate de) Sonate Dussek - - - - Sonate la maj. op. 43 Dussek Dussek Sonate 43 C 177 A - 1800 Sonate - - 1876/2/2 Le Couppey
Mège Weber op. 49   Sonate en ré min. - Sonate de Weber ré mineur - - -  ré mineur Weber sonate en ré mineur Sonate Weber ré mineur 1er morceau - - - - Sonate en ré min. op. 49  Weber Weber 3e Sonate 49 - d I Berlin, 1817 Sonate - - 1876/2/2 Le Couppey
Wassenmann Mendelssohn  op. 16  Caprice - Caprice de Mendelssohn - - - Caprice Mendelssohn Mendelssohn caprice en mi mineur Caprice de Mendelssohn - - - - Caprice op. 16 Mendelssohn Mendelssohn Trois fantaisies ou caprices 16 - e II Vienne, 1831 Caprice - - 1876/2/2 Le Couppey
Grandisteano Beethoven  op. 14  Andante - Andante de Beethoven œuvre 16 - - - Andante Beethoven Beethoven (Andante de Sonate) Andante sonate en sol majeur Beethoven - - - - Andante op. 14 Beethoven Beethoven Sonate 14-2 - G II Vienne, 1799 Sonate - - 1876/2/2 Le Couppey Bazinは作品16 を記録しているが、ピアノ教授、議事録は作品14を記録しているので作品14と同定。
Delaborde Mouzin - - Scherzo d'Alkan - - - - d'Alkan (Scherzo) Scherzo Alkan - - - - Scherzo Alkan Alkan Scherzo - - - - - 同定不可 - - 1876/2/2 DelabordeDomicent - - Concerto d'Alkan - - - Concerto Alkan d'Alkan Concerto Concerto Alkan - - - - Concerto Alkan Alkan Concerto - - - - - Concerto - - 1876/2/2 Delaborde
Brzezicka - - Sonate de Schumann - - - - Schumann (Sonate de) Sonate Schumann sol mineur 1er morceau - - - - Sonate Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g I 1839 Sonate - - 1876/2/2 Delaborde
Carrier-Belleuse - - Variations sérieuses de Mendelssohn - - - Variations  Mendelssohn Mendelssohn Variations sérieuses Variation 1er morceau Mendelssohn - - - - Variations sérieuses  Mendelssohn Mendelssohn Variations sérieuses 54 - d - Vienne, 1841 Variations - - 1876/2/2 Delaborde
Demeyer - - Allegro fantaisie de Chopin - - - - Chopin (Allegro de) Allegro de concert Chopin - - - - Allegro fantaisie Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo concerto - - 1876/2/2 Delaborde
Walsch - - 2e concerto de Saint-Saëns - - - - C. Saint-Saëns (Concerto de) Concerto Saint-Saëns sol mineur - - - - Concerto sol min. Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g - 1868 Concerto - - 1876/2/2 DelabordeVisinet - - Sonate de Weber - - - - Weber (Sonate de) Sonate la♭ Weber - - - - Sonate la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As - Berlin, 1816 Sonate - - 1876/2/2 DelabordeBonnet - - Sonate de Hummel - - - - Hummel sonate en fa♯ mineur Sonate Hummel - - - - Sonate Hummel Hummel Sonate 81 - fis - Vienne, 1819 Sonate - - 1876/2/2 DelabordeHaincelain - - Sonate de Hummel - - - - Hummel (sonate) en fa♯ mineur Sonate Hummel - - - - Sonate Hummel Hummel Sonate 81 - fis - Vienne, 1819 Sonate - - 1876/2/2 Delaborde
Lefévre - - Concerto de Mandelssohn la mineur - - - - Mendelssohn (Concerto de en ré min.) Concerto Mendelssohn ré mineur - - - - Concerto en ré min. Mandelssohn Mendelssohn 2e concerto 40 - d - Londres, 1838 Concerto - - 1876/2/2 Delaborde Bazinはイ短調の協奏曲を記録しているが、議事録と二名の試験官はニ短調を記録しているので作品38と同定。
Schneckenburger - - Sonate en ut♯mineur de Beethoven - - - - Beethoven Finale de la sonate en ut♯　min Sonate ut♯min Beeth. - - - - Sonate en ut♯min. Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis - Vienne, 1802 Sonate - - 1876/2/2 Delaborde
Max - - Concerto de Chopin - - - Concerto Chopin Chopin concerto en mi mineur Chopin concerto mi mineur Chopin - - - - Concerto mi mineur Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1876/2/2 Delaborde
Reynouard - - Sonate de Beethoven - - - - Beethoven (Sonate) Sonate Beethoven ut maj. - - - - Sonate ut majeur Beethoven Beethoven Sonate - - C - - Sonate - - 1876/2/2 Delaborde
Janiszewska Claire - - Sonate de Beethoven - - - - Beethoven (Sonate) l'Aurore Sonate Beethoven l'Aurore - - - - Sonate ut majeur Beethoven Beethoven Sonate 53 - C - Vienne, 1805 Sonate - - 1876/2/2 Delaborde 議事録は« Sonate ut majeur Beethoven »　（「同上」を示す"-"で略記）としているが、2名の試験官は作品53を記録しているので作品31-2と同定。
Maillochon - - Sonate de Beethoven - - - - Beethoven Sonate en ré min. op. 31 Sonate ré mineur. Beethoven - - - - Sonate ut majeur Beethoven Beethoven Sonate 31-2 - d - Zurich, 1803 Sonate - - 1876/2/2 Delaborde 同前
Janiszewska Marie - - Sonate de Beethoven - - - - Beethoven Sonate en ré min. op. 31 Sonate ré mineur.Beethoven - - - - Sonate ut majeur Beethoven Beethoven Sonate 31-2 - d - Zurich, 1803 Sonate - - 1876/2/2 Delaborde 同前Massart Schmidt - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1876/2/2 Massart « absent, en congé »
Perry - - Berceuse de Chopin - - - Berceuse Chopin Berceuse de Chopin Berceuse Chopin - - - - Berceuse Chopin Chopin Berceuse 57 - Des - Paris, 1845 Morceaux caractéristiques Berceuse - 1876/2/2 MassartMiclos - - 1re Ballade de Chopin - - - Ballade Chopin - 1re Ballade Chopin - - - - 1re Ballade Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1876/2/2 Massart
Leonardo - - Sonate de Beethoven (fa♯ mineur) - - - - -
Sonate fa mineur Beethoven 1er morceau - - - - Sonate fa♯ min. Beethoven Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1876/2/2 Massart
Fissotは « fa mineur » と記録している一方、議事録とBazinは « fa♯ mineur » 
と記録している。しかるに嬰ヘ短調のピアノ・ソナタはないため同定不可。
Lagoanère - - Rondo de Beethoven - - - - - Sonate l'Aurore 1er morceau - - - - Sonate Beethoven Beethoven Sonate 53 - C - Vienne, 1805 Sonate - - 1876/2/2 Massart
Coste - - Caprice de Mendelssohn - - - Caprice Mendelssohn Caprice la mineur caprice en la mineur Caprice Mendelssohn la mineur - - - - Caprice la min. Mendelssohn Mendelssohn Caprice - - a - - Caprice - - 1876/2/2 Massart
Gonzalès - - Concerto de Chopin - - - - Chopin Concerto en mi mineur Concerto Chopin mi mineur - - - - Concerto mi min. Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1876/2/2 MassartSchweppenheuser - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1876/2/2 Massart « en congé »
Rousseau-Langwelt - - 1er scherzo de Chopin - - - - Chopin Scherzo Scherzo si♭mineur Chopin - - - - Scherzo si ♭min. Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b II Paris, 1840 Sonate - - 1876/2/2 Massart
Heyberger - - 1re sonate de Weber - - - - Weber (Sonate de) Sonate ut maj. 1er morceau Weber - - - - Sonate Weber Weber 1re Sonate 24 - C I Berlin, 1812 Sonate - - 1876/2/2 Massart
Mabin Judith - - Concerto de Mendelssohn la mineur - - - - Mendelssohn Concerto ré mineur Concerto ré mineur Mendelssohn - - - - Concerto ré min. Mendelssohn Mendelssohn 2e concerto 40 - d - Londres, 1838 Concerto - - 1876/2/2 Massart Bazinはイ短調と記録しているが、議事録と二名の試験官はニ短調と記録しているので作品25と同定。
Gentil - - Concerto de Mendelssohn - - - - Mendelssohn Concerto sol mineur Concerto Mendelssohn sol mineur - - - - Concerto sol mineur Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - - 1876/2/2 Massart
Michelin - - Concerto de Hummel - - - - Hummel Concerto la♭ Concerto la ♭ Hummel - - - - Concerto la♭ Hummel Hummel Grand concerto 113 - As - Paris, 1831 Concerto - - 1876/2/2 Massart
Lautier - - - - - - - Mendelssohn　Finale de conerto en sol mineur Concerto Mendelssohn sol mineur finale - - - - Finale sol mineur Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g III (finale) Londres, 1832 Concerto - - 1876/2/2 Massart
Givry - - - - - - - Weber Finale du Cncertstück Concerto Weber finale - - - - Concerto Weber Weber Concert-Stück 79 - F III (finale) Leipzig, 1823 Concertino - - 1876/2/2 Massart
Barreau - - - - - - - Chopin Impromptu Impromptu Chopin - - - - - Chopin Impromptu - - - - - Morceaux caractéristiques Impromptu - 1876/2/2 Massart
Germains - - - - - - - Mendelssohn Fileuse de fileuse Mendelssohn - - - - La fileuse Mendelssohn Mendelssohn Romance sans paroles 67 - C IV Bonn, 1845 Morceaux caractéristiques - - 1876/2/2 Massart
1875-1876 1876/6/20 Marmontel Rouveirolis Polonaise de Chopin op. 22 - - - - - - Chopin Polonaise Polonaise mi♭ Chopin - - - - Polonaise de Chopin Chopin Grande Polonaise Brillante précédée d'un Andante Spianato 22 - Es - Paris, 1836 Danse Polonaise - 1876/6/20 Marmontel
Desgranges Sonate de Chopin - - - - - - Chopin sonate op. 58 Sonate si mineur Chopin - - - - Sonate si mineur Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1876/6/20 MarmontelLemoine - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1876/6/20 Marmontel « fait son volontariat »
Mestre Variations chromatiques de Bizet - - - - - Bizet Chromatique George Bizet Variations chromatiques Variations Bizet - - - - Variations chromatiques Bizet Bizet Variations chromatiques - - C/c - Paris, 1868 Variations - - 1876/6/20 Marmontel
Wiernsberger Finale de l'op. 39 de Weber - - - - - Rondo Weber Finale de la sonate de Weber l'op. 39 Rondo la♭ Weber - - - - Finale de l'op. 39 Weber Weber 2e Sonate 39 - As IV (finale) Berlin, 1816 Sonate - - 1876/6/20 MarmontelDebussy Scherzo de la 3e sonate   Heller - - - - - - Heller 3e sonate de Sonate Heller - - - - Scherzo de la 3e sonate Heller Heller 3e Sonate 88 - C - Paris, 1856 Sonate - - 1876/6/20 Marmontel
Guiard Sonate de Schumann - - - - - Sonate Schumann Schumann Sonate Schumann sol mineur - - - - Sonate Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1876/6/20 MarmontelFinale d’op. 18  Hummel - - - - - - - - - - - - - Hummel Fantaisie 18 - Es finale Paris, 1806 Fantaisie Fantaisie 1 - 1876/6/20 Marmontel
Thomas Fugue de Rubinstein - - - - - - Rubinstein Sonate (Fugue extraite de la) Fugue Rubinstein - - - - Fugue de Rubinstein Rubinstein 1re Sonate 12 - e/E IV Leipzig, 1855 Sonate - - 1876/6/20 Marmontel
Sujol 5e concerto de Herz - - - - - Concerto Herz H. Herz 5e concerto Concerto Herz fa mineur - - - - 5e concerto de H. Herz Herz 5e concerto 180 - f - 1854 Concerto - - 1876/6/20 Marmontel
Loyer Sonate de Beethoven op. 53  - - - - - - Beethoven Sonate Sonate op. 53 Sonate Beethoven (Aurore) - - - - Sonate op. 53 Beethoven Beethoven Sonate 53 - C - Vienne, 1805 Sonate - - 1876/6/20 MarmontelBraud Andante de Weber  op. 39  - - - - - - - - - - - - - Weber 2e Sonate 39 - As - Berlin, 1816 Sonate - - 1876/6/20 Marmontel
Sonate op. 81 de Hummel - - - - - - Hummel Sonate op.81 Sonate Hummel fa♯ min. - - - - Sonate en fa♯ min. Hummel Hummel Sonate 81 - fis - Vienne 1819 Sonate - - 1876/6/20 Marmontel
Thibaud Scherzo de  Saint-Saëns deuxième concerto Prélude de Bach - - - -
Saint-Saëns Concerto arrangé par Bizet
Saint-Saëns Allegro scherzando extrait de 2e concerto en sol mineur transcrit pour piano seul par G. Bizet
Transcription de Bizet Saint-Saëns - - - - Scherzo de 2e concerto de Saint-Saëns Saint-Saëns=Bizet 2e concerto (trans. par Bizet) 22 - g - Paris, 1876 Arrangement Concerto - 1876/6/20 Marmontel
Bellaigue S. Bach Fantaisie chromatique - - - - - - Bach Fantaisie chromatique de Fantaisie chromatique Bach - - - - Fantaisie chromatique de Bach Bach Fantaisie chromatique et fugue - BWV 903 d I [1720, rev. ca 1730] Fantaisie Fantaisie 1 - 1876/6/20 Marmontel
Castellanos Mendelssohn  rondo capriccioso - - - - - Mendelssohn Rondo capriccioso Mendelssohn Rondo-Capriccioso Caprice Mendelssohn (Rondo capriccioso) - - - - Rondo capriccioso Mendelssohn Mendelssohn Rondo capriccioso 14 - E - Londres, 1830 Rondo - - 1876/6/20 Marmontel
Mendelssohn  Concerto en sol mineur - - - - - - - Concerto 1er - - - - - Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - - 1876/6/20 Marmontel
Pierné 3e concerto  Ries - - - - - - Ries  Concerto en do♯min Concerto Ries - - - - 3e concerto de Ries Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1876/6/20 Marmontel
Mathias O'Kelly Bach (J. S.)   Fugue de la 1re sonate  - - - - - Bach 1re sonate en la mineur Fugue de la 1re sonate de Bach Fugue Bach - - - - Fugue de la 1re sonate Bach Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1876/6/20 MathiasDusautoy Weber; op. 79  Le croisé (Fragment) - - - - - Weber Concerto Fragment de concerto de Weber Concerto Weber - - - - - Weber Concert-Stück 79 - f/F - Leipzig, 1823 Concertino - - 1876/6/20 Mathias
Falkenberg Saint-Saëns 2e concerto (Fragment) - - - - - 2e Concerto Saint-Saëns Saint-Saëns Concerto de
Concerto sol mineur Saint-Saëns 1er morceau - - - - Fragments du 2e concerto Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g - 1868 Concerto - - 1876/6/20 MathiasRabeau Hummel, op. 81  - - - - - - Hummel finale de sonate en fa♯ min, Sonate Hummel - - - - Sonate op. 81 Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne 1819 Sonate - - 1876/6/20 Mathias
Case Chopin, op. 22, Polonaise - - - - - Polonaise Chopin Chopin Polonaise op. 22 Chopin Polonaise mi♭ - - - - Polonaise op. 22 Chopin Chopin Grande Polonaise Brillante précédée d'un Andante Spianato 22 - Es - Paris, 1836 Danse Polonaise - 1876/6/20 Mathias
Torrent Beethoven, op. 27 no 2 (Finale) - - - - - - Beethoven Finale de la sonate en do♯min op. 27 Sonate ut♯ mineur Chopin - - - - Finale du no.21 op. 27 Beethoven Sonate 27-2 - cis - Vienne, 1802 Sonate - - 1876/6/20 Mathias Fissotはショパンを記録しているが、教授、議事録、Duvernoyはベートーヴェンのソナタ嬰ハ短調を記録しているので作品27-2と同定。
Mathé Hummel op. 89  - - - - - Hummel concerto si mineur Hummel Concerto en si mineur Concerto Hummel si mineur - - - - Concerto si mineur Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1876/6/20 MathiasFrène Händel  suite 9e  gigue Gigue de Händel - - - - Suite de Handel Haendl Gigue de Gigue Haendel - - - - Gigue de la 9e suite Handel Händel Gigue - - - - - Danse Gigue - 1876/6/20 Mathias
Chevillard Schumann, op. 12 Nuitamment [Fantasiestucke]  - - - - - Suite Schumann Schumann op. 12 Nuitamment - - - - Nuitamment op. 12 Schumann Schumann Phantasiestüke (Pièces romantiques) 12 - f V 1838 Morceaux caractéristiques - - 1876/6/20 Mathias
Adour Beethoven, op. 53  (Fragment) - - - - - Beethoven 53 Beethoven op. 53 Sonate Beethoven (Aurore) - - - - Sonate op. 53 Beethoven Beethoven Sonate 53 - C - Vienne, 1805 Sonate - - 1876/6/20 Mathias
Trago Brahms  Variations sur un thème de Paganini  - - - - -
Brahms Variations sur un thème de Paganini
Brahms Variations sur le thème de Paganini Variations Brahms - - - - Variations sur un thème de Paganini Brahms Brahms Variationen über ein Thema von Paganini 35 - a - Leipzig, 1866 Variations - - 1876/6/20 Mathias
Forter op. 55, Ries - - - - - Concerto Ries Ries Concerto en do♯ min. Concerto Ries - - - - Concerto op. 55 Ries Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1876/6/20 Mathias
Le Couppey Decagny Chopin  1er concerto  - 1er concerto de Chopin - - - - Chopin concerto en mi mineur Concerto Chopin mi mineur - - - - 1er concerto de Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1876/6/20 Le Couppey
Debillemont Schumann Deux pièces  - Deux pièces de Schumann - - - Pièces Schumann Schumann 2 pièces Pourquoi - - - - 2 pièces de Schumann Schumann Phantasiestüke 12 - Des III 1838 Morceaux caractéristiques - - 1876/6/20 Le Couppey
- - - - - - - - 1er Kreisleriana - - - - - Schumann Kreisleriana: Fantasien 16 - d I 1838 Morceaux caractéristiques - - 1876/6/20 Le Couppey
Chauveau Chopin  2e impromptu  - 2e impromptu de Chopin - - - Impromptu Chopin - Impromptu fa# majeur　Chopin - - - - Allegro op. 46  Chopin Chopin 2e Impromptu 36 - Fis - Paris, 1840 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1876/6/20 Le Couppey 議事録のみ « Allegro op. 46 » と記しているが他の4名は « Impromptu » と記載しているので « Impromptu » と同定した。
Blum Chopin  Allegro op. 46  - Allegro de Chopin œuvre 46 - - - Allegro Chopin op. 46 Chopin Allegro de l'op. 46 Allegro de Chopin - - - - Allegro op. 46  Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1876/6/20 Le Couppey
Guintrange Chopin  Allegro op. 46  - Allegro de Chopin œuvre 46 - - - - Weber Andante op. 39 Allegro de Chopin - - - - 2e impromptu Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1876/6/20 Le Couppey Duvernoyは « Weber Andante op. 39 » と記しているが他の4名はショパンの« Allegro » 
と記載しているのでショパンの作品46と同定した。
Cellier - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1876/6/20 Le Couppey « ne vient plus à la classe » AJ 37/206-1 : « en congé »
Haｌbronn Weber Andante op. 39  - Andante de Weber op. 39 - - - Andante Weber Weber Andante op. 39 Andante de la sonate en la♭ Weber - - - - Andante op. 39 Weber Weber 2e Sonate 39 - As II Berlin, 1816 Sonate - - 1876/6/20 Le Couppey
Vacher-Gras Weber Andante op. 39  - Andante de Weber op. 39 - - - Andante Weber Weber Andante op. 39 Andante de la sonate en la♭ Weber - - - - Andante op. 39 Weber Weber 2e Sonate 39 - As II Berlin, 1816 Sonate - - 1876/6/20 Le Couppey
Migette Mendelssohn Capriccio  - Caprice de Mendelssohn - - - Caprice Mendelssohn Mendelssohn Caproccio Caprice Mendelssohn la mineur - - - - Caprice Mendelssohn Mendelssohn Caprice - - a - - Caprice - - 1876/6/20 Le Couppey
Lévy Juliette Weber Sonate en la♭  - Sonate en la♭de Weber - - - Sonate Weber Weber Sonate en la♭ Sonate la♭ Weber 1er morceau - - - - Sonate la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1876/6/20 Le CouppeyHunger Chopin  Allegro op. 46  - Allegro de Chopin op. 46 - - - Allegro Chopin Chopin Allegro op. 46 Allegro Chopin - - - - Allegro op. 46 Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1876/6/20 Le CouppeyCharbonnet Chopin  Allegro op. 46  - Allegro de Chopin op. 46 - - - Allegro Chopin Chopin Allegro op. 46 Allegro Chopin - - - - Allegro op. 46 Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1876/6/20 Le CouppeyMège Chopin  Allegro op. 46  - Allegro de Chopin op. 46 - - - Allegro Chopin Chopin Allegro op. 46 Allegro Chopin - - - - Allegro op. 46 Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1876/6/20 Le CouppeyWassenmann Chopin  Allegro op. 46  - Allegro de Chopin op. 46 - - - Allegro Chopin Chopin Allegro op. 46 Allegro Chopin - - - - Allegro op. 46 Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1876/6/20 Le Couppey
Grandisteano Beethoven  Rondo op. 22  - Rondo de Beethoven op. 22 - - - Rondo Beethoven Beethoven Rondo op. 22 Rondo Beethoven - - - - Rondo op. 22 Beethoven Beethoven Sonate 22 - B IV Leipzig, 1802 Sonate - - 1876/6/20 Le Couppey
Delaborde Mouzin - - - - - - - Allegro de la sonate en do♯ min. Beethoven Sonate Beethoven ut♯ mineur - - - - Sonate en ut♯ B.eethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis I Vienne, 1802 Sonate - - 1876/6/20 Delaborde 
Domicent - - - - - - - Beethoven sonate fa mineur Sonate Beethoven fa mineur finale - - - - Finale sonate fa mineur op. 57 Beethoven Sonate 57 - f III (finale) Vienne, 1807 Sonate - - 1876/6/20 Delaborde 
Brzezicka - - - - - - Polonaise Chopin Chopin 8e polonaise Polonaise Chopin mi♭ - - - - Polonaise Chopin Chopin Polonaise - - - - - Danse Polonaise - 1876/6/20 Delaborde Duvernoyの記録した « 8e polonaise » は変イ長調だが、にもかかわらずFissotは« mi♭ »と記載しているため同定不可。Carrier-Belleuse - - - - - - - Weber Sonate de Sonate Weber la♭ - - - - Sonate en la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As - Berlin, 1816 Sonate - - 1876/6/20 Delaborde 
Demeyer - - - - - - Ballade Chopin Chopin Ballade Ballade Chopin sol mineur - - - - Ballade Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1876/6/20 Delaborde 
Walsch - - - - - - Hummel Finale Finale de l'op. 106 Hummel Hummel finale de la Sonate 106 - - - - Finale de l'op. 106 Hummel Hummel Sonate 106 - D IV (finale) Vienne, 1825 Sonate - - 1876/6/20 Delaborde 
Visinet - - - - - - Scherzo Chopin Chopin Scherzo Scherzo ut♯min Chopin - - - - Scherzo ut♯ Chopin Chopin 3e Scherzo 39 - cis - Paris, 1840 Scherzo - - 1876/6/20 Delaborde 
Bonnet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1876/6/20 Delaborde Toujours malade, partie AJ 37/206-1 « absente »
Haincelain - - - - - - Scherzo Chopin si♭ mineur Chopin Scherzo Scherzo Chopin si♭ mineur - - - - Scherzo si♭ min. Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1876/6/20 Delaborde 
Lefévre - - - - - - - Weber Mouvement perpétuel Weber Mouvement perpétuel - - - - Mouvement perpétuel Weber Weber 1re Sonate 24 - C IV Berlin, 1812 Sonate - - 1876/6/20 Delaborde 




Max - - - - - - Concerto Mendelssohn Mendelssohn Concerto sol mineur Concerto Mendelssohn sol mineur - - - - Concerto sol min. Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - - 1876/6/20 Delaborde 
Reynouard - - - - - - - Mozart sonate en la mineur sonate la mineur Mozart - - - - Sonate la Mozart Mozart Sonate - K 310 a - Paris, 1782 Sonate - - 1876/6/20 Delaborde Janiszewska Claire - - - - - - - Mozart Rondo Rondo Mozart - - - - Rondo  Mozart Mozart Rondo - - - - - 同定不可 - - 1876/6/20 Delaborde 
Maillochon - - - - - - Étude Czerny Czerny Étude de Finale de sonate-Étude Czerny - - - - Étude de Czerny Czerny Grande sonate d'étude 268 - B IV (finale) Paris, 1834/35 Sonate - - 1876/6/20 Delaborde 
Janiszewska Marie - - - - - - 2d sonate Schumann 2e sonate de Schumann Sonate Schumann 1er morceau - - - - 1er morceau sonate sol min. Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g I 1839 Sonate - - 1876/6/20 Delaborde 
Massart Schmidt - - - - - - - - Polonaise Chopin mi♭ - - - - Polonaise de Chopin Chopin Polonaise - - - - - Danse Polonaise - 1876/6/20 Massart
Perry - - - - - - Sonate Mendelssohn - Sonate Mendelssohn - - - - Sonate de Mendelssohn Mendelssohn Sonate - - - - - Sonate - - 1876/6/20 Massart
Miclos - - - - - - Concerto Weber - Concertro croisé　Weber - - - - Le croisé Weber Weber Concert-Stück 79 - f/F - Leipzig, 1823 Concertino - - 1876/6/20 Massart
Leonardo - - - - - - Chopin Nocturne - Nocturne Chopin ut mineur - - - - Nocturne ut min. Chopin Chopin Nocturne 48 - c I Paris, 1841 Morceaux caractéristiques Nocturne - 1876/6/20 Massart 遺作のノクターン（CT 128）の可能性もあるが、これは1938年まで出版されなかったのでop.48-1と同定した。
Lagoanère - - - - - - - - Caprice mi mineur, Mendelssohn - - - - Caprice mi min. [op.16-3?] Mendelssohn Mendelssohn Trois fantaisies ou caprices 16 - e II Vienne, 1831 Caprice - - 1876/6/20 MassartCoste - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1876/6/20 Massart « en congé, malade »
Gonzalès - - - - - - - - Concerto ut mineur Beethoven - - - - Concerto ut min. Beethoven Beethoven 3e Concerto 37 - c - Vienne, 1804 Concerto - - 1876/6/20 MassartSchweppenheuser - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1876/6/20 Massart « démissionnaire »
Rousseau-Langwelt - - - - - - 111 Beethoven - Sonate ut mineur op. 111 - - - - Sonate op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c - Paris, 1823 Sonate - - 1876/6/20 Massart
Heyberger - - - - - - Balade Chopin - Ballade sol mineur Chopin - - - - Balade sol min. Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1876/6/20 MassartMabin Judith - - - - - - - - Sonate Weber la♭ - - - - Sonate la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As - Berlin, 1816 Sonate - - 1876/6/20 Massart
Gentil - - - - - - Sonate Beethoven - Sonate fa mineur Beethoven - - - - Sonate fa min. op. 57 Beethoven Beethoven Sonate 57 - f - Vienne, 1807 Sonate - - 1876/6/20 MassartLautier - - - - - - - - Sonate la♭ Weber - - - - Sonate la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As - Berlin, 1816 Sonate - - 1876/6/20 Massart
Givry - - - - - - - - Concerto sol mineur Mendelssohn - - - - Concerto sol min.  Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - - 1876/6/20 Massart
Barreau - - - - - - Sonate Beethoven - Sonate Beethoven la♭ variation - - - - Thème et variation la♭  Beethoven Beethoven Sonate 26 - As I Vienne, 1802 Sonate - - 1876/6/20 Massart
Germains - - - - - - Beethoven - Sonate fa min. Beethoven - - - - Finale fa min. Beethoven Beethoven Sonate - - f - - Sonate - - 1876/6/20 Massart1876-1877 1877/1/31 Marmontel Lemoine   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1877/1/31 Marmontel « n'est plus à la classe »
Mestre Scherzo  2e concerto  de St-Saëns  transcrit par Bizet - - - - - - St Saëns Allegro scherzando de son concerto de  en sol mineur Scherzo Saint-Saëns - - - - Scherzo  2e concerto  Saint-Saëns Saint-Saëns=Bizet 2e concerto (trans. par Bizet) 22 - g - Paris, 1876 Arrangement Concerto - 1877/1/31 Marmontel
Wiernsberger L'Aurore de Beethoven - - - - - - Finale d'une sonate de Beethoven Sonate Beethoven l'Aurore - - - - L'Aurore Sonate Beethoven Beethoven Sonate 53 - C III (finale) Vienne, 1805 Sonate - - 1877/1/31 Marmontel
Debussy Carnaval de Vienne de Schumann - - - - - - Schumann Carnaval op. 26 Carnaval Schumann finale - - - - Carnaval de Vienne  Schumann Schumann Carnaval de Vienne 26 - B V (finale) 1841 Morceaux caractéristiques - - 1877/1/31 Marmontel
Guiard Fugue en mi mineur de Mendelssohn - - - - - Fugue Mendelssohn Mendelssohn (Fugue de) Fugue de Mendelssohn - - - - Fugue en mi mineur  Mendelssohn Mendelssohn Fugue - - e - - Fugue - - 1877/1/31 Marmontel
Thomas Étude sur le Freyschütz de St. Heller - - - - - Étude sur Freyschütz Heller Heller Étude Étude sur le Freyschütz par Heller - - - - 3e étude sur le Freyschütz  St. Heller Heller Études sur Freyschütz de Weber 127 - - - Paris, 1871 Étude(s) - - 1877/1/31 Marmontel
Sujol Presto de Mendelssohn op. 28 - - - - - - Mendelssohn Presto Presto fa♯ mineur Mendelssohn - - - - Presto op. 28  Mendelssohn Mendelssohn Fantasia (Sonate écossaise) 28 - fis III (finale) Bonn, 1834 Fantaisie Fantaisie 1 - 1877/1/31 Marmontel
Loyer Finale de la sonate op. 57  Beethoven - - - - - - Beethoven finale d'une sonate Finale fa mineur Beethoven - - - - Finale de sonate op. 57 Beethoven Beethoven Sonate 57 - f III (finale) Vienne, 1807 Sonate - - 1877/1/31 Marmontel
Braud Concerto de Hummel en la - - - - - - Hummel (Concerto en la♭） Concerto la♭ Hummel - - - - Concerto la♭  Hummel Hummel Grand concerto 113 - As - Paris, 1831 Concerto - - 1877/1/31 Marmontel
la 12 étude [sic] de Chopin - - - - - - - - - - - - - Chopin Étude - - - XIX - Étude(s) - - 1877/1/31 Marmontel
Bellaigue Sonate de Schumann - - - - - Schumann 2e Sonate Schumann 2e sonate de Sonate sol mineur Schumann - - - - Schumann 3e [sic] sonate  Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1877/1/31 Marmontel 議事録は第3ソナタを記録しているが、教授、3名の試験官は第2ソナタを記録しているので第２ソナタと同定。
Castellanos Sonate de Hummel  op. 81 - - - - - fa♯mineur Hummel Hummel (sonate de) en fa♯ mineur Sonate fa♯ mineur Hummel - - - - Sonate op. 81 Hummel Hummel Sonate 81 - fis - Vienne 1819 Sonate - - 1877/1/31 MarmontelPierné Allegro de Schulhoff - - - - - Schulhoff Schulhoff Allegro op. 51 Allegro Schulhoff - - - - Allegro Schulhoff Schulhoff Allegro 51 - E - Paris, 1860 Allegro-Sonate - - 1877/1/31 Marmontel
René 2e et 3e solo du 1er Allegro du concerto en la mineur de Hummel - - - - - - Hummel Concerto en la mineur Allegro de Hummel 2e solo - - - - Concerto la min. Hummel Hummel Grand concerto 85 - a I Paris, 1823 Concerto - - 1877/1/31 Marmontel
Jimènez Allegro de concert de Chopin - - - - - Allegro de concert Chopin Chopin Allegro de concerto op. 46 Allegro de Chopin - - - - Allegro de concert Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1877/1/31 Marmontel
Martinet Finale de la sonate op. 26 de Beethoven - - - - - - Beethoven sonate op. 26 (finale) Finale de la sonate la♭ Beethoven - - - - Finale de sonate op. 26 Beethoven Beethoven Sonate 26 - As IV (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1877/1/31 Marmontel
Mathias O'Kelly Mendelssohn op. 6 sonate Fragment du Finale - - - - - - Sonate de Mendelssohn Finale Mendelssohn - - - - Finale Sonate op. 6  Mendelssohn Mendelssohn Sonate 6 - E IV (finale) Berlin, 1826 Sonate - - 1877/1/31 Mathias
Dusautoy Schumann op. 26  Carnaval de Vienne  pluspart et Finale - - - - - Carnaval de Vienne Schumann Schumann Carnaval de Carnaval finale (de Vienne) - - - - Carnaval de Vienne op. 26  Schumann Schumann Carnaval de Vienne 26 - B V (finale) 1841 Morceaux caractéristiques - - 1877/1/31 MathiasFalkenberg Chopin op. 47 3e ballade   Fragment - - - - - Balade Chopin Chopin 3e ballade Balade la♭ Chopin - - - - 3e ballade op. 47 Chopin Chopin 3e Ballade 47 - As - Paris, 1841 Ballade - - 1877/1/31 Mathias
Rabeau Weber op. 79  Morceau de concert  Fragment du finale - - - - - Finale Weber Weber Finale du Concert-Stück Finale du croisé - - - - Weber Finale op. 79 Weber Concert-Stück 79 - F III (finale) Leipzig, 1823 Concertino - - 1877/1/31 Mathias
Torrent Schumman op. 13  Variations symphoniques - - - - - - Schumman op. 13 Variations symphoniques Études symphoniques - - - - Schumman op. 13 Variations symphoniques Schumann 12 Études symphoniques 13 - cis-Des - 1837 Variations - - 1877/1/31 MathiasMathé Bach (J. S.) Pièce des suites anglaises  - - - - - - Bach Fugue pièce Bach - - - - Pièces des suites anglaises  J. S. Bach Bach Suite anglaise - - - - - Danse Danse (baroque) - 1877/1/31 MathiasFrène Schumman, op. 22  Sonate (Fragment) - - - - - - Schumman Sonate op. 22 Sonate Schumann - - - - Sonate op. 22 Schumman Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1877/1/31 Mathias
Chevillard Händel  Fugue en mi mineur  (4e suite)  - - - - - - Haendel Fugue de Fugue Haendel - - - - Fugue en mi mineur  4e suite Handel Händel 1re Suites des pièces (4e Suite) - HWV 429 e I 1720 Fugue - - 1877/1/31 Mathias
Adour Bach (J. S.) Fugue chromatique  - - - - - Fugue Bach Bach Fugue Fugue de Bach - - - - fugue chromatique J. S. Bach Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1877/1/31 Mathias
Trago Beethoven, op. 37, 3e concerto, "Finale" (fragment) - - - - - Beethoven Concerto Beethoven 3e concerto Concerto ut min. final - - - - finale 3e concerto op. 37 Beethoven Beethoven 3e Concerto 37 - c - Vienne, 1804 Concerto - - 1877/1/31 Mathias
Forter final  2e sonate  op. 27   Beethoven Beethoven finale sonate - - - - - Beethoven Finale de la sonate op. 27 Finale ut# min, Beethoven - - - - Finale 2e sonate op. 27 Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis III (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1877/1/31 Mathias
Fournier Chopin, op. 46, Allegro de concert Chopin - - - - Chopin Chopin Allegro de concert op. 46 Allegro concert  Chopin - - - - Allegro de concert op. 46  Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1877/1/31 Mathias
Fritsch Ries op. 55, 3e concerto - - - - - - Ries  Concerto en ut♯mineur Concerto de Ries ut♯ mineur - - - - 3e concerto op. 55  Ries Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1877/1/31 MathiasMaton - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1877/1/31 Mathias « malade »
Le Couppey Decagny - Beethoven œuvre 111 Sonate de Beethoven op. 111 - - - Beethoven 111 ut mineur Sonate Beethoven op. 111 Beethoven op. 111 - - - - Sonate op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c - Paris, 1823 Sonate - - 1877/1/31 Le Couppey
- Kirnberger - - - - Kirnberger prélude Kirnberger Prélude de Prélude Kirnberger - - - - Pièce en si min.  Kirnberger Kirnberger Pièce - - h - - 同定不可 - - 1877/1/31 Le Couppey
Chauveau - - Scherzo de Chopin si♭ mineur - - - Scherzo Chopin Chopin Scherzo en si♭mineur Scherzo en si ♭mineur Chopin - - - - Scherzo en si ♭min.  Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1877/1/31 Le Couppey
- - 2 préludes de Chopin - - - Op. 28 2 préludes Chopin Chopin 2 préludes Chopin 2 préludes - - - - 2 préludes　op. 28 Chopin Chopin Prélude 28 - - - Paris, 1839 Prélude - - 1877/1/31 Le Couppey
- - Prélude et fugue de Bach ré mineur - - - - Prélude et fugue de Bach Prélude et Fugue Bach - - - - Prélude et fugue en ré min. Séb. Bach Bach Fantaisie chromatique et fugue - BWV 903 d II [1720, rev. ca 1730] Prélude - - 1877/1/31 Le Couppey
- - Prélude et fugue de Bach ré mineur - - - Bach Fugue Prélude et fugue de Bach Prélude et Fugue Bach - - - - - Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1877/1/31 Le Couppey- - - - - - - - - - - - - - Chopin Prélude 28 - - - Paris, 1839 Prélude - - 1877/1/31 Le CouppeyVacher-Gras - - 3e polonaise de Chopin - - - Polonaise Chopin Chopin 3e polonaise Chopin 3e polonaise - - - - 3e polonaise op. 26  Chopin Chopin Polonaise 26 - cis I Paris, 1836 Danse Polonaise - 1877/1/31 Le Couppey
Levy Juliette - - Ballade de Chopin - - - Chopin Ballade  Chopin Ballade Ballade sol mineur Chopin - - - - Ballade op. 23 Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1877/1/31 Le CouppeyHunger - Mozart Gigue de Mozart - - - Gigue, Mozart Mozart (Gigue de) Gigue Mozart - - - - Gigue de Mozart Mozart Gigue - K 574 G - [1789] Danse Gigue - 1877/1/31 Le Couppey
- Mendelssohn Concerto sol mineur Mendelssohn - - - Concerto Mendelssohn Mendelssohn Concerto en sol mineur Concerto sol mineur Mendelssohn - - - - Concerto sol mineur  Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - - 1877/1/31 Le Couppey
Mège - - Rondo en mi♭de Beethoven - - - - Beethoven Rondo en mi♭op. 7 Finale de la sonate mi♭ Beethoven - - - - Rondo mi♭ op. 7  Beethoven Beethoven Sonate 7 - Es IV (finale) Vienne, 1897 Sonate - - 1877/1/31 Le Couppey
Wassermann - - Sonate en la mineur de Mozart - - - Mozart la mineur toccata Rondo Mozard (Rondo de la sonate en la mineur) Mozart rondo sonate la mineur - - - - Rondo Sonate la min. Mozart Mozart Sonate - K 310 a III Paris, 1782 Sonate - - 1877/1/31 Le Couppey
Boulanger - - Prélude et fugue de Bach - - - Prélude de Bach et fugue Prélude et fugue de Bach ut dièse Bach Prélude et fugue ut♯ majeur - - - - Prélude et fugue ut#  Séb. Bach Bach Prélude - - - - - Prélude - - 1877/1/31 Le Couppey
- - Prélude et fugue de Bach - - - Prélude de Bach et fugue Prélude et fugue de Bach ut dièse Bach Prélude et fugue ut♯ majeur - - - - Prélude et fugue ut#  Séb. Bach Bach Fugue - - Cis - - Fugue - - 1877/1/31 Le Couppey
- - Prélude et fugue de Bach - - - Prélude de Bach et fugue Prélude et fugue de Bach ut dièse Bach Prélude et fugue ut♯ majeur - - - - - Bach - - - - - - Fugue - - 1877/1/31 Le Couppey
Collin - - Rondo de Beethoven - - - Rondo en la Beethoven op. 2, Rondo de la sonate en la Rondo en la maj.- de la sonate de Beethoven - - - - Rondo de la sonate en la op. 2  Beethoven Beethoven Sonate 2-2 - A - Vienne, 1796 Sonate - - 1877/1/31 Le Couppey
Courtaux - - Allemande de Bach - - - Allemande S. Bach Bach (Seb.) Allemande de Allemande Bach - - - - Allemande  Sébastien Bach Bach Allemande - - - - - Danse Danse (baroque) - 1877/1/31 Le Couppey
Colombier - - Poloinaise de Chopin - - - Polonaise Chopin Chopin Polonaise (op. 22) Polonaise Chopin - - - - Polonaise op. 22   Chopin Chopin Grande Polonaise Brillante précédée d'un Andante Spianato 22 - Es - Paris, 1836 Danse Polonaise - 1877/1/31 Le Couppey
Mettetal - - Rondo de Weber - - - Rondo Weber Weber  op. 49 Rondo de la sonate en ré mineur Rondo ré majeur-Mozart - - - - Rondo  sonate ré mineur op. 49  Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1877/1/31 Le CouppeySteiger - - Rondo de Mozart en fa - - - Mozart Rondo Mozart Rondo de la sonate en fa Rondo fa maj  Mozart - - - - Rondo de la sonate en fa  Mozart Mozart Rondo - - F - - Sonate - - 1877/1/31 Le Couppey
Moll - - Rondo de Mendelssohn - - - Rondo Mendelssohn Mendelssohn Rondo du Concerto en sol mineur op. 25 Rondo concerto som mineur Mendelssohn - - - - Rondo du concerto en sol op. 25 Mendelssohn 1er concerto 25 - g III (finale) Londres, 1832 Concerto - - 1877/1/31 Le Couppey
Delaborde Mouzin - - Polonaise de Chopin - - - Chopin Polonaise Chopin (Polonaise de) Polonaise fantaisie Chopin - - - - Polonaise fantaisie  Chopin Chopin Polonaise-Fantaisie 61 - As - Paris, 1846 Fantaisie Fantaisie 1 - 1877/1/31 Delaborde
Blum
Domicent - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1877/1/31 Delaborde AJ 37/206-2 : « malade » 
Brzezicka - - Sonate de Beethoven - - - Sonate Beethoven - Sonate ré maj. Beethioven - - - - Sonate ré maj. Beethoven Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1877/1/31 DelabordeCarrier-Belleuse - - Sonate de Schubert - - - - - Sonate de Schubert - - - - Sonate  Schubert Schubert Sonate - - - - - Sonate - - 1877/1/31 Delaborde
Demeyer - - Sonate de Beethoven - - - - Beethoven Sonate de Sonate op. 111 Beethoven - - - - Sonate op. 111  Beethoven Beethoven Sonate 111 - c - Paris, 1823 Sonate - - 1877/1/31 Delaborde
Walsch - - Sonate de Beethoven - - - - Beethoven Sonate op. 106 Sonate Beethoven op. 106 - - - - Sonate op. 106 Beethoven Beethoven Sonate 106 - B - Vienne, 1819 Sonate - - 1877/1/31 Delaborde
Visinet - - Sonate de Hummel - - - Sonate Hummel Hummel fa♯ mineur finale de la sonate op. 81 Sonate fa♯mineur Hummel - - - - Sonate fa♯ min.　Hummel Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne 1819 Sonate - - 1877/1/31 Delaborde
Haincelain - - Concerto de Mendelssohn - - - Mendelssohn Mendelssohn Concerto en sol mineur Concerto Mendelssohn - - - - Concerto Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - - 1877/1/31 Delaborde
Lefévre - - Sonate de Schubert - - - Schubert Sonate Schubert Sonate de - - - - - - Schubert Sonate - - - - - Sonate - - 1877/1/31 Delaborde
Schneckenburger - - Sonate de Beethoven - - - Sonate Beethoven Beethoven Sonate de Sonate Beethoven mi mineur - - - - Sonate mi min.  Beethoven Beethoven Sonate 90 - e - Vienne, 1815 Sonate - - 1877/1/31 Delaborde
Max - - Sonate de Beethoven - - - - Beethoven Sonate de Sonate si♭ Beethoven - - - - Sonate si♭  Beethoven Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1877/1/31 Delaborde
Reynouard - - Sonate de Mozart - - - - Mozart Sonate de Sonate Mozart - - - - Sonate  Mozart Mozart Sonate - - - - - Sonate - - 1877/1/31 DelabordeJaniszewska Claire - Schubert Rondo Rondo de Schubert - - - - Schubert (Sonate de) Rondo Schubert - - - - Rondo  Schubert Schubert Sonate - - - finale - Sonate - - 1877/1/31 DelabordeMaillochon - - Fantaisie de Schubert - - - - - Scherzo Schubert - - - - Scherzo  Schubert Schubert Fantaisie 15 D 760 C III 1823 Fantaisie Fantaisie 1 - 1877/1/31 DelabordeJaniszewska Marie - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1877/1/31 Delaborde AJ 37/206-2 : « malade » Cuvelier - - Sonate d'Heller - - - - Heller (Stephen) Sonate Sonate Heller - - - - Sonate  St. Heller Heller Sonate - - - - - Sonate - - 1877/1/31 DelabordeMassart Schmidt - Bach Fantaisie Fantaisie chromatique de Bach - - - Fantaisie Bach Bach Fantaisie chromatique Fantaisie chromatique - - - - Fantaisie chromatique  Bach Bach Fantaisie chromatique et fugue - BWV 903 d I [1720, rev. ca 1730] Fantaisie Fantaisie 1 - 1877/1/31 Massart
Miclos - - Sonate de Beethoven - - - - Beethoven Sonate Sonate op. 57 1er morceau Beethoven - - - - 1er morceau sonate op. 57 Beethoven Beethoven Sonate 57 - f I Vienne, 1807 Sonate - - 1877/1/31 Massart
Lagoanère - - Scherzo de Chopin - - - - Chopin Scherzo Scherzo Chopin de la Sonate - - - - Scherzo de la sonate  Chopin Chopin Sonate - - - II - Sonate - - 1877/1/31 Massart
Coste - - Le carnaval de Schumann - - -  Carnaval Schmann Schmann Carnaval de Carnaval Schumann (fragment) - - - - Le Carnaval  Schumann Schumann Carnaval - - - - - Morceaux caractéristiques - - 1877/1/31 Massart
Gonzalès - - Scherzo de Chopin - - - Scherzo Chopin Chopin Scherzo Scherzo Chopin si♭mineur - - - - Scherzo si♭ min.  Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1877/1/31 Massart
Rousseau-Langwelt - - Sonate de Beethoven - - - Sonate de Beethoven Beethoven Finale de la sonate appassionata Sonate Beethoven fa mineur finale - - - - Sonate fa min. Beethoven Beethoven Sonate 57 - f III (finale) Vienne, 1807 Sonate - - 1877/1/31 Massart
Heyberger - Chopin nocturne Nocturne de Chopin - - - Nocturne Chopin Chopin Nocturne ut min. Chopin - - - - Nocturne ut min.  Chopin Chopin Nocturne 48 - c I Paris, 1841 Morceaux caractéristiques Nocturne - 1877/1/31 MassartMabin Juditls - - Fugue de Bach - - - Fugue Bach Bach (Fugue de) Fugue de Bach - - - - Fugue  Bach Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1877/1/31 Massart
Gentil - Beethoven op. 111 Sonate de Beethoven - - - - Beethoven (Finale d'une sonate de) Sonate op. 111 Beethoven - - - - Sonate op. 111   Beethoven Beethoven Sonate 111 - c II Paris, 1823 Sonate - - 1877/1/31 Massart
Lautier - - - - - - - Beethoven op. 109 Thème et Variations Sonate mi majeur Beethoven - - - - Sonate mi majeur  Beethoven Beethoven Sonate 109 - E III (finale) Berlin, 1821 Sonate - - 1877/1/31 Massart
Givry - - - - - - Romance Mendellsohn Mendelssohn Romance sans paroles Romance Mendelssohn (Sérénade) - - - - Sérénade  Mendelssohn Mendelssohn 2e concerto 40 - d - Londres, 1838 Concerto - - 1877/1/31 Massart
Barreau - Chopin nocturne - - - - Nocturne Chopin Chopin Nocturne Nocturne de Chopin - - - - Nocturne  Chopin Chopin Nocturne - - - - - Morceaux caractéristiques Nocturne - 1877/1/31 MassartSilberberg - Weber sonate - - - - - Weber Sonate de Sonate Weber la♭ - - - - Sonata la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As - Berlin, 1816 Sonate - - 1877/1/31 Massart
Crétien - - - - - - Caprice Mendelssohn Mendelssohn op. 22 Capriccio Mendelssohn - - - - Capriccio　　Mendelssohn Mendelssohn Capriccio brillant 22 - h - Londres, 1832 Concertino - - 1877/1/31 Massart
Chandelier - - - - - - - Beethoven Sonata de Finale sonate si♭ Beethoven - - - - Finale sonate si♭　　Beethoven Beethoven Sonate - - - finale - Sonate - - 1877/1/31 Massart
Cœur - - - - - - Impromptu Chopin Chopin Impromptu de Impromptu - - - - Impromptu  Chopin Chopin Impromptu - - - - - Morceaux caractéristiques Impromptu - 1877/1/31 Massart
1876-1877 1877/6/21 Marmontel Mestre Scherzo 1re sonate de Chopin Chopin scherzo Sonate - - - - - Scherzo de la 1re sonate Scherzo de la sonate si♭ mineur Chopin - - - - Scherzo 1re sonate   Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b II Paris, 1840 Sonate - - 1877/6/21 Marmontel
Debussy Concerto en ré de Mendelssohn Mendelssohn Concerto - - - - - Mendelssohn Concerto en ré mineur Concerto en ré mineur Mendelssohn - - - - Concerto en ré min.  Mendelssohn Mendelssohn 2e concerto 40 - d - Londres, 1838 Concerto - - 1877/6/21 Marmontel
Guiard Étude de St. Heller sur le Freyschütz  Heller Étude - - - - Étude Stephen Heller Stephen Heller Étude Étude sur le freyschütz Heller - - - - Étude sur le Freyschütz  St. Heller Heller Études sur Freyschütz de Weber 127 - - - Paris, 1871 Étude(s) - - 1877/6/21 Marmontel
Thomas - Beethoven Concert - - - - Concerto Beethoven ut mineur Beethoven Concerto en do mineur
Concerto de Beethoven (ut mineur) - - - - Concerto ut min. Beethoven Beethoven 3e Concerto 37 - c - Vienne, 1804 concerto - - 1877/6/21 Marmontel
Sujol Sonate de Weber Weber sonate - - - - Weber Sonate ut Sonate Weber en do majeur Sonate Weber (ut majeur) - - - - Sonate ut maj. Weber Weber 1re Sonate 24 - C - Berlin, 1812 Sonate - - 1877/6/21 Marmontel
Fugue de Mendelssohn - - - - - - - - - - - - - Mendelssohn Fugue - - - - - Fugue - - 1877/6/21 Marmontel
Loyer Presto de Mendelssohn Mendelssohn Presto - - - - - Mendelssohn (Presto de)  fa# mineur Presto Mendelssohn-fa# mineur6 - - - - Presto fa♯ min. Mendelssohn Mendelssohn Fantasia (Sonate écossaise) 28 - fis III (finale) Bonn, 1834 Fantaisie Fantaisie 1 - 1877/6/21 Marmontel
Braud Première partie de la sonate de Chopin op. 58  Chopin 2e sonate - - - - op. 58 Chopin Sonate de Chopin op.58 Sonate si mineur Chopin (1er morceau) - - - - Sonate op. 58  Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h I Paris, 1845 Sonate - - 1877/6/21 Marmontel
Bellaigue Concerto en sol de Mendelssohn. Mendelssohn Concerto - - - - - Mendelssohn Concerto en sol mineur Concerto Mendelssohn (sol mineur) - - - - Concerto en sol min. Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - - 1877/6/21 Marmontel
Final de Beethoven - - - - - - - - - - - - - Beethoven - - - - - - 同定不可 - - 1877/6/21 Marmontel
Castellanos Final de la sonate op. 58 de Chopin Chopin sonate finale - - - - Sonate Chopin Finale de la sonate de Chopin op. 58 Finale sonate si mineur Chopin - - - - Finale sonate op. 58  Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h VI (finale) Paris, 1845 Sonate - - 1877/6/21 Marmontel
Pierné Concerto de Ries Ries Concerto Salut au Rhin [no.7] - - - - - Ries (8e concerto de) Concerto Ries 8e - - - - Concerto   Ries Ries 8e concerto "Salut au Rhin" 151 - As - Paris, 1828 Concerto - - 1877/6/21 Marmontel
René Concerto sol mineur  St. Saëns Saint-Saëns Concerto sol mineur - - - - 2d  Saint-Saëns 2e concerto en sol mineur de Saint-Saëns 2e concerto Saint-Saëns (sol mineur) - - - - Concerto sol mineur  St. Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g - 1868 Concerto - - 1877/6/21 Marmontel
Imenez 8e polonaise de Chopin Chopin Polonaise - - - - Polonaise Chopin Chopin polonaise 8e Polonaise en la 
♭Chopin - - - - 8e polonaise mi♭ Chopin Chopin Polonaise 53 - As - Paris, 1843 Danse Polonaise - 1877/6/21 Marmontel
Variations sérieuses  Mendelssohn - - - - - - - - - - - - - Mendelssohn Variations - - - - - Variations - - 1877/6/21 Marmontel
Martinet Concerto de Dubois Concerto de Dubois - - - - Concerto Dubois Concerto de Th. Dubois Concerto de Dubois - - - - Concerto de Th. Dubois Dubois Concerto capriccio - - - - 1876 Concerto - - 1877/6/21 Marmontel
Mathias O'Kelly Hummel, op. 89, Rondo (Fragment) Hummel concerto finale - - - - 89 Hummel si mineur Finale du concerto en si min. Finale Concerto Hummel si mineur - - - - Rondo op. 89  Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1877/6/21 Mathias
Dusautoy Mendelssohn, op. 22, Caprice (Fragment) Mendelssohn Caprice - - - - Caprice Mendelssohn Mendelssohn Caprice　op. 22 Caprice si mineur Mendelssohn - - - - Caprice　op. 22  Mendelssohn Mendelssohn Capriccio brillant 22 - h - Londres, 1832 Concertino - - 1877/6/21 Mathias
Falkenberg Chopin op. 22, Polonaise (fragment) Polonaise Chopin - - - - Polonaise Chopin Chopin (Polonaise de) Polonaise mi♭ Chopin - - - - Polonaise op. 22  Chopin Chopin Grande Polonaise Brillante précédée d'un Andante Spianato 22 - Es - Paris, 1836 Danse Polonaise - 1877/6/21 Mathias
Rabeau Beethoven, op. 31  no 2 Beethoven Sonate 31 - - - - Ré mineur Beethoven Beethoven Sonate op. 31 - - - - - 2d sonate op. 31  Beethoven Beethoven Sonate 31-2 - d - Zurich, 1803-4 Sonate - - 1877/6/21 Mathias
Torrent Brahms variations sur un thème de Paganini  - - - - - - - - - - - - - Brahms Variationen über ein Thema von Paganini 35 - a - Leipzig, 1866 Variations - 欠 1877/6/21 Mathias « démissionnaire »Mathé Herz (Henri) op. 74, 2e concerto Herz Concerto - - - - - Henri Herz (2e concerto) 2e concerto Herz - - - - 2e concerto  H. Herz Herz 2e concerto 74 - ｃ - 1834 Concerto - - 1877/6/21 Mathias
Frène Mendelssohn, op.54, Variations sérieuses Mendelsson variation - - - - Variations Mendelssohn Mendelsson variation sérieuse Variations sérieuses Mendelssohn - - - - Variations sérieuses op. 54  Mendelssohn Mendelssohn Variations sérieuses 54 - d - Vienne, 1841 Variations - - 1877/6/21 MathiasChevillard Weber op. 39  Sonate en la bémol Weber sonate la♭ - - - - Sonate Weber Weber sonate op. 39 Sonate la♭ Weber - - - - Sonate en la♭Weber Weber 2e Sonate 39 - As - Berlin, 1816 Sonate - - 1877/6/21 Mathias
Adour Chopin, op. 58  Sonate si mineur Chopin sonate - - - - Sonate Chopi,n Chopin Sonate Sonate Chopin si mineur 1er morceau - - - - Sonate op. 58 Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b - Paris, 1840 Sonate - - 1877/6/21 Mathias
Trago Liszt,  2e rhapsodie Liszt rhapsodie - - - - Rhapsodie Liszt Liszt 2e rhapsodie Rhapsodie fa♯ mineur Liszt - - - - 2e rhapsodie  Liszt Liszt 2e rhapsodie - - fis - - Rhapsodie - - 1877/6/21 MathiasForter Händel,  Gigue en sol min.  Haendel Gigue - - - - Gigue Handel Haendel Gigue de sonate Gigue Haendel - - - - Gigue en sol min.  Handel Händel Gigue - - g - - Danse Danse (baroque) - 1877/6/21 Mathias
Fournier Beethoven, op. 57, Final Beethoven sonate  57 - - - - Finale Beethoven Beethoven Finale d'une sonate Finale fa mineur Beethoven - - - - Finale ronde op. op. 57  Beethoven Beethoven Sonate 57 - f III Vienne, 1807 Sonate - - 1877/6/21 Mathias
Fritsch Field  4e concerto Field concerto 4e - - - - - 4e concerto de Field 4e concerto - - - - 4e concerto Field Field 4e concerto - H 28 Es - Saint-Pétersbourg 1814; rév., 1819 Concerto - - 1877/6/21 MathiasMaton   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1877/6/21 Mathias « Malade, n'a pu travailler »
Le Couppey Decagny - Chopin Allegro de concert - - - - - Chopin Allegro de concert Allegro de concert Chopin - - - - Allegro de concert Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1877/6/21 Le CouppeyChauveau* - Mozart - - - - - Mozart Variations Variations Mozart - - - - Variations de Mozart Mozart Variations - - - - - Variations - - 1877/6/21 Le Couppey AJ/37/233-1 (Sauzay) : « Mémoire tout ! De Frescobaldi à Thalberg »- Cramer - - - - - - - - - - - Étude de Cramer Cramer Étude - - - - - Étude(s) - - 1877/6/21 Le Couppey
Blum - Chopin Polonaise - - - - 8e polonaise Chopin Polonaise de Chopin 8e polonaise Chopin - - - - 8e polonaise  Chopin Chopin Polonaise 53 - As - Paris, 1843 Danse Polonaise - 1877/6/21 Le Couppey
Halbronn - Weber Andante sonate  la♭ - - - - - Andante d'une sonate de Weber Weber andante sonate la ♭ - - - - Andante sonate en la♭  Weber Weber 2e Sonate 39 - As II Berlin, 1816 Sonate - - 1877/6/21 Le Couppey
Vacher-Gras - - - - - - Arabesque Schumann Schumann Arabesque Arabesque Schumann - - - - Arabesque  Schumann Schumann Arabesque 18 - C - 1839 Morceaux caractéristiques - - 1877/6/21 Le Couppey
Levy Juliette - Beethoven sonate - - - - Beethoven Beethoven Sonate op. 53 1er morceau sonate aurore Beethoven - - - - Sonate op. 53  Beethoven Beethoven Sonate 53 - C I Vienne, 1805 Sonate - - 1877/6/21 Le Couppey
Hunger - Saint-Saëns Concerto sol mineur - - - - - Saint-Saëns Concerto sol mineur de Concerto Saint-Saëns (sol mineur) - - - - Concerto    Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g - 1868 Concerto - - 1877/6/21 Le Couppey
Mège - Schubert Menuet - - - - Menuet Schubert Schubert Menuet de Menuet Schubert (si mineur) - - - - Menuet  Schubert Schubert Fantasie, Andante, Menuetto und Allegretto 78 D 894 G III 1827 Fantaisie Fantaisie 1 - 1877/6/21 Le Couppey
Wassermann - Saint-Saëns Concerto sol mineur - - - - - Saint-Saëns Concerto sol mineur de Concerto Saint-Saëns (sol mineur) - - - - Concerto en sol min,  Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g - 1868 Concerto - - 1877/6/21 Le Couppey
Boulanger - Saint-Saëns Concerto sol mineur - - - - - Saint-Saëns Concerto sol mineur de Concerto Saint-Saëns (sol mineur) - - - - Concerto en sol min,  Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g - 1868 Concerto - - 1877/6/21 Le Couppey
Collin - Dussek concerto - - - - - Fragment du 12e concerto Fragment du 12e concerto Dussek - - - - Fragment du 12e concerto  Dussek Dussek 12e concerto de Dussek 70 C 238 Es - 1810 Concerto - - 1877/6/21 Le Couppey
Courtaux - Saint-Saëns Concerto sol mineur - - - - - Saint-Saëns Concerto sol mineur de Concerto Saint-Saëns (sol mineur) - - - - Concerto en sol min,  Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g - 1868 Concerto - - 1877/6/21 Le Couppey
Colombier - Saint-Saëns Concerto sol mineur - - - - - Saint-Saëns Concerto sol mineur de Concerto Saint-Saëns (sol mineur) - - - - Concerto en sol min,  Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g - 1868 Concerto - - 1877/6/21 Le Couppey
Mettetal - Saint-Saëns Concerto sol mineur - - - - - Saint-Saëns Concerto sol mineur de Concerto Saint-Saëns (sol mineur) - - - - Concerto en sol min,  Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g - 1868 Concerto - - 1877/6/21 Le Couppey
Steiger - Mendelssohn Rondo - - - - - la fileuse de Mendelssohn Romance sans paroles (Mendelssohn) fileuse - - - - la fileuse  Mendelssohn Mendelssohn Romance sans paroles 67 - C IV Bonn, 1845 Morceaux caractéristiques - - 1877/6/21 Le Couppey
Moll - Concerto sol mineur - - - - - Saint-Saëns Concerto sol mineur de Concerto Saint-Saëns (sol mineur) - - - - Concerto sol mineur Saint-Saëns 2e concerto 22 - g - 1868 Concerto - - 1877/6/21 Le Couppey
Delaborde Mouzin - - - - - - - Schubert fragment d'une sonate Schubert fragment sonate - - - - Sonate  Schubert Schubert Sonate - - - - - Sonate - - 1877/6/21 Delaborde
Brzezicka - Weber Sonate - - - - - Weber sonate Weber ré mineur sonate 1er morceau - - - - 1er morceau ré min. Weber Weber 3e Sonate 49 - d I Berlin, 1817 Sonate - - 1877/6/21 Delaborde
Carrier-Belleuse - Chopin nocturne - - - - - Chopin (Nocturne de) Chopin nocturne ré♭ - - - - Nocturne ré♭　Chopin Chopin Nocturne 27 - Des II Paris, 1836 Morceaux caractéristiques Nocturne - 1877/6/21 Delaborde
Demeyer - Hummel Finale de la sonate ut♯ - - - - - Finale de la sonate op. 81 finale Hummel (sonate fa♯mineur) - - - - Finale sonate fa♯ mineur  Hummel Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne 1819 Sonate - - 1877/6/21 DelabordeWelsch - Henselt Étude - - - - - Henselt Étude de Étude Henselt - - - - Étude Henselt Henselt Étude - - - - - Étude(s) - - 1877/6/21 Delaborde
Visinet - - - - - - - Schumann Scherzo sonate fa♯ min. Scherzo de la sonate fa♯min.　Schumann - - - - Scherzo sonate fa♯min.　　Schumann Schumann 1re Sonate  11 - fis III 1836 Sonate - - 1877/6/21 Delaborde
Haincelain - Hummel Finale de la sonate ut♯ - - - - - Hummel Finale sonate op. 81 Finale sonatefa♯min. Hummel - - - - Finale sonate  fa♯ min. Hummel Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne 1819 Sonate - - 1877/6/21 Delaborde
Lefévre - Hummel Finale de la sonate ut♯ - - - - - Hummel Finale sonate op. 81 Finale sonatefa♯min. Hummel - - - - Finale sonate  fa♯ min. Hummel Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne 1819 Sonate - - 1877/6/21 Delaborde
Schneckenburger - Hummel Finale de la sonate ut♯ - - - - - Hummel Finale sonate op. 81 Finale sonatefa♯min. Hummel - - - - Finale sonate  fa♯ min. Hummel Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne 1819 Sonate - - 1877/6/21 Delaborde
Max - Hummel Finale de la sonate ut♯ - - - - - Hummel Finale sonate op. 81 Finale sonatefa♯min. Hummel - - - - Finale sonate  fa♯ min. Hummel Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne 1819 Sonate - - 1877/6/21 Delaborde
Reynouard - Beethoven sonate - - - - - Sonate en la majeur Beethoven 1er morceau Sonate la majeur 1er morceau Beethoven - - - - 1er morceau sonate la maj. Beethoven Beethoven Sonate - - A I - Sonate - - 1877/6/21 Delaborde
Janiszewska Claire - Chopin concerto - - - - - Chopin concerto en mi mineur Concerto Chopin mi mineur - - - - Concerto mi mineur Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1877/6/21 Delaborde
Maillochon - Hummel sonate - - - - - Hummel op. 106 Sonate ré maj. Hummel - - - - 1er morceau sonate ré maj.  Hummel Hummel Sonate 106 - D I Vienne 1825 Sonate - - 1877/6/21 Delaborde
Janiszewska Marie - Hummel Finale de la sonate ut♯ - - - - Rondo Hummel Finale de la sonate de Hummel (op. 81) Sonate ré maj. Hummel - - - - 1er morceau sonate ré maj.  Hummel Hummel Sonate 106 - D IV (finale) Vienne 1825 Sonate - - 1877/6/21 Delaborde 議事録は第一楽章だが、試験官3名はフィナーレと記録しているので、演奏された楽章はフィナーレと判断。
Cuvelier - Hummel sonate en ré - - - - - Hummel (sonate de) en ré majeur. Sonate ré maj. Hummel - - - - 1er morceau sonate ré maj.  Hummel Hummel Sonate 106 - D I Vienne 1825 Sonate - - 1877/6/21 Delaborde
Massart Schmidt - Weber sonate - - - - - Weber Sonate en la♭ Sonate la♭ Weber - - - - 1er morceau sonate la♭　Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1877/6/21 MassartMiclos -  Chopin fantaisie - - - - - Fantaisie Chopin Fantaisie de Chopin - - - - Fantaisie Chopin Chopin Fantaisie - - - - - Fantaisie Fantaisie 1 - 1877/6/21 MassartLagoanère - Chopin polonaise - - - - 8e polonaise 8e polonaise de Chopin 8e polonaise Chopin - - - - Polonaise Chopin Chopin Polonaise 53 - As - Paris, 1843 Danse Polonaise - 1877/6/21 Massart
Coste - Beethoven sonate 110 - - - - 110 Beethoven Beethoven op. 110 Sonate op. 110 la♭ Beethoven - - - - Sonate op. 110  Beethoven Beethoven Sonate 110 - As - Paris, 1822 Sonate - - 1877/6/21 Massart
Gonzalès - Weber sonate - - - - Sonate Weber Weber (sonate de) en ut 1er morceau de la sonate Weber en ut - - - - 1er morceau sonate en ut  Weber Weber 1re Sonate 24 - C I Berlin, 1812 Sonate - - 1877/6/21 Massart
Rousseau-Langwelt - Chopin Étude ut mineur - - - - Étude en la Chopin Étude Étude Chopin （main gauche)  ut min. - - - - Étude main gauche ut min.  Chopin Chopin Études 10 - c XII Paris, 1833 Étude(s) - - 1877/6/21 Massart Sauzeyは « Étude en la » と記しているが、他の3名の記録者は « ut min » と記録しているので、ハ短調の左手の練習曲、op. 10-12と同定した。
Heyberger - Schumann Étude - - - - Étude Schumann Schumann Étude symphonique Étude Schumann (Symphonique) - - - - Étude symphonique  Schumann Schumann 12 Études symphoniques 13 - cis-Des - 1837 Variations - - 1877/6/21 Massart
Mabin Juditls - Mendelssohn Caprice - - - - Weber Mendelssohn op. 53 [33] Caprice op. 33 (la mineur) Mendelssohn - - - - Caprice op. 33  Mendelssohn Mendelssohn Trois caprices 33 - a I Paris, 1836 Caprice - - 1877/6/21 Massart
Gentil - Chopin Allegro de concert - - - - - Chopin Allegro de concert op. 46 Allegro (Chopin) de concert - - - - Allegro de concert  Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1877/6/21 Massart
Lautier - Chopin concerto - - - - Chopin fa mineur Chopin Concerto fa mineur Concerto fa mineur Chopin - - - - Concerto fa min. Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1877/6/21 Massart
Barreau - Chopin Polonaise - - - - - Chopin Polonaise en mi♭ Polonaise mi♭ Chopin - - - - Polonaise mi♭ Chopin Chopin Polonaise - - - - - Danse Polonaise - 1877/6/21 Massart
Silberberg - Beeth. sonate fa min - - - - Sonate Beethoven Beethoven (de Sonate) Sonate fa min. 1er morceau - - - - Sonate fa min. Beethoven Beethoven Sonate - - f - - Sonate - - 1877/6/21 Massart
Crétien - Beeth. Son. 111 - - - - - Sonate Beethoven op. 111 Sonate ut mineur Beethoven - - - - Sonate op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c II (finale) Paris, 1823 Sonate - - 1877/6/21 Massart
Chandelier - Chopin 1re conc. - - - - Concerto Chopin Chopin Concerto en mi mineur Concerto mi mineur Chopin - - - - Concerto mi min.  Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1877/6/21 MassartCœur - Copin Ballade - - - - Ballade Chopin Chopin Ballade Ballade en sol mineur - - - - Ballade sol min.  Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1877/6/21 Massart
1877-1878 1878/1/25 Marmontel Debussy Variations d'Heller sur un thème de Schumann  Heller Variations - - - - - - Variation Heller - - - - Variations sur un thème de Schumann  St. Heller Heller Variations sur un thème de Schumann  142 - Des - Paris, 1877 Variations - - 1878/1/25 Marmontel
Loyer Finale du concertostuck  Weber Weber Concert Stuck [sic.] finale - - - - - - Finale du concerto de Weber - - - - Finale du concerto  Weber Weber Concert-Stück 79 - F III (finale) Leipzig, 1823 Concertino - - 1878/1/25 Marmontel
Braud Polonaise de Chopin Chopin polonaise - - - - - Chopin Polonaise Polonaise la♭majeur Chopin - - - - Polonaise  Chopin Chopin Polonaise 53 - As - Paris, 1843 Danse Polonaise - 1878/1/25 Marmontel
遺作のノクターン（CT 128）の可能性もあるが、これは1938年まで出版され+AE982:AE983なかった
のでop.48-1と同定した。
Bellaigue Fugue de Rubinstein Rubinstein - - - - Fugue Sonate de Rubinstein Rubinstein Fugue  Fugue de Rubinstein - - - - Fugue  Rubinstein Rubinstein 1re Sonate 12 - e/E IV Leipzig, 1855 Sonate - - 1878/1/25 Marmontel
Castellanos Allegro de Chopin Chopin Allegro - - - - op. 46 Allegro Chopin Chopin Allegro de concert Allegro de concert Chopin - - - - Allegro  Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1878/1/25 Marmontel
Pierné Fugue de J. S. Bach Bach Fugue - - - - Fugue Bach Bach Fugue Fugue de Bach-transcription de Liszt - - - - Fugue J. S. Bach Bach-Liszt Fugue (Bach) - - - - - Arrangement - - 1878/1/25 Marmontel
René Sonate de Beethoven   op. 106 Beethoven sonate 106 - - - - - Beethoven sonate op. 106 Sonate 106 Beethoven-1er morceau - - - - Sonate op. 106 Beethoven Beethoven Sonate 106 - B I Vienne, 1819 Sonate - - 1878/1/25 Marmontel
Martinet l'Aurore  Beethoven - - - - - - Beethoven op. 53 Sonate aurore Beethoven - - - - Sonate (Aurore) Beethoven Beethoven Sonate 53 - C - Vienne, 1805 Sonate - - 1878/1/25 Marmontel
Piffaretti Fugue de Mendelssohn Mendelssohn Fugue - - - - Fugue Mendelssohn Mendelssohn Fugue de Fugue de Mendelssohn ré majeur - - - - Fugue  Mendelssohn Mendelssohn Six Préludes et fugues 35 - D II Paris, 1837 Fugue - - 1878/1/25 Marmontel
Dowell Fugue de Mendelssohn Mendelssohn Fugue - - - - - Mendelssohn Fugue de Fugue de Mendelssohn mi mineur - - - - Fugue  Mendelssohn Mendelssohn Fugue - - e - - Fugue - - 1878/1/25 Marmontel
Landry Sonate de Mozart Mozart, sonate la min, - - - - Sonate Mozart Rondo en la mineur de Mozart Sonate la min. Mozart - - - - Sonate la min. Mozart Mozart Sonate - K 310 a - Paris, 1782 Sonate - - 1878/1/25 Marmontelou Finale de Weber - - - - - - - - - - - - - Weber - - - - finale - 同定不可 - - 1878/1/25 MarmontelRoger Concerto de Moscheles - - - - - - Moscheles Concerto Concerto Moscheles - - - - Concerto mi♭　Moscheles Moscheles 2e concerto 56 - Es - [1823] Concerto - - 1878/1/25 Marmontel
Mathias O'Kelly Mendelssohn, op. 40, 2e concerto  Mendelssohn concerto ré mineur - - - - 2d concerto Mendelssohn Mendelssohn 2e concerto op. 40 Concerto ré mineur Mendelssohn - - - - 2e concerto Mendelssohn Mendelssohn 2e concerto 40 - d - Londres, 1838 Concerto - - 1878/1/25 Mathias
Mathé Scherzo-Polonaise de ma première sonate op. 21 Mathias Polonaise - - - - Polonaise Mathias Scherzo Polonaise de 1re sonate de Mathias op. 20 Polonaise de Mathias - - - - Scherzo 1re sonate Mathias Mathias 1re Sonate 20 - h - Paris, 1855 Sonate - - 1878/1/25 Mathias
Frène Weber, op. 39  Weber sonate 39 - - - - Sonate Weber Weber sonate en la♭ Sonate la♭ Weber 1er morceau - - - - op.39 Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1878/1/25 Mathias
Chevillard Allegro de ma première sonate Mathias sonate - - - - 1re sonate Mathias Mathias　Allegro de la 1re sonate Sonate de Mathias - - - - Allegro 1re sonate G. Mathias Mathias 1re Sonate 20 - h I Paris, 1855 Sonate - - 1878/1/25 Mathias
Adour Beethoven, op. 110 Fugue finale Beethoven fugue 110 - - - - Fugue finale sonate 110 Beethoven　Fugue extraite d'une sonate op. 110 Fugue Beethoven - - - - Fugue finale  op. 110 Beethoven Sonate 110 - As III (finale) Paris, 1822 Sonate - - 1878/1/25 Mathias
Forter Chopin op. 21   2e concerto Chopin 2e concerto - - - - Concerto Chopin Chopin 2e concerto en fa mineur Concerto fa mineur Chopin - - - - 2e Concerto Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1878/1/25 Mathias
Fournier Weber,  op. 79,  Le croisé Weber concerto - - - - Concerto Weber Weber Finale du morceau de salon Concerto le croisé finale Weber - - - - le croisé Weber Weber Concert-Stück 79 - F III (finale) Leipzig, 1823 Concertino - - 1878/1/25 MathiasFritsch - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1878/1/25 Mathias « malade »Maton - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1878/1/25 Mathias « malade »
Meerloo Ries, op. 122, Rondo élégant  Ries Rondo - - - - Ronod élégant Ries Ries concerto Concerto de Ries-la♭ - - - - Rondo élégant  op. 122  Ries Ries Rondo élégant  op. 122  Ries 122 - f/F - Londres, 1823 Rondo - - 1878/1/25 Mathias DuvernoyとFissotは協奏曲を記録しているが、教授、議事録、2名の試験官はロンドを記録しているので作品122と同定。
Ray Hummel, op. 85   Concerto en la min. Hummel concerto la - - - - 85 Hummel Hummel Concerto en la mineur Concerto la mineur-Hummel - - - - Concerto la min.  Hummel Hummel Grand concerto 85 - a - Paris, 1823 Concerto - - 1878/1/25 MathiasKaiser Bach, Concerto italien Bach concerto - - - - Cncerto Bach S. Bach Concerto Concerto Bach - - - - Concerto italien  J. S. Bach Bach Concerto italien - BWV 971 F - Leipzig, 1735 Concerto Solo Concerto - 1878/1/25 Mathias
Le Couppey Decagny Chopin  Ballade en sol min. op. 23  Chopin Ballade sol mineur op. 23 - - - - Chopin Ballade sol mineur op. 23 Chopin Ballade en sol mineur Ballade en sol mineur Chopin - - - - Ballade sol mineur op. 23 Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1878/1/25 Le Couppey
Blum Beethoven  Sonate en fa mineur  Finale Beethoven Sonate fa mineur - - - - - Beethoven sonate en fa mineur Sonate fa min. finale - - - - Finale sonate fa min. Beethoven Beethoven Sonate - - f finale - Sonate - - 1878/1/25 Le Couppey
Halbronn Chopin  Fantaisie op. 49 - - - - - Chopin Fantaisie Chopin Fantaisie op. 49 Fantaisie op.49 Chopin - - - - Fantaisie op. 49 Chopin Chopin Fantaisie 49 - f/As - Paris, 1841 Fantaisie Fantaisie 1 - 1878/1/25 Le Couppey
Schumann  Fantaisie op. 17 - - - - - Schumann Fantaisie - ou Schumann fantaisie op. 17 - - - - - Schumann Fantaisie 17 - C - 1839 Fantaisie Fantaisie 1 - 1878/1/25 Le Couppey
Vacher-Gras Hummel  Andante de la Fantaisie op. 18  Hummel fantaisie œuvre 18 - - - - Fantaisie Hummel Hummel fantaisie op. 18 Hummel Andante de la fantaisie op. 18 - - - - Andante, fantaisie op. 18  Hummel Hummel Fantaisie 18 - Es Andante Paris, 1806 Fantaisie Fantaisie 1 - 1878/1/25 Le Couppey
Levy Juliette Chopin  Ballade en fa op. 38  Chopin ballade fa Chopin Ballade en fa - - - Chopin Ballade Chopin Ballade en fa Chopin Ballade en fa op. 38 - - - - Ballade en fa op. 38 Chopin Chopin 2e Ballade 38 - F/a - Paris, 1840 Ballade - - 1878/1/25 Le Couppey
Hunger Chopin  Polonaise op. 22  Chopin Polonaise Polonaise de Chopin (op. 22) - - - Chopin Polonaise Chopin Polonaise Polonaise op. 22 Chopin - - - - Polonaise op. 22  Chopin Chopin Grande Polonaise Brillante précédée d'un Andante Spianato 22 - Es - Paris, 1836 Danse Polonaise - 1878/1/25 Le Couppey
Wassermann Beethoven  Sonate en ut♯ mineur  Beethoven sonate ut♯  Sonate ut♯ mineur Beethoven - - - Beethoven Sonate ut♯ mineur Beethoven Finale de la sonate en ut♯ mineur Beethoven sonate ut♯ mineur - - - - Sonate en ut♯ min. Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis III (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1878/1/25 Le Couppey
Collin Field  2e concerto en la bémol  Field concerto 2e 2e concerto en la♭ de Field - - - 2d concerto Field Field 2e concerto en la♭ Field 2e concerto en la bémol - - - - 2e concerto  la♭ Field Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - - 1878/1/25 Le Couppey
Courtaux Field  2e concerto en la bémol  Field concerto 2e 2e concerto en la♭ de Field - - - 2d concerto Field Field 2e concerto en la♭ Field 2e concerto en la bémol - - - - 2e concerto  la♭ Field Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - - 1878/1/25 Le Couppey
Colombier Heller  Étude sur Freischütz  Heller Freischütz Étude sur Freischütz de Heller - - - 3[e] étude sur Freischütz Heller Étude sur le Freischütz Stephen Heller étude sur le Freischütz - - - - Étude sur Freischütz  St. Heller Heller Études sur Freyschütz de Weber 127 - c III Paris, 1871 Étude(s) - - 1878/1/25 Le Couppey
ou Chopin  Étude un ut mineur  - - - - - - - ou Chopin étude en ut mineur - - - - - Chopin Étude - - ut - - Étude(s) - - 1878/1/25 Le CouppeyMettetal - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1878/1/25 Le Couppey « malade »
Steiger Field  2e concerto en la bémol  Field concerto 2e 2e concerto en la♭ de Field - - - 2d concerto Field Field 2e concerto en la♭ Field 2e concerto en la bémol - - - - 2e concerto  la♭ Field Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - - 1878/1/25 Le Couppey
Moll Stephen Heller Legende de la forêt - - - - - - - Stephen Heller Legende de la forêt - - - - - Heller Dans les bois, nouvelle série, 7 morceaux 128 - d V Paris, 1872 Morceaux caractéristiques - - 1878/1/25 Le Couppey
ou Chopin  Étude en ut mineur Chopin Étude Étude de Chopin ut♯ mineur - - - Étude Chopin Chopin Étude en ut♯ mineur ou Étude en ut♯ mineur - - - - Étude en ut♯ mineur  Chopin Chopin Étude - - cis - - Étude(s) - - 1878/1/25 Le Couppey
Maurice Field  2e concerto en la bémol  Field concerto 2e 2e concerto en la♭ de Field - - - - Field 2e concerto en la♭ Field 2e concerto en la bémol - - - - 2e concerto  la♭ Field Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - - 1878/1/25 Le CouppeyValbert - Bach Prélude Prélude de Bach - - - - - - - - - - - Bach Prélude - - - - - Prélude - - 1878/1/25 Le Couppey
Haydn  Rondo en ut maj. Haydn Rondo Sonate de Haydn - - - - - Haydn Rondo en ut majeur - - - - Rondo ut majeur Haydn Haydn Sonate - - - finale - Sonate - - 1878/1/25 Le Couppey
Blanchard Field  2e concerto en la bémol  Field concerto 2e 2e concerto en la♭ de Field - - - 2d concerto Field Field 2e concerto en la♭ Field 2e concerto en la bémol - - - - 2e concerto  la♭ Field Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - - 1878/1/25 Le Couppey
Delaborde Brzezicka Allegro de concert  Chopin Chopin Allegro de concert Allegro de concert de Chopin - - - Allegro Chopin Chopin Allegro de concerto Allegro de concerto de Chopin - - - - Allegro de concert  Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1878/1/25 Delaborde
Welsch Fugue de J. S. Bach Bach Fugue Fugue de Bach - - - Fugue Bach Fugue Fugue en la mineur de Bach - - - - Fugue  J. S. Bach Bach Fugue - - a - - Fugue - - 1878/1/25 Delaborde
Haincelain Variations sérieuses  Mendelssohn Mendelsson variations Variations de Mendelssohn - - - Variations Mendelssohn Mendelssohn Variations Variations sérieuses Mendelssohn - - - - Variations sérieuses  Mendelssohn Mendelssohn Variations sérieuses 54 - d - Vienne, 1841 Variations - - 1878/1/25 Delaborde
Lefévre Prélude Chopin Chopin prélude Prélude de Chopin - - - Prélude Chopin Chopin Prélude Prélude de Chopin (si bémol mineur) - - - - Prélude Chopin Chopin Préludes 28 - b XVI Paris, 1839 Prélude - - 1878/1/25 Delaborde
Max Variations sérieuses Mendelssohn Mendelsson variations - - - - - Mendelssohn Variations Variations sérieuses Mendelssohn - - - - Variations sérieuses Mendelssohn Mendelssohn Variations sérieuses 54 - d - Vienne, 1841 Variations - - 1878/1/25 Delaborde
Reynouard Concerto la mineur Hummel Hummel concerto - - - - Concerto Hummel Hummel Concerto en la mineur Concerto de Hummel la mineur - - - - Concerto la mineur Hummel Hummel Grand concerto 85 - a - Paris, 1823 Concerto - - 1878/1/25 Delaborde
Janiozewska claire Sonate Beethoven Beethoven sonate - - - - - Beethoven Sonate Sonate de Beethoven sol majeur - - - - Sonate Beethoven Beethoven Sonate - - G - - Sonate - - 1878/1/25 Delaborde
Maillschon Novelette  Schumann Schumann concerto - - - - - Schumann Novelette Novelette Schumann - - - - Novelette  Schumann Schumann 8 Novelletten 21 - - - 1839 Morceaux caractéristiques - - 1878/1/25 Delaborde Thomasは協奏曲を記録しているが、教授、議事録、2名の試験官はヴェレッテを記録しているのでノヴェレッテと同定。
Janiszewska mène Étude  Chopin Chopin Étude - - - - - Chopin Étude Étude ut mineur Chopin - - - - Étude  Chopin Chopin Étude - - c - - Étude(s) - - 1878/1/25 DelabordeCuvelier 2e sonate  Chopin Chipin 2e sonate - - - - - Chopin Sonate - - - - - 2e sonate  Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1878/1/25 DelabordeLizeray Sonate Beethoven Beethoven sonate - - - - - Beethoven Sonate - - - - - Sonate Beethoven Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1878/1/25 DelabordeKin Sonate Beethoven Beethoven sonate - - - - - Beethoven Sonate - - - - - Sonate Beethoven Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1878/1/25 DelabordeHabert Sonate Czerny Czerny Sonate-Étude - - - - - Czerny Sonate Étude de - - - - - Sonate Czerny Czerny Grande sonate d'étude 268 - B - Paris, 1834/35 Sonate - - 1878/1/25 DelabordePicard Sonate Czerny Czerny Sonate-Étude - - - - - Czerny Sonate Étude de - - - - - Sonate Czerny Czerny Grande sonate d'étude 268 - B - Paris, 1834/35 Sonate - - 1878/1/25 DelabordeBaudean Sonate Beethoven Beethoven Sonate Aurore - - - - - Beethoven Sonate (l'Aurore) - - - - - Sonate Beethoven Beethoven Sonate 53 - C - Vienne, 1805 Sonate - - 1878/1/25 Delaborde
Massart Rousseau Longwelt Nocturne ut min.  Chopin Chopin nocturne ut mineur - - - - - Chopin Nocturne en ut mineur - - - - - Nocturne ut min. Chopin Chopin Nocturne 48 - c I Paris, 1841 Morceaux caractéristiques Nocturne - 1878/1/25 Massart
Mabin l'Oiseau prophète  Schumann Schumann l'oiseau - - - - - Schumann l'oiseau prophète - - - - - l'Oiseau prophète Schumann Schumann Waldszenen 82 - - VII 1850 Morceaux caractéristiques - - 1878/1/25 MassartLautier Ballade sol min.  Chopin Chopin Ballade - - - - - Chopin Ballade de - - - - - Ballade sol min. Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1878/1/25 MassartBarreau Fantaisie op. 49   Chopin Chopin fantaisie - - - - - Chopin Fantaisie op. 49 - - - - - Fantaisie op. 49  Chopin Chopin Fantaisie 49 - f/As - Paris, 1841 Fantaisie Fantaisie 1 - 1878/1/25 MassartSilberberg Sonate op. 106    Beethoven 106 Beethoven - - - - - Beethoven Sonate op. 106 - - - - - Sonate op. 106  Beethoven Beethoven Sonate 106 - B - Vienne, 1819 Sonate - - 1878/1/25 Massart
Chrétien Scherzo, de la Sonate en si♭  Chopin Scherzo sonate Chopin - - - - - Chopin Scherzo de la sonate en si ♭ - - - - - Scherzo, Sonate si♭  Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b - Paris, 1840 Sonate - - 1878/1/25 Massart
Chandelier Menuet de la fantaisie en sol   Schubert Schubert menuet - - - - - Schubert Menuet de la fantaisie en sol - - - - - Menuet fantaisie en sol Schubert Schubert Fantasie, Andante, Menuetto und Allegretto 78 D 894 G III 1827 Fantaisie Fantaisie 1 - 1878/1/25 Massart
Cœur finale sonate op. 33  Beethoven Beethoven finale op. 33 - - - - - Beethoven Finale de la sonate op. 33 - - - - - Finale sonate op. 33  Beethoven Beethoven Sonate 31-3 - Es IV (finale) Zurich, 1804 Sonate - - 1878/1/25 Massart
ベートーヴェンのソナタop. 31-3は、シュレジンガーが1835年ころに出版したエディション（ Collection complète des œuvres composés  [sic] pour le piano forte par L. van Beethoven ）において作品33とされている。Cf. Ludwig van Beethoven, Grande Sonate pour le piano-forte œuv. 33, Paris, M. Schlesinger, ca  1840 »François Sonate en ré min.   Weber - - - - - - - - - - - - - Weber 3e Sonate 49 - d/D - Berlin, 1817 Sonate - 欠 1878/1/25 Massart « malade »
Kleeberg Impromptu la b.  Chopin Chopin Impromptu - - - - - Chopin Impromptu - - - - - Impromptu la♭ Chopin Chopin Impromptu 29 - As - Paris, 1837 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1878/1/25 Massart
Nunn Sonate ut min. op. 10  Beethoven Beethoven sonate ut mineur - - - - - Beethoven Sonate en ut min. op.10 - - - - - Sonate ut min. op. 10  Beethoven Beethoven Sonate 10-1 - c - Vienne, 1798 Sonate - - 1878/1/25 Massart
Prestat Concerto mi min.  Chopin Concerto mi min.  Chopin - - - - - Chopin 1er concerto en mi mineur - - - - - Concerto mi mineur  Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1878/1/25 Massart
Romat marie Nocturne mi♭ Chopin Nocturne mi ♭ Chopin - - - - - Chopin Nocturne en mi♭ - - - - - Nocturne mi♭ Chopin Chopin Nocturne - - Es - - Morceaux caractéristiques Nocturne - 1878/1/25 Massart
Lebrun Sonate en mi min. op. 90  Beethoven Beethoven sonate mi mineur - - - - - Beethoven Sonate en mi min. op. 90 - - - - - Sonate mi min. op. 90  Beethoven Beethoven Sonate 90 - e - Vienne, 1815 Sonate - - 1878/1/25 Massart
Gérin Sonate en ré mineur op. 31  Beethoven Beethoven sonate 31 ré mineur - - - - - Beethoven Sonate en ré mineur op. 31 - - - - - Sonate ré mineur op. 31  Beethoven Beethoven Sonate 31-2 - d - Zurich, 1803 Sonate - - 1878/1/25 Massart
1877-1878 1878/6/20 Marmontel Debussy Scherzo Weber - - - - - - Chopin Scherzo Scherzo sonate mi♭Chopin - - - - Scherzo Weber 同定不可 Scherzo - - - - - 同定不可 - - 1878/6/20 MarmontelSonate de Thalberg - - - - - - - - - - - - - Thalberg Grande Sonate 56 - c - Paris, 1844 Sonate - - 1878/6/20 Marmontel
Loyer Concerto mi mineur  Chopin - - - - - - Chopin Concerto en mi mineur Concerto Chopin mi mineur - - - - Concerto mi min.  Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1878/6/20 Marmontel
Braud Polonaise en mi bémol op. 22 de Chopin - - - - - - Chopin Polonaise en mi♭ Polonaise mi♭ Chopin - - - - Polonaise op. 22  Chopin Chopin Grande Polonaise Brillante précédée d'un Andante Spianato 22 - Es - Paris, 1836 Danse Polonaise - 1878/6/20 Marmontel
Bellaigue Sonate de Beethoven op. 90 - - - - - - Beethoven　Sonate op. 90 Sonate Beethoven mi mineur op. 90 - - - - Sonate op. 90  Beethoven Beethoven Sonate 90 - e - Vienne, 1815 Sonate - - 1878/6/20 Marmontel
Castellanos Concerto en sol min. de Saint-Saëns - - - - - - Saint-Saëns Concerto de Second concerto Saint-Saëns 1er morceau - - - - Concerto sol min.  Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g I 1868 Concerto - - 1878/6/20 Marmontel
Pierné 1er morceau de la 3e sonate d'Heller - - - - - - - - - - - - Sonate Heller Heller 3e Sonate 88 - C I Paris, 1856 Sonate - - 1878/6/20 Marmontel « Duvernoyは"1re sonate op. 143"と記録しているが、作品番号からして第4ソナタの書き間違いであると
判断し、教授の記録に即して第４ソナタと同定。 »finale de la 4e du même - - - - - - Heller Stephen 1re sonate op. 143 4e sonate Heller - - - - - Heller 4e Sonate 143 - b IV (finale) Paris, ca 1877 Sonate - - 1878/6/20 Marmontel
René Scherzo de Chopin - - - - - - Chopin Scherzo op. 31 Scherzo si♭ mineur Chopin - - - - Scherzo  Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1878/6/20 MarmontelMartinet Sonate de Weber op. 39 - - - - - - Sonate de Weber op.39 Sonate la♭Weber - - - - Sonate op. 39 Weber Weber 2e Sonate 39 - As - Berlin, 1816 Sonate - - 1878/6/20 Marmontel
Piffaretti 5e concerto de Herz - - - - - - Herz 5e concerto de Concerto fa mineur Herz - - - - 5e concerto  H. Herz Herz 5e concerto 180 - f - 1854 Concerto - - 1878/6/20 Marmontel
Dowell Concerto de Reinecke de Leipzig Concerto de Reinecke de Leipzik [sic.] - - - - Concerto Reinecke Carl Reinecke Concerto de Concerto Reinecke - - - - Concerto  Reinecke Reinecke Concerto - - - - - Concerto - - 1878/6/20 Marmontel
Landry Rondo de Chopin op. 16  finale de l'op. 27  Beethoven - - - - - - Chopin Rondo d’op. 16 Rondo Chopin - - - - Rondo op. 16  Chopin Chopin Rondo 16 - c/Es - Paris, 1834 Rondo - - 1878/6/20 MarmontelFinale de l'op. 27  Beethoven - - - - - - - - - - - - - Beethoven Sonate 27 - - - Vienne, 1802 Sonate - - 1878/6/20 Marmontel
Roger  2e concerto de Kalkbrenner - - - - - 2e Kalkbrenner Kalkbrenner 2e concerto Concerto Kalkbrenner mi mineur - - - - 2e concerto  Kalkbrenner Kalkbrenner 2e concerto 80 - e - Paris, 1826 Concerto - - 1878/6/20 Marmontel
Mathias O'Kelly Liszt, 6e Rhapsodie  - - - - - Rhapsodie Liszt Liszt 6e Rhapsodie Rhapsodie Liszt si♭ majeur - - - - 6e Rhapsodie  Liszt Liszt 6e Rhapsodie  - - B - - Rhapsodie - - 1878/6/20 Mathias
Mathé Beethoven, op. 2 3e sonate (fragment)   - - - - - - Beethoven 3e sonate  op.2 fragment Sonate Beethoven ut majeur - - - - 3e sonate op. 2  Beethoven Beethoven Sonate 2-3 - C - Vienne, 1796 Sonate - - 1878/6/20 Mathias
Frène Bach (J. S.), Fugue pour orgue (transcrit p. piano par Liszt)  - - - - - Bach Fugue Bach fugue de Fugue la mineur Bach transcrite par Liszt - - - - Fugue pour orgue transcrit par Liszt Bach-Liszt Sechs Präludien und Fugen für die Orgel - S 462 a I Leipzig, 1852 Arrangement - - 1878/6/20 Mathias
Chevillard Beethoven, Sonate op. 111 (Fragment)  - - - - - - Beethoven Sonate op. 111 Sonate op. 111 Beethoven - - - - Sonate op. 111  Beethoven Beethoven Sonate 111 - c - Paris, 1823 Sonate - - 1878/6/20 Mathias
Adour Beethoven, 32 variations en ut mineur (Fragment) - - - - - - Beethoven Variations Variations ut mineur Beethoven - - - - 32 variations ut min.  Beethoven Beethoven Sonate 111 - c II Paris, 1823 Sonate - - 1878/6/20 Mathias
Forter Chopin, op. 58  Sonate  - - - - - - Chopin Sonate op. 58 Sonate Chopin si mineur - - - - Sonate op. 58  Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1878/6/20 Mathias
Fournier Beethoven, op. 53 final (Fragment) - - - - - Beethoven Rondo Beethoven Sonate op. 58 Sonate Beethoven Aurore - - - - Finale sonate op. 53 Beethoven Beethoven Sonate 53 - C III (finale) Vienne, 1805 Sonate - - 1878/6/20 Mathias
Fritsch Bach (J. S. Bach), Final du concerto italien  - - - - - Concerto Bach Bach Concerto italien Concerto Bach fa majeur - - - - Finale du concerto italien  J. S. Bach Bach Concerto italien - BWV 971 F - Leipzig, 1735 Concerto Solo Concerto - 1878/6/20 MathiasMaton - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1878/6/20 Mathias « n'est jamais venu à la classe »
Meerloo Mendelssohn, op. 82, Variations en mi bémol.  - - - - - Variations Mendelssohn Mendelssohn Variations op. 82 Variations mi♭ op. 82 Mendelssohn - - - - Variations en mi♭  op. 82  Mendelssohn Mendelssohn Variations 82 - Es - 1850 Variations - - 1878/6/20 MathiasRay Field  2e concerto - - - - - - Field 2e concerto de Concerto la♭ Field - - - - 2e concerto　Field Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - - 1878/6/20 Mathias
Kaiser Sonate  Hummel  Kaiser - - - - - - Hummel Sonate Finale sonate mi♭ Hummel - - - - Sonate (finale)  Hummel Hummel Grande sonate 13 - Es - Paris, ca 1811 Sonate - - 1878/6/20 Mathias
Le Couppey Decagny Kreisleriana  no 1 Schumann - - - - - - - - - - - - - Schumann Kreisleriana: Fantasien 16 - d I 1838 Morceaux caractéristiques - - 1878/6/20 Le Couppey  ou  Menuet Chaminade - - - - - - Chaminade Menuet Menuet Chaminade - - - - Menuet Chminade Chaminade Menuet 5 - - gis Paris, 1878 Danse Menuet - 1878/6/20 Le CouppeyBlum 1re ballade op. 23  Chopin - - - - - Chopin Ballade Chopin Ballade Ballade sol mineur - - - - 1re ballade op. 23   Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1878/6/20 Le Couppey
Halbronn Sonate en si mineur  Chopin - - - - - - Chopin Sonate en si mineur Sonate si mineur-1er morceau Chopin - - - - Sonate si min.  Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1878/6/20 Le Couppey
Vacher-Gras Fantaisie op. 49 (fragment)  Chopin - - - - - - Chopin Fantaisie op. 49 Fantaisie Chopin-Fragment- - - - - Fantaisie op. 49  Chopin Chopin Fantaisie 49 - f/As - Paris, 1841 Fantaisie Fantaisie 1 - 1878/6/20 Le Couppey
Lévy Juliette Sonate op. 111  Beethoven - - - - - - Beethoven op. 111 Sonate Sonate op, 111-Beethoven-1er morceau - - - - Sonate op. 111  Beethoven Beethoven Sonate 111 - c I Paris, 1823 Sonate - - 1878/6/20 Le Couppey
Hunger Finale du 2e concerto  Weber - - - - - 2e concerto Weber Weber Finale du 2e concerto Finale du concerto (2e) Weber - - - - Finale du 2e concerto  Weber Weber 2e Sonate 39 - As - Berlin, 1816 Sonate - - 1878/6/20 Le Couppey
Wassermann Concerto en si  (Fragment)  Hummel - - - - - - Hummel Concerto en si Concerto si mineur Hummel - - - - Concerto en si  Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1878/6/20 Le Couppey
Collin Concerto en si  (Fragment)  Hummel - - - - - - Hummel Concerto en si Concerto si mineur Hummel - - - - Concerto en si  Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1878/6/20 Le Couppey
Courtaux Concerto en si  (Fragment)  Hummel - - - - - - Hummel Concerto en si Concerto si mineur Hummel - - - - Concerto en si  Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1878/6/20 Le Couppey
Colombier Scherzo du concerto en sol mineur  Saint-Saëns - - - - - - Saint-Saëns Scherzo du concerto en sol mineur Scherzo du concerto sol mineur Saint-Saëns - - - - Scherzo du concerto sol min.  Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g II 1868 Concerto - - 1878/6/20 Le Couppey
Mettetal Concerto en si  (Fragment)  Hummel - - - - - - Hummel Concerto en si Concerto Hummel - - - - Concerto en si  Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1878/6/20 Le CouppeySteiger Concerto en si  (Fragment)  Hummel - - - - - - Hummel Concerto en si Concerto Hummel - - - - Concerto en si  Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1878/6/20 Le Couppey
Moll Finale de la sonate op. 58  Chopin - - - - - - Finale d'une sonate de Chopin op. 58 Finale sonate op. 18 Chopin - - - - Finale de la sonate op. 58 Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h VI (finale) Paris, 1845 Sonate - - 1878/6/20 Le CouppeyMaurice Concerto en si  Hummel - - - - - - Hummel Concerto en si Concerto Hummel - - - - Concerto en si  Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1878/6/20 Le CouppeyValbert Rondo en mi bémol  Weber - - - - - - Weber Rondo en mi bémol Rondo mi♭ Weber - - - - Rondo en mi♭ Weber Weber 2e concerto 32 - Es - Berlin, 1814 Concerto - - 1878/6/20 Le CouppeyBlanchard Concerto en si  Hummel - - - - - - Hummel Concerto en si Concerto Hummel - - - - Concerto en si  Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1878/6/20 Le Couppey
Delaborde Brzezicka - - - - - - - Chopin Concerto mi mineur 2e solo concerto Chopin - mi mineur- - - - - 2e solo Concerto mi min. Chopin Chopin 1er concerto 11 - e II Paris, 1833 Concerto - - 1878/6/20 Delaborde
Welsch - - - - - - - Beethoven Fugue Fugue d'un quatuorｒ transcrite par Saint-Saëns Beethoven - - - -
Fugue d'un quatuor de Beethoven transcrite par Saint-Saëns Beethoven-Saint-Saëns Final du 9e quatuor de Beethoven - - G - 1869 Arrangement - - 1878/6/20 Delaborde
Haincelain - - - - - - - Bach Fugue de Fugue Bach la mineur- transcrite par Liszt - - - - Fugue de Bach transcrite par Liszt Bach-Liszt Sechs Präludien und Fugen für die Orgel - S 462 a I Leipzig, 1852 Arrangement - - 1878/6/20 Delaborde
Lefévre - - - - - - - Chopin Allegro de concert Allegro de concert de Chopin - - - - Allegro de concert  Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1878/6/20 Delaborde
Max - - - - - - - Chopin Sonate si mineur op. 58 Sonate si mineur Chopin 1er morceau - - - - Sonate si min.  Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h I Paris, 1845 Sonate - - 1878/6/20 Delaborde
Reynouard - - - - - - - Hummel sonate de (mi♭) Sonate mi♭ Hummel-1er morceau - - - - Sonate mi♭ Hummel Hummel Grande sonate 13 - Es I Paris, ca 1811 Sonate - - 1878/6/20 DelabordeJaniozewska Claire - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1878/6/20 Delaborde « malade »
Maillschon - - - - - - - Mendelssohn Presto Presto fa# mineur Mendelssohn - - - - Presto fa# min. Mendelssohn Mendelssohn Fantasia (Sonate écossaise) 28 - fis III (finale) Bonn, 1834 Fantaisie Fantaisie 1 - 1878/6/20 Delaborde
Janiozewska Marie - - - - - - - Mendelssohn Concerto en ré mineur Concerto ré mineur Mendelssohn - - - - Concerto  ré mineur  Mendelssohn Mendelssohn 2e concerto 40 - d - Londres, 1838 Concerto - - 1878/6/20 Delaborde
Cuvelier - - - - - - - Mendelssohn Concerto en sol mineur Concerto fa mineur Chopin - - - - Concerto sol mineur  Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - - 1878/6/20 Delaborde
Lizeray - - - - - - - Chopin  Fantaisie Impromptu Impromptu fantaisie Chopin - - - - Impromptu fantaisie  Chopin Chopin Fantaisie-impromptu 66 - cis - Paris, 1855 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1878/6/20 Delaborde
Kin - - - - - - - Chopin 2e concerto de Chopin en fa mineur Concerto en fa mineur Chopin - - - - Concerto fa mineur  Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1878/6/20 Delaborde
Habert - - - - - - - Hummel sonate de Sonate mi♭ Hummel finale - - - - Finale sonate mi♭ Hummel Hummel Grande sonate 13 - Es III (finale) Paris, ca 1811 Sonate - - 1878/6/20 Delaborde
Picard - - - - - - - Hummel sonate de Sonate mi♭ Hummel finale - - - - Finale sonate mi♭ Hummel Hummel Grande sonate 13 - Es III (finale) Paris, ca 1811 Sonate - - 1878/6/20 DelabordeBaudéan - - - - - - - Beethoven Sonate de op. 111 Beethoven - - - - Sonate op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c I Paris, 1823 Sonate - - 1878/6/20 Delaborde
Massart Rousseau Longwelt Sonate en la♭ Weber - - - - - - Sonate en la♭ de Weber Sonate en la♭ Weber 1er morceau - - - - Sonate en la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1878/6/20 Massart
Mabin Scherzo de la sonate op. 58  Chopin - - - - - Scherzo Chopin Chopin  Scherzo de la sonate op. 58 Scherzo mi♭ majeur Chopin - - - - Scherzo sonate op. 58  Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b II Paris, 1840 Sonate - - 1878/6/20 Massart
Loutier Sonate appassionata  Beethoven - - - - - - Beethoven Sonate appassionata Sonata op..57 1er morceau Beethoven - - - - Sonate appassionata  Beethoven Beethoven Sonate 57 - f I Vienne, 1807 Sonate - - 1878/6/20 Massart
Silberberg Sonate op. 35  Chopin - - - - - - Chopin Sonate op.35 Sonate si♭ mineur Chopin-1er morceau - - - - Sonate op. 35  Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b I Paris, 1840 Sonate - - 1878/6/20 Massart
Chrétien Étude ut min. Chopin - - - - - Étude Chopin Chopin (Étude de) Étude main gauche Chopin - - - - Étude ut min. Chopin Chopin Études 10 - c XII Paris, 1833 Étude(s) - - 1878/6/20 Massart
Chandelier Sonate l'aurore   Beethoven - - - - - - Beethoven ( l'Aurore) Aurore Beethoven 1er morceau - - - - l'aurore Sonate  Beethoven Beethoven Sonate 53 - C I Vienne, 1805 Sonate - - 1878/6/20 Massart
Cœur Fantaisie op. 49 Chopin - - - - - Fantaisie Chopin Chopin Fantaisie op. 49 Fantaisie Chopin 1er morceau - - - - Fantaisie op. 49 Chopin Chopin Fantaisie 49 - f/As - Paris, 1841 Fantaisie Fantaisie 1 - 1878/6/20 Massart
François Sonate op. 22   Schumann - - - - - - Schumann Sonate op. 22 Sonate sol mineur Schumann 1er morceau - - - - Sonate op. 22   Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g III 1839 Sonate - - 1878/6/20 Massart
Kleeberg Concerto en fa min. Chopin - - - - - - Chopin 2e concerto en fa mineur Concerto fa mineur Chopin - - - - Concerto fa mineur Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1878/6/20 MassartNunn Menuet de la sonate en ut  Weber - - - - - Weber Weber - - - - - Menuet de la sonate en ut  Weber Weber 1re Sonate 24 - C III Berlin, 1812 Sonate - - 1878/6/20 MassartPrestat Finale sonate ut♯ Beethoven - - - - - Beethoven ut♯ Beethoven (Sonate en ut♯[…] de la) - - - - - Finale sonate ut♯ Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis III (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1878/6/20 MassartRamat marie 3e concerto de Ries  (ut♯) - - - - - - Ries  concerto ut ♯ mineur - - - - - 3e concerto ut♯ min.  Ries Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1878/6/20 Massart
Lebrun Concerto en sol min.   Saint-Saëns - - - - - Concerto Saint-Saëns Saint-Saëns Concerto - - - - - Concerto sol min   Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g - 1868 Concerto - - 1878/6/20 Massart
Gérin Polonaise (mi♭) Chopin - - - - - - Chopin Polonaise - - - - - Polonaise mi♭ Chopin Chopin Grande Polonaise Brillante précédée d'un Andante Spianato 22 - Es - Paris, 1836 Danse Polonaise - 1878/6/20 Massart1878-1879 1879/2/4 Marmontel Debussy Sonate de Chopin - - - - - - - - - - - - - Chopin Sonate - - - - - Sonate - 欠 1879/2/4 Marmontel AJ 37/206-2 : « malade, absent »
Loyer Concerto de Chopin Chopin concerto - - - - - - - - - - Concerto Chopin Concerto Chopin Chopin Concerto - - - - - Concerto - - 1879/2/4 Marmontel
Braud Heller  étude sur le Freyschütz  - - - - - - - - - - Freyschütz Heller Étude Heller Étude sur Freyschütz  St. Heller Heller Études sur Freyschütz de Weber 127 - c III Paris, 1871 Étude(s) - - 1879/2/4 Marmontel
Pierné Sonate de Guiraud Guiraud sonate - - - - - - Sonate Guiraud - - Sonate Guiraud Sonate Guiraud Sonate  Guiraud Guiraud Sonate 1 - c - Paris, 1857 Sonate - - 1879/2/4 Marmontel
René 2e impromptu Chopin Chopin Impromptu - - - - Impromptu Chopin - Impromptu fa♯ maj. Chopin - -
2e impromptu Chopin
Impromptu Chopin 2e impromptu Chopin Chopin 2e Impromptu 36 - Fis - Paris, 1840 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1879/2/4 Marmontel
Martinet - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1879/2/4 Marmontel AJ 37/206-2 : « absent, soldat »
Piffaretti Sonate de Weber  op. 24 Weber sonate 24 - - - - Op. 24 Weber Weber op. 24 Sonate Sonate ut majeur Weber 1er morceau - - Sonate de Weber Sonate Weber Sonate op. 24  Weber Weber 1re Sonate 24 - C I Berlin, 1812 Sonate - - 1879/2/4 Marmontel
Landry Sonate de Hummel   op. 81 Hummel sonate fa♯ - - - - - Hummel Sonate op. 81 Sonate Hummel fa♯ mineur 1er morceau - - Sonate Hummel - Sonate op. 81  Hummel Hummel Sonate 81 - fis I Vienne 1819 Sonate - - 1879/2/4 Marmontel
Roger Finale de la sonate de H. Herz Herz Sonate - - - - Sonata Herz Finale d'une sonate de M. Henri Herz dédiée à Auber Sonate Herz (Finale) - - Sonate Herz - Finale de sonate  H. Herz Herz Grande sonate di bravura 200 - Es III (finale) 1861 Sonate - - 1879/2/4 Marmontel
Grand-Jany Sonate de Beethoven  Beethoven Sonate mi♭ - - - - - Beethoven Sonate op. 7 Sonate Beethoven mi♭ 1er morceau - - Sonate Beethoevn - Sonate mi♭ Beethoven Beethoven Sonate 7 - Es IV (finale) Vienne, 1897 Sonate - - 1879/2/4 Marmontel
Mesquita Sonate mélancolique  Moscheles Moscheles Sonate - - - - - Moscheles Sonate mélancolique Sonate Moscheles (fa♯mineur) - - Sonate Moscheles - Sonate mélancolique  Moscheles Moscheles Sonate mélancolique 49 - fis - 1820 Sonate - - 1879/2/4 MarmontelVidal Fugue de Haendel - - - - - - - - - - - - Fugue  Handel Händel 1re Suites des pièces (4e Suite) - HWV 429 e I 1720 Fugue - - 1879/2/4 Marmontel
Gigue de Mozart Mozart Gigue - - - - si mineur Mozart Mozart Gigue Gigue de Mozart- (sol majeur) - - Gigue de Mozart - - Mozart Gigue - K 574 G - [1789] Danse Gigue - 1879/2/4 Marmontel
Sauzeyは« si mineur » 
を記録しているが、教授、4人の試験官はジーグを記録しているので、ジーグ 
ト短調と同定。
Allegro de Kirnberger [?] - - - - - - - - - - - - - Kirnberger[?] Allegro - - - - - 同定不可 - - 1879/2/4 MarmontelLefevre 1er concerto de H. Herz - - - - - - - - - - - - 1er concerto  H. Herz Herz Grand concerto 34 - A - (1829初演) Concerto - - 1879/2/4 MarmontelCourras Sonate de Beethoven  op. 54  - - - - - - - - - - - - Sonate (l'Aurore) op. 54  Beethoven Beethoven Sonate 57 - f - Vienne, 1807 Sonate - - 1879/2/4 Marmontel
Mathias O'Kelly Chopin, op. 31,  2e scherzo Chopin Scherzo - - - - - Chopin Scherzo Scherzo Chopin si♭mineur - - Scherzo Chopin - 2e scherzo op. 31  Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1879/2/4 Mathias
Mathé Weber op. 49.  Rondo de la sonate ré mineur Weber sonate - - - - Weber finale Weber Rondo de la sonate op. 49 Sonate ré-Weber Rondo - - Finale Weber - Rondo  sonate ré mineur Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1879/2/4 Mathias
Frène Schumann, op. 13 variations symphoniques - - - - -
Schumann variations symphoniques Schumann variation symphonique op. 13
Variation symphonique Schumann - - Schumann Variations - Variations symphoniques Schumann Schumann 12 Études symphoniques 13 - cis-Des - 1837 Variations - - 1879/2/4 Mathias
Chevillard Chopin, op. 46 Allegro de concert Chopin Concert Allegro - - - - Chopin Allegro de concert Chopin Allegro de concert Allegro de concert Chopin - - Allegro Chopin - Allegro de concert op. 46 Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1879/2/4 Mathias
Adour Beethoven, op. 57,  Sonate appassionata Beethoven sonate fa mineur - - - - Appassionato Beethoven Beethoven Sonate appassionata Sonate fa mineur op. 57 - - Sonate Beethoven - Sonate op. 57  Beethoven Beethoven Sonate 57 - f - Vienne, 1807 Sonate - - 1879/2/4 Mathias
Forter Weber, op. 79, Concert-stück  Weber concerto - - - - - Weber Concertostück Concerto Weber -Croisé finale- - - Concerto Weber - Concert-stück  Weber Weber Concert-Stück 79 - f/F - Leipzig, 1823 Concertino - - 1879/2/4 MathiasFritsch   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1879/2/4 Mathias « malade en congé »Meerloo   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1879/2/4 Mathias « démissionnaire »
Ray   - Handel fugue - - - - Fugue Handel Hendel Fugue Fugue mi mineur Haendel - - Fugue de Handel - Fugue  Handel Händel 1re Suites des pièces (4e Suite) - HWV 429 e I 1720 Fugue - - 1879/2/4 Mathias
Kaiser   - Field concerto - - - - Concerto Field Field (Concerto 4e de) Concerto Field-mi♭- - - Concerto Field - Concerto Field Field 4e concerto - H 28 Es - Saint-Pétersbourg 1814; rév., 1819 Concerto - - 1879/2/4 Mathias
Arone   - Mendelssohn caprice - - - - Mendelssohn Caprice op. 22 Caprice Mendelssohn (si mineur) - -
Caprice Mendelssohn - Caprice  Mendelssohn Mendelssohn Capriccio brillant 22 - h - Londres, 1832 Concertino - - 1879/2/4 Mathias
Bellenot   - Chopin concerto 2d - - - - 2d concerto de Chopin Chopin 2e concerto en fa mineur 2e concerto Chopin fa mineur 1er morceau - - Concerto Chopin - 2e concerto Chopin Chopin 2e concerto 21 - f I Paris, 1836 Concerto - - 1879/2/4 Mathias
Saz   - Moscheles concerto sol mineur - - - - - Moscheles Concerto sol mineur Concerto Moscheles sol mineur - -
Concerto Mendelssohn - Concerto sol min.  Moscheles Moscheles 3e concerto 60 - g - [1820] Concerto - - 1879/2/4 Mathias
Vallejo   - Chopin 1er concerto - - - - Concerto Chopin Chopin 1er concerto 1er concerto Chopin - - Concerto Chopin - 1er concerto  Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1879/2/4 MathiasLe Couppey Blum Beethoven  op. 31 Sonate en ré min. - - - - - - - - - - - - - Beethoven Sonate 31-2 - d - Zurich, 1803 Sonate - - 1879/2/4 Le Couppey
Bizet  Menuet de l'Arlésienne Bizet l'Arlésienne - - - - Bizet l'Arlésienne Bizet ( Menuet de l'Algérienne de) Bizet Transcription de l'Arlésienne - - Arlésienne　Bizet Bizet Menuet de l'Arlésienne　Bizet Bizet-Delaborde Menuet de L'Arlésienne de Georges Bizet - - c - Paris, 1873 Arrangement - - 1879/2/4 Le CouppeySéb. Bach  Fugue en fa dièse majeur - - - - - - - - - - - - - Bach Fugue - - Fis - - Fugue - - 1879/2/4 Le Couppey
Vacher-Gras Schumann  op. 99 Novelette - - - - - - Novelette op. 99 Schumann Novelette - - Novelette Schumann Schumann Novelette op. 99 [sic]  Schumann Schumann - - - - - - Morceaux caractéristiques - - 1879/2/4 Le Couppey
Chopin op. 32  Nocturne en la bémol - - - - - - - - - - - - - Chopin Nocturne 32 - As II Paris, 1837 Morceaux caractéristiques Nocturne - 1879/2/4 Le CouppeySéb. Bach  Fugue en ré maj. - - - - - - - - - - - - - Bach Fugue - - D - - Fugue - - 1879/2/4 Le CouppeyLévy Juliette Schumann op. 22.  Sonate en sol min. - - - - - - - - - - - - - Schumann 2e Sonate 22 - g III 1839 Sonate - - 1879/2/4 Le CouppeySteph. Heller  des promenades d'un solitaire - - - - - - Heller  no.17 des Promenades d'un solitaire Promenade d'un solitaire Heller - - Promenades Heller Heller  no 17 des Promenades d'un solitaire  St. Heller Heller 3e Suite de promenades d'un solitaire 89 - F V Paris, 1857 Morceaux caractéristiques - - 1879/2/4 Le CouppeySéb. Bach Fugue en ré min. - - - - - - - - - - - - - Bach Fugue - - d - - Fugue - - 1879/2/4 Le CouppeyHunger Chopin  Étude en la min.  - - - - - - - - - - - - - Chopin Étude - - a - - Étude(s) - - 1879/2/4 Le CouppeyHeller  Étude sur Freyschütz  - - - - - - - - - - - - - Heller Études sur Freyschütz de Weber 127 - c III Paris, 1871 Étude(s) - - 1879/2/4 Le CouppeySéb. Bach   Fugue en fa min. - - - - - Fugue Bach Bach Fugue Fugue fa mineur Bach - - Fugue Bach Fugue Fugue fa min.  Bach Bach Fugue - - g - - Fugue - - 1879/2/4 Le Couppey
Wassermann Chopin  op. 23  Ballade sol min. - - - - - Ballade Chopin Chopin Ballade en sol mineur op. 23 Ballade sol mineur Chopin - - Ballade Chopin Chopin Ballade sol min. Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1879/2/4 Le CouppeySchumann op. 22  Finale en sol min. - - - - - - - - - - - - - Schumann 2e Sonate 22 - g IV (finale) 1839 Sonate - - 1879/2/4 Le CouppeySeb. Bach  Fugue en ré maj. - - - - - - - - - - - - - Bach Fugue - - D - - Fugue - - 1879/2/4 Le Couppey
Collin Schumann  Kreisleriana no 1  - - - - - - Schumann Kreisreliana no. 1 Schumann 1er Kreisleriana - - Kreisleriana Schumann Schumann Kreisleriana no 1  Schumann Schumann Kreisleriana: Fantasien 16 - d I 1838 Morceaux caractéristiques - - 1879/2/4 Le Couppey
op. 16.  Caprice en mi min. - - - - - - - - - - - - - Mendelssohn Trois fantaisies ou caprices 16 - e II Vienne, 1831 Caprice - - 1879/2/4 Le Couppey
Fugue en sol maj. - - - - - - - - - - - - - Bach Fugue - - g - - Fugue - - 1879/2/4 Le CouppeyMettetal  Händel, Fugue en mi min. - - - - - - - - - - - - - Händel 1re Suites des pièces (4e Suite) - HWV 429 e I 1720 Fugue - - 1879/2/4 Le Couppey
Seb. Bach Allemande, en si bémol maj. - - - - - - - - - - - - - Bach Allemande - - B - - Danse Danse (baroque) - 1879/2/4 Le Couppey
Chopin  op. 58.  Finale, en si min. - - - - - Chopin Finale Finale en si mineur op. 58 Chopin Finale sonate si mineur - - Finale Chopin Chopin Finale ré mineur  op. 58  Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h IV (finale) Paris, 1845 Sonate - - 1879/2/4 Le CouppeySteiger Ries, 3e concerto en ut dièse min.  - - - - - - - - - - - - - Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1879/2/4 Le Couppey
Paradies  Toccata Paradies Toccata - - - - Paradies Toccata Paradies Toccata Paradies Toccata - - Toccata Paradies Toccata Toccata  Paradies Paradies - - - - - - Toccata Toccata (baroque) - 1879/2/4 Le CouppeySeb. Bach  Fugue en ut min. - - - - - - - - - - - - - Bach Fugue - - c - - Fugue - - 1879/2/4 Le Couppey
Moll Chopin  Étude en ut min.  - - - - - - Chopin Étude en ut mineur Étude ut mineur Chopin - - Étude Chopin Chopin Étude en ut min.  Chopin Chopin Étude - - c - - Étude(s) - - 1879/2/4 Le Couppey
St. Heller  Intermède de concert  Heller - - - - - - - - - - - - - Heller 2 Intermèdes de concert 135 - - - Paris, ca 1872 Morceaux caractéristiques - - 1879/2/4 Le CouppeySeb. Bach   Fugue en fa maj.  - - - - - - - - - - - - - Bach Fugue - - F - - Fugue - - 1879/2/4 Le Couppey
Valbert  Field   2e concerto, en la bémol Field concerto - - - - 2e concerto Field Field 2e concerto Field concerto mi♭ - - Concerto Field Field 2e concerto  Field Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - - 1879/2/4 Le Couppey
op. 18  Arabesque  Schumann - - - - - - - - - - - - - Schumann Arabesque 18 - C - 1839 Morceaux caractéristiques - - 1879/2/4 Le CouppeySeb. Bach  Fugue en mi min.  - - - - - - - - - - - - - Bach Fugue - - e - - Fugue - - 1879/2/4 Le Couppey
Blanchard Chopin  Étude en ut min. Chopin Étude - - - - Étude Chopin Chopin Étude en do mineur Étude ut mineur - - Étude Chopin Chopin Étude en ut mineur  Chopin Chopin Étude - - c - - Étude(s) - - 1879/2/4 Le Couppey
Larousse Lavillette Seb. Bach  Bourrée, en la min. Bach Bourrée - - - - Bourrée Bach Bourrée en la mineur Bourrée la mineur　Bach - - Bourrée Bach Bach Bourrée la mineur   Bach Bach Bourrée - - a - - Danse Danse (baroque) - 1879/2/4 Le Couppey 恐らくイギリス組曲第2番のブーレ。
Weber op. 62  Rondo en la min. [sic] - - - - - - - - - - - - - Weber Rondo brillant 62 - Es - Berlin, 1819 Rondo - - 1879/2/4 Le Couppey Le Couppeyは « la min. » と記録しているが、作品62は実際には変ホ長調。
Seb. Bach   Fugue en ut dièse maj. - - - - - - - - - - - - - Bach Fugue - - Cis - - Fugue - - 1879/2/4 Le CouppeyBardout Dussek  op. 35. Sonate en sol maj. - - - - - - - - - - - - - Dussek Grande Sonate 35-2 C 150 G - 1797 Sonate - - 1879/2/4 Le Couppey
Boëly  Danse villageoise - - - - - Danse villageoise Boëly Boëly Danse villageoise Boëly　Danse villageoise - -
Danse villageoise Boëly Boëly Danse villageoise  Boëly Boëly 24 Pièces 20 - G XVI Paris, 1857
Morceaux caractéristiques - - 1879/2/4 Le Couppey
Seb. Bach   Fugue en mi min.  - - - - - - - - - - - - - Bach Fugue - - e - - Fugue - - 1879/2/4 Le Couppey
Kryzanowska Christian Bach   Finale en sol maj. - - - - - - - - - - - - - Christian Bach - - - G finale - 同定不可 - - 1879/2/4 Le CouppeyParadies   Allemando - - - - - - - - - - - - - Paradies Allemande - - - - - Danse Danse (baroque) - 1879/2/4 Le Couppey
Albrechtsberger  Fugue en la maj.  Albrechtsberger Fugue - - - - Fugue Albrechtsberger Albrechtsberger Fugue en la majeur Fugue Albrechtsberger - -
Fugue Albrechtsberger
Albrechtsberger Fugue en la maj.  Albrechtsberger Albrechtsberger Fugue - - A - - Fugue - - 1879/2/4 Le Couppey
Turpin Weber   op. 39 [sic], Rondo en ré maj. - - - - - - - - - - - - - Weber 2e Sonate 39 - As IV (finale) Berlin, 1816 Sonate - 欠 1879/2/4 Le Couppey « absent, malade. » Le Couppeyは « ré maj. » を記録しているが、作品39は実際には変イ長調。 
Mendelssohn   La Chasse - - - - - - - - - - - - - Mendelssohn Romance sans paroles 19 - A III Bonn, 1845 Morceaux caractéristiques - - 1879/2/4 Le CouppeyFrescobaldi   Fugue en ré min.  - - - - - - - - - - - - - Frescobaldi Fugue - - - d Londres, 1801 Fugue - - 1879/2/4 Le Couppey 偽作の疑いあり。Delaborde Welsch Les feux follets, étude de Liszt Liszt Étude - - - - - Liszt Les feux follets (Étude) Étude Liszt - - Étude Liszt - Les feux follets  Liszt Liszt Études d’exécution transcendante - S 139 B V Leipzig, 1851 Étude(s) - - 1879/2/4 Delaborde
Haincelain Fragment de la fantaisie de Schubelt Schubert fantaisie - - - - - Schubelt Fragment de la fantaisie de Fantaisie Schubert-Finale Scherzo - - Fantaisie Schubert - Frantaisie Schubert Schubert Fantaisie 15 D 760 C III, IV 1823 Fantaisie Fantaisie 1 - 1879/2/4 DelabordeJaniszewska - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1879/2/4 Delaborde AJ 37/206-2 : « absent, rayé »
Maillschon Scherzo de Chopin (1re sonate) Chopin Scherzo - - - - - Chopin Sonate (Scherzo de la) Sonate si♭ mineur Scherzo - -
Scherzo sonate Chopin - Scherzo 1re sonate Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1879/2/4 Delaborde
Cuvelier Concerto Hummel Hummel concerto - - - - - Hummel Concerto en si mineur Concerto Hummel si mineur - - Concerto Hummel - Concerto si mineur  Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1879/2/4 Delaborde
Lizeray Ballade de Chopin Chopin Ballade - - - - - Chopin Ballade en sol mineur Ballade sol mineur Chopin - - Ballade Chopin - Ballade  Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1879/2/4 Delaborde
Kin une sonate de Beethoven sonate - - - - - Beethoven Sonate Sonate fa mineur Beethoven - - Sonate Beethoven - Sonate fa mineur Beethoven Beethoven Sonate - - f - - Sonate - - 1879/2/4 Delaborde
Habert Rondo capriccioso de Mendelssohn Mendelssohn caprice - - - - - Mendelssohn Rondo capriccioso Capriccioso de Mendelssohn - -
Caprice Mendelssohn - Rondo Capriccioso    Mendelssohn Mendelssohn Rondo capriccioso 14 - E - Londres, 1830 Rondo - - 1879/2/4 Delaborde
Picard un scherzo de Czerny Czerny Scherzo - - - - - Czerny Scherzo de la sonate d'Étude de Scherzo de Czerny - - Scgerzo Czerny - Scherzo   Czerny Czerny Grande sonate d'étude 268 - B III Paris, 1834/35 Sonate - - 1879/2/4 DelabordeBaudéan - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1879/2/4 Delaborde AJ 37/206-2 : « absent »
Garcia Concerto de Chopin Chopin concerto 2 - - - - - Chopin 2e concerto fa mineur Concerto Chopin fa mineur - - Concerto Chopin - 2e Concerto Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1879/2/4 Delaborde
Lefour Étude de Henselt Henselt  Étude - - - - - Henselt (Étude) Étude de Henselt - - Étude Henselt - Étude Henselt Henselt Étude - - - - - Étude(s) - - 1879/2/4 Delaborde
Alquié Concerto  Chopin Chopin concerto 2 - - - - - Chopin 2e concerto Concerto Chopin fa mineur - - Concerto Chopin - 2e concerto Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1879/2/4 Delaborde
Lefrançois Sonate de Weber Weber Sonate - - - - - Weber Sonate Sonate ut majeur Weber 1er morceau - - Sonate Weber - Sonate Weber Weber 1re Sonate 24 - C I Berlin, 1812 Sonate - - 1879/2/4 Delaborde
Massart Rousseau Longwelt 1er scherzo  Chopin Chopin scherzo - - - - Scherzo Chopin Chopin 1er scherzo Scherzo Chopin si mineur - - Scherzo Chopin - Scherzo Chopin Chopin 1er Scherzo 20 - h - Paris, 1835 Scherzo - - 1879/2/4 Massart
Chrétien Scherzo  Beethoven Beethoven scherzo - - - - Scherzo Beethoven la♭ Beethoven Scherzo en la♭ Sonate la♭ Scherzo Beethoven - -
Scherzo sonate Beethoven - Scherzo Beethoven Beethoven Sonate 26 - As II Vienne, 1802 Sonate - - 1879/2/4 Massart
Chandelier Final Weber Weber finale - - - - Sonate Weber Weber　Finale en mi♭ Rondo de la sonate en la bémol Weber - - Sonate Weber - Finale Weber Weber 2e Sonate 39 - As IV (finale) Berlin, 1816 Sonate - - 1879/2/4 Massart Duvernoyは変ホ長調を記録しているが、ウェーバーのソナタでこの調性の曲はないのでソナタ 変イ長調と同定。
Cœur 109  Beethoven Beethoven sonate - - - - Sonate Beethoven Beethoven　op. 109 Sonate Beethoven mi majeur 109 - - Sonate Beethoven - Sonate Beethoven Beethoven Sonate 109 - E - Berlin, 1821 Sonate - - 1879/2/4 Massart
François Fantaisie Schubert Schubert fantaisie - - - - - Schubelt　(Fantaisie de) Fantaisie Schubert - - Fantaisie Schubert - Fantaisie Schubert Schubert Fantaisie - - - - - Fantaisie Fantaisie 1 - 1879/2/4 Massart
Prestat Caprice  Mendelssohn Mendelssohn caprice - - - - Caprice Mendelssohn Mendelssohn Capriccio op. 22 Caprice si mineur Mendelssohn - -
Caprice Mendelssohn - Caprice  Mendelssohn Mendelssohn Capriccio brillant 22 - h - Londres, 1832 Concertino - - 1879/2/4 Massart
Ramat marie Final  Weber Weber finale sonate - - - - - Weber Mouvement perpétuel Mouvement perpétuel Weber - -
Mouvement perpétuel Weber - Finale sonate Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1879/2/4 Massart
Lebrun 8e polonaise  Chopin Chopin polonaise - - - - Polonaise Chopin Chopin 8e polonaise Polonaise Chopin - - Polonaise Chopin - Polonaise Chopin Chopin Polonaise 53 - As - Paris, 1843 Danse Polonaise - 1879/2/4 Massart « 8e polonaise » はマルモンテルのEcole classiqueでは« op.53 »。
Gérin Final  Weber Weber finale - - - - finale Weber Weber Finale Rondo de la sonate ré mineur Weber - -
Rondo Sonate Weber - Finale Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1879/2/4 Massart
Adolphi Romance  Mendelssohn Mendelssohn - - - - Chanson de printemps Mendelssohn Mendelssohn Chanson de printemps
Chanson de printemps Mendelssohn - -
Romance Mendelssohn - Le printemps  Mendelssohn Mendelssohn Romance sans paroles 62 - A VI Bonn, 1844
Morceaux caractéristiques - - 1879/2/4 Massart
Levasseur 3e concerto de Ries Ries concerto 3 - - - - 3e concerto Ries Ries 3e concerto Concerto en ut♯ mineur Ries - - Concerto Ries - 3e concerto Ries Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1879/2/4 Massart
Mesage Polonaise  Chopin Chopin Polonaise - - - - Polonaise Chopin Chopin Polonaise Polonaise de Chopin ut♯ mineur - - Polonaise Chopin - Polonaise  Chopin Chopin Polonaise 26 - cis I Paris, 1836 Danse Polonaise - 1879/2/4 Massart
Dufresne Romance  Mendelssohn Mendelssohn Chasse - - - - La Chasse Mendelssohn Mendelssohn La chasse romance sans paroles La chasse Mendelssohn - -
Romance Mendelssohn - La chasse Mendelssohn Mendelssohn Romance sans paroles 19 - A III Bonn, 1845
Morceaux caractéristiques - - 1879/2/4 Massart
Arbeau Berceuse Chopin Chopin Berceuse - - - - Berceuse Chopin Chopin Berceuse Berceuse de Chopin - - Bercese Chopin - Berceuse Chopin Chopin Berceuse 57 - Des - Paris, 1845 Morceaux caractéristiques Berceuse - 1879/2/4 Massart1878-1879 1879/6/19 Marmontel Debussy Fantaisie de Chopin op. 49 - - - - - - Chopin Fantaisie Fantaisie Chopin - - - - Fantaisie op. 49   Chopin Chopin Fantaisie 49 - f/As - Paris, 1841 Fantaisie Fantaisie 1 - 1879/6/19 Marmontel
Loyer Allegro de concert op. 46  Chopin - - - - - - Chopin Allegro Allegro de concert Chopin - -
Allegro de concert Chopin - Allegro de concert op. 46  Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1879/6/19 Marmontel
Braud 3e sonate  de Step. Heller - - - - - - Heller 3e sonate Sonate Heller - - Sonate Heller - 3e sonate  St. Heller Heller 3e Sonate 88 - C I Paris, 1856 Sonate - - 1879/6/19 Marmontel
Pierné Caprice d'Heller sur un motif de Mendelssohn - - - - - - Heller Caprice Caprice Heller - - Caprice Heller - Caprice sur un motif de Mendelssohn  St. Heller Heller Chant national de F. Mendelssohn-Bartholdy, fantaisie en forme de Sonate 69 - D - Paris, 1849 Fantaisie Fantaisie 1 - 1879/6/19 Marmontel
René Sonate de Beethoven op. 53  - - - - - - Beethoven l'Aurore - - - Aurore Beethoven - Sonate op. 53  Beethoven Beethoven Sonate 53 - C - Vienne, 1805 Sonate - - 1879/6/19 Marmontel
Martinet - - - - - - - - Ballade sol mineur Chopin - - - - - - - - - - - - - - 欠 1879/6/19 Marmontel « volontariat »
Piffaretti Ballade de Chopin - - - - - - Chopin Ballade Ballade sol mineur Chopin - - Ballade Chopin - Ballade  Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1879/6/19 Marmontel
Landry Concerto en mi min.  Chopin - - - - - Chopin Concerto Chopin Concerto en mi mineur Concerto en mi mineur Chopin - -
Concerto mi mineur Chopin - Concerto mi min.  Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1879/6/19 Marmontel
Roger Andante de Sonate de mon fils Sonate de Malmontel fils - - - - Sonate Marmontel - Andante Marmontel fils - -
Sonate Antonin Marmontel - Sonate Andante Marmontel fils
Antonin Marmontel 1re Sonate - - c - Paris, 1879 Sonate - - 1879/6/19 Marmontel
Sonate de Beethoven Beethoven - - - - - - - - - - - - Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1879/6/19 Marmontel
Grand Jany Sonate de Mathias Mathias sonate - - - - - Mathias Sonate op. 20 Sonate Mathias - - Sonate Mathias - Sonate G. Mathias Mathias 1re Sonate 20 - h - Paris, 1855 Sonate - - 1879/6/19 Marmontel
Mesquita Scherzo de Prudent Prudent Scherzo - - - - Scherzo Prudent Prudent Scherzo Scherzo Prudent - - Scherzo Prudent - Scherzo Prudent Prudent Scherzo - - - - - 同定不可 - - 1879/6/19 Marmontel
Vidal Sonate de Spohr - - - - - - Spohr Sonate de Sonate de Spohr - - Sonate Spohr - Sonate Spohr Spohr Sonate 125 - As - Vienne, 1843 Sonate - - 1879/6/19 Marmontel
Lefebvre Polonaise de Chopin Chopin Polonaise - - - - - Chopin Polonaise Polonaise en ut majeur Chopin - - Polonaise Chopin - Polonaise Chopin Chopin Polonaise - - - - - Danse Polonaise - 1879/6/19 Marmontel Fissotは « Polonaise en ut maj. » と記載しているが、ショパンのポロネーズでハ長調の曲はない。
Courras Sonate op. 81  Beethoven - - - - - les adieux  Beethoven Beethoven Les Adieux les adieux  Beethoven - - Adieux de Beethoven - Sonate  op. 81  Beethoven Beethoven Sonate Op.81a - Es - Leipzig, 1811 Sonate - - 1879/6/19 Marmontel
Mathias O'Kelly Beethoven, op. 27, no 2 en ut dièse min. - - - - - - Beethoven Finale de la sonate en do♯mineur Sonate en ut♯ de Beethoven - -
Sonate ut♯mineur Beethoven - Sonate en ut♯ Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis III (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1879/6/19 Mathias
Mathé Hummel, op. 81, Finale Hummel Sonate - - - - - Hummel Sonate en fa♯ mineur op. 81 Sonate Hummel fa♯ mineur finale - - Sonate Hummel - Finale  op. 81  Hummel Hummel Sonate 81 - fis - Vienne 1819 Sonate - - 1879/6/19 Mathias
Frène Hummel, op. 85  Finale Hummel Concerto - - - - - Hummel Finale du concerto du concerto en la mineur Concerto Hummel la mineur finale - -
Finale Aurore Beethoven - Finale  op. 85  Hummel Hummel Grand concerto 85 - a III (finale) Paris, 1823 Concerto - - 1879/6/19 Mathias
Chevillard Beethoven, op. 53  Beethoven sonate - - - - - Beethoven Finale de la sonate op. 53 Sonate Beethoven Aurore final - - Polonaise Chopin - Sonate op. 53 Beethoven Beethoven Sonate 53 - C III (finale) Vienne, 1805 Sonate - - 1879/6/19 Mathias
Adour Chopin op. 22, Polonaise   Chopin Polonaise - - - - Polonaise Chopin Chopin Polonaise Polonaise de Chopin (mi♭) - - - - Polonaise op. 22  Chopin Chopin Grande Polonaise Brillante précédée d'un Andante Spianato 22 - Es - Paris, 1836 Danse Polonaise - 1879/6/19 Mathias
Forter Chopin, op. 20, 1er Scherzo  si min.  Chopin Scherzo - - - - Scherzo Chopin Chopin 1er scherzo en si min. op. 20 Scherzo Chopin si mineur - - - - Scherzo  si min.  Chopin Chopin 1er Scherzo 20 - h - Paris, 1835 Scherzo - - 1879/6/19 MathiasFritsch - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1879/6/19 Mathias « rayé »
Ray Bach (J. S.)  Prélude de la 5e partita  - - - - - Prélude Bach Bach Prélude et Fugue (Sol) Prélude de Bach - - Prélude Bach -   J. S. Bach Bach 5e Partita - - G - [? avant 1720] Prélude - - 1879/6/19 Mathias
« Duvernoyは前奏曲とフーガを記録しているが、議事録、3名の試験官は前奏
曲を記録しているので第5パルティータの前奏曲と同定。 »- Bach Fugue - - - - - - - - - - - - Bach fugue - - - - - Fugue - - 1879/6/19 Mathias
Kaiser Mozart.  Concerto  Mozart Concerto - - - - - Mozart Concerto Concerto Mozart ut - - Concerto Mozart - Concerto Mozart Mozart Conceto - - - - - Concerto - - 1879/6/19 Mathias
Arone Ferrand Clementi  Étude du Gradus  Clementi Gradus - - - - Étude Clementi Clementi Étude du Gradus Étude Clementi - - Étude Clementi - Étude du Gradus  Clementi Clementi Gradus ad Parnassum - - - - 1816-26 Étude(s) - - 1879/6/19 Mathias
Bellenot Hummel  op. 89  Hummel concerto - - - - - Hummel concerto en si mineur Concerto Hummel - - Concerto Hummel si mineur - Sonate  op. 89  Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1879/6/19 Mathias
Saz Mendelssohn, op. 40,  2e concerto - - - - - Concerto Mendelssohn Mendelssohn concerto en ré mineur Concerto ré mineur Mendelssohn - -
Concerto Mendelssohn - 2e concerto Mendelssohn Mendelssohn 2e concerto 40 - d - Londres, 1838 Concerto - - 1879/6/19 Mathias
Vallejo Liszt, Fantaisie sur le songe d'une nuit d'été  Liszt fantaisie - - - - Liszt Fantaisie Liszt Fantaisie sur le songe d'une nuit d'été Fantaisie sur le songe Liszt - - Fantaisie Liszt - Fantaisie sur le songe d'une nuit d'été  Liszt Mendelssohn-Liszt
Concertparaphrase über Hochzeitsmarsch und Elfenreigen aus dem Sommernachtstraum - S 410 C - Leipzig, 1860 Arrangement - - 1879/6/19 Mathias
Le Couppey Blum 6e concerto de Herz Herz 6e concerto - - - - - Herz 6e concerto Concerto la mineur Herz - - - - - Herz 6e concerto 192 - a - 1858 (ms daté) Concerto - - 1879/6/19 Le CouppeyVacher-Gras Finale d'une sonate de Guiraud Guiraud Sonate - - - - - Guiraud (Finale d'une sonate de) Finale sonate Guiraud - - - - - Guiraud Sonate 1 - c IV Paris, 1857 Sonate - - 1879/6/19 Le CouppeyLévy Juliette Fantaisie de Chopin Chopin fantaisie - - - - - Chopin Fantaisie Fantaisie Chopin - - - - - Chopin Fantaisie - - - - - Fantaisie Fantaisie 1 - 1879/6/19 Le Couppey
Hunger Finale de Hummel en fa♯ min. [Sonate op. 81?] Hummel sonate - - - - Finale Hummel Hummel Sonate finalｌe de la sonate Sonate Hummel fa♯ mineur finale - - Sonate Hummel - - Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne 1819 Sonate - - 1879/6/19 Le CouppeyWassermann - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1879/6/19 Le Couppey « malade depuis un mois »
Collin Sonate de Beethoven op. 27  Beethoven sonate - - - - Beethoven Pathétique Sonate de Beethoven op. 27 Sonate ut♯ Beethoven - -
Finale ut♯Beethoven - - Beethoven Sonate 27-2 - cis - Vienne, 1802 Sonate - - 1879/6/19 Le Couppey
Sauzeyは « Pathétique » 
としているが、教授と二名の試験官は作品27または嬰ハ短調のソナタと記録している
ので作品27-2と同定。Mettetal - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1879/6/19 Le Couppey « gravement malade »
Steiger Finale  Mendelssohn Mendelssohn - - - - - Mendelssohn (Finale de) Concerto Mendelssohn Finale - -
Finale concerto Mendelssohn
- - Mendelssohn Concerto - - - - - Concerto - - 1879/6/19 Le Couppey
Moll Menuet de la 1re sonate de Chopin Chopin Scherzo - - - - Chopin Scherzo Chopin Scherzo de la 1re sonate Scherzo mi♭ mineur Chopin - -
Scherzo sonate Chopin - - Chopin 2e Sonate 35 - b II Paris, 1840 Sonate - - 1879/6/19 Le Couppey
Le Couppeyは « menuet » と記録しているが、他の4名は « Scherzo » 
と記録し、しかもそのうちのFissotは « mi mineur » と記録していることから 
作品35の第2楽章と同定。
Valbert Sonate de Chopin Chopin Sonate - - - - - Chopin (Sonate de) Sonate Chopin si mineur - -
Sonate Chopin si mineur - - Chopin Sonate - - - - - Sonate - - 1879/6/19 Le Couppey
Blanchard 1er concerto en Chopin Chopin 1er concerto - - - - - Chopin 1er concerto 1er conceto - - Concerto mi mineur Chopin - - Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1879/6/19 Le Couppey
Larousse Lavillette Kreisleriana de Schumann - - - - - - Schumann Kreisleriana 1er Kreisleriana Schumann - - Kreisleriana Schumann - - Schumann Kreisleriana: Fantasien 16 - d I 1838 Morceaux caractéristiques - - 1879/6/19 Le Couppey
Bardout Finale de Hummel op. 13 - - - - - Hummel Finale Hummel  Finale de la sonate op. 13 Finale de la sonate mi♭ Hummel - -
Finale sonate Hummel - - Hummel Grande sonate 13 - Es III (finale) Paris, ca 1811 Sonate - - 1879/6/19 Le Couppey
Kryzanowska Finale de Beethoven op. 2 Beethoven sonate finale - - - - Finale Beethoven Beethoven Finale de la sonate en fa min. op. 2 Finale de la 1re sonate Beethoven - - Sonate Beethoven - - Beethoven Sonate 2-1 - f - Vienne, 1798 Sonate - - 1879/6/19 Le Couppey
Turpin Étude sur Freyschütz, par S. Heller Heller Étude sur Freyschütz - - - - Heller  Freyschütz Heller Étude sur Freyschütz Étude sur Freyschütz St. Heller - - Freyschütz Heller - - Heller Études sur Freyschütz de Weber 127 - c III Paris, 1871 Étude(s) - - 1879/6/19 Le Couppey
Delaborde Welsch Menuet Bizet (transcription Delaborde)  - - - - - - Bizet Menuet de l'Arlésienne Menuet d'Arlésienne Bizet transcrit par Delaborde - -
Menuet Arlésienne Bizet - Menuet d'Arlésienne Bizet 
Bizet-Delaborde Menuet de L'Arlésienne de Georges Bizet - - c - Paris, 1873 Arrangement - - 1879/6/19 Le Couppey
Haincelain Finale Weber Weber finale - - - - - Weber Finale de la sonate Finale sonate en ré Weber - -
Finale sonate ré mineur Weber
- Finale sonate en ré Weber Weber 3e Sonate 49 - d III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1879/6/19 Le Couppey
Maillschon All.o  Weber Weber sonate - - - - Finale Weber Weber (sonate de) Sonate de Weber la♭ - - Sonate la♭ Weber - Sonate la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1879/6/19 Le Couppey
Cuvelier Polonaise  Chopin Chopin Polonaise - - - - Polonaise Chopin Chopin Polonaise Polonaise　Chopin mi♭ - - Polonaise Chopin - Polonaise mi♭ Chopin Chopin Polonaise - - - - - Danse Polonaise - 1879/6/19 Le Couppey
Lizeray C.to  Herz - - - - - - Herz 5e concerto Concerto de Herz-fa mineur - - Concerto Herz - Concerto fa min.  H. Herz Herz 5e concerto 180 - f - 1854 Concerto - - 1879/6/19 Le Couppey
Kin C.to Chopin - - - - - Concerto Chopin Chopin Concerto en mi mineur Concerto mi mineur Chopin - - 1er concerto Chopin - Concerto mi min.  Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1879/6/19 Le Couppey
Habert C.to Mendelssohn - - - - - - Mendelssohn  Concerto en sol mineur 1er morceau du concerto en sol mineur Mendelssohn - -
Concerto Mendelssohn - 1er morceau Concerto sol min.   Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g I Londres, 1832 Concerto - - 1879/6/19 Le Couppey
Picard  C.to  Chopin - - - - - Concerto Chopin Chopin Concerto mi mineur 1er concerto Chopin mi mineur - - 1er concerto Chopin - Concerto mi mineur  Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1879/6/19 Le Couppey
Baudéan -  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1879/6/19 Le Couppey AJ 37/206-2 : « malade »
Garcia  C.to  Mendelssohn - - - - - Concerto Mendelssohn Mendelssohn Concerto sol mineur
1er morceau concerto Mendelssohn sol mineur - -
Concerto Mendelssohn - Concerto sol min.  Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g I Londres, 1832 Concerto - - 1879/6/19 Le Couppey
Lefour All.o  Chopin Chopin Allegro de concert - - - - - Chopin Allegro de concert Allegro de concert Chopin - -
Allegro de concert Chopin - Allegro de concert  Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1879/6/19 Le Couppey
Alquié Finale  Hummel - - - - - - Hummel Hummel finale sonate fa♯ mineur - - - - - Hummel - - - - finale - Sonate - - 1879/6/19 Le Couppey
Lefrançois  C.to   Chopin Chopin Concerto - - - - Concerto Chopin Chopin 2e concerto fa min. Concerto Chopin fa mineur - - 2e concerto Chopin - Concerto fa min.  Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1879/6/19 Le Couppey
Massart Rousseau Longwelt op. 106 Sonate  si bémol  Beethoven Beethoven sonate si♭ 106 - - - - - Beethoven  Sonate Sonate si♭ op. 106 Beethoven - - - - - Beethoven Sonate 106 - B - Vienne, 1819 Sonate - - 1879/6/19 Massart
Chrétien Nocturne ut mineur  Chopin Chopin nocturne - - - - Nocturne Chopin Chopin Nocturne Nocturne ut mineur Chopin - - - - - Chopin Nocturne 48 - c I Paris, 1841 Morceaux caractéristiques Nocturne - 1879/6/19 Massart
Chandelier Le carnaval  Schumann Schumann Carnaval - - - - Carnaval Schumann Schumann le carnaval Carnaval Schumann - - - - Carnaval Schumann Schumann Carnaval - - - - - Morceaux caractéristiques - - 1879/6/19 Massart
Cœur Études symphoniques  Schumann - - - - - Variations Schumann Schumann Études symphoniques Études symphoniques Schmann - - - - Études symphoniques Schumann Schumann 12 Études symphoniques 13 - cis-Des - 1837 Variations - - 1879/6/19 Massart
François Ballade sol mineur  Chopin - - - - - Ballade Chopin Chopin Ballade en sol mineur - - - - - Ballade  Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1879/6/19 Massart
Prestat 2e sonate sol mineur  Schumann - - - - - Sonate Schumann Schumann sonate en sol mineur sol mineur sonate Schumann - - - - Sonate Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g III 1839 Sonate - - 1879/6/19 Massart
Ramat marie All.o op.46  Chopin Chopin Allegro de concert - - - - Allegro de concert Chopin - Allegro de concert Chopin - - - - Allegro concert op. 46  Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1879/6/19 MassartLebrun Sonate en la bémol  Weber Weber sonate op. 39 - - - - - - Sonate la♭ Weber - - - - Sonate la♭ op. 39  Weber Weber 2e Sonate 39 - As - Berlin, 1816 Sonate - - 1879/6/19 Massart
Gérin op. 111 Sonate   Beethoven Beethoven sonate 111 - - - - Sonate Beethoven - Sonate de Beethoven ut mineur op. 111 - - - - Sonate op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c II (finale) Paris, 1823 Sonate - - 1879/6/19 Massart
Adolphi Concerto mi mineur  Chopin Chopin concerto 1er - - - - - - Concerto mi mineur Chopin - - - - Concerto mi mineur  Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1879/6/19 Massart
Levasseur Final ut♯ mineur  Beethoven - - - - - - - Sonate ut♯mineur Beethoven - - - - Finale ut♯ mineur  Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis - Vienne, 1802 Sonate - - 1879/6/19 Massart
Mesnage Scherzo si bémol  Chopin - - - - - - - Scherzo si♭ mineur Chopin - - - - Scherzo si♭  Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1879/6/19 Massart
Dufresne Concerto sol mineur  Saint-Saëns Saint-Saëns Concerto sol mineur - - - - - - Concerto sol mineur Saint-Saёns - - - - Concerto sol min.  Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g - 1868 Concerto - - 1879/6/19 Massart
Arbeau Sonate si mineur  Chopin Chopin sonate si mineur - - - - - - Sonate si mineur Chopin - - - - Sonate Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1879/6/19 Massart1879-1880 1880/1/30 Marmontel Braud Fugue de Bach Bach Fugue - - - - - Bach Fugue - - - - - Fugue l'orgue  arrangé par Liszt  Bach Bach-Liszt Sechs Präludien und Fugen für die Orgel - S 462 - - Leipzig, 1852 Arrangement - - 1880/1/30 Marmontel
René Finale de Schumann Schumann finale du Carnaval de Vienne - - - - - Schumann finale du Carnaval de Vienne - - - - - Finale sonate  Schumann Schumann Carnaval de Vienne 26 - B V (finale) 1841 Morceaux caractéristiques - - 1880/1/30 Marmontel 議事録はソナタのフィナーレを記録しているが、2名の試験官は《ウィーンの謝肉祭》のフィナーレを記録しているので《ウィーンの謝肉祭》と同定。Landry Fantaisie de Chopin Chopin fantaisie - - - - - Chopin Fantaisie - - - - - Fantaisie   Chopin Chopin Fantaisie - - - - - Fantaisie Fantaisie 1 - 1880/1/30 MarmontelRoger Concerto de Chopin - - - - - - - - - - - - - Chopin Concerto - - - - - Concerto - 欠 1880/1/30 Marmontel « malade »Grand Jany Sonate de Beethoven - - - - - - - - - - - - - Beethoven Sonate - - - - - Sonate - 欠 1880/1/30 Marmontel « malade »Mesquita Sonate d'étude  Czerny Czerny sonate - - - - - Czerny Sonate - - - - - Sonate d'étude  Czerny Czerny Grande sonate d'étude 268 - B - Paris, 1834/35 Sonate - - 1880/1/30 Marmontel
Vidal Concerto de Beethoven Beethoven Concerto - - - - Concerto ut mineur Beethoven Beethoven concerto de - - - - - Concerto ut min.  Beethoven Beethoven 3e Concerto 37 - c - Vienne, 1804 Concerto - - 1880/1/30 Marmontel
Lefebvre Finale de Weber Weber finale sonate - - - - - Weber finale d'une sonate - - - - - Finale sonate  Weber Weber Sonate - - - finale - Sonate - - 1880/1/30 MarmontelCourras Finale de Hummel Hummel sonate - - - - - Hummel finale de la sonate op. 81 - - - - - Finale sonate op. 81 Hummel Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne 1819 Sonate - - 1880/1/30 MarmontelBan   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1880/1/30 Marmontel « malade depuis un mois »Chansarel Allegro de Schulhoff Schulhoff Allegro - - - - - Schulhoff Allegro brillant op. 1 - - - - - Allegro  Schulhoff Schulhoff Allegro brillant en forme de sonate 1 - a - Paris, 1845 Allegro-Sonate - - 1880/1/30 Marmontel
Leroux Sonate op.53  Beethoven Beethoven L'Aurore - - - - l'Aurore Beethoven Beethoven Sonate (l'Aurore) - - - - - Sonate op. 53  Beethoven Beethoven Sonate 53 - C - Vienne, 1805 Sonate - - 1880/1/30 Marmontel
Rigaud Sonate de Beethoven Beethoven sonate - - - - - Beethoven finale de la sonate en ut♯ mineur - - - - - Sonate op. 53  Beethoven Beethoven Sonate 53 - C III (finale) Vienne, 1805 Sonate - - 1880/1/30 MarmontelMathias (Fissot) Mathé - Beethoven sonate - - - - Beethoven ut♯mineur Beethoven sonate en ré mineur - - - - - Sonate Beethoven Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1880/1/30 Mathias (Fissot)Frène - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1880/1/30 Mathias (Fissot) AJ 37/206-2 : « malade »Chevillard - Chopin sonate - - - - Sonate Chopin Chopin sonate - - - - - Sonate Chopin Chopin Sonate - - - - - Sonate - - 1880/1/30 Mathias (Fissot)Adour - Schubert sonate - - - - - Schubert sonate de - - - - - Sonate Schubert Schubert Sonate - - - - - Sonate - - 1880/1/30 Mathias (Fissot)Forter - Beethoven sonate - - - - - Beethoven sonate op. 111 - - - - - Sonate Beethoven Beethoven Sonate 111 - c - Paris, 1823 Sonate - - 1880/1/30 Mathias (Fissot)Ray - Schumann sonate - - - - - Schumann sonate de - - - - - Sonate  Schumann Schumann Sonate - - - - - Sonate - - 1880/1/30 Mathias (Fissot) « malade »Kaiser - Heller sonate - - - - - Heller 3e sonate de - - - - - 3e sonate  Heller Heller 3e Sonate 88 - C I Paris, 1856 Sonate - - 1880/1/30 Mathias (Fissot)Bellenot - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1880/1/30 Mathias (Fissot) AJ 37/159-4 : « démissionnaire 28 janvier »
Vallejo - - - - - - Variations Beethoven Beethoven 32 variations - - - - - Variations  Beethoven Beethoven 32 Variationen über ein eigenes Thema  - WoO.80 c - Vienne, 1807 Variations - - 1880/1/30 Mathias (Fissot)
Arone Armand - Mendelssohn Caprice - - - - - Mendelssohn caprice de - - - - - Rondo caprice  Mendelssohn Mendelssohn Rondo capriccioso 14 - E - Londres, 1830 Rondo - - 1880/1/30 Mathias (Fissot)
Calado - Hummel sonate - - - - - - - - - - - Sonate op. 81  Hummel Hummel Sonate 81 - fis - Vienne 1819 Sonate - - 1880/1/30 Mathias (Fissot)
Phillipp - Schumann Carnaval de Vienne - - - - Schumann Carnaval Schumann finale du Carnaval de Vienne - - - - - Carnaval de Vienne  Schumann Schumann Carnaval de Vienne 26 - B V (finale) 1841 Morceaux caractéristiques - - 1880/1/30 Mathias (Fissot)
Le Couppey Blum Marguerite - Schumann sonate - - - - - Schumann (sonate de) Sonate sol mineur de Schumann - - - - Sonate sol mineur  Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1880/1/30 Le Couppey
Vacher-Gras - Couperin - - - - Couperin Couperin La favorite Couperin La favorite - - - - La favorite  Couperin Couperin 1er livre de pièces de clavecin, 3e ordre - - c III-13 Paris,  1713 Morceaux caractéristiques Pièces de clavecin - 1880/1/30 Le Couppey
- Schumann - - - - Schumann Schumann Pièce romantique Schumann Pièce romantique - - - - Pièce romantique Schumann Phantasiestüke (Pièces romantiques) 12 - f V 1838 Morceaux caractéristiques - - 1880/1/30 Le Couppey
Lévy Juliette - Chopin Ballade de - - - - Concerto Chopin Chopin concerto en mi mineur Concerto en mi mineur Chopin - - - - Concecrto mi min. Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1880/1/30 Le Couppey
Hunger - Chopin scherzo - - - - Ballade Chopin Chopin Ballade Ballade sol mineur Chopin - - - - Ballade op. 23  Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1880/1/30 Le Couppey
Wassermann - - - - - - Pensée Schumann Schumann Pourquoi Pourquoi Schuann - - - - Pourquoi?  Schumann Schumann Phantasiestüke 12 - Des III 1838 Morceaux caractéristiques - - 1880/1/30 Le Couppey- - - - - - Étude Chopin Saint-Saëns Étude Saint-Saëns Étude - - - - Étude  St Saëns Saint-Saëns Six études 52 - - - 1877 Étude(s) - - 1880/1/30 Le CouppeyCollin - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1880/1/30 Le Couppey « malade »
Mettetal - Bach fugue et prélude fa♯majeur - - - - - - - - - - - Fugue fa♯ maj.   S. Bach Bach Préludes - - Fis - - Prélude - - 1880/1/30 Le Couppey
- Bach fugue et prélude fa♯majeur - - - - Fugue Bach Bach Fugue de Fugue fa♯ maj. Bach - - - - - Bach fugue - - Fis - - Fugue - - 1880/1/30 Le Couppey
Steiger - Chopin Scherzo - - - - fragment Chopin Chopin fragment de Scherzo si♭min. Scherzo si♭min. Chopin - - - - Scherzo si♭min.  Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1880/1/30 Le Couppey
Valbert - Mendelssohn Caprice - - - - Capriccio Mendelssohn fragment du Capriccio op. 22 Capriccio Mendelssohn op. 22 - - - - Capriccio (22)  Mendelssohn Mendelssohn Capriccio brillant 22 - h - Londres, 1832 Concertino - - 1880/1/30 Le Couppey
Larousse Lavillette - Bach Concerto - - - - Concerto italien Bach Bach Concerto italien concerto italien Bach - - - - Concerto italien  J. S. Bach Bach Concerto italien - BWV 971 F - Leipzig, 1735 Concerto Solo Concerto - 1880/1/30 Le Couppey
Bardout - Chopin prélude si♭ mineur - - - - Prélude Chopin Chopin Prélude si♭ mineur Prélude si♭ min. Chopin - - - - Prélude si♭ min. Chopin Chopin Préludes 28 - b XVI Paris, 1839 Prélude - - 1880/1/30 Le Couppey
Krzyzanowska - Bach Prélude - - - - Prélude Bach S. Bach Prélude sol mineur Prélude ré mineur Bach - - - - Prélude ré mineur  S.  Bach Bach Prélude - - d - - Prélude - - 1880/1/30 Le Couppey Duvernoyはト短調を記録しているが、議事録はニ短調を記録しているので調性はニ短
調と同定。 
Turpin - Chopin Scherzo - - - - fragment Chopin Chopin fragment de Scherzo Scherzo si♭ mineur Chopin - - - - Scherzo si♭ min.　Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1880/1/30 Le Couppey
de Rossignol - Beethoven sonate si♭ - - - - - Beethoven Sonate si♭ Beethoven Sonate si♭ maj. - - - - Sonate si♭ Beethoven Beethoven Sonate - - B - - Sonate - - 1880/1/30 Le CouppeyHulbard - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1880/1/30 Le Couppey « malade »
Duprez - Beethoven Menuet sonate - - - - Menuet de Beethoven Beethoven menuet de la sonate en si♭ Menuet si♭ Beethoven (sonate op. 22) - - - - Menuet  op. 22 Beethoven Beethoven Sonate 22 - B III Leipzig, 1802 Sonate - - 1880/1/30 Le Couppey
Faraut - Paradies Toccata - - - - Toccata Paradies Paradies Toccata  de Toccata Paradies - - - - Toccata  Paradies Paradies Toccata - - - - - Toccata Toccata (baroque) - 1880/1/30 Le CouppeyPrat - S. Bach Allemande - - - - - Séb. Bach Allemande Allemande Bach - - - - Allemande  S. Bach Bach Allemande - - - - - Danse Danse (baroque) - 1880/1/30 Le Couppey
Delaborde Welsch 4e Ballade de Chopin Chopin Ballade - - - - - Chopin (4e Ballade de) op. 22 Ballade fa mineur Chopin - - - - 4e ballade  Chopin Chopin 4e Ballade 52 - f - Paris, 1843 Ballade - - 1880/1/30 Delaborde
Haincelain Op. 106 de Beethoven Beethoven 106 - - - - - Beethoven op. 106 Sonate op. 106 Beethoven 1er morceau - - - - Sonate op. 106 Beethoven Beethoven Sonate 106 - B I Vienne, 1819 Sonate - - 1880/1/30 Delaborde
Cuvelier Concerto  Hummel Hummel concerto - - - - - Hummel Finale du concerto en si mineur Concerto Hummel si mineur finale - - - - Concerto Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h III (finale) Paris, ca 1822 Concerto - - 1880/1/30 Delaborde
Kin Concerto  Hummel Hummel concerto - - - - - Hummel 1er solo du concerto en si mineur 1er morceau concerto si mineur Hummel - - - - Concerto Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h I Paris, ca 1822 Concerto - - 1880/1/30 Delaborde
Habert Cto Chopin Chopin 1er concerto - - - - - Chopin concerto en mi mineur Chopin concerto mi mineur - - - - Concerto Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1880/1/30 Delaborde
Picard Sonate Hummel Hummel sonate - - - - - Hummel sonate en fa♯ mineur op. 81 1er morceau 1er morceau sonate Hummel fa♯ mineur - - - - Sonate Hummel Hummel Sonate 81 - fis I Vienne 1819 Sonate - - 1880/1/30 DelabordeBaudéan - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1880/1/30 Delaborde AJ 37/206-1には名前記載なし。
Garcia Polonaise de Chopin Chopin Polonaise - - - - Polonaise Chopin Chopin Polonaise Polonaise mi♭ Chopin - - - - Polonaise Chopin Chopin Polonaise - - - - - Danse Polonaise - 1880/1/30 Delaborde
Lefort 2de sonate  Schubert Schubert sonate - - - - Sonate Schumann Schubert (Sonate de) Sonate ré majeur Schubert - - - - 2e sonate Schubert Schubert Sonate 53 D 850 D - 1826 Sonate - - 1880/1/30 Delaborde
Alquié Allegro de concert  Chopin Chopin Allegro de concert - - - - Concerto de Chopin Chopin Allegro de concert Allegro de concert Chopin - - - - Allegro de concert Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1880/1/30 Delaborde
Lefrançois C.to de  Saint-Saëns Saint-Saëns concerto - - - - - Saint-Saëns Concerto Concerto sol mineur Saint-Saëns - - - - Concerto sol min. St Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g - 1868 Concerto - - 1880/1/30 Delaborde
Goodwin Finale de la 2de sonate  Chopin Chopin sonate - - - - - Chopin finale de la 2de sonate Sonate Chopin finale (si mineur) - - - - Finale 2e sonate Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b - Paris, 1840 Sonate - - 1880/1/30 Delaborde
Texte Concerto fa min.  Chopin Chopin concerto fa mineur - - - - Concerto Chopin Chopin le concerto en fa mineur Concerto Chopin fa mineur - - - - Concerto fa mineur Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1880/1/30 Delaborde
Kyriakoff 2de sonate  Schumann Schumann sonate - - - - - Schumann 2e sonate Sonate sol mineur Schumann - - - - 2e sonate Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1880/1/30 Delaborde
Morlat rondo  Mendelssohn Mendelssohn Rondo - - - - - Mendelssohn Rondo capriccioso Rondo capriccioso Mendelssohn - - - - Rondo capriccioso Mendelssohn Mendelssohn Rondo capriccioso 14 - E - Londres, 1830 Rondo - - 1880/1/30 DelabordeChappe finale  Hummel - - - - - - Hummel (sonate finale d'un) finale Hummel - - - - Finale sonate en ré maj.  Hummel Hummel Sonate 106 - D IV (finale) Vienne 1825 Sonate - - 1880/1/30 Delaborde
Thierry Hélène finale  Hummel Hummel sonate en fa♯ mineur - - - - - Hummel sonate en fa♯ mineur Sonate fa♯ mineur Hummel 1er morceau - - - - Finale  sonate Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne 1819 Sonate - - 1880/1/30 Delaborde
Massart Rousseau Longwelt Fantaisie fa min.  op. 49  Chopin Chopin fantaisie - - - - - Chopin Fantaisie Fantaisie Chopin - - - - Fantaisie fa min.  op. 49  Chopin Chopin Fantaisie 49 - f/As - Paris, 1841 Fantaisie Fantaisie 1 - 1880/1/30 Massart
Chrétien - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1880/1/30 Massart « rayée »
François Le roi des Aulnes transcrit par Herz - - - - - - Roi des Aulnes de F Schubert transcrit par Liszt Le roi des Aulnes de F. Liszt - - - - Le roi des Aulnes transcrit par Liszt Schubert-Liszt 12 Mélodies de François Schubert - S 558 g III Paris, ca 1837 Arrangement - - 1880/1/30 MassartPrestat - Schubert fantaisie - - - - - Fantasie en ut - - - - - - Schubert Fantaisie 15 D 760 C - 1823 Fantaisie Fantaisie 1 - 1880/1/30 Massart
Ramat marie Ballade en sol   Chopin Chopin Ballade - - - - Ballade Chopin - Ballade sol mineur Chopin - - - - Ballade en sol   Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1880/1/30 MassartGérin Finale de la Sonate en fa# Hummel Hummel finale fa♯ - - - - - - - - - - - - Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne 1819 Sonate - - 1880/1/30 Massart
Adolphi Sonate la♭Weber Weber sonate la♭ - - - - Sonate Weber - Sonate  la♭Weber 1er morceau - - - - Sonate la♭Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1880/1/30 Massart
Levasseur Concerto la♭ Hummel Hummel concerto la♭ - - - - - - Concerto la♭ Hummel - - - - Concerto la♭ Hummel Hummel Grand concerto 113 - As - Paris, 1831 Concerto - - 1880/1/30 Massart
Mesnage Rondo la mineur Mozart Rondo la min. Mozart - - - - Sonate Mozart - Rondo la mineur Mozart - - - - Rondo la mineur Mozart Mozart Rondo - - - - - 同定不可 - - 1880/1/30 Massart
Dufresne Sonate op. 111 Beethoven Sonate op. 111 Beethoven - - - - 111 Beethoven - Sonate ut mineur op. 111 Beethoven - - - - Sonate ut mineur op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c - Paris, 1823 Sonate - - 1880/1/30 Massart
Luziani Concerto fa mineur Chopin concerto fa min.  Chopin - - - - fa mineur Chopin - Concerto fa mineur Chopin - - - - Concerto fa mineur Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1880/1/30 Massart
Grimal Scherzo si bémol Chopin Scherzo si♭ min.  Chopin - - - - - - Scherzo Chopin si♭ mineur - - - - Scherzo Chopin si♭ mineur Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1880/1/30 Massart
Soupe Polonaise ut♯ mineur Polonaise en do♯ Chopin  - - - - Polonaise Chopin - Polonaise ut♯ mineur - - - - Polonaise ut♯ mineur Chopin Polonaise 26 - cis I Paris, 1836 Danse Polonaise - 1880/1/30 Massart
Martyu Ballade en, la b. Chopin Chopin la♭ Ballade - - - - Ballade Chopin - Ballade Chopin (la♭) - - - - Ballade Chopin (la♭) Chopin 3e Ballade 47 - As - Paris, 1841 Ballade - - 1880/1/30 Massart
Talfumier Sonate ré min. .Beethove Sonate ré sonate Beethoven - - - - - - Sonate ré mineur.Beethove 1er morceau - - - - Sonate ré mineur.Beethoven 1er morceau Beethoven Sonate 31-2 - d I Zurich, 1803 Sonate - - 1880/1/30 Massart
de Monvel Sonate fa min.  Beethoven Sonate fa mineur Beethoven - - - - - - Sonate fa mineur Beethoven - - - - Sonate fa mineur Beethoven Beethoven Sonate - - f - - Sonate - - 1880/1/30 Massart
Dubois Impromptu b.  Chopin Impromptu la♭　Chopin - - - - Impromptu Chopin - Impromptu la♭ Chopin - - - - impromptu la♭ Chopin Chopin Impromptu 29 - As - Paris, 1837 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1880/1/30 Massart1879-1880 1880/6 /23 Marmontel Braud 3e Ballade de Chopin - - - - - Ballade Chopin 3e Ballade Chopin - - - - - 3e Ballade　　Chopin Chopin 3e Ballade 47 - As - Paris, 1841 Ballade - - 1880/6 /23 MarmontelRené Fugue de J. S. Bach - - - - - Fugue Bach Bach Fugue - - - - - Fugue  J. S. Bach Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1880/6 /23 MarmontelLandry Rondeau de Weber - - - - - Finale Weber Weber finale d'une sonate de - - - - - Rondeau   Weber Weber Sonate - - - finale - Sonate - - 1880/6 /23 Marmontel
Roger Comcerto fa m.  Chopin Chopin 2e concerto - - - - 2d concerto de Chopin - - - - - - Comcerto fa min.  Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1880/6 /23 MarmontelGrand Jany Finale de sonate  H. Herz Herz sonate - - - - sonate Herz Herz 3e sonate finale de - - - - - Finale sonate  H. Herz Herz Grande sonate di bravura 200 - Es III (finale) 1861 Sonate - - 1880/6 /23 MarmontelMesquita Scherzo de Stp. Heller - - - - - - Heller scherzo op.  24 - - - - - Scherzo [op. 24]  St. Heller Heller Scherzo 24 - D - Paris, 1841 Scherzo - - 1880/6 /23 MarmontelVidal Sonate en ré min. Beethoven - - - - - Op. 31 Beethoven Beethoven sonate op. 31 - - - - - Sonate ré min.  Beethoven Beethoven Sonate 31-2 - d - Zurich, 1803 Sonate - - 1880/6 /23 Marmontel
Lefebvre Fugue de Mendelssohn Mendelssohn Fugue - - - - Fugue Mendelssohn Mendelssohn Fugue de - - - - - Fugue  Mendelssohn Mendelssohn Fugue - - - - - Fugue - - 1880/6 /23 Marmontel
Courras Fugue  Mendelssohn Mendelssohn Fugue - - - - Fugue Mendelssohn Mendelssohn Fugue de - - - - - Fugue  Mendelssohn Mendelssohn Fugue - - - - - Fugue - - 1880/6 /23 Marmontel
Pièce caractéristique - - - - - - - - - - - - - Mendelssohn - - - - - - Morceaux caractéristiques - - 1880/6 /23 MarmontelBan Sonate en, sol min. Schumann Schumann sonate - - - - - Schumann sonate - - - - - Sonate sol  Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1880/6 /23 Marmontel
Chansarel Caprice en la min.  Mendelssohn Mendelssohn caprice - - - - Caprice Mendelssohn Mendelssohn caprice - - - - - Caprice la min.  Mendelssohn Mendelssohn Caprice - - a - - Caprice - - 1880/6 /23 Marmontel
Leroux Concerto de Mendelssohn Mendelssohn concerto - - - - - Mendelssohn concerto - - - - - Concerto  Mendelssohn Mendelssohn Concerto - - - - - Concerto - - 1880/6 /23 Marmontel
Rigaud Caprice op. 22  Mendelssohn Mendelssohn caprice - - - - Caprice Mendelssohn Mendelssohn caprice - - - - - Caprice op. 22  Mendelssohn Mendelssohn Capriccio brillant 22 - h - Londres, 1832 Concertino - - 1880/6 /23 MarmontelMathias Mathé - - - - - - Beethoven Beethoven  no 21 - - - - - Sonate  Beethoven Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1880/6 /23 MathiasFrène - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1880/6 /23 Mathias « démissionnaire »
Chevillard - Chopin sonate - - - - Mendelssohn - - - - - - Sonate  Chopin Chopin Sonate - - - - - Sonate - - 1880/6 /23 Mathias Fissotは « Mendelssohn » と記録しているが、Thomasと議事録はショパンの « Sonate » 
と記載しているので、ショパンのソナタと同定した。Adour - - - - - - Étude Liszt Liszt Étude - - - - - Étude sur le Carnaval  Liszt Liszt - - - - - - 同定不可 - - 1880/6 /23 Mathias
Forter - Beethoven sonate - - - - Sonate Beethoven Beethoven Sonate - - - - - Sonate op. 111  Beethoven Beethoven Sonate 111 - c - Paris, 1823 Sonate - - 1880/6 /23 Mathias
Ray - Schumann - - - - - - - - - - - Pièce caractéristique  Schumann Schumann - - - - - - Sonate - - 1880/6 /23 Mathias
Kaiser - Weber sonate - - - - Sonate Weber Weber sonate - - - - - Concerto sol min.  Mocheles Weber Sonate - - - - - Sonate - - 1880/6 /23 Mathias 議事録はモシェレスの協奏曲を記録しているが、3名の試験官はウェーバーのソナタを
記録しているので、ウェーバーのソナタと同定。
Vallejo - Schumann sonate - - - - Toccata Schumann Schumann Toccata - - - - - Toccata  Schumann Schumann Toccata 7 - C - 1834 Toccata - - 1880/6 /23 Mathias Thomasはシューマンのソナタを記録しているが、議事録と2名の試験官はトッカータを
記録しているのでトッカータ 作品7と同定。
Arone Armand - Moscheles concerto - - - - Conceto de Moscheles Moscheles  Concerto en sol mineur - - - - - Sonate Weber Moscheles 3e concerto 60 - g - [1820] Concerto - - 1880/6 /23 Mathias 議事録は、ウェーバーのソナタを記録しているが、3名の試験官はモシェレスの協奏曲を記録しているので、モシェレスの協奏曲と同定。Calado - Chopin polonaise - - - - - Chopin Polonaise - - - - - Polonaise  Chopin Chopin Polonaise - - - - Paris, 1836 Danse Polonaise - 1880/6 /23 MathiasPhillipp - Weber sonate - - - - Sonate Weber Weber (sonate de) - - - - - Sonate  Weber Weber Sonate - - - finale - Sonate - - 1880/6 /23 Mathias
Le Couppey Blum Marguerite - Chopin Ballade - - - - - Chopin Ballade - - - Ballade Chopin - - Chopin Ballade - - - - - Ballade - - 1880/6 /23 Le Couppey « Cette élève apporte 40 morceaux à l'exécution. »
Vacher-Gras Chopin Allegro de concert - - - - - - Chopin Allegro de concert - - - Allegro Chopin - Allegro de concert  Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1880/6 /23 Le Couppey
Lévy Juliette Mendelssohn op. 22 Capriccio  - - - - - Caprice Mendelssohn Mendelssohn la Capriccio - - -
Caprice Mendelssohn - Capriccio op. 22  Mendelssohn Mendelssohn Capriccio brillant 22 - h - Londres, 1832 Concertino - - 1880/6 /23 Le Couppey
Hunger Chopin 1er concerto  Chopin concerto - - - - Concerto Chopin Chopin concerto en mi mineur - - - 1er concerto Chopin - 1er concerto Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1880/6 /23 Le Couppey
Wassermann Chopin   3e Ballade  Chopin Ballade - - - - - Chopin 3e Ballade - - - 3e Ballade Chopin - 3e Ballade  Chopin Chopin 3e Ballade 47 - As - Paris, 1841 Ballade - - 1880/6 /23 Le Couppey
Collin Seb. Bach  Six fugues - - - - - fugue de Bach Fugue Bach - - - Fugue de Bach - Fugue  Bach Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1880/6 /23 Le Couppey « par cœur »- - - - - - - - - - - - - - Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1880/6 /23 Le Couppey- - - - - - - - - - - - - - Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1880/6 /23 Le Couppey- - - - - - - - - - - - - - Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1880/6 /23 Le Couppey- - - - - - - - - - - - - - Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1880/6 /23 Le Couppey- - - - - - - - - - - - - - Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1880/6 /23 Le Couppey
Mettetal Chopin  24 préludes  Chopin-Prélude - - - - Prélude Chopin Préludes de Chopin - - - Prélude Chopin - Prélude  Chopin Chopin Préludes - - - - - Prélude - - 1880/6 /23 Le Couppey « par cœur »
Steiger Chopin  Sonate en si min.  Chopin sonate - - - - si mineur Chopin Chopin Sonate - - - Sonate si mineur Chopin - Sonate si min.  Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1880/6 /23 Le CouppeyValbert Chopin  Concerto en mi min.  Chopin 1er concerto - - - - - Chopin concerto en mi mineur - - - - - Concerto mi min.  Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1880/6 /23 Le Couppey « par cœur »Six fugues - - - - - - - - - - - - - 同定不可 Fugue - - - - - Fugue - - 1880/6 /23 Le Couppey « par cœur »- - - - - - - - - - - - - - 同定不可 Fugue - - - - - Fugue - - 1880/6 /23 Le Couppey- - - - - - - - - - - - - - 同定不可 Fugue - - - - - Fugue - - 1880/6 /23 Le Couppey- - - - - - - - - - - - - - 同定不可 Fugue - - - - - Fugue - - 1880/6 /23 Le Couppey- - - - - - - - - - - - - - 同定不可 Fugue - - - - - Fugue - - 1880/6 /23 Le Couppey- - - - - - - - - - - - - - 同定不可 Fugue - - - - - Fugue - - 1880/6 /23 Le Couppey
Larousse Lavillette - Hummel concerto si mineur - - - - Si mineur Hummel Hummel fragment du concerto en si mineur - - -
Le concerto en si mineur de Hummel - Concerto si min. Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1880/6 /23 Le Couppey
Bardout - Hummel concerto si mineur - - - - - Hummel fragment du concerto en si mineur - - -
Le concerto en si mineur de Hummel - Concerto si min. Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1880/6 /23 Le CouppeyKrzyzanowska - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1880/6 /23 Le Couppey AJ 37/206-3 : « malade »
Turpin Chopin  Sonate en si min.  Chopin sonate - - - - - Chopin sonate en si mineur - - - Sonate si mineur Chopin - Sonate si mineur Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1880/6 /23 Le Couppey
de Rossignol - Chopin sonate - - - - - Hummel fragment du concerto en si mineur - - -
Le concerto en si mineur de Hummel - Concerto si min. Hummel Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1880/6 /23 Le Couppey Duvernoyと議事録がフンメルと記録しているので、Thomasの記録は誤記と解した。 
Duprez - Chopin sonate - - - - - - - - - Le concerto en si mineur de Hummel - Concerto si min. Hummel Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1880/6 /23 Le Couppey
Hulbard - Chopin sonate - - - - - Hummel fragment du concerto en si mineur - - -
Le concerto en si mineur de Hummel - Concerto si min. Hummel Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1880/6 /23 Le Couppey
Faraut - Chopin sonate - - - - - Hummel fragment du concerto en si mineur - - -
Le concerto en si mineur de Hummel - Concerto si min. Hummel Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1880/6 /23 Le Couppey
Prat - Chopin sonate - - - - - Hummel fragment du concerto en si mineur - - -
Le concerto en si mineur de Hummel - Concerto si min. Hummel Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1880/6 /23 Le Couppey
Delaborde Welsch 1er scherzo de Chopin Chopin scherzo - - - - - Chopin 1er Scherzo - - - 1er Scherzo Chopin - 1er scherzo  Chopin Chopin 1er Scherzo 20 - h - Paris, 1835 Scherzo - - 1880/6 /23 Delaborde
Haincelain Finale du Concerto en ré min. de Mozart Mozart concerto - - - - Conceto Mozart Mozart Finale du concerto - - - Concerto Mozart - Finale du Concerto en ré min.  Mozart Mozart Conceto - - - III (finale) - Concerto - - 1880/6 /23 Delaborde
Cuvelier Finale de la 3e sonate de Weber - - - - - Finale Weber Weber Finale de la 1re sonate - - - Sonate ré Weber - Finale de la 3e sonate Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1880/6 /23 Delaborde ドラボルドは第ソナタを記録しているが、教授、議事録、1名の試験官は第3ソナタ　ニ短調を記録しているので第3ソナタニ短調と同定。
Kin Finale de la 3e sonate de Weber - - - - - Sonate Weber Weber Finale de la 1re sonate - - - Sonate ré Weber - Finale de la 3e sonate Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1880/6 /23 Delaborde
Habert Concerto de Hummel Hummel si mineur - - - - - Hummel concerto en si mineur - - - Concerto Hummel - Concerto Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1880/6 /23 Delaborde
Picard 1re sonate de Weber Weber sonate - - - - - Weber sonate - - - Sonate ut Weber - 1re sonate  Weber Weber 1re Sonate 24 - C - Berlin, 1812 Sonate - - 1880/6 /23 Delaborde
Baudéan Concerto  Chopin Chopin concerto - - - - Concerto Chopin Chopin - - - 1er concerto Chopin - Concerto  Chopin Chopin Concerto - - - - - Concerto - - 1880/6 /23 Delaborde
Garcia Concerto  la  Hummel Hummel si mineur - - - - - Hummel concerto en si mineur - - - Concerto Hummel - Concerto en la  Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1880/6 /23 Delaborde
Lefort Finale de l'op. 53 de Beethoven - - - - - - Beethoven sonate - - - Sonate Beethoven - Finale op. 53  Beethoven Beethoven Sonate 53 - C III (finale) Vienne, 1805 Sonate - - 1880/6 /23 Delaborde
Alquié Finale de Weber Weber sonate - - - - Sonate Weber Weber sonate de - - - Sonate ré Weber - Finale  Weber Weber Sonate - - - finale - Sonate - - 1880/6 /23 Delaborde
Lefrançois Sonate de Weber Weber sonate - - - - - Weber sonate en ré mineur - - - Sonate en ré Weber - Sonate Weber Weber 3e Sonate 49 - d/D - Berlin, 1817 Sonate - - 1880/6 /23 Delaborde
Goodwin Allegro de Chopin Chopin Allegro - - - - - Chopin Allegro de concert - - - Allegro Chopin - Allegro Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1880/6 /23 Delaborde
Texte Finale de Hummel Hummel finale si mineur - - - - - Hummel Finale du concerto en si mineur - - - Finale Hummel - Finale  Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h III (finale) Paris, ca 1822 Concerto - - 1880/6 /23 Delaborde
Kyriakoff Sonate de Chopin Chopin sonate - - - - - - - - - Sonate si mineur Chopin - Sonate  Chopin Chopin Sonate - - - - - Sonate - - 1880/6 /23 Delaborde
Morlat Sonate de Beethoven Beethoven sonate - - - - - - - - - Sonate Beethoven - Sonate Beethoven Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1880/6 /23 Delaborde
Chappe Concerto de Mendelssohn Mendelssohn Concerto 2d - - - - - - - - - 1er concerto Mendelssohn - Concerto  Mendelssohn Mendelssohn （2e concerto） 40 - d - Londres, 1838 Concerto - - 1880/6 /23 Delaborde
Thomasは第2協奏曲を記録しているが、Guiraudは第1協奏曲を記録している。次項Tierryとの関係でデータ集計に影響がでないので、暫定的にThomasの記録を優先させ第2協奏曲と同定。
Thierry Hélène Concerto de Mendelssohn Mendelssohn concerto 1er - - - - - - - - - 2d concerto Mendelssohn - Concerto  Mendelssohn Mendelssohn （1er concerto） 25 - g - Londres, 1832 Concerto - - 1880/6 /23 Delaborde
Thomasは第1協奏曲を記録しているが、Guiraudは第2協奏曲を記録している。前項Chappeとの関係でデータ集計に影響がでないので、暫定的にThomasの記録を優先させ
第1協奏曲と同定。
Massart Rousseau Longwelt Fantaisie en ut  Schumann Shumann fantaisie - - - - - Schumann Fantaisie en ut - - - - - Fantaisie en ut  Schumann Schumann Fantaisie 17 - C - 1839 Fantaisie Fantaisie 1 - 1880/6 /23 Massart
François Sonate si bémol op. 106  Beethoven Beethoven sonate si♭ - - - - - Beethoven Sonate en si♭ op. 106 - - - - - Sonate op. 106  Beethoven Beethoven Sonate 106 - B I Vienne, 1819 Sonate - - 1880/6 /23 MassartPrestat 3e concerto (ut♯) Ries  Ries concerto ut♯ - - - - - Ries Concerto en ut♯mineur - - - - - Concerto  ut♯ min.  Ries  Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1880/6 /23 Massart
Ramat marie Sonate en mi mineur op. 90  Beethoven Beethoven sonate - - - - - Beethoven sonate en mi mineur op. 90 - - - - - Sonate op. 90 mi min.  Beethoven Beethoven Sonate 90 - e - Vienne, 1815 Sonate - - 1880/6 /23 Massart
Gérin Études symphoniques  Schumann Schumann Études symphoniques - - - - - Schumann Études symphoniques - - - - - Études symphoniques  Schumann Schumann 12 Études symphoniques 13 - cis-Des - 1837 Variations - - 1880/6 /23 MassartAdolphi Sonate en la b. op. 110  Beethoven Beethoven sonate - - - - - Beethoven sonate op. 110 - - - - - Sonate op. 110  Beethoven Beethoven Sonate 110 - As - Paris, 1822 Sonate - - 1880/6 /23 MassartLevasseur Concerto en mi min. Chopin Chopin concerto mi mineur - - - - - Chopin concerto en mi mineur - - - - - Concerto mi min.  Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1880/6 /23 Massart
Mesnage Sonate en fa min.  Beethoven Beethoven sonate fa mineur - - - - - Beethoven sonate en fa mineur - - - - - Sonate en fa min.   Beethoven Beethoven Sonate - - f - - Sonate - - 1880/6 /23 Massart
Dufresne Ballade sol min. Chopin Chopin sonate - - - - - Chopin Ballade de - - - - - Ballade sol mineur Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1880/6 /23 MassartLuziani - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1880/6 /23 Massart « absente »Grimal Sonate ré min. Weber Weber sonate - - - - - Weber sonate en ré mineur - - - - - Sonate en ré mineur Weber Weber 3e Sonate 49 - d/D - Berlin, 1817 Sonate - - 1880/6 /23 MassartSoupe Scherzo en si♭min.  Chopin Chopin scherzo - - - - - Chopin scherzo en si♭mineur - - - - - Scherzo en si♭mineur  Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1880/6 /23 MassartMartyu Sonate la♭ Weber Weber sonate la♭ - - - - - Weber sonate en la♭ - - - - - Sonate en la♭Weber Weber 2e Sonate 39 - As - Berlin, 1816 Sonate - - 1880/6 /23 MassartTalfumier Concerto fa min.  Chopin Chopin concerto fa - - - - - Chopin concerto en fa mineur - - - - - Concerto en fa mineur Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1880/6 /23 Massartde Monvel 2e sonate sol min.  Schumann Schuman Sonate - - - - - Schumann Sonate en sol mineur - - - - - 2e sonate en sol mineur  Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1880/6 /23 Massart




ピアノ科各教授 Thomas H. Duvernoy Sauzay H. Fissot Diémer Herz Mathias Guiraud Théodor Dubois Nollet 議事録
AJ 37/287~AJ 37/291 　AJ/37/308; 309; 310  AJ/37/238-1 AJ/37/233-1;2 AJ/37/238-2  AJ/37/239-2 AJ37/238/3  AJ/37/235-1 AJ/37/239-1  AJ/37/237-1 AJ 37/238-3
AJ37.206-3AJ37.207-1AJ37.3041880-1881 1881/1/21 Marmontel Braud 4e scherzo de Chopin - 4e scherzo en si mineur - 4e scherzo de Chopin (mi majeur) 4e scherzo Chopin - - - - - 4e scherzo Chopin Chopin 4e Scherzo 54 - E - Paris, 1843 Scherzo - - 1881/1/21 Marmontel
Landry Sonate de Chopin - Chopin sonate en si mineur - Sonate Chopin (si mineur) Sonate en si min - - - - - Sonate (si min.) Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1881/1/21 Marmontel
Grand Jany Sonate de Schumann - Schumann sonate en sol mineur Schumann sol mineur Sonate Schumann (sol mineur) Sonate Schumann - - - - - Sonate (sol min.)  Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1881/1/21 Marmontel
Mesquita finale de Schumann - Schumann Finale du carnaval de Vienne Schumann Carnaval de Vienne Carnaval de Vienne Schumann (finale) Carnaval de Vienne  Schumann - - - - - Carnaval de Vienne (finale) Schumann Schumann Carnaval de Vienne 26 - B V (finale) 1841 Morceaux caractéristiques - - 1881/1/21 Marmontel
Lefebvre polonaise de Chopin Chopin Polonaise Chopin Polonaise en mi♭ - Polonaise mi♭ Chopin  op. 22 Polonaise  op. 22  Chopin - - - - - Polonaise mi♭ Chopin Chopin Grande Polonaise Brillante précédée d'un Andante Spianato 22 - Es - Paris, 1836 Danse Polonaise - 1881/1/21 MarmontelCourras 8e concerto de Mozart Mozart Concerto Mozart Concerto ré mineur Mozart ré mineur Concerto Mozart ré mineur Concerto, en ré min.  Mozart - - - - - 8 concerto, ré min.  Mozart Mozart Concerto - K 466 d - [1785] Concerto - - 1881/1/21 Marmontel
Ban finale de Weber Weber sonate op. 49 Weber finale d'une sonate op. 49 Op. 49 Weber Sonate Weber ré majeur finale Finale Sonate  ré maj. Weber - - - - - Finale Sonate  ré maj. Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1881/1/21 MarmontelChansarel concerto italien de Bach Bach concerto Bach concerto de en fa majeur concerto  Bach Concerto Bach (italien) finale Concerto italien Bach - - - - - Finale Concerto italien Bach Bach Concerto italien - BWV 971 F III Leipzig, 1735 Concerto Solo Concerto - 1881/1/21 Marmontel
Leroux finale de St. Heller Heller Finale Heller Sonate - Sonate Heller ut majeur finale Sonate  St. Heller - - - - - Finale Sonate ut maj.  St. Heller Heller 3e Sonate 88 - C IV (finale) Paris, 1856 Sonate - - 1881/1/21 Marmontel
Mathias Chevillard un nouveau morceau de moi: 2e allegro symphonique, op. 61 Mathias Allegro symphonique Allegro symphonique de Mathias Concerto Mathias Allegro Mathias Allegro symphonique de Mathias - - - - - 2e Allegro symphonique  Mathias Mathias 2e Allegro symphonique 61 - - - - 同定不可 - - 1881/1/21 Mathias Sauzeyのみ協奏曲を記録しているが、教授、議事録、他の試験官は « Allegro symphonique » を記録しているので、作品61と同定。 »
Adour un nouveau morceau de moi:  2e scherzo, op. 63 - Mathias 2e scherzo Concerto Mathias 2e scherzo Mathias Scherzo  Mathias - - - - - 2e scherzo op. 63 Mathias Mathias 2e Scherzo 63 - A - Paris, 1881 Scherzo - - 1881/1/21 Mathias Sauzeyのみ協奏曲を記録しているが、教授、議事録、他の試験官は « Scherzo » 
を記録しているので、作品63と同定。Rey  - - - -  -  - - - - - -  - - - - - - - - - - 欠 1881/1/21 Mathias « a été malade, et n'a pu se préparer pour l'examen  »
Kaiser Beethoven, op. 53 - Beethoven sonate de (l'Aurore) Sonate Beethoven Sonate Beethoven Aurore 1er morceau (l'Aurore) Sonate op. 53  Beethoven - - - - - Sonate op. 53  Beethoven Beethoven Sonate 53 - C I Vienne, 1805 Sonate - - 1881/1/21 Mathias
Vallejo Chopin, Ballade  op. 23 Chopin Ballade Chopin Ballade en sol mineur Ballade Chopin  sol mineur Ballade Chopin sol mineur Ballade Chopin - - - - - Ballade op. 23 Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1881/1/21 Mathias
Arone Armand  Hummel, concerto en si min.  Op. 89 Hummel si mineur Hummel Concerto en si mineur - Concerto si mineur Hummel Concerto de Hummel - - - - - Concerto si min. Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1881/1/21 MathiasCalado Chopin , 2e concerto Chopin 2e concerto Chopin 2e concerto Concerto Chopin 2e concerto fa mineur Chopin Concerto Chopin - - - - - 2e concerto (fa min.) Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1881/1/21 Mathias
Phillipp Schumann, Variations symphoniques op. 13 Schumann Variations symphoniques - - Variations symphoniques Schumann Schumann Variations symphoniques - - - - - Variations symphoniques op. 13  Schumann Schumann 12 Études symphoniques 13 - cis-Des - 1837 Variations - - 1881/1/21 Mathias
Le Couppey Hunger - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1881/1/21 Le Couppey « cette élève a un doigt fort endommagé et, depuis trois semaine, a suspendu tout espèce de travail.  » 
議事録は生徒名を« Blum »と誤記。Wassermann - Beethoven 111 Beethoven Sonate Op.111 111 Beethoven Sonate Beethoven op.111 - - - - - - Sonate op. 111  Beethoven Beethoven Sonate 111 - c - Paris, 1823 Sonate - - 1881/1/21 Le Couppey
Collin - - - -  - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1881/1/21 Le Couppey « malade »
Mettetal - Mendelssohn Prélude Mendelssohn Prélude - Prélude Mendelssohn  (si mineur) - - - - - - Prélude si min.  Mendelssohn Mendelssohn Prélude - - - - - Prélude(s) - - 1881/1/21 Le Couppey
Steiger - Chopin Concerto mi mineur Chopin Concerto en mi mineur mi mineur Chopin Concerto Chopin mi mineur Concerto  mi mineur Chopin - - - - - Concerto mi min.  Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1881/1/21 Le Couppey
Valbert - Heller Freyschütz Heller Étude sur le Freyschütz Heller Freyschütz Étude sur Freyschütz de Weber par Heller Étude sur Freyschütz (Heller) - - - - - Étude sur Freyschütz St. Heller Heller Études sur Freyschütz de Weber 127 - - - Paris, 1871 Étude(s) - - 1881/1/21 Le Couppey
Larousse Lavillette - Schumann Sonate sol mineur Schumann Sonate en sol mineur Sol mineur sonate Schumann Sonate de Schumann sol mineur Sonate en sol min. de Schumann - - - - - Rondo sol min.  Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g IV (finale) 1839 Sonate - - 1881/1/21 Le Couppey
Bardout - Weber rondo Weber rondo en ré. - Final de la sonate en ré majeur Weber Rondo en ré majeur de Weber - - - - - Finale  sonate ré maj. Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1881/1/21 Le CouppeyKrzyzanowska - Chopin Étude Chopin Étude do mineur Étude ut mineur Chopin Étude de la main gauche Chopin Étude en ut min.  Chopin - - - - - Étude de la main gauche  Chopin Chopin Études 10 - c XII Paris, 1833 Étude(s) - - 1881/1/21 Le Couppey
Turpin - Chopin  polonaise Chopin 8e polonaise - 8e polonaise la♭ Chopin 8e Polonaise Chopin - - - - - 8e polonaise la♭ Chopin Chopin Polonaise 53 - As - Paris, 1843 Danse Polonaise - 1881/1/21 Le Couppey
de Rossignol - Chopin Impromptu Chopin Impromptu de Impromptu (ut♯ mineur)  Chopin Fantaisie Impromptu Chopin Impromptu  ♯min. Chopin - - - - - fantaisie Impromptu   Chopin Chopin Fantaisie-impromptu 66 - cis - Paris, 1855 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1881/1/21 Le CouppeyDuprez - Beethoven Sonate 22 Beethoven Sonate si♭ op. 22 si♭Sonate Beethoven Sonate si♭ Beethoven op. 22 Sonate op. 22 Beethoven - - - - - Sonate si♭ op. 22 Beethoven Beethoven Sonate 22 - B III Leipzig, 1802 Sonate - - 1881/1/21 Le Couppey
Hulbard - HellerScherzo de sonate 4e Scherzo de la 4e sonate de Heller Scherzo 4e sonate S. Heller Scherzo 4e sonate Heller (si mineur) Scherzo de la 4e sonate Heller - - - - - Scherzo de la 4e sonate si♭ St. Heller Heller 4e Sonate 143 - b III Paris, ca 1877 Sonate - - 1881/1/21 Le CouppeyFaraut - Beethoven Sonate ut♯ finale Beethoven Sonate en ut♯mineur ut♯mineur Beethoven Sonate ut♯mineur Beethoven Sonate ut♯min  Beethoven - - - - - Sonate ut♯min.  Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis - Vienne, 1802 Sonate - - 1881/1/21 Le Couppey
Prat - Chopin Impromptu postume Chopin fantaisie Impromptu Impromptu Chopin Fantaisie-impromptu Chopin Impromptu  ut♯min  Chopin - - - - - Fantaisie-Impromptu  Chopin Chopin Fantaisie-impromptu 66 - cis - Paris, 1855 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1881/1/21 Le CouppeyDelaborde Welsch Sonate de Schumann Schumann sonate Schumann sonate sol mineur - Sonate sol mineur Schumann Sonate Schumann sol mineur - - - - - 2e sonate sol min. Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1881/1/21 Delaborde « malade »
Variations d'après Paganini  Liszt - - -  -  - - - - - - - Liszt Variations - - - - - 同定不可 - - 1881/1/21 Delaborde
Cuvelier - - - -  -  - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1881/1/21 Delaborde « démissionnaire du 11 janvier »
Habert - - - -  -  - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1881/1/21 Delaborde « Il disparu  Je n'ai pas de ses nouvelles et en suis fort aise. »
Picard All.o de concert Chopin - - -  -  - - - - - - Allegro de concert Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - 欠 1881/1/21 Delaborde « malade »
Baudéan Finale de Hummel Hummel Sonate Hummel Finale de la sonate en fa# mineur - Sonate Hummel  fa# mineur finale Sonate  fa# min   Hummel - - - - - Finale sonate fa# min. Hummel Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne, 1819 Sonate - - 1881/1/21 DelabordeGarcia Finale de Schubert Schubert Finale Schubert Finale de - Sonate Schubert (Finale) Final de Schubert - - - - - Finale sonate Schubert Sonate - - - finale - Sonate - - 1881/1/21 Delaborde
Alquié 2de sonate la  Schubert Schubert Sonate Schubert 1er morceau 2de sonate Schubert 1er morceau de sonate Schubert ré majeur Sonate  Schubert - - - - - 2e sonate ré majeur  Schubert Schubert Sonate 53 D 850 D I 1826 Sonate - - 1881/1/21 Delaborde
Lefrançois sonate la♭  Weber Weber sonate Weber sonate en la♭ majeur - Sonate de Weber la♭ 1er morceau Sonate de Weber - - - - - sonate la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1881/1/21 Delaborde
Goodwin 3e sonate de Schumann Schumann Sonate Schumann Sonate de - Sonate Schumann fa mineur  1er morceau Sonate fa min. Schumann - - - - - 3e sonate fa min  Schumann Schumann 3e sonate 14 - f I 1836, rév. 1853 Sonate - - 1881/1/21 Delaborde
Texte C.to Mendelssohn Mendelssohn Concerto sol Mendelssohn Concerto en sol mineur Concerto Mendelssohn Concerto Mendelssohn sol mineur  1er morceau Concerto sol min Mendelssohn - - - - - Concerto sol min  Schumann Mendelssohn 1er concerto 25 - g I Londres, 1832 Concerto - - 1881/1/21 Delaborde
Kyriakoff 3e sonate de Schumann Schumann Sonate Schumann Sonate fa mineur 1er morceau - Sonate Schumann  fa mineur  1er morceau Sonatefa min  Schumann  - - - - - 3e sonate fa min   Schumann Schumann 3e sonate 14 - f I 1836, rév. 1853 Sonate - - 1881/1/21 Delaborde
Morlat C.to Mendelssohn Mendelssohn Concerto Mendelssohn Concerto en sol min - Concerto Mendelssohn sol mineur Concerto Mendelssohn sol min - - - - - Concerto sol min  Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - - 1881/1/21 DelabordeChappe Finale de Czerny Czerny Étude Czerny Étude finale Czerny Étude Czerny Étude Czerny - - - - - Finale  Czerny Czerny Étude - - - finale - 同定不可 - - 1881/1/21 Delaborde
Thierry Hélène C.to Mendelssohn Mendelssohn  2e concerto Mendelssohn  2e concerto - Concerto ré mineur Mendelssohn 2e Concerto Mendelssohn - - - - - Concerto ré min  Mendelssohn Mendelssohn 2e concerto 40 - d - Londres, 1838 Concerto - - 1881/1/21 Delaborde
Massart François cécile Le carnaval  Schumann - Schumann Carnaval de Carnaval Schumann 1er morceau Carnaval Schumann Carnaval  Schumann - - - - - Carnaval  Schumann Schumann Carnaval - - - I - Morceaux caractéristiques - - 1881/1/21 MassartPrestat Fugue  Bach - Fugue de Bach en ut - Fugue Bach Fugue de Bach - - - - - Fugue  Bach Bach Fugue - - c - - Fugue - - 1881/1/21 Massart
Ramat marie Scherzo de la sonate en si♭  Chopin - Chopin Scherzo Scherzo Chopin Scherzo Chopin mi♭ mineur (sonate) Scherzo  Chopin - - - - - Scherzo de la sonate en si♭  Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b - Paris, 1840 Sonate - - 1881/1/21 Massart
Adolphi Concerto sol mineur  Saint-Säens - Saint-Säens Concerto de en sol mineur Concerto sol mineur Saint-Säens Concerto de Saint-Säens sol mineur Concerto sol min  St-Säens - - - - - Concerto sol min.  Saint-Säens Saint-Saëns 2e concerto 22 - g - 1868 Concerto - - 1881/1/21 Massart
Levasseur Rondo capriccioso  Mendelssohn - Mendelssohn Rondo capriccioso Rondo Mendelssohn Rondo capriccioso Mendelssohn Scherzo Caprice Mendelssohn - - - - - Rondo capriccioso  Mendelssohon Mendelssohn Rondo capriccioso 14 - E - Londres, 1830 Rondo - - 1881/1/21 Massart
Mesnage finale de la sonate en la b.  Weber - Weber finale de la sonate en la ♭ finale Weber finale sonate la ♭ Weber Finale Sonate de Weber - - - - - finale sonate la♭ Weber 2e Sonate 39 - As IV (finale) Berlin, 1816 Sonate - - 1881/1/21 Massart
Dufresne - - -  a constaté Fugue Bach si ut ré mineur  -  - - - - - - - Bach Fugue - - h - - Fugue - 欠 1881/1/21 Massart « en congé »
- - -  a constaté Fugue Bach si ut ré mineur - - - - - - - - Bach Fugue - - c - - Fugue - 欠 1881/1/21 Massart « en congé »
- - -  a constaté Fugue Bach si ut ré mineur - - - - - - - - Bach Fugue - - d - - Fugue - - 1881/1/21 Massart « en congé »
Luziani sonate en ré min.  Beethoven - Beethoven sonate en ré mineur op. 31 ré mineur Beethoven Sonate ré mineur Beethoven 1er morceau Sonate op. 31  ré min.  Beethoven - - - - - Sonate en ré min.  Beethoven Beethoven Sonate 31-2 - d - Zurich, 1803 Sonate - - 1881/1/21 Massart
Grimal Nocturne en ut mineur  Chopin - Chopin Nocturne en ut mineur ut mineur Nocturne Chopin Nocturne en ut mineur Chopin  - - - - - - Nocturne en ut min.  Chopin Chopin Nocturne 48 - c I Paris, 1841 Morceaux caractéristiques Nocturne - 1881/1/21 Massart
Soupe Finale de la sonate en fa min.  Beethoven - Beethoven Finale de la sonate d’Op. 57 - Finale op. 57 Beethoven  - - - - - - Finale sonate fa min. Beethoven Sonate 57 - f III (finale) Zurich, 1803 Sonate - - 1881/1/21 MassartMartyu Sonate en si min.  Chopin - Chopin Sonate si min. si mineur Chopin Sonate Chopin si mineur 1er morceau  - - - - - - Sonate si min.  Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1881/1/21 Massart
Talfumier Finale concert-stuck  Weber - Weber Finale du Concert Stück [sic.] finale Weber Concerto de Weber Finale  - - - - - - Finale concertstück Weber Weber Concert-Stück 79 - F III (finale) Leipzig, 1823 Concertino - - 1881/1/21 Massartde Monvel 1re fugue de Mendelssohn - - - fugue Mendelssohn  mi mineur  - - - - - - 1re fugue  mi min. Mendelssohn Mendelssohn Six Préludes et fugues 35 - e/E I Paris, 1837 Fugue - - 1881/1/21 Massart
Dubois Polonaise en mi♭  Chopin - - Prélude Chopin Polonaise Chopin op. 22  - - - - - - - Chopin Grande Polonaise Brillante précédée d'un Andante Spianato 22 - Es - Paris, 1836 Danse Polonaise - 1881/1/21 Massart
Sauzeyは « Prélude » 
と記録しているが、マルモンテルとFissoは"Polonaise"と記録しているのでPolonaise
と同定。
1880-1881 1881/6/21 Marmontel Braud Barcarolle de Chopin - Chopin Barcarolle - Barcarolle Chopin Barcarolle de Chopin - - - - - Chopin Barcarolle Chopin Barcarolle 60 - Fis - Paris, 1846 Morceaux caractéristiques Barcarolle - 1881/6/21 Marmontel
Landry Fugue de S. Bach pour orgue transcrite par Liszt - S. Bach Fugue Fugue Bach fugue de Bach la mineur Fugue de Bach arrangé par Liszt - - - - - Fugue de S. Bach p. orgue transcrite par Liszt Bach-Liszt Sechs Präludien und Fugen für die Orgel - S 462 a I Leipzig, 1852 Arrangement - - 1881/6/21 Marmontel
Grand Jany Allegro  Sonate de Chopin - Chopin Sonate  en si mineur Ballade Chopin Sonate si mineur Chopin 1er morceau Sonate de Chopin - - - - - Allegro  Sonate Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h I Paris, 1845 Sonate - - 1881/6/21 Marmontel « Sauzeyは"Ballade"と記録しているが、議事録、マルモンテル、Sauzey以外の試験官
は« Sonate » と記録しているのでSonateと同定。Mesquita 3e Ballade de Chopin - 3e Ballade de Chopin - Ballade la♭ Chopin 3e Ballade Chopin - - - - - 3e Ballade  Chopin Chopin 3e Ballade 47 - As - Paris, 1841 Ballade - - 1881/6/21 Marmontel
Lefebvre Scherzo du concerto  St-Säens  transcript [sic] par G. Bizet - Saint-Säens Scherzo - Scherzo Saint-Säens concerto Scherzo St-Säens - - - - - Scherzo de concerto  Saint-Säens  transcrit par Bizet Saint-Saëns-Bizet 2e concerto (trans. par Bizet) 22 - g II Paris, 1876 Arrangement Concerto (transcription) - 1881/6/21 Marmontel
Courras Finale de concerto. Beethoven [ut min:  cf:AJ/37/238-2] - Beethoven Finale d'un concerto finale Beethoven ut mineur Concerto ut mineur finale 3e concerto Beethoven - - - - - Finale de concerto Beethoven [ut min:  cf:AJ/37/238-2] Beethoven 3e Concerto 37 - c III (finale) Vienne, 1804 Concerto - - 1881/6/21 MarmontelBan Fugue de Mendelssohn - Mendelssohn Fugue de Fugue Mendelssohn Fugue fa mineur Mendelssohn Fugue  Mendelssohn - - - - - Fugue Mendelssohn Mendelssohn Six Préludes et fugues 35 - f V Paris, 1837 Fugue - - 1881/6/21 Marmontel
Chansarel Finale de la sonate op. 39  Weber - Weber Finale d'une sonate de  op.39 finale Weber Finale de la sonate la♭ Weber Sonate  Weber - - - - - Finale  sonate op.39  Weber Weber 2e Sonate 39 - As IV (finale) Berlin, 1816 Sonate - - 1881/6/21 Marmontel
Leroux - - Mendelssohn Fugue fugue Fugue ré majeur Mendelssohn Pièce caractéristique - - - - - Fugue Mendelssohn Mendelssohn Six Préludes et fugues 35 - D II Paris, 1837 Fugue - - 1881/6/21 Marmontel Diémerは « Pièce caractéristique » を記録しているが、議事録、3名の試験官はフーガを記録しているのでフーガと同
定。
Mathias Chevillard Liszt : St. François d'Assise - Liszt St. François d'Assise Ballade Liszt St. François marchant sur les flots Liszt St. François de Liszt - - - - - St. François d'Assise  Liszt Liszt Deux légendes - S 175 E I Budapest, 1865 Morceaux caractéristiques - - 1881/6/21 Mathias
Adour Morceau de moi: Caprice op. 62 - Mathias Caprice de concerto Mathias Fantaisie Matias Caprice  Mathias - - - - - Caprice op. 62    G. Mathias Mathias Caprice 62 - - - - Caprice - - 1881/6/21 Mathias « Sauzey, Fissotはそれぞれ協奏曲、Fantaisieを記録しているが、議事録、教授、他の試験官
はCapriceを記録しているのでCaprice作品62と同定。 Rey Chopin. Sonate op. 58    - Chopin sonate en si mineur - Sonate si mineur Chopin 1er morceau Sonate  Chopin - - - - - Sonate op. 58    Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h I Paris, 1845 Sonate - - 1881/6/21 Mathias
Kaiser Chopin  Ballade Op. 47  - Chopin Ballade Ballade Chopin Ballade Chopin la♭ Ballade Chopin - - - - - Ballade op. 47  Chopin Chopin 3e Ballade 47 - As - Paris, 1841 Ballade - - 1881/6/21 Mathias
Vallejo Liszt-Schubert. Roi des Aulnes - Liszt Le roi des Aulnes de Schubert Roi des aulnes Liszt roi des aulnes Roi des aulnes de Liszt - - - - - Roi des Aulnes par Liszt Schubert-Liszt 12 Mélodies de François Schubert - S 558 g III Paris, ca 1837 Arrangement - - 1881/6/21 MathiasArone Armand - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1881/6/21 Mathias « très gravement malade »
Calado - - Schumann Carnaval Carnaval Schumann Carnaval Schumann Carnaval Schumann - - - - - Carnaval  Schumann Schumann Carnaval - - - - - Morceaux caractéristiques - - 1881/6/21 Mathias
Phillipp - - Fugue de Beethoven arrangé par Beethoven arrangé par Beethoven Fugue du quatuor Final quatuor Beethoven Beethoven Final du quatuor  arrangé par St Saëns - - - - - Fugue de Beethoven  arrangé par  Saint-Saëns Beethoven-Saint-Saëns Final du 9e quatuor de Beethoven - - G - 1869 Arrangement - - 1881/6/21 MathiasLe Couppey Hunger Fugue de Handel [HWV 429] - - - - - - - - - - - Händel 1re Suites des pièces (4e Suite) - HWV 429 e I 1720 Fugue - - 1881/6/21 Le Couppey
Beethoven op. 111 - - 111 de Beethoven Op.111 Beethoven 1er morceau Beethoven op. 111 - - - - - Son:  op. 111   Beethoven Beethoven Sonate 111 - c - Paris, 1823 Sonate - - 1881/6/21 Le Couppey
Chopin Op.49  Fantaisie  - - - - - - - - - - - Chopin Fantaisie 49 - f/As - Paris, 1841 Fantaisie Fantaisie 1 - 1881/6/21 Le Couppey
Wassermann Fugue  Seb. Bach [BWV850] - - - - - - - - - - - Bach Le Clavier bien tempéré I - BWV 850 D V [1722] Fugue - - 1881/6/21 Le Couppey
St. Heller. Étude de Concert - - - - - - - - - - - Heller Étude - - - - - Étude(s) - - 1881/6/21 Le Couppey
Chopin  op. 51 Impromptu - - Impromptu Chopin Impromptu sol♭Chopin - - - - - - Impromptu  sol♭ Chopin Chopin 3e Impromptu 51 - Ges - Paris, 1843 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1881/6/21 Le CouppeyCollin Fugue  de Seb. Bach [BWV 871] - - - - - - - - - - - Bach Le Clavier bien tempéré II - BWV 871 c II [ca 1740] Fugue - - 1881/6/21 Le Couppey
Schumann Op.22 Sonate - - - - - - - - - - - Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1881/6/21 Le Couppey
Hummel  Finale  op. 81 - - Finale Hummel Finale fa♯ mineur Hummel - - - - - - Finale fa♯ min. Hummel Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne, 1819 Sonate - - 1881/6/21 Le CouppeyMettetal Fugue de Seb. Bach - - - - - - - - - - - Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1881/6/21 Le Couppey
Chopin Ballade Op. 23  - - - - - - - - - - - Chopin 2e Ballade 38 - F/a - Paris, 1840 Ballade - - 1881/6/21 Le Couppey
Weber  Sonate op. 39 - - - Sonate en la♭ Weber - - - - - - Sonate la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As - Berlin, 1816 Sonate - - 1881/6/21 Le Couppey
Steiger Fugue  Seb. Bach [BWV 848] - - - - - - - - - - - Bach Le Clavier bien tempéré I - BWV 848 Cis III [1722] Fugue - - 1881/6/21 Le Couppey
Beethoven  Op.57 Finale  - - - - - - - - - - - Beethoven Sonate 57 - f - Zurich, 1803 Sonate - - 1881/6/21 Le Couppey
Chopin.  Ballade  op. 23 - - Ballade Chopin Ballade Chopin 2e Ballade Chopin - - - - - Ballade Chopin Chopin 2e Ballade 38 - F/a - Paris, 1840 Ballade - - 1881/6/21 Le Couppey
Valbert Fugue  Seb. Bach  [BWV 858] - - - - - - - - - - - Bach Le Clavier bien tempéré I - BWV 858 Fis XIII [1722] Fugue - - 1881/6/21 Le Couppey
Chopin  Op. 35  Scherzo - - Scherzo Chopin Scherzo mi♭ mineur Chopin Scherzo  sonate Chopin - - - - - Scherzo mi♭ min.  Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b II Paris, 1840 Sonate - - 1881/6/21 Le Couppey
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St. Heller  Étude sur Freyschütz  - - - - - - - - - - - Heller Études sur Freyschütz de Weber 127 - - - Paris, 1871 Étude(s) - - 1881/6/21 Le Couppey
Larousse Lavillette Fugue de Seb. Bach [BWV 875] - - - - - - - - - - - Bach Le Clavier bien tempéré II - BWV 875 d VI [ca 1740] Fugue - - 1881/6/21 Le Couppey
Chopin  Étude [op.10-12]  - - - - - - - - - - - Chopin Études 10 - c XII Paris, 1833 Étude(s) - - 1881/6/21 Le Couppey
Seb. Bach  Fantaisie chromatique - - Sonate chromatique Bach Fantaisie chromatique Bach Fantaisie chromatique Bach - - - - - Fantaisie chromatique Bach Bach Fantaisie chromatique et fugue - BWV 903 d I [1720, rev. ca 1730] Fantaisie Fantaisie 1 - 1881/6/21 Le CouppeyBardout Fugue de Cherubini - - - - - - - - - - - Cherubini Fugue - - C - Paris, 1840 Fugue - - 1881/6/21 Le Couppey
Chopin  op. 31  Scherzo - - - - - - - - - - - Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1881/6/21 Le Couppey
Mendelssohn op. 22  Capriccio - - Mendelssohn caprice Mendelssohn caproccio op. 22 - - - - - - Caproccio op. 22  Mendelssohn Mendelssohn Capriccio brillant 22 - h - Londres, 1832 Concertino - - 1881/6/21 Le CouppeyKrzyzanowska - - - - Concerto mi mineur Chopin - - - - - - Concerto mi mineur Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1881/6/21 Le Couppey
Turpin Fugue de Seb. Bach [BWV 881]  - - - - - - - - - - - Bach Le Clavier bien tempéré II - BWV 881 f XII [ca 1740] Fugue - 欠 1881/6/21 Le Couppey « malade depuis quelques mois »
de Rossignol - - - - - - - - - - - Concerto mi mineur Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1881/6/21 Le Couppey 議事録には記載なし。
Duprez - - - - - - - - - - - Concerto mi mineur Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1881/6/21 Le Couppey 同前
Hulbard - - - - - - - - - - - Concerto mi mineur Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1881/6/21 Le Couppey 同前
Faraut - - - - - - - - - - - Concerto mi mineur Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1881/6/21 Le Couppey 同前
Prat - - - - Fantaisie Polonaise Chopin - - - - - - Fantaisie Polonaise Chopin Chopin Polonaise-Fantaisie 61 - As - Paris, 1846 Fantaisie Fantaisie 1 - 1881/6/21 Le Couppey 同前
Delaborde Welsch Caprice sur l'ouverture de la Grotte de Fingal  St. Heller - Caprice sur l'ouverture de la Grotte de Fingal - - St. Heller (Étude sur l'ouverture de la Grotte de Fingal) - - - - - - Heller Deux caprices sur des thèmes de F. Mendelssohn 144 - h I Paris, ca 1877 Caprice - - 1881/6/21 DelabordePicard Allegro de concert  Chopin - Chopin Allegro de - - Allegro de concert  Chopin - - - - - Allegro de concert Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1881/6/21 Delaborde
Baudéan 2de sonate  Chopin - Chopin Sonate en - - Sonate de Chopin - - - - - 2e sonate  Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1881/6/21 Delaborde
Garcia Finale de concerto en ré  Mozart - Mozart concerto en ré - - - - - - - - Finale du concerto en ré  Mozart Mozart Concerto - K 466 d III (finale) [1785] Concerto - - 1881/6/21 Delaborde
Alquié Concerto ut mineur  Beethoven - Beethoven concerto - - Concerto  Beethoven - - - - - Concerto ut min. Beethoven Beethoven 3e Concerto 37 - c III (finale) Vienne, 1804 Concerto - - 1881/6/21 DelabordeLefrançois 4e sonate  Weber - Weber 4e sonate - - Sonate  Weber - - - - - 4e sonate Weber Weber 4e Sonate 70 - e - Berlin, 1822 Sonate - - 1881/6/21 Delaborde
Goodwin 4e ballade  Chopin - Chopin 4e ballade de Ballade Chopin - 4e Ballade  Chopin - - - - - 4e ballade  Chopin Chopin 4e Ballade 52 - f - Paris, 1843 Ballade - - 1881/6/21 Delaborde
Texte 3e scherzo  Chopin - Scherzo Scherzo Chopin - Scherzo  Chopin - - - - - 3e scherzo Chopin Chopin 3e Scherzo 39 - cis - Paris, 1840 Scherzo - - 1881/6/21 Delaborde
Kyriakoff Sonate en ré  Beethoven - Beethoven sonate de Sonate en ré Beethoven - - - - - - - Sonate en ré  Beethoven Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1881/6/21 Delaborde
- - Ballade - - 2e Ballade  Chopin - - - - - - Chopin 2e Ballade 38 - F/a - Paris, 1840 Ballade - - 1881/6/21 Delaborde
Morlat Sonate en ré  Schubert - Schubert Sonate en ré Sonate Schubert - - - - - - - Sonate en ré Schubert Schubert Sonate 53 D 850 D - 1826 Sonate - - 1881/6/21 Delaborde
Chappe Étude  Henselt - - Étude Henselt - Étude  Henselt - - - - - Étude  Henselt Henselt Étude - - - - - Étude(s) - - 1881/6/21 Delaborde
Thierry Hélène Concerto  Chopin - Chopin Concerto en fa mineur - - 2e Concerto  Chopin - - - - - Concerto Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1881/6/21 Delaborde
Massart François Cécile Barcarolle  Chopin - Chopin Barcarolle - - Barcarolle  Chopin - - - - - Barcarolle  Chopin Chopin Barcarolle 60 - Fis - Paris, 1846 Morceaux caractéristiques Barcarolle - 1881/6/21 Massart
Prestat Mouvement perpétuel  Weber - Weber Mouvement perpétuel Weber Mouvement perpétuel - Mouv.t Perpétuel  Weber - - - - - Mouvement perpétuel  Weber Weber 1re Sonate 24 - C IV (finale) Berlin, 1812 Sonate - - 1881/6/21 Massart
Ramat marie Kreissleriana   Schumann - Schumann Kreissleriana - - Schumann  Kreissleriana  - - - - - Kreissleriana   Schumann Schumann Kreisleriana: Fantasien 16 - - - 1838 Morceaux caractéristiques - - 1881/6/21 MassartAdolphi Ballade en sol mineur  Chopin - Chopin Ballade en sol mineur Ballade Chopin - Ballade   Chopin - - - - - Ballade en sol min.  Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1881/6/21 Massart
Levasseur l'aurore Beethoven - Beethoven L'Aurore - - Beethoven  l'aurore - - - - - Sonate l'aurore Beethoven Beethoven Sonate 57 - f - Zurich, 1803 Sonate - - 1881/6/21 Massart
Mesnage Marche de Tannhäuser   Liszt - Marche de Tannhäuser arrangé par Liszt Marche de Tannhäuser - Marche Tannhäuser - - - - - Marche de Tannhäuser  transcrite par  Liszt Wagner-Liszt Zwei Stücke aus Tannhäuser und Lohengrin - S 445 E II
Leipzig: B&H, 1853, éd. rév. 1875 Arrangement - - 1881/6/21 MassartDufresne Fantaisie fa min.  Chopin - Chopin Fantaisie fantaisie Chopin - Fantaisie  Chopin - - - - - Fantaisie fa min.  Chopin Chopin Fantaisie 49 - f/As - Paris, 1841 Fantaisie Fantaisie 1 - 1881/6/21 Massart
Luziani Sonate la bémol   Weber - - Sonate Weber la♭ - Sonate   Weber - - - - - Sonate la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As - Berlin, 1816 Sonate - - 1881/6/21 Massart
Grimal Finale Sonate ut# min.  Beethoven - - - - Finale ut# min.  Beethoven - - - - - Finale Sonate ut# min.  Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis III (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1881/6/21 MassartSoupe Sonate si min. Chopin - - - - Sonate  Chopin - - - - - Sonate si min. Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1881/6/21 Massart
Martyu 2e sonate  Schumann - - - - Sonate  Schumann - - - - - 2e sonate  Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1881/6/21 Massart
Talfumier 8e Polonaise  Chopin - - - - - - - - - - - Chopin Polonaise 53 - As - Paris, 1843 Danse Polonaise 欠 1881/6/21 Massart « malade »
de Monvel Finale Sonate si min.  Chopin - - Sonate Chopin - Finale  Chopin Sonate - - - - - Finale sonate si min. Chopin 3e Sonate 58 - h IV (finale) Paris, 1845 Sonate - - 1881/6/21 MassartDubois Op. 111  Beethoven - - Sonate 111 - Op. 111  Beethoven - - - - - Sonate op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c - Paris, 1823 Sonate - - 1881/6/21 Massart
1881-1882 1882/1/27 Marmontel Braud Fantaisie Polonaise Op.61  Chopin Chopin Polonaise - - - Fantaisie Polonaise   Chopin - - - - - Fantaisie Polonaise op.61  Chopin Chopin Polonaise-Fantaisie 61 - As - Paris, 1846 Fantaisie Fantaisie 1 - 1882/1/27 Marmontel
Grand Jany ballade de Chopin Chopin Ballade Chopin de Ballade - 3e ballade Chopin (la♭) 3e Ballade de Chopin - - - - - Ballade Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1882/1/27 Marmontel
Lefebvre Huitième Polonaise de Chopin Chopin Polonaise Chopin 8e Polonaise - 8e Polonaise Chopin 8e Polonaise Chopin - - - - - 8e Polonaise Chopin Chopin Polonaise 53 - As - Paris, 1843 Danse Polonaise - 1882/1/27 Marmontel
Courras Étude de St. Heller Heller Étude Heller Étude sur le Freyschütz - Étude sur Freyschütz Weber Étude sur Freyschütz Heller - - - - - Étude sur Freyschütz St, Heller Heller Études sur Freyschütz de Weber 127 - - - Paris, 1871 Étude(s) - - 1882/1/27 Marmontel
Chansarel Finale de Sonate  Heller Heller Sonate Heller Finale de Sonate - Sonate Heller finale si mineur 2de Sonate  Heller - - - - - Finale de Sonate  St. Heller Heller 2e sonate 65 - h IV (finale) Paris, 1849 Sonate - - 1882/1/27 MarmontelGouté Sonate de H. Herz Herz Sonate Henri Herz Sonate de - grande sonate Herz Sonate Herz - - - - - Sonate H. Herz Herz Grande sonate di bravura 200 - Es - 1861 Sonate - - 1882/1/27 Marmontel
Flamens Sonate de Beethoven  op. 2  Beethoven Sonate Beethoven Op.2 - Sonate ut majeur Beethoven Sonate  Beethoven - - - - - Sonate op.2 Beethoven Beethoven Sonate 2-3 - C - Vienne, 1796 Sonate - - 1882/1/27 Marmontel
Jemain Scherzo de la Sonate de Chopin op. 35  Chopin Sonate Scherzo Scherzo de la Sonate de Chopin op. 35 - Sonate si♭mineur (scherzo) Chopin Scherzo de Chopin - - - - - Scherzo Sonate op. 35 Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1882/1/27 Marmontel
Reitlinger 2e impromptu de Chopin Chopin Impromptu 2e impromptu de Chopin - Impromptu fa♯ majeur Chopin Nocturne  Chopin - - - - - 2e Impromptu Chopin Chopin 2e Impromptu 36 - Fis - Paris, 1840 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1882/1/27 Marmontel Diémerは « Nocturne » と記しているが、ピアノ教授、議事録、3名の試験官が « Impriomptu » と記していることからImpromptuと同定した。Savrad Sonate de Beethoven Beethoven Sonate Beethoven Sonate de - sol majeur Sonate Beethoven  1er morceau Sonate de Beethoven - - - - - Sonate Beethoven Beethoven Sonate - - G I - Sonate - - 1882/1/27 Marmontel
Bacheler Finale de Sonate  Beethoven Beethoven Sonate finale Beethoven (finale de sonate) - Sonate la♭ Beethoven finale Finale  Beethoven - - - - - Finale sonate  Beethoven Beethoven Sonate - - As finale - Sonate - - 1882/1/27 Marmontel
Leveaux Allegro de Chopin ChopinAllegro de conert Chopin (Allegro de) - Allegro de concert la majeur Chopin Allegro  Chopin - - - - - Allegro  Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1882/1/27 Marmontel
Mathias Chevillard Chopin, op.38 2e Ballade  Chopin Ballade Chopin 2e Ballade op. 32 - Ballade fa majeur (2e) Chopin Ballade de Chopin - - - - - 2e ballade Chopin Chopin 2e Ballade 38 - F/a - Paris, 1840 Ballade - - 1882/1/27 Mathias
Rey Bach  Fugue en la min. Bach Fugue Bach (Fugue de) - Fugue en la mineur Bach  Fugue de Bach - - - - - Fugue la min. Bach Bach Fugue - - a - - Fugue - - 1882/1/27 Mathias
Kaiser Op.20 de moi Mathias Sonate Mathias sonate Op.20 - 1er morceau si mineur sonate Mathias Sonate de Mathias - - - - - Sonate op. 20  G. Mathias Mathias 1re Sonate 20 - h I Paris, 1855 Sonate - - 1882/1/27 Mathias
Vallejo Liszt  la Clochette「S420?][S140 no.3?] Liszt la clochette Liszt la clochette - Clochette de Liszt Clochette Liszt - - - - - La clochette   Liszt Liszt La crochette - - - - - 同定不可 - - 1882/1/27 Mathias
Phillipp  Chopin, op. 21, 2e concerto Chopin Concerto Chopin Op.21 2e concerto - 1er solo concerto Chopin fa mineur 2e concerto de Chopin - - - - - 2e concerto Chopin Chopin 2e concerto 21 - f I Paris, 1836 Concerto - - 1882/1/27 Mathias
Falcke Hummel, op. 89  Hummel Concerto si mineur Hummel Concerto en si mineur - Concerto Hummel si mineur Concerto Hummel - - - - - Concerto si min. Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1882/1/27 MathiasFrémaux - Chopin Ballade Chopin  Ballade - Ballade sol mineur Chopin Ballade Chopin - - - - - Ballade  Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1882/1/27 Mathias
Allier - Chopin Concerto Chopin  Concerto en mi mineur - Concerto Chopin mi mineur Concerto Chopin - - - - - Concerto mi min. Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1882/1/27 Mathias
Alarcon - Bach Fantaisie  Bach Fantaisie - Fantaisie ut mineur Fantaisie Bach - - - - - Fantaisie  Bach Bach Concerto italien - BWV 971 F - Leipzig, 1735 Concerto Solo Concerto - 1882/1/27 Mathias
Delaborde Welsch Marche (de la Fantaisie)  Schumann Schumann Fantaisie Schumann Fantaisie Fantaisie Schumann 2e finale fantaisie Schumann Fantaisie  Schumann - - - - - Fantaisie  Schumann Schumann Fantaisie 17 - Es II 1839 Fantaisie Fantaisie 1 - 1882/1/27 Delaborde
Picard C.to sol min.  Mendelssohn Mendelssohn Concerto Mendelssohn Concerto en sol mineur Concerto Mendelssohn Concerto sol mineur Mendelssohn Concerto  Mendelssohn - - - - - Concerto sol min.  Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - - 1882/1/27 DelabordeLefrançois 2de sonate  Schumann Schumann Sonate Schumann 2de sonate Sonate Schumann Sonate sol mineur Schumann Sonate  Schumann - - - - - 2de sonate Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1882/1/27 Delaborde
Texte Fantaisie  Chopin Chopin Fantaisie Chopin Fantaisie fantaisie Chopin Fantaisie Chopin fa mineur Fantaisie Chopin - - - - - Fantaisie  Chopin Chopin Fantaisie 49 - f/As - Paris, 1841 Fantaisie Fantaisie 1 - 1882/1/27 Delaborde
Morlat C.to  mi min.  Chopin Chopin 1er concerto Chopin Concerto en mi mineur 2d concerto 1er solo mi mineur Concerto Chopin I  Concerto Chopin - - - - - Concerto mi min.  Chopin Chopin 1er concerto 11 - e I Paris, 1833 Concerto - - 1882/1/27 Delaborde
Chappe C.to  fa min.  Chopin Chopin 2d concerto Chopin 2d Concerto fa mineur - 1er solo fa mineur Concerto Chopin 2d Concerto Chopin - - - - - Concerto fa min.  Chopin Chopin 1er concerto 11 - e I Paris, 1833 Concerto - - 1882/1/27 Delaborde
Bourdon All.o de concert  Chopin Chopin Allegro de concert Chopin Allegro de concert Allegro de concert Chopin Allegro de concert Chopin Allegro de concert Chopin - - - - - Allegro de concert  Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1882/1/27 Delaborde
Carjat C.to mi min.  Chopin Chopin 1er concerto Chopin Concerto en mi mineur - Concerto mi mineur Chopin Ier  Concerto Chopin - - - - - Concerto mi min.  Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1882/1/27 Delaborde
Le Sidaner C.to   Weber Weber Concerto finale Finale du Concert Stuck [sic.] de Weber Concerto Weber Concerto (Croisé) Weber Concerto (La Croisé) Weber - - - - - Concerto Weber Weber Concert-Stück 79 - F III (finale) Leipzig, 1823 Concertino - - 1882/1/27 Delaborde
Paÿret Finale C.to  ré min.  Mozart Mozart Concerto Mozart (concerto de) Finale du concerto de Mozart Concerto ré mineur Mozart finale Concerto  Mozart - - - - - Finale  Concerto ré min.  Mozart Mozart Concerto - K 466 d III (finale) [1785] Concerto - - 1882/1/27 DelabordeGuillot Quatrième Ballade  Chopin Chopin Ballade Chopin 4e ballade Ballade Chopin 4e ballade Chopin fa mineur 4e ballade Chopin - - - - - 4e ballade  Chopin Chopin 4e Ballade 52 - f - Paris, 1843 Ballade - - 1882/1/27 Delaborde
de Renoner Sonate la♭  Weber Weber Sonate la♭ Weber Sonate en la♭ Sonate Weber Sonate Weber la♭  1er morceau 2e Sonate Weber - - - - - Sonate la♭  Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1882/1/27 Delaborde
Le Couppey Collin - Heller Étude Heller Étude le Freyschütz Heller Étude sur Freyschütz Étude le Freyschütz Heller - - - - - - Étude sur Freyschütz  St. Heller Heller Études sur Freyschütz de Weber 127 - - - Paris, 1871 Étude(s) - - 1882/1/27 Le Couppey
Steiger - Chopin sonate Chopin Finale de la sonate Finale Sonate Chopin Sonate si mineur Chopin (finale) - - - - - - Finale Sonate Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h IV (finale) Paris, 1845 Sonate - - 1882/1/27 Le Couppey
Larousse La Villette - Morceau d'elle Ballade composée par elle - Ballade de sa composition - - - - - - 1re Ballade  de sa composition La Villette Ballade - - - - - Ballade - - 1882/1/27 Le Couppey 自作を演奏。
Bardout - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1882/1/27 Le Couppey « malade depuis quelques jours »
Krzyzanowska - Chopin Scherzo Scherzo de Chopin en si♭ Impromptu Chopin Scherzo si♭ mineur - - - - - - Scherzo Chopin [Chopin] 3e Scherzo 39 - cis - Paris, 1840 Scherzo - - 1882/1/27 Le Couppey Sauzeyは « Imprimptu » と記しているが、議事録と他の試験官3名は « Scherzo » 
と記しているのでScherzoと同定した。Turpin - Scumann Sonate Schumann 2e sonate - Sonate Schumann sol mineur Sonate Schumann - - - - - Sonate Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1882/1/27 Le Couppey
de Rossignol - Mendelssohn Presto Mendelssohn Presto - Presto fa♯mineur Mendelssohn Presto  Mendelssohn - - - - - Presto Mendelssohn Mendelssohn Fantasia (Sonate écossaise) 28 - fis III (finale) Bonn, 1834 Fantaisie Fantaisie 1 - 1882/1/27 Le CouppeyDuprez - Weber Scherzo Weber Scherzo - Menuet la♭Weber Menuet  Weber - - - - - Menuet Weber Weber 2e Sonate 39 - As III Berlin, 1816 Sonate - - 1882/1/27 Le Couppey
Duranton - Weber rondo Weber rondo de la sonate en ré mineur Rondo Weber ré majeur Rondo de la sonate en ré mineur Weber Rondo  ré mineur Weber - - - - - rondo ré maj.  Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1882/1/27 Le Couppey
Gonthier - Mendelssohn Concerto Mendelssohn Fragment du concerto en sol mineur Fragment Mendelssohn Concerto sol min Mendelssohn  1er morceau Concerto  Mendelssohn - - - - - Concerto sol min.  Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g I Londres, 1832 Concerto - - 1882/1/27 Le Couppey
Jaeger - Mendelssohn Caprice Mendelssohn Fragment d'une caprice - Fragment du capriccioso  Mendelssohn si mineur Capriccioso  Mendelssohn - - - - - Rondo capriccioso  Mendelssohn Mendelssohn Rondo capriccioso 14 - E - Londres, 1830 Rondo - - 1882/1/27 Le CouppeyLaglaize - Weber Sonate la♭ Weber Sonate en la♭ Sonate  Weber la♭ Sonate la♭ Weber 1er morceau Sonate la♭ Weber - - - - - Sonate la♭Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1882/1/27 Le Couppey
Vigier - Schulhoff  Sonate Schulhoff fragment de la sonate de - Sonate  Schulhoff fa mineur 1er morceau Schulhoff  Sonate  - - - - - Sonate Schulhoff Sonate 37 - f I Paris, 1854 Sonate - - 1882/1/27 Le Couppey
Chatteleyn - Chopin 1re Ballade Chopin 1re ballade Ballade Chopin Ballade sol mineur Chopin 1re Ballade Chopin - - - - - 1re ballade  Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1882/1/27 Le Couppey
Amoretti - Beethoven Sonate Beethoven Sonate en si♭  1er morceau Beethoven si♭ Sonate si♭ Beethoven Sonate  Beethoven  (si♭) - - - - - Sonate si♭  Beethoven Beethoven Sonate - - B I - Sonate - - 1882/1/27 Le Couppey
Mulnier - Mendelssohn Caprice Mendelssohn Caprice Caprice Mendelssohn Fragment du capriccioso  Mendelssohn 1er morceau Caprice  Mendelssohn  - - - - - Rondo capriccioso  Mendelssohn Mendelssohn Rondo capriccioso 14 - E - Londres, 1830 Rondo - - 1882/1/27 Le CouppeyMassart François cécile Étude Chopin Chopin Étude Chopin Étude de Étude Chopin Étude m.g. ut mineur Chopin Étude Chopin - - - - - Étude de Chopin Chopin Études 10 - c XII Paris, 1833 Étude(s) - - 1882/1/27 Massart
Ramat marie Sonate en ré  Mozart Mozart Sonate Mozart sonate en ré majeur Sonate en ré Mozart sonate Mozart ré majeur Sonate  Mozart - - - - - Sonate en ré  Mozart Mozart Sonate - - - - - Sonate - - 1882/1/27 Massart Sauzayの記録に譜例あり。
Adolphi Adagio sonate en do min.  Mozart Mozart Andante Mozart Andante de la Sonate en do mineur - Andante Mozart sonate ut majeur Andante   Mozart - - - - - Adagio sonate en do min.  Mozart Mozart Sonate -  K 457 c - Vienne, 1785 Sonate - - 1882/1/27 Massart Fissotはハ長調のソナタを記録しているが、教授、議事録、1名の試験官はハ短調のソナタを記録しているのでK457と同定。Levasseur Étude de Chopin Chopin Étude Chopin (Étude de) Étude Chopin Étude touches noires Chopin Étude Chopin - - - - - Étude Chopin Chopin Études 10 - Ges V Paris, 1833 Étude(s) - - 1882/1/27 Massart
Mesnage Sonate la min.  Mozart Mozart Sonate la mineur Mozart Sonate en la mineur Mozart en la mineur Sonate la mineur Mozart Sonate  Mozart - - - - - Sonate la min.  Mozart Mozart Sonate - K 310 a - Paris, 1782 Sonate - - 1882/1/27 Massart
Luziani Andante sonate en la mineur Mozart Mozart sonate la mineur Andante Andante de la même sonate Andante Mozart Andante sonate fa majeur Mozart Andante    Mozart - - - - - Andante sonate la mineur Mozart Mozart Sonate - K 310 a II Paris, 1782 Sonate - - 1882/1/27 Massart Fissotはヘ長調のソナタを記録しているが、教授、議事録、2名の試験官はイ短調
のソナタを記録しているのでK310と同定。Grimal - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1882/1/27 Massart AJ 37/180-1 : « rayée, 11 janv. 1882 »
Soupe Étude de Chopin Chopin Étude Chopin Étude Étude Chopin Étude fa majeur Chopin Étude   Chopin - - - - - Étude  Chopin Chopin Études - - - - - Étude(s) - - 1882/1/27 Massart
Bontet de Monvel Rondo  Mozart Mozart Rondo la mineur Mozart Rondo - Rondo la mineur Mozart Rondo de Mozart - - - - - Rondo  Mozart Mozart Rondo - - a - - 同定不可 - - 1882/1/27 Massart
Dubois Étude de Chopin Chopin Étude Chopin (Étude) - Étude ut♯ mineuｒ Étude   Chopin - - - - - Étude  Chopin Chopin Études - - - - - Étude(s) - - 1882/1/27 Massart
de la Mora Finale sonate  Beethoven Beethoven Sonate Finale d'une sonate de Beethoven - Finale de la sonate ut majeur Beethoven Finale  Beethoven - - - - - Finale sonate Beethoven Beethoven Sonate - - C finale - Sonate - - 1882/1/27 Massart
Domemech marie Étude de Chopin Chopin Étude Chopin Étude Étude Chopin Étude la♭Chopin Étude   Chopin - - - - - Étude Chopin Chopin Études - - - - - Étude(s) - - 1882/1/27 Massart
Lacour Final sonate Beethoven Mozart Sonate ut mineur Mozart Sonate en do mineur - Sonate en ut mineur Mozart Sonate Mozart Fantaisie - - - - - Finale sonate Beethoven Mozart Sonate -  K 457 c - Vienne, 1785 Sonate - - 1882/1/27 Massart
Meredyth Fugue de Bach Bach Fugue Bach Fugue - Fugue ut majeur Bach Fugue de Bach - - - - - Fugue Bach Bach Fugue - - C - - Fugue - - 1882/1/27 Massart
Mattabon Étude de Chopin Chopin Étude Chopin Étude en mi majeur Étude Chopin Étude　mi majeur Chopin Étude de Chopin - - - - - Étude Chopin Chopin Études 10 - E III Paris, 1833 Étude(s) - - 1882/1/27 Massart
1881-1882 1882/6/20 Marmontel Braud op.106  Beethoven - Beethoven Sonate - Sonate op.106 Beethoven 1er morceau Beethoven Sonate op.106  - - - - - Sonate op.106 Beethoven Beethoven Sonate 106 - B I Vienne, 1819 Sonate - - 1882/6/20 Marmontel
Grand Jany op. 111 Beethoven - Beethoven Sonate Op.111 - Sonate ut mineur op.111 Beethoven  1er morceau Beethoven  op. 111 - - - - - Sonate op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c I Paris, 1823 Sonate - - 1882/6/20 Marmontel
Lefebvre Fugue de Bach - Bach Fugue - Fugue de Bach arrangé par Liszt Fugue  Bach - - - - - Fugue Boëly Bach-Liszt Fugue - - - - - Arrangement - - 1882/6/20 Marmontel 議事録はボエリーのフーガを記録しているが、教授、試験官はリスト編曲によるバッ
ハのフーガを記録しているので、リスト編曲のフーガと同定。
Courras op. 111  Beethoven - Beethoven Sonate Op.111 - Sonate ut mineur op.111 Beethoven  1er morceau Beethoven op. 111 Sonate - - - - - Sonate op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c I Paris, 1823 Sonate - - 1882/6/20 Marmontel
Chansarel op. 35 Chopin 1re sonate - Chopin Sonate Op.35 - Sonate Chopin si♭ mineur 1er morceau Sonate Chopin en si♭ min. - - - - - 1re sonate op. 35  Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b I Paris, 1840 Sonate - - 1882/6/20 Marmontel
Gouté Allegro de sonate  Beethoven - Beethoven Sonate Sonate Beethoven fa mineur Sonate appassionata 57 Beethoven Sonate op. 57 - - - - - Allegro Beethoven Beethoven Sonate 57 - f I Zurich, 1803 Sonate - - 1882/6/20 Marmontel
Flamens 12e concerto de Dussek - Dussek 12e concerto Concerto Dussek Concerto Dussek mi♭ Sonate Dussek - - - - - 12e concerto Dussek Dussek 12e concerto 70 C 238 Es - 1810 Concerto - - 1882/6/20 Marmontel Diémerはソナタを記録しているが、教授、議事録、3名の試験官は協奏曲を記録し
ているので作品70と同定。
Jemain Finale de l'op. 27 de Beethoven - Beethoven Sonate finale de l'op.27 finale Beethoven Sonate ut♯mineur Beethoven Sonate Beethoven op. 27 - - - - - Finale  op. 27  Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis III (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1882/6/20 MarmontelReitlinger Finale de R. Schumann - Schumann Sonate de (Finale) - - - - - - - - Finale Schumann Schumann Sonate - - - finale - Sonate - - 1882/6/20 Marmontel
- - Carnaval de Vienne - Finale du carnaval de Vienne Schumann Carnaval de Vienne Schumann - - - - - - Schumann Carnaval de Vienne 26 - B V 1841 Morceaux caractéristiques - - 1882/6/20 Marmontel
Savard Fugue de Mendelssohn - Mendelssohn 1re fugue Fugue Mendelssohn Fugue mi mineur Mendelssohn Fugue de Mendelssohn - - - - - Fugue  Mendelssohn Mendelssohn Six Préludes et fugues 35 - e/E I Paris, 1837 Fugue - - 1882/6/20 Marmontel
Bacheler Scherzo de Chopin - Chopin Scherzo Scherzo Chopin Scherzo si♭ mineur Chopin Scherzo si♭ mineur Chopin - - - - - Scherzo  Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1882/6/20 Marmontel
Leveaux Finale de l'apassionata de Beethoven - - Appassionata Beethoven Finale op. 57 Beethoven Finale fa min.  Beethoven - - - - - Finale   Beethoven Beethoven Sonate 57 - f III (finale) Zurich, 1803 Sonate - - 1882/6/20 Marmontel
Mathias Chevillard Chopin, op. 22  - Chopin Polonaise en mi♭ - Polonaise mi♭ Chopin Polonaise  Chopin - - - - - Op.22 Chopin Chopin Grande Polonaise Brillante précédée d'un Andante Spianato 22 - Es - Paris, 1836 Danse Polonaise - 1882/6/20 Mathias
Rey Beethoven  op. 111  - Beethoven Sonate Sonate Beethoven Sonate op. 111 Beethoven 1er morceau (ut mineur) Sonate op. 111 Beethoven - - - - - Op. 111  Beethoven Beethoven Sonate 111 - c I Paris, 1823 Sonate - - 1882/6/20 Mathias
Kaiser Beethoven op. 27 no 2  - Beethoven Allegro de la sonate en do♯ mineur - Sonate ut♯ Beethoven Sonate ut♯ min Beethoven - - - - - Op.27   Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis - Vienne, 1802 Sonate - - 1882/6/20 MathiasVallejo de moi  1er Allegro symphonique  - Mathias Allegro symphonique - Allegro symphonique Mathias Allegro symphonique Mathias - - - - - 1er Allegro symphonique  G, Mathias Mathias 1er Allegro symphonique 51 - B - Paris, 1870 Allegro-sonate - - 1882/6/20 Mathias
Phillipp Schumann  Carnaval op. 9  - Schumann Carnaval - Carnaval Schumann Carnaval Schumann - - - - - Carnaval op. 9  Schumann Schumann Carnaval: scènes mignonnes sur quatre notes 9 - - - 1837 Morceaux caractéristiques - - 1882/6/20 MathiasFalcke Chopin  Op. 31  - Chopin Scherzo si♭ mineur - Scherzo si♭mineur Chopin Scherzo si♭mineur Chopin - - - - - Op.31  Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1882/6/20 Mathias
Frémaux Schumann, op. 22, 2me Sonate  - Schumann Sonate de - - - - - - - - 2e sonate op. 22  Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1882/6/20 Mathias
Allier Ries, op. 55  3e Concerto  - Liszt Rhapsodie - - - - - - - - - Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - 欠 1882/6/20 Mathias AJ 37/206-3 : « absent Duvernoy » はAllierの欄に « Liszt Rhapsodie » と記録しているが、Allierは試験に欠席しているので次のAlarconとの取り違えであ
る。従って、議事録を優先させRiesの第3協奏曲と同定。 
Alarcon Liszt  2e Rhapsodie  - - Rhapsodie Liszt Rhapsodie Liszt ut mineur Rhapsodie Liszt - - - - - 3e Concerto op.55 　Ries Liszt 2e Rhapsodie hongroise - S 244 cis - Leipzig, 1851 Rhapsodie - - 1882/6/20 Mathias




Rosetti Jules Fugue chromatique  Bach (J. S.) - Bach Fugue de Fugue de Bach - Fugue de Bach - - - - - Fugue chromatique J. S. Bach Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1882/6/20 Mathias
Le Couppey Collin Finale Op.58  Chopin Chopin 58 finale - Finale Chopin Finale sonate si mineur Chopin Finale sonate Chopin - -
Final sonate si min  Chopin
- - Finale sonate op. 58 Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h IV (finale) Paris, 1845 Sonate - - 1882/6/20 Le Couppey
Steiger Sonate sol min.  Schumann Schumann op. 22 Schumann Sonate en sol mineur Sonate Schumann Sonate sol mineur Schumann Sonate sol min Schumann - -
Sonate sol min. Schumann 
- - Sonate sol min. Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1882/6/20 Le Couppey
Larousse Lavillette Scherzo si♭  Chopin Chopin Scherzo 35 Chopin Scherzo - Scherzo mi♭ mineur Chopin (sonate) Chopin  Scherzo de la sonate en si♭ min. - - Sonate - - Scherzo si♭ min. Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b II Paris, 1840 Sonate - - 1882/6/20 Le Couppey 教授、議事録は « si♭ » のスケルツォだが、試験官が作品番号、楽章の調性（mi♭）を記載していることから
、これはソナタの調性を示すものと解した。
Bardout Carnaval  [Schumann] Schumann Carnaval Schumann Carnaval de Carnaval Carnaval Schumann Carnaval Schumann - -
Carnaval Schumann
- - Carnaval Schumann [Schumann] Carnaval - - - - - Morceaux caractéristiques - - 1882/6/20 Le Couppey
Krzyzanowska Sonate si min.  Chopin Chopin op. 58 Chopin Sonate de - 1er morceau sonate si mineur Chopin Sonate si min Chopin - - Sonate si min. Chopin - - Sonate si min. Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h I Paris, 1845 Sonate - - 1882/6/20 Le Couppey
Turpin Scherzo  sonate  Heller Heller 3e sonate Heller Scherzo de la sonate Scherzo Heller Scherzo sonate Heller Scherzo sonate Heller - - Scherzo sonate Heller - - Scherzo sonate Heller Heller 3e Sonate 88 - C II Paris, 1856 Sonate - - 1882/6/20 Le Couppey
de Rossignol - Weber sonate Rondo 49 Weber Finale de la sonate - Finale sonate ré Weber Rondo de Weber - -
Finale sonate en ré mineur Weber 
- - Finale sonate ré mineur Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1882/6/20 Le Couppey
Duprez - Weber sonate 49 Rondo Weber Finale de la sonate - Finale sonate ré Weber Rondo de Weber - -
Finale sonate en ré mineur Weber 
- - Finale sonate ré Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1882/6/20 Le Couppey
Duranton - Weber sonate 49 Rondo Weber Finale de la sonate - Finale sonate ré Weber Rondo de Weber - -
Finale sonate en ré mineur Weber 
- - Finale sonate ré Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1882/6/20 Le Couppey
Gonthier - Weber sonate 49 Rondo Weber Finale de la sonate - Finale sonate ré Weber Rondo de Weber - -
Finale sonate en ré mineur Weber 
- - Finale sonate ré Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1882/6/20 Le Couppey
Jaeger - Weber sonate 49 Rondo - - Finale sonate ré Weber Rondo de Weber - -
Finale sonate en ré mineur Weber 
- - Finale sonate ré Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1882/6/20 Le Couppey
Laglaize - Weber sonate 49 Rondo Weber Finale de la sonate - Finale sonate ré Weber Rondo de Weber - -
Finale sonate en ré mineur Weber 
- - Finale sonate ré Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1882/6/20 Le Couppey
Vigier - Weber sonate 49 Rondo Weber Finale de la sonate - Finale sonate ré Weber Rondo de Weber - -
Finale sonate en ré mineur Weber 
- - Finale sonate ré Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1882/6/20 Le Couppey
Chatteleyn Concerto sol min.  Saint-Saëns Saint-Saëns Concerto sol mineur Saint-Saëns Concerto en sol mineur Concerto Saint-Saëns Concerto sol mineur Saint-Saëns Concerto de St-Saëns - -
Concerto sol min. Saint-Saëns 
- - Concerto sol min. St. Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g - 1868 Concerto - - 1882/6/20 Le Couppey
Amoretti - Weber sonate 49 Rondo Weber Finale de la sonate - Finale sonate ré Weber Rondo de Weber - -
Finale sonate en ré mineur Weber 
- - Finale sonate ré Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1882/6/20 Le Couppey
Mulnier - Weber sonate 49 Rondo Weber Finale de la sonate - Finale sonate ré Weber Rondo de Weber - -
Finale sonate en ré mineur Weber 
- - Finale sonate ré Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1882/6/20 Le Couppey
Delaborde Welsch Variations d'après Beethoven   St. Heller Beethoven Variations Heller Variations - Variations ut mineur (Beethoven Heller) Variations en ut min  Heller  sur un thème de Beethoven - -
Variations d'après Beethoven
- - Variations d'après Beethoven  St. Heller Heller 33 variations sur un thème de Beethoven 130 - c - Paris, 1871/72 Variations - - 1882/6/20 Delaborde
Picard sonate en ré min.  Weber Weber Sonate ré - - 1er morceau ré mineur Weber Sonate Weber - - Sonate ré min. Weber - - Sonate ré min. Weber Weber 3e Sonate 49 - d I Berlin, 1817 Sonate - - 1882/6/20 Delaborde
Lefrançois 1er scherzo  Chopin Chopin Scherzo Chopin Scherzo - Scherzo si mineur Chopin Scherzo  si min  Chopin - - Scherzo Chopin - - 1er Scherzo Chopin Chopin 1er Scherzo 20 - h - Paris, 1835 Scherzo - - 1882/6/20 Delaborde
Texte Finale de la 2de sonate  Chopin Chopin Finale Chopin Sonate de - Finale sonate si mineur Chopin Sonate Chopin  Final si min - - Final  Chopin - - Finale 2e sonate Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h IV (finale) Paris, 1845 Sonate - - 1882/6/20 Delaborde
Morlat Finale du C.to ré min.  Mozart Mozart finale concerto Mozart du concerto en ré mineur - Finale du concerto en ré mineur Chopin Finale concerto en ré min - -
Final Concerto ré min.  Mozart
- - Finale Concerto ré mineur  Mozart Mozart Concerto - K 466 d III (finale) [1785] Concerto - - 1882/6/20 Delaborde
Chappe Sonate la♭  Weber Weber Sonate  la♭ Weber Sonate en la♭ - Sonate la♭ Weber 1er morceau Sonate de  Weber la♭ - - Sonate  Weber - - Sonate la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1882/6/20 Delaborde
Bourdon 3e sonate  Schumann Schumann 3e sonate 3e Schumann  sonate de - Sonate fa mineur Schumann Sonate  Schumann - -
3e sonate Schumann
- - 3e sonate Schumann Schumann 3e sonate 14 - f - 1836, rév. 1853 Sonate - - 1882/6/20 Delaborde
Carjat - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1882/6/20 Delaborde « a peine de mise de typhoïde - ne peut encore jouer de piano »
Le Sidaner C.to sol min.  Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto Mendelssohn Concerto en sol mineur - Concerto sol mineur Mendelssohn Concerto en sol min  Mendelssohn - -
Concerto sol min Mendelssohn 
- - Concerto sol mineur Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g I Londres, 1832 Concerto - - 1882/6/20 Delaborde
Paÿret - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1882/6/20 Delaborde « malade »
Guillot Finale  Mozart Mozart finale concerto Mozart Finale d'une sonate - finale ré mineur Mozart (Concerto) Concerto Mozart - -
Finale concerto Mozart 
- - finale Mozart Mozart Concerto - K 466 d III (finale) [1785] Concerto - - 1882/6/20 Delaborde
de Renoner Finale du Carnaval de Vienne   Schumann Schumann finale Schumann sonate de - Finale Schumann (Carnaval de Vienne) Finale du Carnaval de Vienne   Schumann - - Finale  Schumann - - Finale du Carnaval de Vienne  Schumann Schumann Carnaval de Vienne 26 - B
V (finale) 1841 Morceaux caractéristiques - - 1882/6/20 Delaborde
H. Duvernoyはソナタを記録しているが、教授、議事録、3名の試験官は《ウィーンの謝
肉祭》を記録しているので作品26と同定。
Massart François cécile Variations sérieuses  Mendelssohn Mendelssohn Variations - - Variations si mineur Variations sérieuses  Mendelssohn - -
Variations sérieuses  Mendelssohn
- - Variations sérieuses  Mendelssohn Mendelssohn Variations sérieuses 54 - d - Vienne, 1841 Variations - - 1882/6/20 Massart
Ramat marie Sonate la♭  Weber Weber sonate - - Sonate la♭ Weber 1er morceau Sonate la♭  Weber - - Sonate la♭ Weber - - Sonate la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1882/6/20 Massart
Adolphi 2e Sonate  Schumann Schumann Sonate - - Sonate sol mineur Schumann 1er morceau Sonate sol mineur Schumann 1er morceau - -
2e sonate sol min.  Schumann
- - 2e sonate Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g I 1839 Sonate - - 1882/6/20 Massart
Levasseur Op.111  Beethoven Beethoven 111 - - Sonate 111 1er morceau Beethoven Op.111  Sonate Beethoven - - op. 111 Beethoven - - Sonate op. 111  Beethoven Beethoven Sonate 111 - c I Paris, 1823 Sonate - - 1882/6/20 Massart
Mesnage Polonaise mi♭  Chopin Chopin Polonaise - - Polonaise mi♭ Chopin Polonaise mi♭  Chopin - - Polonaise  Chopin - - Polonaise mi♭ Chopin Chopin Polonaise - - - - - Danse Polonaise - 1882/6/20 Massart
Luziani Finale de l'Aurore  Beethoven Beethoven finale l'Aurore - - Finale Aurore Beethoven 53 Sonate de Beethoven (l'Aurore) - -
Finale  Aurore Beethoven 
- - Finale l'aurore Beethoven Beethoven Sonate 53 - C III (finale) Vienne, 1805 Sonate - - 1882/6/20 Massart
Soupe Sonate en si♭  Chopin Chopin sonate - - Sonate si♭ mineur Chopin Sonate Chopin  si♭ min - -
Sonate si♭min.  Chopin 
- - Sonate si♭Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b I Paris, 1840 Sonate - - 1882/6/20 Massart
Bontet de Monvel Op.109  Beethoven Beethoven Sonate op. 109 - - Sonate 109 Beethoven mi majeur Sonate de Beethoven  op.109  - - op. 109 Beethoven - - Sonate op. 109 Beethoven Beethoven Sonate 109 - E - Berlin, 1821 Sonate - - 1882/6/20 Massart
Dubois Sonate fa min.  Beethoven Beethoven sonate fa mineur - - 1er morceau sonate fa mineur op. 57 Beethoven Sonate de Beethoven fa min (57/op !) - - Sonate fa min. - - Sonate fa mineur  Beethoven Beethoven Sonate 57 - f I Zurich, 1803 Sonate - - 1882/6/20 Massart
de la Mora Sonate pathétique  Beethoven Beethoven  pathétique - sonate pathétique 1er morceau sonate pathétique Beethoven Sonate pathétique - -
Sonate pathétique Beethoven 
- - Sonate pathétique Beethoven Beethoven Sonate 13 - c I Vienne, 1799 Sonate - - 1882/6/20 Massart
Domemech marie Sonate si min.  Chopin Chopin sonate si mineur - si mineur Chopin Sonate Chopin si mineur 1er morceau Sonate si min Chopin - - Sonate si min  Chopin - - Sonate si mineur Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h I Paris, 1845 Sonate - - 1882/6/20 Massart
Lacour Concerto fa min.  Chopin Chopin concerto fa mineur - 2e concerto Chopin Concerto fa mineur Chopin 1er solo Concerto fa min Chopin - - Concerto fa min Chopin - - Concerto fa mineur Chopin Chopin 2e concerto 21 - f I Paris, 1836 Concerto - - 1882/6/20 Massart
Meredyth Concerto sol min.  Saint-Saëns Saint-Saëns Concerto sol mineur - - Concerto sol mineur Saint-Saëns Concerto  St-Saëns - -
Concerto sol min. St Saëns 
- - Concerto sol mineur Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g - 1868 Concerto - - 1882/6/20 Massart
Mattabon Concerto mi min.  Chopin Chopin Concerto mi mineur - C.to Chopin - Concerto Chopin - -
1er concerto  Chopin
- - Concerto mi min.  Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1882/6/20 Massart
1882-1883 1883/1/26 Marmontel Lefebvre Louis Étude symphonique  Alkan - Alkan Étude symphonique - Étude symphonique Alkan - - - - - - Étude symphonique  C. V. Alkan Alkan 12 études dans tous les tons mineurs 39 - - - 1857 Sonate - - 1883/1/26 Marmontel
Courras Scherzo fantastique   Heller [op.57] - Heller Scherzo fantastique 2e [?] morceau - Scherzo fantastique Heller - - - - - - Scherzo fantastique St. Heller Heller Scherzo fantastique 57 - e/E - Paris, 1846 Scherzo - - 1883/1/26 MarmontelChansarel 3e Ballade de Chopin - Chopin Ballade Ballade Chopin Ballade la♭ Chopin - - - - - - 3e Ballade  Chopin Chopin 3e Ballade 47 - As - Paris, 1841 Ballade - - 1883/1/26 Marmontel
Gouté Caprice de Mendelssohn op. 33  - Mendelssohn Caprice de   op. 33 Caprice Mendelssohn Caprice la mineur Mendelssohn - - - - - - Caprice op. 33 Mendelssohn Mendelssohn Trois caprices 33 - a I Paris, 1836 Caprice - - 1883/1/26 Marmontel
Flamens Sonate de Dussek Dussek Sonate Dussek Sonate de - Sonate Dussek la♭ - - - - - - Sonate Dussek Dussek Sonate - - As - - Sonate - - 1883/1/26 Marmontel
Jemain Concerto de Beethoven Beethoven ut mineur Concerto Beethoven Concerto en do mineur Beethoven  Concerto ut mineur Concerto ut mineur Beethoven - - - - - - Concerto en ut mineur Beethoven Beethoven 3e Concerto 37 - c - Vienne, 1804 Concerto - - 1883/1/26 Marmontel
Reitlinger Première ballade  Chopin Chopin Ballade Chopin 1re ballade Ballade Chopin 1re ballade (sol mineur) Chopin - - - - - - 1re Ballade Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1883/1/26 Marmontel
Savrad Sonate en ut mineur   Mozart Mozart fantaisie Mozart sonate en ut mineur Fantaisie Mozart Fantaisie ut mineur Mozart - - - - - - Fantaisie *** ut min. Mozart Mozart Fantaisie - K 475 c - Vienne, 1785 Sonate - - 1883/1/26 Marmontel
Bacheler Presto  Mendelssohn Mendelssohn Presto Mendelssohn Presto Presto Mendelssohn Presto fa♯ mineur Mendelssohn - - - - - - Presto de Mendelssohn Mendelssohn Fantasia (Sonate écossaise) 28 - fis III (finale) Bonn, 1834 Fantaisie Fantaisie 1 - 1883/1/26 MarmontelLeveaux Sonate op. 111  Beethoven Beethoven œuvre 111 Beethoven Sonate op. 111 Sonate Beethoven Sonate Beethoven ut mineur 111 - - - - - - Sonate op. 111  Beethoven Beethoven Sonate 111 - c - Paris, 1823 Sonate - - 1883/1/26 Marmontel
Bondon Sonate d'Étude  Czerny Czerny Sonate Czerny Sonate - Sonate Étude Czerny - - - - - - Sonate d'Étude Czerny Czerny Grande sonate d'Étude 268 - B - Paris, 1834/35 Sonate - - 1883/1/26 MarmontelGaleotti Sonate en ut  Beethoven Beethoven Sonate Beethoven Sonate en ut Sonate  Beethoven ut majeur 1er morceau sonate ut majeur Beethoven - - - - - - Sonate en ut  Beethoven Beethoven Sonate - - C I - Sonate - - 1883/1/26 Marmontel
Schillio Sonate de Clementi  op. 50  Clementi Sonate Clementi Sonate de   op. 50 - Sonate patetico Clementi - - - - - - S op. 50   Clementi Clementi 3 Sonates 50-3 - g - Paris, 1821 Sonate - - 1883/1/26 Marmontel
Berny Weber  Mouvement perpétuel  Weber Mouvement perpétuel Weber Mouvement perpétuel - Mouvement perpétuel Weber - - - - - - Mouvement perpétuel Weber Weber 1re Sonate 24 - C - Berlin, 1812 Sonate - - 1883/1/26 Marmontel
Mathias Kaiser de moi : 3e sonate op. 35  Mathias Sonate G. Mathias 3e sonate  3e sonate Mathias 1re sonate Mathias - - - - - - 3e sonate op. 35   G. Mathias Mathias 3e sonate 35 - F - Paris, 1859 Sonate - - 1883/1/26 Mathias Fissotのみ第1ソナタを記録しているが、教授、議事録、Duvernoy, Sauzeyは第3ソナタを記録しているので第３ソナタと同定。Phillipp Chopin : 1er Concerto Chopin 1er concerto Chopin Concerto en mi mineur Concerto Chopin - - - - - - - 1er Concerto  Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1883/1/26 Mathias
Falcke de moi : Scherzo de la première sonate op. 20 Mathias Scherzo G. Mathias Scherzo Scherzo Mathias - - - - - - - Scherzo 1re sonate op. 20  G. Mathias Mathias 3e sonate 35 - F - Paris, 1859 Sonate - - 1883/1/26 Mathias
Frémaux  Beethoven op. 57 Beethoven op. 57 Sonate Beethoven op. 57 op. 57 - - - - - - - Sonate op. 57  Beethoven Beethoven Sonate 57 - f - Zurich, 1803 Sonate - - 1883/1/26 Mathias
Allier Mendelssohn  1er concerto  - - - - - - - - - - 1er concerto  Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - 欠 1883/1/26 Mathias AJ 37/206-3 : « absent »
Alarcon Hummel, op. 81  Rondo Hummel Finale ut♯ mineur Finale de la sonate en fa♯ mineur Hummel - - - - - - - Rondo op. 81  Hummel  Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne, 1819 Sonate - - 1883/1/26 MathiasRosetti Jules - Chopin 1re Ballade Chopin 1re Ballade 1re ballade Chopin - - - - - - - 1re Ballade Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1883/1/26 Mathias
Noel - Hummel finale sonate mi♭ Hummel Finale de la sonate op. 13 Hummel - - - - - - - Finale sonate mi♭ Hummel Grande sonate 13 - Es III (finale) Paris, ca 1811 Sonate - - 1883/1/26 MathiasPalliser - Liszt Rhapsodie Liszt Rhapsodie Rhapsodie Liszt - - - - - - - Rhapsodie  Liszt Liszt Rhapsodie - - - - - Rhapsodie - - 1883/1/26 Mathias
Williams - - - - - - - - - - - Schumann Schumann - - - - - - 同定不可 - - 1883/1/26 Mathias
Archainheaud - 2e concerto field Field 2e concerto Sonata Field - - - - - - - 2e concerto  Field Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - - 1883/1/26 MathiasDukas - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1883/1/26 Mathias AJ 37/206-3 : « absent »
Le Couppey Collin Schumann  Élévation - Schumann Élévation - Élévation Schumann - - - - - - Élévation Schumann Schumann Phantasiestüke (Pièces romantiques) 12 - f II 1838 Morceaux caractéristiques - - 1883/1/26 Le Couppey
Larousse La Villette Impromptu, de sa composition - Impromptu de sa composition Impromptu de sa composition Impromptu de sa composition - - - - - - Impromptu de sa composition La Villette Impromptu - - - - - Morceaux caractéristiques Impromptu - 1883/1/26 Le Couppey 自作を演奏。
Bardout Beethoven  Fragment de l'op.57  Beethoven 57 Beethoven Fragment de l'op. 57 - Op.57 Beethoven (finale) - - - - - - Sonate op. 57 Beethoven Beethoven Sonate 57 - f III (finale) Zurich, 1803 Sonate - - 1883/1/26 Le Couppey
Krzyzanowska Chopin  Finalede la sonate si min  Chopin Sonate Finale Chopin Finale d'une sonate Sonate Chopin Finale de sonate si min Chopin - - - - - - Finale sonate si min Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h IV (finale) Paris, 1845 Sonate - - 1883/1/26 Le CouppeyDuranton Chopin  deux Préludes   Chopin Prélude Chopin 2 Préludes - Préludes  Chopin - - - - - - Deux préludes  Chopin Chopin Préludes 28 - - - Paris, 1839 Prélude(s) - - 1883/1/26 Le Couppey
- - - - - - - - - - - - Chopin Préludes 28 - - - Paris, 1839 Prélude(s) - - 1883/1/26 Le Couppey
Gonthier Schubert  Minuetto Schubert minuette Schubert minuetto Minuetto Schubert Minuetto si mineur Schubert - - - - - - Minuetto  Schubert Schubert Fantasie, Andante, Menuetto und Allegretto 78 D 894 G III 1827 Fantaisie Fantaisie 1 - 1883/1/26 Le CouppeyJaeger Schumann  Fragment de sonate  - - - - - - - - - - - Schumann Sonate - - - - - Sonate - - 1883/1/26 Le Couppey
- Bach fugue sol Bach Fugue en sol Fugue Bach fugue sol majeur Bach - - - - - - fugue en sol Bach Bach Fugue - - G - - Fugue - - 1883/1/26 Le Couppey
Laglaize MozartSonate en la min. Mozart Sonate la mineur Mozart Sonate en la mineur - Sonate la mineur Mozart - - - - - - Sonate la min. Mozart Mozart Sonate - K 310 a - Paris, 1782 Sonate - - 1883/1/26 Le Couppey
Vigier Beethoven  Menuet de l'op. 10  Beethoven Menuet sonate ré majeur Beethoven Menuet de l'op. 10 Menuet Beethoven Menuet ré majeur Beethvoven$ - - - - - - Menuet sonate op. 10 Beethoven Sonate 10-3 - D III Vienne, 1798 Sonate - - 1883/1/26 Le Couppey
Chatteleyn Saint-Saëns  Allegro scherzando Saint-Saëns Allegro scherzo concerto sol mineur Saint-Saëns finale du concerto de Saint-Saëns arrangé par Bizet Scherzo Saint-Saëns arrangé par Bizet Scherzo du concerto sol mineur - - - - - - Allegro scherzando, concerto sol min.  Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g II 1868 Concerto - - 1883/1/26 Le CouppeyAmoretti Beethoven  Menuet de l'op. 22  Beethoven Menuet Beethoven Menuet de l'op. 22 Sonate Beethoven Sonate 22 - B - Leipzig, 1802 - Menuet op. 22  Beethoven Beethoven Sonate 22 - B III Leipzig, 1802 Sonate - - 1883/1/26 Le Couppey
Mulnier Weber  Menuet de la sonate en la♭  Weber Menuet Sonate la♭ Weber Menuet de la sonate en la♭ Sonate en la♭ Weber Menuet Weber - - - - - - Menuet sonate la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As III Berlin, 1816 Sonate - - 1883/1/26 Le Couppey
Collin Louisa Paradies  Toccata  Paradies Toccata Paradies Toccata Toccata Paradies Paradies Toccata - - - - - - Toccata　Paradies Paradies Toccata - - - - - Toccata - - 1883/1/26 Le Couppey
Depecker Weber  Sonate en la bémol  Weber Sonate la♭ Weber Sonate en la bémol Sonate la♭ Weber Sonate la♭Weber - - - - - - Sonate la♭Weber Weber 2e Sonate 39 - As - Berlin, 1816 Sonate - - 1883/1/26 Le Couppey
Lecour Mendelssohn  Fragment du capriccio Mendelssohn Capriccio Mendelssohn  fragment du capriccio op. 22 - Caprice Mendelssohn (si mineur) - - - - - - Capriccio Mendelssohn Mendelssohn Capriccio brillant 22 - h - Londres, 1832 Concertino - - 1883/1/26 Le CouppeyOger Marguerite Mozart  Sonate en ut min.  Mozart Sonate ut mineur Mozart Sonate en ut mineur ut mineur Mozart Sonate ut mineur Mozart - - - - - - Sonate ut min. Mozart Mozart Sonate - K 457 c - Vienne, 1785 Sonate - - 1883/1/26 Le Couppey
Goetz Emm. Bach  Presto Emm. Bach Presto Emm. Bach Presto - Presto E. Bach - - - - - - Presto Emm. Bach C.P.E. Bach Presto - [H 176 ?] - [I ?} - 同定不可 - - 1883/1/26 Le Couppey
Menière  - - - -  - - - - - - -  - - - - - - - - - - 欠 1883/1/26 Le Couppey « sérieusement malade »
Delaborde Lefrançois Novelette  Schumann Schumann Novelette Schumann Novelette Novelette Schumann Novelette Schumann (ré majeur) - - - - - - Novelette Schumann Schumann 8 Novelletten 21 - - - 1839 Morceaux caractéristiques - - 1883/1/26 Delaborde
Texte 1re Sonate  Schumann Schumann 1re Sonate Schumann 1re Sonate Sonate Schumann Sonate fa mineur Schumann - - - - - - 1re sonate Schumann Schumann 1re Sonate  11 - fis - 1836 Sonate - - 1883/1/26 Delaborde Fissotはヘ短調を記録しているが、教授、議事録、2名の試験官は第1ソナタを記録
しているので作品11と同定。 Morlat variations  Mendelssohn Mendelssohn Variations Mendelssohn  Variations Variations  Mendelssohn Variations sérieuses  Mendelssohn - - - - - - Variations sérieuses  Mendelssohn Mendelssohn Variations sérieuses 54 - d - Vienne, 1841 Variations - - 1883/1/26 Delaborde
Bourdon Fantaisie  Chopin Chopin Fantaisie Chopin Fantaisie - Fantaisie Chopin - - - - - - Fantaisie Chopin Chopin Fantaisie - - - - - Fantaisie Fantaisie 1 - 1883/1/26 Delaborde
Carjat Sonate  Chopin Chopin Sonate Chopin Sonate de - Sonate de Chopin si mineur 1er morceau - - - - - - Sonate Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h I Paris, 1845 Sonate - - 1883/1/26 Delaborde
Le Sidaner Finale ré maj.  Weber Weber rondo Weber  finale en ré mineur - Rono de la sonate ré mineur Weber - - - - - - Rondo sonate ré min. Weber Weber 3e Sonate 49 - D I Berlin, 1817 Sonate - - 1883/1/26 Delaborde
Paÿret Scherzo ut#  Chopin Chopin Scherzo ut# Chopin Scherzo en ut# Scherzo en ut# Chopin Scherzo Chopin ut# mineur - - - - - - Scherzo ut# min. Chopin 3e Scherzo 39 - cis - Paris, 1840 Scherzo - - 1883/1/26 Delaborde
Guillot Finale 1re sonate  Schumann Schumann 1re sonate  Finale Schumann Finale 1re sonate - Finale sonate fa mineur Schumann - - - - - - Finale 1re sonate  Schumann Schumann 1re Sonate  11 - fis IV (finale) 1836 Sonate - - 1883/1/26 Delaborde Fissotはヘ短調を記録しているが、教授、議事録、2名の試験官は第1ソナタを記録しているので作品11と同定。 de Renoner Scherzo si♭  Chopin Chopin Scherzo si♭ Chopin Scherzo en si♭mineur Scherzo de Chopin Scherzo Chopin  si♭ - - - - - - Scherzo si♭ Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1883/1/26 Delaborde
Berthelot 4e Ballade  Chopin Chopin 4e Ballade Chopin 4e Ballade 4e Ballade Chopin 4e ballade Chopin (fa mineur) - - - - - - 4e ballade Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1883/1/26 Delaborde
Moukhine Ballade la♭  Chopin Chopin Ballade la♭ Chopin Ballade en la♭ Ballade Chopin Ballade Chopin (la♭) - - - - - - Ballade la♭ Chopin Chopin 3e Ballade 47 - As - Paris, 1841 Ballade - - 1883/1/26 Delaborde
Servat Étude sur le Freischütz  St. Heller Heller Étude sur le Freischütz Heller Étude 1re le Freischütz Heller Freischütz Étude  Heller sur le Freischütz - - - - - - Étude sur le Freischütz  St. Heller Heller Études sur Freyschütz de Weber 127 - a I Paris, 1871 Étude(s) - - 1883/1/26 Delaborde
Massart Ramat marie Étude  Henselt Henselt Étude de Henselt Étude - Étude Henselt - - - - - - Étude Henselt Henselt Étude - - - - - Étude(s) - - 1883/1/26 Massart
Adolphi Prélude  Mendelssohn Mendelssohn Prélude de Mendelssohn Prélude Prélude Mendelssohn Prélude mi mineur Mendelssohn - - - - - - Prélude Mendelssohn Mendelssohn Prélude - - - - - Prélude(s) - - 1883/1/26 Massart
Levasseur Final   Weber Weber sonate finale Weber finale de la sonate en ré finale Weber Finale sonate Weber en ré mineur - - - - - - Finale Weber Weber 3e Sonate 49 - D I Berlin, 1817 Sonate - - 1883/1/26 Massart
Mesnage Finale l'Aurore  Beethoven Beethoven Finale Finale de l'Aurore  Sonate de Beethoven Finale Beethoven Finale de l'Aurore Beethoven - - - - - - Finale sonate (l'Aurore) Beethoven Beethoven Sonate 53 - C III (finale) Vienne, 1805 Sonate - - 1883/1/26 MassartLuziani  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1883/1/26 Massart « malade d'une péritonite depuis deux mois »
Soupe Scherzo all.tto   Beethoven Beethoven Scherzo Beethoven Scherzo allegretto Scherzo Beethoven Scherzo de la sonate en mi♭ Beethoven - - - - - - Scherzo allegtt Beethoven Beethoven Sonate 31-3 - Es II Zurich, 1804 Sonate - - 1883/1/26 Massart
Bontet de Monvel La fuite-Romance  Schumann Schumann Romance Schumann La fuite Romance Fuite de Schumann Romance Schumann ré mineur - - - - - - La petite romance  Schumann Schumann Romance - - - - - Morceaux caractéristiques - - 1883/1/26 MassartDubois Sonate si♭ mineur  Chopin Chopin Sonate si♭ Chopin Sonate en si♭ mineur Sonate si♭ Chopin Sonate si♭ mineur Chopin - - - - - - Sonate si♭ min.  Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b - Paris, 1840 Sonate - - 1883/1/26 Massart
de la Mora Sonate si♮  Chopin Chopin Sonate si♮ Chopin Sonate en si majeur Sonate Chopin 1er morceau sonate si mineur Chopin - - - - - - Sonate si♮ mineur Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h I Paris, 1845 Sonate - - 1883/1/26 Massart
Domemech marie Finale Concert-stuck  Weber Weber Concerto finale Weber Finale du Concert-Stück [sic.] finale Weber Concerto Weber finale - - - - - - Finale Concert-stuck  Weber Weber Concert-Stück 79 - F III (finale) Leipzig, 1823 Concertino - - 1883/1/26 Massart
Lacour Scherzo Concerto  Saint-Saëns Saint-Saëns Concerto Scherzo Saint-Saëns Scherzo du Concerto arrangé par Bizet Scherzo Saint-Saëns Scherzo concerto sol mineur Saint-Saëns - - - - - - Scherzo concerto sol min.  Saint-Saëns Saint-Saëns-Bizet 2e concerto (trans. par Bizet) 22 - g II Paris, 1876 Arrangement Concerto (transcription) - 1883/1/26 MassartMeredyth Variations sérieuses  Mendelssohn Mendelssohn Variations - Variations sérieuses Mendelssohn Variations Mendelssohn (sérieuses) - - - - - - Variations sérieuses Mendelssohn Mendelssohn Variations sérieuses 54 - d - Vienne, 1841 Variations - - 1883/1/26 Massart
Mattabon Fantaisie caprice  Mendelssohn Mendelssohn Fantaisie caprice - Caprice Mendelssohn Caprice Mendelssohn (mi mineur) - - - - - - Fantaisie Caprice Mendelssohn Mendelssohn Trois fantaisies ou caprices 16 - e II Vienne, 1831 Caprice - - 1883/1/26 Massart
Mascart Étude  Chopin Chopin Étude sol♭ - Étude Chopin Étude touches noires Chopin - - - - - - Étude  Chopin Chopin Études 10 - Ges V Paris, 1833 Étude(s) - - 1883/1/26 Massart
Millochau Aurore  Beethoven Beethoven l'Aurore - l'Aurore Aurore 1er morceau Beethoven - - - - - - Sonate (Aurore) Beethoven Beethoven Sonate 53 - C I Vienne, 1805 Sonate - - 1883/1/26 Massart
Stokvis La chasse  Mendelssohn Mendelssohn La chasse - Chasse Mendelssohn Chasse Mendelssohn - - - - - - La Chasse Mendelssohn Mendelssohn Romance sans paroles 19 - A III Bonn, 1845 Morceaux caractéristiques - - 1883/1/26 Massart
1882-1883 1883/6/19 Marmontel Lefebvre Louis Finale de concerto de Diémer - Diémer Concerto-Stuck [sic.] Concerto Diémer Finale Diémer Final  Concertstück (L. Diémer) - - - - - Finale de concerto  Diémer Diémer Concert-Stück 31 - C/E II (finale) Paris, 1892 Concertino - - 1883/6/19 MarmontelCourras Étude en doubles notes  Delaborde Delaborde Étude Delaborde Étude Étude Delaborde Étude Delaborde - - - - - - Étude en doubles notes  Delaborde Delaborde Étude - - - - - Étude(s) - - 1883/6/19 Marmontel
Chansarel Toccata de Bach - - - - - - - - - - Toccata  Bach Bach Toccata - - - - - Toccata - 欠 1883/6/19 Marmontel « atteint d'une pleurite. Entre en convalescence »
Gouté 4e Sonate de Stp. Heller Heller 4e Sonate St. Heller 4e Sonate - Sonate Heller 4e Sonate de Heller - - - - - 4e Sonate  St. Heller Heller 3e Sonate 88 - C II Paris, 1856 Sonate - - 1883/6/19 Marmontel
Flamens Sonate de Schulhoff Schulhoff Sonate Schulhoff Sonate en fa mineur - Sonate  Schulhoff Sonate  Schulhoff - - - - - Sonate Schulhoff Schulhoff Sonate 37 - f - Paris, 1854 Sonate - - 1883/6/19 Marmontel
Jemain Sonate de Beethoven op. 53 Beethoven Sonate Beethoven Sonate - 1er morceau Aurore Beethoven Sonate de Beethoven (l'Aurore) - - - - - Sonate op. 53 Beethoven Beethoven Sonate 53 - C I Vienne, 1805 Sonate - - 1883/6/19 Marmontel
Reitlinger op. 106 Beethoven - Beethoven op. 106 106 Beethoven 1er morceau 106 Sonate op. 106 - - - - - Sonate op. 106 Beethoven Beethoven Sonate 106 - B I Vienne, 1819 Sonate - - 1883/6/19 Marmontel
Bacheler Allegro de Chopin Chopin Allegro Chopin  allegro - Allegro de concert Chopin Allegro de Chopin - - - - - Allegro Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1883/6/19 Marmontel
Leveaux Concerto de Beethoven Beethoven concerto  Beethoven conerto de  Beethoven concerto ut mineur Concerto Beethoven ut mineur Concerto de Beethoven - - - - - Concerto Beethoven Beethoven 3e Concerto 37 - c - Vienne, 1804 Concerto - - 1883/6/19 Marmontel
Bondon Sonate d'étude de Czerny Czerny Sonate d'étude Czerny Sonate Sonate Czerny Sonate d'étude Final d'une Sonate de Czerny - - - - - Sonate d'étude Czerny Czerny Grande sonate d'étude 268 - B IV (finale) Paris, 1834/35 Sonate - - 1883/6/19 Marmontel
Galeotti Sonate de Beethoven en mi bémol op.　31 Beethoven Sonate Beethoven Sonate op.31 Sonate Beethoven Sonate la♭ Beethoven Sonate Beethoven - - - - - Sonate en mi♭ op.　31　Beethoven Beethoven Sonate 31-3 - Es - Zurich, 1804 Sonate - - 1883/6/19 Marmontel Fissotは変イ調のソナタを記録しているが、議事録、教授、1名の試験官は作品31
変ホ長調を記録しているので、作品31-3と同定した。 
Schillio - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1883/6/19 Marmontel « atteint d'une maladie nerveuse. Attaques plusieurs fois répétées à la classe est démissionnaire » AJ 37/207-1では出席扱い。Berny Scherzo de G. Mathias Mathias Polonaise G. Mathias Polonaise en do majeur Polonaise Mathias Polonaise Mathias Polonaise Mathias - - - - - Scherzo  G. Mathias Mathias 1re Sonate 20 - h II Paris, 1855 Sonate - - 1883/6/19 Marmontel
Mathias Kaiser Chopin, 1re Ballade  Chopin Son. Chopin 1re Ballade Chopin Ballade 1re Ballade Chopin 3e Ballade Chopin - - - - - 1re Ballade  Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1883/6/19 Mathias Thomasは« sonate »、 Diémerは第3バラードを記録しているが、教授、議事録、2名の教官は第1バラード
を記録しているので、第1バラードと同定。Phillipp de moi : Caprice, op. 62 - G. Mathias Caprice de Caprice Mathias Caprice Mathias Caprice de Mathias - - - - - Caprice op. 62  G. Mathias Mathias Caprice 62 - - - - Caprice - - 1883/6/19 Mathias
Falcke Chopin, Finale de l'op. 58  Chopin Sonate Chopin Sonate Sonate Chopin - Sonate de Chopin - - - - - Finale op. 58  Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h IV (finale) Paris, 1845 Sonate - - 1883/6/19 MathiasFrémaux Saint-Saëns, 2e Concerto  Saint-Saëns Concerto Saint-Saëns Concerto de - 1er morceau concerto sol mineur Saint-Saëns Concerto sol min. St-Saëns - - - - - 2e Concerto C. Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g I 1868 Concerto - - 1883/6/19 Mathias
Alarcon Schumann, 2e Sonate  Schumann Sonate Schumann Sonate de Sonate Schumann Sonate sol mineur Schumann Sonate de Schumann - - - - - 2e sonate Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g I 1839 Sonate - - 1883/6/19 Mathias
Rosetti Jules Chopin, op. 46  Chopin op.46 Chopin Allegro de - Allegro de concert Chopin Allegro de concert - - - - - Op. 46 Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1883/6/19 Mathias
Noel Hummel, op. 81  Hummel Sonate Hummel Finale de la sonate Hummel fa♯ mineur Finale de la sonate fa♯ mineur Hummel Finale Sonate en fa♯ Hummel - - - - - Op. 81  Hummel Hummel Sonate 81 - fis - Vienne, 1819 Sonate - - 1883/6/19 Mathias
Palliser de moi : 2e Scherzo, op. 63 Mathias Scherzo G. Mathias Scherzo de Scherzo Mathias Scherzo de Mathias Scherzo de Mathias - - - - - 2e Scherzo op. 63  G, Mathias Mathias 2e Scherzo 63 - A - Paris, 1881 Scherzo - - 1883/6/19 Mathias
Williams Hummel, Concerto en la mineur Hummel Concerto Hummel Concerto en la mineur Hummel la mineur Concerto la mineur Hummel Concerto de Hummel - - - - - Concerto la mineur  Hummel Hummel Grand concerto 85 - a - Paris, 1823 Concerto - - 1883/6/19 Mathias
Archainheaud Chopin, 1er Concerto  Chopin Concerto Chopin Concerto en mi mineur Chopin Concerto 1er morceau Concerto Chopin Concerto de Chopin - - - - - 1er concerto  Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1883/6/19 Mathias
Dukas Bach (J.S.) Concerto italien  Bach Concerto Bach concerto - Concerto Bach Concerto fa majeur Concerto de Bach - - - - - Concerto italien  Bach Bach Concerto italien - BWV 971 F - Leipzig, 1735 Concerto Solo Concerto - 1883/6/19 Mathias
Le Couppey Collin - Chopin Impromptu Chopin Impromptu - Impromptu Chopin fa♯ Impromptu Chopin (fa II) - - - - - Impromptu fa♯  Chopin Chopin 2e Impromptu 36 - Fis - Paris, 1840 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1883/6/19 Le Couppey
Larousse Lavillette - Chopin Nocturne Chopin Nocturne - Nocturne fa majeur Chopin Nocturne Chopin  fa majeur - - - - - Nocturne fa maj,  Chopin Chopin Nocturne 55 - f I Paris, 1844 Morceaux caractéristiques Nocturne - 1883/6/19 Le CouppeyBardout - Beethoven Sonate Beethoven sonate en ré mineur op. 31 Beethoven ré mineur Sonate ré mineur Beethoven Sonate ré min Beethoven - - - - - Sonate ré min.  Beethoven Beethoven Sonate 31-2 - d - Zurich, 1803 Sonate - - 1883/6/19 Le Couppey
Krzyzanowska - - - -  - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1883/6/19 Le Couppey AJ 37/207-1：« malade »
Duranton - - St. Heller Scherzo d'une sonate Caprice Heller Scherzo de la sonate ut majeur Heller Scherzo de St. Heller - - - - - Scherzo  sonate ut maj. Heller 3e Sonate 88 - C II Paris, 1856 Sonate - - 1883/6/19 Le Couppey
Gonthier - Chopin 1er concerto Chopin fragment du 1er solo du concerto mi mineur Concerto Chopin Concerto mi mineur Chopin Concerto de Chopin (en mi) - - - - - Concerto mi min. Chopin 1er concerto 11 - e I Paris, 1833 Concerto - - 1883/6/19 Le Couppey
Jaeger - Chopin 1er concerto Chopin fragment du 1er solo du concerto mi mineur Concerto Chopin Concerto mi mineur Chopin Concerto de Chopin - - - - - Concerto mi min. Chopin 1er concerto 11 - e I Paris, 1833 Concerto - - 1883/6/19 Le Couppey
Laglaize - Chopin 1er concerto Chopin fragment du 1er solo du concerto mi mineur Concerto Chopin Concerto mi mineur Chopin Concerto de Chopin - - - - - Concerto mi min. Chopin 1er concerto 11 - e I Paris, 1833 Concerto - - 1883/6/19 Le Couppey
Vigier - Chopin 1er concerto Chopin fragment du 1er solo du concerto mi mineur Concerto Chopin Concerto mi mineur Chopin Concerto de Chopin - - - - - Concerto mi min. Chopin 1er concerto 11 - e I Paris, 1833 Concerto - - 1883/6/19 Le CouppeyChatteleyn - Chopin Étude Chopin Étude de - Étude de Chopin m.g. Étude de Chopin - - - - - Étude de la main gauche Chopin Études 10 - c XII Paris, 1833 Étude(s) - - 1883/6/19 Le Couppey
Amoretti - Chopin 1er Concerto Chopin fragment du 1er solo du concerto mi mineur Concerto Chopin Concerto  Chopin mi mineur Concerto de Chopin - - - - - Concerto mi min. Chopin 1er concerto 11 - e I Paris, 1833 Concerto - - 1883/6/19 Le CouppeyMulnier - Saint-Saëns Scherzo Saint-Saëns Scherzo en mi♭ - Scherzo Saint-Saëns Scherzo St-Saëns - - - - - Scherzo Concerto Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g II 1868 Concerto - - 1883/6/19 Le Couppey
Collin Louisa - Chopin 1er concerto Chopin fragment du 1er solo du concerto mi mineur - Concerto mi mineur Chopin Concerto de Chopin - - - - - Concerto mi min. Chopin 1er concerto 11 - e I Paris, 1833 Concerto - - 1883/6/19 Le Couppey
Depecker - Chopin 1er concerto Chopin fragment du 1er solo du concerto mi mineur - Concerto mi mineur Chopin Concerto de Chopin - - - - - Concerto mi min. Chopin 1er concerto 11 - e I Paris, 1833 Concerto - - 1883/6/19 Le Couppey
Lecour - Chopin 1er concerto Chopin fragment du 1er solo du concerto mi mineur - Concerto mi mineur Chopin Concerto de Chopin - - - - - Concerto mi min. Chopin 1er concerto 11 - e I Paris, 1833 Concerto - - 1883/6/19 Le Couppey
Oger Marguerite - Chopin 1er concerto Chopin fragment du 1er solo du concerto mi mineur - Concerto mi mineur Chopin Concerto de Chopin - - - - - Concerto mi min. Chopin 1er concerto 11 - e I Paris, 1833 Concerto - - 1883/6/19 Le Couppey
Goetz - - Chopin fragment du 1er solo du concerto mi mineur Concerto Chopin Concerto mi mineur Chopin Concerto de Chopin - - - - - Concerto mi min. Chopin 1er concerto 11 - e I Paris, 1833 Concerto - - 1883/6/19 Le CouppeyMenière - - - - Concerto mi mineur Chopin Concerto de Chopin - - - - - Concerto mi min. Chopin 1er concerto 11 - e I Paris, 1833 Concerto - 欠 1883/6/19 Le Couppey « malade depuis long-temps »Steiger (supplément)** - - - - - Finale sonate Chopin - - - - - - Chopin Sonate - - - - - Sonate - - 1883/6/19 Le Couppey
Delaborde Lefrançois Finale de Hummel - Hummel Finale du concerto en si mineur - Finale du concerto si mineur Hummel Finale du concerto si min Hummel - - - - - finale  Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h - Paris, ca 1822 Concerto - - 1883/6/19 DelabordeTexte 1re Sonate de Chopin Chopin Sonate Chopin sonate - Sonate Chopin si♭ mineur Sonate Chopin - - - - - 1re Sonate Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b - Paris, 1840 Sonate - - 1883/6/19 Delaborde
Morlat Allegro de concert de Chopin Chopin Allegro Chopin Allegro de concert - Allegro de concerto Chopin Allegro de Chopin - - - - - Allegro de concert  Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1883/6/19 Delaborde
Bourdon 1re Sonate de Chopin Chopin Sonate Chopin sonate de - Sonate Chopin si♭ mineur Sonate Chopin - - - - - 1re Sonate  Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b - Paris, 1840 Sonate - - 1883/6/19 Delaborde
Carjat Sonate de Weber Weber Sonate Weber sonate de - Sonate la♭Weber Sonate Weber  (en la♭) - - - - - Sonate Weber Weber 2e Sonate 39 - As - Berlin, 1816 Sonate - - 1883/6/19 Delaborde
Le Sidaner 1er Scherzo de Chopin Chopin Scherzo Chopin 1er caprice - Scherzo si mineur Chopin Scherzo si min Chopin - - - - - 1er Scherzo  Chopin Chopin 1er Scherzo 20 - h - Paris, 1835 Scherzo - - 1883/6/19 Delaborde
Paÿret Caprice de Mendelssohn Mendelssohn Caprice Mendelssohn Caprice - Caprice la mineur Mendelssohn Caprice de Mendelssohn - - - - - Cqprice  Mendelssohn Mendelssohn Caprice - - a - - Caprice - - 1883/6/19 Delaborde
Guillot Final de Hummel Hummel Finale Sonate Hummel  Finale de la sonate en fa# mineur - Finale sonate fa# mineur Hummel Final de la Sonate de Hummel - - - - - Finale Hummel Hummel Sonate 81 - fis finale Vienne, 1819 Sonate - - 1883/6/19 Delaborde
de Renoner Presto de Mendelssohn Mendelssohn Presto Mendelssohn Presto de - Presto Mendelssohn fa♯ mineur Presto de Mendelssohn - - - - - Presto Mendelssohn Mendelssohn Fantasia (Sonate écossaise) 28 - fis III (finale) Bonn, 1834 Fantaisie Fantaisie 1 - 1883/6/19 DelabordeBerthelot 3e scherzo de Chopin Chopin 3e scherzo Chopin 3e scherzo - Scherzo 3e ut♯ mineur Chopin Scherzo en ut♯ min - - - - - 3e scherzo  Chopin Chopin 3e Scherzo 39 - cis - Paris, 1840 Scherzo - - 1883/6/19 Delaborde
Moukhine 4e Ballade de Chopin Chopin 4e Ballade Chopin 4e Ballade - 4e Ballade Chopin 4e Ballade de Chopin - - - - - 4e Ballade  Chopin Chopin 4e Ballade 52 - f - Paris, 1843 Ballade - - 1883/6/19 Delaborde
Servat Concerto de Mendelssohn Mendelssohn Concerto Mendelssohn Concerto en sol mineur - Concerto sol mineur Mendelssohn Concerto sol min  Mendelssohn - - - - - Concerto Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - - 1883/6/19 DelabordeMassart Ramat marie Sonate ré mineur  Beethoven op.31 Beethoven Sonate Beethoven Sonate op. 31 - - Sonate Beethoven en ré min. - - - - - Sonate ré mineur  Beethoven Beethoven Sonate 31-2 - d - Zurich, 1803 Sonate - - 1883/6/19 Massart
Adolphi Finale sonate appassionata  Beethoven Beethoven Sonate Beethoven Sonate en fa mineur - - Sonate  Beethoven fa min. - - - - - Finale sonate appassionata  Beethoven Beethoven Sonate 57 - f III (finale) Zurich, 1803 Sonate - - 1883/6/19 Massart
Levasseur Scherzando   Mendelssohn [fa# min. scherzo] [[*WoO3]] Mendelssohn Scherzo Mendelssohn Scherzando  [[*WoO3]] - fa# mineur scherzo Mendelssohn Allegro scherzando   Mendelssohn - - - - - Scherzando Mendelssohn [fa# min. scherzo] Mendelssohn Scherzo a capriccio - U 113 fis - Paris, 1836 Scherzo - - 1883/6/19 MassartMesnage Andante mi b.  Hummel Hummel œuvre 10 Hummel Andante de - Andante mi♭ Hummel Andante de Hummel - - - - - Andante mi♭ Hummel Hummel - - - - - - 同定不可 - - 1883/6/19 Massart
Luziani Sonate appassionata  Beethoven Beethoven Sonate Beethoven Sonate appassionata - Sonate 1er morceau op. 57 Sonate appassionata Beethoven - - - - - Sonate appassionata  Beethoven Beethoven Sonate 57 - f I Zurich, 1803 Sonate - - 1883/6/19 Massart
Soupe Ballade la b. Chopin Chopin Ballade la♭ Chopin Ballade en la♭ - Ballade la♭ Chopin Ballade  Chopin  (la♭) - - - - - Ballade la♭  Chopin Chopin 3e Ballade 47 - As - Paris, 1841 Ballade - - 1883/6/19 Massart
Bontet de Monvel Variations sérieuses  Mendelssohn Mendelssohn Variations Mendelssohn Variations Finale Hummel Variations sérieuses Mendelssohn Variations sérieuses Mendelssohn - - - - - Variations sérieuses Mendelssohn Mendelssohn Variations sérieuses 54 - d - Vienne, 1841 Variations - - 1883/6/19 Massart Sauzeyは « Finale Hummel » を記録しているが、教授、議事録、4名の試験官は変奏曲を記録しているので作品54と同定。
Dubois Final fa # mineur  Hummel Hummel finale Hummel  Finale de la sonate en fa mineur Finale Hummel Finale sonate fa# mineur Hummel Finale de Hummel - - - - - finale fa# mineur Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne, 1819 Sonate - - 1883/6/19 Massart
de la Mora Sonate 111  Beethoven Beethoven 111 Beethoven Sonate op. 111 - 1er morceau Sonate ut mineur op.111 Beethoven Sonate op. 111  Beethoven - - - - - Sonate op. 111  Beethoven Beethoven Sonate 111 - c I Paris, 1823 Sonate - - 1883/6/19 Massart
Domemech marie Études symphoniques  Schumann Schumann Études symphoniques Schumann Études symphoniques - Variations symphoniques Schumann Variations  Schumann - - - - - Études symphoniques  Schumann Schumann 12 Études symphoniques 13 - cis-Des - 1837 Variations - - 1883/6/19 Massart
Lacour Polonaise mi b.  Chopin Chopin Polonaise Chopin Polonaise mi♭ Polonaise Chopin Polonaise mi♭ Chopin Polonaise  Chopin - - - - - Polonaise mi♭  Chopin Chopin Polonaise - - - - - Danse Polonaise - 1883/6/19 Massart
Meredyth Ballade sol mineur  Chopin Chopin Ballade de sol mineur Chopin Ballade en sol mineur Ballade Chopin Ballade sol mineur Chopin Ballade de Chopin - - - - - Ballade sol min.  Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1883/6/19 Massart
Mattabon Sonate ré min.  Weber Weber Sonate Weber Sonate ré mineur - 1er morceau Sonate ré mineur Weber Sonate ré min. Weber - - - - - Sonate ré mineur  Weber Weber 3e Sonate 49 - d I Berlin, 1817 Sonate - - 1883/6/19 Massart
Mascart Concerto mi mineur  Chopin Chopin 1er Concerto Chopin Concerto en fa min. Concerto Chopin Concerto mi mineur 1er solo Concerto  Chopin mi min. - - - - - Concerto mi min.  Chopin Chopin 1er concerto 11 - e I Paris, 1833 Concerto - - 1883/6/19 Massart
Millochau Concerto fa mineur  Chopin Chopin Concerto fa mineur Chopin Concerto en fa min. Concerto Chopin Concerto fa mineur Chopin Concerto Chopin  (Fa min.) - - - - - Concerto fa min.  Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1883/6/19 Massart
Stokvis All.o de concert  Chopin Chopin Allegro de concert Chopin Allegro de concert - Allegro de concert Chopin Allegro de concert Chopin - - - - - Allegro de concert  Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1883/6/19 Massart
1883-1884 1884/1/21 Marmontel Lefebvre Louis Fugue de Ch. Czerny Czerny Fugue Czerny (Fugue de) Fugue Czerny Fugue Czerny Fugue Czerny - - - - - Fugue  Ch. Czerny Czerny Grande sonate d'étude 268 - B IV (finale) Paris, 1834/35 Sonate - - 1884/1/21 MarmontelCourras Sonate  Guiraud Guiraud Sonate Guiraud (Sonate de) Sonate de Guiraud Sonate Guiraud Sonate Guiraud - - - - - Sonate Guiraud Guiraud Sonate 1 - c - Paris, 1857 Sonate - - 1884/1/21 Marmontel
Gouté Intermède de concert [Op.135?] de St. Heller Heller Intermède Heller Intermède de concert Intermède Heller Prélude et intermède Heller Intermède Heller - - - - - Intermède de concert  St,. Heller Heller 2 Intermèdes de concert 135 - - - Paris, ca 1872 Morceaux caractéristiques - - 1884/1/21 MarmontelFlamens Sonate de Beethoven Beethoven L'Aurore Beethoven Sonate　l'Aurore l'aurore Sonate Beethoven (Aurore) L'aurore Beethoven - - - - - Sonate (l'aurore)  Beethoven Beethoven Sonate 53 - C - Vienne, 1805 Sonate - - 1884/1/21 Marmontel
Jemain 4e Ballade de Chopin Chopin Scherzo Chopin 3e Ballade 4e ballade Chopin Ballade fa mineur Chopin 4e Ballade - - - - - 4e Ballade  Chopin Chopin 4e Ballade 52 - f - Paris, 1843 Ballade - - 1884/1/21 Marmontel Duvernoyのみ « 3e Ballade » を記録しているが、教授と議事録、4名の試験官は第4バラードを記録しているので
第4バラードと同定した。
Reitlinger Variations de Beethoven Beethoven Variations Variations Variations Beethoven  Beethoven en ut mineur Variation ut min. - - - - - Variations Beethoven  ut mineur Beethoven 32 Variationen über ein eigenes Thema  - WoO.80 - - Vienne, 1807 Variations - - 1884/1/21 MarmontelBacheler 1er Scherzo de Chopin Chopin Scherzo Chopin 1er Scherzo 1er Scherzo Chopin Scherzo si mineur Chopin Ier Scherzo Chopin - - - - - 1er Scherzo Chopin Chopin 1er Scherzo 20 - h - Paris, 1835 Scherzo - - 1884/1/21 Marmontel
Leveaux Sonate de Schumann Schumann Sonate Schumann 2e sonate Sonate Schumann Sonate Schumann sol mineur 2e Sonate  Schumann - - - - - 4e sonate  Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1884/1/21 Marmontel 議事録は第4ソナタを記録しているが、3名の試験官は第2ソナタを記録しているの
で作品22と同定。Bondon Sonate de Thalberg Thalberg Sonate Thalberg Sonate de Sonate Thalberg Sonate Thalberg Sonate Thalberg - - - - - Sonate  Thalberg Thalberg Grande Sonate 56 - c - Paris, 1844 Sonate - - 1884/1/21 Marmontel
Galeotti Finale de Hummel op. 106 Hummel Sonate Hummel Finale de Sonate Hummel Sonate Hummel finale de la sonate ré majeur Sonate Hummel - - - - - Finale  op. 106  Hummel Hummel Sonate 106 - D IV (finale) Vienne, 1825 Sonate - - 1884/1/21 MarmontelBerny Sonate de H. Herz Herz Sonate Herz Sonate de Sonate Herz Sonate Herz finale Sonate Herz - - - - - Sonate H. Herz Herz Grande sonate di bravura 200 - Es - 1861 Sonate - - 1884/1/21 Marmontel
Guignache Finale de Hummel  op. 13  Hummel Sonate Hummel Finale de la sonate op.13 - Sonate mi♭ Hummel finale Sonate Hummel mi♭ - - - - - Finale op. 13  Hummel Hummel Grande sonate 13 - Es III (finale) Paris, ca 1811 Sonate - - 1884/1/21 MarmontelDelafosse Sonate d'Emm. Bach Emm. Bach Sonate Emm. Bach Sonate de - Sonate Emmanuel Bach Sonate (Emmanuel Bach) - - - - - Sonate Emmanuel Bach C.P.E. Bach Sonate - - - - - Sonate - - 1884/1/21 Marmontel
Geloso Sonate de Weber op. 39  Weber Sonate Weber Sonate de - Sonate la♭ Weber 1er morceau Sonate la♭ Weber - - - - - Sonate op.39 Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1884/1/21 Marmontel
Hollander Caprice de Moscheles Moscheles Caprice Moscheles Sonate de - Étude Moscheles Caprice  Moscheles en Zut mineur - - - - - Caprice Moscheles Moscheles  La force, la légèreté et le caprice: Études 51 - c III Paris, 1839-40 Étude(s) - - 1884/1/21 Marmontel
Miquel Toccata et Fugue de Bach Bach Toccata et Fugue Toccata et Fugue de Bach arrangé par Tausig Fugue Bach Toccata Bach-Tausig Toccata et Fugue  Bach - - - - - Prélude et fugue de Bach arrangt de Tausig Bach-Tausig Toccata et Fugue - BWV 565 d - Berlin ca 1871? Arrangement Toccata - 1884/1/21 Marmontel- - - - - - - - - - - - - - - - - - \ - Fugue - 1884/1/21 Marmontel
Tariot Finale op. 81  Hummel Hummel Finale Heller finale de la sonate en fa♯ mineur - finale sonate fa♯ mineur Hummel Finale  fa♯ min.  Hummel - - - - - Finale op. 81  Hummel Hummel Sonate 81 - fis - Vienne, 1819 Sonate - - 1884/1/21 Marmontel
Mathias Kaiser Schumann op. 24 [sic] Finale Schumann Carnaval Schumann Finale de la sonate op. 28 [sic] Carnaval Carnaval de Vienne finale Schumann Carnaval de Vienne  (Schumann) - - - - - Carnaval de Vienne finale op. 24  [sic]   Schumann Schumann Carnaval de Vienne 26 - B - 1841 Morceaux caractéristiques - - 1884/1/21 Mathias
H. Duvernoyはソナタを記録しているが、教授、議事録、2名の教官は《ウィーンの謝肉
祭》作品26を記録しているので作品26と同定。
Falcke Liszt-Wagner Ouverture de Tannhaüser (Fragment)  Wagner-Liszt Ouverture de Tannhaüser Wagner Ouverture de Tannhäuser Ouverture Tannhaüser Ouverture du Tannhaüser Wagner Ouverture Tannhaüser (Liszt) - - - - - Ouverture du Tannhaüser Wagner arrangé par Liszt Wagner-Liszt Ouvertüre zu Tannhäuser - S 442 E - Dresde, 1849 Arrangement - - 1884/1/21 Mathias
Frémaux de moi. Scherzo-Tarentelle 3e sonate op. 35 Mathias Scherzo Mathias Scherzo Scherzo Mathias Scherzo Mathias Scherzo Mathias - - - - - Scherzo rondolette  5e sonate  G. Mathias Mathias 3e sonate 35 - F IV (finale) Paris, 1859 Sonate - - 1884/1/21 MathiasAlarcon - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1884/1/21 Mathias « a quitté l'école avant les concours de 1883. »
Rosetti Jules Schumann. De l'op. 12: "Nuitamment"  Schumann morceau romantique Schumann Pièce romantique Morceau romantique Schumann Pièce romantique Pièce romantique (Schumann) - - - - - Pièce romantique op. 12  Schumann Schumann Phantasiestüke (Pièces romantiques) 12 - f III (finale) 1838 Morceaux caractéristiques - - 1884/1/21 Mathias
Noel Chopin, op. 58. Finale   Chopin finale Chopin Finale - finale Chopin sonate si mineur Finale de Chopin Sonate si mineur - - - - - Finale op. 58  Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h IV (finale) Paris, 1845 Sonate - - 1884/1/21 Mathias
Palliser de moi. Allegro symphonique - Mathias Allegro symphonique Allegro symphonique Mathias Prélude Mathias Allegro symphonique (Mathias) - - - - - 1er Allegro  symphonique  Mathias Mathias 1er Allegro symphonique 51 - B - Paris, 1870 Allegro-sonate - - 1884/1/21 Mathias Fissotは前奏曲を記録しているが、教授、議事録、他の試験官は « Allegro symphonique »を記録しているので作品51と同定。 
Williams Weber, op. 39  Memuet Weber Menuet - - Menuet la♭ Weber Menuet de Weber - - - - - Memuet op.39  Weber Weber 2e Sonate 39 - As IV (finale) Berlin, 1816 Sonate - - 1884/1/21 Mathias
Archainheaud Chopin, op. 31  - Chopin Scherzo Chopin Scherzo Scherzo si♮ mineur Scherzo de Chopin si♭ min. - - - - - Op.31 Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1884/1/21 Mathias Diémerは « Scherzo de Chopin si♭ min. » を記録しているが、教授、議事録、3名の試験官はロ短調ソナタを記録しているの
でロ短調ソナタと同定した。
Lachaume Hummel, op. 89  - Hummel Concerto en si mineur - Concerto si mineur Hummel Concerto de Hummel si min. - - - - - Op.89 Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h III (finale) Paris, ca 1822 Concerto - - 1884/1/21 Mathias
Pinchback Beethoven op. 27 no 2  - Beethoven Finale de la sonate en ut♯ mineur - Sonate ut♯ mineur finale Beethoven Final  Beethoven  ut♯ min - - - - - 2e op.27  Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis III (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1884/1/21 MathiasArteaga Haendel  Fugue en mi mineur  Handel Fugue Haendel Fugue Fugue Haendel Fugue mi mineur Haёndel Fugue de Haёndel - - - - - Fugue en mi mineur Handel Händel 1re Suites des pièces (4e Suite) - HWV 429 e I 1720 Fugue - - 1884/1/21 Mathias
Gripois Ries, op. 55  Ries Concerto Ries Concerto Concerto Ries Concerto Ries ut♯ mineur Concerto Ries - - - - - Concerto  Op.55   Ries Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1884/1/21 Mathias
Gnignot Field, 1er concerto  Field 1er Concerrto Field 1er Concerrto Concerto Field Concerto mi♭ Field Concerto Field - - - - - 1er Concerrto Field Field 1er concerto - H 27 Es - Moscou, 1811 Concerto - - 1884/1/21 MathiasHirsch Moscheles, op. 58 Moscheles concerto sol mineur Moscheles Concerto 3e - Concerto sol mineur sol mineur Concerto Moscheles - - - - - Op.58 (sol min.)  Moscheles Moscheles 3e concerto 60 - g - [1820] Concerto - - 1884/1/21 Mathias
Le Couppey Collin - Heller Étude - - Étude Stephen Heller Étude Ste. Heller - - - - - Étude de concert St. Heller Heller Étude - - - - - Étude(s) - - 1884/1/21 Le Couppey
Larousse Lavillette - Chopin Sonate si mineur - Sonate si mineur  Chopin Sonate Chopin si mineur 1er mouvement Sonate Chopin si min - - - - - Sonate si min.  Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h I Paris, 1845 Sonate - - 1884/1/21 Le Couppey
Bardout - Chopin Polonaise - Polonaise Chopin Polonaise mi♭ Chopin Polonaise Chopin mi♭  - - - - - Polonaise op. 22  Chopin Chopin Grande Polonaise Brillante précédée d'un Andante Spianato 22 - Es - Paris, 1836 Danse Polonaise - 1884/1/21 Le CouppeyKrzyzanowska - Chopin 2e Concerto - 2e Concerto Chopin 2e Concerto fa mineur Chopin 1er solo 2e Concerto Chopin - - - - - 2e Concerto fa min. Chopin 2e concerto 21 - f I Paris, 1836 Concerto - - 1884/1/21 Le Couppey
Duranton - Chopin Allegro de concert - - Allegro de concert de Chopin Allegro de concert Chopin - - - - - Allegro de concert op. 45 Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1884/1/21 Le Couppey
Gonthier - Beethoven Menuet - Menuet de Beethoven Menuet ré majeur (sonate Beethoven) Menuet Beethoven  sonate en ré majeur - - - - - Menuet Beethoven Beethoven Sonate 10-3 - D III Vienne, 1798 Sonate - - 1884/1/21 Le Couppey
Jaeger - Hummel final fa♯ - - final fa♯ mineur Hummel final fa♯ mineur Hummel - - - - - finale rondo fa♯ min.  Hummel Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne, 1819 Sonate - - 1884/1/21 Le Couppey
Vigier - Schubert Menuet - Menuet Schubert Menuet de Schubert si mineur Menuet de Schubert - - - - - Menuet Schubert Schubert Fantasie, Andante, Menuetto und Allegretto 78 D 894 G III 1827 Fantaisie Fantaisie 1 - 1884/1/21 Le Couppey
Chatteleyn - Chopin Rondo sonate - Rondo si mineur Chopin Finale sonate si mineur Chopin Rondo de Chopin - - - - - Finale sonate si min. Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h IV (finale) Paris, 1845 Sonate - - 1884/1/21 Le CouppeyAmoretti - Weber Rondo sonate ré - Rondo Weber Sonate Weber ré finale Sonate Weber ré Finale - - - - - Rondo sonate ré min. Weber Weber 3e Sonate 49 - D I Berlin, 1817 Sonate - - 1884/1/21 Le Couppey
Mulnier - Hummel final fa♯ - Finale Hummel final fa♯ mineur sonate Hummel Sonate Hummel final fa♯ - - - - - final rondo fa♯ mineur Hummel Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne, 1819 Sonate - - 1884/1/21 Le Couppey
Collin Louisa - Schumann Sonate - Hummel Sonate sol mineur Schumann Sonate  Schumann - - - - - Sonate sol min.  Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g I 1839 Sonate - - 1884/1/21 Le Couppey Sauzeyは作曲者をフンメルと記録しているが教授、議事録、2名の試験官はシュー
マンのソナタを記録しているのでシューマンの作品22と同定。
Depecker - Mendelssohn Caprice - Capriccoso Mendelssohn Caprice si mineur Mendelssohn Caprice Mendelssohn - - - - - Caprice op. 22 Mendelssohn Mendelssohn Capriccio brillant 22 - h - Londres, 1832 Concertino - - 1884/1/21 Le CouppeyLecour - Weber Sonate la♭ - la♭  Weber Sonate  Weber la♭ 1er morceau Sonate  Weber la♭ - - - - - Sonate la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1884/1/21 Le Couppey
Oger Marguerite - Mendelssohn finale 1er concerto - Finale concerto Mendelssohn Sonate sol mineur Mendelssohn Final concerto Mendelssohn sol min - - - - - Final concerto Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g III (finale) Londres, 1832 concerto - - 1884/1/21 Le CouppeyGoetz - Mozart Sonate la mineur - Sonate Mozart Sonate la mineur Mozart Sonate Mozart  la min - - - - - Sonate la min. Mozart Mozart Sonate - K 310 a - Paris, 1782 Sonate - - 1884/1/21 Le Couppey
Galliano - Beethoven Finale sonate ut♯ - finale Beethoven Finale ut♯ sonate Beethoven Finale de la sonate ut♯ sonate  Beethoven - - - - - Sonate  ut♯ min. Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis III (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1884/1/21 Le CouppeyGruié - Hummel fantaisie - Hummel sol mineur Finale fantaisie (sol mineur) Hummel Fantaisie  Hummel - - - - - Finale fantaisie op. 18 Hummel Hummel Fantaisie 18 - Es finale Paris, 1806 Fantaisie Fantaisie 1 - 1884/1/21 Le Couppey
Delaborde Texte Polonaise fa#  Chopin Chopin Polonaise Polonaise en fa# min Polonaise Chopin Polonaise Chopin fa# mineur Polonaise  Chopin - - - - - Polonaise fa#  Chopin Chopin Polonaise 44 - fis - Paris, 1841 Danse Polonaise - 1884/1/21 Delaborde
Morlat - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1884/1/21 Delaborde « est tombée d'un quatrième étage. Ne s'est pas tuée et en voie de guérir »
Bourdon Prélude et fugue si  Mendelssohn Mendelssohn Prélude - Prélude Mendelssohn longue fugue Prélude Mendelssohn […]  fugue Prélude et fugue Mendelssohn - - - - - Prélude et fugue Mendelssohn Mendelssohn Six Préludes et fugues 35 - h III Paris, 1837 Prélude(s) - - 1884/1/21 Delaborde
- - - Prélude Mendelssohn longue fugue Prélude Mendelssohn […]  fugue - - - - - - - Mendelssohn Six Préludes et fugues 35 - h III Paris, 1837 Fugue - - 1884/1/21 Delaborde
Carjat Polonaise mi♭  Chopin Chopin Polonaise - Polonaise Chopin Polonaise Chopin mi♭ Polonaise   Chopin op. 22 - - - - - Polonaise mi♭  Chopin Chopin Grande Polonaise Brillante précédée d'un Andante Spianato 22 - Es - Paris, 1836 Danse Polonaise - 1884/1/21 Delaborde
Paÿret Finale fa#  Hummel Hummel Finale fa# - Finale Hummel Finale fa# Hummel Finale  Hummel   fa# min. - - - - - Finale rondo fa# min.  Hummel Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne, 1819 Sonate - - 1884/1/21 DelabordeBerthelot Étude la♭  Henselt Henselt Étude - - Étude Henselt Étude de Henselt - - - - - Étude la♭ Henselt Henselt Douze études de salon 5 - As VI Leipzig, 1838 Étude(s) - - 1884/1/21 Delaborde
Moukkine Concerto mi  Chopin Chopin 1er concerto - Concerto Chopin Concerto Chopin mi mineur Concerto de Chopin - - - - - Concerto mi mineur Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1884/1/21 Delaborde
Servat - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1884/1/21 Delaborde « malade »
Barbaste Sonate fa#  Hummel Hummel Sonate fa# - - Sonate Hummel 1er morceau Sonate Hummel fa# - - - - - Sonate fa# min. Hummel Hummel Sonate 81 - fis - Vienne, 1819 Sonate - - 1884/1/21 Delaborde
Blum Cécile Finale (op.106)  Hummel Hummel Finale - Finale Hummel Sonate Hummel ré majeur finale Finale  Hummel  en ré - - - - - Finale  op. 106  Hummel Hummel Sonate 106 - D - Vienne, 1825 Sonate - - 1884/1/21 DelabordeSeveno-marie Louise Sonate fa#  Hummel Hummel Sonate fa# - - Sonate Hummel 1er morceau Sonate  Hummel fa#  - - - - - Sonate fa#   Hummel Hummel Sonate 81 - fis - Vienne, 1819 Sonate - - 1884/1/21 DelabordeHuntin Sonate fa#  Hummel Hummel finale - Finale sonate Hummel Sonate Hummel finale fa# mineur   Sonate Hummel  finale  fa# - - - - - finale Sonate fa#  Hummel Hummel Sonate 81 - fis - Vienne, 1819 Sonate - - 1884/1/21 Delaborde
Hurez Sonate fa#  Hummel Hummel Sonate fa# - Finale sonate Hummel Sonate Hummel finale fa# mineur   Sonate Hummel fa#  final - - - - - finale Sonate fa#  Hummel Hummel Sonate 81 - fis - Vienne, 1819 Sonate - - 1884/1/21 Delaborde
Villalobos - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1884/1/21 Delaborde « malade »
Massart Ramat marie Gavotte  Rubinstein Rubinstein  Gavotte - Étude Rubinstein Gavotte Rubinstein (fa# majeur) Gavotte Rubinstein - - - - - Gavotte Rubinstein Rubinstein Gavotte 38 - Fis V Meinz, 1856 Danse Gavotte - 1884/1/21 Massart Sauzeyは« Étude » を記録しているが、議事録、教授、試験官3名はGavotteを記録しているのでop.38-5と同定。Soupe Prélude Rubinstein Rubinstein Prélude - - Prélude Rubinstein (mi majeur) Prélude Rubinstein - - - - - Prélude Rubinstein Rubinstein Prélude - - E - - Prélude(s) - - 1884/1/21 Massart
Dubois Carnaval  Schumann  Préambule-Aslequin  Schubert [sic. Schumann]  Carnaval - Carnaval Carnaval Schumann Carnaval Schumann - - - - - Carnaval Schumann Schumann Carnaval: scènes mignonnes sur quatre notes 9 - Des I 1837 Morceaux caractéristiques - - 1884/1/21 Massart
- - - - - - - - - - - - Schumann Carnaval: scènes mignonnes sur quatre notes 9 - B III 1837 Morceaux caractéristiques - - 1884/1/21 Massart
de la Mora Carnaval  Schumann  Walse noble-Eusebius-Florestan Schubert [sic. Schumann]  Carnaval - Carnaval Carnaval Schumann Carnaval suite - - - - - Carnaval suite Schumann Schumann Carnaval: scènes mignonnes sur quatre notes 9 - B IV 1837 Morceaux caractéristiques - - 1884/1/21 Massart
- - - - - - - - - - - - Schumann Carnaval: scènes mignonnes sur quatre notes 9 - Es V 1837 Morceaux caractéristiques - - 1884/1/21 Massart
- - - - - - - - - - - - Schumann Carnaval: scènes mignonnes sur quatre notes 9 - g VI 1837 Morceaux caractéristiques - - 1884/1/21 Massart
Domemech marie Carnaval  Schumann  Coquesie-Papillons-Achs Schubert [sic. Schumann]  Carnaval - Carnaval Carnaval Schumann Carnaval suite - - - - - Carnaval suite Schumann Schumann Carnaval: scènes mignonnes sur quatre notes 9 - B VII 1837 Morceaux caractéristiques - - 1884/1/21 Massart
- - - - - - - - - - - - Schumann Carnaval: scènes mignonnes sur quatre notes 9 - B IX 1837 Morceaux caractéristiques - - 1884/1/21 Massart
- - - - - - - - - - - - Schumann Carnaval: scènes mignonnes sur quatre notes 9 - Es X 1837 Morceaux caractéristiques - - 1884/1/21 Massart
Mattabon Carnaval  Schumann  Chiarina-Chopin-Estrella Schubert [sic. Schumann]  Carnaval - Carnaval Carnaval Schumann Carnaval suite - - - - - Carnaval suite Schumann Schumann Carnaval: scènes mignonnes sur quatre notes 9 - c XI 1837 Morceaux caractéristiques - - 1884/1/21 Massart
- - - - - - - - - - - - Schumann Carnaval: scènes mignonnes sur quatre notes 9 - Es XII 1837 Morceaux caractéristiques - - 1884/1/21 Massart
- - - - - - - - - - - - Schumann Carnaval: scènes mignonnes sur quatre notes 9 - f XIII 1837 Morceaux caractéristiques - - 1884/1/21 Massart
Mascart Carnaval  Schumann  Reconnaissance-Pantalon  Schumann Schubert [sic. Schumann]  Carnaval - Carnaval Carnaval Schumann Carnaval suite - - - - - Carnaval suite Schumann Schumann Carnaval: scènes mignonnes sur quatre notes 9 - As XIV 1837 Morceaux caractéristiques - - 1884/1/21 Massart
- - - - - - - - - - - - Schumann Carnaval: scènes mignonnes sur quatre notes 9 - f XV 1837 Morceaux caractéristiques - - 1884/1/21 Massart
Millochau Carnaval  Schumann  Valse allemande-Aveu-Promenade  Schumann Schubert [sic. Schumann]  Carnaval - Carnaval Carnaval Schumann Carnaval suite - - - - - Carnaval suite Schumann Schumann Carnaval: scènes mignonnes sur quatre notes 9 - As XVI 1837 Morceaux caractéristiques - - 1884/1/21 Massart
- - - - - - - - - - - - Schumann Carnaval: scènes mignonnes sur quatre notes 9 - As XVIII 1837 Morceaux caractéristiques - - 1884/1/21 Massart
- - - - - - - - - - - - Schumann Carnaval: scènes mignonnes sur quatre notes 9 - Des XIX 1837 Morceaux caractéristiques - - 1884/1/21 Massart
Stokvis Carnaval  Schumann  Marche de David's Bundler  Schumann Schubert [sic. Schumann]  Carnaval - Carnaval Carnaval Schumann Carnaval suite - - - - - Carnaval suite Schumann Schumann Carnaval: scènes mignonnes sur quatre notes 9 - Des XXI 1837 Morceaux caractéristiques - - 1884/1/21 Massart
Morhange Impromptu Postume  Chopin Chopin Impromptu -  ut♯ mineur Chopin Impromptu posthume Impromptu Chopin ut♯ mineur Impromptu  Chopin - - - - - Impromptu posthume Chopin Chopin Fantaisie-impromptu 66 - cis - Paris, 1855 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1884/1/21 MassartJusseaume Polonaise ut#  Chopin Chopin Polonaise - - Polonaise ut# mineur Chopin Polonaise  Chopin - - - - - Polonaise ut#  Chopin Chopin Polonaise 26 - cis I Paris, 1836 Danse Polonaise - 1884/1/21 Massart
Lefébure Finale  Sonate la♭Weber Weber finale sonate - - Finale  Sonate la♭Weber Rondo de Weber  Sonate en la♭ - - - - - Finale  Sonate la♭Weber Weber 2e Sonate 39 - As IV (finale) Berlin, 1816 Sonate - - 1884/1/21 Massart
Benech Final   Sonate  Chopin Chopin Finale Sonate - Finale Sonate Chopin Finale sonate si mineur Chopin Sonate Chopin  si min.  Final - - - - - Finale sonate si min. Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h IV (finale) Paris, 1845 Sonate - - 1884/1/21 MassartJétot Finale  sonate la  Beethoven Beethoven Finale la majeur - Sonate en la de violon Beethoven Finale sonate la majeur Beethoven Finale sonate en la Beethoven - - - - - Finale sonate en la Beethoven Beethoven Sonate - - Ａ - - Sonate - - 1884/1/21 Massart
Viseur Impromptu la ♭  Chopin Chopin Impromptu - - Impromptu la♭ Chopin Impromptu la♭ Chopin - - - - - Impromptu la♭ Chopin Chopin Impromptu 29 - As - Paris, 1837 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1884/1/21 MassartDemonveaux Finale sonate la ♭  Beethoven Beethoven Finale sonate - - Finale la♭ Beethoven Sonate Sonate  Beethoven  Finale la♭ - - - - - Finale Sonate la♭ Beethoven Beethoven Sonate - - As finale - Sonate - - 1884/1/21 Massart
1883-1884 1884/6/20 Marmontel Lefebvre Louis Toccata de Bach transcrite au piano par Pierné Bach Toccata Bach Toccata Toccata Bach - - - - - - - Toccata de Bach transcrite par Pierné Bach-Pierné Toccata - BWV 540 F - Paris, 1883 Arrangement - - 1884/6/20 Marmontel
Courras Presto caprice  Heller Heller Heller Presto caprice - - - - - - - - Presto caprice St. Heller Heller Caprice - - - - - Caprice - - 1884/6/20 Marmontel
Gouté Op. 111  de Beethoven Beethoven sonate Beethoven Sonate op.111 Sonate Beethoven - - - - - - - Sonate op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c I Paris, 1823 Sonate - - 1884/6/20 Marmontel
Flamens - Chopin Fantaisie Chopin Fantaisie en impromptu - - Impromptu  Chopin - - - - - Fantaisie Chopin Chopin Fantaisie-impromptu 66 - cis - Paris, 1855 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1884/6/20 MarmontelJemain Étude valse  Saint-Saëns Saint-Saëns Étude Saint-Saëns Étude valse de Étude Saint-Saëns Étude Saint-Saëns Étude de Liszt - - - - - Étude valse Saint-Saëns Saint-Saëns Six études 52 - Des VI 1877 Étude(s) - - 1884/6/20 Marmontel
Reitlinger Études symphoniques  Schumann Schumann Étude symphonique Schumann Études symphoniques Étude Schumann Études  Schumann (symphoniques) Études symphoniques Schumann - - - - - Études symphoniques Schumann Schumann 12 Études symphoniques 13 - cis-Des - 1837 Variations - - 1884/6/20 Marmontel
Bacheler Polonaise de Liszt Liszt Polonaise Liszt Polonaise Polonaise Liszt Liszt (Polonaise) Polonaise Liszt - - - - - Polonaise Liszt Liszt Polonaise - - - - - Danse Polonaise - 1884/6/20 Marmontel
Leveaux Concerto de Saint-Saëns - - - - - - - - - - - Saint-Saëns Concerto - - - - - Concerto - 欠 1884/6/20 Marmontel « doit être sérieusement malade du cerveau. Ses moyens d'exécution sont atrophiés. »
Bondon Novelette de Schumann Schumann Novelette Schumann Novelette - Novelette Schumann Novelettes  Schumann - - - - - Novelettes  Schumann Schumann 8 Novelletten 21 - - - 1839 Morceaux caractéristiques - - 1884/6/20 Marmontel
Galeotti Concerto de Mendelssohn Mendelssohn  Concerto ré Mendelssohn  concerto en ré mineur - Concerto ré mineur Mendelssohn Concerto  Mendelssohn - - - - - Concerto ré min. Mendelssohn Mendelssohn 2e concerto 40 - d - Londres, 1838 Concerto - - 1884/6/20 MarmontelBerny Finale de Weber Weber Rondo Weber Rondo Rondo Weber finale Sonate ré majeur Weber Rondo Weber en ré maj. - - - - - finale  Weber Weber 3e Sonate 49 - D I Berlin, 1817 Sonate - - 1884/6/20 Marmontel
Guignache Rondo de Chopin Chopin Rondo Chopin Rondo Rondo Chopin Rondo ut mineur Chopin Rondo  Chopin - - - - - Rondo  Chopin Chopin Rondo 16 - c/Es - Paris, 1834 Rondo - - 1884/6/20 Marmontel
Delafosse Concerto de J. S. Bach Bach Concerto J.S. Bach Concerto de - Concerto Bach Concerto italien Bach - - - - - Concerto Bach Bach Concerto italien - BWV 971 F - Leipzig, 1735 Concerto Solo Concerto - 1884/6/20 Marmontel
Geloso Finale de Beethoven Beethoven Sonate Beethoven Sonate - Finale Op.57 Beethven Sonate (Beethven) - - - - - Finale sonate Beethven Beethoven Sonate 57 - f I Zurich, 1803 Sonate - - 1884/6/20 Marmontel
Hollander Capriccio de Mendelssohn Mendelssohn caprice Mendelssohn caprice - Caprice si mineur Mendelssohn Mendelssohn (Caprice) - - - - - Caprice  Mendelssohn Mendelssohn Capriccio brillant 22 - h - Londres, 1832 Concertino - - 1884/6/20 Marmontel
Miquel fugue de Czerny Czerny Fugue Czerny Étude-Fugue - Czerny étude ut♯ mineur Fugue  Czerny - - - - - fugue  Czerny Czerny Étude d'exécution des fugues et des compositions dans le style sévère 400 - cis II Paris, 1837 Fugue - - 1884/6/20 Marmontel
Tariot Sonate de Czerny Czerny Sonate Czerny Sonate Sonate Czerny Czerny Sonate-Étude Sonate  Czerny - - - - -  Sonate  Czerny Czerny Grande sonate d'étude 268 - B - Paris, 1834/35 Sonate - - 1884/6/20 Marmontel
Mathias Kaiser - - - -  - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1884/6/20 Mathias « A concourir pour le prix de Rome et n'a pu se préparer pour l'examen de piano. »
Falcke - - G. Mathias Caprice op. 65 - Caprice op. 65 Caprice   Mathias - - - - - Caprice op. 65 G. Mathias Mathias - - - - - - 同定不可 - - 1884/6/20 Mathias 議事録、試験官は « Caprice » を記録しているが記録された作品番号65は実際にはメヌエットなので、同定不可と
する。
Frémaux - Beethoven Variations Beethoven Variations en ut mineur Variations Beethoven Variations ut mineur Beethoven - - - - - - Variations ut min. Beethoven Beethoven 32 Variationen über ein eigenes Thema  - WoO.80 - - Vienne, 1807 Variations - - 1884/6/20 Mathias
Rosetti Jules - Liszt Songe Liszt Songe d'une nuit d'été - Liszt morceau sur le songe d'une nuit d'été - - - - - - le songe d'une nuit d'été Liszt Wagner-Liszt Spinnerlied aus dem Fliegenden Holländer, S.440 - S 440 C - Leipzig, 1860 Arrangement - - 1884/6/20 Mathias
Noel - Weber Concerto Weber Concertostuck [sic.] Concerto Weber finale du croisé Weber - - - - - - le croisé Weber Weber Concert-Stück 79 - F III (finale) Leipzig, 1823 Concertino - - 1884/6/20 MathiasPalliser - Chopin Sonate Chopin Sonate Sonate Chopin Sonate Chopin si mineur - - - - - - Sonate op. 58 Chopin 2e Sonate 35 - b - Paris, 1840 Sonate - - 1884/6/20 Mathias
Williams - Mendelssohn Variations Mendelssohn Variations Variations Mendelssohn Mendelssohn variations sérieuses - - - - - - Variations sérieuses Mendelssohn Mendelssohn Variations sérieuses 54 - d - Vienne, 1841 Variations - - 1884/6/20 Mathias
Archainheaud - Mendelssohn Caprice Mendelssohn Caprice de Caprice Mendelssohn Caprice si mineur Mendelssohn - - - - - - Caprice op. 22 Mendelssohn Capriccio brillant 22 - h - Londres, 1832 Concertino - - 1884/6/20 MathiasLachaume - Chopin Concerto Chopin (Concerto de) Concerto Chopin Concerto mi mineur Chopin - - - - - - 1er concerto Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1884/6/20 Mathias
Pinchback - Schumann Sonate Schumann Sonate de Sonate Schumann Sonate Schumann sol mineur - - - - - - 2e sonate op. 22  Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1884/6/20 Mathias
Arteaga - Bach Concerto italien Bach Concerto italien - Concerto Bach - - - - - - Concerto italien Bach Bach Concerto italien - BWV 971 F - Leipzig, 1735 Concerto Solo Concerto - 1884/6/20 Mathias
Gripois - Bach Prélude Bach Prélude - Pièce de Bach en sol majeur - - - - - - Prélude Bach Bach Prélude - - G - - Prélude(s) - - 1884/6/20 Mathias
Gnignot - Mozart Rondo Mozart Rondo Rondo Mozart Rondo Mozart (la mineur) - - - - - - rondo la min.  Mozart Mozart Rondo - - a - - 同定不可 - - 1884/6/20 Mathias
Hirsch - Chopin Ballade Chopin Ballade en sol mineur Ballade Chopin Ballade sol mineur Chopin - - - - - - 1re Ballade op.23  Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1884/6/20 Mathias
Le Couppey Collin Chopin, Polonaise Chopin Polonaise Chopin Polonaise Polonaise Chopin Polonaise Chopin op.22 Polonaise Chopin - - - - - Polonaise Chopin Chopin Grande Polonaise Brillante précédée d'un Andante Spianato 22 - Es - Paris, 1836 Danse Polonaise - 1884/6/20 Le Couppeyou Hummel Sonate en fa♯  - - - - - - - - - - - Hummel Sonate 81 - fis - Vienne, 1819 Sonate - - 1884/6/20 Le Couppey
Larousse Lavillette Chopin-Scherzo Chopin Scherzo si♭ mineur Chopin Scherzo si bémol mineur - Scherzo si♭ Chopin Chopin Scherzo - - - - - Scherzo Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1884/6/20 Le Couppey
- - fugue de sa composition sa fugue - Fugue d'elle - - - - - - La Villette Fugue - - - - - Fugue - - 1884/6/20 Le Couppey 自作を演奏。
Bardout Beethoven  Sonate L'Aurore  Beethoven Sonate Beethoven L'Aurore L'Aurore Beethoven Sonate (Aurore) Beethoven Sonate Beethoven   L'aurore  - - - - - l'aurore  Sonate  Beethoven Beethoven Sonate 53 - C - Vienne, 1805 Sonate - - 1884/6/20 Le Couppey
Krzyzanowska Chopin  Sonate en si mineur Chopin Sonate si mineur Chopin Sonate en si mineur Sonate Chopin si mineur Sonate Chopin en si mineur Sonate si min.  Chopin - - - - - Sonate si min.  Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1884/6/20 Le Couppey
Duranton Heller  Finaｌle de la 4e Sonate  Heller Sonate Stephen Heller Finaｌle de la 4e sonate Stephen Heller Finale 4e sonate Heller (finale) Heller (4e Sonate) Final  - - - - - Finale 4e sonate St. Heller Heller 4e Sonate 143 - b IV (finale) Paris, ca 1877 Sonate - - 1884/6/20 Le Couppey
Gonthier Mendelssohn  Capriccio Chopin [sic] capriccio Capriccio Caprice Mendelssohn Caprice op.22 Mendelssohn Fragment du Capriccioso de Mendelssohn - - - - - Caprice Mendelssohn Mendelssohn Capriccio brillant 22 - h - Londres, 1832 Concertino - - 1884/6/20 Le Couppey Thomasは作曲者をショパンと記録しているが、教授、議事録4名の教授はメンデルスゾーンと記録しているのでメンデルスゾーンの作品22と同定。Jaeger Chopin  2e Concerto  Chopin Concerto  2e Chopin 2e Concerto 2e Concerto Chopin 2e Concerto Chopin 2e Concerto (Chopin) - - - - - 2e Concerto Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1884/6/20 Le Couppey
Vigier Chopin  Impromptu en fa♯  Chopin Impromptu Chopin Impromptu Impromptu fa♯ Chopin Impromptu Chopin (fa♯) Impromptu (Chopin) (en fa#) - - - - - Impromptu fa♯ Chopin Chopin 2e Impromptu 36 - Fis - Paris, 1840 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1884/6/20 Le CouppeyChatteleyn Mendelssohn. Scherzo-capriccio  Mendelssohn capriccio Mendelssohn Scherzo capriccioso Caprice Mendelssohn Scherzo capriccio Mendelssohn (fa♯ mineur) Mendelssohn. Capriccio en fa# min. - - - - - Scherzo capriccio Mendelssohn Mendelssohn Capriccio 5 - fis - Berlin, 1825 caprice - - 1884/6/20 Le Couppey
Amoretti - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1884/6/20 Le Couppey « ne vient plus à la classe… fort heureusement »
Mulnier Chopin  2e Concerto  Chopin 2e Concerto Chopin 2e Concerto 2d concerto Chopin Concerto en fa mineur Chopin 2e Concerto (Chopin) - - - - - 2e Concerto Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1884/6/20 Le Couppey
Collin Louisa Chopin  Allegro de concert Chopin Allegro de concert Chopin Allegro de concert - Allegro de concert Chopin Allegro de concert Chopin - - - - - Allegro de concert Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1884/6/20 Le Couppey
Depecker Seb. Bach  Fantaisie chromatique  Bach Fantaisie chromatique Bach Fantaisie chromatique Fantaisie chromatique Bach Morceau de Bach (fantaisie chromatique) Fantaisie chromatique de Bach - - - - - Fantaisie chromatique Bach Bach Fantaisie chromatique et fugue - BWV 903 d I [1720, rev. ca 1730] Fantaisie Fantaisie 1 - 1884/6/20 Le CouppeyLecour Chopin  Ballade Chopin Ballade Chopin Ballade - Ballade sol mineur Chopin Ballade de Chopin - - - - - Ballade  Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1884/6/20 Le Couppey
Oger Marguerite Chopin  deux Préludes  Chopin Préludes Chopin deux Préludes ré mineur - 2 préludes Chopin Préludes Chopin - - - - - 2 préludes Chopin Chopin Préludes 28 - - - Paris, 1839 Prélude(s) - - 1884/6/20 Le Couppey
- - - - - - - - - - - - Chopin Préludes 28 - - - Paris, 1839 Prélude(s) - - 1884/6/20 Le Couppey
Goetz Chopin  deux Préludes  Chopin Préludes Chopin deux Préludes ré mineur - 2 préludes Chopin Mêmes préludes  Chopin - - - - - 2 préludes Chopin Chopin Préludes 28 - - - Paris, 1839 Prélude(s) - - 1884/6/20 Le Couppey
- - - - - - - - - - - - Chopin Préludes 28 - - - Paris, 1839 Prélude(s) - - 1884/6/20 Le Couppey
Galliano Chopin  deux Préludes  Chopin Préludes Chopin deux Préludes ré mineur - 2 préludes Chopin Mêmes préludes  Chopin - - - - - 2 préludes Chopin Chopin Préludes 28 - - - Paris, 1839 Prélude(s) - - 1884/6/20 Le Couppey
- - - - - - - - - - - - Chopin Préludes 28 - - - Paris, 1839 Prélude(s) - - 1884/6/20 Le Couppey
Gruié Chopin  deux Préludes  Chopin Préludes Chopin deux Préludes ré mineur - 2 préludes Chopin Mêmes préludes  Chopin - - - - - 2 préludes Chopin Chopin Préludes 28 - - - Paris, 1839 Prélude(s) - - 1884/6/20 Le Couppey
- - - - - - - - - - - - Chopin Préludes 28 - - - Paris, 1839 Prélude(s) - - 1884/6/20 Le Couppey
Delaborde Texte Allegro de concert  de Chopin Chopin Allegro de concert Chopin Allegro - Allegro de concert Chopin Allegro de concert Chopin - - - - - Allegro de concert Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1884/6/20 Delaborde
Morlat - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1884/6/20 Delaborde « quittera le Conservatoire » AJ 37/207-1に名前記載なし。
Bourdon Étude de Henselt Henselt Étude Henselt Étude de - Étude Henselt Étude Henselt - - - - - Étude Henselt Henselt Étude - - - - - Étude(s) - - 1884/6/20 Delaborde
Carjat 2de sonate de Schumann Schumann sonate Schumann sonate de - Sonate sol mineur Schumann Sonate Schumann - - - - - 2e sonate Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1884/6/20 Delaborde
Paÿret Finale de Weber Weber sonate ré finale Weber sonate de - Finale sonate ré mineur Weber Finale  Weber - - - - - Finale  Weber Weber 3e Sonate 49 - D I Berlin, 1817 Sonate - - 1884/6/20 Delaborde
Berthelot Finale de la 2de sonate de Chopin Chopin Sonate Finale Chopin Finale Finale Chopin Finale sonate si mineur Chopin Finale Sonate Chopin - - - - - Finale 2e sonate Chipin Chopin 3e Sonate 58 - h IV (finale) Paris, 1845 Sonate - - 1884/6/20 Delaborde
Moukkine Finale de Hummel - - - - - - - - - - - Hummel - - - - finale - 同定不可 - 欠 1884/6/20 Delaborde « elle va quitter la classe »AJ 37/207-1に名前記載なし
Servat Allegro de concert de Chopin Chopin Allegro de concert  Allegro de concert de Chopin Concerto Chopin Allegro de concert Allegro de Chopin - - - - - Final Hummel Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - AJ/37/289 Delaborde 議事録のみフンメルのフィナーレを記録しているが、5名の試験官教授は 
ショパンの« Allegro de concerto » を記録しているのでショパンの作品46と同定。
Barbaste Concerto de Mendelssohn Chopin concerto 1er Mendelssohn Concerto en sol mineur Concerto Chopin Concerto Mendelssohn  sol mineur Concerto de Mendelssohn - - - - - Concerto Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - - AJ/37/289 Delaborde ThomasとSauzay以外はメンデルスゾーンの協奏曲ト短調を記録しているのでメンデルスゾーンの協奏曲ト短調と同定。Blum Cécile Concerto de Chopin Chopin 2e Concerto Chopin Concerto en fa mineur - Concerto fa mineur Chopin Concerto  Chopin - - - - - Concerto  Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - AJ/37/289 DelabordeSeveno-marie Louise Concerto de Mendelssohn Mendelssohn 2e concerto Mendelssohn Concerto en ré mineur - Concerto ré mineur Mendelssohn Concerto Mendelssohn - - - - - Concerto Mendelssohn Mendelssohn 2e concerto 40 - d - Londres, 1838 Concerto - - AJ/37/289 DelabordeHuntin Finale de Weber Weber finale sonate Weber (Finale de) finale Weber Finale ré majeur de la sonate ré mineur Weber Finale  Sonate Weber - - - - - Finale  Weber Weber 3e Sonate 49 - D I Berlin, 1817 Sonate - - 1884/6/20 Delaborde
Hurez Concerto de Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto Mendelssohn Concerto en sol mineur - Concerto sol mineur Mendelssohn Concerto (Mendelssohn) - - - - - Concerto Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g III (finale) Londres, 1832 Concerto - - 1884/6/20 DelabordeVillalobos Concerto de Chopin Chopin 2d concerto Chopin Concerto en fa mineur - Concerto Chopin Concerto Chopin  Fa min. - - - - - Concerto Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1884/6/20 Delaborde
Massart Ramat marie Étude  Chopin Chopin Étude Chopin Étude Étude Chopin Étude Chopin Étude (Chopin) - - - - - Étude Chopin Chopin Études - - - - - Étude(s) - - 1884/6/20 Massart
Soupe L'Aurore  Beethoven Beethoven L'Aurore Beethoven L'Aurore l'Aurore Sonate Aurore Beethoven L'Aurore (Beethoven) - - - - - Sonate (l'Aurore) Beethoven Beethoven Sonate 53 - C - Vienne, 1805 Sonate - - 1884/6/20 Massart
Dubois Finale  sonate si♭  Chopin Chopin sonate finale Chopin Finale de la sonate si♭ Finale Chopin Finale de la sonate si♭ Chopin Finale Sonate Chopin - - - - - Finale  sonate si♭ Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b IV (finale) Paris, 1840 Sonate - - 1884/6/20 Massartde la Mora Étude  Chopin Chopin Étude Étude de Chopin Étude Chopin Étude en *** Chopin Étude  (Chopin) - - - - - Étude  Chopin Chopin Études - - - - - Étude(s) - - 1884/6/20 Massart
Domemech marie 8e Polonaise  Chopin Chopin Polonaise Chopin Polonaise - Polonaise la♭ Chopin Polonaise en la♭  (Chopin) - - - - - 8e Polonaise Chopin Chopin Polonaise 53 - As - Paris, 1843 Danse Polonaise - 1884/6/20 Massart
Mattabon Sonate la♭  Weber Weber Sonate Weber Sonate en la♭ - 1er morceau sonate la♭ Weber Sonate la♭ Weber - - - - - Sonate la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1884/6/20 Massart
Mascart Étude  Chopin Chopin Étude Chopin 　Étude ut min Chopin […] Étude Étude m. g. Chopin Étude  (Chopin) - - - - - Étude  Chopin Chopin Études 10 - c XII Paris, 1833 Étude(s) - - 1884/6/20 Massart
Millochau Scherzo de la sonate si♭  Chopin Chopin Scherzo Scherzo de la sonate si♭ de Chopin - Scherzo Chopin (sonate si♭) Scherzo  (Chopin) Sonate - - - - - Scherzo Sonate si♭  Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b II Paris, 1840 Sonate - - 1884/6/20 Massart
Stokvis Romance Schumann Schumann  Romance Schumann  Romance en ré min. -   Romance Schumann en ré mineur Romance Schumann en ré min. - - - - - Romance Schumann Schumann Romance - - d - - Morceaux caractéristiques - - 1884/6/20 MassartMorhange Concerto sol min. St-Saëns Saint-Saëns Concerto Saint-Saëns Concerto 2e - Concerto sol mineur Saint-Saëns Concerto  St-Saëns - - - - - Concerto sol min. Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g II 1868 Concerto - - AJ/37/289 Massart
Jusseaume 3e concerto  Ries Ries concerto Ries 3e concerto en do♯ mineur - Concerto ut♯ mineur  Ries - - - - - - 3e concerto Ries Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - AJ/37/289 Massart
Lefébure Rondo capriccioso  Mendelssohn Mendelssohn Rondo capriccioso Mendelssohn Rondo capriccioso - Rondo capriccioso Mendelssohn - - - - - - Rondo capriccioso Mendelssohn Mendelssohn Rondo capriccioso 14 - E - Londres, 1830 Rondo - - AJ/37/289 MassartBenech 2e Sonate  Schumann Schumann Sonate Schumann Sonate en sol mineur - Sonate Schumann (sol mineur) - - - - - - 2e sonate Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1884/6/20 Massart
Jétot Scherzo  Chopin Chopin Scherzo si♭ Chopin Scherzo en si♭mineur Scherzo Chopin Scherzo si♭mineur Chopin - - - - - - Scherzo  Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - AJ/37/289 Massart
Viseur Sonate si♮  Chopin Chopin Sonate Chopin Sonate si mineur - Sonate si mineur Chopin - - - - - - Sonate si♮  Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1884/6/20 Massart
Demonveaux finale ut♯  Beethoven Beethoven sonate ut♯ Beethoven finale de la sonate en do♯ mineur - finale Beethoven - - - - - - finale ut♯  Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis III (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1884/6/20 Massart
1884-1885 1885/1/24 Marmontel Jemain Barcarolle de Chopin Chopin Barcarolle Chopin Barcarolle - Barcarolle Chopin - - - - - - Barcarolle Chopin Chopin Barcarolle 60 - Fis - Paris, 1846 Morceaux caractéristiques Barcarolle - 1885/1/24 Marmontel
Reitlinger Novelette  Schumann Schumann Novelette Schumann Novelette - Novelette Schumann - - - - - - Novelette Schumann Schumann 8 Novelletten 21 - - - 1839 Morceaux caractéristiques - - 1885/1/24 Marmontel
Bacheler Finale de Beethoven Beethoven  Finale Beethoven  Finale - Finale aurore Beethoven - - - - - - Finale Beethoven Beethoven Sonate 53 - C III (finale) Vienne, 1805 Sonate - - 1885/1/24 Marmontel
Bondon Sonate Heller op. 69  Heller Sonate - - Sonate Heller - - - - - - Sonate op. 69  St. Heller Heller Chant national de F. Mendelssohn-Bartholdy, fantaisie en forme de Sonate 69 - D - Paris, 1849 Fantaisie Fantaisie 1 - 1885/1/24 Marmontel
Galeotti Pièces de Mendelssohn Mendelssohn Pièce Mendelssohn pièce caractéristique - Mendelssohn pièce - - - - - - Mendelssohn  Pièces Mendelssohn - - - - - - Morceaux caractéristiques - - 1885/1/24 MarmontelBerny Chopin  2e scherzo  Chopin scherzo Chopin Scherzo - Chopin Scherzo si♭ mineur - - - - - - Chopin 2e scherzo Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1885/1/24 Marmontel
Guignache Pièce caractéristique  Mendelssohn Mendelssohn Fugue Mendelssohn (Fugue de) Fugue Mendelssohn Fugue Mendelssohn ré majeur - - - - - - Pièces caractéristiques  Mendelssohn Mendelssohn Six Préludes et fugues 35 - D II Paris, 1837 Fugue - - 1885/1/24 Marmontel
Delafosse Sonate op. 106  Hummel Hummel Sonate Hummel Sonate de (en ré) - Finale sonate ré majeur - - - - - - Sonate op. 106 Hummel Hummel Sonate 106 - D - Vienne, 1825 Sonate - - 1885/1/24 Marmontel
Geloso Chopin  Ballade   Chopin Ballade de Chopin Ballade Ballade Chopin Ballade la♭ Chopin - - - - - - Ballade   Chopin Chopin 3e Ballade 47 - As - Paris, 1841 Ballade - - 1885/1/24 Marmontel
Hollander Chopin  Fantaisie  Chopin Fantaisie Chopin Fantaisie - Fantaisie Chopin - - - - - - Fantaisie Chopin Chopin Fantaisie - - - - - Fantaisie Fantaisie 1 - 1885/1/24 Marmontel
Miquel Étude symph.  Alkan Alkan Étude symphonique Alkan Étude symphonique Étude symphonique Alkan Alkan  Étude symphonique - - - - - - Étude symphonique  Ch. V. Alkan Alkan 12 études dans tous les tons mineurs 39 - - - 1857 Sonate - - 1885/1/24 Marmontel
Tariot Novelette  Schumann Schumann Novelette Schumann Novelette - Novelette Schumann - - - - - - Novelette  Schumann Schumann 8 Novelletten 21 - - - 1839 Morceaux caractéristiques - - 1885/1/24 Marmontel
Fabre La légèreté  Moscheles - - - - - - - - - - - Moscheles  La force, la légèreté et le caprice: Études 51 - G II Paris, 1839-40 Étude(s) - 欠 1885/1/24 Marmontel « absent »Fontayne Sonate de Beethoven Beethoven sonate Beethoven sonate - 1er morceau sonate sol Beethoven - - - - - - Sonate Beethoven Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1885/1/24 Marmontel
de Laferrère Presto  Mendelssohn Mendelssohn Presto Mendelssohn Presto - Presto fa♯ mineur Mendelssohn - - - - - - Presto  Mendelssohn Mendelssohn Fantasia (Sonate écossaise) 28 - fis - Bonn, 1834 Fantaisie Fantaisie 1 - 1885/1/24 Marmontel
Flesch - Weber sonate finale Finale de la 3e sonate de Weber - Finale de la sonate ré mineur Weber - - - - - - Weber  finale  sonate Weber 3e Sonate 49 - D I Berlin, 1817 Sonate - - 1885/1/24 Marmontel
Jachowsky Chopin  1er Scherzo  Chopin 1er Scherzo Chopin Scherzo - 1er Scherzo Chopin  si mineur - - - - - - 1er  Scherzo  Chopin Chopin 1er Scherzo 20 - h - Paris, 1835 Scherzo - - 1885/1/24 Marmontel
Mathias Frémaux Chopin, 1re sonate  Chopin Sonate Chopin sonate en si♭ mineur Sonate Chopin Sonate si♭ mineur 1er morceau Chopin - - - - - - 1re sonate  Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b I Paris, 1840 Sonate - - 1885/1/24 Mathias
Rosetti Jules Chopin, 1re sonate  (scherzo) Chopin Scherzo Chopin scherzo de Sonate Chopin Sonate si♭ mineur Scherzp Chopin - - - - - - 1re sonate scherzo Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b II Paris, 1840 Sonate - - 1885/1/24 Mathias
Noel - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1885/1/24 Mathias « absent pour service militaire »
Williams de moi Chant des druide (étude) [op.10] Mathias Étude Mathias Étude - Étude Mathias - - - - - - Chant des druide, étude  G. Mathias Mathias 10 Études de genre 10 - H IX Paris, 1851 Étude(s) - - 1885/1/24 Mathias
Archainheaud Mendelssohn,  1er concerto  Mendelssohn 1er Concerto finale Mendelssohn concerto de Finale Mendelssohn Concerto Mendelssohn finale (sol mineur) - - - - - - 1er concerto Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g - Londres, 1832 Concerto - - 1885/1/24 Mathias
Lachaume Chopin, Fantaisie Impromptu  Chopin Fantaisie Impromptu Chopin Impromptu en do♯ mineur Impromptu Chopin Impromptu Fantaisie Chopin - - - - - - Fantaisie Impromptu  Chopin Chopin Fantaisie-impromptu 66 - cis - Paris, 1855 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1885/1/24 Mathias
Pinchback Mendelssohn  Rondo capriccioso  Mendelssohn Rondo Mendelssohn Rondo en mi mineur Rondo Mendelssohn Rondo Mendelssohn op. 14 - - - - - - Rondo capriccioso  Mendelssohn Mendelssohn Rondo capriccioso 14 - E - Londres, 1830 Rondo - - 1885/1/24 Mathias
Artéaga Schumann  Papillons noirs [op.12-4]  Schumann fantaisie Schumann Papillons noirs - fantaisie Schumann Papillon - - - - - - Papillons noirs  Schumann Schumann Phantasiestüke (Pièces romantiques) 12 - Des IV 1838 Morceaux caractéristiques - - 1885/1/24 MathiasGripois - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1885/1/24 Mathias « démissionnaire »
Gnignot Hummel, Concerto en la min.  Hummel Concerto en la min. Hummel Concerto en la mineur - Concerto Hummel la♭ mineur - - - - - - Concerto la min. Hummel Hummel Grand concerto 85 - a - Paris, 1823 Concerto - - 1885/1/24 Mathias
Hirsch Weber, sonate en la♭  Weber Sonate Weber Sonate en la♭ Sonate Weber Sonate Weber la♭ 1er morceau - - - - - - Sonate la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1885/1/24 Mathias
Delgado Beethoven, Sonate op. 27 no 2  Beethoven Sonate Beethoven sonate finale de la sonate en do♯ mineur - Sonate Beethoven ut♯ mineur final - - - - - - Sonate no 2 op. 27  Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis III (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1885/1/24 Mathias
Schelling Liszt  2e Rhapsodie Chopin 1er concerto Chopin　Concerto en mi mineur 1er concerto Chopin Concerto mi mineur Chopin - - - - - - 2e Rhapsodie Liszt Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1885/1/24 Mathias 教授と議事録はリストの« 2e Rhapsodie » を記録しているが、4名の試験官はショパンの第１協奏曲を記録しているので、ショ
パンの第１協奏曲と同定。
Levadé Schubert, op.142, Impromptu Schubert Impromptu Schubert Impromptu - Impromptu si♭ Schubert - - - - - - Impromptu op. 142  Weber Schubert 4 Impromptus 142 D 935 B III 1839 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1885/1/24 Mathias
議事録は作曲者を « Weber » 
としているが、教授、試験官はSchubertを記録しているので作曲者はシューベルトと
同定。
Lambert (Albert) Field, Andante du 1er Concecrto Field Andante Field Andante - Andante Field - - - - - - Andante 1er concerto Field Field 1er concerto - H 27 Es II Moscou, 1811 Concerto - - 1885/1/24 Mathias 楽譜上は « Adagio non troppo »Barthélemy Weber, op. 49  Weber 3e sonate Weber 3e sonate Sonate Weber 3e sonate Weber - - - - - - Sonate ré min. Weber Weber 3e Sonate 49 - d/D - Berlin, 1817 Sonate - - 1885/1/24 Mathias
Le Couppey Krzyzanowska - Chopin Ballade Chopin Ballade de - Ballade la♭ Chopin - - - - - - 3e ballade op. 47  Chopin Chopin 3e Ballade 47 - As - Paris, 1841 Ballade - - 1885/1/24 Le Couppey
Duranton - Chopin Finale Chopin Finale de la 1re sonate Finale Sonate Chopin Finale sonate si mineur Chopin - - - - - - Finale rondo si min. Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h IV (finale) Paris, 1845 Sonate - - 1885/1/24 Le Couppey
Gonthier - Schumann Carnaval Vienne Schumann Finale de la sonate Carnaval Schumann Finale Carnaval Vienne Schumann - - - - - - Finale Carnaval de Vienne Schumann Schumann Carnaval de Vienne 26 - B V (finale) 1841 Morceaux caractéristiques - - 1885/1/24 Le CouppeyJaeger - Bach Fugue Bach Fugue en sol Fugue en sol Bach Fugue en sol Bach - - - - - - Fugue en sol Bach Bach Fugue - - g - - Fugue - - 1885/1/24 Le Couppey
Mulnier - Mendelssohn Caprice Mendelssohn Caprice en la mineur - Caprice Mendelssohn - - - - - - Caprice Mendelssohn Mendelssohn Caprice - - a - - Caprice - - 1885/1/24 Le Couppey
Collin Louisa - Chopin Étude Chopin (Étude en do mineur) Étude Chopin Étude main gauche Chopin - - - - - - Étude Chopin Chopin Études 10 - c XII Paris, 1833 Étude(s) - - 1885/1/24 Le Couppey
Depecker - Paradies Toccata Paradies Toccata - Paradies Toccata - - - - - - Toccata  Paradies Paradies Toccata - - - - - Toccata - - 1885/1/24 Le Couppey
Lecour - Hummel Sonate finale fa♯ Hummel Finale de la sonate en fa♯ mineur Finale Hummel Finale Sonate Hummel fa♯ mineur - - - - - - Finale fa♯ min.  Hummel Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne, 1819 Sonate - - 1885/1/24 Le CouppeyOger Marguerite - Mendelssohn Prélude Mendelssohn Prélude Prélude Mendelssohn Prélude Mendelssohn - - - - - - Prélude Mendelssohn Mendelssohn Prélude - - - - - Prélude(s) - - 1885/1/24 Le Couppey
Goetz - Beethoven Rondo Sonate Beethoven Rondo de la sonate op. 7 Rondo Beethoven Finale de la sonate mi♭ Beethoven - - - - - - Rondo sonate mi♭ Beethoven Beethoven Sonate 7 - Es IV (finale) Vienne, 1897 Sonate - - 1885/1/24 Le CouppeyGalliano - - - -  - - - - - - -  - - - - - - - - - - 欠 1885/1/24 Le Couppey « mauvaise santé »
Gruié - Lacombe le Torrent  Lacombe (le Torrent) Torrent  Lacombe Torrent  Lacombe - - - - - Lacombe Le Torrent  étude  Louis Lacombe Lacombe Les Harmonies de la nature 22 - d VII Leipzig, 1846/47 Morceaux caractéristiques - - 1885/1/24 Le Couppey
Champier - Webersonate ré mineur Rondo Weber rondo de la sonate en ré mineur Rondo de Weber Finale sonate ré mineur Weber - - - - - - Rondo de la sonate en ré min.  Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1885/1/24 Le Couppey
Lhotelier Isabelle - Webersonate ré mineur Rondo Weber rondo de la sonate en ré mineur - Finale sonate ré mineur Weber - - - - - - Rondo de la sonate en ré min.  Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1885/1/24 Le Couppey
Weyler - Webersonate ré mineur Rondo - - Finale sonate ré mineur Weber - - - - - - Rondo de la sonate en ré min.  Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1885/1/24 Le Couppey
Pêcher - Webersonate ré mineur Rondo Weber rondo de la sonate en ré mineur - Finale sonate ré mineur Weber - - - - - - Rondo de la sonate en ré min.  Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1885/1/24 Le Couppey
Quinté - Webersonate ré mineur Rondo - - Finale sonate ré mineur Weber - - - - - - Rondo de la sonate en ré min.  Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1885/1/24 Le CouppeyDelaborde Texte Marche de Schumann Schumann Marche Schumann Marche - Marche Schumann Marche de Schumann - - - - - Marche Schumann Schumann Marche - - - - - 同定不可 - - 1885/1/24 Delaborde
Berthelot 3e sonate de Schumann Schumann 3e sonate Schumann 3e sonate - Sonate fa mineur Schumann 2de sonate  Schumann - - - - - 3e Sonate Schumann Schumann 3e sonate 14 - f - 1836, rév. 1853 Sonate - - 1885/1/24 Delaborde Diémerは第2ソナタを記録しているが、教授、議事録、3名の試験官は第3ソナタを記録しているので作品14と同定。 
Servat 3e sonate de Schumann Schumann 3e sonate Schumann 3e sonate - Sonate fa mineur Schumann 2de sonate  Schumann - - - - - 3e Sonate Schumann Schumann 3e sonate 14 - f - 1836, rév. 1853 Sonate - - 1885/1/24 Delaborde Diémerは第2ソナタを記録しているが、教授、議事録、3名の試験官は第3ソナタを記録しているので作品14と同定。 
Barbaste Finale de la sonate en ut♯ de Beethoven Beethoven Sonate ut♯ Finale Beethoven finale de la sonate en do♯ mineur - Finale ut♯ mineur Beethoven Sonate ut♯ min  Beethoven - - - - - Finale sonate ut♯ Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis III (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1885/1/24 DelabordeBlum Cécile Étude de Rubinstein Rubinstein Étude Rubinstein (Étude de) - Étude de Rubinstein Étude de Rubinstein - - - - - Étude  Rubinstein Rubinstein Étude - - - - - Étude(s) - - 1885/1/24 DelabordeSeveno-marie Louise Concerto italien de J. S. Bach Bach Concerto italien Bach Concerto italien - Concerto italien Bach Concerto italien   Bach - - - - - Concerto italien J. S. Bach Bach Concerto italien - BWV 971 F - Leipzig, 1735 Concerto Solo Concerto - 1885/1/24 DelabordeHuntin Rondo de Schubert Schubert Rondo Schubert (Rondo la majeur) - Rondo Schubert la majeur Rondo Schubert en la maj. - - - - - Rondo Schubert Schubert Rondo - - a - - 同定不可 - - 1885/1/24 Delaborde
Hurez Finale de C. V. Alkan Alkan Finale Alkan Finale - Finale Alkan Finale d’Alkan - - - - - Finale C. V. Alkan Alkan - - - - finale - 同定不可 - - 1885/1/24 Delaborde
Villalobos pièce romantique de Schumann Schumann pièce romantique Schumann pièce romantique - Nuitamment Pièce romantique  Schumann - - - - - Pièce romantique  Schumann Schumann Phantasiestüke (Pièces romantiques) 12 - f V 1838 Morceaux caractéristiques - - 1885/1/24 Delaborde
Berlin Final de Hummel Hummel concerto finale Hummel Finale de Concerto en si mineur - Finale Concerto Hummel Concerto  Hummel Finale si min. - - - - - Finale  Hummel Hummel Grand Concerto 89 - h III (finale) Paris, ca 1822 Concerto - - 1885/1/24 DelabordeHondry C.to de Chopin Chopin  Concerto 2e Chopin  Concerto 2e - 1er solo concerto fa mineur Chopin Concerto de Chopin en fa min. - - - - - Concerto Chopin Chopin 2e concerto 21 - f I Paris, 1836 Concerto - - 1885/1/24 Delaborde
Guillois Finale de Mozart Mozart Concerto ré mineur finale Mozart Concerto en ré mineur - Concerto Mozart  ré mineur finale Concerto de Mozart  Finale en ré min. - - - - - Finale  Mozart Mozart Concerto - K 466 d - [1785] Concerto - - 1885/1/24 Delaborde
Minard Concerto  C. V. Alkan Alkan Concerto Ch. V. Alkan Concerto de - Concerto Alkan Concerto d’Alkan - - - - - Concerto C. V. Alkan Alkan Concerto - - - - - Concerto - - 1885/1/24 Delaborde
Dufouscq Fantaisie de Schubert Schubert Fantaisie Schubert Fantaisie - Fantaisie Schubert  ut majeur Fantaisie Schubert en ut - - - - - Fantaisie Schubert Schubert Fantaisie 15 D 760 C - 1823 Fantaisie Fantaisie 1 - 1885/1/24 Delaborde
Querrion C.to de Chopin Chopin  concerto fa mineur Chopin   2e concerto - Concerto fa mineur  Chopin  Concerto de Chopin  - - - - - Concerto  Chopin  Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1885/1/24 Delaborde
Massart Soupe Rondo la mineur  Mozart Mozart Rondo Mozart Thème var. Rondo Mozart la mineur Rondo la mineur Mozart Rondo de Mozart en  la min. - - - - - Rondo la min. Mozart Mozart Rondo - - a - - 同定不可 - - 1885/1/24 Massart Duvernoyは « Thème var. » を記録しているが、教授、議事録、4名の試験官は « Rondo » を記録しているのでロンドと同定。
Domemech marie Prélude Mendelssohn Mendelssohn Prélude Mendelssohn Prélude Prélude Mendelssohn Prélude si mineur Mendelssohn Prélude de Mendelssohn - - - - - Prélude Mendelssohn Mendelssohn Prélude - - - - - Prélude(s) - - 1885/1/24 Massart
Mascart Finale fa♯ mineur  Mendelssohn Mendelssohn Finale fa♯ mineur Presto en fa♯ mineur Finale fa♯ mineur Mendelssohn Presto Mendelssohn fa♯ mineur Finale Mendelssohn en fa♯ min.  - - - - - Finale fa♯ min.  Mendelssohn Mendelssohn Fantasia (Sonate écossaise) 28 - fis III (finale) Bonn, 1834 Fantaisie Fantaisie 1 - 1885/1/24 MassartMillochau Sonate la♭   Weber Weber Sonate Weber Sonate la♭ Sonate Weber 1er morceau Sonate  Weber Sonate de Weber la♭ - - - - - Sonate la♭ Weber Weber 3e Sonate 49 - d I Berlin, 1817 Sonate - - 1885/1/24 Massart
Stokvis Sonate 111  Beethoven Beethoven Sonate 111 Beethoven sonate ut mineur Beethoven op. 111 1er morceau Sonate ut mineur Beethoven Sonate  Beethoven op. 111 - - - - - Sonate op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c I Paris, 1823 Sonate - - 1885/1/24 Massart
Morhange Étude Chopin Chopin Étude - - Étude m.g. Chopin Étude Chopin - - - - - Étude Chopin Chopin Études 10 - c XII Paris, 1833 Étude(s) - - 1885/1/24 Massart
Jusseaume La fileuse  Mendelssohn Mendelssohn Fileuse Mendelssohn Fileuse Fimeuse de Mendelssohn Romance Mendelssohn Fileuse Fileuse Mendelssohn - - - - - La fileuse Mendelssohn Mendelssohn Romance sans paroles 67 - C IV Bonn, 1845 Morceaux caractéristiques - - 1885/1/24 Massart
Lefébure Concerto ut mineur  Beethoven Beethoven finale ut mineur Beethoven Concerto en mi♭ Concerto ut mineur Beethoven Concerto ut mineur Beethoven Concerto en ut min. - - - - - Concerto ut min. Beethoven Beethoven 3e Concerto 37 - c III (finale) Vienne, 1804 Concerto - - 1885/1/24 Massart
Benech Finale appassionato  Beethoven Beethoven Finale fa mineur Beethoven Finale en fa mineur finale Beethoven Finale fa mineur op. 57 Sonate Beethoven en fa min. op. 57 - - - - - Finale sonate fa min. Beethoven Beethoven Sonate 57 - f III (finale) Zurich, 1803 Sonate - - 1885/1/24 MassartJétot Tarentelle  Chopin Chopin Tarentelle Chopin Tarentelle Chopin Tarentelle Tarentelle Chopin Tarentelle - - - - - Tarentelle Chopin Chopin Tarentelle 41 - As - Paris, 1841 Danse Tarentelle - 1885/1/24 Massart
Viseur Sonate ré mineur  Weber Weber Sonate ré mineur Weber Sonate ré mineur - Sonate ré mineur Weber 1er morceau Sonate en ré min. Weber - - - - - Sonate ré min. Weber Weber 3e Sonate 49 - d I Berlin, 1817 Sonate - - 1885/1/24 Massart
Demonveaux Prélude si♭ mineur  Chopin Chopin Prélude si♭ mineur Chopin Prélude - Prélude si♭ mineur Chopin Prélude de Chopin - - - - - Prélude si♭ min. Chopin Chopin Préludes 28 - b XVI Paris, 1839 Prélude(s) - - 1885/1/24 Massart
Ador Sonate ut   Weber Weber Sonate ut Weber Sonate en do majeur - Sonate ut majeur Weber 1er morceau Sonate ut Weber - - - - - Sonate ut Weber Weber 1re Sonate 24 - C I Berlin, 1812 Sonate - - 1885/1/24 Massart
François Variation ut mineur  Beethoven Beethoven Variation ut mineur Beethoven 32 variations - 32 variations ut mineur Beethoven Menuet  Weber - - - - - Variations ut min.  Beethoven Beethoven 32 Variationen über ein eigenes Thema  - WoO.80 - - Vienne, 1807 Variations - - 1885/1/24 Massart
Seeliger Sonate ré mineur  Beethoven Beethoven  Sonate 31 ut mineur Beethoven op. 31 en ré mineur de la sonate - Sonate ré mineur Beethoven Sonate Ré min. Beethoven - - - - - Sonate ré min. Beethoven Beethoven Sonate 31-2 - d - Zurich, 1803 Sonate - - 1885/1/24 MassartMarais Finale sonate ut mineur  Beethoven Beethoven finale sonate ut mineur - - Finale sonate ut mineur Beethoven Sonate en ut min. Beethoven - - - - - finale  sonate ut min. Beethoven Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1885/1/24 Massart
Bourlier Scherzo sonate ut  Weber Weber Menuet sonate ut Weber Menuet de la sonate - Menuet de la sonate ut majeur Weber Menuet　Weber - - - - - Scherzo  rondo ut Weber Weber 1re Sonate 24 - C III Berlin, 1812 Sonate - - 1885/1/24 Massart
1884-1885 1885/6/23 Marmontel Jemain Fugue de Bach - Bach Fugue en la mineur - Fugue la mineur Bach (Liszt)  orgue - - - - - - Fugue J. S. Bach Bach-Liszt Sechs Präludien und Fugen für die Orgel - S 462 a I Leipzig, 1852 Arrangement Fugue - 1885/6/23 MarmontelReitlinger Op.111  Beethoven Beethoven Sonate 111 Beethoven sonate op. 111 - Sonate 111 ut mineur 1er morceau - - - - - - Sonate op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c I Paris, 1823 Sonate - - 1885/6/23 Marmontel
Bacheler Op.106  Beethoven Beethoven Sonate 106 Beethoven op. 106 - Sonate op. 106 Beethoven Sonate Beethoven  op. 106 - - - - - Sonate op. 106 Beethoven Beethoven Sonate 106 - B I Vienne, 1819 Sonate - - 1885/6/23 Marmontel
Bondon Scherzo du 2e Concerto  St-Saëns Saint-Saëns Scherzo Scherzo du 4e Concerto de Saint-Saëns - Scherzo Concerto Saint-Saëns Scherzo de St Saëns - - - - - Scherzo du 2e concerto C. Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g II 1868 Concerto - - 1885/6/23 Marmontel
Galeotti Sonate la bémol  Weber Weber Sonate Weber 3e sonate de - 1er morceau la♭ Weber Sonate de Weber en la♭ - - - - - Sonate Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1885/6/23 Marmontel Duvernoyは第3ソナタを記録しているが、教授、議事録、2名の試験官はソナタ 
変イ長調を記録しているのでソナタ 第2番と同定。Berny Étude  J. Cohen J. Cohen Étude Jules Cohen Étude - Étude J. Cohen Étude （J. Cohen） - - - - - Étude J. Cohen Cohen Étude - - - - - Étude(s) - - 1885/6/23 Marmontel
Guignache Finale 3e sonate de Weber Weber Rondo Weber finale de la sonate en ré mineur - Rondo Weber ré majeur (sonate)  ré mineur Rondo (Weber) ré maj. - - - - - Finale 3e sonate Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1885/6/23 Marmontel
Delafosse Finale de sonate  Herz Herz Sonate H. Herz Sonate de - Sonate Herz Sonate de Herz - - - - - Sonate Herz Herz Grande sonate di bravura 200 - Es III (finale) 1861 Sonate - - 1885/6/23 MarmontelGeloso 2e concerto  Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto Saint-Saëns 2e concerto - 1er morceau concerto sol mineur Saint-Saëns 2e concerto St Saëns - - - - - 2e concerto C. Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g I 1868 Concerto - - 1885/6/23 Marmontel
Hollander Sonate fantaisie op.69  Heller Heller Sonate St. Heller Fantaisie-Sonate - Sonate Heller Heller Sonate - - - - - Sonate fantaisie op. 69 St. Heller Heller Chant national de F. Mendelssohn-Bartholdy, fantaisie en forme de Sonate 69 - D - Paris, 1849 Fantaisie Fantaisie 1 - 1885/6/23 MarmontelMiquel Polonaise de Liszt Liszt Polonaise Liszt Polonaise - Polonaise mi majeur Liszt Polonaise Liszt - - - - - Polonaise Liszt Liszt Deux polonaises - S 223 E II Leipzig, 1852 Danse Polonaise - 1885/6/23 Marmontel
Tariot 2e Sonate  Weber Weber Sonate la♭ Weber Sonate en la♭ Sonate Weber 1er morceau sonate la♭Weber Sonate la♭ Weber - - - - - 2e sonate Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1885/6/23 Marmontel
Fabre Sonate de Herz, 1er morceau Herz Sonate H. Herz Sonate 1er morceau - Sonate de Herz Sonate de Herz en mi♭ - - - - - 1er morceau Sonate H. Herz Herz Grande sonate di bravura 200 - Es I 1861 Sonate - - 1885/6/23 Marmontel
Fontayne Sonate de Schulhoff Schulhoff Sonate Schulhoff Sonate de Sonate Schulhoff Sonate Schulhoff Sonate Schulhoff - - - - - 1er morceau Sonate Schulhoff Schulhoff Sonate 37 - f I Paris, 1854 Sonate - - 1885/6/23 Marmontel
de Laferrère Sonate de Beethoven Beethoven sonate 53 Beethoven  sonate op. 53 Sonate Beethoven Aurore Beethoven (finale) Sonate  Beethoven - - - - - Sonate op. 53  Beethoven Beethoven Sonate 53 - C - Vienne, 1805 Sonate - - 1885/6/23 Marmontel
Flesch 2e sonate de Schumann Schumann 2e sonate Schumann 2e sonate en sol mineur - 2e sonate sol mineur Schumann 2ｄe sonate Schumann - - - - - 2e sonate Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1885/6/23 Marmontel
Jachowsky Pièce de Mendelssohn Mendelssohn Presto Mendelssohn (Presto de) - Presto Mendelssohn Presto Mendelssohn - - - - - Pièce Mendelssohn Mendelssohn - - - - - - 同定不可 - - 1885/6/23 Marmontel
Mathias Frémaux Schumann Carnaval Carnaval Schumann carnaval Carnaval Schumann Schumann carnaval Carnaval  (Schumann) - - - - - Carnaval  Schumann Schumann Carnaval - - - - - Morceaux caractéristiques - - 1885/6/23 MathiasRosetti Jules Liszt  Polonaise Liszt Polonaise Liszt Polonaise - Polonaise mi majeur Liszt Polonaise Liszt - - - - - Polonaise Liszt Liszt Deux polonaises - S 223 E II Leipzig, 1852 Danse Polonaise - 1885/6/23 Mathias
Noel  - - - -  -  - - - - - -  - - - - - - - - - - 欠 1885/6/23 Mathias AJ37.207-1 : « Soldat »
Williams de moi Caprice Mathias Caprice Mathias Caprice Caprice Mathias Caprice Mathias Caprice-Mathias - - - - - Caprice G. Mathias Mathias Caprice - - - - - Caprice - - 1885/6/23 Mathias
Archainheaud Chopin  Allegro de concert  Chopin Allegro Chopin Allegro de concert Allegro Chopin Allegro de concert Chopin Allegro de concert  Chopin - - - - - Allegro de concert  Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1885/6/23 Mathias
Lachaume Mozart  Sonate Mozart Sonate Mozart Sonate Sonate Mozart Sonate Mozart Sonate Mozart - - - - - Sonate Mozart Mozart Sonate - - - - - Sonate - - 1885/6/23 Mathias
Pinchback Bach. Fugue sur le nom de Bach - Bach Fugue Sonate Bach, fugue sur B. A. C. H. Fugue sur le nom de Bach (si♭) Fugue de Bach - - - - - Fugue Bach Bach Prélude et fugue - BWV 898 B - - Fugue - - 1885/6/23 Mathias
Artéaga de moi, Allegro symphonique Mathias Allegro symphonique Mathias Allegro symphonique - Allegro symphonique Mathias Allegro symph.que  Mathias - - - - - Allegro symphonique G. Mathias Mathias Allegro symphonique - - - - - 同定不可 - - 1885/6/23 Mathias
Gnignot Mendelssohn Concerto Mendelssohn concerto 1re finale Mendelssohn Finale du concerto en sol mineur - Finale du concerto Mendelssohn (sol mineur) Concerto de Mendelssohn Final - - - - - Concerto Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g III (finale) Londres, 1832 Concerto - - 1885/6/23 MathiasHirsch - Saint-Saëns Concerto sol mineur Saint-Saëns Concerto en sol mineur - 1er morceau [du] concerto Concerto de St-Saëns - - - - - Concerto sol min.  Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g I 1868 Concerto - - 1885/6/23 Mathias
Delgado Schubert  Impromptu Schubert Impromptu Schubert Impromptu Impromptu Schubert Impromptu mi bémol Impromptu Schubert - - - - - Impromptu Schubert Schubert 4 Impromptus 90 D 899 Es II 1827 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1885/6/23 MathiasSchelling Chopin 1re Ballade Chopin Ballade Chopin Ballade - Ballade sol min. Chopin Ballade sol min. Chopin - - - - - 1re Ballade  Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1885/6/23 Mathias
Levadé Mendelssohn Caprice op. 22  Mendelssohn Caprice Mendelssohn Caprice op.22 Caprice Mendelssohn Caprice Mendelssohn  si mineur op.22 Caprice Mendelssohn - - - - - Caprice Mendelssohn  op. 22 Mendelssohn Capriccio brillant 22 - h - Londres, 1832 Concertino - - 1885/6/23 MathiasLambert (Albert) Schulhoff  Sonate  Schulhoff Sonate Schulhoff Sonate de - Sonate Schulhoff Sonate Schulhoff - - - - - Sonate Schulhoff Schulhoff Sonate 37 - f I Paris, 1854 Sonate - - 1885/6/23 Mathias
Barthélemy Chopin Finale d’op. 58  Chopin Sonate Chopin Ballade - Finale Chopin  si mineur Finale Sonate si min  Chopin - - - - - Finale op. 58  Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h IV (finale) Paris, 1845 Sonate - - 1885/6/23 Mathias
H. Duvernoyのみ « Ballade » 
を記録しているが、議事録、教授、3名の教官はソナタを記録しているのでソナタと
同定。
Le Couppey Krzyzanowska Chopin op. 48 Nocturne en ut min.  - Chopin Nocturne en ut mineur Nocturne 48 Chopin Nocturne en ut mineur Chopin Nocturne ut min - - - - - Nocturne ut mineur op. 48 Chopin Chopin Nocturne 48 - c I Paris, 1841 Morceaux caractéristiques Nocturne - 1885/6/23 Le Couppey ル・クーペの教授報告には演奏時間を記したプログラムが添付されている。
Duranton  Diémer op. 31 Concerto-stuck (Fragment) - Diémer Concerto de Concert Stuck [sic.] Diémer Diémer Concerto Diémer Concerto-Stück - - - - - Concerto Stuck op. 31  Diémer Diémer Concert-Stück 31 - C/E II (finale) Paris, 1892 Concerto - - 1885/6/23 Le Couppey
Gonthier Chopin op. 36 Impromptu  Chopin Impromptu Chopin Impromptu op.36 Op. 36 Chopin Impromptu Chopin Chopin  Impromptu op. 36  - - - - - Impromptu op. 36  Chopin Chopin 2e Impromptu 36 - Fis - Paris, 1840 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1885/6/23 Le Couppey
Jaeger Weber op.39 Rondo de la sonate en ré Weber Sonate Finale Weber rondo de la sonate en ré Sonate en ré Weber Finale de la sonate en ré mineur Weber Rondo Weber (ré) - - - - - Rondo de la sonate en ré op. 39 Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1885/6/23 Le Couppey
Mulnier Hummel Op.81 Finale de la sonate en fa♯ (fragment) Hummel Sonate ut♯ finale Hummel Finale de la sonate en fa♯ mineur Finale en ut♯ Hummel Finale sonate fa♯ mineur Hummel Hummel  Sonate  fa♯ - - - - - Finale sonate fa♯ min.  Hummel Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne, 1819 Sonate - - 1885/6/23 Le CouppeyCollin Louisa  Beethoven op. 111  Sonate Beethoven Sonate 111 Beethoven  Sonate op. 111 - Sonate op. 111  Beethoven Sonate op. 111  Beethoven - - - - - Sonate op. 111  Beethoven Beethoven Sonate 111 - c - Paris, 1823 Sonate - - 1885/6/23 Le Couppey
Depecker Chopin op.58 Finale  Chopin Finale Chopin  Finale de la sonate op.58 Finale Chopin Finale sonate si mineur Chopin Finale Sonate Chopin - - - - - Finale op. 58  Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h IV (finale) Paris, 1845 Sonate - - 1885/6/23 Le CouppeyLecour Chopin  op.53 8e Polonaise  Chopin Polonaise mi♮ Chopin 8e Polonaise Polonaise Chopin Polonaise la♭ Chopin 8e Polonaise  Chopin - - - - - 8e Polonaise op. 53  Chopin Chopin Polonaise 53 - As - Paris, 1843 Danse Polonaise - 1885/6/23 Le Couppey
Gruié Chopin  op. 20 1er Scherzo (Fragment) Chopin op. 20 1er scherzo(Fragment) Chopin 1er scherzo en si mineur 1er Scherzo Chopin Scherzo si Chopin Scherzo si ♮ op. 20 - - - - - 1er Scherzo op. 20 Chopin 1er Scherzo 20 - h - Paris, 1835 Scherzo - - 1885/6/23 Le Couppey
Oger Marguerite Chopin Fragment du Scherzo si bém. Chopin scherzo si♭mineur Chopin fragment de Scherzo en si♭ mineur - Scherzo si♭ Chopin Scherzo si♭ min. Chopin - - - - - Scherzo en si♭ min. Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1885/6/23 Le Couppeyou Beethoven. Fragment de la sonate en ut# - - - - - - - - - - - Beethoven Sonate 27-2 - cis - Vienne, 1802 Sonate - - 1885/6/23 Le Couppey
Goetz Chopin Fragment du Scherzo si bém. Chopin scherzo si♭mineur Chopin fragment de Scherzo en si♭ mineur - Scherzo si♭ Chopin Scherzo si♭ min. Chopin - - - - - Scherzo en si♭ min. Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1885/6/23 Le Couppeyou Beethoven. Fragment de la sonate en ut# - - - - - - - - - - - Beethoven Sonate 27-2 - cis - Vienne, 1802 Sonate - - 1885/6/23 Le Couppey
Galliano Chopin Fragment du Scherzo si bém. - Chopin fragment de Scherzo en si♭ mineur - Scherzo si♭ Chopin Scherzo si♭ min. Chopin - - - - - Scherzo en si♭ min. Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1885/6/23 Le Couppeyou Beethoven. Fragment de la sonate en ut# - - - - - - - - - - - Beethoven Sonate 27-2 - cis - Vienne, 1802 Sonate - - 1885/6/23 Le Couppey
Champier Chopin Fragment du Scherzo si bém. Chopin  Scherzo  si♭ min. Chopin Scherzo en si♭ mineur - Scherzo si♭ Chopin Scherzo en si♮ - - - - - Scherzo en si♭ min. Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1885/6/23 Le Couppey Diémerのみ第1スケルツォを記録しているが、教授、議事録、3名の教官は第2スケ
ルツォを記録しているので第2スケルツォと同定。ou Beethoven. Fragment de la sonate en ut# - - - - - - - - - - - Beethoven Sonate 27-2 - cis - Vienne, 1802 Sonate - - 1885/6/23 Le Couppey
Lhotelier Isabelle Chopin Fragment du Scherzo si bém. Chopin scherzo si♭mineur Chopin Scherzo en si♭ mineur - Scherzo si♭ Chopin Scherzo en si♮ - - - - - Scherzo en si♭ min. Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1885/6/23 Le Couppey Diémerのみ第1スケルツォを記録しているが、教授、議事録、3名の教官は第2スケ
ルツォを記録しているので第2スケルツォと同定。ou Beethoven. Fragment de la sonate en ut# - - - - - - - - - - - Beethoven Sonate 27-2 - cis - Vienne, 1802 Sonate - - 1885/6/23 Le Couppey
Weyler Chopin Fragment du Scherzo si bém. Chopin scherzo si♭mineur Chopin Scherzo en si♭ mineur - Scherzo si♭ Chopin Scherzo en si♮ - - - - - Scherzo en si♭ min. Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1885/6/23 Le Couppey Diémerのみ第1スケルツォを記録しているが、教授、議事録、3名の教官は第2スケ
ルツォを記録しているので第2スケルツォと同定。ou Beethoven. Fragment de la sonate en ut# - - - - - - - - - - - Beethoven Sonate 27-2 - cis - Vienne, 1802 Sonate - - 1885/6/23 Le Couppey
Pêcher Chopin Fragment du Scherzo si bém. Chopin scherzo si♭mineur Chopin Scherzo en si♭ mineur - Scherzo si♭ Chopin Scherzo en si♮ - - - - - Scherzo en si♭ min. Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1885/6/23 Le Couppey Diémerのみ第1スケルツォを記録しているが、教授、議事録、3名の教官は第2スケ
ルツォを記録しているので第2スケルツォと同定。ou Beethoven. Fragment de la sonate en ut# - - - - - - - - - - - Beethoven Sonate 27-2 - cis - Vienne, 1802 Sonate - - 1885/6/23 Le Couppey
Quinté Chopin Fragment du Scherzo si bém. Chopin scherzo si♭mineur Chopin Scherzo en si♭ mineur - Scherzo si♭ Chopin Scherzo en si♮ - - - - - Scherzo en si♭ min. Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1885/6/23 Le Couppey Diémerのみ第1スケルツォを記録しているが、教授、議事録、3名の教官は第2スケ
ルツォを記録しているので第2スケルツォと同定。ou Beethoven. Fragment de la sonate en ut# - - - - - - - - - - - Beethoven Sonate 27-2 - cis - Vienne, 1802 Sonate - - 1885/6/23 Le Couppey
Delaborde Texte Variations Händel  Brahms Brahms Haëndel Brahms Variations sur un thème de Haëndel Variations Brahms Variations de Brahms sur un thème de Haendel Variations (Handel-Brahms) - - - - - Variations Handel Brahms Brahms Variationen über ein Thema von Paganini 35 - a - Leipzig, 1866 Variations - - 1885/6/23 Delaborde
Berthelot Concerto   C. V. Alkan Alkan concerto C.V.Alkan Concerto de Concerto Alkan Concerto Alkan sol♯ mineur  C.to de C. V. Alkan - - - - - Concerto Alkan Alkan 12 études dans tous les tons mineurs 39 - gis VIII Paris, 1857 Solo Concerto - - 1885/6/23 Delaborde
Servat Concerto   C. V. Alkan Alkan concerto C.V.Alkan Concerto de Concerto Alkan Concerto Alkan sol♯ mineur  Concerto Alkan - - - - - Concerto Alkan Alkan 12 études dans tous les tons mineurs 39 - gis VIII Paris, 1857 Solo Concerto - - 1885/6/23 Delaborde
Barbaste Fantaisie  Hummel Hummel Fantaisie Hummel Fantaisie de Sonate  Hummel Fantaisie Hummel Fantaisie Hummel - - - - - Fantaisie Hummel Hummel Fantaisie 18 - Es - Paris, 1806 Fantaisie Fantaisie 1 - 1885/6/23 Delaborde
Blum Cécile Allegro  Chopin Chopin Allegro Chopin Allegro de - Chopin Allegro de concert All.o Chopin - - - - - Allegro Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1885/6/23 DelabordeSeveno-marie Louise Fugue Mendelssohn Mendelssohn  fugue Mendelssohn  fugue - Fugue Mendelssohn  (fa mineur) Fugue Mendelssohn - - - - - Fugue Mendelssohn Mendelssohn Six Préludes et fugues 35 - f V Paris, 1837 Fugue - - 1885/6/23 Delaborde
Huntin Finale Chopin Chopin finale Chopin  Finale de - Finale si mineur (sonate) Chopin Finale Chopin Sonate si min. - - - - - Finale Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b IV (finale) Paris, 1840 Sonate - - 1885/6/23 Delaborde
Hurez Finale Beethoven Beethoven Finale ut# Beethoven  Finale de la sonate en ut# mineur finale Beethoven Finale [ut# mineur, sonate] Sonate #min  Beethoven - - - - - Finale Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis III (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1885/6/23 DelabordeVillalobos Allegro Chopin Chopin Allegro Chopin Allegro de Allegro Chopin Allegro de concert Chopin Allegro Chopin - - - - - Allegro Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1885/6/23 Delaborde
Berlin Étude Henselt Henselt Étude Henselt Étude Étude Henselt Étude Henselt Étude Henselt - - - - - Étude Henselt Henselt Étude - - - - - Étude(s) - - 1885/6/23 Delaborde
Hondry Finale  Hummel Hummel finale Hummel Finale de la sonate en fa# mineur - Finale Sonate fa# mineur Hummel Finale  Hummel - - - - - Finale  Hummel Hummel - - - - finale - Sonate - - 1885/6/23 DelabordeGuillois Scherzo Chopin Chopin  Scherzo Chopin 3e scherzo Scherzo Chopin Scherzo Chopin ut# mineur Scherzo Chopin  3e Scherzo - - - - - Scherzo Chopin Chopin 3e Scherzo 39 - cis - Paris, 1840 Scherzo - - 1885/6/23 Delaborde
Minard Fantaisie Schubert Schubert Fantaisie Schubert Fantaisie de Fantaisie Schubert Fantaisie Schubert Fantaisie Schubert - - - - - Fantaisie Schubert Schubert Fantaisie - - - - - Fantaisie Fantaisie 1 - 1885/6/23 Delaborde
Dufouscq Finale Hummel Hummel finale Hummel Finale Finale Hummel Finale Hummel Sonate fa# mineur Finale Hummel fa# min. - - - - - Finale Hummel Hummel - - - - finale - Sonate - - 1885/6/23 Delaborde
Querrion Finale  C. V. Alkan Alkan Finale C.V.Alkan Finale Finale Alkan Finale Alkan Finale Alkan - - - - - Finale Alkan Alkan - - - - finale - 同定不可 - - 1885/6/23 Delaborde
Massart Soupe Variations  Schubert [D. 935] Schubert Variations Schubert Variations  [D. 935] Variations Schubert Variations si♭ Impromptu Schubert Variation Schubert (si♭) - - - - - Variations Schubert Schubert 4 Impromptus 142 D 935 B III 1839 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1885/6/23 Massart
Dubois Finale  l'Aurore  Beethoven Beethoven Sonate finale Beethoven Variations l'aurore Finale Finale Aurore Finale　op. 57  Beethoven - - - - - Finale sonate Beethoven Beethoven Sonate 53 - C III (finale) Vienne, 1805 Sonate - - 1885/6/23 MassartMascart Sonate si♭ min.  Chopin Chopin Sonate Chopin Sonate Sonate Chopin Sonate Chopin  si♭ mineur Sonate Chopin - - - - - Sonate si♭ Chopin  Chopin 2e Sonate 35 - b - Paris, 1840 Sonate - - 1885/6/23 Massart
Millochau Nocturne ut min.  Chopin - - - - - - - - - - - Chopin Nocturne 48 - c I Paris, 1841 Morceaux caractéristiques Nocturne 欠 1885/6/23 Massart AJ 37/207-1 : « malade »
Stokvis Polonaise mi♭  Chopin Chopin Polonaise Chopin Polonaise en mi♭ Polonaise Chopin mi♭ Polonaise en mi♭ op. 22 Polonaise en mi♭  Chopin - - - - - Nocturne ut min.  Chopin Chopin Polonaise 26 - es II Paris, 1836 Danse Polonaise - 1885/6/23 Massart 議事録のみノクターンをを記録しているが、これは欠席者Millochauの演奏曲目を
誤って記載したものであるものと考えられるので、ポロネーズと同定。
Morhange 8e Polonaise  Chopin Chopin Polonaise 8e Chopin 8e Polonaise en la♭ Polonaise Chopin Polonaise la♭ Chopin Polonaise en la♭  Chopin - - - - - Polonaise mi♭Chopin Chopin Polonaise 53 - As - Paris, 1843 Danse Polonaise - 1885/6/23 Massart 議事録のみポローネズ 変ホ短調を記録しているが、これは直前のStokvisの演奏曲目を誤って記載したも
のであると考えられるので、第8ポロネーズと同定。
Jusseaume Finale sonate la♭  Weber Weber Finale la♭ Weber Rondo de la sonate en la♭ - Sonate Weber la♭finale Sonate Weber la♭ - - - - - Polonaise mi♭Chopin Weber 2e Sonate 39 - As IV (finale) Berlin, 1816 Sonate - - 1885/6/23 Massart 議事録のみノクターンをを記録しているが、これは欠席者Millochauの演奏曲目を誤って記載したものであるものと考えられるので、ポロネーズと同定。Lefébure Concerto mi min.  Chopin Chopin Concerto 1er Chopin Concerto mi mineur Concerto Chopin Concerto mi mineur Chopin Concerto Chopin mi min. - - - - - Concerto mi min. Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1885/6/23 Massart
Benech Étude ut min.  Chopin Chopin Étude ut mineur Chopin Étude en do mineur Étude Chopin Étude ut mineur Chopin Étude Chopin   ut min. - - - - - Étude ut min. Chopin Chopin Études - - - - - Étude(s) - - 1885/6/23 Massart
Jétot Sonate ré min.  Beethoven Beethoven Sonate ré mineur Beethoven sonate en ré mineur op. 31 Sonate Beethoven Sonate Beethoven ré mineur 1er morceau Sonate ré min. Beethoven - - - - - Sonate ré min. Beethoven Beethoven Sonate 31-2 - d - Zurich, 1803 Sonate - - 1885/6/23 Massart
Viseur Études symphoniques  Schumann Schumann Étude symphonique Schumann Études symphoniques Études symphoniques Schumann Études symphoniques Schumann Schumann   Étude - - - - - Études symphoniques Schumann Schumann 12 Études symphoniques 13 - cis-Des - 1837 Variations - - 1885/6/23 Massart
Demonveaux Allegro St-Saëns Saint-Saëns Allegro Saint-Saëns Allegro Allegro Saint-Saëns Allegro apassionato Saint-Saëns Allegro de Saint-Saëns - - - - - Allegro  Saint-Saëns Saint-Saëns Allegro appassionato 70 - cis - 1884 Allegro-sonate - - 1885/6/23 Massart
Ador finale fa# min. Mendelssohn Mendelssohn Finale fa♯ Mendelssohn  Presto - Presto Mendelssohn fa♯ mineur Presto de Mendelssohn - - - - - Finale fa♯ min.  Mendelssohn Mendelssohn Fantasia (Sonate écossaise) 28 - fis III (finale) Bonn, 1834 Fantaisie Fantaisie 1 - 1885/6/23 MassartFrançois Concerto fa min.  Chopin Chopin Concerto 2d Chopin Concerto de (fa mineur) Concerto Chopin Concerto fa mineur Chopin Concerto fa min. Chopin - - - - - Concerto fa min. Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1885/6/23 Massart
Seeliger étude fa Chopin Chopin Étude fa Chopin Étude Étude Chopin Étude fa majeur Chopin Étude fa Chopin fa maj. - - - - - étude fa Chopin Chopin Études - - - - - Étude(s) - - 1885/6/23 Massart
Marais Finale concert-stuck  Weber Weber Finale concerto Weber Concert-Stuck - Concerto***  Weber Concert-Stück  Weber - - - - - Finale concert-stuck  Weber Weber Concert-Stück 79 - F III (finale) Leipzig, 1823 Concertino - - 1885/6/23 MassartBourlier 3e concerto Ries Ries Concerto ut♯ mineur Ries Concerto en do♯ mineur Concerto Ries 3e concerto ut# mineur 3e concerto de Ries - - - - - 3e concerto Ries Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1885/6/23 Massart
1885-1886 1886/1/23 Marmontel Reitlinger Fantaisie de R. Schumann - - - - - - - - - - Fantaisie Schumann Schumann Fantaisie 17 - C - 1839 Fantaisie Fantaisie 1 - 1886/1/23 Marmontel
Berny 3e Ballade de Chopin - - 3e Ballade Chopin - - - - - - - 3e Ballade Chopin Chopin 3e Ballade 47 - As - Paris, 1841 Ballade - - 1886/1/23 Marmontel
Cuignache Finale de la Sonate en la bémol de  Weber op. 39 - - - - - - - - - - Finale Sonate　la♭　Weber Weber 2e Sonate 39 - As - Berlin, 1816 Sonate - - 1886/1/23 Marmontel
Delafosse Allegro appasionato de Saint-Saëns - - - - - - - - - - Allegro appasionato　Saint-Saëns Saint-Saëns Allegro appassionato 70 - cis - 1884 Allegro-sonate - - 1886/1/23 Marmontel
Geloso Étude de concert de Liszt - - Étude de concert Liszt - Étude　Liszt - - - - - Étude de concert　Liszt Liszt Étude - - - - - Étude(s) - - 1886/1/23 Marmontel
Hollander Intermède de concert de Heller - - - - Stephen Heller Étude - - - - - Intermède de concert　St. Heller Heller 2 Intermèdes de concert 135 - - - Paris, ca 1872 Morceaux caractéristiques - - 1886/1/23 Marmontel Diémerは練習曲を記録しているが、教授、議事録は « Intermèdes »を記録しているので作品135と同定。Miquel Allegro de concert de Guiraud - - Allegro Guiraud - Allegro de Guiraud - - - - - Allegro de concert Guiraud Guiraud Allegro de concert - - cis - Paris, 1885 Allegro-sonate - - 1886/1/23 Marmontel
Tariot 8e Polonaise de Chopin - - - - - - - - - - - Chopin Polonaise 53 - As - Paris, 1843 Danse Polonaise 欠 1886/1/23 Marmontel AJ 37/304 : « malade »
Fabre Concerto de Mendelssohn - Mendelssohn Concerto en sol mineur - - Concerto de Mendelssohn - - - - - Concerto en sol min.  Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g III (finale) Londres, 1832 Concerto - - 1886/1/23 Marmontelde Laferrère 3e Sonate Step. Heller - Heller sonate Sonate Heller - Sonate  Heller Stephen - - - - - 3e Sonate  St. Heller Heller 3e Sonate 88 - C - Paris, 1856 Sonate - - 1886/1/23 Marmontel
Flesch Sonate op. 111  Beethoven - Beethoven Grande sonate - - Sonate  Beethoven - - - - - Sonate op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c II (finale) Paris, 1823 Sonate - - 1886/1/23 MarmontelJachowsky Gigue  de D'Albert - D'Albert Gigue - - Gigue D'Albert - - - - - Gigue D'Albert D'Albert Suite 1 - d - Berlin, 1883 Danse Danse (baroque) - 1886/1/23 Marmontel
Baume Caprice de Mendelssohn op. 33  - Mendelssohn Caprice en la mineur Caprice Mendelssohn - Caprice  Mendelssohn - - - - - Caprice op. 33  Mendelssohn Mendelssohn Trois caprices 33 - a I Paris, 1836 Caprice - - 1886/1/23 Marmontel
Catherine Sonate fa#  Hummel - Hummel Sonate fa♯ mineur - - Sonate Hummel op. 81 - - - - - Sonate fa#  Hummel Hummel Sonate - - fis - Vienne, 1819 Sonate - - 1886/1/23 Marmontel
Libert Allegro de concert Chopin - Chopin Allegro Allegro Chopin - Allegro  Chopin - - - - - Allegro de concert Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1886/1/23 Marmontel
Veyrer 4e Sonate de St. Heller - Heller 4e Sonate 4e sonate Heller - 4e Sonate  Heller - - - - - 4e Sonate  Heller Heller 4e Sonate 143 - b - Paris, ca 1877 Sonate - - 1886/1/23 MarmontelLéon - - Mendelssohn  Caprice en si♭mineur Caprice Mendelssohn - Caprice Mendelssohn - - - - - Caprice Mendelssohn Mendelssohn Trois caprices 33 - b III Paris, 1836 caprice - - 1886/1/23 Marmontel
Mathias Noel Mendelssohn, op. 33 - Mendelssohn Caprice en la mineur Caprice Mendelssohn - Caprice Mendelssohn en la min. - - - - - op. 33  Mendelssohn, Mendelssohn Trois caprices 33 - a I Paris, 1836 Caprice - - 1886/1/23 Mathias
Williams Chopin, Sonate op. 35  Chopin Sonate op. 35 Chopin 2e sonate 1re Sonate Chopin - Sonate Chopin - - - - - Sonate op. 35  Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b - Paris, 1840 Sonate - - 1886/1/23 Mathias Duvernoyのみ « Chopin 2e sonate » と記しているが、教授、議事録、3名の試験官は作品35を記録しているので作品35
と同定。
Archainheaud Chopin, Berceuse  Chopin [Berceuse] op. 57 Chopin Berceuse Berceuse Chopin - Berceuse  Chopin - - - - - Berceuse  Chopin Chopin Berceuse 57 - Des - Paris, 1845 Morceaux caractéristiques Berceuse - 1886/1/23 Mathias
Lachaume Chopin, op. 22  Chopin [Grande polonaise brillante] op. 22 Chopin polonaise - - 2e Polonaise - - - - - Op. 22   Chopin Chopin Grande Polonaise Brillante précédée d'un Andante Spianato 22 - Es - Paris, 1836 Danse Polonaise - 1886/1/23 Mathias
Pinchback Schumann Kreisleriana  no. 7 Schumann Kreisleriana (no. 7) Schumann Kreisleriana Kreisleriana Schumann - Kreisleriana  Schumann - - - - - Kreisleriana  Schumann Schumann Kreisleriana: Fantasien 16 - Es VII 1838 Morceaux caractéristiques - - 1886/1/23 Mathias
Artéaga Rubinstein  4e Barcarolle Rubinstein Barcarolle no. 4 Rubinstein Barcarolle Barcarolle Rubinstein - Barcarolle  Rubinstein - - - - - 4e Barcarolle  Rubinstein  Rubinstein 4e barcarolle - - G - Berlin, ca 1871 Morceaux caractéristiques Barcarolle - 1886/1/23 Mathias
Hirsch Chopin, op. 46 Chopin Allegro de concert Op. 46 Chopin Op. 42 - - Allegro de Chopin - - - - -  Op. 46  Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1886/1/23 Mathias « Duvernoyのみ « op. 42 » と記しているが、教授、議事録、3名の試験官は作品46を記録しているので作品46
と同定。Delgado de moi 1er allegro symph. Mathias Mathias 1er Allegro symphonique - - Allegro de Mathias - - - - - 1er allegro symphonique  G. Mathias Mathias 1er Allegro symphonique 51 - B - Paris, 1870 Allegro-sonate - - 1886/1/23 Mathias
Lévadé Chopin, 1er concerto Chopin Concerto no. 1 Chopin Concerto en mi mineur 1er Chopin - 1er concerto  Chopin - - - - - 1er concerto  Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1886/1/23 Mathias
Lambert - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1886/1/23 Mathias « malade en ce moment »
Barthélemy Beethoven, op. 111 Beethoven Sonate op. 111 Beethoven sonate Sonate Beethoven - Sonate  Beethoven op. 111 - - - - - Sonate op. 111  Beethoven Beethoven Sonate 111 - c II (finale) Paris, 1823 Sonate - - 1886/1/23 MathiasLamart Kalkbrenner, op. 125, 4e concerto  Kalkbrenner Concerto no. 4 op. 125 Kalkbrenner 4e concerto - - 4e Concerto  Kalkbrenner - - - - - 4e concerto   Kalkbrenner Kalkbrenner 4e concerto 125 - As - Paris, 1835 Concerto - - 1886/1/23 Mathias
Riera Guiraud, Allegro de concert  Guiraud Allegro de concert Guiraud Allegro de concert - - Allegro Guiraud - - - - - Guiraud  Allegro de concert  Guiraud Allegro de concert - - cis - Paris, 1885 Allegro-sonate - - 1886/1/23 Mathias
Velondios Weber  op. 74  Polonaise Weber Polonaise op. 74 Weber Polonaise en mi majeur Polonaise Weber - Polonaise  mi maj. - - - - - Weber    Polonaise  op. 74 Weber Polacca brillante 72 - E - Berlin, 1819 Danse Polonaise - 1886/1/23 Mathias
Satie Mendelssohn op. 14  Mendelssohn [Rondo capriccioso] op. 14 Mendelssohn Rondo capriccioso Rondo Mendelssohn - Rondo-caprice de Mendelssohn - - - - - Op. 14    Mendelssohn Mendelssohn Rondo capriccioso 14 - E - Londres, 1830 Rondo - - 1886/1/23 MathiasLe Couppey Duranton Berthe - Gavotte Bach Bach Gavotte en si mineur Gavotte de B Gavotte Bach - - - - - - Gavotte J. S. Bach Bach Gavotte - - h - - Danse Danse (baroque) - 1886/1/23 Le Couppey
Gonthier - Fantaisie Schumann Schumann Fantaisie Fantaisie Schumann Fantaisie Schumann - - - - - - Fantaisie Schumann Schumann Fantaisie 17 - C - 1839 Fantaisie Fantaisie 1 - 1886/1/23 Le Couppey
Jaeger - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1886/1/23 Le Couppey « malade »
Mulnier - Finale Beethoven Beethoven Sonate op. 57 Finale Op. 59 [sic.] Beethoven Op. 57 Beethoven - - - - - - Sonate op. 57 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c II (finale) Paris, 1823 Sonate - - 1886/1/23 Le Couppey
Depecker - - Schumann Kreisleriana - Kreisleriana Schumann - - - - - - Kreisleriana Schumann Schumann Kreisleriana: Fantasien 16 - - - 1838 Morceaux caractéristiques - - 1886/1/23 Le CouppeyOger Marguerite - Bach Fugue Bach Fugue en fa mineur Fugue Bach fa mineur Fugue fa mineur Bach - - - - - - Fugue fa min. Bach Bach Fugue - - f - - Fugue - - 1886/1/23 Le Couppey
Galliano - Bach Bourrée Bach Bourrée en la mineur Bourrée Bach Bourrée Bach - - - - - - Bourrée Bach Bach Bourrée - - a - - Danse Danse (baroque) - 1886/1/23 Le Couppey 恐らく《イギリス組曲第5番》の第5曲。
Gruié - Schumann Concerto Schumann fragment de Concerto Fragment concerto Schumann Concerto Schumann finale - - - - - - finale Concerto Schumann Schumann Concerto 54 - a III (finale) 1846 Concerto - - 1886/1/23 Le Couppey
Champier - Chopin Nocturne ré♭ Chopin nocturne en ré♭ Nocturne Chopin Nocturne ré♭ Chopin - - - - - - Nocturne si♭ Chopin Chopin Nocturne 27 - Des II Paris, 1836 Morceaux caractéristiques Nocturne - 1886/1/23 Le Couppey 議事録のみ« si ♭ » と記しているが、3名の試験官は « ré♭ »を記録しているので作品27-2と同定。Lhotelier Isabelle - Beethoven Sonate si♭ Beethoven Sonate en si♭ Sonate Beethoven Beethoven Sonate si♭ - - - - - - Beethoven Sonate si♭ Beethoven Sonate - - Ｂ - - Sonate - - 1886/1/23 Le Couppey
Weyler - Chopin Étude sol♭ Chopin Étude en sol♭ Étude Choin Étude Chopin  Touches noires - - - - - - Étude Chopin Chopin Études 10 - Ges V Paris, 1833 Étude(s) - - 1886/1/23 Le Couppey
Pêcher - Chopin Étude ut mineur Chopin Étude en do mineur Étude Choin Étude Chopin m.g. - - - - - - Étude Chopin Chopin Études 10 - c XII Paris, 1833 Étude(s) - - 1886/1/23 Le Couppey
Qnanté - Chopin Étude ut mineur Chopin Étude en do mineur Étude Choin Étude Chopin m.g. - - - - - - Étude Chopin Chopin Études 10 - c XII Paris, 1833 Étude(s) - - 1886/1/23 Le Couppey
Companyo mathilde - Beethoven Menuet Beethoven (Menuet d'une sonate) - Menuet  Beethoven si♭ Sonate op.22 Menuet  Beethoven si♭ - - - - - Menuet sonate op.22 Beethoven Beethoven Sonate 22 - B - Leipzig, 1802 Sonate - - 1886/1/23 Le Couppey
Vannier - Beethoven Menuet Beethoven (Menuet d'une sonate) - Menuet  Beethoven si♭ Sonate op.22 Menuet  Beethoven si♭ - - - - - Menuet sonate op.22 Beethoven Beethoven Sonate 22 - B - Leipzig, 1802 Sonate - - 1886/1/23 Le Couppey
Dieudonné - Beethoven Menuet Beethoven (Menuet d'une sonate) - Menuet  Beethoven si♭ Sonate op.22 Menuet  Beethoven si♭ - - - - - Menuet sonate op.22 Beethoven Beethoven Sonate 22 - B - Leipzig, 1802 Sonate - - 1886/1/23 Le Couppey
Petit-Gerard - Beethoven Menuet Beethoven (Menuet d'une sonate) - Menuet  Beethoven si♭ Sonate op.22 Menuet  Beethoven si♭ - - - - - Menuet sonate op.22 Beethoven Beethoven Sonate 22 - B - Leipzig, 1802 Sonate - - 1886/1/23 Le Couppey
Delaborde Texte Scherzo de Chopin Chopin Scherzo Chopin Scherzo - Scherzo Chopin mi♭ mineur (sonate) Scherzo de Chopin - - - - - Scherzo Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b - Paris, 1840 Sonate - - 1886/1/23 Delaborde
Barbaste Allegro Monsieur Guiraud Guiraud Allegro Guiraud Allegro de concert - Allegro Guiraud Allegro Guiraud - - - - - Allegro Guiraud Guiraud Allegro de concert - - cis - Paris, 1885 Allegro-sonate - - 1886/1/23 Delaborde
Baudéan Ballade Chopin Chopin Ballade Chopin Ballade en sol mineur - Ballade Chopin sol mineur Ballade Chopin - - - - - Ballade Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1886/1/23 Delaborde
Sereno du Minil Allegro de concert Chopin Chopin Allegro Chopin Allegro de concert en la majeur - Allegro Chopin  (de concert) Allegro de concert Chopin - - - - - Allegro de concert Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1886/1/23 Delaborde
Hutin Finale  C. V. Alkan Alkan Finale Alkan Finale d'une transcription de symphonie - Finale Alkan mi♭ mineur Finale  d’Alkan - - - - - Finale  C. V. Alkan Alkan 12 études dans tous les tons mineurs 39 - es VII 1857 Sonate - - 1886/1/23 DelabordeHurez - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1886/1/23 Delaborde « démissionnaire 21 Décembre 1885 »
Villalobos Scherzo  Stephen Heller Heller Scherzo Heller Scherzo - Scherzo Heller (sonate ut majeur) Scherzo de Heller - - - - - Scherzo  St. Heller Heller 3e Sonate 88 - C II Paris, 1856 Sonate - - 1886/1/23 Delaborde
Berlin Finale   Hummel Hummel Finale Hummel op.106 - Finale sonate ré majeur Hummel Finale   Hummel op. 106 - - - - - Finale   Hummel Hummel Sonate 81 - fis - Vienne, 1819 Sonate - - 1886/1/23 Delaborde
Houdry - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1886/1/23 Delaborde « malade Je n'ai pas vu cette élève une fois à la classe.  »AJ 37/304 : « malade »Minard Allegro Monsieur Guiraud Guiraud Allegro Guiraud (Allegro de concert) - Allegro Guiraud Allegro de Guiraud - - - - - Allegro Guiraud Guiraud Allegro de concert - - cis - Paris, 1885 Allegro-sonate - - 1886/1/23 Delaborde
Dufourcq Allegro Monsieur Guiraud Guiraud Allegro Guiraud (Allegro de concert) - Allegro Guiraud Allegro de Guiraud - - - - - Allegro Guiraud Guiraud Allegro de concert - - cis - Paris, 1885 Allegro-sonate - - 1886/1/23 Delaborde
Querrion Sonate   Schumann Schumann 2e sonate Schumann 2e Sonate - 2e sonate Schumann 2de sonate Schumann  sol min. - - - - - 2e sonate Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1886/1/23 Delaborde
Nassberg Allegro Monsieur Guiraud Guiraud Allegro Guiraud Allegro de concert - Allegro Guiraud Allegro Guiraud - - - - - Allegro Guiraud Guiraud Allegro de concert - - cis - Paris, 1885 Allegro-sonate - - 1886/1/23 Delaborde
de Possel Allegro Monsieur Guiraud Guiraud Allegro Guiraud Allegro de concert - Allegro Guiraud Allegro Guiraud - - - - - Allegro Guiraud Guiraud Allegro de concert - - cis - Paris, 1885 Allegro-sonate - - 1886/1/23 Delaborde
Lepitre Polonaise Monsieur Marmontel père Marmontel Polonaise Marmontel Polonaise - Polonaise Marmontel ut♯ mineur Polonaise Marmontel - - - - - Polonaise Marmontel père Marmontel père Polonaise - - - - - Danse Polonaise - 1886/1/23 Delaborde
Massart Soupe Burlesca Scarlatti - Scarlatti Burlesca - Scarlatti Burlesca Burlesca Scarlatti - - - - - Burlesca Scarlatti Scarlatti Sonate - K450 g - - Sonate - - 1886/1/23 Massart
Domeuech Étude Rubinstein - Rubinstein Étude de - Étude Rubinstein Étude Rubinstein - - - - - Étude Rubinstein Rubinstein Étude - - - - - Étude(s) - - 1886/1/23 Massart
Morhange Prélude Mendelssohn Mendelssohn Prélude Mendelssohn Prélude en si mineur - Prélude Mendelssohn Prélude de Mendelssohn - - - - - Prélude Mendelssohn Mendelssohn Rondo capriccioso 14 - E - Londres, 1830 Rondo - - 1886/1/23 MassartJusseaume Étude  Chopin Chopin Étude Chopin Étude en do mineur - 12e étude 2e cahier Chopin Étude de Chopin - - - - - Étude  Chopin Chopin Études 25 - c XII Paris, 1837 Étude(s) - - 1886/1/23 Massart
Lefébure Étude  Chopin - - - - - - - - - - - Chopin Études - - - - - Étude(s) - 欠 1886/1/23 Massart « malade »
Benech Étude  Chopin Chopin Étude Chopin (Étude de) - 8e étude fa majeur Chopin Étude  Chopin fa maj. - - - - - Étude  Chopin Chopin Études 10 - F VIII Paris, 1833 Étude(s) - - 1886/1/23 Massart
Jétot Étude  Chopin Chopin Étude Chopin Étude en fa mineur - 2e du 2e cahier Chopin fa mineur Étude  Chopin fa maj. - - - - - Étude  Chopin Chopin Études 25 - f II Paris, 1837 Étude(s) - - 1886/1/23 Massart
Viseur Étude  Chopin Chopin Étude Chopin Étude - Étude Chopin la♭ 1er cahier Étude  Chopin fa maj. - - - - - Étude  Chopin Chopin Études 10 - As X Paris, 1833 Étude(s) - - 1886/1/23 Massart
Demonveaux Étude  Chopin Chopin Étude Chopin Étude - Étude ut♯ mineur 4e 1er cahier Étude  Chopin fa maj. - - - - - Étude  Chopin Chopin Études 10 - cis IV Paris, 1833 Étude(s) - - 1886/1/23 Massart
Ador Prélude Chopin Chopin Prélude Chopin Prélude en si♭ - - Prélude Chopin - - - - - Prélude si♭min.  Chopin Chopin Préludes 28 - - XVI Paris, 1839 Prélude(s) - - 1886/1/23 Massart
Seeliger Étude Rubinstein Rubinstein Étude Rubinstein Prélude - Prélude Rubinstein Prélude Rubinstein - - - - - Prélude Rubinstein Rubinstein Prélude - - - - - Prélude(s) - - 1886/1/23 Massart
Marais Étude Henselt Henselt Étude Henselt Étude en ré mineur - Étude Henselt Étude Henselt - - - - - Étude Henselt Henselt Douze études caractéristiques 2 - d I Paris, 1838 Étude(s) - - 1886/1/23 Massart
Bourlier Sonate et Variations la bémol  Beethoven Beethoven variations Sonate Beethoven Sonate en la♭ le thème et 2 variations - Sonate la♭ Beethoven variations Variations la♭ Beethoven - - - - - Variations rondo la♭ Beethoven Beethoven Sonate 26 - As I Vienne, 1802 Sonate - - 1886/1/23 MassartBarrière Étude Moscheles Moscheles Étude Moscheles Étude en sol majeur - Étude Moscheles Étude Moscheles - - - - - Étude Moscheles Moscheles Étude - - - - - Étude(s) - - 1886/1/23 Massart
Sarcey Étude Kessler Kessler Étude Kessler Étude - Étude Kessler Étude Kessler - - - - - Étude Kessler Kessler Étude - - - - - Étude(s) - - 1886/1/23 Massart
Namnbourg Fugue si♭ min  Bach Bach fugue si♭ mineur transposée en ut mineur Bach fugue en si♭ mineur - Fugue de Bach dans tous les tons Fugue si♭ min - - - - - Fugue si♭ min  Bach Bach Le Clavier bien tempéré - - b - - Fugue - - 1886/1/23 MassartPerissoud Prélude  Chopin Chopin Prélude Chopin Prélude mi♭ Étude Prélude mi♭Chopin Chopin Prélude - - - - - Prélude Chopin Chopin Préludes 28 - - - Paris, 1839 Prélude(s) - - 1886/1/23 Massart
1885-1886 1886/6/22 Marmontel Reitlinger finale de la Sonate appassionata  Beethoven Beethoven Sonate Beethoven finale 3e sonate Beethoven finale sonate fa mineur op. 57 Beethoven Final op. 57 - - - - - finale sonate appassionata Beethoven Beethoven Sonate 57 - f III (finale) Zurich, 1803 Sonate - - 1886/6/22 Marmontel
Berny Sonate d' Heller op. 69 Stephen Heller Sonate St. Heller Sonate - Sonate Heller Sonate St. Heller - - - - - Sonate op. 69  St. Heller Heller Chant national de F. Mendelssohn-Bartholdy, fantaisie en forme de Sonate 69 - D - Paris, 1849 Fantaisie Fantaisie 1 - 1886/6/22 MarmontelCuignache Sonate op. 111  Beethoven Beethoven Sonate Beethoven Sonate Sonate Beethoven 1er morceau sonate ut mineur 111 Beethoven op. 111 Beethoven - - - - - Sonate op.111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c I Paris, 1823 Sonate - - 1886/6/22 Marmontel
Delafosse Sonate de Rosenhain Rosenhain Sonate Rosenhain Sonate de Sonate Rosenhain Sonate Rosenhain Sonate Rosenhain - - - - - Sonate Rosenhain Rosenhain Sonate - - - - - Sonate - - 1886/6/22 Marmontel
Geloso Sonate op. 35  Chopin Chopin Sonate Chopin Sonate Sonate Chopin Sonate si♭ mineur Chopin 1er morceau Sonate de Chopin si♭ min - - - - - Chopin op. 35 Chopin 2e Sonate 35 - b - Paris, 1840 Sonate - - 1886/6/22 Marmontel
Hollander concerto Mendelssohn  orchestre réduit par *** Mendelssohn concerto Mendelssohn concerto en sol mineur Concerto Mendelssohn 1er mouvement concerto sol mineur Mendelssohn Concerto Mendelssohn  sol min. - - - - - Concerto sol min. Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g I Londres, 1832 Concerto - - 1886/6/22 MarmontelMiquel Variations chromatiques de G. Bizet Bizet Variations G. Bizet Variations chromatiques Variations Bizet Variations chromatiques Bizet Variations chromatiques - - - - - Variations chromatiques G. Bizet Bizet Variations chromatiques - - C/c - Paris, 1868 Variations - - 1886/6/22 Marmontel
Tariot Scherzo du concerto de St-Saëns Saint-Saëns Scherzo Saint-Saëns Scherzo Scherzo Saint-Saëns Scherzo concerto Saint-Saëns Scherzo (St Saëns) - - - - - Scherzo de concerto Saint-Saëns Saint-Saëns Concerto - - - - 1868 Concerto - - 1886/6/22 Marmontel
Fabre Finale de l'op.39  Weber Weber Finale Weber Rondo de la sonate en la♭ - Rondo sonate Weber sonate la♭ Rondo de Weber (la♭Sonate ) - - - - - Rondo sonate op. 39 Weber Weber 2e Sonate 39 - As IV (finale) Berlin, 1816 Sonate - - 1886/6/22 Marmontelde Laferrère Concerto italien  Bach Bach Concerto Bach Concerto italien Concerto Bach Concerto italien Bach Concerto de Bach - - - - - Concerto italien J. S. Bach Bach Concerto italien - BWV 971 F - Leipzig, 1735 Concerto Solo Concerto - 1886/6/22 Marmontel
Flesch Fugue en la mineur  de J. S. Bach Fugue Bach Bach Fugue arrangé de Liszt Fugue Bach Fugue de Bach Fugue de Bach  morceau arrangé de Liszt - - - - - Fugue la min.  J. S. Bach Bach-Liszt Sechs Präludien und Fugen für die Orgel - S 462 a I Leipzig, 1852 Arrangement Fugue - 1886/6/22 MarmontelBaume Sonate de Rubinstein Rubinstein Sonate Rubinstein Sonate de Sonate Rubinstein Sonate mi mineur Rubinstein Sonate de Rubinstein - - - - - Sonate  Rubinstein Rubinstein 1re Sonate 12 - e/E - Leipzig, 1855 Sonate - - 1886/6/22 Marmontel
Catherine Caprice de Moscheles Moscheles Caprice Moscheles Étude de - Étude Moscheles Moscheles  Étude - - - - - Caprice Moscheles Moscheles  La force, la légèreté et le caprice: Études 51 - c III Paris, 1839-40 Étude(s) - - 1886/6/22 MarmontelLibert 1er morceau de la sonate op. 39 de Weber Weber Sonate Weber sonate en la♭ - Sonate Weber 1er morceau Sonate Weber la♭ - - - - - 1er morceau Sonate op. 39 Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1886/6/22 Marmontel
Veyrer 1er mouvement de la sonate de Beethoven Beethoven Sonate Beethoven sonate en si♭ - Sonate si♭1er morceau Beethoven Sonate  Beethoven　(si♭) - - - - - Sonate si♭ Beethoven Beethoven Sonate - - B - - Sonate - - 1886/6/22 Marmontel
Léon Op. 14  Mendelssohn Mendelssohn Rondo Mendelssohn Rondo capriccioso Rondo Mendelssohn Rondo Mendelssohn Rondo de Mendelssohn - - - - - Rondo capriccioso Mendelssohn Mendelssohn Rondo capriccioso 14 - E - Londres, 1830 Rondo - - 1886/6/22 MarmontelMathias Noel une Étude de St-Saëns Saint-Saëns Étude Saint-Saëns Étude - Étude Saint-Saëns Étude de St Saëns - - - - - Étude Saint-Saëns Saint-Saëns Six études 52 - - - 1877 Étude(s) - - 1886/6/22 Mathias
Williams Variations de Schumann op. 13 Schumann Variations Schumann Étude symphonique - Études symphoniques Schumann Variations symphoniques  Schumann - - - - - Études op.13 Schumann Schumann 12 Études symphoniques 13 - cis-Des - 1837 Variations - - 1886/6/22 Mathias
Archainheaud un morceau de moi, Allegro appasionato,  op. 5 Mathias Allegro Mathias Allegro Rondo Mathias  Allegro Mathias Allegro Mathias - - - - - Allegro appassionato op.5 Mathias Allegro appassionato 5 - e - Paris, 1850 Allegro-sonate - - 1886/6/22 Mathias Sauzeyはロンドを記録しているが、教授、議事録、他の試験官は « Allegro » 
を記録しているので、教授、議事録に従い作品5と同定。 Lachaume Allegro de concerto de Chopin op. 46 Chopin Allegro Chopin Allegro de concerto [op. 46] - Allegro concert Chopin Allegro de concert  Chopin - - - - - Allegro de concert op.46 Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1886/6/22 Mathias
Pinchback rondo du 1er Concerto de Chopin Chopin Rondo - Sonate Beethoven Finale Chopin concerto mi mineur Concerto de Chopin  Finale mi maj. - - - - - Rondo  1er concerto  Chopin Chopin 1er concerto 11 - e III (finale) Paris, 1833 Concerto - - 1886/6/22 Mathias
Artéaga Rondo de l'op. 53 de Beethoven Beethoven Sonate Beethoven Rondo - Sonate Beethoven Sonate  Beethoven - - - - - Rondo  op. 53  Beethoven Beethoven Sonate 53 - C III (finale) Vienne, 1805 Sonate - - 1886/6/22 MathiasHirsch un morceau de moi : Allegro symphonique op. 51 Mathias Allegro Mathias Allegro symphonique - Allegro symphonique Mathias Allegro symph. Mathias - - - - - Allegro symphonique op. 51 Mathias Mathias 2e Allegro symphonique 61 - - - - 同定不可 - - 1886/6/22 Mathias
Delgado Allegro de Guiraud Guiraud Allegro Guiraud morceau Allegro Guiraud Allegro Guiraud Allegro de Guiraud - - - - - Allegro Guiraud Guiraud Allegro de concert - - cis - Paris, 1885 Allegro-sonate - - 1886/6/22 Mathias
Lévadé Finale du carnaval de Vienne, de Schumann Schumann Fantaisie Schumann le carnaval de Vienne Fantaisie Schumann Finale du carnaval de Vienne Schumann Schumann (Carnaval de Vienne) Final - - - - - Finale du carnaval de Vienne Schumann Schumann Carnaval de Vienne 26 - B V (finale) 1841 Morceaux caractéristiques - - 1886/6/22 Mathias ThomasとSayzeyは幻想曲を記録しているが、教授、議事録3名の試験官は《ウィーンの謝肉祭》作品26を記録しているので作品26と同定。
Lambert Rondo de Beethoven, op. 31  Beethoven Sonate Beethoven Finale de la sonate Sonate Beethoven Sonate Beethoven finale ré mineur Sonate Beethoven Final en ré min. - - - - - Ronde 2e sonate op. 31 Beethoven Beethoven Sonate 31-2 - d III (finale) Zurich, 1803 Sonate - - 1886/6/22 MathiasBarthélemy Sonate op. 58,  Chopin Chopin Sonate Chopin Sonate - Sonate Chopin si mineur Sonate   Chopin si min. - - - - - Sonate op. 58 Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1886/6/22 Mathias
Lamart 4e concerto de Field - - - - - - - - - - - Field 4e concerto - H 28 Es -
Saint-Pétersbourg 1814; rév., 1819
Sonate - 欠 1886/6/22 Mathias « ne vient jamais. A été malade? »
Riera Weber, op. 39, Sonate en la bémol Weber Sonate 39 Weber sonate op. 39 - 1er morceau sonate la♭ Weber (Sonate la♭)  Weber - - - - - Sonate la♭ op. 39  Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1886/6/22 Mathias
Velondios Schubert, Fantaisie op. 15 Schubert Fantaisie Schubert op. 39 - Fantaisie Schubert Fantaisie de Schubert - - - - - Fantaisie op. 15 Schubert Schubert Fantaisie 15 D 760 C - 1823 Fantaisie Fantaisie 1 - 1886/6/22 Mathias
Duvernoyは « op.39 » を記録しているが、op. 39は歌曲（D 636）なので、幻想曲 
作品15（D 760）と同定。チェロ科教授のフランコームは、この作品のチェロ・ピアノ版を作品39
のタイトルで出版している。　Cf. Auguste FRANCOMME, Fantaisie sur une mélodie de Schubert (pour 3 violons, alto, violoncelle et contre basse)  op. 39, Paris, E. Gérard, 1870.Satie Mendelssohn  Prélude  Mendelssohn Prélude Mendelssohn Prélude Prélude Mendelssohn Prélude Mendelssohn ré majeur Prélude de Mendelssohn - - - - - Prélude Mendelssohn Mendelssohn Prélude - - - - - Prélude(s) - - 1886/6/22 Mathias
Le Couppey Duranton Berthe - Diémer Caprice Diémer Caprice op. 17 Diémer vivant caprice Caprice Diemer Caprice Diemer (ré♭) - - - - - Caprice op. 17  Diemer Diémer Caprice 17 - Des - Paris, 1868 Caprice - - 1886/6/22 Le Couppey
Gonthier - Gonthier Gavotte Gavotte - Gavotte Gonthier Gavotte  Gonthier - - - - - Gavotte  H. Gonthier Gonthier Gavotte - - G - Paris, 1886 Danse Gavotte - 1886/6/22 Le Couppey 自作を演奏。
Jaeger - Chopin Allegro Chopin Allegro de concert Allegro Chopin Allegro de concert Chopin Chopin  Allegro de concert - - - - - Allegro de concert op.46 Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1886/6/22 Le Couppey
Mulnier - Dubois Scherzo Th. Dubois Scherzo et choral op.18 Scherzo Dubois - Scherzo-choral  Dubois - - - - - Scherzo et choral op.18 Th. Dubois Dubois Scherzo et choral 18 - F - Paris, 1868 Scherzo - - 1886/6/22 Le Couppey
Depecker - Alkan Saltarelle Alkan Saltarelle - Saltarelle Alkan Saltarelle  Alkan - - - - - Saltarelle  Ch. V. Alkan Alkan Saltarelle 23 - e - 1844 Danse - - 1886/6/22 Le Couppey
Oger Marguerite - Saint-Saëns Scherzo Saint-Saëns Scherzo du 2e concerto Scherzo Saint-Saëns Scherzo Alkan Scherzo St Saëns - - - - - Scherzo  2e  concerto Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g II 1868 Concerto - - 1886/6/22 Le Couppey
Galliano - Schumann Sonate Schumann op. 22 Sonate Schumann Sonate sol mineur Schumann Schumann Sonate sol (min)  - - - - - Sonate  op. 22  Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1886/6/22 Le Couppey
Gruié - Beethoven Sonate - op. 111 Beethoven Sonate 111 Beethoven op. 111 Beethoven - - - - - Sonate op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c - Paris, 1823 Sonate - - 1886/6/22 Le Couppey
- Emm. Bach Emm. Bach Studio - - Emm. Bach  Studio - - - - - - C.P.E. Bach Studio - - - - - 同定不可 - - 1886/6/22 Le Couppey
Champier - - Schumann Kreisleriana - Kreisleriana 1er Kreisleriana   Schumann - - - - - Kreisleriana   Schumann Schumann Kreisleriana: Fantasien 16 - d I 1838 Morceaux caractéristiques - - 1886/6/22 Le CouppeyLhotelier Isabelle - Chopin préludes Chopin 2 préludes Préludes Chopin 2 préludes Chopin 2 préludes Chopin - - - - - 2 préludes Chopin Chopin Préludes 28 - - - Paris, 1839 Prélude(s) - - 1886/6/22 Le Couppey
Weyler - Paradies Toccata Paradies Toccata - Paradies Toccata Toccata  Paradies - - - - - Toccata Paradies Paradies Toccata - - - - - Toccata - - 1886/6/22 Le Couppey
- - - - - - - - - - - - Chopin Préludes 28 - - - Paris, 1839 Prélude(s) - - 1886/6/22 Le Couppey
Pêcher - Chopin Préludes Chopin 2 préludes - 2 préludes Chopin 2 préludes Chopin - - - - - 2 préludes Chopin Chopin Préludes 28 - - - Paris, 1839 Prélude(s) - - 1886/6/22 Le Couppey
- - - - - - - - - - - - Chopin Préludes 28 - - - Paris, 1839 Prélude(s) - - 1886/6/22 Le Couppey
Qnanté - Chopin Préludes Chopin 2 préludes - 2 préludes Chopin 2 préludes Chopin - - - - - 2 préludes Chopin Chopin Préludes 28 - - - Paris, 1839 Prélude(s) - - 1886/6/22 Le Couppey
- - - - - - - - - - - - Chopin Préludes 28 - - - Paris, 1839 Prélude(s) - - 1886/6/22 Le Couppey
Companyo mathilde - Chopin Préludes Chopin 2 préludes - 2 préludes Chopin 2 préludes Chopin - - - - - 2 préludes Chopin Chopin Préludes 28 - - - Paris, 1839 Prélude(s) - - 1886/6/22 Le Couppey
- - - - - - - - - - - - Chopin Préludes 28 - - - Paris, 1839 Prélude(s) - - 1886/6/22 Le Couppey
Vannier - Chopin Préludes Chopin 2 préludes - 2 préludes Chopin 2 préludes Chopin - - - - - 2 préludes Chopin Chopin Préludes 28 - - - Paris, 1839 Prélude(s) - - 1886/6/22 Le Couppey
- - - - - - - - - - - - Chopin Préludes 28 - - - Paris, 1839 Prélude(s) - - 1886/6/22 Le Couppey
Dieudonné - Chopin Préludes - - 2 préludes Chopin 2 préludes Chopin - - - - - 2 préludes Chopin Chopin Préludes 28 - - - Paris, 1839 Prélude(s) - - 1886/6/22 Le Couppey
- - - - - - - - - - - - Chopin Préludes 28 - - - Paris, 1839 Prélude(s) - - 1886/6/22 Le Couppey
Petit-Gerard - Chopin Préludes - - 2 préludes Chopin 2 préludes Chopin - - - - - 2 préludes Chopin Chopin Préludes 28 - - - Paris, 1839 Prélude(s) - - 1886/6/22 Le Couppey
- - - - - - - - - - - - Chopin Préludes 28 - - - Paris, 1839 Prélude(s) - - 1886/6/22 Le Couppey
Delaborde Texte 8e polonaise  Chopin Chopin Polonaise Chopin Polonaise Polonaise Chopin Polonaise 8e la♭ Chopin 8e polonaise  Chopin - - - - - Polonaise  Chopin Chopin Polonaise 53 - As - Paris, 1843 Danse Polonaise - 1886/6/22 Delaborde
Barbaste C.to fa min.  Chopin Chopin 2d concerto Chopin de Chopin en fa mineur - Concerto Chopin Concerto de Chopin  fa min. - - - - - 2e Concerto fa min. Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1886/6/22 Delaborde
Blum 3e Sonate Schumann Schumann Sonate Schumann Sonate - Sonate Schumann  1er morceau fa mineur Sonate en fa mineur Schumann - - - - - 3e Sonate Schumann Schumann 3e sonate 14 - f - 1836, rév. 1853 Sonate - - 1886/6/22 Delaborde
Sereno du Minil Finale C. V. Alkan Alkan Finale Alkan Finale - Finale Alkan Étude dans le tons mineurs - - - - - Finale C. V. Alkan Alkan 12 études dans tous les tons mineurs 39 - - - Paris, 1857 Solo Concerto - - 1886/6/22 Delaborde
Hutin 2e Sonate Schumann Schumann Sonate Chopin Sonate en sol mineur Sonate Schumann  Sonate Schumann sol mineur Sonate Schumann sol mineur - - - - - 2e Sonate Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1886/6/22 Delaborde
Villalobos 3e Scherzo Chopin Chopin Scherzo Chopin Scherzo Scherzo Chopin Scherzo Chopin ut# mineur Scherzo de Chopin - - - - - 3e Scherzo Chopin Chopin 3e Scherzo 39 - cis - Paris, 1840 Scherzo - - 1886/6/22 Delaborde
Berlin Finale C.to ré min. Mozart Mozart Finale Mozart Finale d'un concerto Finale concerto ré mineur Mozart Finale concerto ré mineur Mozart Finale du concerto en ré min. - - - - - Finale concerto ré mineur Mozart Mozart Concerto - K 466 d - [1785] Concerto - - 1886/6/22 Delaborde
Minard Allegro de concert Chopin Chopin Allegro Chopin Allegro de concert - Allegro de concert Chopin Allegro de Chopin - - - - - Allegro de concert Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1886/6/22 Delaborde
Dufourcq 2e sonate Schumann Schumann Sonate Chopin Sonate en sol mineur Sonate Schumann Sonate sol mineur Schumann Sonate  Schumann - - - - - 2e sonate Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1886/6/22 Delaborde H. Duvernoyはショパンのソナタを記録しているが、教授、議事録、3名の試験官はシュ
ーマンのソナタを記録しているので作品22と同定。 Querrion Étude Henselt Henselt Étude Henselt Étude Étude Henselt Étude Henselt Étude Henselt (la♭) - - - - - Étude Henselt Henselt Douze études de salon 5 - As VI Leipzig, 1838 Étude(s) - - 1886/6/22 Delaborde
Nassberg Finale sonate d'Étude  Czerny Czerny Finale Czerny Étude de Finale Czerny Étude Czerny Étude  Czerny - - - - - Finale sonate d'Étude  Czerny Czerny Grande sonate d'étude 268 - B IV (finale) Paris, 1834/35 Sonate - - 1886/6/22 Delabordede Possel All.o de concert Chopin Chopin Allegro Chopin Allegro de concert - Allegro de concert Chopin Allegro de Chopin - - - - - Allegro de concert Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1886/6/22 Delaborde
Lepitre Finale C.to ré min.  Mozart Mozart Finale de concerto Mozart finale d'un concerto de Finale Mozart Finale Concerto Mozart ré mineur Finale du Concerto Mozart - - - - - Finale Concerto ré mineur  Mozart Mozart Concerto - K 466 d - [1785] Concerto - - 1886/6/22 Delaborde
Massart Soupe Op. 111  Beethoven Beethoven 111 - Sonate 111 Beethoven - Sonate op. 111 Beethoven - - - - - Sonate op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c - Paris, 1823 Sonate - - 1886/6/22 Massart
Domeuech Sonate la♭ Weber Weber Sonate - - - Sonate de Weber - - - - - Sonate la♭　Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1886/6/22 Massart
Morhange Sonate appassionata  Beethoven Beethoven Sonate - - - Sonate appassionata Beethoven op. 57 - - - - - Sonate appassionata Beethoven Beethoven Sonate 57 - f - Zurich, 1803 Sonate - - 1886/6/22 Massart
Jusseaume Sonate fa# mineur  Hummel Hummel fa♯ - fa♯ mineur Hummel - Sonate de Hummel fa# min - - - - - Finale fa♯ min. Hummel Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne, 1819 Sonate - - 1886/6/22 MassartLefébure Étude ut mineur　 Chopin Chopin Étude - Étude Chopin Étude ut mineur m.g. Étude de Chopin  ut min. - - - - - Étude ut min. Chopin Chopin Études 10 - c XII Paris, 1833 Étude(s) - - 1886/6/22 Massart
Benech Fantaisie fa mineur 　Chopin Chopin Fantaisie - - - Fantaisie en fa min.  Chopin - - - - - Fantaisie fa min. Chopin Fantaisie 49 - f/As - Paris, 1841 Fantaisie Fantaisie 1 - 1886/6/22 Massart
Jétot 1er scherzo Chopin Chopin Scherzo - Scherzo Chopin - Scherzo de Chopin  si♮ min - - - - - 1er scherzo Chopin Chopin 1er Scherzo 20 - h - Paris, 1835 Scherzo - - 1886/6/22 Massart
Viseur Finale sonata appassionata Beethoven Beethoven Sonata - Finale 111 Beethoven - Sonate en fa min op. 57  Beethoven - - - - - Finale sonate appassionata Beethoven Beethoven Sonate 57 - f III (finale) Zurich, 1803 Sonate - - 1886/6/22 Massart Sauzeyは作品111を記録しているが、教授、議事録、Diémerは作品57を記録しているので作品57と同定。 
Demonveaux Finale sonata appassionata Beethoven Beethoven Sonata - Finale 111 Beethoven - Sonate Beethoven final op. 57 - - - - - Finale sonate appassionata Beethoven Beethoven Sonate 57 - f III (finale) Zurich, 1803 Sonate - - 1886/6/22 MassartAdor Concerto Saint-Saëns Saint-Saëns Concerto - - Concerto sol mineur Concerto en sol mineur St Saëns - - - - - Concerto Saint-Saëns Saint-Saëns Concerto - - - - - Concerto - - 1886/6/22 Massart
Seeliger 8e Polonaise  Chopin Chopin Polonaise - Polonaise Chopin - 8e Polonaise  Chopin - - - - - 8e Polonaise  Chopin Chopin Polonaise 53 - As - Paris, 1843 Danse Polonaise - 1886/6/22 Massart
Marais Ballade sol mineur  Chopin Chopin Ballade - Ballade - Ballade sol min  Chopin - - - - - Ballade sol min,  Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1886/6/22 Massart
Bourlier L'Aurore Beethoven Beethoven Sonate - - - Sonate Beethoven  (Aurore) - - - - - L'Aurore Beethoven Beethoven Sonate 53 - C - Vienne, 1805 Sonate - - 1886/6/22 Massart
Barrière Rondo capriccioso Mendelssohn Mendelssohn caprice - - - Caprice  Mendelssohn - - - - - Rondo capriccioso Mendelssohn Mendelssohn Rondo capriccioso 14 - E - Londres, 1830 Rondo - - 1886/6/22 MassartSarcey Concerto mi min. Chopin Chopin 1er concerto - Concerto Chopin - Concerto  Chopin mi min. - - - - - Concerto mi min. Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1886/6/22 Massart
Namnbourg 2e Scherzo Chopin - - - - - - - - - - - Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1886/6/22 Massart
Finale de la sonate ut# mineur Beethoven Finale sonate ut♯ min. Beethoven - Finale fa♯ Beethoven - Finale  ut# min - - - - - Finale de la sonate ut dièse mineur Beethoven Sonate 27-2 - cis - Vienne, 1802 Sonate - - 1886/6/22 Massart Sauzeyは嬰へ調のソナタを記録しているが、教授、議事録、DiémerとThomasは嬰ハ
短調を記録しているので作品27-2と同定。Perissoud Concerto fa mineur Chopin Chopin 2e Concerto - Concerto Chopin - Concerto fa min.  Chopin - - - - - Concerto fa min.  Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1886/6/22 Massart
1886-1887 1887/1/22 Marmontel Berny huitième Polonaise  Chopin Chopin Polonaise - Polonaise Chopin - - - - - - - - Chopin Polonaise 53 - As - Paris, 1843 Danse Polonaise - 1887/1/22 Marmontel
Cuignache Caprice Mendelssohn Mendelssohn Caprice - Caprice Mendelssohn - - - - - - - Caprice op. 5 Mendelssohn Mendelssohn Capriccio 5 - fis - Berlin, 1825 Caprice - - 1887/1/22 Marmontel
Delafosse Dumka   Tschaikowski - - - - - - - - - - Pastorale Tschaikowski Tchaikovsky Dumka, Scène rustique russe 59 - c - 1886 Morceaux caractéristiques - - 1887/1/22 MarmontelGeloso Polonaise de Liszt Liszt Polonaise Liszt Polonaise Polonaise Liszt - - - - - - - Polonaise Liszt Liszt Polonaise - - - - - Danse Polonaise - 1887/1/22 Marmontel
Hollander Stp Heller  op. 101 Heller Caprice Heller Caprice en mi majeur Stephen Heller Caprice - - - - - - - Caprice　op. 101  St. Heller Heller Rêveries d'un promeneur solitaire (J. J. Rousseau) 101 - E - Paris, 1862 Morceaux caractéristiques - - 1887/1/22 Marmontel
教授、議事録は作品101の« Caprice » を記録しているが、実際には作品101は Rêverie d'un promeneur solitaireである。しかし、Duvernoyのホ長調という記録は作品101の調性に一
致するので、作品101と同定した。Miquel Sonate de Schumann Schumann Sonate Schumann Sonate en fa♯ mineur Sonate Schumann - - - - - - - 1re Sonate Schumann Schumann 1re Sonate  11 - fis - 1836 Sonate - - 1887/1/22 Marmontel
Tariot Polonaise de Chopin en mi bémol Chopin Polonaise Chopin Polonaise en mi♭ Polonaise Chopin - - - - - - - Polonaise mi♭ Chopin Chopin Polonaise - - - - - Danse Polonaise - 1887/1/22 Marmontel
Fabre Étude de Moscheles Moscheles Étude Moscheles Étude de Étude Moscheles - - - - - - - Étude Moscheles Moscheles Étude - - - - - Étude(s) - - 1887/1/22 Marmontel
de Laferrère - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1887/1/22 Marmontel « est sérieusement atteint d'une maladie de poitrine »
Flesch Finale de concerto de Mendelssohn Mendelssohn Concerto Mendelssohn concerto de Finale Mendelssohn - - - - - - - Finale Concerto Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g III (finale) Londres, 1832 Concerto - - 1887/1/22 MarmontelBaume Sonate de Chopin Chopin Sonate Chopin sonate en si mineur Sonate Chopin - - - - - - - Sonate Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1887/1/22 Marmontel
Catherine Sonate   Heller Heller Sonate Heller Sonate fantaisie sur un thème de Mendelssohn Fantaisie Heller - - - - - - - Sonate op. 69 St. Heller Heller
Chant national de F. Mendelssohn-Bartholdy, fantaisie en forme de Sonate 69 - D - Paris, 1849 Fantaisie Fantaisie 1 - 1887/1/22 MarmontelLibert Allegro de Guiraud Guiraud Allegro Guiraud Allegro Allegro Guiraud - - - - - - - Allegro Guiraud Guiraud Allegro de concert - - cis - Paris, 1885 Allegro-sonate - - 1887/1/22 Marmontel
Veyrer Caprice Mendelssohn op. 22  Mendelssohn Caprice Mendelssohn Caprice Caprice Mendelssohn - - - - - - - Caprice op. 22  Mendelssohn Mendelssohn Capriccio brillant 22 - h - Londres, 1832 Concertino - - 1887/1/22 MarmontelLéon caprice  Mendelssohn Mendelssohn Caprice Mendelssohn Caprice en la mineur Caprice Mendelssohn - - - - - - - Caprice op. 33 Mendelssohn Mendelssohn Trois caprices 33 - a I Paris, 1836 Caprice - - 1887/1/22 Marmontel
Bloch Fugue  Haendel Haendel Fugue Haendel Fugue de Fugue Handel - - - - - - - Fugue Handel Händel Fugue - - - - - Fugue - - 1887/1/22 Marmontel
Staub 2e intermède de concert  Heller Heller Intermède Heller Intermède de concert Intermède Heller - - - - - - - 2e intermède de concert St. Heller Heller Chant national de F. Mendelssohn-Bartholdy, fantaisie en forme de Sonate 69 - D - Paris, 1849 Fantaisie Fantaisie 1 - 1887/1/22 MarmontelBlandin Caprice de Mendelssohn Mendelssohn Caprice Mendelssohn Caprice Caprice Mendelssohn - - - - - - - Caprice Mendelssohn Mendelssohn Caprice - - - - - Caprice - - 1887/1/22 Marmontel
Mathias Noel Liszt  La clochette Liszt Étude Liszt Étude de   sur la  clochette de Paganini La clochette Liszt - - - - - - - La clochette Liszt Paganini-Liszt
Études d’exécution transcendante d’après Paganini/Grandes études de Paganini - S 140/141 - III
Paris, 1840/Leipzig, 1851 Arrangement Étude(s) - 1887/1/22 MathiasWilliams Chopin, Sonate op. 58 Chopin Sonate Chopin Sonate Sonate Chopin - - - - - - - Sonate op. 58  Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1887/1/22 Mathias
Lachaume Beethoven, Sonate op. 53  Beethoven Sonate Beethoven Sonate de (l'Aurore) Sonate Beethoven - - - - - - - Sonate op. 53 Beethoven Beethoven Sonate 53 - C - Vienne, 1805 Sonate - - 1887/1/22 Mathias
Pinchback Chopin, Polonaise  Chopin Polonaise Chopin Polonaise Polonaise Chopin - - - - - - - Polonaise  Chopin Chopin Polonaise - - - - - Danse Polonaise - 1887/1/22 Mathias
Delgado Mocheles  Concerto sol mineur  Mocheles Concerto Mocheles Concerto de Concerto Moscheles - - - - - - - Concerto sol min.  Moscheles Moscheles 3e concerto 60 - g - [1820] Concerto - - 1887/1/22 Mathias
Lévadé Schumann  Carnaval de Vienne Schumann Carnaval de Vienne Schumann Carnaval de Vienne Carnaval Schumann - - - - - - - Carnaval de Vienne Schumann Schumann Carnaval de Vienne 26 - - - 1841 Morceaux caractéristiques - - 1887/1/22 MathiasLambert Mendelssohn  Caprice Mendelssohn Caprice Mendelssohn Caprice en la mineur Caprice Mendelssohn - - - - - - - Caprice Mendelssohn Mendelssohn Caprice - - a - - Caprice - - 1887/1/22 Mathias
Barthélemy Chopin  Étude  Chopin Étude Chopin Étude Étude Chopin - - - - - - - Étude Chopin Chopin Études - - - - - Étude(s) - - 1887/1/22 Mathias
Riera Chopin  Étude  Chopin Étude Chopin Étude Étude Chopin - - - - - - - Étude Chopin Chopin Études - - - - - Étude(s) - - 1887/1/22 Mathias
Velondios Beethoven Sonate en ut dièse  Beethoven Sonate finale Beethoven finale de la sonate en do♯ mineur Sonate Beethoven - - - - - - - Sonate ut♯ Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis III (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1887/1/22 Mathias
Dodement Field  2e Concerto Field Concerto Field 2e concerto Concerto Field - - - - - - - 2e concerto Field Field 2e concerto - H 31 As - Moscou, 1811 Concerto - - 1887/1/22 Mathias
Le Grand Schumann  Carnaval de Vienne Schumann Carnaval de Vienne Schumann Carnaval de Vienne Carnaval Schumann - - - - - - - Carnaval de Vienne Schumann Schumann Carnaval de Vienne 26 - - - 1841 Morceaux caractéristiques - - 1887/1/22 Mathias
de Santesteban Schubert  Impromptu  Schubert Impromptu Schubert Impromptu - - - - - - - - Impromptu  Schubert Schubert Impromptu - - - - - Morceaux caractéristiques Impromptu - 1887/1/22 MathiasSabaté Bach  Fugue Bach Fugue Bach Fugue Fugue - - - - - - - Fugue   J. S. Bach Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1887/1/22 Mathias « la jouera dans le ton qu'on indiquera »
Delaborde Sereno du Minil All.o d'une suite anglaise  J. S. Bach Bach Sonate Bach Fugue anglaise - - - - - - - - Allegro d'une suite anglaise  J. S. Bach Bach Suite anglaise - - - - ? before 1720 Danse Danse (baroque) - 1887/1/22 Delaborde
Hutin Novelette   Schumann Schumann Novelette Schumann Novelette Novelette Schumann - - - - - - - Novelette Schumann Schumann 8 Novelletten 21 - - - 1839 Morceaux caractéristiques - - 1887/1/22 DelabordeBerlin Étude  Chopin Chopin Étude Chopin Étude Étude Chopin - - - - - - - Étude Chopin Chopin Études - - - - - Étude(s) - - 1887/1/22 Delaborde
Minard Finale  Weber Weber Finale Weber Finale d'une sonate Finale Weber - - - - - - - Finale Weber Weber Sonate - - - finale - Sonate - - 1887/1/22 Delaborde
Dufourcq Finale  Beethoven Beethoven Finale Beethoven Finale de la sonate en ut♯ mineur finale B - - - - - - - FinaleBeethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis III (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1887/1/22 DelabordeQuerrion Fantaisie  Chopin Chopin Fantaisie Chopin Fantaisie fantaisie Chopin - - - - - - - Fantaisie Chopin Chopin Fantaisie - - - - - Fantaisie Fantaisie 1 - 1887/1/22 Delaborde
Nassberg Variations  Beethoven Beethoven Variations Beethoven Variations 32 variations Beethoven - - - - - - - Variations Beethoven Beethoven 32 Variationen über ein eigenes Thema  - WoO.80 - - Vienne, 1807 Variations - - 1887/1/22 Delabordede Possel Étude  Henselt Henselt Étude Henselt Étude - - - - - - - - Étude Henselt Henselt Étude - - - - - Étude(s) - - 1887/1/22 Delaborde
Lepitre Finale  Czerny Czerny Sonate Czerny sonate de - - - - - - - - Czerny Finale Czerny Sonate - - - finale - Sonate - - 1887/1/22 Delaborde
Cherchewsky Polonaise  Chopin Chopin Polonaise Chopin Polonaise de en mi♭ Polonaise Chopin - - - - - - - Polonaise Chopin Chopin Polonaise - - - - - Danse Polonaise - 1887/1/22 Delaborde
Ruckert Finale  C.to  Mozart Mozart Concerto Mozart concerto arrangé par Alkan - - - - - - - - Finale Concerto Mozart Mozart-Alkan 20e concerto - K 466 d III 1861 Arrangement Concerto (transcription) - 1887/1/22 Delaborde
Szymansky Concerto de Chopin Chopin Concerto Concerto mi mineur - - - - - - - - Concerto Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1887/1/22 Delaborde
Leclère Concerto de Chopin Chopin Concerto Chopin Concerto  en mi mineur - - - - - - - - Concerto Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1887/1/22 Delaborde
Allard Finale  Hummel Hummel Finale Hummel Finale de la sonate fa# mineur - - - - - - - - Finale fa♯ min. Hummel Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne, 1819 Sonate - - 1887/1/22 DelabordeMassart (Fissot) Morhange Fantaisie  Chopin Chopin Fantaisie Chopin Fantaisie - - - - - - - - Fantaisie Chopin Chopin Fantaisie - - - - - Fantaisie Fantaisie 1 - 1887/1/22 Massart (Fissot)
Jusseaume Final  op. 57   Beethoven Beethoven finale Beethoven finale d'une sonate - - - - - - - - Finale sonate op. 57 Beethoven Beethoven Sonate 57 - f III (finale) Zurich, 1803 Sonate - - 1887/1/22 Massart (Fissot)
Lefébure Allegro de concert  Chopin Chopin Allegro Chopin Polonaise en mi♭ - - - - - - - - Allegro de concert Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1887/1/22 Massart (Fissot)
Benech Ballade la♭ Chopin Chopin Ballade Chopin Ballade - - - - - - - - Ballade la♭ Chopin Chopin 3e Ballade 47 - As - Paris, 1841 Ballade - - 1887/1/22 Massart (Fissot)
Jétot Polonaise mi♭  Chopin Chopin Polonaise Chopin Polonaise mi♭ - - - - - - - - Polonaise mi♭ Chopin Chopin Polonaise - - - - - Danse Polonaise - 1887/1/22 Massart (Fissot)
Viseur 1er morceau Sonate  Mendelssohn Mendelssohn Sonate Mendelssohn (sonate de) - - - - - - - - 1er morceau Sonate Mendelssohn Mendelssohn Sonate - - - I - Sonate - - 1887/1/22 Massart (Fissot)
Demonveaux Variations ut mineur  Beethoven Beethoven Variations Beethoven Variations en do mineur - - - - - - - - Variations Beethoven Beethoven 32 Variationen über ein eigenes Thema  - WoO.80 - - Vienne, 1807 Variations - - 1887/1/22 Massart (Fissot)
Ador Finale sonate ut# mineur  Beethoven Beethoven Finale Beethoven Finale de la sonate ut♯ mineur - - - - - - - - Finale ut♯ mineur Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis III (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1887/1/22 Massart (Fissot)
Seeliger Variations symphoniques  Schumann Schumann Schumann Étude - - - - - - - - Variations symphoniques  Schumann Schumann 12 Études symphoniques 13 - cis-Des - 1837 Variations - - 1887/1/22 Massart (Fissot)
Marais 1er morceau Sonate la♭ Beethoven Beethoven Finale Beethoven Sonate en la♭ - - - - - - - - Sonate la♭ Beethoven Beethoven Sonate - - As I - Sonate - - 1887/1/22 Massart (Fissot)
Bourlier Finale Aurore  Beethoven Beethoven Finale Beethoven finale d'une sonate - - - - - - - - Finale sonate  Beethoven Beethoven Sonate 53 - C III (finale) Vienne, 1805 Sonate - - 1887/1/22 Massart (Fissot)
Barrière 1er morceau sonate la♭  Weber Weber sonate Weber (sonate de) 1er morceau - - - - - - - - 1er morceau la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1887/1/22 Massart (Fissot)
Sarcey Fantaisie-impromptu  Chopin Chopin Fantaisie Chopin Fantaisie-Impromptu - - - - - - - - Fantaisie-impromptu Chopin Chopin Fantaisie-impromptu 66 - cis - Paris, 1855 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1887/1/22 Massart (Fissot)
Perissoud 1er morceau sonate op. 57  Beethoven Beethoven sonate fa mineur 57 Beethoven sonate d’op. 57 - - - - - - - - Sonate op. 57  Beethoven Beethoven Sonate 57 - f I Zurich, 1803 Sonate - - 1887/1/22 Massart (Fissot)
Gaffré Sonate sol mineur  Schumann Schumann Sonate Schumann Sonate de  en sol mineur - - - - - - - - Sonate sol min.  Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1887/1/22 Massart (Fissot)
Parisot Finale sonate ut♯ mineur Beethoven Beethoven sonate finale ut♯ mineur Beethoven Finale de la sonate en ut♯ mineur - - - - - - - - Finale sonate ut♯ min.  Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis III (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1887/1/22 Massart (Fissot)
Panthès Finale sonate fa# mineur  Hummel Hummel Finale Hummel Finale de la sonate en fa♯mineur - - - - - - - - Finale sonate fa♯ min.  Hummel Hummel Sonate 81 - fis III (finale) Vienne, 1819 Sonate - - 1887/1/22 Massart (Fissot)
Chrétien 1er morceau d’Aurore Beethoven Beethoven Sonate Beethoven Sonate (l'Aurore) - - - - - - - - Sonate (Aurore) Beethoven Beethoven Sonate 53 - C I Vienne, 1805 Sonate - - 1887/1/22 Massart (Fissot)
Duvernoy Duranton Berthe Finale Sonate ré min. Beethoven Beethoven Finale ré mineur Beethoven Finale de la Sonate pathétique finale Beethoven ré mineur - - - - - - - Finale Sonate ré min. Beethoven Sonate 31-2 - d - Zurich, 1803 Sonate - - 1887/1/22 Duvernoy Duvernoyは« Beethoven Finale de la Sonate pathétique »を記録しているが、教授、議事録、2名の試験官はニ短調ソナタを記録しているの
で作品31-2と同定。
Gonthier Ballade  Chopin Chopin Ballade Chopin Ballade Sonate Chopin - - - - - - - Ballade Chopin Chopin Ballade - - - - - Ballade - - 1887/1/22 Duvernoy SauzeyはSonateを記録しているが、教授、議事録、2名の試験官はバラードを記録し
ているのでバラードと同定。 Jaeger Variations sérieuses Mendelssohn Mendelssohn Variations Mendelssohn Variations sérieuses Variations sérieuses Mendelssohn - - - - - - - Variations sérieuses Mendelssohn Mendelssohn Variations sérieuses 54 - d - Vienne, 1841 Variations - - 1887/1/22 Duvernoy
Depecker Carnaval   Schumann Schumann Carnaval Schumann Carnaval de Carnaval Schumann - - - - - - - Carnaval de Vienne Schumann Schumann Carnaval de Vienne 26 - - - 1841 Morceaux caractéristiques - - 1887/1/22 DuvernoyOger Marguerite Polonaise ut mineur  Chopin Chopin Polonaise Chopin Polonaise en ut mineur Polonaise Chopin - - - - - - - Polonaise ut min.  Chopin Chopin Polonaise 40 - c II Paris, 1840 Danse Polonaise - 1887/1/22 Duvernoy
Champier All.o Chopin Chopin Allegro Chopin Allegro - - - - - - - - Allegro Chopin Chopin Allegro - - - - - 同定不可 - - 1887/1/22 Duvernoy « malade »
Lhotelier Isabelle Scherzo si min  Chopin Chopin Scherzo Chopin Scherzo en si min Chopin si mineur - - - - - - - Chopin si min. Chopin Chopin 1er Scherzo 20 - h - Paris, 1835 Scherzo - - 1887/1/22 Duvernoy AJ 37/304 : « malade »
Weyler Finale Sonate la♭  Weber - - - - - - - - - - - Weber 2e Sonate 39 - As IV (finale) Berlin, 1816 Sonate - - 1887/1/22 DuvernoyPêcher Études symphoniques  Schumann Schumann Étude symphonique Schumann Étude symphonique - - - - - - - - Étude symphonique Schumann Schumann 12 Études symphoniques 13 - cis-Des - 1837 Variations - - 1887/1/22 Duvernoy
Qnanté Étude en tierce  Chopin Chopin Étude Chopin Étude Étude Chopin - - - - - - - Chopin Étude Chopin Études 25 - gis VI Paris, 1837 Étude(s) - - 1887/1/22 Duvernoy
Companyo mathilde - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1887/1/22 Duvernoy « absente de la classe depuis la rentrée »
Vannier Air varié mi maj.  Haendel Haendel Air varié Haendel Thème varié en mi majeur Air varié Handel - - - - - - - Handel  Air varié Händel 1re Suites des pièces (5e suite) - HWV 430 E IV 1720 Variations Variations (baroque) - 1887/1/22 Duvernoy
Dieudonné Chœur des Fileuses Wager-Liszt Liszt Chœur des Fileuses Wager le Vaisseau fantôme arrangé par Liszt Vaisseau fantôme de Richard Wagner - - - - - - - Choeur des fileuses  Wagner-Liszt Wagner-Liszt Spinnerlied aus dem Fliegenden Holländer, S.440 - S 440 C - Leipzig, 1860 Arrangement - - 1887/1/22 DuvernoyPetit-Gerard Finale sonate mi min.  Beethoven Beethoven finale - Finale Beethoven - - - - - - - Finale sonate Beethoven Beethoven Sonate 90 - e II Vienne, 1815 Sonate - - 1887/1/22 Duvernoy
Beauvais Prélude et fugue   Bach - - - - - - - - - - - Bach Prélude - - - - - Prélude(s) - - 1887/1/22 Duvernoy
- - - - - - - - - - - Fugue Bach Bach Fugue - - - - - Fugue - - 1887/1/22 Duvernoy
Pellarin 1er morceau sonate ré min.  Weber - - - - - - - - - - - Weber 3e Sonate 49 - d I Berlin, 1817 Sonate - 欠 1887/1/22 Duvernoy AJ 37/304 : « malade »
Samuel Finale Sonate l'aurore  Beethoven Beethoven Finale Aurore Beethoven (Finale de sonate) Finale Beethoven l'Aurore - - - - - - - Finale (Aurore)  Beethoven Beethoven Sonate 53 - C III (finale) Zurich, 1803 Sonate - - 1887/1/22 DuvernoyBeutter Scherzo Mendelssohn Sonate op. 6  Mendelssohn Scherzo Mendelssohn Scherzo de Sonate Scherzo Mendelssohn - - - - - - - Scherzo Sonate op. 6  Mendelssohn Mendelssohn Sonate 6 - E II Berlin, 1826 Sonate - - 1887/1/22 Duvernoy
1886-1887 1887/6/21 Marmontel Berny Rêverie du promeneur solitaire S. Heller - - - - Rêveries  St. Heller - - - - - Rêveries du promeneur solitaire St. Heller Heller Rêveries d'un promeneur solitaire (J. J. Rousseau) 101 - E - Paris, 1862 Morceaux caractéristiques - - 1887/6/21 MarmontelCuignache Sonate en si mineur  Chopin - - - - Sonate Chopin si min. - - - - - Sonate si min. Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1887/6/21 Marmontel
Delafosse 2e Impromptu  Chopin - - - - 2d Impromptu Chopin - - - - - 2e Impromptu Chopin Chopin 2e Impromptu 36 - Fis - Paris, 1840 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1887/6/21 MarmontelGeloso Scherzo de la sonate en si♭ mineur Chopin - - - - Scherzo Chopin - - - - - Scherzo sonate si♭ mineur Chopin 2e Sonate 35 - b - Paris, 1840 Sonate - - 1887/6/21 Marmontel
Hollander Fantaisie de Schumann - - - - Fantaisie  Schumann - - - - - Fantaisie  Schumann Schumann Fantaisie 17 - C - 1839 Fantaisie Fantaisie 1 - 1887/6/21 Marmontel
Miquel Fugue en la mineur   Bach Fugue Bach - - - Fugue  Bach-Liszt - - - - - Fugue la mineur  J. S. Bach Bach-Liszt Sechs Präludien und Fugen für die Orgel - S 462 a I Leipzig, 1852 Arrangement Fugue - 1887/6/21 Marmontel
Tariot Finale de l'Aurore  Beethoven - - - - Finale   Beethoven (L'Aurore) - - - - - Finale l'Aurore Beethoven Beethoven Sonate 53 - C III (finale) Zurich, 1803 Sonate - - 1887/6/21 Marmontel
Fabre Presto de Mendelssohn op. 28 - Mendelssohn Presto Presto Mendelssohn - Presto de Mendelssohn - - - - - Presto op. 28 Mendelssohn Mendelssohn Fantasia (Sonate écossaise) 28 - fis III (finale) Bonn, 1834 Fantaisie Fantaisie 1 - 1887/6/21 Marmontelde Laferrère - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1887/6/21 Marmontel « très malade depuis ce six mois »
Flesch 8e Polonaise en la♭　Chopin Chopin Polonaise Chopin Polonaise en la♭ Polonaise Chopin - Chopin  Polonaise - - - - - 8e Polonaise Chopin Chopin Polonaise 53 - As - Paris, 1843 Danse Polonaise - 1887/6/21 Marmontel
Baume 3e sonate Schumann - Schumann Sonate en fa mineur - - Sonate  Schumann fa min - - - - - 3e sonate Schumann Schumann 3e sonate 14 - f - 1836, rév. 1853 Sonate - - 1887/6/21 Marmontel
Novelettes  Schumann - - - - - - - - - - - Schumann 8 Novelletten 21 - - - 1839 Morceaux caractéristiques - - 1887/6/21 MarmontelCatherine Concerto en fa mineur  Chopin - Chopin Concerto en fa mineur - - Concerto  Chopin - - - - - Concerto fa mineur Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1887/6/21 Marmontel
Libert Scherzo en si♭ mineur Chopin - Chopin Scherzo en si♭ mineur Scherzo Chopin - Scherzo  Chopin si♭ min - - - - - Scherzo si♭ mineur Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1887/6/21 Marmontel
Veyrer 3e Ballade Chopin la♭ Chopin Chopin Ballade Ballade Chopin - 2de Ballade Chopin - - - - - 3e Ballade Chopin Chopin 3e Ballade 47 - As - Paris, 1841 Ballade - - 1887/6/21 Marmontel
Léon 3e Sonate Weber Weber Sonate Weber Sonate en ré Sonate Weber - Sonate Weber ré min. - - - - - 3e Sonate Weber Weber 3e Sonate 49 - d/D - Berlin, 1817 Sonate - - 1887/6/21 Marmontel
Bloch fugues de Bach Fugue de Bach Fugues qu'il a transposées de la♭ et par Cœur - - - - - - - - - Bach-Bloch Fugue - - - - - Arrangement Fugue - 1887/6/21 Marmontel AJ 37/238-1 : « la bémol par cœur »
1er intermède S. Heller Heller Intermède de concert Stephen Heller Intermède de concert Stephen Heller - intermède St. Heller - - - - - 1er intermède St. Heller Heller 2 Intermèdes de concert 135 - g I Paris, ca 1872 Morceaux caractéristiques - - 1887/6/21 Marmontel AJ 37/238-1 : « la bémol par cœur »
Staub Final de la sonate de Beethoven  op. 27 - Beethoven Finale de la sonate en do♯ Finale Beethoven - Sonate Beethoven  ut# min  Beethoven - - - - - Finale Sonate op. 27  Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis III (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1887/6/21 Marmontel
Blandin Sonate de Beethoven op. 31 - Beethoven Sonate de Sonate Beethoven - Sonate Beethoven en sol maj  op. 31 - - - - - Finale Sonate op. 31  Beethoven Beethoven Sonate 31-2 - d III (finale) Zurich, 1803 Sonate - - 1887/6/21 MarmontelFissot Noel Allegro de concert  Chopin Chopin Allegro de concert Chopin Allegro de Allegro de concert Chopin - Allegro de concert Chopin - - - - - Allegro de concert Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1887/6/21 Fissot
Williams Sonate op. 111 Beethoven (1er morceau)  Beethoven Sonate op. 111 Beethoven  op. 111 Sonate - - Sonate  Beethoven  op. 111 - - - - - Sonate op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c I Paris, 1823 Sonate - - 1887/6/21 Fissot
Lachaume Morceau de concours  St-Saëns - Saint-Saëns Allegro - - Allegro  Saint-Saëns - - - - - Morceau de concours Saint-Saëns Saint-Saëns Allegro appassionato 70 - cis - 1884 Allegro-sonate - - 1887/6/21 Fissot
Lévadé Concerto ré mineur  Mendelssohn - Mendelssohn Concerto ré mineur Concerto Mendelssohn - Concerto de Mendelssohn - - - - - Concerto ré min. Mendelssohn Mendelssohn 2e concerto 40 - d - Londres, 1838 Concerto - - 1887/6/21 Fissot
Barthélemy Presto op. 28 de la Fantaisie   Mendelssohn - Mendelssohn Presto Presto Mendelssohn - Presto de Mendelssohn - - - - - Presto, fantaisie op. 28 Mendelssohn Mendelssohn Fantasia (Sonate écossaise) 28 - fis III (finale) Bonn, 1834 Fantaisie Fantaisie 1 - 1887/6/21 Fissot
Riera Finale de la sonate si min.  Chopin Chopin Sonate Chopin sonate en si mineur finale de - - 2d sonate si min.  Chopin - - - - - Finale sonate si min.  Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h IV (finale) Paris, 1845 Sonate - - 1887/6/21 Fissot
Velondios Variation ut min.  Beethoven - Beethoven Variations 32 variations de Beethoven - Variations ut min. Beethoven - - - - - Variations ut min. Beethoven Beethoven 32 Variationen über ein eigenes Thema  - WoO.80 - - Vienne, 1807 Variations - - 1887/6/21 FissotDodement Concerto ut#i min. Ries - Ries Concerto en do♯ mineur Concerto de Ries - Concerto  Ries ut♯ min. - - - - - Concerto ut♯ min.  Ries Ries 3e concerto 55 - cis - Bonn, 1815 Concerto - - 1887/6/21 Fissot
Le Grand Sonate ut# min.  Beethoven - Beethoven la sonate de   finale Finale Beethoven - Sonate Beethoven ut♯ min.  - - - - - Sonate ut♯ min.  Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis III (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1887/6/21 Fissotde Santesteban Scherzo si♭min.  Chopin Chopin Scherzo Chopin Scherzo si♭ mineur - - Scherzo Chopin - - - - - Scherzo si♭ min. Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1887/6/21 Fissot
Sabaté Finale, carnaval de Vienne Schumann Schumann Finale Schumann Finale de Finale Schumann - Carnaval de Vienne Finale  Schumann - - - - - Finale, carnaval de Vienne Schumann Schumann Carnaval de Vienne 26 - B V (finale) 1841 Morceaux caractéristiques - - 1887/6/21 FissotDelaborde Sereno du Minil 2d Concerto de St-Saëns Saint-Saëns Concerto Saint-Saëns Concerto Concerto Saint-Saëns - Concerto de St Saëns - - - - - 2e Concerto Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g - 1868 Concerto - - 1887/6/21 Delaborde
Hutin 3e Scherzo de Chopin Chopin Scherzo no. 3 Chopin Scherzo Scherzo Chopin - Scherzo de Chopin (3e) - - - - - 3e Scherzo Chopin Chopin 3e Scherzo 39 - cis - Paris, 1840 Scherzo - - 1887/6/21 Delaborde
Berlin 3e Scherzo de Chopin Chopin Scherzo Chopin Scherzo Scherzo Chopin - Scherzo  Chopin (3e) - - - - - 3e Scherzo Chopin Chopin 3e Scherzo 39 - cis - Paris, 1840 Scherzo - - 1887/6/21 Delaborde
Minard 2d Concerto de St-Saëns Saint-Saëns  Concerto Saint-Saëns Concerto Concerto Saint-Saëns - Concerto de St-Saëns - - - - - 2e Concerto Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g - 1868 Concerto - - 1887/6/21 Delaborde
Dufourcq C.to Chopin Chopin 1er Concerto Chopin Concerto en mi mineur Concerto Chopin - Concerto en mi min.  Chopin - - - - - Concerto  Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1887/6/21 Delaborde
Querrion Sonate de Chopin Chopin Sonate Chopin Sonate Sonate Chopin - Sonate Chopin - - - - - Sonate Chopin Chopin Sonate - - - - - Sonate - - 1887/6/21 Delaborde
Nassberg Concerto Chopin Chopin Concerto 2e Concerto en fa mineur Scherzo Chopin - Concerto Chopin fa min. - - - - - Concerto Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1887/6/21 Delaborde Sauzeyは « Scherzo » を記録しているが、教授、議事録、2名の試験官は « Concerto » を記録しているので協奏曲と同定。
de Possel Finale sonate Chopin Chopin Sonate Chopin Finale Finale Chopin - Finale de Chopin  Sonate si min - - - - - Finale sonate Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h IV (finale) Paris, 1845 Sonate - - 1887/6/21 DelabordeLepitre Allegro Guiraud Guiraud Allegro Guiraud Allegro Allegro Guiraud - Allegro de Guiraud - - - - - Allegro Guiraud Guiraud Allegro de concert - - cis - Paris, 1885 Allegro-sonate - - 1887/6/21 Delaborde
Cherchewsky Concerto de Chopin Chopin 2e concerto Chopin Concerto en fa mineur - - Concerto de Chopin  fa min - - - - - Concerto Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1887/6/21 Delaborde
Ruckert - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1887/6/21 Delaborde AJ 37/304 : « malade »
Szymansky C.to de Hummel Hummel Concerto Hummel Concerto en si mineur - - Concerto de Hummel - - - - - Concerto Hummel Hummel Concerto - - - - - Concerto - - 1887/6/21 Delaborde
Leclère Fantaisie de Schubert - Schubert Fantaisie - - Fantaisie Schubert en ut - - - - - Fantaisie Schubert Schubert Fantaisie - - - - - Fantaisie Fantaisie 1 - 1887/6/21 Delaborde
Allard All.o  Guiraud Guiraud Allegro Guiraud Allegro - - - - - - - - Allegro Guiraud Guiraud Allegro de concert - - cis - Paris, 1885 Allegro-sonate - - 1887/6/21 DelabordeMassart (Fissot) Morhange Carnaval  Schumann Schumann Carnaval Schumann Carnaval - - - - - - - - Carnaval Schumann Schumann Carnaval - - - - - Morceaux caractéristiques - - 1887/6/21 Massart (Fissot)
Jusseaume Caprice   Liszt Liszt Caprice Liszt Caprice - - - - - - - - Caprice en ré♭  Liszt Liszt Caprice - - - - - 同定不可 - - 1887/6/21 Massart (Fissot)
Lefébure Scherzo sonate si♭ Chopin Chopin Scherzo Chopin Scherzo - - - - - - - - Scherzo Chopin  si♭ min. Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b II Paris, 1840 Sonate - - 1887/6/21 Massart (Fissot)
Benech Prélude  Mendelssohn - Mendelssohn Scherzo en fa♯mineur - - - - - - - - Scherzo  Mendelssohn Mendelssohn Scherzo a capriccio - U 113 fis - Paris, 1836 Scherzo - - 1887/6/21 Massart (Fissot) ピアノ教授は前奏曲を記録しているが、議事録とDuvernoyは« Scherzo »を記録しているのでScherzoと同定。
Jétot 1er morceau sonate si♭　Chopin - Chopin sonate de - - - - - - - - sonate si♭　Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b I Paris, 1840 Sonate - - 1887/6/21 Massart (Fissot)
Viseur Polonaise mi♭　Chopin - Chopin Polonaise en mi♭ - - - - - - - - Polonaise mi♭　Chopin Chopin Polonaise - - - - - Danse Polonaise - 1887/6/21 Massart (Fissot)
Demonveaux Ballade sol min. Chopin - Chopin Ballade en sol mineur Ballade Chopin - - - - - - - Ballade sol min. Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1887/6/21 Massart (Fissot)
Ador Finale de la sonate en ré min.  Weber - Weber Presto *** - - - - - - - Presto ré maj.  Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1887/6/21 Massart (Fissot)
Seeliger Sonate op. 111 Beethoven Beethoven 111 Beethoven Sonate Beethoven 111 - - - - - - - Sonate op. 111  Beethoven Beethoven Sonate 111 - c - Paris, 1823 Sonate - - 1887/6/21 Massart (Fissot)
Marais 1er morceau  sonate la♭ Weber Weber sonate Weber Sonate la♭ Sonate Weber  la♭ - - - - - - - Sonate la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1887/6/21 Massart (Fissot)
Bourlier final du croisé  Weber Weber Concerto Weber Concert-Stuck [sic.] de Concerto Stuck [sic.] - - - - - - - Concerto Stuck  Weber Weber Concert-Stück 79 - F III (finale) Leipzig, 1823 Concertino - - 1887/6/21 Massart (Fissot)
Barrière 1er morceau sonate si mineur Chopin Chopin sonate Chopin 1er morceau [de la] sonate si mineur Sonate en si mineur Chopin - - - - - - - Sonate si mineur Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h I Paris, 1845 Sonate - - 1887/6/21 Massart (Fissot)
Sarcey Étude fa min.  Chopin Chopin Étude Chopin sonate en si mineur Étude Chopin - - - - - - - Étude Chopin Chopin Études - - - - - Étude(s) - - 1887/6/21 Massart (Fissot)
Perissoud Sonate sol min. Schumann Schumann Sonate Schumann Sonate en sol mineur Sonate Schumann - - - - - - - Sonate Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1887/6/21 Massart (Fissot)
Parisot Scherzo si♭ min Chopin Chopin Scherzo si♭ Chopin Conceto en mi mineur Scherzo Chopin - - - - - - - Scherzo si♭ min Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1887/6/21 Massart (Fissot)
Gaffré Concerto mi min Chopin Chopin conc mi Chopin Concerto en mi min Concerto Chopin - - - - - - - Concerto mi min Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1887/6/21 Massart (Fissot)
Panthès Allegro de concert  Chopin Chopin Allegro de concert Chopin Allegro de concert Allegro Chopin - - - - - - - Allegro de concert  Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1887/6/21 Massart (Fissot)
Chrétien Concerto fa min. Chopin Chopin　2d concerto Chopin Conceto en fa mineur - - - - - - - - Concerto fa min. Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1887/6/21 Massart (Fissot)Duvernoy Duranton Berthe Rhapsodie fa♯ min. Liszt Liszt Rhapsodie Liszt Rhapsodie Rhapsodie Liszt - - - - - - - Rhapsodie fa♯ min. Liszt Liszt 8e Rhapsodie hongroise - S 244 fis - Meinz, 1851 Rhapsodie - - 1887/6/21 Duvernoy
Gonthier Fantaisie  Chopin - Fantaisie en fa min Fantaisie Chopin - - - - - - - Fantaisie  Chopin Chopin Fantaisie 49 - f/As - Paris, 1841 Fantaisie Fantaisie 1 - 1887/6/21 Duvernoy
Jaeger 1er morceau de la sonate si♭ mineur  Chopin - - - - - - - - - - - Chopin 2e Sonate 35 - b I Paris, 1840 Sonate - - 1887/6/21 Duvernoy
Scherzo du concerto sol min.  St. Saëns-Bizet Scherzo Concerto  sol min.  Saint-Saëns, Bizet Saint-Saëns finale du concerto de   arrangé par Bizet - - Scherzo de  St. Saëns arrangé par Bizet - - - - - Scherzo concerto sol min. Saint-Saëns-Bizet 2e concerto (trans. par Bizet) 22 - g II Paris, 1876 Arrangement Concerto (transcription) - 1887/6/21 Duvernoy
Depecker Le roi des aulnes  Schubert-Liszt - Le roi des aulnes arrangé par Liszt Le roi des aulnes Liszt - Le roi des aulnes  Liszt - - - - - Le roi des aulnes  Schubert-Liszt Schubert-Liszt 12 Mélodies de François Schubert - S 558 g III Paris, ca 1837 Arrangement - - 1887/6/21 DuvernoyFinale de la 4e sonate  Weber Weber sonate - - - - - - - - - - Weber 4e Sonate 70 - e - Berlin, 1822 Sonate - - 1887/6/21 Duvernoy
Oger Marguerite Finale sonate sol min.  Chopin - Chopin Finale de la sonate en sol mineur [?] - - Finale Sonate Chopin  si min. - - - - - Finale Sonate sol min. Chopin 3e Sonate 58 - h IV (finale) Paris, 1845 Sonate - - 1887/6/21 Duvernoy
教授、議事録、H. Duvernoyは « sol mineur » 
と記録しているが、ショパンのソナタでト短調のソナタは存在しないのでDiémerの記
録を優先させ第3番ロ短調ソナタと同定。Lhotelier Isabelle 1er morceau sonate la♭ Weber sonate Weber (Sonate de)   en la♭ Sonate Weber - Sonate en la♭ Weber - - - - - 1er morceau [de la] sonate la bémol Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1887/6/21 Duvernoy
Weyler 1er morceau sonate sol min.  Schumann Schumann sonate Sonate en sol mineur Sonate Schumann - - - - - - - 2e sonate sol min. Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g I 1839 Sonate - - 1887/6/21 Duvernoy
Pêcher Tarentelle Chopin Chopin Tarantelle Chopin Tarantelle Tarantelle Chopin - - - - - - - Tarantelle Chopin Chopin Tarentelle 41 - As - Paris, 1841 Danse Tarentelle - 1887/6/21 Duvernoy
L'oiseau-prophète [op. 82-7]   Schumann - - - - - - - - - - - Schumann Waldszenen 82 - - VII 1850 Morceaux caractéristiques - - 1887/6/21 Duvernoy
Qnanté Moment de caprice Weber Weber Caprice Weber Caprice Caprice Weber - - - - - - - Moment de caprice Weber Weber Momento capriccioso 12 - B - Augsburg, 1811 Caprice - - 1887/6/21 Duvernoy
Étude no 7  Chopin  - - Scherzo de la *** - - - - - - - - Chopin Études - - - - - Étude(s) - - 1887/6/21 Duvernoy Sauzeyは « Scherzo » を記録しているが、 « Scherzo de la » 
に続く単語が判読不能なため、教授の記録を優先しÉtudeと同定。Vannier - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1887/6/21 Duvernoy AJ 37/304 : « madade, en congé »
Dieudonné 1er morceau sonate si mineur  Chopin Chopin Sonate 1er morceau de la sonate en si mineur de Chopin Sonate Chopin - - - - - - - Sonate si min.  Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h I Paris, 1845 Sonate - - 1887/6/21 Duvernoy
Petit-Gerard Variations sérieuses  Mendelssohn Mendelssohn Variations Mendelssohn Variations sérieuses Variations Mendelssohn - - - - - - - Variations sérieuses  Mendelssohn Mendelssohn Variations sérieuses 54 - d - Vienne, 1841 Variations - - 1887/6/21 Duvernoy
Beauvais Scherzo si mineur  Chopin Chopin Scherzo Chopin Scherzo en si mineur Scherzo Chopin - - - - - - - Scherzo si mineur  Chopin Chopin - - - - - - 同定不可 - - 1887/6/21 Duvernoy
Pellarin Fantaisie chromatique  Bach Bach Fantaisie chromatique Bach Fantaisie chromatique Fantaisie chromatique Bach - - - - - - - Fantaisie chromatique  Bach Bach Fantaisie chromatique et fugue - BWV 903 d I [1720, rev. ca 1730] Fantaisie Fantaisie 1 - 1887/6/21 DuvernoyÉtude (1re des 2d cahier Chopin) - - - - - - - - - - - Chopin Études 25 - As I Paris, 1837 Étude(s) - - 1887/6/21 Duvernoy
Samuel Fantaisie  Schumann Schumann Fantaisie Schumann Fantaisie  Fantaisie Schumann - - - - - - - Fantaisie  Schumann Schumann Fantaisie 17 - C - 1839 Fantaisie Fantaisie 1 - 1887/6/21 Duvernoy
Beutter Étude (6e)  Henselt Henselt Étude Henselt Étude de Étude Henselt - - - - - - - 6e Étude  Henselt Henselt Étude - - - - - Étude(s) - - 1887/6/21 Duvernoy
1er morceau sonate l'Aurore  Beethoven Beethoven 1er morceau [de la] sonate l'Aurore [op. 53] - - - - - - - - - - Beethoven Sonate 53 - C I Zurich, 1803 Sonate - - 1887/6/21 Duvernoy1887-1888 1888/1/21 Diémer Cuignache 2e Sonate en sol min. Schumann  op. 22 Schumann Sonate - - - - - - - - - 2e Sonate Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1888/1/21 Diémer
Fabre Finale Sonate en ut♯ min. Beethoven   op. 27 Beethoven Sonate - - - - - - - - - Finale Sonate ut♯ min. Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis III (finale) Vienne, 1802 Sonate - - 1888/1/21 DiémerFlesch 2e Polonaise Liszt Liszt Polonaise Liszt Polonaise - - - - - - - - 2e Polonaise Liszt Liszt Deux polonaises - S 223 E II Leipzig, 1852 Danse Polonaise - 1888/1/21 Diémer
Baume Étude ut majeur (dite des fausses notes) Rubinstein Rubinstein Étude Rubinstein Étude - - - - - - - - Étude ut majeur Rubinstein Rubinstein 2 études de concert - - C I 1868 Étude(s) - - 1888/1/21 Diémer
Catherine Polonaise en mi ♭ op. 22 Chopin Chopin Polonaise Chopin Polonaise - - - - - - - - Polonaise op. 22 Chopin Chopin Grande Polonaise Brillante précédée d'un Andante Spianato 22 - Es - Paris, 1836 Danse Polonaise - 1888/1/21 DiémerLibert 2e Rapsodie hongroise  Liszt  Liszt Rapsodie Liszt Rhapsodie - - - - - - - - 2e Rapsodie hongrois  Liszt  Liszt 2e Rhapsodie hongroise - S 244 cis - Leipzig, 1851 Rhapsodie - - 1888/1/21 Diémer
Veyret Sonate op. 53 (l'Aurore)  Beethoven Beethoven Sonate Beethoven l'Aurore - - - - - - - - Sonate op. 53  Beethoven Beethoven Sonate 53 - C - Zurich, 1803 Sonate - - 1888/1/21 Diémer
Léon Finale sonate op.31 ré min.  Beethoven op. 31 no. 2 Beethoven Sonate Finale de la sonate en ré mineur de Beethoven - - - - - - - - Finale sonate op.31 ré min.  Beethoven Beethoven Sonate 31-2 - d III (finale) Zurich, 1803 Sonate - - 1888/1/21 Diémer
Bloch Chœur des fileuses du Vaisseau Fantôme (Wagner-Liszt) - Chœur des Fileuses du vaisseau Fantôme - - - - - - - - Chœur des fileuses  Wagner-Liszt Wagner-Liszt Spinnerlied aus dem Fliegenden Holländer, S.440 - S 440 C - Leipzig, 1860 Arrangement - - 1888/1/21 Diémer
Staub Étude de concert (Le chant du Nautonier)  L: Diémer Diémer Chant du Nautorière Diémer Chant du Nautorière - - - - - - - - Chant du Nautorière Diémer Diémer Le chant du nautonier, caprice de concert 12 - D - Paris, 1866 Caprice - - 1888/1/21 DiémerBlandin Boléro  Chopin Chopin Boléro Chopin Boléro - - - - - - - - Boléro  Chopin Chopin Boléro 19 - C-A - Paris, 1835 Danse Boléro - 1888/1/21 Diémer
Galand 2e Impromptu en fa♯ maj. Chopin Chopin Impromptu Chopin Impromptu (Berceuse) - - - - - - - - 2e Impromptu fa♯ maj. Chopin Chopin 2e Impromptu 36 - Fis - Paris, 1840 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1888/1/21 Diémer
Pierret Rondo capriccioso op. 14   Mendelssohn Mendelssohn Rondo capriccioso Mendelssohn Rondo capriccioso - - - - - - - - Rondo capriccioso  Mendelssohn Mendelssohn Rondo capriccioso 14 - E - Londres, 1830 Rondo - - 1888/1/21 DiémerQuévremont 2e Scherzo si♭min.  Chopin Chopin Scherzo Chopin Scherzo en si♭ mineur - - - - - - - - 2e Scherzo si♭ min.  Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1888/1/21 Diémer
Risler Polonaise en mi majeur Weber Weber Polonaise mi♮ Weber Polonaise en mi majeur - - - - - - - - Polonaise mi majeur Weber Weber Polacca brillante 72 - E - Berlin, 1819 Danse Polonaise - 1888/1/21 Diémer
Stojozski Allegro appassionato  C. Saint-Saëns - Saint-Saëns Allegro appassionato - - - - - - - - Allegro appassionato  C. Saint-Saëns Saint-Saëns Allegro appassionato 70 - cis - 1884 Allegro-sonate - - 1888/1/21 Diémer
de Bériot Noel Scherzo Mendelssohn Mendelssohn Scherzo Mendelssohn Scherzo en fa♯ mineur [U113] Scherzo Mendelssohn - - - - - - - Scherzo Mendelssohn Mendelssohn Scherzo a capriccio - U 113 fis - Paris, 1836 Scherzo - - 1888/1/21 de Bériot
Williams Prélude  de Bériot de Bériot Prélude de Bériot Prélude - - - - - - - - Prélude  de Bériot de Bériot  4 Morceaux à rythmes rompus 56 - e I Paris, ca 1880 Morceaux caractéristiques - - 1888/1/21 de BériotLachaume 1er All.o du croisé  Weber Weber Concerto Weber Concert Stück Finale Concerto Stuck [sic.] Weber - - - - - - - 1er allegro de croisé Weber Concert-Stück 79 - f I Leipzig, 1823 Concertino - - 1888/1/21 de Bériot
Lévadé 1re Ballade Chopin Chopin Ballade Chopin Ballade Ballade Chopin - - - - - - - 1re Ballade Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1888/1/21 de Bériot
Barthélemy Allegro de concert Chopin Chopin Allegro de concert Chopin Allegro de concert Allegro de concert Chopin - - - - - - - Allegro de concert Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1888/1/21 de Bériot
Riera Rythmes rompus de Bériot - de Bériot Rythmes rompus [op.56] - - - - - - - - Rythmes rompus de Bériot de Bériot  4 Morceaux à rythmes rompus 56 - - - Paris, ca 1880 Morceaux caractéristiques - - 1888/1/21 de BériotVelondios Caprice  Mendelssohn Mendelssohn Caprice Mendelssohn Caprice Caprice Mendelssohn - - - - - - - Caprice Mendelssohn Mendelssohn Caprice - - - - - Caprice - - 1888/1/21 de Bériot
Dodement 1re all.o de la sonate en ré maj.: op. 10  Beethoven Beethoven Sonate Beethoven sonate Sonate Beethoven - - - - - - - Allegro sonate op. 111 Beethoven Beethoven Sonate - - - - - Sonate - - 1888/1/21 de Bériot
Le Grand 1re all.o de la sonate en ré majeur  Schubert Schubert Sonate Schubert 1er allegro de la sonate en ré majeur - - - - - - - - Allegro sonate ré maj. Schubert Schubert Sonate 53 D 850 D I 1826 Sonate - - 1888/1/21 de Bériotde Santesteban Prélude en si♭ mineur  Chopin Chopin Prélude si♭ mineur Chopin Prélude en si♭ bémol mineur Prélude Chopin - - - - - - - Prélude si♭ min.  Chopin Chopin Préludes 28 - b XVI Paris, 1839 Prélude(s) - - 1888/1/21 de Bériot
Sabaté 1er Allegro de la sonata appassionata  Beethoven Beethoven Sonate Beethoven Sonate Beethoven Sonate - - - - - - - Sonate appassionata Beethoven Beethoven Sonate 57 - f I Zurich, 1803 Sonate - - 1888/1/21 de Bériot
Canivet Final de la sonate fa maj. Mozart Mozart Finale fa Mozart sonate en fa Finale sonate Mozart - - - - - - - Finale sonate fa maj.  Mozart Mozart Concerto - K 466 d III (finale) [1785] Concerto - - 1888/1/21 de Bériotde Martini 1re all.o de la sonate en sol maj.  Beethoven Beethoven Sonate Beethoven Sonate en sol Sonate Beethoven - - - - - - - Allegro sonate sol maj.  Beethoven Beethoven Sonate - - G I - Sonate - - 1888/1/21 de Bériot
Tournemire Étude en ut# mineur  Chopin Chopin Étude Chopin Étude Étude Chopin - - - - - - - Étude ut# min.  Chopin Chopin Études - - - - - Étude(s) - - 1888/1/21 de Bériot
Loppé Étude si♭min.  Mendelssohn Mendelssohn Étude Mendelssohn Étude Étude Mendelssohn - - - - - - - Étude si♭ min.  Mendelssohn Mendelssohn Trois études 104b - b I 1868 Étude(s) - - 1888/1/21 de Bériot
Argaing 1er All.o de la sonate en la♭  Weber Weber Sonate Weber Sonate en la♭ Sonate Weber - - - - - - - Allegro sonate la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1888/1/21 de Bériot
Delaborde Hutin Allegro St-Saëns Saint-Saëns Allegro Saint-Saëns　Allegro - - - - - - - - - Saint-Saëns Allegro - - - - - 同定不可 - - 1888/1/21 Delaborde
Berlin Variations  Beethoven Beethoven Variations Beethoven 32 Variations 32 variations Beethoven - - - - - - - 32 variations Beethoven Beethoven 32 Variationen über ein eigenes Thema  - WoO.80 - - Vienne, 1807 Variations - - 1888/1/21 DelabordeMinard Sonate  Chopin Chopin Sonate Chopin Sonate Sonate Chopin - - - - - - - Sonate Chopin Chopin Sonate - - - - - Sonate - - 1888/1/21 Delaborde
Dufourcq Sonate  Chopin Chopin finale Chopin Finale de Finale Chopin - - - - - - - Sonate Chopin Chopin Sonate - - - IV (finale) - Sonate - - 1888/1/21 DelabordeQuerrion C.to Saint-Saëns Saint-Saëns Concerto Saint-Saëns Concerto en sol mineur Concerto Saint-Saëns - - - - - - - Concerto Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g I 1868 Concerto - - 1888/1/21 Delaborde
Nassberg Sonate  Chopin Chopin Sonate Chopin Sonate - - - - - - - - Sonate Chopin Chopin Sonate - - - - - Sonate - - 1888/1/21 Delaborde
de Possel Fugue finale de l'op. 106  Beethoven Beethoven sonate fugue  Fugue de l'op. 106 de Beethoven - - - - - - - - Fugue finale de l'op. 106 Beethoven Beethoven Sonate 106 - B IV (fina) Vienne, 1819 Sonate - - 1888/1/21 Delaborde
Lepitre C.to Chopin Chopin Concerto fa mineur Chopin Concerto en fa mineur - - - - - - - - Concerto Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1888/1/21 Delaborde
Cherchewsky C.to Saint-Saëns Saint-Saëns Concerto Saint-Saëns Concerto en sol mineur - - - - - - - - Concerto  Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g I 1868 Concerto - - 1888/1/21 Delaborde
Ruckert All.o  Guiraud Guiraud morceau concours Guiraud Allegro de - - - - - - - - Allegro  Guiraud Guiraud Allegro de concert - - cis - Paris, 1885 Allegro-sonate - - 1888/1/21 Delaborde
Szymansky Finale Beethoven Beethoven sonate Beethoven Finale d'une sonate - - - - - - - - Finale  Beethoven Beethoven Sonate - - - finale - Sonate - - 1888/1/21 Delaborde
Leclère Sonate  Chopin Chopin Sonate Chopin Sonate - - - - - - - - Sonate  Chopin Chopin Sonate - - - - - Sonate - - 1888/1/21 Delaborde
Allard Fantaisie  Schubert Schubert Fantaisie Schubert Fantaisie - - - - - - - - Fantaisie Schubert Schubert Fantaisie - - - - - Fantaisie Fantaisie 1 - 1888/1/21 Delaborde
Galezowska Sonate  Weber Weber Sonate la♭ Weber Sonate - - - - - - - - Sonate Weber Weber 2e Sonate 39 - As - Berlin, 1816 Sonate - - 1888/1/21 Delaborde
Lefort All.o  Guiraud Guiraud Allegro Guiraud Allegro - - - - - - - - Allegro Guiraud Guiraud Allegro de concert - - cis - Paris, 1885 Allegro-sonate - - 1888/1/21 Delaborde
Duvernoy Jaeger 3e Impromptu Chopin - - - - - - - - - 3e Impromptu - Chopin 3e Impromptu 51 - Ges - Paris, 1843 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1888/1/21 Duvernoy
Ch. des Fileuses Vaisseau Fantôme  Wagner-Liszt Wagner-Liszt Chœur des fileuses Chœur des fileuses  Vaisseau Fantôme de Wagner arrangé par Liszt - - - - - - - - Chœur des Fileuses  Wagner-Liszt Wagner-Liszt Spinnerlied aus dem Fliegenden Holländer, S.440 - S 440 C - Leipzig, 1860 Arrangement - - 1888/1/21 DuvernoyDepecker Tarentelle  Rossini-Liszt Liszt Tarantelle - - - - - - - - - Tarantelle  Rossini-Liszt Rossini-Liszt Soirées musicales - S 424 a/A IX Milan, 1838 Arrangement - - 1888/1/21 Duvernoy
Prélude  Mendelssohn Mendelssohn Prélude Mendelssohn Prélude - - - - - - - - Prélude  Mendelssohn Mendelssohn Préludes - - - - - Prélude(s) - - 1888/1/21 Duvernoy
Oger Marguerite Fugue mi mineur  Mendelssohn - - - - - - - - - - - Mendelssohn Fugue - - - - - Fugue - - 1888/1/21 Duvernoy
Sonate l'Aurore (Finale)  Beethoven Beethoven Sonate Finale Sonate Finale - - - - - - - - Finale Sonate [op. 53] Beethoven Beethoven Sonate 53 - C III (finale) Zurich, 1803 Sonate - - 1888/1/21 Duvernoy
Lhotelier Isabelle Papillons  Schumann Schumann les Papillons Schumann les Papillons - - - - - - - - les Papillons  Schumann Schumann Papillons 2 - - - 1831 Morceaux caractéristiques - - 1888/1/21 DuvernoyÉtude Chopin (1re du 2d cahier) - - - - - - - - - - - Chopin Études 25 - As I Paris, 1837 Étude(s) - - 1888/1/21 Duvernoy
Weyler All.o de Concert   Chopin Chopin Allegro de concert Chopin Allegro de concert - - - - - - - - Allegro de concert Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1888/1/21 Duvernoy
Qnanté Carnaval  Schumann Schumann Carnaval Schumann Carnaval Carnaval Schumann - - - - - - - Carnaval  Schumann Schumann Carnaval - - - - - Morceaux caractéristiques - - 1888/1/21 Duvernoy
Sonate appassionata (Finale)  Beethoven - Chopin Sonate appassionata - - - - - - - - - Beethoven Sonate 57 - f III (finale) Zurich, 1803 Sonate - - 1888/1/21 Duvernoy H. Duvernoyは « Chopin Sonate appassionata » と記しているがベートーヴェンの誤記と解しベートーヴェンの作品57と同定。
Vannier sonate fa# mineur (Finale)  Hummel Hummel sonate en fa♯ finale Finale de la sonate en fa♯ mineur Finale Hummel - - - - - - - Finale sonate fa# Hummel Hummel Sonate 81 - - III (finale) Vienne, 1819 Sonate - - 1888/1/21 DuvernoyDieudonné Fugue en si mineur  Mendelssohn Mendelssohn fugue Fugue en si mineur Fugue en si mineur Mendelssohn - - - - - - - Fugue en si mineur  Mendelssohn Mendelssohn Six Préludes et fugues 35 - h III Paris, 1837 Fugue - - 1888/1/21 Duvernoy
Romance ré mineur  Schumann - - - - - - - - - - - Schumann Romance - - d - - Morceaux caractéristiques - - 1888/1/21 DuvernoyPetit-Gerard Allegro de concert  Guiraud - - - - - - - - - - - Guiraud Allegro de concert - - cis - Paris, 1885 Allegro-sonate - - 1888/1/21 Duvernoy
Prélude de Mendelssohn Mendelssohn Prélude Mendelssohn Prélude Prélude Mendelssohn - - - - - - - Prélude Mendelssohn Mendelssohn Prélude - - - - - Prélude(s) - - 1888/1/21 Duvernoy
Beauvais Sonate la♭ (final) Weber Weber sonate la♭ finale Weber Finale de la sonate en la♭ Finale la♭Weber - - - - - - - Finale Sonate la♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As IV (finale) Berlin, 1816 Sonate - - 1888/1/21 DuvernoyPellarin Sonate sol min. (all.o) Schumann Schumann Sonate Schumann Sonate en sol mineur - - - - - - - - Sonate sol min. Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g I 1839 Sonate - - 1888/1/21 Duvernoy
Étude ut# min. Chopin - - - - - - - - - - - Chopin Étude - - cis - - Étude(s) - - 1888/1/21 Duvernoy
Samuel Rondo la min.  Mozart - - - - - - - - - - - Mozart Rondo - - a - - 同定不可 - - 1888/1/21 Duvernoy
Ballade la♭  Chopin Chopin Ballade Chopin Ballade Chopin Ballade - - - - - - - Ballade  Chopin Chopin 3e Ballade 47 - - - Paris, 1841 Ballade - - 1888/1/21 Duvernoy
Beutter Sonate op. 111 (Final) Beethoven Beethoven  Sonate 111 finale Beethoven Finale de la sonate op. 111 op. 111 Beethoven - - - - - - - Finale Sonate op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c II (finale) Paris, 1823 Sonate - - 1888/1/21 Duvernoy
Barcarolle  Schubert-Liszt - - - - - - - - - - - Schubert-Liszt 12 Mélodies de François Schubert - S 558 As VI Paris, ca 1837 Arrangement - - 1888/1/21 Duvernoy
Chapart Sonate ré min.: (final)  Weber Weber sonate ré mineur finale Weber finale de la sonate en ré mineur Finale Weber - - - - - - - Finale Sonate ré min.  Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1888/1/21 Duvernoy
Romance sans paroles (Duo)  Mendelssohn - - - - - - - - - - - Mendelssohn Romance sans paroles 38 - As VI Bonn, 1837 Morceaux caractéristiques - - 1888/1/21 Duvernoy
Gennaro Sonate ré mineur (finale)  Weber Weber sonate ré mineur finale Weber finale de la sonate en ré mineur - - - - - - - - Finale Sonate ré min.  Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1888/1/21 Duvernoy
Marlreich 3e Impromptu  Chopin Chopin impromptu Chopin 3e impromptu Impromptu Chopin - - - - - - 3e Impromptu 3e Impromptu  Chopin Chopin 3e Impromptu 51 - Ges - Paris, 1843 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1888/1/21 DuvernoyÉtude  Henselt - - - - - - - - - - - Henselt Étude - - - - - Étude(s) - - 1888/1/21 Duvernoy
Kiemlé Sonate op. 33 (scherzo)  Beethoven Beethoven Scherzo sonate Beethoven Scherzo de la sonate op. 33 - - - - - - - - Scherezo Sonate op. 33  Beethoven Beethoven Sonate 31-3 - Es II Zurich, 1804 Sonate - - 1888/1/21 Duvernoy
Fissot Morhange Variations mi♭  Beethoven Beethoven Variations Beethoven Variations en mi bémol Beethoven Variations de la symphonie - - - - - - - Variations Beethoven Beethoven 15 variations 35 - Es - Leipzig, 1803 Variations - - 1888/1/21 Fissot Sausayの記録に譜例あり。
Jusseaume Variations chromatiques  Bizet Bizet Variations chromatiques Bizet Variations chromatiques Variations chromatiques Bizet - - - - - - - Variations chromatiques  G. Bizet Bizet Variations chromatiques - - C/c - Paris, 1868 Variations - - 1888/1/21 Fissot
Benech Chœur des Fileuses transcrit par Wagner-Liszt Liszt Fileuses Wagner-Liszt Chœur des fileuses (Vaisseau Fantôme) par Liszt Fileuses de Liszt Wagner - - - - - - - Chœur des fileuses  Wagne-Liszt Wagner-Liszt Spinnerlied aus dem Fliegenden Holländer, S.440 - S 440 C - Leipzig, 1860 Arrangement - - 1888/1/21 FissotJétot Allegro appassionato  St-Saëns Saint-Saëns Allegro Saint-Saëns Allegro Allegro Saint-Saëns - - - - - - - Allegro Saint-Saëns Saint-Saëns Allegro appassionato 70 - cis - 1884 Allegro-sonate - - 1888/1/21 Fissot
Viseur Sonate si♭ min.  Chopin Chopin Sonate si♭ mineur Chopin Sonate de la marche funèbre Sonate Chopin si mineur - - - - - - - Sonate op. 35 Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b III Paris, 1840 Sonate - - 1888/1/21 Fissot
Demonveaux Variations sérieuses  Mendelssohn Mendelssohn Variations Mendelssohn Variations Variations Mendelssohn - - - - - - - Variations Mendelssohn Mendelssohn Variations sérieuses 54 - d - Vienne, 1841 Variations - - 1888/1/21 Fissot
Seeliger Ballade sol mineur Chopin Chopin Ballade Chopin Ballade Ballade Chopin - - - - - - - Ballade Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1888/1/21 Fissot
Marais 1er morceau Aurore  Beethoven Beethoven Aurore Beethoven l'Aurore l'Aurore Beethoven - - - - - - - Sonate Beethoven Beethoven Sonate 53 - C I Zurich, 1803 Sonate - - 1888/1/21 Fissot
Bourlier 1er morceau sonate la♭  Weber Weber sonate la♭ Weber Sonate en la♭ - - - - - - - - Sonate la♭  Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1888/1/21 Fissot
Sarcey 1er morceau sonate 111  Beethoven Beethoven Sonate 111 Beethoven Sonate op. 111 111 Beethoven - - - - - - - Sonate op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c I Paris, 1823 Sonate - - 1888/1/21 Fissot
Perissoud Finale sonate si min.  Chopin Chopin Finale Chopin Finale en si mineur d'une sonate de Finale Chopin - - - - - - - Finale si min.  Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h IV (finale) Paris, 1845 Sonate - - 1888/1/21 FissotGaffré Polonaise mi♭  Chopin Chopin Polonaise Chopin Polonaise en mi♭de Polonaise Chopin - - - - - - - Polonaise  Chopin Chopin Polonaise - - - - - Danse Polonaise - 1888/1/21 Fissot
Parisot Finale op. 57  Beethoven Beethoven finale Beethoven finale en fa mineur d'une sonate Finale Beethoven - - - - - - - Finale Sonate Beethoven Beethoven Sonate 57 - f III (finale) Zurich, 1803 Sonate - - 1888/1/21 FissotPanthès Ballade la♭ Chopin Chopin Ballade Ballade la♭ Chopin - - - - - - - - Ballade la♭ Chopin Chopin 3e Ballade 47 - As - Paris, 1841 Ballade - - 1888/1/21 Fissot
Chrétien Allegro de concert  Chopin Chopin Allegro de concert Chopin Allegro de concert Ballade Chopin - - - - - - - Allegro de concert Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1888/1/21 Fissot
Buval Variations ut min.  Beethoven Beethoven Variations Beethoven Variations ut mineur Beethoven Variations - - - - - - - Variations  Beethoven Beethoven 32 Variationen über ein eigenes Thema  - WoO.80 - - Vienne, 1807 Variations - - 1888/1/21 FissotJotot Sonate sol min.  Schumann Schumann Sonate sol mineur Schumann Sonate en sol mineur Sonate Schumann - - - - - - - Sonate sol mineur Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1888/1/21 Fissot
1887-1888 1888/6/19 Diémer Cuignache Sonate op. 57 (1er morceau)  Beethoven - Beethoven Sonate en fa mineur Sonate Beethoven - - - Sonate op. 57 -
Sonate en fa mineur  Beethoven Sonate de Beethoven Sonate op. 57 Beethoven Beethoven Sonate 57 - f I Zurich, 1803 Sonate - - 1888/6/19 Diémer
Fabre 2e Polonaise Liszt Liszt Polonaise Liszt 2e polonaise Polonaise Liszt - - - Liste Polonaise - Polonaise Liszt 2e Polonaise Liszt 2e Polonaise Liszt Liszt Deux polonaises - S 223 E II Leipzig, 1852 Danse Polonaise - 1888/6/19 Diémer
Flesch Étude mineure C. V. Alkan Alkan Étude C. V. Alkan Étude mineure - - - - Étude d'Alkan en mi mineur - Étude  Alkan Étude   Alkan Étude mineure C. V. Alkan Alkan 12 études dans tous les tons mineurs 39 - e XII 1857 Variations - - 1888/6/19 Diémer
Baume Étude en ré♭ Liszt Liszt Étude Liszt Étude en ré ♭ - - - - Liszt "con spirito" - Étude Liszt Étude  ré♭ Liszt Étude en ré♭ Liszt Liszt Étude - - - - - Étude(s) - - 1888/6/19 Diémer
Catherine 3e sonate (Finale) Weber Weber Sonate 3e sonate finale Sonate Weber - - - Webr op. 49 Rondo en ré -
Finale sonate Weber 3e sonate  Weber Final  3e sonate  Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1888/6/19 Diémer
Libert Sonate op. 111 (1er morceau) Beethoven Beethoven 111 Beethoven Sonate op. 111 Beethoven 111 - - - Beethoven op. 111 - Sonate de Beethoven 111 111  Sonate Beethoven Sonate op. 111  Beethoven Beethoven Sonate 111 - c I Paris, 1823 Sonate - - 1888/6/19 Diémer
Veyret Fantaisie op. 28 (Finale) Mendelssohn Mendelssohn Fantaisie finale Mendelssohn finale de la fantaisie op. 28 - - - - op. 28 Mendelssohn -
Fantaisie  Mendelssohn Fantaisie  Mendelssohn Finale fantaisie op. 28  Mendelssohn Mendelssohn Fantasia (Sonate écossaise) 28 - fis III (finale) Bonn, 1834 Fantaisie Fantaisie 1 - 1888/6/19 Diémer
Léon Sonate op. 57 (Final)  Beethoven Beethoven Sonate fa mineur finale Beethoven Sonate op. 57 - - - - - - Sonate  Beethoven Sonate Beethoven Finale Sonate op. 57 Beethoven Beethoven Sonate 57 - f III (finale) Zurich, 1803 Sonate - - 1888/6/19 DiémerBloch 7e fugue de Bach (dans tous les tons) - - - - - - - - - - - Bach Le Clavier bien tempéré - - Es - - Fugue - - 1888/6/19 Diémer
ou, onzième Rhapsodie Hongroise  Liszt Liszt Rhapsodie Liszt 11e Rhapsodie Hongroise - - - - Onzième Rhapsodie -
11e Rhapsodie Hongroise  Liszt Rhapsodie Liszt Liszt 11e Rhapsodie Hongroise  Liszt Liszt 11e Rhapsodie hongroise - S 244 a - Berlin, 1853 Rhapsodie - - 1888/6/19 Diémer
Staub 6e Étude ré♭  Saint-Saëns Saint-Saëns Étude Saint-Saëns 6e Étude - - - - Saint-Saëns Étude en ré bémol -
Étude  Saint-Saëns 6e étude ré♭  St Saëns 6e étude ré♭  Saint-Saëns Saint-Saëns Six études 52 - Des VI 1877 Étude(s) - - 1888/6/19 Diémer
Blandin 2e sonate (en sol min.)  Schumann Schumann sonate Schumann 3e sonate en sol mineur 3e Schumann - - - Schumann op. 22 - Sonate Schumann 3 sonate Schumann 2e sonate sol mineur Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1888/6/19 Diémer Duvernoy、Sayzey、Nolletは第3ソナタを記録している（うちDuvernoyはト短調を記録）、教授、議事録、Mathiasは第2ソナタを記録しているので作品22と同定。
Galand 1re Ballade Chopin Chopin 1re Ballade 1re ballade Chopin 1re ballade Chopin - - - 1re ballade op. 23 - 1re Ballade Chopin 1re Ballade Chopin 1re ballade Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1888/6/19 Diémer
Pierret 3e Ballade Chopin  Chopin 3e Ballade Chopin 3e Ballade 3e  ballade Chopin - - - 3e ballade Chopin - 3e Ballade Chopin  3e Ballade Chopin  3e Ballade Chopin  Chopin 3e Ballade 47 - As - Paris, 1841 Ballade - - 1888/6/19 Diémer
Quévremont Polonaise op. 22 (mi♭) Chopin Chopin Polonaise Chopin Polonaise op. 22 - - - - Chopin op. 22 - Polonaise  Chopin Polonaise de Chopin Polonaise op. 22 Chopin Chopin Grande Polonaise Brillante précédée d'un Andante Spianato 22 - Es - Paris, 1836 Danse Polonaise - 1888/6/19 Diémer
Risler Allegro de concert  Chopin Chopin Allegro de concert Chopin Allegro de concert - - - - Chopin op. 46 - All.o de concert  Chopin Allegro de concert  Chopin Allegro de concert  Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1888/6/19 Diémer
Stojozski Scherzo Ladoslas Zélenski - Ladoslas Zélenski Scherzo - - - - - - Scherzo Selenski Scherzo  Zélenski Scherzo Ladoslas Zélenski Władysław Żeleński Scherzo - - - - - 同定不可 - - 1888/6/19 Diémer
de Bériot Noel Presto Mendelssohn Mendelssohn fantaisie Mendelssohn Presto Fantaisie Mendelssohn - - - Op. 28 Mendelssohn -
Fantaisie de Mendelssohn Fantaisie Mendelssohn Presto Mendelssohn Mendelssohn Fantasia (Sonate écossaise) 28 - fis III (finale) Bonn, 1834 Fantaisie Fantaisie 1 - 1888/6/19 de Bériot
Williams Finale Sonate fa min. Beethoven Beethoven Finale Beethoven Sonate en fa mineur finale Sonate fa mineur finale Beethoven - - - op. 57 finale - Sonate Beethoven Finale  Beethoven Finale Sonate fa min. Beethoven Beethoven Sonate 57 - f III (finale) Zurich, 1803 Sonate - - 1888/6/19 de Bériot
Lachaume 1er all.o sonate Beethoven  Beethoven Sonate Beethoven  Sonate Sonate Beethoven - - - op. 27 - Sonate Beethoven Sonate Beethoven  1er allegro sonate Beethoven  Beethoven Sonate 27 - - I Vienne, 1802 Sonate - - 1888/6/19 de Bériot
Lévadé 2e Scherzo Chopin Chopin Scherzo Chopin Scherzo en si♭ mineur Scherzo Chopin - - - Op. 31 Scherzo de Chopin - Scherzo Chopin Scherzo Chopin 2e Scherzo Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1888/6/19 de Bériot
Barthélemy Polonaise mi♭ Chopin Chopin Polonaise Chopin Polonaise en mi♭ Scherzo Chopin - - - Op. 22 Chopin - Polonaise de Chopin Polonaise   Chopin Polonaise mi♭ Chopin Chopin Polonaise - - - - - Danse Polonaise - 1888/6/19 de Bériot
Riera Concerto fa min.  Chopin Chopin Concerto fa mineur Chopin Concerto en fa mineur 2d concerto Chopin - - - 2e concerto de Chopin - Concerto Chopin 2  Concerto Chopin Concerto fa min.  Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1888/6/19 de Bériot
Velondios 1er concerto Mendelssohn Mendelssohn Concerto sol Mendelssohn concerto en sol mineur Concerto Mendelssohn - - - Mendelssohn 1er conerto -
Concerto Mendelssohn Concerto Mendelssohn 1er concerto Mendelssohn Mendelssohn 1er concerto 25 - g III (finale) Londres, 1832 Concerto - - 1888/6/19 de Bériot
Dodement All.o di bravura  Weber Weber Sonate Finale Weber Allegro di bravura - - - - Weber Allegro di Brabura - All.o de Weber Fantaisie  Weber Allegro di bravura  Weber Weber 3e Sonate 49 - D
III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1888/6/19 de Bériot
Le Grand Concerto mi min. Chopin Chopin Concerto  mi Chopin 1er concerto Concerto mi mineur Chopin - - - Chopin 1er concerto - Concerto Chopin Concerto  Chopin Concerto mi min. Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1888/6/19 de Bériot
de Santesteban Allegro de concert  Guiraud Guiraud Allegro Guiraud Allegro - - - - Allegro Guiraud - All.o  Guiraud Guiraud Allegro de concert  Guiraud Guiraud Allegro de concert - - cis - Paris, 1885 Allegro-sonate - - 1888/6/19 de Bériot
Sabaté Concertstuck 1er allegro Weber Weber Concerto Weber Concert Stück Concerto Weber - - - Weber op. 49 - Concerto Weber Concert Weber Concert Weber Weber Concert-Stück 79 - f I Leipzig, 1823 Concertino - - 1888/6/19 de Bériot
Canivet Rondo capriccioso  Mendelssohn Mendelssohn caprice Mendelssohn Rondo capriccioso - - - - Mendelssohn op. 14 - Rondo Mendelssohn Rondo  Mendelssohn Rondo capriccioso  Mendelssohn Mendelssohn Rondo capriccioso 14 - E - Londres, 1830 Rondo - - 1888/6/19 de Bériot
de Martini Impromptu posthume  Chopin Chopin Impromptu Impromptu de Chopin en do♯ mineur Impromptu Chopin - - - Chopin Fantaisie Impromptu -
Impromptu Chopin Impromptu   Chopin Impromptu posthume  Chopin Chopin 2e Impromptu 36 - Fis - Paris, 1840 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1888/6/19 de Bériot
Tournemire Étude ut mineur  Chopin Chopin Étude Chopin Étude en do mineur Étude Chopin - - - Étude en ut mineur - Étude Chopin Étude  Chopin Étude ut mineur  Chopin Chopin Études - - ut - - Étude(s) - - 1888/6/19 de Bériot
Loppé Concerto  H. Herz Herz concerto Herz 5e Concerto - - - - Herz 5e concerto - Concerto de Herz Concerto  H. Herz 5e Concerto  H. Herz Herz 5e concerto 180 - f - 1854 Concerto - - 1888/6/19 de Bériot
Argaing Concerto ut mineur  Beethoven Beethoven Concerto Beethoven Concerto en do mineur Concerto ut mineur - - - Beethoven  ut mineur - Concerto Beethoven Concerto  Beethoven Concerto ut mineur  Beethoven Beethoven 3e Concerto 37 - c - Vienne, 1804 Concerto - - 1888/6/19 de Bériot « avec coupure il dure 4 minutes 1/2 »
Delaborde Hutin Fantaisie chromatique  Bach Bach Fantaisie chromatique Bach Fantaisie chromatique - - - - Bach Chromatique - - Fantaisie  Bach Fantaisie chromatique J. S. Bach Bach Fantaisie chromatique et fugue - BWV 903 d I
[1720, rev. ca 1730] Fantaisie Fantaisie 1 - 1888/6/19 Delaborde
Berlin Fugue  J. S. Bach Bach Fugue Bach Fugue en la mineur - - - - Bach Liszt la mineur - - Fugue Bach Fugue Bach Bach-Liszt Sechs Präludien und Fugen für die Orgel - S 462 a I Leipzig, 1852 Arrangement Fugue - 1888/6/19 Delaborde
Minard Sonate  Schumann Schumann Sonate Schumann Sonate - - - - Schumann op. 22 - - Schumann Sonate Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1888/6/19 DelabordeDufourcq Concerto St Saëns Saint-Saëns Concerto Saint-Saëns Concerto en sol mineur - - - - - - - Concerto   St Saëns Concerto   Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g - 1868 Concerto - - 1888/6/19 Delaborde
Querrion Sonate  Chopin Chopin Sonate Chopin Sonate - - - - - - - Sonate Chopin Sonate Chopin Chopin Sonate - - - - - Sonate - - 1888/6/19 Delaborde
Nassberg Sonate  Schumann Schumann Sonate Schumann Sonate sol mineur - - - - op. 22 - - Sonate Schumann Sonate  Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1888/6/19 Delaborde
de Possel Davides-bundler  Schumann - Schumann morceau - - - - - - - David  Schumann Davidesbundler  Schumann Schumann Davidsbündlertänze: 18 character-pieces 6 - - - 1837 Morceaux caractéristiques - - 1888/6/19 DelabordeLepitre Polonaise  Chopin Chopin Polonaise Chopin Polonaise en mi♭ - - - - - - - Polonaise Chopin Polonaise Chopin Chopin Polonaise - - - - - Danse Polonaise - 1888/6/19 Delaborde
Cherchewsky Allegro de concert  Guiraud Guiraud Allegro Guiraud (Allegro de) - - - - - - - Allegro  Guiraud Allegro de concert  Guiraud Guiraud Allegro de concert - - cis - Paris, 1885 Allegro-sonate - - 1888/6/19 Delaborde
Ruckert Allegro de concert  Chopin Chopin Allegro Chopin Allegro de concert - - - - Chopin op. 46 Allegro - - Allegro  Chopin Allegro de concert Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1888/6/19 Delaborde
Szymansky Sonate  Weber Weber Sonate Weber Sonate - - - - Weber op. 39 - - Ballade Weber Sonate Weber Weber SOnate - - - - - Sonate - - 1888/6/19 DelabordeLeclère Concerto  Chopin Chopin Concerto Chopin Concerto en fa mineur - - - - Chopin 2e - - Concerto  Chopin Concerto fa min.  Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1888/6/19 Delaborde
Allard Sonate  Chopin Chopin Sonate Chopin op. 58 - - - - Op. 58 Chopin - - Sonate  Chopin Sonate  Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1888/6/19 DelabordeGalezowska Sonate  Chopin Chopin Sonate Chopin Sonate - - - - - - - Sonate  Chopin Sonate  Chopin Chopin Sonate - - - - - Sonate - - 1888/6/19 Delaborde
Lefort Allegro de concert  Chopin Chopin Allegro Chopin Allegro de concert - - - - - - - Allegro  Chopin Allegro de concert Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1888/6/19 Delaborde
Duvernoy Jaeger Variations Don Juan.  Chopin Chopin Variations Chopin Variations sur un Thème de Don Juan - - - - Chopin op. 2 - - Variat. s Chopin Variations sur Don Juan  Chopin Chopin "La ci darem la mano" Varié 2 - B - Paris, 1833 Variations - - 1888/6/19 Duvernoy
Depecker 32 variations  Beethoven Beethoven Variations Beethoven 32 variations - - - - 32 variations - - Variat.  Beethoven 32 variations Beethoven Beethoven 32 Variationen über ein eigenes Thema  - WoO.80 - - Vienne, 1807 Variations - - 1888/6/19 Duvernoy
Oger Marguerite Fantaisie  Chopin Chopin Fantaisie Chopin Fantaisie - - - - Chopin op. 47 - - Fantaisie Chopin Fantaisie Chopin Chopin Fantaisie 49 - f/As - Paris, 1841 Fantaisie Fantaisie 1 - 1888/6/19 Duvernoy Mathiasはop.47と記しているが、教授、議事録、3名の試験官は « Fantaisie » と記しているのでop. 49と同定した。
Lhotelier Isabelle Scherzo si♭ min.  Chopin Chopin Scherzo Chopin Scherzo en si♭ mineur - - - - Chopin Scherzo op. 31 - - Scherzo Chopin Scherzo si♭ min.  Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1888/6/19 Duvernoy
Weyler Études symphoniques  Schumann Schumann Études symphoniques Schumann Étude symphonique - - - -
Schumann Études symphoniques
- - Étude Schumann Étude symphonique Chopin [sic. Schumann] Schumann 12 Études symphoniques 13 - cis-Des - 1837 Variations - - 1888/6/19 Duvernoy
Qnanté Impromptu fa#  Chopin Chopin Impromptu fa♯ Chopin Impromptu - - - - Chopin 2e Impromptu - - Impromptu Chopin Impromptu fa# Chopin Chopin 2e Impromptu 36 - Fis - Paris, 1840 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1888/6/19 Duvernoy
Vannier Allegro Sonate sol min.  Schumann Schumann sonate Schumann Sonate en sol mineur - - - - Schumann op. 22 - - Ballade  Schumann Sonate sol min. Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1888/6/19 Duvernoy
Nolletは « Ballade » 
を記録しているが、教授、議事録、3名の教官はソナタを記録しているので作品22と
同定。Dieudonné Sonate ré maj. Scarlatti Scarlatti Sonate Scarlatti Sonate - - - - - - - Scarlatti Sonate ré maj. Scarlatti Scarlatti Sonate - - D - - Sonate - - 1888/6/19 Duvernoy
Petit-Gerard Allegro Sonate op. 106 Beethoven Beethoven sonate Beethoven Sonate op. 106 - - - - Beethoven op. 106 - - Beethoven Sonate op. 106 Beethoven Beethoven Sonate 106 - B I Vienne, 1819 Sonate - - 1888/6/19 Duvernoy
Beauvais Ballade sol min.  Chopin Chopin Ballade Chopin Ballade en sol mineur - - - - Ballade sol mineur - Ballade de Chopin Ballade  Chopin Ballade sol min.  Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1888/6/19 DuvernoyPellarin Allegro de concert  Guiraud Guiraud Allegro Guiraud Allegro de - - - - - - All.o Guiraud Allegro Guiraud Allegro de concert  Guiraud Guiraud Allegro de concert - - cis - Paris, 1885 Allegro-sonate - - 1888/6/19 Duvernoy
Samuel Allegro Sonate ré min.  Beethoven Beethoven Sonate Beethoven Sonate en ré mineur - - - - Beethoven op. 31 no. 2 -
Allegro Sonate ré min.  Beethoven Sonate  Beethoven Sonate ré min.  Beethoven Beethoven Sonate 31-2 - d I Zurich, 1803 Sonate - - 1888/6/19 Duvernoy
Beutter Fantaisie ut maj.  Schubert Schubert Fantaisie Schubert (Fantaisie de) en do majeur - - - - - - Fantaisie Schubert Fantaisie  Schubert Fantaisie ut maj.  Schubert Schubert Fantaisie 15 D 760 C - 1823 Fantaisie Fantaisie 1 - 1888/6/19 Duvernoy- - - - - - - - - - Étude  Chopin - Chopin Étude - - - - - Étude(s) - - 1888/6/19 Duvernoy
Chapart Scherzo si♮ min.  Chopin Chopin Scherzo no. 1 Chopin Scherzo en si mineur - - - - Scherzo si mineur Chopin - Scherzo Chopin C.  Chopin Scherzo si min.  Chopin Chopin 1er Scherzo 20 - h - Paris, 1835 Scherzo - - 1888/6/19 Duvernoy
« NolletはC. [Concerto] » と記しているが、教授、議事録、4名の試験官は« Scherzo » を記録しているのでScherzoと同定。
Gennaro Air varié  Haendel Haendel Air varié Haendel Thème varié - - - - - - Air varié Handel air v.  Handel Handel air varié Händel Air varié - - - - - Variations Variations (baroque) - 1888/6/19 Duvernoy
Marlreich Scherzo si♭ mineur Chopin Chopin Scherzo si♭ mineur Chopin Scherzo en si♭ mineur - - - - Op. 31 Chopin - Scherzo de Chopin Scherzo  Chopin Scherzo si[♭] mineur Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1888/6/19 Duvernoy
Kiemlé Finale sonate ré mineur  Weber Weber Finale sonate Weber Finale d'une sonate - - - - Weber Rondo - Finale  Weber Finale  Weber Finale sonate ré mineur  Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1888/6/19 Duvernoy
Fissot Morhange Variations chromatiques  Bizet Bizet Variations Bizet Variations chromatiques - - - - Bizet Variations - - Variations Bizet Variations chromatiques  G. Bizet Bizet Variations chromatiques - - C/c - Paris, 1868 Variations - - 1888/6/19 Fissot
Jusseaume Variations sérieuses  Mendelssohn Mendelssohn Variations Mendelssohn Variations sérieuses - - - - Mendelssohn op. 54 - - Variations Mendelssohn Variations sérieuses Mendelssohn Mendelssohn Variations sérieuses 54 - d - Vienne, 1841 Variations - - 1888/6/19 Fissot
Benech Impromptu fa# majeur.  Chopin Chopin Impromptu Chopin Impromptu - - - - Chopin 2e Impromptu - - Improm.t  Chopin Impromptu fa# maj.  Chopin Chopin 2e Impromptu 36 - Fis - Paris, 1840 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1888/6/19 Fissot
Jétot Allegro de concert   Chopin Chopin Allegro Chopin Allegro de concert - - - - Op. 46 Allegro de concert - - Allegro  Chopin Allegro de concert  Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1888/6/19 Fissot
Viseur Chœur des Fileuses  Wagner-Liszt Liszt Fileuses Liszt Chœur des Fileuses - - - - - - - Fileuses  Liszt Chœur des fileuses  Wagner-Liszt Wagner-Liszt Spinnerlied aus dem Fliegenden Holländer, S.440 - S 440 C - Leipzig, 1860 Arrangement - - 1888/6/19 Fissot
Demonveaux 4e Ballade en fa mineur  Chopin Chopin Ballade Chopin Ballade - - - - 4e ballade Chopin - - Ballade  Chopin 4e Ballade  Chopin Chopin 4e Ballade 52 - f - Paris, 1843 Ballade - - 1888/6/19 Fissot
Seeliger Sonate sol min. Schumann Schumann Sonate Schumann ballade - - - - Schumann op. 22 - - Ballade  Schumann Sonate sol min. Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1888/6/19 Fissot
DuvernoyとNolletは « Ballade » 
を記録しているが、教授、議事録、2名の試験官はソナタを記録しているのだ作品22と同定。
Marais Berceuse  Chopin Chopin Berceuse Chopin Berceuse - - - - Berceuse - - Berceuse  Chopin Berceuse  Chopin Chopin Berceuse 57 - Des - Paris, 1845 Morceaux caractéristiques Berceuse - 1888/6/19 Fissot
Bourlier Finale Presto fa♯ Mendelssohn Chopin Presto Mendelssohn Presto fa♯ mineur - - - - - - - Scherzo  Mendelssohn Finale Presto fa♯ Mendelssohn Mendelssohn Scherzo a capriccio - U 113 fis - Paris, 1836 Scherzo - - 1888/6/19 Fissot Thomasは作曲者をショパンと記録しているが、教授、議事録、2名の試験官はメン
デルスゾーンと記録しているのでメンデルスゾーンと同定。 »
Sarcey Fantaisie  Chopin Chopin Fantaisie Chopin Fantaisie - - - - Chopin Fantaisie - - Fantaisie  Chopin Fantaisie  Chopin Chopin Fantaisie - - - - - Fantaisie Fantaisie 1 - 1888/6/19 FissotPerissoud 1er morceau op. 111  Beethoven Beethoven Sonate 111 Beethoven Sonate op. 111 - - - - - - - Sonate  Beethoven Sonate op. 111  Beethoven Beethoven Sonate 111 - c I Paris, 1823 Sonate - - 1888/6/19 Fissot
Gaffré Sonate si mineur Chopin  Chopin Sonate si mineur Chopin Sonate - - - - 111 - - Sonate  Chopin  Sonate si mineur Chopin  Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1888/6/19 Fissot
Parisot Ballade sol min. Chopin Chopin Ballade Chopin Ballade en sol mineur - - - - Chopin op. 23 - - Ballade  Chopin Ballade sol min. Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1888/6/19 Fissot
Panthès un soupir Étude de concert Liszt - Il sospiro Liszt - - - - Liszt un sospiro - - Soupir  Liszt Étude ré♭ Liszt Liszt Trois grandes études de concert - S 144 Des III Paris, 1849 Étude(s) - - 1888/6/19 Fissot
Chrétien Concerto sol min. St-Saëns Saint-Saëns Concerto sol Saint-Saëns Concerto en sol mineur - - - - Saint-Saëns Concerto en sol mineur - - Concerto St Saëns Concerto en sol min. Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g - 1868 Concerto - - 1888/6/19 Fissot
Buval Allegro appassionato St-Saëns Saint-Saëns Allegro de concours Saint-Saëns Allegro de concours - - - - Allegro de M.  Saint-Saëns - - Allegro  St Saëns Allegro appassionato Saint-Saëns Saint-Saëns Allegro appassionato 70 - cis - 1884 Allegro-sonate - - 1888/6/19 Fissot
Jotot Concerto fa mineur  Chopin Chopin Concerto fa mineur Chopin Concerto en fa mineur - - - - Chopin 2e concerto - - Concerto  Chopin Concerto fa min.  Chopin Chopin 2e concerto 21 - f - Paris, 1836 Concerto - - 1888/6/19 Fissot
1888-1889 1889/1/21 Diémer Fabre Le mouvement perpétuel de Weber Weber Mouvement perpétuel Weber Le mouvement perpétuel Le mouvement perpétuel Weber - - - Weber op. 24 - - - Mouvement perpétuel Weber Weber 1re Sonate 24 - C IV (finale) Berlin, 1812 Sonate - - 1889/1/21 DiémerFlesch -  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1889/1/21 Diémer « demande à quitter la classe »
Baume Barcarolle de Chopin Chopin Barcarolle Chopin Barcarolle Barcarolle Chopin - - - Barcarolle de Chopin - - - Barcarolle Chopin Chopin Barcarolle 60 - Fis - Paris, 1846 Morceaux caractéristiques Barcarolle - 1889/1/21 DiémerCatherine Allegro de concert  Guiraud Guiraud Allegro de concert Guiraud Allegro de concert Allegro de concert Guiraud - - - - - - - Allegro de concert Guiraud Guiraud Allegro de concert - - cis - Paris, 1885 Allegro-sonate - - 1889/1/21 Diémer
Veyret -  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1889/1/21 Diémer « absent depuis la rentrée, s'est engagé comme militaire »
Bloch 1er morceau Sonate op. 111  Beethoven Beethoven 111 Beethoven op.111 - - - - Beethoven 111 - - - Sonate op.111  Beethoven Beethoven Sonate 111 - c I Paris, 1823 Sonate - - 1889/1/21 Diémer
Blandin Polonaise op. 22  Chopin Chopin Polonaise Chopin Polonaise op. 22 Polonaise Chopin - - - Chopin op. 22 - - - Polonaise op. 22  Chopin Chopin Grande Polonaise Brillante précédée d'un Andante Spianato 22 - Es - Paris, 1836 Danse Polonaise - 1889/1/21 DiémerGaland Sonate si♮ min:   Chopin Chopin Sonate Chopin Sonate Sonate Chopin - - - - - - - Sonate si min.  Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1889/1/21 Diémer
Pierret Choeur des Fileuses du Vaisseau-Fantôme  Wagner-Liszt Liszt Vaisseau fantôme Choeur des Fileuses du Vaisseau fantôme Wagner-Liszt Fileuses de Wagner Arrangement de Liszt - - -
Wagner-Liszt Choeur des Fileuses
- - - Chœur des fileuses  Wagner-Liszt Wagner-Liszt Spinnerlied aus dem Fliegenden Holländer, S.440 - S 440 C - Leipzig, 1860 Arrangement - - 1889/1/21 Diémer
Quévremont Étude ré♭ Liszt Liszt Étude Liszt Étude ré ♭ - - - - Un sospiro Liszt - - - Étude ré♭ Liszt Liszt Trois grandes études de concert - S 144 Des III Paris, 1849 Étude(s) - - 1889/1/21 Diémer
Risler Finale sonate en mi maj. Mendelssohn Mendelssohn sonate Finale Mendelssohn sonate - - - - Mendelssohn sonate finale - - - Finale sonate mi maj. Mendelssohn Mendelssohn Sonate 6 - E
IV (finale) Berlin, 1826 Sonate - - 1889/1/21 Diémer
Stojozski Toccata et Fugue pour orgue Bach transcrite par Tausig Bach Toccata et Fugue Toccata et fugue Bach transcrites par Tausig Toccata Bach - - - - - - - Toccata et Fugue  Bach-Tausig Bach-Tausig Toccata und Fugue - BWV 565 d - Berlin ca 1871? Arrangement - - 1889/1/21 Diémer
de Bériot Williams - Schumann Kreisleriana Schumann Kreisleriana Kreisleriana Schumann - - - Kreisreliana - - - Kreisleriana  Schumann Schumann Kreisleriana: Fantasien 16 - - - 1838 Morceaux caractéristiques - - 1889/1/21 de Bériot
Lachaume - Liszt Fileuses Chœur des Fileuses Liszt fileuses Liszt - - - - - - - Chœur des fileuses  Wagner-Liszt Wagner-Liszt Spinnerlied aus dem Fliegenden Holländer, S.440 - S 440 C - Leipzig, 1860 Arrangement - - 1889/1/21 de Bériot
Barthélemy - Mendelssohn caprice Mendelssohn Caprice op.22 Caprice Mendelssohn - - - Mendelssohn op. 22 - - - Caprice op. 22  Mendelssohn Mendelssohn Capriccio brillant 22 - h - Londres, 1832 Concertino - - 1889/1/21 de Bériot
Velondios - Chopin Étude Chopin Étude Étude Chopin - - - Chopin Étude en ut mineur - - - Étude  ut mineur  Chopin Chopin - - - - - - Étude(s) - - 1889/1/21 de Bériot
Dodement - Beethoven Sonate Beethoven Sonate Sonate Beethoven - - - op. 7 Beethoven - - - Sonate op. 7   Beethoven Beethoven Sonate 7 - Es IV (finale) Vienne, 1897 Sonate - - 1889/1/21 de Bériot
de Santesteban - Vieuxtemps Lucien  Marche hongroise Lucien Vieuxtemps Marche hongroise - - - - Vieuxtemps Marche hongroise - - - Marche hongroise Lucien Vieuxtemps Lucien Vieuxtemps Marche hongroise 11 - g - ca  1858
Morceaux caractéristiques - - 1889/1/21 de Bériot
Sabaté - Weber Polonaise en mi♮ Weber Polonaise en mi majeur Polonaise Weber - - - Weber op. 72 - - - Polonaise en mi maj.  Weber Weber Polacca brillante 72 - E - Berlin, 1819 Danse Polonaise - 1889/1/21 de Bériot
Canivet - Weber Rondo Weber Rondeau mi♭ Rondo Weber - - - Weber op. 62 - - - Rondo mi♭　Weber Weber Rondo brillant 62 - Es - Berlin, 1819 Rondo - - 1889/1/21 de Bériot
de Martini - de Bériot Sonate de Bériot Ballade Ballade  Bériot - - - Bériot Sonate - - - de Bériot de Bériot - - - - - 同定不可 - - - 1889/1/21 de BériotTournemire - Chopin Sonate allegro Chopin Sonate en si♭ mineur - - - - - - - - Chopin Scherzo si♭ min. Chopin 2e Sonate 35 - b I Paris, 1840 Sonate - - 1889/1/21 de Bériot
Loppé - Hummel Sonate Hummel Sonate de - - - - Hummel op. 104 - - - Sonate  Hummel Hummel Sonate - - - - - Sonate - - 1889/1/21 de Bériot
Argaing - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1889/1/21 de Bériot « depuis un mois il a quitté la classe pour cause de la santé. Je ne sais pas encore s'il participera à l'examen.AJ37/304 : « Absent, malade »
Delaborde Minard Finale d'une sonate de Chopin Chopin  Finale Chopin  Finale de la sonate si mineur - - - - Chopin op. 58 - - - Finale sonate  Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h IV Paris, 1845 Sonate - - 1889/1/21 Delaborde
Dufourcq Ballade de Chopin Chopin Ballade Chopin Ballade - - - - Chopin op. 23 - - - Ballade  Chopin Chopin Ballade - - - - - Ballade - - 1889/1/21 Delabordede Possel Sonate de Chopin Chopin Sonate Chopin Sonate - - - - Chopin 58 - - - Sonate Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1889/1/21 Delaborde
Lepitre Scherzo de Chopin Chopin Scherzo si♭ Chopin Scherzo si♭ mineur - - - - Chopin op. 31 - - - Scherzo Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1889/1/21 Delaborde
Ruckert Sonate de Chopin Chopin Sonate Chopin Sonate Sonate Chopin - - - Chopin op. 35 - - - Chopin Sonate Chopin 2e Sonate 35 - b - Paris, 1840 Sonate - - 1889/1/21 Delaborde
Szymansky Sonate de Chopin Chopin Sonate Chopin Sonate Polonaise Chopin - - - Chopin op. 52 - - - Chopin Sonate Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1889/1/21 Delaborde SauzeyはPolonaiseを記録しているが、教授、議事録、2名の試験官はソナタを記録しているのでソナタと同定。
Leclère C.to de St-Saëns Saint-Saëns Concerto sol mineur Saint-Saëns Concerto en sol mineur - - - - Saint-Saëns sol mineur - - - Concerto  Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g I 1868 Concerto - - 1889/1/21 Delaborde
Allard C.to de St-Saëns Saint-Saëns Concerto sol mineur Saint-Saëns Concerto en sol mineur - - - - Saint-Saëns lo stesso - - - Concerto  Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g - 1868 Concerto - - 1889/1/21 Delaborde
Lefort Sonate Schumann - Schumann Sonate de Sonate Schumann - - - Schumann […] sol mineur - - - Sonate Schumann Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1889/1/21 Delaborde
Duvernoy Jaeger Nocturne ut min.  Chopin Chopin Nocturne Chopin Nocturne - - - - Chopin Nocturne - - - Nocturne ut min.  Chopin Chopin Nocturne 48 - c I Paris, 1841 Morceaux caractéristiques Nocturne - 1889/1/21 Duvernoy
Finale Sonate l'Aurore Beethoven - - - - - - - - - - - Beethoven Sonate 53 - C III (finale) Zurich, 1803 Sonate - - 1889/1/21 DuvernoyFinale sonate en sol  Scarlatti - - - - - - - - - - - Scarlatti Sonate - - g - - Sonate - - 1889/1/21 Duvernoy
Weyler Allegro sonate la♭  Weber - Weber Sonate la♭ Sonate la♭Weber - - - Weber op. 39 - - - Allegro sonate la♭　　Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1889/1/21 Duvernoy7e Étude  Chopin - - - - - - - - - - - Chopin Études - - - - - Étude(s) - - 1889/1/21 Duvernoy
Qnanté Le roi des aulnes  Schubert-Liszt Liszt Roi des aulnes Liszt Le roi des aulnes Roi des aulnes - - - Le roi des aulnes - - - Le roi des aulnes  Schubert-Liszt Schubert-Liszt 12 Mélodies de François Schubert - S 558 g III Paris, ca 1837 Arrangement - - 1889/1/21 DuvernoyÉtude  Henselt - - - - - - - - - - - Henselt Étude - - - - - Étude(s) - - 1889/1/21 Duvernoy
Vannier Sonate si min.　Chopin Chopin Sonate Chopin Sonate Si mineur Chopin - - - Chopin - - - Sonate si min.　Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h - Paris, 1845 Sonate - - 1889/1/21 Duvernoy
Papillons  Schumann - - - - - - - - - - - Schumann Papillons 2 - - - 1831 Morceaux caractéristiques - - 1889/1/21 Duvernoy
Dieudonné Concerto sol min.  St-Saëns Saint-Saëns Concerto Saint-Saëns Concerto Concerto Saint-Saëns - - - Saint-Saëns sol mineur - - - Concerto sol min.  Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g - 1868 Concerto - - 1889/1/21 Duvernoy
5e Étude  Chopin - - - - - - - - - - - Chopin Études - - - - - Étude(s) - - 1889/1/21 Duvernoy
Petit-Gerard 32 variations  Beethoven Beethoven Variations Beethoven 30 variations - - - - Beethoven 32 variations - - - 32 variations  Beethoven Beethoven
32 Variationen über ein eigenes Thema  - WoO.80 - - Vienne, 1807 Variations - - 1889/1/21 Duvernoy Duvernoyは « 30 variations » を記録しているが、教授、議事録、Mathiasは« 32 varioations »を記録しているのでWoO.80と同定。
Finale sonate en la bémol  Weber - - - - - - - - - - - Weber 2e Sonate 39 - As IV (finale) Berlin, 1816 Sonate - - 1889/1/21 DuvernoyBeauvais - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1889/1/21 Duvernoy AJ 37/304 : « malade »
Pellarin Allegro 4e sonate de Weber Weber Sonate Sonate en mi mineur Sonate Weber - - - 4e sonate Weber - - - - Weber 4e Sonate 70 - e I Berlin, 1822 Sonate - - 1889/1/21 DuvernoyBallade sol min.  Chopin - - - - - - - - - - Ballade sol min.  Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1889/1/21 Duvernoy
Samuel Allegro de concert Guiraud Guiraud  Allegro Guiraud  Allegro Allegro Guiraud - - - - - - - Allegro de concert Guiraud Guiraud Allegro de concert - - cis - Paris, 1885 Allegro-sonate - - 1889/1/21 Duvernoy
3e prélude  Mendelssohn - - - - - - - - - - - Mendelssohn Prélude - - - - - Prélude(s) - - 1889/1/21 Duvernoy
Beutter Étude valse  St-Saëns Saint-Saëns Valse Saint-Saëns Étude valse Valse Saint-Saëns - - - Saint-Saëns Étude-Valse - - - Étude valse  Saint-Saëns Saint-Saëns Six études 52 - Des VI 1877 Étude(s) - - 1889/1/21 Duvernoy
1er prélude  Mendelssohn - - - - - - - - - - - Mendelssohn Six Préludes et fugues 35 - e/E I Paris, 1837 Prélude(s) - - 1889/1/21 Duvernoy
Chapart Allegro sonate sol min  Schumann - - - - - - - - - - - Schumann 2e Sonate 22 - g - 1839 Sonate - - 1889/1/21 Duvernoy
Impromptu la♭ Chopin Chopin Impromptu Chopin Impromptu Ballade Chopin - - - Chopin op. 29 - - - Chopin Impromptu la♭ Chopin Impromptu 29 - As - Paris, 1837 Morceaux caractéristiques Impromptu - 1889/1/21 DuvernoyGennaro Sonate la♭  Beethoven - - - - - - - - - - - Beethoven Sonate - - As - - Sonate - - 1889/1/21 Duvernoy
Finale sonate en sol  Scarlatti Scarlatti Finale - Toccata Scarlatti - - - Scarlatti *** en sol - - - Finale sonate en sol  Scarlatti Scarlatti Sonate - - g - - Sonate - - 1889/1/21 Duvernoy
Marlreich Finale sonate la♭ Weber Weber Sonate la♭ Weber Rondo en la♭ Finale Weber - - - Weber op. 39 - - - Finale  la♭  Weber Weber 2e Sonate 39 - As IV (finale) Berlin, 1816 Sonate - - 1889/1/21 Duvernoy
Chœur des Fileuses  Wagner-Liszt - - - - - - - - - - - Wagner-Liszt Spinnerlied aus dem Fliegenden Holländer, S.440 - S 440 C - Leipzig, 1860 Arrangement - - 1889/1/21 Duvernoy
Kiemlé 1re Fugue  Mendelssohn Mendelssohn fugue Mendelssohn 1re fugue 1re étude Mendelssohn - - - Mendelssohn 1er fugue - - - 1re Fugue  Mendelssohn Mendelssohn Six Préludes et fugues 35 - e/E I Paris, 1837 Fugue - - 1889/1/21 Duvernoy
1re étude 2e chaier Chopin - Étude Op. 25-1 - - - - - - - - - Chopin Études 25 - As I Paris, 1837 Étude(s) - - 1889/1/21 Duvernoy
Fissot Morhange Allegro de concert Chopin Allegro Chopin Allegro de concert - - - - Chopin Allegro de concert - - - Allegro de concert Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1889/1/21 Fissot
Jétot Scherzo  Saint-Saëns-Bizet Saint-Saëns Scherzo Allegro Saint-Saëns Allegro (finale de ** concerto en sol mineur) - - - -
Saint-Saëns Allegro Scherzo du concerto
- - - Scherzo Bizet-Saint-Saëns Saint-Saëns-Bizet 2e concerto (trans. par Bizet) 22 - g II Paris, 1876 Arrangement Concerto (transcription) - 1889/1/21 Fissot
Bourlier Variations  Bizet Bizet Variations Bizet Variations - - - - Bizet Variations - - - Variations chromatiques Bizet Bizet Variations chromatiques - - C/c - Paris, 1868 Variations - - 1889/1/21 Fissot
Sarcey Scherzo si min. Chopin Chopin Scherzo Chopin Scherzo si mineur Scherzo Chopin - - -  Scherzo si mineur - - - Scherzo si mineur Chopin Chopin Scherzo - - - - - 同定不可 - - 1889/1/21 Fissot
Perissoud 1er morceau sonate  Mendelssohn Mendelssohn Sonate Mendelssohn sonate en mi majeur 1er morceau sonate Mendelssohn - - - Mendelssohn Sonate - - - Sonate  Mendelssohn Mendelssohn Sonate 6 - E - Berlin, 1826 Sonate - - 1889/1/21 Fissot
Chrétien 1er morceau sonate 111  Beethoven Beethoven 111 Beethove op. 111 Sonate Beethoven - - - Beethove, 111 - - - Sonate op. 111 Beethoven Beethoven Sonate 111 - c I Paris, 1823 Sonate - - 1889/1/21 Fissot
Buval Finale croisée   Weber Weber Finale Concerto Weber Concert Stuck [sic.] Finale Concerto Weber - - - Croisé  Finale - - - Finale Concerto  Weber Weber Concert-Stück 79 - F III (finale) Leipzig, 1823 Concertino - - 1889/1/21 Fissot
Jotot Ballade  sol min. Chopin Chopin Ballade Chopin Ballade no. 1 Ballade Chopin - - - La ballade de Chopin - - - Ballade  sol min. Chopin Chopin 1re Ballade 23 - g - Paris, 1836 Ballade - - 1889/1/21 Fissot
1888-1889 1889/6/18 Diémer Fabre Finale 3e sonate de Weber - Weber Finale de la 3e sonate - - - - Final  op. 49 - - S. Weber Finale 3e sonate  Weber Weber 3e Sonate 49 - D III (finale) Berlin, 1817 Sonate - - 1889/6/18 Diémer
Baume Polonaise d'Oneguïne  Tscaikowsky-Liszt Tscaikowsky Polonaise Polonaise d'Oneguïne Tscaikowsky-Liszt Polonaise Tscaikowsky - - -
Tscaikowsky "Onnéguine"
- - Polonaise  Tscaikowsky Polonaise d'Oneguïne Tscaikowsky-Liszt Tchaikovsky-Liszt Polonaise aus der Opera Jewgeny Onegin - S 429 G - Moscou, 1880 Arrangement - - 1889/6/18 Diémer
Catherine Sonate si mineur (Ier morceau)  Chopin Chopin Sonate Chopin Sonate si mineur Sonate Chopin - - - Chopin, op. 58 - - S. Chopin Sonate si min. Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h I Paris, 1845 Sonate - - 1889/6/18 Diémer
Bloch Étude en forme de Valse  Saint-Saëns Saint-Saëns Étude Saint-Saëns Étude en forme de Valse [op.52-6] Étude Saint-Saëns - - - St Saëns Étude Valse - - Étude  St Saëns Étude en forme de Valse Saint-Saëns Saint-Saëns Six études 52 - Des VI 1877 Étude(s) - - 1889/6/18 Diémer
Blandin Sonate en la♭ (1er morceau)  Weber Weber Sonate Weber Sonate en la ♭ (1er morceau) - - - - - - - S. Weber Sonate la ♭ Weber Weber 2e Sonate 39 - As I Berlin, 1816 Sonate - - 1889/6/18 Diémer
Galand Scherzo si♭ min.  Chopin Chopin Scherzo Chopin Scherzo Scherzo Chopin - - - Chopin op. 31 - - Scherzo  Chopin Scherzo si♭ min. Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1889/6/18 Diémer
Pierret La vélocité-Étude  G. Mathias Mathias Étude G. Mathias La vélocité Étude Étude Mathias - - - Moi-même - - Étude Mathias La vélocité Étude  G. Mathias Mathias Études spéciales de style et de mécanisme 28 - a VIII Paris, 1862 Étude(s) - - 1889/6/18 Diémer
Quévremont 8e Polonaise  Chopin Chopin Polonaise Chopin 8e polonaise Polonaise Chopin - - - Polonaise 8e - - P.  Chopin 8e polonaise  Chopin Chopin Polonaise 53 - As - Paris, 1843 Danse Polonaise - 1889/6/18 Diémer
Risler Sonate op. 106 (1er morceau)  Beethoven Sonate Beethoven 106 Beethoven Sonate op. 106 (1er morceau) Sonate op. 106 Beethoven - - - Op. 106 - - s. 106  Beethoven Sonate op. 106  Beethoven Beethoven Sonate 106 - B I Vienne, 1819 Sonate - - 1889/6/18 Diémer
Stojozski Variations symphoniques  Schumann Schumann Variations symphoniques Schumann Variations symphoniques - - - -
Schumann, Études symphoniques
- - Via.  Schumann Variations symphoniques  Schumann Schumann 12 Études symphoniques 13 - cis-Des - 1837 Variations - - 1889/6/18 Diémer
de Bériot Williams - Chopin Sonate Chopin Sonate - - - - Chopin op. 58 Final - - Ballade Chopin Sonate Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h IV (finale) Paris, 1845 Sonate - - 1889/6/18 de Bériot
Nolletは« Ballade » 
を記録しているが、教授、議事録、3名の教官はソナタを記録しているのでソナタと
同定。Lachaume - Grieg Concerto - - - - - Grieg - - Concerto  Grieg Concerto  Grieg Grieg Concerto 16 - a - Leipzig, 1872 Concerto - - 1889/6/18 de Bériot
Velondios - Fileuses Liszt Choeur des Fileuses Liszt Fileuse de Liszt - - - Chœur des fileuses  mi♮ - - Fileuses  Liszt Chœur des fileuses  Wagner-Liszt Wagner-Liszt
Spinnerlied aus dem Fliegenden Holländer, S.440 - S 440 C - Leipzig, 1860 Arrangement - - 1889/6/18 de Bériot
Dodement - Chopin 2e Ballade Chopin 2e Ballade - - - - 2e Ballade  Chopin - - Ballade  Chopin 2e Ballade  Chopin Chopin 2e Ballade 38 - F/a - Paris, 1840 Ballade - - 1889/6/18 de Bériot
de Santesteban - Liszt Rhapsodie Liszt Rhapsodie Rhapsodie Liszt - - - Liszt　Rhapsodie  - - Rap.  Liszt Rhapsodie  Liszt Liszt Rhapsodie - - - - - Rhapsodie - - 1889/6/18 de Bériot
Sabaté - Liszt Rhapsodie Liszt Rhapsodie Rhapsodie Liszt - - - Liszt　Rhapsodie  - - Rap.  Liszt Rhapsodie  Liszt Liszt Rhapsodie - - - - - Rhapsodie - - 1889/6/18 de Bériot
Canivet - Beethoven Sonate Beethoven Sonate - - - - Beethoven 　moonshine  Sonate - - Son. Beethoven Sonate Beethoven Beethoven Sonate 27-2 - cis - Vienne, 1802 Sonate - - 1889/6/18 de Bériot Mathias は« Moonshine » と表記。
de Martini - Chopin Scherzo Chopin Scherzo - - - - Chopin　op. 31 - - Scherzo  Chopin Scherzo  Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1889/6/18 de Bériot
Loppé - Mendelssohn Concerto Mendelssohn Concerto en ré mineur - - - - Mendelssohn 2e Concerto - - Con. Mendelssohn Concerto Mendelssohn Mendelssohn 2e concerto 40 - d -
Londres, 1838 Concerto - - 1889/6/18 de Bériot
Argaing - Chopin Étude Chopin Étude - - - -
Étude en ut dièse mineur, de Chopin
- - Prélude Chopin Étude Chopin Chopin Études 10 - cis IV Paris, 1837 Étude(s) - - 1889/6/18 de Bériot Nolletは« prélude » を記録しているが、教授、議事録、3名の教官は « Étude »を記録しているのでÉtudeと同定。
Delaborde Minard C.to de C. V. Alkan Alkan Concerto Alkan Concerto - - - - - - - - Concerto C. V. Alkan Alkan Concerto - - - - - Concerto - - 1889/6/18 Delaborde
Dufourcq Sonate de Chopin Chopin Sonate Chopin Sonate de - - - - - - - - Sonate Chopin Chopin Sonate - - - - - Sonate - - 1889/6/18 Delaborde
de Possel Sonate de Chopin Chopin Sonate Chopin Sonate de - - - - - - - - Sonate Chopin Chopin Sonate - - - - - Sonate - - 1889/6/18 Delaborde
Lepitre C.to de St-Saëns Saint-Saëns Concerto Saint-Saëns Concerto en sol mineur - - - - Concerto de Saint-Saëns - - - Concerto Saint-Saëns Saint-Saëns 2e concerto 22 - g I 1868 Concerto - - 1889/6/18 Delaborde
Ruckert Polonaise de Chopin Chopin Polonaise Chopin Polonaise de - - - - Polonaise op. 22 - - Polonaise Chopin Polonaise Chopin Chopin Grande Polonaise Brillante précédée d'un Andante Spianato 22 - Es - Paris, 1836 Danse Polonaise - 1889/6/18 Delaborde
Szymansky Allegro de Monsieur Guiraud Guiraud Allegro Guiraud Allegro - - - - Guiraud - - Con.  Guiraud Allegro  Guiraud Guiraud Allegro de concert - - cis - Paris, 1885 Allegro-sonate - - 1889/6/18 Delaborde Nolletは協奏曲を記録しているが、教授、議事録、他の試験官はGuiraudの« Allegro »　を記録しているのでAllegro de concertと同定。
Leclère Finale de Chopin Chopin Sonate Finale Finale de la sonate en si mineur - - - -
Chopin  Final de la sonate op. 58  
- - Finale  Chopin Finale  Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h IV (finale) Paris, 1845 Sonate - - 1889/6/18 Delaborde
Allard Scherzo de Chopin Chopin  Scherzo Chopin Scherzo en si♭mineur - - - - Chopin op. 31 - - Scherzo Chopin Scherzo Chopin Chopin 2e Scherzo 31 - b/Des - Paris, 1837 Scherzo - - 1889/6/18 Delaborde
Lefort Finale de Chopin Chopin  Finale Chopin  Finale de la sonate si mineur - - - - Chopin  op. 58 - - Final  Chopin Finale  Chopin Chopin 3e Sonate 58 - h IV (finale) Paris, 1845 Sonate - - 1889/6/18 Delaborde
Duvernoy Jaeger Fantaisie Schumann - - - - - -
Schumann  Fantaisie   "à la légende"
- - Schumann Fantaisie Schumann Schumann Fantaisie - - - - - Fantaisie Fantaisie 1 - 1889/6/18 Duvernoy
Scherzo. Sonate.  Mendelssohn - - - - - - - - - - Scherzo  Mendelssohn Mendelssohn Sonate - - - - - Sonate - - 1889/6/18 Duvernoy
Weyler Sonate op. 109  Beethoven 109 Beethoven - - - - - Beethoven, op. 109 - - 109  Beethoven Sonate op. 109  Beethoven Beethoven Sonate 109 - E - Berlin, 1821 Sonate - - 1889/6/18 Duvernoy
Moment de caprice  Weber - - - - - - - - - - - Weber Momento capriccioso 12 - B - Augsburg, 1811 Caprice - - 1889/6/18 Duvernoy
Qnanté Fantaisie Don juin  Chopin - - - - - - Chopin op. 2 - - Fantaisie  Chopin Fantaisie sur Don juin  Chopin Chopin "La ci darem la mano" Varié 2 - B - Paris, 1833 Variations - - 1889/6/18 Duvernoy
Marche  Schubert-Tausig - - - - - - - - - - - Schubert-Tausig Marche - - - - - Arrangement Morceaux caractéristiques - 1889/6/18 Duvernoy
Vannier All.o sonate ut maj. Beethoven - - - - - - - - - - - Beethoven Sonate - - C - - Sonate - - 1889/6/18 Duvernoy
Rhapsodie  Liszt - - - - - - Liszt  Rhapsodie - - Rap  Liszt Rhapsodie  Liszt Liszt Rhapsodie - - - - - Rhapsodie - - 1889/6/18 Duvernoy
Dieudonné Étude symphonique  Schumann - - - - - -
Schumann Étude symphoniques  
- - Étude symphonique  Schumann Étude symphoniques  Schumann Schumann 12 Études symphoniques 13 - cis-Des - 1837 Variations - - 1889/6/18 Duvernoy
Étude Henselt - - - - - - - - - - - Henselt Étude - - - - - Étude(s) - - 1889/6/18 Duvernoy
Petit-Gerard Sonate op. 109  Beethoven - - - - - - Beethoven, op. 109 - - Andante  Beethoven Sonate op. 109  Beethoven Beethoven Sonate 109 - E III (finale) Berlin, 1821 Sonate - - 1889/6/18 DuvernoyPrélude de  Chopin - - - - - - - - - - - Chopin Prélude - - - - - Prélude(s) - - 1889/6/18 Duvernoy
Étude de Chopin - - - - - - - - - - - Chopin Études - - - - - Étude(s) - - 1889/6/18 Duvernoy
Beauvais All.o de concert  Chopin - - - - - - Allegro de concert  Chopin - - Allegro  Chopin Allegro de concert  Chopin Chopin Allegro de concert 46 - A - Paris, 1841 Solo Concerto - - 1889/6/18 Duvernoy
Moment de caprice  Weber - - - - - - - - - - - Weber Momento capriccioso 12 - B - Augsburg, 1811 Caprice - - 1889/6/18 DuvernoyPellarin Polonaise  Weber - - - - - - - - - - - Weber Polonaise - - - - - Danse Polonaise - 1889/6/18 Duvernoy
Pièce  Scarlatti - - - - - - Scarlatti - - Scarlatti Pièce  Scarlatti Scarlatti Pièce - - - - - 同定不可 - - 1889/6/18 Duvernoy
Samuel 32 variations  Beethoven - - - - - - 32 variations  - - 32 varia. Beethoven 32 variations  Beethoven Beethoven 32 Variationen über ein eigenes Thema  - WoO.80 - - Vienne, 1807 Variations - - 1889/6/18 Duvernoy12e étude  Chopin - - - - - - - - - - - Chopin Études - - - - - Étude(s) - - 1889/6/18 Duvernoy
Beutter Sonate la♭  Weber - - - - - - Weber op. 39 - - Son. Weber Sonate la♭  Weber Weber 2e Sonate 39 - As - Berlin, 1816 Sonate - - 1889/6/18 DuvernoyBallade fa maj. Chopin - - - - - - - - - - - Chopin 4e Ballade 52 - f - Paris, 1843 Ballade - - 1889/6/18 Duvernoy
Chapart Nocturne sol maj.  Chopin - - - - - - - - - Noct. sol maj.  Chopin Nocturne sol maj.  Chopin Chopin Nocturne 37 - G II Paris, 1840 Morceaux caractéristiques Nocturne - 1889/6/18 Duvernoy
Chœur des Fileuses  Wagner-Liszt - - - - - - - - - - - Wagner-Liszt Spinnerlied aus dem Fliegenden Holländer, S.440 - S 440 C - Leipzig, 1860 Arrangement - - 1889/6/18 DuvernoyGennaro - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 欠 1889/6/18 Duvernoy « malade »
Marlreich Fantaisie chromatique  Bach - - - - - - Bach  Fantaisie chromatique  - - Fantaisie  Bach Fantaisie chromatique  Bach Bach - - BWV 903 d I
[1720, rev. ca 1730] Fantaisie Fantaisie 1 - 1889/6/18 Duvernoy
1er Prélude  Mendelssohn - - - - - - - - - - - Mendelssohn Prélude - - - - - Prélude(s) - - 1889/6/18 Duvernoy
Kiemlé Concerto mi min.  Chopin Chopin 1er concerto - - - - - Chopin  1er Concerto  op. 11 - - Con.t  Chopin Concerto mi min.  Chopin Chopin 1er concerto 11 - e - Paris, 1833 Concerto - - 1889/6/18 Duvernoy
Fugue en la mineur  Bach-Liszt - - - - - - - - - - - Bach-Liszt Sechs Präludien und Fugen für die Orgel - S 462 a I Leipzig, 1852 Arrangement Fugue - 1889/6/18 Duvernoy
Fissot Morhange Scherzo en si mineur Chopin Chopin Scherzo - - - - - Chopin  le premier, en si mineur - - Scherzo  Chopin Scherzo si min. Chopin Chopin 1er Scherzo 20 - h - Paris, 1835 Scherzo - - 1889/6/18 Fissot
Jétot 2e Kreisleriana Schumann - - - - - -  Schumann "Kreisleriana" - - C  Schumann 2e Kreisleriana Schumann Schumann Kreisleriana: Fantasien 16 - B II 1838
Morceaux caractéristiques - - 1889/6/18 Fissot
Bourlier Carnaval  Schumann Schumann Carnaval - - - - - Carnaval, op. 9 - - Carnaval Schumann Carnaval Schumann Schumann Carnaval: scènes mignonnes sur quatre notes 9 - - - 1837 Morceaux caractéristiques - - 1889/6/18 Fissot
Perissoud Études symphoniques  Schumann Schumann Études symphoniques - - - - - Schumann  Variations - - Étude  Schumann Études symphoniques Schumann Schumann 12 Études symphoniques 13 - cis-Des - 1837 Variations - - 1889/6/18 Fissot
Chrétien Allegro ut# mineur  St-Saëns - - - - - - Saint-Saëns - - Allegro St Saëns Allegro ut# mineur  Saint-Saëns Saint-Saëns Allegro appassionato 70 - cis - 1884 Allegro-sonate - - 1889/6/18 Fissot
Buval Chœur des fileuses  Wagner-Liszt Liszt Fileuses - - - - - "Chœur des fileuses" - - fileuses  Wagner-Liszt Chœur des fileuses  Wagner-Liszt Wagner-Liszt Spinnerlied aus dem Fliegenden Holländer, S.440 - S 440 C - Leipzig, 1860 Arrangement - - 1889/6/18 Fissot
Jotot Sonate si mineur  Chopin Chopin Sonate si mineur - - - - - Sonate en si min, op. 58 - - Sonate  Chopin Sonate si min.  Chopin Chopin 2e Sonate 35 - b - Paris, 1840 Sonate - - 1889/6/18 Fissot
